え; やい;"' ま 


41す田.^^奮全集 文學篇 y 十五 卷 


CHBN6  YU  TUNG  ^ 嚷- 

"赠 

1 •[  30  St.  George  Street 
5S«S^,  CANADA  M5S1A5 ぜ 


^^w^ 安倍 能 成 小宮 豐 隆 

松极 東洋 城 矢，！ « 祐利 


t  w  b つ マ；； T ゆ マみ V- いふ マ，^ ば し 

みゾ； 寸， れ， ゆ I ,  ,i よま； - ；^/ T ふえ r  t 

パレ i 


音!: 一の 簡書宛 氏 成 能 倍安附 日 五十二 月 九 年 十和昭 


目 次 


昭和 四 年  一 

昭和 五 年  ヒヒ 

昭和 六 年  一 九 六 

昭和 し 年  二 七 九 

昭和 八 年  三 八 五 

昭和 九 年  • . 五 四 二 

昭和 十 年  ，•  七 〇 九 

年次-小 詳  八 四 七 

補 遺 


明治 四十 二 年  八 五一 

明治 四十 三年  八 八 九 

明治 四十 四 年  九 一八 

明治 四十 五 年  •  九 二 九 

大正 六 年  九 三 一 

大正 ヒ 年  ノ.. 九 三 一 一 

大正 卜 年  九 三 四 

火 正 十一 年  九 三 五 

大. 止 十二 年  九 三 七 

大^ 十三 年  九 三 九 

大ぉ t  W 年  九 四 二 

大正 十五 年  九 四 五 


1 


昭和 二 年  九 五 五 

昭和 三 年  九 五 七 

昭和 十 年  九 五 九- 

ォホ 引  丸 六 一 

^  E  一 


3 


年 四 和;！,' i 


昭和 四 年 


一 一 ■ 

一月 十三 B 日 や 後一 t-  土 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 奈良驟 五條 中 學校野 村傳四 氏へ 

拜復 とんだい たづら の Jolmullisil が裨 目に止まり 汗顔の 至に 存候 御明 察の 通り 隨筆 大成 

隨筆 全集 隨筆 選集 等が 手品の 種に 有 之 候、 しかるに その 蜀 山人の 一 話 一言と いふの は 宅に はな 

いらし く、 「奇病 一 の 如何なる もの か を 知る よしな く 今日に も 神 田邊を 物色して 手に 人れ 度と 存居 

候 其 上 にて 犬に 研究 御 報 吿申上 度と 存 居候 

夏 目 奥さんの 一思 ひ 出 一 裨覽の 事と 存候 一.. 寫眞帖 ■ 一  で久ぷ にて 熊 本內坪 井の 家 を 見て 住 時 を 追 

懐 甚だな つかしく 覺ぇ 候、 十三 囘 忌に は 久しぶりて 御 墓に 謁 でました がケ ー ベ ル さんの 淋しい 墓 

標 もつ い 近くに ありました 

右 御 返事 迄 草ぶ 

一月 十三 日  明けて 五十二 才  寅 日子 翁 

傳四 大人 玉 案下  - 


一 I 三 四 

I 月 十六 B 水 午前へ 時— 九 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 靜 M 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 mli ニー 氏へ L は 

がき〕 

御手 紙 拜見致 候、 オルガン は 昨日 修繕に やり 候數 日の 中には 發送 かと 存 候、， 一 富 永 氏の 事 は 其 

後 何共 話な かりし 故 立 消えの 事と 存し 居りし 處 昨日 留守へ 夫人 參られ 紹介の 名剌 だけ 差 上 置 候、 

一 寸 話して. 置いた 方が 好都合で あつたと 存候、 爾後 此 種の 傳言は 必す御 忘れな く 御 傅へ 願 上 候、 

右 用事の み 草. - 

一 月 十五 日  - 

一 一 三 五 

一月 十六 日 水 午前 十- - 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 福 岡 市外 九州 帝 國大學 農 學部鈴 木 淸太郎 氏へ 

謹啓 貴 著 論文 去る 十二 日 學士院 にて 紹介 致 置 候、 然るに 印刷所に 廻した る處 規定の 頁数に 組 

み 難き 故： m 方 共 短縮して くれとの 事に て 返却 相 成 候。 數式は 意外 札 sraee をと る 故の 事と 存候。 

叉 姉 崎 正 治 氏 (編輯の 世話 掛) より 英文に つき 注意 あり、 それに 少 生の 私案 を 加へ 候 故 一度 見て 

頂 度と 存じ 御 途中 上 候、 何卒 宜敷願 上 候。 本 月 号に は 間に合 ひ 不申由 故 来月 号に 掲載の 毐と存 候、 

ゆるく 御 訂正 御 短縮 御 願 申 上 候。 印刷屋の 話に て は 一 頁の 113 程 も 超過 致す 由に 御 坐 候 

右 要 事の み 草. -申上 候 
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年 四 和昭 


寺田拜 

鈴 木- 樣 

一 一 三 六 

一月 十 <B 金 午後 四時.. 五 時 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四より 福 岡 市 新 大工 町 五一 「桑 木. 域难 氏へ 一はが き 一 

獨樂考 甚だ 面白く 拜見致 候、 續ぷ此 種の を 御 連 發願上 候 二 就て は 左に Comical a  of 

〇ia を 御 目に かけ 候。 Kf  s  afl  that  which  is  stn 一， k  or  cut,  the  stamp  or  i"- 一 pisi§ 

(>f  521,  iltEt  -  i ミニ-,  ^i.  Ko ま 6 ク a  ！ stHkil;  Kf  a  tlj>  sound  Hki> ; 

a  rovc-l, i-o ミ al,  ！ =12- 一  y.= 一 akinji- ;  L.  Ccllurisat5  Kf,  f.ostal  I)ro，assi(ms.  (Malai  f^lllgl, 

to  wrestle. あな かしこく  J 御 考証の 途次、 三味線 尺八に 關 する 珍 種御發 見の 節 はこつ そり 御 

示 敎を願 上 候」 年末 來好晴 温暖つ にき 老人に は 甚だ 難 有き 事に 御 坐 候」 御 自愛 を 祈 候、 

一月 十六 日  寅 翁 

或 翁 虎 皮下 

一 一 三 七 

一月 二十日 B 午後 二 時： 三時 本：^ 區 駒ヮ； I 曙 町 二 四よ リ京械 帝 國大學 法文 學部 哲學 教室 安倍 能 成 氏 \ 

.101 歸 京の 際 は 御 来駕 被 下 難 有、 又 珍ら しき 古器 物 御惠與 稗 厚情 拜謝致 候 ノ は 机上に 置 

き^ の 類を樹 てる 事に 致候處 至極 恰好よ ろしく 愛玩 罷在 候、」 あの 後.^ 日曜日 il- 後一 
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度推參 のつ もりで 出かけし 處、 其 朝少. -腹を 下した のが 段. - 怪しくな り 途中から R タクの 厄介に 

なりて 引返へ し 終に 御無沙汰 遣 憾に存 候 

小宮君 十四日より 十九 日 迄 滞在 例に より 色男 大 もてに て 寧日な き 有様に 有 之 重疊、 一 日 拙宅に 

て 連句 會相 催し 愉快に 有 之 候、 「朝鮮の 人と 自然」 揭 載の 大 朝切拔 を小宮 君に 無心 致 置 候處、 小宮 

君より 河 野與ー 君に 依頼せ し 由に て 河 野 君より 接り くれ、. 昨夜 拜誦致 候、 非常に 面白く 拜見致 候、 

朝鮮の 人と 自然に 對 する 情味が 一 面に 浸潤して 居て、 氣持 がい 、あれ は 朝鮮人 一 同から 感謝 さる 

べき もので ありませ う。 白衣の 洗濯 婦人 大勢に 戀 着され ぬ やう 御用 心專 一と 存 候、」 ス カン ヂナ 

ヴィァ 紀行で もさう 思った 事で あるが 能 成 先生の 異國の 子供 や 婦人 を 觀る眼 は 一 面哲學 者の 眼で 

あると 同時に 一 面に は叉ジ ン リヒ なる 處 があって 其 点が 少生. に は 一 番ァピ ー ル する。 フィ ロソフ 

イツ ク H  Q ティ ック とで も 申すべき か、」 中央 公論の 方 も 其 內拜見 致す 事に 决定致 居候 

先日 御 相談 申 上 候 小 林 勇 君より 相談の 件、 其 後 小宮君 岩波 君と も 相談の 結果、 講坐 完了後に 致 

す 事に 定め 候 間 左様 御 含 置 願 上 候、 もし 講坐 第二次 募集で もす る やうならば、 講 坐の 方 を 無償に 

すれば 岩波へ の 義理 は 立つ かと 思 はれ 小 i 呂君 とその やうに 相談 致 候、 如何 可 有 之 哉、 

說 敎强盜 とい ふ もの 當 代の 人氣者 となり 候、 昨日 は 新 渡 戶稻造 邸に 强盜 人り (說敎 ではな いら 

しいが) それが 岩波 君の 近邊を 逃げ 廻って とんだ だんまりの 捕物の 場 を 出演 大 評判、 但しとう 

くつ かまら す 此奴 は ピストルと 彈藥 多量に 所持、 物 騷に有 之 候、 近頃 强盜の 流行 は 全く 新聞の 

獎勵の 結果と 存候 新聞 は 全く 一  種の 「犯罪 講坐」 に 有 之 候 

右 閑 事の み 草. -申上 候 


年 四和昭 


一 月 廿日  寅  翁 

能 成 大人 玉 案下 

I  ニニ 八 

一月 二十 五 B 金 午前 十一 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小 宮豐隆 氏へ 

謹啓 先日 御上 京の 節 は 失 禮致候 何分に も賣 れつ 子に て 中. - つかまえる 事が 六 かしき やうに 見 

受けられ 御繁 nE 大慶の 次第に 钾坐候 

中央 公論 のフ オリ ー ベル ジ H 1 ァ 裸 踊 論 拜見致 候 例 により 肌理の 細か い 御 觀察御 論述 にて 面白 

く拜讀 流石に かう いふ ものに なると 肩が 凝らなくて 樂に讀 めます、 

靑楓論 も 面白く 拜見 全く 靑楓は 未だ 甞て 西洋 一 岡 を 描いた 事 はな い のであります、 さう い ふ 意味 

でル ノア— ル は 矢 張正眞 正銘 生 へ 拔の佛 蘭西產 助平 爺で あらう かと 愚考 致 候 

甘鰂 干物 國產 先日 御氣に 召し 候 故 更に 取 寄せ 候處 余り 風味 面白から す 候へ 共 折角 取 寄せ 候 故 差 

出 候、 「吾輩 は 猫」 中の 鰹節 三本の 吉例に 倣 ひ 三枚 差 出 候 御 笑納 願 上 候 

昨夜 來メッ キリ 寒く 候、 風邪が 拔け かねて 難 義に有 之 候 草. - 

一九二 九、 一、 一 一四 夜  寅 翁 

豐隆 公子 玉榻下 

I  I 一一 一九 
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一月 二十 六日 土 午後 三時； 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

拜啓 今日 小 林 君が 來て 例の 書物に 就て 色 M と 話が ありました。 

小 林 君の 話で は 矢 張 四月が 一 番の好 時季 故 それ を 逸し 度くない らしい のです が、 講 坐の 完了 を 

待って 居る とそれ が 間に合 ひさう もない とい ふ 事であります。 それから 又 小 林 君の 心 持に も 何 だ 

か 岩波との 關 係が 余り あっさりと 行かない とい ふ氣が あるら しい。 叉 一 方で 今迄 色々 の雜 誌に 出 

たもの を 集めて 見る と 意外に 分量が 澤 山あって、 そして 必 しも 自分で さう つまらない とも 思 はな 

いから、 此れ等 だけ を 集めた 本が あっても 差 支ない やうな 氣 がして 來て、 此 等の 理由から 折角の 

决議が 少し 後人 的に 動 搖を來 たして 居ります。 君に 提出したら 多分 愛想 を盡 かされる かも 知れな 

いと 思 ひます が、 以上 三つの 新しい data が 現 はれた からもう ー邊 此れ をべ リック ジヒ ティ— ゲ 

ン して 考へ 直して 見ても い、 かと 思 ふので、 もう 一度 御 相談 申 上げます、 要するに 1' 時期の 問題 

g 小 林君對 岩波の 問題 內容の 分量と 質の 問題、 此の 三つに 就いて、 少 生の 未だ 考 へなかった 與 

件が 出て 來 たとい ふので あります。 それと 僕 自身の 心 持 だけから は 矢 張 少し 奥齒に 物の 揷 まった 

感じが する の を 如何と もし 難いと い ふ 事であります。 

處がル クレチ ウス を 省いて 小 林で 出し、 ル クレチ ウス をもう 一 度講 坐で 出す となると 其 處には 

又 妙に 氣 持の よくない 点が 伏在す るので、 自分の 我儘 だけ を 云 ふなら ルク レチ ウス を 小 林の へ 出 

さなくな ると 同時に 講 坐の 方 も徹 回して しまへ は 一 番 さっぱりして 氣持 がい \ がそれ も 妙に 余り 

可笑しい。 それで ル クレチ ウス は 他日 近い 內に 他の もの を 加へ て 小 林で 出す 事に して 講 坐へ も 出 

す 代り 第一 一回の は 無償で 講 坐へ 提供す る 事に でもしたら どんな もの かと も考 へる が 如何の ものに. 
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年 (y^ 和 US 


哉 

例に より 甚だ 煑ぇ 切らない 事であります が、 御 叱りの 上腹藏 なき 御高 見 御；^ らし 願 度 切望 し 

ます、 右 要用の み 草 M 

一 月廿 七日  理硏 にて  寅  彥 

小宮 大兄 玉 案下 

一一 四 0  , 

I 月 二十 六日 土 午後 七 時. へ 時 京橋區 銀^ 不二 家よ リ 府下 瀧 野 川 町中 里 四 二三 坪 井忠ニ 氏へ 〔捨 はが 

き 菊 池 正士、 藤 岡 由 夫、 二 氏との 寄せ 書 ニー 氏の 文面 省略 ヒ 

I 表に」 

一九二 九、 一、 廿五、 5J- 一. 「一- =p」 一一. 銀 坐 不二 屋 にて 

不 良 翁 

-t? の 女兒の 膝の 所に J InYK"- 

I: 男兒の 膝の 听に. 一 s/^,l,T.f 

I 一四 I 

一月 三十 B 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な. Ll 

御手 紙拜 見試驗 前にて 御忙 がしき 由、 何卒 健康 第 一 御用 心の 上に て 御 勉强專 一 と存 候、 當 方に 


て は 一同 幸に 無事、 御 安神 願 上 候」、 バイオリン は G  マンス を 大概に 仕上げ、 これから レジェ ン 

ドに 取り か、 り 候、 セ 口の 方 は 今い き拔 きに、 ュモ レス クの重 音と ポッパ ー の ガボット を やって 

居り 候、 

御請 求の 金貳拾 R 御 送り 致 候 御 査收願 上 候 

右 御 返事 迄 草. - 

一 月卅日  寅  彥 

正 _  二 殿 

今日は 駒 場の 航空 研究所 \ これから 出かけ 候 

一 一四 二 

一月 三十 IB 木 午後 一時- 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ富山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

謹啓 此度は 名産 干 柿 並に 北海 産の 鮮魚 御 惠與被 下 難 有 拜謝致 候 露 は 御 示 敎に從 ひ 調理の 上 賞 

味 致 候處中 ぶ の 好 風味 生来 初め て 賞玩 致 候 御 厚情 難 有 厚く 御 禮申上 候 

正月 早 i 北陸地方 異常 の 風雪に て 沿岸 地方に は 被害 も 有 之 由 新聞 に て 承知 致 候 貴地 方 は 如何 に 

候 哉、 東京 は 幸に 例年より は寒氣 弱く 凌き 易き やうに 有 之 寒がり 屋には 仕 合せに 有 之 候 

右 御禮迄 草え 申述候 不盡 

一 月 舟 日  寅  亲 

五嶋 樣玉 案下 


年 四和昭 


I 一  四 三 

二月 三日 B 午後 一時. -ニ時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁.： ひへ 小 宮璺隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 甘 綱 御 笑 味 被 下 候 由， にて 本 懷に存 候 次に はも 少し 出來宜 敷の を 御 目に かけ 

度と 存 居候 小 林 書店 出版 の 件に つき 色 ぶ 御 配慮 難 有 拜謝致 候 御 申 越 の 次第 を も つ て 见も角 も 小 林 

主人と 談合 可 致と 存候 「化物」 を 省く 事 至極 御 尤と存 候へ 共、 それで は 俗衆 向と して 少し 色氣が 

欠乏、 他の もめ は 大抵 少し 堅苦しい 氣 味の もの 故 「化物 一 を藥 味に 一 寸 人れ て やらない と 小 林 書 

店の 初陣の 成蹟 如何 やと 心配 被 致 候、 ル クレチ ウス の 方 は 少し 叉 一 寸色 合の ちがった もの 故 あれ 

だけ^ 扱 ひとす る 事は少 生と して は 大した 不合理で もない やうに 思 はれの みなら. f いっか 又 「ル 

クレチ ウスと 地球 物理 學， 一 と. いふの を 書く 見込 (此れ は 前のに 豫吿 して ある 通り) にて、 それと 

一 纏めに した 方が 寧ろ 適切 かと も 思 はれます ので、 事によると 大兄の 御 心 添 を こっそり 胡 魔 化し 

て 極 內處で 「化物 一 を ドロく と 出現させる 事になる かも 知れす、 其 節 はどう か 特別の 御 寛容 を 

もって r マァ、 化物の 事 だから 仕方がない 一と 御 見逃がしの 程 願 上 度 切望 致 候 

舊冬 十三 冋忌 席上 眞鍋 さんより 何 か 處方を 書いて やらう とい ふ 約束 を 受け、 其內 よこして くれ 

るかと 思 ふて 居た がそれ 切りで 此方から も 別に 催促 もせす に 居り 候處 本日 即ー 一月 一 一日に 到って 眞 

鍋 氏より 手紙 參り、 處方 一通 封 人 致し くれ 候、 どうも 不思 儀な もので、 かうな つて 來 ると 急に 世 

の 中が がらり と變 つて 來て眞 鍋 國手か 難 有く 尊くな り 何時かの 肝 瘤な ど は 誰れ が 起こした かとい 

ふ氣 になり 小宮 君に 泣 言 を 聞かせた の は あれ は 一 体 何 世紀 前の 誰れ かの 事であった やうな 氣 がし 9 


c 可夹 しく も あれば より 多く 耻 かしく も あり、 ィャ ハヤ 實に I もな 墓に て此相 gnua"- 

^ri 尤も 曰 本 一の If  i  くらべで 一寸 需的 1 つた やうな 處 もはト 

； 宮君 U ぎ 任 致 候、 鬼に 角 此處方 はま. に 滋雨の 14 しかった、 此れ も 矢 張 十 ^ 回 一 

0^,,^^^. 一  言の 依 賴が與 かって 効 ありし 事と 推察 改めて 御 禮を中 上げ：： す 早速 

眞鍋 さんに も 「大 早の 滋雨」 ？の 禮狀 を 出しました、 明日 早 isff  樂 しつ 霊し . 

レ P 部つ 市よりの 手衹 に 大兄より 年賀 はが きを 頂いた と あり 此れ は 多分 姉 力ら 上け た 御返し 力 

が 、おの 揚句 iiliii ガと B して uiM^jp^ 

名士から 貰 ふ 一枚？ 賀ハ ガキが 翁 難 有かった らしく、 識 めし 高 知 中 を ふれ 廻って 居る 事と 

推察、 兎も角も 「年賀 狀」 の 補遺と して 御 報吿且 御禮迄 草. -申述 候 不盡 

二月 二日  駄.^ 产 

豐隆 公子 紅 裾 下 

I 一四 四 

二月 四日 月 午後 一時： 二 時 本鄕 It 町 一 m より 仙秦 北 一 ー¥ 六べ 小 S 隆氏 >\ 【は 一 、 

H  SHri.  D2-  ft  Ziehen  Schrift  uud  I  m  China  (丸 善に あり 

一 一円 io なる 書物 を 一 見した 處、 大兄の 菌 研究 或は 寧ろ 俳 爵究に 何 かの 示唆 を與へ i 

"rr さう であり 享。 忘れて しま はぬ うちに 一寸， I 迄、 尤ももう 疾 に御覽 になつ _ ^力 も 

少生は 別の 目的で ー讀 する うちに ま 刺戟され て 面白かった」 此の 書の 中に， 


支那 人の 智能の 短所 を あげて ある 諸 点が 可也 日本人に 耳の 痛い 處 があって 考へ させられる」 東京 

は 何と 云 つ て も 今年せ たしかに 暖 い ので 大に仕 合せであります」 

先日 讀賣 新聞に 「漱石 俳句 研究」 の贊 辞が あつたの はよ かった としても、 小宮 先生が 二 高敎授 

になって 居た のは少 ぶいけ ません、 今頃 は 誰れ かに 注意され て 頭を搔 いて 居るな らん 〔と〕 思 はれ 

ます、  * 

二月 三日 

一 一四 五 

二月 二十 八 B 木 午前 十 時. I 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 

御 端書拜 見、 益. -御 健祥 大慶に 存候、 いよく 畢年 試驗も 近より 御 忙しき 事と 存候刖 して 御自 

愛 の 上 御勉强 の 程 祈 申 候、 首尾よく 御 通過 の 上 御歸省 の 日 を樂 しみ 居候 

俳句 拜見 いづれ も 見付け 處は 面白く 其 分なら ば 段々 物になる 見込 ありと 存候、 表現の 方 はな ほ 

追ぶ に 御 修業な さるべく、 忘 評は拜 眉の 上申 上 度と 存候、 

时政 困難の 由 不取敢 別封に て 緊急 支出に 及 候 間 御 査收願 上 候 

右 御 返事 迄 余事 拜 眉の 上に 讓り申 候 草 M 

二月 末日  寅彥 

正 二 殿 

いづれ も樣へ 宜しく 
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一 一四 穴 

三月 二 曰 土 午後 七 時— へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  it より 京橋區 築地 聖路加病院 病室 高嶺 俊 夫 氏へ 

御 病 氣で御 入院の 事 を 承知しながら 御無沙汰 致 居候 し 御 軽症の 由に て此 上ながら 仕 合と 存候、 

火曜日に は 御 出がない 故 或は 御旅 行かと 考へ 別に 確かめ もせす 獨 りで 出かけ 夕方 藤 岡 君より 御 病 

氣の事 を 伺った 譯に御 坐 候 甚だ のんきに て 申 譯無之 御高 免 願 上 候、 少生も 風邪 を 引いた もの ^ ど 

う も煑へ 切ち ぬ 風邪に て、 病氣と 云へ は 病氣、 病氣 でない と 云へ はない やうな 程度に 有 之、 畢竟 

人間が 黄え 切らぬ と 病氣迄 もさうな るかと 聊か 心細き 次第に 御 坐 候 それ 故 あらゆる 責任から ェ マ 

ン シぺ， I ト された 氣 持で 休養す る譯 にも 行かす、 理 研の 方 も 出て 居る やうな 出て 居ない やうな 有 

樣 であり ましたが、 今日 あたりから やっと 風邪の コ ンシァ ス子ス が 退散した やうに て 仕 合に 御 坐 

候 昨今の 雨が 大に 効驗 があった かと も 思 はれ 候。 

此 間中から plastic  iiiass の 理論 やら 土木 ェ擧の 土砂の 壓 力の 本を讀 みつ、〉 け、 どうも 自分の 

頭の 作用の 惡ぃ 事に 悲観し つ & 同時に 風邪 氣の 不快 を かみしめて 味って 居た のです が 風邪が 直つ 

て も 一 方の 方 はさう く 直る 譯に 行かす もう 一 邊代數 幾何の 初歩から すっかり やり直して か、 ら 

ない と いけない と考 居候、 グリ— キゃ サン スク リツ トを かじる 時間 を 此方に 向けたら い 、譯 です 

が、 存外 實行 困難に 有 之 候 

御 退屈の 事と 存候、 併しなる ベく 此際 頭の 方 を 休養 させられる 事が 盱 要と 存候 

右 御見舞 旁 下らぬ 世迷言 をなら ベ 失 禮の段 御 海容 願 上 候 なほく 御 養生 專 一 と存候 
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年 四和昭 


三月 二日  寅彥 

高嶺 大人 王 案下 

一一 四 +- 

三月 四 B 月 午前， pit- 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 京械帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

拜啓 一 瞥 見の 支那 一 今夜 拜見、 御世辞で も 何でもなく 全く 面白く 拜見 しました、 光景の 描寫 

も 面白く 又 色々 の オリ ヂナル な御觀 察に も 色ぶ 啓發 されました、 急に 支那に 興味 を 感じて 來 たや 

うな 氣 がする の は 僕ば かりで はない かと 思 はれます、」 乾 隆帝第 何 世 か、 V 出て 来て 物理 學の 操師 

になる 日が 来たら 日本な どは顏 色が なくなる 事と 思 はれます。 近頃 印度に 世界的 一 流の 理學 者が 

一 一人 程 出て 来たので 注意して 昆て 居ます が、 御 說を讀 んで考 へ て 見る と あの 印度の すばらし い 建 

築 が^な 意味で 眺められて 来ます。 吾等 一生懸命に やっても 金閣寺が 關の 山、 先づ少 生な ど は 遠 

州 好みの 茶室 位の 仕事が 出来たら 大威張り かも 知れす、 いっその 事 あきらめて 一 俳句 的 物理 學」 

の 系統で も 樹立す る 事 を 唱道し やう かと 存 i 

陶淵 明が 隊肉を パク ツイて 居た (かも 知れん) との 說は 甚だ 愉快に て、 此れで 寅彥 翁の ギン ブ 

ラも すっかり ヂ ヤス チフ アイされ、 せい/^ 致 i 

不取敢 所感 を 述べて ic^  M 

三月 三日 桃の 日  寅 翁 

能 成 大人 玉 案下 
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二 四 八 

三月 四日 月 ir 前 レー 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小 tlrt 观 i 隆 氏へ 

其 後 は 期せす して 事實 上の 絶交の 姿に 相 成り 居り 此れ は 誰れ の 責任 か 分らす 先日の 書物の 件の 

報吿 をす るの を少 生が 怠って 居た のが 惡 いやうな 氣も致 候、 あの 後 材料 を 纏めて 早速 取り か、 り、 

少 生もう 初校 をす ませ 進行 中に 有 之 候、 どうも 古く かいた もの は 文章が まづく 幼稚で 少 i 困り 居 

り、 此れ は豐隆 先生に は 見せない やうに こっそり 出す 方が 矢 張よ いかと 存候 もし 御 目に ふれたら 

御 叱り を 願 候、 科 學の學 生や 學 校の 先生方に は 何 かの 參考に はなる 位の 處 かと 存じ 候、， 一 装釘 は 

考案 中、 何 か 少し 趣向 を かへ 度と 存 居候、 此れ はう まく 行ける かどう か 疑問に 御 坐 候、 小 林 君 神 

田へ 開店、 幸 田さん に 「鉄塔 書院」 とい ふ 家 号 をつ けて 貰 ひし 由に 御 坐 候、 

岩波 も 科舉講 坐の 計畫 始め 思った やうに 進行せ す氣の 毒に 存じ 居候、 理科の 人間 は 文科の 人と 

少し 工合が ちが う ので やりに くい か とも 存ぜ られ 候、 ど う か 成 効 さ せ 度き も の と存候 へ 共少 生な 

どに は 力に 及ばす、 <fr 石 原 君が 盡カ 中の やうに 御 坐 候 

松 根 君 ともあれ 切り 會 はす、 此頃 一度 會度由 申 越 居候へ 共少生 忙しくて 失敬 致し 居候 此れ も 結 

交の 姿に 有 之 候、， 一 絕 乂 問題の 種と なりし 處方其 後 服用 致し 居候、 矢 張 工合 { 几 敷 やうに 有 之、 矢 

張喧 *J は 致さぬ ものと 存候、 眞 鍋さん に は 其 後 或 結婚 祝の 席で 遞返 致し 謝意 を 表し 置 候 

當地 三月に 人り て 珍ら しき 降雨 あり、 そのお かげ か 長い 風邪 氣が 急に 直りせ いく 致し 候、 

ギ ン ブ ラ時. - 相勉め 居候、 -、 テパ— トのマ グロ  ノス シも 寺え、 セロ、 バイオリン、 サン スク リツ 
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ト、 ラ チン も同樣 

右 御 報 迄 草. - 

三月 三日 桃の 日  寅 彥 

豐隆樣  ， 

I  I 四 九 

三月 九日 土 午前 T- ； 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ牛込 展余 T 町 四 一松 极豐 次郎 氏へ 〔はがき〕 

御 近火の 由 一時 は 御 吃驚の 事と 拜察 併し 御 無事にて 大慶に 存候、 其 後 は 御無沙汰 失 禮致候 今 

月 中に 出すべき 報吿 論文 調製に て忙 がしく 其 上に 色. -の會 合 等 引つ にき 聊か 疲勞 の氣 味に 御 坐 候、 

来迎 も 水木 金と 夜の 會合 あり、 十二 日 火曜 は 午後の 會 あり、 右 やうの 都合 故、 もう 少し 先 迄 御 待 

ち 願 はれ、 ば大 幸と 存 候、. 一 小 宮君は 四月でなくて は 上京 出来ぬ 由 申 越し 候 

右 御 返事 迄 草ぶ 

I  I 五 0 

三月 二十 六 B 火 iHl 十一 時.， 卜 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宫豐隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 少生此 頃 妙に 心を頌 はされ る やうな 事柄が 多く、 それに 仕事の 方 も 色ぶ と忙 

がしい のでつ いく 御無沙汰 致しました、 毎年 寒さが 急に 薄らぎ ボカく 暖 くなる と、 生理的 だ 

か 病理 的 だか、 一種の 腦 貧血狀 態になる の だか 今年 も それが 今やって 來て 居る らしく、 世の中が 
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變に 空虚で その void の 中に 何 かしら 不安な 幻影が 幽靈の やうに 搖曳 して 居る やうです。 尤も 人 一 

が 見る と 中ぶ 元氣 がよくて 活動して 居る さう であり ますから、 別に 問題に はなり ません から 御 {.K 

神 を 願 ひます。 

芭蕉 誹諧 研究 御 惠與難 有く、 唯今 体裁 だけ 拜見、 あと は ゆるく 拜 讀を樂 しみと 致 候.， . 

「雪の 跡 吹 はかした る 朧月 J の 氣象學 的鮮釋 は、 余りよ-く 分りません が、 多分、 「下層の 乱雲が 一 

吹き やられて 上層の 層卷雲 越しに 月が 見えて 居た」 とい ふ 事 かと 想像され、 そんな 場合 も 無論 あ 一 

る だら うと 思 はれます。 併し 余り ありふれた 場合で は (少 くも 東京 邊 では) ないやう に 思 はれまへ 

す。 此れが 如何なる 場合に 起る か は 乍 遣憾少 生の 淺ぃ 知識で は 分らす。 若しも 實地觀 測に 経 驗深ー 

き 氣象臺 あたりの 技師に 聞いて 見たら 案外 或る 特別な 天候 をス ぺ シファ ィ する 現象 かも 知れす、 ： 

此れが 分らない と、 其 句の 本 當の價 値 は 分らない かも 知れません。 誰れ かに 聞いて 見て、 もし ス い 

テキな 材料 を 得たら 御 注進 致し まし やう  i 

余事 は拜 眉の 近き 事故 其 節の 樂 しみと 致し 右 迄 草 ぷ申述 候、 今度 は 御 迎に參 ります からよ ろし 一 

く 草 M 

寅 彥  " 

豐  樣 

二 五一 

一一 一月 二十 AB 木 午前へ 時 九 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四 より 祌奈川 縣鎌倉 町亂橋 材木 座中 谷 治 宇ニ郞 氏へ. 
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御手 紙と 刖刷難 有 拜謝致 候、 先日 來御病 氣の由 何卒 御 養生 專ー と 奉存候 近. -佛國 へ 御遊 學の由 

にて 一 人 御大 事に 願 上 候、 十二分に 御 快 愈の 上に て 御 出 發被遊 候 やう 祈る 次第に 御 坐 候  」 

論文 面白く 拜見 多大の 參考と 相 成 申 候 

なほ 今後の 御 研究 蜀 望に 堪えす 候 ，  • 

右 御 禮迄申 述度草 M 如 此に御 坐 候 不盡 

三月 廿 七日  寺田拜  _ 

中 谷 治 宇一 一 郞樣玉 案下 

I  I 五 二 

三月 二十 八 曰 木 午前 八 時- 1 九 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より；^ 町區 中央 氣象臺 藤 原^ 平氏へ 〔二通 同封」 

謹！^;: 先日 來は湯 本 君の 事に つ き 特別 の 御 配慮 を 煩 は し 御 厚情 難 有 拜謝致 候な ほ 今後 共に 宜敷御 

願 申 上 度と 存候 

昨日 は 御 端 書 難 有、 御 申 越の 別 刷 早速 モホ a ビチッ ク敎授 に 呈上 可 致と 存候間 左様 御 含 願 上 候 

右 乍遲延 御禮且 貴酬 迄 草 M 

三 廿 七日  寺 田寅彥  一 

藤 原 學兄玉 案下 

謹啓 先日 は 御 來訪難 有う 御 坐い ました、 其 節 御 話しの 〇〇 緣 談に關 する 事柄に 就て は 其 後 色 
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M と 相談 熟考 致候處 何分に も 未だ 余りに 赤ん坊 同様にて 到底 嫁 人の 資格な ど はない やうに 思 は^ 

殊に 先方が さう いふ 立派な 學者 である 場合な ほ更御 役に立ち さう もな く、 叉 本人 自身に もま ださ 

つばり 結婚な どす る やうな 氣 はない らしく、 もう 少し 適當な 時機の 來 るの を 待った 上で ない と、 

當人 にも 先方に も 却って 不幸な 結果になる やうに 思 はれます ので 誠に 折角の 御 配慮で はあり、 此 

上 もな き 立派な 御 先 處とは 存じます が 此度は 御 辞退 致す 方が 妥當 だと 考へ られ ますので どうか 万 

M 不惡御 諒察の 上 左様 御 取 成しの 程 を 願 上げます C いづれ 御 目に か、 り 委細 申 上げる 積で 御 坐い 

ますが、 令り 延び/、 になって は 御迷惑と 存じます ので 右の 要領 だけ 手紙で 認めました、 何分に 

も 不惡御 諒察 を 願 ひ 度と 存じます。 

なほ どうか 此れに 御 懲りな く 將來も 御 心 添に 預かり 度 甚だ 乍 勝手 此 上と もま 敷 御 願 申 上げます 

余事 は拜 眉の 上に て、 愚妻よりも 敷御挨 申出で 居ります 

三月 廿 七日  寺 田寅彦 

藤 原 大兄 玉 案下 

令夫人 にも 不惡御 鳳 聲願上 候 

I  I 五三 

四月 八. B 月 午前 十一 時： 十二時 巴 里 H 本帝國 大使館 氣付中 谷 宇吉郎 氏へ 

稗 無沙汰 致しました、 三月 中 は 震 研の 報告 砂の 實驗の 結果 を 纏める のにつ ぶれ、 スパ ー クの方 

を 怠って 居ました、 これから organic  vapour の 方 を 纏めます。 少し 補充 實驗を やります。 , 口 
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ヂェン 含有 物で は 殆んど 唯 ハロゲンの 原子の ％ だけで^ と との 境が きまる らしい 事に 氣が 

付き 確かめ 中であります。 

スリ— パ ー トス パ ー クの 各部で fig  jet に 点火す る 能力に 大差 ある 事を發 見、 湯 本 君 山 本 君で 

やって 貰って 居ます。 此れ は 一寸 近頃の /め であります。 

ァ ルゴ ン の 長スパ ー クも 少し は 面白い やうです、 此方 はスぺ ク トル を 藤 岡 君に 頼んで ゆるく 

やる 積り 

ヒ ルガ ー の レンズの 事 御 返事 を 怠り、 失禮 致しました。 少し 高い が、 それだけの 價値は あるで 

しゃう から、 注文 致し 度と 存じます。 どうか 宜しく 願 ひます 

いよく 巴 里へ 御乘 込の 由、 美人の 巢窟故 御用 心專 一 であります マ a  -ー  ヱ の新綠 だけ はもう 一 

度 見 度い 〔と〕 思 ひます。 

別 刷 を發途 しなければ ならない のが、 たまって 居る が、 どうも 狀袋を かくの が おっくうで 困つ 

て 居ます。 その 內奮發 して Part  IV と V と、 君のと を 送り出します、 御 寛容 を 祈る。 

？ I 本 君 海軍省の 調査 會が鮮 散の 爲理 研の 人に なって 仕事 を つ^ける 事に なりました、 中 田 君 は 

田 丸 先生の 御 指図で 市立 中學校 (上野) へ 入り、 中學 校に は 珍ら しい 優遇で 研究 も 出来る らしい 

様子、 一 寸 一 風變 つて 面白く と 存じます。 

先日 藤 岡 君と 築地 小 劇場で ゴルキ ー の 一夜の 宿」 拜見、 老人の 時代に おくれる の を 心配して 藤 

岡 君が 色ぶ 指導の 勞を 取られる のであります、 高嶺 君 は 春休み で 伊豆 へ ゴルフ に 行って 居る が、 

氣に 入った と 見え 十日 頃 迄 居る 由、 春風 蕩 たる ものであります。 少し 羨し い。 
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、 •  - ム vi.t-、  乂  7.H ラ チン、 比れ ももう 一月 位で 卒% 

議議： ip 

ラビア を やる 位 は 何でもない 事て あは 本 ぽ i つきで、 これから ぼつく 電 


ラビア をゃ錢 们。 ；っ I 纠き つたので、 これ |っく電 

ります 心： f  は 1、 "isB 何"， にやり 直し。 六十に なったら そろく 高 等數 

^«1;っ中で數攀の複習をはじめ 代 勢 三. ^幾ぐ と = 1 、 S  J  >  if  。 つ \bA ノし a 

け 1 て て 見る が、 六十 過ぎて やる 豫定 事業が 余り 澤山 あり 過き るの て少： f 

:i:::H"i":rf  i ど！ へ未蒙ら、 li つても 困る かも 

知 siumss しい。 tul^^ 鉄道 省 や 何 

か" しあて 外れで しゃう。 少 f 髮仙 台より 上京中に て 活動に 忙カ しく 候 

右 御無沙汰の 御 詫 旁 御 返事 迄 草. -  寅彥 

四月 八日 

ft  43  5" も 主 玉 案下 

二 申 PS 省 中、 近 4 兵 檢査 の爲鄕 里へ 行きます。 不相 ■ 氣 であります 


艽四 


M^<i^i^pp 右 器械の 實地 製作に か、 る爲 


年 四和昭 


に は 矢 張、 具体的の 設計が 必要に て、 製作費の 見積り も 一寸 此れ だけで は 困難 かと 思 はれ 候。 一 

度 粗末な ガラス 細工で、 も 作って (接 績はコ ー チン スキ ー ゃゴ ム管 位で) そして 各部の 位置 や 支 

持 枠 等の 構造 を 考案し。 液 や 水銀の 入れ 方と か、 色よ 實 地に 起る 事を考 へ、 叉、 箱の 形 や、 水銀 

面 を 讀む爲 の 窓と か、 総て 實地 使用 上の 事柄 を 考慮した、 所謂 仕樣 書 を 作って 御覽 になる 方が 宜 

敷かと 存候。 叉 出来るなら、 運搬の 出來 得る やうに したら と存 居候。 

溫度は 全部 を lnelt:n,J-  ice で 包めば。 丄川 位 迄 は 均 一 となる かと 思 はれ 候、 それ 位 以上の 均 一 

は、 六 かしき かと 思 はれ 候、 つまり 周 壁に 觸れた 空 氣が氷 粒 $ 間 を 交流す る爲に 微細な 變 化が 生 

じる 故、 此の 影響 をな くす る やうの 設計が 出來 ると 好都合 かと 存候。 此れ も 工夫 すれ はいくら で 

もよ くす る 見込 は ある 事と 存候。 

鬼 も 角 も 一度 豫備的 雛 形 を ガラスで 作り、 立体的に 組み立て， -、 使用の 眞似 をした 上で、 實物 - 

設計図 を 描いて 見る 事 を 御す、 め 致し 候。 原理の 上から 考へ たものと 實 物と では 叉 色. - ちがった 

必要条件が 起る かと 存候 

御 考案の 方法と 多少 類似せ る もの、 一 九 一 六 年頃の P1-OC.  of  Roy.  Soc. にあり、 もし 雜 誌が 

貴 校 にあら ば 御參照 な さ れ度候 

W.  G.  Deffiald  ：  Ap;f.al.atus  for  ttie  Detornihiatioii  of  rrl.tlvity  at  sea. 

p-roc.  Roy.  Soc.  r-ondoll,  A.  Vol. 92  (191G)  p.  50 ひ 

此れ は 余程 參考 になる かと 存候、 福 岡 大學に は 無論 あると 存候 

义 古い 方で は 昔し シ ー メンスの 考案した もの あり、 S.  Gllnther:  Geophys:k の 中に あつたと 


思 ひ 候、 此れ も 手近に あれ は 御 一 覽願上 候。 

研究費 钾 要求の 前に 兎も角も プ レリ ミナ リ ー をお やりになる 事が 肝要 かと 存候。 かう いふ もの 

の 困難の 大部分 は 原理に は存 せす、 プラクティス に存 する 故に 御 坐 候. - 

fused  silica の 細工 は 英國の シン ディケ ー トへ賴 め は 大抵の もの は出來 るかと 思 はれ 候。 

右 御 返事 迄 草ぶ 申述 候、 時候 柄 御 自愛 專 一 と存候 不盡 

四月 廿 三日  寺田拜 

藤お 君 玉 案下 

一 一 五 五 

五月 六 B 月 午前 十 時— 十一 時 本^ 區駒 J> ひ 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 ty:: 畳隆 氏へ 

. 其 後 は 御無沙汰 致しました、 不相 變元氣 にやって 居ます から 御 安神 を 願 ひます、 少生も 近頃 少 

しキ子 マフ ァ ン になり 大抵 日曜に は何處 かの 觀覽 席に 收 まって 居る わけであります つ 昨日 は邦樂 

坐で 妖婦 アラウ 子 を 見た が、 此間 のの メトロポリスの マリアと 同じ 役者で ありました、 何となく 

蛇の やうな 感じの する 妖婦と して 成 効して 居る やうでした ピ 

妙な 事で 御 相談 致し ます。 小生 竹馬の友 人 法 擧士の 子息で 法 政 大學專 門 部 へ 這 人 つたの が慶應 

へ 轉 じた いと 云って るが 中 M 六 かしい さう です、 ところ が 實際は 話し によって は 出来な くもな い 

らしい ので、 それに は 慶應の 先生に 知人が あると 都合が い、 との 事、 そこで 誰れ か 知人 はない か 

と 聞かれた が 少生は 一 向 不案內 で 困ります。 もし 大兄の 御 弟子で 今 慶應の 先生と して 勢力の ある 
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人で も あったら 紹介の 名剌 でも 一枚 御 惠與を 願 度と 存じます つまり 唯 一 一度 會 つて やってくれ」 

とい ふだけ の 御 紹介で 結構と 存じます。 併し それに 都合の い \ やうな 先生がなければ 致 方 ありま 

せん。 友人の 名 は 竹 崎音吉 であります。 法 政の 方の 掛合 ひに は 野 上 君 を 紹介して やりました。 

東京 はどう もい つ 迄 も 寒い ので 鱉 いて 居ます。 併し かう いふ 年 は 新綠の 美し さが 永く つ く か 

と 思 ひます、 

万華鏡が 一 万 も賣れ ると い、 と 思 ひます. - それ はさう と 小 林 君が 大 新聞へ 平 氣で 大きな 廣吿を 

出して 居る が、 あれで 一向 賣れ なかった りして は 氣の毒 だと 思って 蔭で 心配して 居ます。 そんな 

事 を 云ったら 「見くびるな」 と 怒られる かも 知れない が。 

右 友人から 賴 まれた 要件 不取敢 御 相談 迄 草ぷ 

五月 六日  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

I  I 五六 

五月 九 曰 木 午前 八 時 九 時 本鄉 區駒ス 一 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 "へ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 別封 無 一 文舘發 送の 一 音 図 及 手習詞 歌考」 拜受 一 寸 あけて 見た 處、 サン スクリ 

トと 五十音の 順序の 同じ 事が あるら しく、 成程 今時 僕 等が 氣の つく 位の 事 を 今迄 氣 がっかす にあ 

つたと いふ プ ロバ ピリ ー ティ の 余り 大きくない 事 は當然 でありました。 尤も へブ ライとの 關係は 

此の 本に はない らしい から、 今度 は 其方へ か、 り まし やう か 
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小 林より 何 か 一 万華鏡」 の 批評で も かく 事 を御賴 みしたら しいと いふ 事 を 御手 紙から 推察 致し、 

甚だ 恐縮に 存じます、 實は あれ は 大部分 大兄に は與 味の なさ，^ うな 事で も あり、 おまけに 文章が 

まづ くて 讀みづ らいし、 それで 大兄に は 唯 捧呈す る だけに 止め、 通 讀を强 ひる やうな 氣は少 生に 

は 毛頭なかった のです が、 成程 鉄塔 主人より 見れば、 大兄に 批評 を かいて 貰 ふ 事が 最も 有効 だと 

睨まれる 道理であります、 とんだ 災難と 御 氣の毒 千万に 存じます、 どうか 惡 しからす、 又 御手 柔 

かに 御 願 ひ 致します。 

キ子 マフ" ン はとても 一 月と は績 きさう もない のです が も 少し 勉強して 概念 位 を 得て おき 度い 

と 思って 居ます。 來 週はト ー キ ー を 見物 聽 聞の 積り であります。 「ト —キ— 大學」 とい ふ 新語 を 

發 明し 獨り 微笑して 居ります、 此 意義 を あて、 見て 頂き 度い、 實際 活動 は 全く 少數な 型 を 色， M と 

持ち 扱って 居る だけで 十と 見れ は 卒業し さうな 氣 がする。 もう 少し 別な 可能性が いくら も ありさ 

うな 氣 がする。  - 

大學の 講義 をト— キ— で やる 事に する。 全 國の大 學敎授 のうちから 順番 か錢 引で 當番 をき め、 

それで 全 國到處 でト— キ ー 講義 を やる。 非番 敎授は のんきに 好める 研究に 沒頭 する。 勿論 月給 は 

非番で も 全額 顶戴。 此れが 即ち 少 生の ト— キ— 大學 である。 御 賛成 を 乞 ふ 

東京 も いつまでも 中 M 寒い。 理硏へ 行って は ガス スト— ヴの 前で 仕事 をして 居ます。 が 多く 

て 頭が 惡 るい。  • 

茅 野さん へ の 御 紹介 難 有う 御^いました 早速 竹 崎 君へ 送り、 御 示 敎を傳 へました。 どうも 難 有 

う 御.^ いました。  . 
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先日 此の 竹 崎と もう 一 人の 舊 友と 銀 坐 裏の 「銀の 茶屋」 で會 食した。 此れ は 星 ヶ岡 茶寮の 支店 

で 一寸した 處 であります。 料理に 銀器 を 使 ふ 由、 今度 一度 御 紹介 致し まし やう。 その 二次 會にカ 

フ ェ —ゴ ン ドラなる ものに 參り、 モダ T ン愦 調を觀 察しました。 時 M はかう いふ 世界 も觀 察しな 

いといけ ないやうな 氣が 致しました。 大した 美人 は 居ない が 照明 法に 感心して 來 ました。 照明 學 

の 未来の 應 用に 對 する ヒ ン トを 得た やうな 氣 がしました 

グ 口 スタ— 殿下 も 雨に 驚いて 居られる 事と 拜察 御滯 在中 一 度 地震と はこん な もの だと い ふ 位の 

が あると い \ 御 土産話の 種 か出來 るかと、 商 買 柄 だけに 妙な 事 を考へ て 居ます 

右 御禮旁 f 

五月 八日  寅彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

I 一  五 七 

JP! 月 十六 日 木 午後 五 時 ：- 六 時 本 鄕區駒 込 ffi" 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 

拜啓 送金が おくれ 御 立腹の 事と 拜察致 候、 休日つ きであった のと、 やはり 色 M ゴタ くし 

て 居る 爲 につい/ \- おくれ 申譯 もな く 御 勘弁 願 上 候 

右耍 事の み 草々 

寅  彥 

E  ニ樣 
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一 I 五八 

五月 二十 三 曰 木 午後 十 時： 十二時 京 橋區銀 il- 不二 家より 牛 込 K 余 丁 町 m 一松 很警 • 次郞 氏へ 〔はがき 

小宮 豐隆 氏との 寄せ 書 (小宫 氏の 文面 贫 略〕〕 

今夜 不二 星で 左記 

("气 t) クリ ー ムの 溶け あし 見る や 五月雨  豐 

莓の色 を 奪 ふ 口紅  寅 

あと/ \ よろしく 

五月 二十 三日 

一 一 五 九 

六月 IB  土 午前 十 時 II 十； 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 1! より 静岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 

御手 紙 拜見不 相變御 健祥 御勉學 大慶 至極に 存 候^し 脚 氣の氣 味 ある 由、 早く 診療 を 受ける が 肝 

心と 存候、 此病氣 は 非常に 危險な もので 急激に 心臟を 犯す 例 多き 故 御用 心專 一と 存候、 ヴィ タミ 

ン B (？ ) でも 服用した 方が 敷と 存候 

自轉車 は 運動に は 結構と 存 候へ 共 脚氣に は惡く はなき 哉、 一 度 翳 者に 診て 貰って 差 支 なきや 否 

や 御た しかめ 必要と 存候。 叉 河へ 落ちても 幸に 怪我がなかった からい、 やうな もの \、 万一 河が 

深くて 溺れたり、 又淺 過ぎて 負傷で もしたら 大變 であった と存 候。 山路の 力 ー ヴな ども 甚危險 故、 
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さう いふ 處へは 行かぬ やう 願 上 候。 

醫 者が 診て 差 支ない やう だったら。 自轉 車屋へ 頼んで 中古 (少し 乘 つた t けで 事 實上は 新しい 

やうな) で 安く 買へ る やうな のを搜 して 御覽 なさい。 東京へ 持って 歸 つても こちらで は 余り 役立 

たぬ 故、 高い 金 を 出す も 無駄 かと 思 ひます、 三十 円以內 故で 中古の い &のを 捜して 御覽 なさい 

训封小 爲巷御 受取 願 上 候。 ハイゼ は 不取敢 宅の を 接り まし やう 草ぶ 

六月 一日  寅彦 

正 二 殿 

I 一六。 

六月 一 曰 土 午後 一時 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

御手 紙 拜見致 候 

電氣 吹込レ コ— ドに竹 針 を 使用す ると 不良と いふの は 事實の 由、 尤も 少生は 近年 蓄音機に 遠 か 

つて 居る 故 實驗は 致さす 候へ 共同 僚 中の 學 者の 說 でも 確かと 存候其 理由 は 確かな 事 は 不明 なれ ど、 

矢 張 竹 針の 尖端の 形が 音盤の 溝の 形に 適合せ ぬ爲 ならん との 事に 御 坐 候 ■, 一  新しい 電氣 装置の 事 は 

不案內 に 候へ 共同 僚の 話で は 上等の ピック アップ を 用ゐ、 擴磬 器と して Dynamic  cello と稱す 

る もの を 使へば、 殆ん ど本當 の音樂 とちが はぬ との 事に 御 坐 候。 現在で は 可也 高價 なれ ど 今に 安 

く 買へ る やうになる だら うとの 事に 御 坐 候  _ 

右 御 返事 迄 草. - 
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五月 三十 一日  寅彥  8 

五嶋 樣 

一 一六 I 

六月 十 B 月 午前 十一 時— 十二時 本 鄕區駒 込 富 士前町 理化學 研究所よ リ巴库 ：ジ ュ-ル ダン 街 三日 本學生 

會誼中 谷 宇吉郎 氏 へ 

御手 紙 難 有う、 君 はいつ もまめ に 手紙 をよ こして くれる のに 僕 は 無精で 相す みません。 いよ 

く パリで 御 落着きの 事 新築 會舘 で氣 持が い、 でし やう。 H リセ ー フ君 はもと 僕が 彌生 町に 居る 

頃 矢 張彌生 町に 居た ので 時 i 途中で 顏を 見ました、 夏 目先 生 處へも 出 人り し、 小 宮豐隆 君 等と も 

懇意です。 日本の 花柳 社會も 可也 見學 したら しい。 蛇の目の 傘なん かさして 居た ものです。」 ベ 

ル リンの フラウ. ドクトル. ィル レは少 生の 先生です、 もうお 婆さんに なって 居る でし やう 僕 は 

先生に は 評判が い、 つもりであります」 北海 「道〕 大學 の窒內 装飾 額面 を 巴 里て 買 ふと いふの は感 

心、 しかし 七 百 w で 四 枚は少 M おかしい。 風景と 女優との 選 擇の話 も 賛成 その むきだと 北海道 大 

學の 隆盛 は受合 ひであります。 風景の 方が 勝つ や うぢ ゃ先づ 東大 位の 處で しゃ う 

レンズの 事 御 面倒ながら {且 敷 願 ひます。 事務の 方へ は、 その 由 を 通じてお きます。 

今年 は 妙な 年で 梅. g が 五月に 降って しまった 感じ か ある。 六月 九日に なっても まだ 一 向暑くな 

ら ない。 ぃ& 時候が 永くて 幸であります OJ 拙宅 不相變 猫が 繁殖して 嫁入に 骨が折れます。 此頃 

は 十 姉妹が 三 羽、 金魚が 二 尾、 猫が 大小 合計 五 匹と いふ 大家族であります。 それで 親子 四 人 (正 . 


•'■f-Rg 和昭 


二が 歸省 すると 五 人) が 交代で 朝から 夜 迄、 セロ、 バイオリン、 ヒア ノ 間断な し、 その上に 令 夫 

人が ラ ディ ォをガ 1/\ 'と 御 やりになる ので、 鬼 も 角 も 曙 町中で は 異彩 を 放って 居る と 思 ひます 

(喇叭の 方 は 休業 中 故 御 安神 願 上 候) 叉少. 生 近頃 キ子 マフ ァ ン になって 毎週 欠かさす 見物、 今に 

大 論文 を かいて 「思想： 一誌 上に 發 表する つもり。 指導 敎授は 勿論： t 岡 由 夫 先生であります。」 藤 

岡 君 も 九月 頃から 洋行 (理硏 から) の 事に きまった らしく 大慶であります。 そちらで 御 一 處に御 

なりの 事と 存じます から その 節 僕の キ子 マフ ァ ン 振り を 御 聽取願 上 候 

此頃 やっと スパ， 'ク， の Pait  VI  01 お aiiic  vapour の 分 を 書 上げて 編輯へ 出して おきました。 

近頃 別刷發 送が 面倒で なまけて 居り。 多分 nT を 出した 切り だと 思 ひます V】： が 出来たら 奮發し 

て IVA-Aa 一度に 發 射します。 どうか 御 勘弁 願 ひます。 

寺 田 小學校 も不相 變継續 して 居ます。」 

拙著 「万華鏡」 其 內に藤 岡 君に 頼んで 送って あげます 草 M 

六月 九日  寅彥 

宇吉郎 先生 閣下 

不二 屋に 可也 constant  riltu を もって 出勤して 居ます。 此れが ォッ クウに なって 行かな くな 

る 日が 來た らもう オヤ ヂも いよ/, \ ダメ であります。 

I 一六 二 

六月 十一 日 火 午前 十一 時-十二時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 法 政 大學氣 付 森 田 米松 氏へ 
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謹啓 「万華鏡」 御譽 めに 預かり 難 有 拜謝致 候 大部分 は 古く 書いた もの を 集めた ので 文章が ま 

づ くて 甚だ 讀みづ らく 汗顔の 至に 有 之 候  • 

御譽 めに 預かって 急に 云 ふやう で 可笑しい かも 知れぬ と存 候へ 共少生 「吉 良家の 人. -」 褐載當 

初よりの 愛讀 者の 一 人に 有 之 候、 近来 新聞 小說の 類は殆 んど讀 ます、 讀 めば 寧ろ 當世氣 質 研究の 

資料と して 時. -覜く 位です が 「吉 良家の 人々」 は 面白く 拜見致 居候 何故 面白い かと 考 へて 見る と 

其 理由が どうも 矢 張 貴兄が 「万華鏡」 について 擧 げられ 〔た〕 やうな 点に あり はしない かと 考 へら 

れ候。 我田引水 かも 知れない が 「吉 良家の 人々」 の 取扱 方に 何處か 「科學 的」 な處が あるので は 

ないか、 事によると さう いふ 處を御 狙 ひに なった ので はない かと も考 へられ 候。 少 生中學 生の 頃 

から 忠臣 藏 なる もの を 見て 師直 九大 夫 定九郞 伴 內の徒 を 愛し 判官 勘 平の 愚 を 憐み由 良 之 助の 一 人 

でい、 子になる の を惡む やうな 氣 が何處 かに 潜在して 居たら しく 思 はれ 候。 此れ は 一 つ は 中學生 

の 時に 「ミゼラブル」 とい ふ 本 を 始めて 讀んで ひどく 動かされた 影響 も あるら しく 思 はれ 候、 鬼 

に角少 生は此 うい ふ 傾向の 爲に 今迄 可也 損 をして 來 たやうな 氣も 致し 候。 そんな 事 はどうで もい 

\ が 「吉 良家の 人々」 は少 生の 考える ヂ ヤス テ イスの 爲に 甚だ 愉快に 存 ぜられ 毎夕 拜讀 を樂 しみ 

居り 候。 實は 始めから 君に 手紙 を 出さう くと 思 ひながら、 第一 今の 御 住居 を 承知し ない 爲に出 

さないで 居た ので、 昨夜 大畢 新聞 を 見た 時に 「此れ はし まった」 とい ふ氣が 致し 候。 それで 少々 

時機 を 失した が 右 御禮旁 申述候 

石 井 氏の 挿画 も 面白く 春齋の 面魂な ど 中々 愉快に 思 はれ 候、 簡潔で 氣分 がちゃんと 出て 居る 處 

が 妙と 思 はれ 候、 尤も 作者から 見る と揷 画が しっくり はまらぬ と 思 はれ はしない かと 思 はれる の 
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も あるが 此れ は 致 方な くと 存ぜら れ候。 

どうか 益. -御 自愛、 かう いふ 一， 科 學的」 な もの を 引 續き御 連 發願度 蜀望致 居候 草.. 

六月 十一 日  .  寅逢拜 

森 田 草 平樣玉 案下 

一 一六 一二 

六月 十 金 .：.；- 前 七 時 ，. へ 時 本 鄉區駒 ひ〕 曙 町 二 四よ リ神奈 川 縣逗子 町 櫻 山 重 松 良 一氏へ 

藝 . 大平洋 深度 図 御 惠與被 下 難 有 拜謝致 候 非常に 有益と 存じ 此れ を 材料と して 又， 可 か 一 理 I- 

こねて 見る ことに 致 度と 存居 

右 不取敢 御 禮迄草 M 申述候 

なほ ノ\ 御 自愛 御 研究の 程 祈 申 候 不盡 

六月 十一 二日  寺 田寅彥 

重 松樣玉 案下 

一 一伸 近年 睦 海軍の 方より 地球 物理 學へ の 貢献の 多大なる に 感謝 致 居候 次第に 有 之 候 

一 一六 四 

六月 二十 六 B 水 .：.. 後 七 時—， ベ 時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 北海道 大 沼公阖 第二 杠菜 館, e 

井忠ニ 氏へ 〔はがき〕 
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俾通言 難 有 拜見致 候、 さすがの ヴ ルカン の 神様 も 諸君の 氣焰に 恐れ をな して 屏息 致 候 事と 推察 

致 i、  00t 一せ いに 活動 を 開始して 貴 直 I 錄を 取り 居る 事と I、 澤 山の 御 土 產を もつ 

て！： 帚り の 日 を 相 待 ち 吾 宾。」 噴火 以前に もしゃ 大 沼の 水面に 何事 か異狀 はな かりし^ 此占" に 

す U 土地の人の 話で も 押 聞 取り 如何 やと 存 候、」 昨日 震 研 食堂に 參 り候處 食堂の 人數 少なく f 

4 き 零 一の 感有之 候、 

今日よ 毎 ほ 晴れの 天氣 にて 理研 裏門 內の 花壇に 立 藥の花 を 見出だし 二号 舘 窓外に 燕の 飛翔す る 

を 眺めながら 此 手紙 認め 候」 駒 ケ嶽に 隣接. せる 他の 火山の 動靜も 注目に 價 ひする かと 存^ どな 

たか 序に 一 度 御 視察の 必要 なきや 如何 哉、」 諸將 軍に 宜敷御 鳳 聲願丄 候 

六月 廿 五日 

熊に 喰 はれぬ 御用 心願 上 候 

一 一六 五 

七月 二 B 火 午，』 S 九 時 ，，| 卜 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 静 1： 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 m 正 二 氏へ 

# 手 ^拜 見、 自轉車 御 求めの 由 結構と 存候、 しかし 危險は 十分 御注意 願 上 候。 東京 は 非常に 危 

險义 色々， Qf など I ま t ぬと 不慮の 失 f 招く 恐れ あり、 東京 市內 では 全然 乘らぬ 事に 

致 度と 存疾、 當地 では 子 <|5 や 行商の 外 は乘ら す。 叉 彼等 は道叹 5 交通 取， 綠法 や、 自動車 電車 等との 

關 係に 熟達して 居る からでが 素人で は 中丄ハ かしく あぶない と存 候。 先 づく雷 だけで 乘る 

方 {d 敷と 存候。 
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I 一六 六 

七月 二十四日 水 や 後 零時— 二 時 本鄉^ 駒 込^ 町 二  1: より 仙 臺市北 二番 丁，： ひへ 小せ： 進： „-隆 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有 拜見致 候 甚だ 御無沙汰の 段 御 海容 を 仰き 度 祈 候、 此頃ハ 母 朝 出かけ 前に 仕事 を 

して ゐ るのと、 夕方 歸 つて か らは 暑さ に 疲れて 何 をす るの も 大儀な のとで 手紙 を 書く 時 を 失 ひ つ 

いく 失 禮致候 

先達て 御 歸仙後 間もなく 理硏の 自室で 一 寸 した 腦食血 を 起してから 一 一三 日 休養 致 候へ 共 格別の 

事な く、 或は 胃の 出血の 爲 かと 思 ひ 近所の 醫 者に 撿査 をして 貰った が、 さう ではない らしく 安心 

致 候、 年を取る と 段 M 故障が 多くなる 次第 かと 存候 

安倍 君歸 京の 由 通知 あり 一 日會 はう と 云って やった がそれ 切りで 返事がない ので 未だ 會 はす、 

東洋 城と は 其 後 一 度 偶然 銀 坐で 出逢 ひ 富 士屋で 話した ぐけ に 御 坐 候 活動 ももう 余り 見す、 民政 黨 

內閣の 施政方針 により 節約 を 3rn として w タク にも 八 水り のらす、 暑い のに 電車で 我慢す る ことに 致 

居候 腦 貧血 も 何 か 此れと 關係 あるか も 知れす と 存じ 候 實に憫 むべき 現 狀に有 之 候 

子供 等は數 H 中に 海水浴に 出す 積り、 少 生の 夏休みと いふの は 八月 五日から 十二 日 迄 一週間 其. S 


講習 會は 賛成と 存候 

余事 御 かへ りの 後に 讓候 草ぶ 

七月 二日 朝 出かけ  寅  彥 

正 二 殿  ， 


余 は 毎日 理 研へ 出かけて 助手 達 を督勵 して 自分 は 風通しの い i 窓で 古い 本で も 讀む豫 定に有 之 ま、、 

い たづら 半分に 人造石油 を 作る とい ふ專 門ち がいの 事 を やり 出し、 夏休みの 間 だけ やって、 あと 

は 誰 カ化學 者の 手に 渡して しまう 積り であります。 定めて 評判の 惡ぃ 事と 想像 致 居候 物理 學 者と 

も あらう ものが 人造石油の 製造な ど、 風上に 置け ぬ 奴 だとい ふやうな 聲 がする かも 知れない。 尤 

も少 生の 目的 は 唯 火山 作用と 石油の 生成との 關 係に ついての ス ぺキュ レ— ショ ンを驗 証す る だけ 

の與 味で、 大して 金儲けに はなり さう もな く、 此点は 御 安、 い 願 上 候  . 

フラン ス 紀行 は 面白く 拜見、 少 生に は 早 川セッ シゥの 件が 一 番 印象が 强く讀 まれ 候、 

俳句 も 面白く 拜見致 候、 先日 改造 社より 全集に のせる 句 を 三十 位よ こせと 申し 參り、 物色した 

が 大抵 駄 I？ ばかりで 一二 十 選む のに 骨が折れ、 やっと 「羽 越 紀行」 の 連作 を 持 出して 數を 足し 耻を 

天下に 爆す 事と 致 候、 定めて 大兄の 微笑 を 買 ふこと.， 存候 

暑い のと 色々 の 煩 はしい 事と に疲 勞を覺 へながら どうにか 命 だけ はつな ぎ 居 i、 

唯今 時計が 八 時 一 一十 分で 寒暖計 を 見る と 偶然に も 八十 一 一度と い ふ 同じ 數字を 示し 居候 

右 乍 遲滞御 返事 迄 草 M 

.  寅  彥 

小宮 大兄 玉 案下 

一 一六 七 

七月 二十 八日 日 午前. へ 時 -九時 麵町. 區帝國 ホテルより 巴 sr シュ— ル ダン 街 三：：！ 本 學生會 館 中： 介 さ 宇^ 
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氏へ I 藤 岡 由 夫 氏 5 手紙 同封〕 

今夜 藤 岡 御曹子に 隨 行して 帝 國ホテ ルのル ー フガ— デン とい ふ 處で晚 食の 御 相伴 を 致し、 活動 

の Show  K-irl とい ふの を拜觀 した あとで Reading-  and  wl-iting  K-oolu とい ふ 小屋へ はいり 入 一 

んで遙 に 君の 御 健康 を 祝す る 事に 致しました、 

少生 無事 尤も 先日 理研 自室に 於て 軽微の 腦 貧血 を 起し かけ たれ ども 大事に 至らす して 其 後 健康、 

昨日から 妙な 實驗を 始め 候、 火山灰 (駒 ケ嶽の 先日の 噴火の 際 坪 井 君に 取って 貰った もの) を 魚 

油に 入れて 蒸餾し 石油 を 取 ると い ふ大 それた 實驗を 始め 候、 多分 評判 の惡ぃ 事 だ ら う と 想像 致 居 

候 此れ はつ まり 第三紀 層に 產 する 石油が 火山 作用に よって 生したら うとい ふ 空想 を tast する 爲 

で必 しも 金儲けの 目的で は 無 之、 尤も 儲かる ものなら 儲けても 別に 差 支な くと 存 居候 御 一 笑々 々 

二三 日 前 上野 精 養 軒で 例の 會を やり 歸 りに 菊屋へ 寄って いっかの Kicw を 致し 候、 諸君 皆 

；兀氣 唯 自分 の 次 第に 年寄 る こと を感す るの みに 御 坐 候、 それでも 未だ 石油の 實驗を 平氣で やる だ 

け の 元氣は あります 故に 安心 を 願 ひます、 

ビ— ルに醉 つて、 しかも 眼鏡な しで 何 を 書いた か 分らす 失禮 御免  . 

御 自愛 專 一 に存候 

七月 廿 一 日夜 九 時  寅 彥 

一 一六 八 

七月 二十 八日 日 上 三 便 (驛間 不明) 千 葉縣安 都 千 倉 町よ リ本鄕 區駒込 西 片町ー 〇 誠 之小學 校 前 藤 岡 由 お 


夫 氏へ 【ls はがき〕 

先日 「凉 しさ」 のセ オリ ー を 論じた が、 昨日 今日の 實驗 により、 「暑さ」 と 「凉 しさ」 とが、 同 

時に 感し 得らる 、と い ふ 事 實を發 見して 喜び を 感じ 居候 

右 御 報告 迄 

I 一六 九 

七月 二十 八 B  0  (昨 問 不明) 千菜縣安^;13郡千倉町ょり牛込^余丁町四 一 松极豊次郞氏 へ 〔給 はがき〕 

子供 を 送りて 昨日 參り 一 泊 致 候 

凉 しいと いふ こと は 暑い とい ふことの 一 つの 相に 過ぎす 

荒海 や こ 、 に靜 かな 草の 庵 

七月 廿 八日 

I 一七 0 

七月 二十 九 曰 月 午後 四時— 五 時 本 鄕區駒 込^ 町 二 四より 千葉縣 安房 郡 千 倉町髙 橋 方 寺 E 東 一、 寺 m 彌 

生、 寺 E 雪 子、 三 氏 へ 〔はがき〕 

昨日 歸 りの ！i 車 は隨分 暑く てう だる やうで あつたが 千 葉 近くから、 遠方 で 雷雨が 見え 虹が 見へ 

たりして 凉 しくな り、 東京 も 割合に 凉 しかった、 しかし 東京 はふら す、」 昨日 ふら-^ 歩いて 居 

て も 中ぶ 乘 合が 来す、 とうく 千 倉の 町 を 出 はなれて 田珩 道へ か、 つた 時に あとから ガタ 馬車が 
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來て乘 つた。 すると あとから 乘合 自動車が 來てス ー ッと追 越して 行った。 鬼と 亀との 御伽話 は 研 

究を 要する かと 思 ふ、」 今日 海苔と ミルク コ 、ァ はう ちで 買 はせ て途る ことにし ておいた。 晝大 

學へ 行って から 上野 松 坂屋へ 廻って ハムと、 ミルク コ— ヒ ー とい ふのと 御菓子 を 少ぷ、 届ける や 

うにして おきました」 あなた 方の 留守に 糸^ や 朝貌が 延びる とい ふ 事が 一 つの 年中行事 になった 

やうに 思 ふ、 他日 糸瓜 や 朝貌を 見る と 吃 度 千 倉 行 を 思 出す でし やう 

七月 廿 九日 

一一 七 I 

七月 III 十日 火 午後 零時 ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 神 奈川縣 逗子町 櫻 山 ニー  〇 五角 田 方 安 能 成 氏 

へ 〔はがき〕 

御 はがき 難 有、 叉小宮 宛の も 確に 御 預かり 致 候 小生 も 一寸 子供 を 接 届けに 房 州へ 參り 候、 どう 

も 海へ はいらぬ ものに は 海岸 は 一 向 難 有くな く 閉口 致 候、 小 宮君は 三日 早朝 着 京 三日 夜 木 曾へ 向 

ひ、 同地で 四 五六と 三日つ きの 大 講演 を やる 由、 それから 東京で しばらく 居る かと 存候、 三日 

の 晝食は 多分 一 處 になる と存 候い つもの やうに 午前 は 岩波 〔書〕 店の 二階で ゴ P く 致 候 事と 推察 

致 候、 小 宮君も 大分 賣 れつ 子に なって、 もう 少生等 はめった に拜謁 が出來 なくなり 候、 大兄で も 

御 出に なれ は陪從 して 謁見す る を 得る 事と 存 居候 

七月 卅日 
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八月 二十日 火 午前 十一 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 飽町區 東京 H 日 新聞社 外 IT 課 圓地與 四 松 氏 

へ 〔はがき〕 

祝 

余事 拜 眉の 上に て 

昭和 四 年 八月 十九 日  寅 彥 

圓  地 君 

I  I 七三 

八月 二十 九日 木 午後 四時.. 五 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ札幌 市 北海道 帝 1： 大學 理學部 

物理 學敎室 池 E 芳郎氏 へ 

謹啓 當年は 御 地 も 大分 暑さ 酷し かりし 由に 候處 益. -御 勇健 大慶と 存候、 學 術大學 では 中. -御 

忙が しかりし 事と 拜察致 候 

甚だ 御迷惑と 存 候へ ども 一 つ 御 願 致 度 儀 有 之 御 相談 申 上 度と 存じ 此 手紙 認め 申 候、 

今回の 駒ケ嶽 噴火の 際 噴出した る 軽石 狀の 熔岩 を 或る 實驗に 使用 致 度と 存じ 候、 地震 研究所 員 

出張の 節 採集した る もの 有 之 候へ ども 此れ は 標本と して 保存の 必要 あり、 それ 故 別に 若干 量 欲し 

くと 存 候/ども 他に 適當の 便宜な く 當惑致 居候、 大兄の 御實家 はたし か大沼 附近と 存候 故、 もし 
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誰れ かに 御 依頼の 上 御 採取 御 送り 願 はれ、 ば大幸 かと 存じ 候 余り 勝手なる 御 願と は存 候へ ども も 

し 余り 大した 御手 數を かけすに 手に 人る やうならば 御 願 致 度と 存候 

分量 は 石油 力 ン に 一 杯 位で 宜しく。 叉 大きな 塊で なくても 林檎 大 或は もっと 小さな 粒で も 宜し 

くと 存候、 唯なる ベく 多孔 質な 軽石 狀の. ^のが よろしくと 存候。 理化學 研究所 寺 田 研究 窒宛 運賃 

先拂 にて 御 送付 願 はれ \ ば 大 幸と 存候。 叉 右 採集に 雇 ひたる 人夫の 賃銀 日當御 地の 運送料 等 御 立 

て かへ の 上 右の 受領証 御 送り 願 度と 存候 

右 御 相談 迄 草 申述 候、 も し 御 都合 惡敷ゃ う ならば 决 して 無理 か ら御願 致 候 わけ に は 無 之此儀 

不悪钾 含 置 願 上 候 草ぷ  、 

八月 廿 九日  寺田拜 

池 田 學兄玉 案下 

一 一七 四 

九月 十 曰 火 午前 八 時.： 九 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 

御手 紙 拜見其 後 御 無事 御 勉學の 由 大慶 至極に 存候 當地 にても 一同 無事、 何卒 御 安心 願 上 候 

猫が 又 出産 五 匹 生まれた がー 一匹 死し あと 三 匹 だけ 殘 居候 

洋服 は 洗濯屋に 行って 居た さう で 別便で 御 送致 候、 シャツ は そちらで 適當 なの を 買って、 代價 

を 知らせて 下さらば 御 達り するとの 事に 有 之 候 

別紙の 小 爲替四 六 円 御 査收被 下 度 願 上 候、 
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夏 休 中に チェ スタ— トン を 二三 冊讀 み、 それから ウェルズ を讀 みそれから ァノ —ルド ベン 

子 ットを 二 冊 讀んで 見た が、 ベン 子 ットも 一寸 面白い、 日常 平凡な 些事 を 捕えて デリ ケ— トな鮮 

剖 をす ると 同時に 人間的な もの を豊に 含んで 居る の を 面白く 感じ 候 

低氣厂 襲来で 連日 雨、 寒くて 羽織 や 火鉢が 戀 しくな り 候 晴れたら い、 時候になる でし やう。 自 

轉車 H キス 力 ー シ ヨン も好季 となるべく、 但し 怪我せ ぬ 用心 專 一と 存候 f 

九月 十日  ダ  / 

正 二 殿 

一 一伸 藤 岡 君 十 一 日朝 特急で 出發、 行かれたら 靜岡驛 で 御 見送り 如何 

I 一七 五 

九月 十二  B 木 午後 零時： 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 11 ょリ静 1： 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 〔は 

がき〕 

先日 何處 かで 傘 を 借りて 來 たのが 其 儘に なって 居る 由、 此れ は 甚だ 不都合 故 至急に 返却し なけ 

れ ばなら ぬ 故、 借 先 至急 御知らせ 願 上 候 些細な 事の やうで も 人間の 信用に か 、はります からかう 

いふ 事 はもう 少し 御注意 願 上 候 草 M 

九月 十 一 日 

洋服 は 今日 小包で 出した 害に 御^ 候 
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一 一七 六 

九月 十六 曰 月 


f 表に 一 


午後 零時— 一時 本鄉區駒！^レ曙町ニ四ょリ朝鮮京城府倭城臺町三號官舍安倍能^^  、 一き 

は 力き 第 十六 间ニ科 美術展 覽會 出品、 津 £靑《 筆 「片足 を あげる 裸婦」〕 

カノ ピンよりの 御 端 書 難 有 到 所に 靑山 とさう して (き- を發 見し 認識し さう して 享樂 して te^ 

れる やうで、 その 內 S 何處 かの 誌上で 面白い 紀行が 拜 見出 来る こ t 存じます、 今度 はキタ 

イス カャ 通りの i から 感謝 狀が來 る こ t 察 せられます。」 本 曰 秋晴、 上野で I 見て か I 

バスで 不二 星へ 出勤、 一杯の 黑 褐色の 薬液で 「心の 穴， ーを充 たして 歸宅。 ユダヤ人の. レの 穴が 段 

々少しで 大きくな つて f 痛む、 甚だ 心細い。 Si お が 羨ましい やうな う. is もす る ど，； 

も 仕方がない 

〔t!Q 左、 畫 題と 並べ て〕 

画題が 


一七 七 


九月 十六 B 月 午後 零時 丄時 本 S 駒 込 曙 町 二 四より 福岡 市 藥院 小 森 二 五」 ハ桑 木. S 氏へ - ，がき 

第 十々 囘ニ科 美術展 覽會 出品、 古賀 春江舉 「海」 一 

〔表に J 


先日 は 失禮致 候、 三越よりの 菓物難 有 頂戴 恐縮 致 候」 本日 秋晴 上野へ 參 り院展 見物 大變な 人に 

て 感心 致 候、 二 科 は 先日 一見、 どうも 自分 だけで は 可也 新しい つもりで 居ても 此の 输 葉書の やう 

なの や もっとく 變 なのが 大多数な ので 批判が 戶迷ひ を 致し 候、 中 川 紀元の R 仝 中の 感情と 物理」 

など、 いふのに なると 流石の 「物理」 も 慟哭す る 事と 存候、 此の 繕な ども、 もし 「器械」 に靈ぁ 

らば 矢 張 泣 くだらう と 同情に 堪えす、 尤も 物理 學 者の 3- た 「自然」 も 同樣か 

S, 給の 左端 餘 白に」 

此の 鎗と 並んで 居る 誰かの 何とか 題す る 総に は、 ボ ー ラリス コ ー プで 見た ァ イソ ク n マチック 

力 ー ヴ の模樣 などが ゴ チヤく と 並べ て あるかと 思 ふと 鳥籠の 中に 裸の 女が 居て、 それ は寫實 的 

にかいて ある。 界が氣 が 狂って 居る か、 こっちが 狂って 居る か、 どちら かで ありまし やう 

一 一七 八 

九月 十六 日 月 午後 零時 1 一時 本 鄕展駒 込 曙 町 二  w より 巴 ST ジュ— ル ダン 街 三 = 本 學生會 館 中 谷 宇吉郎 

氏へ 〔絵はがき〕 

〔表に〕 

いよく 藤 岡 君が 出發 されました、 同 君から 少 生の 近 况 詳細の 報告が ある 事と 思 ひます が、 キ 

子 マフ アン に關 する 報吿は 〇. 七 位の ファ ク トル を かけて 頂 度い」 よく まめ に 御手 紙 を 下さって 

實に難 有い、 僕 は 無精です みません。」 早い もので も うぢき に 御歸り ださう で、 その 日を樂 しみ 

にして 居 まし やう」 小生 不相變 粗製濫造 株式 會社 勤務 中、 時. - 少し 休まう かと 思 ふが、 矢張り 持， 
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病で やめられす コ ッ/ \ とやつ て 居ます 

今日 久々 の 秋晴で 上野へ 行って、 それから 例の 不一 一 屋でー 杯の 與奮劑 をと つて 歸り ましえ 

昭和 四 年 九月 十五 日  寅 彥 

一一 七 九 

九月 十六 日 月 午後 零時- • 一  時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より マルセ ー ュ H 本 郅船會 社 汽船 北 野 丸 藤 岡 由 夫 氏 

へ 〔搶 はがき〕 

〔表に〕 

門 司から 御手 紙 難 有う、 シベリアから 先 廻りして 此處で 御迎へ 致します。 東京 もやつ と 秋晴に 

なり 今日の 日曜の 上野 は 大變の 人出であります、 君が 行って しま ふと、 ト ー キ ー の 興味 もす つか 

りなくな つた やうな 氣 がする。 院展を 見て 人い きれに 蒸されて、 それから 御苦勞 にも 不二 屋へ行 

つて 「心の 穴」 に 一杯の コ ー ヒ ー を充 たして 歸 りました、 

御 自愛 專 一 

九， 月 十五 日  寅 

一. 裏に〕 

日本画 はどうい ふ もの か少 生に はサ ッ パ リ 面白くない 院展の 彫刻 は 少し は 興味が ある。 
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九月 二十四日 火 午前 じ^; ベ 昨 本鄉 -sil 駒 込 曙 町 二 四より 汕臺市 北 二番 丁 六へ 小 宮鱟隆 氏へ ー檢 はがき〕 

〔t.^ 、に〕 

其 後 御無沙汰、 今日は 女の子 二人と 松屋へ 行って 芙蓉と 萩の 鉢 を かって、 動物園へ 行って ライ 

ォ ン の 赤ん坊 を 見ました、 

九月 二十 二日 . 

〔表に J 

^^晴がっ く かと 思 ふと 昨日から 今朝 迄ミゼ ラブ ル な 雨で 一 一日つ きの 休日 は全减 かと 田 ：3±ん 

たが 今日 午後から 天候 恢復、 雨後の 太氣が 如何にも 秋 を 感じさせる、 い：^: しい やうな 淋しい やうな、 

希望の ある やうな 叉絕 望の やうな 空 氣の觸 感と句 ひが ある。」 糸瓜 棚が 此 間の 嵐に 倒れて しまつ 

て從 つて 糸瓜 も 减亡鶴 頭 も 悉く 倒れて みんな 引つ こ 祓いて しまった、」 ウェルズの ュ ー ト ピア を 

讀んで 居る が 余り 面白くな い 

二八 一 

九月 二十 五 B 水 午前 十一 時— トニ 時 本鄕 .si: 駒 込 曙 町. - 四 より 5^ 岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正 一. 氏 

へ r 檜 はがき〕 

に〕  ， 
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其 後 御機嫌 如何 哉 御 自愛 御 勉強 を 祈り 候」 一 昨日 は 彌生雪 子と 動物園へ 參り ライオン の 赤ん坊 

を 見物、 實に 面白く 可愛き ものに 有 之 候 

〔表に〕  ， 

うちの 子猫 も 昨今 やう/ \ 少し 這 ひ 行く やうに なった。 居間の 前の 糸瓜 棚は此 間の しけで 倒れ 

全减、 雞頭も 皆 倒れた ので 拔 いてし まった。」 ベ ー ト ー. ヴェ ンの ワイ オリ ン ソナタ 漸くお しま ひ 

迄 練習、 此度御 歸の時 は 合される つもり」 セ 口 は 今 チヤ ィ コ フ ス キ— の 色ぶな の を やりつ 、あ 

り」 先日 堀 田 氏より 叉 鮎澤 山 到 來大變 うまかった、 御 序の 時，； Fi しく 願 ひます 

九月 一 一十 五日 

I  I 八 二 

九月 一二 十日 月 午前 九 時 十 時 本鄕區 駒 込 曙 町 二 四よ リ iwl: 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 w",^ 二 氏へ 

御手 紙 難 有う、 不相變 元 氣で御 勉學の 由 喜ばしく 存候此 上 御 自愛 御 勉強 願 上 候 時候が よくな つ 

て 勉強に も 運動に も 能率が あがる 頃に 御 坐 候、 健 礙の方 も 十 分 御注意 願 上 候 

靜 岡へ も 行って 見たい 氣 もす るが；： 几來の 旅行 嫌 ひと、 それに 甚だ 我儘で は あるが 堀 田 氏 や 金 原 

氏と 御 勤めに 參る だけで 一 日 位 はたって しま ひさうな 氣 がする のでつ ひ/^ おっくうになります。 

東 一 ならいつ でも 氣樂に 行ける 譯 です。 直接に も 御す、 めの 手紙 を 御 寄越しになる 事 を 希望し ま 

す。 妹 達 は 誰れ か 連れて行かね は 六 かしく と存 候」 レコ— ドを 聞かして くれる 人が ある 由 中え 特 

志 家で ハイカラな 人 だと 思 ひます。 尤も 誰れ でも 自分 だけで 聞く よりす きな 人に 聞かせた くなる .^ 


の は 人情 だら うと 思 ひます。 

今日 低氣 厂襲來 ミゼラブルな 天氣 であります。 小 爲替途 ります から 御 査牧願 ひます。 なほく 

御 自愛 專 一 に 願ます 

九月 三十日  父より 

正 二 殿- 

一 I 八 一一 I 

十月 七 B 月 午前 九 時—ト 時 本郷 駒 込 曙 町 二 四より 祌 m 區 一ッ橋 通 町 九 小 林 勇 氏へ 

拜啓 久しく 御 顏を拜 せす、 其 後の 御 活動^ を 想像す る だけに 有 之、 先日 は 東京 日々 御 達り 被 

下小宮 君の 紹介 拜見 一 寸御禮 を. S. 上げる つもりで つ いく 御無沙汰 致 居候 本日 は 御 來駕被 下候處 

生憎 不在に て 失禮致 候、 印稅 確に 落手 別紙 受取 証 差 出 候 間 御 査收願 上 候 

松 坂屋の 装釘 展覽會 一 見、 面白き 催しと 存候此 次の 開催に は 多分 鉄塔 書院 刊行物が 異彩 ある 装 

釘の 參考 品と して 陳列 さる \ 事と 期待 致 居候 

右 要 事の み 草よ 

寺 田 寅 彥 

小 林勇樣 

御 自愛 御 健 鬪を祈 候 
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一 一 八 四 

十月 十三 B 曰 午後 二 時— 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有拜見 致しました、 御手：^ を 讀んで 居る と 何となく 廿せ紀 の 芭蕉 翁 を 眼前に 浮 

ベる やうな 氣 がする のでした、 どうい ふ譯 です か、 

此 間の 一 無題」 は 一 寸 からか はれる やうな 氣 がした から、 今度の 僕の 番には 一 つ 伊達と ダン デ 

ィ との 關 係で も 論じて やらう かと 考 へて 居ます。 一 あらたま」 は 梵語の プ ラタ マ 即ち First で 

あると か 「浦 安. 一 はプラ ヤス =dearer であると かいふ やうな 奴 を 砲口 を そろへ て ボン/ \- と 打 

出し 天下の 俗物 共 を 驚かさう かと 考へ て 居ます が、 一 方で は 又 石油 や ヘリウム の 問題で 頭が 忙か 

しくて 纏まった 事が 出来ません。 

三女が 代數 をな まけて 丁ば かり 取て 先生から 注意 をう けたので 無 據毎晚 三十 分位づ 、教授し C 

居る が、 先生が い \ ので ぢ きに 上達す るら しくもう 一 月 も 我慢したら 取 返しが つきさう であり ま 

す、 ャレ く。 どうも 近頃 は 子供の ない 人達が 色. -の 意味で 羨ましい と 思ふ氣 がする。 ゥ H ルズ 

の 未 來小說 中に 時々 「計畫 なしに こしら へた 子供」 とい ふ 言葉が 使って あるが、 現代で も 未だ 凡 

て の 子供が さう であらう と 思 はれる。 どうも 產兒 制限と いふ こと は 避く ベ からざる 未来の 道德か 

も 知れない。」 ゥ H ルズの 所謂 科 學小說 なる もの を d:: 端から 讀んで 見て 居る と 中 M うまい と 思 ふ 

こ. 吆も あるが、 どうも 所謂 「科學 的」 なと ころが 物足りない。 れ から 考へ て も 僕の 言語 研究な 

どの 止めた 方が よい かも 知れない。 さう して 科 學小說 の 方 を 本業に した 方が よい かも 知れない。 お 


尤も 從來も 小說的 科學は 本職 的に やって 來 たの だから、 一寸 上下 を 入れ 代へ る だけで よい 譯 であ 

り ます 

木曜から-雨で 昨日 迄つ V き、 今日の 日曜 も 降らない とい ふだけ で欝陶 しくて 寒い、 今朝 岩波 君 

が來 たと き應接 間の ガス ス ト ー ヴに 点火した。 こんな 天氣に はよ くセ 口 の 糸が ひとりで 断れる。 

乾燥期に は 二月 も 切れない ことがあ るの だが、 濕 期に は.； 母 日の やうに 切れる。 此れ も 多分 西洋で 

は 口 本の やうな 濕期 のつ く 事がない から、 絲の 製造 家 も 使用者 も 問題に しないの であらう。 隨 

つて 西洋人の 問題に しない 事は决 L て 問題に しない 日本人 も 亦 問題に しないだ らうと 想像され る" 

ピアノ の 先生の 弘 田さん の 女の子 三人 伯林の ウイ グ マ ン の學 校で 舞踊 を敎 はって 來 たのが、 今 

n 午後 飛行 會館で 試演 をす ると かいふので 切符 を 貰った、 僕 は失禮 して 子供 だけ やって、 おや ぢ 

は不 相變、 叉 あてもなく 銀 坐へ 行って さまよって、 不二 屋 あたりで 堪能して 歸る ことになると 思 

ひます。 松屋の 地下室で 菊の 鉢で も 一 っ奮發 して 來ゃ うか、 眞鍮 みがき を 買つ C 歸 つて ホルンの 

手入れで もしゃう かな ど考 へて 居る ところであります、 先 は 右 迄、 草ぶ 

{贝 

豐 隆翁 1^  4^ 

I  I 八 五 

十月 十四日 月 午前い 一時— 十二時 本鄕 -tol 駒 込 曙 町：： 叫より 北海道 swig 都 航町椅 本 方 中 野す み. 子 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 故人 御 病中より 御 臨終 に 到 る 迄 の 御 様子 細 々 と 御 報知 被 下 難 有 拜謝致 候 
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前に 留萌 より 御 端 書 頂戴 致 候 節 御病氣 にて 當分靜 養した しとの 御文 面 は 拜見致 候へ 共 それ 程の 

御 事と も存ぜ す、 平生 御 弱き 方 故 却って 御 持病 かと 思 ふ 位に て 格別 御氣遣 ひも 不申上 其 後 は 我事 

のみに 追 はれ 居り 候 次第にて 御 電報に 接し 始めて 驚 入 候 次第に 有 之 候 御 生前 一 度 御見舞の 手紙に 

て も 差 出さば 宜 かりし 事と 今更 悔むも 甲斐な き 次第に 御 坐 候 

中 野 君の 御 永眠 は 我 國學界 より 見ても 實に取 返しの 付かぬ 痛恨 事に て 誰 一 人 惜しまぬ もの も 無 

之 次第に 御 坐 候 故人の 如き 數理的 方面に 堪能なる 學者は 誠に 稀に て 容易に 回復し 難き 損失と 存じ 

返す く殘 念の 次第に 有 之 候； W し學問 上の 事 は 別と して 吾々 平生 御 知遇 を 辱 ふした る 一 人と して 

追想 致し 候ても 中 野 君の 如き 立派なる 御 人柄 は學者 中に も 稀に 見る 處 にて 誰 一 人 敬服 致さぬ 者 も 

なかり し 次第にて、 御 生前 はついく 御 心安く 御 交際 致し 居候 ま 、それ 程 明瞭に は 意識せ ざり し 

色 M の 美し い 御 性質が 今と なりて あり/ \ と 追懐され 一 層 哀惜の 念 を 深く する のみに 有 之 候 年齢 

だけ は 私の 方が 先輩に 有 之 候へ 共 學問は 私共の 及ぶ 處 にあら す 叉 御 人柄 とても 私な どの 如き もの 

\ 鑑 となる ベ き 美点 を 多く 御 もち になり 候 事と て 數 多き 少壯學 者 中 に て も 特別の 望 を囑し 居候 事 

とて 御 訃音に 接し 一時 は 何だか 茫然自失 叉 云 ひやうな き 淋し さ を 覺ぇ申 候、 先日 は 御遣骸 を氣象 

臺に拜 して 叉ぶ 一層 其 感じ を 深く 致 候、 岡 田 臺長も 平素より 故人に は 特別の 尊敬と 好意 を懷 かれ 

居候 事 は少生 もよ く 存じ 居候 事故 同臺 長の 落 膽も思 ひ やられ 候、 同 臺員ー 同 は 勿論 豫て御 敎育相 

受候 講習 生 等 も 心からの 哀惜 を 表し 居候 やう 見受けられ 申 候、 

今迄に 御 仕上げに 相 成し 仕事の み にても 實に 立派な ものに 有 之 候へ 共 此れから 追 ぷに御 追究に 

なる 御考 にて 其 儘に なりし 事項が 如何に 多く 又 立派な もので あつたか を考へ 候へば 猶更 遺憾の 次 ^ 


第に 有 之 候 御 生前に 御纏め になり し 御 遺稿 は 間もなく 氣象臺 にて 出版の 手 答に 相 成 居候 由臺 長よ 

り 傅 聞 致し 何よりの 御手 向 草と 存ぜ られ 候、  ® 

御 愁傷 御 落 膽の程 幾重に も 御 察し 申 上 候 へ 共 何卒 御 自愛 御 自重 の 上 あとく の御爲 万善の 御 生 

活を祈 候 次第に 御 坐 候 

右 御手 紙に 接し 不取敢 御 返事 迄 草ぶ 申述候 前後 乱筆 不文 色ぶ 失禮 にも 亘り候 事 かと 存候 何卒 不 

惡御 賢察の 程 願 上 候 草ぶ 不盡 

十月 十三 日  ^田 寅 彥 

中 野 すみ子 樣玉 案下 

I 一八 六 

十月 十四 曰 月 午後 九 時；. 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 s: より 静岡 市外 北 安 束 二 七 五 小 濱方寺 田 l^n 一氏へ 〔は 

がき〕  ， 

其 後 御 健 にて 御 勉強の 事 かと 存し 候、 扱て 本日 鄕里濱 口 氏より 手紙 參り淸 夫 氏 病死の 由 通知 

有 之 候、 此れ は 肉親の 叔父の 事故 其 御 心 持に て 御 出な さるべく、 不取敢 右 迄 御知らせ 致し 候、 十 

五日 午後 一 時より 告別式 擧 行の 由に 御 坐 候」 

令 要 事の み 草し 申 上 候 

十月 十四日 夜  寅 彥 

一 一伸 昨日の 日曜に は弘田 先生の 三人の 御嬢さんが ドイツの ウイ グ マ ン の學 校で 敎 はって 來 
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た 舞踊の 公演が 飛行 會舘 であって、 彌生雪 子が 行った， 大層よ かった 由. 一 昨日 今日は 早慶の 

野球 戰で 東京 中が 騷 いで 居る が、 興味の ない 老人に は 丸で 別の 世界の 出来事の 如し、 

一 一八 七 

十月 十六 日 水 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 二 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙拜 見、 小 使と 下宿料 本日 御 送り 致 候 間 御 査收願 上 候 

御 病氣の 由、 風邪で も 用心 しないと 惡 化する 恐が ある 故 御用 心專ー と 存候又 先年の やうに なつ 

て は 難義故 充分 御 養生 願 上 候、 試驗 でも、 もし 熱で も ある やうならば 断然 休んで 靜 養が 盱 要と 存 

候、 それから 風邪の 熱が 引いて 氣持 がよくな つた 後で も 時. - 診察 を 受けて 肺尖の 方 をた しかめる 

やうに 願 上 侯 

昔樂會 など も 病氣な ものに は 無理 をす る 恐が ある 故、 世話が、 りの 方 は 御 辞 返になる 方宜 敷と 

存候、 命が けです る 程の 事で はない と 思 はれ 候 

右 不取敢 御 返事 迄、 なほく 御大 事に 願 上 候 草. - 

十月 十六 日  父より 

正 二 殿 

I  I 八 八 

十月 二十日 日 午後 六 時 七 時 本鄕區 駒 込 曙 町 二 ra より 静岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 m-t 二 一氏へ ！：搶 
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其 後の 風邪の 経過 如何に やと 氣遣 はしく 存候間 御 一 報 被 下 度 願 上 候 

試驗 がすめば 御歸 りの 事 かと 存じ 候へ 共 一 寸 はがきで &も御 報 被 下 度 候」 天氣 不定に て 折角の 

好 季節 を 暗く 致し 候 

御 加養 專 一 に 願 上 候 

十月 廿日 

I 一八 九 

十月 二十 四 曰 木 午前 十一 時： 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 おかげて すっかり 安心 致 候。 しかし 前例が あるから 油断 はしない 方 ま 敷、 今後の 

用心 專 一 と存候 時ぶ 驗溫 して 見て 軽 熱 持 續の兆 あらば 早速 診療 を 乞 ふ 事と 致 度 候 

淸 夫さん は此夏 赤痢 を やって 弱って 居た のが 近頃 親類の 葬式で 雨に ぬれ それから 窒扶斯 になつ 

て やられた との 事で ある、 子供 は 當然昶 一 一郎 氏の 負檐 になる が 中 M 大變な 重荷で 察し 人る 次第で 

あります。 あなた 達の 母方の 伯父 伯母 も 段 i になくな り 今 は ニ郞氏 一人に なりました。 甲 藤の 

伯母さん は あなた 方の 母が 寺 田へ 來る 前に なくなり 川嶋の 伯母さん も 先年 物故し、 淸夫 叔父さん 

が 今度 なくなって しまった、 一 一郎 氏の 夫人 も 亡くなった 事 を 思 ふと 何となく 淋し さを覺 えない 

譯には 行かない、 此 に反して、 父方 即ち 寺 田 方の 伯母 は 別 役 伊野部 共に 先づ /、長 壽の 方で ある 

但し 別 役 も 伊野部 も 肝心の 後継者が 若く 死んで 孫 だけが 殘 つて 居る、 中ぶ 人の 家と いふ もの も理 
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に に は 行かない ものであります。 今の 處寺 田で は 兄妹 四 人が 息災に 揃って 居て、 此れな ど はま 

あ 幸運の 方 かと 思 はれる どうか 四 人 共に 健康に 一 人前に なって 貰 ふの が 父と しての 第一 の 願望で 

あります 

旅費 は^ 紙で 送ります、 なほく 御 自愛 を 祈 候 

十月 廿 四日  父より 

正 二 殿 

一 一九 0 

十月 二十 五日 金 午後 零時 ，1 丄 本鄕 駒 込 曙 町 二 四より 府下 大峰町 桐ケ谷 九ニ吉 m 方 五島 寛 平氏へ 

〔はがき〕 

拜復 御上 京の 趣久. - にて 拜 眉の 榮を 得た くと 存候來 週日 曜日 二十 八日 夕 六 時に 東京 會舘 (帝 

劇 北 隣) の 一階 玄關を 人り 右へ 突當 りの 一般 食堂 待合室に て 御 目に か &られ 候 は&大 幸と 存候 

余事 拜 眉の 上 万. -可 申述候 不盡 

十月 廿 五日  • 

二伸 柿 澤山難 有 拜謝致 候 

一 I 九 一 

？〕  . 

十月 下 IS  ^鄉ー £il 駒 j: ね 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 ヒ五小 濱方寺 E 正 二 氏へ 「封筒な し〕 
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^  PI  9. ヒ矣. fl&s, え 頭上 宾、 ゥェ ー 一一 ヒ 字書 は 適に はお ゃぢも 必要 

が錢 Irk 環 『ャ 新. U ゆ： 

なら それ I つて はどう かと 思 ひ 候、 先生に でも 聞いて 見て は，" S ャ、 ノ 

一番い、 と 云 ふなら、 今 あるの を 逢り まし やう  • 

右 要 事 迄 草.^  寅 


彥 


正 二 殿 

匹 生れ 昨今 あるき 出しました 

一 一九二 


拜^^  Irj^JffiJl,^ よりび-ず,.^  Wrr-3'tj-r3  1 「-   ：;  、、 n -」 -、. 7 ァん. HI 

あ r よど" 近頃 f しき 事と 存じ 少- あてられた る氣 味に 有 之 候 さ "り"" つ ひ， 一 杯 

u、ilp は 唯 机の 上 S 中の み此好 季節に 郊外へ 出る でもな く不 11 不二 屋の 

にて 心の 穴を充 たす 位に 有 之 候 

〔中略〕 

右 御 返事 迄 草. -申述 候 不盡 .  寅 .^s 

十一月 一日  f 
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成 翁 樣 

二 仲 御 令 窒樣 にも宜 敷 願 上 候 

I 一九 三 

十一月 二 B  土 午後 七 時， -八時 本鄕區 東京 帝 國大學 地震 研究所より 神田區 一ッ橋 通 町 三 岩波 書店 岩波 茂 

难 氏へ 〔「丹 後地 方 水準測量 費收 支決箕 報吿」 の 書面 同封. - 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致 居候、 扱て 先般 地震 研究所へ 御 寄附 願 上 候 金額 决算書 別紙の 通りに 相 

成 候 故 御 目に かけ 候、 詳細 は拜 眉の 上申 上くべく 候、 豫算 よりも 安直に 測量 出來 上り 候 由に て、 

殘金は 他の 研究費に 廻し 度との 事に 有 之 候、 

右に 就き 改めて 御 好意に 對し 深謝の 意 を 表し 度と 存候 

お 要 事の み 草. -申述 候 不盡 

十一月 一日  地震 研究所 寺 田 黄 彦 

岩波 茂雄樣 

一 一九 四 

十一月 十六 日 土 午前 十 * 一時— 十二時 本 鄕展駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 m 正 二 氏へ 

御歸校 以来 御 健康 如何 哉、 御 養生 專 一 と存候 

小爲替 にて 金 八 拾 円 五 拾せ 戈 接り ますから 御 查收願 ひます。 


先日 は 書齊の 整理 をして 貰って 大變に 難 有い、 おかげて 能率 もよ いし 第一 い、 氣 持であります。 

今年 は 東京 は 天 氣が惡 いので 紅葉 や 黄葉が 成蹐 がよくない、 庭の 二階の 前の 楓な どもなん だか 

きたなく 赤 黑ぃ色 をして 居る し、 理硏 窓外の 銀杏の 黄金色 も 少し 薄汚い やうであります。 

今日は 飛行機が しきりに ブ 1/\と さ を騷 がせて 居る、 大演習の 爲 らし い。 

右 迄、 なほ 健康 第一 に 御用 心 を 祈ります、 金 1^ 小 堀 田 諸氏へ 宜敷願 ひます 

十 一 月 十五 日  お、 彥 

正 二 殿 

二伸 彌生は 冬休みに 學 校の 一行に 加 はって 赤 倉へ スキ ー に 行 度い といって ねだって 居る が、 

どうかと 思案 中です 

一 一九 五 

十一月 二十  一 3 木 午前 九 時： 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 ょリ 朝鮮 京 城府 倭 械臺町 一一 一 號官舍 安 能 成 氏へ 

1 接 はがき； - 

木 浦よりの 御 便り 難 有う、」 朝鮮の 紅葉 は 如何 哉、 理硏. の 窓外の 大 銀杏の 黄葉が 實に 美しく 輝 

いて 居る のが 日ぶ 目 を 喜ばして くれる、 靑 空が 樹 冠の 間から 透いて 見える 日 は 特に 美しい、 どう 

も少生 は楓の 紅葉よりも、 銀杏の 黄葉、 瀘ゃ 柿の 紅葉が 愉快であります」 不相變 論文の 粗製濫造 

株式 會 社の 業務 多端、 昨日 は理研 講演 會で 人造石油 製造 の 大法 螺を 吹き飛ばし、 . ォ —ソリ ティの 

方 M を烟 にまい たつ もり は 吾ながら 少し 呆れ果て 候、 矢 張 耻をか 、ねば 生きられぬ 故に 御 坐 候」 
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御 自愛 を 祈 候 來月は 御歸京 かと 相 待 居候 

十 一 月 廿日 

I 一九 六 

十一月 二十 I 曰 木 午前 九 時.. 十 時 本 It 區駒込 曙 町 二 四より 伯林 シヱ I ネベん ゲ- ハイ. -街 二， へ ノ四階 

ゲマ イン ハル ト方中 谷 宇吉郎 氏 へ f 樓 はがき〕 

〔表に〕 

毎度 御手 紙 色 M 面白い 御 通信 を 難 有う、 僕 は 無精して 相す みません どうか 惡 しからす、 御元氣 

で 大慶、 御歸 りが 近より 樂 しみであります。 一 昨日から 三日間 理硏演 說會、 老生 も 壇上に 立って 

石油 製造の 駄法螺 を 吹 飛ばし 大家 連を烟 にまい たつ もり、 吾ながら 鉄面皮と あきれ 申 候 一 理研窓 

外の 銀杏の 黄葉 輝く ばかり 美しく、 油獪 にかき 度い くと 思 ひながら 今年 も 叉 散らして しま ふで 

しゃう」 先日 所長の 光琳 風の 椿の 掛物ー 軸 貰って 應接 間へ かけて ある、 珍品であります。 一 近頃 

田 幸 君が 折 M 來て スパ ー ク の 熟 効果の 實験を やって 居ます 一 筒井 君 は蠟の 表面 荷電 を やり 始め ま 

した。 

〔裏に〕 

槍 も 大分 出来た で しゃう 歸 つたら 丸 善 あたり で 外遊 作品 展覽會 でも やって は 如何 や、， 一 僕 はさ 

つばり かきません、 頭の 中で は 毎日 かいて 居る が 中 ぷォッ クウで 思 立てません、 

御 自愛 專ー に 願 ひます」 ィ ルレさん にくれ-,^ よろしく 
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一 一九 七 

十一月 二十 一日 木 午前 九 時： 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 和蘭グ 0 1 一一 ン ゲン、 フリゾ 街 ヨハン. ウイ 

リ アム， へ 〇 ノ A エッチ、 ファン、 ディ—. ケン 方 藤 岡 由 夫 氏 へ tjr は がき〕 

〔表 に 〕 

途中から 實 によく まめに 御 便り を 難 有う 君の 旅行者ぶ り を 眼前に 浮べ る 事が 出来ました、 フ ォ 

リベ ルゼ —ァの 人口 を はい る 後 姿な ど リア ル に 描く と共に 邦 樂坐ゃ 武藏野 舘を思 出した、 少生 の 

ト ー キ ー 熱 は 指導 教授の 外遊の 爲に沈 退して 居た が、 やはり 時. - 見た 方が 頭の 休養に なるやう だ 

から、 叉 此の 二週間 前から のぞき 始めた。 ちっとも 面白く はない が、 見て 居る 間 だけ 外の 事を考 

へない ので 頭が いきをつ くらし い。」 

理研 窓外の 銀杏が 實に 美しく、 窒內迄 黄金の 光に か^ゃく、 昨年の 君の 傑作 (？) の 油 きを 思 出 

す、」 昨日から 理 研の 講演 會、 小生 も 壇上に 立って 石油 製造の 大法 螺を 吹き 變な 代数式 を 並べて 

大學者 達を烟 にまい たつ もり C 一  次 は黑燒 きの 物理的 ケ ンキュ ー にか \ る つもり、 ィャ ハヤ 

〔裏に〕 

美術 院はー べん 一寸の ぞいた きりで 混雜に 閉口して、 それつ きりであります、」 高嶺 君と は不 

相變 火曜日 晝 めし デ— 一 不二 屋も おり/ \.參 ります、 よくも あきない ものと 感心せ ぬ もの もな し _ 

一 淋しき 人 M」 に 生れた からし かたがない 
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グ /一一  ンゲ ン の 御宿 は 中立 氣 持の よさ 、うな 處で 少し 羨し い」 妻よりも よろしく、 グロ—  二 ン 

ゲ ン を苦勞 人間 或は 黑 人間 (即少 生) と覺 える 事に 致す 由 御 一 笑 ノ\ 

ディ ー ケ さんに もよ ろしく 宿の 人に も， オラ ンダ 全体へ もよ ろしく 

寅 

I 一九 八 

十一月 二十四日 B 午後 四時. -五時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 朝鮮 京 城 莳倭城 臺町三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 

御手 紙と ハ ルビ ン 散策 記 難有拜 見、 矢張り 大變 面白く 拜讀致 候 松 花 江 沿岸の 光景の 描寫 中に 紅 

ぃ藝の 花の 疾 いて 居た の も 嬉しかった。 江に 臨んで シベリア の 大陸 を 想像して 居る 所 は 安倍 能 成 

がシべ リア を 画いて 居る のか シべ リア の 野が 安倍 能 成 を 語って 居る かと 云った やうな 所が ある、 

忘 言 多 罪 

キタイ ス 力 ャの 人通り は 前に 御 端 書の プ レリ ュ ー ド があった のて 一 層 面白かった 一 落着いて 見 

て 吾る と、 かれら は必 しも 美人ば かりではなかった」 とい ふの は 一寸 面白かった、 余程 はじめに 

は jf 醉 して 居た とい ふ 前提が されて 居る と 見られる からで ある (此れ は 失 禮)、 支那 人が 强ぃ 

浸潤 性 を もつ ことに 關 する 御說を 讀んで 居る うちに ふと 妙な 事を考 へた、 近頃 讀ん だゥェ ルズの 

「世界 戰爭」 に、 火星から 地球へ 攻め込んで 來た 怪物 共が 銳 利な 恐ろしい 武器で 地上の 人間 を ど 

し/ \\ 征服して 居る うちに、 みんな 急に 死んで しま ふ、 それ は 彼等が 地球上の 色ぶな 徵菌 に對す 

る 免疫 生 を 欠いで 居た 爲 であった とい ふ 話が ある。 實際 支那 人 は 何處か 黴菌の やうな 處が ある。 5 


贵說を 讀んで 居る うちに 此 感じ を 深く した。 今の 處 此の 徵菌は 未だ 日本の 領土  (プ 。パ ー) を 侵 

す兆矣 はない が、 此れ は 矢 張 遠い 將來 に對 して は考 へて 見るべき ではない かと 思 はれる。 日本 § 

朝鮮 を 手に入れ ると 同時に 朝鮮 菌を背 食 込んで 苦しんで 居る の だから、 万 一 日本が 支那の ボヒ 

ュ レ ー ショ ン の多數 を隸屬 させた が 最後 日本 は减 亡す る 禀請 合 ひだと いふ 氣 がする。 

,ii;tj は小宮 君に 轉 送致し ます。 同 君へ は 此頃御 互に 少し 御無沙汰して 居る が、 なんだか 少し 淋 

しさうな 風に 感ぜられます 少し 元氣 をつ けて やって 下さい 

右 御 返事 迄、 今日 東京 は 急に 北西の 寒風 襲來 一度に 冬が やって 來 たやう であります。 御 自愛 を 

祈る、 ilr 

十 一 月廿 四日  寅 翁 

能 成 翁 玉榻下 

I  I 九九 

十一月 二十 四 B  B 午後 m-s-: 五 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一： より 仙 臺市北 二 * 丁 六へ 小 {«: 镘隆 氏へ 

其 後 は 御無沙汰 致 候、 御元氣 如何 哉、 少生 不相變 粗製濫造 株式 會 社の 營業 多端に て、 世上 不景 

氣 に不拘 どうにか 其 日 を 過ごし 居候 間 御 安心 被 T_ 度 祈 候、 

安倍 君より 別紙 切拔 送り 越し、 大兄へ 轉途 しく てれとの 事に 有 之 候御覽 すみの 上 は 同 君 留守宅 

宛に g 達して くれとの 依 賴に有 之 候。 キタイ スカャ の 通りで 露 西 亞女を 見て 恍惚と なり 「落着い 

てよ く 見る と、 美人ば かりで もない」 とい ふ處 など 面白い と 思 ひ 少し 一一 ャく致 候。 滿洲シ ベリ 
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ァの 風物が 安倍 能 成 を 語って 居る と 評して やり 候。 

「^蕉 と 蕪 村」 はいつ もながら 銷 漉しの 精製品に て 模範的 アインチヒ、 ダ— ステ ー へ ンドな も 

のであります。 唯 大衆 的讀 物と して は 余りに 專門 的で アブレ シ H 1 ト する 人 かどれ だけ あるか^ 

はしく と 思 はれ 候。 終りの 方の 一番 面白くなる ところが、 短 かく 端折られて 殘念 であるが、 比れ 

は 御 断りの 通りて 致 方ない それから、 此れ もちやん と 豫防線 を 御 張りに なって は 居る が、 1" 村の 

句と 翁の 句との 對照は 少し 異論が ある。 此れ は 宅の 連句 食な どで も 大兄が 芭蕉の 句 を 引合に 出す 

時に 少 生の 感 する 不平であります。 笆蕉に 一 つの 絕對の 位置 を與 へて、 而 して 後に 他 を 比較す る 

めで、 少し 誇大した 例 を とれば、 大西洋の 水 を 分析して 見る と、 隅 田 川の 水に 含まれて 居る と 同 

じ 塩類 や ブラ ンク トンが 多量に あるから、 だから 大西洋の 水 は 隅 田 川から 來て 居る と 結論す る や 

うな 氣 がする。 叉 日本語に ギリシア 語が 澤山 あるから 日 4^ 人 は ギリシア 人の 裔 だと いふ やうな 氣 

がする。」 尤も 蕪 村が 芭蕉 を 學んだ 事に は 疑 はない が、 唯 其れ を サボ ー ト する 材料と して あの 比 

較に 余り スト レツ スを 置かない 方が い、 やうな 氣 がする。 あとで 断りが きを 讀んで ー應は 納得 出 

來る としても、 少し あの 引証が 重く 取扱 はれ 過ぎて 居 はしない か、 御參考 迄に 申 上げます。 恐ら 

く 多くの 人の 感 する 處 ではない かと 思 ふから。 

少生 時. -ト ー キ— に 出かける。 別に 面白い と は 思 はない が、 疲れた 頭 をー轉 する だけの 目的で 

行く。 心配 や 研究で 疲勞 する のと、 「活動」 で疲勞 する のと、 疲勞 しかたが ちがう のか、 疲勞 する 

腦の 部分が ちがう のか 知らないが、 鬼に 角 此れで 不眠な どが 救 はれる。 一方へ strain された の 

を、 他方 ヘス トレ— ン して T。i かう いふ やうに バランス する のかと 思 はれる-」 一 ト— キ— も 色 ^ 


M 少 しづ、. 工夫が 加 はる やうです。 戀 人の 手紙 を 讀んで 居る 頭の 上の 鳥籠で。— ラ —カナリア 

のヮ —プリングが 聞こえて 居たり する シ ー ンは 一 寸 面白かった。」 ト— キ— の 三 浦 環は實 に. S  く 

その 惡 いもので リ テラ リ— に i! 氣を 催して 目 を 塞いで 我慢した、 政太郞 氏の 代りに 此方が 死んで 

くれて ほしかった。 思 出しても 胸く そが 惡ぃ。 暴言の やう だが 本當 であります。 

急^ 寒くな つて 今日から 巨 健 開き、 十 一 月末から 十一 一月 始めは 少 生の； £^ 時 故 警戒して 居ます c」 

猫も橡 側の 日向 を 追って 居ます。」 金解禁と いふ 事 は 何の 意味 だか 不可 鮮、 誰かに 聞き 度い と 思 

つて 居ます、 大兄 は 御 分かりで すか、 

右近 狀御報 迄 草 M 

十 一 月廿 四日  寅 翁 

豐隆樣 玉 案下  . 

一一 一 00 

十一月 二十 七日 水 本鄕區 駒；； <1 曙 町 二  ra より 伯林 シ H  — ネ ベルグ， ハイル 街 二べ ノ 四 階ゲマ イン ハルト 方 

中 谷 宇吉郎 氏へ 〔封筒な し〕  - 

ミ ュ ン へ ン からの 御手 紙 難有拜 見し ました。 Jelliuek 爺さんの 所說は 多分 三十 年 立たない 內に 

「別の 言葉」 で眞實 になる かも 知れない。 物理 學は 結局 自然 を對 象と する もので、 深く 自然 をス 

タディした 人の いふ 事に は 「眞」 が 含まれて 居る。 唯 アマチュアの 說は使 ふ 「言葉」 が 自己流で 

人に 通じない から ァカデ ミクな 學者は 相手に しないで しゃう。 實際 落雷の 時の 凡て の 現象が 現在 
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持 合せの 電氣 學で說 明出來 るか どうか 疑 はし い。 今に 波動 力 學素量 カ擧の 方面から 落雷に 伴 ふ 諸 

原 

現象 か說 明され るか も 知れない、 其 時に 始めて ぢ いさんの 汪 語が 生きく 來る かも 知れません。 ァ 

メリ 力の 爺さんと 云い 叉此 爺さんの やうな 人が 居る と い ふ事實 そのものが 雷に 關 する 物理 學 者の 

全 知識 を 表明して 居る かと 思 はれます。 如， 何 

IVzil こ.； 一，… と Wo: …： =1(！1【丄 二 ol-f に は 別 刷 を やり まし やう。 

レンズ は 未た 來な いが 来たら、 少し 叉 補充の 寫眞 をと つてから、 報 吿を纏 度と 思って 居ます。 

或は 前に やった 丈け ざっと 一 度 報告して しまって、 叉 ゆる，/^ やらう かと も 思って 居ます。 

寺 田 研究室 は來 年から 一 三、 〇〇〇 円の 豫算 に增 して 貰 ひました、 それでも 足りさう も ありま 

せん、 研究費と 云っても 人件費が 人って 居る の だからい くら も 使へ ません 

田舍の 親類が 來て久 、"て 明治 坐 見物、 どうも 芝居 は lull ち veili.l- で 困ります。 僕 等の やうな 若 

いもの (？ ) に は 活動の 方が まだ ましであります。 

右 御 返事 迄、 稗 自愛 を 祈る 草  >ュ 

十 一 月廿 七日  寅 翁 

中 谷 君 玉 机下 

I  二  0 一 

十二月 I 曰 日 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 和 蘭 グロ  I 一一  ン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウィリアムへ 〇 ノ A エツ 

チ、 ファン、 ディ ー ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔封筒な し 寺 田 ふ ん 氏の 添書 あり (省略 )一  ぬ 


十 一 月 十三 日附 御手 紙 難 有拜見 「風車の ある 風景」 にも 段 > 、に 親しみ 深く おなりの 御 樣子御 元 

氣 にて 御 勉強 大慶であります が 余り 勉強が. すぎても いけません、 まあ のんきに ゆるく と 御 やり 

を 願 ひます。 語學 とい ふ 奴 は 中 せいても 思 ふやう に 行かぬ ものです が、 いつの 間に か 上手に な 

り まし やう、 あまり あせらぬ 方 {Hi 敷と 存じます。 

少生は 昔着歐 早くべ ル リン の 雜鬧を 引っぱり 廻され、 さう して 刺戟の 多過ぎる 一 年の 都會 生活 

に 疲れ果てた 後に ゲ ツチ ンゲ ン に 移って 始めて ホ？' として 白樺の 黄葉す る 西洋の 秋 をし みぐ 味 

はった の だが、 君 は 逆に 淋しい 處を板 出しに 少 生と はちがつた 柽驗 をされ る 事と 存じます。 尤も 

年齢 もちが ふから 比較 は 出来ない 譯 かも 知れない」 十 一 月末に は 田舍の 甥が 來て 明治座へ 御 伴 を 

しました。 昨 三十日 は 午後 上野で 學術 研究 「妨害」 會議 あり、 五 時半 迄し びれ を 切らし、 雨を衝 

いて 廣 h 路へ 出て、 風月で コ — ヒ— と 菓子 二つ 食って s: タク を 飛ばして 歸宅、 セ 口の 先生から 速 

達で 送って くれた 切符 を もって 又 S タク を 飛ばし 德 突く 雨 の 中 を 日 比 谷 市政 會 館の 音 樂學校 五 十 

年に 念 演奏 會へ 出かけた、 前夜 切符 を 銀 坐で 買 はう としたら 疾に賣 切れて 居た ので、 セ。 の 先生 

が 心配して 送って くれた、 從 つて、 いやで も 行かなければ なら なくなった のです。 

., 此晚は それで 夕飯 を 貪 ふ 暇な く、 夜 十 時に 歸 つて 力ら パ ンと 紅茶で ゴ マ カシ、 翌日の 胃の 

工合 を 心配した が 幸に 無事、 

大きな ホ— ルが ウルトラの 滿 員で、 一 番 テツ ぺ ンの ドアの 處に 立って 谷底の 演奏 臺を 見下ろし 

聞 下ろした の だが、 しかし 面白かった、 ヘンデルの オラトリオ、 ュ ダス、 マッカべ ウスで、 此の 

コ— ラス は 外で は 聞かれぬ もの、 二 時間 半 程 ぶっ通しの 大物です が、 ちっとも 退屈し ないで 聞き 
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ました。 こんな 大 伽藍の やうな 曲 は 一寸 殘念 ながら 日本人に は當分 出来さう もない。 菊池！^^；の所 

謂 驚天動地 の 大音樂 家 も そのうち 日本で 出る だら うと 思って 樂 しみに して 居 まし やう。」 

さう して、 今日は 叉樱 田本鄕 町の 飛行 會館 でッ エベ リン のせ 界 周航の 活動が あると 云 ふので 午 

後 一 時開舘 時に 行って 見る と、 驚いた 事に 切符 を 買 ふべ く 押よ せた 人が 列 を 成して 一 町 位つ -、 い 

て 居る。 此れで はとても やり切れな いと 断念した が、 其 代りに 邦樂 坐へ 乘 込み、 コー ルマンの、 

ーブ ルド グ . ドラモンド 一とい ふのと 「ゥ— マン • トラップ 一とい ふの を 見た、 邦 樂坐を 出て 例の 

撟を 渡りながら 西の方 を 見る と、 雨上りの さに タ やけが して ス キヤ 橋の 上に 紫色の 富士山の シ ル 

ェ ットが 浮き 上り 兩 岸の ビルデ ングが 蒼く 紫に 美しい 色彩の マ ッ ス となって 重疊 して 居た。 「藤 

岡 君 は 日本に 居ない の だから、 大丈夫つ かまる 氣遣 ひなし」 と 思って、 ひとりで ニヤ/ \ しなが 

ら 裏通り をく 1. つて 松 坂 星の 前 迄 出た 頃 は 暮色 蒼然、 街頭の 燈 光水の 如くであった (ホ— ムシ ッ 

クを 起して はいけ ません )o 不二 屋と 思った が 趣向 を かへ て 一足先き の コロンバンに 人り、 一 碗 

の黑 褐色の 靈 液と 一 皿の 有機化合物 を攝 取し、 それから 资生 堂の 二階の 西洋 古 美術 ni 展覽會 とい 

ふ を^いて ベ ル シャ 更紗 や 陶器に 垂涎し、 竹 川 町より 板 橋 行 電車に のって 無事 歸宅 めし をく つて 

風呂に 人って (ホ— ムシ ッ クを 起して はいけ ません) それから 此 手紙 を かきます、 

* 風呂で 御 不自由の 由、 少 生な ど滯歐 中、 指 折る 位 上 か 人 浴せ す平氣 だった が、 今考 へて 見 

ると 不思議な やうです、 

御手 紙 は 出が けにつ いたので 途中で 讀ん だのです 一 先日 御 母堂 御 來駕被 下、 御 留守 許 御 無事の 

事 を 確かめました、 妻 も 一度 上らなければ と 申ながら 御 無沙汰して 居ります 。一 理硏其 他で は 君 お 


がた ちまち にして ダ ゾ ス の 名手に なった やうな が ある やうです が、 此れ は 船中に 於け る ヱ キ ス 

ペリ メント の 訛 傅な らんと 推察 致 居候、 指導 敎授が ハイ セン ベル グ ならば 何人も 異議な き 事と 存 

候」 少生黑 田 君に ダンス ホ —ル見 物 を 誘 はれ 居り 候、 ダンス を はじめ、 ゴルフ を 始めて はから だ 

が 三つ あっても 足り 不 申と 存候、 

高嶺 君の ゴルフ 熱心に はすつ かり 感服、 雨の ふるのに 出かけて 行き、 穴ェ 風の 吹き まくる 日に も 

出かけて 行く の だから 驚く。 尤も 大雨の 日に 音 樂會に 行って、 其 翌日 又ト ー キ ー に 出勤す る 老人 

も あるの だから、 此位は 何でもない かも 知れません。 

少生 不相變 粗製 論文 濫造 株式 會 社の 業務 御 かげ 樣 にて 多忙、 內 職に は 不相變 「サ ン スク リット 

とラ チン、 グリ— キ、 へ ブライ を 通して 見た る 古事記 万葉集に 現 はれた る 日本語の 研究 I 一と 題す 

る 恐るべく 長たら しき 表題の ノ ン セ ン ス に 陶醉致 居候 乍 憚 御 休 神 被 下 度 祈 候、 去る 廿 八日 は 誕生 

日來る 五日 は 3：： 遣瘍 出血 紀念 日に 當 ります。 なるべく 長生き をして 諸君の 御成 効 を 目 堵し又 自身 

の 研究 をつ、 ^ けたい ものと 存 居候 今年 は 十二月に 人っても 溫暖 今日な ど 冬 外 套來て あるいて は少 

し 暖か 過ぎる 位、 まづ /\ 難 有き 事に 御 坐 候 一な ほ 御 自愛 を 祈 候 草え 

士 一月 一 曰 夜  寅  翁 

藤 岡 公子 長椅子 下 

仁 田 君に よろしく、 叉 君に よくして くれる 和 蘭人 一同に よろしく 

〔第二 葉 右上 餘. R に 一 

N.B. 
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( 番号 は貴說 に從ひ 省略す ) 

(以下 做 之) 

笫ニ 菜左餘 白に〕 

「ウィングの 發聲 映画 來十 三日 封 切 . 

辻 二 郞君來 年 正月に 渡歐 

- 第三 葉 右上 餘 白に- 

^.te.  loe.  c  t 

f 第 四 葉右餘 白に 1 

ジャバ の 本と いふの を樂 しみに して 居ます 

I  二 0  二 

十二月 三日 火 ャ前 十一 sj, 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 

御手 紙 拜見闇 汁 會の話 は 面白かった、 一 一十  <ホ 年 前 正 岡 子規のう ちで 行 はれた 闇 汁會の 記事が 當 

時の ホト、 ギス にあり、 實に 面白い ものであった、 いっか 搜 して 讀んで 御覧なさい、 子規 全集に 

あるか も 知れない 

刖紙小 爲替御 受取 願 ひます、 樂譜 は其內 送り まし やう、」 卅 日に 音 樂學校 五十 年 記念で ヘン デ 

ルの 神劇ュ ダス • マッカべ ウス を 聞いた、 中 >A の 大物で 二 時間 半 位 ぶっ通し だが 少しも 退屈せ す 

に 面白く 聞かれた、 唯ソ。 がどう も 貧弱 だが 此れ は 日本人に は 仕方がない、 歌い 方 は 可也うまい 


67 


が聲が 足りない。 コア ー でも 男聲 がどう も 貧弱であります、 それにしても 日本で はめった に 聞 力 

れぬ 大物でした 

右 御 返審迄 草. - 

十二  rnj  二日 〔封筒に は 十二  H; 三 n と あり〕  父より 

正 二 殿 

伊野部. 正郞 が土產 として 四 人に 金 拾 をお いて 行った 正 二の 分 一 一、 五 〇 一 處に途 ります 

一二  01 一一 

十二月 四 B 水 午前 七 時—；，， 、時 本 .t 區駒込 曙 町； S より 仙 臺市北 二番 丁た 、ベ 小 宮豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙拜 見、 贵著忘 評、 御 叱り を 覺悟致 居候 處 寛仁の 御言 葉に て 聊か 汗顔の 態に 有 之 候」 當年 

は 暖かく、 少 生の：^ 季節 も此 分なら ば 仕 合と 存 居候、 からだの 方 は 無事ら しいが 肘 政の 方 は少. - 

怪しく 節季 を 前に 思案 中に 有 之 候 どうも 去年の 春陽 堂の アブ クが いけなかった やうに 存候好 笑」 

3ぽ4^,文^^に約束したァ レ 一一 ウスの 宇宙 開- S 論史 やっと 五分の 四位譯 したが、 原書の 出版元へ かけ 

合った 結果、 大分 金 を 出さなければ いけない らしい ので、 多分 岩波で はやう 出さぬ 事と 思 はれ、 

半 ズ ホット 安、：：、 半ば 拍子 拔け、 考へ ると 馬鹿 〔ら〕 しく も あるので 譯槁は 風呂の 焚 物にし やう か 

と抑考 中、」 先日 音 樂學校 五十 年 記念で ヘンデルの ュ ダス、 マッカべ ウスの 演奏 を閜 いたが、 や 

つばり 大物 は 大物 だけの 面白味が あって 二 時間 半 ぶっ通しの コ ー ァとソ 口 を 退屈せ すに 聽 いて 愉 

であった。 日 比 谷の 新公會 堂の ホ ー ルは 中立 大きくて ァク ー ス チックが 割によ レ 」 連句 埶、； 少 


68 


年 四和昭 


し 下火になり 城師 よりもち かけられても 逃げて 居る の は 少>\ 吾れ ながら 我儘と 思 はれます。 春に 

なったら 又 ポッ/ \- やらう かと 存 居候 

十一 一月 四日 

一二  0 四 

十二月 九日 月 午前 十一 時 —十二時 本鄕 K 駒 込 曙 町 二  w より 下 中 野 町 上 ノ原九 七 二 室 井英夫 氏へ 

今日は 誠に 御目出度う 御 坐い ました 天氣も 美しく i« かで 偕 行 社の 窓から 眺めた 神 田の 夜 

景は實 に 見事で 何よりの 御馳走で 御 坐い ました 

期せす して 御 祝宴の 餘 興の コ メ ディ 役者 を 相つ とめました 失 禮の段 は 幾重に も 御 寛容 を 祈り ま 

す 近 來ハま i 此種の 喜劇が 上手に なりまして 先 i 月な ど は 自分の 職務 上 一 番 大事な 地震 研究所の 講 

演會 の 時間に 泰然と し て 展覽會 場 かな んかを うろつき 理 研へ 歸 つて 來て も 未だ 氣が 付かす、 夕方 

歸 宅して 始めて 思 出した やうな 仕 末にて 面目 もな き 次第であります。 考へ て 見る と 昨日から 今朝 

へ かけて 校正 を やって、 それが 濟んで 一 安心す ると 同時に 記膨 のフィ ル ム がかぶ つてし まった も 

のと 思 はれます。 貴兄 は 平生 をよ く 御存じ 故 御了鮮 下さる でし やうが 御 親戚の 方 > 、に は 甚だ 御氣 

の 毒で 御 坐い ました、 御 序の 節 は 不惡御 取 成し を 願 ひます。 

右 御 よろこびと 御禮を かねて 御 挨接迄 草よ 申 上げます 余事 は拜 眉の 上に て 草よ 

十二月 八日 夜  寺田拜 

窒井君 
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I  二  0 五 

十二月 十三 曰 金 本 鄕展駒 込 曙 町 二 四より 池 E 芳郞 氏へ 〔封筒な し〕 

謹啓 昨日 學士院 で 貴 著發表 致して 置きました から 惡 しからす 

右原 槁 英文に 若干 鈴 筆で 加筆 を 試みました、 御 取捨 を 願 ひます。 1  つ ig.  2  3  4 は 凸版に する の 

ですから gt 線 は 出ません、 叉セ クシ ョ ンか 黄色で イン ク が靑黑 ですから 製版が うまく 行かない か 

と 心配 致します。 もし パラ フィ ン 紙に でも 透寫 しにして 墨汁で 描き、 詳線も 適宜に 人れ た 版下 原 

槁を 御作り になら ば 好結果 を 得る かと 存じます。 

印刷 面 四 頁以內 になる やう 整理す る やうに と 編輯 委員長 岡 先生よりの 御 話しであります. - 私の 

考 では 大抵 大丈夫と 思 ひます が、 しかし もし、 Table を 六 号 活字に し。 Curve を 2  13 に縮寫 

し (無論 原槁は あの 寸法で C 版に する 時 縮寫) さへ すれば 大丈夫 かと 存じます。 もし 宜しければ 

原槁 脇に 赤 インキで 其 旨 御 指定 願 ひます。 

次に 本文 を讀ん でよ く 意味の 分らぬ 点が あります ので 一 言 說明を 加 へられた いと 思 ひます。 即 

ち 。 の縱 軸の srs.k  二 ista-5 とい ふの が 多分 S 一  の距 りの 事と 思 はれます が、 さう する 

と、 此れと 板の 厚さの 關 係と いふの が 一寸 どうい ふ 意味 か 分りに くいと 思 ひます。 此れ は 一種々 

の 厚さの 板の それく について R 形 スパ— クを 生す る 如き Sp.  dist. が 唯一 の 特定の 價が ある。 

その 特別の Sp.  dist」 と いふ 意味と 想像され ますが、 說 明がない から、 はじめて 讀む 人に は 判り 
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かねる 事と 存じ. ます。 即ち、 或る 一 定の 厚さの 板で も 種々 の P  d に 對し何 かしらの (lisclla- お e 

Fif?ure は あると 考 へられる ので、 それで あの xrark  <listalm- とい ふ 言葉の 意味が 讀 者に 呑み 

.込 みにくい と 存じます。 

どうか 何とか 簡單に 文句の 钾 加筆 を 願 ひます。 

此れ は餘談 です が、 あの 結果 を拜 見して 一寸 感じた 事 は あれ は 一種の roscnams の 現象に よ 

る もので、 板の 上の スパ ー クの廣 がり は、 丁度 共鳴に 必要な やうに C を ァヂャ ストして 居る の 

ではない かとい ふ 空想が 起り ま し た、 無論 出た ら めです か 御 參考迄 に 申 上げます 

右 要 事の み 草え 

十二月 十三 日  寺  田 

池 田 擧兄玉 案下 

一 二  。六 

十二月 十五 B 曰 午後 零時，： 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ" 伯林 シュ ー ネベ ルゲ- ハイル 街 二八 ノ 四階ゲ 

マ イン ハル ト方中 谷 宇吉郎 氏 へ - 繪 はがき」 

<f 「夜 妻と 珍ら しく 明治 坐で 新派 劇、 伊井 河 合 喜 多 村、 八重 子 一 坐 を 見ました、 大學 三年 時代に 

本鄕 坐で 見た 同じ 河 合が 同じ やうに キ レイ (遠くから 見れば) で、 さう して 前よりも 遙く 円熟し 

た藝を 見せる のに 感心した」 

妻よりも 宜敷 
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十二月 十四日 

ーニ0 七 

十二月 十五 日 B 午後 零時— 一時 日本 橋 區濱町 明治- If より 和 蘭. グ n  —ニン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウイ 

リア ム八 〇/A エッチ、 ファン、 ディ— ケン方 藤！： 由 夫 氏へ 〔槍 はがき〕 

今夜 妻と 明治 坐に 參り 八重 子の 「翻 子に 喧 はれる 女」 とい ふの を 見物し ました、」 二十 余 年ぶ 

りで 河合ケ .一!: 多 村 伊井 を 見て 今昔の 感を 味った、 役者の 生命と い ふ もの は 存外 長い もの だと 思 ひま 

す、 學者は 年取る と筆碌 する が、 役者 は 老熟す る。 河 合の 花 井お 梅は實 にうまい。 

妻より よろしく 

十二月 十四日 夜  明治座に て 

一 二  0 八 

十二月 十七 B 火 午後 零時 1 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニ^ より 靜^ 市外 北 安 朿ニ七 五 小 濱方寺 £ 正 二 氏へ 

手紙が 土曜の 午後つ いた、 そして 月曜日 は 又 金が 引けなかった ので 不取敢 十 R だけ 途り、 今日 

殘 りを途 ります、 今年の 暮は うち も 少し 貧乏して 居る、 廿 n 過に は 金が はいるから 御 安心 願 ひま 

す。 それで 樂譜も 歸省迄 御恃願 ひます 

用事 迄、 何日 頃御歸 りです か 

十一 一月 十七 日  父より. 
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一二  。九 

十二月 十九 曰 木 午前へ 時； 九 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 和 蘭 ゲ。— -ーン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウイ 

リア ム八 〇 ノ A ェ ツチ、 ファン 、ディ— ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 【鎗 はがき 忠臣蔵、 安 兵 

衞 (猿 之 助) と 一 角」 

仁 田 君 

中 谷 君 

藤 岡 君  一 

三 君 連名の 御手 紙 難有拜 見、 老人の 不良ぶ り オラ ン： タ の 空迄喧 傅の 由 光 榮と存 候、 就て は 最近 

の 活動 振 を 御 想像になる 村 料と して 此端 圭曰 を 差 出 候、 先日 の は 明治座 此れ は カブ キ座故 混合せ ぬ 

やう 願 上 候、 勿論 此ニ 座の 間に 邦樂 坐が 一つ 這 入って 居る 事 を 御 忘れ なきやう 願 上 候 2^ 上 

十一 一月 十九 日 


十二月 二十四日 火 午後 零時 —一時 下谷區 上野 精 養 軒より. 伯林 シヱ ー ネベ ルゲ- ハイル 街 二八 ノ四 階ゲ 

マイ ンハ ルト方 中 谷 宇吉郎 氏 へ 〔槍 はがき 坪井忠 二、 筒井 俊 正、 平 田 森 三、 宮部 M 

巳、 湯 本淸比 古、 田 中 信、 E 幸彥 太郞、 内ケ崎 K 郎、 山 本 龍 三、 芝 龜吉、 玉 野 光男、 S 


十一 氏 外 一氏との 寄せ 書 (諸氏の 文面 省略) J  ^ 

例年の 通 上野で ボ ー 年 會を致 候 遙に御 健康 を 祈 候 

寅 彥 

I  一 一二 

十二月 二十四日 火 午後 零時 1 一時 下谷區 上野 糨養 軒より 和蘭ゲ n  I  - ーン. ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウイ 

リア ム八 〇 ノ A  H ツチ、 ファン、 ディ- ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 一 絡 はがき 湯 本淸比 古、 

m 中 信、 £ 幸 彥 太郞、 内ケ崎 直郞、 山 本 龍 三、 芝 龜吉、 玉 野 光男、 坪井忠 二、 筒井 俊 

正、 平 S 森 三、 十 氏との 寄せ 書 (諸氏の. 文 而^ 略 )J 

吉例に より 上野 セィョ ー ケン にて 會合、 歸りは 未定、 多分 吉例に よる 事 かと 存候、 遙に御 健康 

を 祝し 候  • 

十二月 廿 三日  寅  紊 

一二 一二 

十二月 二十 四 B 火 午後 九 時，— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 静 岡市ぺ 千代 町 一一 一六 金 原壽郞 氏へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 巾 上 候 s.^ 御淸祥 大慶と 存候 F て 小生 幸 無事 钾休神 願 上 候 

先日 は 御 地 特産 名菓 澤山御 惠與に 預かり 難 有 拜謝致 候 早速 御 禮可申 上 害の 處遲延 失 禮致候 

學 校の 事 降に て御甫 心の 事と 存候 併し 御 配慮に より 無事 解决 大慶に 存候、 少生は 遠方より 見物 
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の 態に て 不相濟 候、 

火の 御 研究 如何 や 御 閑暇の 節 は 御 續行願 上 候 

別便に て 粗品 差 出 候 御 笑 味 被 下 候 は、 大 幸と 存候  . . 

右 年末 御 伺 迄 草よ 申 上 候 不盡 ■ 

士 一月 廿四曰  寺 田寅彥 

金 原 壽郞樣 

二伸 乍 憚 御 令室 様に 宜敷御 鳳 聲願上 候 

一二  ニニ 

十二月 二十 八 B  土 午後 六 時 ，ー 七 時 本鄕ー 駒 込 曙 町 二 四よ リ靜 1： 市 水 落 町 三/一六 金 原壽郞 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 

實驗 の 方 色 i 御 進展 の 模樣 喜ば し キ.. ；：： 一， と存 候、 

Wire  .^pc«.o の 實驗、 交流で ト ランス フォ ー マ —を 使つ て fiold を 交代 させて 見たら 如何の も 

のか。 もし Cycle が 自由に， へられる と (そして 高周波が 得られ、 ば) 面白い かと 思 はれる が、 

鬼 も 角 も 普通 の 「f で や つ て 見て は 如何と 存候。 何 か イオンの モビリ ティ に關す る ヒント を 得 

るか も 知れす と 思 はれ 候、 

アイ ォ ニゼ ー シ ョ ン と燃燒 度との 關係は 可也 重要と 思 はれ 候、 

izLip  &责驗 をもう 少し 色え やって 一 つ 纏めて 頂 度と 存候。 二三 条件 を變 へて 試みた 上 此れ ^ 


だけで 纏めて 下さる やう 願 上 候。 此れ は少生 等の 研究 上大 變參考 になります。 低厂の 方の 實驗も 

M » に 御 進展 を 祈り ます 

右 御 返事 迄 < 水 事後 便に 讓候、 なほ 御上 京の 際 は 御 立 寄 を 願 ひ 種、、 御 相談 致し 度と 存 居候 不盡 

十二月 廿 八日  寺 田寅彥 

金 原樣 

一 一伸 正 一 一 無事 歸省致 候へ 共 未だ 詳しく 騷 動の 話 を 聞く 機 無 之 候 朝 は少生 出勤 時には 未だ 床 

中に あり、 夜 少生歸 宅から 就 寢迄は 何 處へか 漂浪、 中 i 顏を 見る か 困難に 候 御 一笑く 
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昭和 五 年 


一二 一四 

一月 I 曰 水 午前 零 i.— 七 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 了な へ 小 宮豐隆 氏へ 1 「譴贺 新年」 と 

印刷した る- fc. 智 -狀ハ 下端に 1 

ノ 主の 年賀 狀は 小生の 衣服と 一般、 十年一日のお しきせに て敢て オリ ヂナ リテ ー を 出さす 士  n 

例 を 尊び 候 

一二-五 

13  二  B 木 午後 二 時 丄ー 一時 本 鄕_ 降 駒 込 町 二 四より ド谷 上野 櫻 木 町. んニ矢 島祐利 氏へ L はがき 一 

謹賀新年 

昭和 五 年 元旦 

現住所 東京 巿本鄕 區曙町 二 四 番地 ノ七 

寺 田 寅彥 

明治 十 一 年 十 一 月 廿べ日 生 

本籍 高 知縣高 知市大 川筋 十三 番地 
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職業 論文 隨筆 濫造 業 

持病 31： 清瘍、 ギ ンブ ラ等 

家族 ナシ、 同居人 七 人 

本年の 希望、 金 を 百万 雨 位 も、 

二 一六 


Z けて 寢て暮 したし 


以上 了 


一月 三日 金 ，.ー 後 二 時-三時 本 鄉區駒 込 曙 町 二  s: より； E 林シ H 1 ネ ベルグ. ハイル 街 二べ ノ  ra 階ゲ マイ 

ン ハ ル ト方中 谷 宇吉郎 氏 へ I 捨 はがき〕 

謹賀新年  寅 彥 

益え 御 勇健の 事と 存じます、 少生も 幸に 無事にな まけ 居候 間 御 安神 被 下 度 祈 候、 昨年 末 は大變 

暖 くて 寒がりに は 好適、 併し 此れからが 受難 期と 存 候、」 御 歸朝も 接近に て拜 眉を樂 しみ 居候、 

しかしす ぐ 札幌へ 行かれる らし いので ゆる/ \- 御 話 を 聞く 暇 もない かと 存 居候し」 理硏寺 田窒の 

諸賢 も元氣 であります。 宮部 君が 結婚した さう で 大慶であります」 少生 大晦日 はホ I ガク 塞、 ；兀 

日はコ タツ で 晝寢、 今日 一 一日 は 親 ルイ 廻り をして 唯今 歸 宅した ところです 

御 自愛 を 祈ります 

一二 一七 
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一月 三日 金 午後 二 時 三時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 和蘭グ 0 1 - ーン ゲン、 フリソ 街 ヨハン.. C ィ リア 

ム 八 C  ノ  A ェ ツチ、 ファン、 ディ— ケン 方 藤 1： 由 夫 氏 へ I 槍 は が き〕 

謹賀新年、  寅 彥 

其 後 如何 や、 拙宅 一同 無事、 理硏 諸賢 も 無事、 年末 二三 日 は- 幽 にて 暖く、 三十日 は 松 根 東洋 城 

と 銀 坐 裏の デル、 モ 一一 コ？ こで 晝 めし をく つてから、 森 永の ニ喈 (此れ も 御存じない 事と 拜察) 

で 四時 頃 迄 閑談、 三十 一日 邦樂坐 元日 は 一日 ゥト /、として 休養、 二日 親類 廻り をして から 神 田 

を ひやかし 唯今 歸 宅、」 高- M 君 は 伊東、 多分： 兀日も ゴルフな らんと 想像 致 居候。」 

正月 芝居 も 一度 位 は 見に 行かなければ ならぬ 事に 立 到り さうな 形勢に 御 坐 候、 余り 遊びす ぎて 

困る から 今年 は 少し は勉强 したいと 思 ふので すが、 段： 氣カ がなくなる 計りです から 口 クな事 も 

出来ないで しゃう。 . 

御 健康 を析 ります 

ニー 一八 

一月 十五 B 水 ：ナ前 十一 時. 十二時..；^ 鄕 E 駒 込^ 町 二 四よ リ靜岡 巿卟北 安東 二 七 五 小 濱方寺 m; 止 二 氏へ 

拜啓、 本日 別紙 御 途金致 候 御 査收被 下 度 願 上 候、 時候 柄 感冒 等の 御用 心專 一と 存候 . 

宅に て は 一 同 幸に 無事 御 安神 願 上 候 

右 要 事の み 草、、 申 上 候 • 

一 月 十五 日  寅  彥 
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I  ニー 九 

13 十九 B  B 午後 一時— 二 時 本 鄕區駒 込 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五鳥寬 平氏へ 

謹啓 益  > 、御 清祥 大慶 至極に 奉存 候下而 少生 幸に 無 異罷在 候 間 乍 憚 御 休 神 被 下 度 祈 候 

本日 は 御 國產珍 菓澤山 御惠與 に 预 かり 御 厚情 難有拜 氣致忙 

右 御禮迄 巾述度 如此に 御^ 候 不盡 

, 一月 十八 日  寺 田寅彥 . 

五 翁. 康 

二 申 御 尋ねの ショパ ンの ビア ノコ ンチニ ルトは 不幸に して 未だ 一 度 も 聞いた 事 無 之 候へ 共 

定めて 面白い ものな らんと 想像 被 致 候、 如何なる 種類の もの か 誰れ か專門 家に でも 尋ね 可 申と 

存候  ■ 

I 三 10 

一月 十九 日 B 本鄕 -211 駒 込 曙 町 二 四より 和 蘭ゲロ  I 一- ン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウィリアム 八 〇ノ  A エツ 

., 、ファン、 ディ _ ケン方 藤 岡. W 夫 氏へ 〔封筒な し 寺 円 ii ん 氏の 手紙 同封 (^略 ご 

一 GT-rL 日、 日曜、 八 時に 眼 を さまして 見る と 日本晴の 天 氣で風 もな く 居室の 障子 一杯に 百パ 

セント 光 を 受け 橡側 では 猫が 顔 を 洗 ひ 軒の 籠で は 十 姉妹が のどかな おしゃべり をして 居る 
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郵便箱の 新聞 を 出しに 行く と外國 郵便 三 通、 それが 皆 藤 岡 君ので ある。 なる 程 見なれ ない 切手で 

ある：」 高嶺 君 十七 日に 伊東 ゴ ル フ硏究 より 歸京 十八 日 は 土曜 なれ ど 臨時 高嶺 デ ー を 催し 例の 東 

京會 館、 其節藤岡君の^^^出て、 此頃 < ^り 熟 心に 勉強して 居る やう だから 健康 を 害しなければ い 

\ が とい ふ 話 も 出た。 勉強して 居る 當時 は氣が 張つ て 居る から 何ともな いが あとで くたびれが 出 

る 事 も あるから、 あんまり 無理 をし ない 程度に 願 ひます。 少 生は暮 から 春へ かけて はどうい ふ も 

のか 非常に 人間味の 多い 生活の umse に ルー 遇して 少しく たびれ たやう であります。 其 最も 人間的 

な 事 は 長女の 嫁いで 居た 良人が 正月 六日に 死んだ 事でした、 酷寒の 夜 を 幾度 も 駒澤へ 通ったり し 

たが 幸に 風邪 も 引かなかった、 其れと 相錯雜 して 仙臺 から 小官が 來て會 をしたり、 安倍 能 成 君に 

招かれたり、 「三人 會」 で 銀 坐 裏の 繩納簾 式 居酒バ ー を 引つ ぼり 廻され たり、 小宮と ドイツ バ „- 

3<--|2.さ； ニー S でミュ ンへ ンビ— ァを 呑んだり、 つく/^ 人生の 無常 を 感じさせられました。 若い 

人に は 兎に角 五十 三 歳の 人間に 此 等の 生活が 如何なる 効果 を與 へる か を 想像して くれ 玉へ。 十三 

日顷 から やっと 生活が 常道に 復歸 し、 目下 疲勞 恢復 期に 人った 處 であります。 來週 火曜 21 は 地 

震 研究所の 例會 (高- M 夫人の 所謂 松 坂 屋デ— ) で 「本邦 火山活動の 移動に 就て」 と 「溫 泉の 熟に 

就て」 と いづれ も 十分 づ、、 いつもな がらの 與太論 を 提出す る 事に なって 居ります。 此んな 事で 

ゴ タ/^ して 居る が、 仕 合せと 湾の 方 も 大した 異狀 なく 暮 して 居ります から 御 安神 を 願 ひます C. 一 

ー>ー.. ^is とい ふ 人が 來て理 研て 講演 を 二回 やった、 一 回 は tei の單 晶に關 する 事で 少生も 聞い 

たが 遗憾 ながらよ く 聞き取れなかった」 高 松 宮殿 下が 理研 御見學 でした が、 少 生はモ ー 一一 ング着 

用、 玄關 外に 直立して 御 歸りを 見送る だけの 任務で 幸で ありました。 物理 部 は 長 岡 先生が 御 一 人 S 


で 北 H 負つ c 下さった 譯 であります。」 <fr 日 午後 はいつ もなら 邦樂 座へ 行く ところ だが、 ^久 保に 

居る 海軍 軍人で 珍ら しい 書物 宽集 家が その コレ クシ ョ ンを 見せて くれる とい ふので それ を に 行 

きます、 しあす こ は 武藏野 館が 近いから ヒ ヨットす ると 歸 りが 怪しい、 此方なら 向 ふから 藤 岡 

君の 幻像の 來る事 はない。 …… まあ 西洋な どはい、 かげんに して 切上げて 早く 歸 つて 來て 活動で 

も 見る 事に した 方が い 、かも 知れない。 鬼に 角 國で 何が 仕上げなければ ならない とい ふ 事 もな 

いの だから、 企り 骨 を 折り 過ぎない 方が い、 と 思 ひます。 鬼に 角 各自の 健康と 相談が 肝心で あり 

ます。 いづれ にしても ム S 快に 明るく 毎日 を 御 過し になる こと を 祈つ て 居ります。 

庭の 霜柱が とけて グジャ くになって 居る、 丁子の 花が もう 大分 苦んで 居る。 八ッ 手の 實の眞 

白な のが 冬枯の 庭の 唯一の 眺めであります- 「八十 三 迄 生きる とすると 未だ 三十 年 あるな、」 こ 

んな 事を考 へて 居る と吞氣 である。 長生 を假定 する のが 一 つの 若返り 法であります 

御：： 堂樣 御元氣 よろしく、 御 安神 を 願 ひます、 御 自愛 專ー 

一 月 十九 日  寅  彥 

藤 岡 君 玉 案下  *  . 

一三 二 

一月 二十 B 月 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

別封 小 爲眷御 查收願 上 候、」 定期的に きちん くと 送る 害 なれ 共 日 えの 家事が 中え はしい の 

で 一寸 何 か 事が あると 其れに 紛れて つ ひく 遲延 勝になります。 ちょいく 端 書で も 来れば 思 出 
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す 機會も 多い が 音信不通の やう だと 猶更 忘れ 勝に なり 易い ものであります。 それで 矢 張 時 > 、そち 

ら から 催促して 貰 ふ 方が 宜しくと 存じます。 そちらで はべ ヅルフ 二 ー スが あるから 忘れる 恐れな 

く、 結局 月に 二度 づ.^ はい やで も 安否 を 報す る 事に なって ー擧兩 得な らん か、 さう でもない と 中 

i 消息が 聞かれ さう もない から 御 一 笑/ \^ 

風邪の 惡 いの や ジフ テリ ャ などが 流行の 兆 あり、 御用 心專ー に 祈り 候、 草 M 

一月 廿日  父より 

正 二 殿 

オルガン の譜も 今日 接り ます 

一 二三 一 

一月 二十 六日 R- 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 和蘭ゲ n 1 一一 ン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウィリアム 八 〇 ノ  A ェ 

ツチ、 ファン、 ディ— ケン方 藤！； 由 夫 氏へ I 封筒な し〕 

御 心に かけられ 毎- -御 便り を 玉 はり 誠に 難 有 その 爲か 何となく ォ ラ ンダと い ふ處が 大層 近く 感 

ぜられ 西 片町百 番地 位の 處 にある やうな 氣も 致し 候、 一 体なら 覊 旅の 客 を 慰める 爲 此方から もう 

少し 手紙で も 差 上る 害 だが いつも 御無沙汰で 相す みません、 どうか 惡 しからす 願 上 候 

咋日は 辻 二 郎君 送別 會が理 研 クラブで 正午 開催、 上 富 士前邊 の 支那 料理 を 取 寄せ、 洞 夫人 等の 

サ— ヴ イスで 賑 えしく、 長 岡 先生の 周 園に 卓上 談の花 を かせ 候、 少生は 一時 半から 上野で 大平 

洋學術 調査 會と いふ 會が あるので モジく して 居た が 一 時半に なっても 未だ 中、、 めしが 出場せ す、 ^ 


日 一し 茶碗 だけ は 早くより サ ー ヴ された) とうく 棄權 して、 あはて & 二号 舘前 銀杏の 大樹の 前 

へ來 ると パ ッ タリと 御 母堂に 出く はしました。 此處 から 宅の 方へ 御 廻り 下さる との 事でした がヽ 

急いだ ので 失禮 して 門 を 飛 出し H タク をつ かまへ て 上野へ 飛ばした が、 聞き 度 か つ た野滿 君の 

「球状 虫 の X 線 的 硏究」 を 半分 聞き 洩らし、 あとの ク ダラ ヌ會議 でし びれ を 切らし、 椅子の 

背に 頭 をのつ けて ゥト くと して 居た。 會議 終って 上野 山 下 迄 散歩、 靑 バスに 搭乘 して 南下し 

(サ ー、 何 慮へ 行った か ァテ、 見 玉へ、 頁 をめ くる 前に) 銀 坐 四 丁目 下車 竹 葉亭の 扉を排 して、 

ォ ワンに ォサ シにォ 野菜で 御 ハン、 其の 時 五 時、 それから 西へ 行って 北へ 曲って 叉 西へ 曲って 橋 

を t る、 比日 は 曇って 居た ので 例の 美し いさ は 見られなかった が 併し 数寄屋 撟の方 を 見た 景色 は 

C, つで も亞 a  くな ハ。 pl-OSTam  (1) IVIaek  &  Moran  "Why  bl-il お. that  Is"  (2)  pal-a.mo ョ it 

Sound  Nows  No.  41. (；" ) wal-ller  Baxter  "Behind  that  curtain" ト —キ ー も 段 立に 少し づ 、 

進歩して 來て、 「音 一 の 有する 特長の 可能性が ボッリ —-發 見され て 行く ところが 面白い、 出来て 

見れば 實に 何でもない 事が 矢 張 中. - 急に は 出来ないで、 ポッリ くと 出来て 行く 處が 妙に 僕に は 

面白い。 55- があって、 ト— キ ー の 新しい プロット でも 作ったら 嘸え 面白い 事 だら うと 考 へた。 し 

,A し 吾々 の 作った プ n ッ ト など は 到底 何 處のプ 0 ダ クシ ョ ン でも 引受けて くれさう もない から、 

まあ やめた 方が い 、事と 存じます。 

せ $ が 出 だして 一 っ樂 しみが 增 した 譯 です、 併し 政府の 緊縮 政策に 共鳴して 莓 もさう/、 毎日 は 

食 はす、 感心して 下さる 事 を 望みます。 

スパ ー クの實 驗中氣 のつ いた 眼の fovea  oeiitralis の 或 現象が 妙に 面白くな り 先日 來 色え 實驗 
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した、 其爲に 硏究窒 諸賢 を 時ぶ 召集して 一 人く 眼の 撿查を やりました。 それから 續 いて 眼の 生 

理が 面白くな り 不一 ー屋の 壁に ぶら下げた ビラに よって 見付けた 色彩に よる ス テ レオ スコ ピック ヴ 

イジ ョ ンの 實驗が 始まり。 內ケ崎 君 は 幼稚園 用 色紙の 貼付けに 忙殺されて 居る やうであります 今 

に 所長から も 御 眼 玉 を 頂く 事 かと 心配して 居ます。 文献が 皆 眼科の 醫學雜 誌に あるの だから：^ 介 

で、 余り 深 人り は 出来ません がどう もやり 出す と 面白くな るので 困ります。」 石油の 實驗 はもう 

少し 補； 允の デ— クを 取って から、 鬼 も 角 も 活版で 記錄 して 置く つもりであります が、 子 チュ— ァ 

の 方 は 少し 氣が 引ける やうで 考へ て 居ます。 併し 君に す、 めら れて 大分 勇氣は 出て 来ました 

正月 來天氣 つ にきて 幸であります。 

御 母堂が 昨日 御 出 下さ つた 節 妻が 生憎 留守 で 失禮致 しました。 其 節 君から 屆 いたと て 珍ら しい 

書物 を 御 屈け 下され 難 有う 御 坐い ました。 中ぶ 珍ら しい 本で、 開けて 見た が、 第一 一体 どちらが 

上で どちらが 下 だか 分らない。 併し 頁の 一方に 紫纷 筆で N?  I, に と あるので 上下 だけ は 分った。 

初の 方の 頁の 上方に 書いて あるの はァ ラビア 文字 だが 本文の 方 は 何 處の國 の 文字 だか 分らない。 

サンスクリット、 へ ブライ、 アラビア、 アマ ー リック、 ジョ ー ルヂ アン、 アル メ 一一  アンの いづれ で 

もない。 何 處かァ ルメー 一  アンに 似て 居る が 僕に は 分らない。 其のう ちに 搜 しあて、 つ 人に 聞いた 

ので は 面白くな いから) 一二 行で も 讀んで 見たい と 思って 居る、 八十 歳 迄 生きたら 此 位の もの は 

スラ/ \« と 或は ペラ，/, \> と讀 める やうになる 事と 信じて 居ます。 此れで 思 出した が 僕 最近に 一 つ 

の 「若返り 法」 を發 明した。 それ は 「自分の 永生き を假定 する」 ことで ある。 僕で も 八十 三才 迄 

生きる と假定 する。 すると 此れから 先き 未だ 三十 年 ある。 即ち 大學を 卒業して から 今日 迄よりも 8 


もっと 長い 月日が ある。 未だく 此れから だとい ふ氣 になる。 それでい よく 八十 才 近くな つた 

ら 今度 は 百 十才迄 生きる コ トニ スル ので ある 

いつもながら 下らぬ 事 許り 申 上げ 失禮致 候、 和 蘭 の學 園の 淸淡 なさ 氣の 中に 研學に 余念 なき 大 

兄の 淸閑 をデ イス タ ー ブ した 罪 を 御 宥恕願 度と 存候 

なほ 御 自愛 專 一 と 存候仁 田 君 ディ ー ケ 諸賢に も 宜しく 草ぶ 

一 月廿 六日 日曜 午後 六 時  寅 爺 

藤 岡 i: 曹司 玉榻下 

此間航 さ の 若い 人 連に モヂ ー の 尊号. を 授かり 候 難 有 過ぎ て 悲觀致 候 

一 二三-一 

一月 二十 九日 水 午後 零時— 二 時 本 鄉厘駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 追試 驗も 無事 終了 の 由 大慶と 存候 引績き 本試驗 準備 にて 忙 がし き 事と 存候 何卒 健 

康 第一 として 御 勉勵の 程 切望 致 候、 少しで もから だの 工合の 惡ぃ 時ゃ甚 しく 疲勞を 感じる 時は特 

に 注意 醫 者に 見て 貰 ふやう 願 上 候 

いよく 一  九 三 〇 年 を もって 頭髮 造型の 由此 次御歸 省の 節 延ばしぶ り拜 見を樂 しみ 居候」 先日 

順さん 宅へ 參り其 節小濱 方の 模様 を 聞く 事 を 得 喜ばしく 存候、 鴨居の 上に バッ トの 空箱の 行列せ 

る 光景 を 如實に 想像す る を 得て 一同 微笑 致 候、 それにしても 寸暇 を 割いて わざ. 尋ね くれし は 

流石に 順さん の 親 情と 嬉しく 存 せられ 候。. 
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月 費 別紙 小爲替 にて 御 送致 候 御 査收被 下 度 候、 今月 は久. - にて 夕方より 雨降り 出で 候、 極度の 

乾燥 を 緩和し 健康に は宜 敷と 思 はれ 候、 冬の 事故 一 日 位で 止み あと は 叉 寒くなる かと 存候」 短冊 

は 春休み に 御 歸の節 勇 氣を揮 ふて 書いて 見やう と存 居候 草え 

一 月廿 八日  .  寅  彥 

正 二 殿 

I 三 一四 

二月 五日 水 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ和蘭 グロ  — 一一  ン ゲン、 フリゾ 街 ヨハン + ウイリアム 八 〇 ノ A  H ツチ、 

ファン、 ディ ー ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

毎々 御手 紙 を 難 有う。 今朝 別紙 封入の 分 を 頂き、 此れ はすぐ 御返し、 てお かないと 忘れて なく 

しさうな ので 今理 硏へ來 てから 早速 此れ を かいて 居ます。 今 筒井 君が 出勤して スチ— ム のバ ルヴ 

を あけた ので シ ュ 1- /\ と いふかす から 音が 聞こえて 居る。 窓外に は 日本晴の 陽光が 漲り 渡って 

大 銀杏の 細 枝に 風の ゆらぎ も 見えす、 屋上 へ あがれば 富士も 見え やうと い ふ 天氣で 老人 甚だ 幸福 

である。 節分 立春 も數日 前に すんで 季は旣 に 春に 入り 櫻 楓の冬 芽 も 漸く ふくらん て來 たやう であ 

り ます 

此 間中の 御手 紙で 察しる 處君は 少し、 ではなく 大いに、 からだに 無理 をして 居る 事が 直感され 

る。 此れ はいけ ない とい ふ氣 がする。 氣か 張つ. て 居れば 其 時 は 何ともなくても、 あとで 刈 人時が 

來る。 第一 晝食 時の 休息がない のがい けない。 いくら 忙しくても 晝は ー邊歸 つて ゆるく り 食事 を お 


して。 それ も 水道の 水で なく 一  杯の あた、 かい 紅茶に 二つ 三つの 砂搪 でも 人れ なければ 營 養が 不 

足す る。 そして ゆっくり 休んで 三十 分 位 居眠りで もして、 それから 又 出かけなくて はいけ ない。 

一日 二日なら 鬼 も 角、 つ 、にけ て そんなに やって はいけ ません。 營養 運動 休息の 不足で 勉强 ばかり 

して はから だに 惡 いのは 極めて 明白で ある。 尤も： 兀氣强 他な 人なら い、 かも 知れん が 所謂 蒲柳の 

質で はだめ であります。 勉强 するな と いふので はない 合理的に 被强 なさる 事 を 祈ります 

僕 だけの 考 では、 何も さう 西洋に 短 かい 滞在中 仕事 を 纏めなくて もい i ではない かと 云 ふ氣が 

する。 寧ろ 歸 朝して から 纏めるべき 問題と 其の 材料と 道具 (理論的 素養) を タツ プリ 仕入れて 來 

たら どうかと いふ 氣 もす るが、 此れ は 人ぶ の考 だから 別に 押賣 する 譯 ではありません。 しかし 長 

ぃ將來 を考へ て 健廣を 大切に する 事 だけ は 必要と 思 ひます。 昨日 も 高嶺 デ ー で 其 話し をした が 同 

君 も大變 心配して 居られます。 僕 も 心配す る。 一 コ ノバ 力 ャ 01」 と 云って やらう かと 伤が 云つ 

たら 高嶺 君 も 失笑され ました。 怒って はいけ ません。 他意な き 事 は 申す 迄 もありません。 實驗が 

片付かなければ 片付く 迄悠 i とやって、 それから 叉悠 i と ライプ チヒへ 行っても 別に 惡ぃ事 はな 

さ、 うな 氣 がする。 胖し樣 子が 分らない のに 何彼と 遠方から 世話 を やく 必要 はない が、 唯 君が つ 

いく 「からだ」 とい ふ もの 、存在 を 忘れて 居 はしない かと 思 ふので 一 寸 一 發穴ェ 砲を發 して 見る 

譯 であり ます 忘 語 多 罪 寛容 これ 祈る 次第であります。 

学、 は 眼の 網膜の 中央に ある fovea  centialis に spark の image を 投じる と 色 i な 現象 か 起 

こる、 それ も 少し 調べた。 それから 黑ぃ 紙に 赤と 靑と 二色の 紙 を 貼って 適 當の距 りから 見る と 赤 

か靑 かどちら かに 前面に 浮 出して 見える、 此れ は 和 蘭人の アイ ント ー ゥ ェ ンと いふ 人 も 研究して 
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居る。 これ も 時. M やって 見て 居る。 理硏 から は 叱られる 恐があります。 此れ を 廣吿の ビラ にても 

應 用し 「理研 ビラ」 として 登 錄し賣 出さう かと 云って 居ます。 

今日は 丸卷へ 行って 晝飯を 喰って 歸 つたら 少し 網膜と 山 本 君 を いじめて、 それから 御茶 (今日 

は 水曜) をのんで、 少し 本で も讀 むつ もり、 今 十 時、 理硏 正門 前をゴ ー と 電車が 通過ぎ、 商人が 

籠 をのつ けた 自轉 車で 入って 来る。 犬が 二 匹戲れ 合って 居る。 門前の 家の 二階に 赤ん坊の 蒲圑ら 

しい ものが 干して ある。 何處か 春ら しい 

二月 五日  寅彥 

藤 岡 君 玉 案下 

仁 田 君に よろしく 

一 ニニ 五 

二月 十 曰 月 午前 九 時 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 田 正 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 不相變 御壯健 大慶に 存候 

1^ 封 钾査收 被 下 度 候、 なほく 御 自愛 專 一と 存候 

出勤 前 取 急ぎ 右 迄 草 i 


一二 二 穴 

二月 十日 月 午後 零時： 一時 本郷 1^ 駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 T 人 八 小せ H 螢隆 氏へ 

御手 紙 難 有、 少生 こそ 御無沙汰 相濟 ます 御 寛容 を^ 候此 間の 無題 を拜 見した ときに 手紙 を か X 

うと 思 ひながら いろくと 取 紛れ 其 ま \ になり 候、」 東 朝の 活動 映画 論 面白く 拜見、 此 頃の ト— 

キ ー を御覽 になる と 叉 色  >匸华 見が 澤山 出る 事と 存候、 此間 見た Behind  that  era-tain とかい ふの 

があった、 印度の バ ンガ 0 1 で 晝寐 の 主人 を 爆く  土人の 女 に 蠻歌を 歌 はせ、 次の シ ー ン で 其 歌 を 

隣室で 歌 はせ たり。 カラ バン を 追 かけて 来る 飛行機の 音に 驚いて 駱 乾が 嘶いたり。 テヘランの ホ 

テルで 一 一人 對 話して 居る 窓外の 遠見の 屋上に ァ ラビア 人 を あがらせて、 其祈禱 する 聲を 此方の 對 

話の バックに した.^ する のが 幾分 か 大兄の 「靴」 の 効果 を 出す。 土人の 女の 歌が 一 ブンジ ェく 

タラ 、 バ ンジ エブ—， 一 といった やうな リフ レイン を 繰返し、 腰 を ふりながら 拍子 をと つ 

て あ ふいで 居る だけ だが、 妙に 癥頹 的に 淫蕩な 東洋 氣分 をた よはせ る。 後に 探偵が 來て 主人と 

話して 居る 時に、 此 歌が 聞こえる と 探偵が 耳 を 立て V 可愛い、 歌です ねと いふの が 意味深長に 聞 

こえたり する o」 大 朝に 出た 方言 論 未た 拜 見の 榮を 得す、 その 內拜 Hf- 致 度と 存 居候， 一 オランダの 

グ n 一一  ン ゲンに 行って 居る 理 研の 若い 物理 舉 者が 同地で 大兄の 蕪 村 論 を讀ん で大變 面白い と 云つ 

て來 た。 此れ は 御 報告して おく 價 做が ある。 さう いふ 世界の 果 にさう いふ 知己が 居る と は 大兄 も 

カイ 了 ー ヌング であらう と 思 はれ 候。 此れ は 故 藤 岡 作太郞 博士の 長男で 藤 岡 由 夫、 中 、、可愛い 

& 若者であります。 少 生の キ子マ a ジ ー の 指導 敎授に 有 之 候。 


年 五和 昭 


昨夜 も 實は邦 坐、 あすこの 二階 はいつ もす いて 居て 落つ いて 見られる。 昨夕の は 余り 面白く 

なかった、 r ェ ヴンゼ リン， 一とい ふの も 余り 上出来と は 思 はれない が、 唯中學 時代に ロン ダフ-一 

B 1 の 詩 を讀み 感傷的に なった もの、、 それ 切りす つかり 筋 も 何も 忘れて 居た の を、 活動で 見て 

居る と 記憶が 更生す る やうな 妙な 感じが した。 枯 枝の やうな 記憶へ あとから 別の 造花 をつ 、つけ 

て さう して 昔の 花 を 思 出した と考へ る やうな もの かも 知れない。 

文藝春秋 御 覽被下 御 示敎難 有、 御 察しの 通り 命令 通り キッ チリ 頁數を 限って 打 切り。 尤も あ \ 

いふ 尻切れの スタイル も、 一寸 又 一つの 形式と して 成立し はしない かと も 思 ふが 如何 や。 二つの 

記憶が 結 付いて 居て 理由の 分らぬ 現象の セ オリ.） の 方 は 叉 何時か 別の 處で 別の 例に ついて 詳しく 

書いて 見 度と 思って 居ります から、 其 時 叉 御 批評 を 願 ひます。 其 時 「虫が 知らす， 一 現象の 事 も 論 

じて 見たい 

改造 三月 号に 「十 枚」 かけと 云って 來た。 しかも/切の 五六 日 前に 來た。 昔の 冬彥 先生 だと、 

そんなの は 相手に しないの だが、 ぁはれ緊縮內閣下の冬^^；^先生は快諾、 その代り 內容の 方 も 緊縮 

した 隨筆 小片 數箇 呈出、 原 槁料も 定めて 緊綜 する なるべし、 さて/,、 あさましき 世と 成り果て \ 

候。 

先日 ふと 思 付き 幸 田 翁 訪問い ろ/ \敎 はって 面白かった。 どうもよ く 色よ の 事 を 知つ て 居る。 

易の 1:1 三 などが 文字 だとい ふ說を 聞かされ 犬に 啓發 されました」 御 自愛 を 祈る 余事 後便 

一 一月 九日 夜  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下 
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一 三 一七 

二月 十二 日 水 午前 十 時— 十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 龜町區 丸ノ內 ビルディング 五 階 3 滿 倉庫 會社 

木部 守 一氏へ 

謹！^ M 嚴 寒の 候 大兄 益え 御淸酔 大慶 至極に 奉 存候下 而少生 幸に 無異 消光 罷在候 間 乍 憚 刺 休 神 被 下 

度 祈 候 

高等 寧 校 以来 三十 年間の 御無沙汰 を績け 突然 手紙 を 以て 甚だ 勝手なる 御 願 申出 候 段 何卒 御 寛容 

相 願 変沂候 

御 願と 巾す は 人事に 關 する 事に て 他に 御 願 申すべき 知人 無之爲 大兄 を 煩 はし 候 次第に 御+ "候 

撫順 鑛山學 校敎授 1 巧 入 武夫 君 もと 少 生の 助手と して 文部省 震災 豫防 調査 會の 地球 磁氣觀 測 調査 

の 仕事に 從 事し 其後戶 畑なる 明治 專門學 校に 奉職した る 後 現在の 地位に 就き 旣に七 八 年 を 経た る 

かと 存候、 極めて 眞 面目に 忠實 なる 人 枘に有 之 候、 近頃 同人よりの 手紙に よれば 撫順鑛 山 學校は 

近.，， 廢. さる、 事に 相 成 候 由に て 自然 同 君 も 失職 致さねば ならぬ 破目に 相 成り 大に 困却 を 感じ 居 

候樣 子に て 甚だ 氣 のぶ § に 被存 候、 當局 者の 方 にても 充分 此 等の 点 は 考慮され 居候 事と は存 候へ ど 

もな ほ此際 有力なる 方の 御高 庇に よりて 失職の 厄 運 を 免る、 を 得ば 大 幸と 存 居候、 勿論 决 して 何 

等 無理なる 御 配慮 を 願 ふやうな 意志 は 毛頭 無 之 候へ ども、 万 一 大兄より 一 言の 御 口 添に よりて 適 

當の 地位に 殘る事 を 得ば 望外の 仕 合と 存候ま X 唐突 失禮を 省みす 御 相談 申 上 候 次第に 有 之 候、 御 

承知の 通り 少生 世間に 疎く 叉 此の 如き 人事に か、 はる 事 は 好まぬ 事に て從來 大抵 回避 致 居候 次第 
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に 有 之 候へ ども、 おの 立 人君 は少 生の 仕事に 關係 せる 當 時の 誡實無 一 一なる 勤務 振に 感心 致し 居候 

爲め此 人なら ば 右 様の 御 願 申 上 候ても 不 苦と 存じ 候 ま " 誰か 滿鉄 方面 の 方 に 御 相談 申 度と 存じ 候 

處 平生 世間に 遠 か り 居候 爲め 不案內 にて 大兄の 他に 心當り 無 之其爲 意外 の 御 配慮 相 かけ 候 次 第不 

惡御 賢察 御 海容 被 マ 度 祈候决 し て 無理 な ^^御願中上候譯 に は 無 之、 唯當局 の 考慮の 餘地 ある 範圍 

內に 於て、 大兄の 御 口 添に よりて 際どき 處に踏 留るを 得れば 大 幸と 存候、 何卒 不惡御 賢察の 程 願 

上 候、 右 は拜趨 親しく 御 願 申 上 候 害に 候へ ども 御 多用中 御 邪魔 致 候 も 如何と 存じ 乍 wf^ 儀以 手紙 巾 

上 候、 なほ もし 右 同人の 事に 關し 詳しく 御 話 巾 上ぐ る 必要 有 之 候 節 は 參上少 生の 知る 限りの 事 は 

御話屮 上ぐべく と存候 

右 要 事 迄 草 i 申 上 候、 無 禮の段 は 幾重に も 御 海容の 程 祈 候、 なほ 時候 柄 御 自愛 專 一 と存候 不盡 

一 一月 十一 一日  寺 田寅彥 

木部 守 一様 玉 案下  - 

一二 二八 

二月 十八 日 火 午後 二 時 二十 五分 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より H 本 郵船 會社 汽船 大洋 丸 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔無 

線 電信 一 

ハ シヒ クノシ ッケキ ナミ ノヤ シホ チヲヮ ケテソ キミ カイ マ 力へ リ クルト ラヒ コ 

一 三 一九 
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二月 二十 四 tn 月 本 鄉 區駒込 曙 町 二 四より 矢 部畏克 氏へ 〔封筒な し〕 

拜復 御手 紙と 論文 難 有 拜誦致 候、 先日の 御 講演 並に 御 示しの 貴槁 非常に 興味深く 多大の 啓發 

を 受け 候 次第に 御 坐 候、 地質學 の 事不案 內の爲 充分の 理鮮は 困難に 候へ 共 御 提出の Idee により 

て 種々 の疑圑 氷解 致す やうの 心地 被 致實に 愉快に 被存 候、 生 等の 仕事 御 引用に 預かり 光榮 此れに 

過ぎす と存 候、 近日 學士院 の 校正刷 參り候 は 御 目に かけ 可 申と 存 居候、 稗 引用の 章 此の 通に て 

結構と 存 候な ほ 貴 說に從 つ て 色  と 考察 を 進め 度と 存 居候、 

なほ 今度の 御說 なるべく 詳細に 御 記述の 上 震 研 彙報へ 御揭載 望ましく、 附図 等 もなる ベく 多數 

御 出し 願 はれ \ は 大慶と 存 居候、  . 

今後 も續 有益なる 一. 小說」 拜聽 する 事 を 得は大 幸と 存候 rJeclcM-k.al  2n-d2KS に 立脚し 

たる 小 說は生 等の 「机上 小說」 と は 赴き を 異にして 動かし 難き ものが ある 事と 存候。 

右 不取敢 御 返事 迄 草  > "申述 候 不盡 

一 一月 廿 四日  寺 田寅彥 

矢 部 學兄玉 案下 

一 二三 0 

二月 二十 五 B 火 午前 十 時-十一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より ^ 臺市北 二番 丁 六-へ 小 宮璺隆 氏へ 

御手 紙と 芭蕉 研究 難 有 頂戴 致 候、 書物の 方 は ゆるく 拜 讀を樂 しみ 居候、 改造 所載 拙槁 過分の 

御 褒辞 頂戴. t 顏の 至と 存候、 あれ も實 は/切りの 五六 日 前に 命令 を 受け、 しかも 頁數 指定に て緊， 
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縮- 2^ 的 注文 故い つもなら 相手に しないの だが、 此方で も 時節柄 故 オイ ソレと 快諾、 その代り ほ 

んの有 合せの 反古 袋 を 捜って 間に合せ たので 粗製の 程度 も 一 人で ありまし たが 御譽 めに 预 かり 嗜 

—- く 相 成 候篇末 に イソ ップ 物語 式の モラル を 安賫す るの がいけ ない と の 御 教訓 難 有 以後 吃 度 謹し 

む 事と 可 致 候、 尤も 少生 として は 何 か 云 はない と决 論な しの 論文の やうな 氣 がする の だが、 此れ 

は 何 か 結句 を 書く 事 自身が 惡 いのではなくて、 書き方が 惡 るいの だら うと 思 はれ 候。 余り 短い 文 

で捨 科白 か 馳の毒 瓦斯 發 射の やうな 氣 がする のか も 知れない もっと 思 切って ァ ウス ヒュ ー レン 

したら い \ かも 知れない の だが、 どうも それで は 論文に なり さう で 困る し、 何とか  一 H 夫して 見 

度と 考 居候 讀 者が 「又 か， I と 思 ふだら う 事 は 筆者に もよ く 分る やうな 氣 はします。 さう かと 云つ 

て 何も 書かなければ 讀 者の 99^ 迄 は 尻切れの やうな 氣 がして 何の 印象 も 受けない ので はない か 

と 思 はれる。 假令厭 がられても 駄目 を 押してお いた 方が いふので はない かと も 思 はれる。 併し 最 

高水準の 讀 者に とって は あんな もの 、ない のがい 上爭は 明白で あり、 さう いふ 讀者 だけ を 相手に 

するべき だと すれば 正に 貴說の 通であります。 

今日は 東京 も 大分 ほかくと 暖く、 南のから 風が 吹き荒れて 丁度 四 五月 頃の 感 あり、 梅 は 勿論 

桃 も 櫻 も 一 時に 疾 初めさうな 陽 氣に有 之 但し 低氣壓 による 異常 現象と 思 はれ 叉え 塞 氣復歸 する 事 

と 思 はれ 候」 ト I キ ー も 不相變 勉強中に 有 之 候 不相變 余り 面白 い の はありません」 

松拫 君に は あれから 會 はす、 二月 早 i 催促の ない 先に 「無題」 を 接った が 受取った との 返事な 

し、 似し 催促 もない 處を 見る と屆 くに は屆 いたと 思 はれ 候、 我儘 は 相 身 互 ひに て 心安く 却って 頓 

母し くも 思 はれ 候甸 一 笑。 
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右贵酬 のみ 草 >、 

二月 廿 四日  寅 

豐隆 大兄 玉 案下 

I  二三 一 

三月 IB  土 午前 九 時-卜 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 m 正 二 氏へ 

御 葉書 拜見 御風 邪氣 の 由 何卒 御大 事に 願 上 候 矢 張 早く 醫者 に 見て もらって 早く 直す が 肝要と 存 

候 風邪 は 万病の K 芽と 思 はれよ くく 御用 心願 上 候 いよく 試驗も 近日 開始の 由 首尾よく 御成 

効の 上 御 歸省相 待 居候、 ベ ー ト ー フへ ンの ソナタ も 前回より はいくら か 上達の つもりに 有 之 候 

別紙 小 爲替御 杏 收願上 候、 余事 拜 眉の 上に て 草よ 

三月 一日  寅  彥 

正 二君  . 


三月 I 曰 土 本鄕區 駒 込 曙 町 一 一四より 和蘭ゲ 0  I  ン ゲン、 フリ ソ街ョ ハ ン . ウィリアム， へ 〇 ノ  A  H ツチ、 

ファン、 ディ— ケン方 藤！： 由 夫 氏へ f 封荀 なし」 

御手 紙 を 受取る 週期が 少し 長くな つた やうに 感じて 居た 處へ 一 一月 七日 附 のが 届きました、 娘の 

家の 不幸に つき 御 懇切な 御見舞 を 頂き 誠に 難 有う 御 坐い ました、 此れから 先が どうな り 行く 事 か 
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olo か 818 か 茫漠たる もの は 世間 一 般か とも 思 はれます」 先日 は 御 母堂 様より ジャバ 人形と 御兩 

人の 钾寫眞 頂戴 難 有う 御 坐い ました、 ジャバ 人形の 事 は 未刊の 「活動 映画 論」 中に 一寸 リファ ー 

する つもりな ので 貴重なる 參考 資料と なる 事と 存じます、 御 寫眞も 御 二人共に それ/^ の 「人」 

がよく 寫 されて 居て 好 箇の紀 念と して 秘藏 致し まし やう  . 

今朝 地震 研究所へ 電話 を かけた 處 「ドナ タも御 出に なりません」 との 事で ハ テナと 思って 居る 

と、 筒井 君が 「今日は 大學 は紀念 日で しゃう」 とい ふ、 成程 三月 一 日に 紛れ もない。 いよく 隱 

居に なり 了せ たなと 苦笑 を 催した 次第であります、 晝前は 土曜日の 「小 學 校」、 晝飯は 松 根 東洋 城 

の 命令に より デル モ 一一 コ に 出張、 それから コ 口 ンバ ン に轉 びて 連句 を 案じな ど、 淸談 高吟、 余り 

浩然の 氣を釀 成した 爲か、 肝心の 襟卷を 忘れて 円 タクに 飛びの り、 理 硏に歸 つて 始めて 氣が 付い 

た。 此の 事實の 記載 を 讀んで 聰明なる 科 學者も 平凡なる 俗人 も 直ちに 昭和 五 年 三月 一 日の 午後が 

甚だ 溫暖 であった であらう とい ふ 推定 をす る 事が 出來 るで ありまし やう。 昨日 は 雨 そぼ ふりて う 

そ 寒く、 深 川から 野良犬の 如く 濡れて 歸 つたに 引かへ て 今日はよ く 晴れて 風 もな く、 銀 坐 街頭 を 

行 交 ふモボ モガ はもと より、 モヂ ー モバ ー に至る迄ぉのづから顏の色も春めきてはれ/^と明る 

く 喫茶店な ども いつもより は カウ ン ク ー の 鈴の 音忙が はしげ に 聞 こ え 候、」 

中 谷 君 も 無事 歸朝、 大平洋 で 珍ら しい サイ ク 1 ン に 逢った 爲廿 一 日の 害の が廿 三日に 横濱人 

港、 少生も 妻と 二人で 行かう と樂 しみに して 居た のに 上陸が 夜の 八 時半と なった ので、 とうく 

断 令お 甚だ 殘 念でした。 しかし 翌日の 晚 宅へ 来て くれ 久. -で會 つて 矢張嘻 しかった。 君の 元氣な 

御樣子 もも 聞いて 喜ばしく 思 はれまし たが、 此頃 どうも 少し 勉強し 過ぎて 居る のぢ やない かと 田 ：3  ^ 


ふ 事 を 中 谷 君に 話しました。 中 谷 君も歸 朝の 喜び を 一 〇〇％ に感 する 事の 出来ない 不幸の 胸中 を 

察し ましたが、 同時に 御 母堂 や 貴君の 御 心 持 も 御 察し 申 上げます。 中 谷 君 はすぐ 大阪へ 行って そ 

れ から 上京 五六 日滯 在の 上札幌 行の 由、 その 前に 一 夕 一 處に めし を 食って ゆるく 歐米 最近の 尖 

端的 情報に 接し 度と 樂 しみに して 居ります。 

此間 ふっと 思 立って Dutch の Self  taught 本 を かくしに 人れ 電車の 中で ラチ ンと サン スクリ 

ッ ト との 間の あしら ひにちよ い/ \- と甞 めて 見る と、 どうも 實に獨 逸と 英語と によく 似て 居る の 

で 此れなら 三 ヶ月 も 勉強 すれば 物理の 雜誌 位は讀 めさう だとい ふ氣 がする。 惜しい 事に 君が もう 

一年 も 居る と 上手に なって、 そして 歸 つたら 敎 はるのに と 云った やうな 氣も する。 獨習 書で 分ら 

な いのは 發 音で、 例へば g の 音と か Sch とかの 使 ひ 分けな ど、 もし 暇と 與 味が あったら どうか 

「御嬢さん」 にで も敎 はって 來 て傳授 して 下さる 事 を 祈ります。 

不眠と かそろ く勉强 過度の ナハ ウィル クン グが來 たので はない か、 しかし 活動、 コンサ —ト、 

晚餐、 お嬢さん、 銀行家と いろくの プログラムで 一週間 丸つ ぶれの 報に 接して 万歳 を 三唱 致し 

候。 少生 など 鳴 呼が ましく 候へ ど、 九十 ニ才二 一才と いふ 譯は 今が 五十二 才 だから) 迄 生き延び 

ると いふ 假定を 眼前に 磐石の 如 く^えて、 さて 悠然として なまけつ k 勉強して 居る のに 君 は少生 

などに 比すれば 8 に 等しき 春秋 を 未来の 銀行に 預けて 居る の だから、 まあ 念が す あせらす 健康と 

相談の 上に て 御 勉強の 程 願 はしく くれく も 懇願に 及ぶ 次第に 有 之 候。」 

九十 二 迄 生きる とすると 比れ からま だ 四十 年、 實に うんざりす るではありません か。 今日から 

小學校 へ 人學し て 新奇 まき 直し に 擧問を はじめた としても ゆるく 大學を 卒業し 大學院 を 卒業し 


年 五和 昭 


留學 して 歸 つて 来て 大發見 をして 自分で びっくり するとい ふ 位の 年月 は 十分に ある、 さう 考へ る 

と實に 甚だ 愉快に なって 來て ひとりで 一一 コく する。 尤も 此れ は 假定を 基礎に した 事 だが、 宗敎 

では 假定が 即ち 事實 で、 信ぜされ は 事實も ゥソ、 信 すれ は ゥソも 事實、 鰯の 頭 も 忽ちに 化して 阿 

彌 陀如來 となり スパ ー クの音 も 天上の 音樂 となり 人造石油の 臭氣は 蓮華の 馥郁たる 薰 となる、 あ 

なかし こ、 いつもな がらの 下らぬ 長談義 ひとへ に 御 寛容の 程 願 申 候、 愚妻 等よりも よろしく 申 居 

候、 なほ/ \- 御 自愛 專ー に 願 上 候 草え 

寅 彥 

藤 岡 君 玉 案下 

仁 田 君、 又 お嬢さんに よろしく 願 上 候 

〔笫 一葉 右餘 白に〕 

國產 獎勵、 國粹宜 傅の 主旨に より 狀袋 試に 御覧の 通に 致 候 

I  ニー 一一 三 

三月 二日 日 午前 十一 時-十二時 本 鄕厘駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 【： はがき J 

今日 久 i にて 東洋 城と デル モ 一一 コ に會し 閑談 大兄の 御 嘴 致し 候、 コ 口 ンバ ン に轉 じて 連徘 一 ニニ、 

浩然の 氣を 醸し 過ぎた るた めか 襟卷を 忘れて 歸り 候、 昨日 來の雨 晴れ 温暖 銀 坐 街頭 を 行 交 ふ モボ、 

乇 ガ はもと より モヂ ー、 モ バ 1 の顏も 自ら 春めきて いよ/, \ 三月 一 日と なり 候、 

一 草 亭靑楓 の 総画 展 三越に て 開催の 由 明 日曜 一 見 可 致と 存 居候、」 
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如月の 海 に 色 食け 碟馴松 

防風の 壁の 寸の紅 

春寒き なます の 魚 を 骨抜きて 

三月 一 日 

I  二三 四 

三月 二  B  B 午前 十一 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 豐次郎 氏へ 〔はがき〕 

本日 は 久>, にて 淸談 高吟、 陶然と し 過ぎた 爲、 コ n ンバ ンに襟 f- を 忘れて 來 たので 唯今 電話で 

たしかめたら、 あるとの 事で 安心」 先刻の は 「春寒き なます の 魚 を骨拔 きて」 と 改め 度と 存候、 

其 理由 は 一 つに は 前 句に 「の」 が 重なって 居る 爲も あるが、 又 二つに は 「を」 の 方が すっと 內容 

に ゆとりが 出來 るかと 考へ 候が 如何に や」 此の 三連と、 それから 先日の 少 生の 猫の 句へ 大兄が 二 

句と 三. 5 をつ けたの を 作り 對幅 として 次号に 御 掲載 如何 や、 一 一人の 連句が 大分し ばらく 雜 誌に顏 

を 見せす 淋し いやう にも 田 ：3は れ esf 

三月 一 日 

一二三 五 

三月 四日 火 午後 一時； 二 時 京橋區 銀座 不二 家より 和蘭グ n  I  - ーン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウィリアム ぺ 

◦  /A エッチ、 ファン、 ディ I ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔1? はがき 中 谷 宇吉郎 氏との 寄せ 書 (中 


東洋 城 

寅 日子 

同 
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谷 氏の 文面 省略 ヒ 

竹 葉 夕飯、 雨 を 冒して 不二 屋に來 て、 そして ボ ー タ ー 直傳 だと 云 ふ、 カフ HI と アイスと チヤ 

ン ボ ン にやる 事の 實驗 をして 居る 處で あります 

一二三 六 

三月 八 B  土 午後 六 時！ 七 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ牛込 區余丁 町 四 一松 拫 璺次郞 氏へ 

御手 紙 難 有 あれから 風邪 を 引きす つと 休業 今日は 少し 元氣が 出て 床上に 起 直り i 手紙 認候、 

つい. くと 昔風へ 向く 赤蜻絵 

剝 がれた 軒の 瓦數へ る 


例 なれ ：！^ 醫も來 る 十三夜 

眼鏡の 玉の 光る 稍 寒 

歷道 をい くつ 越え^も 夜長に て 


淡雪 は 矢 張 一 淡雪」 としない と 猫の 足 痕の黑 >s とついて 居る 情景が 出ない ので 困ります。 あれ 

に は 此の 「足 痕」 が 句の 背後に かくして あるので すから 

右 御 返事 迄 草よ 

三月 八日  寅 ま 
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城 兄 玉 案下 

一三 I 一七 

三月 十一 日 火 午後 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 薹市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

「方言へ の 愛着」 拜見、 就中 徵菌 云々 の處 面白く 拜見致 候 徵菌の 研究に は 所謂 「培養」 とい ふ 

方法 あり、 方言 を 白金の 針金の さきにつ けて 來て 他の 地方に 移植し 其の 蔓延の 仕方で 鑑定したり 

する 事が 出来たら 面白い など、 考へ 候、 

文藝春秋の 映画 論 も 面白く 拜見致 候へ 共 肝心の ァシャ ー 家の 末裔なる もの を 見た 事がない 爲面 

白 味 を百パ ー セ ントに 味 ふこと が 出来なかった のは殘 念に 有 之 候、 若い 人に 頼んで 今度 上演の 節 

は 知らせて 貰 ふ 事に 致し 置 候、 少 生の 映画 論 (論と いふ 体 は 成さす 漫談 位の 處 なり) も 二三 枚 か 

いて は投り 出し 叉 一 一三 枚 かいて は 中止した りして 書いた 爲に j 向 筋の 立たぬ 鶴の やうな ものに な 

つたが、 折角 かいた からもう 少し 手 を 人れ て 籠 底に 藏し、 今夜 何處 かの 取引先より 注文が 掛かつ 

たら 「ホン 二、 コ ンナ モノが ありまし たがな あ」 とか 云って ト ボケて 賣り 付け やう かと 考へ 居り 

候、 仕 入物と はこん なの を 云 ふに やと 可笑しく も氣の 毒に も存 ぜられ 候。 

CIS 

今朝 東京 朝日に 菊 地 寛 先生 少 生の に ber  Studiormu を 讀んで 一 寸 面白かった がラチ ンの 題な 

んか 付ける の は 下らぬ 趣味 だとあった。 此れで 寛 先生 はタ— ナ ー の 本の 存在 を 知らない とい ふこ 

と を 自白した ことになるので 「一寸 面白かった。」 文藝春秋と いふ 雜誌 は、 ヒ ドィ雜 誌で 揭載号 を 

著者へ 一冊 も $5i^ つてよ こさない、 尤も 請求 すれば よこす だら うが 面倒 だから その ま-^ に 致 候、 


102 


1 

J 

年 五和 昭  1 


風邪 を 引いて 一週間 休養、 まだ 妙に フラ くす るので 早退け でゴ 口く 致 居候、 年の せいで 些 

細の 病 もこた へる やうです、 醫者 無用 論で 押し通し、 九十 ニ才迄 生きる ことにき め 居候 

御 自愛 を 祈る 

三月 十 一日  .  寅 

豐 隆樣 

一二三 八 

三月 十六 S 日 本鄉區 駒ワ； ；ー 曙 町 二 四よ リ和蘭 グロ  I  - ーン ゲン、 フリソ 街 ヨハン-ウィリアム 八 〇ノ人 エツ 

チ、 ファン、 ディ— ケ ン方藤 岡 由 夫 氏 へ 

御手 紙 毎よ 難 有う、 此間は 御 寫眞三 葉 御 惠與、 非常に リアルに 感じが よく 出て 居て グ a  -ー  ンゲ 

ンの藤 岡 由 夫なる ものが 驟如 として 居り、 親ら 其 地へ 行って 御 目に か-る 心 持 致ら れ候。 仁 田 君 

にも 久ょ にて 遠方ながら 見參致 候。 洋服が 大層 イタ 二 ツイ テキ マシク 子。 あの 食卓の 向 側に は自 

分が 居る のぢ やない かな。 とい ふ氣 もす る。」 

中 谷 君 の 歡迎 會を擧 士會舘 で やった 晚 から 流感に か \ つて 少し 熱 を 出し 、 中 谷 君 の 出發も よ う 

見送らす、 熱 は 四 五日で さめた が 中よ 心地が 本復せ す、 半日 出勤 半日す る 休み を やって 居た。 年 

のせいで あらう とい ふ宣吿 を航硏 の 食堂で されて 聊か 悲觀致 候、 先日 來雨 多く 陰欝な 天氣が つ 

いたせい もあった かと 存候、 今日は 珍ら しく 晴天 風 もな く うら \ かな 春 日と なり、 蛇 も 穴 を 出さ 

うな 日和に て、 珍ら しく 子供 を つれて 出かけ、 日本 橋 愛知 銀行の 地下室で 晝食、 それから 三越 迄 § 


あるいて、 靑 バスに 乘り、 南？ 北？？？ 須田町 迄 行って シ子マ パレスに 潜 人、 一 何が 彼女 を さう 

させた か」 「四 人の 惡魔」 とい ふの を 觀覽、 それから 祌田を ブラ ツイて 歸宅、 天氣 のせい か、 活 

動の せいか、 此れで どうやら 三 週間 越しの 風邪が やっと 拔 けたら しく、 ヴ イタ ミン K (？) の 効能 

驚く ベ きも の と 申す ベ く か、 

庭の 丁子の 花が 今滿 開で 朝椽 側へ 出る と 甘い 香が する、 連翹の 苦が いつの 間に か 大きくな つて 

1 兩 日に は 開き さう、 此陽氣 がつ けば 數日 にして 柳 も 芽 を 吹き まし やう。 二 匹の 猫が 居間の 橡 

側で 寢そ べつて 居る 形に も 春の 來た ことが 分かります。 西洋 も 好い 季節が 近づいて 來 たでし やう 

が 新 綠はラ ィ プチ ヒ で 見られる ことと 存じます。 靑 黄な粉 を 撒いた やうな 西洋の 新 綠は想 出して 

も氣 持の い、 もの、 一 つであります。 それから 林檎の 花盛り も 忘れられない。 此れに は ロンドン 

の 想 出が 結 付いて 居ます。」 此 手紙の つく 頃 はもう ドイツ かと 存じます、 あちらへ 行ったら 手頃 

の スベタ ト u スコ ー プをー つ 御 周旋 願 ひ 度 御 願 致します。 

正 二が 春休み で歸 省、 毎日 ピアノの 音が 賑 かであります。 時よ トリオ も 試みる が 不相變 うまく 

は 行きません。」 妻 は 不相變 旅行が したく。 今日は 速れ があった ので 早朝から 電車で 日光へ 行き、 

いっか 君の 御 出のと きの 話を實 現させた が、 中禪 寺の 方 は 雪解けで ヒドィ とい ふので 断念して 廟 

だけ 見物して、 日の あるう ちに 歸宅、 中-^ 便利な ことであります。 少生も 日光 を 見た/,^ と 云つ 

て 居る が、 考 へて 見る と 當時は 十八 歳の 中 畢生で あつえ。 その 中學 生と 今の 自分と 果して 同人で 

あるの か. ない のか、 此れ は 六 かしい 哲學の 問題になる かも 知れない。 鬼に 角もう 一 べん 位 は 行 

つて 見ても い、 やうな 氣 がし 出して 居る。」 
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あんなに よかった 天氣が 急に 變 つて 驟雨 沛然と して 來た、 歸 つて 居て よかった、 東京 中の 円タ 

クが險 隅した 事と 思 はれます 

御 自愛 專ー に 願 上 候、 余 は 後便、 妻より よろしく 草 M 

三月 十六 日  .  寅  若 

藤 岡 老臺梧 右 

一 二三 九 

三月 十七 日 月 午前 七 時 . ベ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北海道 帝！ i 大學理 學部杓 理學敎 室 巾 谷 宇 

吉郎氏 へ 

毎度 御手 紙 難 有う いよく 御 任地に 钾 安住 そろく もう 實驗を 御 始めの 由に て 喜ばしく 存候、 

先日 は 折角 御 出の 處折 柄病氣 にて 失 禮不惡 御 寛容 願 上 候、 油 一 i は 大變に 御上 達、 色彩が 大層 明る 

く 豊富に なって 居る やうに 思 はれ 候、 矢 張 西洋の 雾圍 氣の然 らしむ る 所 かと 被存 候、 一枚 紀 念に 

御 無心した いと 存 候へ 共、 折角 西洋で かいて 來た finito  mmiber の finite  fiaction を 強奪す る 

の は 余りに 心無き 業 かと 差 控え 居候」 風邪 は 存外 頑固に て 中よ 拔け 切らす 航穴ェ 研究所で 晝 飯の 時 

小幡 君に 「御 年の せ いぢ やないで すか 一 と 云 はれ、 矢 張 さう かと 悲觀 致し 候、 今日で も 未だ 本復 

とい ふ 心 持に ならす、 此れ も ~i で 年取る と X が 小さくな るに 相 遠な く、 子供 等はィ 一一 シ アル 

が 大きくても X が 大きい ので 二三 日で ブラ クチ カルに zoro になる のが、 少生 だと 三 週間た つて 

も 未だ 殘 ると 見え 候。 此れ は 生理 擧者 だか 病理 學者 かの 一 つの テ— マになる 事と 存候。 
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今日は 天氣 春めき、 蛇 も 穴 を 出るべき 日和 なれば、 珍ら しく 子供 等 を 引率して 日本 霊で 蒙 

をく つて、 それから シ子マ パレスに 繰 込み 「何が 彼女 を さう させた か」 と 「四 人の 惡魔」 とい ふ 

の を 觀覽、 それから 神 田 を あるいて 歸り 候。 天氣 のせい か 今日は 此 間中で 一番 工合が 宜しい やう 

に 田 S はれ fe> さ キネ マの 利 目で，^ が 急に 增 加した のかと 可笑しく 存 ぜられ 候， 

太 の 御 母堂 様より 御 丁寧なる 稗 手紙 頂き 拜謝致 候 愚妻よりも 宜敷御 挨拶 申出 候 不盡 

f 三月 十六 曰  寅 .彥 

中 谷 君 玉 机下  ， 

二伸 池 田 伊藤 阿部 諸賢に よろしく 願 上 候 

一 二 四 0 

K 午後. t 時 —八 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 和蘭グ 一一 ン ゲン、 フリソ 

ョ 、ノ. ウイリアム-^ 〇 ノ  A エッチ、 ファン、 ディ ー ゲン 方 藤 岡 由 夫 氏へ f 繪 はがき 一一 一葉 

に 湯 本淸比 古、 筒井 俊 正、 須贺 太郞、 田幸彥 太郞、 山 本 龍 一一 一、 五 氏との 寄せ 書 (五 氏の 

文面 省略)〕 

今朝 理硏 へ オラ ンダ から 小包が 三 個 到着、 「ナ ンダ 口 ー」 「ナ ゾグ . 1」 「ナ ンダ 1」 と 同時に 

三 箇所で 疑問が 發 せられた わけであります、  寅 

おらんだの 御菓子 食 ひつ、 藤 岡の 由 夫の こと を 話し 居るな り 


一 1 一月 十九 日 


〔第一 葉に〕 
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〔第二 葉に〕 

wazag-ullul 一 a  (hailda  no  Tomo  ga  ok 一 kosi  Kasi  yori-kueba  Hani wa llslokcki. 

(* 此は オラ ンダ のまく ら詞の つもり) 

〔第三 葉に〕  - 

wl,l 二 1- ョ k21 th さ en  (..ts  de  koekeu  voo 一-  imser  .-,.ezolldhei<l. 

一一 一四 一 

三月 二十日 木 午後 零時 丄時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 朝鮮 京 械府倭 械臺町 三 號官舍 安倍 能 成 氏、 

其 後 は 御無沙汰 致 候、 當 地で は感胃 流行、 少生も 流行に 後れす か&っ たはよ いが 年取る と 直り 

が 遲くー 一週間 企た つても 未だ 拔け 切らす 此頃 漸く 本復、 御 地 は 如何 やと 存候 御用 心專 一 と 存宾又 

御 留守 にても 御變 りなく や 

本日 改造 四月 号 落手 「耽羅 漫筆」 拜見致 候、 今度の は 特に Natural  FLstory に關 する 材纤豊 

富に て少 生の 如き ものに は 滋味 深甚に 有 之 候、 いっか 地理の 雜 誌で 同 嶋の 地質 學的 記事 を 讀んだ 

事 はあった が 今度の 漫筆 を 讀んで 岩石の 上 を 飾る 植物界の 概念 を 得た やうな 氣が致 候、 地方 美人 

や 牧童の 点綴され る 處も能 成 式に て 首肯され 候、 民族 學 的の 事 も專門 家な どに は 遠慮し ないでも 

つと 書いて 欲しく 感ぜられ 候、」 ハル ラ はへ ブライの 1t:l(Jl. 已 )= 山と 緣を 引いた セ ミ チック 

系の 語で 例の 高天原の 、ノ ラ とも 關 係が あるので はない かな ど、 例に より 空想 致 候。 タン ラは 南洋 

の Tala 九州の 鶴 見 岳、 鳥 海の トリ ゥミ、 北海道の 樽 前、 叉 安達 太郞の タラ 叉 爪哇の Tjerisae 
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等 いづれ も 火山の 名に 共通な TR の 結合で はない かと 面白く 感ぜられ 候 

建 や 桶に 關 する Wilt も 面白く 拜讀致 候、 少生數 年来 水 甕の 事 を 一, ハ ンド」 とい ふ 方 一 百の オリ 

ヂン を詮義 して 居る ので、 耽羅の 地で 此水 甕の 事 を 何とい ふか 知り 度くな り 候、 A 氏と ある 其 

の 人に でも 御會 ひの 節 は 御 尋ね 被 下 度 願 上 候 今迄 知り 得た ので は 馬 来の 「クン ヂ」 梵語の 「クン 

ダム」 支那の ーク アン ッ」 (罐 子.) 波斯の 「ハウズ」 などが 緣を 引いて 居る らしく 思 はれ 候、 そこ 

で 日本と 緣の 深いら しい 濟州嶋 で 此れ を 何とい ふか^ 面白い 問題と なる 譯に有 之 候 

庭の 沈丁花 旣に盛 を 過ぎ 連翹が 見頃に 有 之 寒さ もい よく 薄らぎ 今日は 襟卷 なしで 歩いても 首 

筋 の 存在 を 自覺す る 事な く、 寒がり 屋の 幸福なる 季節と 相 成 候 

右一， 漫筆」 拜見 のま，^ 冗談 迄、 なほく 御 自愛 を 祈り 候 草. - 

寅 彥 

能 成樣玉 案下 

一 二 四 一一 

1 二月 二十 二日 土 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四よ リ和 蘭グ n 1 - ーン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウィリアム 八 〇ノ A ェ 

ツチ、 ファン、 ディ ー ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

先日 は 御菓子 難 有、 ブリキ 罐に 密閉され て 居る おかげて、 オランダの 濕り氣 がちゃんと 其 儘に 

保存され て 居で 結搆 でありました。 不思 儀な 事に ちゃんと 御魏へ 向に 水曜日 御茶の 日の 朝 到着し 

たな ど は實に 奇蹟 的で 君の 御 好意が 天に 通じた 爲 でも ありまし やう か。  ， 
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處が 高嶺 君 は 丁度 其の 三日 前の 月曜 (三月 十七 日) に痔の 手術の 爲に 聖路加病院に 入院 経過 は 

順當 ださう です が 「外科 醫 にか、 ると 人間の からだ もゲ ー デボ ンプか マ ー キ ユリ— ィ ンク ー ラブ 

タ ー の やう だ」 とい ふ 奇抜なる 感想 を 洩らして 居られる やうであります。 傳聞 する 處 によれば、 

さう 大して 惡 かった ので はない が、 ゴ ル-フ を やる のに 差しつ かへ ると いふ 理由で 手術の 姐に 上る 

决心 をした とい ふ 話で、 此の 熱心の 度は少 生の キ子 マな どの 比に あらす と 感服、 此の 元氣 なら 高 

嶺君も 先 づ當分 は 大丈夫と 蔭ながら 喜ばしく 存じ 居候 少生 昨日の 日曜 も 例に より 邦樂 坐、 例に よ 

り 一向 面白くな く歸 りに 例に より 不二 屋へ 寄り、 っく-^と我境界の淺猿ましさを味ひ候、 實に 

馬鹿らしき 單 調なる 生活に て 我ながら 愛想の 盡 きる 心 持 も 致し 候へ 共、 此の 單調 を持辏 する こと 

も 亦 一 つの 修養 かと 思 ひかへ して 自 から 尉-め 候、 

廿 四日 は 陛下の 市中 御 巡幸 二十 六日 は 復興 紀念 祭、 上野 不忍 池畔の 「海と 空 博 覽會」 は 旣に開 

催、 銀^ 通 や 丸の 內はァ I チゃ 瓔珞の 装飾で 安っぽき 賑はひ を 見せ 居り、 それよりも めでたき は 

樹 ぶの 若芽の 日增 しに ふくらみ、 襟卷 なしに 歩いても 首筋の 存在 を自覺 せぬ やうな 日が 多く、 朝 

出かけ 前に 洋服 を E 爐で溫 めすと も椽 側の 日向へ 五分 も 出して おけば ホ 力く とい X 工合に 暖ま 

る やうに なり、 滿 天下の 老いぼれ 共 をして 万歳 を 三唱せ しむべき 春と 相 成り 候。 昨日の 祭日の 朝 

草 花屋が やって来て 何 か 買って くれと いふので サイ 子 リアと 黄水仙の 鉢 を 求めて 中庭に 並べ ると 

急に 庭 中が 明るくな つた やうな 心 持が 致し 候、 水 甕の 底に 眠って 居た 金魚 も 近頃 は 蓋 を 取って 貰 

つて 水面 近く 浮上って 春光に 浴す る 事の 喜び を 感じて 居る らしく 相 見え 候。 

今日 五 時 過理硏 の窒に 居たら 可也な 地震が して 二号 舘の コ ンクリ I トが 眼に 見える 程 震動す る 
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やうに 感じた、 近い 震源ら しい。 併し 弱震の 部で 別に 損害な どの ある やうな ので はない。 西洋に 

居る 間 は 地震と 江戶 前の マグ 口 の剌身 だけ は 味へ ないで しゃう。 

阿部 良 夫 社長 殿 先日 久 i にて 來訪、 貴兄の 御 噂な ど 致し 候。 月末に は 又 札幌へ 出勤の 由、 さぞ 

大變 だら うと 思 ふが 馴れる と札幌 東京 間が 何でもなくなる 由。 羨ましい 事に 御 坐 候 日本 歐羅巴 間 

もさう なるとい，. I だら うにな と 考へ候 草 

三月 廿 二日  寅 彥 

藤 岡 君 玉 案下 

愚妻 もよ ろしく 

I  二 四  一二 

四月 一！ 日 . 水 午後 七 時-ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 1： より 小石 川 ー區水 道端 町 ニノ 六 四 東 鄕館宇 m 道隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 

先達て 試驗 場へ 參り L 節 御病氣 にて 御 入院の 由 承知 致し 一 度 御見舞 申 上 度と 存し 病院の 所在 も 

たしかめ 置 候へ 共 毎日 色，. と 取 紛れ 遂に 一度 も 御見舞 不致 遺憾の 次第に 御 坐 候 最早 御 全快 御 出 

勤の 由に て 喜ばしく 被存候 なほ 豫 後の 御 療養 專 一と 存候 

伊東 地震に つき 海底に 断層 等 の 活動 あらば 水溫ゃ 塩分に 多少の 影響 ある や も不計 殊に 溫 泉地帶 

に て 海中 溫泉も ある 地 域 故 精細な る 觀測ぁ ら は撿出 の 可 能 性 あら ん かと 愚考 致候少 し 位の 事で は 

分るまい との 論 は 普通の 考 なれ ど 深く 考 ふれば 可能性 は 十分に あるかと 存候、 伊東 沖の data 事 
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情 の 許す 範圍內 に 於て なる ベ く 多 數御慈 集 の 程 祈 候 

右 钾願迄 草よ 申述候 不盡 

四月 二日  寺 田寅彦 

宇田 樣 侍史  - 

一二 四 四 

四月 三日 木 本^ 區駒込 曙 町 二 四より 和 蘭 グロ ー 一一 ン ゲン、 フリン 街 ヨハン-ウィリアム 八 〇7A エッチ、 

ファン、 ディ ー ケン方 藤！： 由 夫 氏へ I. 封筒な し〕 

唯今 三月 十八 日 消印の 御手 紙拜 見、 丁度 神武 天皇 祭で 數物 年會 第一 一日です が 昨夜から 風雨で 寒 

く き 揃った 櫻 (今日は 少し 早かった のです) もめち や. になった らうと 考へ ながら 籠居、 バ 

ィォ リン の 譜のシ ュ ー ベ ル トを 喇叭の 譜に 書き か へ て 吹いて 見たり して 居る うちにもう 晝 近くな 

り、 そのうち いつの 間に かすつ がり 晴天と なり 結 好の 花見 日和と なった、 花 は 散っても 今日 一日 

晴れなくて は 商人 や 鉄道 省 ゃ電氣 局が 氣の 毒で あるが 此れで は みんな ホ ッ ト して 居る 事と 思 はれ 

る C 數物 は兩日 共失禮 する 事に きめて 大層 氣 持が のんびりして 居ます。 此れから 晝食 でも すんだ 

ら何處 か へ 出かける。 午後 五 時から は 上野 精 養 軒 の 小 平吉男 君と 岩波 令嬢と の 結婚 披露に 出席 の 

義務が あるので、 モ ー 一一 ングで 出かけ 「何 處かー からすつ と 行く 事と する。 何處 かと 云った とこ 

ろで Choice は 極めて 少ない ので 憐れであります G 

朝 寢論は 拙宅の 子供 等に は 無上の 福音であります C 今 休暇 だもの だから、 四 人が 四 人ながら 十 


111 


時 か 十一 時 起床、 朝飯と 晝飯は ー處の やうであります C 尤も 大兄 は それから 勉強す るの だが、 う 

ちの のら 共 は、 それから 一日 音樂を やったり、 活動に 行ったり 遊んで ばかり 居る の だから 少し 事 

柄が ちが ふやう であります。 男の子な ど は朝少 生の 出勤す る 頃 は 未だ 眞 夜中で、 少 生が 歸 宅す る 

頃 はもう 出動し 衣少 生が 寢て しまった 頃に 戶迷 ひした 蝙蝠の 如く 歸 つて 来る のです から、 めった 

に顏を 見る 事 も出來 す、 誠に 親子の 緣の 薄い ことで あれます。 アイ r ン〕 ザ I メル、 メンシ ュとは 

吾等の 事 か。 

帝都 復興 祭の 賑はひ は 前にもう 申 上げた かと 思 ひます が 大變な 人出だった さう であります。 東 

京 も 近頃 急にば たくと 方よ の 建築が 出來 上った やうな 氣 がする。 いつの 間に 此處 にこん な ビル 

デ イングが 出来た のかと 思 ふやうな のに 時- -出會 ふ。 足場な どの か、 つてき たない のが、 それ を 

取拂 ふと 急に. 眼に 立つ せいか も 知れない。 人間で も そんな 現象が ある やうな 氣 がする。 一躍して 

何とかなる など 、 いふの も 大抵 は 永い 間 此の 足場 やむ しろ 圍 ひの 中で 築き上げて 居た の だら う、」 

など 、例の 安直なる フィ ロソフ ィ ー レン をす る ことであります、 御 一 笑 を 願 ひます。 

椿が いた、 木蓮 もぢ きらしい。」 ニー 二日 前 銀 坐の 千疋屋 で バラの 苗 を 二 本 買って、 電車に の 

り、 讀 書に 氣を とられて、 富士 神社 前 下車のと きそれ を 忘れて 來た、 駒 込の 市電 出張所へ 電話 か 

けたが、 なかった。 誰れ か^  (多分 車掌 か) それ を 持って 歸 つて 鉢に でも 植 へて 樂 しんで 居る で 

あらう こと を 想像す ると、 物が バラ だけに、 余り 惡ぃ氣 もしない。 

どうか 充分に 朝寢 をして 御 勉强を 祈ります。 草、" 

寅  翁 
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由 夫 公子 玉榻下 

一 二 四 五 

四月 七日 月 午前 十一 時；， 十二時 本鄉ー 51^ 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宮登隆 氏へ f 松と 折 鶴 

の搶 及び 土 佐 日記の 默 「みわたせ はまつ の うれ ことにすむ 鶴 は 千世の と ち とそ おも ふ / らな 

る」 の 透し 入リ たる 上質 牛 紙に ペンに て 認め あ リー 

四月に 入ったら 御上 京の 事と 存 居候 處 未だ 御 出かけな く 如何 やと 存 居候、 大分 久しく 御 目に か 

、らぬ や う 被 存^ 

先日 は 岩波 令孃 の 御婚禮 にて 新郎 は 氣象臺 の 理學士 で 少生 もよ く 存じ ©1 り 誠に 目出度 存候 披露 

式の 夜 は 茅 野 氏 夫妻、 野 上 氏 夫妻、 安倍 夫人 (能 成 君は學 校の 用で 歸京 出" 50- なくなりし 由) 杨糸 

重 氏、 それに 中央 氣象臺 の 連中と 物理で は 寺 澤敎授 と少生 だけ、 大變 インチ ー ムな 感じの い、 宴 

會 でありました、 

改造から 例の 文學 月報へ 虚 子の 事 を 大急ぎで 書け と 云 はれ、 下らぬ 灯 持 だか 何だか 分らぬ も 

の を 書いて や^ました 御覽 になっても 問題に しないで 一 笑に 付して 頂く 事 を 希望 致 候 

紅葉の 新芽 力 急に 出揃つ て い 、氣 持であります。 今日の 日曜 は 好 青で 虱 もな く 方 花見の 人 

, も 多い らしく 電車 滿員を 多く 見かけ 候、 少生は 午後 邦樂 坐へ 參り 分らぬ ト ー キ— で 欠伸 をつ 

げ ながら 見物し 唯今 歸宅致 候、 先達て は 鈴 木 俥 明 田 中 絹 代の 「進軍」 とい ふの を 見、 叉 誰れ とか 

の 一 母 一 を 見、 日本 映画の 概念 だけ (但し 時代物 は 見す) 得た やうな 氣が 致. 4r 傳明は あれ. H ァ - 


メリ 力 人で 日本人ではありません 

今年 は 春の 學會 年會 を失禮 して 遊んで あるいた が 非常に 好い 氣持 でありました 此れから 失敬す 

る 事に きめ やうと 存候」 ァラ 、ギと 潮音との 兩將 軍の 戰は實 に 近頃の 見物に て 愉快に 思 はれ 候 弱 

虫 は 自分で 喧 が 出来ない もの だから 人の 喧哝で 溜飮を 下げる やうな 譯 かと 思 はれ 候 

其 內拜眉 を 得 ベく かと 相樂 しみ 居候 余事 は 其 節に 讓り可 申 候 草 え 

四月 六日  寅彥 

豐 隆樣 

一 一伸 父の 喜 字の 祝に 作らせた 書簡 紙を發 見した ので 試に 使用 致 候 

I  二 四 六  ， 

四月. セ B 月 午前 十一 時： 卜 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 

宇吉郎 氏 へ 

御手 紙 難 有、 御近况 並に 札 幌の雰 圍氣御 紹介 下され 愉快に 拜見致 候、 淸 新の 氣 自ら 溢る & かと 

思 はれ 北大の 將來を 明るく 賴 もしく 心に 描き 居候、 

當地は 復興 祭に つ いて 御 花見時と なり 世上 何となく 賑 はしき やうに 有 之 候、 少生は 不相變 時 

i キ子マ 見物、 最近に は 傳明絹 代の 「進軍」 だの 鹤 見祐輔 原著の 「母」 だの を 見 「何が 彼女 を さ 

うさせ たか」 など も 卒業、 大に 尖端 を 行って 居る つもり 此れなら うちの のら 息子 や モガ 等に も 負 

けないだ らうと 意氣み 居候へ 共、 御 年の せいはお のづ から 日常に 現 はれ 聊 心細く も存 ぜられ 候。 
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數物 年會も 今年 は 全部 失敬して しま ひ、 うちで 喇叭 を 吹いたり ギ ンブ ラを， したりして 珍ら しくの 

ん びりした 春 日 を 味 ひ 候。 來 年の 年 會には 此れから 一 年間の 收獲を 提げて 御 出席 犬に 氣焰を あげ 

られる 事と 期待 致 居候、 

先日の 原稿 御覽 下され 候 や、 甚だ 不備に て 如何 かと 存 候へ 共い よく 君 も 歸られ た 故、 此際大 

急ぎて 一 度/め 切り をつ けたく と 存じ 居候。 さう して 氣を 人れ か へ て 札 幌と駒 込で スパ ー クを連 

發し 天下の 眠れる 龍 や 豚 を 呼び さます 事 を やり 度と 存 居候 

金 原 君 昨日 來訪、 同 君に す& めて、 兼てから 靜 岡で やって もらって 居た、 沿 面 燃 燒の實 驗が思 

の 外面 白くな りさう で 甚だ 愉快に 存候、 何でも 人の やって ない 事 さへ、 やれば 何 かしら 面白い 事 

が續々 出て 來る もの だとい ふこと を 更にた しかめる やうに 存 ぜられ 候。 少生 はタド ン の 燃燒の ミ 

ス テリ ー に 手 をつ け やう かと 考へ 居候、」 余事 後便 御 自愛 專ー に存候 

四月 六日  寅  彥 

中 谷 君 玉 案下  ， 

一二 四 七 

四月 十九 日 土  (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ 

今夜 あたり は靜 岡へ 御歸 りかと 存候、 撿査の 結果 は 如何な りし か、 電報に て 御 報 願 置 候 處御失 

念と 見え 何の 御沙汰 もな く、 心が & りに 存 居候、 此 手紙 着 次第 御 電報 願 上 候 歸 着の 上 は 別 役 伊 

野 部 濱ロ此 度 世話になりし 先へ は 手紙に て 禮狀御 差 出し 御 忘れ なきやう 賴 人り 候、  ， 
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庭前の 赤 椿、 木蓮、 蘇 枋等滿 開、 藤 は 苦み、 山吹 は 盛 過ぎ、 槭樹の 新芽の 鮮綠 美しく 眼 を 喜ば 

せ 居候 

右 要 事の み い： ：！• よ 

四月 十九 日  寅  彥 

正 二 殿  . 

一二 四 八 

四月 二十日 日 午後 零時— 丄時 本 鄕區駒 込^ 町 二 SI よ リ仙臺 市 北 二番 丁」 ひへ 小お 豐隆 氏へ 〔はがき」 

御 歸仙後 如何 御 起居 被 遊 候 哉、 御 立ちの 日 は くたびれて 失禮致 候、」 新綠と 百花 實に 美しく 一 

年中の 好 季節と 存 候せ の 中 は セチガ ラタても 柳 は 平 氣で綠 に 花 は 平 氣で紅 だから 妙に 候、 うちの 

猫 一 匹 は 怪我して 人院 手術 をう け 旣にー 一週間に？^ ぶ も 快 愈せ す、 叉 昨日 はもう 一 匹が 難産で 人院、 

實 にやり 切れす、 猫 迄が 此の 老生の 勞 働を拷 取す るので 閉口 少生も 一 つ ストライキ を 起して なま 

け やう かと 存 居候。 如何な ものに や、」 電車の 罷業 今朝より 開始の 由、 円 タクの 實入時 かと 存ぜ 

られ 候、」 東京 劇場 一 見 致 候 階段が 大變に 窮屈に て 万 一 火事な どの 場合 大變 だら うと 思 はれ 候、 

此れ も 空間の セチ ガラキ 節約より 割出した 設計 かと 思 はれ 候。 併し 此 劇場の 上層からの：^ 望 は 一 

寸 よろしく 候。 キ子マ を 見なれ ると なる 程 芝居 は 大部分 退： g な ものに 有 之 候、」 時候 辆御 自愛 專 

一 に存候 

五月 廿日  • 


116 


年 五和 昭 


一 二 四 九 

四月 二十日 B 午後 零時 I 一時 本鄕 駒 込 曙 町 二 四よ リ 府下 大 井町 元 芝： 八 一三 松 岡 譲 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 益. -御 多、 P 大慶 至極に 奉存 候、 此度は 貴 著 「日中 出現」 御 惠與に 預かり 難 有 拜謝致 候 ゆ 

る /、拜 讀を樂 しみ 居候 

右不取 敢御禮 迄^ i 巾述候 不盡 

四月 廿 n  . 

一二 五 0 

四月 二十日 B  (時 問 不明) 本グ f 區駒込 曙 町 二 四よ リ 朝鮮 京 城府 倭 城 臺町三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 

御手 紙 難 有 致しました、 

蓬の 朝鮮語 御 示教 難 有 此れで 一 つ 材料が 增し 候。 

先日 小宮君 上京 其 節 耽羅の 話が 出て、 東京 朝日に 飛行機 を 出させ 各方 面の 學者を 載せて 一 と 飛 

びに 彼嶋に 渡りて 各方 面の 視察 研究 を するとい ふ 事 を 同社の 上野 氏に プ n ボ ー ズ して はどう かな 

ど 夢の やうな 話 を 致し 候」 

春休み は御歸 省な き 由 岩波 家 婚儀の 席に て 承 はり 御 失望 御 察 申 上 候 部長 殿中，. 忙 がし いなと 噂 

致 候 五月 御 出張の 節 は 一 度 拜眉を 得度と 存 居候 

小宮君 九日 上京 十五 日 歸仙致 候、 不 相變賣 れつ 子に て忙 がし かりし 様子、 でも 十一 日 例に より 
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出 宅に 三人 會合 但し 連句 ま 句 も 粜？、 不マを 論じたり して 夕方 隅 田 公覽物 s 力け 帝 I 

^れ， さ 暮景 を- ライヴして モ f ン 風流 を てら ひ 候 御 一 笑 . 

Its きひ SsXi して 理 硏構內の新綠 を 窓外に 見る のが 樂 しみな 位に 有 之 候、 庭に 

S 、お- 山吹、 f  f 摘 ひ 愉快に 有 之 候、 ライラックが 好きな のけ 

多 S れぽ だつ 花せ！ 鮮 では 如何に や、 一 猫 一 一疋の 一 疋は！ に f/i て 人 f 

やり切れす、 不景氣 の 折 柄 原稿料の 收人 もな く 子供 は 段 A きくな り 

u^g^ha おや！ し 心 持 i させて I しなければ な 

ら ぬかと 存 居候、 

時候 柄 御 自愛 專 一 に 奉存候 不義  c  t 

四月 廿日 

能 成樣玉 案下 

一一 一 五一 

四月 二十 曰 B  (時間 不明.) m^if^iilsiupt  I 佳 

どうも 固有名詞 si 困る が此 的の I と 存候 ^ 

拿」 ひこ 二通り あり 我慢の ならぬ 間違と 我慢 出來る 間違と あるかと 存候 •  .  }  X. 

ト昔少 生の 敎 はった i.  > (一 •  t は 養の き ぎ- -をロ 1 フエ 1 と 呼ん て 

居た が 比れ など は 少し 度を越して 愛 稿であった。 
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岩波 氏に 面會 更に 推薦して 置いた が其內 返事 ある 事と 存じます。 

. 右 御 返事 迄 草 

四月 廿日  寺 田寅彥 

矢 嶋君玉 机下  - 

一 二 五 二 

四月 二十 曰 B 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ和蘭 グロ  I 一一  ン ゲン、 フリソ 街 ヨハン. ウィリアム 八 〇 ノ  A ェ ツチ、 

ファン、. ティ I ケン方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

四月 一 一日の 街 手紙 拜見、 いよく オラ ンダの 仕事 も 御纏 まりに なり 獨 逸へ 御 進出の 由に て 大慶 

至極に 存じます、 少し 御 休養の 上 御 勉强を 祈 候 仁 田 君 は 仕事が 工合 惡 くて 御 失望の 由 誠に 御氣の 

毒と 存 候へ 共 此れ も 廻り 合せに て 如何と もなら す、 併し 同 君 も それで 叉德 になる 事 も あるかと 被 

存 どうか 余り 悲觀 されぬ やう 祈る 次第に 御 坐 候」 少生 感冒 も 軽微の 事に て 全快 不相 變碌々 として 

甚だ 下らぬ 生活 を？ り 居候へ 共 心 持 だけ は 吞氣に 有 之 候 間 御 安神 被 下 度 祈 候 

例に より 活動 は 毎週 一回の コンスタント、 レ ー ト にて 勉強、 但し 余り 面白い と 思 ふこと はなく、. 

殆んど 惰性 的に なった のと、 頭の 洗濯になる のと 何とな き 淋し さ を まぎらす のとで、 時には 寧ろ 

奮發 して 出かける 事 もあります. 一 東京 劇場と いふの が 築地に 出來、 開場 興行が 大分 人氣が あると 

いふので 一寸見 物に 參り 候處、 なる 程キ子 マフ ァ ンの 眼に はどう も氣が 長過ぎて 返 屈 を 感じ 候、 

但し 劇場 上層から 展望した る 新 東京の 眺め は惡 しからす 候、」 新 東京と 云 へ ば 先日 出京の 友人 を 
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案內 して 隅 田 公園 (言 問 橋對岸 舊水戶 邸) に參 り、 新 向嶋の プ n ムナ ー ドを 漫歩し ましたが、 一 

寸 日本 離れの した 感じが ありました。 暮 靄の 彼方に 一 文字の モダ ー ンな 鉄橋が 大きな 線 を 引いた 

のに 近景の 柳の 若芽 吹く 枝の しだれ をプ 0ヂ^1 タトした 一 幅の 板画 的 光景な ど は 一 寸 面白く 感ぜ 

られ 候。 人に よると ひどく けなす 人 も あるが、 少 生に は 昔の 向嶋よりも すっと 愉快な 向嶋に なつ 

た， 君が 歸 つたら 一 度 御 伴したい。 扱て 向嶋から 車 を 上野 迄 戻し、 さう して 所謂 「昭和 道路」 と 

稱 する 幹線 を 車 坂から 京 橋 迄 ドラ イヴした が 丁度 暮れ方で 折 柄よ く 晴れた 風 もない 春の 宵の 灯と 

もし 頃で 余り 悪く もなかった。」 目下 新 綠が實 に 美しい 晝理 研の 表門 を はいる 時に 兩 側の 楓の新 

綠の 並木に 吸い込まれる やうに 感じる。 宅の 庭 も 粗末ながら 目下 全盛 時で 木蓮、 蘇坊、 八重 櫻、 

山吹、 藤 (此れ は 今年 始めて 澤 山に 花 を 付けた) と^き 乱れ、 毎朝 起きて 此れ を 眺める のが 實に 

難 有い、 いっか も 御 話した かも 知れない が、 忙 がしい 活動家 は 季節の 變化 など は無關 心で 靑 葉な 

んか 眼に はいらな いさう で、 少生 など は 實に此 点で 天下の 遊民 だと 云 はれても 仕方がない。 其れ 

はさう と 「今年 も 又 此の 若葉が 見られた」 とい ふ 喜び を 感じる やうに なった の は 少し 心細い 

此間 御宅から 京都の 简と 羊奠を 頂戴し まして 難 有う 御 坐い ました 大變 結構でした」 今日は 電車 

と m: 太郞の 總 罷業 が 始まった。 市の 方で も 準備が あつたので 臨時の 從業員 を 出し て 電車 も 平日の 

三分 一 一位、 H 太郞は 却て 平日より 多く 運轉 して 居る 由、 背廣中 折の 車掌が 切符 を 切って マゴ ツイ 

て 居る のが 愛橋が あって 感じが い、。 銀 坐へ 出かけたら 偶然 高嶺 君に 會ひ (先日 退院 元 氣)、 それ 

から 又 筒井 君御兩 人に 會ひ、 天下 は廣 いやうて 狹ぃ事 を 感じた。 子ク クイが <； -りボ a  くになつ 

たので 松屋で 一 っ奮發 (伹し 金 一 一 R 也) した。 
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銀 坐へ 三越 支店が 出来た- 尾 張 町角 舊山崎 洋服 店の 處 から 裏町の 方へ かけて 出来た ビル ディ ン 

グ を買收 して 開業して 居る。 

牡猫が 怪我 をして 二週間 程 入院して 居た ところ、 叉牝 猫が 難産で 昨日 入院、 今朝 日曜で セ n を 

やって 居たら 病院から 電話で 此の 牝 猫が 死んだ と 云って 來た 。夕方 銀 坐から 歸 つて 洋服の ま、 で 

庭の 奥の 槍の 影に 穴 を 掘った、 此 猫の 祖母に あたる 三毛の 墓の すぐ 側に、 數 匹の 子猫の 死骸と 一 

處に 埋めて やった。 猫の 死 はいつ でも 少生を センチメンタルに する。 人間の 死に 對 して は 余りに 

感情が 複雜 過ぎて 甘い 淚が 流しに くいが、 物言 はぬ 小 動物の 死に は 樂に淚 が 出て 來る やうで ある。 

おかしな ものであります。 御 笑 草であります 

右 例に より 下らぬ 漫談の み、 余事 は 後便に 讓り候 不備 

四月 廿日 日曜の 夜  寅  爺 

藤 岡 君 玉 案下 

一 二 五三 

四月 二十 三日 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 北 安東 二 七 五 小 濱方寺 E 正 二 氏へ I 封筒な し〕 

御 端 書と 電報 拜見致 候、 無事 御歸 着、 叉撿 査も徵 免の 由に て 安心 致 候、 鄕里 では 墓參も 致され 

し 由に て 本 懷と存 候 別紙 御 査收願 上 候、 鄕 里の 土產物 は御隨 意に 御 處分可 然と 存候 

昨夜 堀 田 信 一 君 來訪、 バイオリンが 大分 上手に なって 居る やうに 御 坐 候、 bsvillj- がい、 ので 

音が い \。 テクニックの 方 はそう でもない らしい が、 敍樂器 は 音色 を 出す のが 本筋 かと 存候 
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右 御 返事 旁 耍事迄 草. - 

四月 廿 三日  寅 彥 

正 二 殿 

一二 五 四 

四月 二十 八日 月 午前 九 時 ー, 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小 宮璺隆 氏へ 

先日 は 御 乎 紙 難 有う、 純一 君に 御 懇談の 結果 大丈夫との 御 見極めが ついた さう で 大慶と 存じ ま 

す、」 

今日 帝劇で 佐 藤 紅綠作 「匿 人」 とい ふの \ 活動 を 一 見し、 粟嶋 澄 子の 演藝を 初めて 見物 致し ま 

した。 なる 程 矢 張何處 かうまい 處が ある やうに 思 はれた 男優の 方 はどう も 概して 臭味が あって 不 

愉快 だが 山內 光と いふ 男の は 役柄 もさ うだがわ りに 感じが よかった。 帝劇へ 行きに 丸 ビルの 明治 

屋で 東洋 城と 偶然 食って あすこの 竹 葉で 鲷 茶と 田 樂を 食って 話した。 柿に 出た HAPPY  VA- 

LLEY の 話 をした。  横 須賀の 御 弟子と 觀音 崎に 吟行を 試みる 約束 だとの 事で 其 儘 別れた。 

いつぞや 話 をした もと 少 生の 理 研の 助手で 今度 北海道 大學へ 赴任した 中 谷 宇吉郎と いふ 男の 緣 

談 のこと 少生は 余り 直接 は關 係した くないの だが、 不幸の あとだし、 自分 も覺 へが ある こと 故、 

早く 良緣が あれば い 、 がと 藤で は 心配し て 居ます。 〇〇〇〇〇〇 先生 の 令嬢 は 其 後 返事し ないで 

打つ ちゃって おいた もの だから、 もう 他へ 話しが きまり か、 つたら しいと いふ ことなので、 先日 

一 寸 御 話しの あった 阿部次郎 君の 事 を 思 出しました。 何分 一 一度 目 だから 余り面白くない かも 知れ 
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ない が、 もし 御 序の 節 阿部 夫人に でも、 かう いふ 人間が あると いふ こと だけ サジ H ッ シ オン をし 

て 頂け は大幸 かと 存じます。 阿部さん の 御 家庭 は 知らないが、 本人と 阿部さん と はなんだ か 合 ひ 

さうな 感じ もします。 又少 生の 心 持 だけで は 同じ 理科の 人 はなんだ か 少しい やな 氣 もします。 

能 成 君から は 其 後手 紙 を 貰った が 春休， みに 歸れ なかった 埋 合せに 五月に 北海道へ 出張 させて 貰 

ふ 由、 多分 仙 臺へも 寄る だら うと 思 はれる。 少生も 札 幌には 大分 知人が 增 したから 一寸 行って 見 

たい 氣も する。 北大に 四 人 程 懇意な 物理 學 者が 居る し 北海 タイム ス 社長が 即ち 理學士 阿部 良 夫で 

あるので、 あんまり もてる の も 恐ろしい が、 一寸 もてて 見たい 氣も ある-併し まあ 矢 張 思 ふだけ 

でめった に 行く 事 も あるまい と 思 ひます。 

讀賨 社の 名寳 展覽會 とい ふの を 一 寸視 いて 見た が緣卷 物な ど は 矢 張 面白い ものが ある。 ゆつ く 

り スタディしたら 大分 面白さう だが、 どうも ざ わくして さう いふ 氣 にも なれない。 「淨 瑶璃草 

紙」 (傳岩 佐 叉 兵 \ィ 作 ノ大橋 新太郞 家) とい ふの が、 どうも 感じが ぺ ルシアの ミュア チ ユア 總の 

感じが 濃厚に あって 不思議 だと 思った。 もう 一度よ く 見たい と考 へます。 土 佐 廣周作 「道 成寺緣 

起」 も鎗が 中. - 面白い 味が ある。 日 枝 神社 國寳 「山 王靈驗 記.) は 一 度 水中に 浸った もの ださう で 

大分 ひどくな つて 居ろ が、 其 筆致の 妙實に 垂涎に 堪えぬ ものが ある。 此れ だけ は 一寸 御 一 覽を願 

ひたい ものであります C,  一  ノ ー トを 持って 來て 熱心に 何 か 書きと つて 居る 人 も 見受けられた。 新 

聞 社の やる ことのう ちで 此れな ど は、 先づ 有益な 催で ありまし やう。」  . 

右遲れ ばせ の 御 返事 旁 御 願 や 御 報 迄 草. - 

四月 廿 七日 日曜  寅  彥 
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豐隆樣 玉 案下 

一二 五 五 

四月 下旬 本 鄕蘇駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 安東 柳 小路 伏 方 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 拜昆其 後 御 健祥 に て 喜ば し く存 候、 今度 の 宿 も大變 に御氣 に 人り 候 由 に て 大慶に 存候、 

又氣 持が 一 新して 勉强 もよ く 出來る * と 推察 致 候、 

鈴木ク フル テツ トで 大分 御 骨折の 由、 切符 賣 では 大分 御迷惑の 由、 此れ は 御 尤と存 候へ 共、 此 

うい ふ 種類の こと も 人間の 世界に は 一 つ の事實 として 存在して 居る もので、 此れ も 一 つ の 修業に 

なること、 存候。 當地 でも 近頃 は 矢 張 昔 樂會の 切符 押寶が 流行り、 彌生も 鈴 木の ぶ 子と シ&タ の 

音樂會 ( 一高 女主 催) の 切符 を澤 山背 負 はされ、 彌生 では 六 かしい ので 母が 賣 歩き、 おや ぢも三 

枚ば かり 理研 を責り あるいた。 一方 高嶺 夫人から も 別の 會のを 持ち こまれ、 此れ は 差 支が あった 

ので 御免 を 蒙った が、 此ぅ いふ 事 も 矢 張 止 を 得ない 社會の 習俗で、 急に は 如何 ともならぬ 事と 存 

候 . 

猫の ボウ ャが 前脚に 怪我して 人院 して 二週間 近くな つても 全快せ す、 そのうち 親 猫の 三毛が 難 

產で人 院し其 翌朝 死んで しまった 可愛 想であった。 庭の 奥の 前の 三毛の 墓に 並べ て 埋葬して やつ 

たが、 みんなで センチメンタルな 心 持に なった、 二日た つても 忘れ 難い、 

青葉の 庭をノ  口く 歩いて 居る 姿が 眼に ついて しゃう がない。 子猫が 唯 一 匹 助かって 牛^ をの 

ませ 夜 は 險爐を 人れ などして 居た が、 とても 六 かしい と 思って 居た ところ、 意外な 仕 合せに は、 
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前の. 三毛の 子で いも 屋 とかに やって あつたの が、 未だ 生きて 居て 此れが 丁度 子猫 を 生んだ とい ふ 

こと を 出 人 商人 がら 聞き 知った ので 其處へ 預けて 乳 をの ませて 貰 ふ 事に した、 此の 子猫 も 三毛 だ 

から- 此れが 助かれば、 三毛の 生命の 一片が 殘る ことになる 譯 である。 ー篇の 小說の やうな 氣が 

してなら ない。 

金 は 同封で 達り ます。 小濱 への 禮も 母上と 相談して 何とかし まし やう。， 一 御 自愛 專ー 草. - 

寅  彥 

正 二 殿 

一二 五六 

五月 I 日 木 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライプチヒ 、ラムべ 街 九 ヮグナ I 方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙、 それ は 多分 グ ニン ゲンから は 最後で も あらう ところの 四月 十四日 附の 御手 紙 を拜見 

牧草の 花疾句 ふお らんだの ■ 春色 を 御 紹介 下さって 難 有く 叉 羨ましく 感じました、 某 物理 學者 の 

Kiss の 話 は實に 一 見 卑近なる が 如くに して 遙に 塵の 世 を距れ たやうな 處も あり 愉快に 思 はれま 

した， 人名が わかる と 一層 現實 味が 深くな つて 面白い かも 知れない が、 分らない 處に 妙味が ある 

かも 知れません」 

東京 も 暑い かと 思って 間服 を 着る と 叉 寒くな り、 叉 冬服に か へ ると 暑くな り 叉 寒い 雨が 降って 

五月 一 日と いふのに 綿の 人った 羽織 を 着て 火鉢 を戀 しがった りして 居る し 併し 幸に 無事、 不相變 

時々 銀 坐 數寄屋 橋 あたり をう ろ/^ し、 仕 合せと 自動車に も櫟 かれす， 免職に もなら す、 胃袋 も に 


破れす 其 日く の 安き を 盜んで 居ます。 月末 帝劇で 佐 藤 紅綠作 一 麗人」 とい ふ 薄 田 大作の 一 つと 

稱 する もの を 見て、 始めて 有名なる 栗 島 澄 子 夫人の 藝 術を禮 讚す る 光榮を 得ました が、 なる 程、 

あれ だけ 有名になる に は 矢 張なる だけの 何物 かぐ あると 考へ 無条件に 崇拜 者の 席 末に 列す る 事に 

致します、 此段 御屆申 上げます。 先日 も 申 上げた かも 知れない が 話の 筋 は 問題に ならなくて 唯シ 

1 ン のつな がりが 活動の 本体で 此点實 によく 俳諧の 連句に 似て 居る と 思 ひます。」 此間 妻が 御宅 

へ 伺った 時 御 令弟が 大岡 山. の擧 校の 新聞に 書かれた 新築 東京 釗 場の 建築 及 初 興行の 劇評 を拜 借し 

て 來て讀 みました、 兄さん はキ子 マ、 弟さん は 歌舞伎と いふの が 一寸 面白い 取組 だと 思 はれまし 

た、 此の 順で 行く と 僕な と はどうし て も ジャズ ダン スの ウルトラ モダ ー ン にならなくて はいけ な 

い ことになります。 

高嶺 君 も 御元氣 で、 明後日 は 令夫人 御 同伴で 本鄕 坐へ 行かれる ので 少生も 其の 隨 行の 榮に 浴す 

る ことにな つて 居ります。 明日 は 叉 深 川の 歸 りに 松极 宗匠と 銀 坐で 落ち合 ひ 連句 を やる 約束が あ 

り、 此れで は 丸で 毎日 遊 ふことば かりに 夢中に なって 居る やうで 甚だ 外聞が 惡 いやう だから 勉強 

ぶりの 方 も 御 報道した いが 殘 念ながら 大した 面白い 仕事 も 出来ません。 不相變 火山の 噴火の 統計 

をと つて 見たり、 五 万 分 一 の 地図で 傾斜の 分布 を 調べたり、 火事の 實驗の 報吿を かいたり、 時ぶ 

スパ！ ク をつ 1- けたり、 寢 床で アリス トテレ ー スの Physiea を 希英對 照で 二三 行位づ 、讀ん た 

りと いふ 位の 事で、 いつにな つたら 大發 見が 出来る 事 か 全く 見當の 付かぬ 有様であります が、 兎 

に 角 まだ 四十 年あります から 

今日は メ ー デ ー で 行列が 一 万 五 千 人位 出た さう であります、 午前と 午後 可な りの 地震 (常 陸 沖) 
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があった。 午前のと き は 丁度 松 坂 屋の七 階に 居た が、 鉄筋の 七 階で 感 する 地震の 概念 は 普通の 日 

本 家屋で 感 する 地震の 概念と は 全く 別物で あると 思 ひました、 世界が フワ リく と穴ェ 中に 浮揚し 

て 行く やうな 心 持で、 女子供な ども 氣が 付かない らしく みんな 平氣で 居る やうで ありました。 氣 

象臺で 振幅 (半) が 七 ミリだった とい ふから、 七 階 樓上は 恐らく 四 五 センチ は 動いた でし やう。 

二三 分 後で もま だ aces. がから だに 感 せられました。 ，ー どうか 御大 事に、 諸賢に よろしく」 妻よ 

り もよ ろしく 

五月 一 日夜 十 時  寅 彦 

藤 岡 君 玉 机下 

二 仲 中 谷 君 出京 昨日 歸任、 大變忙 がしい らしい が、 元氣 であります 

一 二 五 七 

五月 十 曰 土 午後 八 時： 十 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 下谷區 上野 櫻 木 町 五 二 矢 島祐利 氏へ 〔はがき」 

御手 紙拜見 早速 小 林 君 へ 電話 を かけた とこ ろす ぐ に來て くれ 要件 を 話候處 引受け て くれさう に 

て 兎も角も 小 林 君 其 內に御 尋ね 致し 具体的の 御 話 を 致す 事と 相 成 居候、 

左様 御 含 置 被 下 度 祈 候 

右 用事の み 草よ 申 上 候 不盡 .  . 

寺  田 
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一 二 五八 

五月 十 AB  B 午後 一時 土 時 本. 鄉 K 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有う、 中 谷 君の 事で は 大變御 配慮 を かけ 不相濟 あれ は 本當に サヂェ スト さへ して 頂け 

ばよ かった のです が、 ちゃんと 本式に 御 話し 下さって 結末 をつ けて 下さって 好都合で ありました- 

何しろ 再婚 だからめ つたな 處へ持 込んだら 惡 るいだら うと 思 はれます。 結婚の 世話な ど は 一 休 柄 

にない こと 故し ない 積な の だが、 中 谷の は 行きが、 りで どうも 無關 心で も 居られな いので 常に 念 

頭に か 笑って居ります、 どうか 機會 があった 時には リメ ンバ ー してやって 頂 度と 存じます 

昨日 安倍 君と 朿京 會舘 で晝钣 をして、 不二 星で 話し をして、 李 朝の |f§  .5 を 貰って 理 研の 門 迄 

円 タクで 達って 貰って 別れた。 安倍 君に はなんだ か 年中 貰って ばかり 居る やうな 氣 がして 居る C 

ァラ 、 ギの齋 藤 茂吉大 わら はの 嗜 をして それから 茂吉 論水德 論に 及びました。 

東洋 城に 「無題 11 を 送った が 矢 張 受取った とも 何とも 音沙汰な し」 アメリカ ト ー キ— が りに 

單調 なのに 閉口して 此 頃はシ 子 マ パレ ス へ 時  > 、行きます。 「黄金 狂」 も 今に 屹度 パ レ ス へ來 ると 

待って 居ます。 淺草は 妙に 感じ か惡 くて 行く 氣に なれません。 本鄕 坐が 近頃 松 竹 常設館に なった 

から、 今後 は 時 M 視く つもりです、 此間は 高嶺 君 夫妻の 御供 をして 此處で 二度目に 「麗人」 を 見 

た。 矢 張 どうも 男優の い、 のが 欲しい、. 頭が 力 ラッポで 藝 だけして 居る やうで いけない、 此 点で 

は 今迄 見た ので は傳 明が 一 番 自然 〔で〕 い、、 但し あれが 木地で どんな 役で も 同じ だか も 知れな 

い。」 坂 崎 氏より は 注文が 來な いが、 實は まだ 原稿が 不備で、 もう 少し 研究して 書 直した 方が い 
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、かも 知れん と 思って 居ます。 その 內にー つ 「猫の 死 一の シナリオ を 書く つもり、」 猫と 云へば 

雄猫が 入院して 四十 日程になる。 猫で も 人院料 一 日 一 円 とられる。 板 橋の 家 を 借して 家賃 を 取つ 

て 居る が、 家 貧から 稅を 引いて 半 歳 分 程の もの を 猫に みつぐ ことになる、 此先 まだ 幾日 入院し な 

ければ ならない かも 知れない。 でも 家族の 人間でなくて 仕 合せであります "一 叉 二三 日 風邪 心地 

で 大した 事 はない が 午後に なると 工合が 惡ぃ。 九十 三才 迄 生きる 事に はきめ て 居る が 信念が ぐら 

ついて 困る 時が ある」 若い 理擧士 の 書いた 科擧 者の 傳記を 岩波へ 持ち込んだら、 寶れ ない 本は當 

分 断る と 云 はれ、 一年 位 待てば 出す かも 知れん と 云 はれた。 小 林に 話したら すぐ 引受けた。 岩波 

に は 少し 惡ぃ かも 知れん が、 著者が 不遇で 金 を 要する のと、 著書の 內容 がい、 から、 さう しても 

仕方がな いかと 思って 居る。 

先 は 右 迄、 今日はい \ 日曜で 晝 から 何 處 かへ 出かけます 

五月 十八 日  寅  彥 

豐 隆 榇 

I  二 五 九 

五月 二十 八日 水 本 區駒込 曙 町 二 四よ リ靜岡 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 田 正 二 氏へ L 封 封な し〕 

御 手紙 拜見其 後 御 元氣 に て 鉄砲 を か つぎて 活動の 由 大慶に 存候 尤も 時 々体溫 を 測って 見ても し 

軽微の 熟 (七 度 以上) あらば 是非 病院で 見て 貰 ふやう に 願 候、 

先日 酒 井さん 等の ク ヮル テツ ト 演奏 會 あり 余り 面白くなかった が 私の 考 では 窒內樂 と いふ もの 
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ま I ステ 1 チで やる に は 適しない もので、 大きな サ， ンの やうな 處の 一隅で やり 少數 の 人が 窒 

i の そこ かしこに 坐ったり 立ったり 寢 ころんだ-して f 聽 くもの け な て 曰 本， ョ 

今夜 は囊 君と 二人で 松 平擧の マダム バタフライに 出かける 大分 原作と ち 力へ て 日 

たさう だから へ ン ナ國 辱的シ ー ン がなくて い、 だら うと 田 あ ひます 

^紙 小 爲替御 査收願 上 候 草.^  .  0 

五月 廿 八日 

正 二 殿 

一 二 六 0 

lii 本 I 駒 込 曙 町 二 四より 獨逸 ライ プチ. ヒ、 ラ厶ぺ 街 九 ヮグナ 1 方 裔由夫 ui^i^^u 

五月 i ォ」 郎、 中 掌 吉郞、 田 幸彥太 郎.. 湯 本淸比 古、 四 氏との 寄せ 書 (四 氏の 文面 省略)〕 

國逢 獎勵の 政府の 御 趣旨に 基き 此 はがき 差 出し 候 

一 二 六 一 

六月 一日 B 午後 零時 丄時 本 鄉區駒込 曙 町 一一 四よ リ 下谷區 上野 櫻 木 町 五一 一矢き ひ 利 氏つ へ 「^ は £ か 一き b い 

i 返事 申 上疾、 S! は latest,  line の 意、 此れ は形囊 だま ふ 力ら 「親王」 とい 

ふ S の リカシ" ョ ンを使 ふよりも 矢 張 適當 な 形容詞 を 使 ふ 方が 忠實 かと 思 はれ 候、」 ft まこ 

H,i^^ 「ホイ」 でし やう .^f% は 假名で も英の 子音で も 現 はせ ない I ださうた 
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が、 多分 「へ ン」 位で 胡 魔 化すべき かと 思 候、」 Colchester 御示敎 有難う、 Leister  Cirencester 

流で は 行かぬ と 見えます 

右 御 返事 迄 草. - • 

五月 卅 一 日 

一 二 六 二 

?1  一一 曰-月 午後 九 時— 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ祌奈 川鬆倉 町 一の鳥居 森 El 氏へ 〔はがき〕 

き f 恢， If  I 居 2" 御 勇健の f 拜囊 候少秦 £異御董 願 上 候、」 I 御惠與 こ 

預 力り 難 有 拜謝致 候 「吉 良家の 人え」 の 方 は 一度 新聞に て 拜見致 候へ 共 一四 十八 人目 方 

"つに U 速拜讀 可 f 存候」 裝釘も 面白く、 石 井 氏の 禅画 も 淡彩で 引 立って 見える や r に 

候」 右 不取敢 の 御禮迄 草. -申述 候 ，  ^ 

六月 二日 

一 一一 穴 三 

m 火 午後 九 時— 十 時 本 鄉區駒-込 曙 町 二 四より 祌奈 川囊倉 町 一の is 米松 氏へ 〔はがき 

夜 「四十 八 人目」 拜讀矢 張 大變に 面白かった。 余り 大きな 聲 では 云 はれ ネな 氏い ま； J が ^ 

け" 会 1 たら 矢 張 どうも？ なる より 外に 仕樣がない と 思った、 但し 少 生に は あ" ヤ" 7J 

存在し まい 力ら さう すると f よったら 泉 岳 寺へ 行った t 知れません。」 一直 家 e 人 i」 も、 
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o  ^  ；, -き部 f 買み 返した が、 やっぱり 面白かった。 何となく 胸が すく や 

おし！？ は理 は^" ま U  おかう い t の をき て，！ 


ヒ いつ 

六月 三日 


の 朝日の プ 口 文 學評も 一 寸 愉快で ありました。」 


一 一一 六 四 

- に 本 SI 曙 町 二 四より Fs 上野 櫻 木 町 五一 一矢 島祐利 氏へ 〔はがき〕 

六月 -IB 火 午後 九 時— 十 ネ， タし， 7  -ftf  £を-^と嵐察、 火に  ーs^^raveildeはどぅもs 

に、3  t^  f、  (  く  フ  二  ー  ン  なら中らすと雖も不遠カと拘奏  ^  ,  ,  f 

一 Iveen は 分らない カフ 二 ンな I 一に，. 一， する。 夭 1,1 矢嶋で 鳴で はない とい ふ 論理で 行 

I ない 譯 nt:"n" カツ - と、 ス 一つ： サン デ とい ：風 

けば ス クラ 1 フエけ ン " ょ"" >^ い ふ f も考 へ られ る。 どうも 此れ は 誰れ か オラ ンダ 通に 

れ 聞こえ 2f:?s お ultltrsi 重つ でし や： ひ 一； 

聞く r 外 は t ひち ズ ^ ひない かと 思 ひま 5  は 語尾に 来る 時 は ドイツの？ 同じ は 

1 では どうも 余りち U い ^  tl 何でも 間に合 

と あるが 此處 では それともち 力 ふて しゃう 要す ス ^..^4^ 

. - -31、 -,、 ク、 フ つつ r-,^ サイコロで キ メテ, 如 や P  0.  ^  f 

せれ は 合せられる 譯 ク ク フ レてォ 力- ^ 
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I 一一  六 五 

六月 十六 曰 月 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ静岡 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

御 無事 御歸 省の 事と 存候、 夜遲 く迄觀 劇、 雨降りに 歸宅、 翌日 は又空 氣の惡 い 活動 舘で 頭を剌 

戟し、 其 上 夜嵐 車で 冷へ て 歸靜、 此れ は 弱い からだに はたし かに Overload であるから、 あとで 

吃 度 其の 結果が 現 はれる 事と 存じます。 からだ は惡 くす る 方 は 至って 造作 もない が、 惡く なった 

の を 取り か へ すの は 中. - 骨が折れ るし 二日 か \ つて 惡 くした の を 恢復す るのに 一 一年 位 か. -る事 も 

あり、 叉 一生 か-^ つても 取 かへ されない こと も ある。 學 校の 事で もない 單 なる 享樂 (しかも ほん 

の數 時間の) の爲に 永い 將來の 生涯 を犧牲 にす るの は 余りに 馬鹿らし いと 思 ひます。 もう 少し 

vel.mlllfti.s^- に 願 度と 田； 3 ひます。 

過去の 事 は il 方がない = 將來を 御注意 願 ひます C 歸校 後す ぐに 診察 を 受けて、 服薬の みならす 

日常の 生活 狀態を 特別に 御注意 を 願 度、 音樂 でも 活動で も 凡て 過度な 剌戟を むさぼる の：! 一  番の 

毒で、 此れ を 節制し なければ、 藥 なんか 吞ん でも 無駄であります C 

今の 內 にしつ かり しないと、 <f マに 癢人 となって、 あらゆる 享樂を 断 たれ、 外出 も 歩行 も 出來す 

ベッドの 上で 呻吟す る やうな 哀れな からだになる 恐れが あります C 今 位の 程度の 時が 一 番 大切な 

分岐点 であらう と 思 ふから、 此際充 分に 反省 を 願 ひます C 

はたから 注意され なくても、 自分で それ 位の 判断と 自制がなければ 困る と 思 ひます G 

醫療 服薬の 方 は 節約す る 必要 はない、 此れ を 節約して 不健康な 享樂の 方に 金を使 ふの は、 それ 
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こそ 二重の 錯誤で はないで しゃう か、 世の中に 此れ程 不合理な 事 はない 害で ある けれども、 人間 

の Sch さ iirhe の爲 に、， その 見易い 過誤 を 犯して、 有爲の 將來を 棒に ふって しま ふ 青年 は隨分 ある。 

此れ等 も 御 承知の 事と 思 ふが、 自分の 事と なると 存外 氣の 付かぬ ことがある。 御用 心 を 願 ひます。 

兎に角 眼前の 事と、 永い 將來 のこと、 の 軽重 を 忘れぬ やうに くれく 御注意 を 祈ります。 

歸靜 後の 病氣の 経過 をなる ベく 詳しく 钾 一 報 願 度と 存じます。 私に なって 見れば 甚だしく 氣が 

、りで あるから、 詳細の 事 を 知り 度と 思 ひます 草. -  ♦ 

六月 十六 日  父より 

正 二 殿 

一 二 六 六 

六 3- 二十 五 B 水 本郎 展駒込 1" 町 二 四より 獨 逸 ライプチヒ 、ラムべ 街 九 ヮゲナ I 方 藤 岡 由 夫 氏へ I 封筒な し〕 

毎度 御 懇篤な 御手 紙 を 頂き 難 有 拜見少 生の 方 は 近頃 怠けて 御無沙汰 致しました、 惡 しからす 願 

ひます、 

いよく ライプ チ ヒ へ 落 付かれて ゆっくり 御 勉強の 御 心 組の 由 大慶と 存じます、 先頃 はちと へ 

ヴィを かけ 過ぎて からだ を 痛め はしない かと 高嶺 君と も 心配して 居ました、 御 仰の 通り 少し 落着 

いて 御 勉強 を 願 ひます、 日本に 居て は 中. - 落着いて 基礎 を 固める やうな 時間が 得られな いので、 

3a 學中は それに は實際 最適の 機 會と考 へ られ ます。 

ライプチヒ は少 生の 唯 一 日 滞在の 印象 だけで も 何となく 乾燥した うる ほひ 氣 のない 土地だった 
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から、 和 蘭の やうな 處 から 移った ので は實際 花園から 砂漠へ 出た 氣 がする だら うと 想像され ます。 

併し 考へ て 見る と獨 逸の 科學と い ふ もの 全 休の 感じが 僕に は 丁度 ラ イブ チ ヒ 市の 感じと 全く 同じ 

やうな 氣 がします。  . 

語學の 稽古 も 日本へ 歸 つたら もうお しま ひだから、 なるべく しっかり 御 仕入れ 願 ひます。 それ 

から 俗語 やしゃれ の 修業 もい. -が、 やつ はり 本 柊？ 6 の 獨逸語 を やる 方が い、 でし やう。 昔の 留學 

生 (ベルリン 邊の) に は 女子供 相手に 調子よ くしゃべ る 事 だけ 上手で、 眞 面目な 込み 人った 話 は 

出来ない 人 も ありました。 出来るだけ 複雜な 事 を 話す 稽古が い \ と 思 ふが、 それに は 語畢の 先生 

もちやん とした 人で ない といけ ないやう であります。 

俊 は 活動 は 少し 下火です が、 外にお か はり もない から 矢 張 時. -は 行きます： シ子マ パレスへ も 

時ぶ 行って 古い 傑作 サイ レ ントの を 見ます。 先日 は 日曜に ひょっと 思 付いて 橫濱 見物に 行って 久 

じ 大きな 嶽 船の 見える 波止場の 風景 を 眺め 辨天町 伊勢崎 町 を あるき ォデォ ン坐 をの ぞいて 歸り 

ました。 勿 語 例の 通り 一人 ぽ つちで 出かけた のでした。 今度 は 鎌 翕へ でも 行って 見やう かと 思つ 

て 居ます。 妻 は 此の 少 生の 新 傾向 を大 に獎勵 して 居ます が、 どうも 余り 發展 しさう も ありませ 

ん 0 

ベルリン などに 居る と、 知人 来遊者の ガイドで 時よ 惱 まされる。 ライプチヒ でも 同様と 見え ま 

す。 此れ は 迷惑 だが 併し 此れ も 天の 配劑 で、 健康の 方から は 存外 有益 かも 知れません。 

少生 不相變 JTTif ^一の 地形図 を 毎日い じくって 居ます。 又スパ ー クの スペクトル を 撮って、 (高嶺 

研究室から 簡單な 器械 を 借り) 一寸 素人 流に 調べて 見たところが、 少し 面白くな つたので、 百年 
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前の 人ぶ の やった やうな こと を ほつ/ \\ 始めました。 ガス に 火 をつ け 易い スパ —ク とつけ にくい 

スパ ー ク とで 酸素の 線が 余程ち がふら しいので 一 寸 興味 を そ \ られて 居る 處 です。 しかし あんま 

りな 彌次を はじめて 諸賢の 御 咎め を 受けても 困る から、 い、 加减 にしたい と 思 ひます が、 此れ も 

勉强の 一 つと 思って 六十の 手 習に スペクトル の 文献 を 時. - ひやかして 居ます、 笑って はいけ ませ 

ん。  . 

夏休みが 近よ つたので、 又 そろく 人造石油の 實驗 でも やらう かと 考 へて 居ます、」 昨今 は內 

ケ崎 君に 石膏の 板 を 破る 實驗 も少 しづ 、やって 居ます。 大河 內窒の 田 口 君と いふ 人 も 近頃 熱心に 

「破れ目」 の 實驗を やって 居て 僕 等に は大變 面白い が 主任に 叱られ はしない かと 少し 心配して 居 

ます。」 

四 五日 內に叉 例の 精 養 軒の 會を やらう と 思って 居ます から、 その 時 は 叉 君の 御 噂が 出る 事と 思 

ひます、 少 生に は 年に 二度の 樂 しみです が、 研究室 諸賢 は 「又 あてられる のか」 とビク くして 

居られる 事と 拜察、 ゥント ァテ、 ャ ラウと 腕に より を かけて 待ち 構へ て 居る 次第であります。 

高嶺 デ ー も 無事に 継績 して 居ります。 いつも 貴兄の 話が 出ます。 ゴルフ も 中ぶ 熱心の やうで、 

此れ は 高嶺 君の 健康 上 非常に 結構な 事と 喜んで 居，， ます。」 西 川 君 はどう も 健康が 思 はしくな いの 

です つと 休んで 居る が、 近く 轉地 される とか 聞 及びました、 思 切って 二三 年 遊ぶ とい、 がと 思 ひ 

ますので 高嶺 君 や 石 田 君 を 通じてす ^ めて 居ます。 

僕 は 時ぶ は 故障が 起る が 怠惰 療法に より ぢ きに 回復、 不相 變元氣 ですから 御 安心 願 ひます」 

SS 學 延期なん かしないで、 早く 歸 つて 來 〔た〕 まへ、 そして 叉 僕と も 遊んでくれ 玉へ 
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六月 廿 五日  惡 友より 

一 二 六 七 

六月 一一 一十 B 月 午前 十 時. 十一 時 京橋區 銀座 千疋屋 より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇 

吉郞 氏へ 〔繪 はがき 二葉 を 封筒に 入れた る もの 寄せ 書〕 

二葉に J 

第 一 相互の 屋上から 子ォ ン サイン の クリチ ー ク をして 銀 坐 を 流し 新橋に たどりつき 候 (寅) 

〔他の 一 葉に〕 

千疋屋 だより  寅 

I  二 六 八 

六月 下旬 本鄉>^11駒込曙町ニ四ょり^岡市外安東柳小路伏0^方寺£正ニ氏 へ 1 封筒な し〕 

御手 紙 難有拜 見、 行幸に つき 色. -擧 校の 方 も 取込みの 由 其 害の 處と 推察 致 候、 チブス 豫防 注射 

の 際 熱 ありし 爲 免除され し 由 如何なる 熱に や、 寧ろ 其方が 心が， - りに 被 存候" 前の 病氣が ある 故 

軽微の 發熱 (原因不明の) に 特に 大 警戒 を 要し 候 

いつも 金の 請求が 土曜に 着く やうな 氣 がする。 すると 日曜が はいるから 自然 送金が おくれる や 

うに 思 ふ、 右 御注意 迄、 叉 今度の 送金が 一 円 少な いのは 何とかで 彌 生より 立換 への 分 を 差 引きた 

るとの 事であります。 
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右耍 事の み 草. - 

正. 二 殿 

一二 六 九 

六月 三十 B 月 午前 十一 時. 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 安柬柳 小路 伏 見方 寺 E 正 二 氏へ 

御手 紙拜 見、 熟が 未だ さめない さう です が、. 此れ は 中ぶ 急に はいけ ない と 思 ひます。 夏期休暇 

に は 何 處か轉 地で もしなければ いけない かも 知れない。 轉地 すると すれば どうい ふ處 がよ いか。 

一度 醫者 (現在の 経過 をよ く 知って 居る) の 意見 を 聞いて おく やう 願 ひます。 なにしろ、 今の 中 

に 用心 すれば 無事 だが、 時機 を 失しる といけ ない と 思 はれます、 用心 專ー 

哲學小 辞典 は 宅に あるの を、 今度 來た とき 御 持ちに なって 宜しい、 大 辞典 も 人 用なら 使っても 

よい。 一 フケ トリ 香水 は 其 地で も あるかと 思 はれます。 破損し 易い、 しかも 揮發 製の 液 故 小包で 

達る に は 包装が 特別の もので なければ あぶない し、 包装 料 や、 小包 料 を かけて、 高い ものに なつ 

て、 おまけに 破れたり、 栓が 飛び出し たりして は 馬鹿らし いから 其 地で 御 求め 下さい。 ベ ー ラム 

位なら 靜岡 でも ありまし やう、 のみなら す 高等 學校 生徒で、 ベ ー ラム を 一本 づ、 東京から 取 寄せ 

ると いふ 事 自身が 少し ：Luxus である やうな 氣 がし、 ブ ー ルジ ョァ氣 分が 句って 來 る。 髮 をもう 

少し 短 かくして 毎日 石 驗で洗 ふ 方が 似合 はし いかと 思 ふので 敢で 苦言 を呈 する 所以であります、 

惡 しからす、 そんな 事よりも 現在の 健康の 問題が 甚だ 重大で 根本的で ある 事を考 へて 欲しい、 い 
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くら 後悔しても く 取 返しの つかない 瘦疾に 陷らぬ やう、 猛省 を 祈ります 

小 遣 は 同 便で 送ります つ 不思 儀に 金の 請求が 土曜の 午後に 來 るので 月曜 迄お くれる が 止む を 得 

ない。  ， 

なほ/ \ 御 自愛 專ー 草./. 

六月せ 九日  父より 

正 二 殿 

一二 七0 

六月 三十日 月 (： 時間 不明) 本鄉區 東京 帝 國大學 地震 研究所より 府下 蟹： 多 摩 郡 井获村 荻统三 一武 者金吉 氏へ 

謹啓 拉て 先日 御 預かり 致 候 原 槁今村 敎授に 裨 目 にかけ 候處 非常に 結構 故雜誌 一 也 震 一 に揭載 

御 許し 願 度との 事に 有 之 候、 末廣 所長 も 賛成 致され 候、 就て は 右 御 許容の 程 願 上度少 生より 御懇 

願 申 上 候、 何卒 御 許し 相 願 度 御 相談 申 上 候 右 御 伺 迄 草え 申述候 不盡 

六月 卅日  寺 田寅彥 

武者 樣 

一二 七 一 

七月 十一 B 金 午後 ニ時丄 1 一時 本 鄉 區駒込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁， ベ 八 小 宮璺隆 氏へ 

大分 御無沙汰 致しました、 唯今 は 御手 紙 難有拜 見、 今夏 は 夏 籠に て 御 仕事の 由、 御 自愛 専一と § 


存候、 夏 休に は 矢 張 少し 怠けて おかないと 秋に なって 草臥れて 能率 不良の やうに 被 存候少 生不相 

變元氣 です が此 週の 月曜の 晚 久し振りで 胃痛 を 起し 終夜 不眠、 痛み は 一 晚で 直った が 用心の 爲す 

つと 靜養、 あす 當 りから そろく 出 やう かと 考 居候、 月曜の 朝 尼 子さん が 死去 其晚に 胃痛 を 起す 

など 少、、 因緣じ みた 話 に 有 之 候、」 前週 金曜 松 根 君 來訪久 よに て 夜 遲く迄 連句 をした が 余り ふる 

はす』 思想 百 号紀念 号に 投槁を 求められ たので 例の 「活動 寫眞 漫談 一 を 片付ける 事に 致しました。 

出たら 御 笑 覽を願 ひます、 ー邊書 直す 積 だが、 どうも 自分ながら 余り 傑作で はない やうで ありま 

す。 

信 州の 山崩れ や 地. u り を 少し 調べる 目的で 鉄道の パ スを 貰った から、 自由に 口 ハ 旅行が 出来る 

害 だが^し やつば り 大儀 だからせ い， て 二三 日 位何處 かへ 行く 位の 事 だら うと 考 へます。 仙臺 

へ も 行き度い 事 は 行 度い の だが、 いよくと なると 結局 宅で 休養しながら 時. - 活動で 世界 見物 を 

やる 方が 樂 だとい ふ 事になります ノ 評判の 「唐人お 吉」 の 映画 を 見た がどう もつ まらない 。滑稽な 

占 i だけが 眼に ついていけ なかった" 散歩に 出た 序 上野 日 活舘へ 三十^で 這 人って 一番 後で 立ちな 

がら 見物 大にプ a 氣分を 味って 面白かった 夏になる と 夜 浴後に 神 田 や 上野 邊へ 出る のが 一 寸ぃ、 

氣持 であるが、 此れから 時々 「活動 立 見」 とい ふ 新しい 道樂 をす る ことにし やうと 思 ひます。 邦 

樂座 など、 はちがつた 空氣 で、 それで 何しろ 甚だ 経濟 的で 濱ロ 內閣の 政綱に 一 致す る譯 であり ま 

すピ 妻が 此頃 園藝 家に なって 庭 中の 草木 を 盛に 切りつ め、 いろんな 苗 を 買って 來て はしき りに 植 

込む が、 毎日の やうに 植眷へ を やる ので 植物 も ゆる/.^ 根 を延す 暇がない やうであります。 草 t< 

七月 十 一日  寅紊 
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豐隆樣 玉 案下 

一一 一七 二 

七月 十七 日 木 午後 零時 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 福 岡 市 藥院小 森 二 五六 桑 木 威雄 氏へ 

謹啓 益え 御淸群 大慶の 至に 存候、 先達て は 空中 旅行 をな されし 由少 生な ど航穴 H 研究所 員で あり 

ながら まだ 一 度も乘 つた 事な く、 いさ、 か 鼻毛 を拔 かれた やうな 心 持 致 候 矢 張 大兄の 方が より 多 

くモヂ ー だと 思 はれ 候 

一 中略〕 

右 要 事の み 草え 申述候 草ぶ 

寺 田 拜 

桑 木老臺 玉榻下 

一 二 七三 

七月 十七 日 木 午後 六 時 ー 七 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ下谷 區谷中 淸水町 福島诰 氏へ 

. 〔はがき 〕 

4r 日 は 御 使 を 下さつ. て 御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 別 刷 はもう 疾に御 送りして くれた 事と 思つ 

て 居た 處， 一寸した 手 遠 ひでお くれて 居た 由、 ー兩 日中に あとの 分が 出 來て來 ますから、 その上 

更に 三十 部 差 出します。 今日 差 上げた 二十 は 研究室に 保存の つもりで 五十部 注文して あった、 そ n 


れ だと 思って 受取って 置いた のでした。」 正誤 は 申込んで おきました、 刖 刷の はな ほして 御 送り 

願 ひます」 健康 第一 ですから どうか 十二分に 御 養生 を 願 ひます、 凉 しい 處 へ御轉 地が よく はあり 

ません か 草 

七月 十七 日  . 

一二 七 四 

七月 二十 九 B 火 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 藤 E 繁ー 氏へ 〔封筒な し- 

御手 紙 難 有 拜見致 候、 火山灰の 探 集は舉 校の 小 使で は 困難と 思 はれます ので、 此れ は 一先 づ思 

止り まして 他日 他の 途を とって 手に入れる 事と 致します から 惡し からす 御 諒察 を 願 ひます。 色 i< 

御 配慮 を かけ 拜謝 致します。 

器械 設計の 事 は、 それ 程 深く 器械 學の 修得 を 要する 譯 ではなく、 唯 平生 少 しづ、 心掛けて 居れ 

ば 自然に 概念 を 得る かと 思 はれます。 叉 極めて 平凡な 手近な 器具 器械 も、 よく 氣を 付けて 見る と- 

各部 分の 構造、 强弱、 安定 等に 意 を 用ゐて ある 点が 自然に 會 得される ことと 思 はれます。 蚩曰 物 を 

讀 むよりも 其方が 効果が 多いで あらう と考へ られ ます。 

御 考案の 器械 は、 一般 使用の 目的よりも、 寧ろ 貴兄の 學的 趣味より 御 追究であって 見れば、 商 

品と しての 適否 問題 はなくな り、 意の ま \ト 考案 すれば ましく と 存じます。 それにしても、 もう 

一 應 設計の 上に 改良 を 加へ た 方が 宜しくと 存じます ので、 其 後 心 付いた 点 を 更に 御參考 迄に 申 上 

げま しゃう 
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、 器械が 余り 大きく 重過ぎて 使用 上 不便と 思 はれます が、 あれ を 一体に 小さく して 半分 位の 

大きさに して は 如何の もの か。 さすれば 重量に して 1"ー8 に减じ 取扱 上 便利に なり はせ ぬか 

と 思 はれます。 精度 は 其 爲に减 じる やうで あるが。 小さくなる 方が、 氣 密が樂 になり、 一 樣 

な 管 を 得る 方 も 容易に なり、 却つ て 最後の 結果の 精度 を 高める 事 も出來 はしない かと 思 はれ 

ます。 

、 金 屬の蓋 や、 その クランプ 等が、 少し ぼ avy に 過ぎる やの 感じが ある。 strength を 保つ 


て、 しかももう 少し 軽く する 方法が、 い 

くら も あるかと 田 心 はれます、 例へば ひよ 

り も S の 方が いくらか 軽く 出来さう に 思 

はれます。 g の やうな の もい、 かも 知れ 


す、 叉 スト レングス はフレ ー ムゥォ ー クで 持たせ、 氣壓は 薄い 金で 支へ る こと も出來 るかと 

思 はれます。 

一、 先 回 も 申 上げた 通り 器械の 二つの 部分の 接續を 弱い 管 だけて 持たせる の は 無理 故、 此れ は 

是非 別に 支柱 を 作り、 管 は單に 流体の 連絡 だけの 役目 をつ とめさせる 方が 宜しい と 思 はれま 

す。 

かう いふ 設計 は、 何度も やり直す うちに 段々 によくな つて 來る もの 故、 そこに 叉 面白味 も ある 

譯 かと 思 はれます。 

密度、 濕度 等が 從來の 精度 以上に 測り 得られる やうに なれば、 其の 器械 を 使って、 何物 かの 測 
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定を行 ひ、 さう して、 從來の 精度で は發 見し 得られなかった 新 事實を 見出す ことが 出來^ ぱ其處 

に 始めて、 仕事の 意義が 明瞭に なって 來 るかと 思 はれます ので.， 旣に 今のう ちから、 さう いふ 問 

題 を 物色し 心がけて 置く 方が よい かと 思 はれます。 さう いふ 問題 は搜 せば 必 しも 僅少で はな 力ら 

うかと 思 はれます。 今 日 の學界 では 器械 新設 計の 裏面に は 大抵 さう いふ 「目的」 が 潜在して 居る 

やうに 田し まれます。 勿論 測定器 そのもの を 目的と する こと も决 して 惡く はありません が、 それ だ 

ナ, 學へ つ コ ン トリ ビ ュ ー ショ ンは 余り 大きく はない かと 思 はれます。 それで 器械 設計と 

同 寺に、 其れ を 使って なさるべき 研究 を そろく 心がける 事 をお す、 め 致したい と 思 ひます。 一 

例 を 申せば、 木綿の 如き ものが 含濕 度に よって 容積 或は 比重 を變 する のが 連繽 的に 變 化する か、 

或は 其變 化に ある 不述績 が あり はしない かとい ふやうな こと も考へ られ る。 木綿に 限らす 粘土と 

か、 炭と か、 いろくの もの を 試みたら 存外 面白い かも 知れす と 想像され ます。 叉 單に濕 氣の吸 

收で なく、 色々 の 蒸氣の 吸着 現象に 伴 ふ 比重の 變 化な ども 面白い かと 思 はれます。 

右耍 事の み 草. -申 上げます。 なほく 御 考察の 程 を 祈ります 

七月 廿 九日  寺 田寅彥 

藤 田 君 玉 机下 

一 二 七 五 

七月 一一 一十一 B 木 午後 零時 ー 一時 本鄕 駒 込 曙 町 二 四より 府 F 落 合 町 下落 合一 六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔は 

がき〕 
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御 端 書 難有拜 見、 實は タン ラの鎗 葉書 を 頂いて 以來 その 御禮御 返事 を 出しお くれ、 それ 以來御 

無沙汰 を 持績し 居り、 御歸 京に なったら 一度 拜顏 SPST0-stsxn7 ミ でも 進行 致 度と 存 居候、 昨日 

岩波に 參り茅 野 氏に 御 目に か、 り旣 に御歸 京と 承り、 歸宅後 御 端 書 拜見致 候 次第に 有 之 候 明 後金 

曜日 午後 何處 かで 會合、 例の 東京 會舘 へ-でも 御 俘 致し 度く かと 存 候が 御 都合 如何 や、 御 報告 申 上 

ぐへ き 珍談 等も少 よため 込み 居り、 多少 あてられる 御 見込に て 鎖帷子 位 御用 意 願 上 候」 小 宮君は 

此夏は 仙臺に 立籠り 奮闘 致す らしく、 健康 を 害せね ぱ よいが と氣遣 居候」 余事 拜 眉の 上 万. -申述 

ベく 候、 草./ 

七 月^日 

一 二 七 六 

七月 ( E 附 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町-一四より 獨逸ラ ィプ. チ ヒ、 ラ ム ぺ街 九ヮグ ナ —方 藤！： 由 夫 氏 へ 〔封筒な し〕 

大變 御無沙汰 しました、 先日 は デルフト 皿 御 惠與難 有、 御 母堂 様 わざく 御 持參被 下拜謝 致し 

ます、 實は 僕の 方で も 何 か 送りたい と 思 はない 譯 ではない が、 郵便局の 御 役人と 押 問答す るで あ 

らうと ころの 光景の 豫 想が いつも 少 生の 勇氣を 沮喪させます。 一 留學 延期の 事 は 出来れば 結構で 

すが 唯少 生の 少し 氣 になる の は 余り 研究に 御 熱心の ため 「自分の からだ」 とい ふ もの、 ベ ドイツ 

ングを 御 忘れに なり はしない かとい ふこと だけであります。 御 申 越しの 事 は 一 々御 申 越の 通りで 

あります が、 凡ての 考慮の 出發 点と なるべき ボス チ ュ レ— トの內 に 「健康」 の Jtsu を 入れる 事 

を 御 忘れない やうに 切望す る 次第であります。 此れ は 存外 六 かしい 事で かく 申す 老人で も 時. -し M 


くじる、 實は 先頃 一夜 胃痛 4:^ 起して 夜中 苦しみ 氷袋の 御 厄介に なった が、 それが 矢 張、 少し 面白 

いま、 に 或 仕事に 凝り 過ぎた 結果ら しかった、 一 週間 位 非常に 緊張した 氣分 を持鑌 したの がいけ 

なかった のでした。 やって 居る うち は 何ともな いが、 あとで 一度に Collapse が來 るら しい、 若 

い 時 は それが 數 年後に 來る のが、 年 をと ると クッター 週間 位で 來る ものと 見えます。」 西 川 君 も、 

どうも 病 氣が思 はしくな いので 皆で 思 切って 休養 をす、 めて 居ます が、 矢 張 勉强と 義理堅 さの 爲 

の 無理から 來た 結果 も いくらか あり はしない かと 想像され ます。 どうも 矢 張 或 クラ スの 人間に は 

「ナマ ゲル」 とい ふこと がー つ の 大きな、 そうして 至難な Tus.end ではない かとい ふ氣 がする。 

し 此れ も 矢 張實は 本當の 怠け者 フロパ ー の 我田引水 的詭辨 かも 知れません。 それにしても、 い 

くら 無理しても 平 氣で居 たれる やうな 身体 を 有つ て 居る 人 ほど 羡 まし いもの はない と 思 ふ、 とこ 

ろが さう いふ 人に は 存外 勉強し ない 人が 多く、 蒲柳の質に 勉強家が 多い、 實に不 思 儀 だと 思 ふ。」 

少生 去年 は油屋 さん を やって 面白かった ので、 今年 ももう 少し その 先 をつ にけ たく、 去年 は嫋油 

を やった から 今年 は 大豆油 やら、 色ぶ の 有機物 を 試みながら 密 にスぺ キ ユレ ー ショ ンを めぐらし 

て 居ます」 高嶺 君から 小さな sl〕cctrpgra づ li を かりて 或る 型の eipal-lc の Spectra をと つて 少し 

調べ 始めたら、 なんだか 面白さう で、 それから 百年 前の 擧 者の やった やうな 方法で 分光 舉の 初歩 

演習の やうな こと を やって 居ます。 それで かねて 君に も 御 願して あった 小 器械が ほしくな り、 高 

嶺 君に 賴 んでヒ ルガ ー とフ ュ I ス とへ 手紙 を 出して 注文して 貰 ひました。 それから 一 通り 線スぺ 

ク トル や バンドの 理論の 初歩 だけで も かじって おく 必要 を 感じて グロ トリ アン、 メッケ、 バ，， ヂ 

などの 敎 授を少 しづ 、受けて 居ます。 寺 田 小學校 一 年 級の コ ー スが 始まった やうな 騒ぎで ありま 
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す。 さう いふ 譯で 君が バンドの 方 を 御 研究に なって 御歸 りに ならば、 色. -敎 はゲ御 相談す るに 好 

都合と 喜んで 居る 譯 であります。 なにしろ 五十 三の 手 習に 今頃^の バ ンドの 計算な ど 稽古して 見 

るの だから 面白い 譯 であります。 勿論 大して 深 人り する 氣 はない が、 唯スパ ー ク の實驗 をす \め 

る 上で、 少し 位 は 此方 もやらない とヂス カツ シ ヨン をす るのに 工合が 惡 いので、 寧ろ 唯一 つの 氣 

安め に 過ぎません C いづれ 誰か 一 人專門 的に 長スパ —クの 部分的 ス ぺ タトル を やって 來れる 人が 

ない と 本 當の事 は 分るまい と 思 ひます。 

「思想」 とい ふ雜 誌の 百 号紀念 号が 九月に 出る。 それに 少生も かけと いふので 一映 画 時代」 と 

いふ、 大ョ タ隨筆 堂. -ニ 十七 枚 を かいた、 其の 材料と し C 邦画 劍劇 見學の 必要 を 感じ、 大 勉強に 

て泥繩 的に 大河 內傳 次郞 など 見 歩いた。 夕飯 後 風呂に 入って 浴衣の ま \ ステッキ を 引きす つて 

上野 廣 小路な ど へ 出かけて アイス でも 食って それから 日 活舘へ 行く と 八 時半 頃から さきにな るの 

で 入場料 三十 tr 或 時 は 二十 戔、 それで 一番う しろの 壁の 處へ 立ったり しゃがんだ りして、 少し 

ばかり 見て 途中で 失敬 するとい ふ 新 方法 を 案出して 實行 しました。 或 夜 は 新 富 坐 迄 行って 立 見 を 

して 雨の 中 を 円 タクで 歸 つたり したが、 こんな ことで は决 して 胃痛なん か 起らない から 可笑し い。 

それ は 鬼に 角 暑い 日の 仕事 をす ませて 浴後 廣 小路 や 神 田の 明るい 街の 夜風に ふかれて あるく 事 を 

想像す る だけ は、 一寸な つかしいで しゃう、 キク ャの前 を 通る と視 いて 見る が 電氣が 明るいだ け 

でお 客 は 少ない らしい」 子供が 海水浴 をね だって 困る ので 今年 は 近い 處ば かりへ、 時よ 日 歸り旅 

行 を やる 事に きめ、 いよ/,、 行かう となると、 低 氣厂が 連日 本州に 引つ か \ つて 動かす 日 M の 暴 

れ 模様で 海上 は 不穩、 諸 所 出水、 藤 原 君 も 匙 を 投げて 居る らしい 夕刊 記事であります。」 少生宅 
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の 前に 風呂屋が 出來 ると いふので 近隣の 人. - の反對 運動 あり、 其の 中に 這 人って 大分 柄に なく 活 

動し ましたが 不成 効、 なにしろ 本鄕區 長が 自分の 屋敷 を 風呂屋に 借して 儲ける 爲 にやった 事な の 

で、 疾の昔 秘密に 警視 廳の 許可 を しまったの だから、 ダメ でした。 區長 など. - いふ もの は ヒドィ 

事 をす る ものであります 

余事 は 叉 後便に て 草ぶ 

.  寅 彥 

藤 岡 君 玉 案下 

菊 池、 木內 W 君に 宜しく 御 鳳聲を 祈ります 

〔第 一 葉右餘 白に〕 

愚妻より-;;^ 敷 中 上げて くれとの 事であります 

I  二 七 七 

八月 IB 金 本鄉^ 駒 込 嚷町ニ 四より 千葉縣 安房 郡 千 倉 町 寺 田 東 一氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 を 難 有う、 東京 も 毎日 中々 暑くて 昨夜な ど は 夜中に 息苦しい 程 蒸 暑くな つて 一度 雨戶を 

あけて 風 を 人れ て やっと 又 眠った 位であります、 でも 割に 元氣で 毎日 理 研へ 行って 居る、 暑くて 

讀 *1 に 恵し ないから 此頃 はいろ./ \ 'い たづら 半分の 實驗を や つて 居る、 宅に 居て 暑い くと 思 つ 

て 居る より、 何 かやって 居る 方が 却って 暑さ を 忘れて 愉快であります。 

雪 子 の 金 谷 行き は 矢 張 誰か ついて 行って や る 方が 宜 敷と 思 ひます、 迷惑で しゃう がた まに は 妹 
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達の 爲に、 い、 兄さん 難 有い 兄さんに なって 御 やりになる の も惡く はないで しゃう。 先方の 家 迄 

途 りと けて やって、 歸 りの 藏 車の 時刻 を 打合せて おいて 自分 は 自由に 附近 を 見物、 御馳走で も 

食って、 凉 しくな つて 歸 つて は 如何です か。 行 違 ひの 場合に 備 へる 爲に は、 始め 先方の 家 を 突き 

とめて © けば 大丈夫で しゃう。  . 

實際千 倉 行 は 東 一 に は 迷惑 だら うと 察して 居ります。 ^し考 へて 見る と、 東 一 は 今迄 「つとめ 

る」 とい ふこと を やった 経驗が 余りにな さ 過ぎる やうに も 思 はれる から、 今度の やうな 事 も决し 

て惡 ぃ雜驗 ではない かと 思 ひます。 吾々 に は 世の中へ 出た が 最後 自分で は < 水り やり 度くない 事 も 

人の 爲に 年中 やりつ V けなければ ならない。 さう いふ 時に いや だ/^ と 思って 年中 不平 顏 をして 

居る 人 は 生存 競爭の 劣敗 者と なる 外はありません。 此れと 反對に 如何なる 仕事に でも、 自分の 自 

由 意志の 力で 興味と 意義と を發 見して 主 働 的 積極的に 進む 事 は 不可能ではありません、 こんな 事 

は 百 も 承知で しゃう が、 唯 此の 眞理が 自分の 手近な ところに ある ことに 氣 がっかない かも 知れな 

いと 思 ふから. S. 上げます。 此れ は 東 一 に 限った ことで なく 正 二で も 彌生雪 子で もみん な、 まだ 

「つとめる」 とい ふことの 愉快 を 知らない。 人の 爲に勞 苦 を 費す とい ふこと を 屈辱で あるかの 如 

く考 へる のです が、 さう 思 ふの が 寧ろ 自 屈であって、 一度び 此れが 主動的に なると 同じ ことが 

p,.i,le であり 自分 を 高く する 所以であります。 人の 爲に盡 してやる 事の 愉快 を休驗 しなければ な 

りません。 余りに sessh では 結局 自减の 外 はない。 此 うい ふこと は 現在 手近な ところで 修養し 

なければ、 他日 世に出た ときに 急に は 出来ない 事であります。 

雪 子の 我儘 を 咎めないで、 東 一 にば かり 說敎 する やうです が、 雪 子に は 叉 別の 機會に 話します- 
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今では 却って 其 時で ない と 思 はれます c, 一  鬼 も 角 も 東 一 は 將來寺 田の 家の 主長と して 三人の 弟妹 

の 相談 柱 ともなり 皆の 爲に 面倒 も 見て やり 皆の 爲を 計って やるべき 地位に あると 思 ひます、 さう 

いふ 自分の 地位 を自覺 すれば、 弟妹の 我儘に 對 しても、 もう 少しち がった 心 持で 對 する ことが 出 

來 はしない か、 假令 弟妹が どんなに 我儘 を 云っても、 どんなに 憎らしい 口 をき いても それ を 寛容 

な 心 持で 包容して、 そして 可愛がる 心 持を懷 けない もので あらう か C 溝 淵さん もい つか 云って 吾 

らおた が、 人 を 愛する 心がなくて は 人から 愛せられる こと は 六 かし い、 人 を 愛する ことが 出来な 

い 程 不幸な こと はない と 思 ひます。 何よりも 自分に 一 番近 いも，. の を 愛する ことが 出來 なくて は 本 

當の 意味での 人間愛 は 成立し ないで しゃう。 どうか 東 一 自身の 生涯の 幸 幅の 爲に妹 達 を 可愛がり、 

さう して 妹 達から 敬愛され る やうになる 事 を 祈ります。 

又 御 談義 になって しまいました、 ど うか 惡 しからす C 一 

何でも 註文が あったら 遠慮なく 御 申 越 願 ひます。 時々 手紙で も 葉書で も 消息 を賴 みます、 さや 

うなら 

八月 一 日朝 出が け  父より 

東 一 殿  - 

一 二 七 八 

八月 二日 土 午後 二 時 三時 t 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ高知 市 江 ノロ 高 知 高等 學校 物理 敎室德 崎 長 之 氏へ 

〔はがき〕 
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拜復 御手 紙と 論文 拜讀致 候、 論文 面白く 存候、 先達て 藤 原 君が たしか 黑 点と 地震 を 調べられ 

しゃう に 記憶 致 候 故、 鬼 も 角 も 一 度 藤 原 君に 見て 貰 ひ 都合 次第 氣象集 誌に でも 出して 貰 ふやう 致 

度と 存候、 左様 御 含 置 願 上 候、 なほく 御 研究 專 一と 存候 不盡 

八月 三日  . 

一 二 七 九 

八月 四日 月 ^後 三時： 四時 本 鄕厘駒 込 曙 町 二 四より 仙 薹市北 二番 丁 六べ 小 宫豐隆 氏へ 

御手 鋭 難有拜 見し ました、 高 橋君理 研で 仕事す るに は 今の 處 srag の 欠乏で 一寸 困難 故、 自宅 

で 出来る 仕事 を 一 っサジ H ストして おき ましたが 出来る かどうで すか。 少 生の 方へ も神戶 から 手 

紙 をよ こして くれ ましたつ 今出来なくても 他日 出来る 機會が あるか も 知れない と 思 ひます。 少生 

の 說に據 ると、 一. やり 度い 丁 こ 思って おくと、 それが 後日 五 年 十 年後に 一 やる， 一時に は、 もう 可也 

一 やった」 とィ クイ.. ヮ レントになる。 (隨分 マ、 ヅィ云 方 だが) C だから 若い うちに 思へ る だけい 

ろん な 「やいたい 一 を 思って 置く とい \、 とかう いふので す。 御高 見 如何 や。 但し、 此の テオ リ 

1 が 如何なる 種類の 事柄に 迄 適用され るか は 不明であります c」 少生も 思想 紀念 号へ 隨筆 「映画 

時代 一 を やりました、 書 足し/ \- したから 甚だ まづ くな つたが、 書 直す の も 面倒 だから 其 ま、 で 

出し て し まひました。 此原搞 を 届け に 行 つ た 序に 岩波 君に 會 つたら 丁度 林 君が 來合 はせ たの で、 

ィ キナリ 近頃の 「思想」 がつ まらない とい ふこと を 云ったら 大分 怒って 居る らしかった、. あとで 

氣の 毒に なった が、 しかし 一思 想」 がつ まらない 事 だけ は事實 だら うと 思 はれる。 散. -惡ロ を 云 圧 


つて 法螺 を 吹いて 居たら、 此れ も 丁度 來 合せた 茅 野 君が 一 今日 大分 あてられ さう だな」 と 云って 

笑って居た。 

宅の 前に 風呂屋が 建つ 事に なった。 本鄕區 長の 塩 川正藏 とい ふ 男が 自分の 住って 居た 屋敷へ 浴 

場 建設の 許可 を 運動して 獲得し 其利權 (噂に よると 七 千圓) をせ しめたと いふので、 近隣の 數軒 

でい ろく 相談した が、 疾に 許可が 下りて しまって 居る ので、 どうに も 仕樣がない C 其 相談 や 運 

動の 爲に 暑い 日 を 毎日 あちこち 引 廻され 大分 變 つた 経 驗 をした。 吾等の 市長 永 田 秀次郞 や 警視 絵 

監丸山 氏 を も 訪問し 一 つばし の 有志 家に なった の は 滑稽であります。 此の 甚不 都合なる 本 鄕區長 

は、 此の 自分の 地所 は 風呂屋に 借して、 自分 は 同し 曙 町の 他の 方面へ 邸宅 を 新築した (其 建築 屋 

が即 風呂屋の 建築 者で ある) さう して、 「風呂 は 公衆衛生の 爲 必要で ある」 と 云って 凉 しい 顏 をし 

て 居る。 甚だ 瘤に 觸 るが 如何と もしゃう がない。 浴場 建築 はもう 始まった。 出來 上ったら 風呂 不 

人 同盟 を やろうかと い ふ說 もあります。 僕 は 其 風呂屋 をう ちの 一 一階から 寫 生した 油 画 を 一 一 科會へ 

出して 画題 を ー區 長の 儲けた 風呂屋」 として やらう かと 考へ て 居る。 

今日から 七日 間 僕の 暑 休みであります。 信 州 旅行の パ ス だけ は 貰って あるが 矢 張 中. -ォッ クウ 

なので 多分 例年 の 通う ち で讀 書と 銀ブ ラ と 活動 位 です む 事と 思 ひます" 明 火曜の 晚 は 安倍 君 宅 へ 

呼ばれて 居る ので 其 後の コレクション でも 拜 見の つもりで あります。 

朝は理 化擧講 坐へ 出す 一， レ— リ ー 傅」 の 下調べ を少 しづ、 やって 居る。 此れと 一映 画 時代」 と 

で 子供 等の 海水浴 を かせぎ 出さう と いふので あります。 どうもお 耻し い 次第であります。 

御 自愛 專ー に 存じます" 草 M  ■ 
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八月 四日  寅  逢 

豐隆樣 玉 案下 

一 二八 0 


八月 八 B 金 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 千葉縣 安房 郡 千 倉 町 寺 田 東 一氏 他 御 一同へ 1. 封 倚な し j 

其 後 如何です か、 先日 東 一 さんからの 端 書で 彌 生さん 雪 子さん お かぜで 御 やすみの 由 承知し ま 

して、 どんな 工合 か 聞 度と 思 ひ、 電話 を かけやう と 思った が、 どうしても か、 らす、 そのうちに 

小宮 さんが 來 たり、 色々 取 紛れて 御無沙汰 しました。 風邪 はもうよ くな りました か、 叉 熱が あり 

ました か、 それ 共た にの 鼻 かぜ 位でした か 御知らせ 下さい" 驗溫 器がなければ 買って 計って 見て、 

少しで も 熱が あれば 早く 醫 者に 見せなければ いけません。 つまらん 風邪で も惡 化する 事が ありま 

すから 早く 用心す る ことが 阡 要であります。 傍に 居ない と樣 子が わからな いから 大變 心配し ます。 

どうか 此 手紙つ き 次第に 病氣の 経過 御知らせ 願 ひます。 もし 惡 いやう でしたら 電報で 知らして 下 

されば 私が すぐ 見に 行きます C 

私 は 五日から 理 研が 休みに なった が 色々 の 俗事に 追 はれて 一 向 休みら しくありません。 昨日 は 

小宮 君と 安部さん とで 和 泉 玉 川の 玉翠 園と い ふ處で 半日 相該 事が あって 行って 來 ました、 玉 川べ 

りで 一寸 景色 はい、 が、  < 不り凉 しくはなかった が 鮎ゃ鲤 や^の 料理 を 食って 來 ました」 二三 日 前 

に は 朝日 新聞社に 用が あって 行った 序に、 社內 の見學 をした の はよ かった が、 地下室の 階段が 油 

だらけに なって 居た ために、 すべ つ て 仰向けに 倒れ 白い 洋服の 背中から 腰 迄 眞黑な 油 だらけに な 
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りほう/ \ の 体で 歸 りました。 腰の 骨 を 打って いたくて まだ 直らない、 併し 大した 事 はない ので 

平氣で 歩いて 居る から 御 安神 下 ざい 

數日 前から 余所の 子猫が 一匹 (昔の たまによ く 似た、 但しめ す) が 迷 込んで 來て、 それが 大層 

人な つつ こくて 可愛 さうな ので 飼って やりたかった が、 どうも 此上 雌が 來ては 困る ので 二三 日 御 

馳走して やつてから、 土 居 邸の 邊へ 捨てに やりました。. 

今のところの 豫定 では 十一 一日に こちらから 八重 を出發 させます から、 同日 そちらの 都合の い \ 

時刻 (午前) に貞を 立た せて 下さる やうに 頓 みます。 正 二 も 其 前後 (未定) に 交代に やります か 

ら、 其 御 含みに 願 ひます。 

新聞で 見る と 今年 は 非常に 溺死 人の 數が 多い と ある 此れ は 畢竟 無鉄砲から 起る 自業自得が 多い 

と 田 心 ひます、 どうか 用、 い を 願 ひます、 

雪 子さん、 代数と 日記 を 御 忘れな く賴 みます。 裁縫の 張 物の 事 は 貞が歸 る 時に 詳しく 申 含めて 

下さ い。 

彌 生さん も 復習 を 毎日した 方が い \ でし やう。 又 日々 の 献立の 研究、 それから 炊事の 御 稽古 も 

い \ かと 思 ひます 

東 一 さん はゼ ント ルマン ですから、 刖に申 上げる 事な し、 貞 にもよ ろしく 

八月/日  父より， 

御 一同 樣 

二伸 時々 はがき を 御 忘れな く 願 ひます、 便りがない と 矢 張 不安です から 「無事」 の 二字 だ 
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けで もい、 から 時々 願 ひます 

一 二八 I 

八月 十一 IIB 水 午後 零時 ー 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 神 奈川縣 逗子町 新 宿 福島浩 氏へ 【はがき. 1 

御 はがき 難 有う。 「理 學界」 へ は、 もし 氣が 向いたら、 極 平易に 御 研究の 結果 を かいてお やり 

になった らい、 かと 思 ひます。 田舍に 居る 理科の 敎員 達で、 高い 器械と 廣大な 設備がなければ 研 

究は 出来ない やうに 思って 居る 人達に、 い、 啓蒙と 獎勵 になる かと 思 ひます。」 なに、 しても 健 

康が第 一 ですから 十分 のんきに 御 養生 願 ひます。 僕 も 大學在 學中丸 一 年 遊んで 養生した おかけで 

今日 迄 鬼 も 角 も 生 延びました。 一 波の 御觀 察で も 如何 や、 海岸へ よせる 波の 週期 を 毎日、 二三 度 

づ、^ つたら 面白いで しゃう。 高さ (或は 打 寄せる 距リ) も大休 分る とな ほい \ かと 思 ひます。 

八月 十三 日 

一 二八 二 

八月 十八 B 月 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 千 葉縣安 房 郡 千 倉 町 寺 田 東 一氏 他 御 一同へ 「封筒な し〕 

其 後 さっぱり 便りがない からどう かと 思って 居ました が 八重からの 手紙で 御 一 同 御 元 氣の由 承 

知 安神 致しました、 

小湊へ 御遊 覽の 由、 鲷の 浦の 鲷が此 頃 御馳走に 食傷して 余り 顏を 見せない と 新聞に ありました 

が 如何でした か， 一 東京 は 別に 變り もありません、 新聞で は ツェッペリンが 來 ると いふので 大騒ぎ は 


の toi つです が、 關係 のない 市民に は 別に 大した 事で もない やうであります。 私 は霞ケ 浦へ 行けば 

行かれる の だが 往復の 途中の 混雜 が大變 らしい から 失敬して、 もし 東京の 空へ でも 来たら 遙に敬 

意 を 表する ことにし やう かと 考へ て 居ます C 圓地 君が 乘 つて 居る ので 歸 つたら 會 つて 色々 面白い 

話 を 聞く ことが 出來る だら うと 樂 しみに して 居ります。 東京 日日 新聞の 記者と して 乘 つて 來 るの 

ださう です- 

宅 は 隨分靜 かであります。 此頃は 來客も 少ない ので 一 層 閑寂であります。 糸瓜 棚の 糸瓜と 夕！^ 

は 大分 蓬 を 延ばし 葉 を 茂らせた が 未だ 實は 出来ない C 中庭の サン ゴ にからんだ 烏瓜の 焖の やうな 

f 匕 二 夕方に なると 娥 がいくつ となく 飛んで 來て 忙し さう に 密を吸 ふ、 さう すると 私 も 冷 藏窜の 氷 

をガチ くと 欠いで は 氷水 を こしら へて 飲む のであります。 さう して 籐椅子に 寢てさ を 眺める、 

夕立が 來 ると 應接間 へ はいって で讀書 をし ます。 晝は 大抵 理研 へ 行つ て 助手 を 相手に して 實驗を 

やります 

時々 は 鄉更り を 願 ひます、 御金 はま だあります かなくなる 少し 前に 御 しらせ 願 ひます 草" - 

八月 十八 日朝  父より 

御 一同 樣 

八重に もよ ろしく、  の 人々 へ も 宜敷願 ひます 

一二 八 三 

八月 二十 IB 木 午後 零時 ：- 四時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 高 知 市 江 ノロ 高 知 高等 學校物 
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理敎室 篠崎長 之 氏 へ 

御手 紙 拜見致 候、 先日の 論文 は 前週 金曜の 氣 象學會 にて 誰れ か、 代讀 し、 集 誌へ 捭載 さる、 事 

となりし 由、 藤 原 君が 何 か 添書して くれる 事と 存候 

土 佐 地形 御 研究の 由に て 喜ばしく 存 候、. 問題 は 無限に ある 事と 存候、 少生も 時. -っ 、き 居候。 

河流の 問題 も 可成 面白く と存候 此れに は 多 田 文 男 君の 色. -の 研究が 御參考 となる 事と 存候。 

中國の Curvatim 一  の 事 は 多分 御說の やうな 事 かと 存候。 少生 以前に、 此の arc の 曲率の 相違 

により、 太平洋 岸と 日本海 岸の 地質の 相違 をァ イソ スタシ ー の 見地より 說明 せんと 試みし 事 あり 

(學 士院 記事 第 四卷、 第五 号、 頁 一 一 一 八： 丄  一二 一 ) 其 內に別 刷 御 達り 可 申 上と 存候。 15^^角も右 

の 御考を te!..t すべき Material  Kvid21ccs を集輯 する 事が 肝要と 存 候。 

右 不取敢 御 返事 迄 草え 申述候 不盡 

八月 一 一十 日  .  寺 田寅彥 

篠崎君 玉 案下 

一 二八 四 

八月 二十 三日 土 午後 一時— 土 時 本鄕 -Jil 駒 r,<| ^町 二  EI より 山梨縣 南都 留郡 船津村 一四 七 井出 方 寺 W 正 二 

氏へ 〔はが き .一 

御 端書拜 見、 御 無事の 由に て 安神 致 候 

東京 は 御 出 發以來 中え 蒸 暑く 夜な ど寢 苦しき 位に て、 丁度よ い 時に 行って 避暑の 効能が ある 事 は 


と 相 喜 居候 

なほく 御 自愛 風邪 引かぬ やう 御用 心專 一 と存候 

右 御 返事 迄 草. - 

八月 廿 三日 

一 二八 五 

八月 二十 七 3 水 午後 七 時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 江 ノロ 高 知 高等 學校 物理 敎室紘 崎 長 之 

氏へ 

拜復、 火山の 形 狀に關 する 御考拜 見、 結果の 上より 考 へて 一 面の 眞理 ある 事と 思 はれ 候。 もう 

少し 具体的に 追究して 御覽 になる こと を 希望 致 候。 要点 は 

dq  n  I  hadx 

なる 堆積が 如何なる 機巧に よって 起る かの 点に ある 事と 存候。 此 点をヂ ス カツ ス する 爲には 種々 

の altel-ilativc  assumption が 可能に て、 其 等の 中に て 最も ブラ ウジ ブルな もの を 選む 事 も出來 

るかと 存 候。 

火口から 一 定の 初速に て 凡ての 方面に projectiles を拋出 するとい ふ考 へ. から 堆積の 形 狀を論 

じたの はあった やうな 氣が 致し 候 (或は 小 野 澄 之 助 君？) しかし、 多くの 火山 は 寧ろ 高度の 粘性 

ある 液体の 流出と 其 冷却に よると 考 へる 方が 實 際に 近き 故 貴兄の たなる 係 數には 傳導度 (內、 

外) や 比熱 やさう いふ 性質の ものが 關 係す るかと 想像され る 次第に 御 坐 候。 板 面の 穴から 封螺か 
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アスファルトの ドロ/ \ になった の を徐々 に 吹き出させ、 一旦 冷却した 上へ、 又 流 

出させ、 and  so  on と實驗 して、 其 時の 狀况 をよ く觀 察し、 其の 觀察を 基礎と した、 

假 定から J 。- の 方 則 を 誘導 すれば、 餘程 acceptable になり はしない かと 思 はれ 候。 

尤も 此實 驗と實 際と では シ. ミリ チ ュ ー ドの關 係 不明 故す ぐに 量的の 比較 は 出来ない 

が， 現象の 特性 を觀 察する 一助と はなる 事と 存候」 んを 少し ヴ二 リ H ブルと すれば、 

任意に 實 際の 形に 接近させる 事 も 可能、 それでた の pliysical  J15l,uillg- を 追究す る 

事が 一 層 興味 ある 事と 思 はれ 候 

右 不取敢 御 返事 迄 草. - 

八月 廿 七日  寺 田寅彥 

篠崎君 玉 案下 

一二 八 六 

九月 五 B 金 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライ。 フチヒ 、ラムべ 街 九 ヮグナ ー 方 藤 岡 由 夫 氏へ 〔封筒な し 1 

ミュ ン へ ン よりの 御 便り 難有拜 見、 會 遊の 日 を 思 出しました。 山里に ある 十字架像 や 聖母の 小 

祠 が- 日本の 地藏ゃ 馬頭 觀昔を 想 出させたり したので した。 ビ ー ルの 給仕 女が H ブロンに 鍵 を 一 

たば ぶらさげた 姿 も 想 出します。 ド イチ H ス、 ムゼ ゥムを ：-91.0 頃に 見た 時、 日本に 此の 何分の 

一 の もので も あらば と 僕が 思った。 .19: さ に 君が 同じ 事 を 思っても 日本に は 未だ 出来て 居ない。 

上野の も 政府の 節約で いつ 出來 るか。 出来た ところで 果して どんな ものが 出來 るか 心細い。 
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君が バ イェルン の 雉子の 羽の つ いた 帽子 を 買ったら しい ァ 1 ヌ ングを もつ、 似合 ふだら うと 田. - 

ひます。 一つ あれ を かぶって 寫眞を とっておき 玉へ。」 パッション 劇 を 御覽の 由、 此れ は 一寸 羨 

しいた しかに、 留學 中あった の だが、 あの 頃 はま だ 正直だった ので、 わざ/ \ 見に 行く 勇氣 がな 

かった。 此れ は 十 歳 一遇の い k もの を 御覽 でした。 

少生 今年の 夏 は 一 度 子供 を つれて 逗 子へ 行き 養 神亭の 汚い 一 窒で、 一 日 ドイルの 探偵小説 をよ 

ん だのと、 日が へりで 利极 川上 流の 谷川 溫 泉へ 行き、 湯に は 人ら すに 溪 流で .汗 を ふいて、 魔法 罐 

の アイス カフ H  —をのみ 一 一^ 五 厘の フ ル ー ツバ ンを かじった のと。 此れ も 日が へりで 軽 井澤へ 行 

きゴ ル フリン クを 見物した 位でした。 軽 井澤 は、 复目家 對大倉 書店の 訴訟事件で 岩波 小宮兩 君が 

弁護士 鳩 山 秀夫氏 を 尋ねる のに 隨 行した ので 高嶺 君に は失禮 して 歸り、 あとで 話して 一寸 面白 か 

つた。 高嶺 君 は 一寸 歸 京し、 叉 軽 井澤へ 行き 十日 過 迄 居る 害。」 もう 一度 榛 名山の 崖崩れ 見物 を 

名と して 伊 <^ 保へ 行く つもり、 で 出かけ 停車場の 改札口で、 スリに 財布 を とられ、 それ 切り 中止 

になった 事件 もあります。』 夕食後 人 浴後よ く 神 田 や 上野へ 行って、 日活 館へ は ひり ナンセンス 

邦画 を 研究し ました o」 此ー 一三 日 はよ く 遊んだ。 一 一日 は 朝から 東京 會 館の 五 階の 一 窒を 借りて 夜 

迄 連句 會。 九月 三日 は 朝から ニ科會 と美 術院 見物、 二三 人と 精 養 軒で 晝 めし をく つて 三時 過 迄 話 

しこんで、 歸 らうと すると、 叉 別の 三人が やって 來て、 とうく 五 時 迄 話しつ f け (藤棚の 下で) 

此の 二日 間の ブム メル ライゼに は、 少しく たびれ た。 昨 四日 は ひどい 殘 暑で 頭が ふらく して 何 

も 出来なかった。 今 五日 夜 は 又 安 佶 能 成 君の 宅へ 呼ばれて 落 合 村 迄 行かなければ ならない。 「社 

交」 に irl 殺された 形です が、 此れで 少し は 頭の 轉換に はなった かも 知れません。 朝は少 しづ、 出 
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力け に原槁 かき、 此れ は 岩波の 理 化學講 坐の 附錄に 「レ— リ ー 傳」 を かく 約束して たの を 果た 

す爲 であります。 

グロ トリ アン を やっとの 思 ひで 鬼 も 角 も ー讀、 バ ンドの 事はメ ッケの 本と pi,y„..  f , せ錄の 

ムリ ケンの 紹介 も讀ん だが、 一寸 讀んだ 位で は 中よ 頭に しみす。 そのうち、 フン ドの 論文 を 台め 

力ら 見たい と 思って いるが、 まだ 手が 出ない。 君が 歸 るまでに は 質問の 出来る 位に なりたい と 田し 

ふが そのうちに 又 別の 方へ 氣が變 るか も 知れません。 唯バ ンドの 研究の 面白い もの だとい ふこ 

とだけ は 少し 分かった 氣 がします。 

ロカ ありがたう。 六 かしくて 分り さう もない が 勉強の ために 拜 見したい と 思 ひます 

御 健康 第一と して 御 研究 を 祈ります 草よ 

九月 五日  寅 

藤 岡 君 玉 机下 

二 仲 御 留守 にも 御 健祥 の 由 御 安神 願 上 候 

一 二八 七 

九月 七 曰 B 上 一 便 (驛間 不明) 東海道線 平 驛ょリ 牛 込 K 余 丁 町 四！ 松 根 豐次郎 氏へ 〔絵 まがき〕 

L*e に」 

南秦 野の 丘 ■ 陵 にて 

養 麥岡穗 丸い 山 越す 秋の 風  ， 
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一二 八 八 

L 月 十一 B 木 本 郎威駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 安東 柳 小路 伏 ra^ 方 寺 m 正 二 氏へ 〔封筒た し〕 

御手 紙拜 見、 i 小爲 S ります、 後半期 小 使の 外に 本代 五 R、 下宿料 も？ が 使 ひ 込んで は 

ぃナ ませし！ もし 右に て不： た するならば 更に 御中 越し を 願 ひます  - 

ラテン 科 外 裏 至極|、 叉獨 作文 I 授も 非常 i 構と 思 ふが、 それだけ 負權 增乂 ほが 折 

れる If  f の 上に した 方が よい かと 思 ひ享。 是非 一度 醫者 によく 見て 貰って 

惡 いやうなら、 なるべく 余分の 骨折 は當分 やめ、 養生に 集注した 方が い、 かと 思 ひます。 そ-: 力 

II 會の やうな もの-可 なり 心身 を勞 する から (息 見 的に はさう 感じないで ほ f^":!") 

肺尖の やうな 病 氣には 塞 奮なる。 それでもし 熱で も ある や" ならに ほ" ほ" まれ. れ； 

きひます。 なるべく 刺戟 を 少なく して 心身の 平 靜を 保つ が 肝要 まひ 享 すつ 力り S? 匿 

めて、 でらない と. f する にも f やうに 出来ない から。 今の 內に 早く ちゃんと 直して しず 

事が 大切、 裏 以上 惡く なって は、 もうどう にも 仕樣が ありません、 鬼 も 角 も 診 up よ 

叉羅した方がょければ是非さぅする方が^く、  I 藥 f ど は si ります 

右 要 事 迄、 樂譜は 送らせます 


九月 十一 日  J 


正 
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一 二八 九 

九月 十 11 一日 土 午前 十 時. ——十一 時 本 鄕區 駒 込 曙 町 二 四よ リ莳 下落 合 町 下 _5 ^合 I 六 五！.. - 安倍 能 成 氏、 

御手 紙 難 有 拜見致 候 先日 は 再度 御 邪魔 御馳走に 預かり 拜謝致 候、 十五 日頃 御出發 との 事に て實 

は 今夜 あたり 銀 坐 アル プ ス御案 內可申 上と 存 居候 處 御手 紙に より 明日 は 早 や 御 出立との 事、 際 

甚だ 货 重なる 時間 を 掠奪す る ことの クル ェ ルティ を朧氣 ながら 認識し 得る やうな 氣が 致し 候 故、 

仰の 通此 度は淚 をのんで 割愛、 歳末 御歸京 迄に はな ほ 充分に 實地踏 杏、 縱走橫 走の 地理 を 極め 置 

度 ものと 存候、 其 手始めと いふ 譯 でもない が、 昨日 は 地震 研究所の 若者 二人と 相 州 南秦野 山中に 

遠足、 關東震災當時山崩れの爲生ぜし！^湖見分、 周 園の 地形 地質の 踏査、 寫眞 をと つたり、 測 

をしたり 近來 になき 勞働を 致し、. 草 臥け ながら も 少し 若返りし 心地 致 候。 歸 りの 電車に 乘 つて か 

ら、 おの 雷雨で 停電 停車 數回新 宿へ 着いて から 驛樓 上で 冷たい ビ— ルを 吞んだ  一 口のう まさ は甚 

だ 深 酷に 感ぜ，， られ 候。 たった 一日で 勞 働の 神聖 を休驗 したやう に 思ったり、 急に プロレタリア 

人黨 したやうた 氣 になったり 致 候へ 共、 プチブル 的 御馳走に 滿腹後 はもう 一 寸も 動く がいや な 

り、 m: タク を 飛ばして 歸宅、 入浴、 氷水 を ガブく のんで 寢 込み 候、 今日は だるくて 閉口.. や は 

りダ メ に 有 之 候 

右 御 返事 旁 御 報 迄 草 M 

九月 十三 日  •  寅 彥 

能 成樣玉 案下 
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令夫人 御 令息に も 宜敷願 上 候 

御 令. &理學 科 御 志望の 由に て、 少生 等に とりて は 甚だ 喜ばしく 被存候 何カ少 生の 力に て 街 

e 又 C 立 つ 事 あらば 喜ん で 盡カ致 度と 存 居候、 尤も 高等 學校 三年 の 在學中 に は 若き 人の 思想 傾 P 

等に も 多少の 變化を 生す る 事 も あり 殊に 高等 學 校で 師事す る 先生の 影響 ある 事 は 大兄 も 御経驗 

の 事と 存 侯、」 理硏へ でも 一度び 遊に 御 出に なり 候 はに 何かと 御 話 致し 叉 若い 科學者 等の 研穸 

生活の 膂 見で もな され 候 は f 御參考 になる 事 も あらん かと 存候。 

叉 -Nature" の 如き 雜誌を 取って おやりになる の も、 い 、刺戟と なる かと 存候。 少 生此雜 

誌 一 八 九九 年 二 咼等學 校 時代) より 一 九 三 〇 の 今日 迄と りつに け 居候 再拜 

一 二 九 0 

九月 十六 曰 火 午後 九 時 1 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 静岡 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 田 正 二 氏へ 〔はが 

き J 

其 後 御 健康 如何 や、 扠て 小川 琢治編 「日本 地 圖帖」 もし そちらへ 御 持ちに なり 居らす や もし さ 

うならば 至急 御 達り 願 上 候、」 又 若し 當方 にあり 所在 御存じな らば 御 一 報 願 上 候」 醫 S の 診断 W 

如何 や 此れ も 御 一 報 被 下 度 願 上 候 

右 要 事の み 草 . 

九月 十六 日  i 
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一 二 九 一 

九月 二十 二日 月 午後 零時； 丄時 本 It 區 駒ヮ； J 曙 町 二 四より 静岡 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 E 正 二 氏へ 〔は 

がき〕  - 

拜啓 先日 御 問合せ 致 候 「地圖 一 の 件 未だ 御 返事 無 之 如何 やと 存候、 至急 御 返事 被 下 度 願 上 候 

右 耍件迄  . 

九月 一 一十一 一日 

一二 九 二 

九月 二十 三 B 火 午後 三時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ高知 市 江 ノロ 高 知 高等 學校 物理 敎室 徒： &長之 

氏へ 

ゾ 拜復 御手 紙と 論文 拜見致 候、 早く 御 返事 差 出す 害の 處、 少し 病氣で 休養して 居 

たので 遲延失 禮致候 ， 

^  「震源地 分布」 に關 すろ 御說 はもう 少し 深く 御 追究 を 願 度 やうに 存候。 図の AB 

'^w.  D 等の いづれ の 点が 歪が 多き かとい ふこと は 8 嶋 弧に はたらく 外力の 作用の タイプ 

^  により 色々 に考 へらる \ 余地 あり。 叉 地 殼の搆 造 (例へば Sial  Sima の 厚薄 關係) 

により 生す る 境界 條件 にもより 0 又 地震 を發 する 源が 外殼の 如何なる 部分に 當 るかに もより。 又 

震源と なる 破 壌が tension による か shetu- による か 等の 考へ 方に よっても 色々 の 事が 云 はれる と 
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存 候- 近頃 長 岡 先生 も 色え 此 等の 点に つき 假說 を考へ て 居られる やうです が考 方が 色々 あり 過ぎ 

るので 困って 居られる らしく 見え 候。 次に 歪の 早く 大きなる 處は 地震の 蓄積 ヱ 子ルギ ー か 小さい 

とい ふこと も それ 程 簡單に は 云 はれぬ やうに 思 はれ 候。 何と なれば ェ 子 ルギ— の 主なる 源 は必し . 

も 表面に 近い csbt  (普通の 方法で 出す ol-is.in の 深さの) であると は 限らす もっとす つと 深い 處 

(例へ は 深層 地震の 源に 相當 する やうな 數百籽 の處) にある かも 知れす (長 岡 先生 最近の 說、 叉 

前に ォ ー ル ダム も此說 であった と 思 ふ) と 思 はれ 候。 次に 御 示しの 図の 震源の 位置 は實は あれ 程 

正確に 分って 居る ので はなく、 極めて 漠然たる もので、 いづれ にしても 図 (あの 位の スケ ー ルの 

図) で 点と して 表 はすに は 余りに 大きい ものと 考 へられ、 しかも 其範 圍を定 むべき (lata- がない 

有様 故、 此図は 一 寸 一 般の 承認 を 得難い 事と 考 へられ 候。」 然り 御說の やうな 事 も 充分 可能で あ 

ります から、 なほ 引 繽き御 考察 を 希望 致 度と 存候。 兎も角も、 もう 少し 上記の 諸 点に つき 深 人り 

して 御 考を願 度と 存候。 參考 文献 等の 便な く 御難 義の 事と 存 候へ 共、 此れ は それ 程 心配す る 必要 

なく、 唯 段よ に 確な 動かせない 處へ突 込んで 行き さ へ すれば 必す何 か 新し いものに ぶっかる 事と 

さ 曰 じ 居候。  . 

断層 線が 畧 等距離に 出来る 事 は事實 にて、 此れ は實驗 でも 似た ものが 出來 るが、 實 際の 断層と 

實驗の 場合と 同 一 構造 だか どうか は 不明に 御 坐 候。 金 相畢の 方で 單 結晶の 歪に より 生す る 滑 動 面 

の 間隔 も 矢 張 同じ やうに 畧等距 りになる。 此 等の 理由 や、 又 何が 此の 間隔の 大きさ をき める か は 

全然 未知であります" 可成 面白い が 六 かし い 問題であります。 

土 佐 日記の 大湊 はいろ. （-の 論が ある やうです が、 結局 は單 なる 文献の みならす、 何 か ボシテ 
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イヴな 物的 證據が 見付かる 迄 は决定 困難と 思 はれ 候。 御 說の池 地方 は 少生も かなり 本當 らしく 田え 

ふので、 御 暇な時に は 時々 實地御 踏査、 地形 學的其 他物 的の 證據を 御搜査 如何 やと 存じます" 池 

の 汀線の 模様 や 其 沈積 物 や 其 他 詳しく 觀察を 重ねたら 何 かしら 獲物が ありさう に 思 はれ 候。 從來 

の 國學者 や 鄕土學 者の 研究 は 矢 張 かう いふ 科學的 資料の 欠乏に 弱点が あるかと 思 はれ 候" 

久万 川の アンチ シ デントで あると いふ 御說の やうで、 其 意味が よく 分りません が、 兎も角も 久 

万 川 は國分 川と 同一 の縱 谷に 出來 たもので あらう と 思 はれます。 しかし 此縱 谷の 雨 端の 始末が 分 

らな いので、 鏡 川の 横ハ 介に 奪 はれた とも 考 へられる し、 又 高 知の 灣 軸に 相當 する アンチ シ デント 

のコ シセク H ン ト NS 谷に < ^口 する サブ セク ェント の 小川と も 田. - はれる し、 一 寸少 生に はよ く 分り 

かねます。 

尤も 類似の 關係は 土 佐の 河系 全部に 亘 りて 見られる から、 他の 川に つ いても 廣く 御考へ になる 

方が 面白い かと 存候. - 

右 乍 遲延御 返事 迄、 なほく 御 研究 專 一と 存候 

九月 二十 三日  ゃ田拜 

篠崎樣 

御 草槁は 後日 の 参考に 御 預致置 度と 存候 

一二 九 三 

九月 二十 八 曰 日 本鄉ぼ 駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライプチヒ 、ラムべ 街 九 ヮゲナ ー 方 藤 岡由央 氏へ L 封筒な 


167 


し 寺 田 ふん 氏. の 書面 同封 (， ^略)〕 

ブタペスト rx 一一  發の 御手 紙 拜受、 今度の 御旅 行 はいかに も 愉快 さう で嗜 しさう で 御手 紙 をよ 

んで 居ても うれしくなる やうであります。 昔の 旅 を 思 出した が少 生はゥ ィ ー ン から ヴ H 一一  ス へそ 

れ から フロレンス、 。—マ、 ナポリと 巡って 行った のでした つ 尤も 時候 は 冬でした。 實際 何處を 

旅しても ベルリン へ歸 ると 妙に 詫し くなる のだった。 ゲ チン ゲン へ 行って 落葉の 散りし く 古い デ 

コ ボ コ の 舗道 を 歩いた ときに 始めて 人間の 世界へ 歸 つた 心 持が した 事 を 思 出します。 

此間小 田 原 急行で 秦 野へ 行き、 192; ん の 地震に 山崩れで 出来た 小 湖 (實は 池) を 見に 行き 寫眞を 

とって 歸 つた。 宅 製の サンドイッチと 魔法 ビ ン の コ ー ヒ— を 持って行って 池畔で 食った 晝 飯が 犬 

層う まかった。 それから 次に は宫部 君と 地質の 津屋 弘逵君 (震 研の) を 誘って 再調査に 行き、 僕 

と 宫部君 一 一人で 測量の 眞似事 を やった。 プ リズ マチック コンパ スと 小形 寫眞 機と だけで 變態 測量 

術 を 運用して 面白かった。 面白い ので 少し やり 過た と 見えて 少しく たびれ あとで、 又 一度 胃痛 を 

やった し 「年寄の 冷水 一 でし やう。 此頃 はよ くな つて 3rd  Expedition を 目論で 居ます。 目的 は 

此 小さな 山崩れ を 種に して 一 つの 大きな 法 蝶 を 吹きたい からであります C, 一  此間は 早 川 雪 洲と水 

谷 八重 子の 芝居 を 見た。 映画 役者ら しいうまい シ— ンを 見せ、 しかも シ— ンとシ —ン のつな ぎが 

うまく こなせない 處 がなる 程と 思 はせ るの だった。 それから、 しばらくして 妻と 二人で 松 根 東洋 

城のう ちの 葉 鷄頭を 見に 行って 聞く と 八重 子の 家が すぐ 近く だとい ふので、 歸 りに 三人で 其 家の 

前 を 通り 路次を 出る と 電車 通の C へ 自動車が 來た。 松 根が、 あれ は 帝劇から 八重 子 を 迎の車 だと 

いふ。 近くの 停留所 迄 歩いて 振 返って 見たら、 もう 行って しまった。 それから 妻と 新 宿 中 村 星で 
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御茶 をのんで 歸 りました。 一 一昨日の 金曜に は 航空 (此れ は 夏 休に 駒 場へ 移った) へ 行った.. 其 

晚高嶺 君と 帝劇で ジ ムバ リストの バ ィ オリ ンを 聞く 約束だった ので、 四時の 退廳 (航 さは 官廳 

式) から 七 時 迄 如何に 時間 を 空費すべき か を 苦心した。 中 村屋で チベットの 御 経 を 睨めても 中 M 

時間が 立たない" それから 松竹舘 (坐で ない 方) の 前へ 行って 見る と 「靑 春の 血 は 躍る」 とい ふ 

のが 上映 中、 老人の 營養 にい、 だら うと 思って はいった が、 畢生で 滿員、 人口の： si,- へ 立って 居る 

人 i のま だ 其 後から のぞき 見 をした、 水： 冰 選手の モダ— ン a マンスでした。 やっと 五 時半に なつ 

たから 円 太郞で 丸の 內迄、 それから 竹 葉で 夕飯 をして、 やっと 七 時の 三十 分 前に 帝劇 着。 怠ける 

の も 中 i 苦心 を 要する ものと 感心した ヒ 高嶺 君 は出發 延期の 由、 令夫人 も 少し 御 病氣、 御自身 

齒を いためられ たので 其爲の 事と 思 はれます J 今日 葵舘で チヤ プリン のサ— カス 見學其 rs: に、 

チ ャプ リンと キ ー トンと n イドの 比 解剖の 結果 を 纏めたい と 思って 居ます"」 此れで は 丸で 年 

中 遊んで ばかり 居る やうで 体面に 關 すると い ふ氣 がする， - 仕事の 方 も ポッ， /\ はやって 居ます か 

ら不惡 御 諒察 を 願 ひます つ 昨今 は亞 硝酸 ガ ス の 中の lon.u-  sra:k の スペクトル をと つ て 見て 居 ま 

す 一 どうか 健康 第一 に 御 勉强を 願 ひます。 元氣に 愉快に 急がす に 御 進展 專ー であります 

九月 廿 八日  寅  翁 

藤 岡 公子 玉 案下 

「第 一 葉 右餘白 ニー 

妻が 何 か 書いた やうで 同封 致します 
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一 一一 九 四 

十月 六 S  L?l 本鄕 -sil 駒 込 曙 町：； 四 より 靜岡 市外 安東 柳 小路 伏 兑方寺 £ 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

本 R 小爲替 送ります、 

健康の 方 は 如何 ゃ醫 者に 見て 貰った か、 結果 は 如何 かと 此方で は 心配して 居る のに 何邊 聞いて 

やっても 一 向 手 答へ がない。 此前は 金がないから 診て 貰へ ない とい ふから すぐに 送って やった が 

金 を 受取った 返事 もなければ 勿論 病 氣の事 は 何の 通知 もない。 又 地 圖の事 を 聞いて やっても 一 一度 

聞いても 中 t 返事 はよ こさす。 そして そちらの 要求の ある 時 だけ 手：^ をよ こす。 さう して こちら 

で 一 番氣 になって 居る 健缺 診断の 結果な どはいつ 迄 立っても 何共 音沙汰がない。 此れ は 余り ひど 

い 我儘 だと 思 ふから 御注意 迄に 苦 言 を呈 します。 少し 反省して 見る 事 を 望みます C 

父 よ り 

正 二 殿 

一 二 九 五 

十月 九 曰 木 午後 零時. 一時 本鄉" M 駒 込^ 町 二 ii よ リ仙臺 市 北 二番 丁」 ひへ 小 宮穀隆 氏へ 

其 後 は 御無沙汰 致しました、 大分い、 時候に なり ましたが 御變 りはありません か、 少生 も不相 

變大し た 故障 もな く單 調なる 生 活を續 け て 居ます か ら御 安心 を 願 ひ ます 、 活動 は少 し 下火と なり 

殊に 邦樂 坐の ト— キ ー は 御無沙汰、 此間 溜池の 葵 館で チヤ プリン のサ ー 力 スを 始めて 見た が 此れ 
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も 中 M 面白い 處 があります： キ ー トンと。 イドと 三人の もの を 並べ て 見た ので 色 i 比較が 出來て 

面白かったら 其 外に はシ 千 マパ レ ス で ーゥォ ルガ. 一 とい ふの を 見、 叉ャ 二 ングス の 「父の 罪」 と 

いふの を 見た。 次週に は プドフキンの 一 ツル クシ ブー が 上映され る さう だから 此れ は 是非 一見し 

やうと 田 ：3 つ て罟 ます C 

此頃 意外に 色  金の 出る 事が あって、 一 方で は 今年の 末期の 收 人が 著しく 减少 する ことにな つ 

て 居る ので、 もし 御 都合が つけば いっかの 御用 立て の 分 を 一 部で も 御返し 願 はれ 卜 は 好都合と 存 

じます、 別に さう 至急と いふ 譯で はありません が 御 都合が つけば 宜しく 御 願 ひ 致します：， 一 續冬 

彥集 でも 出せる とい、 の だが、 未だ 少し 分量が 足りない やう だし、 それに 岩波が 緊縮 政策 だから 

一寸 六 かし さう であります： 一地 球 物理 學 一 の 方 は 中  手が か、 るので 仕事に 追 はれて 居て は 一 

寸 手が つかない" 

ー鄕 土」 とい ふ雜 誌が 刀 江 書院から 出る ことにな つて 居る。 此れの 二号に 東洋 方面の 火山の 名 

前に 共通な もの 、多い 事實を 書く 約束 をした。 いっかの 言語と 統計の 論の つ きの やうな もので 

す がう まく 書け るか どうかよ く 分らない (一 出来たら 御 笑 覽を願 度と 存じます。 又 言語 學 者に 怒ら 

れる 事と 覺 悟して 居ります。 

右 迄 草. - 余事 後便に 讓り ます 

十月 八日 夜  寅  彥 

豐隆樣 玉 案下 
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I  二 九 六 

十月 十三 日 月 午前 十 時， I 十一 時 本鄉" R 駒 込 曙 町 二 四より 仙 薹市北 二番 丁」 ひへ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙と 爲替 確に 受取りました" 催促た <ん かしない つもりだった のが 少し 番狂 ひの 爲失禮 しま 

した、 早速 御 55 おり 難 有う 御 坐い ました。 

今日 午後 ソヴ HI ト 映画の 一 ツル クシ ブ 一 を 見に 行った： 冒頭の タイトル など 全部 ロシア語で 

一寸 異彩が ある。 プドフキン かと 思ったら さう ではなくて トゥリンと いふ 人であった： 所謂 モン 

タ— ジ ュ のうまい 處も中 i ある やう だが 少 生に は 矢張亞 細亞內 地の 自然 や 民族の 事實が 面白 かつ 

た。 キル ギスの テント や 何 か 見て 居たら ひどく あはれ を 催した。 それから、 あの 中央 亞細 亞の黉 

大な 土地が 次第に 開拓され て 無限の 富が 掘 出される やうに なったら 日本の やうな ちつ ぼけな 國は 

一 体 どうなる だら うとい ふ 不安の 念 も 動く ので ありました。 さう いふ 感じ を 起させる の は 矢 張 映 

出の 手際に もよ る。 つまり 鉄道が 次第に 荒野 を 征服して 行く 狀况を 巧な ァクセ レ ラ ンド. I のテ ン 

ボで 出して 居る からだと 思 ひます。  . 

東 和 商事と かいふ 會 社の 映画 部で Ufa の 新輸尺 映画 を 少数の 人に 見せる とい ふので- 其の 世 

話 やきの 人が 板 垣 氏からの 注意が あった からと 云って 僕に 案 內狀を くれた： 成程 板 垣 氏の 氣に人 

りさうな 器械 美澤 山の 映画で あつたが 一 寸 面白かった。 Blastins-  Excavator とい ふ英譯 の 題目 

で r 自然の 破壤」 とい ふ 名に なって 居る。 美しい 貴族の 莊園 や、 古雅な 風車小屋 などが、 器械 文 

明に 征服され て 亡びて 行く とい ふので 筋 はつ まらぬ が、 映画 的に 面白い シ ー ンは澤 山 ある やう だ 
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つた" 又 次の 時に も 知らせて くれる との 事であった。 一思 想」 の 拙 論が 板 垣 氏のお 目に とまった 

さう で 此の 恩典に 浴した 譯 でありました C 

右 御 返事 迄 草 M 

十月 十三 日 〔封筒に は 「十月 十三 日投」 と あり〕  寅  彥 

豐隆樣 玉 案下  - 

I  二 九 七 

十月 十三 B 月 午後 零時. - 一 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 札幌市 北海道 帝國大 學理學 部^ 理學敎 室 中 谷 宇 

吉郞氏 へ 

1 上略 一 

いろ/ \ 御 仕事が 出来る さう で 喜ばしく 存じます。 少生は 本 月の 理 研の 講演 會に 出す 石油 製造 

論を考 へて 居る ところで あります。」 中央 研究所 案 は 大變に 愉快な 案であります。 出来るなら 三 

年と 限らない^ 手放 題と するとな ほい \ が、 それで は 行政 上 困る かも 知れません C 

少生 今でも 抑 i 活動 見學、 昨日 は ソヴィ ヱ ト 映画 Turksib と いふの を 研究の 爲武 藏野舘 へ 出 

張 を 命ぜられ たが 中 M 獲物が あった。 實際 ロシア 人 は將來 恐るべき 人種であります。 科擧の 方で 

も將來 傑出す るか も 知れない, 一 一. 火山の 名稱ニ に關 する 珍 論文 を 新刊 雜誌 ー鄕 土」 に寄槁 する 

爲に 昨今 地名 辞書 や 言 泉な ど を 調べたり して 居ます C 又 万葉集から も 色. -のヒ ン トを 得る 爲 電車 

の 中で は 岩波 文 車の 「万葉集」 に赤紛 筆で しるし をつ ける 仕事 を やって 居ます C 
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岩波 理化 學講 坐へ 「レ ー リ— 卿 一 の傳を 蚩 曰きました" 出たら 御 批評 願 度と 存じます パー スパ— 

ク の 最後の パ —トも 今年 中位に は 書 上げて 義務 を 果たし 度と 存じます。 あと は ゆるく スぺ クト 

ルに 引っかけて や る^り、 此れに は 少し バ ンド擧 の 人 門 を かじる 必要 あり 六十の 手 習であります „ 

併し 少し かじって 見る と 矢 張 中え 面白い ものであります G 

此れから ハ cy> 、分子 物理 化擧と 云った ものが 盛大に なると 思 ひます) Rideal:  An  Jlltmdllc.tiou 

to  Surface  Chemistry とい ふ 本、 此方で は大變 有益で 面白い から 是非 御 一 讀を願 ひます。 君が 

文献 集に かいた あれの 延長が 何處迄 進んで 居る か を 見る にい k。  H レクト レットの 研究者 も X 

l.ay の 研究者 も、 スパ ー ク、 リヒ テン ベルグの 研究者 も 必須の 知識であります。 此本 一冊 見れ は 

研究の 種 は 山程 ある。 此れ は內 証で ソ ット 御知らせ する 

^御 返事 迄 御 自愛 專 一 に 存じます 

十月 十三 日  黄 彥 

中ハ八 n 君 玉 案下 

一 二 九 八 

十月 十五 日 水 や 後 零 i-l 丄時 本鄉 駒久」 曙 町 二 II より 卜 入 新 井町 新 井 宿 追 漱原竹 内方 鳥 田 忠夫 氏へ 

謹啓 其 後 岩波よりの 返事 相 待 居候 處 昨夜 岩波 主人 來訪 致し くれ 虫 貝 著 出版の 件に つ き 色  >  、懇談 

致され 候、 結： 現在の 不况 意外に 深刻 に て 其爲 に 困難 を 感じ 候 や うの 話 に 有 之 右 に つ き 岩波 氏 の 

方より 責下 へ 直接に 御 話し 可 巾 上との 事に 有 之 候 間 何卒 左 樣不惡 御 含 置 被 下 度 祈 候、 誠によ く 
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くの 事と 被存 候、 少生も 折角の 御 委嘱に 對し誡 に 遺憾の 次第に 存候、 いづれ 岩波より 參上 万樓 

巾述候 事と 被存候 何卒 實情 御聽 取の 程 願と 候 

右 要件 の み 草  中述候 な ほく 御 自愛 專 一 と存候 不盡 

十月 十五 日  寺 田 寅 

島 田 忠夫樣 

I  二 九九 

十月 十六 日 木 午後 七 時； ベ 時 本鄕 -511 駒 込 曙 町 二 ra よ リ府- 卜 大崎町 铜ケハ 介 九 二き 田 方 五島 寬卒 氏へ では 

がき •：- 

御手 紙 難 有 拜見致 候 

來る 十八 日 土曜日 午後 五 時半 日本 橋 南 詰 東側 愛知 銀行 (前 は 村 井 銀行) 地下室、 第一 東洋 軒 待 

合窒 にて 御 會合願 はれ 候 は、 e 大 幸と 存候、 久 ： にて ゆる/ \ 御 高話 承りながら 粗餐 差 上 度と 存候 

<.^事拜眉の上に讓り要事のみ草>".£.述候 不盡 

. 十月 十六 日 

一 三 00 

十月 十七 B 金 午後 零時 i 一  時 本鄕 駒 込 町 二 四よ リ牛 込^ 余 丁 町 四 一 松很？ W 次郎氏 へ 

R 题 御？^ り 致します。 例に より でたらめで 相す みません。 水 谷 八重 子の 件 を か、 うかと も 田 あつ 
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たが あんまり 讀者 をから かふ やうに なり さうな ので やめに した。 それ は ざっと 

一人 氣 俳優 水 谷 八重 子の 住宅の 前 を 通った。 地所が 道路から すっと 高い ので。 靑ぺ ンキ 塗の 解 

の 下から 家の 土臺が 見す かされる。 見る と堺 と土臺 との 三尺ば かりの 穴ェ 地に どく だみ が ぼつ/^ 

生へ て 居る。 花が 疾 いて 居た か 居なかった か 今 は 思 ひ 出せない。 併し 鬼 も 角 も あの 花やかな 女優 

と、 どく だみ の 花との 取合せ は 誰れ の 空想に も 浮び 得ない 不思議な 事實 である。」 

とこん なので ある、 好 笑、 

廿 九日 理研 講演 會の 準備、 それから 鄕里 親戚の 上京 等で 少し 心忙しい。 しかし 今月 中 一度 位 は 

都合 出來 ると 思 ひます。 來週 水曜 か 木曜 頃 電話 を かけて 見て くれ 玉 へ 

十月 十六 日夜  寅 

城  樣 

一 三 0 一 

十月 二十 二日 水 午後 一昨； 二 時 本鄉^ 駒 込^ 町 二 四より 静岡 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 田 正 二 氏へ 

御手 紙と プ n ダラ ム 難有拜 見、 音 樂會は 全く 弱い からだに は 荷が 勝ち 過ぎる 事と 思 ふが 幸に 大 

した 障りに もなら なかったら 此上 もない 事であります、 ^しな ほ 充分 御 養生 を 願 ひます。 醫 者の 

事は歸 省の 節よ く 相談 致し まし や ，1 

金 送ります、 御 査收を 願 ひます、， 一 試 驗中は 特に 健康 御注意 願ます、 余事 御歸 省の 上に 讓り右 

迄 草ぷ 
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十月 廿ー 一日  父より 

正 二 殿  ， 

ーミ0  二 

十月 二十 八 B 火 午後 七 時 •：-， へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 京 城 帝 國大學 法文 學部 哲學敎 室 安倍 能 成 氏へ 

1,. はがき _ 一 

拜復金 寧よりの 御 端 書 難有拜 見、 追. - に滿鮮 地方に 關 する 御 觀 察の 資料 を 蓄積され る 事と 聊羡 

ましく 存候」 帝展は 例に より 「眞空 」、 松坂屋 に女學 生の 繪画展 あり、 此方に 中 M 面白き もの あ 

り 皮肉 を 感じ 候。， 一 松屋に 文豪の 遣 物 展覽會 あり 此れ も 中 M 面白く、 夏 目先 生 は 勿論の 事、 其 他 

の 諸家の も實に 見て 居る と、 しんみりした 氣 持になる ものば かりで、 古ぼけた 遺 槁ゃ坐 右の 器具 

などから 其 人 ぶの 生活 殊に 人間苦が にじみ 出す やうで 變な氣 持になる のでした、」」 雜誌 「鄕 土」 

の 第二 号で 偶然 貴兄と 同坐の 光榮を 有する こと \ なり 候。 拙文 はいつ か 一， 思想」 に 緒論 を 述べた 

「言語の 統計 學的 研究」 の 一例 を かいたので すが 本當 は、 もっとす つと 長く 書かなければ 意を盡 

せない の を、 うんと 畧 したので 何の 事 か 分ら なくなった やうで 遺憾に 存候。 小 倉 氏 あたりに ー讀 

して 貰 へれば 光榮と 存じて 居ます。」 明日 は理 研の 講演 大會 で少 生も宣 傳の爲 一席 辯 じ 候、 三日 

つ -V きぶつ 通しの 大會 なれ どかな わんから、 自分の 義 むだけ すまして あと は 逃 出し の 予定で あり 

ます。」 庭の 四 目 垣の 夕顔の 葉が 眞黄 になり、 末枯れの 葉鷄 頭に 相對 して 居る が、 楓樹は 未だ 色 

づ かす、 小 菊 も 苦 固く 候、 
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十月 廿 八日 

一 三 0 三 

十一月 IB  土 午後 八 時 .ー 九 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 其 後 は 御無沙汰 致 居候、 たしか 一 昨日で あつたと 思 ふが 岩波 書店より 「小宮 

さんからの 御 下命で」 との 口上で 二百 圓屆 けて 參り 確に 落掌 致しました」 御 配慮 を かけて 相す み 

ません、 鄕 里への 色. -の 寄附 や 外 國雜誌 豫約拂 込、 それに 稅 などで 一時に 金の 出る 事が あつたの 

でお かげで 助かりました。 此頃は 財産から 來る收 入が 减 つたと ころへ、 海軍の 調 杳會が 終了 解散 

になり、 學術硏 究會議 の 仕事 を 我儘で 断ったり あぶく 錢の 不當 利得 も 常道 に復 したので 少. -悲觀 

の 体で ありました。 然るに 今度 改造 社の 「文學 全集」 の績 きとして 隨筆集 を 出す 事に なり、 其れ 

に冬彥 集の 一部分 を 人れ る 事に なり さうな ので、 少し 息が つけさうな 氣 がして 居ます。 少生も 矢 

張 金が 不自由に なると 機能の 一 般 低下 を 起す 方で 困ります。 いよく 停年が 來て 月給が 貰へ なく 

なりで もしたら、 何も 出來 なくなり はしない かとい ふ氣 もす るが、 ^^！^人はみ んなどぅにかゃ つ 

て 居る から 自分 も どうにか 行ける だら うとい ふ 統計的 事實に 信頼し て 今から の 取 越 苦勞は しない 

事に きめて 居ます。 第 一 六十 迄 生きて 居る かどう かの 問題の 方が 少 生に は 一 番 問題な の だから。 

今日 岩波 君が 來て、 漱石 全集 を 改造 社で 計畫 中の 「全集の 全集」 へ 攫 はれる 事に つき 相談が あ 

りました。 成程 岩波で は隨分 迷惑と 思 はれる が、 どうも 現在の 世態で は、 つまり 山 本 氏に 先 を 越 

された とい ふ 事になる のが 落り しい。 それにしても、 夏 目 家との 間に 公正証書が 出来て 居る さう 
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だから、 充分 抗議 を 申立 C  、然るべき であらう と 思 ひます。 結局 は 矢 張 貴兄で も 調停に はいって 

おやりになる のが 一番い 、ので はない かと 思 はれる。 改造 社の 仕事 は 打ち こ はせ ないだら うし、 

出来る とすれ は漱石 先生がぬ ける とい ふ 事 は 不都合で あらう し、 矢 張 適當な 条件で 妥協す るの が 

穩當 であらう かと 少生 は考へ ます。 一 肌ぬ いて 御 やりに なつ て は 如何で しゃう。 

理硏 の學術 講演 會か 三日つ きで 昨夜 は实 會、 妙に ザヮ くして 居た が 今日は やっと 落着いた 

氣持 になった、 實に いやな 催し だが、 若い 連中の 剌戟 になり ダレルの を 助 ふに は、 か、 る 御祭 騷 

ぎ も 必要ら し い」 

一 西部 戰線 異狀 なし」 と 「アジアの 嵐」 とが 同時 上映され て 居て、 一寸見た くなる こ 明日 明 後 

日の 休みに 視 いて 見やう かと 思つ て 居ます" 

大阪の ヱ。 チッ ク戰 線が 東京に 進出し、 京 橋 南 詰 西側の 河岸の 新 ビル ディ ングに 「日輪 支店」 

とい ふの が出來 るら しい。 百年 後の 歷 史家が 見たら、 昭和 初年に 吉 原が 消 减し銀 坐に 移った とい 

ふこと になり はしな いかと 想像され る。 

元氣 がない やうで 御 困りの 事と 思 ひます。 そこ へ もって 行って 金の 催促 をしたり して 少し 惡か 

つた やうな 氣 がする。 少 生の 顏が 鬼の やうに 見え はしない かと 思 はれる。 御 勘弁 を 願 ひます。 併 

し不 景色 はュ 一一 ヴァ ー サル らしく、 地軸の 轉位を 待つ 外 はない 事と 思 はれます。 余事 後便 

寅 彥 

豐 隆 樣 

一 っ奮發 して 元氣を 出されん 事 を 切望し ます。 
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一 三 o 四 

十一月 十六 B  B 午後 八 時. ー 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 拜見致 候、 氣象臺 へ 聞 合せの 件 其 後 取 紛れ 怠り 居り 相す ます 何卒 御 寛容 を 祈 候。 早速 聞 

合せ 可 申 候 間 暫く 御 待ち 被 下 度 願 上 候 

右 御 返事 迄 草. - 

十 一 月 十六 日 

二 仲 先日 は 見事なる 柿 實澤山 難 有 中え 美味に て 賞翫致 候、 厚く 御 禮申上 候 

一 三 0 五 

十一月 二十 八 B 金 午前 十一 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 静 1： 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 E 正 二 氏へ 

御 端書拜 見、 別紙 小 爲替御 送致 候 御 査收願 上 候 

地震の 事、 夕刊で 伊一 Hi 地方 損害 犬との 事で、 靜岡 はどう かと 心配した が、 損害 軽微と あつたの 

て 安心して 居ました。 少し 收 まったら 實地 見學に 行き度いと 考 へて 居ます。」 今夜 は 日 比 谷で 音 

樂學 校の 演奏 會が ある 答 だが 大儀 だから 行きません 

其 後 健康の 方 は 大丈夫に や、 御 養生 專 一 と存候 

堀 田、 金原兩 家へ もよ ろしく 草. - 

十 一 月廿 七日  父より 
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正 二 殿 

あす は 私の 誕生日で 滿 五十二 才 になります 

一 三 0 六 

十一月 二十 八日 金 午後 零時— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區早稻 E 中學梭 武者 金吉 氏へ 

御手 敏難有 拜見致 候、 加 賀越前 地 變概表 御 示し 被 下 難 有 存候少 生に は 殊に 山 崩の 材料 最も 刻下 

の 調べ に 參考と 相 成り 喜ばしく 存候。 其內此 等に 關 する 史料. の 內容御 示し 被 下 候 は、. -大 幸と 存候。 

光り物の 事、 新聞に も 房 州 (？) より 見た る 由の 記事 あり、 責 兄の 御實 見に より 何等かの 光 現象 

ありし 事 は 確 實と存 候 方角が 南東で は 今度の 地震の 震央と は 少し 方角ち が ひなれ 共 それだけ では、 

關 係の 有無 は 判断 出來 す、 なほ 多くの 實 見者の 所見 を 蒐集した きものと 存候。 それから、 もし 出 

来るなら 同時 刻に r 平日 何事 もない 日に) 同一 現象が 見える 事がない か、 此れ をた しかめる の も 

肝心 かと 思 はれ 候。 

右 不取敢 御 返事 迄 草. -申上 候 不盡 

十 一 月廿 七日  寺 田寅彥 

武者 樣玉 案下  ， 

一 =10 七 

十一月 一 二十 B  B 午後 零時 .1 一時 本 鄉區駒 込 曙 町 二  SI より 仙 臺市北 二番 丁 六仄小 宫 纖： ^ 隆 氏へ 
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御手 紙 難有拜 見し ました、 金の 事で 御 心配 を かけて 恐縮であります 中旬 頃 迄に 御 送り 願 はれ 、 

ば 好都合と 存じます。 

昨日 は日歸 りで 一 寸三嶋 迄 行 つ て 震災 の 跡 を 見 て來 まし た 三嶋は 大した 被害 ではない のです が 

實地を 見る と 叉 色 i と 研究 上の ヒント を 得て 有益でした、 此れから、 時 i 出かけて もっとよ く 見 

度い と 思って 居る が、 どうも 年を取って 足が 弱く おまけに 時候が 少 生の sr に は 最も 惡ぃ 時な ので 

無理が 出来ない" 昨日 は 三 里 位 は あるいた やう だが、 今朝の 工合で は 何でもない らしい。 次回 は 

沼津か ら熱海 か 箱 根 へ 自動車で 拔け て 見やう と 思って 居ます、 少し 時候お くれ だが 處 i の 紅葉が 

見られる ので、 此れ は 本當の 所謂 景物であります つ 

大學 新聞へ 「映画 雜感」 を かいた、 明日の 二回 目で 了と なる から 御覽 下さい。 

「オセロ」 は、 あれから 地震の ことで ゴタ/ ^して 未だよ く拜 見出 來す 今日はお 休み だから 拜 

讀 します。」 太 田水穗 氏が 昨夜 會ぃ たいと 申込んで 來て 居た が 出張に つき 御 断りした ので、 多分 

今朝 來 るかと 思 ひます。 多分 近刊の 連句 研究の 本の 評 を かけと いふの だら うと 思って 居る が、 通 

讀 する のが 大變 だから 急に は 出来ない 仕事 だと 思って 居る。 君の 方へ でもお つ、 けて やらう かと 

も考 へて 居る ところであります。 併し 別の 用 かも 知れません。 それ は 兎に角 太 田 氏が 咳 をす ると 

ピアノ が 共鳴して 鳴る のが 不思 儀な ので 来たら それ をもう 一 度よ く 確かめて 研究した いと 思って 

居ます、 此れ は惡 口ではなくて 本當の 音響 學 上の 疑問からで あります 

右 御 返事 迄 草よ 

十 一 月卅 R  寅  彥 


年 五和 眧 


豐  樣 

此れ はう つかり 誤って かう かいたの だが、 書いて 見る と 非常に 艷 つぼくなる、 今後 は 此れに 

しゃう かと 思 ふ 

- -OA 

十二月 四 B 木 午後 零時， I 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區早稻 田 中學校 武者 金吉 氏へ 

謹啓 扨て 先日 御 示 敎被下 候 十一 一月 廿 四日の 朝の 怪光に つき 左の 項に つき 御 示敎願 はれ 候 は 

大 幸と 存候  - 

一、 光の 縦績 時間、 一度 光り 始めてから 光の 消 ゆる 迄の 時間が 電光の やうに 瞬時 的で ありまし 

たか、 それとも 一秒 か 二 秒も績 きました でし やう か 

一、 光の 分布。 地平線の 上 だけ 明る いか。 地平線 上より 或 高度の 處 だけが 明るい か。 又 明るい 

■ 部分が 水平な 帶狀 をな して 居た か、 それとも 一面に 光った か、 或は 何等かの 形 をした 部分に 

限られて 居た か 等の 点に つき 御氣 付の 点を钾 示し 願 度 存じます 

. 一寸 思 付いた 事が ありまして、 此 現象の 物理的 可能性 を 論じて 見た くな りました ので、 御示敎 

を 願 ひます。 私 は 十分 可能 だと 考 へて 居る ので 御 坐い ます 草 i 

十一 一月 四日  寺 田. 彥 

武者 樣 


一 三 o 九 

十二月 五 曰 金 午前べ 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁.^ ひへ 小 i„c 鱟隆 氏へ 

御手 紙 難 有う、 又 小切手に て 二百 S 確に 受取り ましたから 御 放 慮 を 願 ひます。」 仙臺は 大變寒 

いさう です が 東京で はま だ それ 程で もない やうであります。 尤も 靴下 を 一 一重 ( 一 つ はスキ ー など 

やる 人の 厚く 長いの) に はき 毛糸の 胴衣 を メリ ヤスの 上に 重ね、 襟卷 手袋の いで 立ち だから 此れ 

で 寒かったら 申譯 がない 次第であります。 大兄 も 別 に 悲觀し なくても 年を取る 程 寒 さ を 感じ る の 

は 自然法 則 故、 少 しづ、 シャツ やなん か を 厚く して 行けば い、 かと 思 ひます。 靴下 を 二 枚 はくの 

はたし かに 全身 を溫 める やう だから 一 つ 試して 御覽 なさい G 

北海 〔道〕 大學の 化學の 先生の 細君 (東京に 子供と 居る) から 夏 目の 御嬢さんの 事 を 聞いて 來た。 

東京に 居る 若い 化學 者へ 誰れ か 世話し やうと して 居る. らしく、 其 婿さん 候補者から 此の 細君 を 

経て、 聞きに 來 ました。 僕 は 何にも 知らないの だから、 唯大變 立派で 人柄ら しいと いふ だけ を 答 

へて おきました」」 明後日の 夜 末 初で 岩波の 「全集 問題 一 の 相談 會を 開く から 出席し ろとの 事で 

あります。 大分 六 かしい 問題 だら うと 思 はれます。 兎に 角 出席す る だけ はしゃう と 思って 居り ま 

す。 

太 田 氏 は 矢 張 批評 依頓 でした、 どうも 賴 まれる と 断りに くいので 結局 「隙 手な こと を 書いても 

よい」 とい ふ 条件で 承知し ました。 しかし 東 朝へ 出す の を 希望して 居る が、 此れが 一寸 持込みに 

くいさう で 研究 中の やうであります。 もし II 曰く やう だったら 露 伴 氏の や 大兄 等の 研究 も 一 處に宣 
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傳 しゃう かと 思って 居ます。 さう してもう ー邊 「映画と 連句」 の 一件 を ふり 廻して やらう かと 思 

つ て 居ます： 

今度の 地震 は 少し 毛色が 變っ て 居た のと、 近くて 調査に 便利な のとで 中 i 瘦 物が ありさう です。 

寧ろ 余り 種が 多過ぎて 眼が 廻る かも 知れん からこ わくて 踏 出せない やうな 氣も する。 來週 になつ 

たら 又 一 逢 行つ て 見る つもりであります。 皆が なぜ あ 断層/, \ 'と ® く かと 田 心 ふやう であります。 

断層 以外に 見るべき ものが いくらでも ある だら うに C. 一  僕 は 一 つ 地震と 怪光との 物理的 關係を 論 

じた 珍說を 出す 腹案 中。 今迄 は說 明が つかない もの だから 一 笑に 附 して 問題に しなかった らしい。 

古今東西 の 大地 養の 記録に 到處に 出て くる さの 光り物 を 此れ迄 みんな 抹殺して 居た。 可愛 さう だ 

から 怪光の 爲に辦 護の 勞を 取って やる つもりであります、 御 一笑く。 理屈の 分らぬ もの は、 な 

い 事に してし まふんだ から 學者 程づ うくし いものはありません。 理屈が 分って 見れ は、 ある 方 

が當り 前になる から 妙であります。」 もしゃ 仙 臺邊で 一 一十 六日 早朝 空の 光る の を 見た 人の 話が あ 

つたら、 どうか 御知らせ を 願 ひます。」 中央 公論で 隨 筆の 注文が 來 たから (今頃 來 るから 二月 号 

でし やう) 大に俗 氣紛々 たる 一時 事 雜感」 を かいた。 大兄 や 安倍 君な どに は少 i 耻か しくて、 見 

られ ると 困る やうな 氣の する ものであります。 此れ も 不景氣 の 影響と 御 諒察 御 見 許し を 願 ひます。 

つまり いろんな 不平の 爆發を やった のであります。 いよ/ \ 本 當のジ ャ ー ナ リス ト になった かと 

心細く もなります 

地震 も 調べねば ならす 活動 も 見なければ ならす、 明日 は航さ (駒 場) へ 行かなければ ならす、 

それに 此頃 妙に 人が ゴ タ、 くやって 來てザ ヮ くして 居ります。 電車で はァ ラビア 語 修業 此れ は 
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愉快であります 

右 御 返事 迄 草. - 

十二月 四日 夜  寅 彥 

豐隆樣 玉 案下 

一 三 I  0 

十二月 八 B 月 午前.， > は-卜 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 静岡市 安 朿町三 T 目 金 原壽郎 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 御 示しの 實 驗大變 面白く 存候。 液 中の 交流！^ 動に は 有名な weird の實驗 

あれ ど 大兄の 場合と は 全然 趣 を 異にし 居り 候。 又 液 上より 色の ある 液 滴 を 落し 

環狀 渦が 下る に從 つて 分裂し 〔上〕 圖の やうになる 實驗は 大分 古い 處 にあり (多 

分レ， - マンの LdiJiai ョ molfkular  Physik にもあった かと 思 ひ 候へ ども 大兄 

の 場合と はちが ひ、 唯一 つの 環の 分裂す る 場合で、 それ も 別に 面白き 說 明も應 

用 もなかり しと 存 候。 それで 今度の 實驗は 多分 他に は 同様の ものな く、 又假令 

ありと する も 燃燒の 問題に 關係 をつ けたの は 皆無と 存候。 唯 少生航 {仝 研究所に て 光年 飛行船 爆發 

に關 係して 行 ひたる 實 驗報吿 Kxlsrhilts  oil ； Liquid  Motiol-  Part  J  (此れ は 差 上げし や 如何 

や 失念 致 候、 もし まだなら ば 御 送致 候) 中に 燃燒 瓦斯の 瀰 散に は. 渦動が 直 要なる 事 を 論す る爲に 

行 ひし 實驗が 多少 大兄のと 關係 あるかと 思 ふの みに 有 之 候 鬼 も 角 も、， すっと 鑌 けて 此方 向に 深く 

進入して 行かれる の がせ 敷と 存候 
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爆發と 火傷の 御用 心專 一と 存候 草. - 

十二月 七日  寺 田寅彥 

金 原 君 玉 案下 

一三 二 

十二月 八 B 月 午前 八 時- 1 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區早稻 E 中學校 武者 金吉 氏へ 1 はがき〕 

早速 御 返事 難 有 拜謝致 候。 光 現象の 事 其 後 考究 を 重ね 候處、 いよく さ 中 放電が 地震の 爲に起 

ると いふ 可能性が 確ら しくな りました ので、 來十 二日の 攀士院 の會で 不取敢 の報吿 をし、 十六 日 

の 震 研 談話 會 でも 報告した いと 思って 居ります"」 裨宽 集の 材料 御 示し 被 下 候 由に て 寳に此 上 も 

なき 喜に 有 之 候、  . 

委細 は いづれ 拜 眉の 上 万 i 可 申述右 御禮迄 草 >、 

十一 一月 七日 

一三 ニー 

十二月 九 B 火 午後 四時： へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライ ズチヒ 、ク。 ン プリンツ 街 二三 ヒムリ 

1 方 藤^ 由 夫 氏へ 〔捨 はがき〕 

〔表に」 

理研 窓外 表門 前 の 銀杏 も 君 の寫 生した 一 一号 舘前 の もす つかり 葉 を ふるってし まってい よく 冬 
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が やって 來 ました 此れから 數 月間 は 又 いじけて かじかんで 暮 さなければ なりません し」 

此數 日間 は、 地震の 爲に空 中が 光る と い ふ學說 (？ -を指 造す るた めに 大車輪に なって 居る ので 

少し 元氣 であります 

御 自愛 專 一に xn  9 

寅 

〔裹に 一 

大變 御無沙汰 しました 伊豆の 地震で 地震 學 者の 書 人時です が、 あるく 事の 下手な 人間 は 机の 上 

で ョ タを 製造す る だけであります 

一 三 一 三 

十二月 九日 火 午後 四 時-八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 一一 四より 牛 込 區早稻 m 中學校 武者 金吉 氏へ 〔はがき 1 

拜； & 光り物 御 調査の 結果 御 洩らし 被 下 難 有 拜謝致 候 地震 擧 史上 最初の レ コ ー ド ならん と存 候、 

來十 二日 及 十六 日の 會の 節、 御 調査の 結果の 一部 を 引用す る 事 を 御 許容 願 度と 存候、 全体 は いづ 

れ 御纏め の 上 にて 彙報 に 御 發表願 度と 存 居候 

右 御禮迄 草，. 申述候 不盡 

大兄の 御 姓名の 0 1 マ 字 緣り方 (御名 も) 御 示し 被 下 度 祈 候 

一三 一四 
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十二月 十 I  B 木 午後 四時 人時 本鄕區駒込曙町ニ四ょり&町區中央氣象臺藤原^^、平氏 へ 

昨日 は 御 邪魔 致 候、 本日 はわ ざく 御 使 を 賜 はり 御 懇情 拜謝致 候、」 カントが リ ス ボ ン 大地震 

前に 瑞西邊 に 「赤 氣」 の 起った の を 論じた もの を讀み = 佐 渡の 大地震の 時な どの 一. 地氣」 の 話 を 

思 合せ 實に 面白く 存候  • 

東 遊 記 早速 披見 此れ も 愉快に 存候 ， 

右 御禮迄 草. - 

十一 一月 十 一日  寅彥 

藤 原 大兄 玉 案下 

一 II 一一  五 

十二月 十五 曰 月 午後 四時 1 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ富 山縣 福 野 町 五島 寬 平氏へ I はがき i 

拜啓 御 下命の ー氣候 表」 遲延 致し 候 段 御 海容 願 上 候、 例の 地震で 賴ん であった 人が 忙が しか 

つた 爲と存 候、 漸く 入手 致し 候 間 鉄 郞樣の 方へ 御 送り 可 致と 存 居候 左 樣御含 置 願 上 候 草. M 

十一 一月 十五 日 

一 三 一 六 

十二月 十七 日 水 午後 零時 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡 市外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 田 正 二 氏へ 

拜啓 寒氣 漸く 酷 敷 候處益 御 勇健 御 勉勵の 事と 大慶に 存候 


189 


刖紙小 爲替御 送致 候 間 御 査收被 下 度 祈 候 

御 歸省も 近づき 候 事と 存候 なほ.，^ 御 自愛 御 勉學を 祈 候 草ぶ 

十二月 十七 日  . 寅  彥 

正 二 殿 

一三 一七 

十二月 二十 B  土 午後 零時 1 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 T 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

先 n は 御手 紙 難 有 拜見致 候 甘 朔御氣 に 叶 ひ 本懷此 事に 御 坐 候 大分 元氣御 振興の 由に て 喜ばしく、 

な ほく 御 自愛 の 上 御 活躍 を 祈る 次第に 御 坐 候 

今日 は 駒 場 の歸 りに 例の 如く 新 宿 中 村屋 にて 支那 饅頭 を 喰 つて 居た ら 偶然 a 川老 入來 にて 卓 を 

同 ふして 頭 をつ まみ 中 候歸宅 食後 入浴 せんと 致候處 JOAK 唯今より 「日本の 芝居 はどうなる 

か」 と 題す る 東北 帝 國大學 法文 學部 敎授小 宮豐隆 先生の 御 講演が あるとの 事に て 人 浴 中止 謹聽致 

し 候、 「與 業師が 歌舞伎 を 亡ぼしつ \ ある」 の邊 など は 拍手喝采 大 向より ホウ リウ マ ャ —— とどな 

り 度い やうな 衝動 を 感じ 候、 それから 「例へば 吉右 \ィ 門の …… 」 が 二度目に 出た 時には 一寸 顔面 

筋の 一 部は少 生の 意志と は無關 係なる 反射的 運動 を 開始 せんとす る 氣配を 示し 候、 それ は 鬼に 角 

中 > 、の 大演說 にて 定めて 新ら しかり やの 阿呆 ども を はじめ 多数の 興行師 や 俳優の 耳の 中に も 一 陣 

の 凉風を 吹 込み 候 事と 存ぜ られ 候、 

津田 君い よく 東京 へ 復歸荻 窪 に 画 塾 を 開 候 由 なれ ど 未だ 行 つ て 見る 暇 を 得す、 今度 の 日曜 晚 
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レイン ボ—、 グリルで 歡迎會 ある 害少生 も發起 人の 一 人で 出席 致す 事と 存 居候、 暇が 出来たら モ 

デ ル でも 描きに 行 度と 存 居候 

昨今 は 例の キヮ モノ 一地 震の 光り物」 の 正体 研究 中に て 少し 忙 がしく、 それに 太 田 氏の 本の 評 

(？ ) も 此れから、 跪 柿紀念 号の も 此れから 大急ぎて か、 ねばならす 少生 とても 少 M ャケ クソ の氣 

味に 有 之 候 

右 ラヂォ を 聞き 候 ま i 一 、筆 漫談 迄如此 に 御 坐 候 草 >、 

十一 一月 十九 日  寅  彥 

豐隆樣 玉 案下 


十二月 二十 二 曰 月 や 後 四時 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 より 麵町區 中央 氣象臺 岡 m 武松 氏へ 

拜啓 本日 は 推參御 邪魔 致 候 段 御 海容 願 上 候 種  御 示教に 預かり 多大の 參考と 相 成 難 有 拜謝致 候、 

拉て 「氣象 雜纂」 頂戴の 分 を 調べ 候處、 大正 七 八 年頃の 分 を 時 i 頂戴 致し、 其 後 は 頂戴 致さ e 

りし やうに 被存 候、 尤も 少 生理 學部を 引 拂ひ候 節 ゴタく 致し 一 部 敎窒の 方へ 殘し參 り しゃも 知 

れ すと 存 候へ 共、 近年 頂戴せ ざり し 事 は 確 實と存 候、 Gcopb.  Ma ラ や 神 戸の 出版物 は 完備 致 居 

候へ 共 「雜 纂」 はーノ 三、 ーノ 五、 ニノ 一、 ある だけに 有 之 候、  ■ 

もし 最近の 分と 今後 御 刊行 の 分と 御 惠與願 は れ候は に 大 幸と 存候、 右 何卒 不惡钾 取 計 願 上 候、 1 

古き 分 はな ほよく 自宅の 方も搜 して 見 度と 存 居候  W 


なほ/ \{i 敷 御 願 申 上 候 草 > - 

士 一月 廿ー 百  寺 田寅彥 

岡 田 學兄玉 案下 

一三 一九 

十二月 二十 三 B 火 午前 A 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 礼 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

其 後 は 御無沙汰 致 居候 益ぷ御 勇健 御 研究の 事と 大慶 至極に 存候下 而少生 幸に 無異、 不相 變脫線 

的 研究 をつ. V け 居候 「地震の 光り物」 とい ふテ ー マ を 得て、 自分 だけ 面白がり 色. -と 小說的 俳句 

的 論文の 趣向 を こらし 居候、 どうも 少生 など は 結局 此んな 事が 一 番 がらに 合って 居る ので はない 

かとい ふ 氣も致 候 地震 學も 近頃 は 少し 進歩した と 見え 昔 は 「震源 爭ひ」 であった の は 近頃 は 「断 

層爭 ひ」 や 「マグマ 爭ひ」 など、 いふ 風に なり 甚だ 面白く 候、 別に 議論に ならぬ 事 を 議論して 居 

る やうな 氣も 致し 候、 それで 「光り物」 位なら 余り 喧 になら す呑氣 にて 宜しく 候 C 

北大で も 少し 誰れ か 地震 を やる 人が あると 面白い と 思 ひます が 如何 や、 追ぶ に 人 を 作って 頂 度 

と存 候。 それ はさう として 本 月 十三 日に 北海道で 地震が あった やうです が、 札幌 では どんな 程度 

でした か、 御 記憶の ま \ で よろしいで すが、 一寸 御 一報 願 はれ、 ば大 幸と 存じます。 少し 參考し 

たい 事が あります ので 御 願 致します、 

先日 は 見事な 鮭 御 惠與被 下 難 有う 御 坐い ました、 大變に 上等で 美味 一同で 賞味 致しました" 當 

方から も 何 か 御 送り 致したい と 思つ て 居ります がま だに 無精して 居ります。 
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右 御無沙汰 御 詫 旁よ 稗禮 やら 御 願 やら 申 上げます なほく 御 自愛 御 研究 專 一 と 存じます 草 M 

士 一月せ 百  寅 

中 谷 君 玉 案下 

I 三 二。 

十二月 二十四日 水 午後 零時 ， 四時 祌 田より 牛 込 區余丁 町 四 一松 拫登 次郞 氏へ 1 封 誠 はがき 速達便〕 

理 研から 震硏 それから 丸 善から 三越 それから 文部省と かけめぐり 唯今 神 田の 喫茶店で 一 休み中、 

中.^ 忙 がしい 其 間に 「さびしお り」 の 天地 を かけめぐれとの 嚴 命なん だから 弱る 

正直へ 神の 惠 みの 落し もの  〔械〕 

石 も 長閑に 笑 ふ 柏 犬 

花の 山う か/ \ 越えし 此處 は何處 

それから 先日の 「女の 顏」 中へ 左 を 加えた し 

n ゼチの 腺病質の 女の 事の 次、 音樂會 見初めの 件の 前に 

「それから 又 グリュ ー ズの 「破 瓶」 の 娘の 顏も 好きら しかった。 ヴ オラ プチ ユア スだと 評して 

居た、 先生の 虞美人草 かなん かの 中に 出て 來るヴ オラ プチ ユア スな 顔の モデル は 即ち 此れで あ 

る」 

右 校正の 時 御 人れ 下さい 
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十一 一月； I" 四日 

忙が しゃ 金が 人る 出る 歳の 暮 

ill 

十二月 二十 六 B 金 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手せ 維 有 拜見致 候、 ラ ヂ ォ の 經驗は 面白く 拜讀、 此れ は physical  thne と physiolos-ical  tills 

との 酉 別 を說 明す る 時 の 好適 例 にて、 いつ か 講義 の 時 に 借用 喝采 を 博す ベ くと 存候 

中央 公論の 拙稿 御 賞め に 預かり 矢 張 惡ぃ氣 持 は 致さす 感謝 致 候 但し 近頃 自分の 書く ものが、 昔 

より キメが 粗くな つた 事に は氣 付き 居り 候へ 共、 此れ は 生理的に 自然の 結果な らんと 客觀 して 心 

の 赴く ま、 に 書き飛ばし 居候、 藪柑子 集より 冬彥集 それから 近頃の ものと 段. - 馬脚 を 露 はし 來る 

ところ も 又 面白い かと 存候 

：2| 子より 大兄と 安倍 君 上京の 期 聞 合せ 參り 居候、 御上 京 ^ よっか まる 事と 存候、 一夕 大にメ ー 

トル を あげて 昔 を 低び 度と 樂 しみ 居候、 御 出京の 日 取 决定の 上 は 御 一 報 願 上 候 

松极 大將少 生へ も績. - 嚴談、 折 柄 震 研の 仕事で テン テコ 舞の 處を 督促され、 何 を かいた やら 分 

らな い 程の デタ ラメ を 書 送り 候處、 今度 は 又 至急に 連句 を 一 卷 無理やりに 上げろ との 事に て 電車 

中に て 呻吟、 速達で 達る と、 すぐ 電話で 附句を 申 越し、 速 刻 又 次の 二 句 を つ^けろ との 事、 當日 

は 理研震 研 文部省 丸 善 三越と 東奔西走の 間に やっと 製造 途中で 封械 葉書 を 求め 速達で 發途、 それ 

に 大将が あげ 句 を つければ 落成す るの だから、 それき り 受取 つ たと も 何とも 音 もな くし ー ん とし 
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てし まって 颱風 一 過の 後の 如き 有様に 有 之 候、 尤も 大分 奮闘して 居る らしい ので 同情 も 致 居候、 

しかし 少 生の 如き 重寶 至極、 何時でも 即刻に 金玉の 名文 章 や ダイ ァ モ ンド ルビ ー の 如き 句 を 手の 

平から もみ 出す 手品師の やうな 軽便なる 友人 を もつ 東洋 城 も 亦 仕 合せな 果報者 かと 存ぜ られ うた 

、羨望の 感に 堪えす 候  . 

河北 新報 御 達り 被 下 難 有 拜謝致 候、 左 \ィ 門 太 郞敎授 先日 立 寄り、 あの 光の 件に つき 話 候、 少生 

め 愚見 は 十二 日 學士院 にて 豫報 的に コム ミュ 一一 ケ ー トし 本日 校了、 正月 早え に は 印刷に 付 せらる 

、事と 存候、 一 府三縣 下より 集まりた る 報 吿七百 余 件に つき 目下 分類 統計 を 行 ひ 居り、 此れに は 

中. - 面白い 事が 多く 愉快に 有 之 候。 物理 だけで は 間に合 はす 心理 學の 畑から も 知惠を かりる 必耍 

が あるので 愈 i 面白くな り 候。 

今日 タリ ス マス で 例年に より子 供 を つれて 出かけ、 レイン ボ ー グリルで クリス マ ス の 七面鳥と 

プラム プディング をた ベ、 おもちゃと 風船 玉 を 貰って 散歩、 五つの 風船 を 飛ばせたら 四つ は 景色 

よく 上った が、 一つ だけ、 上昇 力 弱く 地上 二三 間の 處を フワ リく として 行った が、 大ビ ルディ 

ングの 西日 を 受けた 壁に 近づく と 忽ちに して 景氣 よく 上昇した。 銀 坐から 神 田 へ 廻り 日 活舘で 喜 

劇 ー卷を 見て、 ガッ カリして 歸宅 致し 候、 草よ 

十二月 廿 五日  寅 逢 

豐 隆樣 

二伸 安倍 君歸 京、 明日 晝 東京 會 舘で會 ひます、 い 丄篮を 貰 ひ 候。 
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一 一二 ニニ 

I 月 I 曰 木 午後 零時— IT 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 」财. 卜 落 合 町 下落 合 一 六 五 五 安倍 能 成 氏 へ 〔はがき〕 

先夜 は 失禮致 候、 本日 Kant 御 郵送に 預かり 御手 數の段 拜謝致 候 暫時 拜借御 許し 被 下 度 願 上 候、 

さていよ/ \- 大晦日と 相 成 候、 今日 も 又晝の ギン ブラ、 押 詰って やっと ボ ー ナスに 有 付いた やう 

な 姿に て 、安物ば かりの 買物 包 を ぶら下げ、 又 小脇に か i へ 込んで 師走の 風に 吹かれ 申 候、」 「潮 

音」 は 人が 他の 雜 誌へ 出した もの を轉 載す るのに、 事後承諾 はい、 としても、 テキスト を 勝手に 

カットして (前 #) とも (： 中 #) ともせす、 おまけに 本文の 頁の 何處 にも (轉 載) とも 何とも 誌 

さす、 さう して 卷 末の 消息 欄で そっと 断って おいたりす るの は、 甚だた ちが 惡 るい。 茂吉 氏が ぺ 

テン 呼 はり をした のに 裏書きす る やうな もので 此れ は 「潮音」 の爲に 惜しむ とい ふやうな 氣 がす 

る。 如何 哉 

十二月^ 一  日夜 
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一月  一 B 木 午後 零時. lis: 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小 宮登隆 氏へ 〔：s 筒の 表に 「新 

聞切拔 在中」 と あり〕 

いよ /(,\大* 日に なり 居間 を 片付けて 居たら 大學 新聞の 余分が 出て 来たから 「映画 雜感」 を 切 

拔き御 目に かけます。 此れ は 御返しに 及ばす 直ちに 紙屑籠へ 御 投入 を 願 ひます。 ほんの 雜感 であ 

ります」 昨日 は 例の 東亞 商事で ゥ ー フ ァ の 「月世界の 女」 の 試寫を 一見し ました。 科擧 者に は 余 

り 〔に〕 馬鹿らし いやう であります。 それ は 鬼に 角ゥ ー フ ァ の 映画 は みんな 妙に 頭痛の する やうな 

のば かりて、 頭の 軽くなる の や カラ ッ とする やうな のがない。 ジ ヨン、 バリモア ー の 「海の Itt: 人」 

即 Moby  Dick の 鯨 狩な ど實に グラウ ザ ー ムなシ ー ンが あるに 拘らす 全 休 的に は 明るくて 快活で 

あるから 不思議 だと 思 ふ。 此れ は 全く 國 柄の 然 らしむ る 處と思 はれる。」 グロ テス ケ拜見 中  >  、面 

白かった。 アリス トフ ァ ー 子スは 新しかった。 宇治 拾遺に つ いて は少生 もい ろく 思った 事 あり- 

大兄の 引用 を拜 見して 愉快で ありました。 「落 窪 物語」 の 典藥助 (？) の 下痢の 場面な ども 思 出し 

て 可笑しく なりました。 

「潮音」 で 「思想」 所載の 「映 II 時代」 の 拔萃を 出す と 云って 事後承諾 を 求めて 來た。 それ は 

い、 として、 轉 載され たの を 見る と、 テキストの ある 頁に は轉 載と も拔萃 とも 一言の 断り 書 もな 

く。 唯 卷末肖 息 欄に さう 断って ある だけで ある。 少し 迷惑 を 感じて 抗議 を 申込んだ。 すると 太 田 

昭 氏から 挨接 狀が來 て、 あれ は r 轉載」 として あつたが 校正 子が 「讀 者の 印象 を 新鮮に する 爲に」 

^ それ を 削った と 云って あやまって 來た。 なる 程齊 藤氏が 「ぺ テン」 云. - といって 居た 言葉が 今リ 

年 アルに 感じた。 朝日 新聞へ 太 田 氏 著書の 批評 はもう 送って あるの だが、 あれ を 取 返した くな つた 
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位であります。 どうも 少し 「潮音」 の やり 口 はよ くない」 

余事 は拜 眉の 上に て 草. - 

十二月 卅 一日  寅 彥 

豐隆樣 玉 案下 

一 三 二 四 

一月 IB 木 午後 零時 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 莳下杉 並 町 阿佐ヶ谷 人 三 四 武者 金吉 氏へ 〔はがき 一 

箱 根よりの 御 端 書 難 有 拜誦致 候、 いろく 面白き 材料 御 採集の 由に て 大慶と 存候、 少生は 無精 

にて 机の 上の 調査の み 致 居候。 伊太利 人 (ia  一  li とい ふ ものが、 地震の 際の 光 現象 百 四十 余 件 を 鬼 

集した もの を 見付け 唯今、 字引と 首 引に て镧讀 中、 中. - 面白い 記事が 多くて 愉快に 有 之 候、 今回 

のとよ く 符合す る もの 多く 中にはた しかに 山崩れに よる 發 光と 考へ らる 、もの も多數 にあり、 又 

一 寸 電光 類似の もの も 可成 澤 山に 有 之 候」 

来春 一 日 御 暇の 節何處 かで 晝食 でもしながら 色 i 御 話 合致 度と 存 居候 御 都合 宜敷日 取 御知らせ 

被 下 候 は&大 幸と 存候」 右 御 返事 旁 御 伺 迄 草え 

五 年 十一 一月 卅 一 日夜 

一三 二 五 

一月 四 B 日 午後 八 時 ー 十二時 本鄕區 駒 込 曙 町 二 四より 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 三 四 武者 金吉 氏へ 〔はがき〕 
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年 六和昭 


謹啓 昨日 はわ ざく 御 出 被 下 生憎 留守に て 失 禮致候 調査 資料 其 四、 確に 拜受 致しました。」 

さて 來る 六日 (火曜) 午後 〇 時半 丸の 內 帝劇の 北 隣、 東京 會館 一階、 右手の 普通 食堂 待合室に 

て 會合御 願 致 度と 存候其 節い ろく 調査に 關 する 御 話 合致 度と 存 居候」 若し 右 御 差 支 有 之 候 は、. - 

御 一報 被 下 度 祈 候、 御 差 支 無 之 節 はわ ざく 御 返事 を 煩 はす 迄 も 無 之と 存候 草え 

右 御 伺 迄 

1 月 四日 夕 

i  二 六 

一月 七 B 水 午後 四時. 八 時 本鄉區駒；^^！曙町ニ四ょり府下杉並町阿佐ケ谷六三四武者金吉氏 へ 〔はがき〕 

謹啓 昨日 は 失 禮致候 

扨て 伊豆の 「カジ 山」 と ある は どの 邊に 哉、 五 万 分 一又 廿万 分ー圖 にて 〇〇 より S  cm  XX よ 

り ^1  △△ より .-§1 として 御 指示 願 上 候」 御 蒐集の 資料 は 段 i に 繰返し 調べれ は 調べる 程實 

に 面白く 存 ぜられ 候。 

右 御 伺 迄 草 i 申述候 不盡 

寺 田寅彥 

i 一七 

I 月 十四 B 水 午後 四時 1- へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇. 
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吉郞 氏へ 〔はがき〕 

拜啓、 扠、 甚 突然です が 去 大正 十五 年の 夏少 生が 鄕 里に 歸 省して 居た 留守に 東京の さで 異常な 

電光 ( 0 ケッ トラ イト 一一 ング 的) が 見えた さう で、 貴君 も御覽 になった ので はない かと 思 ひます 

が。 もし 御覽 になつ たんだったら 其 時の 印象 をなる ベく 詳敷 御知らせ 願 度と 存じます。 そうして 

其の 日時が 確に 分れば 猶更難 有と 存じます。」 右 御 願 迄 草 

一 月 十 r 一日  寅 彥 

一 三 二八 

一月 十五 日 木 午後 零時. 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 艽島寬 平氏へ 〔はがき J 

謹啓 名産の 干柿澤 山頂 戴 拜謝致 候 中ぶ の 好 風味 一 同 賞味 致 候 

右御禮 のみ 申 上 度 草. -如此 に 御 坐 候 不盡 

一 月 十三 日  寺 田寅彥 

一 I  ニニ 九 

一 月 十 七日 土 午後 八 時. - 十二時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究 听 よ リ 札幌市 北海道 帝國 大學理 M チ部 

物理 學敎室 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙拜 見、  — 

岩波 講 坐の 淸水君 にげ 出しの 由、 いやな もの を 無理に か、 せる 譯 にも 行かぬ とすれば 責 兄が 「り 
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年な 和 


受けて おやりになる の は大黉 成、 屹度い \ ものが 出来る 事と 存じます。 さう して 日本人の 研究 も 

少し は 人れ た 方 を 黉成致 候、 唯忙 がしい 上に なほ 時間 をつ ぶす の を 钾氣の 毒と 存候、 健康と 钾相 

談の 上に て 御 引受け 如何 哉 

右 不取敢 御 返事 迄 草 , 

一 月 十七 日 

一 三 三 0 

一月 二十 四 B  土 午後 四時. 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 

宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 大變 有益な 參考 になり ました。 あの 現象の あった 日 は 日曜で あつ 

たと か 或は 土曜であった とかい ふ 御 記憶はありませんで しゃう か、 もう 一 度 御 考へを 願 度と 存じ 

ます。 此の date が pl-hl  一 a  y  hupoltslce になる のです から：」 坪 井 君は少 生が 歸 省の 途中に あ 

る 位の 時だった やうに 思 ふとの 事です が、 何 かしら さう いった やうな 手が、 りの 御 記憶 はないで 

しゃう か c」 山 本 君 も 日附を 忘れて しまったので 困って 居る ところです。 

I 三 三 I 

二月 三 B 火 本..； Sil 駒 込 曙 町 二 四 よ リ牛ス I 區余丁 町 四 一松 根豐 次郎 氏へ 〔封筒な し〕 

御 はがき 一 一枚 拜 見、」 日曜に邦樂^^^を見てから雨に傘なしで銀坐をぁるぃたせ ぃか感冒が腸胃 
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を 侵し、 其 夜から 翌日 迄 犬に 苦しみ やっと 昨夜から 樂 になった が、 絕 食の 爲疲勞 休業 中で ありま 

す。 年寄りの 冷水と は 此事か 

連, P 

淸水 をめ ぐ る  

さし 迫る 日限り に 工事 急き立て &  . 

にて は 如何 哉。 

いらへ の 程を耻 らうて 居る 

御 進行 願 上 候 草 i  . 

寅 

城  樣 

朝日に 出て 居る 森 田 草 平の 珍談 面白し、 御覽 です か 

i 三 

二月 五日 木 午後 零時； 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六ぺ小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見少 生 こそ 御無沙汰 致 候 御 歸仙後 さだめて ガッ カリした やうな 又ホッ とした やう 

な狀 態で 火燒に 親しんで 居られる 事 かと 想像して 居た ところ 御手 紙に て 精祌的 動脈硬化の 兆 ある 

由 此れに はスキ ー など 至極 良 劑と思 はれ 候、 是非く 御 はじめ 如何 哉、 少生 など ももし 此 地で 出 

來る やう だったら 恐らく 疾に 始めて 居た 事と 思 はれ 候、 唯 旅行 嫌 ひだから わざく 遠方の 不便な 
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處\ ー仃 くの がいやな だけら しい。 上野 か 田 端で やれる こと だったら きっと やって 居る らしい。 少 

くも 君の 年 だったら ノー  「レ， I リ ー 卿」 御 ほめに 預かり 難 有う。 少 生が レ ー リ ー に 何處か 似て 居 

るの は事實 らしい が、 大 なる 相違 は少 生が 貴族で なく 金 持で なく、 自分の 研究 窒を 持たない 事と、 

それから レ ー リ ー の やうな 大きな 立派な 仕事の 出来ない 事であります。 それで 一 つ 問題になる の 

はもし 少 生が 貴族で 金 持で 自宅に 研究室 を 持ち さう して 親類 や 知人に 有力な 人が 澤山 居たら それ 

なら レ ー リ ー と 同じ 位の 仕事が 出來 たか、 とかう いふの だが、 乍 遺憾 此 点に 對 する 自信 はない。 

唯少壯 時代の 環境が もう 少し 自分に 有利で あったら、 もう 少し どうにか 出來 ただら うと 思 ふ。 そ 

れで 甚だ 不利な 環境 や つと を遁れ 出で 稍 手足 を 伸ば せる やうに なつ た 時 はもう、 身心 に 老衰 の 兆 

を 生じて 体力と 拫 氣が續 かなくな つて 居る 自分 を發 見した。 とこん な 事 を考へ て自 から 慰めて 居 

る。 間違って 不當 にえら くなる より は 現狀の 方が 幸福 だら うと 思 はれる 次第であります」 さて そ 

こで 今度 は 「雲と 辯 明と 饗宴」 であり ますが、 元 來僕は 此の 三つの どれ もに 關 する 知識がない の 

だから 正 富に 貴說 を評價 する 資格 はな い。 しかし あれ を讀 むと ァリ スト ファ ー 子スと ソクラテス 

とか ちゃんと 顏 前に 現 はれて 來る さう して 其の 二人の パ， I ソナリ ティが 小 宮豐隆 の 掌 上で 相撲 を 

取って 居る やうな 感じの する 處が ある。 それから 面白 いのは その アリス トフ ァ ー 子ス の顏 が何處 

かしら 小 宮豐隆 の 顔に 似て 居る やうな 氣 がする ことで ある。 鬼に 角少 生に は 仲 i 面白かった、 さ 

昭 うして アリス トフ ァ ー 子 スを 讀んで 見たい 慾 望 を 多分に 刺戟され た 恐らく 多くの 讀者 にも 1: 様で 

W  原 

1 ある 事と 思 はれる。 兎に角 人間に はァ リスト ファ ー 子ス 型と ソ クラ テ ス ffll と ある 事 はたした で 前 

¥ 者 は 頭腦が 透徹 的に 明敏で 後者に は 薄い 霞の ヴ エイルが ある。 それで 人間の 大多數 は 頭が 惡 るい 
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から 後者が いつも 尊崇され るの かも 知れない。 犬 養と 濱 口の 對 照な ども いくらか 似た ところが あ 

る。 尤も 犬 養 は 存外 スチュ ー ピッド て 演ロは 案外 中 i 頭の い、 處も あるが、 又 さう でない 處もぁ 

る。 それ は 鬼に 角學 者で も 大多數 の 凡 _w な 頭に 丁度 向く やうな 事 を やらなければ 世間 的の 大家に 

はならない やうで ある。」 話が 妙な 處へ それて しまったが 實は 日曜の 晚 から 少しから だ を こ はし 

て寢て 居る、 感冒が 腸 胃 を 侵したら しいので 大した 事 はない が 年を取る と 病氣の 直りが^ 滞す る 

せいか まだ さつば りしない。 此れ を 幸に して 四 五日 休養 中であります。 此機 會にフ P イドの 「夢 

判断」 を よんだ、 此方 は翻譯 がいくら かい \ ので 分り 易かった。 鬼に 角 面白い 本で ある。 隨分シ 

ョ ツキ ングな 点 も あるが 科學 者の 立場から は 矢 張 本 當と思 ふ 事が 多い。」 露 伴 翁から 貰った 本 を 

少し 讀んだ 此れ も 面白い。 日本人に は 到底 考へ つかない 奇想の 寳 庫であります。 馬鹿にしないで 

讀む匱 値が 十分に ある」 それから II.  W.  Khmey;  Kiu-thquake とい ふ小說 を よんで 毘た、 關東 

大震 に 遭 つ た 實驗談 が小說 の 背景 に 織り 込まれて 居る ところが 少 生に は 面白 か つた。 日本の 女と 

の ロマンス の 中には 滑稽な 点 も 多い が 一 寸 現代の 若い 女の 心理 を 穿った 處も ある。 此 本の 卷 頭の 

-.1 アディ ケ ー シ ヨンに I-0  jiiy  .vvife  T-cru  Hh-ose  Kinney と ある。 

枫の 芽が 大分 膨らん で 來た、 毎日 小雨が 降って 雨滴が 此 若芽と 並んで 鈴な りに 附 いて 居る の を 

見る とどう ももう 春に なった と い ふ氣 がする、 

論文 撿閱 など 寧ろ 第六感で どし/ \ル 付けて は 如何 哉、 い k もの は 二三 行 見れば 分る し、 だめ 

なの は 百 邊讀ん でも い 、もの は 出て 來な いかと 思 ふ、 此 乱暴 極まる ゼ 子ラ リゼ T シ ヨン の 中に も 

自ら 一 樓の眞 は あらう かと 思 ふか 如何 や 


204 


m 

一隆 月 

H  五 

i 樣 日 


年 六和昭 


I 三 一一 一四 

二月 九日 月 午後 零時-四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 府下 高 井戸 町 大宫前 三 三 五矢 鳥祐利 氏へ 〔はがき〕 

先日 はわ ざく 神 來駕難 有う 御 坐い ました、 しかるに 當時氣 分す ぐれす 其 爲に玄 關で御 歸し致 

し 甚だ 失禮、 何卒 御高 免 を 願 ひます、 漸く 快 愈 本日より 起床 致しました から 其 內に钾 序の 節 御 立 ^ 


二月 九 曰 月 午後 零時 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁，； ハべ小 宮臀； 隆 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難有拜 見、 南 盜東遊 記の は 昔 一 讀せ しも 忘却し 居り 近頃 藤 原 君に 注意され 再 讀實に 面白 

く存 候、 御注意 難有拜 謝な ほ 今後 も 御 心がけ 置 願 上 候」 昨日、 雪、 それ 故もう 一 日 引 籠りと いふ 

事に して 東洋 城 を 呼び 連句 三味、 その 利 目に や 今日は； く、 天氣 もよ いので 出勤  、 久 よ てて <- 一 

週間 目) に 銀 坐に 出で コロンバンより 敎文舘 に 行きて アリス トフ ァ ー 子スの 1,0  (二)  crss.  Lihr. 

中の 第一 卷を 得、 早速 電車で クラウド を讀み 始め 候、 なる 程 はじめからもう 面白い、 どうも 二 千 

三百 年 も 昔 か 、れ たものと は 信ぜられない 心 持が する、 井上 正 夫で も 出て 道樂 子に こぼして 罟 

る 場面 を 想像す る。 

一 一月 七日 夜 


寄の 程 祈ります。 どうも 年 をと ると 病氣の 経過 迄遲 鈍と なり 聊 心細き 次第であります。 病臥 中 長 

岡 先生の 眞似 をして 少し 支那の 書物 を讀 みました、 支那 人の ファ ンタジ ー はどう も奇拔 なのが 多 

い、 しかしよ く 見る と 矢張り ちゃんと 「タイプ」 が ある 力ら 面白いで づ 

二月 七日 

一 一二三 五 

二月 九 B 月 午後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區表町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 〔はがき 速 

達 便 J 

先日 は失禮 致しました やっと 全快 致しました ので 例の件に つき 稗 報 吿又御 禮を中 上 度と 存じ ま 

す 0 で 明 十日 (火曜) 〇 時半に 例の 東京 會舘で 御 目に か、 り 度と 存じます が 如何 哉、 もし 御 都合 

が 悪い やうで したら 一 寸御 電話で も 願 ひます、 もし 叉 御迷惑で なかったら 令夫人に も 御 同道 如何 

二月 九日  途上に て 寺 田寅彥 

一 一 一一 三 六 

二月 十四 B  土 午後 零時. ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區表町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 〔はがき 一 

御 端 書 難 有 拜見致 候、 通信 機 關の件 御 示 敎難有 早速 問合せ 可 申と 存候、 叉 御 人手の 切拔审 >fe り 

被 下 候由钾 厚情 雞有拜 謝な ほ/ \宜 敷 願 上 候 余事 拜眉 の 上に て 草 i 


年 六和昭 


1 一月 十四日 

御 令室 樣 によろ しく 願 上 候 

一 三 三 七 

二月 十四日 土 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライプチヒ、 クロン。 フ リンツ 街 二三 ヒムリ ー 方 藤 岡 由 夫 氏へ 

〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 伯林 行 は 中 刺戟が 强か つ た 事と 想像 大家の 顏揃ひ をお がむ だけ 

でも 有益であった 事と 思 はれます 

Dime の 說の當 否 は 鬼に 角 勇往 直進して 安堵し ない 元氣を 尊敬した く 思 ひます。 倒れて 後 止む 

氣慨は 人 を 鼓舞す る 好漢 自重せ よと 云って やり 度くなる が 英語で 何とい ふか 分らない 

コー ラン 難 有う、 あれの 數章を 文集で 讀んで 居ました が、 此れで 任意の 章が 見られる と 思 ひま 

す。 レクラム 本の 譯 書と 二つ 並べて 首 引きで 讀 めば どうやら 朧 氣に讀 まれます。 いろ/ \ 日本語 

との 對比 上面 白い 点を發 見して 愉快であります。 

アラビア ン ナイト は、 全集で なくても 選集で 澤 山であります。 代 價は矢 張 五六 十 マルク 程度 以 

下ので 結構、 なにしろ 本當 の道樂 なんだから 百 マ ル クも 出す の は 勿体ない やうな 氣が 致します。 

それに 全部 讀 むと いふ 事 は 生涯 か \ つても 見込が ありません。 それから、 本屋 は グスタ ー フ、 フ 

ォ ッ ク なら は 不断 取引が あります から、 此前申 上げました 通り T.  Tel-ada,  24  Akebslctyp  Hon- 

gs, Tokyo  へ 送る やう 命じて 下さらば、 代金 は 東京 支社の 方へ 拂 込む 事が でき 送金の 面倒が あり 
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-ん。 どうか 宜しく。 又コ ー ラン も、 さう して 下さった 事と 思 ひます が もし 贵 兄が 立て 換 へて 

；ト さった のでしたら、 矢 張 フォッ ク から 小生 宛 請求の 事に 改めて 頂 度と 存じます。 

其 後の 少 生に は 別に 大し た 新生 面 も 開かれす、 何 かにつ けて 漸く 老衰の 兆 を 感じ て 心 細 さ を感 

する だけであります。 それで 若返りの 一 法と しても キ千 マ 見物 は 勉めて 怠らない 事 を 期して 居る 

次第です が、 此れ も 段. -魔库 して 來ては 効能が 薄い やうであります。 いっその 事奮發 して 銀 坐 裏 

へで もさ、 やかなる バ— でも 開業し、 タイガ ー に對抗 して 一 商 買し やう かとい ふの だが、 まさか 

それ も 出来す、 邦樂 坐の 歸 りに 銀 坐 を あるいて 子ォ ン サイン の 躍り を觀 賞す る 位が 丁度で ありま 

す。 

今年 は 珍ら しく 雪が 多く、 正月に 一度、 二月 十日 頃 一度 それから 昨 十三 日 午後から 降 出した 雪 

はとうく 八 九 寸禎り 市電に 大 故障 を 生じ 三百 臺も 立往生 をした 由、 少生は 丁度 航さ (今日 駒 場 

の 奥) へ 行って 居た が 歸りは ひどい 吹雪で しかも それが ドイツ 邊の やうな 乾いた 粉雪で 伞 にも 附 

着し ない 本格的 吹雪で 東北 澤 停車場 迄 三 四 丁の 道 を あへ ぎながら 漕いで 行った。 歸 りに 新 宿で 下 

りて 中 村屋の 二階で 松 根 東洋 城と 會し、 支那 饅頭 を頰 張りながら 連句 を 少し やり それから 一 一人で 

雪の 夜の 新 宿 通り を 歩いた。 雪の 街路の 兩側を 飾る イルミ 子 ー シ ヨン は實に 美しく、 あるいて 居 

るう ちに ふとべ ル リン の 昔の 雪の 夜 あるき を 思 出した ので ありました。 

雪と いへば 先日 湯 本、 筒井、 平 田 三 勇士 御 揃 ひで 信 州 發哺へ スキ ー に 出かけ 四 五日 猛練習 を や 

つて 來 たさう であります。 スキ ー は 次第に 普遍的になる やうで 責 兄も歸 朝の 上 は必す 引っぱり 出 

される 覺悟 をお きめになる 必要 ありと 存じます。 
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地震 研究費 を 某肘闻 から 引出す 運動 を 開始した 處 思の 外 成 効 五 万 h: 位 貰へ さう で、 此れが 成 効 

すると 俟も中 >ュ 敏腕家 だと い ふ 事になる 譯 でさう.，^ 馬鹿にされなくなる かも 知れません、 とん 

だ 敏腕 もあった ものと 自ら 微苦笑 を禁し 難い 次第であります、 

理 研の 所長に 頓んで 一本の 赤 椿 を 二号 舘脇 (寺 田窒窓 前) に 植えて 貰った、 此れから 花が き 

出す と、 內ケ崎 君と 二人で 毎日 花を數 へ、 其れが 散り 落ちる と、 仰向いて 落ちた のとう つむいて 

^?^ちたのとの數の％,を計算して、 落 棒の 力 學と其 進化論 的 意義 を 論 するとい ふ 珍 研究 を 始めます。 

いよ/ \ 、我輩 は 猫で ある 事の 證明 をす る やうな 事になる。 余り 奇を 好む やうで 變で すが、 どうか 

御宽大 なる 御 nil こぼし を 願 ひ 度と 存じます。 

「中略〕 

いつ 頃御歸 朝になります か、 御 一 處 に邦樂 坐から 銀 ブラ へ の 喜び を享樂 する 日 ももう さう ひど 

く 遠い 事で はない やうな 氣 がして 居ります。 

余事 後便に 讓り右 例に より 下らぬ 世迷言 迄 草 >A 

二月 十四日  寅  逢 

藤 様 

一 ■ 八 

二月 十六 日 月 午後 E:s-i- へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ？^ 川^ 越 中島 水産 試驗場 宇田 道隆 氏へ 【封筒の 

^！；-に 「至急 要 &  I と あり〕 
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謹啓 扱て 來る 三月 十四日、 土曜、 午後 一時 三十 分から 上野の 帝 國學士 院會舘 で 例の 大平 洋學 

術 調査 委員 會が 開かれる 事に なって 居ります、 其 當日何 か 少生關 係の 方面の 方の 講演 を やって 貰 

度との 事であります 就て は 何でもい、 から 貴兄 御 研究の 一 端 を 講演して 下さらば 好都合と 存じ ま 

す。 御 都合 如何で しゃう か钾 一 報 を 願 度と 存じます。 來， る廿 五日 迄に 何とか 返答し なければ なら 

ない 事に なって 居ります ので、 どうか 場 長さん に 御 話しの 上に て 講演 題目 及 所要時間 を 御 决定御 

返事 願 上 度と 存じます、 右 御 依 顿迄草 

一 一月 十六 日  寺 田寅彥 

宇田 道隆樣 

一 三  一二 九 

二月 十七 曰 火 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡巿 外 安東 柳 小路 伏 見方 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒な し〕 

御 端 書 難 有う、 御請 求の 金額 同封の 爲替 にて 御 送り 致します。 

試驗前 で御忙 かし き 事と 存じます 何卒 御 自愛 の 上 御 勉强願 ひ ます 

昨日 は 正 二の 誕生日 だとい ふので うちで は 何 か 御馳走が あった やうで したが 靜 岡の 御本尊 は 如 

何でした か 金の なくなった 頃で 余り、 盛况 ではなかった 事と 推察 致します 

先日 映画 r モ p ッ コ」 を 見た が 此れ は 近来 見た 中での 佳作でした、 音樂 効果が 非常に 巧妙 だと 

思 ふから 歸 京の 際 是非 一 度御覽 なさい、 もう 一 邊 見て 短評 を かいて 見たい と 思って 居ます 

右 迄 草. - ,  , 
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二月 十七 日  父より 

正 二 殿 

一 II 一四 0 

一 1 月 十九 曰 木 午後 四時 ー 八 時 本鄕 -區 駒 込 上 富士前 町 理化學 研究所より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物 

理學敎 室 中 谷 宇吉郎 氏 へ 

律 手紙 難有拜 見、 Rocket  lightning はいろ/ \> 御 面倒 を かけて 相す みません でした、 date の 結 

局 不明な の も 叉 一 種の 妙味が あって 面白い と 存じます。 氣象集 誌へ. 出して 廣く 募ったら data が 

集まる かも 知れない と 存じます。 

カル ナウ ヴァの dust  Figure は 大變に 面白い、 流石に 中 谷 君 だけ あると 思った のでした、 此れ 

は 御世辞ではありません 万事 此 調子で 行けば 自然の 秘密 は 喜んで 其 扉 を 開 いて 見せる でシ やう、 

万歳く、 なほ 益え 御 邁進 を 祈ります。 

譽め ておいてから、 此んな 事を賴 むの は 甚だ 人が 惡 るい やうです が、 一 つ 又 御 願 致 度 事が あり 

ます。 それ は 駒 か嶽の 近頃の 噴火で 噴出した 火山灰 を 此前坪 井 君に 取って来て 貰った の だが、 あ 

れ がもうなくなります ので 新に 欲し いと 思 ひます。 それで 誰れ か 適當な 所へ 賴んで 採取して 接ら 

せる 途 はない か 御 調査 願 度と 存じます。 前に 池 田 君に 賴んで 軽石 を 採集して 貰った 事が あります 

が、 今 池 田 君 を 煩 はすの は 御 氣の毒 故、 どうか 御設義 願 ひます。 今度の 噴火の 新 灰で、 細 粉狀の 

もの、 表面から 少し 下で 余り 風化 を 受けぬ ものが よい かと 存じます。」 別に 至急 を 要する 譯 では 


ありま せんが、 どうか 御 配慮 を 願 ひます。 

勝手な 事ば かり 申 上げて すみませんが どうか 惡 しからす。 

スパ ー ク 報告の Part  VII 近日 原稿 送ります 御 訂正 願 ひます 草- - 

二月 十九 日  寅 彥 

中 谷 先生 玉 案下 

映； 闺ト ー キ ー 「モロ ッ コ」 とい ふの が 中 >  、面白い から、 あったら 御覽 なさい 

一三 四 一 

II 一月 八日 日 午後 零時 ，四 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 朝鮮 京 城府 倭 械臺町 三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

御 便り 難有拜 見、 いつでも 御無沙汰して すみません。 流感で 皆よ く やられる やうです が 御 一同 

樣御變 りありません か、 小 宮君も 少し やられた らしい、 僕 は 二月 初. から 風邪の 引 通し だが 熱が 出 

ない 程度 故 平氣で ギン ブラ も 活動 見物 も 敢行して 居ります、 「谧 柿」 で齒の 浮く やうな 連句 論 を 

致し 定めて 御 失笑の 事と 存じます が、 先づ あれ 位の 元 氣の ある 處を 買って やって 頂 度く と 存じ ま 

す。 III 柿」 も 折 i 諸兄の 御 援助 を 得て、 もう 少し どうかした 雜 誌に してやり 度と 存じます。 京 

械雜 信で も 何でも 時. -御 邀與を 希望 致します。 . 

サカ p フ はとうく 見す。 どうも 近頃 は 活動 專門 になり、 音 樂會も 输！： 展覽會 も 一 向氣 がす.^ 

まや、 全くの H  ログ n 趣味に なりお、 せた かと 思 はれ 候、 一方 叉 先月 は 尾 上 菊 枝の 芝居 を 見、 今 

月 は 又 水 谷 八重 子 を 見る 豫定、 どうも 少 生に は吉右 \ィ 門よりも 此方が よろしく、 少 くも 保養に 相 


212 


年 六和昭 


成 候、 い、 かげん 草臥れ 勝の 頭 を 更に 芝居で 泣かされたり 感心 させられて は、 とても かな はぬ と 

存 する 次第であります c」 東京 も 昨今 急に 溫暖、 やう やく かじかんだ 手足 を 仲ば す ことが 出來ま 

す。 年 i に赛 暖の來 るの が 余計に 待 遠し くなる やうであります。 今夜 は 東京 見物の ひどい からつ 

風が 吹いて 雨 戶がガ タく騷 かしく 落着かぬ 晩であります、」 近日 拜 眉の 上 色 i 御高 話 を 承り 度 

と 存じ 居ります 

三月 七日 

一三 四 二 

三月 八 曰 曰 午後 零時： 四 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六ぺ小 i«l 一 W 一隆 氏へ 〔はがき〕 

昨夜 駒 場の 歸り 例に より 新 宿 不一 一星で 東洋 城と 連句、 其 節 責兄御 病 氣の事 を 聞知 致しました。 

もう 一 つ 前の 金曜に 會 つた 時、 君の 原 槁が來 ないで 困った 話 を 聞かされ たの だが 昨日 東洋 城の 話 

で (大 塚さん 處で 阿部 君に 聞いた 由) 君のお 宅 一同 流感に か、 り、 君の は 中耳炎にまで 進行した 

らしい やうな 話で ありました。 一向 知らないで 失禮 しました。 御 経過 如何です か。 中耳炎 も 大分 

いろ/ \ で、 軽い のから 厄介な の 迄 ある やうです が、 どうか その 一番 軽い ので ある 事 を 祈ります * 

それから よくな り 際の 御注意 を專ー に 願 ひます CJ 少生は 二月 初に 陽 胃 を やられ、 それ はよ くな 

つたが 今度 は 例の 通 咽喉 を 少し 冒され 今日に 至っても 中よ 直りません、 但し 執 (もなん にもない の 

で 怠けく 毎日 出て 居ります から 御 安心 を 願 ひます。 家族 は 幸に 無事、 女中 一人 罹った が 二三 日 

で 全： しました。 しかし 近所で は 大分 やられて 居る 家が 多い やうであります」 昨今 急に 暖く なり、 
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今日な ど は 手袋 を はめす 襟卷 をはづ して 通 三 丁目 を あるき 陽春の 光に 浴す る 事の 喜び を 持ち まし； 

た」 「漉 柿」 の 連句の 大 法螺 定めて 君に 叱られる 事と 內心 恐慌、 どうか 御 叱り を 願 ひます • 

なほく 御 養生 專 一 と存候 

三月 七日  ？ 

一三 四 三  j 

三月 九 B 月 午後 八 時- - 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 より 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 三 四 武者 金吉 氏へ 〔はがき J 

拜^ 先日 は 御 電話 叉 本日 はわ ざく 御 來駕被 下候處 生憎い つも 不在に て 失禮致 候、 钾 調査 報 文 

確に 御 預かり 致 候。 來十 七日の 會 にて 御 報告 被 下 度 希望 致 候 尤も 講演 余り 込み合 ひ 候 節 は 次回に I 

延 はした 方宜 敷か も 知れす と存 候へ 共、 出来れ は 今月のに 願 度と 存候右 講演 豫定 時間 御 指定の 上 1 

至急 に 御 申込 置 被 下 候 は 、 好都合と 存候  ， 

右 耍事迄 草. -申上 候、 草 >、  _ 

三月 九日 夜  1 

今日は 航 研へ 參 り歸路 他へ 立 寄り 八 時 過歸宅 致し 失 禮致候 

一 II 一四 四 

三月 十六 曰 月 午後 零時 四時 本^ 一 tel 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇， 

吉郞 氏へ 〔はがき 表の署名の上に レ1 とぁり〕 
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御手 紙 難 有う 御 坐い ました。 實驗の 方 も 御 進涉の 由で 大慶、 ウィルソン も 是非 早く 御 やりに な 

る 事 を 祈ります」 火山灰 はどう も 御 面倒 を 願って すみません、 勿論 雪 解 後で 結構です から 宜敷願 

ひます。 池 田 君に はすまない のです がどう か 宜敷願 ひます」 四月 御上 京の 節 は 少し 御 ゆっくり 裨 

滞在 ださう で 其 節 色 M 研究 上の 御 相談 も P 叉 犬に 北方の 氣 焰のォ ー tl ラを御 啓示 願 はれる 事と 存 

じ、 又 老生 の 方で も少. -ぱ かり メ ー トル を 上昇 させて 頂 度と 存じ 居り 候 間 御用 心 の 上辨 上京 を 鶴 

首相 待 居候。」 理研は 五月に 又 演說會 を やる さう で、 何 を 吹いた もの かと 目下 勘考 中 今度 は 「ヮ 

レ 目と 電子 波の アナ ロヂ ー.1 でも やり まし やう かと 存 居候 

三月 十六 日 

^^^d.^ 此れ は サン スク リト、 表の は アラビア 

一 三 四 五 

I 二月 二十 三日 月 午後 零時，— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝國大 學理學 部；^ 理學敎 室 中 谷 

宇吉郎 氏 へ 〔はがき， 1 

謹啓 講 坐の 原槁は 早速 拜 見して 岩波へ 屆 けて 置きました。 Geitel とあった の を Klstcr と 

Geitel として きました、 兩 人の 名 は 常に ー處 にされ る やうであります から， 一 スパ ー クの 原槁御 

3:^被下候哉、 別に 急く 譯で はありません が、 万一 最早 御 送りに なった のが 途中で 紛失した ので は 

ないかと い ふ氣 もす る 故 御 伺 致します」 いよく 春ら しくな りました 昨日 は 上野で 朝鮮の 画展を 

見て 夜 は 帝釗を 見物 致しました、 仕事の 方 も ぼつく とやって 居ります が 余り ふる ひません」 御 
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自愛を！^^ります 

三月 廿 三日 

一 三 四 六 

四月 二日 木 午後 八 時.： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ府： 卜 杉 並 町 阿佐 ケハ介 六 三 四 武者 金吉 氏へ 

御手 紙と 寫眞難 有う 御 坐 いました。 

扱て 先日の 御報吿 御手 數 では 御 坐い ますが 研究所 彙報へ 揭載 する やうに 原稿 御調 製 を 祈ります。 

さう して 出来るだけ 詳しい 英文 抄錄を 付け 度い と 思 ひます 図な ど は 矢 張 英文の 說 明を附 し、 抄錄 

中に refer して 外國 人で も耍点 だけ は 全部 分かる やうに し 度い と 思 ひます。 八ホり 永くなら ない う 

ちに 御 執筆になる 事 を 希望 致します。 

少 生の 調べ も 是非 五月 中位に は 纏めて、 六月 末/切りの 彙報に 揭載 する 考で御 坐い ます。 それ 

と 同時に 同 号に 出た 方が 御 互に 好都合 かと 存じます 

右 御禮旁 希望 迄 草よ 

四月 二日  寺 田寅彥 

武者 金 吉樣玉 案下 

I 三 四 七 

四月 四 B  土 午前 八 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 府下 落 合 町 下落 合一 六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はがき J 
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仙臺 より、 叉 御歸京 後の 御 端 書 難 有 拜見致 候、 御 令息 様 其 後の 御 経過 如何 哉 何卒 御大 事に 願 上 

候」 少生は 研究所 勤めの 勞働者 故 春休み とい ふ もの はなく、 昨今の やうな 時候になる と 少ぷ擧 

校の 先生方が 羨ましく 感ぜられ 候、 尤も 平日で もい. -加减 に 怠業 はして 居る が 矢張り 一 週間 位鑌 

いた 公休日 か あると い、 やうな 氣も致 候、， それで 大祭 日な ど は 子供の やうに 喜んで 遊びに 出かけ 

る 譯に有 之 候 

今日は 邦 樂坐を 見てから 新 宿の 不一 一星へ 行き 東洋 城が 来たら 連句 を やる つもりの 處來ら す、 夕 

方 九 段 を 過ぎ 坂の 傍の 楼の 開花して 居る のを發 見して 歸り 候、 庭で は連翹 がいつ も最 先に ゆ、 いて 

それから 次に 蘇枋 山吹 椿な どの 順序の やうで あるが 今 は速翹 だけ、 丁子 はもう 盛り を 過ぎ 居候、 

三 捧 も そろく 芽の 內 部の 壓 力が 高くな つて 居る 事と 存じ 候 御 愛育 を 祈る 次第に 御 坐 候 

四月 三日 夜 

一 三 四 八 

四月 六 B 月 本 鄉>慨 駒、 込 曙 町 二 四より 三 井 鎮山會 社 德田良 一氏へ 〔うつし〕 

御手 紙と 論文 本日 拜受、 難 有う 御 坐い ました。 論文 拜讀、 大變に 有益と 存じます。 益え 此方 面 

に 研究 を 御 進めになる 事 を 祈ります。 

貴兄 を 始め 藤 原 君の 御 研究、 叉 小生の 唯今 やって 居る 砂の gi の變 形に 關 する 研究 も、 結局 

は 同じ 眞 相に 近よ る 異なる 道筋で ある やうに 考 へられます。 どうか 諸兄の 御 研究に よって、 地殼 

變 動に 關 する 新し い 見方が 日本の 學 者の 手で 完成され る やうに ならば、 愉快な 事と 存じます、 
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小生 も 驥尾 に附 して、 ぼつ >(- 實驗 でも やって 何 か 御參考 になる やう な事實 で も 見出 し 度い と 

存じて 居ります。 どうか 時々 御 示敎を 祈ります。 右 御禮迄 草. -申 上げます。 

別封の 印刷物 御 笑覽を ります。 草. - 

四月 六日  .  寺 田寅彥 

德田君 玉 机下 

一 11 一四 九 

四月 七 B 火 午後 八 時- 1 十二時 本鄕 .511 駒 込， ゆ" 町 二 四より 小石 川 K 表 町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 

謹啓 先日 はわ ざく 御 來訪難 有う 御 坐い ました、 少 生のう つかりの 爲に とんだ 御 配慮 を かけ 

て 誠に 相濟 ます、 どうか 御 寛容 を 祈ります。 扱て 所長 殿 出張 中の 處 漸く 今日 歸 京した ので 早速 話 

しました 處、 同人 も 犬に 恐縮の 体であります。 尤も 所長 も 右决定 直後 九州へ 出張 その 爲 いろく 

ゴ タ くした 爲 につ いく 遲延 した さう であります。 それで 實際 出發前 一 寸 上田さん の 御宅へ 行 

くつ もりで 果 さな 〔か〕 つた 位な ので 早速 病院へ 伺って よく 経過 を 御 話し、 叉 御禮を 述べ る 害に な 

つて 居ります、 どうか 惡 しからす 少生も 叉 別に 參る つもりに 致して 居ります。 

入齒が 破損して 口中に 大變動 を 生じ 閉口、 それで 人齒 改造に 先立ち 僅かに 殘 つたぐ らくの 齒 

を みんな 引つ こ拔 かなければ ならない ので 本日より 工事 を 始め、 先 づ前齒 ニ本拔 取、 物 を 云 ふの 

に 工合が 惡ぃ、 此れ は 他の 齒を拔 くに 從 つて 困難 增大の 事と 存じます。 風采 も從 つて 下落、 それ 

はい、 が、 しばらく 御馳走が 全く 食へ なくなつ てお 粥ば かりし やぶらなければ ならない のが 少生 
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に は 一 番の 大打擊 であります。 併し 十日 も 辛抱 すれば あと はすつ かり 陣容 を 改めて 御馳走 征伐に 

出かけられる とそれ を樂 しみに する 外な く 全く ミゼラブルの 狀 態に 陷 つて 居ます。 御 一 笑 を 願 ま 

す 草 立 

四月 七日  .  寅  i# 

圓地樣 

二 仲 令夫人に {且 敷 御 鳳 聲を願 ひます 

一 三 五 0 

五月 四日 月 午前 八 s-i 十二時 本 It 區駒込 曙 町 二 四より 小石 川 一 51： 表 町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 昨日 は 御 來駕被 下候處 生憎 一同 不在に て 失禮致 候、 書籍 二部 御 持 參被下 難 有 拜謝致 候 一 つ 

はしば らく 拜借致 度、 他の 古書 は 購入 致 度と 存候」 明 五日 火曜日の 正午 例の 東京 會舘迄 御 足勞被 

下 候 は&其 後の 御 話 色. -申上 度と 存候御 都合 如何 哉、 令夫人に ももし 御 差 支な く は 御 同道 如何 哉 

御 伺 申 上 候 草 立 

五月 四日 

一 三五 一 

五月 五 B 火 午後 四時： 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇吉 

氏 へ 
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其 後 は 御無沙汰 致 候、 別紙の 辞令 御 查收願 上 候 早く 達る の を 怠けて 失禮致 候、 Ns.f.  Ph にあ 

る Wierl のべ ー パ ー 中. - 面白く 思 はれ 候 叉 同誌の wd.es.  5/6  Hft の TIippe.1 のスパ ー クの論 

文 大分 「空氣 の 割目」 說に 近く 愉快に 有 之 此れ は 御 一 覽願上 候 

右 要 事の み 草よ  . 

寅 

中 谷 君 e!: 史 

二 仲 うちの ドラ息子 も 此頃は 少し 勉強して 居る らしく 見え 居候、 永績 きの ほど は 如何 哉？ 

に 御 坐 候 

ニー 一 五 二 

五月 十六 B  土 午後 時： 十二時 本鄕展駒、久，|曙町ニ四ょり^^下杉並町阿佐.-谷六三.^武者金吉氏へ 〔は 

がき〕 

御手 紙と 原稿 (U) 拜受、 難 有 拜謝致 候 色. - 面白き 材料 御 i 集 大慶と 存 候な ほ此 上ながら 御盡 

力の 程 蜀望致 候 余事 拜 眉の 上に て 万 i 可 申述候 不盡 

一 三 五三 

五月 十六 日 土 午後へ 時 1 十二時 本鄕 >5l 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宮豐隆 

氏へ 
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拜復 其 後 は 意外の 御無沙汰 致 候、 先 以て 益. -御 多祥 大慶に 存 候下而 老生 幸に 無異御 放念 願 上 

候、 連句 論 御 笑覽被 下拜謝 あれ は 全くの 未定 槁の やうな 書きつ ばな しに 有 之 候へ 共、 今 「^柿」 

へで も 書かねば 多分、 他へ 書く 機 會は來 ないだら うと 考へ候 ま、 「遺言の 草槁」 の やうな つもり 

で 書き 居候 次第に 御 坐 候、 もし 事情が 許せ は 段え にあと を かき 績け 度、 來月 号の は旣に 原稿 を 東 

洋 城に 托ゎ置 候、 いつ 迄つ に けられる か は 自分に も 全く 見當 つかす、 今年 一杯 位 は 出来さうな 氣 

が 致 居候 

此頃は 色 よと 俗事に 煩 はされ 仕事 を樂 しむ 時間 少なく 閉口 致 居候 十 一日 は シルク ハツ トを 雨に 

儒ら して 行幸 を 奉迎 又 奉送 致し 候、 少 生の やうな だら しのない 氣 儘な 人間 は、 時々 かう いふ 改ま 

つた 場所へ 出て 改まった 心 持になる の は大變 にょい 藥 になる やうに 思 はれ 候、 十四日 は學 士院受 

賞 式の 接待 委員 を 中 付けられ モ— 一一 ングを 着用 出頭、 受賞者の 家族の レデ ー ス H ントジ H ンッル 

メンに 御 愛想 を ふりまく 役 をつ とめ 候。 寺 田 君の 接待 委員と は 不思儀 だとい ふ もの も 有 之 候、 咋 

日 は航研 助手 慰勞會 あり 章魚 の 足の すの 物な ど の 饗應 ありし もビ ー ル^け のんで 失敬し 歸途例 に 

より 新 宿 不一 ー屋 にて 連句 一 一三 與行歸 ると セ 0 の 先生が 來て十 時 迄 御 稽固を 致し 草臥れ を 感じ 候。」 

それから 十四日の 晚は 學士院 から 邦樂 坐へ 迥り スタン バ ー グの 「嘆きの 天使」 (ャ 二 ングス 主演) 

とい ふの を 一見、 此れ は 「仕事」 の 方 なれ ど、 こんな 風に 多忙に 有 之、 幸に 人齒を 再建して 營養 

のよ くな つたせ いか 存外 元氣 よく かけ 廻り 居候」 岩波 「日本 文學講 坐」 の 「映 II 藝術」 とい ふ 項 

目 を 引受け 候、 隨分潜 越で 大膽 不敵の 行爲 とも 思 はれ 候へ 共 今迄に 讀んだ 他人の 所論 を考へ て、 

それ 程 尻込みし なくても よさ、 うな 氣 がする ので 引受ける 事と 致し 候、 例に より 變痴奇 論と なる 


事 は 免れす とすると、 多少で も 有益なる 變チキ 論 を 纏めて 見 度く と意氣 込み 居候 永當く 御ヒィ 

キ御觀 覽を願 上 候」 大兄の 「芭蕉」 「歌舞伎」 は 勿論、 少生 として は 又 犬に 「茶道」 「花道」 に關 

する 御高 說 に 期待 致 居候」 岩波 も 日本中 の 舉者共 を 幕下 に 整列 させて 号令 を かけ 居る 姿 は實 に 正 

に 一 固の 英雄 傳 中の 一 人物に て、 目 ざまし く 思 はれ、 同時に 自分な ど此將 軍の あごの 先にて 自由 

に驅 使され 居る 姿 を あはれ にも いぢら しく も 眺められ 候。 如何 哉。 

東京 は 天候 不定、 寒かったり 暑かったり、 今日は 夜来の 雨 晴れ、 から 風 吹きす さみ 理硏 窓外の 

銀杏の 靑葉 を無殘 にも 吹きち ぎり 吹き散らし 居候、 今日は 京 橋の 竹 葉へ 晝飯 をし に 行き 歸 つて か 

ら 机上で 「ヮ レメ」 の 理論 を 今迄 考へ、 五 時に なって 一段落と し、 此 手紙 をした. -め 居候、 明日 

の 日曜 は アイ ゼ ン シ タイン の 映画 「全線」 とい ふの を 見る のを樂 しみと 致し 居候」 

御 笑 草 迄に 申 上 候、 サン スクリ トで人 を 呼びかける 言葉に  whos!  whos! とい ふの が ある _ 

wh は大低 日本語で は M に變 つてい るら しいので、 此れが 「モシ、 モシ」 の 先祖と 關係 あるら し 

い。 又 序に 別れ 際の 「サ ラバ」 は マレ ー の 「スラ マット」 に似て 居る と 思って 居た 處、 此れ は實 

はァ ラビアから 來た 祝福の 詞 である 事 を發見 致し 候、 さらばく 

五月 十六 日  寅  彥 

豐 隆樣 

一 III 五 四 

五月 十七 日 B 午後 四時 ，1 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 朝鮮 京械」 肘 倭 城 臺町三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 
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其 後 は 御無沙汰 致 候 不相變 御 清祥 大慶に 存じます、 

淺川巧 氏の 追悼 文拜 見、 面白い と 云って は 不都合 かも 知れぬ が 面白く 拜見致 候、 君に ソル ラン 

タ ン を 紹介し た 人が もう 死んで しまった のかと 思って 妙 に 淋しく 感ぜられ 候、 併し あれ を讀ん で 

の 感じ は淺 川と いふ 人 は 實に仕 合せな 人で あつたと 思 はれ 羨ましく 感ぜられ 候 さう いふ 人 は 永生 

きをし ないで 恥 曙し の 人間の みうよ..^ と 生き 殘 るの は 適者生存の 理 による ものに や、 まづ せい 

ぐ 生存の 方法 を講 する 外な くと 存じ 居候、 其 一 法と して 岩波 日本 文學講 坐の 一 項 「映画 藝術」 

をめ くら 减 法に 引受け 候 何等の 成算 もな く、 まあ 一 年 位の 間に は 何 か 書け る だら う 位のと ころで 

背水陣 的に 引受けた 次第に 御 坐 候、 唯 此れで 淺草邊 の 活動 館で 見付かった 際に 「岩波 講 坐の 原 槁 

の 資料 採集の 爲」 だと 云って 胡 魔 化す ロ實 は出來 るかと 思 はれ 候。 

「漉 柿」 へ 御 寄 槁被下 由 難 有 喜ばしく 拜謝致 候、 どうか 今後 も 時 >A 御 端 書 だより でも 願 はれ & 

ば 心強く と存 候、 少 生の 連句 論 御 暇の 節 は 御 笑 覽を願 上 候、 もし 出来れば. f つと 書き 鑌 けて 大冊 

とした 上で 京 城 大學へ 提出 文學 博士の 學位 でも 請求に 及ぶ かも 知れません 稗 用心 を 願 上け ます、 

東京 は 寒かったり、 豪雨が あったり、 又 ひどい から 風で 若葉 を 吹き ちぎられ たりして 居る、 其 

上に 六月から 月給が 减る 由に て 甚だ 心細き 次第に 有 之 候、 月給 を减ら された と 同一 の 歩合で 職務 

の 方の 活動 を减ら すに はどう すれば よい か を 研究 中に 有 之 候、 器械で も 石炭 や 油 を减ら せれば 動 

力が 减し從 つて 生産力 を减 する の は 當然の 事と 被存 候、 官吏 は 結局 國 家の 器械に て、 以後 運轉が 

惡 くなる 事と 被 察 候 どうも 政治家 はび と い 事 をす る ものに 有 之 候 草よ 

五月 十七 日  寅  彥 
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能 成樣 

一三 五 五 

六月 一日 月 午前 八 時—， 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  SI より 札 幌市南 一條？ I  二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

東 一 の 事に つき 御 配慮 難 有拜謝 致します 舉 校が 休みに なれば 御 地へ つか はす やうに 致 度と 存じ 

ております、 しかし 格別の， f ぼ ら者故 御 役 に 立つ かどう か甚覺 束な く 被存候 唯貴說 の 如く 東京 病 

治療の 爲御 地に 滞在 致せば 一 番 好都合と 被存 候、 何卒 {d 敷 御 願 申 上 候 

理研 講演 會でヮ レメと H レクト ロンとの アナ P ヂ ー で 大法 if を 吹き 立て 候、 此れ も 笑 はれても 

い、 から 一 つ 書 上げて 見た くと 存 居候 

貴兄の リヒテ ン ベ ルグ の刖刷 一 部 1： 送り 願 度と 存候 スパ —クの vni も 出來て 居る が 未だ 何處 

へ も發途 せす 其 中 \ 、から 迄 一度に 發 送致 度と 存 居候 再拜  - 

御 結婚 御目出度う 御 坐い ます 新 家庭の 幸福の 最大な らん 事 を 希望 致し ます 

右 御 IF 迄 頓首 

六月 一 曰  寅彥 

中 谷 宇 吉郞樣 

一 一伸 咋日 粗品 御喜び のしる し 迄に 御 送り 致しました から 御 笑納 を 祈ります 

一 一二 五六 


224 


•¥ 六 fli 昭 


六月 三日 水 if. 前へ 時： 十二時 本^ 區駒込 曙 町 二 四よ リ 京都市 三 條小橋 西 人 秋 m 屋 旅館 三輪 E 高等 女學 

校 生徒 寺 田 雪 子 氏 ；、 

二見の 槍 葉書 難 有う、 竊 車で 眠られなくて 御 疲勞の 由 其 後 は 如何です か、 毎日の 見物で 矢 張 草 

臥れ る 事と 存じます どうか 健康 御注意 を 願 ひます、 今日は 京都へ 御着き の 事と 思ひ此 手紙 を かき 

ます。 宅で は 一同 無事、 何も 變 つた 事 もありません から 御 安心 を 願 ひます。 

私 は 月曜 の 晚日 比 谷 公會堂 でモギ レフスキ ー の 演奏 を 聞きました、 チヤ ィコ フス キ ー の コンチ 

ェ ルト でありました。 

彌生は 日曜に 「パリの 屋根の 下」 を 見に 行った やうです。 「ズル イワ」 でし やう。 

此れから 理 研へ 行きます。 今ボ— ャがッ ルに耥 帶を卷 きかへ て もらって 糝を 一 疋 食って 居る や 

うです。 

御機嫌 やう、 先生方に {且 しく、 おかあさんから もよ ろしく 

六月 三日 朝 九 時 前  寅  彥 

雪子樣 

I 三 五 七 

六月 十 B 水 午前. へ 時 1 十二時 本鄕 M 駒 込 曙 町 二 四よ リ 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷-ベ 三 四 武者 金吉 氏へ 

¥復 

：圍 1 地震と 魚  .1  ,  -.  ；  >     ま t  
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一 一 岩 和 田大宫 神社 記錄抄 

三文 政 地震 史料  } ) 

右 御 送り 被 下 難 有 拜謝致 候、 なほ 今後 も 宜敷御 願 申 上 候 {} と g は 「地震」 へ 御 投稿 適當 かと 被 

存候 如何 哉 卜 も相當 集まりた る 上 御 褐載願 候 草 i 

六月 十日  寺 田寅彥 

武者 樣 

一 三 五八 

六月 十九 B 金 午前 零時 I 八 時 本 鄕區駒 込. 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 御手 紙と 刖刷難 有 頂戴 致しました、 スパ ー クの方 は 未だ 遲延 致して 居りまして 相す みま 

せん 色 i な 事に 追 はれて 居る ので 一寸の 事が 怠 勝になります。」 次女 修學 旅行に て 北海道に 參り 

多分 廿日 午後 札幌 着と 存じます、 し 學校圑 体 旅行の 事故 單獨 行動 は惡 いと 存じます ので どうか 

御 構 ひなく 御捨 置の 程 願 上げます。 万 一 の 出来事で も 起った 場合に は 宜敷御 願 申 上げます。 右 要 

* のみ 草. -申 上げます。 

令夫人に 宜敷御 鳳聲願 ひます、 御 令妹に も {且 敷 草- - 

六月 十八 日 

一 三 五 九 - 
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年 六和昭 


I 三 六 0 

六月 三十 曰 火 午前 八 時： 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 TH 中 谷 宇吉郎 氏へ 

謹啓 先日 は 御手 紙 難 有拜見 致しました、 昨日 は 叉 御 寫眞と 御 贈物 頂戴 難 有 御禮申 上げます、 

先日 は 次女 修學 旅行に て 御 地 へ 參り其 節 はわ ざく 停車場 迄 御 出 迎へ被 下 叉 御宅へ 參上色  好 

物の 御馳走に 預り候 由に て 誠に 難 有拜謝 致します 色  >  、御手 數御 配慮 を かけて 恐縮で 御 坐い ました 

無事 歸 京大 變 に 北海道が 氣 に 入った 様子に て 犬に 家內中 の 北海道 熟 を あ ほった やうであります、 

東 一 も 七月 五六 日頃 出發御 地へ 參る 事と 存じます、 誠に 厄介な 人間です がどう か 宜敷御 願 申 上 

げ ます、 就て は 誠に 御手 數 ながら 適 當な 下宿屋 御世 話 願 上 度と 存じます。 東 一 は 幸か不幸か 一 高 

に 人り し爲、 僅 一年の 寄宿 舍 住の 外 は 下宿 住ま ひの 経驗 なく、 其 爲に唯 さへ 我儘の 世間 知らす が. ^ 


六月 二十 IB  B 午前， へ 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 北海道 洞 爺？，！ 泉 元 湯 東京 府立 第一 高等 女學 

校 生徒 寺 田彌生 氏へ 〔はがき〕 

松 島からの 御 端 書 難 有う、 どうか 行く先え も 好 晴に惠 まれる 事 を 祈ります。 東京の 地震 は みん 

なびつ くりした けて 何の 損害 もありません から 御 安神 下さい、 一 同 無事です から 此点も 御 安心 

願 ひます、 庭の ひなげしが 段、 t お初めました、 天氣は 曇り 勝です が 降らない ので 仕 合せで ありま 

す 

御大 事に 草よ 

 ！: 六月. 廿 ：  '  i  II  .  I  i 


一層の 世間 不知と 相 成、 それ も 非常識の 一大 原因と なって 居る と 思 はれます、 それで 今回 は 誠に. 

好機 會故ー 二 ヶ月の 下宿 生活 を 致させ 少し は 浮世の 風に 吹かれ、 我家の 難 有 味を會 得させ 度と 存 

じます。 就て はどう か 余り 上等で ない 普通 一 般の學 生 下宿屋の ー窒 を御豫 約の 程 御 願 申 上げます。 

少生學 生 時代の 事を考 へ て も 谷 中 の お 寺 ゃ本鄕 小石 川 の 汚な くド レア リ— な 下宿 生活が 如何に 大 

きな 修業に なつ たかを 今日し みく 感じ 居る 次第であります。 右少 生の 一 つの 主要な 御 願で 御 坐 

い ます 。J 追試 驗 の 準備 の 方 も 時 i どんな 事に なって 居る か 御 心 添 願 はれ、 ば大 幸と 存じ ます 右 

要 事の み 草 > "申 上げます、 何分よ ろしく 

令夫人 にも 何卒 {=: 敷 御 鳳聲を 祈り ます 

余事 後便に て 草 i 

六月 舟 日，  寅亲 

中 谷 君 玉 机下 

I 三 六 I 

七月 六日 月 午後 零時 —四時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 益 i 御淸祥 の 御 事と 大慶 至極 に 存じ ます、 東京 も 大分 夏ら し くな り 塞がり 屋に はよ い 季節 

と 相 成 候、 扱て 東 一 出 發は明 後 八日と 定めました、 なるべく 道草 を 食 はすに 參る やう 申 聞け m は 候 

へ 共 御 地 1^. は 未定と 存候、 先日 も 御 願 申 上 候 通り 下宿屋の 儀 何卒 {儿 敷 御 願 申 上 候、 少生 として は 

此れが 要件に 有 之 候 間 何卒 不惡御 諒察 願 上 候、 定めし 御 厄介 相 かけ 候 事と 今から 恐縮 致 居候へ 共 
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何分に も {=i 敷 御 願 申 上 候 

右 要 事の み 草 よ 申 上 候乍撣 令夫人 にも 宜敷御 鳳 聲願上 候 草 

七月 六日 

一三 六 二 

七月 九 曰 木 午前 八 時-. 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 拉東 一 咋 八日 午後 一 一時 半 上野 發で 出立 致しました 都合に より 靑森 あたりで 一 泊の 事と 存 . 

じます、 どうか {ュ 敷 御 願 致します 着きましたら 一 寸 宅へ 電報で 知らせる やう 御 申 付け 願 度と 存じ 

ます、 その 事 を 申 聞け るの を 失念 致しました ので、 どうか 御 願 致します。 叉 下宿屋の 方 も 御手 數 

ながら { に 敷 御 願 致します 

余事 後便に て 草え 

六月 九日 

I 三 六 三 

七月 十一 B  土 午前， へ 時 十二時 本： t 區駒込 曙 町 二 四よ リ府 下落 合 町 下落 合一 六 五 五 安倍 能 成 氏へ 

昭 惠 贈の 翰 ナム バ ー ワン を 以て 御 返事 迄 草え 申 上 候、 昨日 はどう も 失禮大 失敗 汗顔の 次第 御高 

S 免 を 祈 候、  9 

年 御 懸念の 件 は 諒承 致 候、 どうも あ \ いふ 事 を 忘れて しま ひ 易くて 困る 方で つまり 親切心の 欠乏 2 


からかと 常 i 殘 念に 存 する 次第に 有 之、 尤も もし か覺へ て 居る とべ ラ，/ \ とおしやべ りする 方 故 

けんのん、 但し 御 口止めに なれば 大概 は 大丈夫と 存候好 笑 

昨日 あれから 間もなく 宅より 電話が か k り津田 老人 来訪との 事に て歸 宅、 眞に噂 を すれば 影が 

さし 候、 赤色 は 稍 薄き 心地 致 候へ 共 元 氣に繪 がかけ る 由に て 喜ばしく 存候、 今日は 又 城 師と連 俳、 

大兄が 何 か 書いて くれさう だと 話候處 滿悅、 手紙 を 差 上げる とか 申 居候、 此 間の やうな 上等の 材 

料で なくても、 もっと 氣樂な 俗 衣が け、 くわへ 楊枝の 氣 分で 走り 書の 方 を 少生は 歡迎可 致 候、 ど 

うか 一 つ アグラ を かいて 頂 度 蜀望致 候 

鎌 倉へ 御 越の 上 は アド レ ス御 もらし 願 上 置 候 

七月 十日  銀 阿山 莊 にて 武良 日子 

三 櫸書屋 主人 玉 案下 

御 令息 御大 事に、  - 

【第一 葉の-右 餘 白へ〕 

書翰 tf と 封筒との コ ン トラ ディ クシ ョ ンは 何事 か を 物語る かと 存候 

I 三 六 四 

七月 十一 日 土 午前へ 時： 十二時 本. t 區駒込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宫璺隆 氏へ 

安倍 君から これ を 貰った 故 叉 大兄に 燒餅を やかせる 爲此 手紙 相 認め 候、 同 君の 何處 か、 ら傳聞 

する 處で は 今年 も 信 州 へ 講演に 御 出張 其 序 を 以 て 稗來京 の 由、 吾. - 共へ はさつ ばり御f^ら し 無 之 
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年 六^ 昭 


故 如何 やと 聊か 不平の 体に 有 之 候 

昨日 安倍 君と 晝食其 時 津田老 の をした 處、 午後 宅から 理研 へ 電話 津田君 来訪との 事で 歸宅久 

にて 放談、 どうも 少し 赤色が 薄らいだ やうな 感覺有 之 候、 九日 會に 行く からと 誘 はれた が失禮 

致 候、 毎回 出席して 居る のかと 思ったら 實は 先日 一度 出た 切りとの 事 それで は 余り 意 張れな いぢ 

やない かと 大笑 致 候  ， 

長男 を 夏 休 中 札 幌大學 の 知人の 實驗 助手に やり 候處嶽 車に 醉 ふて 仙 臺に 一 泊した 由 唯今 手紙 參 

り、 それで は 一 寸 大兄の 處へ伺 はせ ると よかった と 思って 居る 處に有 之 候 

今日 例に よ り 駒 場 の歸 りに 新 宿で 東洋 城と 連句し て 歸候殆 と 毎週 欠か さすの 連句 興行、 此れ は 

存外の 勉強に 有 之 候、 一 日 頭 を 疲らせての 歸 りに 叉 一 ひねり 頭 を ひねる 譯 にて 實に御 苦勞 千万. 5^ 

事と 我ながら 時ぶ 感心す る 事 も 有 之 候 御 一 笑 被 下 度 祈 候 

右 御 伺 迄 草ぶ 申述候 

七月 十日 夜  銀 阿山 莊 主人 

小 宫老臺 玉 案下 

I 1 一一 六 五 

七月 十二 B  B 午後 四時 ベ 昨 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 區表町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 

謹； 先日 は 御中： 兀難 有う、 今日 「社 會及國 家. 一 拜受、 「矢 野龍溪 先生. ー拜 見、 面白く 讀 みまし 

た。 藤 原 君の も 面白かった。 
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其內 に叉晝 めしで も 御 一 處に御 話 を 伺 度と 存じます 

令夫人に も 宜敷御 鳳磬を 祈ります 

七月 十 一日  寅彦 

圓 地樣 

一 三 六 六 

七月 十三 日 月 午前べ 時 -卜ニ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 斑學部 物理 學敎室 池 田 

芳郞氏 へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致しました、 先達て は責著 「美しき 高 電壓の 現象」 御 惠與被 下まして 難 

有う 御 坐い ました 早速 御 禮を申 上げる 害の 處取 紛れて 失 禮不惡 御 海容 を 祈ります、 此度は 又 火山 

灰に つき 色. - 1 方なら ぬ 御世 話 を かけまして 難 有う 御 坐い ました、 一 昨日 着荷 致しました ので、 

早速 叉 實驗に 取 か、 り 度と 存じて 居ります、 御手 數の 段拜謝 致します、 

今度 長男が 休暇 中中 谷 君の 處へ 厄介になります ので 自然 叉 厄介 を かける 事 も あらう かと 存じ ま 

す 何卒 不惡御 願 申 上げます ，  , 

責 兄の 御宅で は 此頃御 病人 は 如何で 御 坐い ます か 先年 來御 病人で 御 心痛の やうに 傳聞 致し まし 

たが 如何で 御 坐い ます か、 どうか 御 一 同の 御 健康 を 祈ります、 

右 乍 遲延御 禮旁草 > 、申 上げます 不盡 

七月 十三 日  寺 田寅紊 
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池 田 大兄 玉 案下 

I 三 六 七 

七月 十三 B 月 午前へ 時— 卜 二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 南 丁條西 ニト丁 H 中 谷 宇吉郎 氏へ 

謹啓 毎度 御手 紙 難 有う、 先日 は 彌生參 上の 節 御 撮影の 寫眞御 送り 被 下、 植物園の 景色 や ライ 

ラッ クを 見て 急に 札幌へ 行って 見た くな りました。 先日 は 叉 御 結婚 紀 念の 寫眞難 有う 御 坐い まし 

た、 今度 は叉彌 生と 一 處の 令夫人の 平常の 寫眞に 御 目に か \ る 事が 出来て 喜ばしく 存じました、 

東 一、 途中で 車 や 船に 醉ひ、 大分 閉口した らしい 事が 途中からの 手紙で 分ります が 御 地へ つけ 

ば元氣 になる 事と 存じます なにしろ 丁度 十 歳 位の 小兒の やうな 心に て、 我儘 一方に 育った もので 

すから どうか 其 御 積り に 願 上げます。 下宿 を 難 有う 御 坐. いました。 此れ も 一番の 修業になる 事と 

存じます 扱て 下宿料 は 東 一 に は 達ら す當 方より 直接 下宿屋へ 送る 事に 致 度と 存じます から、 どう 

か 月末な り 或は 御 地 引 上 の う へ 請求書 を當方 へ 接り くれる やう、 宿 へ 御 申 聞け 願 度と 存じます。 

大兄より 一 言 御 申 聞け 被 下ば 下宿で も 安心して くれる 事と 存じます、 別に 惡氣 はない やうです が 

金 を 持たせる と 先の 豫算 など は 全く 考へ すうか/ \ と 使って しま ふ 赤 坊式故 さう いふ 事に 致 度と 

存じます。 小 使 も 少し づ \ 時. - 送る 事に 致します。 時よ は 文無しに なって 困る の も 此れ も 修業と 

存じます。 又 多分 借用 を 申出る 事 は あるまい と 存じます が、 万一 申出で、 も 御 借し になら す、 電 

報で 東京へ 請求す る やう 御 申 聞け を-願 升、 此れ は 特に 御 願 申 上げます、 

寺澤 君から、 東 一 へ 電話 あり、 小生 參り 尋ねましたら、 電氣 と光學 とかの 追試 驗を 九月に 受け 


る やうに との 事で 御 坐い ました。 多分 ノ ー ト を持參 致して 居る と 存じます が、 どうか 複 習の コ ー 

チ ャ ー になって 頂 度と 存じます。 打ち や つ て おけば 多分 複習も 出来まい と 存じます 

令ャ、 人 こも 定めて いろく 御 *1 話 様になる 事と 存じます 東 一 も實に 厄介な 人間で 御 坐い ます 力 

一方から 見れば 叉 あはれ な 人間で もあります ので、 どうか 寛大の 眼で 御 同情 下さいまして、 どう 

か 少しで もい、 人間に なれる やう 御 敎導被 下 は 難 有く と 存じます、 誠に 勝手な 御 願で 御 坐い ます 

が不惡 御 諒察 を 願 ひます。 余りに 孤獨な 心で 自分に 堅い 殼を 作り 世間との 交涉を 拒否して 居る 爲 

に 段 >, 考が 間違って 来る やうであります、 稗 二人の 快活で 明るい 御 生活に 接して 此の 堅い 殼カ少 

しで も 融解 すれば 大 幸と 存じます、  し . 一. - 

勝手な 愚痴ば かり 申 上げて 誠に 相す みません 何分に 宜敷御 願 致します. 妻よりも いづ ォ 手紙 差 

上げます が、 {1 敷 御挨梭 申出で ました 草え 

寺田拜 

中谷樣 

令夫人 

一 一 仲 時候 柄 御 自愛 專 一 と 存じます 

一 一一 一六 八 

七月 二十 二  B 水 午後 零時— 四 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より： i! 町^ 中央 氣象臺 岡 田武松 氏へ 

拜^ 雷 11^1 資料 御 無心 申 上候處 早速 御 惠與實 に 難 有 拜謝致 候、 早速い たづら に 取 揭り可 申と 樂 
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しみ 居候 

右 不取敢 御禮迄 草. - 

七月 廿 二日  寅  彥 

岡 田 老臺玉 机下  . 

一 三 六 九 

七月 二十 二 B 水 使 ひ 持參， 西 川 正 治 氏へ 

謹啓 先日 は 失禮致 候、 廿四 日航 さへ 參ら ねばならぬ 仕事が 出來 ましたので 交詢 社の 方 は 失敬 

致します、 どうか 宜しく 御願货 します、 

七月 廿 二日  寺  田 

西 川樣 

一 三 七 0 

七月 二十 八 B 火 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 獨逸 ライプチヒ、 ク。 ン プリンツ 街 二三 ヒムリ ー 方 藤 岡 由 夫 氏 

へ 〔封筒な し J 

御手 紙 難 有う、 東京 は 七月 初から 雨繽 きで 商人 ゃ勞 働者ル ンぺ ンは 泣いて 居た が凉 しくて 白 服 

など 不用で ありました、 一 一三 日 前から やつと 少し 天氣 になり 同時に 暑くな つたが それでも まだ 夜 

など は凉 しくて、 ふとんの 必要 を 感じ、 蚊 張な しで すんで 居ます。 相 變らす 申譯の やうに 「出勤」 
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して かして 吾る やうな つもりに なって 內 心の 不安 をな だめて 居ります。 夜 は 浴衣で ス テツ キを 

引す つて； Iraa 上野へ 出かけ 古本 を ひやかし、 割引の 日活を のぞき、 さう して センチメンタル にな 

つたり 吾 生涯の 果敢な さ を 嘆したり して 曙 町の 暗い 路次 を歸 つて 來る事 も 例年の 通であります。 

明 方に は 毎日の やうに いやな 夢 や こわい 夢を見る のが 通例であります。 昨日の 朝な ど はなんでも 

三人 位 共謀で 誰か を 暗殺す る 事に なり、 匕首 を懷 にして 出かけた が、 どう 考 へても それ を實 行す 

るの がいやに なり 併し 今更 やめる とい ふ譯 にもい かす 犬に 困り 大に 煩悶した ので 眼が さめ、 つく 

く考へ て 見る とそれ が 確に 夢であった ので 漸く 安心した ので ありました ピ 前日 ス ピノ ザ の 暗 

殺され さう になる 話 を讀ん だのが 關 係して 居る らしい が、 畢竟 は 胃の せいだら うと 思 はれます。 

か. y ぐ 必要に 迫られて 毎日う ちで 少 しづ、 ァ ー レ 一一 ウスの 飜譯 をして 居ます。 書 齊と應 接 間の 窓 

が ほし いが 我 量して 居る。 一 体 何の 爲に 生きて 居る のか 分らない やうな 氣の する 時が 折々 ある 

が、 死ぬ の はい やであります。 

今日は 愚痴ば かりこ-ほし ズ 失禮、 不惡、 御 健康 を 祈ります 草ぶ 

七月 廿 八日  銀武良 庵主 人 

藤 岡 君 玉 1 下 

I 一-一七 一 

七月 二十 九日 水 午後 四時 I 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 1： よ リ祌奈 川 縣缣倉 町大町 ニー 一一  二 五 安養 院裹 安倍 能 

成 氏へ 〔はがき 〕 
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芙に相 南へ 御 出かけの 事と 存じ 居候 處此 頃に なって 御 出駕の 由 それならば 一 度 位 拜眉を 得れば 

よかった と 存候少 生 も 一 度 位 は 子供の 御 守で 逗子か 鎌 倉へ 參る かも 知れす 其 節 は 或は 淸閑を 驚か 

すか も 知れ 十と 存 居候 小 宮君は 八月 廿 四日 後 r< ^京の 由に てま だ 大分 間の ある 事と 存 候、」 毎日 申 

譯の やうに 出勤 晝飯 をし に 出て は 一 一時間 位ゥ 口く して 叉歸 つて 來て何 かする 眞似を 致し 居候、」 

夜 明 方に は 吃 度い ろくな 夢を見る 事に なって 居り、 今朝の 夢 はなんでも 湖畔の 旗亭の やうな と 

ころで フィンランドの 新聞 を 買ったり、 湖水の 面が ぺ コ くと 動く の を 計測す る 器械が 幼稚園の 

豆 細工で 出来て 居たり、 岩波 君が 何處 かの 骨覽 品賣 立ての 案 內狀を くれたり。 鄕 里の 昔の 隣家で 

妙な 魚と 野菜の 宽 たの を 食 はされ たりした のでした。 其 前の 朝 は 三人組で 誰か を 暗殺し なければ 

なら.^ い 事に なって 大に 困った 夢を見た。 胃の せいかと 思 はれます 

一 I  二 七 二 

七月 二十 九 B 水 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市牝 六條西 十へ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 〔封筒な し〕 

其 後 御 無事 御 研 學の由 中 谷 君より 委細の 報道に て 安神 致 居候 水銀と sio" との 界面 現象 は 面白 

く 思 はれ 此に關 す る 私見 を 中 谷 君 迄 申 送 置 候な ほ 御 研究 を 祈 候、 今 思 出した が眞空 管 の 水晶 製 の 

で 水銀 を 蒸溜す る 時 Hg. の drop が 器 壁 を 流れる とき 盛に 光る ことが 知られて 居る。 此れ は 先 

年ダミ ン とい ふ 男が 理 研で スペクトル の 研究 を やって 居る ときに 見せられた ことがある。 此れ も 

屹度 關聯 した 現象と 思 はるから、 此事を 中 (八 口 君に 御 傅へ を 願 ひます。 

〔中略 一 
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彌生雪 子の 懇望で とうく 食け、 逗 子へ 窒を かりてし ばらく やる 事に なり、 今日 母上が 貸間 探 

しに 參り 候。 正 二 は 其 監督 (？) 格で 時々 往復して 貰 ふこと になって 居候、 しかし なるべく 早く 切 

上げさせ 度と 存 居候。 留守 は 皆無 事故 御 安心 を 願 ひます。 朝 額が ぼつぼつ^き、 葉 鶴 頭が 二三 日 

の 好天 氣で 少し 大きくな つて 夕方な ど 中々 美し い。 應接 間と 書 齋の小 窓に 凉 しさうな 力 ー テ ンを 

賴ん だが まだ 出來 てこない。 私 は 八月 三日から 一 週間 だけ 休暇 あと は 例年の 通り 何 處へも 旅行 は 

せす 理研通 ひの つもり。 夏 中に ァ ー レ 一一 ウスの 反譯の 岩波 文庫 を 片付け 度と 思って ゐる。 

御 自愛 御 勉强を 祈ります。 中 谷 君 御 一同 又 敎窒の 方々 に 宜しく 願 ひます 草. - 

八月 廿九 日夕  父より 

東 一 殿 

I 三 七三 

七 月 二十 九 B 水 午後 八 時 . 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇 *1 郞 氏へ 

毎度 御手 紙 を 頂戴 東 一 の zlalKl 詳細に 御 報 吿被下 實に難 有 拜謝致 候 地獄で 佛に 逢った と は 

正に 此の 場合の 形容 かと 被存 候、 此 上ながら 宜敷御 願 申 上 候、」 

御 令妹 御病氣 の 由に て 此れ は 御 年頃 の 事故 特 に 御大 事に 被 遊 度 析候御 母堂 樣御出 の 由に て 何よ 

り 御 心強き 事と 拜察致 候、 

水銀 を 水晶 板に 流した 時の fifi.ure を拜 見して 大變 面白く 思 ひ、 同時に 少 生の 頭に 浮んだ 事 を 

御參考 迄に 申 上 候 水銀に Zn を 交ぜた ァ マル カムの 面に oxide か 何 かの コ ー ティング たの を 動 
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かすと 其の 表面 膜の 破目 や 皺が 出来る、 其の pattern が大變 似て 居る。 又 少し 表面の 硬化した 

水飴 を變 形させる 時に もこん な 模様が 出来る。 要するに 並行した tension  crack の feature を 示 

す。 そこで 空想され る 事 は。 水銀の 表面に 稍 stable な doublo  layer 的の ものが 出来て 此れが 變 

形の 際 表面が 伸びる 爲に 切断して 處々 f-;esh な 水銀 面が 出る。 其 際 fresh  Hg- と sioK との 接 

觸 面で ion の爭 奪が 起る ので はない かとい ふ氣 がする： 万 一 さう だとす ると sio," 面の Ch さ iiing: 

にもよ るが 水銀の h- -】 き- ity も 可也 影響し はしない か。 それで 水銀の 淨化 をす る 一 方で は 叉 わざ 

と 水銀に 微量の 他 金 屬をァ マ ルガ ム して 其爲に 此の 模様に 如何なる 變化を 起す や を 見る も 一 興 か 

と存 候。 鬼 も 角 も 界面 分子 現象の 一 つの 道になる と存 候。 

東 一 の受驗 準備 はどう かノ ー トの方 もよ く勉强 する やう 御 指図 願 上 候、 〔中略〕 余り 勝手な 答案 

を かいて は惡 るいかと 存じます ので、 どうか ノ ー トの方 もよ く/ \複 習す る やう 御 命令 被 下 度 御 

願 申 上げます。 

數日 前から 「火山灰と 石油， 一 の 原稿 をた、 き 始めました。 此れ も 八方から 叱られる 事 請 合です 

が、 しかし 面白い ところ は 少し は ある 積り であります」 昨今 山 本 君に は 窓 硝子 を 球で た \ いて 出 

來る 放射 狀の破 目をやって 貰って 居ります。 秋に なったら 叉スパ ー グも 少し やらう かと 考へ て 居 

ます。 ガラス は 五六 千 枚 位 はた、 き 破って 見る 積り、 何處 かに 眼 を 廻す 人が あるか も 知れん と微 

苦笑 致 居候 それでも 安い 實驗 として はレ コ ー ド であり まし やう 稗 一 笑 

右钾 返事 迄、 なほく 豚 兒の儀 宜敷願 上 候、 令夫人に も 定めて 御世 話 様相 かけ 候 事と 存じ 候、 

何卒 宜敷御 鼠 聲願上 候 御世 話樣 になっても 此方へ は 報告し ない ので 困ります 草え 


239 


寅 翁 

中 谷 君 玉 案下 

二. 申 御 一 同様によ ろしく、  、 

一 三 七 四 

八月 四日 火 午後 零時 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 11 ょリ祌 ハ、. ル川縣 H! 子 町 本 通 九べ 七 古 賀方寺 田 正. 二、 寺 田 

彌生、 寺 E. 客 子、 三 氏へ 〔寺 田 ふん 氏との 寄せ 書〕 

御 端 書 を 難 有う、 天氣 がいよ く 本當の 土用 日和に なって 誠に 好都合であります。 夏 も 今日の 

やうな 日 は 暑くても 氣 持が い 、、 逗子も 此れなら 凉 しいだら うと 思 はれ 少し 行き 度くな りました- 

今日は あなた 方 も 海へ 御 這 人り でし やう。 私 は 朝の 中 書 齋で 少し 仕事 をして (理 研が 御休み 故) 

晝 前に ちょっと 大學へ 額 を 出し、 それから 丸 善へ 行って 万年筆の 修繕 を 頼んで 「人魂」 の 本 を 買 

つて、 あすこで 晝 めし をた ベ、 それから 帝都 坐で 「高 田 馬場」 を 研究 (？) して 今歸 りました。 お 

母さん は 庭へ 出で 鶴 頭 や 草花に 水 を やって 居ます、 ボ ー ャは 見えません、 —— と蚩 曰いて 居たら 皆 

さんの 部屋の 椽の 方で 一一 ャ ー と聲 がして 歸 つて 来たらし い。 11 書 齋 もよ く 風が 通って 凉し い。 

何處 かで、 ゴジ くと 無の 音、 トンく と金 鎚の音 もして 居る、 此 音が どうも 矢 張 「夏の 音」 で 

あります。 下駄 をジ ャリ/ \- と 引す つて あるく 音が すると 思 ふと 風呂屋へ 這 人ったら し い。 

私 は 何 かしら 少 しづ 、 の 用に 足 を とめられて 居る が、 そのうちに 出かけ 度い と 思って 居ます。 

以上 昨夕 かいて 夕食 人浴來 客の 爲 それ 切りに なった 
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今朝 も； eo? 天氣 つに きで 朝顔 もよ く t 、き、 葉 鶴 頭 もよ く 生長す る。 今日 も 午前中 は 書 東で 岩 

波 文庫の 飜譯物 を 進行 させる つもりであります 

どうか 御 自愛と 御 自重 を 祈ります、 

八月 四日  .  父より 

御 一同 様 

お 父樣が 委しく お書きに なった ので まだ 二：：； か 終って ない ので 何も 書く ことがあ リま せん いつ 、其 中 こ お 

菓子 を 送ります 行きます 手紙 を あげます 

I 一一 一七 五 

八月 十一 日 火 や 前べ 時 十二時 本鄕區駒込曙町ニ^ょり千葉縣^？；津郡竹岡村ー秋牛：齋藤方玉野光男氏へ 

御 1% 書 難 有 拜誦致 候、 今年 も 多分 勘 左 衞門氏 の 方 へ 御 出かけの 事と 存じ て 居ました が 矢 張 卸 出 

かけの 由に て 何卒 十一 一分に 御 靜養を 祈る 次第に 有 之 候少生 幸に 無事 不相變 銀 坐 アルプス 跋步、 浹 

1： 藝術硏 I； 等に 從事致 居候 伊香保へ 行く くと 廣吿 しながら 何時に なったら 行く 事 やら 又 結 ns- 

行かぬ 事から 自分に も 的確なる 豫報は 出来ない 有様に 有 之 候、 

先日 は 菓物澤 山 御 惠與に 預かり 難 有 拜謝致 候 却って 恐縮に 存吾候 

右 貴酬 御禮迄 草え 申述候 ^盡 

八月 十日  寺 田寅彥 

玉 野樣玉 案下 
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I 三 七 六 

八月 十 I  B 火 午前 八 時 It 二 時 本 鄉區駒 込 瞎町ニ 四より 下 谷 區谷中 淸水町 三 大河 内 信 敬 氏へ 

拜復 御 丁寧な 御手 紙 難 有 拜見致 候、 今度 は 間に合せの 材料で 貴誌に は適當 でなかった かしら 

と 懸念 致 居候 處御 手紙に て 幾分 御 氣に叶 ひ し 由 御 申 聞け 被 下 安心 致 候、 もし あの やうな もので も 

よろしければ 時- -御採 錄を願 度と 存 居候 

なる 程 以前に 「童女 像」 とい ふ 題で かいた もの \ あった 事を 御手 鋭に よって はじめて 思 出しい 

つもの ながら 自分の 健忘に あきれ 居候 それで 今度の は r 靑衣 童女 像」 とで も 直して 頂ければ 大幸 

と存 候」  、 

少生 道樂に 地震 雷火 事 を 研究 致 居候 へ 共 人様 に對 して は决 して コ ワイ オヤ ヂ ではない つもりに 

有 之 候 何卒 御 閑暇の 節 は 御遊び に 御 出 を 願 上 候」 右 御 返事 迄 草 i 申述候 不盡 

八月 十 一日  寺 田寅亲 

大河 內信 敬樣玉 案下 

一 -I 七 七 

八月 十 Ills 木 や 後 零時-! 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 神 奈川縣 道 子 町 本 通 九べ 七 古 賀方寺 田 fin 一、 寺 

円彌 生、 寺 E 雪 子、 三 氏 へ 

其 後 皆様 御 變りも 御 坐い ません か 御 便りが な いのは 御 無事の 吉兆と 善意に 鮮釋を 下す 事と 致し 
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てお きます、 留守の 方で も 平凡 單 調なる 日が 水の やうに 流れて 居ます、 唯 庭 一面の 雁來 紅が 燃え 

る やうな 美し さ を 日々 に 展開して 居ます。 此葉鷄 頭の 紅色 は 朱色と はちがつて 熱 色の 中に 寒色 を 

含んで 居る ので 私に は 見て 暑い 感じが しない、 さう して 「秋」 を 感じさせる。 正 岡 子規が 此れが 

大好きで 狭い 庭の 前面に 此を植 並べて 動け ぬから だ を 横た へた ま、 に 飽かす 眺めて 來 ました、 彼 

の 淋しい 心に 取って は 此の 鷄 頭の 赤 や 黄の 交響 樂は 世界中の 美しい もの-具体化と 思 はれた こと 

でし やう。  ， 

うちの 葉 鷄頭も 夜 電燈に 照され たの を書齋 から 眺める と 一寸 ファ ン タス ティ ッ ク な美觀 であり 

ます、 軒端から 垂れた 藤の 豆の 簾 も亦凉 しさ を 添へ て 居ます、 

先夜 鈴虫 を 一 一つ 買って 來て 茶の間の 軒端に 吊して あ るが 毎夜よ く 鳴き ます 

昨日の 雷雨 は そちら は 如何でした か、 東京 もこの 邊は 大した 事な く從 つて 雨量 も 少量で 物 足り 

ませんで した。 丁度 酒 井さん が 見えてから 停電で 燈 火が 消へ、 それが 中 i 回復せ す、 とうく 蠟 

燭の 光で ボッパ ー のサ ラバ ンドと ガボ ッ トを敎 はりました、 バ ッ ハ モッァ ルト 時代の 音樂 者の や 

うな 照明 法に よった 譯 であります 

どうか 健康 大切に、 叉い ろくの 御用 心肝 要と 存じます 折 > 、御 端 書で 日常の 御 起居 を 御知らせ 

願 ひます 草、、 

八月 十三 日  父より 

御 一同 樣 
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一 三 七 八 

八月 十四 曰 金 午後 零時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海 タイム 一へ 社 阿部 良 夫 氏へ 

謹啓 益 i 御淸祥 大慶 此 事に 存候扭 て 先日 申 上 候 水口 氏 一 行いよ/ \ 札幌行 確定の 由に て =p 一 

二日 頃 放送と 演奏 會 開催の 由に 有 之 候 先日 も 申 上 候 通 あして 御 無理 を 御 願 致す 譯には 無 之 候へ."， 

所謂 鶴の 一 聲 にて 演奏 會に氣 勢 を 添 ふる 事 を 得ば 大 幸と 存候 何卒 御迷惑に ならぬ 範圍內 にて 御 後 

援の程 御 願 申 上 候 か へ すく 厚顔なる 御 願と は 存じながら 右 《几 敷 御 願 申 上 候  ® 

東京 は 相當に 暑き 日が 鑌き 居候 少 生に は 甚だ 平凡 單 調なる 日が 水の 如く 流れ 居候 庭 一 園に 植え 

た厂來 紅が 此頃眞 紅に なり 毎朝 此れ を 眺める のが 一 つの 樂 しみ 〔に〕 有 之 候 夜 電燈の 光に 照され た 

の も 一寸 ファン タス チッ クな 美し さに 有 之、 

葉 鶴 頭の 紅 は 熱 色の 中に 寒色 を 含み 見ても 暑い 感じが なく 少 生に は 「秋」 を 感じさせ 候 さう し 

て此を 見る度に 正 岡 子規の 横臥の 姿 を 思 浮べ 候 

古典 も 頭の 痛くなる の は 止めて ヱ ロティ ッ クな 方に 鞍 かへ して 「ダフ 二 ス とク。 干！ とい ふの 

を 讀んで 見ました が 現代の それと はちがつた 素朴 美 は 銷夏の 好 資料と 思 はれ 候、 

右い つ も 勝手なる 御 願 のみに て 何卒 御 寛容 を 祈 候 

八月 十四日  寅 彥 

阿部 大兄 玉 案下 
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一 三 七 九 

八月 十五 日 土  il. 後 零時 四 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 千 葉 市橫町 七三 一 金澤屋 山：： 正 夫 氏へ 

舊 贵著 r 野の 雉子」 御 惠與に 預か 力 難 有 拜謝致 候不取 敢拜誦 誠に 美しき 田園詩に 接する 事 

を St て俞 决に存 宾 

甚だ 失 禮 とは存 候へ 共 童 譲 詩 御 創作に 際しても^ 蕉七部 集に 採錄 された る 連句の 諸 卷は必 す 何 

かの 御 參考と 可 相 成 かと 愚考 致 候 右 思 付 候 ま ^ を 申 上 候 不惡御 寛容 を 祈 候 

右 御禮迄 草： 申述候 不盡 

# 田 寅 *i 

山 口 正 夫樣玉 案下 

I  III 八 0 

八月 十六 B 日 午前へ 時 十二時 本 鄉 區駒込 曙 町 二 四よ リ祌な • 小川^ 缣倉 町大町 二三 二 五 安養 院裹 安倍 能 

成 氏 へ 

御 端 書 難 有 拜見致 候 中  > 、朝早く 御 起床の 由に て此 占-: 羨ましく 存候 掃除 風呂た き 水 汲の 方 は少生 

昭 に は 不適任に 御 坐 候、」 前週 金曜 一寸 逗子迄 子供 等の 下宿 を 訪問 致し 候 も、 東洋 城と 同地で 連句 

^ 興行の 爲 遂に 鎌 倉に 寄る 時間な く 素 通 致 候、 其 中 一度 御 尋ね 致 度と 樂 しみ 居候、 亮君御 健康 良好 

年 にて 万歳と 存候此 際 一 層士 一分の 御 療養 被 遊 候 は、 完全の 根治 疑な くと 存候、 休 重の 御 話に て 思 
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出し 候、 少生 先日 デバ ー トで秤 量器に 一寸の つかって 見た 處約 十四 貫 五 百 あり、 尤も 此れ は 衣服 

其 他 「七ッ 道具」 込めに て 正味 は 十四/と 一 寸 位と 存候、 身長 五 尺 六寸で 此れであります、 大兄 

は 十七 貫 位 は あるかと 目測 致 候 如何 哉。 

Die  alte  Erdgeschichte は 多分 古代 地史 或は 古地 史學 (學を 指す 場合なら ば) とで も譯 すれば 

ま 敷かと 存候。 地質 學 (ieolos.ie 中で 特に 年代 的 層 序 及 化石 等 を 目的と する ものに 相當 する かと 

田 5 はれ^へ 共力 ン ト寺 代に は 恐らく 現在の 如く  wis. き rical  geology,  Structui al geology  petrol- 

ogy, Stratigiaphy,  palaegthology 等の 分派が 存在せ す、 現在地 質學 Geologie と稱 する もの 

全体 を 包含して 得た 事と 存候、 それ 故 現在 使用す る 「地 史學」 とい ふの がー 番穩當 で 安全と 愚考 

致 候。 なほ 考究 可 致 候 

少生 何處ぞ 旅行す る .（■ と 口癖の やうに 云 ひながら 未だ 出かけす、 銀、 神、 廣の三 ブラに 精進 

致 居候 吾ながら 純眞 (？) さに 感服 致 居候。 昨日 は 新 宿 帝都 坐に 參り 夏川孃 の實演 をお がむ つもり 

の處 H ライ 滿 員に ォソ レを なして オメく 退却 致 候 笑止の 至に 御 坐 候 

ァ ー レ 一一 ウスの 宇宙 開闢 論史 の飜譯 (岩波 文庫) やっとの 想で 完了、 原槁を 渡して ホッ ト致居 

候。 理硏 では 「石油」 の 珍 論文 原稿 を タイプライタ ー で 叩き 居り、 此れが 出たら 定めし 物理 學者 

化擧者 地質 學者 三方から 叱られる 事 だら うと 存 居候、 此 等の Fficli の 神聖 を冒瀆 する こと だけ は 

確實 かと 存 居候 

庭 中 减茶苦 茶に 雁 來紅を 植え込んだ 處咋今 此れが 一 面に 眞紅 になり 愉快であります、 葉 鶴 頭の 

紅 は 一 向に 暑い 感じがなくて 宜敷 候、 夜 坐 敷の 電燈の 光に 照され たの を 見る となんだ か少. -フ ァ 
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ン タス ティ ッ クな美 觀を呈 し 候、 

其內に 是非 一 度 大兄の 午睡 を 驚かし 度き ものと 希望 致 居候 不盡 

八月 十五 日  寅 彥 

安倍 大兄 玉 机下  . 

一 三 八 I 

八月 十七 B 月 午後へ 時. I 十二時 本 鄉區駒 込^ 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宫登隆 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見少 生 こそ 甚 しき 御無沙汰 申 譯無之 御言 葉に て 却て 恐縮 致 候、 いよく 十九 日み 

す かるし なぬ の國 へ御發 足の 由に て此 手紙 間に合 ふか どうかと 存 候へ 共 御 返事 迄 早 立 認め 候、 

御手 紙の 文面に よると 仕事の 「交通整理」 にっき 御 焦心の 由 暑さの 時分に て 御 察し 申 上 候、 余 

り 苦心 をな さらす にまづ い &加 减にボ ン と 御 片付け を 御す 、め 致 候、 その ボ ン^ (^で 思 出し 

たが 少生此 四 五日 前 神 田 散歩 中 ふいと i 如何なる 心理的 作用 か 目下 研究 中 —— 或 玉 突 場に 迷 込 

みボ ンく とやった のが 病 付きに て 其 後つ け 様に 行 當りバ ッ タリの。；：^ の 看板に 引かれて 道樂 

を 致し 候。 尤も 此れ は 此の 盛夏 中の 暑氣拂 としての 一時的 氣 紛れ 現象に してし まふつ もり、 但し 

來 夏に は 叉 週期 的に 復活す るか も 知れす と存 居候。 かう 煑 返る 暑さに 昨年と 一 昨年 は 石油 を煑る 

事 を やって 痛快が りました が 今年 は： それが 玉 突に なった やうな 形に て 助手 は 大助かりの 事と 推 

察 致 居候。 此の 玉 突 を 思 付いた 動機が 事によると 次の 如き 道筋に 追跡す る ことが 出来る かも 知れ 

ない。 それ は 先日 東洋 城との 話の 中で 「小 宮 君の 綿密と 僕の 氣 分での やりつ 放しとの 特徵は 玉の 
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突き 方で も 表徴され る」 と 云った やうな こと を 話した ことがあって、 その 時に 紫の 頭に 現 はれた 

赤 白の 四球の 影像が 消へ すに 殘 つて 居た のか も 知れない。 併し 何の 話から そんな 話が 出て、. そし 

て 〔^4. して 球 突の こと が 思 出 された かの 分析 迄 は 乍 遺憾 未了 であります。 

阿部 君 は 數日前 鎌 倉より ハ ガキをくれましたが毎朝五時半と ^~に起床とぃふので大に驚ぃた譯 

に 有 之 候 何 か 校正 を やって 居る らしく、 令息 病氣 経過 は 良好との 事に 有 之 候。 校正と 云へば 僕 も 

ァ— レ 一一 ァスの 「宇宙 開闢 論」 を やっとの 想で 譯了、 此れから 校正の 事を考 へて 少ょ 悲觀致 居候。 

僕の 事 だ 力ら 余り D クな 飜譯は 出来ない が、 讀 めば 分る 程度に はなった かと 自信 致 居候」 

此の 二三 日の 東京の 暑さ は 格別、 今年 は 伊香保へ 行く行くと 云 ひながら、 中. M みこしが 上らす. 

去年 は 本當に 出かけた の だが 上野の 改札口で スリに 財布 を 取られて すっかり 悲觀し 引返した 切り 

で 行 力す、 今度 はどうな るか 全く 自分に も此 運命 は？ に 有 之. d^ar 一  笑 玻下度 

先 は 取 急ぎ 御 返事 迄 余事 廿 四日に 讓り候 草. M 

. ^月 十 七日  寅  ^ 

小宮 大兄 玉 案下 

一 一-一八 二 

八月 二十 IB 金 午後 零時— ra 昨 本 鄕區駒 込 曙 町 二 ra より 神 奈川縣 嫌 會町大 町： ニー 一一  1..::! 安養 院^ 安倍 能 

成 氏 へ 

銜 手紙 難有拜 見、 大兄 を 氣の毒 がらせに 行った やうな 結果に なって 失敬 致 候、 逗 子へ 行った 序 
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に 一 寸御 尋ねした 迄で ありまし たが、 それでも やっと 搜 しあて &見 ると 御 留守で あつたの は 一 寸 

がっかり しました。 わざく 留守 を 狙つ て 行った やうな 事に なった が 此んな 事が よく あるの は不 

思議であります 

小. 十九 日 仙 臺發信 州 へ 直行 廿 四日 の 午後 人 京す るとの 手紙が あり、 大兄に 食ったら さう & 

傳へ してお いて くれとの 事で ありました、 今度 は 少し 久し振り なやうな 氣 がします 

今日は 金曜日な ので 今に 東洋 城から 電話 がか、 れば又 連句 興行 の 打合せ をして 何處 かで 數 時間 

JgJ 强 する こと 、思 ひます。 連句 を やるな ど 、 い ふと 如何にも 吞氣 さう だが 實は 中.，. <  の大： a 强, Jj あ 

ります、 ー卷 三十 六 句の 爲に 費す 時間と 努力との 積分 は 軽少な もので はない の だか、 結果 は 一向 

にうまく 行かない。 その 內に段 M 進歩す るつ もりで 拫氣 よく！！ 繽 する 事に したいと 思 ひます 

お 事拜眉 の 上に て 草 i 

寅 

安倍 大兄 玉 案下 

御 令室 御 令息に よろしく 御 傳へ願 上 候 

一 三 八-二 

/月 二十 I  B 金 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ神奈 川 縣逗子 町 本 通 九へ ヒぉ賀 方 *-Ey  二、 

寺田彌 牛：、 寺 s!^ 子、 三 氏 へ 

一昨日 は：；：，、 禮 御馳走でした。 あれから 停車場へ 急いで 行った が 電車と 同時に 驛へ はいり あはて S 


、切符 を かって 飛乘 ると 發車、 汗が 一時に 押出して 心臓の鼓動が 急に は收 まらなかった、 一分 だ 

け 早い と 丁度よ かった のでした。 鎌 倉で は 暑い のにて くく あるいて 大 町へ 行って あちこちと 尋 

ね 廻り やっと 家 を 見付け て 這 入 つ て 案 內を乞 ふたが 誰れ も 居な い ガランド ー で 何時 歸る とも 分ら 

ないから 名刺と 御 土産 を 玄關へ 差 人れ て歸 つた。 逆 泥棒で ある。 材木 坐へ 出た が 酒 井さん を 尋ね 

る 勇氣も 暑さの 爲に 阻喪して バ ス にて 退却 仕りました。 

貞 子から 端 書- 十七 日から 御宿へ 行って 居る さう で 「千 葉縣 御宿 驛 前君塌 福 松. 方」 御母さんと 

子供 三人で 行って 居る さう です。 あなた 方の 宿所 を閜 いて 来ました から 今日 同 便で 知らせて やり 

ます、 どうか 御文 通 を 願 ひます。 

私 は 今日は 金曜 だから 多分 松 根さん と 連句の 會を やる と 思 ひます。 私に は 矢 張 東京が 一 番樂な 

やうです、 

どうぞ 御大 事に、 草、、 

八月 廿 一日  父より 

御 一同 樣 

一 一二 八 四 

八月 二十 一二  B  0 午後 ii 時—.. へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難有拜 致 候 益 i 御淸祥 大慶 至極に 存候下 而少生 無事 消光 御 安心 被 下 度 祈 候扠東 一 昨 早 

朝 歸宅此 度は嶽 車の 最もな く 直行 致せし 由に 有 之 安心 致 候 
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御 地 滞在中 は誡に 並々 ならぬ 御 愛顧 御 指導に 預かり 御 薩 様で 少し は 奮 發心も 出で 候 事と 樂 しみ 

に 致 居候 然 るに 御覽の 通りの 世間 知らす の 我儘 又 乱暴 も のにて 定めて 大兄 は 勿論 敎窒其 他 の 方 i 

にも 失禮 のみ 相 働き 種 i 御迷惑の み 相 かけ 候 事と 推察 何共 恐縮の 次第に 御 坐 候 何卒 御 寛恕 を 祈る 

次第に 御 坐 候、 度 i 御宅の 方 も 御 邪魔 致し 種. - 御馳走に 相 成 候 由に て 御 令室 はじめ 皆. -樣 にも 色 

え 御 配慮 相 蒙 候 事と 難 有 拜謝致 候、 又歸^！-の節は結構な御土產迄頂戴致し、 何よりの 品に て 一同 

賞味 致 候 

金子 借用 致 候 由に て 不相濟 候、 電報に て 旅費 請求し 參り 早速 郵便に て 送金 致し 候へ 共 其 到着 を 

待た すして 出發 致せし 由に て 御迷惑 相 かける 事と 相 成 候、 下宿料と 合せて 二十  一 ra: は 明日 御 送金 

申 上 候 間 何卒 {q- 敷 御 願 申 上 候 (今日は 日曜に て 郵便局 御休み) 

追試 驗 準備の 方 も 御 配慮に より 光 學の方 完了、 此れより 電氣の 方に 取 か \ り 候 は k どうにか 間 

に 合 ひ 可 申と 存候色 御 敎導難 有 拜謝致 候 

實驗の 方 は、 未だ 詳しき 話 は 聞かす 候へ 共、 終に 片付か すに、 其ま& にして 立 歸り候 由、 子供 

の やうに 歸心 矢の 如くな つたので 一 層 仕事 も 手に 付 かざりし かと 想像 致され 候 未だ 色よ 滞在中の 

話 も 聞かす、 又 平生 此方で 聞かねば 話さぬ 方 故.. 御 禮ゃ御 詫 を 申 上げねば ならぬ 事が 澤山 あるか 

と被存 候、 誠に 此度は 意外の 御 厚情に 浴し 重. -難有 肝銘 致 候 

昭 東京 も 日 i 暑き 日が つ き少. -疲 勞の氣 味に 有 之 候へ 共 要領よ く 怠け 居候 間 さした る 障り もな 

^  くと 存 居候 ァ ー レー 一 ウスの， の 岩波 文庫 校正 中、 其 他 中央 公論へ 映画評の 原槁を かき、 理硏 では 

年 「石油」 の 原 槁をボ ッリポ ッリと タイピング 致 居候。 暑い ので 活動 小屋 人り は 少しな まけ 氣 味に ^ 


有 之 候、. 一 右 東 一 安着 御 報 を 兼ね 一 寸御禮 迄 t 述候 草. - 

八月 廿 三日 ， 

中谷樣 

御， 一同 樣 

一 三 八 五 

八月 二十四日 月 前べ 時：. 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町： 四より 札 幌市南 一條 ffi: 卜 丁  H 中 谷 宇吉郎 氏へ 

0  日 手紙 差 出 候 後に 東 一 より 承 候へば 出 發の節 は 御 令室 御 同伴に て 停車場 迄 御 見 途被下 

候 由 叉 山 t 君 其 外敎窒 の 方 も わ ざく 御 出 被 下 候 由 にて 誠に 難 有 拜謝致 候 何卒 皆 i 樣 に 《且敷 御 鳳 

聲願上 候 

刖紙 小爲替 御查收 の 上 何卒 {ュ 敷 御 取 計ら ひ 被 下 度 祈 候 

右 要 事の み 申述候 時候 柄 御 一 同様 御 自愛 專 一 に存候 不盡 

. 八月 廿 四日  寺 田 寅 彥 

中 (介 樣 

御 一同 樣 

I  III 八 六 


せ 田 寅 亲 

外 一 同 


年 六和昭 


八月 二十 六 B 水 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ祌奈 川 縣逗子 町 本 通 九べ ヒ古賀 方 寺 Elin 一、 寺 

田彌 生、 寺 m 雪 子、 三 氏へ 〔封筒な し〕 

皆さんから 御手 紙 を 難 有う、 御 揃 ひで 御 元氣で 喜ばしく 存じます 土曜日の 晚は正 一 一は 何處 かの 

活動 舘 から 遲く歸 宅 かと 思って 居たら とうく 御歸 りなく、 或は 横濱の 友人の 處へ でも 行った か 

と 想像して 居ました  ， 

東 一は 廿ー 一日 朝歸 りました 折角 札幌 でつ けて 貰った い、 習慣 もす ぐに 逆戾 りの やうであります 

二日ば かり 雨で 御 退屈と 存じます、 私が 行く のに 丁度い、 と 思った が、 廿 四日に 小宮 君が 人 京、 

廿 四日 廿 五日と 會 合の 爲に逗 子 へ 行く 時が ありませんでした。 

母上 は 多分 卅 日に 迎に 行く でし やう。 もう 少し 御 厭きの 事と 思 ひます が 折角 行った の だから、 

もう 一 一三 日 海水で も 浴びて しっかり からだ をよ くして、 さう して 御歸京 後し つかり 御 勉強になる 

方が い \ かも 知れません 

札 幌へ御 出しの 手紙 は 行 違 ひに なって 昨日 歸 つて 来た やうであります。 

歸 つたら 葉 鶴 頭が 美しくな つて 居る 事、 飄簞 が澤山 ぶら 下って 居る 事、 その他い ろ/ \ の變化 

を發 見され るで しゃう、 此 等の もの も 又御歸 りの 日 を 指折り 數へ て 待って 居る 事と 思 ひます 

では さやうなら 御機嫌よう (近代的の 手紙に 做 ひて) 

八月 廿 六日  理 研の 窒 にて  父 よ り 

正 二様 

彌生樣 
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雪子樣 

つ ね にもよ ろしく 

一 三 八 七 

八月 二十 七 B 木 午後 零時 - 四時 本. t 區駒込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔は 

がき〕 

御手 紙 難 有拜誦 致しました、 其 後に 御 達り 致しました 小 爲替が 多分 到着 致した 事と 存じます、 

どうか 適 立に 御處 置の 程 御 願 致します OJ 東 一 から はま だ 御 禮狀も 差 出さない ではない かと 存じ 

ますが どうか 御 寬容を 祈ります。 一 向に 話し を しないので どうい ふ 方 にどう いふ 御 厄介 を かけ 

たか も 分らす、 何卒 御氣 付きの 点 御 示敎被 下ば 大 幸と 存じます 

右耍 事の み 草 i 申 上 候 不盡 

八月 廿 七日 

東京 は 蒸 暑くて 困って 居ます、 少し 暑さに くたびれた やうであります、 

御 令窒樣 にも 宜敷、 御 母堂 御 令妹に も宜 敷、 御 令妹 御 快 愈で 喜ばしく 存じます。 

一-一八 八 

九月 七日 月 午後 零時 . 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

先日 御上 京の 節 は 何の 風情 もな く失禮 のみ 相 はたらき 候段裨 海容 願 上 候、 其 後 も 無事、 なる ベ 
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く 毎日 少し づ 、玉 を 突く 事 を 心がけ 居候、 新しい 〔ス〕 ウイ ー ト ハ ー ト でも 出來 たやうな 氣 になつ 

て 世の中が いくらか 賴母敷 相 成 候 此れで 叉 研究の 方も績 けられる かと 存 居候、 時 i 浮氣 をし ない 

と 生存の 意義が 分らなくなります。 此れで 玉が 厭きたら 次に は 何になる 事 やら、 六十に なったら 

「女」 でも 始める ことに や 

扨て 一 つ 御 示 敎願度 いのは ^蕉 連句 fe^ 拜見 中心 付いた 事であります が (五一 ) 「いざよい」 の卷 

に 現 はれる 凉 葉と いふ 人は岱 水と 同人 異名に やそれ とも 別人に や。 此卷 以前に は岱 水が 居て 凉葉 

不在。 此卷の 終 近くなる 頃、 凉葉 登場 同時に 岱 水が ド P くと 消失して 居る。 句 柄 も 似た ところ 

が あるから さう かと 思 ふが 如何 や。 實は 「連句 雜 ？^」 の 材料に したいと 思った ので、 御 面倒な が 

ら御敎 示 を 願 度と 存じます。 

それから (三 九) 「御明の」 の卷の 193 頁と， HM に 一つ i -、 一. 水」 とい ふ 人が 居る が 此れ も岱水 

かそれ とも (四 一 ) に 現 はれた 淡水 か、 此れ も 序に 御 示教 願 ひます 

筆舰 多忙に は 吾ながら 驚 入 候。 「家庭」 へ數枚 「中央 公論」 へ 二十 五 枚 「科 學」 へ 十五 枚 「溫 柿」 

へ 約 十 枚、 「雜 味」 へ 約 十 枚 「理 學部會 誌」 へ 約 十 枚 それから 下旬 頃 迄に 「東 日」 へ廿枚 位、 此れ 

だけ 書く 事になる 譯 であります 但し 「雜 味」 と 「理 學部會 誌」 は筐 底の 反古 提供。 一家 庭」 と 「東 

日」 は 昔 馴染の 若い 男に 賴 まれて いやくながら であります。 此れで 毎日 球 突きが 聞いて あきれ 

る 事と 存候、 その上に 論文 を 一 一種 並行して タイプライタ •— をた、 くの だから 粗製濫造と 謂 はれて 

も 致 方ない と あきらめ 居候 草 

九月 七日  寅彥 
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豐 隆樣 

I 三 八 九 

九月 七日 月 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より. 卜 谷 區谷中 淸水町 一一 一大 河内 信 敬 氏へ 〔はがき 消印な し〕 

謹啓 「雜 味」 第三 号 唯今 拜受 致しました" 甚 勝手ながら もし 殘 部が 御 有りで したら、 此号 だけ 

別に 二部 だけ 頂戴 致 度と 存じます。 一 部 は切拔 用と したく、 又もう 一 部 は 友人 小 宮豐隆 に 途り度 

と 存じます。 小宮君 はきつ と 興味が あると 思 ひます から、 時 i でも 送って やって 下さらば 大 幸と 

存じます。 右 勝手な 御 願ながら どうか 不惡御 賢察 を 願 ひます 草 i 

九月 七 日 

一 三 九 0 

九月 十六 B 水 午前べ 時 1 トニ 時 本 鄕區駒 sCl 曙 町 二 四より 小石 川 _區 表 町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 【はがき〕 

昨日 はつ い 頭が 取 込んで 居た 爲に 出が けに 宅の 者に 申 付けて おくの を 忘れて 居て 大變 失禮 しま 

した どうか 御免し を 願 ひます」 扱て 御 約束の 原槁の 分量の 事 を 忘却し ましたが、 四百 字 詰 原稿紙 

で 何枚 づ 、幾日 分に 致せば せ： しき 哉 どうかもう 一 度 御 申し 聞け を 願 ひます。 書物に 關 係した 事な 

ら なんでも 宜しく 哉.。 或は もっと 自由で も-冗し く 1JW.、 どうか 御 指 园を願 ひます 廿日 過 迄に は 書い 

てし まひ 度と 存じて 居ます 

右御挨 採と 御！ H 迄 草 i 
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九月 十六 0= 

一 三 九 一 

九月 二十 三 B 水 午前 八 時 ー 十二時 本， 區駒込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

御 はがき 難 有う、 中央 公論の 拙 槁御覽 被 下 御 批評 難 有う 御 坐い ました、 最後の 果樹園の 雨の シ 

I ン は 正に 贵說の 通りであります。 拙 句の 中に も いくらか その 心 持 を 句 はせ たつ もりで ありまし 

た。」 述 句雜？ ^の 事を講 坐に リファ ー して 下さる 由光榮 であります、 あれ は 昭和 六 年 三月 (二 〇 

三せ) より 述 載して 居る やうであります。 今年 一杯つ ける つもりだった が 少し 飽き かけた ので 

どう だか 分りません」 昨今 少 生に は內憂 外患 此れで も か.. （-と 頻出、 そのせ いか 胃の 工合 も わる 

く 甚だ 悲觀の 休、 ナーニ、 ケル モノ 力と 頑張って 居る が氣は 張っても からだが フラ くす るの は 歳 

のせい にや。 でも 研究と いふ 煩惱の 消へ ない 限り まづ 大丈夫で すから 御 安心 を 願 ひます。 仙臺へ 

玉 を 突きに 行き 度くな りました。 パ スを 取って 仙臺へ 玉突きに 行くな ど \ いふの は 一寸 オリ ヂナ 

ル であらう かと 思 ひます。 

一 三 九 二 

九月 二十 五日 金 午前-力？ -s-i 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區表町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 〔はがき〕 

拜" w"、  ^て 御 約 _ ^の 原槁の 期限が 參 りました が、 先日 來 例の 胃の 工合が 少し 惡 くて 時 > 、痛み、 

ぼんやりして 居れば よいが、 少し 頭 を 使 ふとき くなる ので 思う やうに 進行せ す、 三回 分 位 は HE い 


たのです が 此れ だけで は 纏まらす、 どうかもう 少し 御 延期 を 願 度と 存じます。 日 支 事件で 新聞 は 

滿腹 でし やうから、 閣 文字 は 當分钾 不用で はない かと も 想像 致します が 如何で しゃう。」 あす は 

航{ 仝 行 を 失敬して 少し 休总 しゃう と 思って 居ます が、 もし 腹の 工合が よかったら 槁をづ k け 度い 

と 思 ひます、 どうか 惡 しからす 願 ひます。 病氣は 大した 事 はなく、 遊んで 居れば い、 とい ふ誡に 

我儘 病で 慚愧の 至であります。」 どうか 社の 方へ 惡 しからす 御 取な し 願 ひます 

一 三 九 三 

十月 三 B  土 午後 零時- rat- 本鄕^ 駒 込 曙 町 二 四よ リ福鳥 縣郡山 市 安積 中 學校副 島 洋吉郎 氏へ 

御手 紙拜見 致しました、 問題の 空間 相對 性の 事 は 少生も 昔 ボア ン カレ ，1 を 讀んだ 時に 同様な 疑 

問 を 起して 多少 考へ て 見た 事が あった やうに 記憶して 居ります。 此れ はよ くく 熟考して 見た 上 

でなければ 確定 的な 批評 は 出来ません が、 併し あの 所 說の眞 意 は 次の やうに 鮮釋 する のが tSK 。田で 

はない かと 思 ひます。 即實 際の 具体的な 物理 學 上の 問題と して 考 へて 居る ので はなく、 寧ろ 物理 

學的 認識の 基礎 を 構成す る 穴ェ間 概念が 本質的に 相對 的な もの だとい ふこと を說 明す る爲に 用ゐた 

ボピュ ラ ー な 云 ひ 表 はしで あらう と 思 ひます。 それでなければ あの 命題 は 寧ろ 無意義な ものに な 

ります。 何となら ば實 際の 物理の 問題と して 成立し 得る 爲には 長さが 十倍に なると 同時に 時間が 

どうなる か、 質量が どうなる か、 重力 常數其 他の ュ 一一 ヴァ ー サル コンスタントが どうなる か を 云 

はなければ 問題 は 不定で 答案 はどうで もなります。 例へ は 地球上に 質点が あると して それに はた 

らく 重力が どうなる かで も、 地球が 質量 を恒 同に 保って 膨脹す るか、 比重 を恒 同に して 十倍に な 
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るかで 結果 は 丸でち がって 來 ます。 其 他の 問題で も 同様であります。 

それで 原 の 所 說を寧 次の やうに 云 ひか へれば 穩當 ではない かと 思 ひます。 即 『現在 物理 學は 

若干の 基礎 概念と 若干の 基礎的 ボス チュ レ ー トの 上に 構成され た 体系で ある。 それ 等の もの、 中 

の 一 っは即 幾何 學 的の メ ー トリ カル スぺ ー ス であって、 此れ は 始めから 相對 的な 概念であって、 

メ  — トリ カル 即、 計測と いふ こと は 二つ. の もの、 比 を 知る 事で あり、 其 絡 對値は 最初から 問題に 

せす 考處の 外に S いて 居る ので ある。 さ 間の みならす 他の 計測 凡て さう である。 かう いふ 概念的 

の 基礎、 或は 一. 認識 形式」 を もって 一， 自然」 にぶつ かって、 さう して 所謂 「方 則」 を發 見し つ 、 

進んで 來 たもので ある"』 

かう いふ 事 を ボピラ ー レ クチ ュ ー ァの 立場から あ \ いふ 言葉で 云 ひ 表 はしても 別に 不都合と か 

-!: k 、謬 だと か 云って 咎 むべき ではなから うかと 思 はれます。 少しち がった 例です が、 フラマリオン 

(？) が 「光速度よりも 大きい 速度で 飛び出せ は 宇宙の 歷史を 逆に 見る 事が 出来る」 と 云った やう 

なの も 矢 張 一 つの 面白い 言明であって、 それが 實際は 無意義で あり 不完全で あっても 咎む べきで 

はなく、 吾々 は 其 云って 居る 限りの ボ イン トに 注目して 興味 を 感じれば、 それでも 有益で あると 

思 はれます。 もし 此ぅ いふ 風の コム ペンション ゃァ ー チフヒ ー スを 許容 しないと すると 殆ど 凡て 

の 通俗 科學 講義 は 不可能と なり、 又 凡ての 初等科 學敎科 書 は 出来なくなる かと 思 ひます。 

以上な ほ 熟考して 見た 上で なければ、 說 明し 足りない 点が 多い と 思 ひます が、 鬼 も 角 も あれ は 

一 つの 「思考 實驗」 を かりて 幾何 空間 計測の 相對 性を說 明した ものと して 受取るべき もの かと 思 

はれます が 如何で 御 坐い まし やう か 
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右 御 返事 迄 草よ 申 上げます、 草よ 

十月 二日  寺 田寅亲 

P  嶋樣 

一 三 九 四 

十月 一一 一 B  土 午後 四時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 福 岡 市外 九州 帝 國大舉 農 學部鈴 木 淸太郎 氏へ 〔は 

がき〕 

拜復 論文 原 槁拜受 本 月の 例會 にて 披露 可 致、 不取敢 右 落手 御 報 迄 

草え 申述候 不盡 

十月 三日 

一 III 九 五 

十月 四 B 曰 if 後 四時 ー 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より a 町區 東京 日日 新聞社 諷杏部 圓地與 四 松 氏へ 〔は 

がき〕 

謹啓 扱て 拙稿 掲載に 相 成 候 は ビ其間 だけ 新聞 御 送り 被 下 間 敷 哉 御 無心 申 上 候、 右 御 面倒な が 

ら宜敷 御 願. S. 上 候 

余事 拜 眉の 上 可 申述候 草. - 

十月 四日 
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一 一二 九 六 

十月 五 B 月 午前 八 時： 十二^ 本鄕 區駒込 曙 町 二 四よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔給 はがき〕 

此 間の 一. 仙臺 より」 は實 に近來 よんだ もの、 中で 最も 深刻なる もので ありました、 どうも ァ ー 

ト のない もの、 ァ— トには 到底 かな はない、』 草 平の 「かるい お 話」 は叉ァ ー トが 面白い、 尤も 

樂屋 落のと ころも あるが、 しかし 覺へす 吹き出して しまった。 一寸 溜飮を 下げて いる 钐 である』 

どうもい ろくい やな 事が 多くて 少しい やにな つて 来た、 しかし 平氣 なやうな 顔 をして 玉 を 突い 

たり、 活動 を 見たり、 氣焰を 吐いたり IT て 居る。 しかし 夜中に 眼が さめる とか. らもう 意久 地が な 

くて ぺ しゃん こになる。 起きて 額 を 洗 ふと ナ ニクソ とい ふ氣 にもなる。 年 をと つても だめな もの 

はだめ であります。」 

十月 四日 夜 

I  III 九 七 

十月 六 曰 火 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライプチヒ、 ク。 ン。 フ リンツ 街 二三 ヒムリ I 

方 藤 岡 由 夫 氏へ 「捨 はがき〕 

御無沙汰 しました、 御 旅行先から 御 端 書 時え 難 有う、 今日 ゥト レヒトから 連名の を 頂きました。 

今日は 東京 は 雨の 日曜で 淋しく 午後 は 銀 坐へ 出て 玉 を 突きました、 此れ は 日本で は內 しょ」 玉の 

爲に 活動 は 少しな まけて 居ます、， 一 近頃 は內憂 外患 交. - 到る 有様で さすが のんきの 少生も 少立弱 ^ 


り 居候 「限り ある 身の 力た めさん」 など、 きばる の は 若い 時の 事、 年取る と 女は强 くなる が 男 は 

どうも 弱くなる やうです。」 君 は 一体い つ 頃日 本へ 御歸 りです か、 なんだか 未だ 五六 年 も 居る つ 

もり ぢ やない かと いふ やうな 感じ を與へ て 居られる やうに 思 はれる が 如何 

十月 五日  黄彥 

一 三 九 八 

十月 11 一十 B 金 午前 零時 ，-. 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹^ 追 M 寒 氣相催 候處益 i 御淸祥 大慶 至極 に存候 下而 少生不 相 變無異 罷在候 間 乍 憚 御 放 慮 被 

下 度 祈 候 

此度は 見事なる 柿 實澤山 御 送り 被 下 早速 賞味 致候處 非常の 美味に 有 之 候い つもな がらの 御 芳情 

難 有 拜謝致 候  ， 

帝展も いよく 開催 致 居候 當年も 御上 京の 事と 拜察其 節は久 にて 拜顏を 得 候 事と 相樂 しみ 居 

候、 十 一 月に 人り てより 遗作 展開 催の 由に て 此方が 八- ポ 程の 見 ものな らんと 期待 致され 候 新作 品 は 

どうも 少し だれ 氣 味に 思 はれ 候 

右 御禮迄 余事 は拜 眉の 節に 讓り可 申 候 不盡 

十月 廿 九日  寺 田寅彥 

五嶋 樣 侍史 

一 一 仲 時候 柄 御 自愛 專 一 と存候 
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一 三 九九 

十一月 二  B 月 午後 四時， —八 時 本^ 區駒込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁」 ハ八小 宮璺隆 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 やっと 秋晴の 天氣 がつ くやう になり 遊ぶ にも 勉强 にも 

好都合であります、 いつも からだが 二つ 欲しい のです が、 年を取る に從 つて 段え に 遊ぶ 方の 分量 

を 增す事 を 心掛ける つもりであります、 さう しないと 續 きさう もない やうな 氣 がします。 

今日 は 天氣が い、 ので 寫眞機 を さげて 隅 田 公園へ 行って 見ました いっか 三人で 夕景を 見に 行 つ 

た 事 を 思 出した が晝間 殊に 日曜な ど は 殺風景で いけません、 それから 芝 園舘へ 廻って ル 子クレ 1 

ル のル、 ミル リオン を 見た が 此れ も少 生に は 余り 向かない それから 銀 坐の 方へ 行って コ a ンバ 

ン で コ I ヒ ー をのんで それから 一 時間 位 玉 を 突いて 歸 りました、 玉 も 中， A 上がらな いもので 未だ 

三十 は 危ない 位であります。 

「雜 味」 の 丁 三 生 は 大河 內 子爵の 三男で あの 雜 誌の 編輯 者です が、 可笑しい 事に は あの 津田靑 

楓論は 右 丁 三 生が 拙宅へ 来た 時に 少 生の しゃべ つた 事が 大体 そっくり その ま.， で 出て 居る ので 少 

>4 驚いた 次第であります、 此處ら が 併し 子爵 家の 三男ら しい 呑 氣な處 を 示す の だら うと 思って 感 

心して 居る わけであります。 

クリ H テ イヴ、 ァク ティ ヰ ティが 活動し ない 云. -の 御述懷 があった やうです が 此れ は 年 を る 

に從 かって 當然の 事で ありまし やう、 余程な 大 馬鹿者で ない 限り はいつ 迄 も 突飛な 冒險 をつ け 

らおる もので はないだ らうと 思 ひます。 創作に は必す 怪我 ゃ耻 かきの プ ロバ ピリ ティが 阵ふ事 は § 


色戀と 同様な やうな 氣 がする。 少生も それ で專 問の 方 はなる ベ く 間違 のない 事 實の發 堀の 方に 力 

を 入れて 余り 變痴奇 論 は 云 はない 事に し 度い と 思って 居ります。 その 腹い せ (？) に&柿 あたりで 

勝手な 熱 を 吹かせて 貰つ て ひそかに 溜飮を 下げて 居る やうな 氣が 致します。 

球の あたる 日 は臺の 上に 撞 くべ き 球の 道が はっきり 見える。 其 道が 見えた 瞬間に つけば 屹度 あ 

たる。 あたらない 日 は 丁度 眼に かすみが か 、 つた やうに なって 道が はっきり 見えな い、 そんな 時 

は 到底 あたりつ こ はない。 此れと 同じ 事が 吾よ の 研究 仕事に でも ある やうな 氣 がする。 實に不 思 

議な 現象であります。 何 かしら H  —テル の 球の やうな ものが 臺を 上をス ー ッ と 飛行す ると 思って 

から 突く と 象牙の 球が 其 同じ 道 を 狐疑す る處 なく 追って 行く。 その H 1 テルが 見えない 日 は 全然 

だめであります  ， 

仙臺 はもう 可也 寒い かと 思 ひます 御 自愛 專ー に 願 ひます 草え 

十一月 一 日夜  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

一 四 00 

十一月 十 曰 火 午後 四時 i 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 府下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 三 四 武者 金吉 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 先日 九州 地震に 關 する 大分 新聞の 号外に 當 時中嶋 地方の 人 i が辨天 島の 海上に 數 本の電 

光の 柱が 立ち、 それが 大きい 光の 幕 を 張った やうに 見えた とあった 由、 此れ は 海上 だけに 面白い 

と 思 ひます、 十分 位 見えた とい ふの も 面白い やうです。」 彼 地の 方面の 材料 を 集める 方法 はない 
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もので しゃう か。 震 研から 學 校へ でも 紹介して は 如何で しゃう、 御 考慮 を 願 度と 存じます 草 i 

十 一 月 十 一日 

一四 0 一 

十一月 二十 六日 木 午後 四時 1 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

昨日 は 理化學 研究所の 擧術 講演 會第 一 日で 午前 は 坐 長 をつ とめ 午後 一 時半から は 自分の 研究室 

の 仕事の 發表を やる ので 珍ら しく 他出 を 止め 一 寸 宅へ 晝飯を 食 ひに 歸 つて、 それから 叉 出 やうと 

して 玄關迄 行く と 郵便 函に 鼠色の 封筒が 見えた のです ぐ 大兄の だと わかった。 さう して 靴 を はい 

たま \ 玄關に 腰 を かけて 拜見 すると、 小さな 御子 様が 急に 亡くなられ たとの 御知らせで ありまし 

た。 大變に 意外に 急な 御症狀 であった やうで 誠に 御淺 念の 事と 拜察 致します。 同じ 亡くなる ので 

も 矢 張 十分に 情 を 足らしての 上な のと さう でない のとで は實際 あとく までの 心殘 りの 多い もの 

であります。 それにしても 平素から 特別 子 煩惱の 大兄の 事 だから 定めて 弱って 居られる 事と 想像 

されます。 僕 は 妻 は 二度 迄 亡くした が 未だ 一 度 も 子供 をな くした 経驗 はない ので 十分に 眞情は 分 

りかね るが しかし 何邊か 可愛がって 居た 猫に 死なれて 淚を 流し 子供 等に 迄お かし がられた あの 心 

持 を もっとす つと ィ ン テ ン シ フ ァ ィ した 遣瀨 のない もので あらう かと も 想像して 見ました。 そん 

な 事を考 へながら 曙 町の 閑 かな 正午の 小路 を理 研へ とた どって 居たら 知らぬ 間に 淚を 催しました。 

此 等が 純粹な 意味での Sympathy とい ふ もの かも 知れない。」 御 香奠 を 送らう と 思った が 同じ 事 

なら 自分の 手で 御菓子で も 求めて 途り靈 前に 供へ て 貰った 方が いくらか ましな やうな 氣 がした の 


で 唯今 松屋へ 行って つまらぬ 菓子 を 求めて 同店に 發途を 頼んで 来ました、 どうか 私から と 云って 

御供へ 下さらば 本望であります。 月並な もので も 子供に は 此方が 氣に 人る かと 思った わけで あり 

ます。 

今日は 御見舞 迄、 どうか 御 自愛 を 祈ります 草よ 

十 一 月廿 六日  寅 彥 

is- 隆樣 

二伸 令夫人に も 何卒 宜敷御 鳳聲を 祈ります 

一四 oil 

十二月 四日 金 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 朝鮮 京 城府 倭 城 臺町三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 

唐 津と長 崎と より-の 御 端 書 並に 大古漫 人の 「京 城より」 拜見致 候 不相變 御 健 蹄に て御游 歷到處 

の 青山の 間に 可愛い \ 子供 や 「好ましい」 中年 美 を 研究され 居候 事と 聊艷 羨の 感有之 候」 一 昨夜 

岩波 に て 茅野老 に 逢 ひ 御 留守宅 鎌 倉 の 方に 御し つら ひの 由 承り 候 

御 令息 御 健康 も 愈. - 良好の 事と 拜察此 上ながら 御 養生 を 祈る 次第に 御 坐 候」 少生 不相變 不良 老 

人の 稱 号に 恥ぢ さる やう 精 立 心がけ 居候、 此 夏から 始めた 玉 突 術の 研究 も 追 i 進涉 致し 市中 諸 所 

の 撞球 場に 出沒 致し ゲ— ム 取り ガ ー ル の 黄色い 聲を 伽陵ビ ンガ の聲と 聞きな して 只管に 紅白の 球 

の 行衞を 追跡 致 居候、 その上に 义 毎日 「カメラ を 提げて」 新 東京 風景の 考究に 腐心 致 居候 

次， 第に 年を取る に從 つて 勉強時間の レギュ レ ー ショ ンの 緊要なる 事に 留意し 目下の 處 一日 三 持 
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間 制 を 實行致 居候、 一年に 千 〇 九十 五 時間 みっしり 有効に 勉强 すれば、 そんなに 惡ぃ事 はない か 

と存 候、 此れから 年を取る に從 つて (長生きす ると 假定 した 上で) 此の 三時 間 を 漸次に 减 らして 

行く その 减 らし 方 を 如何なる 曲線 にした もの かと 勘考 致 居候 

小 宮君は 一 番 小さい 一 番 可愛くて 出来の い 、子供 を 亡くした さう であります、 平素 子 煩 惱の方 

だけに 大分 參 つて 居る だら うと 思 はれます。 近頃 一 体に 余り 元氣 がない らしい 處へ 此の 打撃 は 相 

當 こたえる に 相違ない ので、 どんな 様子 だか 知り 度い と 思って 居ります。 一寸 行って やり 度い や 

うな 氣 もす るが 此 寒空の 北 國行は 一 寸勇氣 がありません、 なにしろ 氣の 毒であります どうか 大兄 

よりも 元氣 をつ けて やって 頂 度と 祈 居候 

右 御 返事 迄、 近 i 御歸 京の 事 かと 想像 致 候 草. -不盡 

十二月 三日  寅  彥 

安倍 大兄 玉 案下  ， 

一 四 0 三 

十二月 五日 土 午後 四時 人時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 十 一條 ts: 三 丁目 池 田芳郞 氏へ 〔はがき〕 

拜復、 扠て御 送付の 原 槁拜受 致 候、 十二 日 提出の 見込です が、 記載が 余り 簡單故 左の 事項 至急 

昭 御 報 願 上 候 £ 六角 及 菱形 網目 は 何で 作って あって 網目の 大 さはい くら 位 か ②、 寫眞 のスケ ー ル、 

f 實大 か廓大 か。 以上の 事 だけ 記入 致 度と 存候。 又 具体的に 此れく の 關係を 今 調べて 居る とい ふ 

¥ 事 も 加へ 度と 存候 如何 哉 
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十一 一月 五日 

I 四 0 四 

十一 一月 八日 火 午後 四時 ー 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙 拜見其 後 は 次第に 御 淋しく と拜察 唯え 钾噂申 上ぐ るの みに 御 坐 候、 扨て 香奠 返しの 品 撰 

定の義 折角の 御 委囑故 鬼 も 角 も 一 應 研究の 上 御 報 吿御思 召 を 伺った 上で 宜しければ 其 手配 可 致と 

存候、 一 一三 日中に デパ ー ト を遊歷 一 通り 當 つて 見 度と 存候、 デバ ー トを 廻る だけ は 適任 かも 知れ 

ぬが 選定の 方 は少ぷ 心細く と存 居候、 しばらくの 御 猶豫を 祈 候 

カメラ を 提げて 歩き 居候 續冬逢 集の 揷画 にす るつ もりです が 中よ オリ ヂナル な寫眞 はとれ ない 

ものであります。 自分の 生活に 親し いもので しかも 人に も 面白い もの を さがす の だから 六 かし い 

右 不取敢 御 引受の 御 返事 迄 余事 は 後便に て 不盡 

十二月 八日  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

一四 0 五 

十二月 十 B 木 午後 零時， ー 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四，. -リ 小石 川 區表町 丁  0 九 圓地與 四 松 氏へ 

先日 はとんだ 失禮を 致しました、 

本日 銀 坐 亀 星より 鐘 詰 類 澤山御 持たせ に 預かり どうも 難 有う 御 坐 いました、 御 厚情 は 難 有う 御 
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一 四 0 六 

十二月 十二 日 土 午後 零時， ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宮璺隆 氏へ 〔封筒の 表 

に 「至急」 と あ リ〕 

御手^ 拜見致 候 俳句 を 染めた 風呂敷 帛紗等 は 最も 有意義で 適 當と思 はれます、 實は其 後 デバ ー 

ト 歴訪 物色し ま し たが 普通 でない 品目 で 適 當と思 はれる もの は 案外 少 なく 色 M 見た 處 で は先づ 漆 

器の 銘々 菓子盆 位の もの かと 思 はれました、 陶器 や 金物の いろくな セ ッ トの類 は 第 一 重量の 爲 

に 達 料が か&る のみなら す 安いの は惡 趣味で いやな のば かり、 少し い 、の はすつ と 高 價で問 て 

ならない。 スプ —ン の 半打セ ット など は 割にい や 味 はない が鍍 銀で は 君の 御氣に 入らない であら 

うと 思 はれました、 文房具 類 も 後. -迄 使へ る やうな もの は 高くて いけ ませ. ん。 それで 或は 御 地名 

產埋 木の 盆と か 茶托 はどう かと 思ったり しました。」 併し 俳句 を 入れた 風呂敷 帛紗 ならば 一 番ぃ 

、と 思 ひます、 尤も 少 生の 繪は 第一 自信がない ので 困る が、 俳句 だけ 入れて それで 宜 敷と 思 ひま 


坐い ますが 却って 恐縮 致します からどう かもう かう い ふ 御 配慮 は 下さらな いやう に 願 ひます 

右 不取敢 御禮迄 草よ 申 上げます、 不盡 

十一 一月 九日  寅  彥 

圓地君  - 

令夫人 

一 一 仲 暮 中に 一 度何處 かで 晝飯 でも 御 一 處に願 度と 存じて fe ます 


す。 早速 デバ ー ト 五軒 當 つて 見た 結果 は 

(三越 本店) 

錦紗 風呂敷 (尺八 寸) 

同 ，ほ紗 (尺 一寸 五分) 

フ ジ紹フ u シキ (尺八) 

注文 後出 来期 迄 三 週間 

(白木屋) 

キン シャ風 on 敷 

期日 二週間 

(松屋) 

キン シャフ 。シキ (尺八 寸 五分 1 九寸」 

同  フ クサ (尺 一寸) 

原 

チリ メンフ クサ ( ) 

羽二重 フ ロシキ 


但シ羽 一 一重 は 染めが うまく 行かぬ 由 

(銀 坐 松 坂屋) 

キン サフ ロシキ (二 尺) 


四 w 內外 

二 円 五十 戔內外 

一 円 七十 戔位 


一 3： 五十 戔 乃至 三 H 迄 色. 


四 円 位 

一 一円 

二 円 五十 

二 円 五十 


IS 八十 菱 


I 
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チリ メン ゝ ゝ ヽ 

フ クサ 

期日 二週間 

(新 宿 三越) 

キン サフ ロシキ (尺 九寸) 

ク  フ クサ (尺 一 一寸) 

チリ メンフ クサ 


三 H  二十 戔 

最上で 一 一円 


四 H:— 四 円 五十 戔 

一 R 八十 二 R 

二  H:^ 十戔 

以上の やうな 塩梅で 結局 錦紗 風呂敷で は 三 円の は 余り 地質が よくない とい ふ 事になる らしい。 

チ リメ ン帛紗 なら は 一 一円 五十 斐 位で 可也い \ ものになる らしい。 

唯一 つ 問題になる の は 注文して 原槁を 渡してから 先づ少 くも 二週間の 日子 を 要する らしい。 十 

日 位で も 出来る かも 知れぬ が 急がした ので は 出来が 粗末になる かも 知れない との 話であります。 

三越 は 例に より 少し 意 張って 居る が 他の 店で は どんなに でも 勉強す るから 是非 やらせて くれと 云 

つた やうな 工合でした。 此處 にも 階級の あら はれが あって 面白い と 思った。 方 i の デバ ー ト での 

話に、 家具 類 は 貰 ふ 人に よって は 余り 喜ばない とい ふ 事であった。 それで 或は 御 豫定の 期日に 禮 

狀を 出し それに、 紀念品 を 贈る とい ふ 事 を 断って 置けば 品 は 少し 遲れて 一 一月 頃に なっても い 、か 

とも 思 ふが 如何に 哉 尤も 大 至急 原稿 を 渡せば 間に合 ふか も 知れない が 少し きわどい やうに 思 はれ 

ます 如何 哉。  . 
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少 生の 綺は考 へ て 見た が とても 物に なり さう も いから、 矢 張靑楓 にで もやら せる 方が 安全と 

思 ひます。 試みる だけ は 試みても い. -が 結果が 心 元ない。 尤も 夏 目先 生の 時の やうに 俳句 だけの 

方が 却って サッパ リ してよ くはありませんで しゃう か。 

御 返事 次第 如何 やうと も 取 計ら ひます からどう か 御 考へを 願 ひます。」 此れから 學士院 の會へ 

出ます から 取 急ぎ 右 迄 

士 一月 士 一日  寅 彥 

豐 隆 樣 

一四 0 七 

十二月 十八 日 金 午後 零時 —四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六へ 小 宮豐隆 氏へ 

御手 紙拜 見、 たっての 御所 望 故 鬼 も 角 も 総 を かいて 見る 事に 致します、 併し 到底 急に は 出來さ 

う もありません からしば らくの 御 猶豫を 願 度と 存じます、 少 生は實 物を寫 生し なければ 何 一 つ 描 

けない から 白の 山茶花 を 手に 人れ やうと したが 花屋で は 時候 過ぎた からと 云って 賣 つて 居ない、 

それでも 是非 何 處か搜 して くれと 賴ん でお いたから 何とかな ると 思 ひます。 宅の 庭に 小さな 木が 

一 本あって それにた つた 一 一輪 殘 つて 居た の を 取って来て 少し 研究して 見ました。 白い 花 だから バ 

ッ クを 白く したので は 映えない から 銀鼠の 地へ 花 を 人り 込ませる か、 それとも 花の 周圍を 他の 色 

で 喂 取る かと 考案 中であります、  ， 

俳句 は 山茶花で ない 方が い、 と 思 ひます 宅で 偶然つ かまえた カナリアが 逃げた ときに 僕 は 何と 
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なく 君の 子供の 事を考 へた。 それで 咋夜 床の 中で 考 へて 居たら 次の やうな 趣向が 浮んだ、 句 はも 

のになら ない が 心 持 は繪と 相應し はしない かと 思 ふ 

小春 日 やにげ た 小鳥 は何處 のさ 

霜の 朝 鳥 は 逃げた る 小鳥 籠 

どうも 此れで は 句に ならん が 何 かかう 云った やうな 趣向 を 御考へ になって は 如何 や、 

いづれ 繪の 考案が 出来たら 描いて 御 目に かけた 上 更に 考案す る 事と 致し まし やう 

. 右 御 返事 迄 余 は 次便に 草 i 

十二月 十八 日  寅  彥 

豐隆 大兄 

一 四 0 八 

十二月 二十 三日 水 午後 零時，： 四時 本 It 區駒込 曙 町 二 四より 長 野 縣識訪 都 平野 村！： 谷 小 井川 小 學校小 野 

己代 志 氏へ 〔はがき〕 

拜復、 「楝の 花」 「凌 宵 花」 いづれ も 高 知 市 近郊の 盛夏の 風景 を 背景に した ものと 御 含 置 被 下 度 

願 上 候 一 「上へ 積 出す」 の 「上」 は 「かみ， 一 と讀み 「上方」 即ち 大阪を 意味す る 高 知 地方の 方言 

に 有 之 候」 第 3 項の 御 尋ねに 就て は 別に 申 上 候 程の 事 も 無 之、 唯 あの 「花 物語」 數篇は いづれ も 

事實と 空想との 結合に て、 例へば 「楝の 花 一 は 巡航船 中での 船客の 對話を 探って 來て、 幼時 馴染 

の 行商人の 對話 とし、 背景 は 親戚の 家の 門前 を 持って来た 譯に御 坐 候、 一 「凌 宵 花」 は實 祭あった ^ 


先生の 追憶が 主な 部分に なって 居る 次第にて、 算術の 不得意であった 事 も 事 實に有 之 候、 それが S 

後に 理科 を 修める やうに なった の も 妙な 運命と 存ぜ られ候  2 

右 御 返事 迄 

十二月 廿 二日 

一四 0 九 

十一 一月 一一 十六 B  土 午前 零時— 八- S- 四 谷； Eil 新 宿 モナミより 仙 臺市北 二番 丁 六 八小宮 豐隆 氏へ 〔槍 はがき 

松拫登 次郞 氏との 寄せ 書 (松极 氏の 文面 翁 略) 宛名 欄に 「新 宿モ ナミに て」 「十二月 

廿 五：！！」 と 認め あり〕 

クリスマス の 夜 新 宿に 會し候 今日は 連句より は 雜談」 山茶花の 繪 目下 苦心の 最中、 何卒 御 寛容 

を 祈 候」 

子供 等に 歲 聞かれけ り クリス マ ス 

月並 なれ ど實、  寅 

一四 lo 

十二月 二十 八 B 月 午前 八 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八小宫 息： 一 隆 氏へ 

山茶花の 緒が 遲延 して 御 待 兼の 事と 存じます、 實は 花屋 を 聞いて 歩いても 最早 時候外れ だから 

と 云って 手に 人ら 十、 どうで も 見付けて くれと 賴ん でお いても 中よ 搜 して くれない、 妙な 事に 赤 
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い 花なら 方々 の 垣根の 中な どに いて 居り、 花屋に も 一軒あった、 駒澤の 親類に も 赤 はいくつ も 

あるが、 白 はもと あつたが 枯れた とい ふ 事であった。 それで 助手 達の 忘年 會の 席で 聞いた 處 幸に 

坪 井 君 (正 五郎 氏の 次男) の 宅に 白が 疾 いて 居る との 事で 犬に 喜び 翌朝 早速 貰 ひに やったら、 今 

は 散った のと 苦と だけ だから、 もう 數日 すれば 丁度い 、のが 出 來る其 時 持って行 くとの 事で あり 

ました。 それから 四 五日 もして やっと 持って来て くれたの を 見る とそれ は單辨 でなくて 八重の 上 

等の 花です が、 大兄の つもり は 或は 單辨 のつ もりではなかった かとい ふ氣 がした。 併し どうも 仕 

方がない ので 鬼 も 角 も 其 內の數 輪 を スケッチした。 杳は 未だ 澤 山に あるから、 生けたま\で段.- 

に#^/かも知れなぃ。 坪 井 君の 話が 面白い 「今度の 機會に 初めて 氣が 付いた 事 は 紅い 山茶花 は大 

抵 盛りが あって 一 度に いてし まふ やう だが、 白 いのは 少し いたと 思フと 叉し ばらく 咲かす、 

そのうちに 苦が 大きくな つて 又疾 くやう だ」 との 事で 中よ 面白い と 思った。」 繪は やっぱり うま 

く 出来ない。 尤も 玉磐牋 にかけば いくらか 味が 出る が、 しくじり 易くて 中. - 原稿になる やうな の 

は出來 ない。 それで 甚だ 職人 じみる が 薄 美 濃で 原 スケッチの 透寫し をし ました。 どうせ 染物 にな 

るの だから 線な ど は 職人の 方が うまく、 又 色の 方 も 職人の 方で うまく やる * たらう し、 叉 縮 細 だと 

少しに じみ 加减 になる から 丁度 玉 盤牋の やうた 感さ うに 思 はれる。 それで 染上 けの 感じ は 此の 原 

梳 より はよ くなる と 思 はれます。 それで 一 番犬 切なの は 大体の 形態と 線の 配列であります。 どう 

か 其つ もりで 此等 を御對 照の 上 どれ かに 就いて、 こ \ を かう せよ、 あすこ を かう せよ と 御 指図 下 

さら ぱ 更に 研究の 上で 書 直し 御 目に かける 事と 致します。 搶は皆 服紗の 右下 或は 左下の 隅に 人れ 

其 隅 を 白く ボカ ス つもりで すが ぼかし 方 は 却つ て 先方に 任せた 方が うまく やる と 思 ひます、 俳句 
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ははす かいよりも 矢 張 図の やうに 直に かいた 方が よく はない かと 思 ふ、 

色紙 や 短冊の 染 出し は 少生は 余りい \ と 思 はない 

何邊 でも 書き直す からどう か 御 遠慮なく 御 申 越 願 ひます。 唯 形態 だけ 

は 寫生を 要する ので、 うまい 花が 得られな いと 僕に は 空想で は 描け ませ 

ん。 それ かと 云って 寫眞を 見た ので はどうしても 自分の 心 持 は寫ら ない 

— .  1  „ から 困る。 

單辨 一 輪が 先日 やっと 散殘 りの を スケッチ レ ておいた のがあった から それ を 描きました。 併し 

どれ もま づ くて 申 譯 がない。 染めれば 此れ等より はよ くなる つもりです、 

右 要 事の み 草 i 

十二月 廿 七日  寅  彥 

豐隆 大兄 玉 案下 


一四 二 

十二月 二十 九 B 火 午後 零 四時 本 鄕區駒 込 曙 町： 一四より 札 幌市南 一條 西 二十 TH 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有拜昆 致しました。 秋 頃 は 令夫人 御 同伴 御上 京の 事と 期待 致し ましたが 御 出な く、 ど 

うした 事 かと 思って 居る 內に笫 一 一世の 事 を 風の 便に 傳聞 致し 大慶に 存じ 上げた 次第であります。 

^し 君 自身の 胃の ヒ ス テリ ー とい ふの は 御手 紙で 初めて 拜承 致しました、 矢 張 精神 過勞の 結果と 

想像され、 少し 御 閑に なれば 御 快 愈と は 存じます が、 どうか 比 上ながら 御大 事に 願 ひます c」 阿 
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部 社長と 先日 會食大 に 愉快で ありました。 一向 年を取らぬ 人であります. に 池 田 大將の インキ を 

網目 に 垂らして ス プラッシュの ディ フラ クシ ョ ン を 紙上に 印す る 實驗、 甚だ オリ ヂナル で 愉快で 

あります。 此れ もコ 口 ンバ スの 卵子であります。 大將 中. - 面白い 事 を連發 する ので 感服 致 居候。 

少生は ガラス や 色 i の鍍 物の 表面に スパ. ー クを這 はせ て 其 跡に 出来た 顯微鏡 的 の 割れ目に ついて 

調べて 居ます が、 此れ も 中 i やる 事が 澤 山あります CJ スパ ー クの 中での 物質 波の 實驗は 六 かし 

いがやり ばえ が あるから 追よ に 工夫 を こらし 度と 思って 居ます。 時ぶ 會 つて 相談 出來 ると 都合が 

い.. が、 どうも 遠い と 不便であります"」 近頃 球 突 を やって 居ます、 年と つてからで はとても 上 

達 の 見込 はな いさう です が 別に 上手になる 必要 もな いので、 寧 ろ 怠ける 爲の 道具 にして 居ます。 

近頃 は 三時 間 勞働說 を 唱道して 居ます。 長 岡 先生が 新聞 屋を つかまへ て 「ド ー モ、 日本の 學者は 

ナ マケテ コマ ルツ， 一と 云 はれた さう です が、 僕 は 「ド ー モ 日本中の 學者は 勉强し 過ぎて 困る！  —」 

と 蚩 曰いて 見やう かと 考 へて 居ます、 如何 

暮には 矢 張 何 かしら 忙 がしい、 やっと 年賀 狀は 書き上げました。 友達の 子供が 死んだ その 香奠 

返しの 服紗に 染める 山茶花の 擒の 下籍を 是非 僕に 描け とい ふ 強談 を 受けて、 此 間中 一 生 懸命に 山 

茶 花と 宵つ 引き、 油汗 を 流して やっと 描いた もの、 吾ながら まづ いに 呆れる ばかり。 併し 屹度 京 

都の 染物屋が うまく やって くれる だら うと 思って すまして 居ます、 万屋 もこん な 時 は 少しば かり 

悲觀 します。 此れから 「思想」 の 特輯 「映画 号」 へ原槁 かせぎ をし なければ なりません。」 今日 

廿 八日で やっと 理 研が 御休みに なりました。 矢張り 公許の 御休み は嘻 しい。 昨日から は 大威張り 

で ギン ブラが 出來 ます。 
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右 御 返事 迄、 時候 柄 御 自愛 專ー に 存じます。 草. - 

十二月 廿 八日  寅 彥 

中 谷 君 玉 案下 

二伸 愚妻よりも 宜敷、 東 一 もどう やら 出校 致して 居ります から 街 安神 願 ひます 

一四 一二 

十二月 二十 九 B 火 午後 零時； 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 十 一條 西 一一 一丁目 池 田芳郎 氏へ 〔は 

がき〕 

S 其 後 御無沙汰 致 居候 益え 御 勇健 大慶と 存候此 度 は 名産 御 惠與被 下 難 有 賞味 致忙 

右 御禮迄 草. -申述 候 不盡 

十一 一月 廿 九日 


年 七和昭 


昭和 七 年 


I 四ーミ 

一月 二 B  土 午後 零時 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 神 奈川縣 缣倉町 小町 四 〇 三 安倍 能 成 氏へ 「印刷し 

たる^1^.贺狀に〕 

漉 柿 正月 号の 「便り」 面白く 拜見 

ubi  veni  ibi  ！ uulieri. 叉 一 度 東京 會舘で も 拜眉を 得度 

一四 一四 

一月 二十 五日 月 午前 八 時 .ー 十二時 本鄉 區駒ス 一 曙 町 二 四より 富 山 驟福野 町 五 鳥 寛 平氏へ 

謹啓 當年は 異常に 暖き 冬に て全國 一 股との 事に 有 之 候が 貴地 は 如何に 候 哉 其爲に 存外 風邪 等 

流行 致す やうに 見 受られ 候 貴家に て は 御 變りも 無 之 哉 拙宅 幸に 無 異御放 慮 願 上 候 

此度は 名産 干 柿 澤山御 惠與に 預かり 毎. -の御 芳志 誠に 難 有拜受 家內 一 同に て 賞味 致 候 

請書レ コ ー ド 共に 近頃 は緣 薄く 格別に 御 紹介 申 上 候 もの も 無 之 遣 憾に存 候、 書物 も 年を取った 

せいか 古い ものが 鬼角與 味を惹 くやう に 思 はれ、 昨年 は -々 Tacitus の A ョ laLs とい ふ もの を 
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拾讀み 致し P 1 マの テ ィ ベ リウス の 時代の 出来事 を 玩味 致 居候、 それから ギ リシ ァのソ フィス ト 

の 事 を かいた もの も 折え 覷き 居り、 此れ も 色 > 、の 意味で 面白く 思 はれ 候、 所謂 新興 藝， などに 對 

する 反動 氣分 も手傳 つて 古典が 慕 はしくなる のかと も考へ られ 候、 其 他はサ ン ス クリ トとァ ラビ 

ァ 語の 文法書と を 風呂敷 包みに して 電車の 中な どで 勉强 致し 居り、 いづれ も 古色蒼然. たる もの \ 

み 玩弄 致 居候 御 一 笑 被 下 度 願 上 候 

右 御禮旁 貴酬 迄 草. -申述 候 時候 柄 御 自愛 專ー に 奉存候 草. -不盡 

一 月廿 四日  寺 田寅亲 

五嶋 寛平樣 侍史  ， 

一四 I 五 

一月 七日 木 午後 零時—. 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宫登隆 氏へ 

御手 紙 拜見致 候、 どうも 繕が まづ くて 甚だす まない 上に 矢張り 單辨の 花が 1: 希望であった やう 

で 重.^ 御氣の 毒であります。 併し どうも 單辨の 花 は 手に 人り さう もない ので 致し方が ありません。 

どうか 御 勘弁 を 願 ひます 

俳句 三つに 就いて 考へ て 見た が 次の やうな 理由で 一 寸决定 に 惱んで 居ります。 

少 生に は 「山茶花の 散る とし もな き 別 哉」 が 一番い、 と 思 ひます が、 此れ だと どう 考 へても 繪 

の 花が 蛇足に なって しま ふ。 【指の 跡」 は 至情で は あるが 余りにいた くしい 感じが 表面に 露出 

して 居る のと、 それから 誰れ だった か 古人 (千代女？) の 句に 同じ 趣向が あって それが 俗世界に 
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知られて 居る やうな 氣 がする の で (確かめた 譯 ではない が) 何だか 不安が 氣 がする。 それから 

「木枯 に 耳欹る 夜半 も あり」 の 方 は 「も あり」 が 何となく 落 付かなくて 發 句で ないやうな 氣 がす 

る。 つまり 明白な 切れ 字がない からか も 知れない が 何となく 句と しての 獨立 性が 弱い とい ふ氣が 

します。 それで 「山茶花」 の 句に 何が 別の 搶 でも かく か、 いっその 事緣 をな くして しま ふか、 或 

は 一木 枯」 の 句と 「山茶花」 の 句をモ ンタ ー ジ ュ して 「木枯しに 散る とし もな き 別 哉」 とで もし 

て總の 山茶花 を殘 すかと いふ 案 も考へ 得られる。 

右 思った ま > ^を 述べ て 今 一 應の御 考を煩 はし 度と 存じます。 文字 は 少生も 余り 眞 白に 拔 くより 

は 薄い 地色に するがよいと 思 ひます。 色 合 は 大体 夏 目先 生の 一， 稻妻」 の 帛紗の 色で、 もう 少し、 

こ 、ろ もち 明るく 美し い 色に しても い \ ではない かと 思 ふが 如何で しゃう か、 地質 はどう も少生 

は 縮緬の 方が 字に も總 にも 「うる ほひ」 が 出て い \ かと 思 ひます が 如何 や、 

右 御 伺 迄、 余事 後便 草よ 

一月 七日  -寅 m 

豐隆 大兄 玉 案下 

一四-六 

一月 十二 曰 火 午後 四時：，. 八 時 飽町區 日 比 谷 三 信 ビル 内 東洋 軒よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 一， は 

がき 安倍 能 成、 松 根 璺次郎 、二 氏との 寄せ 書 下部に 休憩室の ペン 畫 あり (省略)〕 

三 信 ビル 上さの 東洋 軒に て^ 柿會相 催し 日の あたる 休憩室に て 御 噂 致 居候 
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木螺 閑人 

打 切 ださう だから の 方も始 から 打 切る ことにする、 話が とだえた 時には 聘子戶 の 外の 風のう たりが 氣 にな 

る 

僕 はもう 二三 日中に 歸る  太古 漫ン 

木螺、 太甘 但し：： 蓬 里 留守 

口 比 谷 公園 宮械廣 場 こ X の 眺め は 鳥渡 意外 だ" H レゲ HI タ— の 扉が 金薛給 式に は 驚いた。 此次は 仙 台と 京 

城と を 一 堂 に 食した い も の だ。  城 

一四 一七 

一月 二十 五日 月 午前. -時 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 薹市北 二番 丁 六 八 小 宮登隆 氏へ 

拜啓、 御手 紙拜見 致しました、 御 申 越に 從ひ、 今日 三越 本店へ 參り 注文 を 致しました、 もう 一 

邊御 相談して とも 思った が 御 一 任 下さる との 御言 葉に よって 獨 断で 取 計ら ひました、 お 句 三枚の 

中で r 殘」 の 字え 「小」 の 字及片 假名の 「かな」 が 著しく 優れたと 思 ふの を 一 枚 選定し ました。 

地質 は 今日 色、、 見比べて 見た がどう も 結局 錦紗の 方が 工合が よさ" うなので それに 極めました、 

色 は無數 にある がどう も腑に 落ちす 最後に 殘 つたの が 矢 張 先生の 「稻 妻」 の 帛紗に 大分 似た もの 

になった。 さう して 文字と 左下 隅 を 極薄い 地色と し 隅 は ぼかし、 花辨 だけ 白色に 拔き 淡彩と いふ 

ことにしました。 文字と 緣の 位置 は 大体 指定し ましたが、 染ェの 方で 多少の ァヂァ スト メント を 

して 合 好よ くす る やうに 賴 みました、 何分に も 直接 職人に 指図す る譯 でない から 心細い が、 原槁 
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にも 耍点を 記入、 店 B; にも くれぐ 賴ん でお いたから 大抵 大丈夫と 思 ひます、 多分 職人の 方が 上. 

手で 工合よ くやる だら うと 樂觀 して 居ます。 さう いふ 点で も 矢 張 三越 本店の 方が 信用 出來 るかと 

思った し、 叉 地方の 多數の 人に は ® の 方が 何となくい \ かと 想像した のでした。 右 五十 五 枚と し 

て 一 枚 1^ 圓と いふ 事で 桐 箱 代が 一 個 十八 。田り、 ださう であります。 少 i 御 指定より 安上りに て 

如何 かと 存じます が 併し かう いふ もの は 別に 値段に も よらぬ と 思 はれ、 殊に 今度の は 俳句 も 書 も 

画 も 天下の 珍と すべき もの 故大 威張て 贈って 宜 敷か らん かな ど、 さ 威張 致 居候 果 してう まく 出來 

るか どうか 心配で も あり 叉 一 種の 樂 しみで も ある やうな 心地 致 候、 もしう まくい かなかった 場合 

は 何卒 御 宽容豫 め 願 上 置 候、」 今朝方 見た 夢に、 なんでも 或 音 樂會の 四重奏 か 五重奏 かに 自分が 

ホルン を 吹く ことにな つて 居る、 さう して 今日が 當日 だとい ふのに 未だ 一度 も 練習して ない、 そ 

れで 慌て、 練習し やうと する が、 てんで 吹け ない、 人齒が グラ/ \ す るので 第一 音 を 出す こと さ 

へ 出来ない これ は 困った 事に なった と 思って 大に 煩悶して それで 眼が さめ ホッ としたの でした。 

實際冷 汗をかい たので ありました。」 どんなに まづ くても 矢張少 生に 繪を か、 して 貰って うれし 

かった やうな 氣が 致します。 難 有う』 俳句 も 見て 居る と 段- - よくな つて 來 ます 何に しても 本物な 

の だから 動かす ベ からざる もの を 具備して 居る と 思 はれます。 

少 生の ジャ ー ナ リズム も 多忙、 暮に隨 分 書き散ら したが、 春に なつてから も 一思 想」 の 映画 号 

へ 十數枚 かいた、 中央 公論 三月 号へ 隨 筆を賴 まれて 居る が 此れ は 未定であります、 それ を 書いた 

ら 婦人 公論へ かけと いふので どうもい よく 「あぶなく」 なりました C,, 一  東京 日. -の 新年 學藝瀾 

へ 十一 回つ きの 「讀 書の 今昔， 一 を かき ましたが 御覽 下されし や 如何 哉、 ほんの い たづら です が 
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見て 下さったら 大 幸であります。 

「奥の 細道」 は 必す拜 讀を樂 しみに 致して 居ます。 余事 後便 御 健康 を 祈 候 草 >、 

一 月廿 四日 夜  寅 

豐隆 大兄 玉 案下 

二伸 もし 帛紗の 注文に つき 何 か 修正の 必要 あらば 電報で 御 申 越 願 ひます。」 手付けと して 

金 拾 h: だけ 拂っ て 置きました、 あと は 多分 三越から 雜費决 定の上 御請 求 致す 事と 存じます 

一四 I 八 

二月 七 B  0 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ獨逸 ライプチヒ、 クロン プリンツ 街 二三 ヒムリ ー 方 藤 岡 由 夫 氏へ 

〔封筒な し〕 

計らす 御無沙汰 致しました、 不相變 御 元氣で 大慶に 存じます、 いよく 五月に は 御歸朝 ださう 

でセ 0 合奏の 出來 るの も不 遠と 樂 しみに 致して 居ります。 またい ろ， 實驗の 方で スぺ ク トルに 

關 した 方の 御 助力 を. 仰 度と それ も 心待ちに 致して 居ります。 少生 不相變 格別の 病氣 もせす 此れ は 

全く ナマ ケル 術の 運用の 御 かげ かと 存 居候、 三時 間勞働 制と いふの を 採用 致し 居る 次第にて 一見 

不埒 千万の やう かも 知れない が 此れに よって タイ ム イン テグ ラ ル の 最大 を 期す るつ もりに 有 之 候 _ 

口 ひげ は 大分 白くな り頭髮 にも 段よ 白い のが 增 して 來 るので、 仕事の レ ー トを 時間の 函数に する 

必要 を感 する 次第であります。 君が 歸られ て 久し振りで 見たら 隨分 年を取つ たと 御 感じになる 事 

と 今から 像して 居ります。」 映画 も 時 i 見て 居ます が 球 突きの 方が 勉强、 此間 高嶺 デ ー に 先生 
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を 誘惑して 吳服撟 の 近くの 球場に 御 伴し 初歩の コ ー チ をして 愉快で ありました。 高嶺 夫人に は少 

生 は從來 甚だ 信用 惡く、 なんでも 惡ぃ 事は少 生が 仕込む の だとい ふこと になって 居る のです が、 

實 際さう 思 はれても 致 方の ない 次第であります。 併し 良い 事 を敎へ 良い 事を强 いる 人 は 何百 人で 

も あるの だから、 たまに 一 人位 は惡 友が. あっても い 、かも 知れません。 

長男の 事 御 心に かけられ 誠に 難 有う 御 坐い ました、 今年 はやつ と 卒業す るら しく、 就て は 就職 

の 事で 心配して 居ました が、 中 谷 君の 方の 助手の 空席が あるので 來 ないかとの 事で ありました。 

一： 中略 ：1 誠に 相濟 まぬ 次第です が あの 子 は 遊ばせて 置いて は 到底い 、事 はない ので 止む を 得す 中 

谷 君の 好意に 甘へ る 事に 致しました。 うまく 勉強して くれ、 ばい、 がと 心配 致して 居ります。 ど 

うか 貴兄 にも 宜敷 御鞭撻 御 敎導下 さる や う 今より 御依賴 致して おきます。 學 問は决 して 嫌いで は 

ないやう であり ますが、 唯 志が 弱い やうに 思 はれます。 少 生の 亡い 後な ど 一層 心細い 次第です が、 

どうか 乍 藤 御 擁護 をお 賴 みしたい と 思 ふ 少數の 方々 の 中に 貴兄 を 見出します、 どうかよ ろしく。」 

なんだか 話が しめっぽくな つたが、 少生 もま だく 大丈夫、 九十 迄 生きる つもり 故 御 安心 を 願 ひ 

昨 日航 {„ ^研究所へ 行って 東北 澤の 植木屋で 紅梅 を 一 本 買って 来て 庭へ 植えました。 もう^いて 

居ます。 丁子の 花 も そろく きかけ た。 いつもなら 極寒の 二月 初 句 も 三月の やうに 暖かで 寒が 

りに は 大助かりであります」 

一 一三 日 前 愚妻が 御宅へ 參上 致し ましたが 皆樣御 達者で 御 坐い ます。 御 母堂 樣 にも 御 歸朝を 指 折 

りか そへ て 御 待ちであります。 氽は 後便 
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二月 七日 

藤 岡 君 玉 机下 

愚妻より 宜敷 

一四 一九 

二月 七 a 日 午後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區久整 町 四 一宇 田道隆 氏へ 

拜啓 

春風が 落せる M や 蓮華 畑 

ー應 句に はなって 居ます が、 W し 此れに は 色 i の 議論が あります。 第一 春風 を 擬人 的に 見る 事 

に 興味 を 感じたら しい 動機が 明りに 見えす いて 居る かと 思 はれる。 春風が 落した と いふ こと は理 

屈で は 面白い かも 知れない が 「感 覺」 「情 緖」 の 上から は、 それ 程 面白い もので はない。 即ち 「見 

立て」 は あるが 「詩 11 「ボ ェ トリ—」 がありません。 同し 題材 を 取るならば、 寧ろ 綠の 力 ー ぺッ 

ト に 紅白 の 模 樣を染 出し た 蓮華 畑 に 風が 落ち て 居る 其の 美し さ を 眼 に 浮ば せる やうに 咏 する 方が 

「詩」 であるかと 思 ひます。 それで 例へば 「春風 ゃ乘 落ちて ある 蓮華 畑」 とすれば 擬人の 厭味 は 

脫 しるが 余り 平凡と なります。 眼界が 唯 畑の 中の 一点に 限定され るし、 叉 景色が 静的で 働きが あ 

りません。 次に は 叉 試に 「春風 や 服 落ち か、 る 蓮華 畑」 とします。 すると 「落ち か、 る」 で、 さ 

間と、 時間の 経過が 表現され るので、 意味が すっと 複雜 になり、 野 全体の 近景 遠景が 見え、 叉 W 

を 揚げる 人 も 想像され、 從 つて、 いくらか 句が はたらいて 參 ります。 併し 比れ では まだ/、 尋常 


寅彥  S 


一 樣の 句で 獨 立の 存在 價 値はありません。 然 らば 如何にすべき か。 此句を 見る に 季題が 一 句に 三 

つも はいって 居る 「春風. 二 ぼ」 「蓮華 畑」 がそれ であります。 一休 季題 一 つで も 十分に 春 を象徵 

して 居り、 此れに 色. -の 事象 を 配して 句 をな すべ きもの を 三つ も 重ねて は 句 を 活かす ベ きもの & 

人るべき 余地はありません。 平凡に なら， ざる を 得ない 次第であります。 服が 上って 居れ は 春風の 

吹いて 居る の は當然 であり、 春の 野に 蓮華の いて 居る 處で 服の 上がって 居る の も當り 前で あり 

ます。 此れで はい、 句 は 出来る 害はありません それで 三つの 內ー つ を 切捨てれば いくらか はよ く 

なり まし やう 例へば 「春風」 を 割愛し ます。 さう して 

 ^落ち か&る 蓮華 畑 

の 初 五 字に 色. -の もの を 人れ て 見る。 「沈む 日 や」 「川越えて」 II 屋根 越しに」 一群 雀」 「鴉 飛んで」 

etc  etc …どれでも 原句より はいくら か 色彩 を 加へ ますが、 矢張り 初心の 句た る を 免れません 

又 「服 落ち か \ る」 を 「服の 落ち 來る」 「服 舞 ひ 落ちる」 服 落とし 來る」 etc  etc いろ/ \- あり 

ます。 次に は 又 一蓮 華 畑」 を 取 代へ て 色. -の 植物 や 動物 や 人工 物 を 配す る 事 も 出来ます。 それで 

も此 原句の 狙った 春 野の 光景の 「感じ」 を描寫 する 事 は出來 ます。 さう いふ もの を 頭の 中で レビ 

ュ ー して 行く 中に、 此れなら と コンヴ インスす る ものに 逢着す るで ありまし やう。 叉 一方 W の 落 

ちる 「落ち 方」 に 注目して 描寫 すれば、 句の インテンシティが 增 します。 例へば 一音 立て \ 落ち 

來る服 や 蓮華 畑 一 とか 「音 もな く 落ちけ る^ や 蓮華 畑」 とで も すれば、 余計な もの 、ないだ けに 

却つ て感 覺が强 まり まし やう。 

音 もな く 落ちけ る飒ゃ 蓮華 畑、 


此れなら ば先づ いくらか 俳句と m つても い k 程度であります。 蓮華 畑の 柔 かく ぼやく と美し い 

心 持が いくらか 言外に 暗示され るからで あります。 まだく 此れ 以上 いくらでも 洗練の < 水 地 は あ 

ります が、 先づ此 處らで 一 休み 致し まし やう 

毎度 中す 通り 句の 動機 來因を その ま丄 K つたので は 「報 吿蚩 曰」 であります。 其の 來 因に 含まれ 

た 「詩」 を 「感じ」 を 響かせる やうな 暗示 を與へ るの が 俳句であります。 云 はんと 慾す る もの を 

意識の 水平 以下に 押 込む のが 肝要であります。 やさしい やうで 俳句の 六 かし いのは 其處 にある か 

と 思 ひます。 此れ は 習熟に よって 自 から 理鮮 さるべ きで ありまし やう。 

擬人法で も 優れたの はい \事 勿論であります が、 初心の 人の は 大抵 失敗に きまって 居る やうで 

あります。 當 分封 じた 方 安全。 

切れ^ を 追 ふて 憎し や 春の 風 

の 一 憎し や」 は 意味 不明、 叉 此の 場合 も 「春の 風」 は 全くの 蛇足 

切れ 飒は 水に 落ちけ り 声の 角 . 

切れ 服の 落ちて 居に けり 路の臺  . 

切れ 服 を 「追 ふ」 は 矢張り 余り ありふれた 成句で、 どうも 平凡に なり 勝の やうです 

春風に 首 をす くめし がうな 哉 

此れ も 擬人法に 厭味 を 感じます。 「詩」 を 感ぜす。 「見立て」 の r 理智的 興味」 を 見せつ ける 

嫌があって 俳諧に なりません。 句の 背後に 「我」 が 見えます。 「おのれ」 の 臭味が あります。 

春風 は何處 の 空 吹く が う な 哉 
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とで も すれば いくらかよ いかと 田： ^ひます。 

水 落しが うなの 逃げる 椽 日向 (落とし？) 

「水 落し」 は 何と 讀 むか。 意味 も 不明。 もう 少し 普通の 一一 一一 n 葉 を 使って 印象 明瞭 をつ とめられたい 

と 思 ひます。 椽 をが うなが 逃げる と 云へば、 水 を はなれて 居る こと は、 明で あるから 「水 落ちて」 

でな く. 「水 を 滴下し つ、」 の 意 かと 思 ひ. ます。 それならば 

滴り や 寄 居 虫の 逃げし 足の 跡 

とで もすべき か。 前に も 申 上げし 通、 初心の 人 は 見た ま、 の あらゆる もの を 皆讀み 込まう とする 0 

此れ は 不可能で も ある 上に、 効果 を 却って 弱めます。 俳句 は 「記載」 でな く 「印象 詩」 であり ま 

す。 お蕉が 「云 ひ畢 せて 何 か ある」 と 云った の は 此れであります。 「椽」 も 「日向」 も 割愛して 

も、 味 ふ 人 それ/ \> の 連想で 背景 をつ くります。 面白味 は 滴 をたら しながら 逃げる 寄 居 虫の 「姿 一 

にあり、 其處に 滑稽が あると 同時に 「もの、 あはれ」 が ある。 それ を 歌 ふの が 俳諧の 「詩」 であ 

ります。 それで 「滴り」 を も 序に すっぱり S. りすて、、 

おかし さや 逃げし 寄 居 虫の 足の 跡 

としても 句 は 下がりません。 併し 此れで は 未だ 暗示 は 深くない、 それで 叉 試に 

わりな しゃ 逃げし 寄 居 虫 の 足の 跡 

とする。 さう すると 初 五 字の 表面の 意味が ぼやける と 同時に、 潜在的 暗示が 深まります。 さう し 

て 晤示は イン テンスになります。 ボッ. （- と殼を 引きす つて 行った かすかな 痕跡から、 小さな 生 

命へ の 執着に 對 する 人間の 複雜な 感じが 引出される 箬 であり まし やう、 一 もの、 あはれ」 と は决し 


て 安價な 感傷でなくて 自然界に 對 する 洞察から 來る 人生 へ の 反省 を 含んで 居る と 思 はれます。 

併し、 かう いふ 風の 主觀を 表面に 出した 句 は、 しばらく 作らぬ 事に した 方が よい かと 思 ひます- 

寧ろ 前記の 

滴り や 逃げし 寄 居 虫の 足の 跡 

滴り を殘 して 逃げし 寄 居 虫 哉 

と 云った 風の を 試みつ、 推敲され る 方が 能率が 宜 敷かと 存じます。 

椽 側に のの 字 かきたる 寄 居 虫 哉 

でも 殆ど 目的 を 達しる と 同時に 寄 居 虫 そのもの 、感 を强 める と 思 はれます。 

とんだ 惡ロ ばかりで 失禮 しました。 しかし 俳句で も 修業な しに は 一 人前に はなれません。 

論文 を かく 時 にも 矢 張同樣 の 苦心 は 必要と 思 ひます ので、 駄辯も 無用 でない かと 思った ので あ 

りました 

妄言 多 罪 、 

一 一月 十八 日  寅 彥 

宇田 樣玉 案下 

通例 水 落と 書けば 水 落つ と讀み 水氣の 切れる ことなり 

水 を 落とす の 意なら ば 水 落としと でも かく か 

一 四 二  0 
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二月 十二  S 金 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 礼幌市 北海 逍帝 國 大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇 

吉郞氏 へ 

御手 紙拜見 致しました、 先日 は 時間の 余裕が 少 くて ゆるく 御 話 も 伺 はれす 何の 御 愛想 もな く 

て淺 念でした。 

扭て 講義の 事に つき 坪 井、 宮部、 兩君 並に 石 本 所長 代理と も 相談 致し ましたが、 少 生の 考 では 

宮部 君の 方 は 近頃 少し 健康 を 害して 居り、 今から 講義の 準備 をす るので は 少し 忙し 過ぎて 身体に 

障る かも 知れぬ 故 見合せ た 方が よい かと 思 はれ、 宫部君 もさう いふ 御考 であり ますから 此方 は 先 

づ いけない かと 思 ひます。 坪 井 君の 方 は 健康 もい \ し、 又 文理 大學の 講義 をして 居る から 特別に 

準備の 必要 もな く 好都合で すが、 唯 何分に も 一 ヶ月 研究所 を 留守に する 事に つき 末廣 所長の 意向 

がどう かと 懸念され。 もし 所長 不賛成で その 爲坪井 君が 不利な 立場に なっても 困る とい ふ 多少 デ 

リケ ー トな点 あり。 此点は 石 本 君 も 心配の やうです が。 所長 末廣 君は來 三月 九日に 歸朝 する 事に 

なって 居る 事故、 それ迄 决定を 見合せ 頂けば 好都合と 存じます。 少生 はなるべく 所長の 承諾 を 得 

る やうに 懇談 は 致す つもりであります が、 所長の 意見で どうなる か 其 点 は 一寸 分り 兼ねます。 從 

來の例 だと さう いふ 場合 は 余り 喜ばない やうに 思 ふので すが、 此 度の 場合 は 色- - 特別の 事情 も あ 

り、 又 色 >、 の 新しい 問題 を 得る 見込 も あるので その 意味で よく 賴んで 見る 積り であります。 

併し 何分に も 所長が 不賛成な 場合、 無理に とい ふ譯 にもい けな い の で此点 だけ は 豫め御 含 置 を 

願 ひます。 さう して 万 一 の 場合の 事 も 一 應御考 へ 置 を 祈ります。 何分よ ろしく 願 ひます。 

東 一 の 事 は實に 望外の 僥倖でありまして 全く 地獄で 佛の 想であります。 全く 御高 庇に よる 事と 85 


感謝 致します。 なほ ま 敷 御 願 致します。 履歷書 はなるべく 早く 差 出す やう 爲 致ます。 どうか 

諸 先輩 同僚 諸氏 へ も 不惡御 取りな し を 祈ります 

今日は 學士院 例會で 此れから 出かけ ますから 右 用事の み 草 i 中 上げます 余 は 後便に て 草 M 

. 二月 十三 日 〔封筒に は 二 " 十二： ：！ と あり〕  0  彥 

中 谷 君 玉 案下 

一四 ニー 

二月 十二  B 金 午後べ 時；， 十二時 本. t-M 駒 込^ 町 二  w より 牛 込 區余丁 町 四 一松 极 次郞 氏へ 〔はがき〕 

拜復、 「當り sc」 の 次は戀 では 少しも たれ 過ぎる かと 思って わざと 人事 を 稀薄に して 草花 を 

主題に したので すが、 もっとつ ける がよ いとの 事故 其つ もりに します。 尤も 「遠 流」 以來 大分 

しめつ ぼかった から 小/ 1 明るく して 

戀文 をた ばで 屑屋に 寶り こかし 

或よ 

「に 女史 は氣 疎き-:^ 名に て 

戀文」 の 宛名の 女史， -に笑 ひこけ 

广を 可笑しが り  - 

もしくは 劇場の 見合 を 想像して 

こ ま と 見合の 手 害 打合せ 

といった 種類の もの も 如何 哉、 御 下命に より 更に 一 工夫 致す ベ 〔く〕 と存候 
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鬼 も 角 も來月 号に 何とか 間に合せ 度 所存、 御 賛成 御 進行 を 祈 候 

二月 十二 日  學士院 の あと 銀 坐の 小 松 食堂に て  寅 彥 

食堂の n に 仲人 待ち 構へ  ノ 

まど ひ 

物腰に 見.. q  口と しるき 一 と圑欒 

仲人の： 汁 ふく 癖ぬ いちしる く 

一 四ョ 一 

二月 二十 五 B 金 午前 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 本鄕區 東京 帝 國大學 ェ學部 造兵 學敎 室眞島 

正 市 氏 へ 

0^^ 黑田正 夫君から 藪柑子 集中 三篇 の獨譯 を拜受 早速 拜誦 致しました、 中… つまく 御譯 しに 

なった ものと 感服しながら 拜見 しました。 場所に よると 原作より はすつ と 面白いだ らうと いふ 氣 

のす る處も ありました、 此れ は獨逸 語の もつ 特有の 味が 出て 居る からだら うかと 思 はれます。 

拜 見して 居る うちに なんだか 淚が 出さうな 氣 がして 來 るので した、 それ は 多分、 此ん なに 迄 骨 

を 折って 譯 して 下さった 貴兄の 御 好意に 對 する 難 有さの 感じから 來 たもので あるら しく 思 はれま 

した。 

少 生の 次男が 昨年 東 京大 學文學 部に 人って、 今獨 逸文 學科を やって 居ります。 それで 此の 貴兄 

の 草稿 は少 生が 死んだら 次男の 手に 渡して、 さう して、 もしゃ 彼が 志 を 得る やうな 日が あったら 


どうかして 此れ を 活字に する やうな 機會を 求めさせ 度い と 思 ひます。 夢の や、 

な氣 がする ので 夕食の 時に 子供 等に 虫 貝槁を 見せながら そんな 話 を 致しました ハ 

どうも 難 有う w.^ いました、 いからなる 御 禮を申 上げます 草 t> 


-な御 話です がそん 

御 一 笑 を 願 ひます、 


一 一月 廿 三日 

眞嶋正 市樣玉 案下 

一四 二-一一 

-I 月 一一 IB 木 午前 八 時： 十二時 本鄕 駒 込 曙 町 二 四よ" 

上方 筋の 銀の 値上がり 

橡 側に 足 をなら ベ て溫 泉の 月 

日記に はさむ 草. -の秋 ， 


寺 田寅彥 


-牛込 區余丁 町 H 一松 很兽^ 次郎 氏へ 〔はがき 〕 


子 


何 云 はれて^ 詫びる 一 方 

冬 ざれの 白洲の 砂利に うする 、日 


或は 


飛石 を 一つく に 洗 はせ て 

右 御 叱正 を 祈 候 草よ 

三月 二日 ， . 
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一 四 二 四 

三月 四 B 金 午後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區大塚 坂 下町 西 川 正 治 氏へ 1 はがき〕 

謹啓 扱て 來週 水曜日 (九日) に 服 部 報 公 會の會 合が あり、 其 節 御 計 畫の實 驗の說 明 を 致 度と 

存じます ので、 當日 迄に 一度 御 暇の 節 一通りの 事 を 伺って 置 度と 存じます から、 どうか 宜敷願 ひ 

ます。 極 簡單な 要点 だけ 承知して おけば {且 敷う 御 坐い ます。 或は 紙片に 一 寸 書いて 下さらば なほ 

さら 結構 かも 知れません、 此れ はほんの 少 生の メ モ の爲 であり ますから そのお つもりで 書 放しで 

よろしう 御 坐い ます。 つまり 多少 具体的な 事 を 話した 方が 効果が い 、と 思 ひます 

右 御 願 迄 ず i 

三月 四日 

一四 二 五 

一二 月 十一 日 金 午後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町：； 四より 本鄕區 東京 帝 國大學 地震 研究所 宫部直 巳 氏へ 

广は 力き 便」 

謹啓 扭、 少 生の 机の 上に 渡 部 君に 描いて 貰った 學士院 記事 原槁 用の 禅画 二 枚 (魚と 地震の) 

置いて あります どうか 明 土曜日 理 研へ 御 出の 節 御 持 參を願 ひます。 原槁 用に 淸 した 圖で すから 

すぐ 分る かと 思 ひます、 伊東 地震と 魚との Curve 一  枚 (ii) と 伊豆 地震と ァヂ メジの Curve 

^ 一枚と であります。」 もし 土曜に 御 出がなければ 少生 取りに 參 ります から 御 心配 は 御 
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無用に 願 ひます 

三月 十 一 日 

一四 二 六 

三月 十四日 月 午前 八 時， ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より^ 下 杉 並 町 阿佐ヶ谷 六 三 四 武者 金吉 氏へ 〔は 

が き J 

謹；^:: 扱て 先日 御 話しの Meteor.  MagaNine の 問題の 報 文 は 1897 年の Jan. 号に 揭 載せる も 

のに 相違な く 候， へ 共 右 一 月 号 は 1896 年の 他 号と 合して 一 卷 となり 居る 次第に 御 坐 候。 それ 故 寧 

ろ ：-896 として 置いた 方が 適當 であった 事と 存 候。」 此れに は data はいろ く 擧げて ある 故 御 

序の 節 御 一 覽を願 度と 存候 

右 要 事 迄 草.. 不盡 

三月 十一 一日 

一四 二 七 

三月 二十 二  B 火 午前 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六べ 小宮嵐 „!隆 氏へ 

其 後 は 大變 に 御無沙汰 を 致 しました、 何と なく 筆 無精 になって 居た もの だからつ ひく 失禮し 

ました、 今日 春季 皇靈祭 を 機と して 澤 山の u 曰 信 負債 返 濟を志 ざした 處 であります。 

服紗 はすつ かり 本式に なって しまったが、 此れ は 工場へ 行って 監督し ない 限り 致 方がない とし。 
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て、 あの 白い 花の 隈取りの 紫の 色 A 口と 濃度に は 少し 困った が、 先 づ- く 此れ も 止む を 得ない かも 

知れません。 併し あの方が 十 中 九 人 迄 は 向く かも 知れない。 

縱橫錄 の 件、 あれ は少 生が 「手首の 問題」 としてお いたの を 是非 「縱 橫錄」 にして くれとの 懇 

望 モグシ 難く、 手首 を柔 かくして ヨシく と 快諾 その 時 「此れ は 屹度 仙 臺と京 城から 苦情が 來る 

な」 と 直感した の だが 直感 は 矢張り 恐ろしい。 

筆舰 多忙 はい、 が、 ルンべ ン… ではない セル パ ンと いふ 雑誌の 堀川 氏が 毎日く 御 百度 を 踏ん 

でく るのに 拜み 倒され、 矢 張 人が い 、のか それ 共自 惚が强 いの かとうく 反古の やうな もの を や 

つてし まった。 此れ も 諸賢の ヒ ンシュ クを買 ふ 事と 不安 を 感じて 居ります。 大擧 新聞 も 毎日 電話 

を かけて 來て 「先生、 早く 三文 オペラ を御覽 になって 書いて 下さい」 とサ まへ つかれて、 此れ も 

ョ シく。 鄕 里の 小學 校で 「鄕 土讀 本」 を こしら へ るから 何 か 御 執筆 をで、. 此れ もョ シく。 い 

ま に キ ン グ ゃ柽 濟往來 の 類に も耻を さらす やうになる かも 知れません。 ど うか 御 寛容 を 願 ひ ます。 

一 つ に は 財政 困難の 上に 息子 や 娘の 結婚な どが 迫って くるので 金の 取れる 事なら 何でも やり かね 

ないやうな 狀 態に 陷 つて 居る のであります 今に 賄赂 でも 取る かも 知れない が、 幸に 何處 から も、 

もって 來 ない。 

暗殺 流行 は 恐ろしい。 尤も 日本 は 昔から 暗殺 國 では 隨ー かも 知れない とい ふ 事 は 日本 歷史 を敎 . 

はる 時に 誰でも 感じる し。 殊に 維新 頃の 土 佐な ど は隨分 ひどかった らしい。 親類のう ちに も 暗殺 

圑の メムバ ー が 居たら しい。 暗殺 團ゃ三 勇士が 結えない 內は 日本が 安全な のか も 知れない とい ふ 

氣 がする。 三 勇士の 人氣は 大變な もので 芝居 も 此れで (母 日賣 切れ 明治 坐の 二等 を 買 はう としたら、 


廿 七日 迄賣 切れ (十九 日に 行って) だとの 事で、 一 等で も廿ー 一日で なければ n クな所 はない と い 

ふ 勢で ありました。 それで 明廿ー 一日 高嶺 博士の 御 伴 をして 八重 子 見物に 出かける 事と なり まし 

た。」 風呂屋で 三 勇士の 惡ロを 云って なぐられた 人が ある 由、 〇〇 の 今度の X  X は實 にうまい と 

云って 感心して 居る 人が 澤山 ある やうであります。 

今に 日米 戰爭が 始まったら 吾々 も 最早 好きな 事ば かりやって 居る 譯には 行かす、 殺人 器械の 硏 

究に沒 頭し なければ ならぬ 事と 思 ひます。 いっそ 飛行機の 操縦で も 稽古して 齋藤 實盛氣 取で 米 機 

と 空中 組 打で もやって 見やう かとい ふやうな 氣 がする 事 も ある。 此んな 風な 氣 のして 居る 人も存 

外 少なくない やうに 思 はれる から 不思議であります そんな 事を考 へる 一方で は、 又 平 氣で暇 さ 

へ あれば 玉 を 突いて 居る が、 さて 中え 上手に はなれない。 理屈 だけ は 大分 鮮 つたつ もりで も 腕と 

眼が 利かない から ダ メ であります。 併し 15^ も 角 も 今度 御上 京の 節は久 M で 御 指南 を 願 度と 樂 しみ 

にして 居ります。 それ迄に 五十に なって 置 度と 思って 居た が 此れ は 到底 見込が ありません。 

右 御無沙汰 御 詫 旁 草. -申 上げます 不盡 

三月 廿 一日  寅彦 

豐隆 大兄 玉 案下 

一四 二八 

一一 一月 二十 二 B 火 午前 八 時— 十二時 本鄕 Itel 駒 込 曙 町 二 四より 府下 落 合 町 上 落 合 五 九九 板 垣應德 氏へ 〔縫 

はがき〕 


年 七和昭 


「藝 術界の 基調と 時 潮 一 御 惠與に 預かりまして 難 有拜謝 致します。 

ゆるく 拜 讀を樂 しんで 居ります。」 少 生の 寫眞 いくら 撮っても 一 つも 碌なの が 出 來す絕 望の 

ていであります 。一 その 內に叉 御 目に か \ り 度と 存じて 居ります、 右 御禮迄 草 M 

一四 二 九 

三月 二十 二日 火 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 先づ 何よりも 御子 様が 御 出生 御 母子共に 御 日立ち 宜敷 由に て 誠に 

喜ばしく 御 祝詞 を 申 上げます、 いよく 御父さんに 御成り で 天地が 叉 新に なった 感じ を経驗 され 

た 事と 拜察 致します。 御父さんと 云へば 此の 老父 も 御蔭様に て 一安心 致しもう 自分な ど はどうな 

つても い \ やうな 氣 持が 致 居候、 何卒 御氣 永く 御 引立ての 程 を 祈ります 何分に も 我儘 者で おや ぢ 

2^ 上の 勝手 ものであります がどう か 御 寛容 御薰陶 の 程 を 祈ります。 下宿の 事 早速 山 崎 君へ 手紙で 

御 打合せ 致す やう 申 付けて 置きました。 

いよ.^ 近. -に 御上 京拜 眉の 機 を 得る 事と 樂 しみに 致して 居ります。 今度 は 一 邊山崎 君に も 御 

紹介 を 願 ひ 度と 思 ひ ます。 

评井 君の 件 は 所長 歸朝早 > 、病 氣で寢 込んで しまったので 未だ 相談 出来ません が、 明日 (火曜) 

あたり は 多分 出る 事と 思 ひます から 震 研へ 尋ねて よく 相談 致し 度と 存じて 居ります。 どうか 惡し 

からす 御 願 ひ 致します 

余事 は拜 眉の 上に て 万え 申 上げ 度と 存じます 草え 不盡 
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三月 廿日 L 封筒に は 三 =： 北 一：：； と あり〕  寺 田寅彥  一 

中 (へ" 君 玉 案下  一 

一四  一二  0 

三月 二十. 1JB 曰 午後 四時 八 時 本 鄕區駒 込 „ぉ 町 二 四よ リ祌奈 川 縣缣倉 町 小町 四 〇 三 安倍 能 成 氏へ 〔は- 

が  き J 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 鎌 倉へ 來る やうに との 事で 行き 度 も あるが 未だ 寒い のと、 それ か 

ら理硏 も 震 研 も 春休み はない ので ウイ— クデ ー に は のんびりした 氣 になれ ない ので 御 伺 ひ 出 來るー 

かどう か 分りません、 併し その 內小宮 君が 上京す ると 思 ひます ので 或は 一 一人で 押し かける かも 知 j 

れ ません。 その 前に 御 都合が よかったら 廿 九日の 火曜の 晝食 でも 例の 泉 京 會舘で 御 一 處に願 はれ 一 

、ばい、 がと 存じて 居ります。 如何 t„ 二 長男 もどう やら やっと 卒業が 出来たら しく、 札幌へ 助手： 

になって 行く 事に なりました、 次女 は 女學校 高等科 を、 三女 は 三輪 田 を 卒業し ますので、 次男の 一 

外 は 一通. り學校 生活 を 了り、 此れからが いよく 大變な 事になります。 肩に のし か、 る 直 荷 を感： 

じながら 不相變 毎日 理研震 硏と忙 がしく 歩きながら 又 活動 を 見たり 球 を 突いたり して 其 日く を： 

5^ つ て 居ります。 

三月 廿 七日 

I 四 三 I  一 
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三月 二十 七 B  B 午後 四時 ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ下谷 谷 中 淸水町 三 福 島 氏へ 

0^^ 御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 其 後 はしば らく 御 消息 を 伺 はす 如何して 居られる かと 存 

じて 居ました が 御手 紙に より 御 健康 も 次第に 御 恢復と 承 はり 誠に 喜ばしく 存じます なほ 此上 なが 

ら 一 層の 御 養生 を 重ねられ 倍舊の 健康 を 得られる やうに 祈る 次第で 裨坐 います C 氣象臺 の 和 達 君 

など も 一 時 は 大分 六 かし さう に 見え ましたが 養生が よかった のです つかり 恢復し 新しい 元 氣で活 

動 を 始められた 様子であります。 少生も 大學ー 一年生の 時に 病氣 で休學 したので したが 吞氣に 遊ん 

だお かけで 今日 迄 無事で 參 りました 若い 時の 病氣は 養生 一 つで 何でもありません から、 どうか 御 

氣. 水く 御 養生 の 程 を 切望 致し ます 

御 亡くなり になった 御 弟御 樣の 遣槁を 御上 梓に なって 其 一 部 を 私に 迄 も 御 惠與被 下まして 難 有 

う 御 坐い ました.. 大變に 立派で 上品な 書物が 出来まして 御滿 足の 事と 存じます が、 又 同時に 此れ 

を 見る につけての 御 一 同様の 御 心 持 も拜察 致す 次第で 御 坐い ます。 此れより ゆるく 拜讀 故人の 

面影 を傯ふ 事と 致し まし やう。 

お 御 禮迄御 返事 迄 草. -申 上げます、 乍 悼 御 雨親樣 はじめ {uj 敷 御 鳳聲を 祈ります 不盡 

三月 廿 六日  寺 田寅亲 

幅 島 浩樣玉 案下  ， 

一四 三 二 

三月 三十 B 水 午前 八 時 十二時 卒 .鄉ば駒％^" 町 二 四よ リ祌奈 川： 縣錄倉 町 小町 四. 〇 三 安倍 能 成 氏へ 〔は 3 


がき」 

先日 端 書 を 出してから 間も無く 風邪 を 引いて しまって、 大した 事で はない が 少し 熱が 出る ので 

すっと 寢 込んで しまった、 それで 火曜日に 君に 無駄足 を ふませて はと 思って 電報 を かけ 御騷 がせ 

した 次第であります、 どうか 惡 しからす、」 年 をと ると 些細な 病氣 でも 直りが 遲ぃ、 今日は やつ 

と 熱 はさめた らし 〔い〕 がま だ 全身の 工合が 惡 るくて 寢て 居る 外ありません、」 今朝の 朝日で 責槁 

拜見、 中 i 面白かった。 御神輿 かつぎの 姿 を變に 思った の を 成程と 思 ひました。 どうか かう いふ 

の を どし. 書いて 貰 ひたい ものです。 日本人 を 反省させる に は あ 、 いふ 見方の 讀 ものが 色 >^必 

要と 思 ひます。」 いづれ そのうちに ゆる.^ 拜 眉を樂 しみます 草. - 

三月 卅日 

一 四 三 III 

四月 七 B 木 午後零時：-四時 本鄉區駒込曙町ニ四ょり府下^„^原郡松澤村松原五 一 四玉野幸氏 へ 〔はがき 

諾、 否、 御 芳名と 印刷した る 端 書の、 否、 御 芳名 を 消し〕 

本 鄕曙町 一 一四 

寺 田黄彥 

一 一伸 愚妻 儀 當日無 據差支 有 之 欠禮致 候、 不惡御 賢察 願 上 候 

一 四 三 四 
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四月 十 B  B 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より a? 下 高 井戸 町 大宫前 三 三 五矢 島祐利 氏へ 〔はが 

き〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 少生も 風邪で、 少し 休みました がもうよ くな りました。 大兄 も 御 

養生 專ー と 存じます。」 例の 統計 今月の 震 研 談話 會 (十九 日？) で 話して 見て は 如何 哉。 十分 か 

十五 分 位の 豫定 でし やべ つて はどう かと 思 ひます。」 先日の 原槁は 一 通り 拜見、 乍 潜 越 加筆 致し 

てお きました」 よろし けれ は 申込んで おきます 

右 要 事の み 草. - 

四月 九日 

一 四 一二 五 

四月 十 穴 3  土 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 〔封筒な し」 

電報と 御手 紙拜見 道中 も 格別の 滯 りなく 御 安着の 由 犬に 安心 致しました 併し 嵐 船が 少し ゆれて 

船 暈で 御難 義の 由、 此れ は 一 時の 事に て 間もなく 元氣 恢復の 事と 存じます。 然るに 大分 寒さが 劇 

しいさう で、 あの 服で は 少し 寒くて どうかと 思 ひます。 御出發 後に 外套の 厚い の を 達ら せました。 

此れ は 寒い 日の 當座 の 凌ぎに 御 使用 を 願 ひ ます。 

留守で は 一 同 無事です から 御 安神 を 願 ひます。 表門の 方の 板 群が 余り 腐朽した ので 改築 を はじ 

め 多分 明日 は出來 上る かと 思 ひます。 出發の 時に 見送って くれた 北 川、 森へ も 一寸 禮狀を 御 出し 

願 ひます。 溝 淵 芝 兩 家へ も 勿論であります」 見送った あとで 子供 等と 松坂屋 地下室へ 一 1J つて 御茶 
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をのんで 居たら、 溝 淵 御 夫婦と 芝 君 も 隣の テ ー ブルへ 来られて 又 逢った。 それから 芝^と 上野で 

球 をつ いて 別れました。 

右 安着 御 報の 御 返事 迄、 

何卒健康を大切にして御勉强を^^ります 草よ . 

四月 十六 日  父より 

東 一 殿 

. 二 仲 手. 紙の 宛名に はどう か 母上 も 書いて 貰い 度と 思 ひます 

I 四 三 六 

四月 十. PB 日 本鄕 _R 駒 込 曙 町 二 四よ リ池 E 芳郎 氏へ 〔封简 なし〕 

謹^ 其 後 は 御 無音に 打 過ぎ 失禮致 居候 大兄 益. -御 健の 赴 大慶 至極に 存候 

いつぞや 御上 京の 節 御 話 有 之 候 愚息 東 一 就職の 儀 其 後 諸兄の 御 配慮に よりいよ く 决定 致し 本 

人 もやう やく 卒業 去 十一 一日 當地 出發 十三 日札幌 着の 由 唯な 「中越し 安堵 致 候、 今回の 事 は 大兄 はじ 

め 諸賢の 厚き 御 好意に よる 事と 深く 感謝 致 居候、 東 一 儀 至って 不束者に て 全く 世間 知らす の 我儘 

者に 有 之 定めて 御 役に立ち 兼ね 候 事と 存 候へ ども 何卒 御氣 永く 御 指導 御鞭撻の 程 御 願 巾 上 度 祈 候 

御 地 は 未だ 塞氣去 難き かと 被 存候當 地 も 兎角 不順 勝に は 候へ ども 所謂 花見時に て 人出 も 多き 

やうに 見受けられ 候、 少生は 庭の 椿の 花の 落ち 方 にっき 昨年 始めた 統計 を 今年 も 繰 返 へした 上理 

硏の會 で 話して 見 度と 存 居候 裨笑草 になる  一： f マと 存候 
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右 御 挨移迄 草 ミ中 述候 時候 御 自愛 專 一に 存候 不盡 

四月 十七 日  寺 田寅彥 

池 田 學兄玉 案下 

一四  一二 七 

四月 十 七日 B  - 時間 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 礼 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

释 先達て 御上 京の 節 はいろ くごた くして ゆるく 御 話 も 出 來す殘 念で 御 坐い ました 

東 一 もい よく 去 十一 一日 出發 致しまして 無事 御 地 着の 由 昨夜 手紙が 參り 安心 致しました、 

此上は 何卒，； R_ 敷 御 指導 御鞭撻の 程 幾重に も 御 願 申 上げます 

東京 も樱の 時節で 人出 も 多い やうです が 少生は 不相變 球 以外の 與味 はない ので 何 處へも 參りま 

せん、 昨日 は 高嶺 君が 伊東から 歸 つて 来たので 一 處に晝 食 をして それから 球屋 へ案內 して 御 相手 

を 致しました。 タは玉 野 光男 君の 結婚 披露で 學士會 舘へ參 りました、 新婦 は 國史の 辻 善 之 助 博士 

の 令嬢で、 なんでも 數學 物理が 大層 すきだとの 事で 珍ら しい 似合の 御 夫婦と 思 はれました。 〇〇 

o〇 博士の 嚴命 によって 乾杯の 役目 を 仰 付かり 犬に 閉口した が 逃げ やうが なく、 「コ 、 - 一杯 を擧 

げて 御：. W 家の 万歳 を •：：• 」 とやった つもりで すが 聲が 小さくて 恐らく 一  間 以上 は 聞こえなかった 

事と 思 ひます、 閉口/ \」 

先 は 各 御 挨俊旁 御 報 迄 草. - 

四月 十七 日  ■  寺田拜 
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屮谷君 玉 案下 

二 仲 専知 諸賢へ 宜しく 御^ 聲願上 候 

一四 三 八 

四月 二十 八 B 水 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北六條 西十ぺ 丁： W 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 〔封筒な し〕 

拜 r 忤 其 後御變 りなく や、 何卒 御 自愛 御 勉勵を 祈 候、 中 谷 君よりの 通信で、 着 早々 實驗窒 の 掃 

除に 取 か、 られた 由に て 其元氣 ならばと 賴母 敷存 居候、 最早 實驗 にも 着手した 事と 思 はれ、 御 閑 

暇 の 節 は 狀况承 度と 存 居候 

一週間 位 前に 一寸 溝 淵忠雄 氏に 門前で 御 目に か k り 候處、 札幌着 以来 未だ 便りがない が、 刖條 

はない かと 聞かれ 候、 もし 未だ 御無沙汰して 居る のなら ば、 どうか 早く 一度 手紙 を 差 上げる やう 

に 願 候。 着以來 色々 落 付く 迄 ごたくして 取 紛れての 事と は 御 察し 致 候へ 共、 此れ だけ は 早くし 

ない と 相す まぬ 様に 感ぜられ 候。 芝、 北 川 森 三 家へ も 是非 一度 は 御 便り を 願 上 候 

宅で は 何の 異狀 もな く 御 安心 願 上 候。 庭の 木蓮、 八重 紅 椿 山吹、 いづれ も 盛 を 過ぎ、 今 は 霧 島 

つ \ じと、 蘇枋 とが 滿開。 枫は 新芽が 美しく 出揃 ひ 候。 應接 間の 前の ライラックが 今年 はじめて 

苔 を 叢生し、 此分 では 其內に 花が 見られる 事 かと 樂 しみ 居候。 

雪 子 は 結局 文化 學院 の文學 科へ 人れ る 事に なり 通學 中に 有 之、 宅で ぶらくして 居る より は 却 

つて まし かと 思 はれ 候。 彌生も 何 か適當 なお 稽古が あらば と 物色 中であります 

右 無事の 御 便 旁 溝 淵 其 他へ の 手紙の 件 一 寸 御注意 迄 草々 申 上 候 余事 後便に て 
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四月 廿 八日  父より 

東 一 殿 

辞令 はもう 貰った 事と 思 ひます が 辞令の 日 附を扣 へて おきたい から 一 寸 御知らせ 願 ひます 

一四 三 九 

五月 二 B 月 午前 八 時 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

御手.^ 拜見、 益々 御 元 氣の由 喜ばしく 存候、 回轉 椅子、 バイオリン 不日 發途可 致と 存候、 樂譜 

は 追々 に 蒐集す るも樂 しみの 一 つかと 存 候。 不取敢 人 用の 分 あらば 御 申 越 被 下 度 候 

辞令 未發の 由、 かう いふ もの は 鬼 角お くれ 勝の もの なれ 共 其う ちに 出る 事と 存候、 出たら 其 辞 

令 書の 日附を 御知らせ 被 下 度、 願 上 候 

朝理 研の 出が け 故 右に て 筆 を 止め 余事 後便に 讓候 早よ 

五月 二日  父より 

東 一 殿 

別紙 小 爲替御 査收願 上 候 

一 四 四 0 

五月 四日 水 午前 八 時— T 二 時 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四よ リ^ 町區 東京 日日 新聞社 調査 課 圓地與 四， 公 氏へ 

〔はがき〕 
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謹啓、 先日 は 失禮致 候、 a て 貴兄の 御手 許に 獨逸 新聞が 來て居 まし やう か。 實は Vossische 

Zeitung の 四月 初旬 頃に Chili の 地震が 噴火 かの 記事が 出て 居る さう で、 それに 日本での 研究が 

引合に 出て 居る との 事で、 もし 來て 居れば 一 寸 見たい と 思 ひます からい つか 社の 方へ 伺って 拜見 

させて 頂 度と 存じます。 右 御 伺 迄 草. - 

. 四月 三日 

一四 四 一 

五月 十日 火 午前べ 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ府. ト 矢：： 町；： 迫 嫁」 一四 中 山 方 中 野猿 人 氏へ 

御手 紙拜見 致しました。 最早 氣象臺 へ 御 出勤の 御 様子に て 大慶に 存じます 

震 研で 使って 居た 装置 借用の 事 は 明日 出勤の 節 所長に 相談した 上 御 返答 致し まし やう。 多分い 

、かと 思 ひます が、 震 研で 人 用が 出来たら 返さなければ ならない かと 思 ひます。 君の 爲に 新に 作 

つた 部分 は 無論 永久に 差 上げても い 、と 思 ふが ドラ ムと 水槽 は、 もし 備品に なって 居る といけ な 

いか もしれ ない。 

大氣 上層の 電氣狀 態に ついては 文献 可也 多き 故 暇々 に 追. -に 閱讀御 考究 を 願 ひます。 丁抹の 

Peddersen の 研究 は 別 刷が あった 答 だが、 今 一寸見 付から す、 あったら 御 目に かけます。 phy- 

sikalische  werichte の 中の Geophysit: 爾を 通覽 すれば 文献 は澤 山に 見付かります。 

地磁 氣日變 化の 問題 は大氣 潮汐の 問題と も述關 する かもしれ ぬ 故 其 点から も 君の 「職務 一 と 無 

關係 ではない と 思 ひます。 
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文献 は 岡 田さん が實に 詳しい から 時え 御 相談に なると い、 でし やう 

右 不取敢 御 返事 迄 草、" 

五月 十八 日 〔封筒に は 五 H; 十日と あり〕 

中 野 君. 

一 四 四 二 

五月 十一 日 水 午前， へ 時， 十二時 本鄉^ 駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八小宫 豊隆 氏へ 

拜復、 「大 坂. 獨吟集 一の 件 取 紛れ 遲延 失禮致 候、 漸く 昨日 図書館へ 參り同 館員 高 橋 理學士 に 面談 

致 候 處右は 貴重品に て 貸 出さぬ 事に なり 居る 由に て その上 前に 一 度 紛失 事件 ありし 問題の 本ら し 

く 甚だ 當 惑の 休に 見受けられ、 強談 も 致し かねた る 次第に 有 之 喉 或は 誰れ か 他の 筋より 他の 舘員 

を 通して ならば 融通 付く かも 知れす と存 候、 

右 は 僅に 五十 余 枚の 小冊子 故 同舘に 托し 寫眞を 撮らせれば 約 四十 H 位で 出来る 由， 但し 此れ は 

實物 112 大 にて、 若し 實大 とすれ は倍價 となる 時代に 有 之 候。 此本は 現 時で は 中々 四 拾 H 位で 

は 手に入り 難く との 事に 有 之 候。 右に 就き 鬼 も 角 も、 右寫眞 依賴用 書類 刖封 にて 差 出 候 間 御 考慮 

の 上 宜敷は 御手 績願上 候、 

右 同 舘應接 間 に て 高撟 君と 談判 中 同室 に 他の 舘 員と 用談し 居た る 若 紳士 あり、 少生 が 小 宮豐隆 

の 名 を 口にした る を 聞きつ けて 少 生の 方へ 參り 「永 田 勝 男」 「三省堂 百科 辞書 編輯 部」 と 肩書した 

名刺 を 出 T -、 責 兄の 敎授を 受けた 御 弟子 だとの 事で 少 生の 名前 を 聞く 故 「寺 田」 とい ふ もの だと 
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答へ 候處- 度. - 先生から 聞かされた 名前 だと 申 居候、 何 かしら 澤 山の 古書 を應接 間に 持込み、 舘 

員と 二人で コ ー ヒ ー、 ホット ケ ー キの お八つ を 食って 居た 様子に 有 之 候、 此れ も 一 奇遇と 存 候う 

つかり 小 宮豐隆 の 惡ロは 云 はれぬ と存候 

右 乍 遲延要 事の み 申述候 不盡  ■ 

五月 十 一日  寺 田寅彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

一 一伸 寫眞は 「小型」 で 「貴重品」 故 一 枚 七 拾 fT 五 拾 五 枚 (表紙 共) で 三十 八 H 五十 戔に 

なる かと 存候。 實大 ならば 一 枚が 一 ー頁即 寫眞ー 一枚と なる 故 此れの 二倍 

一 四 四 一二 

五月 十二  B 木 午前 八 時 . 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北-ベ 條？： 十八 丁： H 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 いよく 辞令が 出た さう で 安心 致しました 何よりも 喜ばしい 事であります、 此 

上 は專心 研究に 钾 精進 願 ふ 次第であります 

中 谷 君 上京 宅へ も來て くれました。 最早 歸 任の 事と 存じます、 

坪 井 君 近々 そちら へ 參る 事と 思 ひます、 同 君の 講義が 聞かれたら 聞いた 方が いいと 思 ひます が 

此は中 谷 君の 許可 を 得た 上の 方が い、 でし やう 

右 御 返事 迄、 草よ 

な ほく 御 自愛 御 勉强を 祈 候 


310 


年 七和昭 


父より 

東 一 殿 

別紙の 通知が 來 たから 御 送し ます 

一 四 四 四 

五月 十六 日 月 午前 ぺ時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 麻布 區笄町 一七 三 岡 田 光世 氏、 

拜啓 御 無事 御歸朝 大慶 至極に 存候 昨日 はわ ざく 御 來駕被 下 且つ 色，. 珍ら しき 御土產 頂戴 致 

し 御 厚情 難 有拜詩 致 候、 長途 の 御旅 行 御疲勞 の 事と 存候御 自愛 御 休養 の 上學界 の爲に 御盡瘁 の 程 

願 上 候 先 は 右 不取敢 御禮迄 草.. 申 述候其 內に拜 眉の 機 を 得て 彼 地の 模様な ど.^ り 度と 存居宾 草 

» 不盡  - 

五月 十六 日  寺 田 寅 彥 

岡 田 君 玉 案下 

一 四 四 五 

五月 十六 B 月 藤 E 繁ー 氏へ 一. 封筒な し〕 

御手 紙 難 有 拜見致 候 益 --御 多祥 大慶 至極に 存候 

平 塚 氏の 御 永眠 痛惜の 至に 有 之 候其爲 貴兄 も 中え 御 多忙に 相 成 候 事と 拜察 

御 盡瘁の 程 祈 候  ， ， 
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街 申述の 三本 釣 はたし かに 一 つの 方法に て、 或 程度 迄 はタの 測定 可能と 存候、 此 種の 装置に て 

精密 を 要す る 場合 にいつ も 障害と なる は 吊 糸 の 歪 及 温度 に よる 其變 化、 殊 に 吊 糸 を 物体 に 取り付 

ける 取 付け 方が 問題と なる ものに 有 之 候、 白金： V リ ヂゥム 合金 線に 電流 を 通じて aniieal する 等 

の 操作 必要と 被存 候、 又 fused  silica もよ いかと 存 候べ 共 小生の 経驗 にて は torsion の. S はる 

場合 中 i  timo  eft-CKt が 多くて、 可成 まさす る やうな 傾向 あり 中え 困難と 存 候。 ヌ (Juartz  Slbre 

を qluu-t 、：  Plata に fuse し 附着す る 点が 中々 うまく 工作 出来す、 其爲 此の 附け 元で 始終 strain 

される やうに なり 閉口した 覺へ あり。 此 等の 障害が 三本 釣の 場合に 結果の 幾 桁 目に 利く か を當っ 

て 見る 必要 ありと 存候。 „y の 測定法 は 原理 上 は 多數の 方法 あれ ど 10-0 以下 迄の 精度 を 要求す る 

場合 はいつ でも 一. 物質」 の 理想的で ない 爲に實 行 不可能と なるやう に 相 見え 候、 其 点で 矢 張 物 里 

振子 を 用 ゆる 方法が いつも 一番 安心 だとい ふ 事になる やうに 有 之 候。 近頃 』h 二 W(><.k-Lejay の ij^ 

子と 稱し、 inverted  pcm(luls= の 根元に 彈条を 用 ゆる もの あり 好結果 を 得た と稱し 居れ 共、 此 

彈条が 問題で、 未だ 一 般の 信用 は 得られぬ やうに 存候。 

責 兄の 場合に も 吊 糸の 歪 や 長さの 不等 伸縮より 起る 補正 項の 如き もの 、詳細な 吟味が 一 番の問 

題 かと 存ぜら れ候此 点 御 研究 願 上 度と 存候、 

潮汐 力に よる 地殼變 形に 三本 釣 を 用 ゐた人 あり。 此の 場合 は 三本 釣の 偶力と、 sprin,!;. の 偶力 

を balance させた 爲溫度 効果 甚大き く、 地下の 深い 井戸の 中で 觀 測し 漸く 一通りの 結果 を 出し 

たが、 此 結果 を 疑 ふ 人 も 多き やうに 有 之 候 

普通の H レメン タリの 理論で は 吊 糸の 彈性ゃ 可塑性 を考へ てない が、 此れ を 考慮に 入れた 式 を 
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作り、 其の 色々 な 3nst の小變 形に 對 する ，t 一お の驗 討が 一 番の實 際 問題と なる 次第に 御 坐 候。 

此の 点が 研究の 本体に 有 之 候 

タに 限らす 精密 測定に 關 する 研究に はいつ も 同様な 困難が 附隨 し、 實驗 する に は 手近に 精密 器 

械の 工場が あり 稀 有な 物質の 自由に 使用し 得る 便宜の ある 土地 だと 好都合と 存候。 それで 貴兄の 

場合に は 寧ろ 手近な 材料 器械で 出来る 種類の 實驗的 研究の 方が 近道で はない かと 被存 候、 如何に 

や C 例へ は 福 岡の 鈴 木 淸太郞 君の やった、 火事に 關 する 研究、 叉理 研で 少生 等の やって 居る 同様 

な 研究、 又 昔 小 野 澄の 助 君が 五 高で やった ゴム 管の 捻れの 研究と いった 種類の ものなら ば、 工夫 

一 つで 簡易な 實驗で 可也 面白い 結果 を 得る 事 も出來 るかと 存候。 眞嶋 君の 木材 燃燒点 測定。 理^ 

筒井 君の やった 液 滴分烈 の實驗 など も 皆 同様に 有 之 候。 木材の 彈性 や、 吸濕 度な ども 隨分 面白ぐ 

かと 被存候 

右 不取敢 御 返事 迄 草. -申述 候、 なほく 御 自愛 專 一 と存候 

五月 十六 日 

一 四 四 六 

五月 十九 B 木 午後べ 時-: 十二時 本鄉 展 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 一條 西 五丁目 阿部 旅館 坪 井忠ニ 氏へ 

〔槍 はがき〕 

御 端 書 難 有う、 今月の 震 研 談話 會は六 時 過 迄の ぎしく 詰めで 頭が 草^れて しまったので、 夜 

銀 坐 迄 球を揎 きに 行って それで 安眠す る 事が 出来ました 併し 何しろ 盛大な 事で 喜ばしい 次第で あ 
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ります 

丄幌の 植物園 は 羨ましい 寫眞を 見る といつ もジ ヱ ネ ヴのサ ラサ ン 氏の 庭園 を 思 ひ 出します 

一 四 四 七 

五月 二十 三日 月 午前-へ 時. 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 ti! 表 町 一 〇 九 圆地與 w 松 氏へ 

謹啓 獨逸 新聞 わざく 御 经り被 下 誠に 難 有う 御 坐い ました 厚く 御禮申 上げます、 すっと 一 通り 

搜 して 見ました がどう も見當 りません。 友人の 手紙の 様子 だと 四月 十四日の 前數 日の 間で はない 

かと 想像され ますが、 御 達り 下さった ので は 十日から 十八 日の 間が ありま せんので 或は その 十日 

l 十四日に あるの かも 知れません。 一 余り 御手 數を かけて はすみ ません から 此 以上の 御 配慮 は 御 

無用に 願 ひます。 

あの 新聞 はいつ か 丸の 內遼へ 出る 序に 社 迄 御 居け 致します 

どうも 色. M 御 配 傲 難 有う 御 坐い ました、 其內拜 眉の 節 万. 上げます 草. - 

五月 廿 三日  寺田拜 

面  地樣 

二 仲 御 令窒樣 にもよ ろしく 

一 四 四 八 


五月 二十 六 曰 木 


- 四時 本^^.^;駒！.ハー^"町ニ四ょり薹北市4?-武町五ノ  ニ西村傳三氏 へ 
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御 赴任 以来 御 S?! 健に て 大慶に 存じます 僕の 方から は大變 御無沙汰 致しました 幸に 無事で 不 

相變獨 りよが りの つまらぬ 研究に 耽って 居ります。 御 地に は 定めて 色.^ 變 つた 問題が 到處 にごろ 

ころがって 居る 察と 思 はれ、 もっと 若ければ 探險 にで も 行きたい の だが， かうよ ぼ/.. \ 〔に〕 

なって は 致 方が ありません 二 內 地の 生蕃. は實に 傑作 此れ は 何 かの 隨 筆の 種に なり さう であり ま 

す。」 面白い 問題が あったら 御 報道 を 願 上け ます。」 馴れる 迄 は 一層 御 健康 大切に 祈ります 

五月 廿五 n 

I 四 四 九 

五月 二十 八 B  土 午後 四時 人時 本鄉 "51！ 駒！： <i 曙 町： 四よ リ 京都 帝 阈大學 理學部 化 學敎室 櫻 E 義人 氏，. 

广 はがき〕 

0^ 小 Hllf  r 東 閑 詩集」 御惠與 に； ぬかり 難 有 拜謝致 候 ゆるく 拜誦 を相樂 しみ 居候、 先 は右不 

取 敢御禮 迄 i!^.- .2. 述候 不盡 

五月 廿 八日 

一 四 五 0 

五月 二十 九 B  B 午後 ws-  本 鄉ぽ駒 込 喏町， 二 四よ リ札幌 市 北 一條 西 五 丁  H 阿部 旅 坪 井忠ニ 氏.、 

「はがき〕 

^*5<御15^りを難有ぅ御ゃ- い ます。 登 別 溫泉ゃ 洞 爺 湖が 歡迎の 意 を 表して 色. -の 趣向 を 凝らし て 
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居る さう で それ はわる くない 歡迎 方法 だと 感心 致しました。 九月に 自分の 行く 頃 同し 意味で 地震 加 

など やられて は眞平 だと 思って 居ます」 老生 相變ら す元氣 にて 適^の 不良 振 を發挪 致し 居候。 3 

廣君の自ー悼會は生^5他に無據會合ぁり欠席しましたが中ょ盛大でぁったさぅで御坐ぃます 」 S 

硏售 寅會も 無事 終了、 諸 勇士 も ほっとした 様子で 球が ひどく 〔，3〕 く當 たる やうであります」 今日 

は 上野で 「學術 研究 會議大 平 洋學術 調査 委員 會」 と稱 する 法相 寺より 四 字 だけ 文字の 多い 會に出 

席、 頭 かくさつ たから 晚には 叉 神 田邊へ 行って 球 をつ いて 柏 水 舍のコ ー ヒ ー でも^" -で來 やう 力 

と考 へて 居ます 草. - 

.^n. 夫人に よろしく 

一 四 五 一 

五月 三十 B 月 午後. へ 時 iT- 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町：： w より S. 府 市外 歩兵 第 1:1 九 聯隊 第一 一一 中隊 幹部 候補 

,5^ 伊東 摄自 氏へ 〔はがき」 

稗 手紙 難ぎ う 御 坐い ました、 益 i 御 勇健で 大慶と 存じます。 扭て責 君の 論文 一度 航空 談話 食で 

發 表した 上で 印刷に する 方が 正規 故、 當 番の來 るの を 待って 居た のと、 一つ は子チ ユア r へ 出る 

の も 待った 上で と 思った ので 遲く なりました。 いよく 六月 六日の 談話 會て 梗概 を 話して ヂスカ 

ッ ショ ンを 経た 上、 すぐに 印刷の 方へ 廻 はす 事に 致します からどう か惡 しからす 願 ひます. 一 今年 

もい、 待 候が わりに 長く つ.^ いて 仕 合せであります、 併し 今に 梅雨期が 始まり それが 上 力る と 暑 

くなる 事と 思 はれます、 
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右 遞延御 返事 迄、 時候 柄 御 自愛の 上 御 勤務の 程 切望 致 候、 草え  一 

五月 价日  一 

一四 五 二  一 

五月 三十 B 月 午後べ 時 トニ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 大阪府. ト 布施 町菱屋 ffi  二 七 ノ四中 谷 治 宇ニ郞 

氏 へ  一 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致」 ました、 先達て は 御 首尾 宜敷 御歸朝 誠に 喜 はしく 存じます、 然る I 

御 健 礙の方 思 はしから す 御靜養 中との 事で どうか 御 養生 專ー にと 祈る 次第で 御 坐い ます、 本土 t 

御靜 養に ならば 間もなく 御 恢復の 事と は 存じます がどう か 無理 をな さらぬ やう 御用 心專 一 と 存じ 

ます、 

宇吉郎 君に は此頃 愚息が 御 厄介に なって 居りまして 御蔭様で 老生 も 一 安心 致して 居ります 誠に 

難 有 御禮申 上げます、  一 

どうか 御 母堂 樣御 令妹へ も宜敷 御： if 聲の程 願 ひます 草  >ュ  一 

五月^日  寺 田 寅彥ー 

中 谷 治 宇一 一 郞樣玉 案下  ； 

I 四 五三 

六月 九 曰 木 ： 十 後. へ 時 十二時 本 鄉 區駒込 曙 町 二 四より 本鄉^ 東京 帝 國大學 地震 研究所 宮 部直已 氏べ _ 


317 


〔はがき」 

0  土曜日 御 出の 節、 少生 机の 上に ある マツべ で半嶋 傾斜に 關 する 鋭ルの 入った の を 御持參 

願 はれ- -ば大 幸と 存じます。 それから、 今日 鈴 木 元 長 氏 宛の 手紙 を かいたの を 机の 上へ 忘れて 來 

たやう です が、 もし あったら 御 投函 を 願 ひます。 切手 を 貼った かどう かも 忘れました が、 よろし 

く 

六月 九日  寺 田寅彥 

一四 五 四 

六月 十八 B  土  後 ilt- ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 卜： へ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

鈴蘭 を澤 山に 難 有う、 存外 萎れないで 著き ました」 此間坪 井 君が 歸 京して 御： 兀氣の 様子 承り、 

安心し ました、 どうか 御 自愛 御 精 勵を願 ひます o」 學子會 へ未會 して 居ない やう だが、 あれ は 矢 

張 はいって 居る 方が 色え 便利な 事 も あるから、 早く 入會 したら い k だら うと 思 ひます」 宅で は 化 C 

無事、 門のお 1^ 齊 薇が 今 滿開、 今年 は憐酸 肥料の せいか 紅色が 例年よりも 濃厚な やうな 氣 がする。 

前の 風呂屋の 照明 (？) のお かげで、 夜 も 中 々奇麗で、 此れ は少々 皮肉で ある、 に 一 芝 君で は 男子 出 

生、 はじめての 男 兒で御 目出度い」 溝 淵さん も 立派に 建築 落成、 号の 靜物、 力 ー ネ ー シ ヨンと 

ボイ ンセ チアの を 進呈した CJ 彌生は 山脇敏 子の 學 校へ 洋服 裁縫の 糟 古に 通って 居ます。」 藤 

岡 君歸朝 

六月 十七 日 
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一 四 五 五 

六月 二十 二日 水 午前 ぺ時 十二時 本郷 -tel 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十べ 丁目 阿部 方 寺 m 東 一氏へ 

ー賴冬 彥集 一 が出來 たから 一 一部 送ります 一 部 は 中 谷 君に 御 渡し 願 ひます。 函 にも 表紙の 裏の 扉 

にも 名宛 を 書 いて ある から 間逮 へぬ やうに 願 ひ ます」 東京 は 梅 で 日々 陶 しく 此 だけ はたし か 

に 北海道が 羨ましい」 前の 日曜 には子 供 等と 動 坂の ばら 新へ 行って 「モッタ」 とい ふ ばらの 鉢 を 

一 つ 買 ひ、 それから 上野 精 養 軒の 藤棚の 下で ラ ンチを 食 ひました C, 一  ナン セン スボ ー ィの竹 像拜 

愉快で ありました、 どうか 明るく のんきに さう して 大に御 勉强を 願 ひます 

六月 一 一十一 一日 

一四 五六 

六月 二十 五日 土 午後 零時.— 11 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ府； 卜 下： H 黑駒場 東京 帝 國大學 

航空 W 究听 杓瑰部 E 中 信 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 サイエンス アブストラクト Vol. 35  No.  412.  (Apr. 193 に) の 275 頁の 第 10 一； 7 項に 

一. 油が 固 休の 表面に 擴 がる を 防く 法」 の抄錄 あり、 一度 御覽の 上、 容易なら ば試驗 して 見 度い と 

ffl^ レ ます 

右 用事 迄 草. C- 

六月 廿 五日 
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一 四 五 七 

七月 一日 金 午前. へ — 卜 二 時 新 抱 三越より 牛 込 余 丁 町 m 松极 豐次郎 氏へ ，〔 はがき 速達便〕 

r 溢 柿」 屆き拜 見、」 扭て 昨夜より 少し 風邪 氣で 工合 惡 しく、 今朝 奮發 して 出かけた がどうに 

も 大儀 故、 航穴ェ はする 休みと きめ、 今 三越で コ ー ヒ ー をのんで 居る ところ。 これから 一寸 帝都 坐 

でもの ぞいてから 歸 つて 寢る 事に しました。 それで 今日の 與行は 御休み にして 頂き 度と 存じ ま 

す。 一 今夜 小 宮君着 京 小石 川の 親戚で 泊り、 明朝 識訪へ 行き 二三 日して 上京の 由であります。 そ 

れ から 义松 代へ 行って からもう 一度 上京の 由、 右 御 報 迄 草. - 

七月 一 日 午前 十 時  新 宿 三越 七 階で 

一四 五八 

七月 十九 B 火 午後 三時： 四時 本 鄕展駒 込 曙 町 二  SI より 祌奈川 縣逗子 町 新 宿 一九 四 七 寺 £彌 生、 寺 田 雪 

子、 二 氏 他 御 一同へ 〔搶 はがき 瑰化學 研究所 鳥瞰 寫眞」 

i へ〕 

早く 一  度 行き度いと 思 ひながら 日々 の 仕事が あるので 未だ 御無沙汰して 居ます。 天氣 工合が 惡 

くて 海へ はいれなくて 困り まし やう。 しかし 此の 雨天 も、 もうさう 永く は績 かないで しゃう。」 

松 根さん が 時 i 逗子へ 用が ある さう で、 その 序に 寄って 下さる さう であります。 私 も 二三 日中に 

は 一 度 行き まし やう。 
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理硏の 休暇 は 八月 一 日から 一 週間と きまりました 一 


f 寫腐 の 建物よ り 引出 線 を ひ き て J 

此の 邊 で <1マ 此れ を 書いて 居ます、 此の 爲 上の 見當が 宅で しゃう 

七月 十八 日夕 六 時  ， 

一四 五 九  ， 

七月 十九 B 火 午後 四時 人時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 區表町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 〔はがき 

速達便〕 

謹啓 今夜 は 出掛け 前で 失禮 しました、 先日 は 御中元 難 有う 御 坐い ました、」 久 M で晝食 でも 

御 一 處 にしたい のです が、 明日 水曜 正午に 京 橋 第 一 相互 ビル 七 階 東洋 軒へ 御出で 願 はれますまい 

か、 御 令室 も 御 誘 ひ 願 度と 存じます。 もし 御 差しつ かへ でしたら 九 時と 十 一 時の 間に 理 研へ 御電 

話 を 願 ひます、 

右 乍 勝手 御 伺 迄 f 

七月 十九 日夕 

一 四 六 0 

七月 二十 3 水 や 後 四時.； ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇 
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吉郎氏 へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 どうも 大變に 御無沙汰 を 致しました 先日 は 御風 邪だった さう です 

が 最早 御 全快 ださう で 大慶で 御^います 令夫人 令嬢 も 御 揃 ひ 御 健祥の 事と 存じます がどう か 時候 

枘御 自愛 を 願 ひます  . 

東 一は 不相變 御世 話 様で 御 坐い ます、 どうか 御 鞭 達 を 願 ひます。 此方から もやらない がさつ ぱ 

り 手紙 を よこさな いので 何 をして 居る のか 分りませんで したが 御手：^ によって 樣 子が 分かり難 有 

う 御 坐い ました。 硝子 箱 や シリカ 板 は诜ひ 方が いつも 問題で、 一度 指で 觸 つても、 もう コン タミ 

ネ I シ ヨン を 受ける が、 併し 馴れ、 ば 何でもなくなる やうであります、 田 中 信 君な ど 年中 やって 

居ます。 ガラスと 水銀の 面に はべ ンゾ フエ ノン が常溫 で擴 がり 單 分子 膜 を 作 る ことが Iliiekel ： 

Aasol- づ ticn 11 ヨ 一 Kilpillalnlcondensatioll の 一九 一 頁 以下に 書いて あります。 それで 此のべ ンゾ 

フエ ノン を 擴ら せら 5? 合と、 それの ない 場合と で どうちが うか を驗 して 見たら どうかと 田 あ ひます 

が 如何で しゃう。 

Haekd の 右の 本 は 是非 熟讀 する やう 東 一 に 御 下命 を 願 ひます。 又 近頃 フ 。ィ ン ドリ ヒ の カピ 

ラル へ ミ ー の 新版が 完成した やうです が、 此れ も奮發 して 通覽 する やうに 御 命令 願 ひます。 

此間淸 水さん に會 つたと き百溪 君の 話しが 出て、 「うまい 話 だが、 少し 僕に も 分けない か」 と 云 

つたら 一先 生 は 愁が深 過ぎる」 と 云って 大笑 ひでした。 儲かったら 分けて くれる さう であります _ 

僕 は原槁 かせぎに 追 はれて 中. -忙 がしい。 先月 は 俳句 講坐を 十五 枚と 雜文 若干、 今月 は 文學講 

坐 を 六十 枚と 雜誌 一. 文學」 十五 枚。 來月は 又 俳句 講坐 三十 枚。 その 中で 學士院 の 論文 も か、 ねば 
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ならす。 休暇 中に 理 研の s--i. ービ，7  ニ篇は 書く 予定、 それに 毎日 球 も 突かね ぱ ならす、 俳諧 連句 

もやらねば ならす、 バイオリンと セロも 練習せ ねばならす、 併しぉかげで元氣に其日くを^！^っ 

て 居ります。 天 海 僧正が 家 光 公に 奉った 長壽の 法に 第 一 に 正直 第一 一 粗食 …… 最後に 一 時々 へ をな 

さるべく 候」 と 云った さう だか、 僕の-原稿 かき や 球 や 音樂は 此の 天 海 僧正の 一. おなら」 とィ クイ 

..ヮ レ ン トだ らうと 田 心 ひます 

ィ タリ —へ 送った 原 槁は其 後 何とも 返事が 來 ない。 事によると あんまり 豫 期に 反した へ ンナも 

のな ので 編。 fe: 諸賢が 面 喰って 眼 を白黑 にして 困って 居る ので はない かと も 想像し ます。 さう だと 

氣の 毒で も あり、 又 一 寸 愉快な 處 もあります。 

東京 は； 母 日 梅雨 的 天候で 蒸し. して いけません、 早く カラ リ として 力 ン./ \> 照りつ ける 日が 

來 るの を 待って 居ます。 夕方 ステ ッ キを さげて 上野 神 田の 灯の 町 を 泳ぎ ま はるの は 實に樂 しみで 

あります。 a 力に 反して 山へ 登ったり 陸棲 動物の くせに 海へ はいった りする 人の 氣 がしれ ない が. 

子供の 方 はさう でない ので 今年 も逗子 行であります。 段 >"增 長して 今年 は 一軒家 を かり、 荷物 を 

トラ ッ クで 送る やらお や ぢの懷 中の ポテ ン シャル の 高低な どお かま ひなし、 お. ゃぢの 原稿 かせぎ 

の 汗の 結晶 も 湯水の 如く 流出して しま ひます。 しかし 此れ も 我儘な おや ぢの罪 亡ぼしの 一 つか も 

知れません。 

藤！； 君歸朝 以來中 立の ー兀氣 でさす がの 寅紊 先生 も 少し タヂ くの 氣 味であります がな にしろ 钢 

承知の 通りの 純お = の 愛嬌 は 昔し に變ら す、 理硏中 を 明るく して 居 る やうであります 

右 御 返事 旁 餘談迄 草よ 
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七月 廿日  寅  逢 

中 谷 擧兄玉 案下  ■  . 

奥さんに よろしく 赤ちゃん にも 

I 四 六 一 

七月 二十 ills  土 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 廣余丁 町 四 一松 根 S 次郞 氏へ 〔封筒な し〕 

昨夜 は失禮 

附句少 .M 間に合せ なれ ど 左の 通 試み 候 叱正 を 祈 候 

心 遣 ひのと く 末々 

もな や 何に さ にめ く 笑ひ聲 


叉^ 卷 

へ うと 放てば 萩の 上 風 

露け さに 犬の 毛 並 もし ほ たれて 

草-^ 

七月 廿 三日  寅  彥 

東洋 城樣 
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一四 六 二 

七月 三十日 土 午後べ 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 祌奈川 縣逗子 町 新 宿 一九 四 七 寺 田 正 二 氏へ 

〔はがき〕  . 

沼 波 氏 著 「笆蕉 全集」 參 照した く搜 したれ ど 見えす、 何處 にし まって あるか、 至急 御 返事 願 度 

七月 卅ロ 

一 四 六 三 

八月 五 B 金 午前 八 時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 麻布 區北新 門前町 三 鍋 島し か 代 氏へ 

0^ 先達て は 御手 紙 頂戴 早速 御 返事 可 巾 上 害の 處取 紛れ 失禮致 居候 不惡御 海容 願 上 候。 御 次 

男樣御 就職の 事に つき 心 當りを 物色 致 居候 處此頃 新聞社 關 係の 知人に て 心配 致し くれ 候 もの あり 

成否 は 不明に 有 之 候へ 共 一 應 の詮義 致し くれ 候 やう 依 賴致置 候 併し もしゃ 旣に いづれ へ か 御 就職 

御 决定相 成 居候 や も 難 計と 被存候 が 如何に 候^^^御：！！：巾 上 候。 もしも 未だ 御き まりで なければ もう 

一 度 折返し 依賴 致すべく と存候 

右 P:I1F 迄 ira^ よ 巾述候 せ 卜 i 

八月 四日 L 封筒に は 八 R: 五 H と あり」  寺 田 寅 

鍋嶋樣 
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一 四 六 四 

< 月 十日 水 午前 八 時 14- 二 時 本鄕^ 駒 込^ 町 一- R より 小石 川 一 R 表 町 一 〇 九 圓地與 四 松 氏へ 〔はがき〕 

拜^ 先日 は 失禮致 候、 扭て御 依頼 巾 上 候 鍋嶋孝 夫君の 件、 問合せ 候處、 未だ 適 當のロ もな く 

困却 致 居候 由に 有 之 候。 一 度贵 社へ 大兄 を 御 尋ね 致し 親しく 御 依賴申 上ぐ る やうに 爲致可 申と 存 

居候 何卒 立 敷 願 上 候 

な も 茂 雄 氏へ も 一 應依顿 致さん かと も 相考へ 居候 此儀も 御 含 置の 程 願 上 候 

.IF 分よ ろしく 

{/  . . 原 

八月 十 一 日 

二 中 令夫人へ もよ ろしく、 どうか 御大 事に 

一 四 六 五 

八月 十 B 水 午前べ 時 ー 十二時 本鄕^ 駒 込 曙 町 二 ra より 麻布 一 R 北 新 門前町 三 鍋 鳥し か 代 氏へ - はがき 

速達便 案内 岡 あり 略)〕 

拜^ 御手 紙と 履- 歷書 拜受致 候。 一 度 孝 夫 様に 御 面會申 上げ 紹介の 名刺 差 上げ 度と 存候。 もし 

明朝 十 一 日 午前 八 時半 拙宅 迄 御 越 被 下 候 は 大 幸と 存候。 拙宅 は 左圖の 通に 御 出 被 下 候 はに 相 分 

かり 可 巾 候 

八 水車 拜 眉の 上に て 草 i 
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寺 田寅彥 

曙 湯の 烟突を 目標に 御 出に なれば 分ります 

一 四 六 六 

八月 十一 日 木 ，f 後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 靜岡市 本 通 二 丁目 堀 E 方 金 原壽郞 氏へ 

御手 紙と 論文 確に 拜受 致しました。 御 健康 大切 故 此夏は 十分に 御 休養 健廢御 恢復の 上に て倍舊 

の 御 硏究を 祈ります。 

彙報の v- め 切り は 月末であります から ゆるく 拜 見の 上で 編輯 係の 方へ 廻附可 致と 存じます。 

從て 校正 は 多分 九月 中句になる 事 かと 推察され ます。 左 樣不惡 御 含み 置 を 願 ひます。 

少生は 相 變らす 何 處へも 行かす 東京で 原槁を かいたり、 球 を 突いたり して 居ります。 子供 等 は 

逗子 へ やり 至って 閑靜 であります。 併し 今年 は 流石の 東京で も 夜 暑くて 寢 苦しい ことが 時々 あり 

少>- 閉口 致します。 

なほ-/ \> 御 自愛 專ー に 存じます、 草 

八月 十日  寺 田寅彦 

金 原 樣 

二 仲 令夫人へ も {且 敷、 义堀 田樣御 一同へ も 宜しく 御 鳳聲を 祈ります 

〔下略〕 


一 四 六. p 

八月 十一 二 曰 土 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ長 野縣輕 井澤 町 二 ◦ 二 四 高嶺 设夫 氏へ 〔封筒な し」 

毎度 御 便り 難 有、 少 生より は 御無沙汰 失禮致 居候 今年 は溫 度の せいか、 年の せいか、 どうも 池 

を 煮る 勇氣 なく 一 一週間と いふ もの 球 突の 外 は 殆ど 何もせ す、 毎日 井 戶水を ヂャブ く 頭/かける 

の を 第一 の 避暑 法と して 居ります。 水溫 Fg 。氣溫 より 四十 度 以上 低い から 愉快であります。 氣 

車に も乘ら す、 宿屋に も 泊ら すし て 隨時 に 此凉味 を 享樂す る の であります。 

時候 は爭 はれぬ もので、 暑い なりに 何處か 秋ら しい 相貌が 天地の 間に 現 はれて 来ました。 今 

は 力 ン ナを澤 山 植えた のが 成 効して 毎朝 起きた ときの 眼覺 ましになります。 葉 鶴 頭 も 此れから 直 一 

え 美しくな り 始める 事と 思 ひます。  一 

子供 等を逗 子へ やって あるので 宅 は閑靜 であります。 夜 時 M 暑くて 寢 苦しい 事が あり、 夜中に I 

井戶 端へ 出張す る 事 もあります。 例年の ことで 英國の 短篇 小說の やうな もの を 籐椅子で 讀 むの も 一 

1 つの 銷夏 法であります。 改造 社 俳句 講 坐の 「俳諧の 本質的 概論」 とい ふの を 書いて 居ます。 *j 

月 あたり 別 刷が 出來 たら 御 一 讀を 祈ります。 

オリ ムピ ッ クで 日本の 勝つ の はい やではありません が 新閜の 態度 は 面白くありません。 何も か 一 

もジャ ー ナ リズ ム の 波に 押し流される 世の中であります。 

右 御 返事 乍遲延 草.. 如 此に御 坐 候 

八月 十三 日  油 蟬 を 聞きつ 、寅彥  j 
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高嶺 大兄 玉 案下 

I 四 六 八 

八月 十五 日 月 午前へ 時 I 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮畳隆 氏へ 

御 端 書 難 有う、 飢謹 記錄の 書物 御惠 與、. 此れに は 屹度 何 か 堀 出し物が ある 事と 思 ひます、 ゆる 

く 通讀し 度と 存じます。 一 Vossisehc  ztLi- は 其 後日 獨協會 で 手に入れました 矢 張 十四日の であ 

りました。 智 利の 事はなくて 唯 僕 等の 仕事の 紹介 だけで ありました。 

改造 社の 一 俳諧の 本質的 概念 I 一鬼に 角 大体 書 上げました 實に 天下の 胡!^ だら うと は 思 ふが、 併 

し 又 さう ば 力り でもな いもの も いくらか は あらう かと 思つ て 居ります。 鬼に iEFT 比の 背水陣 のお か 

げて 大分 書物 を讀ん だの は^け 物で ありました。 岩波 講 坐の 山 田 教授の 「連歌 及 連歌 史」 から は 

非常に 啓發 されました。 俳諧 は 形式の みならす 其 理想と する 狙 ひ 所 迄 も 旣に良 基 心 敬 時代に ちゃ 

んと 定まって 居た の を I 巴 蒸に 到って 始めて 其 理想が 實 現された もの だとい ふ感を 深く しました。 

參考 の爲に 岩波 文庫の 世 阿 彌物を ざっとの ぞいて 見た が 此れ も 面白かった。 俳諧 を 研究す るに 

は あらゆる 日本 文化の 中で も 色々 の藝道 全体に 百 一って 研究し なければ 到底 全貌 を 理解す る こと は 

出来ない だら うと 思 はれる。 分り切った 事で は あるが 今更に さう いふ 感を g 水く した。 

「7 レ巴蕉 の戀の 句」 拜見、 少し 御說を 借用 致します。 

毎日 球 突、 晝夜 二度の 日 も あり、 今年 はどう も 仕事 は 出来す、 例年に より 英國の 短篇 もの を少 

しづ 丄 S む 位であります。」 井 戶水を 頭へ かけから だ を 拭 ふの が 一番の 樂 しみ、 溫度 華氏の 五十 
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度、 氣溫 より 四十 度 以上 低い から 難 有い、 右 御 禮旁 草 i 不靈 

八月 十三 日 

豐隆 大兄 玉 案下 

一 四 六 九 

八月 十五 日 月 午前 八 時！ 十二時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 神 奈川縣 鎌 倉 町 小町 四 〇 三 安倍 能 成 氏へ 

御手 紙 唯今 拜見 致しました。 先達て 御歸 京の 途中からの 御 端 書を拜 見して その 返事 を 出さう と 

思 ひながら つ い. （- 御無沙汰して しま ひました。 其 後 三度 逗子 へ 行き 其 都度 一 寸 でも 御 尋ねし や 

うと い ふ 意思 は 持って 居ながら， S つも 早く 東京の 宅の 井戶 水が 戀 しくな つて 直線 的に 歸 つてし ま 

うので ありました。 その 內に 一 度 一 處に 食事で もしゃう と 思 ひながら あんまり 暑い の で わざ. （- 

呼 出す の もと 思ったり うか/^ して 居る 內に 八月 も 中ば にな つてし まひました。 

御手 紙 を讀ん です つかり 恐縮して しま ひました。 とんだ 御 配慮 を かけて 誠に 相す みません、 少 

生の 御無沙汰 は 全くの 怠惰でありまして 胸中 は 光風 霽月 大兄に 對 して 何の こだわり も 持って 居り 

ません。 あんまり こだわりが 無 さ 過ぎる もの だから、 御無沙汰して 平氣で 居られる ので あらう と 

思 はれます。 雅叙 園で 云. -の御 話しが あります が、 色 > 、考 へて 見ても 一 っも不快でぁった事^^ど 

思 出されません。 唯 あ の 無 風雅な 庭園 の 泉石 の 配置 を 思 出し て 可笑し いと 思 ふだけ であります。 

^し 君に さう い ふ 懸念 をさせる やうな 擧 動が 却つ て 僕の 方に あつたの ではない かと 想像され ます- 

我儘な 少 生に は あ \ い ふ 混合 集團は 余り 面白くな い ので 唯 岩波 君 を 失望 させない 爲に 勉強して 出 
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て 居る の だから 自然に その 面白くな さが 額に 出る の だら うと 思 はれます。 全く 我儘 だと ふので 

すが どうも さう らし い のであります 0 

鬼に 角 少生は 平素から 大兄の 御 好意 を滿 掬し 難 有く 思 ふて ゐ るので 一 言 一 行 を 一 つく 分析し 

たりす る やうな 客觀 的な 態度に はなれません から、 どうか 何の 御 遠慮 もな く 思った ま、 に 何でも 

云って 頂 度と 存じます、 少生 自身 も 全く 其氣で 勝手 放題の 熱 を 吹いて 居る のであります。 それで 

たまに は あんな 事 を 云 ふので なかった と 思 ふ 事 も ある やうです がつ とめて 氣 にしないで 忘れて し 

ま ?L> ます 

とんだ 御 配慮 を かけた の は少生 御無沙汰の 罪であります。 どうか 御 寬容の 程 を 祈ります。 本當 

に. E. 譯 がありません。 

休暇 中に 必す 一 度 御上 京の 序に 一 處に 食事 をして 御 話 を 承 度と 存じます。 御 都合 を 御 聞かせ 願 

ひます。 松 极君も 一 度 「^柿 一 の 御禮を 云 度い と 云って 居ました。 

今年 は カンナ を 澤山植 込んだ が 成 効して、 毎日 熱烈な 美し さ を享樂 して 居ます。 それから 毎日 

欠かさす 玉突きの 勉強、 此れに も 多少の H  口味 あり 若返り 法の 一端になります、 余事 拜 眉の 上に 

八月 十四 曰  寅 逢 

能 成 大兄 玉 案下 

一四 七 0 
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八月 二十 一日 日 午後 四時 i へ 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四 よ リ札幌 市 南 一條- S  二十 丁 u 中 谷 宇^郎 氏へ 

謹啓 其 後 は中譯 も. ない 御無沙汰 を 致しました。 先達て 東ー歸 京の 節に すぐ 手紙 を 差 上げる 苦 

の處 延びく になり ました、 どうか 惡 しからす 御 寛容 を 願 ひます 今年の 夏 は 天氣っ 、.- きで 大分 暑 

さも 酷し く； 复 好きの 少 生も少 i 閉口した やうであります。 併し 毎日 欠かさす 球 を 突いて 居る ので 

すから 元氣 は元氣 であります。 理 研で 油 を煑る こと だけ は 今年 は 止めに しました。 其 代りに 俳句 

講座 (改造 社) へ 「俳諧の 本質的 概論 一 とい ふ H ラ サウナ 大 論文 (？) を *t き 上げました。 突飛な 

處も あるが 新しい 俳諧 論 だら うと 自惚れて 居ります。 拔刷 でも 出来たら 御 一 覽を願 度と 存じて 居 

ります。 

昔から 日本で やる 「墨 流し」 と稱 する 遊戯が あります 水面に 墨汁 を 擴げ波 狀の縞 を 作って おい 

て、 それ を 紙面に 移し 取る 方法であります。 あれの 物理が 面白さう だと 思って 二三 日 前から 內ケ 

崎？？？； 相手に 始めました。 此れ は 線香花火と、 金 米搪と 丁度 三幅對 になる もの だら うと 考 へて 居り 

ます。 やって 見る と 矢 張 中 i 面白い 事が ありさう であります。 水面に 油の 簿 膜が ある とないと で 

事柄が 全然 別になる のであります。」 石油の 實驗 のつ にきと して は 今度 は 高壓の 影響に 着手し ま 

した。 此れ はま だ 一 向見當 がっきません。 

來月 貴地での 講演 は 未だ 何 を 話して い、 か 全く 思案が きまって 居ない し、 此れと いふ 面白い 思 

付き もない し大に 困って 居る 處 であります。 いっその 事 思 切って ス べキュ ラチ ー ヴな 空想で も述 

ベた 方が 却って 柄に 合って い ^ かと も考 へて 居ます C 眞面 m な 方の 事柄 は、 もぅ坪井^？？が大休話 

してし まって ある 事と 思 はれます。」 そちらへ 參る. の は 九月 一 一 十日^に なる かと 思 はれます。 
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な r 年 は 庭へ 力 ンナを 澤山植 込んだ のが 成 効して 日. - 熱烈なる 美觀 を享樂 して 居ります 

ヘリ 火 人人" 嬢に も御變 りはありません か、 どうか 立し く 御 願 ひ 致します 

"御無沙汰 の 御 詫 旁 御：^ 迄 草 

八月 廿日  寅亲 

中 谷 君 玉 案下  ， 

一 四 七 I 

八月 二十 二 曰 月 .： 十 後べ 昨 十二時 本鄉 區駒ス 一 曙 町 二 四より 千葉縣 御宿 町 新 町 ME 別宅 内中 野 すみ子 氏 

へ 1, は が き 一 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 御 避暑の 爲 御お 海岸に 御 滞在中の 由 何よりの 事と 存じます、 宅で 

も 子供達 は 海岸へ 參っ て 居ります が 私共 は 何 處へも 参らす 宅で 怠けて 居ります。 私 は 毎日 球 をつ 

くのと； g 稿 を かくの が 日課であります。 妻 は 庭の 草花に 水 を やる のが 仕事ら しく 思 はれます。 今 

年 は 力 ンナ を澤山 植込みました のが 早鑌 きのせい か 成 効して 毎日 色々 の 美し い 花 を哈、 かせて 居り 

ます。 葉 0 頭 も 今年 は出來 がよくて そろく 美しい 色 を 出し 始めました。 ^I:1I瓜の花が日の暮方五 

分 位の 間に 一 度に 開く と 大きな 蛾が いくつ も 丸で 電報で 招集した かと 思 ふやう に 一 度に 飛んで 來 

て 花から 花へ と 蜜 を あさ つて 歩く の が奇觀 であります C 

. ^乍；^ 延御 返事 劳御報 迄、 愚妻よりも {Hi 敷 御 挨接中 出で 居ります、 革く 

八月 廿ー 一日 
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一 四 七 二 

八月 二十. 七日 土 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十， へ 丁目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

御手 紙拜 見、 御歸任 後、 御變り もな く 大慶に 存じます、 

正 二 病氣、 しかも 中 谷 君の 御宅で 騷ぎを はじめた さう で、 とんでもない 事でした。 中 谷 君 も 細 

君 も 驚き もし、 又隨分 迷惑した 事と 想像し ます。 泊まって 御迷惑 を かける から、 なるべく 遠慮す 

る やうに 云 付けて おいた の だが 思 ひも よらす 中 谷 君に 世話 を かけて 申譯 のない 事で ありました。 

どうか 東 一 から もよ く./ \ 中 谷 君 夫妻に 御 挨按を 願 ひます。 

傳染 病で はない らし， S との 事 だが、 其 後の 容体が 心配 故 今朝 東 一 宛 電報で 問合せ を發 した 次第 

であります。 どうか あとが 永 引かなければ い \ がと 心配 致します。 十分に 全快す る 迄 は靜養 する 

やう 御 監督 を 願 ひます。 快くな つても 札幌 以外へ の H キス 力 ー ショ ンは 見合せ なければ ならない 

と 思 ひます。」 もし 又惡 いやうなら 中 谷 君に 相談の 上人 院 する 方が い \ かも 知れす、 どうか 何？ 

手落ちの ないやう 御 配慮 を 願 ひます 〔中略- 

な ほ 其 後の 容態 日々  御 詳報 を賴 みます。  もし 惡 いやうなら 誰れ か 此方から も 出掛けなければ な 

りません から 

右 要 事の み 草. - 

八月 廿 七日  寅^, 

東 一 殴 
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I 四 七三 

八月 二十 七日 土 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ礼幌 t 北海道 帝 II 大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 

宇吉郎 氏 へ 

謹^ 益え 稗淸祥 大慶に 存じます、 下 而少生 不相變 無事、 御 安心 を 願 ひます 扭て 昨日 東 一から 

手紙が 參 りまして、 正 二が 着 早 ± 御宅へ 御！ 介に なり、 さう して 腹痛 下痢 を はじめ、 とんだ 御； 

介 を かけた との 事で 誠に 意外な 事で 驚きました 嘸々 御迷惑 を かけた 事と 恐縮 至極に 存じます C 御 

地へ 參っ て も 諸 i3! へ は 御迷惑 を かけない やうに. E. 付けて 置きました のに、 どうも 赤ん坊 同様な 人 

間で 困った 事で 御 坐い ます。 富 永さん では  一 ：m 日 位 御 厄介になる かも 知れん と 思って 居ました が、 

中；：^ 家へ 御： E? 介に ならう と は 夢にも 考 へす、 しかも 病氣 など 起して 御世 話の 上の 御世 話 を かけやう 

と は 想像の 及ばぬ 處で御 坐い ました、 何共. S. 譯が御 坐い ません、 どうか 御 寛容の 程 を 祈ります、 

奥さんに もとんだ 御迷惑 を かけました、 定めて 自分のう ちの やうな 積り で 勝手な 我儘 を 中した 事 

と 想像 恐縮 致します。 

幸に 傳染 病で はなさきつ だとの 事で 御 坐い ますが、 其 後 は 如何で 御 坐い ます か、 今朝 東 ー宛電 

報で 容体 を しらせる やう 中途り ましたから 午後に は 様子が 分かる 事と 存じます。 あとが 長引かな 

ければ ぃ& がと 思って 居ります。 

正 一 一は 元來 弱い ので 長途の 旅行な ど は 少し 無理で ありました。 今後 は 注意し なければ なるまい 

と 思って 居ります。 それにしても 全く 知らぬ 他鄕 でなくて、 殊に 賁家 はじめ 辱知の 方の 居られる 


處で仕 合せで 御， いました。 東 一 も 一 向 役に立たぬ 男で 御 坐い ますが 今度 は 幾分 「兄」 の 自覺が 

出來 たかと 存じます。 

右 不取敢 御 挨拶 迄 草 i 巾 上げます、 なほく {且 敷 御 願 致します 草え 

八月 廿 七日  寅 彥. 

中 谷 君 

令夫人 

二 仲 時候 柄 御 自愛 專 一に 存じます、」 東 一への 御傳言 により 九月 廿五 日頃 御 地へ 參り ニー 一一 

回 何 か 講演 させて 頂く 事に します。 尤も 正 二の 事件で 一層 病氣が こはくな りました から、 万 一 

胃の 工合が 惡 いやう だったら、 延期 を 願 ふ 事に 致 度と 存じて 居ります から、 どうか 惡 しからす 

御 含 置 を 願 ひます 

一 四 七 四 

八月 二十 七 B  土 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 寺 田 正 二 氏へ 〔封筒た し〕 

御出發 後一 向に 御 便り はない が、 無事な 事と 想像して 居た 處へ東 一からの 手紙で 着 早よ、 しか 

も 中 谷 君の 御宅で 發 病した さう で 犬に 驚きました。 多分 一 時の 事 かと は 思 ふが 其 後の 容体が 分ら 

ない ので 今朝 東 一 宛 電報で 聞 合 はせ ました。 旅行先の 病氣は 中. - 心細い もので 定めて 不愉快 だつ 

た 事と 思 ひます が、 でも 中 谷 君 も 富 永 君 一家 も 叉 東 一 も 居る ので 丸で 知らぬ 土地と はちが ひ、 當 

方で も餘程 心強い 次第であります。 しかし 意外な 事で 意外な 迷惑と 世話 を かけた の は 誠に 氣の 毒， 
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千万で ありました。 此の 事 はどう か 印象に 刻んで 忘れぬ やうに 願 ひます C 世話になった 事の 謝意 

を 表する 事 を 忘れて はなり ません。 

腸 カタル は豫 後の 惡 いのが あるから、 快 愈 後で も 余程 注意 を 要する から、 食物の 用、 レは 勿； 冊 

冷えぬ 用心、 叉八ホ り 歩いたり 疲勞を 招く 事 は 禁じた 方が 宜敷、 それで 今後 は札幌 以外の 地へ ェキ 

ス 力—、 ン ヨン 等 は 断念し、 滯 在中に 十分 全治す る やうに しないと、 災を 後日に 殘す やうに なって 

は 困る と 思 ひます。 歸 りの 翁 車で 叉 やられる と大變 であります。 

右 不取敢 御見舞 旁 御注意 迄、 其 後の 容体、 時 >ヽ 詳しく 御 報道 を 祈ります 草，. 

八月 廿 七日  寅  彦 

正 二 殿 

一 四 七 五 

八月 三十 一日 水 午前 零時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有う 御^いました， 先日 手紙 を 差 上げた すぐ 後に 御手 紙が 屆き又 東 一 より 電報の 返事 

も參 り、 先づく 大した 惡症 でもなかった 事が 分って 大に 安心 致しました。 漠は御 承知の 通、. 大 

抵ゥォ I スト ケ ー スを 想像す る 癖な ので 一 時 は 大分 心配し ましたが、 それにしても 贵兄 がつ いて 

居て 下さる とい ふ 事が どの位 氣 丈夫であった かも 分りません。 其 代り 又 貴兄と 令夫人の 方で は 又 

どんなに 御 心勞を かけた か 分らない やうに 思 はれます。 唯今 正 一 一からの 手紙が 參 りまして 詳しい 

事情が 分かり ましたが、 正 二 も 御迷惑 を かけた 事に 對 して 恐縮して 居ります がそれ よりも 一層 御 i お 


； 同様の 御 懇切な 御 看護に 對 して 心からなる 感謝の 情 を， s. 越して 居ります。 流石の.^ 氣坊も 今度 お 

は 少し は 感じた 事と 思 はれます。 

富 永さん にも 大分 叉 1: 厄介 を かけて 居る 事と 存じます が 御 序の 節贵 兄よりも 何卒 不惡御 鳳聲を 

願 ひます。 先日 も. S. 上げました 通、 少 生なる ベく 廿 五日 御 地 着の 豫定に 致して 居ります。 題目 

は 「地球 物理 學 的に 見た 日本の 國土」 と 云つ だ やうな 事に して、 なるべく オリ ヂナル な 事 を 話し 

度と 思って 居ます が、 七月、 八月 はすつ と原搞 かせぎに 追 はれ、 此れから 準備に か、 るので すか 

ら、 到底 八 止り 纏まった こと は出來 さう もな く、 御 期待に 背く やうになる かと 心配して 居ます。 そ 

れ よりも 着 早え 病氣 で. も 起こす と大變 ですから。 今から 養生 專ー にして 謹んで 居なければ ならな 

いと 存じます。 丸で 北極 探險 にで も 行く やうな 氣 持で 緊張して 居る の は 人が 見たら 滑稽 かも 知れ 

ません。 併し、 何しろ、 逗 子へ 行く ので も 九州 位へ 行く やうな 心 持 だから 仕方が ありません。 御 

一 笑く 

右 貴酬 旁 御禮迄 草 よ 

八月 卅日  寅彥 

中 谷 君 

令夫人 

一 四 七 六 

八月 三十 IB 水 C. 時間 不明 J 本 鄉展駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市南 二十 二 條西十 丁目 富 永 方 寺 田 正 二 氏へ 


唯今 御手 紙拜 見、 詳しい 事情が 分かり それで 安心 致しました。 中 谷 君の 處へ 泊る やうに なった 

の は 全く 自然の 行きが、 りて、 昔の 一一 一一 C 葉で 云へば 何 かの 因緣 であった 事と 思 はれます。 中 谷 君 夫 

妻の 親切な 看護 はどう か 心に 雜 して 忘れない やうに 願 ひます。 人間 世界 は 一 人で は 渡れぬ とい ふ 

事實も 此れで よく/ \ 味 はれた 事と 思 はれます。 とんだ 災難で もあった が、 併し 又 一方から 見れ 

ば、 贵 ぃ経驗 として 生涯の 中の 一 つの. イン ト になる 事と 思 はれます に 一 それ は 鬼に 角、 あとの 

養生が 不十分 だと 後難 を殘す 恐れが あり、 叉 一 方 衰弱に 乘 じて 昔の 病氣 が再發 する 恐れがない と 

も 限らない から、 十分 用心して、 今度 は 山登り 其 他 過 勞の恐 ある 事 は 一切 断念し、 寧ろ 明 姑な 天 

地で のんびりした 生活 をして、 養生に 來た つもりに して 英氣を 養 ひ、 從來 よりも 一層から だ をよ 

くす る 位の つもりで 養生した 方が い、 と 思 ひます 

中ハ介 にかけ た 物質的 損失 は、 別に 今す ぐに 返濟 せす 共、 いづれ f< 月末に 私が 札幌へ 行く から、 

其 節に 適 當に處 置す るつ もり 故、 此点は 別に 御 心配な く、 正 二と して は 感謝の 心 持 を 忘れぬ やう 

に すれ は それで 十分であります。 鬼に 角 さう いふ 心 遣 ひ を 感じた と い ふ 事 は 私と して は嘻 しく 感 

する 事であります。 其 心が 大切であります 

〇〇 の 方 は 例の 男の 速 中 全部 引上げて しまって 其 代り 森の 貞 子が 博 芳を つれて 行って 居る から 

現在の 處は 無事であります。 併し 此れ は 可也 根本的な 問題で 將來 にどうな るか 中々 簡單 でない 事 

柄で、 心配であります。 事 を 荒立てないで 徐々 に 善導 〔す〕 る 外 はない の だが、 其れに は 矢 張 父 だ 

けで なく、 兄 や 姉 やみん なの 協力、 少 くも 心 持 だけで も 協力す るつ もりで 心に 止めて おいて 貰 は 

ない と 困難 かと 思 はれます。 比れ について は 適 當な機 會には 東 一 とも 御 話し合 を 願 ひます 万 一 何 


事 か 起れば、 それ は 矢 張 一同の 生活の 上に 濃厚な 陰影 を投 する からであります。 此んな 事 を 蚩曰ぃ 

て 病後に 不愉快な 感じ をさせる の は 氣の毒 だが、 我 一 家に 取って シリアスな 事故 屮 してお きます。 

尤も 現在の 處 では 未だ それ 程 取 返しの つかない 程の 處迄は 行って 居ない ので、 今後の 趨勢 如何が 

大切な 問題であります。 

右 御手 紙 を 見て取 敢へ すの 御 返事 迄 草 i 

八月^  n  寅彥 

正 二 殿 

富永樣 にも 非常な 御 心配 を かけ、 又 引 續き御 厄介に な 〔り〕 誠に 恐縮 叉 難 有く 感謝して 居る 次 

第であります 同時に 富永樣 にも 手紙 を 出す が 正 一 一よりも くれく {に 敷 御 傅へ を 願 ひます 

庭の 葉 截頭段 i に 美しくなる、 カンナ も 日 >MiS 飾つ くつ  く 一な う しも. nLT  く 

一 四 七 +- 

九月 十 I  B  B 午後 n 時— ん時 本鄉 ば-駒 込 曙 町；： 四 より 伯林 アル ボイ ン街， ベ 七に H ルレ ルトケ ，町& 與ー 

氏 一 

御手 紙と 新聞の 切拔難 有う 御 坐い ました、 とんだ 御 面倒 御手 數を かけまして 恐縮 致しました、 

おかげ 樣で大 變參考 になり まして、 どう 飞難 有う 御 いました 厚く 御 禮を巾 上げます。 

今年の S は 日本中 格^ 暑さが ひどかった やうです が 老人に は 塞い より はまし で 幸に 元氣 でよ く 

怠け 遊びました、 九月 十日に なっても 未だ 殘 暑が ひどく、 蒸 暑かったり 大雨が 來 たりし ます、 乍 
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夜 は 向 や 鎌 倉な どで 出水が あって 騒ぐ 其 最中で 又烟突 男が 出現したり しました」 

銀， は 相 變らす 歩いて 居ます が、 不一 一星の 前で 精確に 知人に 出 遇 ふとい ふ チャン スは 余程 小さ 

いと 見えて、 あの 記憶すべき 實 例以來 まだ 二度目に はぶつ かりません。 尤も 不二 屋も 店が 廣 くな 

り 奇麗に なり 童女の ゥ H  — トレスに 變 つたが コ ー ヒ ー も 菓子 もま づく なり、 此顷 では コ 0 ン バン 

や オリ ムビッ クの方 を。 ハ ト 。ナイ ズ (？  > して 居る 傾向が あります。 それから 晝飯 後よ く 銀 坐 附近 

で 球を捷 きます。 此れ は 去年の 夏から 始まった ことでありまして 中 i 熱心です が 一 向上 達し ませ 

ん。 球 は 昔 (一九 一 〇 頃) 伯林 や 月 沈 原 在留 中日 本 留學生 仲間で 少しば かり 勉強して、 それ 切り 

忘れて 居た の を、 去年の 夏小宮 君と 一度 やつてから 舊 病再發 したので あります。 大兄 も 余り 御勉 

强を なさって 健：^ を 害する といけ ないから 少し 球で もお やりに なって は 如何 かと 存じます、 如何 

哉.、 月 沈 原で は 毎晩の やうに 夜中の 一時 頃 迄 やりました 日本 留 畢生の 名譽を 傷け た 事と 慚愧 して 

居ります 

これから 日 木 もい、 時候に なり まし やう、 葉 鷄頭を 庭へ 植へ たのが 成 効して 見事であります、 

昨夜の 雨で 倒れ か、 つたの を 今朝 起 しました。 

少生 月下 句に 札幌迄 出かけます、 其 節 仙 台へ 立 寄らう かと 考へ て 居ります 

右 御 禮旁近 狀御報 迄、 ， 

昭 御 自愛 專 一に 存じます 草よ 

七  . 九月 十 n  寺 田 黄 ま， 5!- 

...  河 野樣玉 案下  .  . 
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一四 七 八  3 

九月 十一 曰 B 午後 四時 ー へ 時 本 鄕區駒 込^ 町 二 四より^ 太 嵐 W 原 町 豊原地 磁氣觀 測 所 久 尙 氏へ r 捲 

はがき〕 - 

I 裹に 一 

御 便に 難 有う 御 坐い ました、 中 i 御忙 がしい 事と 存じ 御 自愛 を 祈ります、 東京 は殘 暑が 中. -頑 

固に 持績 して 居ります、」 僕 は 九月 末に 札 幌へ參 ります が 棒 太 は 一 寸 遠過ぎる の で 断念 致し ま 

す、」 御 地に 特有な 氣象 現象 も あると 存じます 珍ら しい 材料 を 澤山御 仕 人れ になる 事 を 希望 致 

します 

九月 十日  理研 にて 寺田拜 

一四 七 九 

九月 十七 B  土 午前べ 時： 十二時 本鄕ー R 駒 込 曙 町 二  II よ リ札幌 市 南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉 郞 氏へ 

正 二 儀 十五 日 無事 歸宅致 L ましたから 何卒 御 休 祌を願 ひます、 御 地 着 早. - 意外の 御 厄介 

相 かけ 其 後 も 不断 御 配慮に 預かり 無事 歸京 する 事 を 得まして 誠に 難 有う 御 坐い ました 一 同 厚く 御 

禮. e. 上げます。 

少生 多分 廿三 日 頃 東京 發 道草 を 食 ひながら 廿 五日に 札幌^1^ の 積り であります。 3= の 方 も 今の 處 

では 大丈夫と 思 はれます。 講演の 際 は 日本 地質図の 掛 図と、 それから 世界 地図の 掛 図と を 用意し 

■It  i ！ i  Jp^^^-/,  ,,y^  ^  f/nl:  ；  ：  .   n ——    
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一四 八。 

九月 二十 IB 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ藤 £ 繁 一氏へ - 封筒な し 1 

御 返事が 大變遲 くな り失禮 致しました、 

御變り もなくて 大慶と 存じます。 今年の 夏 は隨分 暑さが 異常であった やうです が 御 地 も 同様で 

あつたかと 存じます 

原 

大陽熱 利用の 研究 は從來 いろくあった 事と は 存じます が 今迄 文献 を 調べた 事 もな く 一  向心當 

りが ありま せんが、 此れから 氣を 付けて 見て 何 か 見付かったら 御 報知 致し 度と 存じます。 獨逸當 

りに は 吃 度 さう いふ 問題 を 取扱かった 單行 本が ありさう に 思 はれます から 丸 善へ でも 序の 時 調べ 

て 見 まし やう。 又ェ學 部の 人に 聞いたら 或は 早く 分かる かも 知れません、 何 か 獲物が あったら 御 

しらせ 致します。 いっか 何 かめ 雜 誌で 見た 氣 のす るの は、 アフリカで 大陽熱 を 使って 蒸 氣機關 を 

動かす とい ふ試驗 があった やうで したが 其 後 は 一向 話し を 聞きません。 此問题 は 鬼に 角ェ擧 的の M 


ておいて 頂ける と 好都合と 存じます 廿六、 廿七、 廿 八日と 三日間 一回 一時間 半 か 二 時 〔間〕 半 位と 

して、 廿 八日 叉廿 九日 發歸 京の 途 にっき 歸 りに 仙 台で 一 日 位滯留 する つもりで 居ります。 

右 正ニ歸 京の 御 報 御 禮旁草  > 、申 上げます 草. - 

九月 十七 日  寅 

中 谷 君 玉 案下  ， 

一 一 仲 御 令室 樣へ よろしく 御 鳳聲を 祈ります 


3 


5 であります ので 物 驚 的の fly があって も S 的に 從來の 動力よりも 良くき さ M 

U 同等で ない と、 現在 の處では 誰も 顧みない t 知れません t 此点を 御 承知に ならない ま 

何かない かと 考へ 中つ いく  I 事が おくれて f 失禮 しました、 

どうか 惡 しからす 御 諒察 を 願 ひます。 草. -  F 1 .F 

, 卜 • 1,  寺田拜 

九月 廿 一日 

舊田君 玉 案下 


四 八 


本 鄕區駒 込 曙 町 


四より 札 幌市南 一條 西 二十 T 目 中 谷 宇吉郎 氏へ 【は 


九月 二十 二日 木 午前 零時 ー 八 時 

がき〕 

I. 少生去 十七 日頃から 少しば かり 胃の. 調子が 狂って 大した 事 はない が 用心の 爲 休んで 居." 

U 此れ は 殆と 毎年 Is 降下と 共に 起る 現象で、 少し I すれば あと は 何でも.^ 一 

廿三 I こすつ かりょくし やうと 思った が、 今日 廿 一日に なっても 未だ さつば りしない のて 廿三 

H 出發 i ノし 不安に 思 はれます。 それで、 もしも 今日に もす つかり 氣持 がよくな f は 兎 "角" 

もな U れば四 五 曰 位 出 f 延期した 方が I かと 思 はれます が、 雲の 方 8 都合 は それで は惡 

ひか^ r と 思 ひます。 如何で しやう か。 もし g 曰 延期して は 都合が 悪い やうで し は B 」 は 

つと 先へ Er± して 頂いても 少生は 構 ひません ヒ 廿 三日に 出かけて、 御 地へ ついて 力ら 皆様に 維 


4 
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厄介 を かける やうな 事に な つ て も 困ります から、 もう 少し ちゃんと してから 出かけ 度と 存じます。 

何卒 不惡裨 指図 を 願 ひます。 

一四 八 二 

九月 二十 七日 火 午後 零時—— 四時 京 橋 K 銀 it オリ ン ピックよ リ札幌 市 北海道 帝國大 學理學 部：^ 理學敎 室 

中 谷 宇吉郎 氏へ L はがき〕 

拜^、 田 丸 先生 もとんだ 事で 御氣の 毒で 御 坐い ました：」 

少生も 多分 廿 九日 木曜 發、 土曜の 晚札幌 着 日曜 一 日 宿で ねころんで 月曜に 出頭し やう かと 思 ひ 

ますが、 又 何 か 故障が 起らぬ 限り 今度 は 大丈夫 かと 存じます c」 着 は 全く 不確 ですから 御 出迎等 

はなさらぬ やう。 山縣屋 から 電話で 敎 室へ 電話 を かける 迄 は どうぞ 念 慮に かけないで 頂 度と 存じ 

ます 

万事 拜 眉の 上に て 草 >、 

九月 廿 七日 午後 一時 銀坐ォ リム ピックの 一隅に て 寅 

一四 八 三 

九月 二十-八日 水 午後 零時- 1 四時 本鄉區 駒ヮ； 一 曙 町 二 四よ リ朝鲜 京 械府倭 械薹町 三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 

〔はがき J 

, 一 が af き 准 今 序文 を拜 見した ところであります、 大抵 一 度 讀んだ やうで あるが  一 X  ？ 5 


Y 君へ」 など は 未見であります， 一 札幌へ 行く のが 何 やか やで 延びく になって 居る が 明日 あたり 

からだの 工合が よかったら 出かける かも 知れません、 どうして かう も 旅行が おっくう なのが 自身 

ながら 可笑しい 位であります。」 昔からの 先生 田 丸卓郞 先生が 亡くなられました、 先生 は 御 自分 

のから だ を 無茶に 虎 待して 仕事の 爲、 人の 爲に 犧牲 になって 倒れた やうな 氣 がする。 僕 等の やう 

な 人間の 眼から 見る と實に 勿体ない やうな 氣 がして しゃう がない。 先生の 生涯 は 貴い と 思 ふが、 

僕と して は、 大概の 事 は犧牲 にして 一日で も、 水く 生きて 行く 事を考 へる 外 はない。 さう して 死ぬ 

る 時 は人騷 がせ をし ない で こ つ そり つ 、ましく 消减 したいの だが、 さう うまく は 行かない であら 

うと 思 ふ」 仙 臺は唯 一 晚の滯 在に する 豫定で 居ります。 いじめる の はよ しました 

九月 廿 八日 

I 四 八 四 

九月 二 十九 B 木 午後 零時 E;t- 京橋區 竹葉亭 よ" 牛スー 區余丁 町 EI 一松 根 豊次郞 氏へ 〔はがき〕 

毎度 御 電話 難 有う =」 時間表の 見逮 へで 十 時半の 棄車は 夜の 十 時半し かないので、 午後 二 時半 

頃のに 延期、 それ迄の 時間つ ぶしに 困って 細君と 京 撟迄來 て 竹 葉で 晝飯を 食 ひました。 もしゃ 上 

野へ でも 來られ たので はない かと 思 ふので、 もし さう だったら 申譯 がありません o」 此れから 何 

處 かで 球で もつ いて 時間 をつ ぶしてから 出掛けます。 君 を 呼 出さう かと も 思った がそれ 程 ゆつ く 

りした 氣 にも なれない から やめました 一 札幌は 十月 二日から 六日 朝 迄 滞在の 予定、 ii^ は 山 縣屋と 

いふのに きめてあります から 左樣稗 含み 願 ひます。 歸京は 八日 頃 天氣 とから だの 工合で 平 泉へ 
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よる かも 知れません 

九月 廿 九日  竹 葉に て 寅 彥 

一 四 八 五 

九月 二十 九日 木 上 ：- 便 (錢 問不 so 束北本線率中ょリ本鄉展駒《^~上富士前町理化學研究听寺£研究室 へ 

,  「はがき 名の 左側 下方に 「藤 岡 君へ もよ ろしく」 と 認め あり. 一 

北^ 探險 の： f!:: 途 を壯大 にして 下さって 難 有う 御^いました、 久し 振の 旅な ので 窓外の 秋 景も面 

白く 立處 にして 十 有< よ 句 を 得ました。 德田负 一 君の ー弧狀 山脈」 と 題す る 論文 を讀 了、 それから 

ハ ー ルマンの 地 殼报動 論 を 十 頁 位讀ん だら 黑 確で 日が 暮れ、 食堂車に 人って 夕飯、 玉子と 鶏の よ 

せ もの、 汁捥、 マグ の 刺身、 向 附が鶴 肉、 栗、 銀杏 等 人の 白 あえ、 それと 漬物 (胡瓜、 紅 生薑 

と澤 il^) 代金 五十 t{ 也。 幸に 31： の H 合が よくて めし を 二 杯 食 ひました。 今 白 河 停車、 同じ 客車の 

隅で 赤ん坊が L きりに 泣く。 此れから 又 少し ハ ー ルマ ン でも 讀 みます。 (六 時 二十 分 )0 もう 三 

十分で 仙臺 であります。 又なん だか 天 氣が惡 くな つて 窓ガラスに 小さな 雨滴が 付いて 居る (九 時 

十五 分) 余 は 後便 

九月 廿九 n 夜  車中  寺  田 

一 四 八 六 

九月 一二 十 B 金 や 後 四時 靑 森より 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四 寺 ffl 正 二、 寺 E 彌 寺 E 雪 子、 三 氏へ 〔絵 
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はがき〕 

いよく 蝦夷の 國へ 渡ります 

赏 

一四 八 七 

九月 三十 B 金 午後 四^ -i 八 時 靑 森よ リ牛込 區余丁 町 四 一松 极豊 次郞 氏へ 〔緒 はがき〕 

〔れ，*^に」 

廿 九日 夜遲く 仙臺着 十一 一時 迄小宮 君と ビ ー ルで 話しました。 今日^日 午前 七 時 八分發 四時 十分 

靑森着 今 述絡線 待合 所で 軽い 食事 をし ました 

十 時函， ig^ 一  泊の^り 

北緯 四十 一 度に 近し 稻の秋 

I 四 八 八 

九月 ill 十日 金 靑森 函鎔問 (便不 SO 靑函 連絡船 松 前 丸よ リ朝鲜 京械^ 倭 械臺町 三 號官舍 安倍 能 成 氏へ 

〔給 はがき」 

廿 九日の 晚仙臺 で 一 一時間 位小宮 Ijf^ と ビ ー ル をの んで 話しました 今日 卅 日朝 發 唯今 靑函迚 絡 線に 

乘 つたと ころであります：」 東北の 旅行 は 始めて 色 M 珍ら しく 面白かった じ 「漆の 砂漠」 と 反 
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對で 東北 殊に 北上 川 沿岸の 樹木の 綠は、 天 氣が濕 潤であった せい も あるか も 知れん が、 • 實に 重厚 

で 美しかった、 東北人の 氣 質と 關 係が ありさうな 氣 がする。 

今夜 函館 泊、 明日 札幌 であります 

.  松 前 丸に て 

I 四 八 九 

十月 二 B  B 午後 stt-.l- 八 時 札幌市 山形 屋ょリ 小石 川 區原町 一 〇 坪井忠 二 氏へ r 捨 はがき〕 

昨夜 札幌^ 好天 氣で 幸であります。 途中の 紅葉 (楓 はま だ) がキ レイでした。 

駒ケ 1^ は 愉快な 山でした、 よく 見へ て 丸で 掌 上の 物の 如く 觀察 しました、 議論 百出、 

御 健 を析る 

山形 屋 寅 彥 

一 四 九 0 

十月 二 曰 B 午後 四時 ：- 八 時 札 幌ょリ 本 鄉區駒 込 曙 町 二 1： 寺 E 正 二、 寺田彌 生、 寺 田 雪 子、 三 氏へ 〔搶 

はがき〕 

北海道の 景色 は 矢 張 面白い、 紅葉 も 大分 見られた。 昨日 小 樽で 團子を 買って 居たら ヒョ ックリ 

東 一が やって来ました。 みんなの 事 を 聞いて 居ました、 

天氣 がよくて 幸です。 今日は 遊んで 明日から 三日 講義、 六日に 立って 歸 ります 
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十月 二日 

一四 九 一 

十月 二日 B 午後 SI 時 I 八 時 礼幌 より 本鄕 -sil 東京 帝 國大學 地震 W 究所宮 部直已 氏へ 〔鎗 はがき〕 

函舘 一泊、 昨夜 札幌 着" 幸に 元氣 であります 途上 は 面白く 色ぷの 獲物が ありました 

御 健康 を 祈る 

札幌 にて  寅 逢 

一 四 九 二 

十月 III 曰 月 函誼 旭川 間 上 一 便 礼 幌ょリ 小石 川 K 大嫁窗 町 高嶺 俊 夫、 同 夫人、 二 氏へ 〔檢 はがき〕 

「表に〕 

昨夜 札 幌着. 幸に 熊に も 出逢 はす、 今日は 植物園 丸 山 公園 等の 原始林の 秋色 を 識 美しました 

遙に御 健. 版 を 祈ります 

十月 二日 夜 

〔裏に〕 

北海道 は 色 i の 意味で 興味の ある 土地 だと は 思って 居た のです が、 自分で 其 土 を 踏む 迄と 踏ん 

でからと では 又 大分ち がふ やうであります ピ 

. なにしろ 人間の 少ない 事に も 驚きました、 もう 少し 若い と 何 か 企て k 見たい と& ふやう であり 
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ます c」 

是非 一 度御來 遊に なって 別莊を 御作り になって は 如何です、 千 坪 一 一千 坪 は 只で くれる とい ふ 人 

があります。 

I 四 九 ill 

十月  一二  S 月 函館 旭川 間 ドー 便 札 幌ょリ 本 鄕區駒 込. €1 片町ー 〇 藤 岡. a 夫 氏へ 〔搶 はがき 札 幌市大 通 公 

n 展望〕 

〔表に〕 

出 發の際 はどう も 難 有う 御 坐い ました、 存外 元氣で 昨夜 札幌 着、 今日は 中 谷 君 等の 案內で 植物 

園 や 郊外の 公園 を 散歩し ました 幸に 天氣 がよく， 此國 特有の 樹林の 風光が すっかり 氣に 人り まし 

た。 •；€ 、水さん の 新寓を 訪ねたら 御 留守で したがし かし 中ぶ ハイカラな 御 住 ひで 少し 羨ましく なり 

ました。」 

君 も 是非 一度 好 季節 を 選んで 遊びに 來 玉へ。 處女 林の 秋色 は實に 美しい。 尤も まだ ビ ー ル はの 

まない ので 此方の 研究 は歸京 の 上 御 報吿 致します 

此の プ 口 ム ナ —ドは 銅像 だけ 除けば 實に氣 持の い \處 です。 今 サルビアの 花は滿 開です が 花の 

色が 東京で は 見られぬ 新^な 赤 を 見せて 居ます 日の 暮近 くであった せいか もしれ ない 


一 四 九 n 

十月 I  一一  B 月 上 一 便 (驛間 不明) 札幌市 山形 星より 牛 込 區余丁 町 四 一松 拫鱟 次郎 氏へ 「繪 はがき〕 

一 日卞 着、 存外 元氣 二日 は 大學の 連中に 案內 されて 諸 所見 物、 自然が 余程 變 つて 居て 中え 面白 

い、 引 切りな しに 人と 應 接して 居る のて 句の 方 は 一向 出来ない 歸 りの 嵐 車で 勉強す る 接り でづ」 

三日 朝  ■ 

一 四 九 五 

十月 五 B 水 午前 八 時 —十二時 札幌市 山形 屋 より 仙 臺市北 二番 丁 六，^ 小 宮豐隆 氏へ 「翰 はがき，， 一 

一日 夜 安着、 昨日から 講義 今明日で 終了。 六日の 朝 立って 直行、 七日 朝仙臺 通過の 豫定 にし ま 

した。 ，， ^晃ょ 中え い，. 處で いろく 面白い 特色が あります。 北海道の 人間の 少ない 事に は 全く 驚 

C た、 內 也で 窮屈な 思 ひ をして 居る 人 は どし く 此方へ 來れ ばい、 と 思 ひます：」 今 は 紅葉 力 中 

. ^複雜 で 美しい 

十月 四日 朝 

一 四 九 六 

十月 五日 水 午前 八 時— 十二時 札幌市 山形 屋 より 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 寺田芷 二、 寺田彌 生、 寺 ffl 雪 子、 

三 氏へ 〔槍 はがき〕 
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昨日 大學の 車 を ドラ イヴ 月 寒の 牧羊 場で 草原の 風に 吹かれて 來た。 午後 一 寸富 永さん 處へ 行つ 

てセ n を 少し 鳴らした。 窓外の 果樹園の 秋色が 中よ い 、。 ブ ルン 子 ン の 傍に タイ ヒ が あつ て 睡蓮 

が 浮び、 犬が 居て 鵝鳥が 居て、 中え ハイカラ であります」 大學 搆內の 芝生 や 樹木 も 中 i 見事な 

もので 內地 では 見られない 光景であります。 

今日は 朝から 雨であります  - 

十月 四日 

一四 九 七 

十月 六日 木 午前 零時— へ 時 札 幌ょリ 本 鄕區駒 込 西 片町ー 〇 藤 岡 由 夫 氏へ 一. 1? はがき 署名の RAJ に 

輪 を 施し あり 阿部 良 夫 氏との-寄せ 書 (阿部 氏の 文而せ 略)」 

1： 部 社長の 御 好意に より 今日 始めて サッ ボ 。ビ ー ルを味 ふ 事 を 得、 やっと 君へ の 御土產 話の種 

が 出來て ホットして 居る 所であります.. 遙に御 健康 を 1^ る プロ— ジッ ト 

ヒ、 

一四 九 八 

十月 六日 木 肯ャ^^！！誼間上三便 青函 連絡船よ リ礼幌 ^南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇 古郞、 间 夫人、 二 氏へ 

「絵はがき. 一 

广 表に J 
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日暮れの 海から 見た 函舘の 町 は 一 寸 香港 を 想 ひ 出させます。 船が 大きな 力 ー ヴを 描いて 出て 行 

くので 眺望の 条件が うまく 滿 足されて 居ます。 函舘 で氣の 毒な 狂女が 乘 込んだ が 暴れる ので 出港 

前に 下船 させられました、 

どうも 難 有う 御 坐い ました、 御機嫌よう 

船中 寅 翁 

「裹 に. 一 

警官 部隊 同乘で 車中 賑で ありました みんな 意志の 强ぃ顏 ばかりな ので 感心し ました 出征で もす 

るら し い 

茅、 堀、 鳥 山 諸君に 何卒 宜敷願 ひます 一 

大沼 公園で は 貰 ふ 地面の 見當 をつ けて 来ました 大笑 ひであります 

十月 六日 

I 四 九九 

十月 七 B 金 (便 不明) 靑函 連絡船 中よ" 礼 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 〔はがき〕 

今 船に 乘 りました、 御機嫌よう 山 崎 君に よろしく 

十月 六日  船中  父より 

I 五 00 
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十月 六 B 木 靑^ 函誼間 上 三 便 靑函 連絡船より 札 幌市南 一條 西 二十 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ ー搶 はがき〕 

I 表に」 

俱知 安の 辨當に は 驚いた、 色よ の 物質の 物理的 性質に 變化は あるが 味 は ー樣に ゼロ、 生薑 一片、 

大根 味 嗜漬ー 一片と、 不思議な 豆 五六 粒と めし を 五六 塊 食って 棄權 しました C 一 

慮 車の 音が サッ ボロク ツチ ヤン サッ ボ， n クッ チャン と 聞こえて 困りました。 

歸りは 札 幌函舘 間が 短く 感し ました 

5 に〕 

食堂の 蓄音機が オケ サか何 かやって 居て 少し やかましい、 併し 船 は 樂で難 有い 

海上 は 存外 平穏、 もう 龍 飛の 燈臺が 見えます 一 時間 半 だけもう 経過 早い ものです 

一 五 0 一 

十月 八 B  土 本： t 區駒込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ池田 芳郞、 伊藤 直、 中 谷 宇吉郎、 三 氏へ 一封 筒な し〕 

謹啓 道中 無事 幸に 好天 氣に惠 まれ 昨 七日 午後 二 時半 上野 着歸宅 致しました、 存外 大した 疲勞 

もな く 今朝 は 早速 理研 へ 出 て 來た位 で あ り ます から 何卒 御 休 神 を 願 ひます 

此度 はわ ざく 御 招きに 預かり ましたのに 甚だ 杜撰な 講義 を 致しまして 畢生 諸君に も氣の 毒の 

みならす 諸賢の 御 淸聽を 汚し 汗顔の 至りであります， 何卒 御 海容の 程 を 祈ります 

滯 在中 は 色々 御 配慮 を かけ 叉钾 馳走に 預かり 難 有う 裨坐 いました、 のみなら す責 重な 時間 を浪 

費 させた 罪淺 からすと 存じ 恐綜 致して 居ります、 ^^し御蔭樣で實に今度の旅行は愉快でぁりまし 


て 近頃に ない 會、 レ事 でありました、 畢竟 舊知 諸賢と 久 えに 拜眉を 得た 喜びと 諸兄の 御お 意に よる 

次第であります。 歸り道 は 大變に 近い やうな 氣 がして 一寸 驚いて 居る 處 であります、 三日 掛 りで 

行った 道 を 一 晚 ねた 切りで 歸 つたせ いも あるかと 思 はれます。 鄕里土 佐より は 鬼に.^ 札幌の 方が 

心理的に 近くな りました 

不 取敢 安着 御 報 迄 草、、. S. 上げます、 

部 5 さんに は大 變失禮 し、 御 暇：， 乙に も 行かな かって 惡 かった と 思 ひます、 どうか 不： 惡御 鳳聲を 

願 ひます、 總 長さん にも 御 序の 節 宜敷願 ひます 

十月 八日 朝  寺 田 祥 

池 田 君 

伊 藤 君 

屮 (介 君 

二 仲 諸賢 令夫人に {ui 敷 御 鳳聲を 祈ります、 豚兒此 上ながら 御 指導 を 一 併り ます 

一 五 0  二 

十月 八 曰 土 午後 零時 四時 本鄕 駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北」 ハ條西 十八 丁目 阿部 方 寺 出 東 一氏へ 

道中 無事 好天 氣に惠 まれ 昨日 午後 二 時半 上野 着、 宅 も 平穩、 猫 も 無事、 歸 つて 見る と 一 1 間 も 

たった やうな 氣 がせす、 叉 札幌が ひどく 近い 處 にある やうな 氣 がして、 いつでも 氣樂に 出力 けら 

れ さうな 氣 がする。 東京の 方が 却って 塞い やうな 氣 がして 驚いて 居る ところです ：- 一 札 暢の數 日 
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は大變愉快だったが諸氏の時間を空費させたのは氣の^^母でぁった。 併し 教室の 様子 も 分かり 東 一 

の 實驗も 見て 大層 愉快で 又 安心 ー 一ました どうぞ 此上 自愛して 專 一 御 勉强を 祈ります いづれ ゆつ く 

り 手紙 を 出す が 不取敢 安 1^ の 御 報 迄 

山！^ せに よろしく 

十月 八 R  . 

一 五 0  一二 

十月 十五 B  土  ，r 後 四時 八吟 本鄉區 駒！；； 一 曙 町 二 四よ リ札幌 市 南 一條 £  二十 丁；： n 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました。 叉 寫眞を 澤山難 有う 御 坐い ました、 珍ら しく 機嫌の い \ 寫眞 ばか 

りで、 かう いふの は 今迄 自分で も 見た 事が ありません 余程 當時 幸福 を 感じて 居た ものと 思 はれま 

す。 家內の評判にょると ぃろ/>\の特徵がそれ/^ の寫眞に出てゐるさぅでぁります。 燒き增 し 

を 願ひ虔 いのが ある さう で、 あとから 願 出る 事と 存じます". 一 タイ ムス 寫眞班 は大騷 ぎであって 

も 結果 はちゃん と 新聞に 顔が 出た の だから 事 實上少 生の まけであります。 まけても 仕方 はあり ま 

せん、 

講義 を 新聞へ 出す 事 は 此れ は 困る と 思 ひます。 あれ は あの 時 断った 通 知識 を與へ る 講義で なく 

てプ 。ブ レ ムを 暗示す る 講義です から あれ を 大衆に 讀 ませたら、 それ こそ とんでもない 誤解 を 起 

させる ばかりで 何の 役に も 立たぬ のみが 害毒 を 流す だけと 思 はれます。 唯 十分な 批判力 を 具へ た 7 

諸 先生 や 畢生 方に はいくら か 有益で あらう と 思った のであります。 それで 新聞 揭載 はどう か 御 袖 3 


辨を 祈ります。 唯 北海道が 地球 物理 學 的に 非常に 面白い 處 だから 北海道 大學で 犬に 研究して ほし 

いと 云った 事 だけ は 出しても かま ひません 

Annalen  d.  Phy ヨ k.  Bd. 14.  S  396 に n.  Sachssr とい ふ 人が 塵埃 や 霧の 荷電に 關 する 研究 

を 出して 居ります がいくら か 御參考 になる と 思 ひます。. 又 英國の 炭坑 爆發 調査 會報吿 に 石炭 粉に 

よる 荷電の 研究が 色ぶ ある さう で その 論文 を 湯 本 君から 御 送り 致します から、 御 一 覽の上 御 返送 

を 願 ひ 度と 存じます。 

粉 同志に よって 荷電の 起る 一 つ の 源 因 は 粉の 粒の 表面の 曲率の 差に よる 電位差で ないかと 思 は 

れ ます。 それで、 磨いた 石炭 面と 粗鬆な 石炭 面との 摩擦で チヤ— ジが 分かれる かどう か を 試驗し 

たら どうかと 考 へました、 如何で しゃう。 此点は 未だ 誰れ も考 へて ないやうな 氣 がします。 

やつば り 少しく たびれ ましたが、 疲勞 がな し 崩しに 少 しづ 、出て 少 しづ 、直って 行く らしい の 

で、 却って 好都合であります。 

昨夜 は 方え で 球 大會、 少生は 九 勝 六 敗で まづ 好成蹟 でありました。 

理研 も大會 前で 活氣づ いて 居る やうであります。 

右 御 返事と 御禮迄 草. -、 令夫人に 宜敷御 鳳聲願 ひます 草. - 

十月 十五 日  黄 彥 

中 谷 君 玉 案下 

一 五 0 四 
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十月 十五 B  土 午後 S: 時： 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 畳 次郞 氏へ 〔はがき〕 

昨夜 は 大變に 失禮、 中え 大 旅行の やうな 氣 がして 居た ので、 當然 まだ 巡遊 中の つもりで、 四時 

から 七 時 迄 時間 をつ ぶす 爲に骨 を 折りました、 一寸 念の 爲に 行けば よかった のに、 すっかり 獨り 

できめ て 居た ので 失敬し ました。 御 勘弁 願 ひます 


花の 鐘 群集に 狭き 寺の 門  城 

長い 刀の 春風 を 斬る  子 

目 ざした る 一人 は 逃げし 朧夜に  M 

右 御 叱正 願 上 候 


どうも 草臥れが 直らないで 元氣 がありません、 

七月 十五 日  寅  彥 

理 研の 工場の 人から 「漉 柿」 購入の 申込が あつたで しゃう 

一 五 0 五 

十月 十八 B 火 午前べ 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 淀 橋 區上落 合 ニノ 五 九九 板 珥驚穗 氏へ 〔はがき〕 

拜復 大變 我儘 を 申 上げ 御 配慮 を かけて 失禮 致しました、 叉い つかの 機 會に御 誘 ひ を 願 ひます 

「藝術 閑考」 御 惠與難 有、 大變に 面白く 拜見 致しました、 いろく 啓發 されました。 
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小 ノ^の 素人お R は あれつ 切りで 休業して 居ります、 映- f の 方 もな まけて 居ました が アト ランチ ^ 

1 ドと ラヴ ミト ゥ ナイト を 一 寸舰 きました。 前者 は 少し こけおどしの やうで くどす ぎる 氣が しま 

したが 砂漠の 眞には 中 i 美しい のが ありました。 マムリ ァ ンの は音樂 的の 與味を 處>1 に感 しま 

した、  • 

4^ 御 返事 迄 

I 五 0 六 

十月 十八 日 火 午前べ 時 り-; 時 本 鄕區駒 込 町 二 11 より 大分^, E-WKS! 泉 中 〔介 A3 宇ニ郞 氏へ 「はがき」 

ii^ 復、 中：：：！ 著 御^ 與被下 難 有う 御 坐い ました 非常に 面白い 御 研究と 存じます：」 先日 札 幌へ參 り 

令兄に 色 i と 御 厄. 介に なりました、 其 節の 御 話 で は此頃 は贵方 の 御 健康 も 次第に 御 恢復と の 事で 

誠に 喜ばしく 存じます Q どうか 此 上ながら 無理 をな さらす 十分に 御 養生の 上 御 全 愈 を _5 ^て 再び 倍 

舊の御 活動 を 願 度と 存じます。 

御 1 旁匆ょ 申 上げます、 御 八 n 妹に も 何卒よ ろしく 御：^ 聲を 一.^ り ます 

十月 十八 日 

I 五 0 七 

十月 二十 一日 金 午後 ws-l ベ 時 本 鄕區駒 込 町： - 11 より；； i 川- 51； 尺^ 町 W ケせ九 二  方 五島 宽； 牛 氏へ 

「はがき〕 


年 七 7!l 昭 


お 


« ^役 御上 京の 由久ぷ にて 拜眉を 得度と 存候 就て は 來廿四 n 一. 月曜) 零時 半、 口 本 橋 南 詰 東側 愛 

知 銀行 地下 窒第 一 東洋 軒 待合室に て 钾 目に か、 り 度と 存候、 御 都合 如何に 候 t -、 

<.^享拜顏の節に讓り右迄匆ぇ.^述候 不 m 望 

十月 廿 In,  . 

一 五 0 八  一 

十月 二十  一 B 金 午後 S; 時： へ 時 HI 黑區駒 場 町 東京 帝！； 大 $1- 航 ゆ-研究所より 本鄕 一お 東京 帝！； 大學 地震 研 

究所坪 井忠ニ 氏へ r 封筒の 表に 「急 w」 と ぁリ〕 

0^ 今 n 航空 研究所に 來て 居る と 天文 臺 から 電話が か 、 つ て、 出て 見る と 平 山 信 先生からで 

ありました。 例の マイ： ナスの 機械の 第一 回 試驗を やる ので 海軍との 話 もす み、 京都から 松 山 君と 

助手 一 人乘 込む 事に なった が 東京の 方から も 誰か 參 加した 方が よいと 思 ふから 考へ て 見て くれな 

いかとの 御 話で ありました。 それで 兎も角も 震 研の 方で 相談し まし やうと い ふ 事で 電話を切り ま 

した。 二三 日中に 話 をき めて、 參加 者の 姓名が 决定 次第 海軍へ 願書 を 出す からとの 事であります。 

今度 は 八丈嶋 とかの 邊迄 行って  一 二 点 位で 觀測 する やうな 話であります。 〔中略 i 

それで 取敢 へす 此 手紙 を 書きまして、 歸路に 新 宿 邊でボ ストに 人れ ます。 どうか 御 勘考 を 願 ひ 

ます きぶ 

十月 廿  一 E  { 力、 0 

井 玉 机下 
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一 五 o 九 

十月 二十 四 B 月 午前 零時一八 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區久堅 町 四 一 宇田 道隆 氏，、 

先日 は 失禮致 候、 其 後一 一 一 浦 氏 論文 御 惠與被 下 誠 に 難 有 拜謝致 候 

貴 作 俳句に つき 愚見 左に 申 上 候 

「柿」 は 原句 にても 宜 敷と 存 候へ 共 

火. の國ゃ 柿の 赤き に 秋晴る X 

とすれ は 內容が 余程 複雜 になる と存 候。 原句で は 東京で 肥 後の 柿 を 面前に おき、 其 日の 東京の 空 

が 秋晴で あると いふ だけにな るが、 此の 如く 直せば 柿 を 貰って から 肥 後の 鄕 土で 柿が 赤く 累々 と 

して 居る その 空が 靑く 澄んだ 有樣を 想像す る ことになると 存候 

「松茸 一 の 句、 香の 「ほのぼの」 は 少し 變な氣 がします 

故里の かほり ほのか や _R の 飯 

では 如何 

1, 梨」 は 陸 奥に 翁 も 1  艮 ひし 此の 梨 か 

「時 懷」 は 「先考の 詩槁を 上梓 するとて 二 として 

蝉に 更けし 淨 書の 幾夜 哉 

では 如何 原句で は あまりに 報吿 的で 餘 情がない。 つまり 材料が 句の 中に ぎ しづめ になる 爲 であり 

ます 
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「虫の 音」 の 句 は、 虫と 寺と 月と がごた して 中心点 を 欠く 故、 味が 散漫に なって ゐる。 三 

つのう ち 二つの 對 立で 辯 證 法的に 構成し なければ 句に ならぬ と 思 ひます。 三つで も 其 一 つが 極. - 

軽い 場合 はい \ が此處 では 三つ 同等 故 困ります 

一 秋刀魚」 の 句。 煙靑 うて は 厭味が あ， る。 . 

秋刀魚 燒 けば 靑ぃ 煙りに 暮 早き 

とで もす ベ きか 

一ば らく」 の 句、 切 字 判然せ ぬ 故 弱し 

ばら-^ に浮ふ機翼ゃ秋の海 とする か、 

「先考」 の 句 は 

夕 額 や 未だ 寢て おはす 茶の 煙 

では 如何 

「田 丸 先生」 の 句 は 佳。 「せまる」 は 「迫る」 

. 忘 評 多 罪 

十月 廿 三日  寅 

宇田 君 机下 

|五|0 

十月 二十 五 B 火 午前 八 時— 十二時 本鄕 K 駒 込 曙 町 二 四より 祌奈川 縣£, 浦 町 海軍 航空 廒 海軍 大佐 花鳥 孝 
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.  一 氏へ  . 

謹^ 益え 御 勇健 大慶 至極に 存じます 迂生 幸に 無 異御放 慮 を 祈ります 

视て御 尋ねの 中 田金巿 君の 事に つき 左に 中 上げます。 

中 田 君 は 大正 十四 年 東京 帝 國大學 理學部 物理 學科を 卒業し ましたが 丁度 其 頃 海軍 飛行船の 爆發 

事件が あり 其れに 連聯 した 研究 を 私共に 御委囑 になり 其爲 若い 有 爲な學 者 を 採用す る ことにな り 

- 物色 致しました ところ-. 學生 中の 研究ぶ り ゃ成蹟 から 見て 最も 適任 だとい ふので 中 田 君が 選ばれ、 

其 外にな ほ 一人 採用され たので ありました。 中 田 君 は 主に 拔山 助教授の 指導で 電氣的 方面 を 引受 

け、 もう 一 人の 湯 本 君 は 主に 少 生の 手許で 瓦斯 爆發の 方の 仕事 を やった ので ありました。 

中 田 君の 當 時の 仕事、 並びに 右 調査 會 解散 後 も 引績き 行った 研究 事項 を列擧 します と 次の やう 

な ものであります 

r 繁留氣 球に 因る 空中 電位の 測定 1 一 航空 船 用 球 皮の 電導度 測定 I 一 一  球 皮 荷電に よる 火花 發 生の 

條件 探究」 「電氣 抵抗の 變 化を應 用した る 水素 純度 測定 裝 S の 研究 _ー  「高周波 電氣 振動に よる 瓦斯 

休の 電媒 恒數の 測定 一 一， 短波 長 電波の 吸收に 依り 金屬 薄膜の 電導度 測定， 一 r 航さ 船に 於て さ 中 電位 

傾度に 因る 危險 を豫 知す る裝 澄の 研究」 r 自由 氣 球に 依る 空中 電位 測定， 一 「金屬 と 誘電 休との 接觸 

に 因る 荷電 現象の 研究」 r リヒテ ン ベルク 模様の 研究」 「火山活動に 伴 ふ {4 一中 電位 並びに 地 電流の 

硏究」 等 

此等 の 研究 はい づ れも 相當の 結果 を 上げ 有益な 仕事と 認められる も の であります。 中 に は未發 

表の もの もあります が、 それ 等 も 皆 立派な ものであります が當 人が 用心深い のと 發表 慾が 強くな 
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ぃ爲に 其儘筐 底に 藏 して ゐる もの も 少なくありません。 一 体に 實に 地味な 人で 一 向 宜傳氣 分が な 

いのでい つも 損 をして 居る やうに 思 はれます 擧位 など 取る 資格 は 十分に あるので すが- 舉位 論文 

的な もの を 無理に 纏 上げる やうな 氣 がない ので 其 儘に なって 居ります。 

畢生 時代から 私達の 眼に ついた 点 は、 S 、創 的な 考案に 長 じ 研究者と しての 第 一 条件に 叶って ゐ 

る 事。 物事 を 胡 魔 化す ことが 出来なくて 徹底的に 腑に 落ちる 迄 やらない と 氣が濟 まない こと、 此 

れも 科學者 の 必須条件で ありまし やう。 それ で 万全 を 期す る 爲に發 表と いふ 事が 少な かつ た譯 で 

實に頓 母 敷 心 掛と思 はれます。 

人柄 も 義理 固くて 謙讓で 地味で 淸廉で 實に申 分の ない 珍ら しい 人間と 思 はれます。 畢竟 其爲 に 

此れ迄 始終 損ば かりして 來た 次第であります。 見た 處が 秀才 肌でなくて 田舍者 然として 居て、 自 

分の 仕事 を吹聽 もせす、 又 有力な 先生方の 眼に つく やうに 前線へ 出張らな ぃ爲に いつもく 損 を 

してば かり 居た 譯 であります。  . 

若し 海軍の 研究所へ でも 御 採用 下さらば 本人 も 屹度 一 生 懸命に 努力す る 事 は 保証が 出來 ますし、 

今迄と ちがって 全力 を 研究に 注ぐ やうに なれば 必す相 當の御 役に立つ やうな 仕事 をす ると 思 はれ 

ます。 從來の 研究が 可也 色々 の 方面に 於け る 海軍の 研究 問題と 接觸 して 居ります ので、 電氣 方面 

は 勿論 發 動機の 燃 燒 機巧に 關 する 諸 研究で も 最適 任で あらう と 思 はれます。 現在 私の 見た 處で中 

田 君と 此 点で 競爭し 得る 人 は 一 寸 少ない かと 思 はれます。 つまり 腕が 出 來てゐ るので あります 

なほ 御 不審の 点が ありましたら 御 申 越 次第 委細の 所見 を 申 上げ 度と 存じます。 

中 田 君が 御 厄介になる やうに ならば 少 生も不 及ながら 從來 通り 何 彼の 御 助力 を 致し 度と 存じて ^8 


居り ます 

右 要件の み 草よ 申 上げます、 不盡 

十月 廿 五日  寺 田寅彥 

花嶋 大佐 殿 玉 案下 

一 五一 一 

十月 二十 七 B 木 午後 四時-八 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 TH 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

其 後 は 御無沙汰 致しました、 大分く たびれ もした が 次第に 恢復 元氣 になり ました、 此頃 は理硏 

の 講演 會の 準備で 墨 流しの 實驗を やって 居る が 中々 いろんな 事が ある やうです。 

札幌は 大分 塞くな つたで しゃう。 別封の 小 爲替途 ります から 此れで 冬服 其 他 スキ— の 一部の 人 

費に 使 はれる かと 思 ひます。 洋服 は 誰れ かに 聞いて 安くて 品の い 、店で やらせる とい 、と 思 ひま 

す國產地なら三十闪で相當な-^-のが出來るゃぅです。 

それから ドテ ラを途 ります から 御 受取 願 ひます。 

宅で は 皆無 事で 元氣 ですから 御 安心 願 ひます。 力 ンナが 夏 中から いて 今でも 未 ゆ、 いて 居ます- 

今年 はチ ュ リブ を 色々 植 込んで 來春大 に ゆ、 かせ やうと して 母上が 骨折って 居ます 

右 用事の み 取 急ぎ. 々申 上げます。 時候 柄 健康 大切に 御 勉強 願 ひます。 呼吸器 を特刖 大切に、 

少しで も 咽喉が 變だ つえら すぐ 手 當を願 ひます 

十月 廿七 日夕  父より 
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東 一 殿 

二 仲 一寸 受取った 事 を 知らして 下さい 

I 五一 二 

十月 二十 八日 金 (時間 不明) 本 Irfel 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇吉 

郞氏 へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました。 炭 粉の 實驗 にっき 一 寸心 付の 点 を 申 上げます。 

jet の處 では 例の Ksh.l=lln  vortices が ある 爲、 其爲 にも 粉が Simioiis  path, を 描く 可能性 力 

あるかと 思 ひます ので、 duH.k の 爲に矢 張 ミリ 力 式に 粉 を 重力と 電場 だけで 動かす 實驗を やった 

方が よい かと 思 ひます。 

少生も 墨 流しの 實驗 から 矢 張 液 中の 炭素 粒の 性質 を 調べ て 居ます が、 此れ は 所謂 Kapmiu- 

elektriilell  Krileimm,n.(-n の 問題が 連關 して 居る ので、 責 兄の 方の 實驗 でも 同様に 此方 面の 事 

が 大部 應 用され ると 思 はれます。 此方から 考へ ると 粉と さ 氣の 1- つ lilt,  vol の ある 時 は、 それだけ 

でも P.  D. が 起る 譯で、 いっかの 「地震の 光一 の 問題と も關 係して 來 ます。 

此に 就て は H.  Froul- 二 lidi: lOi て ilrrchs-lie の 第 四 版卷の 一 の 三 三 五 頁 以下 を讀 めば 分かり 

ます 又 液 中 微粒を 交番 電場に 笸 き顯微 鏡で 見て 其 荷電 を 測る 事 や、 此れに 對 する 色々 注意すべき 

他の 影響と それの 補正 法の 記事 あり。 此れ は 必讀と 思 ひます ので、 どうか 一度 讀む やうに 御 下命 

を 願 度と 存じます。 右 一 寸氣 付いた 儘 不取敢 申 上げます 
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J- いて 頂く  r 老爺の 肖像 一 は 衆議 ー决の 上に て 御 願 致します からどう かせ-しく 願 ひます 

今 航穴ェ 研究所に 居ます が、 一週 一度の 郊外 生活 も 中よ 〈1 しく 唯 天 氣の惡 い 時 だけ 力 困ります 

お 要件の み 草. -  .1 

十月 廿 八日  ， ぶ 

中 (へ " 君 玉 机下 

先日 治 宇一 一郎 氏から^ 刷 を 頂きました、 實に 面白い 研究で 敬^し ました 

一 五 I 三 

十月 一一 一十一 曰 月 ： 十 後 sit 町-おより 礼幌市 北海道 ssgi 物 SS 巾 谷 

一 チ士！ ！郎氏 へ 

，、 先日の 手紙の 追加と して 巾 上げます。 Fi き h の B(l 1 の i- 自 にある 記事が 

特に I  I の 問題に 參考 になります から、 此處 だけ 一 寸御 一 覽願 ひます。 X  I 頁の f 

ミ te の 5： で氣附 きました 事 は 

リヒテンベルク 像の 鉛丹 松脂の 代りに、. 吹 飛 はした 炭 粉 を 振り かけて 見る 事 

であります。 此れ は 造作ない から 一度 御 試み 如何 ゃブく  ir^fe. 

トメ 生 も 一-墨 流し」 の 一 件で、 此れ は 液 中の 炭素 粉 + 油の 微 粒と 相撲 を 取って 居る。 .ィ田ん|^ 

とは此 事であります。 此 問題が 地震と 地下 電流の 問題と つながり、 割目の 問題に つな 力り 燃燒 

の 問題に つながり リヒテンベルクに つながり、 iM 井 君の 實驗 につな がり 叉スパ ー クの 時の 空氣の 
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割 ET につな がり、 航空で やって 居る パ ラヂゥ ム 膜に つながって ゐ るから 實に 不思議であります。 

今度の 理 硏の會 では 主 に 墨 流し の 墨 膜の 割れ目の 生成 の 事 だけ 話す つもりであります。 w 下山 

本內： 界 総動員で ド a 繩的 作業 を やって 居ります。 

札幌 紀行 を 十 錢雜誌 「鉄塔」 第二 号に 出して おきました から 御 暇が あったら 御覽 下さい。 (4 

に ia; はせ て下ン  , 

さる やうに、 

お 思 ひ 付いた ま 、草 i 屮 上げます A 十よ 

十月 卅 一日 〔封筒に は 十 《 ^卅 = と あり〕  (歲  0 

. 屮： 介 大兄 玉 案下 

二 仲 東 一に 洋服 其 他の 補助と して 四十 円途 つて やりました、 どうか 御 含 置 願 ひます 

令夫人 にも くれ.. /(^- 冗し/、 

I 五一 四 

十月-一十 一日 月 や 後 irt- - ベ 昨 本鄉ー sil 駒 込 曙 町 二 四より 札幌ぉ 北海道 帝^ 尺 MraM-r 部 杓现^ 敎. S 米 出 

膨^ 氏 へ r はがき i 

邦^ 先達て は 御 邪魔 致しました、 训刷 御惠與 下さいまして 難 有う 御^います。 適當な 方に 分 

昭 配 致 度と 存じます C, 一  硝子 板の間 隙の 粉の 實驗 大變 面白い と 思 ひました、 あれ は 粉の 代りに 何が 

^厚な 烟を 入れても 出來 まし やう か 如何で しゃう。 適當な ii 明 を すれば 普通の 焖 でも 見へ はしな 

； いかと 思 はれます か 如何： 


右御禮 旁. s. 上げます。 草. - 

十月 卅 一 日 

J 一伸 池 田さん にもせ 敷 御 鳳聲願 ひます 

一 五一 五 

十一月 4JB 月 午後へ 時， 1 十二^ 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 池 田 

芳郎氏 へ  ， 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 大兄 益. -御 勇健 大慶 至極に 存じます、 ： 卜 W 少生 不相變 無事、 御 安 

神 を 願 ひます.. 

扭米 田君當 研究室へ 御 出張の 件當 方に て は 何の 支障 も 無い 事であります が 場所が 窮屈の 上に 設 

備も 不完全 其上少 生の 迂遠な 爲 碌な 御 役に立つ かどう かと 心配 致します。 併し 三月 位 氣を換 へ る 

爲に御 出なら ば當 方で は歡迎 致します。 所長に も 相談したら 至極 結構との 事、 又 研究室の 諸君 も 

黉 成であります から 何時でも 钾出を 願 ひます。 十六、 十七、 十八 日の 三日間 は理 研の 講演 會で ゴ 

タ/^ する 事と 存じます が 其 後 は 落着きます 

右 不取敢 要件の 御 返事の み 匆> "申 上げます 

十 一 月 七日  寺 田 .K  0 

池 田 大兄 玉 案下 

二伸 實驗の サブジェクトが 分って 居れば 豫め色 i 考へて 置きます から、 凡その 問題の 種類 
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を 御 考へ願 ひます 

一 五一 六 

十一月 八日 火 午後 零時-四 咔 本鄉區駒込曙町ニ四ょり小石川"51;*^町七1:宇£道隆氏 へ 〔はがき〕 

御手 紙拜見 愚見 左に、 

刚栗を 吾子 へ 土産 や 紅葉 狩  ， 

御佛も 野菊 も 濡る& 時雨 哉 

本來は 野菊 秋季、 時雨 冬季 なれ ど 此處 で は 時雨 が 主 故 冬 の 句な らん 

栌紅尙 酒 翁 を 待つ か 秋の 山 

胡 額 子 を賣る 麓の 店 や 秋 も 早 

胡 颜子は 何 か淺學 未だ 知らす 

0  0  0 〇 0 

签 揚げ はう どんの 名な り 冬 隣 

土 產ぞは 月並 口調 あり。」 野佛は 普通でない 「みほと け」 の 方 感情 を 含みて 時雨の 餘 

情 あるべし。」 「待てり」 より 「待つ か」 の 方餘韻 あるべし OJ うどん 唆る やで は 余りに 「はたら 

き」 に 乏し 

忘 評 多 罪 

十 一 月 七日  せ； 日 子 


一 五一 七 

十一月 十七 s 木 や 後 へ-む 本鄉 -to: 駒 込^ 町：： S: より 札 幌市北 六條. C いじ TH 中 谷 宇い- 郞 氏へ 

拜啓、 益 i 御： 健 大慶に 存じます、 少生 幸に 無事 明 s は理研 講演 會で 「墨 流し」 を 一 席う か 

う 事に なって おります。 

扱て 少生御 地で 寫 して 頂いた 寫 眞複寫 早く 御 願 ひする 苦の を まご/ \ して 居て おそくな り まし 

て 御迷惑と 存じます が、 急ぎません から 今度 御 序の あった 時 左記の 通 御 願 致し 度と 存じます 大分 

愁 張つ て 居る やうです が 御 寛容 を 祈ります 

〇 富 永さん 玄關 前で 富 永さん と 並んだ の  " 

〇 植物園で 右 向き 口 を 明 いて 馬鹿面 をした の 

(北 = 後で 東 一が ォ イチ-一 をして 居る やうな のです)  1 

〇 植物園、 右 向いて 歩いて 居る ので 兩手を 北 n へ S! はし- 

スケッチ 帖と シガレット を 持った の、 帽子 あみだ、 - 1 

胸の 處に 植物 名 立札 

〇 花屋さん で、 左向き、 後 乎に 風 2,:: 敷 包  一 

前面に 鎗鷄頭  t 

其 後 墨 流しに 關 して 調べた 文献 中で、 同時に 炭 粉に も關係 あるので は Bancroft や Zsi る -lomiy 

や 叉 FreumUich  J1: 等の Sj  一  Icke,  Kalll.l5, ン£ ミー 等の 条項に 色，. 參考 になる やうな 市が あります。 
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:, 流しの 墨の 股の 厚さ に- A 位で 丁度 脂肪酸の 膜と 同程度で ある 事、 ゥ！さョー が-,, ： か G 位垂 

id に 並ぶ 事 等が 分かりました。 又 墨 膜を厂 縮す ると 固体に なって 針で つ、 くと 亀裂が 入る が、 再 

び 仲 張させる と 液 休に 歸り、 何度でも 可逆 的になる 事。 ヱ レクト a ライト を 水に 微量 入れる と 墨 

股が 固 結して しま ふ 事。 それが カチ オンの 作用で ある 事。 カチ オンの ヴァ レンシ ー で 固^ 速度の 

ちが ふ 事 等が 分かりました。 

右 御 願， 力 御 報 迄 革よ 

十一月 十七 n  ^ 彥 

中せ 大兄 玉 案下 

一 五一 八 

十一月 二十 IB 月 ^ 後 SIS-I. へ 昨 木鄉 .R 駒 込 曙 町 二 四より 牛 J>Tsi: 余 T 町 四 一松 拫 豊次郞 氏へ L はがき 

お ま 便〕 

お 後の 二 句、 存外 六 かしく 試に 左に 

花に 明け 花に 宿と る 旅 もはや 

スケッ チ 板の 盡 きて 行 春 

或は 

飯お せ： に 花 散る {i^ に旅寐 して 

手帖の 頁盡 きて 行 i;!^ 
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右 御 叱正 を 願 上 候 

拙 句の 中 左の 通 訂正 致し 度  • 

0 ふ 3 

峠 - (- と 呼ぶ は 驛の名 

. 常夏の 南の 國は 戀の國 

十 一 月廿 一 日  理研 にて  -W  彥 

一 五一 九 

十一月 二十 六 B  土 午後. へ 十二時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 1： より 杉 並- 阿佐ヶ谷 ニノ 人 四 九 武者 金せ 氏へ 

〔はがき〕 

御 乎 紙 難 有 御 坐い ました。」 日獨 協會發 行の 雜誌 「ャ マト」 の 一九 三 一年 第 六 号に 鑛山 技師 

Hanel とい ふ 人の 「地震 豫知」 に關 する 寄稿 あり。 其 中に 南米 アンデス 山中の 鑛 山の 工夫の ィ 

ン ディ ァ ンが 空中の 發光 現象に よりて 地震 を豫 知し 坑外に 出て 生命 を 全うする とい ふ 記事 あり。 

著者 六 年の 滯在 期間に 八 回 も 同じ 事件に 遭 ひ、 自分で も 其 發光を 見た とあります。 此に關 する 議 

論 は 信じられません が 事實は 中え 面白い と 思 ひます。 昨年の 英國 地震の 時の 事 も 一 寸 かいて あり 

右 御 報 迄 草. - 
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一 五 二  0 

十二月  一 5 木 本 鄉區駒 込 曙 町 二 より 札幌市 北六條 w 十. へ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ f 封筒た し〕 

御手 紙 難 有う、 合奏 團へ の デビ ュ ー(？ ) は 一 寸 面白い H ルレ ー ブ 一一 ス になった 事と 存じます。 

大 變な聽 衆だった さう で 張 合が あった 事と 思 はれます。 鬼 も 角 も 健康で 元氣で 何よりも 嬉し い 次 

第であります、 どうか 益々 元 氣で御 研究 を 祈ります。 スキ ー. も 定めて 爽快で あらう と 思 はれ、 も 

う 十 年 も 若ければ やって 見 度い 氣 もす るが、 もうだめ であります。 スキ— は 下手のう ち は 安全 だ 

が、 少し 上手になる とよく 怪我 をす る やう だから 十分 御用 心 を 願 ひます。 安全第一 健康 第一 保養 

第一 のつ もりで 御 やり を 願 ひます。 此 種の 運動 は 氣分を 爽快に し 明るく する 事 はたし かで ありま 

す。 學生 時分 自轉車 を 稽古したら 急に 人生 觀が變 つた やうな 氣 がした 事 を 想 出す。 

仁 科さん の 話で は 最近の フィジカル、 レビ ュ ー に 誰れ か 炭 粉 を 吹く ときの 荷電 を やった ぺ ー パ 

1 が ある 由、 御 一 覽を願 ひます。 一 炭 粉と 空氣の 混合物 も爆發 する 事が あるら し いから 御用 心 を 

願 ひ ます 

宅で は 皆 息災であります、 雪 子 も 大分 落着いて 來 たらし いから 御 安、 レ 下さい。 

坪 井 君の ピアノ、 藤 岡 君の セ 口、 老人の バ ィォ リン で ハ イド ン トリオ を 編成し 先週 木曜 水口 先 

生を聘 して 第 一 回の 合奏 を やった。 全集 第 一 番の G  dur を どうにか おしま ひ 迄 やり 通した。 併 

し バイオリン は 早業 を 要する ので 中々 苦しく、 寒中に リ テラ リ —に大 汗をかい たの は 大笑、 あか 


十 一 月廿 六日 
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ら 二週間 每 にやる 事に なって 居ます。 

阿部 良 夫さん 上京、 一 日 藤 岡 君と 三人で 一 處に めし を 貧 ひました。 

どうか 御 in 愛 御 勉强を 祈ります、 草々  、し 」 

,ッ よ I 

十二月  一 n  . 

東 一 殿 

义，々 便り を 願 ひます。 

ill 

十二 I 日 ± 午雙時 1—. 一時 SI 込 曙 町 二 四より 札 I 北人條 西— 七. i 巾？ 吉郞 氏へ 〔は 

御手 紙と 資拜受 どうも 難 有う f いました、 XX 事件 は 誠に とんだ 事で ありました。 流石の 

〇〇 君 も 弱った 事と 拜察 致します。 

右 不取敢 落手 御 報 御禮迄 築 i 

十二月 三日 

I 五… I 

十二月 六日 火 S 八 時. 士 一昨 本 SSS 大學地 il より 麹 町 I 京 Hr: 新聞 SSK 地 

與 11 松 氏へ 
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謹啓、 先日は^^^禮ヒました。 石 本 所長に 話しましたら 書いて 見やう とい ふ 事でした。 似し 邦文 

で 書て 懇意な 文學 士で賴 みつけの 人に 譯 して 貰 ふが、 其 鰥譯の 謝禮を 出して 貰へ る だら うかとの 

事でした。 期日が 切迫して 居る 事故、 いよ/ \- 確定 的に 賴む やうで したら、 早く 依賴 したいと 思 

ひます。 どうか 御 話 合の 上で 同氏へ 直接な り 叉 間接な りに 御 依頼 下さる やうに 裨願 致します 

右 要 事の み 草. -  . 

十二月 六 n  •  黄  0 

畺  "様 

八？. 火 人に よろしく 

一 五 二三 

十二月 十日 土 や 後 八 時— 十二時 本 鄉鹿駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六 ^ 西 十べ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

其 後： 兀氣 です か、」 雪 子が 學院の 近くの 喫茶店 で 晝 食後 二階の 階段 を 下りる とき 墜 ちて 怪我 を 

して 一時 氣を失 ひ、 歸宅後 氣が 止ま. f 腦の 故障が 疑 はれ 大變 心配し ましたが、 大學 整形外科 主 

任の 高木 博士に 溝 淵さん の 御 紹介 を 受けで 診て 貰 ひ 九日 午後 三時に 大舉 醫院、 整形外科 第 七 室へ 

入院、 其後轾 過が よくて 生命 は 取 止めました、 一時 は隨分 心配した、 意識 ははつ きりして 見た と 

ころ は 何でもな ささう だが 腦の 急變の 心配が あつたの です、 もう 大丈夫 だから 御 安心 下さい。 此 

からしば らく 人院 骨の 方の 治療 をし ます。 此れからが 退屈して 困る と 思 ふから どうか なるべく 頻 

繁に はがきで も搶 葉書で もよ こして 頂戴」 雪 子 だけ 入院した 経驗 がない と 云って 不平 (？) を 云つ 


て 居た が、 とうとう 入院し ました」 スキ 1 もどう か 怪我し ないやう にやって くれる やうに 賴 みま 

す。 上手に なると あぶない からい つ 迄 も 下手です ませる 事です」 健康 审 大切に 

十二月 十日  - 

I 五 二 四 

十二月 十一 B  8 午前へ， 十 S 本 SI 曙 町 一" 1! より Is 大久保 一一 了 五 五 晉方小 5 寶 

へ 〔搶 はがき. J 

〔八!!^ は靈 で 塞、 危く  一. f 助かり 幸に 片管も I にも t ま 一週間 位で 全快の 見込が 立 

ちました、 御 安神 願 ひます 

雪折れ もなくて 嗜 しき 旭 哉 

拙な れど實 情であります 

十二月 十日 夜  ， 

一 五 二 五 

十二月 十 IB  B 午前 5 レニ 時 本 S 駒 込曙 町 ：- 四より 牛 込 $  丁 町 四 一松 I 次郞 氏へ 〔搶 はが 

き- 1 

〔裏に J 
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とんだ 御 心配 を かけて 申譯 がありません 一 時 はどうなる 事 かと 思った が 天祐に より 危き 一 命 を 

助かり 幸に 片輪に も 白痴に もなら す 今後 三 週間 位で 全治の 見込が 立ちました どうか 御 安 辦を願 ひ 

ます いづれ ゆっくり 話 を 聞いて 貰 度と 思って 居ます 

連句 「勇 魚牽き 行く」 の 次 を 病院で 考 へた、 未だ 纏らない が、 病院の 助手の ベットで 寢て考 へ 

たから 書きます 

素 裸 を 赤銅色に 染め上げて 

I 表に. 一 

雪折れ もなくて 嗜 しき 旭 哉  -. 

御 一 笑く 

今夜 は 安心して 宅で 寢られ ます 

十一 一月 十日 夜 

色よ 御 心配 ありがたう 

一 五 二 六 

十二月 十一 B  B 午後 S: 時 .^時 本鄉區駒1^曙町ニ§1ょリ小石川_5|1表町 一 〇九圓地與1:松氏 へ 1:はがき〕 

拜^& 先日 は失禮 致しました， 昨日 は 御歳暮 を 難 有う 御 坐い ました、 どうぞ もうかう いふ 御 心 

配 をな さらん やうに 御 願 致します、」 先日 申 上げました 石 本 君の 寄 槁の事 はどうな りました でし 

やう かもし 賴む やうで したら なろ ベ く 早く 賴 まな いと 期限 切迫したの では 苦しから うと 存じます 
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^何卒お 敷 御 願 致します 

右 御 禮旁草 i 不盡 

十一 一月 十  一 n 

一 五二七 

十二月 十九 B 月 午後 w 時ん 時 本鄉 駒 込 曙 町 二  SI より 札 幌市北 人 條西ト 七 丁  H 中 谷 宇^ 郞 氏へ I は 

がき」 

此度は 名產爐 製^ 御 惠與に 一 S かり 御 厚情 難 有拜謝 致します」 子供が 怪我 をして 一 時 心配し まし 

たが 幸に 終 過 良好で 安心 致しました、 東 一 から 御 聞きに なった かも 知れません がどう か 御 心配 下 

さらぬ やうに 願 ひます」 此 頃は义 藤の 實の はじけて 飛ぶ メカ 一一 ズムを 調べて 居ます が 此れ も 存外 

面白い ものであります、 どうも 天然の メカ 一一 ズ ム の 巧妙な のに は 今更の やうに 驚かれます、 

どうか 時候 柄 御 自愛 專 一 に 存じます 

令夫人に よろしく 御 鳳聲願 ひます 

十二月 十九 n  . 

一 五 二八 

十二月 二十 一二 曰 金 や 後へ- 十二時 1： せ R 街沾 モナミよ リ 仙臺巿 北： 一番丁 人. へ 小お 豊隆 氏へ 〔はがき 

松^ 观 化次郞 氏との-寄せ 書 (松^ 氏？ 文面 有 略) 一 
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先日 は 御 端 書 難 有う、 其 後 毎 H 病院 通 ひ をして 居ます が 経過 良好であります 慾の 深い 人間の 事 

とて、 はじめ 生命 さへ 助かれば 外に 望の なかった 普の が、 此頃 ではもう 早く 退院の 日が くれば い 

、などと^«澤を云っ て居ます。」 今夕 は 洌の航 { 仝の 歸途を モナ ミに立 寄り 速，.？ 興行 中であります、 

脚が 冷えて 仕方がない 

一 五 二 九 

十二月 二十 五 B 日 ャ 前べ 時： 十二- M 本 鄉區駒 込 曙 町. -11 ょリ 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ」 ハ w 九 武者 人. -.f-"^ へ 

一， はがき ，1 

昨 n はわ ざく 拙宅 迄 御 來駕被 下 又 結構な る 御 品 御 惠與に 預かり 御 厚情 難 有 拜謝致 候、」 貴 著 

ほつ/ \拜 見を樂 しみ 居候、 此れ は實に 天下 一 品の 珍籍 にて 後世に 於て 價値 を發 揮す る ものと 被 

存 «: だ 愉快に 存 ぜられ 候、 それにしても 大變な 御 骨折 全く 献身的の 御 仕事に て、 併し それだけに 

又御滿 足の 感も深 からん かと 乍 失 禮拜察 致 候、 

4^ 色 i の 御禮迄 草. -申述 候、 なほ 益え 御 研究の 程 蜀望致 候 草よ 不盡 

十一 一月 廿 四日 

I 五三 0 

十二月 二十 七日 火 卜 後へ- s-l 十二  S- 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 京都市. 卜 .^wf 通 河 町 線- C 人 櫻 出^人 氏 

へ 〔はがき〕 
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拜；^ ：: 昨日 は 御來訪 生憎 留守に て 失禮致 候い つも かけちが ひて 拜眉を 得す 殘 念に 存候 

右 御 挨揚迄 草ぶ 申述候 不盡 

十一 一月 廿 七日 

一 五一 二 一 

十二月 三十日 金 午後 零時.， ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北人條 M 十七 TH: 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました。 色ぷ 面白い 實驗の 御 話 を 承って 愉快で ありました。 電解の 時の 敎 

流に つ いて は 別に 文献 は 存じません が、 銀 液の ボル タメ ー タ ー の 銀 皿に 銀が デ。 ホジ ッ ト する 時に 一 

奇 魔に ラデ ィァ ルな 縞狀に 附着す る。 此れが 對流 による 柱狀禍 のせいで あらう とい ふこと は 前 か 一 

,2^."^ ノ ら氣 付いて 居て、 事によると 何 かに 書いた かも 知れません。 さう 云へ- 

一  p^^$v ば眞嶋 君が 昔 電解の 事 を數物 大會で 話した とき 矢張對 流の ことの 話が 

^  \s  一, & あった 氣 もします。 記事 を搜 して 御覽 になって は 如何。 又對 流に よる 

^  ， 1 不同 を 防ぐ 爲液 を廻轉 させる とい ふ 方法 もあった かと 思 ひます。 簾狀 

になる の は 矢 張 渦の せいで あの 縞の 幅 は 液 膜の 厚さに 比例し さう に 思 はれます。  一 

ク ント の-輪に 關 する ァ ゾ.. ト レ— ドのは 幾分の 進歩で は あるが 未だ 一 向决定 的で なく、 殊に 縮の 

幅が 何で ままる かが 不明で 物 足りません。 帶電の 事は考 へませんで したが、 此れ も 幅の 决定 要素- 

に ならう と は  一寸 考 へに くいと 思 ひます、  如何 哉。  一 

東 一 の 實驗の 事で 思 出し ましたが、 米 田 君が 先日 一寸から だの 工合が 惡 くて 翳 者に 見て もらつ 一 
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て レン トゲ ンぉ眞 も 撮つ て 見た が、 どうも 永い 間 「粉」 を 呼吸した せいら しい やうであります。 

寺々 位なら い、 が、 年中 吸って 居る といけ ない らしい やうであります。 それで 今後 は、 少し 面倒 

ではあります が、 實驗を 密閉した 函內で 行 ひ、 外部から 觀察又 操作す る ことにしました。 極めて 

微量と 思っても 一 且 はいった の は、 はいった きりて 定着し 段々 蓄積す るから 永く 績け ると いけな 

いらし いやう であります。 肺の 中へ つ いたの は 一 生 中 i とれない らしい やうであります。 シリカ 

の 粉な どが 一番い けない さう であります。 それで 東 一 の 場合 も 完全な マスク を かける か 又 函內に 

粉 を 密閉した 方が 安心 かも 知れません 

一勝の 實 はほんの い たづら でありま^ -I -、 又 植物 學 者の 方で も 多分 研究が ある 事と は 思 ひます が、 

唯 自然の メカ 一一 ズ ム の 巧妙な のに 驚嘆す るば かりであります。 豆 莢が 四重 程の 層に なって 居て 此 

れが 乾燥す る 時 iRM^^^fe:- の やうに 捻れる 仕掛けに なって 居ります。 地上 三メ ー トル 位 

の 高さに ある 實を 十四 五 米 位 は 横の 方に 射出す るから 一 寸 驚かされます。 

モ チノ 木の葉に 烟 草の 火 か 線香 をお つ & ける と黑ぃ h: 環 狀の紋 が 出来て、 內外 は綠色 をして 居 

る。 此れ は 子供の 時に よくお もちやに した もの だが、 此頃思 出して 平 田 君と 色ぶ い たづら をして 

居ます。 池 田 菊 苗さん に 話したら 大層 興味 を もって 乘氣に なられ 御說を 聞いて 見る と 存外 馬鹿に 

ならぬ 問題ら しい ことが 分った。 化學 者と 共同でなくて は 十分な こと は 出来ない が、 物理で いけ 

る だけ 行って 見 度い と 思 ひます。 どうも 段え 橫道 へ 脫 線して 何處迄 行く か 分ら なくなりました。 

しかし 面白い から 致 方が ありません。 

御 話しの  の  の 事 は 皆さんの 御意 見 次第であります が、 至急の 事で もない やう 


i 


ですから よく 考 へまして、 御上 京の 節に 愚見 を 巾 上げる 事と 致し まし やう 

お 御 返事 迄 草. -申 上げます 草.^ 

十二月 廿 九日  黄 ^ 

中 谷 大人 玉 案下  . 

二 仲 令夫人に 敷 御 鳳磬願 ひます。 

雪 子つ ナが はすつ とよくなりまして 一 週間 內には 退院 出來 さう ですから 御. 女心 願 ひます 
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昭和 八 年 


i 一三 

一月 三 曰 火 午後 零時 四時 本 鄕厘駒 込 曙 町 二 四より 下 谷 區谷中 淸水町 三 大河 內信敬 氏へ 〔はがき〕 

謹 力 新年 

昭和 八 年元且  寺 田寅彥 

昨年 は 度 i 御馳走に なりまして 難 有う 御 坐い ました 

一 五三 三 

一月 三 B 火 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 蒲 田 區小林 町 三 二 五木村 據院中 野猿 人 氏へ 「はがき 消印な し〕 

f 病氣 ださう です が 如何です か、 ちっとも 知りませんでした、 又富士 へで も 上って 居られる 事 

かと 思って 居た のです が、」 どんな 御 病症です か 鬼に 角人院 なさる やうで は感胃 位で はない 事と 

思 はれます。 どうか 御大 事に 願 ひます」 宅で も 子供が 一 人 病院で 正月 をし ましたので 暮 から 正月 

へ 力け； 助 日 病院 通 ひ をして 居ます が、 しかしもう よくな つて 數日 中には 退院し ますから 御 安、. ：3 を 

願 ひます 
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どうぞ 御大 事に  一 

正月 三日  一 

一 五三 四 

一月 四日 水 午後 四時， I 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ臺北 測候所 官舍西 村傳三 氏へ 〔はがき〕 

新年 御 iia 出度う 御 坐い ます 

::」 見事な からすみ 澤山 頂戴 どうも 難 有う 御 坐い ました. 非常の 珍味で 少 生に は 毎朝の パ ン 食の 副 

食物と して 好適であります。」 東京の 此冬は 未だ 宅の 水道が 水 結したり 浴室の 窓に 水の 花が-咲か 一 

ないだ け、 一 体に 溫 暖かと 思 はれます が 年寄の 寒がり 屋には 矢 張相當 にこた へ るので 臺灣の 冬が- 

羨ましい 次第であります。 し 幸に 元氣で 相變ら す、 つまらぬ 研究 を樂 しんで 居ります から、 ど 一 

うか 御 休 神 を 祈ります、  *  一 

どうぞます/ \ 御 自愛 學界の 爲に御 盡カを 祈ります  - 

昭和 八 年 正月 三日  J 

一 五三 五  ： 

一月 五 B 木 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 區大塚 町 四 三 高嶺 俊 夫 氏へ 〔封筒な し〕  一 

御手 紙 難 有拜見 致しました， 新年に なっても 天氣っ にきで ゴ ル フ にも 好適と 存じます 此間は 一 一； 

等に 御 入選 ださう で 一 等に ならぬ のが 殘 念との 事で 御 坐い ますが、 乍 失 禮スボ ー ッの 面白味 は甚 
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邊 にある かと 想像され ます 一 等に なって しま ふと 喀 しいと 同時に 勝利者の 悲哀 を 感じなければ 

ならない かと 推察され ます C 

令夫人の 御 尊父 様が 御病氣 だった さう です が 御 軽快で 大慶であります、 宅の子供 も、 もう 二三 

日 の 內に 退院が 出来さう で あります。 あ. れ 位です ん で 仕 合せ でありました。 

暮 から 正月へ かけて 隨 分と 下らな い 雜筆を 書き散らしました。 我ながら 淺猿 しくなります が、 

何でも 道樂は 出来る 時に 出来るだけして おく 事、 そのうちに したくても 出来ない 時が 來る だら う 

と 思って、 どんな 低級 雜誌 でも 新聞で も賴 まれ さへ すれば、 それ もよ し >/,\> これ もよ し/. \ と 引 

受ける 事に 致しました。 旅の 恥が 搔き 捨てなら ば 人生 行旅の 恥 爆し 漫筆 も 書き捨て、 書く 當人さ 

へ 恥 を かけば それだけで 濟む わけ、 厭な 人は讀 まなければ すむ 故 別に 他人に 迷惑 を かける 譯 でも 

なし、 一人で も 讀んで 面白い か 可笑しい かい、 處 だけ 買って くれる 人が あれば 仕 合せ、 とかう 云 

つた 氣で 「鈴 を嚼 じる 虫」 のフィ ロソフ ィ ー を實踐 躬行 致して 居ります。 つまり 年を取って すつ 

かり 地金の 横着が 露出した 譯 であり まし やう。 いやはや。 

年と 云へば 少生 も數へ 年に して 五十六 歳の 春を迎 へたの はい， -が 今度 寅の 年が 來 ると 還暦で 停 

年 辞職と なり 月給に はなれる、 その 時期が いよく 目前 近く 押 寄せて 来た わけで、 折角のお 正月 

も 憂 管な 雰圍氣 をた^ よはす 次第であります。 其曉 にさて 何う して かせ いだら い 、事 か 誠に 心細 

い、 五十に なったら r 發明」 をして 大金 を 儲ける 箸であった のが、 どうした ことか 一向 未だに 糸 

口 さへ 見付からす 此の 調子で は 七十に なっても 見込 はなさ、 うであります。 し 鬼に 角 九十 五 歳 

生きる 計畫 になって 居ます から、 六十に なったら 一 つ 新奇 まき 直しに もう ー邊 振出して 立 返つ 
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て 新 商 買で も はじめる ことに 致します から、 どうか 其 節 は 一層の 御 cjg 負 御 引立てに 预 かり 度、 今 

から 御 願. E. 上げます。 

：!^ 蘇 機嫌と 子供の 恢復の 喜びに 浮かれて、 とんだ 手前勝手 を 並べ て御淸 を 乱し 失禮 致し まし 

た、 どうか しからす、  . 

なほ/ \> 御 自愛 專ー に 存じます、 令夫人に も 御 序の 節 {=! 敷 御 银聲を 祈ります ^よ 

八 年 正月 五日 夜  寅 彥 

高嶺 大人 玉 案 下 

I 五三 六 

一月 十九 曰 木 ： ぶ 後 へ^ 本鄕 K 駒 込 曙 町 二 四よ リ目黑 K 駒 場 町 東京 帝 國大學 航空 W 究听 物理 部 £ 

屮 信 氏 へ I はがき J 

どうも 風邪が 拔 けません から 明日 はズル ヤス ミと 致します。 熱 はない が、 どうも 大儀で、 少し 

無理す ると あぶない やうな 氣 がする ので ナ マ ケ ます どうか 御 寛容 を 祈ります 

諸賢に {=| しく 草 立 

一 月 十九 日 

一 五三 七 

一月 二十 IB  土  < 時間 不明) 本鄕ぼ駒5;^|^町ニ四ょり杉並13814<沼ニへ五小山ニ郎氏 へ 
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0 先日 來數： 1: 御 電話 又理 研へ も 御 來訪被 下った さう で 御 坐い ますが、 いつも 行 遠って 甚だ 

火禮を 致しました、 此 少し 身体の 工合が 惡 いので 晝間 一 寸 出る だけで 大概 宅に 滞って 居る ので 

すが、 運惡く 行きち がって 殘 念でした。 朝 十 時 前 か 四時 後なら 殆ど 自宅に 居ります から もし 御 序 

も あらば 御 立 寄り 願 ひます、 • それでも 万. 一 行 違 ふといけ ません から 其 時に 一 寸御 電話 を 願 ひます 

御用 向 は裨急 きの 事で はないで しゃう か、 此間 一 寸安 倍さん から 伺った 處 では 今度 新に 御開 業 

になる やうな 話でした から、 其れに 關 した 事 かと も 憶測 致します が、 もし 御 急ぎなら ば 御 遠慮な 

く 夜間で も 何でも 御 來車を 願 ひます 

4^ 御 投^ 迄 

, ^事拜 眉の 節に 讓り 度と 存じます 草. - 

一月 廿ー n  寺 田寅彥 

小山 樣 侍史 

I 五三 A 

一月 二十 三日 月 午後 八 時 卜 二 時 本鄉 "tel 駒 込 ゆ 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 人 八小宮 螯-隆 氏へ 

0^ 先 nlitti を 難 有う、 少し 塩 氣は强 かった が 味 は 至極 {n: 敷 賞味 致しました、 それから 亡く 

なられた 御子さん の 記念の 両像が 疾に來 て 居た の を 勝手の 方へ 置いた 切り 少 生に 報吿 なしに 放置 

して あつたの を發 見、 そ の 爲御禮 が遲延 失禮し ました 御 寛容 を 祈り ます、 

當地も 一 昨夜 來雪 十數耗 降镜み 奇麗で は あるが 閉口、 當地 では 一 種風變 りの 感冒 流行、 熱が 出 
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ないで 頭 や 腹 や 咽喉 や を 冒 かし 叉 神経痛 を 起こし 中 、、直りに くい、 宅で も 二三 人 罹病、 妻 は 神経 

痛で 一 番 やられて 居ます。 雪中 見聞で 可笑しかった の は 曙 町の 宅 前の 路次を 完全なる スキ ー ャ ー 

の 出で立で ス ー くと ヒり 歩く 若者に 出逢った 事で ありました。 績冬彥 集 刊行 以来 急に 賣 れつ 子 

になった と 見 へ 頻繁に 御 坐 敷が か \ つ て來 てうれ しい やうな 又い や あな やうな 氣持 がして 居ます。 

中央 公論 改造 はい、 が、 経濟 往来から ねだられて、 とうく 「珈琲 哲學 序說」 を かいた。 今度 は 

「婦人の 友」 がちよ くく 狩 出しに 來て 居ます。 叉讀賣 がうる さく 電話 を かけて 來て 居る。 買手 

の ある 時に 賣 つてお く 事と 思って 大車輪で 書いて 居ます、 改造 は 三月 号に 「空想 日錄」 を 二十 枚 

位 書きました。 科 學へも 二十 枚 此れ は 二月 号に 出ます。 停年が 近いから かせげる だけ かせぎます、 

御 洲察を 祈ります。 尤も 子供の 人 院で原 槁百枚 か 一 一 百 枚 はさ 中に 消散 笑止の 次第であります 

御 返事 旁 御無沙汰 御 詫び まて 草え 

一 月廿 三日  寅 

豐 隆樣 

二伸 東洋 城から 別 刷 受取りました 

一 五三九 

一月 二十 IIIB 月 午後-へ 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

拜啓 益 御清禪 大慶 此 事に 奉 存候迁 生 幸に 無 異御休 神 被 下 度 願 上 候 

名産 「越の 白 柿」 御 惠與に 預かり 難 有 賞味 致 候 厚く 裨 禮申上 候 毎度の 御 •  力 情深 謝の 至に 存 居候， 
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當也も 一 昨 土曜の 夜より 昨 日曜へ かけ 相當の 降雪 を 見、 市內 にても スキ ー で 賑はひ 候 様子に 有 

之 候、 當曙 町の 路次內 でさへ 物. - して 出で立ちで スキ ー を 引す き 歩く 若者に 逢 ひ 微笑 を禁し 難く 

流行の 勢力の 恐る ベ き を感 し 申 候 御 一 笑 

右御禮 のみ. S. 述候 御 自愛 專 一に 可 被 遊 余事 は 後便に て 草え 不盡 

一 月廿 三日  寺 田寅彦 

五嶋 樣玉 案下 

1 一 沖 靑楓 君の 件 金額の 事 を 伺 ひし も 失念 致 候 御：^ らし 願 上 候 

一 五 四 0 

一月 三十 IB 火 午後 八 時 十二時 本 鄉區駒 ！>；：! 曙 町 二 四よ リ杉 並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました。 

スチュ ケリ ー の 說は御 申 越の Phil.  Tuiiis にある 害で、 此れに 速關 した 文献 も 色々 ある やうで 

すが 他 は 皆 一 寸 手に 人 りさう もな いものば かりであります 

pal) は r さ b6 で 偷官の タイトルと 思 はれます 

ベルト ロン の說は D~>  r61?t! ォ； t6  t ll-6t6 ミ (>s の 第 一 卷三 七三に ある 由。 「紀元前 四百 

六十 年 口 ー マに 起った 地震に 空が 一 面 火の やうに なった と ある。 又 前 二 一  七 年ゥム ブリアの 

地震に 「プリ 一一に よれば トラ シメ 子の 戰に 地震に 際し 此 湖が 焰で蔽 はれた と」 記して 居る ー 

,胙 し ガリの いふに は 「プリ 二 ー は 其 第一 ー卷 八十 六 章で 地震の 事 は 書いて 居る が 焰の事 は 書いて お 


ない。 又 百 十 一 章に は 不思議な 火の 事 を 述べ 瞹 味な 口碑 -T-asymenum  lacum  arsii  totum  " 

を 引用して 居る が、 地震の 事 は 云って ない、 云 i 

右 御 返事 迄 

.  一月 i 一日  寺 田 寅紊 

武者 樣 

一 五 四 I 

一月 三十 IB  ¥ 午後 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長野^ 上 誠 訪町鐵 礦泉湯 澤龍介 氏へ 〔はが 

き〕 

罕復 常 山の 花 は クサ ギノ ハナと 讀み常 山 木 は クサ ギと讀 むつ もりで 御 坐い ます 

右 御 返事 迄 

一月 卅 一日  寺 田寅彦 

一 五 四 二 

一一 月 六 曰 月 午後 零時 ，1- 四時 本 鄕展駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 區表町 七 四 宇 m 道隆 氏へ 

今日は 失禮 致しました。 詩集 は 開けて 見る だけで も氣 持の 靜 まる ものであります。 併し 漢字の 

素養の 足りない 爲に 十分に ァフ レ シ ェ ー ト出來 ない のが 遺憾であります。 

俳句に つき 愚見 左に 申 上げます 
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-年 八和昭 


蛸 を 追 ひ 走る 漁師 や 夏の 濱 

此れ はちゃん と 句に はなって 居ます が、 事柄 を 其 儘 云って しまった やうで 暗示に 乏し いと 思 は 

れ ます。 夏の 濱も 註釋の やうな 氣 がして 夏の 濱の 感じが 出ない。 それで 例へば 「夕立 や 蛸の 逃げ 

出す 砂の 上」 とで も すれば、 景色が 具体的に なり、 叉 漁師の 追 ひかけ るの も 影に 暗示され るかと 

思 ひます。 或は 「夕立 や 逃 出す 蛸の 足早き」 とすれば 蛸の 運動の 方に 重点が 移動して 行きます。 

又 f 夕立」 よりも 適當な もの はない かと 物色して 見る と， 例へば 「鳴 神 や」 など も 蛸と 取き せて、 

何となく グロテスクな 味が あるか もしれ ない。 其 他 夏期の 季題で 「恭. ： 天 や」 r 薰風 や」 「雲の 峯」 

等い ろく 取合せ て、 又 それく の 味が あると 思 ひます。 

蛸の 夢 壺の底 音に 破れけ り 

此れ は、 意味 を 想像 出來 なく はない が 少し 不明であります。 多分 壺が 引上げられる 時に 底が 音 

を發 する のでし やうが、 さう い ふ 趣向 自身が 余り 凝り 過ぎ 叉 理屈 を 含み 却つ て 厥 味 を 生す ると 思 

ひます。 それから 一 蛸壺」 だけで は 季題に ならぬ かと 思 ふが 如何 や、. 何とか 普通の 季題 を 入れて 

再考 ありた し。 此句 何が 寓意が ありさう で 所謂 「思 はせ ぶり」 の 句 なれ ど- 此 種の もの は 余程の 

老手で ない と 大抵 失敗す るに きまって 居ます。 

霜 踏んで 見 上ぐ る 枝 や 烏瓜 

「踏んで」 「見 上ぐ る」 が 蛇足の 感 あり、 其爲に 句が たるみたり。 殊に 「見 上ぐ る」 とい ふの が 

何となく 月並 風の 句 あり、 もう 少し すっきりと 行き 度し。 間に合せの 改竄で は あるが 「烏瓜 は實 

のみに なりぬ 庭の 霜」 とで も すれば いくらか 生きる かと S ひます。 
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ぬく くと 日向に 梅ゃ寢 正月 

ぬく  くと 梅に 日向 ゃ寢 正月 の 方 如何 や 

二三 輪  では 稍 平凡 

一 や II の  ならば 引きし まる 

「ぬく くと 一 とい ふ 形容 は 梅の 清冽な 感じと 取合 はせ るのに 中. - 骨が折れる。 もし 「ぬく ぬ 

くと」 を 活かし 度ければ 梅の 代りに 何 か 見付けて もい、 と 思 はれる。 「ぬく くと 橡の 日向 や 

正月」 も 一 策 

鱗燒く い ろり に 粉雪 や； t 茶屋 

事柄 は 面白 けれど 澤 山の 材料 を 無理に 十七 字に 押 込んだ 痕跡 蔽ひ 難し。 「やっと みんな 人す た」 

とい ふ 迄にて は 非諧 になら す。 芭蕉が 「言 ひ畢 せて 何 か ある」 と 云った のは此 事と 思 はすます 

「驟 ど 消 ゆる 粉雪 や 燒踢」 としても 所要の 「感じ」 は 出る かと 思 は 力-ます。 

要するに 俳諧 は 叙事 i でもな く- 叙情詩で もな く、 イン テンスな 「感じ」 で 言葉で は 云 ひ 現 は 

し 難-; もの を强く 暗示す る ものであると 思 はれます から、 此の 第 一 義を御 忘れ なきやう に 願 ひま 

す、 妄評 多 罪 

二月 五日  寅 彥 

道隆 先生 玉 案下 

一 五 四 三 
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二月 十三 B 月 午後 ET 時-八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 よ リ杉並 區天沼 二八 五 小山 ニ郞 氏へ _■ はがき〕 

先日 は 結構な 菜 物 を 澤山難 有う 御 坐い ました。 さて、 少生 短文 漫筆 集の 原稿 を 一通り 整理して 

見ました から 一度 來て 見て 頂 度と 存じます。 まだ 四 五 件 だけ 元の 雜 誌が 見 當らぬ 爲原槁 が 揃 ひま 

せんが、 比れ は 近日 補充す る 積で 居ります、 鬼 も 角 も 書物の 体裁 其 他に つき 钾 相談した いと 思 ひ 

ます。 少生 毎日 朝 八 時半から 九 時の 間に 宅へ 御 出さら ば 間違ありません。 夜なら ば 七 時半 過なら 

今週 は 水木 土 宅であります、 ^し 夜なら 前に 一度 電話で たしかめて 頂く 方が 安全であります 

一 一月 十三 日 

一 五 四 四 

丄ニ 一月 十四 B 火 午後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ三 三 森 田 米松 氏へ 、 

先日 は 御手 紙 難 有う、 

金鑛 鑑定の 結果が 分つ， たので 今日 星 野 氏へ 通知し ました。 やつば り あの 一塊の 標本に は 金 は 先 

づく 無い と 云った 程度の 由、 

金鍍 、熱が 全國 的に 勃興して 居る ので 方え で 掘り出し 大抵 殘らす 失敗して 居る さう で 實に氣 の 毒 

千万であります。 その 流行に つけ 込んで 所謂 金 鑛詐僞 も 色え 巧妙な のが 行 はれる らしい。 正直で 

慾の 深い 人 は樂に 引つ か、 るら しい。 その 詐僞の 方法が 實に 面白い もので、 大兄の 筆で、 も 描出 

されたら 余程 愉快な 讀 物が 出來 上る だら うと 思 ひます。 

星 野さん にも 用、 いする やうに 御注意 申 上げて おきます。 金 は 含有して 居ても 其 含有量が 一 定の 
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—以上ない と採鑛 精練に 要する 費用と 收狻と を 天秤に かけて 結局 損になるから、 金 を 堀 出せば 

：^リ 出す 程 損 をす る 事になる。 此の 見易い 道理が 存外 はっきりと は 呑 込めない ものら しい。 そこに 

悲喜劇の 源が ある 譯 です。 

標本 を 採取し、 其 標本の 含 金 量から そろばんで 全山の 金 量 を 推定す る。 それで その 肝心の 標本 

に 金 を 含む 藥液を 浸み 込ませたり、 土の 中へ 妙 金 を こっそり 交ぜて おくと、 分析の 結果 は 大變な 

良好 優秀な 鑛 石と いふ 事に なって 一 芝居 打てる のです。 

山へ 技師 を案內 して 行く 時に 股引に 泥 をく つ 、けて 其 泥に 砂金 を 交ぜて おく。 技師が 此處を 掘 

れと いふと、 そっと 例の 品 玉の 泥 を 手の平へ つけ、 其 手で 標本 を 堀 出す とい ふの も あると いふ 話 

を、 此は 大分 昔 聞きました。 股引の 泥 を もじ.^ しなから つけて 居る 様子 を 想像す ると 一寸 面白 

「のんびりした 話」 の 二重奏 は 近來の 傑作であります、 實に のんびりと ほがらかで 兩 兄の 面目 

額 前に 躍如たる ものが あります、 慶賀の 意 を 表したい と 思 ひながら 無精して 居ました。 

少生は 工業 大學の 「藏前 新聞」 へ 短文 を かいて 矢 張 □ こんな 形の もの を 貰った。 それ は ハン 

ケチ で、 麻 製で 此れ は 犬に つぶしが 利いた。 鬼に 角 四角な ので 少立 面白かった、 

右金鑛 問題 解决 にっき 其 結果 を 御 報告に 及ぶ 次第であります 

星 野 氏へ は 專門家 鑑定の テク 一一 カルな 結果 を そっくり 報吿 致して おきます から 左 樣御含 置 願 ひ 

「^姉」 への あれ も 面白かった、 僕 も 一 テ ー ブル 申込た くな りました 草 i 
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一 五 四 五 

二月 十四日 火 午後 八 時 十二時 本 鄉廣駒 rJ^J 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁な. へ 小 宵豐隆 氏へ 

其 後 御 起居 如何 哉、 東京 は寒溫 交代で は あるが 割合に 凌ぎ 易い 冬の やうな 氣 がして 居ます。 御 

地 は 如何 

岩波に 居た 小山 二 郎君 (能 成 君の 甥) が 今度 本屋 を はじめる ので 僕に 何. か 出せと 云 ふ。 ^柿 連 

載の 「無題」 「曙 町より」 をよ せて 小冊子に して、 それで 損しなければ やらう とい ふ 事 を 提出、 是 

非と いふので そのつ もりに しました。 書名 一柿の 種」 か 「曙 町より _ー  か、 どちらが よい か、 御意 

見 如何。 大正 十三 年頃に 人れ た カット 二三 揷 人の つもり。 

今日 理 研へ 別封の 手紙が 来た。 大兄に 傅へ よと 指定が あるので、 御 目に かけます。 長 岡 市の 人 

ださう です。 冬 彥の讀 者で 手紙 をよ こすの は 不思議と 北陸の 人が 多い 此れ はどうい ふ譯 か。 讀者 

が 其方に 多い か、 それ 共 手紙 をよ こしたり する 事が 彼 地の 人に 多. いか 分らない。 北陸 は氣候 的に 

暗く 陰 で 冬 彥的メ ディ テ ー ショ ンに 適して 居る のかと も 思 はれる。 叉 彼 地の 人 は 一体に 少し IS 

ン シプ ルツ フフ ォ ルで色 i の 注文 を 出したり する 傾向が あるかと 一 一三の 實 例から 想像 もされる。 一 

人情 地理 學の 一 題目であります。  一 

君の 「無題」 「仙臺 より」 も 纏めて 見たら 如何 や. 轡を 並べて 出陣 も 面白い、 老 武者と 若武者 i 


一 一月 十三 曰  寺 田黄亲 

森 田 大兄 玉 案下 


しづ/ \> と 打た せて は どんな ものに 哉 

右閣 事の み 草 >、 

二月 十四日  寅 

豐隆樣 玉 案下 

I 五 四 六 

二 弓 十四日 火 本： 駒 込^ 町 二 四よ リ長岡 市 學校町 三 丁  „ ^内 W 宗義 氏へ 〔封筒な し〕 

稗 懇篤な 御手 紙 を 頂戴 致し 誠に 難 有う 御 坐い ました、 又つ まらぬ 作品に 對し 過分な 御 褒詞を 玉 

はり 喜ばしく 叉 慚愧の 次第に 存じます。 御 見受けの 通り 自分 は 學問も 藝術も 生活 も 1^ 別の 分らな 

い 人間でありまして、 丸で 一生 を 唯 道樂に 消費して ゐ るので はない かと 思 ふ 事 もあります。 そ.. - 

で 一 人で も 自分の 作品 を 何等かの 意味で 評價 して くれる 人が あれば、 其 度に 道樂 者の 罪に 對 する 

减 w の 宣吿を 聞く やうな 氣の する 事 もあります、 御 一 笑 を 願 ひます 

右御禮^^ー、 御手 紙 は 豐隆に 見せて 喜ばせて やり まし やう 草 i 

二月 十四日  寺 田寅彦 

內田宗 義樣玉 案下 

一 五 四 七 

二月 十八 曰 土 午後 零時— 四時 本鄉 厘駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小 宫豐隆 氏へ 
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御手 紙 難有拜 見し ました 

阿部 君が 君に 會 いたいと 云って 居た の を豫め 通知す るの をす つかり 怠って 居て 失禮 しました。 

先日 上京 會食 の 節歸 札の お 一仙 臺 による か ら其時 君と 話 したいと 云って 居た の を 忘れて 居ました。 

阿部 君 は 東京 理科 大學 の 理論 物理 學科 卒業 の 理學士 で、 眞 面目な 特學 の士で 相對性 理論 の 研究 も 

あり 著書 も あるが、 認識論 的 方法論と か 科學の 基礎と かいふ 方に 造詣が 深く、 岩波の 色 立な 講坐 

にも 書いて 居る 害。 札幌 では 希 職の 自然 科 學等を 講じ、 今秋 あたり は 岩波から 其の 本 を だす 事に 

なって 居る。 

タイ ムス 社長になる 前 は、 早稻 田の 講師 をして 居た。 同 君の 父親が 東武 とい ふ 代議士と 二人で 

タイ ムス 社の 創立者で 大 株主であった ので、 その 御父さんが 社長 をして 居た。 御父さんが 亡くな 

つて どうしても 阿部 君 以外の 人で は 社が 收 まらない 事情の 下に 社長と なった。 ところが 社長に な 

つて 見る と 非常にい、 社長で 着よ 事業 改善 を 行 ひ、 新聞 賣 高が 激增 して、 競爭 者た る小榑 新聞 を 

すっかり 見下ろして しまった さう であります。 いがくり 頭で 鬚 もな く 小男で-一 コ.， ^して 居る が 

社員 はとても 恐ろしが つて 居る さう であります。 和歌 も 少し 作る。 油鎗も 面白い の を かく、」 昔 

から 少 生の 處へ 「遊びに 來る」 述 中の 一人で、 いろくの 打開け た 話 もす る 間柄であります。 よ 

く 大兄の 噂 をす るし 又賣著 も 讀んで 居る し、 かた， ^ 一  度 逢 ひたいと 云って 居た のでした。 

此れ だけの デ I クを豫 め 君に 通じてお くの を、 うっかりして 居た ので、 少し 調子が 合 はな かつ 

たかと 後悔して 居ます。 

右の 御 詫び 迄 草ぶ  . 
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寅 

瞧 Hi  隆樣 

二伸 松 根と は 今夜 雪に もめげ す 例に より 連句 を やって 今歸 宅し ました。 母堂 を 亡くして 淋 

しく も ある やうです が、 叉 或 意味で フ ライに なった ので 仕事の 方に 幾分の 新し い 希望 も 抱かれ 

る譯 で、 漉 柿 同人 も 僕な ども さう いふ 方に 元氣 をつ け、 自分 も その 氣に なって 居る やうで あり 

ます、 

I 五 四 八 

二月 十八 曰 土 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 〔封简 なし〕 

其 後 は 御 起居 如何 や、 不相變 元 氣に御 勉強の 事と 大慶に 存じます。 此間米 田 君が 歸 札され たの 

で當 地の 樣子は 御 聞知の 事と 存じます。 

雪 子 も 一 月 十日 頃 退院して 以來 無事に 恢復 殆どもう 舊の 通りに なりました から 御 安神 を 願 ひま 

す。 他 も 皆無 事であります。 正 二 は 宅で は 勉強が 出来ぬ とかで 郊外へ 下宿す ると 云って 居る、 果 

して それで 勉 强出來 るか 疑 はしい が 鬼に 角 ヱ キス ペリ メント として- さう させる 事に しました。 

目黑區 自由 ヶ岡と か い ふ處 であります。 

東 一 の 友達の 〇〇 君の 近狀を 知らなければ ならぬ 事情が 生じて 來た。 それ は 同 君が 私の 舊ぃ友 

人の 家庭 敎師 として (ほんの 一時の 約束で は あるが) 雇 はれて 居る からで ある。 それで、 もしも 

〇〇 君が、 現在 思想 運動に 關 係して ゐ るか、 或は、 さもな く 共、 他人の 子弟に さう いふ 思想 を 注 
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人す ると い ふ 傾向が あるならば、 鬼に 角 私と して それだけの 事 を 含んで おかないと 義務が 立た な 

いやうな 氣 がする。 

勿論 東 一にしても、 現在 どうと いふ 1( 休 的の 事實は 知る 害 もない と は 思 ふが、 唯 何 かしら 參考 

になる やうな デ-タ なり 或は 意見な り 聞かせて 貰 へれば 難 有い と 思 ふので す。 自分と して は、 な 

るべ く 〇〇 君の 折角の 生活の資 を 得る 途を 塞ぎた くないので. 唯 友人の 家に 累を 及ぼす やうに な 

つても 困る と 思 ふだけ であります。 東 一 の 知る 事實 だけ を 知らせて 貰 度と 思って 居ます。 

東京 は 昨日 降奪數 寸^った が 今日 晴で暖 く 大概と けた。 此れで もう 段々 暖 くなる 事と 希望して 

居ます、 御 地 は 未だ 中々 でし やう。 スキ —は 其 後 如何 哉 

實驗は 如何 哉、 どうか 健康に 用心した 上で 御 出精 を 祈って 居ります。 

二月 十八 日  父より 

東 一 殿 

中 谷！！ I？ 山 崎 君 へ も， 冗し く 

一 五 四 九 

二月 十九 曰 B 午後 零時 . 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 區表町 七 四 宇田 道隆 氏へ 〔宇田 氏 原稿に 

加笨 せる もの、 小字 は 宇 m 氏 J 

二  東 豆 HS 岸久々 の 大漁 也 

〇 細に 通く ぶり 三 万 や 濱の春 
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相 州 セ ノウ ミ にて 

^月 を 浴びて 鰺釣歸 るな り 〔ぬ 句 滿ぉを 浴びて 歸釣歸 りけ り〕 

館 山 西 ノ濱诸 にて 珍 魚 を 得たり 

〇 振袖と 名も艷 かや 春の 魚 〔原句 振 軸 8 艷 なる 魚 や 春の 潮〕 

二  =： 南 豆 蓮台 寺に て 雪に 逄ふ 

〇 静けさ や 湯 壺に消 ゆる 春の 雪 〔原句 淡雪の 空に て 消 ゆる 湯の 烟〕 

湯の 村の 雪に 喜ぶ 童 哉 〔原句 湯の 村に 雪 を 喜ぶ 童 哉〕 

# 上 

cAi 落ちて 夕 曰の 富士 や. 冴え返る ョ句 西風 落ちて 富士の 裏より 冴え返る〕 

殘.&^ゃ庇を下る日に五尺 〔「下る」 の 二字 消し あり〕 

〇 庭 難に 馬屋の 屋根の 雪崩 哉 〔原句 庭雞の 飛び 返き 走る 雪崩 哉〕 

一 一 月サ 八日 長男 出生 を 喜び て 

桃の 花 こぼれし 床 や 初の 牽 

月 島より 議事堂 

？ つらら かや 甍の 上の 白き 塔 〔原句 うらら かや 議事堂の 塔 白く 浮き〕 

X 辨慶の 溜めし 、疯ゃ 春の 川  . 

一 五 五 0 
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二月 十九 日 日 午後 零時 ー四 時 本 鄕區駒 込^ 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 米 ra 滕 

彥 氏へ 

御手 紙 を 難 有う 御 坐い ました、 御 無事 御歸任 大慶に 存じます、 其 後 御 健康 は 如何 やと 存じます 

どうか 御 自愛 を 祈ります 

御 滞在中 は 一 向に 何の 御 役に も 立た す 慚愧の 次第で ありまし たが 此れ を 機 緣に將 來何か 御の 御 

役に立 つ 事が 出来れば 大 幸と 存じます。 

當地は 昨日 降雪、 東京に して は 相當に 積り ましたが 今日は 晴れて 暖く 大概と けて しま ひさう で 

あります。 もう 寒さ もさう 長く はない 事と 思 はれ、 老体に は 一日 も 早く 溫 くなる のが 待 遠し い 次 

第であります 0 

右 不取敢 の 御 返事 迄 余事 後便に 讓 ります、 池 田さん に 敷 钾鳳磬 を 祈ります 草よ 

一 一月 十八 日  寺 田寅彥 

米 田 勝逢樣 

一 五 五 I 

二月 二十 八 B 火 午後 四時 1 八 時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ札幌 市 北海道 帝 國 大學 理學部 

物理 學敎室 米 W 滕彥 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 先日 は 北海道 名產種 よ 澤 山に 御 惠與被 下 難 有 日 .-賞 味 致し て 居り 

ます。 三角 網の 場合の 液 滴迥折 図形 面白く 拜見 致しました、 實に與 味の 深い ものであります。」 
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液 滴が 余り 細かく 割れ 過ぎる 爲に 図形が 複雜 になる が、 あれ をもう 少し 割れな くす ると 一 層 規則 

正しくな るかと 想像され ます。 レ ー リ— か 誰かの やった 實 際で、 水の jet の 近くへ 荷電した 棒 を 

近づける と jet の 滴が 大きく 集合す る あれと 同じ やうな 譯で 網の 下に 適 等な 電場 を 作つ ておいた 

ら 或は もっと 奇麗に なり はしない かと 思 はれます。」 jet の實驗 は、 水道 を ゴム 管へ つないで 其 

口から 拋物線 を 描いて 噴出 させ、 其 近くへ エボナイト を 摩擦した の を 近づければ 見られます。 経 

三 ミリ 位の 口から 出せば よい やうであります 

右 御 返事 迄 

I 五 五 二 

I  二月 九日 木 午後 八 時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 本鄕區 東京 帝國大 學地赏 研究所 宮 部直已 氏へ 

r 齒 はがき〕 

「裹 に〕 

土曜日に 御 出の 節少生 机上に ある 武者 君の 「地震の 發光 現象」 の 本 を 持って 來て頂 度 御 願 致し 

ます。 

贵槁は それ迄に 拜見 致す つもりで 居ります 

右 御 願 迄 草 M 

I 五 五三 


404 


年 八和昭 


一 五 五 四 

一一 一月 十 =IB 月 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四より 長 岡 市藥. 校 町 三 丁目 內 m 宗義 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有う 御^いました 早く 御 返事 巾 上げる の を 取 紛れ 遲延 致しまして 失禮 しました 

色々 面白い 御 研究の 結果 を 御 報 導 下さいまして 難 有く 又 愉快に 存じました C 折角 色え 御調べ に 

なった もの 、其 儘し まつ て 御 置きになる の は 惜しい やうに 思 はれます ので、 g 令 完全に は 纏まら 

なくても 同好者の 參考の 意味で 「科 學」 叉 「應用 物理」 等へ 御 寄 *1 になって は 如何 かと 存じます 0 


三月 十 I 日 土 午前へ 時 十二時 本！^ g 駒 込 曙 町 二 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 【は 

が き 一 

御手 紙 難有拜 見. 三 陸の デ ー タ 蒐集 甚だ 有益と 存じます、 どうか 徹底的 御 調査 を 願 ひます。 海 

の 場合 は 夜光虫 も 一つの ファ ク トルに な. るので、 水產 方面の 人に 彼方 面の 夜光 ブラ ンク トンの 分 

布 を 聞く 必要 も あるかと 存じます。 故末廣 所長 令息に 御 聞きになる もい.， かと 存じます c」 漁 i 

關 係の 方 も 出 來れは 調べ 度い ものと 存じます。 數日前 畑 井 教授に 會ひ ましたが、 今年 は 凡ての 魚 

類に つき； II 同様の 實驗を 開始す る計畫 との 事で、 此れ も 喜ばしき 事と 思 ひます"」 今度の 「地震」 

にある 支那 地震 記錄を 見ました が 其 中に 屡 i ある 一地 生 毛」 は 何の 事で しゃう か C 御 研究 如何 

右 御 返事 迄 草 >、 

三月 七日 

讀賣 の 記事 拜見、 此れに より 若干で も 材料 が 寄れ ば 喜ば しくと 存じ ます 
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「、ん こう一 の # など， ぉ來の 文献 も 稀な ので 特に 御 發表を 希望す る 次第で 御 坐い ます。 し 

お" れリの J れ尸 は" 成 層に 就て は 京都 大學 の野滿 敎授 が 大分 詳しく 實驗 をつ：： れ 

ま" お" わ 1 はない かと！ れ ます。 此頃 I ぽ！ に 1!  i  a  J 

ました 力.！^. ^?^.3^:2^>,>カ -  つ 、 13= さ.^ て HIP ります。 比れ で 見る と 1 メ 

t>2-lodic  Structures を 見ました が、 此れに 色ぶ の 文 南 力 3 用 さォて 居ます、^ t マ 

勺產 e みで 說 明され るか どうか 未だ 不明の やう i はれます。 filHlAaK^ 

き；： ほ r に Mr 事が あり 過ぎて 中 4 が 届か す、 同好の 士が澤 山に あって 色 あ 研究の I 

を 見せ 5 くの I しみ であります、 どうか f 御 研究 を 祈 度と 存じます 

右 乍 遞延御 返事 迄 草.^  寺 田 ま 

一一 一月 十三 日 

內田宗 義樣玉 案下  ■ 

I 五 五 五 

三月 十六 B 木 午後 si 十二時 本 鄉|込 上 富 士前町 理化學 S 所より 小石 川 區大霞 町 I き 伎 

、  「まがき 一 

I 今 曰 I めて |,の廻 り 合せで 大兄に うそをついて 直立不動 sf""u" お" S 

う ザく と 逃 出した とい ふこと に 55 なって しまって 申譯 ありませ 

I して 此れ はいけ なかった と 思って ひどく 恐縮し ましたから 一寸 それ I 上け てあいて 余はネ 

の 機 會に讓 り 度と 存じます 草." 
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三月 十六 日 午後  寺 田寅彥 

一 五 五六 

三月 二十  一 B 火 午後 零時— 四時 本鄕ー III 駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 极豊 次郞 氏へ 〔はがき〕 

今日 小山 (安倍 君の 甥の) 書店 主人が 來 たから 例の 連句 集の 話 を 持 出したら、 喜んで やる との 

事であった。 ffl し 一 頁 六 行 四百 頁 は 体裁上 色え 工合が 惡 いので、 矢 張 六 行 十二 行 十二 行 六 行で 一 

卷四 頁、 五十 卷で 二百 頁が 手頃で はない かとい ふ 事に 一 一人の 意見 は 一 致す る やうであった。 行が 

多く あくと 裏の 印刷が すくて 見え 易い さう です。」 厚い 日本紙で 刷れば 大分 IK 澤な 感じが 出る と 

いふ 話です。」 どうか 御 考澄を 願 ひます。 


「^の 跡」 の 句の 次 

窓 掛のレ ー スに 動く 藤の 海  . 

は 如何 よければ 次 を 考 へまます 

三月 廿 一日  寅 彥 

一 五 五 七 

三月 三十 一 曰 金 午後 零^ i 四時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區誠訪 町 五 九 小. 5 書店へ 〔はがき〕 

拜啓 例の 樂譜 もう 二三 日 待って 下さい、 つい 怠って ゐ ました 
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右 御 願 迄 草 i  g 

「無題」 と 「曙 町より」 との タイトル 頁 は 省きつ けて 組んで 下さい、 頁數 がその 爲變り ま 

すから 惡 しからす 

一 五 五八 

四月 四 曰 火 午前 八 時，： t  二 時 本鄕 S 駒 込 暧町ニ 四より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はが 

き - 

昨日 は 電話で 失禮、 七日に は 航空 研究所の 歸 りに 參上致 します：」 少生は 電話の かけ 方が 甚だ 

ぶっきら棒で いけない さう で 時え 人から も 宅の ものから も 抗議 を 受けます。 木地が 出る のか も 知 

れ ません、 併し 一 つに は 耳が 惡ぃ爲 に 聞 取れない の を 理解し やうと する 努力に 一 切 を アブ ソ ー ブ 

される のが 大きな 理由ら しい」 小山 君の 處で^ 神の 「無題」 を 集めて 出して 貰 ふ 事に なりました、 ， 

いよ. く賫文 業者と 成り 下った やうな 氣 もす るが 此れ も 運命 だと 思って 成 行に 任せて 居ります 何 

だか 少し. S 恐ろしく もあります」 

余事 拜 眉の 上申 上げます、 臺 灣論拜 聽を樂 しみと 致して 居ります 

四月 三日  寅彥. 

一 五 五 九 

四月 四 B 火 午前 八 時-十二時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 小石 川區識 訪町五 九 小山 ニ郞 氏へ 【はがき〕 


年' \和昭 


拜；^ ；:、 高略屋 百貨店の 八 階 (？) にェ藝 美術品 展覽會 か 開 がれて 居る が、 其處に 一 出 雲 紙」 

する 祇を つて 居る。 色よ の 色の が あるが、 あれ を 表紙に 使って 見たら どうかと いふ 氣 がす 一々 

大 ン て高價 な， 我で はなさ、 うであります。 御 序が あったら 一度 實物を 見て 頂き 度い と 存じます C 

尤も 一はい ばら」 にで も あるかと 思 ひます。 あの 紙の どれ かに 朱の を 刷ったら 中え^くて 美 

し いものが 出來 さう に 思 はれます 

；;: 心 付き たるま 、巾 上げます、 裨探否 は 御 自由に 願 ひます 

四月 三日 

I 五六 0 

四月 五日 水 午前 八 時： 十二時 本 It 區駒込 曙 町 二 四より 小石 川 區表町 七 四 宇 m 道隆 氏へ L 宇田 氏 原稿に 

加筆せ る もの、 小字 は 宇田 氏. i 

昭和. へ ：45 '一一 一  H: 相 模灣親 測 中 船 内 感冒 流行-」 歸 京す： 

cfeli 打つ 波音 や 冴 返る 〔原句 お を 打つ 波音 や 春の 風邪〕 

(春の 風邪 は 無理な り) 

越 力-^ 重 樓の味 ひに 一 句 

花 _貪 や ほの. <\>.y ふ 越の 养  一 k 句 花漬ゃ 湯に 春の 香の ほ，.： ぼのと」 

〇^^海荅 の 陽に かき 潮干 哉 

芽 柳 や 三日 見ぬ 間の 塵の 街 1. 原句 芽 柳に 驚く 朝 や 塵の 街」 


〇 潮干狩 霞に 暮れて 歸る なり 「原句 潮干狩 霞に 幕れ て歸 りけ り〕 

とする 方 何となく のんびりした 心 持が 出 まし やう 

香 宗我部 (繁 尾」 夫人 を 悼む (本年" 正 =o 

白梅の こぼれて 土に 春寒き 「原， 习 白梅の 一片 散りて 春寒き〕 

果敢 さや 雪に 折れた る 梅の 枝 〔原句 果敢 やなき に 折れけ る 梅の 枝〕 

梅の 雪折れ は 物理的に 不可能と 思 ふ 

一 五六 一 

四月 初 IS 本 鄕區駒 込， i= 町 二  31 より 池 E 芳郎 氏へ 【封筒な し〕 

御 尊父 樣御病 氣の處 御 捉養不 被 爲叶御 永眠の 赴傳聞 致し 痛惜の 至に 存候御 一 同様 御 愁傷 鄭 落膽 

の 程 如何 計 かと 拜察致 候 

右 御 E? 詞迄. S. 述度 草. -如此 御 坐 候 不盡 

寺 田 寅 彥 

池 田 芳郞樣 

一 五六 二 

四月 十三 B 木 午前 八 時 ii い 二 昨 本鄕 區 駒 込 曙 町 二 四より 豐島" 奥 鴨 ニノ 一九 三  一：^ 部芳治 氏へ 

御手 紙 並に 高著 「讀 書に ついての 断 想」 難 有 拜受致 候 
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. 冬 彥集及 績冬彥 集に 關 する 高評 不 取敢拜 見過 分の 御 褒辞に て 却つ て 汗 額の 至に 存候御 懇情 誠に 

難 有 拜謝致 候 

御子 様 方の 「ぉぢ いさんへ」 の 御見舞の 手紙 乍 失 禮實に 面白く 可愛く 拜見致 候 迀生も 「お ぢぃ 

さん」 が 羨ましく 相 成 候 彩 子さん の ス ケッ， チも 中- - 面白く 愉快に 拜見矢 張 大人に はない もの を 子 

供 は 持って 居る と 感心 致 候 ど うか 純 也 君 彩 子孃皓 ちゃん に宜敷 御鳳聲 の 程 祈 候 

右不取 敢贵酬 御禮迄 申述候 高著 は 永日 閑 讀を樂 し み 居候 草. - 不盡 

四月 士 一日  寺 田寅彥 

阿部 芳治樣 玉 案下 

一 一 仲 近. - 小山 書店より 「柿の 實」 と 題す る 短文 集 刊行の 豫定に 有 之 右 出 來候は k 一  部 呈上 

可 致と 存候御 笑 覽被下 候 は 大 幸と 存候 

I 五六 三 

四月 十七 B 月 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 亮 氏へ 

御手 紙拜見 致しました、 先日 はどう も 御馳走 難 有う、 御父さん はもう 京 域の 方 かと 存じます が 

それ 共 未だ 御 滞京 中です か、 どうかせ 敷 御 傳へを 願 ひます  • 

十四日に 五反田 驛で 見かけた 人は少 生に 似た 他人であった 事と 思 ひます、 少生は 十四日に は 駒 

場の 航空 研究所 へ 行った の で 新 宿驛は 往復に 通過し ましたが 小 田 急 電車に のった ぐけ で 省線に は 

乘ら なかった のであります。 御 話しの 通、 何時も 見る とちが つた 服装 だと 人の アイデ ン ティ フィ " 


ケ ー シ ヨンの 出来ない 事 はよ くあります c」 數年 前" 或 食堂で いつも 見かける 人が 往來を 歩いて 

居る のに 逢った とき、 何處で 見た 人 だか 一寸 思 出せない 事が ありました」」 科舉の 研究で も、 他 

の 現象と 共存して 居る 場合に 旣 知の 現象の 存在 をす ぐに 認め 得な い 場合が あるか も 知れません、 I 

鬼に 角 此等は 面白い 事實 だと 思 ひます 

お 御 返事 迄、 寧 校の 歸 りに でも 理硏へ 遊びに 御 出なさい。 草 >、 

四月 十六 日  寺  田 

安 倍 亮 樣 

一 五六 四 

四月 十八 B 火 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 長！： 市學校 町長 岡 高等 工業 學校 

住宅 內 E 宗義 氏へ - 給 はがき 理化學 研究所 正 門〕 

〔寫眞 S 上部に、 正面 建^  二 階 右端 の 窓に 矢印 を附 し」 

矢の 尖端の 窓が 少 生の 机の 左 脇に あります 

此れから 大 銀杏の 若芽の 生長 を 毎日 眺めます 

〔寫眞 ハ 下部に」 

此の 門內は 時々 蒲 田の 映： 到の ロケ ー ショ ン に 使 はれます 

大抵 大學の 敎{ 至の 場に 使 はれます 少 生の 窓 も 時よ ス ク 〔リ〕 I ン に i おる ことの 光榮に 浴し ます 
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一 五六 五 

四月 十八 日 火 午後 零時- 1 四時 本鄉 S 駒 込 上 富 士前町 理化學 W 究听 より 京都市 左 京 區北白 川 別 町 八 〇 

後藤 平氏へ 〔給 はがき〕 

〔おに J 

先日 御 來訪の 節 は失禮 致しました、 此度は 文献 色. -御示 敎被下 誠に 難 有う 御 坐い ます 御 かげ 樣 

で 多大の 参考になります 

なほく 御 自愛 御 研究 を 祈ります  - 

四月 十六 日 

I 五六 六 

四月 二十日 木 午前べ 時 トニ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

拜； k 、： ：、 御 滞在中 は 何の 御 構 ひも 不中 上失禮 のみに て相濟 ます 候 何卒 不惡御 海容 被 下 度 願 上 候、 

十六 n は 日曜で ない つもり で 居た 處 日曜 であった ので 理 研へ 行かす 御 目 にか、 らす にし まひ 殘ケぉ 

に 御， 候つ まらぬ n§ を 御 土産に 求め 候へ 共 御手 渡し 出來す あとより 小包に て 差 出 候 御 笑納 被 下 

度析 候お もちやの やうな ものに 御 坐 候 唯 一 寸御笑 草になる とい ふ 事件 は、 少生 元來 ライタ ー とい 

ふ ものが < ^り M ハ 味がなかった ので 手に した こと もなかった 處 高鳴 屋を ひやかして 居る 時 偶然 眼に 

ついて 一 寸 面白い と 思った のが 即ち 今度 御途 りした もので、 それ を 買 ふ 序に 其 傍に あった 別の 口 S 
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をう つかり 買って しまったと いふ 一 件に 有 之 候 賣子孃 が 別に 美人であった 譯 にも 無 之 全く 其 瞬間 

の 偶然で ライク ー を 持つ 事に なった 次第に 有 之 候、 實に 世の中の 廻り 合せと いふ もの は不思 儀な 

ものに 有 之 候、 それから 一 一日 計りして 叉 別の ライタ ー を 求め 唯今 一 一つの かくしに 別よ に 人れ 居候 

此れより 時- - ちがった の を 求め それ- (-^ のかく しに 人れ 其の 機嫌 次第で どれ か を 出す と い ふ 道 

樂を 始め やう かと 存 居候 御 一 笑く  , 

東 一 儀 御高 庇に より 始めての ァ ルバ イト を まとめる 事 を 得た 事 は實に 此のお ゃぢに 取りて 無上 

の 喜びに 有 之、 當人も 此れに てはづ み. が 付き 自發 的の 研究心 も 芽 ざし 候 事と 被存 此れ も ひとへ に 

御懇 御 指導 の 賜に 有之眞 に 感謝に 堪 へざる 次 第に 有 之候尙 今後 も 何卒 御氣 永く 御 指導 御鞭撻 の 

程 幾重に も 御 願 申 上 候 

東京 も 今年 は 天候 甚だ 不順 にて 快晴の 日 は 殆と稀 に て 氣溫 も概し て 低く 理研 でも 時え ガ ス ス ト 

1 ヴの御 厄介に 相 成 居候 それでも 時候 は爭 はれす 窓外の 大 銀杏に も 淺綠の 若芽 を 吹 出し テ 一一 ス コ 

1 ト にも ボ 1 ル の 音 を 聞く やうに 相 成 候 御 地 にても そろ 好 季節と 相 成る 事と 存候 益. ^御 自愛 

御 研究 專 一 に 存候少 生の 眼鏡 を 通して 見た 處 では 札 幌中谷 研究室が 日本 物理 學界の 水平線 上に 聳 

へ て 見え 候 御自直 肝要と 存候 

右 御 挨拔旁 草 M 申述候 不盡  . 

寅 逢 

中 谷 君 玉 案下 

二伸 御 令 窒樣へ も {n^ 敷 御 鳳 聲の程 願 上 候、 愚妻よりも 万え 宜敷 申出 候 
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一 五六. 1」 

四月 二十 二日 土 午後 八 時 i- 十二時 本鄕 l5il 駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 道中 無恙御 安着 大慶に 存じます、 御滯 在中 は 何の 歡待も 出来す 遺憾で ありまし 

た、 

今度 は 御 勉強 の 効 具-が 具体的に 現 はれて 鬼 も 角 も はじめての アル バ ィ ト が出來 喜ば しい 次第で 

あります、 此の 親父に とりても 何よりの 喜びであります、 どうか 此を 振出しに して 益々 自重 精勵 

面白い 研究 を. 繽 ける やうに 祈る 次第であります C 健康が 何よりの 第一 義故此 点 は 十分 御注意の 上、 

こ \數 年 は みっしり 御 勉強が 肝要と 存じます、 將來の 事 も 目下の 成績 如何で きまる 事 かと 思 はれ 

ます。 併し そんな 事 は 別問題と して 專心 現在の 仕事に 沒頭 する のが 一 番 愉快な 事で も あらう かと 

田 心 はれます、 

東京 はどう も 未だに 寒くて 多雨、 好 晴の日 は 半日と 鑌 かす 今日な ど は 午後 雷雨が あつたが 此れ 

で 或は 天氣 がよくな るかと も 思 はれます、 

右 御 返事 迄、 なほく 御 自愛 御 勉强專 一に 存じます 草. -  . 

四月 廿ー 一日  父より 

東 一 殿 

二伸 中 谷 君へ も { 且敷  ， 
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一 五六 八 

四月 二十 二  B  土 午後へ 時. ー 十二時 本 鄕區駒 込 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 璺次郞 氏へ 「はがき〕 

昨日 は どんだ 失禮、 朝 出が け 迄に 御 端 書 も 電話 もなかつ たが 念の 爲に五 時數分 前に モナ ミ へ 行 

つて 見廻 はした が 御 出な く、 矢 張 未だ 御歸 京ない ものと 考へ て 銀 坐の 方へ 出て しまったの であり 

ました」 

「無題」 の 集錄も 本文の 校正 は出來 たが、 装 幅な どが 中. - 手間が とれて 進行せ す、 併し 五日 中 

位に は 出る 事になる と存 候」 


友人の 葡萄の 画に 黉を賴 まれ 考案 中 「清け さや 色 さま/ \ に 露の 玉」 など は 如何 や 御 斧正 を 乞 

ふ 0 

义學士 院 受賞者 に 祝の 色紙 を賴 まれ 苦吟 中 「蒸 風 や 玉 を 磨け ばお のづ から」 では 何の 事 か 分か 

る まじく 哉、 御高 見 御；^ らし 被 下 度 祈 候 

四月 廿 二日  • 

一 五六 九 

四月 二十 六 B 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 和 m 小 六、 岩 本 周 平、 二 氏へ 「封筒な し〕 

謹啓 本日 は 失禮致 候、 食後 歸路 電車の 中で 一寸 考へ 付きた， る 事項 御參考 迄に 申述候 
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無電 應答 中絶の 原因 を考へ る 場合に 一 つの 可能性と して 考慮すべき 事 を 會議當 時 心 付かす 歸 I ぬ 

心 付き 候、 それ は 無電 ァ ン テナに 雪が 粘着して 風 壓を增 し 切断の 原因と なり はせ す やとい ふ 問題 

に 有 之 候、 當 日の 雪 は 可成 柔 かく ポク 雪な りし やうに 了解 致 候が、 九州 邊で ふる 雪 は 殆ど 柔 かく 

粘着性に むかと 想像され、 殊に 無電の 中絕 せし 頃 は 谷間の 低空 を 飛行せ し 故猶更 さう かと 思 は 

れ候、 此れが ァ ン テナに ぶっかった 時に 果して 粘着す るか どうか は 問題と 存じ 候へ 共 粘着せ すと 

も 断定し 難く、 此 点に 就て は 飛行家の 経驗を 聞けば 余程 參考 になる かと 存ぜ られ候 C 

今 一 つの 疑問 は 雪が 附着した 爲 に何處 かの 絶 緣が惡 くな り 其爲に 通信 不能に 陷 ると いふ 可能性 

はなき 哉 此れ も 一 應は 追究すべき 事項 かと 被存 候、 少生は 飛行機 無電 装置に つき 皆目 無 知識 故 全 

く見當 つかす、 此点專 門 家の 意見 を徵し 度と 被存候 

無電 技師の 死骸 は機體 後部に ありし 由に て、 此れが 何 を 意味す るか も 研究 を 要する 事と 存候、 

通信 不能と なりたる 故、 他の 仕事の 爲 後部に 行きし かそれ 共通 信 故障の 原因 を しらべ る爲に 行き 

しかも 疑問と 被存候 

鬼 も 角 も 無電 故障が 墜落事故と 無關係 かどう かと い ふ 点 をよ く 研究す るの も 大切な 要項 かと 被 

存候 

右 思 付 候 ま， - 不取敢 御參考 迄に 申述候 

余事 拜 眉の 節に 讓り申 候 不盡 

寺 田 寅 

和 田 敎授殿 
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岩 本 敎授殿 

一 五 七 0 

五月 十九 B 金 午後 四時，— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區識訪 町 五 九 小山 書店 小山 ニ郎 氏へ 〔は 

がき 速達便〕 

拜；^ =、 扭て出 雲 紙 各種の 1^ 本 断 化 を 至急 牛 込 余 丁 町 四 一 松极 東洋 城へ 郵送して 頂 度 御 依 賴中上 

げ ます？ それから 右 出 雲 紙の 注文先 も 右松 极 君へ 御 一 報 願 上げます。 都合に より 近刊のお 集の 中 

に 禅 人す る 扉に 使用し やう かと 云つ て 居ます。 

右 乍 勝手 御 願 迄 草. - 

五月 十九 日 

二 仲 序に 紙の 大さ及 價格も 御 一報 願 ひ 升 ， 

一 五 七 一 

五月 二十四日 水 午後 四時 1 へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 M より 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ三 三 森 田 米松 氏へ 〔はがき〕 

释 「のんびりした 話」 難 有拜受 早速 處々 拜 見した が、 此れ は少 生な どに は减 法界に 面白い 本 

と 思 はれます から 改めて 始めから すっと 通讀 する 事に 致します." 電車の 中で 讀む 方が 時間の 方 は 

都合が い、 が、 し 電車の 中で うっかり 讀 むと 時え 自分の 顏がこ はれさうな 恐れが あるので 夜 就 

寢前 に 讀む事 に 致し ます。 前 に 讀んだ も の も ある が はじめて の もの も ある やうで 樂し みに して 居 
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ます。 大 にこれ を讀ん でのん びりして 能率 を 上け 度と 思 ひます 

右 御禮迄 草. - 

五月 廿 二日 

I 五 七 二 

五月 ニヤ 九 B 月 午後 四 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 II 大學 现學部 物理 學敎 _ 主 中 〔介 

宇吉郎 氏 へ 

拜復 先日 は 二番目の 御孃さ んが御 生まれに なりました さう で 大慶 至極に 存じ ます 御 日立ち も. S 

し いさう でぶ： ばし く 存じます なほ 此上御 加養 專 一 に 願 ひます 

色. - 面白い 實驗の 御 話ゃ寫 眞を拜 見し まして 愉快で ありました。 對流 渦の シュ リ— レ ン ぉ眞も 

面白い と 思 ひます が 御 示しの 装置で は御說 の 通り 表面の 凹凸の 影響と ィ ン デ ッ キスの 異同と の 兩 

効果の 合成され たもの が 現 はれる 事と 思 ひます が、 叉 一 方 液面の 凹凸 だけによ る ものと 撮って 比 

較 して は 如何 かと 思 ひます。 それに は 水銀 を 使 はす 底を黑 くした 器で 液面 だけの 反射 を 使へ ばよ 

いかと 存じます。 昔少 生が 綺狀 の對流 if を やった 時 は單に 窓枠の 映像な ど を 見ても 表面が 波狀に 

なって 居る 事が 明瞭に 判かった やうに 記憶して 居ります。 此の 對 流の 實驗は 本場 だけに フラ ン ス 

では 興味が 深い やうで 此間 も雜誌 Aenmautique に 紹介が 出て 居り 少生 等の 仕事 も 引合 ひ に 出 

て 居ました。 それで 此 仕事が 纏まったら 別 刷 を 右の 雜誌其 他フラ ン ス 方面へ 送る とい、 かと 思 ひ 

ます。」 日本人 は 余り 見ぬ 論文で も外國 では 見る 人が あるから 面白い」、 「椿の 花の 運動」 もァメ 
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リカの wiological  Abstract から 抄錄 をお くれと 云って 來 ました。」 平 田 君の 今度の 木の葉に 關 

する 研究 は 恐らく 植物の 方で は 劃期的の もの だら うと 信じて 居ます。 全然 物理的 方法で 所謂 ェ ン 

チ —ム の發 生や 其 作用の 時間 的 経過が 量的に 分析され るから 愉快であります。 併し 例に より 日本 

で アップ レシ H 1 ト される に は 余りに オリ ヂナ ル な 研究で、 認められる 迄に は 年月 を 要する と 思 

ひます。 實際 日本の 學界 では  一 ^に 批判 能力が 欠乏して 居ます。 所謂 H ライ 先生の 云 ふ 事 だと 實 

に 御 話に も 何もなら ないやうな 與太 論で もみん な 感心して 聞いて 居る やうであります。 世間 を征 

服す るに は 矢張ヒ トラ— などの やうに 少し 氣 狂いで ない といけ ない ものと 見えます。 人が 御辞義 

をす ると、 あべ こべ に 後に 反る やうに しないと 世界的の 事 者に はなれな いかと 思 ひます が 如何 

哉、」 いや とんだ 惡 口にな りまして 相 倚ません、 

中 谷 研究室 は 永久に 行詰りになる 心配がない 事が 近 狀の御 報道に よって 明かに なり 欣賀 に堪へ 

ません、 右 御 返事 旁 草、、 巾 上げます 不盡 

五月 廿 七日  寅  彥 

• 中 谷 君 玉 案下 

二 仲 御 令室 様に 宜しく 御 鳳聲を 祈ります 

一 五 七三 

六月 IB 木 午後 四 時- 1 ベ 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 W 究 所よ リ 長！： 市 學校町 三 丁目 内 E 宗義 氏へ 

「絵はがき〕 
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先日 は 御手 紙 難 有拜見 致しました。 墨汁の 實驗は 其 中 報 文 を！！ 曰きましたら 御 批評 を 願 度と 存じ 

まづ 

日本 學術協 會報吿 にある！^ 〈作 氏の 報 文 御知らせ 難 有う 御 坐い ました、 あれと は 少しち がった 事 

を 色よ やって 居ります ので 其內 御高 見 を 仰 度と 存じて 居ます。」 

科學へ の 御 寄書 面白く 拜見 あの 物質 も カク フォ レ シ スを 御試驗 になったら 面白い かと 存じ ま 

す。 叉 あれ を 媒質に して リ ー ゼ ガン クを やって 見たら どんな もの かとい ふ氣が 致しました 御高 

見 如何 や 

六月 一日  寺田拜 

.  一 五 七 四 

六月 一 B 木 午後 四時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 11 より 牛认！ 區余丁 町 松 根 豐次郎 氏へ 〔給 はがき S 

化學 研究 听 正門〕 

〔表に〕 

明日の 會は新 宿の 例 所に 致し まし やう 

余事 拜 眉の 上  . 

六月 一 日 

〔門 内 正門の 建物の 前の 自動車に X 印を附 し〕 

所長の 自動車、 近頃 新しい のと 代った。 は 古いの 


寅 


2 

4 


ft- 而？ 速 物 二 階 右端 の 窓に 〇 印を附 し〕 

此れが 少 生の 窓であります 

一 五 七 五 

六月 六日 火 午後 四時 ー 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 池 E 劳郎 

御手 紙と 原 犒拜受 致しました。 實驗 大變に 面白い と 存じます、 多分 文献 はない 事と 思 ひます。 

來 十一 一日に 紹介 致します から 左様 御 含 my を 願 ひます 

滴が 絲狀 になり 彎曲す るの は、 アド ヒ ー ジョン、 表面張力の 影響 もあります が 俳し、 滴に 伴 ふ 

て 落下した 周 園の さ氣が 液 の 急 停止 の 爲、 渦 環 の 如き もの を 生じる 其の 影響 も 大分 重大. か と 思 はれ 

ます。 滴が 撗に はねられ るの は 表面の 力の 爲に 流れが 曲げられる 爲 でし やうが 紐が A- の 如く 

力 ー ヴす るの はどう も 矢の 樣な氣 流で 吹かれる ので はない かと 思 ひます が 如何 や。 此れ を檢 する 

に は ヱ —テル か 何 かの 滴 を 用 ゐてシ ュ リ— レ ンで 取って 見れば、 此の 氣 流が 見え はせ ぬかと 思 は 

わます 

それで 論文 最後の 處に 一 言、 「滴の 衝突の 際 生す る 穴 ェ氣の 渦流の 影響 も あるか も 知れない」 とい 

ふ 意味の 事 を 加へ てぉぃた方がょくはなぃかと思ひますが如何^^^ 

右 要 事の み。 草 i 不盡 

六月 五日  寺 田 寅 紊 
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池 田 學兄玉 案下  . 

一 五 七 六 

六月. PB 水 午後 零時-四時 本 鄕區駒 込 町 二 四より 小石 川區 駕籠 町 末 廣恭难 氏へ 

謹啓 乍 唐突 左記の 件 御 示教に 預かり 度 願 上 候 

東北 地方 沿岸 冬季に 於て 夜光虫の 密度 ( 一 立方 極に 何個) の 大凡の 見當、 即 最大限と 最少 限 

右 は 例の r 津浪の 光」 に關 する 考察 上 參考と 致 度と 存候 勿論 極めて 概 唇の 見 當 にて 宜敷、 例へ 

は  一 S の 水に ニ個づ 、とい ふ 事 はない とか、 或は 十 立方 米に 一つで は 少な 過ぎる とかい ふ 程度に 

て {且 敷く 存候、 右 乍 勝手 何卒 宜敷御 願 申 上 候 

なほ 貴君の 御考 にて ノ クチ ルカ 一 個の 光って 居る 時の 光度と 線香 一 本の 光と 比べ て いづれ が强 

いと 感ぜられ 候 哉、 此れ も 御意 見 を 伺 はれ 〔れ〕 ば大 幸と 存候、 少 生の 記憶で は 同程度で はない 

かと 思 はれ 候が 如何に 哉 

尤も 夜光虫と 線香で は 光 色の 相違が 大きい 故 比 絞 は 困難と 思 はれ 候へ 共、 程度 は 略 同じ かと 思 

はれ 候、 

それから ノ クチ ルカ は 矢 張螢の やうに 点减 する やうに 記憶 致 します が 如何 哉、 

電流の 刺戟で 夜光虫が 一 齊發 光す る やうな 事 はない ものに 哉、 何 か 文献 あらば 御 示 敎願上 候 

甚だ 勝手なる 御 願に て 失 禮と存 候へ 共 何卒 宜敷御 示教の 程 祈 候 草え 

六月 七日  寺 田 寅 彥 
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末廣 恭雄樣 

二伸 御 母堂 様へ 不惡御 鳳 聲願上 候 

I 五 七 七 

六月 〔.iJ〕B 水 ヤ後 零時 ISIS- 本鄕^ 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 京橋區 W 島 水産 試 驗場宇 W 道隆氏 

一 

1 菜の 花の 一き わ 明し 晝の雨 〔原句 茱の 花の 一き わ 明るし 春の 雨- 

李 題 を 重出す るの は 句 を 弱める からなる ベく 避く る 事。 「茱の 花やか、 やく 空に 烟る 雨」 とで 

も すれば 少し ははたら く かと 思 ふ 

2 蓑 笠 も 魚 籠も 烟るゃ 春の 雨 〔原句 筵 笠 も 魚 籠も 朧 ろに 春の 川 J 

魚 籠と 笠で 川 は 暗示され ると 思 ふ  いさか 

原句で も 宜し けれど 何となく 月並 調 あり" 「一とし きり. LH ー哝も 過ぎて 花吹雪」 I 原 W 喧嘩 

ふた 奴 眠る や 花， 呔！！ n  . 

4 原句の ま、 にて. i 且し 【原句 簪の 灯に 胺 しさよ の 宵 1 

6, 余りに 平凡 f 原句 勇まし や it 菜の 空の 五 鯉〕 

n 「ありし 一は"  一.， M 門 ひっそりと 桐の 花」 【原句 紘絕 えて 門 ひっそりと W の 花〕 

7 「^船 や 振りの 袂に 春の 風」 〔原句 笹舟 を 流す 舞妓 や 春の 水〕 

8 養 立 鄹蹈も 見 ゆる 茂り： fl^ 一. 新^ 葉 B 燭の 赤き 茂り かな〕 
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板 津野鈴 森 松 小 

a 田 上 木 田拫宫 

豐三 東 
縻靑— 重 米洋豐 

穗 楓郞吉 松 城 ！>' 茶 


9 原句 佳 也 〔原句 薰風ゃ 湖 を 渡りて 大 居 (香 取 に ヒ 

I 五七 八 

六月 八 S 木 午後へ 時.； 十二 トむ 本鄕 K 駒； 町 二 四より 小石 川區， 識訪町 五 九 小山 書店 小山 二 郎氏、 

先日 は失禮 致しました， 柿の 種 十七 部 別紙の 宛名に て 御 郵送せ： 敷 御 願 致します なほ 別に 一 一十 部 

位 入用と 思 ひます の で 御 序の 節 御 屆けを 願 ひます 

右 要 事の み、 余事 拜 眉の 上 草 立 

、 六月 八 口  寺田拜 

小 山樣 

一 別紙に 一 

郵送 先 

仙 臺市北 一 一番 町 六 八 

牛 込區余 丁 町 四 一 

靑山南 町 五ノ三 三 

淀 橋區西 大久保  一 ノ四六 一 

杉 並區天 沼、 中谷戶 一 三 六 

淀 橋 區上落 合 五 九九 
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藤 岡 圓寺中 阿 齊§ 幸 阿 桑 
原 田地 田 谷 部 藤 田 部 木 

m 宇 

武 pq 東士 お 茂 成 良 或 

平 松 松 ー郞、 冶 吉行夫 雄 


福 岡 市 地 行 西 町 一 〇 の 八 

札 幌市北 八 条西六 丁  n:: 

小石 川 區表町 

青山 南 町 五丁目 

豊島酉 西巢鴨 ニノ 一  九 三 一 

札 幌市北 六条西 十七 

. 北 六条西 十八 丁目 阿部 方 

中 野區江 十 ：！ 田 町 四 丁：：： 一  五 五- 丄 

魏町區 丸の 內 中央 氣象臺 

同 上 

一 五 七 九 

六月 十五 B 木 午後. へ 時 十二時 本 鄕區駒 ワ；！ 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 理學部 

物理 學敎室 米 E 勝彥氏 へ 

御手 被 難 有拜見 致しました、 少生 こそ 御無沙汰 申譯 もありません、 其 後 御 健康の 故障が 御 あり 

の 由、 此れ は 一 番 大切な 問題 故 どうか 十一 一分に 御 保養の 上 御 全快 後の 御 活動 を 祈る 次第で ありま 

す。 

金網の 實驗 非常に 面白く 拜見 しました、 此の間 池 田さん から s.lass  rod による 水滴 廻 折の 
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paper を途ら れ大變 面白く 擧士院 へ. 紹介して おき ましたが、 今度の 網の を拜 見して 一 曆 面白く 感 

じました-」 池 田さん の 御 許し を 得て 御發表 如何 や 御す、 め 致します 

粉の 割目 も 中 i 面白く、 殊に 藤 原 君のと 連關 して 興味が 深いから 一 先 づ科畢 へ でも 御發 表に な 

つて は 如何 かと 存じます。  - 

ェ擧 部の 學 生の 實驗 として 矢嶋 講師が 箱內 の 砂の セ イシの やうな 實驗を やり 始めて 居ります が 

中 よ 六 かし さう であります、 

物理 學 生で 砂が 器 底の 穴から 流出す る 速度 を 測って 居る の も 居ます： 段 M 一砂」 や 一. 粉」 の 研 

究 者が 增す の は 愉快で あります。 

右 不取敢 御 返事 迄、 なほく 御 養生 專ー と 存じます 池 田さん にも どうか ま 敷 御 願 ひ 致します 

不盡 

六月 十五 日  寺 田 寅 

米田樣 

一 五八 0 

六月 十七 S  土 午後 零時： 四時 本 錄區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區識訪 町 五 九 小山 ニ郎 氏へ 〔はがき〕 

謹啓、 拉て、 「柿の 種」 左記へ 御 郵送 願 度 宣敷御 取 計ら ひ を 祈ります 

魏 町 區富士 見 町  法 政 大學圖 書 館 

蒲 田 區小林 町 三 二 六  中 野猿 人 
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右 乍 御手 數宜敷 願上險 


高 知 市 江 /  口 高 知 高等 學校 物理 敎室篠 崎 長 之 


一 五八 一 

六月 二十 一日 水 午後 SI 時 I. 八 時 本 瑯區駒 込 曙 町 二 四 

氏へ 〔1? はがき〕 

^手紙 難 有う 御 坐い ました、 雲の スケッチ 面白く 拜見、 あれ は氣象 耍覽か 「科 學」 へ 御 通信に 

な つ た 方が 宜 敷と 存じます、 當日 の 天 氣回等 御參照 の 上ヂス カツ シ ヨン をして 見て は 如. 可と 存じ 

まづ 

右 御 返事 迄 草 M 

六月 廿 一 日 


一 五八 一一 

六月 11 十一 B 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ長陶 市 學校町 一一 一丁目 內 田宗義 氏、 , 封筒な し〕 

六月 一 一日 阴の 御手 紙と 最近の 御手 紙 難 有拜見 致しました、 

粘土 の 膨潤 の 實驗の 寫眞色 よ 面白く 拜見 致し ました ノ 

i-  H  n  5 

dt  p  R 

き 近似と して 篇と 存じ 享が ？ 0 の 時， "Co となる のが 少し どうかと 思 ひました ピ 
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水に 接した 時から 內 部に 向 ふて 水が 途透を 始め、 水に 渗 透され た 部分が 其 含水 量に 

比例した 膨腿を するとい ふ考で 計算したら どうかと 思 ひます が、 併し 膨脹に 從っ て 

外 圍が增 加し 境界 条件が 變 るので、 此事を 考慮に 人れ ると 計算が 困難になります C 

それで 少し Kunst.l^TS: を 用ゐ、 先づ なが 不變で 外 園から 水が 普通の 渗透 則で 遂透 すると 假定し 

(即ち 熱 傅 導と 同様に 考へ て 計算)、 かくして 得られる * に 於け る 各層 含水 量に 比例す る 或 量 を 積 

分し、 此れ をお と 比較す ると すれば、 此れなら 熱 傅 導の 方で 旣に 出来て 居る 鮮を其 儘 使へば い、 

から 樂 かと 考 へます か 如何 哉 

「神の 種」 の 禅 緣の御 批評 難 有う あんな もの を 人れ なければ い 、のです が 一 寸道樂 がして 見た 

かった のであります。 裸婦 は、 あれ は ボン ナ— ルの 油搶を 見て 描 3 たので、 今に 何處 かから 「剽 

窃」 だと 云って 叱られる かと 思って 居ります。 

鬼に 角、 本な ど 出す の は 全く 恥 を 天下に 曙ら す 事であります、 右 乍遲滯 贵酬迄 草. -不盡 

六月 廿 一日  寺 田寅亲 

內田樣 玉 案下 

一 五八 III 

六月 二十 二 曰 木 午後 零時. —四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ璺島 區西巢 鴨 ニノ 一九 三 一 阿部 芳治 氏へ 

御手 紙と 「ほしかげ」 号外 拜受 厚く 御 禮を申 上げます 早速 御 禮を申 〔上〕 げる 害の 處取 紛れ 遲延 

致しまして 相す みません、 「柿の 種」 の 誤植 等 御 示教 被 下 難 有う 御 坐い ました、 小生 はどう も 校正 
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が 下手で いつも 書店 任せであります が、 今度 は 小山 君が 非常に 熟 心に やって くれた 爲に從 来の も 

のに 比して は 割合に 誤植が 少なくて すみました" 表紙に 使った 紙 は 出 雲て 出来る 紙で、 此れ を 高 

嶋屋八 階の 展覽會 (たしか 柳 宗悅氏 主催で あつたと 思 ひます が) で 見付けて 來て 試に 使って 見 ま 

し J.)。 朱の 四 葉 点は驟 手に 印し ましたが、 「ナンダ 力、 ワイ， シャツの や うぢ やない、 力」 とレふ もの 

あり、 さう 云 はれて 見る と 成程 そんな 處も あり、 どうも 裝賴 とい ふ もの は樂 しみで も あるが 六 力 

し いものと 存じます 

右 乍 通 滞 御 禮且御 返事 迄 草よ 

六月 廿 一日  专 田寅彥 

■ 阿部 芳治樣 玉 案下  ， 

I 五八 四  ■ 

六月 二十 四 B  土 午後 零時， 四時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北」 ハ條 WI 十七 丁  H 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 「柿の 種」 は 全く 柿の 種の やうな 屑 物であります が 御 笑覽願 はれ X 

ば大 幸であります 

東 一 が 出来物 を こしら へ て 大變に 色. -御 心配 を かけました さう で 毎度ながら 恐縮 致して 居り ま 

す、 定めて 御 厄介 を かけた 事と 存じます が當 人から は 一 向 何の 通信 もありません ので 様子が 分力 

りません、 どうも 困った もので 御 坐い ます C 併し 御蔭様で 全快 叉 種 i 根本的な 健 厳 診断 をして 頂 

いて 無淮 との 保證を 付けて 頂き 此れ は 何よりも 喜ばしい 事で 御 坐い ます。 誠に 難 有く 御 禮を申 上 
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げ ます 

色 の 實驗の 御 話大變 面白く 拜見 致しました、 熔鉄 粒の 荷電の 符号の 變る など は 珍ら しくと 存 

じます- - 

小生の 方で は 墨汁の 實驗 を續 けて 居ります が、 やり 出す と 色 M の 事が あるの で 當分 此れ を鑌け 

て 見たい と 思って 居ります 一. 藤の 實 J の 方 は 片付けて 唯今 報吿を かいて 居ます から、 出来たら 御 

笑 覽を願 ひ 度 いと 思って 居ります r- 

右 貴酬 御禮旁 草よ 申 上げます 不盡 

六月 廿 四日  ^  彥 

中 谷 君 玉 案下 

二 仲 御 令窒御 令妹に も宜敷 御 鳳聲を 祈ります、 赤ちゃんの 御 健 厳 を 祈ります、 べビ ー コ ー 

ラ ス の 賑やか さは 御 察し 致します が 併し 目出度い 事であります 

一 五八 五 

六月 二十四日 土 本 鄕 區駒込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ L 封筒な し」 

拜啓中 谷 君の 通信に よれば 顎 下 腺 腫 張で 手術 をした との 事です が 間もなく 御 全快、 叉 X 線撿査 

で 呼吸器 も 大丈夫 だとの 事で 却って 安心し ました、 併し 大分 中 谷 君に は 心配 又 手數を かけた 事と 

思 ひます」 實驗の 方 も 色々 御 勉強の 由 此れ も 喜ばしい 事であります、 身体 を 大切に して 御 勉强を 

願 ひます：， 一 宅で は變 つた 事はありません 、庭へ 小さな 水 溜 を こしら へて 睡蓮の 鉢 を 入れた が 未 « 


だ荅 だけで 咬き ません。」 夏 彌生雪 子が 札幌へ 遊びに 行 度い と 云って 居る さう です が、 そちらの 

都合 も ある 事と 思 はれる のでよ く 打合せた 方が い k かと 思 ひます。」 近况御 報道 を賴 みます 草ぷ 

六月 廿 四日  父より 

東 一 殿 

一 五八 六 

六月 二十 九 曰 木 午後 四時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 ぼ〉 _ ^訪町 五 九 小山 書店 小山 二 ^氏へ 〔は 

がき〕 

拜啓 「柿の 種」 S 部 左記 へ 御 送付 被 下 度 願 上 候 

本鄕區 東京 帝國大 學附屬 図書館  - 

右 乍 御手 數宜敷 願 上 候 

I 五八 七 

t 月 三日 月 午後 四時 ：- 八 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 京 橋 區月島 三 號地水 產試驗 場 宇 m 道隆 氏へ 

：罕啓 本日 相 川 氏より 夜光虫に 關 する 資料 を 途られ 確に 拜受 致しました、 どうも 色よ 御 配慮 難 

有う 御 坐い ました 

右 御禮迄 草 ぷ 

ヒ月 三日  寺 田寅彦 
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宇田 道隆樣 

一 五八 八 

七月 四 B 火 午後 三時： 四時 本鄕區 駒！；，：！ 曙 町 二 四より 奈良縣 五條 中 學校野 村傳四 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 

續冬彥 集 は 書店の 方から 御 届けす る やうに 致します からどう か 御 笑覽を 願 ひます、 い つ の 間に 

やら 所謂 ジ ャ ー ナ リストに なって しま ひました 

梨 子の 誘惑 は 断念の 外ありません、 とい ふの は 胃と 齒の爲 に 堅い 菓物を カリく と 喰 ふ 事の 享 

樂は 久しく 遠ざかって しまったからで あります。 從っ て 短冊の 方 も 自然 解消と なる かと 存じます 

奈良縣 では 半鐘 を 鑄る 産地が ある さう です が 何 か 「半鐘」 に關 する 書物で も 見付かりましたら 

御 示 敎を願 度と 存じます。 鐘 を 鑄る 時の 「人柱」 の科學 的の 意味 を 研究した いと 思って 居ります。 

隨分 久しく 御 目に か 、りません が 次に 御上 京の 時 は 一 度 御 尋ね 下さいません か 

右 貴酬の み 草- - 

寅 彦 

傳四 大兄 玉 案下 

一 五八 九 

七月 五 曰 水 午後 四時 1 へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海 タイ ムス 社 阿部 良 夫 氏へ 
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謹啓 御手 紙 難 有う 御 坐い ました. 維新 前 北海道 變災 年表と 北海道 研究 文献 目錄御 惠與に 預か 

り 誠に 難 有 拜謝致 候 年表の 內には 例の 「理科 年表」 などに は 洩れた る 地震 津波 等 も あり 非常に 有 

4,^ に 有 之、 二度 調べた 上で 何 かものに し 度い と存 居候 

いよく 夏ら しくな り 老人に は 好適の 時候と 相 成 候、 少 生に は 夏の 二 ヶ月 位が 一 番 幸福で あり 

ます  • 

并し當 年 は 梅雨期が 少し 乾燥 過ぎて 農作物に は 如何 かと 思 はれ 候 矢 張 梅雨 も ふるだけ ふらぬ と 

白 本ら しくなくて いけな いやう であります 

右 御 禮と御 返事 迄 草え 不盡 

寅 彦 

阿部 大人 玉 案下 

I 五 九 0 

七月 五 曰 水 午後 四時… へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 E 束 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 

彌生雪 子等 は 叉 少し 氣が變 つて 今年 は 軽 井澤 行 を 希望して 居る ので、 軽 井澤なら 私 も 少し 位 行 

つても い、 と 思 ふので- 小さな 家で も 借りて 行かう かと 思って ゐ ます、 それで 多分 今年 は 北海道 

行 は 中止 かと 思 ひます 阿部 良 夫さん から 「維新 前變災 年表」 とい ふ もの を 送って くれたが、 此 

江 は 吾々 に は 有益 故もう 數部 求めて 人に 分けたい と 思 ひます 尙 古堂と いふ 本屋の 發賣で 一 部 代 


434 


年 八 WBji 


金 四 拾五姜 となって ゐる、 發 行者 は 札 幌市大 通 西 四 丁目 代 田茂樹 です。 右 を 三 四 部 買って. 御 届け 

願 ひます 限定版 ださう だから 或はもう 賣 切れて 居る かも 知れす なるべく 至急に 詮義 して 下さる 

や う 願 ひ 升 品物 は 今度 歸京 の 際に 持參し て 下さら は宜敷 代金 は 其 時 に 上げます 

實驗御 勉強の 由に て 喜ばしく、 併し 健康 何よりも 大事に 願 上 候 草 立 

五月七日  父より 

東 一 殿 

中 谷 君 其 他 へ { 且敷願 ひます 

一 五 九 一 

七月 八 曰 土  (； 時間 不明) 本鄉區 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 樺 太 豊原町 豐原地 磁氣觀 測所帛 S 久尙 

氏 へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 極 年 觀測も 無事 終了 御 安神の 事と 存じます 

御觀察 の 對流 if の 事 は大變 面白 いと 思 ひ ます の で 氣象集 誌 か 何 か に 記錄し て 置て 頂 度と 存じ ま 

す 「科學 J の 寄書 满も 適當 かと 存じます 

樺 太の 山火事 は 重要な 問題 故 此れ も 是非共 今後 少し 本式に 御 研究 を 願 ひ 度と 希望 致して 居り ま 

す 

少 生 唯今 理研 で 平 田 君と 山火事 豫報用 の 濕度計 を 考案 中 であります 少 M 奇拔な も のでう まく 行 

く かどう か 未だ 不明であります 
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右 御 返事 迄 

なほ 御 自愛 御 研究 を 祈り 升  . 

七月 八日  寺 田 寅 逢 

畠 山 久尙樣 玉 案下 

一 五 九 二 

七月 十 B 月 午前-へ 時.： 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小宮 豐隆 氏へ 

大變. 水ら く 御無沙汰 致しました 御變り もな く重疊 であります 愚老も 無事、 一 寸 風邪 を 引いた 位 

であります 一番 好きな 夏が 來て 幸福であります、 天 氣が惡 いとから だの 工合が 不順です が 力 ン 

くと 照 つて 暑い 日 は 何となく からだ も 氣分も 爽快で さ うして 頭の 方が 少し ボ ー ッ として 心 持が 

のんびり します、 

此夏は 一 っ奮發 して 輊 井澤で 貸^ 莊を 借り 小ブ ル の眞似 をし やう かと も考へ て 居ます、. もう 何 

年生き るか も 分らない から 生きて るう ちに 一 邊位軽 井澤で 凉ん でも 罰は當 るまい かと 考へ て 居 ま 

す 51 し 今頃から 搜 すんで は 到底 碌な 家 は あるまい と 思 ふが、 まあ 一 一三 日內に 一 度 見 分に 行って 見 

やうと 考へ て 居ます 

完全な ジャ ー ナ リストに なった と 見えて 無茶に 「御 執筆」 であります-. 來月 中に 岩波 講 坐の 

「科 學と 文學」 を かく 箸で 此れ は 少し 力瘤 を 人れ で 見やう と考へ て 居ます から、 此れ だけ は 出た 

ら御 一 讀を願 ひます 
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庭へ 少 さな 水溜り を こしらえて (コンク リ ー ト) 睡蓮 を 、かせて 見た、 なぜ 睡蓮と いふか 知ら 

なかった が、 成程 夜 は 花が 陲 つて 翌日 叉 開きます。 あきれた ものであります。  ， 

力 ン ナも疾 き 出して 猛烈な 美し さ を 展開し 始めました 

球の 方 は 少し 下火で 此頃 しばらく 休業して 居ます 今度 は 何に しゃう か 勘考 中であります 

右 御 伺 迄 草. - 

寅 

豐隆 大兄 玉 案下 

I 五 九 三 

七月 十日 月 午後 零時.. 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 11 より 目 黑區駒 場 町 束 京 帝 國大學 航空 研究所 物理 部 ra 中 

信 氏 へ 

拜；^ 刖 便で 校正 を 達り ます 

PI. 1<; の Photo  7 の 5 と： s- と 二つの 場合の 粉 層の 厚さ、？」 が 分れば 其 價を各 寫眞の 頂上 か 下 底 

に d-=  として 入， れ 度と 思 ひます 此れ は 多分、 黑 紙に 貼付した 原 寫眞の 下に あると 思 ひます 

から 御調べ の 上 御 記入 願 ひます。 それから、. 冒頭に 口 1 マ 字 アブ スト ラクト を 人れ るの を 忘却し 

て 居ました から 其 原槁も 一 所に 達り ます、 石 井さん に 御 詫 を 云って 下さる やう 願 ひます 

右 御 願 迄 草. - 

寅  彥 
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田 中 信樣玉 案下 

I 五 九 四 

七月 十一 日 火 午前，=^時：十ニ時 本 鄉區駒 込 喂町ニ 四よ リ淀 橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 ゆ、 氏へ 〔速 

達 便：！ 

御 端 書 難 有う 御 坐 いました、 一. 柿の 種」 の 紹介、 未だ 拜見 しません がどう も 難 有う 御 坐 い まし た • 

明日 水曜の 晚 (五 時半) もし 钾 閑が あらば 夕食 を 御 一 處 にし 度い と 思 ひます が 如何 や、 第 一 相 

互 ビル ディ ングの 樓上第 一 東洋 軒で 凉 風に 吹かれながら 銀 坐の 照明 を 俯觀 して 陰謀で も 企て やう 

かと 思 ひます が 如何 哉、 小宮 君が たしかに 十三 日に くるなら 十三 日の 晚 ー處 になっても よいが、 

それ は それと して 如何で しゃう。 少生は 十三. 日の 晝間は 欠き 難い 用務が あるので 晚 しか 明いて 居 

ないし、 もしも 小宮 君が 十三 日に 來 ぬか 来ても 晝に 差しつ かえると 又當分 機會が なくなり さう だ 

から、 出来れ は明晚 でも 一 度 拜額を 得度と 存じます 

余事 拜 眉の 上 草え 

七月 十 一日.  寅彥 

安倍 大兄 玉 案下 

一 五 九 五 

七月 十 IB 火 午前 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區識訪 町 五 九 小山 書店 小山 ニ郞 氏へ 
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謹啓、 先日 は 面白い コップ 一組 頂戴 難 有う 御 坐い ました、 叉 昨日 は 印 稅を御 持 參被下 生憎 留守 

で失禮 致し まし た、 思の 外の 成蹟だ さ う で まづ /\ ひどい 御迷惑 を かけす に すんだ 事と 安心 致し 

ました 別紙 領敎証 御 査收を 祈ります ^立 

七月 十 一日  寺 田寅彥 

小山 樣玉 机下 

一 五 九 六 

七月 十. 4JB 月 午後 四時， 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ淀 橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 

先夜 は 失禮 致しました" 今朝、 朝日 新聞で 「柿の 種， 一 論 拜誦、 どうも 難 有う 御 坐い ました. 豊 

富なる 滋味と ビ タミ ゾ の 上に ピ リツと 胡椒 を 利かせた 御 料理 難 有 頂戴 そのお かげで 急に 精力 增進 

の 兆が ある やうで ありますな ぼ 今後 益 え 御 引 立 て 御督勸 の 程 を 御 願 申 上げ ます 

子供の 避暑地 見 分が どうも 大儀で おっくうで 未だに スタ— トが 切れす ウジく して 居ます 結局 

細君 で も 派遣す る 事 に なり さ う であります 

今年 の 夏 は 奮發し て 書齋 の椽の 外側 へ 庭へ つき 出た 凉臺の や う な ベ ラ ン ダの やうな もの を こし 

ら へて 朝夕の 讀書 場に した。 此れが 少 生の 避暑地 (安上がりの) であります 軒の 藤棚 を 仰ぎな が 

らパ ン チヤ クン トラな どを讀 んで獨 りで 嗜 しがつ て 居る とこ ろ を 御 目に かけたら 何と 云 はれる か 

聞きたい と 思 ひます 

右 御禮迄 草ぶ 
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七月， r 七日  寅 亲 

能 成 大兄 玉 案下 

一 五 九 七 

七月 十八 日 火 i;. 後 零時 i 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區識訪 町 五 九 小山 書店 小^ 二. 邪^、 

拜； li: 「柿の 種」 正誤 左の 通 願 ひます 

1 」 四 頁 一 一行 六尺 以上に 仲び て 

一九 九 ニー 丁 縫 取りの 文字 

二 〇 六 一 。 

二 〇 七 一 ボウ ャ 

右 要件の み 草、"  . 

七月 十八 日  寺 田寅彥 

小 山 様 

一 五 九 八 

七月 二十 四 B 月 午後 零時，： 四時 本 鄕區駒 込^ 町 二 四より 長野縣 南佐久 郡野澤 町小舉 校.,^ 澤龍介 氏へ 

、 拜復 御 尋ねの ブ ハイム は ドイツ語 初歩 讀 本で 少生 等の 中學 時代に 敎科 書に 使 はれて 居 P もの 

で.？ 何にも ドイツら しい もので ありました。 今でも 古本屋で も 捜せば ある 事と 存じます 
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第一 一の 御 尋ね は 矢 張 「：： やうな 氣 がする」 だけで 別に 其 理由 を分柝 した ことはなかった つで 

すが 分柝 すれば 勿論 理屈 は ある 事と 思 はれます  >」 

さしあたって 考 へられる 理由の 一 つ は、 子供の 讀 物に は 其 子供 等に 親しい 鄕土 的な 自然 や 思想 

の 記述が 多い とい ふ 事 も あると 思 はれます。 叉讀 者の 方で も 子供の 讀物 をよ む 時には いくらか 子 

供の 心に なって 純な 氣 持で 其讀物 のさ 氣を 感じる ので はない かと 思 ひます。 なほよ く考へ て 見 度 

と 思 ひます ピ 「柿の 種 一 は 全部が 一： 詩」 のつ もりです から 「感じ」 を 讀んで 頂き 度と © ひます 

右 御 返事 迄 

七月 二十四日  +: 小 田 ^e;  0 

湯  rolj^ 樣 

一 五 九九  ， 

七月 二十四日 月 本： ^-£1 駒 込 曙 町 二 四より 高嶺 俊 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難有拜 見、 毎日 天氣 不良 御 退屈の 事と 存候、 氣壓 配置が 梅雨期の 型式 を 具へ て 居る 故 何 

時に なったら よくなる か 分らぬ 事と！ ^候. 拙宅で も 子供達が 海水浴に 出かけられす、 丸でお ゃぢ 

や 継母が 雨 を ふらせて も 居る やうに 不平 を 鳴らし 候 

ラ ボ ル テ 先生 を 燕樂軒 に 引っぱり 廻らぬ 古で 犬に 怪焰を 叶： きかけ て やった つもりに 相 成 居 #T 

西洋の 學者は 日本へ 來る とみんな から  り 大事に されて 少し V2.AV き， 一 (さ される ので はない かと 

いふ 氣 もす るので、 たまに はい やな ヂヂィ にっか まって 閉口す るの もよ いかと 妙な 理屈 をつ けて 
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居る 次第に 御 坐 候 

藤 中 谷っ^ 文御途 り. S. 上 候、 なほ 此のつ きとして 目下 調べ て 居られる の も 中 i 面白 レ らし 

く、 少 くも スパ ー クの メカし ーズ ムを說 明す る 爲には 有力な 手掛り を與へ る ものら しく 思 はれ 候、 

その 內に 此の 結果 を 引用して スパ ー ク新說 でも 捻り出し 度と 空想 を運轉 させ 居候、 

昨夜 長男の 友人 兄弟が 參り少 生 も 仲間入り してべ ー ト ー. ヴ ランの ク ヮルテ ットを 試み 近隣の 

味 曖 悉く 腐敗 致 候 事と 存候、 ^しゃって 居る 當 人達 だけ は 甚だ 愉快に 存 候音樂 など を やる 事の 突 

能の 一 つと して は 面の 皮の 厚くなる 事 も 甚だ 贵 重な 事 かと 存候 

右 御 返事 旁 冗談 迄 草. - 

七月 二十四日 月給日  寺 田拜 

高嶺 大兄 玉 案下 

御 令室に も 宜敷御 鳳 聲願上 候 

一六 00 

ヒ月 二十 五日 火 午後 四 時： 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長野縣 北佐久 郡北輕 井澤 法政大 學村關 山山 莊 

安倍？ £ 成 氏へ 「はがき 一 

御 はがき 難 有、 K 物 や 林禽を 伴侶と して 悠ぇ 自適の 御近况 羨ましく 存候、 老生 も廿 八日 頃 力ら 

杏掛驟 近き 「星 野溫泉 旅舘內 一 の 離 窒へ參 り 一 週間 位 は滯在 致します" もしかすると 法 政 者 市へ 

見 畢にー マく かも 知れん が、 多分 は 御無沙汰 かと 思 ひます、 どうか 御氣が 向いたら 一度 御來遊 を,^ 
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す- 植物の 實地 指導 敎授を 願 度と 存じます」 今日は 東京 は エラ ィさっ 風で、 理研樓 上から 眺 

める と 郊外の 穴 ェは眞 黄ろ な 塵 烟が漠 i と 立ち 昇り、 それが 東京の 方へ 靡いて 居る- 窒へ這 人って 

机の 上 をな でる とザラ /\ して 居る。 ソ —ト ー な ものであります 

此れから 理 硏をサ ボリ、 旅行 用の 買物にば あさんと 出かける ところであります」 

令 火 人 はじめ 御 一 同様によ ろしく 

七月 廿 五日  寅  亲 

一六 0 一 

七月 二十 五 曰 火 午後 四時.：" へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高 知巿江 ノロ 高 知 高等. 學校 物理 敎室條 崎 長 之 

氏へ 〔はがき i 

謹啓 先日の 原槁 「科 學」 九月 号へ 頂戴す る 事に 致しました。 藤 原 君と 相談の 結果 天 氣図は 唇 

しても い \ だ らうと い ふ 事に なり ましたが 省いても 差 支ありません か 御 伺 ひ 巾 上げます 

お 御 伺 迄 草々 

七月 廿 五日 

一六 0  二 

七月 二十 五日 火 午後 11 時.—  ，^ 時 本鄉 駒 込 曙 町 二 四より 世 田せ 區 松原 町 二/五一 四 玉 野 光男 氏へ 〔は 

がき〕 
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拜1、  s± がき 難 有う、 叉 先日 は 立派な 菓物を 頂戴 致しまして 誠に 難 有う 御 坐い ました 厚く 御 

禮を巾 上げます 一 今年 も 勘 左衞門 氏の 方へ 御出で かと 存じます、 どうか 十二分に 御 休養 を 願 度と 

存じます」 今年 は 少生も 珍ら しく 信 州へ 行く つもりであります が、 多分せ い 四 五日で 東京 力 

戀 しくなる 事と 存じます。 暑くても 自宅 程氣樂 な處は 世界中に ないやう であります 

早く 御 1 申 上げる の をな まけて 居て 相す みません 惡 しからす 

令夫人に も 宜しく 御 鳳 聲を願 ひます  • 

七月 廿 五日 

一六 0 三 

七月 二十 五日 火 午後 四時-人時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 本鄕ー R 駒 込 西 片町ー 〇 藤 岡 由 夫 氏へ 〔椅 はが 

き 速達便」 

今朝 ±.:< 禮. -生廿 八日に 出かける ので 水、 木、 の 外 酒 井さん の 日な く、 今日 電報で 「明 水曜の 

午前 か 夜 か 都合 如何」 とい ふ 問合せ を發 しました。 それで 明朝 九 時 頃 一寸 拙宅 I 話で 御閜 合せ 

下さって、 もし 其 結果が 贵 君に 好都合な らば 御 出かけ 下さる やうに 願 ひます 

七月 廿 五日 夕 

一六 0 四 
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七月 二十 五 B 火 午後 八 - 十二 S- 本鄕 K 駒 込^ 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 T 六 八小宮 豊隆 氏へ 〔 枇祀、 

梨、 葡萄の 模樣入 和紙 三 菜 (綠荧 紫) に 認め あり〕 

先日 は 失禮、 其 後 東京 はソ ー ト— に 暑くて、 流石 夏 好き も少ょ 疲勞の 休であります、 それで 大 

套 發で淺 間の 南 麓 星 野溫泉 旅館の 離 室へ-行って ゐる 子供 等の 後 を 追 ふ 事に しました 一 一十 八日 頃 出 

かけます 珍ら しいで しゃう 

能 成 閣下の 今度の 元 氣 はどう も 少し 唯 事で はない やうな 氣 がする ホル モ ン の 作用ば かりと も 思 

はれない、 鬼に 角 人生 觀に 若干の 變化 があった ので はない かとい ふ氣 がする。 「厄年」 が 少し フ ェ 

1 ズを 後ら せて 來 るの ぢ やない かとい ふ氣 がする、 如何 哉 

椽 側の 外へ 四 尺 X 丸 尺の 凉臺を 作ったら、 少し 嗜 しくな つた、 僅かな 事で 人生 觀が 動搖 する の 

を 面白い と 思って 居る ところであります、 時候 御 驟ひを 願 升 

七月 廿 五日  寅 逢 

豐隆 大兄 玉 案下 

(古いく 書簡 養が 出て 來た、 事によると 亡父 時代の もので はない かと 思 ひます、 紙魚の 痕 

など、 一 寸 r 氣分」 が 出る でし やう) 

一六 0 五 

七月 二十 五 B 火 午後へ 時 —十二時 本： t 區駒ヮ 曙 町 二 四よ リ長 野縣北 佐久郡 杏褂星 野？，！ 泉 旅舘寺 田 彌 ：^、 

寺 田 雪 子、 二 氏へ 〔搶 はがき： 一 
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今日 高 島 屋 から テ ン ビ を 送らせます 途料は そちらで 拂ふ 事に な つ て るから よろしく、 

私は廿 八日の 朝の 急行て 行く 事に 殆ど 决定 余事 は そちらで 

父 よ り 

一 六 0 六 

七 月 二十 五日 火 午後 八 時 ー 十二時 本 鄉展駒 込 上 富 士前町 理化學 研究 听ょリ 札幌市 北海道 帝國大 學理學 

部 物理 學敎室 中 谷 宇吉郎 氏 へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 原槁 正に 拜受、 丁度 村 越 君が 来ました から 「科 學」 九月 号に 揭載 

させて 頂く 事と 致しました、 どうか 左 樣御含 置 を 願 ひます」 少生 今年 は 珍ら しく 數 日間 信 州杏掛 

驛に 近い 星野溫 泉と いふ 慮へ 出かける 事に 决 めて 居ります、 - 溫泉 旅館の 離窒を 借り、 女の子 等 は 

もう 旣に參 つて 居ります が、 少 生も廿 八日 頃から 行って 一週間 位 泊り、 もし 氣に 人ったら、 その 

後 も 時え 參る つもりであります。 もう 余命い くばく もない の に 少し は樂 をした 方が い 、だら うと 

いふ もの もあります。 併し 僕 は 九十 五 迄 生きる 箸 だし、. それに 僕 は 東京の 宅に ゐる のが 一 番 「樂」 

なのです から、 信 州な どに 行く の は 「大 勉强 J なのであります、 實に 大笑 ひであります。 

淺 間へ 十日が \ りて 登らう かとい ふ 話 をして 居ます： 第一 日 は 11  0 だけ 登って 歸り、 第二 日 

は 休息、 第三 日 は 9  15 迄 登って 引返し、 第 四日 休息、 アンド. ソ ー • オンそう して 第 九日 目に 

頂上 を 極めて 歸り、 第 十日 は 休んで それで 終結と いふので す、 ナント 科學 的で ありまし やう。 

今日は 東京 はさ ッ 風で 黃塵漠 よ、 二 神 君が 紫外線 を 測定す る 日であります。 理硏は 金 原 君が 雜 
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誌を讀 みに 來て 居り 外に 物理 學 生が 来て 「砂 をお とす 實驗」 を やって 居り 中. -賑 かで、 御茶の 時 

間 甚だ 賑か であります e」 東 一は 未だ 歸り ません 

右 御 返事 迄草气 御 健廢を 祈.. ります  . 

令夫人に くれ/ \- よろしく  . 

七月 廿 五日  寅 

中 谷 君 玉 案下 

一六 0 七 

七月 二十 五 B 火 午後 八 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ杉 並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 

「枇杷、 梨、 葡萄の 模樣人 和紙 三 葉 (紫 綠黃) に 認め あり〕 

先日 は 結構な 御菓子 を 頂戴 致し 難 有う 御 坐い ました 早く 御禮申 上げる 箸の 處っ いく 延引 失禮 

致しました どうか 惡 しからす . 

机の 中から こんな 古いく 書簡 戔が發 見され ました 事によると 亡父 時代の もの かも 知れません 

一 寸 支那 氣 分が 出て 面白い ので 差 上げます 

北海道の 災害 記錄を 集めた 珍本 を 手に 人れ ました 次に 震 研へ 御 出の 時 進呈 致し まし やう 

余り 暑い ので 珍ら しく 一  週間 位淺 間の 麓へ 參 らうと 思って 居ます 

御 健康 を 祈ります 草 M  , 

七月 廿 五日  寅. 彥  ^ 


武者 兄 

〔第三 葉 目の 右端に〕 

下の 方の 虫喰いの 痕 など、 一寸 氣 分が 出 まし やう^ 

一六 0 八 

七月 二十 五日 火 广時 問不 so 本 鄉ぼ駒 込 曙 町 二 四より 中 野區江 古田 町 四 ノー  五 五大 圓地與 叫 松 氏へ 「枇 

祀、 梨、 葡萄の模樣人和^^三菜 、綠 紫) に 認め あり J 

謹啓 先日 は失禮 致し ました、 其 後大變 面白 い 鉄 燈籠を 御 送り 下さ いまして 難 有う 御 坐 いました 

早く 御禮申 上げる 害の 處っ いく 延引 失禮 致しました どうか 惡 しからす 

先日 小山 書店 主に 會 ひまして 御 希望 の 件 を 申込 んで おきました、 其內 に 確定 的 の 御 返事 を. S. 上 

げ るとの 事で 御 坐い ましたし ばらく 御 待 を 願 ひます 

少生は 今年 は 珍ら しく 大奮發 で 信 州の^ 掛 近くの 星野溫 泉と いふのへ 出かけます 一 一十 八日 頃 か 

ら來月 五六 日 迄の 豫定、 御來遊 如何 や 

右 乍遲延 御禮旁 草よ 不盡 

ヒ IT 廿 五日  寺 田寅彥 

圓 地樣 

令夫人 

〔第一 葉の 左 欄外に〕 
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机の 抽出から こんな 古いく 紙が 見つかった から 使用して 見ました 一 寸 支那 氣 分が 出ます 

一六 0 九 

七月 二十 六 曰 水 午後 零時-四時 本 .tE 駒 込 曙 町 二 四よ リ a 町區 中央 氣象臺 和 達 夫 氏へ 

先日 は 御手 紙 難 有う 御 坐い ました。 老生の 映画評に 對 する プ a フ H ッショ ナル 大家の 寸評 を 御 

らし 下さって 難 有う。 「素人臭い」 ところが 當 人の 一 番 天狗な 所以であります から 此評は 蓋し 

天下の 知己で あらう と 思 はれます。 少 生の 生活 は 全部 此の 素人、 ディレッタントの 生活で 物理 も 

地震 も 氣象も の こ らす 生涯 素人 の 氣分を 失 は ないやう にし 度い と 思って 居る、 尤も 此れ は少 M 食 

け 惜しみ かも 知れません 

刖刷難 有う 御 坐い ました、 別に 御せ じ を 云 ふ 精り はありません が 君の ぺ ー パ ー に は どんなので 

も 何虔か 「ギ U リ とした 處ー の あるの を 感じて 愉快であります。 御 自重あって 日本の 學 問の 爲に 

益よ 氣焰を 吐いて 頂き 度 常よ 祈って 居る 次第であります 

今年 は 珍ら しく 所謂 「避暑」 の 眞似事 をし に淺 間の 麓 へ 出かけます 實はジ ャ ー ナ リス チック 

な 原槁を かく 爲 もあります C 登山 は 恐らくし ないだら うと 思 ひます。 小 噴火の 音で も 聞ければ 儲 

け 物 だら うと 思つ て 居ります o」 

君 も 暑い 間 は 何 處か凉 しい 處へ 行って 御 療養になる 方が 宜 敷と 存じます 

右 乍 遲延御 返事と 御禮迄 草 > - 

七月 廿 五日  寅  彥 
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和 達樣玉 案下  ， 

一六  一 0 

七月 二十 八日 金 午後 零時-四時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤より 牛 込 K 余 丁 町 四 一松 拫璺 次郞 氏へ 〔接 は 

がき〕 

今日い よくやって 来ました、 午後 軽 井澤へ 遊びに 來て 居る 慮であります、 星 野で も 軽 井澤で 

もしき りに 鶯が 鳴く、 千ケ 瀧の 山中で は 杜鵑ら しい もの も 聞いた、 宿の 庭の 池へ 鶴鴒が 始終 來て 

居る のが 珍ら し い 

七月 廿 八日 

一六 一一 

七月 二十 九 B  土 午後 零時. 四時 長 野 驟北佐 久郡輕 井澤より 長野縣 北佐久 郡北輕 井澤 法政大 學村關 山山 

莊 安倍 能 成 氏へ 〔搶 はがき〕 

今日い よいよ 星 野 温泉へ 參 りました、 凉し 過ぎる 位です。 今一 寸鞋 井澤へ 遊びに 來て 居る 處で 

あります、」 今日 見た 草の 花 草 藤、 (？) ホ タルブ ク n  、 ギボ シシモ ッケ、 など 草 莓ゃグ ミの實 も 

美し い、 鳥で は 篤 それから どうも 杜鵾 らし いもの も 聞いた 宿の 庭の 池に 鶴^が 來 るの を 珍しい と 

思いました、」 御 一 同樣 によろ しく 
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一六  一二 

七月 二十 九 曰 土 午後 零時.— 四時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 一一 ュ ー グランドより 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小宮璺 

隆 氏へ 〔搶 はがき〕 ， 

今日 星野溫 泉へ 来ました 午後 輊 井澤へ 遊びに 來て 唯今 一一 . 1 グランドて 休息 先年 曾遊の 日 を 想 

出して 居る 處 であります 少し 凉し 過ぎる 位であります、」 星 野で 鶯と 杜鵑 を 聞きました、 庭の 池 

に鵲 鵠が來 るの が 珍ら しい 

七月 廿 八日  寅  彥 

八月 五日 頃 迄 は 居る 積です 

I 六  一 III 

七月 二十 九 曰 土 午後 四時… 八 時 長 野 驟北佐 久郡水 S 褂星 野溫泉 旅館より 中 野 區江古 W 町 四 ノー  五 五九圓 

地與四 松、 圓 地文 子、 二 氏へ 「繪 はがき〕 

〔裏に〕 

昨日から 當 地へ 參り ました 

今日 鬼 押出の 溶岩流 を 見物、 偶然 野 上 谷川、 戶坂三 氏に 逢 ひました 

一六 I 四 
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七月 二十 九日 土 午後 四時— 八 時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅 i 鉗より 小石 川 區讓訪 町ん 九 小山^ 店 小 

山ニ郞 氏へ 〔齒 はがき〕 

f.t.« に〕 

今日 鬼 押出しへ 行って 偶然 野 上、 せ 川 戶坂三 氏に 遇 ひました、」 神の 種澤 山に 仕 人れ 巾 

一六 一 五 

七月 二十 九 B  土 午後 四 昨 —八 時 畏野縣 北 佐久郡 沓掛星 野.？！ 泉 旅館より 小石 川 -51: ぬ 町  一 井忠： 氏へ 

〔給 はがき 早春 星 野 S 泉〕 

〔表に〕 

今朝 所謂 鬼 押出の 溶岩流 を 見物に 參 りました、 自動車で 一時間 位で 樂に 行かれ i!:^ 中の 風光 雄大 

であります。 

峰 茶屋で 一寸 御先へ 觀測 所を观 きました (失敬) 未だ 中. - 落成に は 間が ありさう に兒 えました- 

床 も 未だ 張らす、 人口の 戶の枠 も出來 てない やうでした。 

七月 廿 九日 

r^i;" に〕 

豫定の 通 昨日 此處 へ參 りました、 眞の 右端の 似非 洋舘に 落 付きました 

一穴 一穴 
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七月 二十 九 曰 土  i;. 後 四 t; 八 時 長野縣北佐久郡沓掛星野51泉旅館ょリ_4^野縣北佐久郡北輕井^!法政大 

學村 野上豐 一郎 氏へ 

今 n は 入.^ 遇で 愉快で ありました、 君に 逢った おかげで 雪の ある 洞穴の 冷泉 や、 それから 一. 淺間 

葡萄」 や 「かんろば い」 など、 いふ 珍ら じい 「現象」 に 紹介され 難 有う 御 坐い ました、 あれから 

歸 りに 燒 野原の 中で 少憩 遙 かに 法 政 都市 を 眺めて 敬意 を 表しました。 どうも 家族連れ だと 人間味 

が あり 過ぎて あの 面白い 自然の 「唯物論 的」 觀 察の 余裕がない ので、 もう ー邊 一人で 行って 見 度 

くな つ て ゐる處 であります 

. ^御 挨拶 迄 草. - 

七月 廿太日  寺 田寅紊 

野 上様 御 一 同様 

二 仲 -女倍 君に よろしく 願 ひます  - 

一六 一七 

七月 三十 B 日 午後 零時 四時 長 野 縣北佐 久郡水 =掛虽 野？ i 泉 旅館よ リ本鄕 厘 駒、 込 曙 町 二 W 寺 E 東 一、 寺 

E!i- 二、  二 氏へ 〔搶 はがき 星 野？，！ 泉 雪景〕 

〔寫 眞ょリ 引出 線 を ひきて， - 

=^れ が 宿の ベランダ、 今 此の 下で 此端書 を かいて 居る、 (但し 雪 は 無い)」 今朝 は 八 時 力ら 自動 

ネをー # つて 淺 55 の 上り口 峯の 茶屋 の^を 越へ て、 山の 北側の 熔岩 流、 所謂 「鬼 押出し」 を 見に 行 
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つたら、 丁度 野 上、 ハ介 川、 戶坂三 氏に 出逢った。 

淺間 葡萄、 かんろば いなどい ふ 植物 を敎 へられた。 

淺 間の 裾野の 東北 側の 景色 は實 に壯大 です 

七月 廿 九日 午後 三時  寅 0 

一六 一八 

七月 三十 一 B 月 午後 零時 1 四時 長 野縣北 佐久都 水" 掛虽 野？ i 泉 旅^より 蒲 W 區小杯 町 三 二 六 中 野猿 人 氏 

へ 〔1? はがき 「轉 先 不明」 の附： ん阽； tn しあり 一 

〔裏に〕 

廿八 tH から 當地 へ 參 りました 

,lp 日 は 鬼 押出の 熔岩 流 を 見に 行きました、 御 健康 を 祈ります 

ヒ 月^日  寺 田寅彥 

一六 一九 

七月  一二 十一 曰 月 午後 四時— 八 時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野！！ 泉 旅館より 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 寺 田 i ァ&氏 

へ 〔槍 はがき〕 

夜 は 不思議に よく 寢た、 三時 頃ー邊 起きた が 叉ね て 目 かさめたら 七 時だった。」 午前 は 週刊 

朝日の 京搞を 少し かいて、 晝は 鮎の 塩燒を 食った、 二 時 十 何分の 東 車で 輊 井澤へ 行って 万 平ホテ 
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ルで 御茶 をのむ 予定です。 事に よったら 高嶺 君の 玄關 迄お とづれ 夕方 凉 しくな つ てから 歸りま 

す， 一 なんなら 不二 屋の チョコ レ ー トを 少し 送って 貰 ひ 度い。」 此 向なら 五日 頃 迄 居られ さう で 

す 

七月 卅 一 日  - 

今日は 晴れで 少し 暑い 位で 老人に は 丁度よ ろしい 

一六 二  0 

七月 三十 一日 月 午後 II 時， I ぺ時 長 野驟輕 井澤 万 平 ホテルより 本 鄕區駒 込^ 町 二 四 寺 E ふん 氏へ 〔腊葉 

捲 はがき 寺 E 彌生、 寺 m 雪 子、 二 氏との 寄せ 書 (二 氏の 文面 省略)〕 

〔裹に 〕 

今日 晝 から 宿の バ スで 杳掛迄 それから 乘 合で 軽 井澤の 驛へ、 それから 歩いて 舊輊 井澤 を 見物、 

今 万 平ホテ ル へ 來てヴ 二 ラ ングで コ ー ヒ ー を吞 まう として 居る 慮です 

七月 卅 一 日  寅 

一六 二 一 

八月 IB 火 午後 零時 - 四時 長 野 縣北佐 久郡水 S 掛星 野？ i 泉 旅！^ より ttle 區笄町 一八 一田 中 信 氏へ 〔綺は 

がき〕 

鬼 押出 格 岩 流 末端の 岩 塊 を 十 米 位 も 登って 歸っ たら 翌日 一 日 大腿-の 筋肉が いたくて 階段の 昇降 お 


に 苦しかった、 淺間 登山 はま づ.. （- 深甚なる 考慮 を 要します」 毎日 寒くて 此れ も 悲観の ティで あ 

ft, ま，^ 

. 八月 一 日 

一六 三 一 

八月 一日 火 午後 零時 —W 時 畏野縣 北 佐久郡 沓掛虽 野 II 泉旋航 より 飽町區 富 士見町 五 ノー  六宮部 直已氏 

へ SI はがき J 

廿 八 n から 來て 居ます 廿 九日に 鬼 押出 行 の 途中 峯 の 茶屋 の 觀測所 の 中 へ 這 入 つ て 未だ」； も 張 つ 

てない 骨 組 だけ を拜 見して 來 ました」 何しろ 此邊の 山 何處へ 行っても 軽石の 粒 だけから 出 來てゐ 

るから 驚かされます 

八月 一日 

ちと 御 出かけ 如何 や 

とても i 促し いです よ 

一六 ニー 一一 

八月 IB 火 午後 四時 i--^ 時 長 野縣北 佐久郡 水" 掛 M 野？， i 泉 旅 節より 本 鄕展駒 込 町 二 四 寺 E ふん 氏へ 

〔給 はがき〕 

昨日 軽 井澤で 雨に 逢ひバ スの 中で 眞嶋正 市 博士 夫妻と 偶然 一 處 になって 星 野 迄案內 したが 次の 
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竊 車で 歸 京、」 眞嶋 君の 居る 內に 伊の ベ みか子 ひよ つくり 來泊、 宿屋の 方で とまって もらった、 

今朝 十 時 何分ので 歸 京、」 今朝 はなんだ か 寒く も あり 頭が 惡 くて いやな 氣 持で よつ ほど 歸ら うか 

と 思 ふたが 晝 から は暖く なって 少し 元氣が 35 て來 たので 今 R も 又もう 一 邊輊 并澤へ 行かう かと 云 

つて ゐ ます  - 

八月  一 n 

一六 二 四 

八月 一日 火 (時間 不明.) 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅館よ リ長 野縣北 安曇 郡 平 村 溫泉^ 野 部 重 一郎 

氏へ L 給 はがき〕 

御 母堂 昨日より 當 地に 御 立 寄り 中であります 御歸 京の 途次 御 立 寄り 如何 哉 

束 京が 暑 いと 思って 逃 出して 來 ると 此方 は 又 寒く て 逃 出し たくなります 

御^ 康を 祈ります 

八月 一日 

一六 二 五 

八月 二 B 水 午後 零時-四時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅館よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六.^ 小宮 璺隆 氏へ 

廿九 n の 朝 星 野 温泉から 車で 九十 九折の 坂 を 登り 峯の 茶屋と いふ 淺間 登山口の 峠を越へ 火山の 

東北 側の 照 野 を ドラ イヴした が 實に壯 犬ない 、景色でした 法 政 村ら しい 集落 を遙に 麓の 方に 眺め 
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る 事が 出来た、 それから 東北 麓 (とい ふより は 山腹) に 天 明大 噴火の 時流 出した 熔岩 流の 末端、 S 

俗稱鬼 押出 迄 行って、 其處 で蝶峨 たる 熔岩 塊の 小山に 登った 危 つかしい 岩 塊 を 踏みし めくえ つ 

ちらお つちら 登って ゐ ると 後から 「寺 田さん く」 と 呼 ふやうな 氣 がする 振 返って 見る と 谷川 徹 

三 氏、 おやと 思って 其 連の 顏も 見る と、 ナント、 紛れ もない 野 上 S 川老 ではありません か、 それ 

から、 と 見る と 唯物論の 戶坂潤 氏で、 ャ ー、 ャ ー、 ャ.. 'とい ふこと になった。 頂上で 三 氏の 姿 を 

カメラに 收 めて、 そろく 下り かけた 時、 野 上 氏が 手 離しで は 下りられな いとい ふ、 少生 「下り 

られ るが 安全率 はゼ n だね」 と 云 ふと 戶坂氏 背後から すかさす 「安全第一 かな」 と 獨語を 云った。 

當意 即妙と 密に 感心し ました、 御 一笑く。 それから、 野 上 君に 敎 へられて 岩窟の 中の 冷泉の 底 

に 雪の ある 處を 見物、 それから 「淺間 葡萄」 とい ふ 高山植物 を 紹介され て 其實の 一 顆を味 ひまし 

た。 此 日の 行樂は 珍ら しく も 妻と 一 一人の 娘 連れで なんだか 生涯のう ちで 指 折. る 位しかない 事業 を 

したやうな 氣 がして 愉快で もあった が 少し セ ンチ にもな り、 今年 は 舅の 看病で 何處へ も 出られぬ 

長女の 事なん か考 へたり して 妙な 氣分を 味 ひました。 御 笑 ひ 下さい。」 妻は卅 日に 歸京、 少生は 

すっと 居殘 つて 居ます C 天氣 がい、 とき まった やうに 軽 井澤へ 御茶 をのみ に 行く のが、 丁度 曙 町 

から 銀 坐へ 行く やうで 自分ながら 可笑しい が、 でも 此邊の 落葉松 樹林の 中の 坦 えたる 道路 を 一 一人 

の 娘と 肩 を 並べ て 歩く の は 矢張り なんだか 嗜し いやうな 氣 もします、 

勝手な ことば かり 蚩 曰いて 失禮ど うか 御 寛容 を 祈 ります 草. - 

八月 一日  寅彥 

豐隆 大兄 玉 案下 
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二 仲 安倍 君から 端 書が 來て、 何 か 急用で 歸京 それから 又 仙臺へ 行く と ある" 〇〇 の 事で 何 

かあつたん ではない かとい ふ氣 がして 不安 を 感じます」 此 處へ來 てから、 妙に 死んだ 甥 等の 夢 

を 見る、 どうい ふ譯 だか、 フロイドに 聞く 必要が ある。 

一六 二 六 

八月 二日 水 午後 四時： へ 時 長 野縣北 佐久都 沓掛星 野？， I 泉 旅館より 小石 川 區大探 町 二 四 平 田 森 三 氏へ 

〔繪 はがき〕 

培 岩 流 末端の 岩が ゴ チヤく に 揉み 碎 かれて それが 石垣の やうに 積み上げられて 居る あの メカ 

一一 ズ ムを 不思議 だと 思 ひました。 

淺間 葡萄と いふ もの を 味って 見た がう まく も 何ともなかった 

凉 し 過ぎて 少 立 悲觀 であります 

八月 一日  寅 

一六 二 七 

八月 二 曰 水 長 野 縣北佐 久郡沓 掛星野 溫泉 旅館より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 登 次， 郎 氏へ 〔1? はがき 星野溫 

泉 明星の 池〕 

〔襄 に〕 

さつば り 御 便りがない が 御 留守 かと 思 はれます、 少生は 多分 五日に はもう 歸 京す るが、 もう 一 
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度 來る秘 りであります 

〔池. 二階建 家屋に 線 を 引き〕 

此處 が-化！：々 の假の 括です、 

〔表に-  I 

七 V：： で：； 一  つ 君 を 喜ばせる と 思 ふ ものが ある。 それ li 毎朝 未明 か 夜の 引き あけ 頃に 屋 前の 犯 畔 

に 水 |g が 來て戶 を 叩く、 すぐ 窓の 下で 鳴く かと 思 ふと、 叉す つと 遠くへ 行って タンく くと や 

つて, S る 6  M となく 閉寂 である。 此れと 前後して 必す 時鳥の 聲 が断續 します 

八月 In 夕 

一六 二八 

八月 三 B 木 午後 零 g-i 四- S- 長 野 縣北佐 久郡沓 掛„„ ^野溫 泉 旅： ffi より 小石 川" 《ぬ 町 丁 ハ价野 部 美 可 子 氏べ 

〔給 はがき 裏に 「昭和 八 年 八 二日 寅彦」 と 認め あり〕 

御來 泊の 節 は 何の 御 構 ひも 不中 上失禮 致しました。 其 後天 氣が はっきり せす 少し 凉し 過ぎて 寒 

がりに は 不適 當 であります、 今日は 晴間を 見て 山上の ダリン ホテル 迄 散 少して 來 ました、 上って 

見る と 案外 近いので した、 

八月 二  n 

一六 二 九 
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八月 三 曰 木 午 1.71 露 縣北 佐久 郡沓 掛星 i 泉 S より 本 §駒込 曙 町 一 丙 富 ふ 

r 綺 はがき〕 

〔表に〕 

11 か ら曇 りで 暑くない から 午後， 二 時から 三人で ダリン ホテル 迄 歩いて 行った 行って 見. る 

と實 に近レ 又 例の ベランダで コ— ヒ ー をのんで 屋上で 寫眞を 二 枚と り、 それから 义 上りと よ 

の 道 をと つて 宿へ 歸 つた。 實に 丁度で 散歩です。」 今度 は ダリン ホーア ル乞」 車で 行って おい；： r 

そ こ 力ら 峯の 茶屋 迄 散歩す る 計 畫を立 て た、 星 野から グ リン ホテル 迄 の 高度 は 百 一 一十 米な ある 

八月 二日 

〔裏に〕 

今度 来る 時 は 厚い 毛の 靴下の 必要が ある、 足首が 冷へ て 困る。」 一日 着物の 調節に t がしい 

一六 三 0 

八月 f 木 午後 零時 ：| 雪縣北 佐久郡 沓掛星 i 泉舊 より § 區中 £ 詹中， S た，， ゝ 

= が 紙の 鰭 はがきが 一 度 東京へ 行って 叉 上野 を出發 して 碓氷峠 を 越えき n,:p の 山中 ど.^ 帚って 來 まし 

た 往復 四日が-. りで 東京 見物 をして 来た はがき 故 捨てる の も^しく 改めて 郵途 致します ，y 卜.^ 

Kr  ,1  月 三 日  寺 田 寅 彥 

中 野 君 玉 机下  ぶ.' 

二伸 返送され た 理由 御 研究 願 ひます 
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僕は數 日中に 歸京 します 

一 六 III 一 

八月 五日 土 午後 零時： w 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣輕 井澤 町 二 〇 二 四 高嶺 俊 夫 氏へ 

一 週間 星野溫 泉へ 行って ゐて 昨夜 歸京 御手 紙 を拜見 i: 病 氣の事 を 承知 致しました。 星 野 滞在中 

數回軽 井澤へ 參 りました がいつ も 子供 づれ では あり、 それに 御 住居が どの 邊か 見當 もっかな かつ 

たので つ ひく 御 尋ね も不 致、 一 度ゴ ル フリンクの 前 を 通った 時に もし 大兄が 來て 居られる かと 

思って 入口で 聞いて 見たら 見えて ゐな いとい ふので それ以上の 事 は 聞かす に歸 つて 參 りました 

折角の 御 避暑 を 御病氣 では 御殘 念と 存じます、 それでも 東京の 暑さ だけ は 免 かれて 居られる ので 

此れ だけ は 矢 張もう けもの かと 存じます が 如何 哉、」 

少生は 珍ら しく 避暑の 眞似事 をし ましたが、 海岸と ちがって 山の 方 は 性に 合って ゐる やうで あ 

ります。 併し どうも 淺 間へ 登る 勇氣は 未だ 出ない やうであります。 

どうか 御 養生 專 一に 存 します 不盡 

八月 五日  寅彥 

高 嶺學兄  ，  . 

二 仲 令夫人に {且 しく 御 願 致します 

もう 一度 星 野へ 行く つもいで 御 坐い ます 
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年 八和昭 


一六 一一 三 

八月 五 B  土 午後 零時 I 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 新 渴縣北 蒲 原 郡 川 東 村 杉 山 星野慶 一郎 氏へ 

拜啓 一週間ば かり 旅行して 居て 昨夜， 歸京 御手 紙拜見 致しました、 標本 も 落掌、 其 內專門 家に 

見て 貰 ひます から 少し 御 待ち を 願 ひます、 目下 皆 旅行して ゐる やうです から 歸 つたら 見て 貰 ひま 

しゃう 

原 

前回 も 申 上げました 通り 此 頃の 金 鑛 熱で 試 堀され た 舊抗新 杭で 成 効した もの は 殆どない さう で 

すから、 金が 含有され てゐ てもう つかり 投資 は 危險と 思 はれます。 「金が 出たら 村が 幸福になる」 

とい ふ 假定は 証明が 六 かしい かと 思 はれます が 如何 や、 一 應は 「夏向き」 の 頭で 御 考慮 肝心 かと 

存じます 

右 御 返事 迄 草. - 

八月 五日  寺 田 寅 逢 

星 野 様 

一六 三 一二 

八月 五 B  土 午後 三時 —四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野溫泉 旅館 寺 m 彌生、 寺 田 

雰子、 二 氏へ 

昨日 は 鄉 見送り 難 有う。 嵐 車に のる とから 汙が 出て 關東 平野 は 一層む し 暑くて、 調節が 利かな 
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くな つた o 

上野 驛で カツ レツ を 食って 歸 りました、 東 一 が應接 間で 知らん 額 をして ピアフ を ひいて 居 まし 

た。 捨て猫が すっかりい i 氣 もちで 收 まって 赤と 一 處に ねそべ つて 居て 抱て やる とム ャ ミにゴ 口 

/\- 鳴らせます。 ャッ パリ 雄 ださう です 

案の 丈 机の 上 は 郵便物の 山が 出来て ゐて ギヨ ッ としました、 しかし 半分 以上 は ィキ、 ナリ厨 箱へ 

ほうり 込んで よい もの 計り それで 今朝 は そのうちで 返事 を 要する もの を 片付けに か ^ つて 居ます- 

手紙 を かいて ゐ ると、 もう 来客が ある。 朝 だ^に 汗が にじむ。 此れで は やっぱり 星 野の 三 号が い 

、かと 稍懷疑 的に なって ゐる 所であります、 先 は 安着 御 報 迄、 幸に 慮 車の 衝突 もなかった 

八月 五日 朝  父より 

彌生樣 

雪  子樣. 

つるに もよ ろしく 

諸戶六 郞の膺 物に は 憤慨し ました 

一六 三 四 

八月 五 B  土 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ國 潘慶 一氏へ 广 封筒な し〕 

御： S 堂樣御 病氣御 心痛の 事と 存じます 殊に 暑さが ひどい ので 一 層 御 苦痛の 多い 事と 存じます が 

どうか 此上御 加養 を 願 ひます 
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御 尋ねの ダフ ニスと クロエ の 物語 は少 生の 讀ん だの は 

； Loeh  <Jlassiral  Library の 中の もので ギリシア 原文と 芙 譯と對 照に なって 居る ものであります、 

中に 處々 赤裸々 な 性的 描寫が あるので、 さう いふ 處 だけ は 英譯の 代りに ラテ ン語譯 になって 居 ま 

す。 併し 少しも 卑稷な 感じはなくて 全部が 實に 美しい 詩であります。 外に もい ろく 此れ を 敷衍 

又飜 案した もの も ある やうです が もとは 此の 西曆 一 一三 世紀 頃に 逢 曰かれた Lons.lls 著の 希 鳳 文の 物 

語で あらう と 思 はれます 

右 要件の み 草よ 

「ノ月 五日  寺 田寅豫 

國澤樣 

御 一 同様によ ろしく 

一六 三 五 

八月 六 B 日 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 野縣北 佐久郡 水：； 掛星 野？，！ 泉 旅館 寺 £ 彌生、 寺 m 雪 子、 二 氏へ 〔封 

筒な し〕 

歸 りの 星 野の バ スを拂 はなかった やうな 氣 がする が、 如何でした か、 少し あわてた やうです。 

咋 R は 東 一 、 正 二と 第一 相互で 晝食 しました (ズル —イワ ー) 東 一 は 今日 晝 過ぎから 相 州. 切聲 

の鲈^！さんの處へ 出かけました。 そちらへ はいつ 頃 いくか 自分で も 未だ 煑ぇ 切らない らしい。 正 

二 は 明日 行く さう です。 御用 心く、 東京 はやつ ぼり 暑い、 夜 蒸 暑い のが 困ります。 その f..- り， ^ 
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節の しゃう がない から 簡單 であります。 今日は 朝から 時え 驟. g でむし くす る。 明 夜 (七日.) は 

本鄕邊 の燈火 管制で 九 時 頃から 闇が りの 凉み をし ます。 門燈 はもう 十日 過ぎ まて 消し っぱなしに 

しゃう と 云って 居ます。」 東京に ゐ ると 人が 來る 電話が か、 る 郵便が 來る、 やつば り： S はしい が 

仕方がない、 

八月 六日  寅彥 

彌生様 

子 樣 

つるに」 よろしく 

一 六 一二 六 

八月. 七日 月 午前 八 時！ 『 一； 時 本鄕 駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 ^小= 向 水道 町 九 二 堤 方 安倍 能 成 氏へ 

一 一度の 御 端 書 難 有拜見 致しました 少生 一 昨夜 歸京 致しました、， 矢 張 溫度は 高度 千 米 分 だけち が 

ふので 大分 血の めぐりが よくなる やうであります、 

旅行 用 磁石 は、 少 生の 経驗で は 左 の 如き も のがよ いと 思 ひ ます、 

一 、 直径 は 約 一 吋 (八 分) 以上の 大きさの もの。 余り 小さ いのはい けません 

一 、 水平に 置いた とき (勿論 近くに 鉄 £^ のない 處へ) 針が 水平に なって 止まる もの。 ルカが 上 

がったり 下がったり したがる の は 出来損ないです。 

一、 鉄片 を 近づけて、 ふれさせて、 问 度 やっても 同じ 處へ來 て 止まる もの。 (ナイフ かなん か 


勺 ニ 八和昭 


で 試みれば {儿 しい) ピボットの 損した の は、 やる 度に ちがった 處で 止ます。 

一、 針 を クランプし、 ァ レストす る楨杆 又は 子ヂの ある もの。 此れがない と 持 歩る くう ちに、 

ピ ホットが 磨損して 惡 くなります。 それから、 ァ レストす る 時に 針が なるべく 其 時の. 靜 止の 

位 澄で 固定され るの がい、。 此れ は， 「ナル べク」 であります。 ァ レストす る 時に 針が ひどく 

迥 はる やうな の は 出 來の惡 いのです。 

.、 ガラス は 厚い 方が い、。 割れ ：3VW いと 困 まるから G 

；、 傾斜角 を 計る 爲の 針の ついた の もあって、 此れ は科學 者に は 便利な 事が あります。 

先づ こんな 事であります。 運動具 店 や デバ ー ト でも 色-^ ありまし やうが、 少しい \ ものなら 玉 

屋の やうな 測量 器械 を 取极ふ 店なら 色よ 便利な ものが ありまし やう、 其 代り 値段 も S から S お あ 

る やうであります。 普通の なら ニ圓位 かければ い、 かと 思 ひます。 

地質 擧 者の 使 ふ クリノ  メ  — タ ー なら 非常に 色. -の 役に立つ が、 普通の 登山者に は 少し 嵩張って 

厄介で しゃう。 それより もい、 双眼鏡 を もつ 方が い、 と 思 ひます。 つまり 「超人の 眼」 で 山が 見 

られ るからで あります。 コ ムパ ス大忙 きで なければ 少生 物色して 候補者 を 見立て、 も 化しう 御^ 

います。 哲學者 を引卒 (？) して 磁石 買 ひな ども 一 寸 しゃれて ゐ るかと 思 ひます 

右 御 返事 迄、 「柿の 種」 は 宅に は 品切れ、 早速 小山 君に さう 云って よこして 貰 ひ、 それから 送り 

ます れ.^ 

八 月 六日  寅 彥 

能 成 大兄 玉 案下 
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一 六- 1 七 

八月 七 B 月 午前 八 時： 十二時 本 81 曙 町 二 四より 小石 川 S 訪町五 九 小山 書店 小山 ニ郞 氏へ 〔は 

がき〕  • ； に 

1 歸 つて 參 りました、 「棟の 種」 三部 拙宅 迄 御 届け 願 度 御 依賴. けます 

お 用事 迄 草. - . 

八月 六 n 

I 六 三 八 

f  ::f  人 一 3« 町 二  4 より ト石 け- &小 n 。水道 町 九 二 堤 方 安倍 能 成 氏へ， 

八 cc 八 B 火 午後 八. S.! 十二時 本？ sfep 込 曙 町 二  k よ I  /{jTi/  —ノ， 

I に：^ 葉檢 はがき やま はは こ (きく 科)〕 

^^^馳走さまでした、 I 書 アルバム を 買 ふの を見 たから、 とい ふわけ でもない が 二三の 

端 書 を かく 機會を 利用し て 

召 口  \ ^\ 月 人 日 

^0Laft 少し 地口になる が 此の 「やま はは こ」 も iA^^ 

と 書けば 書け ない 事 もない、 八が 三つで 二つな と、 いふの はゥパ 一一 シ アドに でも ありさう S 

であります 
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年 八和昭 


寅 彥 

一 六 一一 一九 

八月 八日 火 午後 八 時 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 "ter 原 町 一 〇 坪井忠 二 氏へ 「腊葉 捲 はがき，！ 

葉 山からの 御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 少生 四日に 歸京、 犬に 東京の 炎暑 を H ン ジョイして 居 

ます 今日 一 寸震 研へ 行って 來 ました、 淺間 ォブザ ー.. ヮ トリ ー は 十五 日 開 所の 由 少生も 其 前に 星 野 

へ 行って 居て 同日 參加 序に あの 附近 を 諸君と 歩いて (但し 自動車で) 野外 ヂ ス カツ ショ ンを やり 

度い と 思って 居ります、 責兄 も御參 加の 御 都合が つけば 賑 かで い、 と 思って 居ります 二三の 「問 

題」 は 用意して 居ります 

八 年 八月 八日 

昨夜 は燈火 管制； ま 習、 明 夜 は 本物、 物騒であります 

一六 四 0 

八月 九 B 水 午後べ 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長野縣 輕 井澤 町 二 〇 二 四 高嶺 俊 夫 氏へ 

禅 手紙 難 有拜見 致しました 御病氣 未だに はかぐ しからぬ 由に て 御難 義の 事と 拜察 致します が 

最早 そろく 御 快 愈に 向 はれる 頃 かと 存じます 大體病 氣の藥 の 中で 「時」 が 矢 張 一 番の 妙薬 かと 

思 はれます が 如何で しゃう  ， 

こんな 事 を 病人に 向って 云 ふの は 少し 殘酷 かも 知れません が 
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此 s は隨分 下らぬ 隨筆原 槁を澤 山に か" されました、 改造、 鉄 "込"、 経濟 往來、 週刊 朝日 秋 幸 号 

などに かいた 上に 此れから 八月 中に 「世界 文學講 坐」 に 四百 字 詰 原槁紙 六十 枚 ほどか、 なければ 

なりません かうな ると 實際 何が 本職 だか 分らなくなります 

そろく 種切れに なると 近所の 人達 を切賫 りする やうになる かも 知れません 御用 心く 

今 明 n は 防空 大演習で 飛行機が 朝から 飛んで 來 ます 夜 は燈火 管制と かで 電燈を みんな 消されて 

しま ふさう であり ますが、 併し 銀 坐邊の カフェ ー の 內部は 消燈 を 許さない さう であります、」 

仕方がな いから 一 一階 へ 上がって 空中 騷 音の ォブザ — .. ェ 1; ン ヨン でもす る 事に 致します 

何 かしら 事件が 突發 する ので はない かとい ふ豫感 がする の は少生 だけで はない やうであります 

何しろ X  X  XXXXXXXX  X 世の中で すから 存外 本物の 爆彈が 落下す る やうな 事 も 可能で あり 

ます、  . 

ど うか 御氣 永く 御 養生 を 祈ります 

八月 九 曰  {3；  彥 

高 嶺 大兄 玉 案下 

一六 四 一 

八月 九日 水 午後 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 现化學 研究所より 礼幌市 北六條 W: 十七 T= 中谷卞 

413 郞氏 へ 

舐 難 有う 御^いました、 先日の； g 搞は 科學の 方に 頂戴した いとい ふので 村 越^に 渡して 
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年 仄和昭 


きました から 左様 御 含 を 願 ひます 

珍ら しく 今年 は 信 州 星 野 温泉へ 一週間 行って 來 ました。 凉し 過ぎる ので 歸 京したら 又 少し 暑 過 

ぎます。 星 野で は 一 日中 着物 や シャツ を晚 いだり 重ねたり 調節が 面倒で したが 東京 は 裸で も 暑い 

の だから 却って 簡單 であります。 十五 日に 淺間觀 測 所の 開 所 式が あるので 其 頃もう 一 度 行って 來 

やうと 考 へて 居ます： 一 輊 井澤 見聞 記 を 「緩濟 往來」 と 「週刊 朝日 九月 特輯 号」 と を 出しました 

から もし 手近に あったら 讀んで 頂 度と 存じます： 一 東 一 は 昨 八日 出發星 野に ゐる 弟妹 を たづね て 

から 淸水 越で 北陸へ ぬけ 日本海 岸 を 北上して 歸札 致します どうか 左樣惡 しからす 御 含 置 を 祈り ま 

す、 なほく 此上 共に 允 敷 御 #勵 の 程 を 願 ひます、 右 贵酬迄 i;: に- 

八月 九日  贫彥 

屮谷君 玉 案下  ， 

二 仲 御 一同 樣に よろしく 御 鳳 聲を願 ひます 

一六 四 二 

八月 十日 木 や 後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ長 野縣北 佐久郡 水！： 褂星野 Si 泉 旅館 寺 田 li-  二、 寺 m 

彌. 寺 田 雪 子、 三 氏 へ 

其 後 御 便りが ありま せんが 皆さん 御變 りはありません か、 昨夜 は 防 さ 演習 第 一 夜で 一 寸 面白い 

軽驗 でありました、 

私 は 十一 一三 日頃 多分 安倍 能 成さん と 同行で そちら へ 出かけます。 それから 十四日 頃 は 多分 松^ 
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君が 星 野へ 來る 害であります、 安倍 君 はせいく 一  晚 どまり 位 故 松 根 君と 同 泊す る 事 は あるまい 

と 思 ひます。 それでも 余り 混雜 する から、 もし 正 二が 一度 歸 京したい やう だったら 十三 日頃から 

一 時歸 京、 それから 今度 私の 歸る 頃に もう 一 度 出かけて 貰 ふ 事に したら 好都合 かも 知れません、 

尤も 必す さう する 必耍 はない と 思 ひます 宿の 方が 部屋 さ へ 明いて 居れば 何人 來審 でも 困り はし ま 

せんから  ■ 

右 要 事の み 草よ 

八月 十日  」w ；彥 

御 一同 様へ 

十五 日 が 淺間觀 測 所 開 所 式 で す 


一 六 四 一一 一 

八月 十一 B 金 午前. へ 時. 十二時 本鄭 K 駒！： 曙 町 二 四より 大阪市 西展江 之 子 島 國澤慶 一氏へ  一 

御手 紙拜 見、 雜誌を 難 有う 御 坐い ました、 早速 贵著拜 見 大變に 面白い と 思 ひました、 さう いふ、 

面白い 文献が 德 鳴に あると いふ こと を はじめて 承知し ました、 此れから 機會 ある 毎に どうか 績キ 

此の 人の 作品 (？) を 一 般讀 書界に 紹介して 頂く とい V と考 へます  一 

あの 雜 誌に 中目覺 氏の ものが 出て 居ます が、 中 目 氏 は 昔 私が 伯林で 地理 學者ぺ ンクの 許で 何か^ 

調べたり した 頃 矢 張 同じべ ン クの處 へ 出 人して ゐられ たらしい ので、 ぺ ン ク からそう いふ 話 を 聞： 

いたので 名前 だけよ く覺へ てゐ ますが 交際した 事はありません  i 
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せ: へ和昭 


右 御禮旁 草  不盡 

寺 W  ^ 彥 

國澤 慶ー樣 

御 一同 樣に よろしく、 御 病人な ほく 御大 事に 願 ひます 

一六 四 四 

八月 十一 日 金 ： い 前べ 時 十二時 本 鄉展駒 込 曙 町：： M ょリ長 野縣北 iii 久郡北 輕井渾 法 政 大學村 野 上璺ー 

郎 氏へ 〔封筒の-表に 「寫 廣在 中」 と あり J 

御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 鬼 押出での 寫眞は 失敗で ありました、 おまけに 寫眞屋 が 現像の 

時に 「むら. 一 を こしら へたら しいので ものに なりません が、 併し 奇遇の 紀念 として 此の 失 收の寫 

眞 も當審 者 としての 興味 は あるかと 思って 御 達り 致します。 地平線の うんと 下がつ た搆 EI は 天地 

の大を 示す ものと 御 諒解 を 願 ひます。 ソ ー ト— な もんであります？ 

「千兩 の 狐の 子の はねて 居る 風景」 など は 「繽 柿の 種. 一 の揷 画になる かも 知れません 

十三 日頃もう 一 邊星 野へ 行く かも 知れません、 もしかすると 北 軽 井澤へ まぎれ 込む かもしれ ま 

せん 右 御 返事 旁 草 >i 不盡  . 

八月 十日 ■  彥 

野 上 大兄 玉 案下 

御 一 同康 によろ しく  - 
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一六 四 五 

八月 十 IB 金 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 奈良縣 五條 中 M.f 校 野村傳 ra 氏へ 〔li 葉 絵はがき〕 

〔裏に〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 人柱の 件で は 大變に 御 手數を かけまして 恐縮であります、 鑄 鐘の 

際の 犧牲の 話 は 何處か 別の 出 所から 來てゐ るの かも 知れません、 どうも 色. -難 有う 御 坐い ました 

先日 淺間 山麓へ 參り 一 週間 遊んで 來 ました、 此の 端 書 は 其 時の 御 土産であります 

なほ 御 自愛 を 祈ります  . 

八 年 八月 十日 防空 大^習 の 日 

空 に 飛行機 のうな り を 聞きつ >  { ゆ、 0 

一 六 四 六 

八月 十 IB 金 ： い 後 四時 ベ^ 本 鄕區駒 込 曙 町 二  II ょリ小 一；： 川. 區 小：； I 向 水道 町 九 二 堤 方 安倍 能 成 氏へ 

謹^ 先日 は 失禮、 扭て松 拫界が 他所 遍歷の 上で 十四日に 星 野へ 來 ると いふ 報 あり 又 一方 十五 

日 淺間觀 測 所 開 所式參 列の 震 研 一 行が 十五 日 沓掛星 野 等に 泊まり 十六 日 一 行で 鬼 押出へ H キス 力 

—ショ ンを行 ひ 附近 を見學 するとい ふこと であります。 それで 少 生の 都合から いふと 十三 日の 朝 

の 急行で 行って 居る と 工合が よさ、 うに 思 はれます が、 大兄の 御 都合 は 如何で しゃう か、 御 伺 ひ 


474 


和昭 


申 上げます、 尤も 十四日で も 朝の 急行なら 晝頃 着く し、 松 根 君 は 待って ゐて くれる から ー處 にな 

つても 構 ひません が 十五 日 十六 日 は 附近の 宿が 大分 混雜 する 恐があります ので 十三 日の 晚に御 泊 

まりに なると 一 番薛 で、 ざ わつ かなくて い 、かと 思 ひます、 

御 都合 折返し 承 はる 事が 出来れば 難 有い と 存じます 

右耍 事の み 草. - 

八月 十 一日  お、 彥 

能 成 大人 玉 案下 

昨夜 終夜の ク ー シュ ー に は 弱らされ ましたが、 併し 色 面白く も ありました 

<$-^8^拜眉の上 再拜 

一六 四 七 

八月 十四日 月 や 後 零時，： 四時 長 野 縣北佐 久郡水 H 掛 M 野？，！ 泉 旅館よ リ本鄕 K 駒 n^J 曙 町 二 四 寺 £ ふん 氏へ 

I 給 はがき ：1 

嵐 車で 岩波 と 一 處 になり おかげて 退屈せ すに 參り ました。 一 同 無事、 東 一 は 昨日 歸っ たさう 

であります。」 陸地 測量 部 地圖五 万分ノ 一  の r 輊 井澤」 とい ふの を 買って 至急に 達って 下さる や 

ぅ賴 みます。 三越で も何處 でも デバ —トが 便利です。 三越なら 二階の 書籍 部に あります 

右 至急に 御 願し ます 

八月 十三 日夕 六 時 
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な 「夜 は 盆踊りが ある さ うです 

一六 四 八 

八月 十七 日 木 午後 零時， ー 四時 長 野縣北 佐久都 沓掛星 野？ J 泉 旅館より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 

r 搶 はがき 松拫 豐次郎 氏との 寄せ I 百〕 

i に  一  i 

今日、 淺間山 觀測所 落成式に 列席して 歸 ると 松 拫 君が 來て 居る 此れ は豫 期して 居た が 偶が 脇 

敏子 女史と 芙蓉 孃 とが 隣 舘に來 泊 それから 久しく 會 はなかった 物理 出身の 理擧士 の 家族 も 落 合 ひ 

ました 

折 柄 盆 踊が ある、 雷雨が 來る、 賑 かであります、 

松 本から こ、 へ來 て、 時鳥と 水錄を 聞く つもりが ぉ客樣 達の 蓄音器に よる 盆 踊の 賑やか さ、 それに敏^T女史 

の靑楓 子の 噂 さ を拜聽 しな かく 水難の 幕に ならず 候敏 子さん と 話中に 横 か. ビ 見て ゐて 眼の 線の 皺を發 見して 

驚いた、 蓋し 奇遇に 相違な し。 夕立 大雨になる 

新凉ゃ 夕に 霧 を かもす 池  み 

一六 四 九 

八月 十七 曰 木 午後 零時！ - 四時 畏野縣 北 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅館よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小官 覺隆 氏へ 

一. 搶 はがき 松根豊 次郎、 山脇敏 子、 二 氏との 寄せ 書〕 
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年 八和昭 


「表に〕 

乂 逗留、 雨で とこ へ も 出ず- 凉 しさに 潢かリ 切って  (お」 

珍ら しい 處で山 脇敏子 女史 芙蓉 嬢に めぐり 合 ひ、 責 兄の 御-^ を 致し 居り 候、 少し 惡ロも 出る や 

うに 御 坐 候 御 寛容 を 祈り 候  .  寅  亲 

今年 は 吞氣な B が 二三 日惠 まれました 娘 を つれて い 〔い. 一 マ 、ぶり を發 揮して をリ ます はからず 寺 田 先生 松 根 

に 御 目 〔に〕 か. * リ あなたの 御 噂して ゐます  とし子 

輕 井澤 高原 

0 な ぞ はもの、 展なリ 草の 花  お 

一六 五 0 

八月 十七 日 木 午後 零時： 四時 長 野 縣北佐 久都沓 褂星野 溫 泉 旅館より 小石 川 區原町  一 0 坪 井忠ニ 氏へ 

はがき J 

祈 角 星 野 迄 御 出 下さい ましたのに 何の 御 構 ひも 不申 失禮 致しました、 叉 何よりの 御 土產を 頂戴 

難 有う 御 坐い ました、 昨日 は あれから 一日 雨、 夜 は 例の 盆 踊 もなくて 頗る 閑寂、 今朝 は 快晴 此れ 

か 昨日 だったらと 思った のです が、 しかし 雨のお かげて 脚の 方が 助かった かもしれ ません、 今朝 

は 又 少し 大瞬ー の 筋肉 か 勞働爭 議を起 こして 居る やうであります 

八月 十七 日 
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一六 五一 

八月 十七 B 木 午後 零時 .四^ 畏野縣 北 佐 久郡水 H 掛星 野？ i 泉 旅館よ リ札幌 市 北六條 w 十七 丁  =屮 ハ介卞 .一!!; 郎 

氏へ 〔檢 はがき〕 

に」  _ 

二度目に 信 州へ 參 つて 居ります 一 昨日 は 淺間觀 測 所の 開 所 式で 石 本 君 坪 井 君 那須君 も 來て居 ま 

した 昨日 は 雨中に 山中 を見學 (但し 自働 車で) しました 

八月 十七 日 

東 一 も 一 寸參 つて 居ました が 最早 歸 札した 事と 存じます どうかな ほせ： 敷 御 鞭 據を願 ひます 

黄 ^ 

一六 五 二 

八月 十八 B 金 午後 零時，！ 四時 長 野縣北 佐久郡 杏掛星 野？， I 泉 旅館よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小お 通 =1 隆氏へ 

一，： 絵はがき 安 ii5 能 成 氏との 寄せ 書： 一 

東洋 城、 敏子 女史と 入れち が ひに 安倍 君が 來て 唯今 夕食 を 食った 處 であります、 戶外は 山. g 雷 

電を 伴って 居ります  黄 

お彥 翁と 花 くら ベ をした、 鼻の 高さ も 同じ 位ら しい、 これから テ ラダク リル テツ ト あり、 
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勺 二八お I 昭 


一六 五三 

八月 十八 B 金 午後 零時 1 四^  4^野縣北佐久郡水=;掛星野？，！泉旅誼ょ り本鄕^1!駒込.£片町 一 〇藤^出.>、氏 

へ 〔槍 はがき， J  . 

暑い のに 御 勉強の 赴で 大慶に 存じます、 

今度 來 てから は來 客が 日. - 殺到 應 接に 暇な き 有様 で 、 社交 の 敎育を 受けに 來 たやう であります、 

(六十 近くに なって だから 驚きます。) 

天 氣が變 り 易 いのは 山の せいかと 思 ふが、 今年 は 少し 特別 だとい ふ 話であります 

御 健 1^ を 祈ります 

一六 五 四 

八月 十八 日 金 午後 零時； 四時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？ J 泉 旅館より 本 鄕區束 京 帝 國大學 地震 研究所 宮 

部 _n 巳 氏へ 〔給 はがき〕 

十六 日に 所長 坪 井津屋 諸氏と 雨中に 鬼 押出 鬼の 路次 などの 熔岩 を 見物に 行き 色よ ヂ ス カツ ショ 

ン など ありました。 觀测 所の 建築 は 中. -モダ ー ンで氣 持の い-^ 處 であります、 一度 御覽 になる と 

い \ と 思 ひます」 當 地へ 来ても 中，. 來 客が 多くて 賑 かであります。 こんな 處へ 來て 社交の 練習 

(五十 過ぎての) をし やうと は 思 ひませんでした 

御 健 を：.^ ります 
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八月 十七 日 

一六 五 五 

八月 十八 S 金 午後 零時 I 四時 畏野縣 北 佐 久郡水 S 褂星野 温泉 旅館より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 II 九 武者 金 

吉 氏へ 〔絵はがき〕 

一 一度 目に 叉 軽 井澤へ 參 りました、 新觀测 所の 落成式で 石 本 坪 井 那. ゆ： 津屋の 諸君が 見え 賑か であ 

りました、」 御手 紙 を 廻送して 參り 唯今 拜見、 搶 卷の寫 しは歸 京後拜 見を樂 しみに 致して 居ます 

此處で 所謂 人魂の 一 つの 場合に 關 する ヒ ントを 得ました 

いづれ 拜 眉の 上に て 

八月 十八 m 

一 六 五六 

八月 二十 一日 月 午前 八 時— 十二時 .4^ 野縣輕 井澤 町より 礼 幌市北 六條西 十べ 丁 H 阿部 方 寺 W 束； 氏へ 

〔寺 raE 二、 寺 E 彌生、 寺 £ 雪 子、 三 氏との 寄せ 書 (一一 一氏の 文面 省略)〕 

明日 私 だけ 歸 京す るので 今日 軽 井澤へ みんなで 來て今 御茶 をのんで 居る ところです 

一六 五 七 
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八月 二十 一日 月 午前 八咔— 卞ニ時 長 野縣輕 井澤 町より 小石 川 K 戶崎町 三 水口 幸麼 氏へ 〔給 はがき 寺 

田 雪 子 氏との 寄せ 書 (：s 子 氏の 文 而^ 略. yj 

今日 軽 井澤へ 遊びに 參 りました 遙に御 健廢を 祈ります 寺 田 • 

一六 五八 

八月 二十 二日 火 や 後 零. s-lil 時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野溫康 旅 誼より 長 野 縣 北佐久 郡北輕 井澤 法政大 

a; チ衬關 山山 莊安 能 成 氏へ 「1? はがき 寺 W 正 二、 寺 E 彌生、 寺 E 雪 子、 三 氏 S 署名 寄 

せ あり (竹 略 X 一 

貴兄と 入れち が ひに 岩波 君が 來て ー晚 泊り ました、 II 澤敬三 氏と 同伴で、 君の 泊った 離 窒に寢 

て 行きました、 淸 水と いふ 處に露 作 氏 を 尋ねる 途中 だとの 事でした、 少生は 今日の 急行で 歸りま 

す 

八月 廿 一日  星野溫 泉に て  寅 

御 一 同様に 宜敷 

一六 五 九 

八月 二十 二 B 火 午後 (以 F 不明) 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？ i 泉 旅館より 長野縣 北佐久 郡北輕 井澤 法政大 

學村四 條通大 川 方 松 拫逢？ 一次郎 氏へ 〔捨 はがき 寺 田 正 二、 寺 E 彌生、 寺 田 雪 子、 三 氏と 

の 寄せ 書 ニー 一氏 9 文面 贫 略)〕  , 
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今日 歸京 します、 

あれから 安倍 君、 それから 人れ ちが ひに 岩波 Ijj; が 跪澤老 子爵の 孫の 敬 三 氏と 幸 H 翁 訪問の 途次 

に 一 泊し ました、 星 野 も大繁 e;: であります 

昭和 八 年 八月 廿 一日 

一 六 六 0 

八月 二十 二日 火 午後 零^— 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より-お 野縣北 佐久郡 杳掛星 野溫泉 旅館 寺 m 正 二、 

寺 E 彌生、 寺 田 雪 子、 三 氏 へ 

無事に 歸 りました、 前夜 山崩れで 潔關 車が 晚 線した あと を 通って 來 たが、 此の 山崩れが 十 余 時 

間お くれたと すると 危ない 事であった。 車は滿 員で 東京 迄う しろ 向きに 引つ ばられ ました。 

歸 つて 見る と やっぱり 暑い、 今朝 八 時が もろ 八十 一 度です しかし 妙に 空が 青くて 何處 となく 秋 

らし い 風が 吹き 此前歸 つた 時よりも すっと 時候が 進んだ のを感 する、 もう 暑さ も 余り 永く はない 

と 思 はれる 

i 田よ みんな 無事で 不相變 それく 個性 を發 揮して ゐる、 隣の 柳 三毛 子孃咋 夜な ど 台所の チヤ ブ 

ム：： の 下へ どうも 泊り込んだ らしい」 鷄 頭が 實に 美しい、 朝顔 も 中立です」 どうぞ 健康 御注意 を 願 

ひます 草 i 

八月 廿 二日  父より 

御 一同 樣  . 
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隣の 奥さん マ ー チャン、 タツ チャン、 それから ミノル チャン 兄弟に もよ ろしく 

一 六 六 一 

八月 二十 二  B 火 午後 四時. I へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

昨夜 歸宅 しました、 御手 紙 拜見御 無事 御 歸任御 勉強 ださう で 大慶に 存じます。 テ 一一 ス御 はじめ 

の 由、 此れ は大 賛成 但し 過度に ならぬ やう 御注意 專 一に 願 ひます， 一 

Diist  Motion  in  Hlcctric  Field.  S.  Franck,  Phys.  Zeitschr.  B 二  34,  SS  21412  LS, 

とい ふの が あるら しい、 何 か參考 になる かと 思 ひます、 御ー讀 如何 

右 御 返事 旁 御 報 迄 草 >、 

八月 廿ー 一日 

一六 六 二 

八月 二十 三日 水 午前 八 時： 十二時 本鄕區 駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣飯 E 高等 女 學校八 木貞助 氏へ 

謹啓 先日 は 大變に 面白い 現象 を 見せて 頂きまして 御藤 様で 色，" の 問題 を 拾って 參 りました、 

どうも 難 有う 御^いました、 鬼に 角 淺間山 は 如何なる 点から も 面白い 山であります いくら 研究し 

て もし す ことの 出来ない 程の 問題 を藏 して 居る と 思 はれます、 此 等の 問題 を 少し づ 、 氣 永く 堀 

出し 少し づ 、研究して 後世 學 者の 手に 渡た すの が 吾々 の 仕事で はない かと 思 はれます、 わけても 

鄕土 科學者 の 力に 待つべき もの が 多い かと 思 はれます、 どうか 今後 益 M 御 自愛 御 研究 を 祈 度と 存 
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一 六 六 一二 

八月 二十 一二  B 水 午後 零時， 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣 輕 井澤 町 三 井 別莊地 高嶺 俊 夫 氏へ 

今度 もとう く 御無沙汰して 歸京 致しました、 一 度 子 供述で 軽 井澤へ 行った 節に 車で 三 井刖莊 

前 を 通過した ので 御. H 居の 大凡の 見當 はついた やうであります。 二 ュ ー グランドで 御茶 をのんで 

あの 邊を 歩いて 歸る 途中 鴻山秀 雄 氏 夫人の 車を拜 しました。」 御 病 氣御快 愈で 最早 ゴ ル フ を御復 

興の 由 大慶であります、 しばらく 休んだ あと は 又 犬に 進境 を 見る こと、 推察 致します c」 少生今 

度の 二度目の 星 野 滞在中 は 來客頻 ぶで 丸で 社交のお 稽古に 留學 したやう でありました。 觀測所 落 

成 式に 速關 した 人事 交涉 はなんでも なく 結構でした がその 外に 松极、 安倍、 岩波、 それから 山 脇 

(津 田) 敏子 女史が 芙蓉 孃を つれて 偶然 飛込んで 來 たりして、 それ 等が 一度にで なく ぼつり. （- 

と 踵 を 次いで 來會 したので 十五 日から 廿日の 朝 迄 は 朝起きる とから 夜 寢る迄 間断な く 誰れ かと 相 

手に なって 話 をして 居る ので ありました。 東京に 居た ので はかう い ふ 経 驗は决 してない ことで あ 

ります。 少 生が あんまり 我儘な もの だから 天が 教育の 爲 にかう い ふ ブラ ンを 立て 、くれた 事と 感 

謝して 居ります。 かう いふと 來客 がいやであった やうに 聞こえる かも 知れない が、 さう ではなく 

て實は 非常に 愉快な 數日を 送った のです。 併し 一 方で は 矢 張 可成り 疲勞を 感じ、 廿日 は 一 日 ぼん 


寺 田寅彥 


じます 
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やりして しま ひました。 

岩波 君 は 小 諸から 淺 間へ 上る 中腹の 淸 水と いふ 慮に 居る 露 伴 翁 を 尋ねる 途中に 星 野で 一 泊し ま 

したが、 その 時に^ 澤敬三 氏 を 同道して 來て 紹介され ました。 何 處か老 子爵の 面影が あって 愉快 

な 好钟士 とい ふ 感じで あめました。」 杏掛 では 少生 研究室の 渡邊慧 君に 案內 され 千 冬 子に 紹介 さ 

れ、 同 邸を拜 見し ました」 それから 偶然 東京 電氣の 淺尾理 學士の 家族が 星 野の 盆 踊 見物に 来て 居 

るのに 會 つたり。 鶴 田 先生の 長男 四 男に 逢ったり、 避暑地と いふ もの 、與へ る 不思議な チヤ ン ス 

に 色 M 遭遇し ました、」 余事 は拜 眉の 時に 讓り まし やう 草 M 

八月 廿 三日  彥 

高嶺 大兄 玉 案下 

一 六 六 四 

八月 二十 三日 水 午後 零時. In 咔 本鄉 駒 込 K= 町 二 四より 飽町區 丸ノ. 2： ビルディング 屮央 公論 社中 村惠 

氏へ 〔はがき 速達便」 

毎度 御 電話 を烦 はし 恐縮で ありました、 

昨 口から 何 か 題材 はない かと 考 へて 見ました 結果 「盆 踊と 家鴨」 とい ふやうな 題で 信州滯 在中 

の 所兑を 十數枚 位に »1 いて 見やう かと 存じます そんな もので 宜しければ 御 探 錄を願 度と 存じます 

御都合如3:^_^御伺ひ巾上げます 草 >、 

八月 廿 三日 
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一 六 六 五 

八月 二十 六 曰 土 午後 零時 1 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 岡山縣 倉敷 市大原 農業 研究所 板 野 新 夫 氏へ 「腊 

葉 給 はがき〕 

謹啓 岡 山名產 白桃 澤山御 惠與に 預かり 難 有 拜謝致 候 

今夏 信 州^ 掛に參 り 數日滯 在 致し 彼の地の 植物界 を观 いて 參り候 

右 御 禮旁匇 i 巾述候 

八月 廿 五日  寺 田寅彥 

一 六 六 六 

八月 二十 六 曰 土 午後 零- 四時 本 鄕區. 駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣北佐 久都沓 掛星野 泉 旅館 寺 田 正 二、 

寺 E 彌生、 寺 £ 雪 子、 三 氏へ 〔はがき〕 

御 一 同よりの 御 はがき 難 有う、 東京 はさが 靑 澄んで 秋ら しい 色 をして 居る だけで 其爲 日^^. え 

暑 r, こと ソ ー ト ー ナモ ン であります。 三 匹の 猫もう だって 居ます が 柳 三毛 子 嬢 はよ く 遊びに 來て 

殆ど 半分 以上 は 此方で 暮 します、 全く 黑公 とい k 遊び 友達であります。 庭 は カンナと 鶴 頭で 燃 ゆ 

る やうな 美し さであります、 八月 中に と 約束の 原 槁が澤 山 あるので 毎日 午後 宅で 汗 を 流して 書い 

て 居ます が、 もう 一 日 位で 片付き さう であります。 東京の 方が 却って 來客 もな くひつ そりして 居 

ます、 夜 は 時- -神 田へ 出かけて アイス クリ ー ム、 コ ー ヒ ー など のんで 古本屋 を ひやかし たりして 
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朝は理 研で 仕事 をし ます、 今日は 晝後 帝劇の 活動で も 見やう かと 思って 居ます 

明日 は 叉千ケ 瀧の ト ー キ ー があって 御 出かけで しゃう 

どうか 健康 御注意 を 願 ひます、 

八月 廿六 日朝  - 

一 六 六 七 

八月 二十 九 B 火 午後 零時.； 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リー f 岡 縣 戸畑 市 明治 専門 學校大 明郎 氏へ 

御手 紙拜見 致しました。 スベタ ト II グラフ は 代價が 分って 居れ は 報公會 なり、 振興 會 なりに 持 

出せば 買って 貰 ふこと も出來 ると 思 ひます。 余り 高價 でなければ 寧 報 公會で 買つ て 貰 ふ 方が よい 

かと 思 ひます (仕事が 速關 して 居ます から) 併し 振興 會の 方で も、 少生は 直接 審査に は 關係丄 て 

居ません が、 〇〇 君に でも 話せば 屹度 何とか なること、 思 ひます。 器械 を 具体的に 選定して 其必 

要 金額 をた しかめて 再度 御 申 越 を 願 度と 存じます 右 要 事 迄 

八月 サ 九日  田 寅 彥 

大 塚樣 

一 六 六 八 

八月 二十 九 B 火 午後 零時. |四 時 本鄕區 東京 帝 國大學 地震 研究所よ リ 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金. 

吉氏 へ 
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先日 は 御手 紙 を 難 有う 御 坐い ました。 歸京 以来 暑さに うだって さ 疎な 日 を 達って 居ります。 扱 

XXX の 件、 〇〇 さんの 御 說はー 應尤な ものと 存じます が、 云 は 一  つの 可能性 を 指摘され たも 

ので、 此れに 限る とい ふ 証明 はない 故决定 的な 結論 は 下されな いこと 勿論と 思 はれます。 それ 故、 

此れと は獨 立に 御 研究 を續 けられ、 さう してもう 少し 動きの 取れない 所 をつ かまへ て 頂 度と 存じ 

ます。 〇〇 さん 御自身 も 承認され て 居る 通り、 あの 記事 は 未だ 純粹の 「論文」 ではなくて 一 つの 

「隨 筆」 であらう と存 ぜられ ます。 「X  X  X」 に 限らす、 どんな 問題で も 唯 一 人の 力で 全てが 觯决 

した 例 は 先づく 無い かと 存じます。 「大家.」 の 先鞭な ど は 雲烟過 眼で 本當の 徹底的な 研究 を績け 

て 行く のが 學 者の 本當の 任務 かと 思 はれます。 さう やって 何の 結果 も 得ない とい ふこと は 却つ て 

不可能と 思 はれます、 此れ は事實 であります、 どうか 御 自重 を 願 ひます 

右 乍 遲延御 返事 迄 草え 

八月 廿九 m  寺 田 寅亲 

武者 金吉樣 

函嶺の 旦那の 输 日記 は 天下の 珍で 又學界 のキュ リオ シティ ー であります。 あの 眞御 返却 致 

しまし やう か、 頂戴 出來 るで しゃう か 

一 六 六 九 

八月 二十 九 B 火 午後 n 時 ー. へ 時 本鄕區 駒；.. < 一 曙 町 二 四より 長 野 縣北佐 久郡水 H 掛虽 野？，！^ 旅館 寺 E 正 二、 

.  寺 £ 彌生、 寺 田 雪 子、 三 氏 へ 
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御 端 書 難 有う。 寫眞を 送ります。 御 覽の通 大抵 失 耽でした。 女中の は 二人に やって 下さい。 ま 

づ いのでお こられ さう だが 致 方がない：」 東京 は實に 痛烈に 暑い やうで、 今 午後 三時 半の 書齊の 

風通しの い、 處で 八十 九 度であります。 猫もう だって ゐ ます 一  ピアノの 修繕に 大分 金が か \ り 

さう です が 買 ふより は 安いから、 少し 根本的 修繕 を やらせ やうと 思って ゐ ます。」 松 根 君 もやつ 

と歸 京した と はがきが あった」 中 谷さん が 大分に ゐる 弟さんの 病 氣で西 下の 途中 昨夕 立 寄り まし 

た。」 映 画 は 「銀嶺 征服」 と 「海底 一 を 見た が 前者の 方が 出来上がり はい、 やうで、 いつものよ 

り ぼ がら かであります。 外に は 大した もの は 秋 迄ない らしい 

私 は 未だ も 一 度 行かれる かどう か 未定であります。 母上 は 多分 五日 前後に 迎 ひに 行く かと 思 は 

れ ますが 此れ も 未定 

御大 事に 

八月 廿九ロ  父より 

御 一同 樣 

一六 七 0 

八月 三十 B 水 や 後 八 時 - 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 目黑 K 駒 場 町 東京 帝 II 大學 航空 研究所 物理 部 

m 中 信 氏 へ 

別紙の 靑 印刷が 來 ましたの. で、 不取敢 い、 加 げんに 書いて 見ました。 君の S1S の 厚さ 測定法 

の概 S 行と 揭載 場所 を 加 人して 庶務へ 御 廻し 下さい。 竹內 君の 分 は 次回に 廻し まし やう」 僕 は 今週 
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だけ ナ マ ケナセ テク レ 玉へ。 少し 暑さに 降參 しました から 

いづれ 近日 拜 眉の 上 色、. 御 話 致し まし やう 

八月 卅日  寅 

田 中 君 

一 六 七 一 

八月 三十 IB 木 午後 零時： 四時 本鄕 區駒ス 一 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十べ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 中 谷 君 は 一 昨日 來京 即夜 西 下しました 夕方 暇が あつたので 藤 岡 君と 三人で 第 一 

相互で 會食、 その 時 東 一の 山 登の 話 も 聞きました。」 星野溫 泉の 方 は 多分 五日 頃に 引上げる こと 

になり まし やう。 私 も 明 一 日 あたりもう 一 邊 行つ て 一 晚 泊り で歸っ て來 やう かと 思って 居ます、 

秋草の 變 化が 見たい からです。」 うちの ピアノが ボ 口/ \で あんまり ひどくな つて 修繕す るに も 

大分 高く か、 るから いっその 事 取 かへ やう かと 考へ 中です。 もしかすると 今度 歸 つた 時 は 新しく 

なって ゐる かも 知れない。」 テニス は 如何、 私 は 星 野で 生れて 始めて ピン ボンと いふ もの を やり- 

一 一十 年ぶりで 自轉 車の ハ ン ドル を 手に して 愉快で ありました c」 

右 御 返事 迄、 なほく 御 自愛 御 勉强を 祈ります 

八月^ 一  日  ■ 

一六 七 二 
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八月 三十 一日 木 午後 零時.. 四時 本. 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 豐次郞 氏へ 〔はがき： 一 

御歸 京の 由、 ゆ 生もう 一 度 一 寸 掛へ 行つ て 見たい ので 明日の 晚は 休ませて 貰 度い と 思 ひます- 

都合に より 明日 出つ かも 知れません から。 叉 行かない としても 昨今の 様子で は あんまり 暑くて 少 

しから だが 弱ったら しいから 苦吟 はこた 八 ると 思 ひます 

來 週から 勉强 しまし やう 

八月 卅 一 日 

一 六 七三 

九月 IB 金 午後 零時 . 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川 l5il 原 町 一 〇 坪井忠 二 氏へ 

拜啓、 先刻 は 失禮、 扭て 午後 理 研で ー應 調べました が、 アフリカ 縦断 弧 は 前の コングレス では 

どうも 未完成ら しく、 今度の マ ドリ ドで 或は 報告され るら しい。 其 外に 白領 コンゴ ー から タン ガ 

ン イカの 方に 1 る 横断 弧 も 部分的に 計畫 或は 旣 測され 〔て〕 ゐる らしい やうです。 それで 鬼に 角 か 

うい ふ 具体的の 事 は 今日 書いても 明日 は 變る故 一 層の 事大 まかに 略してし まって 

「阿フ リカ 大陸で も 喜 望 峰から 地中海に 亙る 一 大弧 のみなら す 此れに 並行し 又 此を橫 断す る 

色々 な 三角 網 鎖が 計晝 され 叉 漸次に 完成され つ & ある やうな 有様であって 恰も 暗黑 大陸の 內部 

に 延び 行く 科擧的 文化の 觸 手の やうに も 見られる ので ある 

とで もゴ マ カシて 置て は 如何 哉 

最近の 全 北米 合 衆國の 三角 網 園が 見付かり ましたが、 此れ を 出すなら 日本の も 出さなければ な 
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らす、 さうな ると 余り 多すぎる からみん な 割愛し まし やう。 

それから 叉、 何處 かへ 

也 球 象限 の ^定 はもと は 尺度の 標準 を 得る 爲に 行った が 今 で は 光波 長 と い ふ 最も 信賴す ベ き 

尺度が 出 來た爲 に 最早 昔の 目的 は見抬 てられて しまった 

とい ふこと、 が 適當に 人れ られ \ ば 人れ て は 如何で しゃう 

叉  J 

地震 地方で は 往，. 三角点の 移動が 無視 出来ない ことが 分って 來た 今日、 それが 地球 大 s: 弧 測 

定 にどれ だけの 影響を及ぼ すか は、 一 鹿. よく 考へ 直して 見なければ ならぬ 問題と 思 ふ 

と 云った やうな 事 も 如何で しゃう 

原書 四 四 頁 終から 三 行 目 「一 七 四 九 年」 は 「一 七 九九 年」 の 誤と 思 はれます 

五 二 頁の 終から 三 行 ("3^ は H6j^ の 誤 

八 一 頁 「東京に 於け る 重力」 は 「東京 帝 國大學 物理 學敎窒 に 於け る 重力」 としたし。 此のき は 

き =979.  8|l § 

979,  801 ま .TE  ？ 

右 心 付きた る 儘 不取敢 中 上 候 草 >A 

八月 姬 一日  .tlT- 田拜 

坪 井 君 玉 案下 
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一六 七 四 

九月 IB 金 午後 零時-—. 四時 本 ITR 駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 iiU 八 郡沓褂 早： 野？， i 泉 旅館 寺 E 正 二、 寺 田 

彌生、 寺 田 雪 子、 三 氏へ 一； はがき〕 

東京 も 昨日から 急に 秋ら しい 風が 吹き出しました、 それで 私 ももう 今年 は 出かける の は 止め ま 

して、 四日 か 五日 頃： IlJ 上が 迎 ひに 行きます。 それで 宿 や、 賣店ゃ 出 人 商人の 大凡の 支 拂高を 至急 

調へ て 母上 出發 前に 御知らせに なると 便利と 思 はれます から、 よろしく 願 ひます c」 皆の 歸 つた 

ときに 一 寸 我家で 變 つた 現象 を發 見す る 事と 思 ひます、 それが なんだか は歸 つたと きのお たのし 

みに 保留して おき まし やう」 昨夕 さが 眞 赤に 夕榮 へした、 その 時の 庭の カンナ 葉鷄 頭の 美し かつ 

た 事 は みんなに 見せたい やうでした、 此 等の 花卉 は 歸る頃 も 未だ 大丈夫. でし やう 

九月 一日 

一 六. PS 

九月 四日 月 午前 八 時-十二時 本 鄕 區駒込 曙 町 二 四より 豐島 區巢鴨 一一 ーノ三 〇 小愤重 一氏へ 

謹啓 御歸朝 以來益 > 、御 勇健の 御 事と 拜察 致します 

扨 て 服 部 報 公會で 本年度の 報 公 賞 贈呈す ベ き 功 勞者を {#議 の 結栗贵 兄外數 氏が 選に 當 たり ま し 

たさう で 其 旨 授賞 前に 一 應贵下 迄 中 上げ 御 承認 を 得る やうに と頓 まれました ので 右拜 眉の 上申 上 

ぐる 害で 御 坐い ますが 不取敢 書面で 御 傅へ 申 上げます、 何卒 @： 承認の 程潁 上げます 
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右 要 事 迄 余事 拜 眉の 上に て 草 >、 

九月 三日  .  寺 田寅彥 

小幅 擧兄玉 案下 

I 六 七 穴 

九月 四 曰 月 午前 八 時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ鳥取 縣西伯 郡 宇 ra 川 村 森田稔 氏へ 〔緒 はがき. 一 

御 病 氣の事 を 少しも 承知し ませんで した、 併し 段々 御 快 愈で 大慶と 存じます 此上御 養生 專ー と 

存じます、 少生も 大學ニ 年の 終りに 病氣 して 一年 休み 全快し ました。 病氣も 生涯の 上から 見る と 

中 M 有意義であります。 隨筆、 御 急ぎで なくば 暇な時に 拜見 しまし やう 但し 書く 事が 健康に 障り 

はしない かと 心配 致します 

御用 心專 一 と 存じます 

九月 三日 

一 六 七 七 

九月 十 B 日 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 1： 市 學校町 三 丁目 内 田宗義 氏へ 〔封筒な し〕 

毎度 御手 紙 を 難 有う 御 坐い ます e 「割れ目と 生命」 「藤の 實」 「椿の 花， 一 の 刖刷御 送り 致します 

からどう か 御 笑覧き 願， 度と 存じます。 金魚 池の 燭り について は 御說の 通り 色 よ 複雜な 原因が ある 

事と 思 ひます が 氣壓の 影響で 御考の やうな 事が あるか も 知れません。 併し 私の 想像で は 所謂 熱 S 
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流 も 可也 重要な もので はない かと 思って 居ます。 晃に角 實驗を 色 i やって 見 度い ものであります. - 

雨の 「足跡」 について は旣に 氣象學 者の 色. -の 研究が あります が、 主として 雨滴の 量の 統計的 

分布に 關 する ものであります。 

雨滴の 速度 は それ/ \\ の 大きに 應 じて 所謂 アルチ メ ー トヴ H  口 シティに なり、 高さに よらす 恒 

同と なって 居ます から、 速度 を 測っても 落下の 高さ は 分かりません、 落下の 距 りが 小さい 時 は 落 

下の 高さに より 速度が 變り 足跡の 大 さや 形も變 ります。 此 について は當 研究室の 筒井 君の 研究が 

あります から 御 目に かけます 

一. 結 霜 がらす」 の 事は氣 付きませんでした。 いっか 研究して 見た. いと 思 ひます、 御注意 難 有う 

御 坐い ました。 

どうも 色  >ュ 御 親切 難 有う 御 坐い ました、 右 不取敢 御 返事 迄 

九月 十日  寺 田寅彥 

內田樣 玉 案下 

一六 七 八 

九月 十一 曰 月 午後 零時 1 四時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四よ リ目黑 區駒場 町 東京 帝 國大學 航空 研究所 物理 部 田 

中 信 氏 へ 〔はがき〕 

Proc.  K-y.  Soc.  Vol.  141,  No.  844  (1933) に 出て 居る Mrtallir  I 二：… に關 する 一 一つの papers 

是非 御 熟 讀を願 ひます 


495 


後の paper に はで t  fihn の crack の 事 も 少し 出て ゐ ます、 

少生 もー讀 致します  . 

以上 要 事 迄 草え 

九月 十 一日  寺 田寅彥 

一六 七 九 

九月 十 四日 木 午後 零時— 四時 本鄕^ 駒 込 曙 町 二 四より 福！： 縣戶畑 市 明治 專門 學校大 保明郞 氏へ 

謹啓 昨日 は失禮 しました、 午後 〇〇 君に 相談 致しました 處、 スぺ クト。 スコピ ー の 方面 は 京 

都の △  △ さん が擔當 であるが、 九月 末 頃 振興 會 の 委員 會がぁ るので 其 時に 〇〇 さんから <" △ さん 

に 話して 大 休の 見當を つけて 貰 ひ 有望なら ば 提出、 六 かし さうなら □□ の 方へ 出す 事に しゃう と 

いふ 事に なりました、 左様 御 含 を 願 ひます。 それにつ き 〇〇 A △ 兩 氏へ 少 生の 手で 貴君の 論文^ 

刷 を 出して おくと 好都合 かと 思 ひます が、 殘 部が 澤山 あれば 二部 づ，^ 御 送り 願 度、 併し 殘部 僅少 

ならば さう しなくても. S , ^かと 思 ひます 

右 要 事の み 草 .-申 上げます 不盡. 

九月 十四日  寺 田寅彥 

大塚様 

一穴 八 0 
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九月 十七 日 B 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ牛 込區余 T 町 四 一松 根 豐次郎 氏へ 〔封筒な し〕 

昨日 は 失禮、 

「電報 の 何度 讀 ん でも 讀 めぬな り」 

は 打 越しの 農夫に 少し ひ く 恐れが ある 傲 

「電報 は 夢で ありけ る 風の 音」 

と 直して、 其 次 を 

「あと 四 五日で た、 む 刖莊」 

と 致した し 


金 W: は 松ケ枝 描きし ぱ かり 也 

の 次 は 

頭 か、 へて 逃げる 茶坊主 

など 如何 や、 ^し 若し 打 越の 嫌 ありと ならば 

積る 怨を打 果たす 大刀 

とで もす るか、 或は 人事が いけなければ 

耳 をす ませば 鳴 瀧の 音 

など 如何 哉 

余事 次回 會 合の 節に 讓候 草 M 
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九月 十六 日夜  寅 彥 

東洋 城 大兄 玉 案下 

一六 八 一 

九月 十八 日 月 午後 八 時 ー 卞ニ時 本鄉 K 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 本鄉區 東京 帝 國大學 理學部 物 

理科 w.f 生」^: 橋. 沾 一郎 氏へ 〔はがき〕 

拜；^ ；;  槁の 事で 御 相談した いので、 水曜に でも 又 他の 日で も 一寸 御 出 を 願 ひます 余事 拜 眉の 

上 草. - 

九月 十八 日 

一穴 八 一一 

九月 二十四日 B 午後 零時 Iras- 縑 倉よ リ札幌 市 北海道 帝 II 大學理 學部 物理 學敎室 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔齒 

はがき 門下生 六 氏との 寄せ 書 (六 氏の 文面 省略) 署名の 「寅」 に 輪 を 施し あり〕 

湘南 第一 二 紀層大 探 險の歸 りに 海 濱ホテ ル にて 

九月 二十 三日  寅 

一 六 八 一-一 

九月 二十 五 B 月 午後 零時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔土 陽 新聞 
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切 拔ニ枚 同封〕 

謹啓 先日 は 失禮、 扭て鄕 里の 新聞に 偶然 「シバ テン」 の 相撲 を 挑む 話が 出て 居た から 御 目に 

かけます。 「柴 天狗」 と 曰いて あるが 話に は 大抵 r シバ テ ン」 と發 音され て 居ます。 

お 要 事 迄 草よ 

九月：^ 五日  寅 亲 

豐隆 先生 坐 右 

一六 八 四 

九月 二十 五 曰 月 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 八 水 負 助 氏へ 〔封筒な し〕 

先日 は 梨果 澤山御 惠與難 有拜謝 致し ます  ， 

貴 搞拜見 左 に 愚見 申 上げ ます 

喷训が 或 層 迄 直上して 急に 曲り 水平に 流る k は その 層に 風速の 不連繽 ある 事 を 示し、 又 水平に 

糜く流 線の 平滑なる は 渦動 度の 少き事 (所謂 氣 流の 好い 事) を 示す と 思 はれます。 併し 又 上層 も 

無風で あっても 或 層で 温度の 不連續 が あり 上層の ボテ ンシ アル テム ペレ チュ ァが 過大なる 時は烟 

は その 層 迄 直上した 後に 四方に 擴 がり 傘 狀 となると 思 はれます、 貴搞 第一 一 図 直上 烟が 積雲に つな 

がるの は 或は 此 種の ものと も 見られ はしない かと 思 ひます、 第 四 図の No  4 の 如き は 灰 砂と 共 

に 落下し つ、 あった 熱い 瓦斯 やさ 氣が 固形 塊の 竊禅 を脫し 細かい 灰 を 伴 ふて 上 3 升す るの が 週期 的 

に 起る のでない かと 想像され ます」 此の 第一 篇は 何となく 少し 纏まりが 惡 いやう です が、 如 何で 
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しゃう、 もう 少し 御 推敲に なって は 如何と 存じます 

第二 篇 「連 發性」 の 中で、 述發 性の 機巧に 關 する 想像 は 一 つの 可能性で はあり まし やうが この 

外 色. M の 可能性が ありまし やうから 議論に ならぬ かと 思 はれます。 例へ ば 頂上 部の 壓が 爆發 によ 

つて 下降し その 影響が 下層に 傳 はって 下層の ものが 頂上に 動きて そこの 壓を 蓄^して 第一 一 發を生 

するとい ふ 風に も考へ られ ます。 併し 何等の 實証 もない 間は單 なる 想像に 止まる と 思 ひます、」 

高. より 見た るい W 傲の 窗眞 はレ コ — ト に；^すると田^^；：！ます 

第三 篇 「接 氣樓的 現象」 の 次に ある 第 四 「光り物」 は 何だか 分りません が、 ベ スビォ などの 噴 

火で 多分 氣波 らし い 光環が 噴焖 中より 擴 がって 行く のが 見へ た ことがあり、 その B 眞も ある 位で 

すから 或は それ かも 知れぬ と 思 ひました」 笠 雲の 記事 は 此の 条に は無關 係と 思 ひます。 此れ は 全 

く 氣象舉 的の もので 山の 爲に 起る 上昇 氣 流の 爲の 断熱 膨騰の 結果と 思 ひ 火山に 關係 なき 普通 現象 

と 田 じひます 

第五 「噴烟 に 先つ 喷石」 は 面白い と 思 ひます が、 これ だけの 記錄 では 說明 困難であります。 併 

し 盤梯ゃ クラ カトァ 的の 爆發が 極小： IS 部 的に 起れば さう いふ 事 も あるかと 考へ られ ます。 噴 石の 

落下が 図示の やうに なった とすれば それ は大 岩^が 高く 噴 〔 上〕 げられ た 後 さ 中 で 爆發し 主な 破片 

を 下方の 半球 部に 高く 射出した ので はない かと 想像され ます。 つまり 図の 如 

く 石塊 を 銑 丸の 如く 發 射し それが さ 中で 破 烈して 下方に 破片 を 降らせ、 上样 

パ  /  < . 速度の 遲ぃ烟 は あとから 昇った と考 へて は 如何に 哉 

第 六 、「山麓 火山灰 一に ついては 實地を 知らないと 何とも. E- 上げ かねます。 
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第 七、 「天明の^ 出物」 について は 近頃 水上 理學 士も實 地で 色.^ 踏 茶 研究 中の やうであります 

から 少 生の 憶測 は屮 h げかね ます 

〔下略〕 

九月 一 一十 五日  寺 田 彥 

八 木 様 £5： 史  ， 

一六 八 五 

九月 二十 七 B 水 午後 四 時 ー ベ 時 本 區駒込 5 お 町 二 四よ リ牛ス rjU 人 來町三 七 高 橋. は 一郎 氏へ 〔はがき」 

の 事で 御 相お したいから 一 度 理硏へ 御 尋ね 下さる やう 願 ひます 

リ J.  Jl  -ノ 

一 六 八 六 

九月 二十 八 B 木 午後 零時； 四 時 本鄕^ 東京 帝 闹大學 地震 研究所より^ 町. 區 中央 氣象薹 倉 茂 英次郞 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 御 示敎難 有う 御^います 

少生隨 _m 中に 引用した 水産 家の 話 は、 あれ は實に 意味深長でありまして 量的と いふ 言葉が 色々 

な 意味に 用 ゐられ ると いふ 事の 好適 例 だと 思って 引用した 次第であります。 水産の 方面に 限らす 

もっと 所謂 精-お 科舉の 方面で も 實際は ど 無意味に 近い 相對 的の 數字を 出して、 それ を 量的と 稱 

して 居る 場合 もあります。 例へば 鉄の 比重な ど、 いふの も その 一例であります、 鉄の 金 相 學的请 M 


造 を 質的に しらべ る 方が 後になる のであります G 

あの 私の 隨 筆に は ブラ ンク トン の 嚴密な 定量が 出来る とも 出 來な いと もさう いふ 事 を 云って 居 

るので はなくて、 鬼 も 角 も 何 かしら 分量 を 計って、 あとから 其 種類 わけ 〔書簡？ 枚 紛失〕 數 量で 

あります。 其の 量 を 測り 記錄 する こと は 一 つの 事であります。 さう して 後に 其の 中の 種類 を 精 茶 

して 各種 類の 名前 を 書き分け るの も 亦 一 つの 仕事であります。 さう いふ こと をして 惡 いとい ふわ 

け はない かと 思 ひます。 又反對 に 種類 を 先き に 分け て 各種 類別 に 量 を 定め て 其 比 を 出す の も 勿論 

結構であります。 

あの 一 文 は 要するに 量的 質的と いふ 言葉が 漠然とし か 理解され て 居な， か 爲に色 i 不都合が 起こ 

る、 その 防禦の 爲に此 等の 言葉 の 意味 を 省察す る こと を讀者 にす、 めた、 爲に 蚩曰 いた もので あり 

ます.」 勿論 自分の 說 が絕對 正しい とも 考 へて 居りません。 かう いふ 事 も 云 はれ はしない かとい ふ 

問題 を 提出した に 過ぎません 併し 文章の 拙な 爲 にさうな つて 居な ぃ處も あるか も 知れない と 思 は 

れ ます。 それ は いづれ にしても ブラ ンク トン の 定量の 意味 等に つ いて 何事 も 查曰 いて はない つもり 

で、 唯水產 家の 云った 言葉 を その ま、 引用した に 過ぎません。 讀者は 之れ を讀ん で、 一体 プラン 

ク トンの 量と は 何かとい ふ 疑問 を 起こして くれ k ば 私の 目的 は 達する のであります。 又 一 方 定量 

とい ふ 言葉 を 使って 居る 人の ある こと も事實 で、 可 不可 は 別と して、 うそで はない と 思 はれます" 

兎も角も、 もう 一度 虚心で 讀んで 頂いて、 どうしても 不都合と 御考 へで したら、 一度お 目に か 

、つてよ く 御 話 を 承 はり、 その上で 徹 回すべく は徹回 致したい と 存じます C 

其 他に も御氣 付き の 点 は 御 遠慮なく 稗示敎 の 程 を 願 度蜀望 致し ます 
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右 御 返事 迄 草  > "不薪 

九月 廿 八日  寺 田寅彥 

倉茂英 次郞樣 

一 六 八 七 

九月 II 一十 B  土 本鄉^駒ヮひ^"町ニ四ょり森円^^.氏 へ 〔封筒な し〕 

御 返事が おそくな り失禮 しました。」 御作み な 大變に 面白い と 思 ひます。」 併し 何 か 強いて 批 

評せよ とならば 次の やうな ことが 云 はれる かも 知れません-  . 

一、 例へば 「シ ノー ーム」 の 珍ら しい 石の 具象的の 記載が ある 方が 讀 者の 興味す るで しゃう。 唯 

珍ら しい 石で は 心像が 稀薄 

二、 「コンク ー」 では 多くの 讀 者に は 通じない。 等位 線と でもい ふでし やう か  、 

三、 苟で 洗面器 をた、 くの は 面白い。 どうい ふ チャンス でさう し たかを かく 方が い、。 又 美し 

ぃ綺の 現象の 記載が 少し は ある 方が い、。 それから あとの 感想が 少し 露骨で ある 「胸 は 躍った」、 

「鎖され た」 等は屏 する 方が い、。 「悟った」 も かへ たい。 もう 少し 冷静な 方が い、 

四、 「新 X 線」 は 全集 中で 見劣りがする： つまり 深味が な いのは 「体驗 J が 含まれて 居ない か 

らで しゃう 

五、 「水平線の 錯誤」 で 空氣の 粗密に よる シ ン チレ ー ショ ン的効 も 幾分 實際 にある らしい か 

ら此說 明が 誤と は 断言 出来な いでし やう 
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六、 ブ ラ ン コ の 話 は 面白い。 

一 休に いふと 例へ ば 「理學 部會誌 」 向きで、 一 1^ 世間の 讀 者に 讀 ませる 爲に は、 もう 少し 要所 

くに 說 明が 要る でし やう。 

それから、 もの、 見方が もう 一と 息き 深く 堀り 下げたら なほい、 かと 思 ひます」 一と 皮 刹いで 

滿 足して 居る やうな 處が あり はしない かと 思 ふ C もう 二と 皮、. 二た 皮と 剝 がして： たい C 例へば 

「シ ノー ーム」 でも、 もう 一 度考へ ると 又 色々 に 云 はれる でし やう。 

伋し 此れ は 望蜀の 感を 述べた けであります し 

一 度 練り直してから 理 學部會 誌へ でも 钾投槁 になって は 如何 や . 

九月 册日  寺 田寅彥 

森 田 君 

原槁 別封で 御返し 致します 

一 六 八 八 

十月 IIIB 火 午後 八 時— 十二時 本 鄕 區駒込 曙 町 二 四 より^ 町區 中央 氣象臺 倉 茂 英次郞 氏へ 

拜^^::、  二度目の 御手 紙 を拜見 致しまして はじめて 最初の 御手 紙の 意味が よく 分りました。 少生 

が 『此 等の 調査 は 未だ 量的で …… 』 と 引用した の は 『今回 某 海 西で 甲 某 等の 行った 觀 測の 結果の 

事後 調査 は此頃 やっと 量的 結果の 整理 をし た^けで、 未だ 品種 分類 迄 は 手が 屆 いて 居ない。 此れ 

から 分類の 方 を やるべき だ」 とい ふ 位の 意味 であって C 「現在の プランクトン クン デ ー で は 量 だ 
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け 取扱って 種類な ど は 構 はぬ」 と. S ふ 意味で は 毛頭ない のであります。 私 は 此の 後の 意味に 取ら 

れ 得る かも 知れない とい ふことの 可能性 を 夢想す る ことが 出來 なかった ので、 r 此 等の 調査 は」 と 

云へば 「今回 吾々 の 調査 は」 とい ふ 意味 以外に 取り やう はない と 思った 次第であります。 「愕然 

と 驚いた」 の は 從來少 生 等の 考 では プランクトン クン デ —は 量的の 方 は 殆んど ゼロで。 其 代り 質 

的 分類 的の 方が 非常に 繁雜に 進んで 居る と 思って ゐ たから、 それで 驚いた 譯で、 其處に 此の 引用 

の 要点が あり アイ 口  二 ー が ある 譯で あります。 此 点が 御手 紙と 少しち がふ 處で あります。 裤 手紙 

によると、 少 生が ブラ ン ク トン の 分類 的 研究の 進んで 居る こと を 知らないで 居た から 驚いた やう 

に 見えます が、 事實は 正反對 で、 分類の 方が 非常に 進んで 居て 定量 は 殆どない と 思って 居た から、 

それで 驚いた 次第であります。 此邊 の處に 双方の 誤解が あると 思 はれます。 少し 露骨に 云へば 贵 

兄の 方で は 「寺 田 は プランクトン 擧の事 は 全然 いろは も 知らない 人間で ある」 とい ふ 前提で あす 

こ を鮮釋 された とも 云 はれる し (此れ は笑談 です が r 少生 は又讀 者の 凡てが プランクトン クン 

デ ー の槪 要に 通じて 居る と 思つ 〔て〕 居た 爲に 「此 等の 調査」 と 云へ は 「今回 某 等の 觀 測の 資料 整 

理が」 の 意味に 通じる つもりで のんきに 考 へて 居た。 とい ふこと にもなります。 

鬼 も 角 も事實 上、 さう いふ 誤鮮の 可能性 をな くす る爲に 「此 等の 調査」 を 「今回の 吾々 の 調査」 

と 訂正 致し まし やう。 

結局 は 拙文 意 を盡さ る爲に 起った 事で 汗顔の 至りであります。 御注意 誠に 難 有く 深謝 致し ま 

す。 今後 も御氣 付の 点 は 御 遠慮なく 御 示敎を 祈ります 

十月 三日  寺 田 寅 亲 
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倉 茂樣玉 案下 

一六 八 九 

十月 四 B に 午後 £ 時べ^ 本 S 駒 I 町 二 四より 札 S 北海道 ss 蒙 部 g 學靈中 掌 吉 

御 手紙 難有拜 P 致しました、 先 曰 御上 京の 節 は 何の 御耩 ひも 不申上 塞 致しました、 どうが 惡 

し tr^l^Mf は 御 出席の 由に て 喜ばしく 何卒 花々」 く 御 出 f 期待 致します、」 旅費の 

方 は 多額 は 六 かしい かも 知れません が 多少 は 何とかな るかと 存じます • 

右 御 返事 迄 草.^ 申 上げます 不盡  胃 ま 

十月 四日 

中 谷 君 侍史 

一 六 九 0 

十月 f 木 午维 時，： 四時 本 S 駒 I 町 一一 四より 望市北 二番 丁 六 了 八 小。 i 寶幾 l^t き.〕」 つた 

今夜 はラ、 チォで 月見の 放 管 やって 居る、 今 丁度 仙臺の 部で 宮城 野で ホンく if なつ ナ 

り 今休戰 喇叭が 鳴り 軍歌が 聞こえて 居る、  づ / こ 多 nj し 

始めに は 豪な 三味線が 聞こえて 居た やうだった が 流石 非常時 だけに 軍 國的メ P テに 移行 
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ました、 次 は 姥拾山 だと ある、」 作品 採点 拜見、 定めて 落第 連から 怨 まれて 御 出の 事と 存じます、 

少 生の 方 は 提灯 持 をつ とめて 著者と 書店と から は 喜ばれる 代で に少 i くすぐった ぃ處も ありま 

す」 もう 賣文も 少し 休憇 しゃう かと 考へ て ゐる處 であります 

十月 四日 夜  ，  寅  彥 

一六 九 I 


十月 七日 土 午後へ 時— 十二時 本鄉 151! 駒 込 曙 町 二 四より 神 奈川驟 三 崎 町 東京 帝 國大學 三 崎 臨海 實験 所吉井 

潜 雄 氏 へ 

謹 移 此度は 末 廣恭雄 君 を 通じ て とんだ 御 面倒な 事 を 御 願 致し ました 處 早速 御 快諾 下さ いまし 

て 海螢 の 標本 澤山 に 御途り 被 下 御 厚情 誠 に 難 有く 拜謝 致し ます 

實は 本年 春 三 陸 津波の 際に 海面 發 光の 現象が 傳 へられ それに 關 して 海産の 發光 動物に 關 する 書 

物 を 涉獵中 海 塋の發 光物 質リ ュシフ h- リン、 リ ュシフ H ラ ー ゼ に關 する 諸 研究の 梗概 を 知り まし 

た、 處が 一方で 今理 研で 私 方で やって 居る コ 0 イドに 關 する 實驗 から 或る 漠然たる ヒント を 得て 

試に 此の 發光 物質の 發光 機巧に つき スぺ キュ レ ー シ ヨン を やって 見た くな りました ので、 從 つて 

海 登の 標本が 慾し なくった 次第で 御 坐い ます。 それが 意外な 緣で 貴兄 を 煩 はす やうな 事に なって 

しまって 誠に 相濟 まぬ 次第です が 御 親切な 御言 葉 を 頂いて 非常に 難 有く 存じて 居ります。 此れ を 

御緣 にどう か 今後 も. {且 しく 御 願 巾 上げます。 

右の 「津波の 光」 に關 しても ノ クチ ルカの 發光 などに 就ても 色- -實驗 して 見 度い 事が あります 
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ので、 一度 三 崎へ 行って 自分で やって 見たい のです が、 生来の 旅行 嫌 ひが 年を取る に從 つて 益え 

おっくう がりに なり、 ついく 其 ま、 になって 居ります。 今から 二十 年 程 昔 震災 豫防 調査 會の磁 

力 觀測を 引受けて 居た 頃 は 一 と 月に  一 二回 は必す 臨海 實驗 場へ 御 厄介に なり ましたが 其 後 は 一度 

も參 りません。 昔 行った 頃 は 故飯嶋 先生が 所長で 夏 休な ど は 御 家族 御 一同で 行って 居られ、 一度 

は 牡丹餅の 御馳走に 呼ばれた 事な ど 記憶して 居ります. 

い づ れ拜 眉の 機 を 得 て 御 禮申上 度と 存じます が取敢 へ すお 御 禮迄草 中 上げます、 御上 京 の 御 

序に 御 立 寄 下さらば 大 幸と 存じます 草 i 不盡 

十月 七日  寺 田寅彥 

吉井槍 雄樣玉 案下 

一六 九 二 

十月 八 B  B 午後 零時 i 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 朝鮮 京 城府 岡 崎 町 六 ノ五相 深 方 安倍 能 成 氏へ .ー 封 

筒の 表に 「寫& バニ 葉 入」 と あり〕 

つ いうかく と 大變な 御無沙汰 をして しま ひました、 どうか 御 勘 辨を願 ひます 御出發 前にもう 

一 度 御 目に か、 れる つもりで 居た のです が、 色. -御忙 がしかったら しいので 當 方より はモ— シ ョ 

ンを かけなかった 次第であります」 少生其 後 少し 落着いて 本職の 仕事に 身 を 入れ 度い と 思って 居 

るので すが、 どうも 色 立と 雜 事が 多くて 思 ふやう に は出來 す、 それに 何と 云っても 身心が くた び 

れ易 いので 時 立 心細くなる 事 もあります。 此 頃の 實に氣 持の い、 秋晴の 天氣 に、 これで からだが 
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よくて：： 儿氣に 郊外で も あるけ たら 嘸い、 だら うと 思 ふが、 一寸 外出しても すぐ 大儀に なり、 胃の. 

工合が 變 になって 早く 宅へ 歸 つて 寢 ころびた くな つたり する ので、 一寸 悲しくなる、 からだの い 

、程 幸； 1 な 事 は 世界 にないと 云ふ氣 がしたり します。 やれく とんだ 愚痴に なって 相す みません 

小山 書店の 「秋」 大層 氣持 よく 出來 ま， した。 「な マ 日の 感想， ーを拜 見、 自分 も 「我と 思 はん 學者」 

の 一 人の つもりで せいぐ 生 恥 を 曙す 事に 心がけて 居ます ので、 近 M 鉄塔 書院より 「物質と 言葉 j 

岩波より 「蒸 發皿」 と 「地 物理 學」 を 出す 事になります ので、 どうか 倍 舊の御 引 立に 預かり 度 

歎願 致します 

「鉄塔」 の雜誌 もとう く 中止、 なんだか 少し 淋しい 氣 がします が、 どうも 損しても い、 から 

出せと いふ 程の 親切 もない ので 唯 秋風 を 肌 塞く 感 する 程度であります。 小山 君 處の雜 誌 はどうな 

りました か、 株主が 中よ 揃 ひにくい かと 思 はれます 

一 昨夜 細せ と 明治^へ 八 S 子 菊 枝 律 子 浪子嘉 久子釗 を 見に 行きました、 食堂で どうも 中^ ぢゃ 

なかった かと 思 ふ 人 を 見かけた が、 唯一度 遠い昔 逢った 切り だから、 どうも 確でありません、 •：！ 

方の 小髮に 大分 白い 毛が 見えた やう だから 此 点で 間違 か 間違で ないかに 鑑定が つくと 思 ひます、 

^掛紀 念の 寫眞 みな 失敗 だが、 兎も角 御 目に かけます 草 >A 

十月 七日  寅彥 

能 成 大兄. 玉 案下 

I 六 九 三 
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十月 十 B 火 午後 零時 1 四時 本郷" tel 駒 込 曙 町 二 四より 麴町區 中央 氣象臺 中 野猿 人 氏へ 〔はがき」 

其 後 御無沙汰 致しました、 扭 て來廿 三日 夜 俱のセ の 先生 ゃポ ー ラック 氏 等の 組織した 敍樂八 

重奏 G い 5^$$ バ 1 ン) の 演奏 會が 日本 で S かれます、 その 切符 賣を賴 まれて 居ます が 中 

買れ なくて 困って 居ます、 いつもながら 御迷惑と 存じます がどう か 一 枚で も 御 周旋 を 願 ひ 度 御 

依^？^小上げます、 プログラム は あとから 御途 りします- どう 力ま 敷 

十月 十日 

一 六 九 四 

十月 十 一 日 水 午後 零時 Igi 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ り 秋 W 縣船川 港氣付 農林 省 水 產試驗 場所 屬蒼媳 丸 

乘組宇 E 道隆 氏へ 〔Ka5 魔 丸の 下に 「十 n 十六 十七 H 碇泊」 と 記 人し あり〕 

先日 は 御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 御出發 後一 一週間に もなる ので 海上 生活 も 大分 身に 泌 みら 

れた 事と 拜察 致します 中 i の 御 骨折と 存じます がどう か 御 自愛 專ー にして 御 研究 を 願 ひます。 苦 

しい 事 も ありまし やうが 併し 求め やうと したら 容易に 得られない 好機 會で 莫大な 研究費 を 一 人 占 

めして 居る やうな 形と も 云 はれな い ことはな ぃかと存じますどぅか最も有効に此好機會を^5^用さ 

れる事 を 祈ります、 に 矢 部さん に は 明 後 十二 日 擧士院 で 逢 ふ 事と 存じます ので、 その 節よ く 談合 

致 度と 存じて 居ります」 

東京 は數日 雨でした が 今日から 叉 秋晴 を；！ 復 しました、 しばらく はい 、時候が 綾く でし やうが 

それから 又 寒くなる のが 一 寸氣 になります。 十 一 月に 理 研の 講演 會が あるので その 準備に か、 つ 
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_  :,: リ ます 墨汁の コ ロイド 的 研究に 手 をつ けて ゐ るので；：^ の 理論な ど をつ め 込む 必要 あり ミハ ェ 

リスの 本な ど 泥繩的 勉強して 居ります、 大笑 ひであります 

なほく 御健礙 大切に 御 研究 を 祈ります 草よ ， 

十月 十日  -  寺 田寅彥 

宇田 道隆樣 

一 六 九 五 

十月 十一 日 水 午後 零- S-.I.IT 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 〔檜 はがき〕 

御 はがき 一 一度に 三 葉 難 有拜見 一 本の シガ— もさう いふ 風に 珍重され \ ば 本望であります、 今度 

御上 京の 時 も 又 一本 を呈 します。」 文 學新變 チキ論 御 賞美に 預かり 光榮 であります。 此頃 は夂. 

が 虎の 本性 を少 しづ、 現 はして 來 ました、 それが 「尾 野仉郞 (ビア ー ダラ、 梵語の 虎)」. の 名 を 用 

ゐる 時に 一 曆 さう いふ 風になる やうであります。」 鉄塔が 休刊に なって 勝手な ときに 勝手な 熱 を 

ふく 場所がなくて 淋しくな りました。」 時候が よくなる とから だの 惡 いもの は 悲しくな ります 

十月 十日 

一 六 九 六 

十月 十二 B 木 午後 零時— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 E 束 一氏へ 

御手 紙拜 見、 先日 は 石 本 所長 等と 石 狩 上流の ドライブ は 定めて 愉快であった 事と 此れ は 羨まし 
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い。 石 本 君 はもう 歸 京して ゐる害 だが 未だ 逢 ひません、 逢ったら そちらの 様子が 聞かれる 事と 樂 

んで 居ります。 當地 でも 旅行 や 遠足の 好 季節で、 雪 子 は 明日 明後日 學院の 連中と バ スで 富士五湖 

から 箱极 めぐりに 出掛ける と 云って ゐ ます。 

トリオ は 一 一週間に 一 邊づ 、 つ .V けて 居り 今夜が 丁度 その 番 になります 上手に はいかな いが 中 >、 

の樂 しみであります。 ピアノ は あんまり ひどくな つたので 調律師に 相談し、 古いの を 引取って 貰 

つて 其に 二 五 03: だけた して 河 合 製 ピアノの 一 番 安いの 四 五 〇 とい ふの を 手に 人れ ました。 矢 張 

新し いのは 氣持 がよくて 一同 大喜び、 トリオの 連中 や 酒 井さん なんか も滿 足の 体であります。 さ 

うい ふ 都合 だから 古い 方の はもう 人手に 渡って しまった 致 方がない、 此れ は 御 勘弁 を 願 ひます。 

； し 御 勉強の 勞を 慰める ため ピアノ 一台 あると い、 と 私 も 思 はなく はない ので、 なんとか 一 つ H 

夫したい と 思 ひます。 全く 新しくはなくて も、 ほんの 少し 使った 位の もの を、 うまい つてで 買 ふ 

と 半値 位で 買へ る こと も あると いふ 話な ので、 もし そちらの 音樂 家に でも 話して 見て、 さう いふ 

のが 見つかれば 大に樂 だと 思 ふし、 それなら 運 貸 も 助かり、 叉 運搬の 爲に狂 ふ 心配 もな し 好都合 

かと 思 ひます。 樂器 商の 手 を 経る と 非常に 高くなる が、 音楽の 先生が 取次ぐ の だと 賨る方 も 買 ふ 

方も德 なやう であります。 一 つ 誰れ かい、 つて を 求めて さう いふの を詮義 して 見て はどう かと 思 

ひます。 それ も 一 つの 樂 しみに なり まし やう 

御 申 越の 金 は 小 爲替で 封入して おきます から 御 受取 願-ひます o」 寒くなる からどう か此 上から 

だ を 大切に して、 御 勉強 を 願 ひます。 當地 はみ な 無事です. から 御 安心 願 ひます 雪 子も此 頃は大 

變 よくな り 喜んで 居ます 草 i 
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十月 十五 曰 B 午前， へ 時-十二時 群馬驟 伊香保？ i 泉より 京 城 帝 國大學 法文 學部祈 ^#敎 室 安倍 能 成 氏へ 

〔繪は がき〕 

今朝 御 端 書 を拜 見して から 伊香保へ 神経と 3H の 保養に 出かけました、 週末 だから 宿屋が 込み合 

つて ゐて 余り 保養に なり さう もない が 併し 此處 でも 自然界 は 中え 美し い。 此 處の溫 泉の 源泉 地附 

近が 公園に なって 居る が 其處の 樹木 や 灌木に  一 i 木 札 を ぶら下げて、 それに 何々 科の 何と 名前が 

*1 いて ある、 ラテン 名 はない。 此れ を覺 へる と 自慢 出來 るの だか 中 >A 見 へられな いから 大丈夫で 

す、」 處へ 行っても カフ H 1 が あり ジャズ 音樂が 聞こえ、 東京 音頭が 流行って 居る、 非常時で 

あります 

十月 十四日 夜 

一 六 九 八 

十月 十五 B 曰 午前 八 時 十二時 群馬縣 伊香保？ i 泉よ リ仙臺 市 北 二番 丁」 ひへ 小宫 豐隆 氏へ 〔搶 はがき〕 

. 菩提 ふ を 起して 當 地へ 舊婚 旅行に 參 りました ウイ ー クュ ンドで 混雜、 宿の 坐 敷で 東京 音頭の 踊 


十月 十二 日  父 よ 

東 一 殿 

中 ハ介君 や 山 崎 君に よろしく 

一六 九 七 
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りが はじまつ たりして 少ぇ 驚きました。 今朝 は榛名 湖へ 行く つもり だが どうも 天氣が 怪しい やう 

だから 事によると 一日 ごろ-/ \\ して 明日 は 鬼に 角歸京 致します、 紅葉 はほんの 始まりで、 もう 一 

週間お そいと よかった 

十月 十五 日  寅  彥 

一六 九九 

十月 十五 B  B 午前 八 時， 十二時 群 馬 縣$, 香 保？，！ 泉よ リ牛込 區余丁 町 四 一松 根豐次 郞 氏へ (槍 はがき〕 

木 慕 別館 は滿 員と いふの • で 玄關拂 ひ を 食った」 湯元 附近 は 少し 紅葉して 居る がま だ 少し 早 かつ 

. た、 もう 一週間 も すれば い \ だ らう、 週末で 一体に 込 合って ゐ てうる さくて 少生 のむ つかし やに 

は 不向き、 咋夕 はよ く 寝られなかった、 今朝 は 少し 霧 だが 晴れさう だから 榛名 湖へ 行って 見やう 

. かと 思って ゐる處 です 

十月 十五 日朝 

一七 00 

十月 十八 曰 水 午後 零時 ，--四 時本鄕 Isl 駒 込 曙 町 二 四よ リ福岡 市 地 行 西 町 一 〇， 八 桑 木 威雄 氏へ 〔はがき〕 

昨日 大學 新聞 拜見、 出たら めの 變痴奇 文 學論御 紹介 下さいまして 難 有う 钾坐 いました 甚だ 光榮 

义汙 額の 次第であります、 どうも 年を取る と 鉄面皮が 益 i ハ ー ド 一一 ングを 受けて 硬化す る やうで 

- あります、 此れ も 「生きたい」 ばかりの 煩 惱と御 笑殺 を 願 ひます 
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41! 甸； |?1;;JJ 草 

十月 十七 日 

一 七。 一 

十月 十八 日 水 午後 零時； - 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六べ 小せ r 豐隆 氏へ 〔はがき〕 

伊 1^2 保 は その後 雨 二日で 榛名も 見す に歸 つて 来ました。 歸 つて 「- ほ蕉」 拜受、 中え おちついた 

装 稿 至極 結構であります。 四六判より は 矢 張 此方が 堂 M とした 感じが する。 研究 もの は 此れに 限 

ると 思 ひます。」 伊香保に 居る うち は 天 氣が惡 るく 東京へ 歸 ると 快晴、 今日の 祭日に 一寸 帝展を 

のぞいた 美し い 自然 を 見て 歸 つたば かりだから 總 がどう も おそろしく 汚な く 見えて しゃう がな か 

つた。」 河童 研究 も 何處迄 行く か 分らない ことろ が 面白い、 ト コ 。 で 牛 頭 天 王の ゴ ヅ が .y-od で 

ないかと いふ 疑が ある コ ニキ シが Kynig.s である やうに チ ュ ー ト ン 系の 語根が かなり 日本に 入 込 

んでゐ る 疑が あると 思つ てゐ る. から 此れ はダジ ャ レ てなくて 眞 面目な ヒ ン ト になる と 思 ひます 因 

に 牛 (ゥシ ) は ス メ リア ン でゴ ー、 梵語で ガウだった と 思 ひます。 

十月 十七 日 

一七 0  二 

十月 十九 B 木 午後へ 時， 十二時 本鄉^|1駒込曙町ニ四ょリ牛込>|1矢來町三七高橋浩 一 郞氏 へ 一はが き〕 

原槁 たしかに 受取りました。」 あれの 英文 抄錄が 入用です から、 簡單な アブストラクト を 書い が 


て 下さい。 英文で 印刷して 半 頁 位で よいと 思 ひます。 もし 日本 文で 書いて 下さらば 少 生拙譯 して 

もよ ろしう 御 坐い ます。 

右 御 願 迄 草よ 

十月 十九 日  ■ 

一七 0 三 

十月 二十日 金 午前 八 時： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 鳥 拫驟境 港 郵便局 氣付 (留置) 農林 省 水産 試 

驗 場所 屬蒼 il 丸 乘組宇 E 道隆 氏へ 〔はがき〕 

船 川 港から 御 便り 拜見 致しました 御 健祥で 大慶であります、」 舉士院 の 會で矢 部 君に 會っ て 聞 

きました ところ、 どうにかして 全部 あの ま、 に揭 載す るとの 事で 安心し ました。 唯今 西洋人に、 

英語 を 見て もらって 居る のと 事でした」 少生は 一 一一 二日 伊香保へ 遊びに 行って 來 ましたが 生憎 雨で 

つまりませんでした、 併し 却って 休息に はよ かった かも 知れません、 もの は鮮釋 のし かた 次第で 

あります 

十月 十九 日 

I 七 0 四 

十月 二十 B 金 午後 零時-四時 本 鄉區駒 込 町 二 四よ リ富出 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

謹啓 其 後 は 御 無音に 打 過 居候 御 變りも 無 之 候 哉  . 
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此度は 甘 柿 澤山御 惠與被 下 難 有 拜謝致 候 中 M の 美味に て 一 同に て 賞玩 致 候  . 

帝展も 開催 致し 居り 其內に 御上 京の 事と 拜察久 i にて 拜顏を 得度と 樂 しみに 致 居候 

右 御 禮迄草 ぷ申述 候 不盡 

十月 十九 日  寺 田寅彥 

五嶋 樣玉 案下  - 

一七 0 五 

十月 二十 六 曰 木 午後， へ 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 本鄉區 東京 帝 國大學 地震 研究所 宮部直 巳 氏 

へ 〔はがき〕 

謹啓、 一寸 御 願が あります ので 申 上げます、 

少 生の 机上に 東京 地方の 二十 万 分 一 が 若干 (靑 赤纷 筆で コ ントァ を 記入した もの) があります、 

もし 土曜に 理 研へ 御出での やうで したら 右の 圖の うちで 「一の 關 一と 「. 新庄 一 の 二 枚 を 御 持參頤 

度と 存じます。 八つ 折りに 折って 御 持ち 下さって 結構であります 

右！^ 願 迄 草よ 

十月 廿 六日 

一七 。六 

十月 二十 七 曰 金 午前へ 時 . 十二時 本鄕 駒 込^ 町 二 四より S 町 區丸ノ 内 ビルディング 中央 公論 社中せ ^ 


惠 氏へ 〔はがき〕 

.1  I 霉の もし 「伊香保 ぼ 行」 と 云った やうな もので よろしければ 期日 迄に 書いて 見 

やうと 存じます、 m しあん まり 面白くない かと 思 ひます から、 たよん なら 延期し 5 いた 方が ょレ 

かもしれ ません  • 

如 でし やう 草え 

.  十月 廿 六日 

一七 0 七 

十月 三十 一 曰 火 午後 八 時一. 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣飯田 町 八 木 M 助 氏へ 【はがき〕 

拜复， 文 拜受、 ー應 御參考 迄に 加筆 致しました から 御 寛容 御 校 閱を願 度と 存じます。 圖は 白紙 

に墨汁 (宣 マン キで なく) でなる ベく 奇麗に 描いて 頂き 度と 存じます。 寸法 は寫眞 で I した 

方が 奇麗になります から、 大きい 方が い、 と 思 ひます。」 第二 頁 八 行 目に， 5— と-あるの を 記 人 i 

ひます。」  f 

，文 最初に、 從 來の淺 間に 關 する 文献の 最 主要な もの 二三 脚注に 人れ た 方 体裁せ しくと 存じ ま 

す。 第一 行 Asama* として 頁の 下に * で 脚注 を 人れ た.^ けで 宜しい と 思 ひます。 叉 山 体 構造 

こ J する 說 明が 從來 文献と 相違の 点 あらば ioaf さ さ。 opinion  of  the  present  auror な 

る 句 を 人れ た 方 宜しくと 存じます。」 右一 應御 覽、 叉 御 加筆の 上 至急に 稗 送還 を 願 度と 存じ ま 

す。 1 京槁は 別封 書留で 御 送致し ます 
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年 八和昭 


十月 浙 一 日 

一七 0 八 

十一月 九 曰 木 午前-へ 時.： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區表町 一 〇 九 思 誠 館 八 木 健 次 氏へ 〔は 

がき〕 

謹啓 御 尊父 樣 論文 原槁 至急に 御 送付 被 下 度 願 上 候、 来る 十 一 日 迄に 御 届け 被 下 候 は. - 今月の 

會に 間に合 ふと 存 候へ 共 さなく は來 月に 廻り 候 事と 存候 何卒 宜敷願 上 候 

十 一 月 九日  . 

一七 0 九 

十一月 十日 金 午前 八 時.. 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ千葉 縣市川 町 眞間莊 矢 島祐利 氏へ 〔はがき〕 

拜復 御 質疑の 文句 は少生 微力の 有効 範圍に 逸出して 居る ので 乍遣憾 兜を脫 ぎます、 どうか 御 

寛容 を 祈ります、 右 御 返事 迄 

十 一 月 十日  寺 田寅彥 

一七 IO 

十一月 十 IB  土 午前 • へ 時. 十二時 本鄕展 駒；：.：！ 曙 町 二 四より 牛 込區赤 城下町 七 九 栗 原 嘉名芽 氏へ  9 

御手 紙 難 有拜見 致し 候、 「柿の 種」 にっき 御 懇切なる 御言 葉 を 頂き 難 有拜謝 致します。 あの 集 お 


は 本 當に氣 樂な心 持で 書いた もので、 あとで 自分で 讀ん でも それ 程い やで ないやうな 氣 がする や 

うであります。 我家の 存在の 必然性の 項 はたし か あれ を 書いた 頃 安倍 能 成 君 も 同感 だと 言った 事 

が ある やうに 記憶して 居ります。 さう い ふ 心 持 は 多くの 人に あるので あらう と 思 ひます が 唯 意識 

する かしない かの 區別 ではない かと 思 はれます。 あ、 い ふ 心 持の 所 因 を 分析して 見たら 面白い か 

も 知れない と 思って 居ります 

右 御 返事 迄匆 i 申 上げます 不盡 

十 一 月 十日  寺 田寅彥 

栗 原樣玉 案下 

一七 二 

十一月 十三 B 月 午前 八 時 .ー 十二時 本 鄉_座 駒 込 曙 町 二 四より 荒 川 區日暮 串： 渡 邊町ー 〇四〇 野 上 璺ー郞 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 內田 君の 集 御 寄贈に 預かり 此れ だけ は 是非 讀み 度と 思って 居り ま 

す、 內田 君の もの は 全く 天下一品でありまして、 從來 でも 宅へ 來る雜 誌に のって 居る かぎり はみ 

んな 讀んで 居ります、 それで 通讀 する 積り で 居ります が、 今 丁度 理 研の 研究 發表會 前で 仕事に 追 

はれて 居る 上に、 校正 仕事が つかへ て 居る ので、 それ 等が 不日 片が ついてから ゆっくり 讀む 事に 

したいと 思って 居ります。 其の上で もし 適當 な機會 があった ら 推賞 紹介 批評と いふより は 何 か 所 

感を 書いて 見やう かと 考 へて 居ります 

右 不取敢 御 返事 迄 草  > 、申 上げます 不盡 
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Hi へ和昭 


十一月 十二 曰  寅 彥 

曰 川老兄 玉 案下 

一 一伸 令夫人に よろしく 御 鳳聲願 ひます、 一 若い 息子」 大變 面白く 拜見 致しました、 

一七 一二 

十一月 十一 IIB 月 午前べ 時 十二時 本 鄉 區駒ス 一 曙 町 二 四よ リ杉 並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 

先夜 は失禮 致しました、 一： 天文 地文」 と 一星 座 遍路」 御 寄贈 難 有う 稗 坐い ました、 ゆるく 拜 

讀致 度と 存じます。 一天 文 地文 一は 舊惡 どころ か 中立面 白い 本の やうで 兎に角 ュ 一一 ー クな 書物の 

やうに 見受けられます 此れ は 追ぶ に 改訂 を 加へ て 完成す ると 面白いだ らうと 思 はれます。 

右 不取敢 の 御禮迄 草 M 不盡 

十 一 月士 百  寺 田 寅 逢 

武者 樣玉 案下 

I 七 ニニ 

十一月 十四 B 火 午後 零時— 四時 本 鄉 區駒込 曙 町 二 四よ リ福岡 市 地 行 西 町 一 〇 ノヘ桑 木 或 雄 氏へ 【はがき〕 

謹啓 東 朝學藝 部より 鉄塔 科擧 叢書の 批評 御 願 致しました さう です が、 御迷惑と 存じます が 若 

い 者 等の 爲に 一 筆 書いて やって 頂ければ 大 幸と 存じます 何卒 宜敷願 ひます」 先日 は失禮 致し まし 

た、 あの 時 年を取る 話 をし ましたが、 「若い もの、 爲 に」 など 云 ふやう になった の も 矢 張 年取った 
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こと を 自白す る やうな ものであります。」 あの 叢書の 事 は 「應用 物理 」 に 誰れ かァ ノ 一一  ム の 紹介が 

あつたのと、 坪 井 君の 「地球」 を 中 村 左 衞門太 郎君が r 大學 新聞」 にかいた やうで ありました。」 

右 御 願 迄、 も と より 御氣任 せで 强 てと は 申し かね ますが 何分 {1 敷 願 ひ ます 

一七 一四 

十一月 十四日 火 午後 零時- 1 四時 本 鄉展駒 込 曙 町 二 11 ょリ長 野縣飯 田 高等 女 學校ペ 木 良 助 氏へ 〔はがき〕 

謹啓 先日 は 失 禮叉佳 看 御 惠與難 有 拜謝致 候、 扭 本日 學士院 にて 責著 紹介、 別に 質疑 もな く、 其 

儘 印刷に 付す る 事と 存候。 左様 御 含 置 願 上 候」 签 山と 前掛 山の 高度差 を 前に 測った 時の 大体の 年 

月日 を 人れ た 方が よいと 存候、 不明なら ば 「何年 頃」 とで も よろしくと 存じます。」 叉 測定 方法 も 

セォ ドラ イトに よると か 一 言 人れ た 方 宜しくと 存じます が 如何。 此等は 校正の 際に 加筆され 〔れ 〕 

ばよ いので ゆっくりで よろしい のです が 何卒 御 一 報 願 上げます」 それから 大變 勝手です が、 あの 

淺 間の 寫眞 は少生 頂戴 致 度と 存じます が 如何で 御 坐い まし やう か 御 伺 申 上げます。 

+ 一  月 十三 日夜 

一七 一 五 

十一月 十七 B 金 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 星野慶 一郎 氏へ 〔封筒な し〕 

拜啓 いっかの 標本 鑑定 大變遲 くな りました、 少 生の 賴む 人が 叉 別の 人に 賴み、 その 二人が 代 

るく 出張す るので おくれました どうか 惡 しからす  . 
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年 八和眧 


先日の 標本 二 個のう ち、 黄 鉄鑛を 含む 黄色い ピカく 光る 方に は 金 は 見えません が、 もう 一 つ 

の 石英 脈 露頭の 赤つ ほい 方に は 金 分 あり 「椀 懸ケ 一一 テ微の 金粉 ヲ認メ 得 ルガ 如シ」 との 鑑定で あ 

ります。 此れ は 相當な 含量と 見るべき ださう です。 但し 此. の 割合の 部分が どれ だけ あるか、 それ 

はもつ と澤 山の 標本 を 本式に やって 見な けれ は 採算 等 は 不明と 存じます。 兎も角も 右 御 報吿迄 

少生 自身 鑑定が 出来す 他の 學者を 煩 はすので すから、 どうか 此れ 限りで もう 御 勘 辨を願 度と 存 

じます。 此れ 以上の 事 はどう か 職業的 分柝 家に 御 依賴の 程裨願 致します 

右 御 報吿迄 草- -申 上げます、 大變 おそくな つてす みません でした。 草. - 

十 一 月 十七 日  せ 田 寅^ 

星野慶 ー郞樣 

一七-六 

十一月 十九 日 B 午前へ 時-十二時 本鄕" 區駒込 曙 町 二 四よ" a 町區 中央 氣象臺 1： 田武松 氏へ 

謹啓 〇〇 君の & 審査 耍 3 曰 を 督促され ましたので 極めて 簡單に 認めました。 どうか 御 撿閱の 上 

御 容赦な く 御 斧正 を 祈ります。 

此れ は 差 出しても 未だ 决定 的で なく、 文句 等 は △△△  <1 などが 勝手に ひねくる やうであります ォ 

唯內容 の点嚴 重に 钾 監修 を 願 ひ 度と 存じます。 右 要件の み 取 急ぎ 草 >、 

十 一 月 十九 日  寺 田 寅 逢 

岡 田 大人 玉 案下 
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十一月 十九 曰 曰 午後 零時，： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 より 溢谷區 代々 木 西 原 町 一 〇〇〇 內田 勇三郞 氏へ 

御手 紙と」 プリント 拜 受難 有う 御 坐い ました、 非常に 面白い 御 研究で 少なから す 啓發 され まし 

た。 隨筆御 引用に 預かり 光 榮又汗 額の 次第であります 。小ノ 生の 手首の 意味 は 全く 贵鮮の 通りで あ， 

ります。 あれの 究極の 寓意 は 「心の 自由」 を說 くにあった のであります。 ヒ トラ— 流の やり方に 

對 する 抗義を 暗示した つもりであります 

右 不取敢 御 禮と御 返事 迄 草 i 

十 一 月 十九 日  寺 田 寅 逢 

內田勇 三 郞樣玉 案下 

一七 一八 

十一月 二十 B 月 午前 八 時！. 十二時 本榔ー tel 駒 込 喏町ニ 四より 麵町區 丸ノ. s ビルディング 中央 公論 社中 村 

惠 氏へ 〔はがき J 

先日 は 御手 紙 難 有う 御 坐い ました。 新年号に 何 か 書く やうに との 事でした が、 此頃 少し 研究の 

方の 仕事が 忙 がしい ので 新年号に は 執筆の 暇がなくな りました から、 どうか 惡 しから， f 御 海容 を 

願 ひます。 

右 詫び まて 草え 
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年-' \ 和昭 


一七 一九 

十一月 二十 二 B 水 午後べ 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 

「はがき」  ， 

謹啓 釜石灣 頭の 光 象 をす つと 北の方 數十キ ロメ  — トルで 認めた のが ありまし たが、 あの 地名 

を 忘れました ので 一寸 御知らせ 願 度と 存じます。 拙文 中に 引用し ますので せ-敷 願 ひます 

十 一 月廿ー 一日 

一七 ニ0 

十一月 二十 六 B  B 午後 四時 人時 本鄕ぼ 駒 込 曙 町 二 四よ リ淀橋 區上落 合 二/五 九九 板 現鷹穗 氏へ 〔は 

が き 〕 

先日 は 贵著御 惠與難 有う 御 坐い ました。 「物質と 言葉， 一 御覽 下さった さう で 光榮と 存じます。」 

少生 此の 一年間に うか ノ\ と 書 散らした ものが 存外の 分量に なりました ので 近日 又 集めて 一冊に 

する 事と なりました、 濫造の 御 叱責 をう ける 事と 存じます が 出来ましたら 御 淸覽を 仰 度と 存じて 

居ます」 此頃は 映画 を 見る の もお つくう、 玉 を 突く の も 面倒、 それ かと 云って ダンス ホ— ルは危 

險、 ぅちで火達にぁたっ てァ ラビァ語の文法でも讀む位がせ ぃ/^ 此分 ではもう <ぷ り 永く は あ 

るまい などと 弱い こと を 云つ て 居ります。 

右 御禮旁 貴酬 迄 草 i 
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十 一 月廿 六日 

一七 ニー 

十一月 二十 六日 B  ： 卜 後 S: 時 . へ 時 本鄉 151! 駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 御 無事 御歸任 爾後 御 健祥 大慶に 存じます、 御 滯京中 は 何の 御 構 ひ 

-も不 申 上 失 禮の段 御 海容 を 願 ひます。 講演 會の御 講演 は 中. - 面白く 他 研究室 にても 好評の 様子に 

てお かげで 寺 田 研究室の 面目 を發 揮す る 事 を 得ました、 今後 もどう か 續ぇぁ 、 いふの を連發 され 

ん事を 希望す る 次第であります。 

昨夕 は 藤 岡 公子 の 御 結婚式 に參 列の 光榮に 浴し ました 中ぶ の 盛會 で理 化學界 の 少 壯有爲 の士を 

一 堂に 集めた 觀が ありました。 貴兄の 御 出の な いのは 殘念 でありました。 媒酌 木內 先生が スキ— 

場の 行き さつ を 物語った のは大 傑作 若い 連中 大喜びで ありました。 木內 先生 中. - 俳味が あります。 

大河 內 所長 も 一 寸メ 一一  ュ ー に 印刷した 富士山 を 引合 ひに 出して 雪の 山 云. - としゃれ ました。 

今日は 寒くて いよ/ \- 冬ら しくな り 唯今 火撻を 用意 させて 居る ところ 肩 を すぼめて 此の 手紙 を 

した、 めて 居ります 草  > -不盡 

十 一 月廿 六日  寅  彥 

中 谷 君 玉 案下 

二 仲 令夫人に よろしく、 一同よりも よろしく 中 上げて くれとの 事であります 
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一七 三 一 

十一月 二十 六日 B 午後 四時 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 麻布 區新辋 町  一 ノニ六 鍋 島 孝 夫 氏. へ 

拜復 此度 岩波 書店 主人の 御 紹介に て 三 秀舍の 方へ 御 就職 相 成 候 由に て 誠に 喜ばしき 次第に 有 

. 之 候 何卒 十分 御精勵 次第に 御 昇進の 程 切望 致す 次第に 御 坐 候三秀 舍主嶋 連太郞 氏と は 少生も 多少 

の 面識 も 有 之 候 事故 何 か の 場合 に は 好都合 の 事と 存 居候 

右 御 返事 旁 御喜び 迄、 御 母堂 樣 へ も 何卒 宜敷御 鳳 聲被下 度 祈 候 

十 一 月廿 六日  寺 田寅亲 

鍋嶋 孝夫樣 

二伸 なほく 御 自愛 御 精 勵を祈 候、 岩波 氏へ は 一度 御 出向の 上 仲介の 勞を 謝せられ 候 は^ 

本懷の 至に 存候 

一七 二三 

十一月 二十 八 B 火 午後 零時 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 W よ リ札幌 市 北 六條西 十べ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 不相變 御 健祥 大慶に 存じます 先日 は 中 谷 君 上京 御 近狀承 はり 不相變 御 出精の 赴 

傳承 喜ばしく 存じました。 中 谷 君の 講演 中ぷ 面白く 好評で ありました。 

音樂會 はい、 樂 しみであります。 うちの トリオの 藤 岡 君の 結婚 次で 北海道 行の 爲 しばらく 中止 

その 間の つなぎに 坪 井 君と べト ー ベ ン のバ ィォ リン ソナタ を やる 事に なり 明 水曜の 晚 第一 回の 試 
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奏を やる 事に なって ゐる。 やはり 水口さん に來 てす けて 貰 ふの だから バ ィォ リン の 方は樂 です。 

スプリング ソナ タ から はじめる ことにな つ てゐる c」 雪 子の バ ィォ リン はたち はい 、 の だが 怠け 

て 休んで ばかり 居る ので 機嫌 をと りく 稽古に 出す のが 骨が折れます 月に 二回 行けば 上等の 方で 

す。」 正 二 は 卒業論文の 泥 繩で少 々弱って ゐる らしい 早く やって おけば い、 のに」 中古 ピアノ 

は 見付からないで すか。 小 熊さん に 頼んで おくと い 、だら うとい ふ 話です」 御 自愛 御 勉强を 祈り 

ます 草 i_ 

十 一 月 廿刀日  父より 

東 一 殿 

外套 はもとの は 余り ひどい からもう 少し ましの を 接り ます。 外に 襟卷、 土 佐の 莫 子等 送る さ 

うです 

一七 二 四 

十一月 一二 十日 木 本 鄕區駒 込 曙 町 二  g: より 森 E 稔氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 諸方 御 遍歷の 赴い ろく 面白い 休驗を 得られた 事と 存じます、 阿 

蘇 登山 バ ス の 御 話が ありまし たが 少生 近親の ものが 矢 張 今月 彼 地へ 參り 歸來 同じ 話 を 聞いて 居た 

ので 一 層 面白く 拜誦 致しました。 明治 卅ー 年頃、 少 生が 唯一 人 熊 本から 歩いて 湯の 谷 を 経て 登山 

した 時と は 大變な 相違と 思 はれます。 す、 き 原で 道が なくなって 困った こと や 湯の 谷の 宿で 「神」 

を 注文したら 「酒」 を もつ. て來 たこと など 想 出します。 
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御 養生 專 一 に 存じます。 草 > - 

十 一 月^日  寺 田寅彥 

森 田 稳樣玉 机下 

一七 二 五 

十二月 IB 金 午前べ 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

謹啓 扨て 津田 君と 會ふ 機會が 一 寸 ありま せんので 先日 御 申 越の 件 を 手紙で 申達り ましたと こ 

ろ 「半折 は 五十 円と いふ ことにき めて ゐ るので 原則 を 破る と 色 M 面倒が 起る から 惡 しからす」 と 

いふ 意味の 返事が 參 りました。 さう 云 はれる と 一 寸致 方が ありま せんから 兎も角も 其 ま、 御 取次 

致す 外 はない ので どうか 御 勘弁 を 願 ひます。」 展覽會 画集 一 見し ましたが 中  >、 い 、鎗が ある やう 

であります。 六日の 開會 日に は 一見した いと 思って 居ります 

右 要 事の み 草 i 

十 一 月卅日  .  寺 田， Ja- 亲 

五嶋 樣玉 案下 

一七 二 六 

十二月 九 曰 土 午後 零時 ー 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 巴 単； オル セィ 河岸 一一 テリエ 夫人 方 渡邊慧 氏へ 

S 端 書 を 難 有う、 もう 裨 便りが 來 るかと 御 噂して 居た 處 でありました ブ n リ ー の 處のセ ミナ ー 
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ル に御參 加の 由 大慶と 存じます。 どうか 健康 第一と して 御 精勵を 祈ります。 理研も 無事 先日 は講 

演會で 中よ 盛會 でありました。」 

御 預かりした 論文 いづれ も 印刷に なって 居ります、 それて 取敢 へす 少數 だけ 御 送り 致します 

r 見本と して) もし 發 送すべき list を 頂けば それく 山 本 君 や 渡 部 君に 頼んで 送らせ ますから 

御 下命 を 願 ひます。」 タ ドン は 其 後室 井 君と 云って 湯 本 君 時代の 人で 陸軍 砲ェ學 校の 先生 をして 

ゐる 人が 時え 來て何 かしたい とい ふので 此 人に 授けて、 もう 少し 詳しく 實驗 をつ けて 貰って 居 

ります が、 未だ 一 向 眼 鼻 もつ きません」 高 橋 君の 砂の 實驗は 一 圑 落として 彙報へ 出す 事に なり そ 

ろく 印刷が 出来る 頃であります。 

パリの 冬 も 中. M 特殊な 詩趣が あるら しい、 近い 處 なら 時え 行って 見たい が、 もうあ きらめ まし 

た。 どうか 時 > 、の 御 便りで 巴 里の 匂で も かがせて くれ 玉へ 

右 御 返事 迄な ほく 御 自愛 を 祈ります 

十一 一月 九日  寺 田寅彦 

渡 邊君玉 案下 

一七 二 七 

十二月 十四日 木 午 へ 時 十二時 下谷區 上野 公 圜帝國 學士院 よ リ目黑 區駒場 町 東京 帝 國大學 航空 研究 

所 物理 部 竹 内能忠 氏へ 〔はがき〕 

昨日 は 失禮、 报て Physikalische  tterichte  1933  Heft  21. Seitu  i7s 所載 K  Jcdlbauel- 
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の 論文 御 參考願 上 候、 原著の ある 雜誌 多分 同 蚩 曰 にある かと 思 ひます 

十二月 十三 日  學士院 にて  寺 田寅彥 

I 七 二八 

十二月 十四 曰 木 午後 八 時. 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ神 田區 一ッ橋 通 町 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 

謹啓 本日 は 御 足勞相 かけ 拜謝致 候、 色 > 、御 配慮の 結果 望外の 出 來榮と 相 成り 喜ばしき 次第に 

御 坐 候 

扨て 「地球 物理 學， 一 送り先、 坪 井 君と 相談の 上 决定の ものと 外に 少生 個人の 送り先と 合せて 刖 

紙に 認め 置 候 間、 御手 數 ながら 何卒 宜敷願 上 候 

右の 外少 生の 分と して 更に 贰拾部 宅へ 御 届け 願 はれ 候 はぐ 大 幸と 存候 

坪 井 君より は 又 別に 自用の 部 數申上 候 事と 存候間 左様 御 含 置 被 下 度 祈 候 草え 

士 一月 十四 曰  寺 田寅彥 

藤 原樣玉 案下 

〔別紙に〕 

「地球 物理 學」 送り先  . 

& 中央 氣象臺  岡 田武松 

^  藤 原唤平 

和 達淸夫  ， 
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良 或 門 長 基 
太 

夫 雄郞克 範 


東京 大學 地震 學敎窒 

東京 大學 地震 研究所 

京都 帝 國大學 理學部 

東北 帝 國大學 理擧部 

九州 帝 國大學 ェ學部 

札 幌市北 八 条西六 丁目 

北海道 帝 國大學 理學部 

東京 帝 國大畢 圖書館 

市外 砧村成 城 北 三 三 〇 

仙 台、 東北 帝 國大舉 理擧部 

東京 帝 國大學 理學部 

福 岡 市 九州 帝 國大舉 理學部 

同上 

京都 帝 國大擧 理學部 

仙ム n 市 北 一 一番丁 六 八 

京 城 岡 崎 町 六ノ五 相澤方 


松 澤武雄 

石 本 巳 四 雄 

松 山 

矢 部 

中 村左衞 

桑 木 

阿 部 

中 谷 宇 吉 郞 


今 


に 日 一 


村 

ー津 化？ k 

坪 井 誠太郞 

鈴 木 淸太郞 

伊藤 德之助 

志 田 順 

以上 十八 

小 宮 豐 隆 

安倍 能 成 
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和 

年 


牛込區 < ^丁 町 四 一 

札 幌市北 六条西 十八 丁目 阿部 方. 


松 根 東洋 城 

寺 田 東 一 


七 二 九 


〔？ 〕 


十二月 十五 B 金 使 ひ持參 本 鄉區駒 1> ハー 曙 町 二 四よ リ神 田區 一ッ橋 通 町 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 

r 蒸發 皿」 例に より 知人 へ 發送方 御 面倒ながら 御 願 申 上 度 別紙 送 先 名宛 差 出 候 間 何卒 宜 

敷 願 上 候 

右發 送の 外.， 別に 二十 部 拙宅へ 御 届け 願 上 度 此儀も 御 含 置の 程 願 上 候 


十一 一月 十五 日 

藤 千尋 樣 iii: 史 

一別 拱に〕 

蒸 發皿途 り 先 

仙 臺市北 一 一番 町 六 八 

淀橋區 下落 合 一 六 五 五 

札 幌巿北 八 条西六 丁目 

同 北 六条西 十七 丁目 

同 北 六条西 十八 丁目 阿部 方 

赤 坂區靑 山 南 町 五ノ三 三 


寺 田寅彥 


小 宮 豐 隆 

安倍 能 成 

阿部 良 夫 

中 谷 宇 吉 郞 

寺 田 東 一 

森 田 草 平 


533 


武傳鷹 成呤 靑 一 
松 四 穗 行 平楓郞 


淀 橋 區西大 久保ー ノ四六 一  鈴 木 三重 吉  g 

荒 川 西日 暮里 渡邊町 一 〇 四 〇  野上豐 

杉 並 區天沼  一 ノ 一  三 六  津 田 

中央 氣象臺  藤 原 

小石 川區表 町  幸 田 

淀 橋 區上落 合 五 九九  板 垣 

奈良縣 五条 中學  野 村 

中央 氣象臺  岡 田 

中 野 酉 江 古田 町四ノ 一  五 五 九  w 地 與四松 

御調へ 願 上 候  I〕 田 百 間 

赤 坂區靑 山 南 町 五ノ八 一  齊 藤茂吉 

本鄕  東京 帝 國大擧 圖書館 


右の 外 二十 部 自宅へ 御 屆願上 候 

一七 三 0 

十二月 十七 日 日 午後 零時， 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 福 岡 市 地 行 西 町 一 〇 ノ八桑 木或难 氏へ 

大分 寒さが 厳しくな りました が 益え 御 清祥の 事と 大慶 至極に 存じます、 扭て 先日 は 鉄塔 科學叢 

書に つき 御 批評 を 願 ひました 處御忙 がしい 中で 御 執筆 下さいまして 又此上 もな き 有効な 御 紹介の 


年 八和昭 


辞 を 頂戴し まし て 難 有う 御 坐 い まし た 厚く 御 禮を申 上げます 

岩波 全書の 地球 物理 學が 出来ました ので 一 部 差 上げます 此れ は 永い 前から 岩波で 出す 害の を 怠 

つて ゐ たの は 坪 井 君のお かげて 增補を 果たした ものであります。 御 笑 覽を願 はれ、 ば大 幸と 存じ 

ます  - 

右 御禮旁 草. -申 上げます 不盡 

十一 一月 十七 日  寺 田寅彥 

桑 木 大人 玉 案下 

一七 三 I 

十二月 二十 曰 水 午後 零時 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 世 田谷區 松原 町 ニノ 五一 四 玉 野 光男 氏へ L は 

がき， 1 

謹啓 本日 は 御 令窒樣 わざく 钾來駕 被 下候處 生憎 一 同 不在に て 失 禮致候 段 不惡御 宥免被 下 度 

祈 候 其 節 は 見事な る 菓物澤 山 御 惠與被 下 御 厚情 難 有 拜謝致 候 右 不取敢 御 禮迄申 述度匆 i 如此 に 御 

坐 候 不盡 

十一 一月 十九 日 

一七 I ニニ 

十二月 二十 曰 水 午後 零時. ー 四時 本：^ 區駒込 曙 町 二 四より 札 操 市 北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ L は 
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がき〕 

御手 紙 難 有 拜見致 候、 寒氣 漸く 酷 敷 候處益 i 御 勇健 大慶 至極に 存候、 此度は 名產壞 製娃 御惠與 

下 一 同大 好物と て 難 有 賞 妹 致 候、 當 方よりも 何 か 御 送り 申 上げる 箸の 處 未だに 取 紛れ 居り 候」 

論文 近日 御 送り 被 下 候 由に て 喜ばしく 存 居候 早速 拜見 編輯の 方へ 廻し 可 申と 存候 左様 御 含 置 被 下 

度 祈 候 

右 御 禮旁草 M 申述候 不盡 

十一 一月 十九 日 

二 仲 令夫人に も宜敷 御 鳳 聲願上 候 

I 七三 三 

十二月 二十 IB 木 午後 il 時. ー へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ牛 込區余 T 町 四 一松 拫畀 一次郎 氏へ 〔はがき 

拜啓 明 夜の 會合を 御 約束した が 少し 風邪をひいて 大分 怪しくな つて 來 たから 用心の 爲に 休み 

たいと 思 ひます、 どうか 惡 しからす 

余事 拜 眉の 上 草 i 

十一 一月 廿 一 日 

一 七-一四 
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十二月 二十 三日 土 午後 < ^時— 十二時 本鄉區 駒：；， ヒ .s" 町 二 四より： ぉ橋區 下落 合 四 ノー  六 五： ん 安倍 能 成 氏へ 

〔 は が き 〕 

御 端 書 難有拜 見、 御歸 京の 由、 一度 拜眉致 度と 存 居候 處、 暮 だと 矢 張 色よ と 用が 多く 心忙しく 

候 故 或は 正月に なつてから ゆっくり 御高？ IS 承る 方宜 敷からん かと 存 居候」 「蒸發 皿」 御手 許に 届， 

き 候 哉 如何 哉 御 閑暇 の 節 御 覽被下 候 は に 光 榮と存 候、 以後 は 少し 謹愼し た い と存 居候 へ 共此 の 誘 

惑の 方 は 事柄が 些細な だけに 却って 打 勝ちに くい、 先づ烟 草の やうな もの かも 知れす と存 候、」 

昨今 は理研 報告の 原槁を 年內 にこ しら へ るつ もりで タイプライタ ー に 向 ひ 居候」 風邪が 大分 流行 

致す やうに て、 少生も 軽い のに か、 り 居候 貴家に て は 如何 哉 何卒 御用 心專ー に存 候、 乍悔御 一同 

様に ま 敷 御風 聲の程 祈 候 

十二月 十三 日 

I 七 =1 五 

十二月 二十 五日 月 午後 HI 時- へ 時 京 橋區銀 墜ょリ 小石 川 區識訪 町 五 九 小山 書店 小山 ニ郞 氏へ 〔はがき〕 

拜改： ： 今日 丸 善の 新刊 獨 逸書の 棚で、 著者 名 は 忘れた が 書名 は Trauspal.entfoliell とい ふので 

色 M な 透明 包紙の 事 や 其 製造元な ど を 載せ、 さう して 實 物の 見本 を澤山 貼付して ある。 二十 何 E 

位の 本です。 或は 岩波 書店に でも 一 っ備へ ておいて い、 本 かと 思 ふが、 裝賴の 大家 小山 先生の 一 

見に 俯す ると 思 ひます から 一 寸御內 報 迄、」 奇 レイな 模樣を 印刷した セ n ファ ン もあります、 

御 注進 迄 草 i 
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十二月 廿 四日  銀 坐に て  寺 田寅亲  一 

一 +MI 一六  一 

一 

十二月 二十 六日 火 午後 四時 ，へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 一 

謹啓 論文 原槁 本日 拜受 直ちに 拜見 殆ど 字句 訂正の、 必要 もな く 早速 編輯の 方へ 差 出 置 候 間 御 安一 

心 被 下 度 祈 候  1 

封 人の 理研 手當 些少ながら 御 受納 願 上 度 祈 候 

年末 は 矢張ゴ タく 忙しく 日夜の 來客 にて 閉口、 脫走 を考へ 居候 

東 一昨日 無事 歸宅 何卒 御 放 慮 願 上 候、 右 取 急ぎ 要 事の み 草. -申述 候 不盡  . _ 

十二月 廿 六日  寅彥， 

中 谷 君 玉 案下  一 

乍 憚 令夫人に もよ ろしく 願 上 候  . 

I 七-一七 

十二月 二十 七 曰 水 午前へ 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より IS! 町區 中央 氣象臺 官舍藤 原 吹 平氏へ < 

謹啓 昨日の 東京 朝日に て 拙著 「物質と 言葉」 に對 する 御 紹介の 辞 を拜誦 誠に 難 有く 深謝 致レ 

ます、 少 生の 書く 事 を 正當に 理解して くれる 科學 者が 實に 少ない の を 淋しく 思 ふて 居ます カ伤レ 

大兄の 如き 天下の 知己 を 有する 事 は 百万の 大衆 を 味方に 得る よりも 心强ぃ 事で 平生から 感謝して 一 
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居る 次第であります が此際 特に 難 有 存ぜら れ不取 敢右御 禮を申 上 度と 存じます 余事 拜 眉の 上に て 

草 i 

十一 一月 廿 七日  寺 田寅彥 

藤 原 學兄玉 案下  , 

I 七三 八 

十二月 二十 八日 木 や 前 八 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 

〔はがき〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 一月 四日の 夕 御 招き 被 下 難 有う 御 坐い ました、 先日 風邪 を 引いて 

からどう もよ く拔け 切らす 聲が 暖れ たり、 胃が 惡く なったり して 居ます のでなる ベく 夜間の 外出 

をし ないやう に 致し 度、 それで 钾 約束して おいて 其晚 寒かったり すると 不安です から、 甚だ 勝手 

です が、 もう 少し 暖ぃ 時候 迄 延期して 頂けないで しゃう か。 それで 我儘ば かり 申します が、 正月 

になって から 一 度 例の 東京 會舘 あたりで 晝飯 をしながら 色 i 其 後の 御 話 を 伺 ひ 度と 考へ て 居り ま 

すが 如何の ものに 哉。 

どうもけ しからん 奴と 御 叱 を 受けさう だが 寛大の 御沙汰 を 仰. 度と 存じます 

十二月 廿 七日 

I 七三 九 
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十二月 二十 九 B 金 午後 零時： 四 時 本鄕 -tel 駒 込 町： ょリ奈 良縣五 條中學 校 野村傳 四 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有 拜誦、 蒸 發皿御 受納 被下大 幸と 存じます。 遊樂軒 (？) の 問題 をす つかり 忘れて ゐた 

の を 御手 紙で 思 出して 大に嗜 しくな りました、 今度の 機會に 先生 追憶 記の 補 遣と して 一席 伺 はし 

て 貰 ふ 事に 致し まし やう。 

「春 琴杪」 は 一 部分 讀 みました、 うまい と 思 ひました」 明ける と 五十 七 才の數 へ 年になります。 

寒中 は 萎縮 夏になる と 膨脹し ます。 併し 萎縮した 切りの 冬が 何時かめ くり 來る 事と 思 ひます。 恥 

と 義理 を かくの を 第一 の 養生 法と 致して 居ります、 九十 五才 まで 生きる ことにき めて ゐ ます。. 

一七 四 0 

十二月 三十日 土  ^後 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込^ 町 二  1： より 臺灣 山 高山 觀測所 伊東 疆自 氏へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致しました、 御 赴任 以来 御 勇健に て 高山 氣象觀 測の 新生面 開拓に 努力せ 

らる i 事と 拜察此 上ながら 御 自重 御 盡カを 祈る 次第であります 

此度は 珍ら しき 御菜 子 御 惠與被 下 まし て 難 有う 御 坐い ました 中. -の 好 風味であります 厚く 御禮 

を. S- 上げます 

航空 研究所報 吿に 出した 貴 著 論文に つき 佛國の l.、Aer§autique 誌が 特に 詳しく 紹介 推賞し 又 

少生迄 右 論文 掉畫寫 眞の實 物 を 請求して 來 たの を 達って やったら 更に 最近の 同誌に 此寫眞 を揭載 

說 明して ありました 日本人に は 余り 分らぬ もので も 外 國の學 者に は 面白味が 分かる ので ありま 

1- やう 鬼に 角 愉快で ありました」 なほ/ \- 御 自愛 專 一に 存じます  . 


年 八和昭 


十一 一 Br^ 日  寺 田寅彥 

伊東 彊自樣 

一七 四 I 

十二月 三十 曰 土 午後 八 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 和歌 山 市 北 阪上町 三 貞木英 一氏へ 

謹啓 益. -御 多祥 大慶 此 事に 存候 

昨日 松 根 君より 使に て 貴兄より 御 贈與の 蜜柑 一 函 届け くれ 其 夜 同 君と 會 合の 節 御 芳志 を傳へ ら 

れ成 こ， 難 有荣. 謝 致 候 頂戴 致す ばかりにて 恐縮と は存候 へ 共 折角の 御 厚情に つ き 難有拜 受賞 味 可 致 

と存候 

いよく 歲も押 詰まり 候處 幸に 天氣續 きに て 好都合と 存候 何卒 御 自重 好き 新春 を迎へ られ候 や 

う 祈る 次第に 御 坐 候 草 >、 

士 万 i 曰  寺 田寅彥 

贞木英 一様 玉 案下  . 
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昭和 九 年 


一七 四 二 

一月 一 曰 月 午前 零時-. へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 中 野區江 古田 町 四 ノー  五 五 九 圓地與 四 松 氏へ 〔は 

がき〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 「地球 物理 學 J 岩波より 送らせ ますから 御 受領 を 願 ひ 度と 存じます 

ceteris  paribus は ottlel-  tkings  bein.s?  equal とで も 云った やうな 意味で (ceteris は (ふ cetera 

のケ テラ。 I)al-ibus は Israblc の パルと 思 ひます )0 例へ は 色 立の 条件 溫度、 濕度 等- -は 同じに 

して 壓カ だけ 變へ て どうかす る 場合で もさう であります。」 此の 種の ラテ ン は 大抵の 英語 辞書の 

卷 末に 纏めて 附 いて 居る やうに 思 ひます から 御調べ を 願 ひ ます」 昨日 三越 書籍 部 で rnsel-Biiche- 

rei  Nl- 25;".  Die  ； Babn  und  t  rechte  wes-  dcs  ； Lao-tse を 買って 電車で よんで 見たら 面白 か 

つた。 漢文で 讀ん では どうしても 頭へ はいらなかった 老子が 一 邊に 頭へ はいって しまった やうな 

氣 がする から 妙であります。  . 

十一 一月 卅 一 日 

令夫人に よろしく  ， 


'■1^ 九和昭 


I 七 四 三 

一月 一 a 月 午前 零時— 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

謹^ 貴地 名産 干 柿 澤山稗 惠與被 下 難 有 拜受致 候い つもな がらの 稗 厚情 万 ぶ 鳴 謝 致 候 

右 不取敢 御禮迄 草よ 申述候 不盡 

十一 一月 卅 一 日 

I 七 四 四 

一月 IB 月 午前 零時 ベ 時 本. t 區駒込 曙 町 二 四よ リ 大分 縣別府 由 布 院中谷 治 宇ニ郎 氏へ 「印刷した る 

年贺狀 に〕 

なほ/ \ 御 自愛 一日 も 早く 御 快 愈 を 祈 居候 

I 七 四 五 

一月 二  B 火 午後 零時-四時 本 鄉直 駒 込 曙 町 二 四よ リ牛込 區矢來 町 三 七 高 橋 浩ー郞 氏へ 「はがき〕 

新年 御目出度う 

どうか 益 i 御 自愛 御 研究 を 祈ります 

正月 元旦  寺 田寅彥 

早. -は態 >A 御 來駕難 有う 
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一七 四 六 

一月 二 B 火 午後 零時 isT 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 臺北市 總督府 測候所 官舍 西村傳 一一 一氏へ 〔槍 はがき〕 

1.. 表 ^ 」 

報告書と 御寫眞 英姿 颯爽た る 處を拜 見 喜ばしき 限に 存じます。 老生 幸に 無 異猫脊 を 冬 外套に 層 

一 層^く して 不相變 銀 坐 神 田 あたり を 徘^し つ \ 宇宙の 眞理を 陋巷の ドブ 板の ぼ とりこ り居宾 

幸に 御 休 神 被 下 度 願 上げます  ，ー 

正月 元旦 夜 

〔裏に〕 

元日 一の 晝 過ぎ 此邊を 歩く と實に 森閑と して 淋しい ものであります、 それでも； 二 軒 位 は 店 を あ 

けて 居る ので コ— ヒ— の 一 杯 位に はありつ ける から 便利であります 

An  old  Giiiza  一〕 ov 

一七 四. P 

一月 七 B 曰 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 《《 ^豐隆 氏へ 〔はがき〕 

In ず- Veda  there  were  various  gods,  but  Avestel.n  scholars  Were  puzzled  when  they  saw 

each  god  i.i  il de 應 bed  as  the  highest  of  ants,  there  appeared  no  g-radation 

amsls-  th きク and  they  called  it  hellotheisjn.- 
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年 九和昭 


The  .vcdas,  llow<!v2-,  repeatedly  say  that  thel-o  is  CJlly  Clio  ； Reality  which  ha-s  diffeisllt 

一 lal-les,  and  llosltm.s;-  this  it  caimot  well t- つ said  tliat  g-ods  have  dilfcn-ent  elltitie-s.  There 

were  Jmlra,  Variuia,  the  Mal.r-ts,  the  Agni,  etc.,  all  IJartakillK-  <)f  the  sajiie  his-hest  (lij^-llity 

yet  Avitli  functions,  -  . .  -WM-X^^  K.ath  :  Ideals  of  Hinduism. 1). 27) 

小 宮= 一 神敎 

寺 田 = 多 神敎即 無神敎 

十四 五日 顷御 上京の 由傳聞 致し ましたが 事實に 

一 七 四 八 

一月 八 曰 月 午前べ 時-十二時 本鄉 -JI 駒：；，； I 曙 町 ：- 四よ リ淀 橋區 ド^ 合 i:  ノー  六 五 安倍 能 成 氏へ 

今夜 は 御馳^で 御^いました、 多分 あんな 事に なり さうな 豫感が ありまし たが、 とう，/ (^坐り 

込んで しまって 相す みません でし たどう か 御 寛容 を 願 ひ ます 運命 に 服從す る 修業が 中途半端 だ も 

の だから こんな 仕儀になる 事と 思 ひます。 

歸 つて 風 n,:: に 入って 温まった ので 大丈夫 風邪 は 引かない 事と 思 ひます 

. 田； g さんに は 同 便で 御禮 の 手紙 を 出し てお きます か ら左樣 御 含， ルれを 願 ひます な ほ 御 序 の 節不惡 

御 鳳聲を 祈ります 

此の 書簡 養 は 大兄から 貰った もので 珍藏 して ありまし たが 此間泣 底から. 取 出して 時よ 使って 居 

ます、 此れ も 裝藏の 材料に なり さうな 氣 がする の はいよ く 裝幀氣 任 ひの 症 狀と田 i はれます おし 
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まひに は 女房の 額の 皺 迄が 装敏の 模様に 昆ぇ るか もしれ ない 

右 御挨鐘 ， 

• 一月 七日 夜  寅 き 

. 能 成樣玉 案下 ノ 

一七 四 九 

iAB 月 午後 si 四時 本鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮靈 氏へ 〔繪 はがき.^, 

墨に 關 する 文献 御- II う。 此れ は t 高價 でな くば 研究 窒で購 人したい ので^ 力；^ 

代價 と、 Hi 文 方法 を 御 示教 願 はれ、 ば大 幸と 存じ 享 御手 f がらよ ろしく」 山 君 寿 I 虫の 

表紙 を拜 見し ました、 木版 も 中.. 思 ふやう に 行かない ものと 見えます。 併し あれなら 結構で しゃ 

う 

一月 八日 

一 七 五 0 

一月 九 B 火 午後 5.： 四時 本鄉 I 込 上 富士前 町理化 學研究听 より 中 S 江 古田 町 四 ノー  五 五 九圓地 

御 端 書拜見 致しました。 物理の 歷 史に關 する もの は隨分 ある やうです が少生 余りよ く 知り ませ 

, レ。 よく 知られた もので は F.  of..  A  H  一  stcs  of  Physics.  (MCMnlan 1§) 力 ある。 
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年 九和昭 


1 二 a-l<k:  >  Sinvcy  cf l)hysis  (IVIt-thlleu  J925) も ある に 一 矢嶋祐 利 著 一. 科學 者と 科擧」 も 主と 

して 物理 學 者の 史傳で 御參考 になる でし やう 此れに いろく 文献が 揭 載して あるから 其 等 を御覽 

になる とい \で しゃう。 岩波 物理 講坐 にも 色よ あつたと 思 ひます。 共立 社 發行輓 近 高等 物理 化學 

講坐 所載の 「物理 學史」 も矢嶋 君の 筆で 便利です 此れの 終に 擧げて ある 本で は つ ajori の 外に 

11. Bu(kk-y,  >  Short  llistsy  IMiysics  s に 7 

A.  wi&tncr,  Geschichta  t  Physik  」！M9  (Jit 一. t  (ョ sdu-11  sslo  ^ 

K.  Hoppc,  GeschicUo  del-  Phys.k,  .ly2G 

F.  Auclls-ch,  Ent.vvidslulls.sgescllit-llto  llcn-  sodenlell  l.-hysik  L9 に 3 

o.  I),  chw-lsoll.  Die  Evolution  dcs  Geistos  det-  Phys  k  J.873I1923  (1925) 

K.  pir-v(l, Un  coup  d\cil s ョ- phii-t 一二 l.l,-  二- -s  seieiices  rt  dps  tti6orics  ！ JllysiqlK-s, ョ； さ 

右の 內第 二番目の 产 K.istn2- のな ど 要約 的で い、 でし やう 

右 御 返事 迄 草 i 

一月 八日  土 十 田寅彥 

円 地 君 玉 案下 


一七 五 一 

一月 九日 火 や 後 八 iH 一時 本 鄉區駒 込！ f 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一 氏へ  ？ 

御 端 書 難 有う、 入.^ らしく 途中からの 通信 を 得て 大變 に喀 しく 思 ひました 然るに 偶然 藤 岡 君 夫妻 5 


_  , ごごし. -,, ^ま r> お であった とい ふの は 矢 張 人間が 天然に 支配され て 居る 一 

と 一 養に， H つた さう で それ 力 糸 身て a ン 7  ,  了つ こ- -  一- fl,A し.^ 

と 一虎に な \q  はおから 宅へ 電話が か、 つて 東 一はもう 行 つん 力と. P カオ. 7 

例で ありまし やう 昨夜 (ハ日 i^)  _  。  らも i  一..，^ 出 發寺日 を 知らせ 合 ふ 方が い、 

由、 多分 昨夜 か 今日 出發 した 事と 思 はれます 今度 力ら 矢^  一  .  失 

かと 思 ふから 御注意 迄に i げ ます。、 、 Inl きしこ、 「I 一への せる つもりであります。 

ぉハへ3^から手祗で十勝岳の觀察をかぃた&^^カすまし.- _  .t. 學」 \  or せス 

おの 阿部 から 東 二 祭年贺 はがきが 来て 居る から 御 含み をト願 ひに  1 暴， ち こがき，， ふ 

從 つて 段 i さが こたへ きで 閉.^ です 昨夜 は 雪で も 降 I え 1/ つ 

らす 今日は 存外 温かで 仕 合せです 

蟹 大切に 御 研究 専心に 願 ひます 父より 

一月 九日  マ 

東 一 殿 

へ もよ ろしく 

一七 五 二 

-I 火 午後 八 時； 士 一時 本管 駒 込 上 富 S 町理 化雷究 所よ リ札 f 北海 5S 人 學蒙部 物 

瑰學敎 室 中 谷 宇吉郎 氏 へ  ト 广0 七し 1 ら y 人 歩 

？ 紙と- I 拜 見 致しました、 .1 は 多分 「I」 へのせられ る 事と 存じます {カ£ - 

致し まし やう 
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年-九 和昭 


東 一休 暇 を 頂いて 歸宅難 有う 御 坐い ました。 無事に 歸任 致しました さう で、 どうか 此上宜 敷 御 

願 巾 上げます 今度の 歸省 は從來 とちが つて 比較的 早起きで 夜更かし も 稀で 大變 良好の 成 踵で あり 

ました、 此れ も 御 訓育のお かげと 存じ 難 有 感謝 致して 居ります。 

藤 岡 君 御 夫妻 函舘で 雪に 降 込められた， 由に て 此れ は 甚だ マ ンチ ックで 結構で ありました 

筒井 平田兩 君眞黑 になって 歸京、 なんでも あとから 行った 湯 本 君 は 雪で 嵐 車 杜絶 大分 あるか さ 

れ たやう でありました。 少生は 火燒、 どてら W.  C. にも 火鉢 を 入れて 寒がって ゐる くせに 銀ブ 

ラ に は 時 よ 出かけます。 今 に スト ー ブ 人 り の 車で 銀 坐 へ 流しに 行く 事 になる かと 思 ひ ます 

人 P 夫 入 によろ しく 

一片 九日  ■  {贝 

中 谷 君 玉 案下 

二 沖 藤 岡 君 御 雨 人に もよ ろしく 

一七 五三 

I 月 十三 B  土 午前 八 時...： '二 時 本 鄕區駒 ジ；： 一 曙 町 二  S: より 札幌市 山形 g 藤！：. W 央、 同 失 人、 二 氏へ 

,  は がき 銀^ コ 。ン バンニ 階 喫茶 部 一 

一. 表に」 

數 度の 御 便り 有難 拜見、 北海の 港町で 雪に 降り込められて 溫 泉で 一 夜 を あかすな ど は 甚だ 口 マ 

ン テ イツ クで 少ょ羡 ましい やうであります ィズ ン ティ ー ット！ 1 マ ー ンテ イクと い ふ 流行歌 を 想 ひ M 


うかべました ， 」 わざく 北 國の雪 を 享樂 に 行く 元 氣な人 も あるのに 少 生は臺 灣へ 移住で もしゃ； 

うかと 考慮 中であります。 それから 寢 床の フ トン の 中で ねたま 、洋服 を 着る 術 を 研究 中で ありま 一 

す。 出来たら 理硏 講演 會で發 表の ハズ 

i に〕  一 

玉 を やめた ので 此處 もしば らく 御無沙汰して 居ます が、 銀坐縱走橫走はとき-^は忘れぬ程度ー 

に 勉強 致します 

一 月 十一 一日 

一 七 五 四 

一月 十三 曰 土. 午前べ 時 I 十一 .t- 本鄉 區駒& 曙 町 二 四より 巴 オル セィ 河岸 一一 テリエ 夫人 方 渡 邊禁氏 

い ろく 面白 い 御 報道 を 難 有う 御 坐 い まし た、 不相變 御 元 氣で御 活動 の 様子 を拜 察す る ことが： 

出來て 喜ばしく 存じます、 どうか 健廢を 第一と してた 上で 御 研究 を 願 度と 存じます、 少生 など 語 一 

學が 下手だった 爲折， 角 西洋に 行って 居ても 啞の 旅行で つまりませんで したが 君 は 此方が 御上 手 故 

定めて 御 愉快と 羨ましく 思 はれます。」 ァ ラビア 語 云々 の 事 はちつ とも 急ぎません から 別に 御 配 i 

慮 下さらん やうに 願 ひます」 ル子、 シ ュ ドル 先生の メクプ シシク はなんだ か 少し 六 かし 過ぎて 少ー 

生に は齒が 立ち さう もありません 少生 は變な ことが 好きな やうです が、 しかし やつば り 物質の 物 一 

理に關 した ことが 一 番 面白く、 六 かしい ことより もなる ベく やさしい 平凡な ことが 好きの やうで- 
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あります。 原子核な ど は あんまり 遠方す ぎて 力に 合 はす、 殊にもう 年を取って 骨の 折れる こと は 

所謂 年寄りの 冷や水であります から 當分 「墨汁」 の 性質で も ぼつ/^ と 調べる 事に 致して 居り ま 

す：， 一 時 > 、何 か 科學へ 御 寄書 を 願 ひます。 或は 御 地の 研究所の S 介な ども 至極 望ましく と 思 ひま 

すので 御 閑暇の 節 は 御 心がけ 置き を 願 5:^ ます。 

今年の 正月 は 東京 は 天氣っ ド きで 割合に 暖 であり ましたが 昨今 は 大分 嚴冬 らしくな りました。 

今年 はいよ/.^ 年 をと つたと 見えて 寒さが 骨身に こたへ る やうで 台 灣が琉 球 へ でも 移住した くな 

つて 居ります。 如何に すれば 暖かに 夂 A を 過ごせる かとい ふ 事 を 色ぶ 研究して 居ます が、 どうも 大 

抵金 のか、 る ことば かりで 閉口、 唯一 つ、 朝寢 床の 中で ねたま &で シャツ を 着込み、、 ツボン 下 を は 

き 靴下 を はく 術を發 明、 此れ は ロハで 出来る 故 無難、 徂 し 時え 右の 脚 を.. ツボン 下の 左に 入れたり、 

シャツ の ボタン の 相手の 穴が 紛失した りする やうな 珍事 出來 する だけであります 御 一 笑 

なほ/ \ 御 自愛 專 一に 存じます 不盡 

一 月 十一 一日  . 寺 田寅彥 

渡 邊慧樣 

一七 五 五 

一月 十四日 B 午後 零時. 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 礼 幌市北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

寄せが きの 御 はがき 難 有う、 少生も 社長 殿の 御 陪食に 預かる 害の を 少し 遠い のと 寒い ので 行か 1 

れ なくて tf 念で ありました， 二 先日の 原稿 は 「科學 J へ 載せる ことにな りました が、 都合に より 5 


三 月 号 になる かもし れんが、 なるべく  二 月 号 にす るとの ことで ありました o」 どう も-架つ、 て カナ 

ヮ： N の で 何とか 暖に暮 す 法 はない かと 研究して 見る と 方法 はいくら でも ある。 併し みんな 金が な 

く て は 出來な い 方法ば かりで 困ります。 北海道 へ 行っても 山形 屋の 贵賓窒 に牧 まって スト— ヴを 

どん/ \ 焚かせて 居れば 暖 でし やうが 東京で もガタ くの 障子 一 重で 外氣 に接觸 して 居る ので は 

火撻 ぐら いで はやり 切れません 隨带を か いて かせ い でも 拷取 者が 多い から やり切れない、」 とん 

だ 泣き言 を かいてす みません が 此れ も 寒さに いじけた 結 で 今に 暖かくな ると 又. 兀氣 にな り ま 

す」 チヤ. プリンの 「街の 灯」 が來て 大騒ぎして 居る やうです が 未だ 拜見 しません、 近頃 は 映！： も 

球 も 一 切癡 業であります。 與味も 夫 はな いのは コ —ヒ— とせ 母と 美人と 擧問 位の ものであります 

一 月 十四 n 

. 皆様に よろしく  . 

一七 五六 

一月 十五 B 月 午前べ s-i 卜. -昨 本鄉" R 駒 込 曙 町. •！： より 礼 幌巿. E 形 尾 藤！；^ 夫 氏へ 一封 滅は がき〕 

阿部 社長 殿 招待の 御实 からの 寄せが き 難 有拜見 致しました、 どうも 嚏が 出る ので 又 風邪 かと 思 

つ たら 北海 か らの 電波の 影響と 分かり 安心 致し ま し た。 少 し 遠過ぎ て 御 相 俘に なれす 殘 念で 御 坐 

いました。 講義と スキ ー と兩 方で 御 忙しき 事と 拜察 致します。 少生も 新年に なつてから も 妙に ざ 

わ/^ して 居ります。 どうも いろんな 来訪者が 多くて、 それが みんな 銘々 の 勝手な 用事で こちら 

の 用事 はちつ とも 出来ません。 それから 手紙の 返事が うるさく 出席 欠席の 返事の ハガキ に X を 
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付ける だけで も 中よ 多い。 ^間の 人は會 ばかり やって 居る やうな 氣 がする。 少し しんみり 落ちつ 

いて 銘. - の仕寨 をしたら どうかと いふ 氣 がする。 電話 も 中- - うるさい。 みんな 自分の 勝手な 用ば 

かり である。 たまに は 人 を 喜ばせる 電話 も かけたら どんな もの かと 思 ふ。」 

とんだ 不平 を 聞かせて すみません、 此れ も 矢 張 自分勝手な 手紙 だが 返事 を 要求せ ぬ だけが いく 

らか恕 す ベ きもの かと 思 ひます，」」 あんまりうる さいので 何處か 妾宅 でも 構へ たいがお 金がない 

からだめ であります。 せめて 万 平 ホテル 位へ でも 雲隱れ がしたい 氣 がして ゐ ます 

天氣 がつ くの は 難 有い ことであります。 今日の 午後 一時 Is- の 銀^な ど 陽春 三月の やうな 日 ざ 

しです が 底 冷へ がする。 濱作北 店で 晝 めし をく つてから 映！： でも 見やう かと 考へ たが 妙に 大義な 

ので、 ベ：' I 杯コ— ヒ— をのんで から 宅へ 歸 らうと してお ります 

一 月 十四 n  0 

山形 屋貴 賓窒 にて 

藤 岡 由夫樣 執事 御中 

一 1；§： 八リ 夫人に よ ろ しく 御 鳳聲願 ひ ます 

一七 五 七 

一月 十五 B 月 午後 四時 人時 本 鄕-陶 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六 條？： 十八 丁目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

御手 紙 を 難 有う、 剃刀 はすぐ 接ら せます から 御 受取り 下さい。 「蒸發 M」 はどうした 間違 ひか 

知らないが、 ^し 誰れ か 適當な 人に やっても い、 と 思 ふ。 私から とい ふと 面 到になる から 東 一の お 


やりたい 人に 進呈して 貰 ひ 度と 思 ひます ビ 今朝 小豆粥 を 食った ので 今日が 東 一 の 誕生日で ある 4 

事 を 思 ひだした。 今 銀座の 不二 屋へ來 て 此端書 を かきながら 又 思 出した ので 此 店の チヨ コレ ー ト 5 

を少. - 送ります。 そちらへ 屆くのが誕生日でなくて變だが途る方は^^生日だからそれ程不合理で 

もないで しゃう 

一 月 十五 日 

一 七 五八 

一月 十六 B 火 午後 零時 1四 時 本 鄕區駒 ス-曙 町 二 四より 祌田 K 一ッ橋 通 町 一一 一 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔は 

がき〕 

拜！^ C 「蒸 發皿」 の 扉の インキの 色 をもう 少し 明るく した 方が よい やうな 氣 がします。 又 表紙 

の 背の 黄 紙の 幅 (左右) がもう 少し 廣く、 全体で 一 ミリ 位も廣 くな つた 方が よくない かと 思 ひま 

す 力 如何 哉、 もし 今後 やり直す 機會が あったら、 さう して はどう かと、 一寸 思 付きました ので 申 

上げます。 

右 御 含 置 を 願 度と 存じます 

一 月 十五 日 

一七 五 九 

一月 十七 日 水 午後 零時— 四時 京 橋區銀 ii- 富士 アイスより 京械帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 S へ 
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广 はがき 」 

御 滯京中 は 一 一度 君から 御馳走に なった 形で 難 有う 御 坐い ました。 物理 學の 方で 使 ふ 言葉 を 使へ 

ば virtually に 御馳走に なった と 云べ る。 光學で virtsj  を^ 像と 譯し てゐ るが、 譯語 

として 少し わるい。 實 像に 對 して 云った， と 思 ふが 實 像と 同等な 功德が あると いふ 意味の 譯 がい- - 

と 思 ふが うまい 案 はない もの か。 比ん な こと を考へ てゐ ると 虎實 論に 段よ はいって 來 るから 面白 

い：」 銀 坐で 今日は 新開の 富士 アイス スリ ー ム f 敎文 館) で 例の コ ー ヒ— 哲學 を哲畢 して 居る と 

こ ろであります 

御 健康 を 祈る 

1 月 十七 日  寅  0 

一 一 仲 小宮君 十四 五日 頃に 來 ると い ふ 前 ぶれが あって 令 朝 迄に は 未だ 沙汰な しであります、 

小槁 未了の 爲か 風邪 かと 思 は れ ます 

一七 六 0 

一月 十七 日 水 午後 零時 1四 時 京 橋區銀 ilsE 士 アイスより 仙 臺巿北 二番 丁 六べ 小 宫 豊隆 氏へ 〔はがき〕 

十七 日の 朝に なっても 御 出がない やうです が原槁 未完の 爲 かそれ とも 風邪 か 如何 かと 存じ ま 

す」 今度 來 たら 君に おごる と 東洋 城より 宣告が ありまし たから 御 含 置 を 願 ひます、 余事 拜 眉の 上 

一 月 十七 日  寅  彥 
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一七 六 I 

一月 十七 B 水 本； t 區駒ス 「ゆ 町 二 四よ リ八木 負 助 氏へ 〔封筒な し〕 

謹门、 御手 紙 難有拜 見、 それにつ き 愚見 を 申 上け ます 

一、 火山灰の 分布 は 大体 上層の 風に 支配 さる、 故 所謂 plaiieta 一- y  sillatsn に 支配され 中等 

緯度で は 大体 東に 向 ふと 思 はれます。 それで 日本 各地の 古い 火山の 灰の 分布が 確實に 分かれば そ 

れ 等の 時代の 東西が 分かる 害であります。^ しそれ に は 灰と 火山との 關 係が 確 實 に 分か る 必要が 

あり。 此の 灰 は どの 火山から 來 たかを 化 學的其 他方 法に て 確かめられ、 ば上乘 であり ますが 此れ 

は相當 困難 故、 灰の 厚さ をた どって 行って 見當 をつ ける 方が よいと 思 はれます。 次に 昔と 今と で 

東西の ちが ふ 所 因 は大休 二つ あり。 一は 地軸の 變化、 二 は 陸地の 移動に よる 轉 向であります。 例 

へ ば中國 地方が 大陸から はなれて 時計の 針の 方向に 廻轉 した 爲に 昔の 東西 線が 今 約 東南： 北西に 

なって 居る らし い 事はゥ ェ ー ゲナ ー 說 によらす とも 本當 らしい やうであります。 それで 各地の 火 

山 灰の 各 時代の 分布が 分かれば 昔の 陸地の 方向と 形 を 復興して 見られる かも 知れません C 序な が 

ら 此れに は 松 山 基範博 十： の 各地 熔岩の 附磁 方向の 研究 を參 照すべき かと 思 はれます C  (「小川 博士 

還暦 祝賀 地學 論叢 (記念 論文 第二 部) 昭和 五 年 十月 } 日本 學術協 會報吿 第三 卷等」 

,に、 鬼 押出に つきて は 岩堆內 部の 構造に つき 少し にても 眞相を 知る 參考 となる やうな 「事 實」 

の 直 集が 肝要と 存じます。 それに は 形態 學的 詳細 研究が 先き にて 說明は あと ^ 存じます。 今夏 も 

う 一 虔參 つて 見 度と 考 へ て 居ます。 
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右 不取敢 御 返事 迄 草ぶ 

昭和 九 年 一 月 十七 口  -; 寸 田 黄 0 

八 木. n: 助樣 

二 仲 御 令 様の 紀行 是非 拜見致 度と 存じます 

一 七 六 二 

一月 十 As 木 午後 零時 四時 本： t-M 駒 込 曙 町 二 四よ リ淀橋 區上落 合 ニノ 五 九九 板 垣廳稳 氏へ t はがき〕 

今朝 は 御 電話、 叉 唯今 は 速達で 御 誘引 被 下 御 親切 誠に 難 有う 御 坐い ました、 土曜 R 三時に は必 

す參上 致します から 何卒 宜敷御 願 致します 

右 御禮、 御 返事 迄 草よ 

一 月 十七 日 

I 七 六 三 

I 月 二十 一 曰 日 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四よ リ森 E 稔 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙拜 見し ました 御 健康 御 恢復 小 學生を 相手に しての どかな 日常 を 御 達り の 御 様子で 此れ は 

一 寸 羨ましい やうな 氣も 致します。 併し 早く 完全な 健康 を 恢復 されても つと/ \ 大きな 天職の 爲 

に御盡 しになる こと を 祈ります、 子供の 敎育も 重大で 有意義で もあります が贵 君と して は 矢 張 初 

志 を 貫徹して 科學 奉公の 道に 進まれる 方が より 多く 有意義で はない かと 思 はれます。 それに はな お 


ほ 一 層 健康の 方に 全力 を 集注され る 事 を 切望 致します。  . 

右 御 返事 迄 草. -申 上げます 不盡 

一 月廿 一日  寺 田寅彥 

森 田稔樣  ■ 

一 七 六 四 

一月 二十 四 B 水 午後. へ 時 —十二時 本鄉 K 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 名 &屋市 第へ 高等 學校學 5^ 

八 木 傻三氏 へ 

御手 紙と 雜誌 拜受 〔有〕 難く 拜見 致しました。 

鬼 押出の 茶屋の 雨宿りでの 吾々 の 出任せの 對話 をす つかり 御 記憶に なって 居た ので 驚きました 

自分で は 殆ど 忘れて 居た のでなる 程 そんな 事 も 云った のかと 想 出しました。 私の 考へ た 事が 殆ど 

正確に 記錄 されて ゐる やうに 思 ひます。 唯 あの 鬼の 路次の 珍ら しい 熔岩に 就て は 「世界中 他に な 

い」 と は 云はなかった つもりで 「普通の 書物な どに は 見當ら ないやう だから もしかしたら 無類 か 

もし れん」 とい ふ 位の 事であった かと 思 ひます。 少生も かう いふ 風の 断言 をす る ことの 嫌 ひな 方 

ですから 决 して 「無い」 など、 は 申しません。 又 鬼 押出の 出來 方で も 一 つ の ディ ス カツ ショ ンを 

した だけで、 决 して 「决 論」 をした 譯 ではありません から 此れ も 御含僵 を 願 ひます。 唯 あの 時に 

與 へられた けの 僅少な 材料 を 基礎と して 出来るだけの 吟味 をした けに 過ぎ ませ ん。 もっと 

動きの とれない やうな 實 証を澤 山に 集めなければ 假令プ 口 ヴ イジ ョ ナルな 結論で も 出す 事 は 
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不可能であります。 さう いふ 實 証の 鬼 集は鄕 土的學 者の 研究に 待つ 外 はない と 思 はれます ので、 

どうか 今後 も 御 尊父 樣を はじめと して 貴縣 の好學 者の 詳細な 踏査 觀祭を 祈る 次第であります 

右 御 禮旁御 返事 迄 草よ 

一 月廿 四日  .  寺 田寅彥 

八 木 健三樣 

一 七 穴 五 

一月 二十 五 B 木 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌 市外 南 一條 圓山 五丁目 谷 ロ貞三 氏へ L 封筒な し. 1 

拜復 「蒸 發皿」 中の 誤字に つき 御 示 敎被下 難 有う 御 坐い ました。 次の 機會に 訂正 致 度と 存じ 

て 居ります」 伊藤 直 君の アド レ スで圓 山と 始終 かいて 居た のです が、 耳から はいった マ ルャ マと 

文字の マルヤ マ を アイ デンチ ファ ィ する ことが 出來 なかった と 見えます。 どうか 圓 山の 山 神に よ 

ろしく 御 取りな し を 願 ひます 右 御 返事 迄 草よ 

一 月廿 五日  寺 田寅彥 

谷 口 贞三樣 

一 七 六 六 

二月 二日 金 (時間 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ巴里 オル セィ 河岸 一一 テリエ 夫人 方渡邊 禁 氏へ 

御手 紙 難 有う、 御 地 學界の 模様に つ き 御 報 導 興味深く 拜見 致しました 又 時 々 御 通信 を 願 ひ ます。 
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御手 紙 を 見て 圖に乘 る やうです が、 どうも 少 生の やる 事 は ドイツ人に は 一向 受け入れられす、 フ 

ラ ン ス人ィ タリ ー 人の 方に 買手が あるら しく。 航 研の 方の 仕事で もフラ ン ス の雜誌 はよ く 紹介 宣 

傳 をして くれます。 此れから 論文 を French でか かう かと 云って 笑 ひました。 語學の 書物の こと 

で 大層 御 面倒 を かけ 恐縮でした。 カタログ 御 送り 被 下 難 有う.. 此れ を 見る と 欲しい ものが 大分 あ 

る やうです が、 ゆる々 々調べ てから 手頃ら し いものから 取 寄せ 度い と 思って 居ります。 

藤 原 君の 渦卷ゃ 割目の 研究の 総覽が El.s.ebuisse  d.  kosiuisclien  Phys. に 載って 居て 愉快で あ 

ります。 日本人 は オリ. ヂナル な もの は 毛 嫌 ひする やうです が 流石に 西洋人 は 尊重す る ものと 見え 

ます。 

高 橋 君が 今度 やられた 一 不規則な 力で 動かされた 狼 動 糸の 不規則な 振動の 記錄 から 其 糸の 週期 

と ；：^ 衰率を 出す 法」 は少 生年 來 の 問題 對 する 解答 であって 大變役 に 立ち さう であります。 

平 田 君 は 盲腸炎の 嫌疑で 入院し ましたが 大した こと はなさ、 うであります。 あ、 い ふ 勉強家 は 

適に 病氣 して 休養す るの もい 、かも 知れません。 

刖刷 分配 の 件 山 本 渡邊. g 君 の 方で 處理 致します からよ ろしく 御 自愛 を 祈ります 

二月 一日  理硏で 田 お 亲 

一七 六 七 

二月 三 In  土 午後 四時 ー 八 時 本鄕-3|駒込§-町ニ四ょり^|!町.5|1下ニ番町ニ八森井健介氏 へ 

益. -御勇 他 大慶に 存じます。 扭て 先日 は 突然 勝手な 御 願 を 持 出し 大變 失禮を 致しました、 
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どうぞ 幾重に も 御 寛容 を 祈ります、」 其 節 御 話中 上げました 別紙 履. 膝 書の 人間 は 少生亡 fs- の 兄の 

長男に 當る ものに て 其 父 ニ郞 は 法學士 で も と舊 藩主 山內 侯爵 の 家扶 をつ とめ 今は鄕 里で 辨護士 

、を 致し て 居ります。 當人は 私共 の 見る 處で は眞 面目 で 素直な 方 にて 近頃の 浮薄な 風に は 染ます、 

又 例の 赤い 方の 心配 もない やうに 思 はれます。 當 人の 志望 は 出来るなら 中央 即 東京 近くに 就職、 

待遇 は 惡く ともよい から もっと 洋 ：！： の 方 を 勉強して、 さう して 將來； 1 家 になり たいとの 事で 御 i 

います。 唯 さ へ 就職難の 今日 さう いふ 勝手な 希望の 達せられる 見込 は 稀少 かと は 思 はれます が、 

* 力よ 一 御心當 りで も あらば 御 力 添 を 願 度と 存じました ので 失禮を 省みす 屮 上げる 次第で 御 ゆ： いま 

す。 决 して 御 無理 を 御 願 ひ 致す ベ き 筋合 の 事で は 鄉 ゆ 一い ませ んが 偶然 の 御 心當り も あ ら ば大 幸と 

存じ 甚だ 勝手な 御 願 を 致します 次第で 御 坐い ます 失 禮の段 は 何卒 御 寬容を 願 ひます 

右 參上御 願 致す 害 で 御^い ます が 御 多用中 御 邪魔 も 如何と 存じ 乍 ™ 《-- 儀 御 手紙 巾 上げます どうか 

しからす 願 ひます iE 卜よ 

二月 二日  ^田 お 0 

森 井 健 介樣玉 案下 

一 一 仲 本人 は：：： 下 鄕里歸 省 中であります が 必要ならば 何時でも 呼 寄せます からどう か此 御 

含 澄 を 願 度と 存じます、 

少生 近頃 毎週 一 回 位 は理硏 同僚と 風月へ よく 食事に 參 ります が あすこ は 存外 氣持 がい ^ やう 

に 思 はれます 再拜  . 
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一七 六 八 

二月 四日 曰 午後へ 時 卜 二 時 飽町 K 丸， 內 束京會 館より 札晚市 北六條 W リ七丁  U- 中 谷 宇吉郎、 同 夫人、 

^  はがき w 部 良 夫 氏との 寄せ 書 (阿部 氏？ 文面^ 略ヒ 

今 Ew: 部さん と 靈食を 一 處 にして 色 M 御 話 を 伺 ひました から， 席上から 遙に 敬意 を 表します、 今 

日 は天氣 がよくて 割合に 暖かい から 歸 りに 一 寸球 でもつ かう かと 考へ て 居ります。 

寅 逢 

一七 六 九 

二月 四日 日 本 鄉-3！ 駒 込， ゆ 町 二 四より 礼幌市 北六條 へ 丁  部 方 寺 ； 氏へ 〔封筒 し J 

今日 藤 岡 君 撮影 の 富 永 氏 藤 岡 マダム 及 東 一 のスキ ー 姿 を 見 まし た。 恐 ろしく 喧 t. 腰 をし てゐる 

やうで 面白かった 、 

刖 役/お 美 子 小 樽柘， ^銀行員 七條 綱太郞 氏と；^ 婚 同市 綠町三 丁目 三 四に 住居して ゐる。 或は 大攀 

へ でも 尋ねて 行く かもしれ ない。 若し 小 樽へ でも 行ったら 一 邊 尋ねて やったら い、 かも 知れない- 

兎に角 親領が 一 人で も 近くに 居る と い ふ 事 は、 さう 思 ふだけ でも 一 寸心强 くて い 、かと 思 ひます 

スキ ー は 余り 上手に なると 危ない から 上手に ならぬ やうに 願 ひます 草 i 

父より 

東 一 殿  ， 
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一七 七 〇 

二月 五日 月 午前 ぺ 昨一に： -時 ^鄕 駒 込^ 町 二 四よ リ溢 谷- 宿 ニノ  二 〇 九 福鳥浩 氏へ 「檐 はがき〕 

〔おに〕  . 

先日 は 御 乎 紙 難 有う、 御 返事が おくれて すみません、 どうか 御 睱の節 理硏へ 遊びに 御 出な さる 

やうに 願 ひます、 少生 金曜 以外 は 四時 5； なら 大抵 は 在室であります、 但し 七日と 十二 日 は 不在で 

あります、 そのうち 御 待して ゐ ます 

一七 七 一 

二月 六 B 火 や 後 ま， -咔. 四時 本 ITR 駒 込 曙 町 二 s; よ リ小榕 市綠町 一一 ーノ三 四 七 條^. K 郞、 七 條富美 子、 二 氏へ 

御手 紙 難 有挥兑 致 候 道中 無 滞 御 歸任被 遊 候 赴 大慶 此 事に 存候御 滞京 中 は失禮 のみ 致し 遺憾に 存 

候 幸に 御 寛容 被 下 度 祈 候」、 責地は 目下 嚴 冬の 最中と 被存 候へ 共 新 家庭に はいつ も 春風 騎蕩 なる 

ベく と 老人に は 羨ましく 被 存候御 一 笑く 東京 は 季節 は 最早 春に なった 害に 有 之 候へ 共 氣溫の 方 

は 暦な どに は 御 構 ひなく 低下 を鑌け 居候 土曜に 降雪 あり 以來 一 層 冷へ る やうに て 寒がり 屋は 縮み 

上がり 居候； W し 今夜 はいくら かゆる やかと 被存候 

. 時候 柄 御 自愛の 程 祈 候 草 M 不盡 

1 一月 五日 夜  寺 田 寅 逢 

七條綱 太郞樣 
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一七 七 二 

二月 八日 木 午後べ 時 I い 二 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 现化學 W 究 所より 札幌市 北 

ベ isfw 十七 THn 中 谷 宇 4in 郎氏、 スキ I 隊御 一同へ 〔はがき 寄せ ま J 

(他 の 文面 省略) 表 の- 署名 に 「テラ ケン 小學」 と あ り .1 

スキ ー も 誠に 結構 だが 遭難 や 盲腸炎と の 相 關係數 だ け は 零に したいと 思 ひ 

ます 

MH は 明日 退院の i*^  〔MH に 輪 を 施し あり〕 

一七 七三 


二月 十八 日 B 午後 四時. 1 へ 時 京橋區 銀. M より 仙 臺市北 二番 T 六 八小宮 璺隆 氏へ t- はがき〕 

「黄金虫」 と 「巴 里 滞在 記」 共に 拜受、 いづれ も 大層 立派に 出来ました， 一 昨夜 一 寸 後者の 終篇 

をの ぞいて 見た が あの 終末の 坂道の へ ッド ライトの くだりから 關東 震災の 瑞典 電報 を 見る あたり 

は 矢 張 「不减 の 文字」 であると 思 ひました、 工人で は出來 ない 靈 魂の 文學 だからで ありまし やう」 

頃 どうも からだ 中の 工合が 惡ぃ、 塞 さと 2= 〔の〕 せいだら うと 思 ふが 不愉快な こと 夥しい、 一 

ハ けな いのは 朝 のさめ たと きであります 「寢醒 が 悪い I 一  と はこれ を 云 ふか？、 額 を 洗って。 ハ 
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ンとコ ー ヒ —を攝 取す ると 人心地が ついて 一 日の 仕事に 向 ふ 勇氣が 生れ 出る。 

御 年の せ いで ありまし やう 

二月 十八 日 正午  銀 坐で .K 彥 

一七 七 四 

二月 十九 B 月 ャ後. 害 時. 四時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 1： ょリ； 市外 几 州 帝^ 大學 ISMf 部； S 木 淸太郎 氏へ 

J 度 御手 紙 難 有う、 當 方より は 御無沙汰 失 禮の段 御 { 有 免 を 願 ひます。 先達て は 東 朝の 隨筆 中. - 

面白く 拜見、 又應用 物理の も 中え 面白い ばかりでなく 大 に啓發 されます。 

〔中略」 

.^^-取敢要件のみ、 なほ 御 自愛 御 研究の 祈ります。 草- - 

一 一月 十八 日夜  田 {5；  ,0 

鈴 木 學兄玉 案下 

一 七 七 五 

二月 二十 IB 水 午前 八 時 ー 十二時 本鄕 -tol 駒 込 曙 町： ：！： より 杉並區 阿佐 ケハ介 ニノ 六 九 武者 八お 氏へ 

〔速 建 便〕 

释 突です が 御 海容 を 願 ひます 

岩波 na^ で 目下 編纂 中の 「理 化學 辞典」 の 校正の 方に 人手が 足りない さう です が、 もし 一時の 
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K£ つぶしに やつ て 見ても よ いやうな 御氣 持が ありましたら 御 紹介した いと 思 ひます。 此れ は 多分 

五月 中位に 完了す る 仕事の やうで、 ほんの 臨時の 事で は 御 坐い ますが、 その 方が 一時の 事で 他の 

本^^を御求 めになる 迄の つなぎと して 適當 かも しれぬ と 思 ひました ので 乍失禮 御意 向 御 伺 ひ 致し 

ます 草 M 

一 一月 廿 一日  ^田 .w;  ^ 

武者 樣玉 案下 

一七 七 六 

二月 二十 I  B 水 午後 g: 時： ベ- ハサ t-si: 駒 スー上 富 士前町 理化學 研究所 よ リ 高 知 市 小高 坂 越 前 町 篠崎長 之 

御手 紙拜見 致しました。 木星の- li の 御 說明は 面白い と 存じます。 尤も あの if が 地球上に ある や 

うな 所謂 planetary  circulation の 存在 を 示す もので あらう とい ふやうな 說は 昔から あ つ たやう 

です が、 ？！^^し熱對流にょる渦柱と比較したのは多分なぃと思はれます。 その 点で 新しい と 思 ひま 

す。 俳し もし 出来るなら 地球上の 風帶 についても 論及した 方が よい かと 思 ひます。 地 t« 上の 風帶 

の 幅 は 氣曆の 厚さに 比して 甚大であります ので、 此れ は 少しち がふ 現象と 考へ た 方が よい かも 知 

れ ません。 (§«#||まバ敏^て) それで 木星の 氣層 では 特に 上下 對 流が ir たとい ふ 事 を 云 はれ 

るとう まいと 田 心 ひます。 

鬼に 角 一つの ヒントと して 舉 者の 批評 を 乞 ふとい ふ 意味で 科學へ でも 御投 *^ になって は 如何 か. 
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と 存じます 

右 御 返事 迄 草 M 

1 一月 廿 一 日  寺 田寅彥 

條崎樣 玉 案下  - 

一七 七 七 

一一 月 一一 十四 B  土 午後 零時 四時 新. おより 本 鄉區駒 込 ra 片町ー 〇 藤！； 由 夫 氏へ 〔はがき J 

先 n は 守で 失禮 しました。 Trio は 都合で 來週は 延期して 願き 度、 もし 出来れば 來ょ 週に 一 

回 やり 度い と 思 ひます が 事によるともう 一週間 先き へ 延ばす かも 知れません。 今度の Trio は 前 

にやった のより No の 一 つ 少ない の を やり まし やう。 一 寸 やりかけ たやうな 氣 もす るが 鬼に 角此 

前 終 迄す ませた の、 一 つ 前の 頁ので あります。 

余事 拜 眉の 上 草 >、 

新 宿に て 寅 彥 

一七 七 八 

二月 二十 四 曰 土  ^後へ 時.： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 岡 市 舉校町 三 丁目 内 田宗義 氏へ 〔檢 はがき〕 

面白い 本 を 御 達り 被 下 難 有う 御 坐い ました。 中え 愉快であります C  I 

此 氣溫 は.^,^ り 低くない が濕 つた 風が 强 くて 老人の 寒がり 屋は 閉口であります 一 日 も 早く 溫暖 ^8. 


の R が來 るより 以外に は 唯今の 處愁 望がない やうであります、 北國の 人に は 滑稽で ありまし やう 

二月 廿四 n  ガで „ 

一七 七 九 

二月 二十 四 B  土 ャ後八 時 本瑯ぼ駒込曙町ニ！：ょり杉並^：^^^ケ谷ニ  ノ六1:九武.^?^.^ぃ=氏 . 

s> 先夜 は失禮 致しました、 早速 岩波の 方へ 村 越お を 通じて 屮途 りました 處 昨日 村 越お 力ら 

返事が ありました。 其の 要 3：： は 一 來月 十九 日 迄で は 未だ 大分 余日が あるし、 又 其 間に 武者 氏の 方 

の 事情 も 色え 變られ るか も 知れぬ から、 いよく 御 退職の 上で その 時の 事情に 應 じて 御 相^をす 

る 事に. したい， 一 との 事で、 此れ も尤な 次第と 存じました。 鬼 も 角 も 出来るだけ 御 便 直 を 計りたい 

とい ふ 意思が 店主 以下の 心 持の 中に ある こと だけ は 確 實と思 はれます ので、 万 ； 他の 方面の 田ん は 

しからぬ 節 は 何とか 心配して くれる こと 、存じて 居ります 

なほ 七 上，.^ 方 面の 御 聞 合せ 肝要と 存じます、 少生 もな ほ 他の 心せ 田り を 出來 る だけ 物色 致し まし 

やう 

. 不取敢 の 御 報 迄 草 >、 

二月 廿 四日  W  ^  ^ 

武者 様 玉 案下， 

一七 八 0 
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二月 二十 六日 月 後 ra 時 I 八 時 本鄉； si 駒 ワ：！ 上 富 士前町 理化學 究听ょ リ札幌 市 北海道 帝 1； 大 _祭 理 af; 部 

^理 教室 中 谷 宇 郞氏 へ 

御手 紙 難有拜 見い ろく 御 研究の 近 狀御報 被 下與味 深く 拜見 致しました。  一； 

服 部 報 公會の 委員 會が 去廿 三日に 開かれ、 贵 兄の 補助 申 fi は 無事に 査定な しに 全額 支給と いふ 

事に 內定 致しました から 御 安心 を 願 ひます、 理事 會を 軽ない と 決定 はしません が 此れ は 大丈夬 か 

と 存じます。 そろ？. （\ 部 準備に なっても よろしくと 存じます。 

雪片の 結晶 個々 の cbai お (1 を 測る 場合に 粉が 同時に 澤山 電場に ある 場合、 もし 雪片の 離合が 盛 

だと、 可也 絡緣 休で も induction による 荷電 分離が 起り はせ ぬかと 思 はれます。 それ を test す 

るに は 雪 塊 を licM のない 處 で粉碎 して (例へば 强ぃ氣 流で) おいて、 その 內の 一 つ を field 內に 

落下 させ、 一 つ. 驗電 するとい、 かと 思 ひます が 如何で しゃう か 

平 田 君が 盲腸炎で、 もう 快 愈した が 用心の 爲 休息 中、 田 幸 君 も 少し 又 再發氣 味で 休み、 芝 君 は 

父君の 病氣で 歸^、 山 本 君 は 時 M 例の 通 ペリオ ディックに 休みで、 寺 田 研究 窒も 聊か 落 寞の氣 味 

であります。 贵 兄が 十 人前 位 活躍して 下さる のでお かげで 心 强く思 はれます ピ 正 二 は 今年 卒業 

です が、 口な ど ありさう もない から 拽 すの を やめて 大學！ ^へ 人れ る ことにしました。 おや ぢの蹯 

は 益 i 細り 行く ばかりであります 

右 御 返事 迄、 なほく 御 自愛 裨硏究 を 祈り ます 

八 リ.. ：， 、々二よ ろしく 御 3^ へ 願 ひます 

一 万廿六  寺 田赏彥  ^ 


中 谷 君 玉 案下 

一七 八 一 

一一 月 二十 六 B 月 本鄕 M 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北六條 SI 十八 丁目 阿部 方 寺 m 東 一氏へ 〔封筒な し J 

御 健 で 御 勉强の 由 中 谷 君からの 手紙で 承知 喜ばしく 存じます 雪片の 各個の ：larj;e も 中 i 面 

白い と 思 ひます 

別紙の 葉書が 來 たから 送ります、 三江會 へ も 現住所 を 通知し 記帳し ておい て 賞った 方が い、 で 

せう 

東京 も 未だ 中. - 塞くて 閉口、 一日 も 早く 暖 くなる の を 待つ ばかりです：」 宅で は 皆無 事、」 憲 

夫 は 結婚した が 嫁さん が病氣 になって 一 人で 歸 任した」 重 一郎 は 陸軍 幼年 舉 校の 先生に 內定 して 

安心し ました」 右 乍 序 御 報 迄、 一 なほ 健 厳 大切に 御 勉強 を 願 ひます 

一 一月 廿 六日  父 よ り 

東 一 ^ 

一七 八 二 

二月 一一 十七 B 火 午後 八 時！ H 一時 本： t 區駒込 上 富 士前町 理化學 研究所より 小石 川" sil 大塚窪 町 二 四 平 田 

森 三 氏へ 

御手 紙と 豆の 標本 拜 見し ました。 あの 模樣は に 愉快であります。 全く 御說の 通り 割目と して 
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尤もよ く 適き すると 田：^ はれます。 

御 示しの 西洋人の 說 など はリ— ゼ ガン ク 熱に か \ つた 凡 街 學者 (特に ドイツの.) らしい 記述で 

あんな もの は 無視しても 大丈夫であります」 どうかして あの 豆 を 廓 大した 模型 を 作り、 さう して 

赤祸 部に 適合す ろ やうに 紙片 を切拔 き、 それ を 継 合せても との 小さい 時の 形 を 作って 見る と 面白 

いと 思 ひます。 ゴ -ー オメ ー タ— の やうな ものに マウントして 濃 色 部の 境界線の 経緯 度 を讀み 取り、 

之れ からして 豆の 投樣を 球面に ァ ッ ビルデ ン したら い、 かと 思 ひます。 或は 寧ろ 寫眞を 各方 面 か 

ら 撮り. 面に 貼付 (引延ばした 後) けても い、 と 思 ひます。 例へば： f- 15 の 六方 向と、 八面 休の 

面の 垂線の 方向 八方 向 位から 見た 寫眞が あれば 大概 ゴ マ カサレ さう だと 思 ひます。 

それから、 色の 變る 部分の 境界の 顯微鏡 的 驗查、 皮の 厚さ 等の 相違な ども しらべる とい、 と 思 

ひます 

豆 を 作る 場合 は 又 色 M の 細工が ありまし やう 

話 は 別です が il の 背の 模様な ども 同様な 問題になる かも 知れません から、 海岸へ でも 行ったら 

氣を つけて 御覽 になる と い \ かと 思 ひます。 

かう いふ 問題 は 永く 心に 止めて 置いて 次第に 村 料 を 蓄積す ると 數 年の 後に は 可也な ものになる 

と 思 ひます、 急いでも その わりに は 村 料が 手に入りません から ゆっくり 腰 を据へ て 御 やりになる 

事 を 御す、 めします。 永く やって ゐる 中には 生物 學者も 吃 度 承認し なければ ならない ことになる 

と 思 はれます。 

豆 の 問題 も あまり 熱心 に や ると 身 休 に 障 つて はい けません から 御用 心 を 願 ひます 
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病 氣靜養 期間 は 矢 張 ぼんやりして ゐる 方が いろくな 將來の 問題の ヒン ト を拨收 する に 適當の 

やうであります。 それで 御 休養 中 は 虚心で 自然 を ぼんやり 眺めて、 問題 を 澤山拾 ひ 集め、 その 研 

究は 恢復 後に 延期した 方が 全 休 的に 能率が い、 かも 知れません。 尤も 豆ぐ らい は 御 退屈し のぎに 

丁度い、 かも 知れない が 余り 熱心になる といけ ません からどう か 氣樂に 御 やり を 願 ひます . 

小 ノ生は  一 n も 早く 氣溫の 上がる の を 待つ ばかりであります。 目下 は 「地殼 が 地球 を 一 樣に蔽 ふ 

Co に W 部 的に 集まる 方が 安定 だと い ふ 場合が ある 事」 を 論じる つもりで 初歩の 力 學の複 習 を や 

つて 居ます  § 

芝 君 は 父君の 病氣 で歸鄕 中、 田 幸？ _ ；; も 休養 中、 渡邊君 は學校 試驗で 明日から 十二 日 迄 休業、 寺 

硏も 閑静であります。 此れ もシ ュ ワン クンダの 谷の 一種で、 今日 最盛期が 循？； S してく る だら うと 

樂 しんで ゐ ます 

御 養生 專 一 であります 

一 一月 廿 七日  オ  m 

： 牛 田 君 玉 案下 

一七 八 三 

三月 二  B 金 午後 零時： 四時 本 鄕-隗 駒 込 曙 町 二  1； ょリ千 架縣松 戸町 六 S:  二 德川武 (た 氏へ 

拜役、 ハ^^ミ御淸肺御硏究大慶此事に存候 

拉て此 度は贵 重なる 御 研究 资料御 惠與に 預かり 多大の 興味 を もって 拜見致 候 如 仰 これ は 地球 物 
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理學の 方に も應用 ある 問題に て 一 人面 白く 拜見致 候 次第に 御^ 候、 此れ. にっき 一 寸思 ひっき 候 事 

は、 球形 殼がニ 層より 成り 二 層の 彈 性が 異なる 場合、 特に 二 層 間に 滑 動が 許さる、 如き 場合に ど 

うなる かの 問題に 有 之 候 場合により 殼の强 度が 意外に 强 まる やうな 事 はなき ものに 哉、 万 一 さう 

いふ 事で も あらば 實 用の 一 助 ともならん かと 存候、 

^御禮 旁. -心 付きの ま、 を 巾 上 候、 なほ 今後 も 御 研究の 一端 御；^ らし 被 下ば 大 幸と 存候 草よ 

不盡 

.  三 月 二日  田 お、 

^川 武定樣 玉 案下 

一七 八 四 

三月 二日 金 V 後 四時 新裕 より 小石 川- 町 一 〇 坪井忠 二 氏へ 「はがき〕 

前 來 週の 酒 井 さ 〔ん〕 の 稽古 は 先生の 都合で 水曜日に 致します が 御 差 支へ はありません か 如何 

です か 御 IH ひ 致します、 月曜 は少生 さしつかえ ますので 假に 水曜に しました 

三月 二日  新 宿に て 

I 七 八 五 

三月 三 B  土 午後べ. 卜 二 時 本鄉 -511 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 濱松； t 範學 校. へ W 彌重郎 氏へ 

拜復 御手 紙 論文 ニ篇、 面白く 拜見 致しました。 海鳴りの 記事 も大變 面白い と 思 ひます。 此れ 
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に 就きて、 もしな ほ 次の 点 を 御調べ になら ば 一層 有益と 存じます。 即此 場合 波浪の 週期が 大体 分 

かって 居ます から (土用 浪の T は浪の 最高い 時で 十二 三 秒、 低い ときで 五六 秒) 從 つて 波長が 分 

かり (表面 波と して) 又 その 速度 も 分かります。 そこで 遠 江 沿岸に 來た 波が 低氣厂 中心 附近から 

來 たと 假定 すれば その 波が 洋上の どの 邊 から 發 して 傳播 されて 來 たもの かに 推算され る譯 であり 

ます。 御 示しの 圖 の白圓 〇 よりもす つと 南方から 出た こと はたし かで しゃう が 此の 波 源 位置が 算 

定 される と 面白い と 思 ひます ノー  兎に角 此の 摘要 を 「科學 J 寄書 欄へ でも 御 出しに なって は 如何 

でし やう 

次に 飛行機 S 落 現場 も 御調べ も 非常に 有益と 存じます」 近日 中に 航空 研究所 彙報に、 岩 本 周 平 

君 等の 「白 鳩に 力 墜落 原因調査の 報吿」 が 出る と 思 ひます。 此れ も 中 i 精總な 研究で 屹度 貴下に は 

與 味が 深い 事と 思 はれます。 貴下の 別 刷 を御途 りに なって 此の 報告の 別 刷 を 御請 求 になった らい 

\ で しゃう、 少 生から 聞いた とおつ しゃって 下さい 

右 i; 返事 迄 

三 月 三日  寺 田 贫 彥 

八 田彌重 郞樣玉 机下 

一七 八 六 

一一 一月 六 B 火 午後 零時-四 昨 本鄕區 東京 帝！" 大學 地震 研究所より 新 縣 糸魚 川 中. 學校中 村 慶三郎 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 多年 御 研究の 山崩れの 御 研究 を 御纏め になり 誠に 喜ばしく 存じ ま 
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す、 土木 ェ學の 方面に は 勿論 吾等 地球 物理 學の學 徒に 取りても 非常に 有益な 參考 となる 事と 存じ 

ます な ほ 進んで 益 > "御 研究 を 積まれる 事 を蜀望 致します 

右 御 返事 迄 草- - 

三月 六日  -  寺 田寅彦 

中 村慶三 郞樣玉 案下 

一七 八 七 

三月 八 B 木 本； t 區駒込 曙 町 二 四よ リ那須 信 次 氏へ 〔封筒な し〕 

拜^、 本日 午後 農事 試 驗場長 安藤 廣太郞 氏に 電話で 聞きましたら、 安藤 氏 は あまり 奥地へ は 行 

かなかった が、 行った 人 も 居る から 御 出に ならば 御 話す るとの 事でした。 

い つ て も 御 都合の い \ とき 電話で き いてから 御 出かけに なると い 、かと 思 ひます 

右 要 事の み 草よ 

三月 八日  ■ ^田 寅 彥 

那 須. 樣 玉 案下 

御 紹介の 名刺 封 人 致します 

一七 八 八 

三月 十 曰 土 午前 八 時 二 時 本 鄉ば駒 込 曙 町 二 四よ リ^ 町 區丸ノ 内ビ. 'デ イング 中央 公論 杜中 村惠 氏へ 
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毎度 御手 紙 難 有 拜見致 候、 鈴 木 君原槁 にっき 多大の 御 配慮 を烦 はし 恐縮 致 候、 贵 社の 御意 見 至 

極御尤 と被存 あれ は 寧ろ 家庭 向の 雜 誌へ でも 廻す 方適當 かと 存候、 色 i 御 心配 を かけ 御氣の K ゆと 

存 居候 

拙槁の 表題 は、 はじめ 一 ジャ ー ナ リズムと 科學」 とする つもりで 書き出し 候處、 此の 表題に 適 

する 爲には 書ぐべき 事が 中. - 多く、 とても 今度 は 書き 切れ ないやうな 氣が 致し 候 故先づ あ れ だ け 

にして、 さし 當 つての 「雜 感」 とした 次第で 御 坐い ます。 御 希望の 表題 だともう 少し 纏まった 形 

にしない と、 どうも 氣 がすまぬ 心地が 致します ので、 なるべく ならば 「雜 感」 で勘辨 して 頂 度と 

存じます が 如何 iS¥ 

4^ 御！ S 迄 草、、 不盡 

三 月 九日  せ 田 お 

中 村 惠樣玉 案下 

一 七  < 九 

三月 十 一 日 曰 +鄕 -511 駒 込 曙 町 二  E: より 札幌市 北， べ條 =11 へ 丁  HIM 部 方 寺 W 束 一 氏 へ 〔封筒た し〕 

御手 紙 難 有う、 雪の 實驗 で夜遲 くまで 御 勉強の 由 御 疲れの 事と 存じます、 どうか 用心してから 

だ をいた めぬ 樣 にして、 その上で 御 勉强願 ひます。 私 も 三十 年 前 本 多さん の マグネ トス トリ クシ 

ョ ン の實驗 の手傳 ひで 冬の 寒い 晚十 一 時 十一 一時 迄 昔の 理學 部の 地下室で ぉ晚の やうに テ レスコ— 

プア ンド スケ— ルを覼 いて はリ ー ディ ングを 取った こと を 想 出す- ど 四 年の 間 器械に なって 過 
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いたが 今にな つて 見る と實 にため になった と 思 ひます 自分の 今日 あるの は 矢 張 あの 頃の 勉強のお 

かげ だと 田 5 つて ゐ ます。 どうか 傍目 を ふらす に 迷 はすに 向上の 途を たどる 事 を 祈ります： 併し 何 

と 云っても 身体が 第 一 故 此れ だけ は 忘れす、 一 寸 でも 變 なと 思 ふとき すぐに 靜養 する やうに 願 ひ 

ます-」 みんな 知らす/. \ 無理 をして からだ を 毀し 氣 がつ いて 後悔す る 頃 はもう 間に合 はない 事が 

多い やうです かへ すく 御 養生 專 一に 願 ひます 

東京 も 少し は 春めいて 來 たが 未だ 風が 寒い ので 襟卷は 一 寸も 離されない-, しかしもう 十日 もす 

れば すっと 溫暖 になる と樂 しんで 居ます。」 明日 は 學士院 例會で 出かけます」 數物も 近より 忙し 

い 事と 思 ひます、 何日 頃歸 省の 予定 か 御知らせ を 願 ひます 

此間チ ー スと ハム 送りました、 受取って くれた 事と 思 ひます： では 近日 稗 歸京を 待って 居ます 

三月 十 一日  父より 

東 一 殿 

一七 九 0 

三月 十二 日 月 午前へ 時 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ濱 松^ 範學校 八 田 彌重郞 氏へ 〔はがき〕 

拜啓、 先日 申 上げる の を 忘れ ましたが 土用波の やうな 波浪 は 「うねり」 と稱 して 居ます が 「唸 

り」 は 音響の 方の beat と 紛れます から 「科 擧， 一 の 御原 槁も 「うねり」 として 頂 度と 存じます" 

同誌 編輯の 村 越 君から も 申 上げた 事と 存じます が.、 どうか 惡 しからす 御 含 置 願 度と 存じます 

三月 十 一 日 
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一七 九 I 

三月 十四 B 水 午後 零- s-iH! 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  SI より 取 縣西伯 郡 宇 E 川 村 森田稔 氏へ 

御手 敏難 有拜 見し ましたい よく 四月から 御歸學 との 事で 誠に 喜ばしく 存じます。 今度 こそ 用 

心して 二度と 健康 を 害しない 御覺悟 肝要と 存じます。 御 上京 後 は 何時でも 御 訪ね 下さい 

夢の 事に ついては フロイドの 「夢判断」 を 御ー讀 になる と 面白いで しゃう".) 色-^ 啓發 されます。 

邦譯の 安い 本が あって 隨分 誤譯が あるら しいが 大体 を 知る に は 便利で ありまし やう。 空 を 飛ぶ 夢 

の鮮釋 もあった かと 思 ひます 夢 を 研究す ると 自覺 して ゐ ない 「我」 の わかる ことが 色 M ある やう 

であります 

右 御 返事 迄 草. - 

. 三月 十四日  寺田拜 

森 田 君 玉 案下 

一七 九 二 

三月 十六 B 金 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 越 前 町 條崎長 之 氏へ 

御手 紙と 原槁拜 見し ました。 「科 學」 は 今月 はもう/切り になった ので 來月 七日 頃 迄に 出せば 

よいので ゆっくり 推敲の 餘裕 があります G 

失禮 ながら 若干の 加筆 を 致しました から 一度 御 檢閲願 ひます。 終末の 處の 「地球の 風 は 大体 東 
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風で」 とい ふの は.^ りに 漠然として ゐて色  の 抗義が 出る であらう と豫 想され ます。 それで 赤 鈴 

筆の やうに 書いた 方が 穩當 かと 思 ひます。 つまり 地球で は 木星の 如き 一様な 雲霧 層 はなく。 下層 

は 陸地 や 海面 を bed とした 半吸收 層で あり、 その上に 又 極地の 水 冠の 作用 も あり、 要するに 氣 

層條 件が 丸でち がふから、 ！1 遊星で 様子の ちが ふは當 然と 思 はれます」 

此の 木星の 場合 を出發 点と して、 例へば 大 陽の フォト スフ ニァの 斑紋 や、 黒点 や 紅焰の 場合 を 

考へ て 見る と 面白いで しゃう。 大 陽の 極上 層の 對 流で フォ ト スフ H ァの紋 が 出来ない か。 紅焰の 

こんなの は 或は 又 別の 渦で ないか 等 色 M の 想像が 出來 ます。 

土星に も 縞が あつたかと 思 ふが 如何 哉 

に 角 木星 だけでなく、 もっと 廣く考 へ て 段々 に 研究 を 進める とい 

つくり 練った 上で 來月 五日 頃 迄に 科 學へ御 送り 願 ひます 

右 要 事の み 草よ 

篠崎君 玉 案下 

一 七 九-一一 

三月 十九 B 月 午後 零時 In 時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ濱松 師範 學校八 E 彌重郞 氏へ 


X と 田 心 ひます CI 京 は ゆ 

寺 田 
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拜復 パ ス 內の氣 流に ついての 御 考察 面白く 拜見 致しました 大体 責說の 通りの 現象 かと 思 はれ 

ますが、 此れ は 一度 實驗を やって 御覽 になる とい、 と 思 ひます。 バ スを 走らせて 貰って、 寒暖計 

と 毛 髮濕度 計 位 を もって 各部の 氣溫濕 度を實 測し、 叉 煙草の 煙 位で 氣 流の 方向 を 見る 位で い" と 

思 ひます。 尤も 內外 氣溫 差の 大きい 事が 必要 かも 知れません ので、 或は 來冬迄 待って 一 台バ スを 

雇 ひ、 生徒で も滿 載して 實驗 したら 面白い かと 存じます G 

絶對濕 度は滿 員の 車內 では 寒い 日の 戶 外より 非常に 多いで しゃう。 多勢の 呼吸 は 三 七 .0 で飽 

和した H ち を 吐き出し ますから。 それ故に こそ 窓に 露 を 生じる 譯 であり まし やう 

右實驗 をな さったら 叉、 面白い 問題が 進展す ると 思 ひます。 矢 I 張 考察と 實.， 驗ん  1.:^®;: さや るれ. 

が， 科學！ の—  r 番面 白 の やうに 田 心— は れ ます 

右 御 返事 迄 草よ 

三月 廿日  寺田拜 

八田樣 

バ ス會 社に 談判したら 一 日 位 は 提供して くれる でし やう 

昔、 或 夏の 夜 蚊帳の 中で 各部の 氣溫を 測り、 叉 蚊帳の 外の を 測って 比較した ことが ありまし 

た、 普通の 寒暖計で 分かる 位の 分布が あつたと 記憶し ます。 

一 七 九 四 

三月 二十 六 B 月 午後 零時-四時 本 It 區駒込 曙 町 二 四より 《ぼ 橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 


580 


年 九和昭 


御 端 書 拜見叉 先日 は钾 電話 折 柄 不在 失禮 しました、 御歸京 承知しながら 色よ と 忙殺され 御無沙 

汰 して 居ました 惡 しからす 

四月 上旬に は 學會が あるが 少生は 大抵 失敬す るから 大抵 何日で も 今から なら 御 約束 出來 ると 思 

ひます、 其 頃になる と 屹度 地方からの 鄉 客で プログラムが つまり さう であります- 神武 天皇 祭の 

曰か 其 前日の 月曜なら 好都合であります C 叉 木曜で も 土曜で もい、 と 思 ひます、 きめて さへ 頂け 

は 繰 合 はせ ます： 今の 處水 金の 一 一日 は リザ I ヴ してお き 度と 存じます。 

都合に より 來月 一 寸鄕 里へ 歸 つて 來 やう かと 思って 居ます、 もし 行く やう だったら 神戶迄 一 處 

になる やうに し 度い と 思って ゐるじ 併し 何しろ 旅行が 大儀 だから 中止になる かも 知れない 

右 御 返事 迄 余事 拜 眉の 上 草 >ュ 

三月 廿 六日  寅 彦 

能 成 大人 玉 案下 

一七 九 五 

三月 二十 九日 木 午後 零 t.. 四時 京 橋區銀 不二 家より 淀橋區 下落 合四ノ 一六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難有拜 見、 神武 祭 富 日の 御 招き 難 有拜承 致しました" 其 前に 一度 拜額を 得度と 思 ひなが 

ら 毎日 色々 のプ 口 ダラ ム が 多くて 殘 念であります"，) 三月 末から 四月 へ かけて は 妙に あはた しい 

日が 鑌 くの は 人間 計りで なく 植物の 世界で も 一 層 大騒ぎして ゐる 事と 思 はれます G 

余事 拜 眉の 上 草 i 
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銀 坐 不二 屋で。 晝 休みの 二 時間の 終 寺 田寅彥 

一 七 九 六 

三月 二十 九日 木 午後 零時 —四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 极 璺次郎 氏へ 

いよく 寢 込んで しま はれた 由。 もっと 早く 寢た 方が よかった かも 知れない。 しかし 段よ 御宜 

しいさう で 重疊、 此 上の 御 加養 專ー であります 醫 者に 不足ない と 思 ふが 何なら 誰かもう 一 人別の 

に 診て 貰って は 如何 哉」 

三月 下句から 四月へ かけて は 色 M の 會議が 無闇に 多く その上 地方 學 者の 上京で 流石の 閑人 も 丸 

で 知らん 額 も 出来す 社交が 煩 はし いのに 閉口。 

細君 叉え 關西 御旅 行 今度 は 比較的 短期で 一 週間の 御 豫定と ある。 山の 神の 留守 は 自由で うるさ 

くなくて い K が 併し 何となく 家の 全責任 を 自分で 背負って 居る やうで 氣 持が 樂 でない。 

今日は 時候 は づれの 雪、 でも 此れから 地震 研究所へ 行って 晝 から は 中央 氣象臺 の 會議に 出席、 

老人 中. -の 活動、 此れ も 要領よ く 怠ける 藝 術のお かげであります 

次 男大學 卒業 大學院 へ 人 れる 就職 も せぬ のに 早く 北 廣を 着た が つて 居る から 今度の 日曜 あたり 

は 一 同で 新 文 學士の 洋服の 見立て に 行かなくて はなら な い。 痨臑 のつ く 限り はか ぢら せて やる 

外ありません 

御大 事に、 愈り 際にぶ り 返さぬ 御 要心專 一、 退屈なら 御見舞に 參 上しても 宜しい 

三月 廿 九日  理硏 にて  寅 彥 
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東洋 城 大兄 玉 案下 

一七 九 七 

四月 二 曰 月 午前 八 時 —十二時 本 瑯區駒 込 曙 町 二 四よ リ杉 並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 

御手 紙 拜見御 就職が 確定した との 御 報に 接して 安心 致しました、 何だか 急に 世の中が 明るくな 

つた やうな 氣 がして 喜ばしく 存じます つ 今日は 所謂 吉日 も 見え 御手 紙と 同時に 來た 手紙で， 理硏少 

生 窒員平 田 君 令夫人の 危險な 病氣が 危機 を脫 して 悛復 確實 になった との 報知に 接しました。 

こんな ことなら 報 公會の 補助 を 取って おけば よかった と 後悔し ますが、 併し 次期へ 廻しても 遲 

きに 失する 譯 にも 無 之 かと 存じます。 御 就職 後し ばらく は 色え 御忙 がしく と 存じます ので 十分 落 

着かれてから 再び 御 提出 を 願 度と 存じます。 

右 御 吉報に 接し て 欣喜に 堪 へ す 不取敢 右迄匆 i 申 上げます 余事 拜眉 の 上に て 不盡 

四月 一日  寺 田 寅 逢 

武者 樣玉 案下 

一七 九 八 

四月 五日 木 午前 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込區余 T 町 四 一松 根豐 次郞 氏へ 〔はがき 速 

建 1K〕 

御 端書拜 見、 安倍 君との 會合も 結構 だが 同 君も忙 がしいだ らうし、 僕 も 昨今 學會で 上京して ゐ 2? 


る 人- - との 交涉で 草臥れて しまって 少し ぼんやり したいと 思って ゐ るので、 次の 機 會に讓 つて 貰 

ひ 度い やうな 氣 がする.」」 明日の 晚も、 もし 寒かったり すると 危險 だから、 もう 一週間 休む こと 

にして 十二分に 靜 養した 方が よく はない かと 思 ひます。 僕 も 用 はない が、 あんまり くたびれ たか 

ら 休みたい、 

併し 君の 健康 次第で ー處に 食事 だけして 久 よに 話し だけしても よい。 もし 會 合する やうだった 

ら 明朝 電話 を かけて くれ 玉へ 電話が たければ 晚の會 はない ものと 思 ひまし やう 

どうぞ 御大 事に 

四月 五日 

一七 九九 

四月 五日 木 (. 時間 不明.) 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 越 前 町 镳崎長 之 氏へ 

御手 紙拜 見し ました、 

大陽黑 点の 御說は 面白い と 思 ひます が， 此れと 大分 似た セ オリ ー をビ H ルク ネスが Astroplly- 

sical  Jouriitil 」926 に發 表して 居た と 記憶し ます c 要項 は サイ ェ ンス アブストラクト ゃフ イジ 力 

リツ シ H ベリ ヒテ にある と 思 ひます" 又氣象 台の 關ロ 鲤吉 君が 氣象 台の tellllotin の 或る 号に 大陽 

雰圍氣 の 機巧 を 論じた もの k 中に も 此の 外に 色 M の 引用され た說が ある 害です が、 此れ は 高 知 測 

候 所に も ある 害 故 是非 御 一 讀 になる 方が 宜 敷と 存じます" Astroph  Jourii は髙 知で は 一 寸 見られ 

ないで しゃう が 京都 大 擧へ 行けば ある 害で 多分 神 戶 海洋 氣象台 にも あると 思 ひます" よく 覺 へま 
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せんが 君の 考と 余程 似て ゐ はしなかった かと 思 ひます - その 內 によく 見て 力ら 御 報 致し まし やう 

右 御 返事 迄 草 >A 

四月 五日  寺 田寅彥 

篠崎君 玉 案下  . 

一 八 00 

四月 六 B 金 午後 八 時 十二時 四 谷 厘 新 宿 伊勢丹より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ L はがき. 一 

御 端 書 難有拜 見、 先夜 は大變 御馳走で 祠 坐い ました 例に より 駄辯を 弄し 御迷惑 を かけた 事と 存 

じます」 少 生の 提案 御 採用 マ ー カス シ ョ ー 御見擧 被 下し 赴に て 本望の 至りであります、 此れ も 一 

つ の 「知」 だから フ イロ ソ フォスの 一 見に 値する かと 思った ので ありました： 1^ に 角 一 一時間 余ナ 

ン センス を継績 して 退屈 させな いのは 一 つの ァ ー ト であらう かと 考 へます：」 もう 一度 位 拜眉を 

得たい 氣 がする が 學會で 上京の 御客さんの 應 接で 草臥れた やうです から 今度 は 割愛 次回に 讓りま 

す」 

途中で インキが 洄渴 したので 纷 筆で 失 禮 

四月 六日  さの 歸り新 宿 伊勢丹 寺 田 

I  AO 一 

四月 六 B 金 (時間 不明 y 本^ 區駒 一 曙 町 二 四よ リ高知 市 小高 坂 越 前 町 膝 崎 長 之 氏へ 
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N .  Bjerlniess:  Solar  Hydrodynamics.  Astrcrplaysical  Journal,  Vol. G4, 19 に 6,  pp.  931121. 

At>stiact:  Hyclrodyiiaruical  uiscussion  of  internal  solar  luotjsns,  especiallv  .vortex  niotions 

lor  explaining-  sun-spo<;s. I  It;  js  slicnvn  t;Liat  t;lie  low  telnperahu-es  oJp  sun-spo<;s  may 1>3  ex- 

JMased  ii  tlie  vortices  comiected  witll  theiii  decrease  in  intensity  fl-onx  tlie  surface  {lownwal-d. 

■Tile  excess  eft  eelltrjfug.al  force  in  tlic  uljllel- ； pal.t  of  tls づ oitex  then  skives  rise  t;o  a  cen, 

1;rilug.al  fsluplng-  effect,  by  meaiis  of  Avhicl!  the  sass  in  the  central  reg.ion  are  lifted  frojl- 

IJelow  and  adialmtically  cooled. 

A  suirple  .view  OH  tlie  numerous  collective  properties  of  suu-spcts  is  obtained  jf  we  mak な 

the  following-  sullpos.ticlls :  ssl-sllot  pllenomsla  ol-ig.inate  in  two  Sulb-Iollotosplleric  zonal 

vcl.tlccs,  one  fol-  caeli  cycle,  "wiucli  have  opposite  ro<;ations.  Ttiese づ oiiices  occa-sionally 

nse  to  the  surface  and  penetiate  the  slm、s  atmosphere,  and  then  retmn  again  belsv  tlie 

photospnere.  Wherever  a  sinuous  vortex  rises  and  cuts  the  photosphere  a  sun-spot  of  tilie 

colTesJlondlng-  cycle  inakes  its  aljl〕efuance  or  may lae  discovered.  The  direction  of  rotation 

IS  SUPJS-sed  to  (letenujne  tlie  sign  of  tlie  magnetic ゆ eld.  In  of  the  internal  Cis3u- 

lation  of  tlie ヨ m,  wlllcll  J=ay  also  explain  tlie  pllencnlenon  cxP  tls  equatorial  accelei  a-tion,  ？ re 

two づ ol.uces  revolve  round  cadi  otllel-,  tb.e  ； period  of  l.evolution  一： -cill.l;-  tlic  ccslplete  sun- 

SJ5 け peiuod  of  M2  years. 
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上記 摘要の 通り 大分 似て 居ます から、 此れ は 是非共 一度 原著 を 熟 讀の上 異同の 点 を 明に し dis- 

cuss しなければ 工合が 惡 いと 考 へます = 神戶迄 行って 讀 まれる か、 或は 全体で 二十 九 頁 故寫眞 

に 撮って 御 送りす る 事 も 出来ます。 

此處迄 書いて r 度 傍に 居 合 はせ た (唯今 航さ 研究所に 居る 處 です) 航さ 助手 田 中 信 君に 相談し 

ました 處、 當 研究所に 簡單な 複製 器械が あるので 此れで 寫眞 をと れは雜 作ない との 事 同 君が 引受 

けて やってくれ るとの 事で、 此れ は大變 便利です から 同 君の 暇な とき 撮って 貰って 御 達り しまし 

やう" 田 中 君 は 貴兄より  一 二 年後の 物理 出の 理學士 です つと 當 研究所で 少 生の 助手 をして 居られ 

ます。 どうか 一 筆 同 君に 其の 好意 を 謝して 頂 度 御 願 ひ 致します 

關ロ 君の Bull.  Centr.  Met.  Obs. にある paper も 是非 一 度 眼 を 通して おかないと いけまい と 

思 ひます。 此れ は必す 測候所に ある 害であります つ 

以上 用事の み 

四月 六日  航空 研究所 寺 田寅彥 

田 中 君の 名宛 は 

東京 市 目 黑區駒 場 東京 帝 國大學 航空 研究所 物理 部 田 中 信 

一八 01 一 

四月 七 曰 土 午前 八 時. ， 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 越 前 町 篠崎長 之 氏へ 

今 日航 {仝 研究所で 貴君 宛の 手紙 を 書い て 歸途に ポストへ 人れ る爲 持って 出た が 途中で 落して し 
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まった： 切手が 貼って あつたから 拾った 人が 人れ て くれた かも 知れん が あてに なりません」 それ 

で 更に これ を かきます 

ビ エルク ネスの 一 九 二 六 年の 論文の 黑 点の 理論 は 大体に 貴說と 共通の 点が あるから 是非 參考の 

-.^ 要が あります： 全部で 二 九 頁です から 寫眞 にしたら と 思って 航空 研究所の 少 生の 助手 田 中 信 君 

に 相 炎した 處航 研の 工場に 便利な 複寫 器械が あるので 多分 無料で 寫 して 上げられ るとの 事です 力 

ら、 同 君に 依賴 してお きました 一 週間 位のう ちに は 出来る と 思 ひます 

これ は 全く 田 中 君の 好意であります： どうか 同 君に 一筆 だけ 禮を 云って やって 下さる やう 願 ひ 

ます。 田 中 君は贵 君より 二三 年後の 矢 張 物理 出身 理學士 で、 卒業 以來航 研の 少生 研究室の 助手と 

して 研究して 居られます  ， ： 

中央 氣象 台の Bullctil 一 にある 關ロ 君の 論文 も 測候所に ある 箸 故 これ も 是非 ー讀 して 下さい 

その上で 理論 を發展 させれ はものに なり まし やう 

右 要 事 迄 草. -  ； 

四月 六日  ^tF  e 

條 崎 君 

二伸 田 中 君の アドレス 

東京 市目黑 151! 駒 場 東大 航究 研究所 物理 部 田 中 信 

 i: .—  —  l<i       I  •  f 
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'■Ji 九和昭 


四月 七 B  土 使 ひ持參 E 中 信 氏へ 

昨日 御 話し、 た 三 宅 君參上 何卒よ ろしく 願 ひます 研究題目 は 矢 張 「熟 對 流の 研究」 と 致します 

どうぞよ ろしく 

四月 七日  . ■  寺  田 

田 中信樣 

一 八 0 四 

四月 十日 火 午後 零時—. 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 键町區 丸ノ內 ビルデ イン ゲ 中央 公論 社中 村惠 氏へ 

謹啓 扨て 友人 安倍 能 成 君が 「ピアッツァ . バ ルべ リ 一一 一 (即興詩人と P  — マ) と 題す る隨筆 

(二十 五 枚 位) を 書いて 居ます。 森歐 外の 譯 した アン デル ゼンの 「即興詩人」 の 舞 臺に關 する 紀 

行 感想 思索 を 安倍 君獨 得の 筆 趣で 描いた もの 、やうであります。 もし 御 差しつ かへ なくば 中央 公 

論に 六月 号に でも 載せて 頂けないで しゃう か 御 相談 申 上げます 右 御 紹介 迄 草. - 

四月 十日  寺 田寅彥 

中 村樣玉 机下 

一 八 0 五 

四月 十一 日 水 午後 零時 S 本鄕^ 東京 帝 If 大挙 地震 研究所より 新 潟 SI 糸魚 川 町 押 上 中 村 慶三郞 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見致 候 先日 御 来駕の 節 は 匆忙の 際にて ゆるく 御 話 承る 暇 もな く 遣憾の 次第に 
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有 之 候 い つ か 機 會を得 て 山崩れ にっき 色 i 御 示敎を 受け 度き も の と存 居候 

御 國產の 海老 澤山御 惠與に 預かり 難 有 賞味 致 候 御禮を 申しお くれ 失 禮の段 御 海容 願 上 候 

なほく 御 自愛の 上 御 研究 を 重ねられ 候 やう 蜀 望に 堪 へざる 次第に 有 之 候 

右 贲酬迄 草. - 

四月 十日  •  寺 田 寅 

中村樣 

二伸 賣著 刊行の 期を樂 しみと 致 居候 

一 八 0 六 - 

四月 十五 曰 曰 午後 零時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 朝鮮 京 城府 岡 崎 町 六ノ五 相澤方 安倍 能 成 氏へ 

〔はがき〕 

御出發 前の 御 端書拜 見し ました。」 中央 公論 社へ は 即日 手紙 を 出し ましたが 今日に 至る も 未だ 

返事が 來 ません 0 名宛の 編輯が 旅行で もして ゐ るの かも 知れません が 念の 爲に 今日もう 一 度 手^ 

を 出して おき まし やう」 小 宮君は 多分 明日 來 るかと 思 ひます が、 二三 日 〔前〕 の ハガキ に 「額の ム 

クミ は 大分 とれた」 と ありました C, 一  今日 小 林 君が 来て 貴兄の 御 話の 事 を 報告し ました" どうか 

好都合に 行けば よいが と 思 ひます OJ 東京の 寒い に は 驚きます 今朝なん か 華氏 s。 位で ありまし 

た。 櫻 も 驚いて ゐ るで しゃう 

四月 十四日 
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一八 0 七 

四月 十五 日 B 午後 零 昨-四時 本|^區駒„^^|曙町ニ四ょり^^町區丸ノ内ビ ルディ ンゲ中央公論杜中村惠氏 へ 

謹；^:: 杻て 先日 安倍 能 成 君の 隨筆 「ピ アツ ァ バルべ リー 二 の 件に 就き 手紙 差 上げ ましたが 其 後 

稗 返事に 接しません ので 或は 何 かの 行 違 ひで 手紙が 御手 許に 届かなかった かも 知れぬ と 思 ひます 

のでもう 一 度此 手紙 を 書きます 

安倍 君が 上記の 表題で 「即興詩人. K ァ ン デル ゼ ン) に 現 はれた 口 ー マ の 遣 跡に 關 する 紀行 感想 

風の 隨筆ー 一十 五 枚 を 書いて おります： 可成 面白い やうです が、 もし 中央 公論 六月 号に でも 御揭載 

願 はれ、 ば大 幸と 存じます が 御 都合 如何で しゃう か 

い づ れ 編輯 會議を 経な ければ な ら ぬ 事と は 存じ ます が、 責兄 よ り 御 紹介 の 上 有無 の 御 返事 を 伺 

はれれば 大 幸と 存じます 

右 御 願 迄 草え 

四月 十四日  寺 田寅彥 

中 村樣玉 案下 

一 八 0八 

四月 十六 曰 月 午後 零時.— 四時 本 錄區駒 込 曙 町 二 四よ リ濱松 師範 學 校べ 田 彌重郎 氏へ 

拜復、 列車 內の氣 流に 關 する 御 研究 大變 面白く 拜見 致しました 
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右に つき 愚見 左に 巾 上げます 

過度 分布 溫度 分布に は乘 客の 呼氣 (皮膚よりの 分 も) の 集積 も 重大な 因子と 思 はれます ので 

此点も 論じて おき 度と 考 へます。 それに は 流 線の コン ヴァ ー ヂヱ ンスが 問題になる かも 知れ ませ 

ん 

ff 列車 內の 空氣 にっき 「惯 性」 とい ふ もの を 特別の 因子に 考 へて ある やうです が、 此点少 生に， 

は了鮮 困難であります。 かう いふ もの を 特に 考 へる 必要 はなく。 唯 列車 內の穴 ェ氣の 運動 を その外 一 

圍に 於け る氣厂 分布 だけから 論 すれば 十分 かと 思 はれます が 如何 哉。  ； 

三換氣 窓に は 幾分 ァ スビレ ー シ ヨン の 効果が あり 吸 出されて ゐ ると 考へ た 方が よく はない かと； 

田 化 匸 ま す  - 

§ 上衣 を脫 いた 人の 分布 は實際 愉快で ありました" 面白い 「發見 J であります 

五 ェ ネル ギ ー ビラ ン ッ の 項 はもう 少し 嚴密に 云った 方が よくありません か 

右 心 付きの 点 だけ 草よ 申 上げます 

四月 十六 日  ォ 田寅彥 

八 田樣玉 案下 

I 八 0 九 

四月 十七 B 火 午後べ 時-十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁」 ひへ 小せ H 逃 „-隆 氏へ 〔はがき〕 

十五 日に 御上 京の つもりで 例の 助手の 事 を 御 面 會の上 御 話しす るつ もりで 居ました が 未だ 御上 一 
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京がない ので 待って ゐる處 です。 何日 頃 御上 京です か 御 一 報 願 ひます 

四月 十七 日 

一八 I  0  。 

四月 十九 日 木 午前 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 福 1: 縣戶畑 市 明治 專門學 校 尺 塚明郎 氏へ 〔封 

筒の 表に 「至急」 と あり〕 

拜啓 學術振 與會へ 御 申請の 補助金 は貸與 すべき 器械がない ので その 代，" に 分光 鏡に 必要な 部 

分 品の 購人費 を 支給す る ことにな つた やうであります。 部分品 を 買つ て 組立 てれば 出来る 見入 一 で、 

その 部分品の 購入に ついては 京都の 〇〇〇〇 博士に 一 度 御 相談になる やうに 願 ひます。 

右 至急 御 報 迄 草 

四月 十八 日  寺 田寅彥 

大塚 明郞樣 

一八 二 

四月 十九 B 木 午後 零時— Irt- 本鄉區 東京 帝 國大學 地 賞 研究所より 麻布 區飯倉 東京 天文 臺相 E ぺ， N 助 氏へ 

御手 紙拜見 致しました。 統計に 關 する 御調べ の 結果 は拜見 致し 大變 面白く 存じました。 天文 學 

科の 方 は隨意 科目と なって 居る ので 別に 採点と い ふ 事も考 へす に 居た 次第で 失禮 致しました。 

旣に申 上げた かと 思 ひます が 十分 一 の讀 取に 關し て は 川 崎 氏が 天文 學 地球 物理 學輯報 第九卷 
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九 一一 1; 

九 一一 一： 


第二 一七 頁 以下に 載せた 論文が あります ので 御參考 になる とい、 と 思 ひます . ^調パ 

の繁は 要約して 天文の 方の 雜营御 襲に なっても でかと 5 ます 力 あれた けの テ 1 タを 

全部 印刷に 付す るの は 困難と 思 ひます 

右 御 返事 迄 草. - 

四月 十九 日 

相 田樣 


寺 田寅彥 


一八 一二 

四月 二十 IB  ± 午前 八 時— 一一 昨 本 11 曙 町 二 四よ is 東京 lili 輩敎議 田 

念 氏 へ 〔はがき 速達便〕  フ 、 1 

拜复、 靈霊 話い つも かけちが ひ 失禮 しました。 來週 月曜の 晚は 多分 暇 かと 思 ひます のでつ 同 

夜^^ 頃 fsl たしかめてから 御 出 を 願 ひます。 iii^^sH^^ 

U 歩いて 居ます ので 惡 しからす 御 海容 を 願 ひます。」 火曜 曰の 囊 なら 震 研に 居ります 又木 ぽ 

の晝 前で も 同様です が、 宅へ ならば 夜で ない と 居りません 

四月 廿 一 日  ■ 


一二 


四月 二十 I 曰 


土 午後 零時 ：| 本 II 曙 町 二 四より 朝 S 城府 ほ 町六ノ 五 相澤方 雷能成 氏へ 
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〔はがき〕 

拜啓 唯今 中央 公論 社より 電話 あり r 大兄の 隨筆 是非 頂戴 致し 度し 一 「六月 号 か 或は 七月 特輯 号 

に 掲載 御 許し 願 ひ 度し」 との 事で 御 坐い ましたから 左様 御 含み 願 ひます」 小宮君 十五 日に 來る答 

のが 廿日に なっても 來す 手紙 も來 す病氣 ではない か 聞 合せの 手紙 を 出し ましたが 未だ 返事が あ り 

ません el 今夜 例の モ ナ ミで 連句 與行 未了の ー卷を まき 了り ました" 溢 怖への 通信に マ ー カス 

シ ョ ー の 事 を 裨寄槁 の由聒 目して 刊行の 日 を 待ちます 

右 耍事迄 草よ 

四月 廿日 

一八 一四 

四月 二十  一 3  土 午後 八 時 十二時 本. t 區駒込 曙 町 二 四よ リ祌戶 市中 山手 通 海洋 氣象臺 日 高 孝 次 氏へ 

「封筒の 表に 「至急 親展」 と ぁリ、 學士院 ょリの 書面 同封 (省略：)〕 

謹啓 扨て 學士院 より 別紙の 通 申 越しました から、 どうか 御 近親 師友 中より 適當の 方よ 御 選定 

の 上 少生迄 稗 一報 を 煩 はし 度 御 願 ひ 致します、 人數 は^に 制限はありません" 從來の 例で は 五六 

名から 十 名 位が 多い やうで 出席され るの は 五六 名 位の 程度 かと 思 はれます。 右 御參考 迄に 草 >、 

四月 廿 一日  寺 田寅彥 

日 高樣玉 案下 
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一八 I 五 

四月 二十 四 B 火 I 八 時： 十二時 本鄕 區駒§ 町 二 四より 札 幌巿北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難有拜 見入 學試驗 は 大分の 大 仕事であった 事と 存じます がそれ で 三年 肩が 休まれば 結構 

と 存じます。 三度の めし を ー邊に 食って しま ふ 事 は 併し 老人に は出來 ない 藝當 であります 

雪の 研究 を 総が. * りで やる 作 戰計畫 は i 能率 よろしくと 存じます。 こわ を 以て 那 威の.^ ブに 

對抗 させる も 宜しく 鬼に 角 日本の 大學 では 無敵であります-) 千 R の 研究所 は 一 寸 愉快 それ も 天下 

比類な しと 存じます。 

日曜に ドラ イヴ 九 〇 哩、 粕壁岩 機 大宮川 越 人間 川 所 澤田無 東京と いふ コ ー ス でお 花見 をし まし 

て 一寸 愉快で したが 少し 草臥れました C 

御 自愛 御 研究 を 祈ります 草. - 

四月 二十四日  寅 ま 

中 谷 君 玉 案下 

一八 一六 

四月 二十 五日 水 午後 零時. ー 四時 本鄕^ 駒 込 曙 町 二 四より S 町 區丸ノ 內ビた ティン. グ中^ 公論 社中 村惠 

氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました" 安倍 能 成 君の 原稿 は 同 君の 手許に 完成して 居ります 京 城 岡 崎町プ 
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ノ五相 澤方同 君へ 直接 御 交涉被 下ば 大 幸と 存じます。」 少 生の 隨筆は 出来たら 差 出したい と 思 ひ 

ますが 少し 考 へさせて 頂 度と 存じます 

右 御 返事 迄 

四月 二十 五日  ， 

一八 一七 

四月 二十 八日 土 午後 八 時 卜 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ廣島 市堺町 一丁目 三 宅 幸太郎 氏へ 

. 拜復 御手 紙 難 有 拜誦致 候 御 令息 様 此度航 さ 研究所 研究生と して 御 入所 少生 研究室に て 研究に 

從事 さる X 事と 相成旣 に 日 M 御 通勤 熟 心 に 實驗の 準備に 取掛り 居ら れ御 健康 も 宜敷ゃ う に 被存候 

間 御 休 神 被 下 度 祈 候 何 か 纏まりた る 御 研究の 出来る やう 不 及ながら 盡カ致 度と 存 居候 

右 乍 遲延御 返事 迄 草 >i 申述候 不盡 

四月 廿 八日  寺 田寅彥 

三 宅 正 太 郞樣玉 案下 

一八 一八 

四月 二十 九日 B 午後 零時- 四 時 本鄉ー tel 駒 込 曙 町 二 四より 小 槔市錄 町 ニノ 三 四 七條綱 太郞、 七 條富美 子、 

二 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 その後 は 御無沙汰 致して おります が 御變り もな く 大慶に 存じます。 ？ 


拔て 先日 は 東 一 が 突然 推參 致しました 處大變 に 御 配慮 を かけ 色よ 御馳走に なり 恐縮 致しました 由 

東 一 より 申 越し 早速 手紙 差 出す 答の 處を 遲延 却って 御手 紙 を 頂き 痛み 人り ます。 定めて 御迷惑 を 

かけた 事と 存じます が 仰の 通 東 一 も 誰 一 人身 寄り もない 遠方に 參 つて 居ります ので 一 度 は 御 尋ね 

致 ■ しおく やう かねて 中 付けて あり-ましたので 突然 御 伺 ひ 致した 事と 存じます- 今後 何 かの 場合に 

は 御 厄介 相 かけ 候 事 も 可 有 之と 存じます ので 何卒 ま 敷 御 願 申 上げます" 叉 何. か 東 一 でつ とまる 御 

用 も あらば 御 遠慮 1^  く 御 申 付け の 程 を 願 ひます。 

正 一 一 も 今年 卒業 致しました がー 一三 年 大擧院 で 勉強させる 事に 致しました" 彌生雪 子 は 洋裁の 方 

と 文化 學院 文擧 部と に それ./ \ 通つ て 居ります が、 そろ./,^ 緣 付けなければ ならぬ と 存じます。 

東京 は 今年 は 未だに 割合に 寒い 日が ありまして 花な ども 一 休に おくれて おる やうであります 

どうか 甸自愛 を 1^ ります 草 i 

四月 二十 八 R  寺 田寅彥 

七 條樣御 一 同樣 

二 仲 東 一の 手紙で は {:H 美子樣 W 句 をお やりの 由 近作 拜見 致したい ものと 存じます、 拙作 二 

三 左に 

通されて 二階 肢 ゆき 若葉 哉 

ま ざく と 夢の にげ 行く 若葉 哉 

連翹ゃ 垣のう しろに 淺る闇 
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年 九和昭 


一八 一九 

四月 二十 九日 日 午後 零時-. 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ朝鲜 京械府 岡^ 町 六ノ五 相澤方 安倍 能 成 氏へ 

〔 は が き 」  - 

御 端書拜 見， 扨て 日本 地理 學會發 行の 「地理 學 評論」 第^ 卷第. 5 号、 即 五月 号に 岡 田武松 氏の 

「ギリ シ ァとス 力 ン ヂナ ヴィァ J の 紹介 あり、 御 一 覽を 希望し ます- 贵學 図書館に なければ 誰れ 

か 地理の 先生が 持って 居る でし やう。 仁 川觀測 所なら 間違な くあります：」 此雜誌 は 一体 大兄に 

は 興味が あるか も 知れません.^ 發行所 は 神 田 駿河臺 古今 書院 一 ケ年六 円であります" 人文地理の 

事が 近頃 特に 多い やうです c」 昨日 東寳 劇場の レビ ュ ー を 見學、 レポ ー トは いづれ 中央 公論 當り 

で 發表致 します から 御 批評 願 ひます 

一 八 二。 

五月 IB 火 午後 八 時 +ニ時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ巴里 オル セィ 河岸 一 一 テリ H 夫人 方 渡邊慧 氏へ 

毎度 御 便り を 難 有う、 伊太利 旅行 は 御 愉快で あ つ た 事と 思 ひ ます 少生は 丁度 大晦日 に ナポリへ 

着いて 正月 元日に ヴ H スヴ ィォに 登り 山上で 偶然 地質 の 加 藤 武夫 氏 に會 ひそ こで 始めて 知合に な 

り、 それから 烈風で 他の 西洋人の 觀光客 は 皆 途中で 引返した のに 日本人 一 一人 だけ は 商 買 柄 奮發し 

て 頂上まで 登った ので ありました。 冬 だのに 宿屋の ベ ッ トに蚊 張が 張つ てあつて 驚いた ことで し 

た。 
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巴 里の 騷動は リリュ スト ラシ オンで いろ./ \- 面白い 寫眞を 見ました、 寫眞で 見る と 面白い が 現 

場に 居て は 不安 だら うと 思 はれました。 

東京 は氣 候が ァ ノ マラ スで 今日 四月 i 日 だのに 雨で 寒くて 少 生な ど襟卷 をして 理硏 ヘ來て ガス 

スト—. ヴを 焚いて 居ます 窓外の 銀杏 (即 理硏 正門 內の) が 淺綠の 若葉 をつ けて 奇麗であります。 

巴 里 も マ 0  二  H の 杷が靑 黑粉を ふりかけ たやう になって ゐる 事と 思 はれます。 時候のお くれたせ 

いで 庭の 花が 色え 一 時に-^ いて 奇麗であります 木蓮、 椿、 素枋、 山吹、 八重 櫻、 木瓜、 霧 島つ にし 

海棠、 テュ— リプ樓 草 等が 同時に いて ゐて、 二三 日す ると 藤 (例の) も 開花し さう であります。 

理 研の 五月の 講演 會も 近より ましたが、 今度 は 寺 田 研究室 は 講演の 數が 十四 もあって 賑か であ 

ります、 北海道の 中 谷 君が 四つ 芝 君が 四つ も 出す ので さうな りました。 僕 は 不相變 の 5: 汁」 の 

つ きと、 それから 大に晚 線して 「割れ目と 生命」 とい ふ 題で 「生物 は 結局 われ 目の 集團 であり、 

死から 生 を 呼び返へ す 生活 現象 はすべ て コ n イドと いふ われ 目 即ち 表面 H ネル ギ— の集團 によつ 

て 行 はれる」 と 云った やうな 奇拔 なやう で實は 平凡な 議論 加ら、 例の キリン の 縞 や 蝶ゃ蠅 の膜翅 

の 氣脈 の 分布 を 論じます。 われな がら 少 i 呆れた ものであります 

どうか 御 自愛の 上 御 勉强を 祈ります、 叉 時 >A 御 便り を 願 ひます 

四月 末日  理 研で  寺 田寅彥  . 

巴 里の 

渡邊 君へ 

農 tff 部 助手の 福 田さん と い ふ 方が 土壤の 水分 を 測る 實驗の ことで 時 i 見えます が， 比 頃 聞け 
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ば 君の 御 親戚 だとの 事で 奇緣 だと 思 ひました 

一八 二 一 

五月 四 B 金 午後 四時：— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ飽町 區丸ノ 内 ビルディング 中央 公論 社中 村惠 氏へ 

〔はがき〕 

御手 紙拜見 致しました。 なるべく 八日 中に 御屆け 致す やうに 奮發 致します、 どうか 惡 しからす 

^ ひます 

五月 三. 日夜 

一八… 一 

五月 五 B  土 午前 八 時 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ高知 市 小高 坂 山の 脇 藤 田太郎 氏へ 

拜復 御手 紙 難 有拜見 致しました 先日 登 石さん から 御注意が ありまし たので 早速 國展へ 出掛け 

て 行って 「秋 庭」 を拜見 致しました あの 紅葉 は 父が 東京から 小さい 苗木 を 澤山取 寄せて 植 込んだ 

のが 段々 に 生長した もので 私が 鄕里を 出てから 後の ものであります。 それで 夏 や 冬の 休暇に 歸省 

しても その 時季に は 紅葉 はして 居ません からつ ぃぞ 一度 も 「秋 庭」 の 光景 を 見た ことが ありませ 

„ び 口 ん。 唯 一 度 大學ー 一年から 三年へ 移った とき 病氣で 一 年 休 學し須 崎へ 轉地 療養に 行って ゐた とき 晚 

九 秋に 一 寸歸 宅した 事が ありまして その 時もう 黑 味が \ つ て 僅に 散り 淺 つたの を 見た 記憶が ありま 

す。 今度 贵 下の 「秋 庭」 によって 始めて 紅葉 時の 我家の 庭 を 見る ことが 出 來て實 に 嬉しく 感じ ま ^ 


した。 それで 此の 綺 についての 想 出 を 次の 機會 に 隨筆 にかいて 何處か の 雜誌 へ 出して き 度と 存 

じます その 節 は 御 一 讀を願 度と 存じて 居ります 

もう 一つ の 風景 もなん だか 見覺 へ が ある やうで な つかしく はれました 

次に 御上 京の 節 は 是非 一 度拜眉 致したい と 存じます からどう か 御 來駕を 御 願 ひ 致します 

4；： 御 返事 迄 草. -  .  . 

五月 五日  寺 田 寅え，^ 

藤 田 太 郞樣玉 案下 

一 < ニー 一一 

五月 五日 土 午前 八 時.| 十二 咔 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 ょリ 本鄉區 東京 帝 國大學 地震 學敎室 森田稳 氏へ 〔は 

がき ま 達 >an 

拜啓 月曜日の 晚と申 上げ ましたが 月曜 は 差しつ かへ が出來 ましたので 火曜 n の 夕方 七 時 頃に 

電話で 確かめてから 來て 頂き 度と 存じます 

御 所 を 伺って おくと 好都合と 存じます から 御 一 報 を 願 度と 存じます 

余事 拜 眉の 上に て に、 

五月 五 n 

I 八 二 四 
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； r- れ和昭 


五月七日 月 .：.^ 後. へ.； r 十二時 本鄉 -te; 駒 込 曙 町 二 s: より 目 黑區平 町 ニー 一七 宇田 道隆 氏へ 〔宇田 氏 原稿に 

赤靑鈴 筆に て 添削した る もの 同封 (省略，)〕 

拜復、 折角 御 電話で したが 連日い ろくと 差 支へ が あるので 失禮 致しました" 今週で は 喜 分木 

曜の晚 が 明いて いるかと 存じます。 金曜 はさし つかへ、 土曜 は 今の 處 不明。 日曜 はいつ もい ろ 

/\-プ ログ ラ ム があります のでなる ベく 避けて 頂き 度と 存じます。 一 週に 一 日の 日曜 だけ は 自由 

に 保養に 充てる やうに したいと いふ 甚だ 我儘な 望みからで あります どうか 惡 しからす ^ 月曜の 晚 

は 大抵 あ いて 居る が、 どうかす ると セ！； 1 の 先生と 仲間の 來る 日に あたる こと もあります。 

俳：？ 拜見。 乍 越 加筆 致しました 草 >、 

五月七日  寅 逢- 

宇田！？；； 玉 机下 

一 八 二 五 

五月 九日 水 午後 零. S.1 四時 本 鄉ぼ駒 込 町 二 四より 目 黑厘駒 場 町 束 京 帝 國大學 航空 研究所 物理 部 田 中 

信 氏へ 「はがき. 一 

拜^ 來十 一 日の 金曜 は 學士院 授賞式の 接待係と いふ 枘 にない 役 を 仰 付かり ましたので 航さは 

みます、 どうか あしから す。 三 宅 君 榊 原 君に もよ ろしく 願 ひます 

五月 九日 
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一八 一一 穴 

五月 十 B 木 午後. へ 時-十二^ 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 下 谷 K 坂 本 町 四ノニ 豐田 方 佐 藤 光一 氏へ 

御手み と贵著 難 有 頂戴 致しました、 自然 科學史 とい ふ ものの 研究 は 科 學を正 當に里 群 認識す る 

爲には 非常に 必要な ものと 思 はれます 併し 叉 それだけ 中え 六 かしい 仕事と 思 はれます これ を 出 

發 として 大成 を 期せら る X 事 を 祈ります、 右 御 禮迄匆 i 

五月 九日  寺 田寅彥 

佐 藤 光一 様 

一八 二 七 

五月 十六 日 水 午前 八 時，： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 K 表 町 一 〇 九 思 誠^, へ 水 使 次 氏へ 〔は 

がき〕 

拜復 御手 紙と 雜誌 頂戴 難 有拜見 致しました 

- は、 霧、 嵐」 は 珍ら しい 御 休 驗で吾 i 平地ば かり 歩いて ゐる 人間に は 別世界の 事の やうに 田， 5 

はれました、 併し 山に 息子 を とられた 父親の 心 持 はいくら か 想像 出来る やうであります、 

右 御禮迄 草. - 

一八 二八 
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ネ 

九 


五月 十九 日 土 本 鄉-隗 駒 込 町 二 四より 下 谷 一お 上极 岸べ 1:.^- 川 陽光 氏へ r 封筒な し〕 

拜復 御 懇切な 御手 紙 を 頂戴 致しまして 誠に 難 有う 御 坐い ました 茂 野 氏 御 來駕被 下 候 由に て 光 

榮と 存じます が 來！！ 火曜 迄 は 色 M の 豫定で ふさがって 

居ります ので 水曜 以後の 夜なら ば 大抵，  いつでも 在宅と - 

存じます 念の 爲七時 頃 御 電話で 御た しかめの 上 御來駕 

被 下ば 好都合と 存じます。 

夜 だと 宅が 分りに くい かと 存じます ので 別紙に 近邊 

の 地圖を 認めました、 

右 不取敢 御 返事 迄 草. -申 上げます 


五月 十九 日 

塞 川 陽光 樣玉案 下 

一地 岡の 右 肩 へ 〕 

白山から 巢鴨行 電車で 原 町で 

下りた とすれば 半 町 程 後 1^ りし 卞ー 

て 床屋の 角 を 左折、 一木 邸 を 右 

に 見て 行く と、 右 糊 三番 目の 横町 を 右 

折、 間もなく 「曙 湯」 とい ふ 風 屋が 

左側に ある。 せ (向 側が 寺 田であります 


寺 田 ^0; 彥 
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一八 二 九 

五月 二十 B  0 午後 四時一八 時 京 橋區銀 Iwl オリ ム ピックよ り 京橋區 築地 聖路加 祸院五 階 第 十六 號室 高嶺 

俊 夫 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙拜見 存外 早く 御 快 愈 大慶に 存じます • 

今日 銀 坐へ 出た 序に 一 寸 病院 昆舉 かたぐ 御 訪ね 致し ましたが 御 出かけの 御 留守で 殘 念でした 

が、 おかげで 殆と 二十 年： HI 位に 築地 明 石 町 邊の變 つた 風景 を 見て 色よ 昔 を 想 出しました。 シ ー メ 

ン ス の 支店の あつたの が 丁度 あの 附近だった と 思 ひます が見當 がっきません。 十字架 を 頂いた 病 

め： 几と 本願 寺と が いづれ も變 つた オリエ ン タル 風の 装飾 をつ けて 堀 を距て 、相 對峙 して ゐる 光景 を 

珍ら しく 眺めて 參 りました 

右 御 返事 かたぐ 草 i 

五月 廿日  銀 坐 オリンピック にて  寺 田寅彥 

一 八 三 0 

五月 二十 IB 月 (時間 不明.) 本鄕 駒 込 曙 町 二 四よ リ臺北 市 總督府 測候所 官舍西 村傳三 氏へ 

謹啓 先達て 御上 京の 節 はわ ざく 御來駕 下さい ましたのに 生憎 不在で 殘 念で 御 坐い ました 其 

節 は 珍ら しい 品 を 色. - 頂戴 致し 誠に 難 有う 御 坐い ました 厚く 御 禮を申 上げます 

益え 御 勇 建に 御 W 究の御 事と 大 ffi に 存じます どうか 十分に 御 自愛の 上 御 研究の 程 を 祈ります 少 
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生 段- -に歲 を 取りから だの 方の 老衰 を 感じます が元氣 だけ はま だ殘存 して ゐる やうであります か 

ら どうか 御 安心 を 願 ひます 

お 御挨移 御禮旁 tefi 巾 上げます 不盡 

五月 廿 一日  -  寺 田寅彥 

西 村 傳三樣 玉 案下 

一 <  一 一一 I 

五月 二十 二日 火 午前 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 一： 四より 杉 並 佐ケ谷 ニノ」 ハ w 九 武者 金吉 氏へ 

〔はがき〕 

御 乎 紙と 训刷を 難 有う 御 坐 いまし た 大變に 御 忙し いさう で ど うか 御 自愛 を 願 ひます。 せ 料 の 方 

を 御 暇の 節 御 調査 被 下ば 大 幸と 存じます」 そろく 梅雨期が 近より 欝陶 敷天氣 かつ V くと 事 かと 

存じます 天 氣が惡 いと の 工合 も惡 いので 閉口であります。」 明日から 三日間 理 研 の 講演 會で人 

の 出 人が しげくな ります、 色よ の 年中行事が 頻出 隱居 役で も 存外 ぼんやりして ゐる譯 に 行かす 少 

ぷ 草臥れ 氣 味であります。 

どうか 御 自愛 御 研究 を 祈ります 

五月 廿 二日 

一 八 三 二 
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五月 二十 二日 火 午後 四時 1> へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 淀 橋 區上落 合 ニノ 五 九九 板 一お； 鹰德 氏へ 「はが 

き 速達便〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 少 生の 方で も久. -で拜 眉 致 度と 存じて 居りました： 然るに 明日 か 

ら 理化學 研究所の 講演 會が 三日間つ き、 それにつ き 地方の 友人で 上京す る ものな どあって ごた 

く 致します ので、 もしよ かったら 來週 月曜の 晝か 水曜の 晝 に何處 かで 拜眉致 度と 存じます。 場 

所 は何處 でもい、 です が 京 橋 第一 相互 ビル 東洋 軒な ど 明るく 凉 しくて 如何 かと 存じます- 時刻 は 

〇 時半 位 如何 哉 右 御 伺 迄 

五月 廿ー 一日 

一 八 量 

五月 二十 <B 月 午後 ぺ時： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 臺灣阿 山 高山 観測 Iww, 東疆自 氏へ 

御手 紙 難 有 拜見又 雨滴 レ コ— ドと 霧氷 寫眞も 面白く 拜見 致しました. - 雨滴の 當 つた 中央が 黑く 

殘 るの は、 中央部で は 水の iad:al  velocity が 小さい 爲に煤 を 洗 ひ 流す 力がない 併し 周緣に 近づ 

く 程 この レディ アルな 速度が 增し 煤を剝 がすの かと 思 ひます = 兎に角 雨滴の プリントの 直径 頻度 

統計 を やって 見る と 何 か 阿里 山 特有の ことがある かも 知れません G 

雨滴の 大きさ を 測る 方法のう ち、 電信 紙に 滲 込ませる 法 を 岡 田 博士の 行った のが あり。 西洋で 

は 吸 墨 紙に ヱォ シン の 細 粉 を かけた の もあった やうであります。 叉リ コ ボ ヂゥム の 上に 落として 

滴 狀を存 する の もあった かと 思 ひます。 降って 居る 際の 大きさ 形 を 撮影す るに はスパ ー クの やう 
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年 九和昭 


S{ 化に 關 する 研究 は從來 色. - あつたかと 田 ：3 


ド以來 研究が あ 


な 短時間の 光が 必要 かと 思 はれます が、 落下 中の 形の 一 

ひます - 

大きい 滴で 落下 速度 as/sec 近くに なると 盛に 分裂し 細 滴 を 生じる 事 は レナ 

る やうであります。 

鬼 も 角 も實驗 的に 色. -の大 さの 水滴の マ ー クを 作って 力 リブ レ ー トし、 さう して 實 際の 雨 ira の 

大 さの 頻度 分布 を 調べ れば 有益 と 存じます 少し 高い 處 から 落と せ ば 速度 は それく の 大きさの 

滴に つき 恒 同と 考へ て {且 し いと 存じます > 

霧氷の 附着す る 形狀は 非常に 面白い と 思 ひます。 

A 部で はさ 氣の 置換が のろい 爲に 氷も附 きにくいが B の やうな 處 

では 風速が 大きい 爲に 不断 新しく 氷が 供給され るので はない かと 想 

像 します。 又 JDel-iodic  struct ョ -e の ある 譯は、 矢 張 上の やう こさ 

狀 渦の やうな もの を 生じ、 上 圏の CD 面に 於け る 流 線が s<y.bk> 

の 如く 交互 し た渦狀 運動 を 伴な ひその 結果 氷 の 附着す る處 とが 交互 

に出來 るので はない かと 想像し ますが 實際は どうです か、 何とか 實 

驗的 にかう い ふ 場合の 氣 流を驗 する 事が 出來 ると 面白い かと 思 ひま 

す 一 例へば かう いふ もの 、生じつ 、ある 際 風上で 何 か 細かい 粉 (例 

へば アルミの 粉) を 飛ばし、 それが どうい ふ 風に 此の 霧氷に 附着す 

るか を 見る の も 一 方 かと 存じます。 
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なほく 多数の 材料 御收 集の 上 御 研究 を 願 ひます 

右 不取敢 の 御 返事 迄 草よ 巾 上げます 

なほ 益- -御 自愛の 上 御 硏究の 程 を 祈ります 草. -不盡 

五月 二十 八日  .1^ 田 {>a; 亲 

伊東 様 玉 案下 

ス プラッ シュ に關 する 筒井 君 論文 刖刷は 同 君より 御 送り 致. L ますから 御 覽を願 ひます 

I 八-一四 

五月 三十 B 水 午後 零時； 四時 本鄕 駒 込 町：  一 w より 世 E 谷- 511 北澤 ニノ  一二  二 渡部哲 氏へ 

御病氣 如何です か、 矢 張 講演 會の 準備で 無理 をされ た爲に 風邪が こじれた 事と 存じます、 鬼 も 

i£ も 十分 十一 一分に 靜養 本當に 全快して から 御 出勤になる やうに 願 ひます。 病氣は 凡そ はじめの 輊 

い 時に 無理 をす る爲に 大事に 到る のがお きまりで すから、 少し 惡 いと 思 ふ 時に 早く 万事 を 放擲し 

て靜 養す るの が 結局 一 番 効率が 良い やうであります" 一 日 無理した 爲に 一 年 位 損する 事 も 珍ら し 

くありません。 若い うち は 兎角 無理 をし 勝です から、 どうか 今後 御用 心 を 願 ひます。 叉 直り 口に 

ぶり か へ す 事 もよ くあります から 完全に なほる 迄 は 我慢して 靜養 する やうに 願 ひます 

もし li^ 狀が惡 いと 思 ふやう だったら 猶更 です が、 太した 事がない 場合で も 十分よ く 診て くれる 

醫者 の 診察 を 受け られる やうに 希望 致 します 

理 研の 仕事の 方 はちつ とも 急ぎません から その 方は氣 にしないで 御 養生 專 一 と 存じます 
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お 御見舞 迄 草 i 

五月 廿 九日  寺 田寅彥 

渡 部哲樣 

一 八 三 五 

(= 附 不明) 本鄕 -511 駒 込 曙 町 二 四より 本 鄉區上 富 士前町 理化學 研究所 辻ニ郎 氏へ 〔封筒な し J 

俳句 は 御 趣向の ま k に 纏める 事少 生に は 困難。 

「巴 里 客舍」 とで も 題して 

マ 口  二 ェゃ 花の 上野の 今日 あたり 

とで も すれば いくらか 通じる かと も 思 ふが どうも 思 はしく ありませ ス。 

お 句 通りに して 御？ y きになって は 如何 哉 

寅 i# 

一 八ミ六 

六月 三日 日 午後 零時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ小槔 市綠町 ニノ 一一 一四 七條綱 太郎、 七 條富美 子、 二 

昭  氏へ 

f  紙と 俳句 難 有拜見 致しました、 俳句 は いづれ も 立派な 句 境 を 捕へ たものと 存じます がもう 

¥ 少し 現 法 を 御 研究になる とい、 かと 存じます 各 句 を 十 種位づ 、色 i に Variation を やって 御 
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覽 になる と 大變ぃ 、練習に なると 思 ひます、 讀み っぱなし では 减 多い 佳句 は出來 ない もの やう j 

であります  」 

一例と して 賣 句の 「山脈の 描く まるみ も朧 なり」 の變 奏曲 を 左に  - 

野の 果に 山々 まろき 朧哉、 —— 日 永 哉  .  ！ 

まんまるな 山々 ならぶ 朧哉  ； 

角の ない 山ば かりなる 朧哉 

朧夜 や あるとば かりに 丸い 山 

朧夜 や 河の 向 ひに 丸い 山 

此國の 山 皆 まろき 朧哉 

こんな 風に やって 見る うちに、 これなら とい ふの が出來 るかと 思 ひます  - 

右 御 返事 迄、 草 M  寅彥； 

御 兩人樣  ： 

時候 柄 御 自愛 を 祈ります  一 

一 

六月 五日 火 午前べ 時-十二時 本鄕區駒込曙町ニ四ょり^»谷區代々木山谷町ニ八六高畑方森田稳氏 へ 一 

「はがき，！  _ 

拜復 七日 (木曜」 の晚 多分 暇 かと 思 ひます、 七 時 頃 電話で 御た しかめ 願 ひます 
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年 九和昭 


六月 四 nn 

一八 三 八 

六月 五 B 火 午前べ 二 昨 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 江 ノロ 高 知 高等 學校 物理 敎室篠 崎 之 

へ 「はがき」 

御手 紙拜 見、 試 驗成蹟 の相關 面白く 拜見 しました： 語 學と數 學の相 關係數 が 存外 少な いのは 一 

寸 意外で ありました 尤も 此れに は 文科の 人が はいって 居る やうです が、 理科 甲 だけにつ いて 芙 

と數、 獨と數 との 相關 をと つて 見たい やうな 氣 がします o」 土 佐 はもう 大分 暑くな つた 事と 存じ 

ます せ田地は雨の日などまだ雨外^^をきて歩ぃても暑くなぃ程度でぁります」 土 佐へ も歸 りたい 

と 田.^ ひながら 忙しい のとお つくうな のとで 中.. 出かけられません、」 右 御 返事 迄 草ぶ 

六月 五 R 

一 八 三 九 

六月 十六 B  土  ，1 後 零時 —四時 本鄕區駒込曙町ニ四ょリ高知市江ノ；：高知な^等學校物理敎室雜崎聲之^ 

へ 「はがき」 

御手 紙拜 見、 統計の 結果 大變 面白く 拜見 しました、 語學 と數學 との 係數が 0.3 から 0.4 の 5r 

に 出て くるの は 矢 張 相當な 相關が あると 云った 方が よい かと 思 ひます、 本當 に相關 のない 待に よ 

どうかす ると 食 敷が 出たり 0 が 出ます。 少 生が 大事の 受驗 者に ついて 調べた 結果 は、 係數は 計算 ^ 


せす H  /の 一!^ こプ 口 ッ ト して 見た のでした、 その 時の 記憶に よると 大多數 は ！  5^|の近くに並 

び，. 数が，. ま". 軸に 近かった と 思 ひます、 つまり. m 方粜る タイプと 一方 だけ 粜る タイプと 

二つが 晃合 てゐ ると & はれました、 さう いふ 二つの 型の 混合が あると 相 關係數 は 著しく バ さく 

なります が.^  -プ ロットした なの 分布 を 見る と 矢 張 二つの 型が 見えさう して ！ 型が 多い 事 を 

示し はしない かと 思 はれます、 是非 一度 点 (さ J を プロットして 御覽 になる 事 を 御す、 め 致し 

ます 

六月 十五 日 

一八 四 0 

六月 二十 二  B 金 午後 II 時—. 八 時 目黑區 駒 場 町 東京 帝^ 大學 航^ 研究所より 札幌市 北海道 帝阈大 學瑰學 

部^ 现學敎 (4- 中 谷 字さ郞 氏へ 〔はがき〕  V  ； 

1, ハ あ.， 御. 健の 事と 存じます、 扱て 航{ 仝で 水の 流動の 實驗を やって 水中に 浮ぶ アルミ 移.. 

資 I つて 居享が 光が 弱い の I の 實驗に 使って 居る 乾板と I 法 崖 似したい と 思 ひ享、 

面倒ながら 秘傳 を敎へ て 頂き 度 御 願 ひ 致します c」 

,晚 第一 相 で 例の 會 (年 二回の) を やりまして 愉快でした、 大分 暑い 日で ありました、 年 を 

とった ので 近頃 は 第二次 食の 方 は 失敬して 歸る ことにして ゐ ます。 出來 るなら 毎日 力う いふ 會を 

やり 度い がさう も出來 ないで 殘 念であります」 今年 は 少し 早く 信 州へ 行って 見やう 力と 考 へて 居 
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六月 廿ー 一日 

I 八 四 一 

六月 二十 三日 土 午後 零時 四時 本 鄕展駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 山の 脇 六 一六 藤 田太郞 氏へ 

i. 手紙 難 有拜見 致しました、 「心境」 を雜誌 社から 御 達り する やうに 云って やり ましたが、 御 送 

りしなかった ものと 見えます、 雜誌 社な ど 、いふ もの はどう も無责 任な もの だと 思 ひます 

「秋 庭」 の檎を 御惠與 下さる との 事で、 余り 難 有 過ぎて 相濟 まない やうな 氣が 致します が 折角 

の 御 好意 を 背く の も亦濟 まない 次第 だと 思 ひます ので 難 有拜受 致 し 永く 鑑賞 致 したいと 存じます 

少 生に とって は 何よりも なつかし ぃ鄕 里の 思 ひ 出と なる 事と 存じます 

公園 花壇の 繪の 寫眞も 面白く 拜見 致しました 

右 御 返事 迄 草 i 申 上げます 草ぶ 

六月 一 一士 一日  寺 田 寅豫 

藤 田樣玉 案下 

一 八 四 一一 

六月 三十 B  土 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 m ょリ 麴町區 丸ノ內 ビルデ イン ゲ 中央 公論 社中 村惠氏 

一 〔はがき 速達便〕 

拜 5^;: 八月 号 原 iBi の 事 承知 致しました、 先達て 御 話しのお 化け や 人 玉の 話 は 未だ 材料が 揃い ま 
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せんので 今度 は 間に合 ひません が、 此閒 から 「烟 草」 の 事に 關 する 隨感を 書いて ゐ ますので もし 6 

それでも 宜敷 けれ は 差 出し まし やう。 余りつ まらない やうで したら 御返し 下さっても 結筹 であり 6 

ます。 來月 七日 迄に 兎に角 *1 いて 差 出します から 立 敷 願 ひます 

六月 卅日 

一 八 四 一一 一 

七月 二  B 月 午後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より fTI 谷區 代々 木 m 谷 町 二べ 六 高 畑 方 森田稔 氏へ 〔は 

がき 速達便〕 

拜復 明日 (火曜) の晚七 時半 過に 御 出 下さらば 都合 S しくと 存じます 

右 御 返事 迄 

七月 二日 

一 八 四 四 

七月 二日 月 午後 四時 ー 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁： HW 部 方 寺 m 東 一氏へ 

東京 は 急に 暑くな つたが そちら は 如何です か、 今年 も 星 野の 去年の 家 を かりたので、 もう 明日 

f 七月 三日) から 母上 雪 子と つねと 三人で 出かける 答、 正 二 は 五日から 行って 大体 夏中ゐ るつ も 

りら しい、 私 は 十五 日頃から 一週間 位 行って、 それから 又 八月に もう ー邊位 行く つもりです。 い 

つで も 御 都合の い、 時に 御 出かけなさい、 今の 向き だと 今年の 東京の 夏 は 中々 ひど さう です。 I  、 
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七月 二日 

I 八 四 五 

七月 四日 水 本 鄉區駒 込^ 町 二 四より e. 里 モンテ ッス ィ街グ ー ジョン 夫人 方 小 平吉男 氏へ 

御手 紙拜見 致しました 巴 里で 一 一度 目の 新世帶 など 、いふの は 中え 洒落て 居て 羨まし い 次第で あ 

ります、 あんまり 幸 幅 過ぎて 旅情な ど は 味 はれな い ではない かと、 燒餅 半分の 負惜しみが 云 ひた 

くなる 位であります、 色 M 面白い パリ 觀を御 報道 下さって 難 有う 御 坐い ました。 少 生が ドイツ か 

ら パリへ 行って 目についた 事 は 男女の 服装の 地味な こと 町 を 歩いて 居る 人の 額が ドイツ人の やう 

に S かで ない こと # で 聞いて 居た 程 美人の 多くない こと (但し 此方 面の 研究 を 怠った、 めか もし 

れ ない) などで ありました， - 美人 は 美人で もなん だか 怖い やうな のが 多かった、 此 に反して. トイ 

ッ の 方が 日本人の 趣味に 合 ふやうな 愛橋の ある 美人が 多かった やうな 氣 がします-" とんだ 美人 論 

であります。 併し 西洋に 居る 間ば 虚心 で 西洋 の 長所と 短所 を審 に 裨 研究になる が 肝心と 存じ ま 

す c」 日本で も醫學 者、 氣象學 者 地震 學者 など はさう でもありません が、 物理 學者 なぶの 西洋 第 

一 主義 は實際 心細い 次第で これで は 永久に 頭の あがる 氣遣ひ はない と 思 はれます、 どうか 同志の 

協力で こ の 風 を 一 掃したい もの であります 

東京 は 梅雨に 雨が 少なく-. 中 M 暑さが ひどく 感じられます 老人に は 寒い より はまし です が 仕事 

の 能率 は 一向 上がりません、 相 變らす 怠け 方の 研究ば かりして 居ます、 七月 半 頃から 去年 行った 

星 野 a 崖 泉へ 一週間 位 行って、 それから 又 八月に" 一 邊 行って 來 やうと 思って 居ります」 日曜の 朝な 
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ど 「朝顔 や 朝 額」 とい ふ 賫聲が 聞かれる やうに なりました。 夾竹桃 や 睡蓮が 時 を 得て" 咲いて 居 ま 

す 

御健蔬 第一 に 御 研學を 祈ります 

七月 二日  寅彥 

小 平 玉 案 下 

乍 筆 末 令 夫 人に よろし く 御 鳳聲願 ひます 

一八 四 六 

七3- 四日 午後 w 時  > ヘトむ 本鄕 區駒込 曙 町 二  S: よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 谷 宇吉 

郎氏 へ 

毎度 御手 紙 難 有拜見 致しました， 寫眞 現像 法 御 示教 難 有う 御 坐い ました 早速 試みる やうに 致さ 

せまし やう。 別 t のぼ 槁 (高 野 多 田) 御 査收願 ひます 學士院 の-原稿 も 確に 落掌、 來十 二日の 會で 

轺介 致します。 校正 は少 生に 御 任せ 願 はれ &ば 好都合と 存じます" 滿洲 行いよ く 御决定 の由大 

慶 であります、 いづれ 其 節拜眉 出來る こと \樂 しんで ゐ ます 少生 例に より 大抵す つと 滞京 時ぷ 一 

寸.， と 杏 掛へ參 る こと . ^存じます。 

右 要 事 迄、 草 >、 

七月 四日  寅彥 

中 谷 大兄 玉 案下  - 
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一八 四 七 

七月 五 曰 木 午後 SI 昨-.^ 時 本 鄉區駒 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十へ 丁目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

御手：^ 拜見不 相變. -儿氣 で 押 勉強で 喜ばしく 存じます」 今 宅は彌 生と 私と ツル だけで 靜 です C 正 

一 一は 今朝^ 掛へ 行った 苦です、 私 は 十一 一日の 學士院 をす ませてから 四 五日 行って くるつ もりです- 

小 爲替で 十五 円 送ります。 それから 昨日 不二 屋で チヨ コレ— トを 達ら せました、 もし 届かな か 

つたら 一 寸 御知らせ 下さい 

今年の 夏 は 是非 水： 冰の 初歩 だけ 覺 えてお くやう に 希望し ます 

お 要 事 迄 草 i 

七 H: 五日  父より 

東  一 

I 八 四 八 

七月 六日 金 後 零時 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ淀橋 區上落 合 ニノ 五 九九 板 垣廳德 氏へ 

浪漫 古.. 叫と フ オト タイム ス御 惠與難 有う 御 坐い ました 「鵜 外と 冬彥」 はどう も 恐縮で 御 坐い ま 

したが 併し 矢 張 難 有う 御 坐い ます、 自分の かいた もの を 讀んで くれる 人 ほめて くれる 人 はあって 

も 正當に アブ レ シ H 1 ト して くれる 人 は 存外 少數 なやうな 氣 がします ので 大兄の やうな 知己の 御 

紹介 は 特に 嗜 しい 次第であります 尤も 此頃は 段ぶ 大衆 向 を 心掛けて いよく ジャ I ナ リズムの 


619 


成分 を 多量に 加味す る やうに なりました、 どうか 御 叱責 を 願 ひます そのせ いか、 自分で は 「柿 

の 種」 の やうな 讀者 意識の 少ない もの を 書いて 見たい 氣 がして 居ます。 しかし 頼まれる とやつ ば 

り 誘惑に 負けて しまって 慾 張った もの を か、 されます。 

「行動」 へ は 短 かいもの を やって おきました そのうちに 又 一度 拜眉 致し 度と 存じて ゐ ます 

右 御禮迄 

八月 五日 夜  寺 田寅彥 

板 垣樣玉 案下 

一 八 四 九 

七月 七日 土 午前 八 時- 1 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 II よ リ長野 縣北佐 久沓掛 郡 星 野？ i 泉 旅館 寺 田 正 二、 寺 

田 雪 子、 二 氏へ 〔はがき〕 

今 本鄕三 丁目 迄 浴後 の 散歩に 出かけて 歸 つて 来て 藤棚の 下 の 藤 椅子 で 休んで ゐ ると 西北の 空で 

盛に 稻妻 がして ゐる 事によると^ 掛邊で ごろ J/\ やって ゐる かもしれ ない と 思 ふ。 東京 はすつ と 

天氣で ひどい 暑さです、 あまり 暑い から 十三 日 あたり 出かけ やう かと 思って ゐ ます。 

黑 も元氣 ですから 御 安心なさい、 少し 淋しい と 見えて 夜來 客で も あつ てゐ るとの そ. （-應 接 間 

へやって 来ます。 

何 か 注文の 品はありません か 

七月 六日 夜 十 時 
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一 八 五 0 

七月 八 B 日 本 Irfel 駒 込^ 町 二 四よ リ板野 新 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有 拜見致 候、 過日 は失禮 御高 免 願 上 候 

贵 論文 拜見 興味深く 存候 

人工的 電流の 効果 是非共 御調べ の 程 蜀望致 候 

右 乍遲延 貴酬 迄 申述候 不盡  3  r  s 

七月 八日  寺 田寅彥 

板 野 新 夫樣玉 案下 

一八 五一 

七 nr 十日 火 午後 零時. 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 山の 脇 藤 田太郎 氏へ 、 _  F 

先日 は 御手 紙 難 有拜見 致しました 叉 展覽會 目 錄と寫 眞も拜 見、 展覽會 は 盛况の 由に てナ 慶と存 

じます、  0 

乍 日 「秋 庭 一 が ISI きまして 多大の 喜びと なつかし さ を もって 披見 致しました  t 

會 場で 見た 時 はこれ 程 大きい ものと は 思 ひませんで したが 茅屋 內で 見る と 仲  > 、大きな もので 

きました つ 鴨 Inp の 上に はか k りません ので 適當 なる 壁面 を考へ て 居ります 

額緣 はなるべく 適當な もの を 見合せ まして 作らせる 事と 致します。 • 出來 上って 掛けましたら 御 
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報 申 上 度と 存じて 居ります 

少生數 日中に 信 州^ 掛驛の 近くの 星 野 温泉へ 參り四 五日 滯 在して 來ゃ うと 思って 居ります カク 

し. おりで 搶具箱 を もって 行って スケッ チ板 でもよ ごして 來ゃ うかと 樂 しみに して 居ります 

右 卸禮迄 草よ 申 上げます、 時候 柄な ほく 御 自愛 の 上藝術 の 爲御 精進 を 祈り 度と 存じます、 

七月 十日  寺 田寅彥 

藤 田； 1 伯 玉 案下 

一八 五 二 

七月 十 B 火 午後 八 時— 十. 一時 本鄕 駒 込 曙 町 .；四 より 札 峡市北 人條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

唯今 鄕 里から 伊野部 伯 a? 上病氣 危篤の 電報が ありました、 今度 は 多分 六 かし い 事と 思 はれます- 

私 は 色- M さしつ かへ て 乍 殘念歸 省出來 ません 

右 一 寸御爲 知 迄 草 . - 

七月 十日 

一八 五三 

七月 十 IB 水 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國 大學 理學部 物理 學敎室 米 W 勝 

彥氏 へ 

御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 粉体の 力 學に關 する 色ぶな 實驗 大變に 面白く 有益と 存じます。 
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彈性 波の 實驗は 地震の 方で も最 表層の 土壌な どに は 幾分 應 用され る 見込が あるので 一 層 有益と 

存じます。 傳播 速度の 外に 波の ヱ ネル ギ ー の 疲弊 率 測られる と 一層 有益 かと 思 はれます。 叉內部 

摩擦の 多い Media では 彈性波 速度 も 波長の 函數 となり 從 つて 群 波が 存在 するとい ふ 理論に なつ 

てゐ るが、 これ が實証 される と 面白 い と 思 ひます 

次に 棒 を 突き さし 引拔く 實驗も 面白いで すが、. 此れに は 土木 ェ學の 方で 杭 打ちに 關 する 理論が 

あり、 杭に よる ストレス ス トレ ー ン の 分布が 研究され てゐる やうです からこれ は 御參考 になる と 

思 ひます： ガイ ガ ー シヱ ー ルの ハンド ブフ、 デル、 フ イジ ー クの 中の ブラス チシテ —篇 にも 幾分 

あつたと 思 ひます が、 土木の 先生に 御 聞き に な る と 杭 打ち の 場合 の 詳細が 分か ると 思 ひ ます 

御 研究の 結果 は 逐次 御發 表になる こと を 希望し ます。 段よ この 方面の 研究者 も 多くなる やうで 

すから 相互の 刺戟になる と 存じます 

なほ 御 自愛 御 研究 を 祈ります 

七月 十 一日  寺 田 寅彥. 

米 田樣玉 机下 

一 八 五 四 

七月 十一 日 水 午後 零時 四時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ世 E 谷 區北澤 ニノ  一二 二 渡部哲 

氏 へ  . 

御手 紙拜見 致しました、 大分 暑さが 酷し いので どうかと 思って ゐ ましたが 格別のお 障り もな く  „^ 


大慶に 存じます。」 學 校の 事で 色. -御考 への やうです が、 万事 は 健康 恢複の 上の 事です から、 鬼 

も 角 も 本年度 休學 して 養生 專ー にな さった 上. いよくよ くな つてから 將來の 針路 を考 へても 大 

丈夫 間に合 ひます からさう いふ 問題 は 一 切 放棄して 吞氣に 併し 注意 深く 養生が 肝要と 思 ひます。 

一 年 や 一 一年 休んでも 長い 生活に とって は 何でもない ネグリ ジブ ルな ものであります。 寧ろ さう い 

ふ 休養 は 人生に 必耍 かも 知れない と 思 ふ 位であります。 目前の 小 障害に 余り 氣を .M ら すの はつ ま 

りません。 寧ろ 此の 機會を 利用して 從 前よりも 一層から だ をよ くし 精神 もき たへ て將 來に備 へる 

が 肝心と 存じます 、 

風邪 を 引かぬ こと、 腹 を こ はさぬ こと、 暑い 目に 會 はぬ 事 此の 三つが 大事の やうであります。 

それから 先き の 事 を 余り 考へ 過ぎる の も 毒の やうであります。 その 日，/ \ 'の養 生 を 怠らす、 さう 

して 適當な 誤樂を 求めて のんびりした 氣持を 養 ふやう につと める のがい 、と 思 ひます。 俳句 を や 

ると か i 緒 を かくと かい ふこと も 妄念 を 排除す る 効が ある やうであります 讀書 も小說 など は 余り 耽 

るの はよ くない かも 知れません、 興奮し ないやうな ものが い、 でし やう、 岩波 文 車の 「n 比 虫の 生 

活」 などの やうな もの もい、 かも 知れません 

右 御 返事 迄、 どうかな ほく 御 養生 願 ひます 

七月 十 一日  寺  田 

渡 部 君 机下 

一 八 五 五 
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七月 十一 日 水 .： 十 後 四時.— 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅館 寺 田 正 二、 寺 

mal 子、 二 氏へ 〔はがき〕 

昨日 午後 國 から 電報が 來て 伊野部の おばさんの 病氣 危篤との 知らせが ありました、 私 は 色 よの 

都合で 歸省は 出来ない が、 併し あとの 電報の 次第によ つて は 十三 日の 星 野 行 は 少し 延ばす かも 知 

れ ません、 どうか 左様 御 含 置 下さい」 

東京 は 昨日から は 特別に 蒸 暑くて、 降りさう で 降らす 晴れさう で 晴れす 重苦し い 天候で ありま 

す 

右 要件の み 草よ 

七月 十 一 日 

I 八 五六 

七月 十三 日 金 午前 八 時.： 十二時 本鄕 -51: 駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣北佐 久郡沓 褂星野 31 泉 旅館 寺 田 ずニ 一、 

寺 田 雪 子、 二 氏へ 「はがき〕 

伊野部の おばさん 十一 一日 午前 十 一 時に 亡くなられ たと 唯今 電報が ありまし たから 御爲知 致し ま 

す.」 三人で 重 一 郞ぉ美 慕さん 宛の 見舞 狀を 出した 方が い、 でし やう、 二 咼知縣 土 佐 郡 朝 倉 村 宛) 

十四日に もし 都合つ けば そちら へ 參 ります 

七月 十一 一日 
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一八 五 七 

七月 十三 曰 金 午前 八 時-: 卞ニ時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十へ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

拜；^ C 伊野部 幸 子 本日 午前 十 一 時 死去の 電報が ありました 右 御 爲知迄 

七月 十二 日夜 

見舞 狀は高 知 縣土佐 郡 朝 倉 村 伊野部 美 嘉子同 重 一 郞兩人 宛に 願 ひます 

I 八 五八 

七月 十 =1 日 金 午前 八 時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ 京都府 宇治 郡 宇治 村 木 幡中尾 方 松根璺 次， 郞氏 

へ 〔はがき〕 

諸 所よりの 御 便り 難 有う、 こちらから はなんだ かへ 送っても 届く かどう か 分らん やうな 氣 がして 

とう/ \ 御無沙汰- 犬 事件 も 事なくて 大慶、 びっくり したでし やう、 少 生なん だか 用が 多くて 暑 

いのに 休養 も 出來す 併し 幸に 無事、 十四日から 一寸 昨年の 星 野へ 出かけて 十八 日に 又歸 京、 來月 

になって 叉 又 出かける 豫定 です、 だから 一 一十 日の 金曜 もし 君が 都合が よければ 會 合が 出来る かと 

存じます」 安倍 君に は 昨 十 一 日の 晚會 合、 此れ も 一 一三 日中に 北 軽 井澤へ 行く らしい、 

余事 拜 眉の 上 草 M 

七月 十一 一日 
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一八 五 九 

七月 十四 B  土 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 松 山 規範 氏へ 〔封筒な し」 

御手 紙 難 有拜見 致しました 先日 は 折角 御 尋ね 下さい ましたのに 不在で 失禮 致しました、 長 岡 先 

生に 詳細 御說明 下さった さう で それです つかり 諒觯を 得られた 事と 存じます、 ^^し何ょりも結果 

の 面白 いもの を 獲得して 先生の 御 疑念 を 晴らす が 肝心と 存じます、 いよく 近日 御 出かけの 由、 

此度は 中々 の 御 骨折れと 被 察ます が 何卒 十分 御 自愛 健康 第 一 として 其 上に て御收 獲の 大 からん 事 

を 切望 致す 次第で 御 坐い ます" これ だけが 少 生の 「注文」 で 御 坐い ます、 少生 ももう 廿年も 若い 

と 行って 見たい やうな 氣か 致します、 さう して 生きた 坰瑚の 表面の 海水の 流路 と、 あの 不思 儀な 

輪廓の 形狀 との 關係を 研究した いやうな 氣 がします" サボ テ ンの やうた 形 をして 外 圍に縱 に 並行 

した 溝の あるの など は、 たしかに 此れに 沿 ふ 柱 狀渦狀 の 水の 運動 を 便に して 水の 交換 從 つて 食 舞 

の 攝取 に 有利な やうに する もので ないかと 想像され ます。 對流 の 原動力 は 塩水 濃度 差 による かと 

思 はれます C これ は脫 線であります が、 もし 何處 かで 珊瑚 研究者の 變り ものに 御會 ひで したら 御 

話し 下さい 

熊 谷 君に もまし く 御傳へ を 願 ひます、 

どうか かへ すく 御大 事に、 さう して 此の 有意義な 仕事の ス ク ー トを 首尾よく 御 開始になる 事 

を 切望 致します 

七月 十四日  寺 田寅彥 
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松 山 學兄玉 机下 

二伸 新 城さん にも どうかせ 敷 御 鳳聲願 ひます 

一 八 六 0 

七月 十五 日 B 午後 四時— 八 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

拜啓 四手 井さん の 論文 は 十一 一日 學士院 から 歸宅後 受取り 間に合 はす 殘 念でした、」 

〔中略〕 

擧士 院の此 次の 會は 十月 十一 一日で そのと きの 講演が 印刷になる の は 十 一 月 初旬と 思 ひます。 そ 

れ故 もし 急ぐなら 寧ろ 他の 雜 誌の 方が よく はない かと 思 ひます： 數 物に 藤 岡 君に でも 代讀 して 貰 

つたら 如何で しゃう、 或は 藤 岡 君に 紹介して 貰って 理硏 報告に 出す こと も出來 はしない か、 それ 

な ら ば 本 月末 迄 に 提出 すれ ば 來月は 印刷 になり まし やう 鬼に 角 御 相談 の 上適當 に 御 指揮 を 仰き ま 

す。 

少生 昨日 あたりから 信 州 へ 出かける 予定の 處梅 雨風の 天氣で 寒くて 東京で さへ ふる へ さう だか 

ら 中止 暑氣の 襲來を 待って 居ります c」 ；廋は 休暇 はなくても 色 >A の會議 などがない ので 何となく 

のんびり してい 、氣 持であります、 此頃は 暑い 日の 午後 は 映画館の 冷却 装 澄の ある 處を 順覽 する 

ことにして 居ます、 日 比 谷 劇場 は 五十 錢で人 場出來 て、 それで 少し 凉し 過ぎる 位 だが 毎日 行く の 

も變 なので 困ります 

右耍事 かたく 草え 
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七月 十四日  寅 彥 

中 谷 君 玉 案下 

君の 論文 はたし かに 提出して おきました、 校正 御 任せ 願 ひ 度 

一 八 六 I 

七月 十五 日 日 午後 四時 1 ベ 時 本 鄕區駒 ひひ 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？ i 泉 旅 ire 寺 正 二、 寺 

E 雪 子、 二 氏へ _: はがき」 

毎度 御 便り を 難 有う、 出かけ やうと 思 ふと 冷 凉の天 氣が續 いて、 これで は 折角 出かけても 寒が 

り屋の 私に は 苦しみに 行く やうな もの 故豫定 を變更 して 天候 回復 を 待つ 外 はなくな りました どう 

か惡 しからす、 御 注文の チ— スは 今日 デパ— ト から 送らせ まし やう、 樂譜は 私の 行く とき 持って 

行き まし やう. に 今日 も 曇りで、 メリ ヤスに ネル を 重ねて 未だ 寒い 位 故杏褂 では 全く 火鉢が 必耍 

と 思 はれます-」 併し いくら 何でも 一 一三 曰 中にはよ くなる でし やう」 庭 へ 新しく 花壇 を こしら へ ま 

した、 歸 つたら 大分 様子が 變 つて ゐ るで しゃう c」 猫 も 無事です から 御 安心 下さい 

七月 十五 日 

一八 六 一一 

七月 十五 e 日 午後 四時 ベ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 よ リ本鄉 區駒込 £ 片町ー 〇 藤 岡 由 夫 氏へ 〔はがき〕 9 

拜^ 甚だ 勝手です が 都合に より 少 生の 音樂 稽古 は 九月 迄 全部 御休みに したいと 思 ひます ので、 ぬ 


十八 R の トリオ も失禮 して 信 州へ 參り 度い と 存じます。 どうか 惡 しからす 御 願 ひ 致します。 但し 

二十 三日の セ B は、. もし その 頃 在京なら やり 度と 思 ふので 酒 井さん に はもう 少しして から 交涉致 

します。 右惡 しからす 

一 八 六 三 

七月 十五 B  0 本鄕ー te: 駒；；， 曙 町 二 四より 板 野 新 夫 氏へ 〔封筒な し〕 

拜復 實驗の 方法、 御 考案の 通りに て 御着 手 結構と 存じます" 一番 見當の 付け かねる の は 電流 

強度の 問題であります が、 先 づ御考 の 通りで やって 見 度と 存じます。」 アンテナの 場合 は、 ノル 

マルな 地球 電場 を 毎 米 百 ボルトと 見れば、 アンテナの 高さ H として 100x11  volt* がか、 つて 居 

る譯 であります： 併し 徽菌へ の 影響 は 寧ろ 電流 密度に よると 思 はれます ので、 此れ は 電極の COU- 

figm-atioll により、 場所の 函數 として 色  > 、になります。 それで 

圖の AB に 極 をお けば、 極の 周圍と 中間 は cm-rent  (121sity 大き 

く、 それから 器の 周緣に 近い 程 弱くな ります 從 つて 器內の 各所 

で 最大から zero 迄の あらゆる. * の 密度が 配布され て 居ります。 

此 事から 考へ ると、 少し 强 過き ると 思 ふ 位の total  cun.21t を與 

へて おいて、 さう して 器內の 如何なる 場所に 如何なる 事が 生す る 

か を 見る の も 一 法 かと 存じます が. 如何 哉 

序ながら、 從來 植物と 電 氣に關 する 研究で は 一体に 電流の in- 


630 


年 九和昭 


termittelKS に よる 剌戟 を轻視 して 居る やうな 氣が 致します が、 愚見で は 生物に は 一体に 凡ての 

刺戟の 適當な 間歇 性と いふ 事が 非常に 重大で はない かと 思 はれます" 空想で はあり ますが 參考迄 

に 申 上げます 

右 要 事の み 草 . 

七月 十五 日  寺 田 寅 

板 野 新 夫樣玉 案下 

I 八 六 四 

七月 十六 日 月 午前 八 時. 十二時 本鄕 Isi: 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙薹 市 北 二番 丁 六 八 小 宮 豊隆 氏へ 〔はがき〕 

其 後 御 健康 如何、 醫 者に 診せ ました か、 

唯今 西 鶴の 五 人 女 を 見て ゐ たら (岩波 文庫)^ 頁 一行 目から 二 行 目に かけ 「濁水 大か たかす 

りて」 と ある。 此の 「かする」 が 「油 かすりて 宵寢」 の 「かすり」 と 同じで ないかと 思った ので、 

疾に 御存じ かも 知れす、 又 あの 議論の 時旣に 引合に 出た かも 知れん が 一寸 忘れぬ ために 御 報 致し 

ま づ. 

松 根 君 未だ 歸ら す、 安倍 君 はもう 北輊 井澤 かと 思 ひます、 少生も 二三 日中に 杏掛に 行き 廿 二日 

には歸 るつ もり- ■ 君の 上京 は 何日 頃になります か 

七月 十五 日 
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一八 六 五 

七月 十八 B 水 ャ後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 芝區 新橋 七 ノーニ 改造 肚 「俳句 研究」 編輯 部 伊 

澤元美 氏 へ 

謹啓 本日 はわ ざく 御 来訪 生憎 不在に て失禮 致しました 「俳句 硏究」 に 原稿 御所 望で 光 榮と存 

じます が 月末 は 色よ 多用で 乍遣憾 御委囑 に 背く 外 無 之 右 何卒 不惡 御 諒承 の 程 を 願 ひます 

右 不取敢 御 返事 迄 草 述べます 不盡 

七月 十七 日  寺 田寅紊 

伊澤 樣玉 案下 

一 八 六 六 

七月 二十 一日 土 午前 八 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛虽 野？，！ 泉 旅館 寺 E 正 一一、 

寺田彌 生、 寺 田 雪 子、 =1 氏へ 〔はがき〕 

天 氣が惡 くて 見合せ て 居る うちに 少し 風邪 を 引き、 それに 校正の 急ぐ のが 今明日に やって 來る 

ので 又 二三 日出 發が おくれます。 そちらで は 雨で 御 返 屈と 事と 氣遣 ひます が、 御 健康で 大慶で あ 

ります。 昨日 一 寸 晴れた が 今日 又 曇り 但し 少し 蒸 暑くな つたので いくらか 順調に なり かけた かと 

思 ひます。」 今日 一二 越で 「夏の スポ ー ッ展 覽會」 とい ふの を 見て ゐ たら、 自動車 會 社の 出品と し 

て 例の ミス ォ— スチ ン のピク 二 ッ クの四 人グル ー プ寫眞 が 出て ゐる。 幸に 人名な ど は 書いて ない 
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から 安心し ました- -ノ キ アン ビングの 眞も 出て ゐ たが、 これ も何處 かの 令嬢ら しい。 

一八 六 七 

七月 二十 五 曰 水 午後 零時： 四時 長 ©. 縣北 佐久郡 沓掛星 野溫泉 旅館より 目黑直 自由 ヶ丘 自由 ヶ丘 アバ ー 

ト寺 EE 正 二 氏へ 〔はがき〕 

唯今 星 野 着 カバ ンを 開けて 見て 氣 がつ いたが 文學 部の 水 野さん から 何 か 冊子 人り らしい 郵便物 

が 來てゐ たの を 星 野へ 來て 渡す つもりの をす つかり 忘れて ゐた" 大 失策。 そちらへ 送らう か、. そ 

れ ともこ ちら へ 置かう か 至急 御 返事 を 乞 ふ 

七月 廿 四日 

一八 六 八 

七月 二十 五 曰 水 午後 零時： 四時 長 野 縣北佐 久郡星 野溫泉 旅館より 鶴 町 "區 中央 氣象臺 中 野猿 人 氏へ 〔搶 

はがき〕 

君の 蝙蝠 伞と 論文 を 取りに 來て 頂かう と 思 ひながら つ ひくす るけ て、 その ま、 信 州へ 來 てし 

まひました 0 筒井 君に 賴ん でお きました から、 いつでも 御 序の 節理 研へ 取りに 來て 下さい。 伞は 

少 生の 机に 向 ふて 左の 窓 脇の 幘子 かけに かけて あり 論文 は 机の 上に 「中 野 君 論文」 とした 袋入り 

でお いてあります 

七月 廿 四日 
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一 八 六 九 

七月 二十 五 B 水 午後 零時 1- 四時 畏野 縣輕 井澤 町より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 -次郎 氏へ 〔檜 はがき〕 

やっと 御舆が 上がって 當 地へ 參 りました、 一年 目に 來 たやうな 氣 がしなくて、 一寸の 間 留守 を 

して 居た やうな 氣 がする。 しかし 一年た つた 証 據には 色. ^様子が 變 つて 居る 点 もあって 面白い。 

天 氣は惡 いがわり に 寒くなくて 仕 合せです 

七月 廿 四日  寅 

一八 七 0 

七月 二十 五 B 水 午後 零時. 四時 畏野縣 北 佐 久那水 H 掛 野？ i 泉 旅館より 目 黑區駒 場 町 東京 帝 國大學 航空 

研究所 m 中 信、 榊 原 茂樹、 一一 一宅修 三、 一一 一氏へ f 檢 はがき〕 

天氣は 悪い がとう く 出かけて 參 りました、 山で は鶯 がな き 力 ッ コ ー がな き 時鳥が 鳴き 鴉 力 鳴 

き 池で は 家鴨が 鳴いて 居ます。 淺 間が 一 寸 噴いて くれる と 面白い が こればかり は 注文が き 力ない 

利き 過ぎても 大變 であります。」 時候 柄 どうか 御 自愛 を 祈.^ ます 

七月 廿 四日  . 

一八 七| 

七月 二十 五 B 水 午後へ 時： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  W より 大森區 田 圃 調 布 四 ノー  一二つ 山 口 生 知 氏へ 
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謹啓 先日 は 結構な メ  ン御 惠與に 預かり 難 有う 钾坐 いました 中々 美味で 七十 五日 位は壽 命が 

延びた やうであります 早速 御 禮を申 上げる i 舌の 處を 無精で 御無沙汰 失禮 致しました 

右 乍遲延 の御禮 まで 草え 

七月 廿 五日  寺  田" 

山 ロ樣玉 案下 

一八 七 二 

七月 二十 六日 木 午後 四時. 八 時 長 野縣北 佐久郡 沓褂星 野？，！ 泉 旅； より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物 

理學敎 室 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔獪 はがき〕 

御手 紙當 地で 拜受、 四手 井 君の 論文 を 敷物の 方へ 廻す やうに 理 研の 硏究窒 諸君に 賴 みの 手紙 を 

出します から 左様 御 含み を 願 ひます」 廿 四日に 當 地へ 来てから 毎日 雨が 降って 寒くて 「超 避暑」 

であります、 仕方がな いから 池の 家鸭の 研究 をして 居ります、 休暇 中 をす つと 御 勉強の 由 どうか 

健康 御注意の 上 に て 御 研究 を 祈り ます 

七月 廿 六日 

少生 七月 末歸 京し ます 

一 八 七三 

七月 二十 六 B 木 午後 四時. ベ 時 長 野 縣北佐 久郡水 E 掛星 野溫泉 旅館より 東京 市 杉 並 區 上 荻 建 五一 五 吹 田 
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顺助氏 へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 御 示教に より 一 一十 余 年来の 疑問が 水 解 致しまして. 誠に 難 有う 掷坐 

いました、 今でも 同じ かも 知れません が あの 頃の 流行語で フ ァ モ ー スと いふ 形容詞が あって 何で 

も かで もェ スイス トャ —フ ァモ —スを 聞かされた ものでした、 それから コ ロサ ー ルも隨 分 减茶苦 

茶に 濫用され て ゐた事 を 思 出します 

指先で 額の 前に 円形 を 描く あの 手眞似 もなん だか 獨 逸人に 固有で はない かと い ふ 第 力し ます 力 

如. 可な ものに 哉， 尤も 英國人 ゃ佛國 人と は 余り 交際し なかった からさう いふ 機會に 接しなかった 

のか も 知れません が 鬼に 角 中え 面白い シ ム ボルと 思 はれます 

どうも 御 示敎難 有う 御 坐い ました 右 御禮迄 草ぶ 

七月 廿 六日  信 州れ 掛星 野溫 泉に て  寺 田 寅^ 

吹 田 順 助樣玉 案下 

一 八 七 四 

七月 二十 八日 土 午後 零時！ 四時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？ i 泉 旅館より 札 幌市北 六條西 十八 丁 g 阿部 方 

寺 m 東 一氏へ 〔はがき 寄せ 書 (他の 文面お 略 >,| 

毎日 寒くて 多分 札幌 より は凉し いだら うと 思つ てゐ ます 

一八 七 五 
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七月 一一 十八 曰 土 午後 零時 四時 畏野縣 北 佐 久郡水 3 掛星野 SI 泉 旅 誼よ リ神奈 川縣逗 子 町 新 宿 福島浩 氏へ 

一. 椅 はがき】 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 少生廿 四日から 當 地へ 休養に 參 つて 居ます が卅 日頃 歸京 致す つも 

りで 御 坐い ます、 當地も 天 氣が惡 くて 寒 過き で 困って ゐ ましたが 今日は 珍ら しく 天氣で 少し 暖く 

なり さ うであります 

御 養生 專 一 に 存じます 

七月 廿 八日 

一八 七 穴 

七月 二十 九 B 曰 午後 零時 四時 長 野縣 北； ffi ク、 郡 杏掛星 野？，！ 泉 旅 節よ リ淀橋 區 上 落 合 ニノ 五 九九 板 垣應 

德 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました 少 生も廿 四日に 參 りまして 日々 霧の 中 を 歩き！； つ て 居り ましたが 明 

卅 日に 歸京來 月もう 一 度 出かける つもりで 居ります、 その 節 一 度 御 尋ね 致 度と 存じて 居ります 

七月 廿 九日 

I 八 七 七 

七月 二十 九日 S 午後 零時 四時 長 野 縣北佐 久郡水 3 掛星 野？，！ 泉 旅 誼よ リ杉 並- 511 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 

金 古 氏へ r 搶 はがき〕  . 
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s 手紙 難 有拜見 致しました 折角 御 尋ね 下さった のに 留守 で 失禮致 しました 少生 明日 あたり 一度 

歸京 それから 又 出直す つもりで 居ます、 貴 槁は歸 京の 上拜見 致す のを樂 しんで 居ります 

當地 もやつ と 昨日から 天氣 になり 高原ら し い 氣持か 味 はれる やうに なりました 

七月 廿 九日 

一八 七 八 

七月 一一 一十一 B 火 午後 四時， ー 八 時 本 鄉威駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野溫泉 旅館 寺 田 正 二、 

寺 EE 彌生、 寺 E 雪 子、 一一 一氏へ 〔はがき〕 

事に 歸り ました、 松 井田 邊 まで 霧で 關東 平野へ 下りても 一 向暑くな く 東京 も凉 しくて メリャ 

スが ほしくな りました.. 夜中から 雨で 今朝 も 降って 居る。 雨 外套が ほしい 位です。 歸 ると 郵便物 

が 高 一尺 五寸位 堆積して 居り、 電話が 來る、 夜 は 早朝 宇田さん が來て 話し込まれ 今朝 ももう 電話 

が 三つ」 理 研は廿 九日から 五日 迄が 休み ださう で 少し 豫定が 狂った、 もし うんと 暑くな つたら 五 

日 迄のう ちに ニ晚 泊り 位に 行かう かと も 思って ゐ ます、 東 一は 未定の やうです、 昨日 戀 人から 電 

話が か \ つて 出かけて 夜お そく 歸っ たやう でした」 里？ 助 は 非常に 喜んで 大ゴ 口く であります、 

實に兔 えと ふとって 重くな りました、」 風邪 を 引かぬ やうに 御注意 を 願 ひます、 正 二 は齒醫 者へ 

行きました か、 つねの 眼藥 怠らぬ やう 

七月 卅 一 日 
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一八 七 九 

七月 下； a 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 大森區 田園 調 布 四 ノー  三 〇 山 口 生 知 氏へ 〔封筒な し〕 

先日 は 結構な メ  £1 ンを難 有う 御 坐い ま， した あれ は 近頃 食った メ  。 ン 中で 最も 美味な もので 御 坐 

いました、 どうも 御馳走様でした うまかった と 云った だけで つ ひく 御 禮を申 上げる の を 失念 

して 居ました、 さう したら 今日 余りう まくない メ  a ンを 食った ので やっと 思 出して おくればせの 

御 禮狀を かきます 

どうも あ 御馳走様で 御 坐い ました 

寺 田寅彥 

山 口  ^1?; 玉 案 下 

I 八 八 0 

八月 IB 水 午後 四時.. へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣北輊 井澤 法 政大學 村俱樂 部氣付 安倍 能 成 氏 

一 〔はがき〕 

昨夜 歸京， 今日は 多分 小宮 君が 御 尋ねした 事と 想像され ます、」 廿 九日に は 星 野から 製材所の 

ト 口 の 執 道 を傳っ て コ セ. ポ值泉 迄 溪流沿 ひに ハイキング を やった が天氣 がよくて 中よ 愉快でした、 

コ セか らも 電鉄 は 失敬して 三 笠 ホテル 迄 ハイ キ ングを 継績. 鬼に 角 近來の 大奮發 でありました、 

星 野から， fH 瀬 迄と 小 瀬から 軽 井澤 迄と で 森林の 様子が 大分ち がって 居て 面白かった、 君の 歩かれ 
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た 道と は 多分 全然ち がふ 事と 思 ひます」 今年 は 植物の 方 は 少しな まけました、 去年 折角 覺 へた 草 

の 名 を 今年 はすつ かり 忘れて 居て 思 出せない ので 一 方なら す 勇氣を 沮喪して しまった やうで あり 

ます。 植.^ よりも 人？？ 採集の 方に 商買換 して 息子の 嫁で も搜 さう かと 思って ゐ ます、 さう いふ こ 

とに はいくら かの チヤ ン スが ありさう であります、 尤も これ はと 思 ふやうな の は 大抵 約定 濟 らし 

いから、 まづ /\ 夢の やうな 話であります 

七月 景 一 日 

一八 八 一 

八月 六 B 月 午後 零時！ -四 咛 本 鄕區駒 込 曙 町て 四より 畏野 縣北輕 井澤 法 政大學 村 藤 井別莊 安倍 能 成 氏へ 

八月 四日の 御手 紙 難 有く 拜見 しました。 少生歸 京したら いろくと うるさい 事が 待 受けて ゐて 

神， W 衰弱 を 回復した やうです。 十一 一三 日頃もう 一 邊信州 へ 出かけ やうと 考へ てゐ ます。 

いっかの 御手 紙の 件です が、 あれ は 勿論 誰れ にも 話さす ヒ ン トも與 へ す 此点御 安心 願 ひます 

^柿の 小品 面白く 拜見 しました。 鳥の 嗚聲は 少生も 大分 疑問 を もって 居て 考へ てゐ るが 時鳥の 

飛びながら 鳴く の は 反響に よつ て 暗中 叉 霧中で 地形 を 測量し 針路 を覺 知す るので ないかと いふ ヒ 

ン トを 得て それ をた めし 度い と 思つ て 居ます。 

英國の Cuckoo の 事 を 書いた の を 見る と 高聲で cuckoo と 鳴く の は 雄で. 雌 は 水の bubbling 

に 似た 聲を 出す とあります。 

去年 星 野 y 潭山？ i 鴇が 居た のに 今年 はちつ とも 居ない のが 不思議であります。 時候のお くれて 
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ゐる爲 かも 知れない が、 もし 今度 行っても 居なかったら、 此れ も 一 つの 問題になります 

息子の ブ ラウトに 關 する サヂ エス ショ ン難 有う 御 坐い ました、 一 つ フラウと 相談し ましてから 

もっと 詳しい  <l:ita を 御 願 ひする かも 知れません、 どうか 其 節よ ろしく 

明 夕 岩波 君 の 案內 で 軍務 局長と 會ふ 害. で 藤 原 # 、平 君 も 助 大刀 に 出て くれる さう であります 

.< 小事 後便に て 草. - 

八ガ 六日  寅彥 

安倍 大兄 玉 案下 

一 八 八 二 

八月 六 曰 月 午後 零時 ：- 四時 本 鄉ぼ！ 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八小宮 登隆 氏へ 

先日 は失禮 致しました"」 神 田の 古本屋で 有朋堂 文庫の 西 鶴 文集 中に 置 土産の あるの を 發見購 

人し ました。 なる 程 色  > 、面白 ぃ處が ある やうであります 

「かする」 に關 する 馬 琴の 用例 左に 

岩波 文庫 「胡蝶 物語」 ^頁 八 行 ゆ 

： か ^ あ 手 束の 水髮は 留錢を かする にあら す 一 

此れ も 僅少な 殘 it を こすり 取る 意味が なく はない。 一寸 面白い こと は アラビア 語 kasil-a に は 

「損失す る 一 の 意 あり。 欠乏に 通じな く はない C 

「力つ/ \ 一  の 一 かつ」 も 「かする」 の 一. かす」 と 同源で あるか もしれ ない。 
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右 用事の み 草ぶ  ^ 

八月 六日  寅彥 

豐隆 大兄 玉 案下 

一 八八ミ 

八月 穴 日 月 午後 零時 ill 時 京 橋 K 銀座 資生 堂より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野溫泉 旅館 寺 田 正 二、 寺田彌 

生、 寺 田 雪 子、 一一 一氏 へ 〔はがき〕 

其 後 御無沙汰 しました 近况 はつる 子 女史より 御 聞 取の 事と 存じます、 昨日 迄 は 梅雨 氣が拔 け 切 

ら なかった が 今日 こそ 何處へ 出しても 恥 かしくない 夏の 土用 日和で 爽快な 南風が 暑い 日照 を 和ら 

げて 居る やうです。」 唯今 資生 堂で 休息して ゐ るが うしろの 卓子で 氣狂 ひの 喧嘩 かと 思 ふやう に 

高聲で 論じ 合って ゐ るの を 何事 かと 聞く とゴ ル フ の歸 りら しい 一 一人 連で 今日の 出来ば へ を 論じ 自 

慢しコ ー スを 始めから 終まで 復習して ゐる らしい のです、 幸福なる 人、、 であります。」 私 は 今週 

中に 改造 社の 講 坐の 原 槁を片 をつ けてから 星 野へ 行き度いと 思って ゐ ます"」 東 一 も 今日 行く と 

云って 居ました、 今度 は囊 中が 軽い らしい から、 皆さんへの 恩惠の 希望 は 稀薄ら しい 

皆さん 健康 第一に 願 ひます 

八月 六日 

一八 八 四 


八月 六 曰 月 午後 四時. 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 

先日 は 珍ら し い 御菓子 を澤 山に 御 送り 下さいまして 難 有う 御 坐い ました 扱て、 御 預かりの 原搞 

面白く 拜見 致しました がそれ につ き 心 付きた る 点 を 申 上げます 

暴風が 「火 を 挾む」 と あるの は 御說の やうに F51m の 場合 も あるか も 知れません が、 これ だと 

. ま を 伴 はない と 思 ひます、 然るに 日本で は 所謂 塩 風なる もの 、爲に 草木の 葉が 黑く 枯死す る 事が 

あります。 臺灣の は海濱 からどれ だけ 離れた 處か 不明で 困ります がさう いふ 可能性 も あるかと 思 

ひます。 麒轔颱 と あり 颱の 一種と すれば どうも 唯の 空風で なく 暴風で 雨 も 伴 ふので はない かと 思 

はれます が 如何 哉。 フニ  —ンで 石柱が 破損す る 程 強い 風速 も 珍ら しいかと 思 はれます 

£  土 小石 氏の 記事に ある 明治 三十 一 一年 八月の 土 佐の 暴風 は 少生も 暑中休暇で 歸省 中で 遭遇し ました 

が、 その 時 親戚の 老人から 聞いた のが、 覺 束ない 記憶に よると 一風の かたまりが 來る ときには 空 

が 一 面に 明るくなる、 あれが ヒグッ (火 龍) とい ふ もの だら う」 とい ふ 意味で あつたと 思 ひます。 

此れに 關 する 一 つ の考は 次の やうな 事 も あり はしない かとい ふこと であります 雨 夜で も 幾分の { 仝 

の あかりが あって 地上 を 照して ゐる。 そこで 強い 風が 來て 樹木 を ゆする ときに 樹 葉が 裏 を 返へ し 

て 一体に 白つ ほく 見える。 叉 軒 近く さ を 掩蔽して ゐる 梢が 麼き 傾いて { 仝が 露出す る、 其 他 類似の 

原因で 視界が 一 時 明るさ を增 す。 それが 右 記の やうに 見へ るので はない かとい ふ 事が 想像され る。 

それから、 風に 吹き ちぎられた 葉 ゃ枝片 などが けし 飛ぶ のに 空 明りが 映 じて それが 火の 子の 飛ぶ 

やうな 錯覺を 起こす ので はない かと いふ こと も 想像され ます。 此の 暴風の 夜と き. <\..戶 のす き 間 

から 庭を舰 いた 記憶が あります が、 どうも 戶 外が 眞 暗で なくさ 明かりが あった やうな 氣 がします。 


"詩がない ので 月齢 を 調べる ことが 出來 ません し、 又舰 いた 時刻が 不明 だから 何とも 分かりません。 W 

右 心 付いた まトを 御參考 迄に 申 上げます 草 i 

八月 六日  寺 田寅彥 

者樣玉 案下 

二 仲 木蓮の 葉の 光りが 火の玉になる 例 も あるから、 暴風 中の 火の玉の うちに は、 風に 吹 飛 

V< さ^た ものに 空 明り か燈 火の 映 じたの も あるか もしれ ない と 思 はれます。 再拜 

一八 八 五 

八月 八日 水 午後 四時 ん時 本鄕區駒込曙町ニ四ょリ畏野縣北佐入郡沓掛晃^^?,!泉旅誼寺£東ー、 寺£ 

彌生、 寺 W 雪 子、 一一 一氏 へ 〔はがき， J 

其 後 如何 御暮 しです か、」 正 二の 無鉄砲に はすつ かり 驚いて しま ひました、 自分の 体力に 對す 

る 認識が 欠けて ゐる。 途中で 熱 を 出す か歸 つてから 熱 を 出す かとい ふプ ロバ ピリ ティが 多分に あ 

る。 今にも 兼 常さん から 電報が 來 るかと 毎日 ひやくして 暮 して ゐ ます。 私 は 昔大嶋 火山に 急い 

で 登って 降りた 爲に發 熟して 二日 位 本 村の 宿で 寢た。 円 地 君の 前の 細君 は淺 間べ 急行 軍 を やった 

爲に 肋^ 炎 を 起して それが もとで 亡くなって しまった。 自分の 体質 休 力 をよ く 認識して 自分 相應 

の 事 を しないと 悔ん でも 及ばぬ 結果になる。 正 二 も 幸に 無事に 歸れば 天祐であります、 皆さん も 

よくく 考へ て 自分の 能力 を 買 被らぬ やうに して 下さい。 何に しても 少しの 山登りの 経驗 もな く 

C いきなり 乘 鞍と は實に 呆れて 兩人 呆然と してし まった。 雨に でも 逢った ときの 準備な ど どうし 
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た禀？ ァ キ レ ハ テ マ シ タ 

一 八 八 六  - 

八月 十一 B  土 午後 零 時 本郷 -51！ 駒 込 曙 町 ••E: より 畏野縣 北 佐ク、 郡 沓掛； 野 si 泉 旅館 寺 Eli^ 一、 寺 

E 彌生、 寺 田 子、 三 氏へ 〔はがき〕 

今朝 は 星 野へ 電話 を かけやう と 云って ゐ たら 御 端 書 數枚着 正 二 無事 歸着、 熱 も 出ない らしい 

ので 一 同 ほっと 安心し ましたつ なにしろ 何の 用意 もな しに 登った 事と 思って 心配した が 段 M 恒に 

聞いて 見る と案內 者が 二人 行く との 事、 叉セ ー ク— など 兼 常 氏が 用意して くれる との 事 を 聞いて 

稍. 4 承 丈夫に はなった が、 何しろ 中學 時代 は 京都へ 行った けで もす ぐ 熱 を 出した し、 高等 學校 

では 一年 休畢 したし、 その後 目立った 異常はなかった と は 云へ、 もし 隱れた 病 竈で も あると、 そ 

れが 過度の 勞働 によって 破裂し 急速に 發育 する 例 も ある 事故、 それ を 非常に 心配した ので ありま 

した。 乘 鞍へ 上って 熱が 出ない やうなら、 身休が<.^程ょくなった証據で非常に喜ばしぃが、 矢 張 

少し 冒險 だった かと 思 ひます、 此 後もう つかり 無理な 事 をし ないやう に賴ん でお きます CJ 私 は 

多分 十三 日に 又 出かけ やうと 考へ て 居ります」 彌 生の テ 一一 ス ぶり 拜 見を樂 しみに して 居ります。 

雪 子 も 自轉車 御用 心 々 々 々 々 々 々 々 ： ： 

八月 十 一 日 

一 八-八 七 
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八 3^ 十四 B 火 午前.へ時1卞ニ1^:- 本 鄉區駒 込 喂町ニ 1： より 杉 並 K 阿佐 ケハ介 ニノ 六 S: 九 武者 金吉 氏へ 〔は 

がき： 一 

先日 は失禮 致しました、 

西 鶴の 「好色 一 代 男」 岩波 文庫の 七 八 頁より 八 〇 頁に わたり 「命 捨ての 光物」 と 題す る 一 節 あ 

り、 その 中に 光り物の 正 休 をつ きとめた 話が あります.、 つまり 水晶の 珠數が 暗中に 光って ゐ たの 

を數. -の 光り物と， 誤認した 話の やうに 讀 まれ、 先日 手紙で 申 上げた 事と も 思 ひ 合 はされ 一 寸 面白 

いから 御 注進 申 上げます、 

明日から 叉 水！： 掛 へ 行って 一 一十 日頃 迄に は歸り ます、 

御 自愛 專 一 草 >、 

八月 十二 日 

一八 八 八 

八月 十五 B 水 午後 SI 時. 人時 長 野縣北 佐ケ、 郡 水：： 掛& 野&泉 旅館より 仙 臺市北 二番 T- パべ小 宮璺隆 氏へ 

〔給 はがき ：ー 

「表に〕 

昨日 水：：： 掛驛で 茅 野 君に 逢 ひました、 是非 醫 者に 見て 貰 ふやう に 致 度と 話しました」 

今日は 小 諸 城趾へ 遊びに 行き 所謂 藤 村 庵の 藤 村 臭 紛.. たるに 辟易、 天守 臺趾へ 行ったら 一 髙學 

生 一 人、 岩波 文庫 を 一 心に 讀ん でゐ た、 多分 「千 曲 川スケ ツチ」 か 何かと 思 はれお かしかった 


646 


年 九和昭 


八月 十四日  糞 寅 

〔裏に〕  I 

蝶 鳥く や 松の梢に 千 曲 川 

一八 八 九 

if 水 午後 II 時人 1  す 長 It Isii 旅館より t 市 北 六條西 十八 丁 U 阿部 方 寺 

" 田 一，， へ 〔寺 S  二、 寺 E 彌生、 寺 田 雪 子、 一一 一氏と S せ 書 (一一 一氏の 文面 省略)〕 

御 出 發後、 山 崎さん から I 書 (四 人並んだ 資) が 來てゐ たが、 この 量が うちへ 貰って お 

き 度い から 横領して ある、 十一 二日に 叉 こちへ 來た (父) 

一八 九 0 

八月 十五 曰 水 午後 四時： 八 時 長 i 小 諸 町 小 諸より 本鄉區 I 西 片町ー 0 藤 1.fq 「への j^^p;: 

毎 春 I して 失禮 しました 再び 星 野へ 參り今 曰 は 小 諸 見物に は！ した J« 高" 生^" 

跡 車の 「千 曲 川 スケッチ」 らしい もの を讀 んでゐ るの I て、 も 一度 若くな り 度い やう 

な氣 もしました  、 、 

八月 十四 曰  小 諸にて 寅 

I 八 九 一 
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八月 十五 曰 水 長 野 縣北佐 久郡水 S 掛虽 野？ i 泉 旅 節より 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所 寺 W 研究室 へ 

「給 はがき〕 

十三 日から 來てゐ ますが 今度 は 好天 氣で仕 合せであります、 植物 ゃァ ヒル ゃクヒ 十の 研究. 咋 

日 は 小 諸 城趾へ 遊びに 行って 藤 村の 勢力の 恐るべき 事 を 知りました、 熊 や 猿 を 見物して 歸る 途中 

^掛で 吾々 の バスに 西洋人の のった 自動車 橫 合から 衝突、 幸に 大した 事な く 西洋人 曰く 一  -トモ、 

ス ミ マ セ ン デ シタ ー 」 

一八 九 二 

八月 二十 IB 火 午後 零時 四時 本 鄕區駒 i< 一 曙 町 二 四よ リ長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？， i 泉 旅館 寺 £•  化 二.. 

寺 E 彌 *r 寺 R 雪 子、 三 氏へ - はがき J 

水 掛で乘 つた 時に どうなる 事 かと 思った が 軽， か澤で 連結 車へ 乘換 へやつ と 腰 を かける 事が 出來 

た. それでも 殆ど {仝 席な しの 滿 員でした、 東京 は 案外 夜は凉 しくて 何となく 秋ら しくな つて 居 ま 

す。 里 一 公元 氣 よく 喜 ひました、 迷 ひ 猫の 子が 一匹 入 込んで 来て、 捨て 、来ても 又 舞 房って 來た、 

眞黑で 一 本 も 白い 毛の ない 所謂 カラ ス 猫で 頭 や 耳に は 何だか 皮膚病が あるが、 馬鹿に 人間 をな つ 

かしがる ので 可愛 相です、 夜中 下で 鳴いて ゐる さう です 一 山 脇さん に {且 しく、 腕時計 はあった か 

どうか 氣が、 りです ピ 水上 君の 講演の 評判 を 聞いたら 御 通知 下さい」 つねへの 傳言 はたし かに 

渡しました」 東京の パ ンは實 に マヅィ ので 驚いて 居る、 東京の パ ンが マヅィ のでな く 宅の がマヅ 

ィ のです 
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八月 廿 一 日 

一 八 九 三 

八月 二十 二日 水 本： 塔 區駒込 曙 町 二 四よ- リ巴 e.: モ ン テ ッ ス ィ街ゲ ー ジき ン 夫人 方 小 平 吉男氏 へ 

御手， 舐 難 有う 钾坐 いました 學會の 景况御 報 被 下 大變に 面白く 拜讀 致しました C, 一  日本 學界 に對 

する 御 希望 至極 同感であります、 いづれ にしても もっと 研究者の 數が增 加す る 事が 必要 かと 思 は 

れ ます、 澤山學 徒が 出来れば 色ぶ の 特色 を もった -の擧 者が 出來、 さう して 貴兄の 希望 さる \ 

やうな 方へ 近付く ので はない かと 思 はれます が 如 哉、」 少生 大分 年 をと つたと 見えて 去年から 避 

暑と いふ 事 を はじめ、 今年も^ 掛の 近くの 星野溫 泉に 前後 二回、 各 一週間 づ、 行って 遊んで 參り 

ました、 遊んで ゐ ると たしかに 身体 はよ くなる やうで、 又 遊び 中に いろ/ \ 'の 問題が つかまる や 

うであります、， 一 岩波さん に は 先日 山 王で 御馳走に なり ましたが 不相變 御 元氣で 羨ましい やうで 

あります」 どうか 御 自愛 專ー に 存じます 、一 又 時： 御 便り を 願 ひます 

八月 廿ー 一日  寺 田寅彥 

小 平 君 玉 案下 

令 夫 人 に 敷 御 鳳聲願 ひ ま す 

I 八 九 四 

八月 二十四日 金 午前， へ 時 ー 卞ニ時 本鄉_5|:駒スー曙町ニ§:ょり长野縣北佐久郡水！；掛：3^野？，！泉旅^^寺£汇 二、  3 


寺 s 彌生、 寺 田 雰子、 一一 一氏へ 〔はがき〕 

歸 つてから も 一 度 も 雨な く晝間 は隨分 暑い が 朝夕の 冷 氣で救 はれる。」 水道の 水が 生溫 るいの 

は 頭 を 洗って ゾッ とする 星 野の 水と 比べ て大變 なち が ひです」 軽 井澤で 逢 ふた 化學の 左右 田 伍郎 

君 こ 正門で 逢った、 减 多に 大學 でも 會 はない のにつ にけ て 逢った の も 偶然と いふ もの 、一 tg- でし 

やう I 中 野さん の 子供が 來 たら あの チ ョ コを 上げて 下さい」 野良猫の 子の 鵪猫 はへば りつ いて 動 

かな い、 何 か 病氣が あると 見へ て 始終 後脚 を ブルく 振り 坐る とき も 後脚 を 前脚と 揃へ る 位に 前 

へ 出して 坐 はる、 頭部のお でき は 少し はよ くな つた、 もう 少し 大きく してから すてる と 云って ゐ 

る、」 宅 は 實に靜 かです、 星 野の 方が、 どの位 賑か だか 分らない、」 映画 は 「夜間 飛行」 「ia ふか 

唆 はれる か」 など を 見ました」 母上の 星 野 行 は 未定の やうです」 山 脇さん によろ しく 

八月 廿 三日 

一八 九 五 

八月 二十 七日 月 本鄕" R 駒 込 曙 町 二 四より 長 岡 巿學校 町 三 丁目 内 田宗義 氏へ 〔封筒な し〕 

御手， 低と 標本 確に^ 掌 致しました、 標本 は 中 i 面白い もので 御 坐い ます、 その 中に 平 田 君 (當 

研究室で X 線に よ る 物質 構造 研究者) の 手 を 借り て 分子 排列 を驗し て 見 度い と 思って 居ります、 

少しば かり 截断す る 事 を 御 許し 願 度と 存じます。 

寫眞は 一番の 難題で 困ります が、 寫眞師 相手 だと どうしても 不愉快な 額し かとれ ません、 此頃 

子 共が 素人 寫眞を やって ゐ るので、 もし その 內に尤 らしい のが 出来たら 引延ばして 差 上げたい と 
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思 ひます。」 寫眞師 がすぐ 無雜 作に とってくれる とい、 のです が、 いろ/ \ いじく り 廻 はされ る 

ので 段え 不愉快に なって くる、 さう して 一番 不愉快に なった 瞬間 をパ チリと 撮る の だから やり切 

れ ません 

なほ 御 自愛 御 研究 を 祈ります 草 > た 

八月 廿 七日  寺 田寅彥 

內田樣 玉 案下 

一八 九 六 

八月 二十 八 B 火 午後 零時-四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二  I： ょリ牛 込區余 T 町 四 一松 根 豐次郎 氏へ 〔はがき〕 

今週 金曜 夕 安倍 君 も ー處に 第一 相互で 會 したし 御 都合 如何， 安倍 君に は 同時に 問合せ を 出す、 

五 時に 會合 としたし、 安倍 君 もし 都合 惡 しければ 更に 知らせます、 

八月 廿 八日 

一八 九 七 

八月 二十 八 B 火 午後 It 時； 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 大分 縣別府 由 布 院中谷 治 宇ニ郞 氏へ 〔はが 

き〕 

御 端 書 拜見難 有う 御 坐 いました、 御 病 氣も次 第 に 御 快 愈 の 赴に て 誠に 喜ばし く 存じます ど う か 

此 上御氣 永く 御 養生の 程 を 祈ります 昨日 宇吉郎 君 御 出京 近日 朝鮮 滿洲 支那へ 大 旅行に 出かけられ お 


る さう で 其 途次 貴地 へ も 御 立お の 由 御 話しが ありました」 東京 も バ月中 殆と降 Ti£ と レ ふ もの 力 あ 

りませんで したが 昨日から 少し 雨 校 様と なり 霧の やうな 雨 を ふらし 稍 冷 凉を覺 へ ます、 最早 炎暑 

も-水く は i 頃くまい と 思 はれます、 尤も 少生は 近年 は 夏 好きに て 暑い 時候が 一番 幸福、 その 夏に^ 

れる のが 少，. - 惜し いやう でもあります 

なほ, 自愛 を析 ります 

月廿 六日 

一八 九 八 

- 八月 三十 B 木 午後 零 S-  H; 時 本鄕 -sil 駒 込 1^ 町 ： - i: より 野縣北 iii 夂 水：； 掛： K- 野 Si 泉 旅航寺 ETll 二、 寺 

m 彌生、 寺 W 雪 子、 三 氏へ 「はがき！  ， 

御變 りありません か、」 九月 五日 か 四日 頃に ほ 上と 二人で 行き、 七 八日 頃；；^ と 人れ 代りに 洒^ 

のおば さんが 行く 豫定 になり ました、 それで 正 一 一は 私達と 交代に 引上げる やうに 用意 願 ひます。 

それから 宿への 拂ひ、 自動車 代、 商人への 拂等 概算の 全額 を 至急に 調べて 知らせる やう 文 子 女史 

に 御 傳へを 願 ひます」 今朝 早朝 暴風-まの やうな 投 様で 星 野 はどう かと 心配し ましたが、 大した 事 

もなくて すみ 安心し ました。  . 

お 用事の み 草， -  . 

八月 卅 n 
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一八 九九 

八月 三十日 木 午後 チ、 P 時 四 時 本鄉區 駒 込 曙 町 二 四よ リ高知 市 小高 坂 山の 脇 藤 田 太郞 氏へ 〔鎗. はがき J 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 先達て 來信 州へ 往復して おりました、 東京 も 未だ 中 i 暑い やうで 

あります」 額緣 未だ 考案 中です がいよ く 近日 作らせる 事に 致 度. と樂 しみに 致して 居ります」 私 

の 繪が高 知に あると い ふの は 甚不思 儀であります、 どうい ふ 道筋 を 通って 行った もの か 好奇心 を 

感じて 居ります、 一 一 一 科會ゃ 美術 院も來 月 三日から 開催され る やうであります 御上 京 如何です か 

八月 卅日 

一九 00 

九月 一 曰 土 午後 四 時 ベ 時 本 鄉區 駒 込 曙 町 二 四より 濱松 師範 學 校-へ 田 彌重郎 氏へ 

御手 紙と 論文 拜見 致しました。 大變 面白い 掷 調べと 存じます、 少生昔 小 田 原で T を觀測 中、 低 

氣厂 附近 海上 を 通過した ので T が 段 i 大きくな り叉减 する 事 を 確め 愉快であった 事 を 思 出し まし 

た、. その 時の T の 最大 十三 秒で あつたと 記憶して 居ります 

もし 出来るなら、 I」ow が 近海 を 通る ときに 一度 御 出張 御調べ にたって は 如何 哉、 九月に は 一 

度 位 は 吃度來 る か と 思 は れ ます C 

海 鳴が 波が 弱って 後に 聞こえる 事の 御 說明は 少し 理鮮し 難い やうに 思 ひます。 これ は 寧ろ 主と 

して 上層 氣 流の 關 係で 說明 さるべ きで ないかと 愚考 致します c」 
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どうか 此 研究 を 御 継 績を蜀 望し ます、 吃 度 有益と 存じます 草. - 

九月 一日  寺 田寅彥 

八田樣 侍史 

一九 0  1 

九月 一 二日 月 午後 零時一四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺ぉ束 北 帝 國 大學 法文 學部小 宮豐隆 、長 谷川 千 

秋、 二 氏へ 〔槍 はがき 一 

奥の pi 道 を ガタく 自動車で 御 遍歷、 時には 奥州 美人の 舞 姿の 中に 河童の 戯れ を發 見され 或 

はピ ー ヒョ P くの メ  。ディの 中に ヂャズ の 先祖の 幽靈を 認識され る 等 多大の 收獲を 得て 御歸仙 

の 事と 學界 の爲 慶賀に 堪 へない 次第であります、 研究 豫 報の 柿」 卷 頭を賑 はすの を 刮目して 

相 待つ 次第であります c」 御 健 .si 如何 や。 却って 好結果 かと も 思 ひます 

一九 0  二 

九月 三 B 月 午後 零時— 四 時 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 二 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 〔はが 

き〕 

土 鳴に 關す る 御 示敎難 有う 御 坐 いました。 

秋の 好晴 日で は良濤 による 海 鳴と も 思 へ す. 又 近頃 聞こえぬ と いふので は 一 曆海 鳴と しての 說 

明は闲 難と 思 はれます、 音響の 継續 時間が 全く 分らない ので、 筑 波の 地 鳴 や 孕の じ やん の 如き 短 
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かいもの か、 それとも 火山 鳴動の やうな 持績 的の もの か 不明で 困ります。」 貴說の 外に も考 へら 

れる 可能性 は、 何處か 山地の 山 崩 叉 地- U りに 伴 ふ 音が 氣 層の 工合で 沖の 方に 聞こえる かもしれ な 

いとい ふ 事であります。 新 渴縣は 山 崩 地、 、u の 多い 處で或 時代に 或 地方が 活動し 又 終息す るら し い 

ので、 この 点 は 好都合で ないかと 思 はれ. ますが 如何 哉  . 

月 三 日 

一九 0111 

九月 五 曰 水 高 崎 小山 間 下 二 便 信越本線 車中より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はがき〕 

今朝 又 杏掛へ 出かける 慮 車の 中で この 端 書 を 認めます、 舊婚 旅行であります。」 昨夜の ラヂォ 

拜 聽大變 面白く、 ラヂォ 講演に は 惜しい やうでした C 「自然 科學 者」 を 犬に 活躍 させて 項いて 光 

榮 でも あり 少， え 冷汗で も ありました、」 あの 雜誌 御用 濟 になったら 御返し を 願 ひます、 少 生も隨 

筆の 種 を. 拾 ひ 出したい と 思って 居ります から」 少生 七日に 歸京 します がその 頃 は 最早 御 出 發の事 

と考 へます」 竹 野 家 立 著 「野鳥の 生活」 中 西 悟堂 「虫 鳥と 生活す る」 も 中. - 面白い 事實を 記載し 

て ある、 唯 記載が 十分 科學 的でなくて、 吾よ の 知り 度い 点 を 書いて ない のが 殘 念であります。」 

先日 中 上げた J 】lgdey の 他の 隨筆 Essays  iii 1  よ IJUlal-  Science も 有益です、 「遺 傳」 に關 する 

も の など 哲學者 必讀と 思 はれます。 こ れを 知ら す に 人間 は 論じ 難い やうに 思 ふ 

I 九 0 四 
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九月. +-B 金 午後 寧 四 時 ^野^|北佐久郡輕井澤ょり，ド込.區余丁町四 一 松恨*^次郎氏 へ 〔捨 はがき 

律 £ 敏子 氏との 寄せ 書，  <ぉ に 津田敏 子. 前 EST 寺 Ei 、一ん、 寺 m 雪 子、 寺 m 彌 牛；、 寺 田 正 二、 

諸氏の 著名 寄せ 書 あり (4-部^略ヒ 

今夜 大勢で 此處 へ來て 居る， 君が 居ない ので 殘念 です 

寅 

I 九 0 五 

九月 九日 B 本鄕 .31 駒 込 町 rg: より. SEE 宗義 氏へ ，封筒な し〕 

御無沙汰 致しました、 此 前に 原稿 を顶 いた 時 は 信 州へ 旅行 致して 居りまして 御 返事が 遲れ それ 

切りに つ ひく 延びく になって しま ひました。 

原稿 拜誦御 令息の 御 不幸に より 色 M の 問題に 當 面された 御樣 子が 言外に 浮んで 居る やうで あり 

まして 此 御作 は 批評 を 超越す る も の と 存じ 何も 申 上げ る 事 は 御 坐い ません、 

宗教が 段よ 進化して 来れば 結局 最後に は 科學と 合体して ー まふので はない かとい ふさ 想 を 以前 

から 持つ て 居ます が 贵說の 中に もさう いふ 御考が 含まれて ゐ るので はない かとい ふ氣が 致し まし 

た、 右 乍 遲延御 返事 迄 草. - 

九月 十日  寺 田赏彥 

內 田 宗 義 様 
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一九 。六 

九月 十 一 日 火 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 1: より 介 ぼ 代 々 木 山 谷 町 一 一 八 」OM 畑 方 森 ffl 稳氏 へ 

「はがき ；ー  , 

御 端 書 難 有拜見 致しました。 

先達て 隨筆雜 誌 「心境」 の 編輯 者が 來た とき、 かねて 御 預かりし ておいた 君の 原 槁の話 をした 

ら 是非 頂、 戴したい との 事でした が、 御 都合 如何です か、」 震華抄 とい ふ 一般的 題目 は 省いて 「嶽 

車と 寫 生」 とい ふ 題 だけにした 方が 現在の 場合 は適當 かと 思 ひます が 如何 哉」 「心 境」 は 割に 感じ 

のい、 雜 誌です が、 讀者は 少なく 稿料 もよ こしません、 唯 「活字に して 保存す る」 つもりで P. 揭 

載 如何 哉， 一 

今週 は 色. -の 事が あるので、 來週 になって、 一度 電話で 都合 を 聞いて から 御出で を 願 ひます 

九月 十 一 日  、 

一九 0 七 

九月 十一. 一日 水 午前べ 時，： 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 i: より 札幌市 北」 ハ條 卜へ TH 阿部 方 寺 m 東 一氏へ 

其 後 御無沙汰し ましたが 御變 りなく や、 星 野の 方 も 去る 九日に 一 同 引上げて 無事に 歸宅 しまし 

たから 御 安神 を 願 ひます。 東 一撮 影の 寫眞 を拜 見した が.. はじめての 割に は 中々 い、 といって 評 

^力い、 やうであります、 なる 程 オリジナルな 撮り 方が ある やうで 尤も これ は 素人 通有の 晃象か 


もしれ ません、 御 一笑-^、 抱て、 今日は 少し 直 要な 事衲 にっき 御 相談 申 上げます からどう かそ 

の 御^もり で 御 覽を願 ひます、 問題 はつ まり 東 一 の 結婚 問題に 關し たこと であります。 かねて か 

ら御話 致した 様に 色々 心がけて ゐ たが 思 はし い 候補者 もな く、 つ い 延び，^ になって 居ました が" 

今度 一 人 可也 適當 らしい 人が 見付かった 故、 もう 少し 詳しく 調べて 見 度い とい ふ 事に なりました- 

し 折角 調べても、 東 一が はじめから 不承知で は 問題に ならない から、 先 づ東ー の內意 をた しか 

めた 上で、 もし 可能 件 を 認めるなら 詳しく 先方の 人枘ゃ 家庭に 關 する デ— タを 集め、 もし 結果が 

よければ、 次に は 先方で 承諾す るか どうか をた しかめる とい ふ 順序になります。 先方の 都合 次第 

で どうなる か、 それ は 全然 不明 だが、 兎に角よ 〔さ〕 さうなら 當 つて 見なければ なりません、 これ 

は 凡ての 緣^ に 共通な ことです が 念の 爲に. 上げた のです。 「巾 略〕 

結婚に つ いて は 色々 御考も ある こと k 思 はれる ので 决 して 無理お しっけに 押 付ける 譯 ではない 

のです が、 ； W し 余り 年を取つ てから 結婚す ると 後年に なって 色々 な 不都合が 起こる の は 周知の こ 

とであります。 又 東 一 は丄ケ 田の 家を嗣 ぐべき 地位に あるから 一 層 その 必要が あるかと 思 はれます- 

次に は軽濟 問題です が、 家庭 を 持てば やり方 一 つで は 却って 男 一人の 下 生活よりも 安くい ける 

事 もあります、 叉 結婚 後 は 必要 あらば 當分 幾分 當 方より 補助す る 事 も 可能 かと 思 はれます、 それ 

故 東 一 の 場合に は决 して 時期 尙 早と いふ こと はなく 最早 適當の 時期が 來てゐ ると 思 はれます が 如 

何. で しゃう 

前に も 巾す 通り、 これ は 話の 發 端で 假 りに 東 一 の方で大休に異儀なくば更に：^^義をす 、め、 何 

か いけな い 事が あれば 勿論 中止し ます。 又よ ささう と い ふ 事に なつ て 後人 を 介して 先方に 屮 込ん， 
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だ 上で 先方が 承諾し なければ、 それ も それ迄であります。 又もし 承諾と なれば 更に 具体的の 交涉 

に 移る とい ふ 順序であります。 

緣談 とい ふ もの は 不思義 な もので 複雜 でも あり、 簡單 でも ある。 どうせ 世の中に 理想 通りの 人 

間 はなく、 もしあった としても こちらが 向 ふの 理想に 合 ふか どうか は 分かりません。 い \ と 思つ 

て も 向 ふで 來 なければ 成立し ません。 各 家庭に それく の；^" 文が あるから、 ：m 方の 註文が うまく 

合へ ば 結構 だが、 十 中 九まで は 双方 多少の コ ムプ 口 ミ ス をして 成立す るが 通例-. 此れ は 人事 百般 

に；：：： る 通則で しゃう C 

北海道へ 住む とい ふ 条件が あるので、 その 点で 多少 躊跨 する 人 も あるか も 知れす、 又 逆に 犬に 

行って 見 度い 人 もない とも 限らす、 凡て は當 つて 見る まで いであります。 そんな 譯 だから、 断ら 

れても 別に 恥で もな く、 又 次の テ ストに か、 る だけの 事であります。 

そんな 譯で、 鬼 も 角 も 東 一の 大体の 考を 至急た しかめた くその 爲 この 手紙 を 出します、 どうか 

御考を 聞か せて 下さる や う 願 ひ ます。 

かう いふ こと は、 あまり ゆっくり 考へ 込んで ゐる 中に、 好い 相手 を 取りに がす こと もあります 

から、 大体の 考を なるべく 早く 御 聞かせ 願 ひます。 

私 もなる ベく 永生き をしたい と は 思 ふが 人の 壽命は 不定 故、 出来るなら 自分の 存生 中に 子供 等 

の 身 を 固めて おきたい とい ふ 念願 もあります、 これ は 親の 我儘 かも 知れない が 世間の 親に 共通な 

心理と 御 推察 を 願 ひます 

どうか 御 返事 を 願 ひます 草 i 
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九月 十 一日  父より 

東 一 殿 

一九 0 八 

九月 十二 B 水 午後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 嗛 布區笄 町 了へ  一 E 中 信 氏へ 

御手 紙拜昆 致しました、 少し オリ ヂナル な 病 氣に御 罹りの 由 どうか 此際 根本的に 御^ 養 を 祈り 

ます、 結石 はコ ロイドへ ミ ー の 問題 ださう です が 未だ 原因 はよ く 分らない らしい、 併し 漢法 風の 

藥で よく 利く ものが ある さう で、 現に 南米で は 何 か 植物で 効驗顯 著な ものが ある さう です、 醫者 

に 御 聞きに なって は 如何 近來の 藥學の 進歩の 結果 は 却って 草根木皮が 馬鹿になら なくなつ たやう 

であります 

昨日 震硏 食堂で 石 本 所長が 少し 搪 尿の 氣味 だとい ふ 話から 話に 花が "お、 き、 結局 人間 は 時 、"適度 

な 病氣を し て 靜養 する 事が 非常 に 必要で い、 事で あると いふ 事に なった。 苦痛が あって 寢て 居る 

人に かう いふ 講釋 をす るの は 聊が殘 忍です が、 此れ はたし かに 眞理 であります、 病氣 でね てゐる 

間にから だ や 精神の 少 くも 一 部の 休息が 出來、 又內省 的になる 爲に その 人の 人生 哲學に 何 かの 展 

開が あったり する の は 事實の やうであります-一 此れ は 諸君に 病人が 輩出す る爲の 苦し まぎれの 食 

^みではありません パー どうか 万事 を 放棄して 靜 養され る やうに 祈ります き. - 

九月 十二 日  炎 ^ 

田 中^ 玉 案下 
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一九 0 九 

九月 十五 B  土 午後 w 時 ベ 時 本鄕 .5|； 駒 込 曙 町 二 四 より 大阪市 北- 5il 堂岛上 通 一大 阪 貯蓄 ビル 「ケルン」 

編輯 室 へ  ， 

御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 

スキ ー とい ふ もの は 映画 以外 に實 見した 事 も なく 從 つて 此れに 關 して 何等の 實証も 持 合せ ま せ 

ん、 御 提出の 問題 は 物理 擧 的に 大變 面白い 事と 思 ひます から 機會が あったら 多少で も 調べて 見た 

いと 思 ひます、 併し 寒がり やです からどう です か、 

北海道 大學で 近く 雪に 關 する 色. -の 物理的 研究 を大 が、 りに やる 計 一 1 をして ゐる やうで ありま 

す。 同大 學の 中： へ 口 ■: 于吉郞 博士が 主任で やる 害です から、 同氏に 持 込まれたら 適當と 存じます、 同 

氏 は 目下 滿州 旅行 中 月末に は 札 幌へ歸 り まし やう 

. お 御 返事 迄 草. - 

九月 十三 日  寺 田寅彥 

ケ ル ン 編輯 室 御中 

一 一 仲 弘法と 天神の 事に つき 御 示教 難 有う 御 坐い ました。 

一九 一 0 

九月 十七 B 月 午後 零時— 四 時 本. 駒 込 曙 町 二  SI よ リ目黑 K 大岡山 東京 工業 大學 構内 工業 大學 新聞 镉 ^ 


輯部吉 野 光雄 氏へ 〔はがき〕 

昨ョ はわ ざ， （-御 出 被 下 叉 結構な 菓物を 頂戴 難 有う 钾坐 いました 厚く 御 禮を巾 上げます、 

拙搞揭 載の 新聞、 もし 殘 部が ありましたら 三部 位 頂戴して 友人に 接り 度と 存じます が、 御 都合 

如何で しゃう か 御 伺. E- 上げます、 

どうかせ； 敷 願 ひます 草よ 

九月 十六 R 

一九 一 I 

九月 十九 B 水 午後 零時- w 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北六條 W 十へ TH 阿部 方 寺 E 束 一氏へ 

早速 & 返事 難 有う、 候補者の 件 御 任せ 下さる さう で 安心し ました、 これから 少し 話 を 進めて 見 

ますから 左様 御 含 S 願 ひます、 前便に も 中 上げた 通り 結果 はどうな るか 全然 分からな いので、 唯 

當る だけ 當 つて 見て、 いけなければ 叉 他 を詮義 するとい ふ譯 であります、 ：吶 方の 考が コイン サイ 

ド する しない は 全くの チヤ ン ス ですから、 どうか そのつ もりで 軽く 考へ ておいて 貰 度と 存じます ■ 

終 過 は いづれ 御 報し ますが、 かう いふ 事 は 人 傅て だから 中々 思 ふ 様に 迅速に は 行かない 事と 思 は 

れ るから 此点 もどう か 御 含み 願 ひます 

右 要 事の み 草、 A 

九月 十八 R  父より 


年 九 和 


雲の 寫眞は 見事であります、 當 日の 氣象等 調べ て 科學へ でも 出して は 如何 

一九二 一 

九月 十九 B 水 午後 零時 in 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ牛込 區余丁 町 S: 一松 极璺 次郎 氏へ 

先夜 は 失禮、 扭て あの 時 御 話し、 た X  X  X  X  X  X の 校長 〇〇〇〇 とい ふ 人の 娘の 事です がその 

後 多少 詮義 した 結果 良好 だし 又 例の 丙午で もな く 一  人 娘の 爲に おくれた らしい 叉 一 方 枠の 方 もお 

ゃぢに 任せる と 云って 來 たので、 かうな ると 鬼に 角 早速 瀨 踏みに か、 る 必要が あると 思 はれ、 そ 

れで君 も 御 忙しい 中 だが 一 寸 一 度 △△△ を 尋ねて 聞いて 頂き 度い と 思 ひます。 △<! 自身に 交遊な 

くば 誰れ か心當 りの 知人 をサジ I ストして 賞 度と 思 ふから どうか {ni 敷 御 願 ひします 

右 要件の み 余事 拜 眉の 上 草よ 

九月 十八 H  _ 寅 ま；！ - 

東洋 城樣玉 案下 

一九二 二 

九月 二十日 木 後， へ^ トニ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 より 杉 並. 51； 阿佐 ケハ 介：： ノ六四 九 武者 金 氏へ 〔は 

がき」 

先日 は 面白き 資料 色. -御途 り 被 下 難 有う 御 坐い ました OJ 火山の 光 象の 中には 環狀の scarf- 

cloud  を 想 はせ る もの もあります が、 又 爆 發の爲 の 音波が 球 上傅播 をす る 際に 所謂 シ ユリ ー レン 
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効果で 明るい 円形の 光 象が 見える、 あれの 事で はない かと 思 はれる もの もあります が 何しろ 記載 

が 漠然と して ゐ るので 分りません」 人 玉に つきて は 最近 理擧者 八 人 の 寄 合 つ たと き 三人 迄 子供 の 

とき 見た とい ふの を 聞きました。 三人 共大學 敎授理 博で、 二人 は 物理 學者、 一人 は數學 者で あり 

ました。 聞いて 見る と 見た 人の 多い に 驚きます 

I 九 一四 

九月 二十 二 B  土 午後 零時： 四時 本鄕" R 駒 込 曙 町 二 m より 仙臺市 東北 帝 1； 大學 法文 學部 小お 鱟隆、 長 谷 

川 千秋、 二 氏へ 〔給 はがき 寬文七 年刊 假名 草扭 「吉原 雀」 插 1? 寫腐」 

〔表に J 

諸 所よりの 神樂 だより 更に 溫泉 だより 難 有う、 昔溫泉 研究の 爲溫泉 巡り をした 事が ありうまい 

事 も あれば ある ものと 思った が、 御 神 樂巡歷 も あまり 惡く なさ、 うです。 尤も 風邪 を北リ 食って 歩 

くので は少 i 難 義と思 はれます、 御 障りな く 哉 御用 心專ー であります、 併し 小宮 先生の 運動不足 

を 調節す るに はぁづ かって チカラ ある 事と 密に欣 んでゐ る 次第であります。」 土 佐に はお 神樂が 

ないやうな 氣 がする が 如何で しゃう。 もしない とすると 不思 儀であります 

〔給の 左右 餘 白に」 

五 人銘  の 表情が 實 に よく 描け て ゐ ると 思 ふが 實驗し た 事なければ 糙な事 は 申されす 候 

I 九 一 五 
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九月 二十 二  B  土  ，1 後 Kg-: 八 時 本鄉" R 駒 込 曙 町 二 II より 麻布" te: 邦 町 一へ 一田 中 信 氏へ 〔はがき」 

其 後 御病戕 如何です か 昨 日航 研へ 行って 三 宅 君に 聞いた 様子で は 未だ 余り 渉  しくない やうで 

御難 義の 事と 存じます がどう か御氣 永く 御 養生 を 願 ひます、 場合によって は大學 病院で \ も 一度 

診て お 貰 ひに なって は 如何 かと 存じます」 昨日の 航研行 は あの 天氣で 愉快で したが 佐 藤 君が 留守 

で 春めて くれる 人がなくて 張 合がなかった ビ 小 林 君 は 見えす、 多分 家 を 吹 飛ばされない やうに 

つかま へ て 居る だら うとの 推定でした 」 途上 一 度なら す 美人が 風に 伞を 吹き とられ 叉 紅 裙を吹 

き 上げる 光景 を 觀 賞す る 機會を 得た の はとんだ 拾 ひ 物 だと 大笑 ひで ありました c」 今日つ まらぬ 

植物 一 鉢 御 病床の 御 慰みに 差 出す やう 松屋の 花卉 部へ 賴ん でお きました、 もし 御 氣に叶 は、.^ 大幸 

と 存じます 

どうか 御大 事に 

九月 廿 二日 午後 二 時 銀^ 不二 アイス タリ，' ム にて 寅 彥 

一九 一六 

九月 二十 七日 木 午後 八 時， I 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 目黑. 二に 自. 丘 アバ— ト寺 E-p^  二 

氏 へ 〔はがき〕 

廿 九日 土曜から 月曜 迄 W 上と 一 一人で 旅行に 出かける から、 土曜と R 曜とー ー晚 だけ 留守番の 爲泊 

りに 來る やうに 賴 みます、 

.^e 件 迄 草 i 
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九月 廿 七日 

一九 I 七 

十月 Is 月 畏野縣 南 安曇 郡 上 高地より 四 谷 區西信 濃 町慶應 病室 E 中 信 氏へ r 紛 はがき〕 

急に 思 立って 秋の 上 高地 見物に 參りま し た、 天氣が A 水り よくな くって 殘念 で す が^し 前山の 頂 

は旣に 紅葉して 次第に 下の 方へ 綠を 濃く して ゐ るの も 却って 美しい 眺 であります、 明日 一 日滯在 

附近 を 散歩 し て 明 後 口 歸京致 します c」 ど うか 御氣. 水く 御 養生 を 祈ります 

九月 二十 九 R  上 高地に て 

一九 一八 

十月 IB 月 午後 零時： SI^ 長 野 縣南安 * 郡 上 一： 1： 地より 目 黑區駒 場 町 東京 帝 國大學 航空 研究所 物理 都： W 

原 茂樹、 三宅修 三、 二 氏へ 〔絵はがき〕 

上 高地へ 來て 一時間 位の 間 だけ 燒 岳の 頭が 見え、 それから は 雨に なり 翌日 即今 日 も 終 n、 降つ 

たり 曇ったり、 唯一度 三十 秒 位 日光の 直射 を 見た 切りであります。 併し 伞 さして 梓川 溪流 沿の 樹 

林 を 散歩す るの も 一 寸變 つた 経驗 でありました c」 途中 武 E. 信 三國に 於け る鹏風 被害の 分布 を 見 

學 する 事の 出來 たの は 一寸した 拾 ひ 物で ありました、 雲の 運動 も いくらか 見られました。」 明日 

は歸京 致します 
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一九 一九 

十月 IB 月 午後 零時.： -w 時 3^^野縣南安藝郡上高地ょり小石川"£1:原町 一 〇坪井忠ー；氏 へ f 給 はがき〕 

突然の 思 立ちで 當、 地へ 參り燒 岳 を 下から 見上げる ことが 出來 ました、 間もなく 天 氣が惡 くな り 

德高は 姿 を 見せません、 ^し溪 流の 美し さは 豫想 以上の もので ありました，」 途中 殿 風 災害 分布の 

見 學は拾 ひ 物でした 

1<J34 九 r^i 日夕 

一九二  0 

十月 IB 月 長&: 縣南 安曇 郡 上 高地より 朝 Si 京 城 町， ベ ノ：. 相澤方 安倍 能 成 氏へ 「給 はがき J 

急 に 思 立つ て 上 高地 の 紅葉 を 見に 來 ましたが 時期 nil. すぎお まけに 曇が 雨に なり 失敗でした 併し 

想像 以上に 美しい 處で 武陵桃源と 云った 氣の する 處 です」 昨夕 見た 山 i の 色彩の 二 ユア ン スのデ 

リケ —トな こと は 矢張ァ ルプ ス的 だと 思 ひました 

九月 I  n 

I 九 ニー 

十月 一日 月 長 野縣南 安曇 郡 上 一：：！ 地より 仙 臺市北 二番 丁」 ハぺ 小せ：： 謦： 隆 氏へ 〔給 はがき〕 

急に 思 立ち 今日 當 地へ 參 りました、 生憎 曇天です が 成程 中.. 好い 處で あります、 紅葉 は 未だ 高 
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い t4i だけで 下の 方へ ぼかしに なって ゐる處 も 屮>  、美し い、 燒岳も 愉快な 山です 色彩が 非常に オリ 

ヂナル な 色彩で 寫眞で 想像して ゐ たと は 丸でち がつ た 感じ の 火山であります」 今 は混雜 しなくて 

靜で 保養になります。 珍ら しく 老 看護婦 同伴で 來てゐ ます、 

一九 三 一 

十月 一日 月 長 野縣南 安曇 郡 上 高地より 本鄕 -s^ 駒 込 曙 町 二 四 寺 E 雪 子 氏へ 〔給 はがき J 

ぁ處 へ 來る 途中 の 溪流 に 沿 ふ 道路 が 物凄い やうな 處 かあつて 鬼が 鳴へ はいって 行く やうな 氣が 

したが 上 高地 は 矢 張 中. -ぃ 、處 です 

九 月^日  上 高地 父より 

けんか はしません よ  . 

一九 三 二 

十月 IB 月 ！ 1^ 野 縣雨安 暴 郡 上.：： £ 地より ャ Jrrfil 余 T 町 四 一松 极鱟 次. 郎 氏へ fJi はがき〕 

急に 思 立って 當 地へ 參 りました 昨 曇 今日 小 闹で殘 念 だが 併し 思つ，  たより 美しい 土地で 大に氣 に 

入りました 今 曰 一 日靜養 明曰歸 京し ます 

峯 すでに 麓へ ぼかす 紅葉 哉 

九月^  n 
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一九二 四 

十月 二日 火 午後 八 時！ 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 芝^ 新橋 七 ノーニ 改造 杜 「俳句 研究」 編輯 部 伊 

^元 美 氏へ 〔はがき〕 - 

拜^ 「俳句の 形式と 進化」 と 題す る隨筆 (四百 字 詰 9 枚) を 書いて 見ました、 15 に 急ぎ ませ 

んが、 もし 貴誌に 御 揭載願 はれ，^ ば大 幸と 存じます、 御 都合 御 伺 ひ 申 上げます 

十月 二日 

一九二 五 

十月 一一 B 火 午後-へ 時， 十二時 本鄕-陛駒込曙町ニ四 よ り ^^〔仓ぽ代々木山谷町ー了へ六高畑方森£稔氏 へ 

〔はがき〕 

先 R は失禮 しました、 少生 一寸 旅行して 歸 つて 來た處 であります、 原 槁は雜 誌 社へ 送って おき 

ました 未だ 返. 事が ありま せんが 多分 載せる 事と 存 してお ります」 御 返事が おくれまして 濟 みませ 

ん 

十月 二日  . 

一九二 六 

十月 六 B  土 午後 四時. i へ 時 本鄕 M 駒 込 曙 町 二 ra より 長 1： 市 學校町 三 丁目 内 田宗義 氏へ 「はがき〕 
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御 懇篤な 御手 紙 を 難 有う 御^いました、 地下 都市の 話 は 少し 法螺の やうです が 併し ビ シ ネス や 

、ヴ 二 ティの 中心 は 地下街で 相 當と思 ひます、 休み 時間に 地上の 公園で 日光に 浴 すれば 結構 かと 思 

ひます、」 いっかの ァラゴ ナイト 塊の X 線寫眞 を： 牛 田^が 撮って ゐ ますが 大体 中心から 放散した 

繊維 構造が 見えます。 右 標本の 產 地と 產出狀 態に つき 御 示敎賜 はり 度 御 願 中 上げます、 平 田 君の 

研究の 結果 は理研 出版物で 發 表して 貰 ひます ので、 その 中に リフ ァ ー する 爲 右の 事項 御 示 敎を願 

ふ 次第であります 

お 御 返事 旁 御 願 迄 草. - 

十月 六日 

一九二 七 

十月 七日 B 本鄉. tei 駒 込 町. -11 より 長 野 縣下一 S 井 郡 野澤？ 牛 出和惠 氏へ 〔iE はがき うつし〕 

御懇 m なる 御手 紙 頂戴 難 有う 御^いました 却って： 汁 額の 次第で 御^います 

4^ 不取敢 御 返 ^迄 草 i 巾 上げます。 

十月 七 n 市電 再 罷業の 日 午後 五 時 

一九二 八 

十月 八 B 月 午後 零時— S: 時 本鄕 駒 込 曙 町 Is: より 本 鄉_;1； 駒 込 町 二 九 土 井重義 氏へ 

御手 紙 難 有く 拜見 致し ま L た、 「旅と 傳說」 所載の拙^！御覽被下光榮と存じますそれに關して有 
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益 な 文献 liR i 御 示 敎被下 誠に 難 有う 御^いました、 いっか 圖書舘 へ 參上實 物拜見 の 機 を 得度と 樂 

しみに 致して 居ります 

お 御禮迄 草- -巾 上け ます いづれ 拜 眉の 上 万 M 屮述 度と 存じ 居ります 草. M 不壶 

十月 七日  .  寺 田寅彥 

土 井 重 義樣玉 案下 

一九二 九 

十月 八日 月 午後 四時 八 時 本鄉區 駒^^ 町 二 四より 目黑 自由 ヶ丘 自. a ヶ丘 アバ ー ト寺田 正 二 氏/ 

〔 は が き. j 

宅に あった ラフ 力 ヂォ- ハ ー ンの 短篇の 本が 至急に 入用な ので 搜し 出して 貰い 度い。 それから 

來廿 三日 酒 井さん。 ホ ー ラ ック 等の ォクテ ット 演奏 會の 切符 賣を賴 まれた から、 どうか なるべく 華 

山賣る やうに 御 盡カを 乞 ふ、 切符 は I 円 均 一 、. プ ログ ラ ムは 宅に ある。 

右よ ろしく 

十月 八日 

一九 IIIO 

十月 九 B 火 へ 時 十二 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 京 橋" R 月 島 水 產試驗 場 宇田 道隆 氏へ 

どうも 健忘 性の 爲に とんだ 御迷惑 を かけました。 毎週 大抵 一 つか 二つ 位の ェ ンゲ— ヂメ ントが ^ 


あり、 それ は 手帖に 扣 へて あるので すが、 水産の 會は 前に 中止の 時單に 「次回」 とのみ 聞 流して 

日 を 確め なかった 爲に プログラムに 記載な く、 のんきに 構へ て 居ました。 元來 のぼん やりが 近年 

老哀 と共に 益. - 健忘 性を發 揮して 困ります。 

十月 廿 匹 日 午後 五 時 は 今度 は 大丈夫の つもりで 御 坐い ますが、 それ もどう です か 鬼に 角 年取る 

と、. 1- 細くな ります 

少生 今週 は 今の 處 では 水曜と 土曜の 晚が 明いて 居る やうであります、 來週 だと 月曜 か 土曜が 先 

づ フリ ー なやう です、 ^し 例に より 七 時 頃 電話で 御 聞きの 上 御 出 を 願 ひます。 

右 御 返事 迄 草よ 

十月 八日  寅彥 

字 田 大人 .悟 六：： 

一九 三 一 

十月 九 B 火 午前へ- -十： 時 本鄕 K 駒 a 曙 町 二 四より 麻布^ 粹町 一 八 一 田 中 信 氏 へ 

御手 紙 難 有う、 御 入院 中 一 度 御見舞に 上り 度と 思って ゐ ましたが 存外 毎日 色 i の雜 事に 追 はれ 

てとう/,^ 失禮 してし まひました 思った より は 早く 御 退院が 出來て 何よりで 御 坐い ました、 しか 

し 當分は 病院 通 ひだ さう で、 これ は どうぞ 十分 十一 一分に 御つ けにな つて 极本 的の 回復 を 期せら 

れる やうに 願 ひます、 病 氣には 肝顆が 一番い けません。 此機會 に うんと 吞氣 になる 方の 御 練習 を 

御す k め 致 度と 存じます 
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上 高地 は 自動車 だと 實に雜 作 もない 處 であり ましたが、 ^し 雨天に 不拘實 に 日本一 の 好い 處で 

仙境の 感が ありました、 尤も 雨の 爲に 客が 少なくて 靜 だった からよ かった のか も 知れない ので、 

宿の 主人 (高 橋前藏 相に よく 似た 老人) の 話 だと 七 八月 は 相 當混雜 が ひどい らしい。 同じ 主人 か 

ら黑田 初子 女史が 霞澤 岳の 岩登り をした， 話、 正 夫君が 宿から 双眼鏡で 眺めて 氣を 揉んだ 話 を 聞い 

て 愉快でした。 少 雨の 中 を 明 神 池 田 代 池 大正 池と、 とうく 三 里 近く 歩いて 翌日と 翌 i 日 は 太と 

も  > から ふくらはぎが 南くて 困りました。 

どうか 御大 事に 草.^ 

十月 八日  寅  彥 

田 中 君 玉 案下 

一九 I ニニ 

十月 十日 水 午後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮豐隆 氏へ 「はがき〕 

其 後 旅行のお 疲れ は 如何 哉、」 扭て少 生 丁度 一年 振りに 叉 隨筆集 を 出す ことにしました、 その 

本の名 前 を 「觸 媒」 としゃう かと 思 ひます が、 御高 見 如何で しゃう。 化學の 方で 化學反 應を催 起 

する 媒介物 を 名け て かう いふ、 それ を 採用した のであります。 觸 はる 仲人と 讀 まれる と 少し 滑稽 

になる 又 t^yclsbai は Sukebei に 通すな ど丄 K はれる かも 知れない が、 理科 方面の 人間に は觸 

媒即 Kiltalysel- どして 通用す るかと 思 ひます。 御意 見 御；^ らし を 願 ひます、 右 御 願 用 迄 草 i 

十月 十日- 


673 


一九 iim 一 

十月 十一 B 木ん 4. 後 四時— へ 時 本鄕 m 駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 一 R 余 丁 町 四 一松 极璺 次郞 氏へ 〔はがき 速 

i 便〕 

明日 は 學士院 の例會 なれ ど 例刻 迄に は 行く つもりの 處、 風邪が どうもい けなくて 惡化 しさうな 

ので 殘念 ながら 明日 は 休まして 頂 度 どうか 惡し 力ら す  - 

十月 十 一 日 

一九 三 四 

十月 十二 曰 金 や 後 零時 1 四時 本鄉 區 駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區誠訪 町 五 九 小山 書店 小山 ニ郎 氏へ 〔は 

がき ■」 

謹啓- 大學新 問 か ら顿 まれて 妖魔 詩 話 の 紹介 を 書か うと 思 ひます ので それに 就て 左の 点 御示敎 

を 願 ひます 

1、 原 槁の紙 は大休 あの 通りの 日本紙でした か、 叉 あれ を 書いた インキ は どんな ものでした 力 

一、 包装 つ 張 紙 こ ある The  heron  set-ks  the  height と ある 詞の 出處 は？。 表紙の 日本 文字 は - 

ルンの 御孫さんの 書いた もの" やうに 伺 ひました が 年 はいくつ 位で 男 か 女 か 御知らせ 願 ひます。 

用紙 も 見返し も 特別に 一 枚 漉 だと 思 ひます が、 その 通りで しゃう か。 一 、 蒲團地 は、 はじめ プリン 

ト する やうな 話でした が あれで la ると ちゃんと 織った やうに 見へ ますが どうしたので しゃう。 
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右 参考の 爲に 承知 致したい と 存じます、 どうか {且 しく 願 ひます。」 英文の 方に 誤植 二つ 見付け 

ましたが 別に 大した ものではありません、」 小 泉 一 雄さん の 年配 現在の 御 職業 も參考 迄に 承知 致 

し 度い と 思 ひます どう か宜敷 

十月 十一 n  . 

一九 三 五 

十月 十二  B 金 .； ト後 零時 In 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究 より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 杓 

理學敎 室 中 谷 宇吉郎 氏へ r はがき〕 

御手 紙と 論文た しかに 落掌 致しました、 彙報 揭載は 所員 紹介 ならば 何人ので も 差 支ありません 

から 早速 提出 致します、 但し 英文の アブ ス トラ クトが 必要です からなる ベく 早く 書いて 御 送り 下 

さる やう 願 ひます。 /切 は 多分 月末 だと 思 ひます から、 それ迄に 御 送り 下されば 間に合 ひます。 一 

雪の 研究所 は大變 結構です から 七 百 B: の 家 を 振出しに して 將來七 万 H: 七十 万 H と 段々 に大ィ ン ス 

チチ ュ ー ト に發展 する 事を蜀 望し ます、 今度の 小屋 は その g.2-ln となり nucleus となり Ig.ni- 

tion  spark となるべき 使命 を 有する ものと 思 はれ 遙に 祝意と 敬意と を 表します。 世界に 一 つ： E 

は snow  Research  Institute があって もい、 と 思 ひます、 農業 林業 鉄道 電信 航さ あらゆる 方面 

に 経濟的 問題と 接觸 する のです から 一 右 氣焰迄 

一九 三 六 
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十月 十五 日 月 午前 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 〔はがき〕 

拜復、 御 指定の 期間で は 二十 二日 (月曜) か 二十 五日 (木曜) かの 正午 頃から 二 時 頃 迄の 間が 

好都合と 存じます。 どちら かに 钾决定 下さらば 大 幸と 存じます。 時刻 は 〇 時半に 京 橋 際 第一 相互 

ビ ル七比 第 一 東洋 軒の 待合室に て會 合と いふ ことに 願 度と 存じます。 その 頃に は 色々 のプ 。グラ 

ムが 丁度 込 合つ 〔て〕 ゐ るので 甚だ 勝手です が 右；. g 日の^に 御 繰 合せ 願 度 存じます 

右 御 返事 迄 余事 拜眉 の 上に て 草、， - 

十月 十四日 

一九 三 七 

十月 十五 日 月 午前 八 時： 十二時 本 鄕區駒 込 町 二 四より 瀧 野 川 區瀧野 川 町 六 八 五 渡 邊光德 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 不計 御緣で 御作 品に 親しむ 機會を 得まして 喜ばし い 次第で 御 坐い 

ます 自分に は. 一 向 何も わかりません が贵 作から 多大の 慰安 を 感じる こと は 出来る やうで 御 坐い 

ます、 いっか 拜眉を 得て 色 i 御高 話 承る 機 を 得度と 存じて 居ります、 夜間 は 御 健康 上 御 都合 惡し 

くとの 事で 日曜と 存じ ましたが、 廿 一日と 廿 八日の 日曜 は旣 に豫定 あり、 併し 二十 九日 月曜 は 九 

時より 十 一 寺 頃 迄なら ば 在宅 致す やうに 豫定 致しても 宜しくと 存じます。 もし 月曜が 御 都合 惡し 

ければ 更に 他の 日 を 用意 致し まし やう、 御 都合 钾 聞かせ 願 はれ、 ば大 幸と 存じます 

右 御 返事 迄 草. -申 上げます 不盡 

十月 十五 日  寺 田寅彥 
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渡邊光 德樣玉 案下 

一九 三 八 

十月 十五 日 月 午後 零時. ー 四時 本. 鄉厘駒 込 曙 町 二 四より 飽町區 中央 氣象臺 中 野猿 人 氏へ 「速達便〕 

御手 紙拜見 致しました 

十二 三キ。 の 波長と いふの は 一寸 面白い と 思 ひます。 丁度 stiatosphere の 底の 高さと 同程度 

なので、 其 下の troposphere の對流 渦動で 規定され る もので はない かとい ふ氣 もします が、 そ 

れと 振動との 關 係が 分らない。 氣 壓の變 化に も 二分 位の 波が あった やうに 思 ひます。 それから 低 

氣壓の 前後に 海水に 現 はる &顯 著な 一 一三 分の 波が あり、 それに 就て は 先年 數 物で 論して 置き まし 

た 0 

しかし 磁力の 波動と 低氣壓 との 關係を 調べ て 見なければ 何とも 云 はれない。 此れ は 一 寸當 つて 

見る 價 値が あるかと 思 はれます。 

ヘビサイド 醫 が 數十籽 の 高さ だとす ると、 其 上層 は 可也な vacuull- で、 そんな 處迄も 流体 力 

學を 使つ て い、 かとい ふ 疑問 も あるので 此点 も考へ て 見る 必要が あるかと 思 ひます。 

それから 實 際の 氣 層で は P が連績 的に 變 つて 居る ので 此の 場合の 振動の 取扱 方 も 一 つの 問題と 

なり 得る と 思 はれます。 

右 愚見の み 申 上げます、 余事 は拜 眉の 上に て 

八月 十日  寺  田 
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, 中 野樣 

一 九 =1 九 

十月 十九 B 金 キ後 H 時— へ-む 本 鄉_败 駒 込 曙 町： IT より 札 幌市北 六條西 十へ THI 阿部 方 寺 円 束 一氏へ 

其 後 も 不相變 御 健康で 御 勉强の 事と 存じます、 理研 講演 會 準備で 忙 がしい 事と 思 ひます が、 ど 

う か 健.；^ に 注意して 御 勉強 を 願 ひます 札幌大 學 にも 大分 呼吸器 病が  一 3 ム延 して ゐる らしい から 特に 

注意 を 要します、 適當の 注意 をして、 さう して、 少しで も 熱が あったり 咳が 出た とき 醫者 によく 

診て 貰 ふ 事 を 忘れなければ 大丈夫であります 扭て 例の 緣^ の 件、 其 後い ろく 聞 合せた 結果 余り 

惡 くもな さヒ つなので 一 應 先方の 意向 をた しかめた いと 思った が 先方 をよ く 知って ゐる 人が 中々 

見付から すその 爲 時日 を 要した が 結局 矢 張 〇〇〇〇〇〇 以外に 都合の よい 人が 見當ら す、 とう 

/^同人に 依頓 してやつ と 橋渡し だけして 貰った、 勿論 正式の 申込で はなく 〇0 さんの 自分の 考 

として 話して 意向 を 聞く だけであります、 〔中略〕 それで 東 一 の t お M をよ こせとの 事だった が 生憎 

一 枚 もちやん としたの がなくて 困った が、 丁度先日山崎^f;が檎葉書にょこした四人 一 處の 寫眞が 

あって、 此れ は餘 所行でなくて 日常生活の 狀况を 示す のみなら す 大分 フ エボラ ブルに つて 居る 

とい ふので それ を 惜して やった、 これ は 大笑 ひでした。 

現在の 話 はどうな るか 未定 だが いづれ にしても <? 「後 必要が あるから 至急に ちゃんとした 寫眞を 

撮って なるべく 早く 此方 へ途っ ておいて 貰 はない と 困ります から、 どうか 面 到で もさう 願 ひます ( 

一 一三 枚よ こして 置いて 下さい。 
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なにしろ 緣談 は人賴 みのこと だから 中々 思 ふやう に は 行かない が、 そのうちに 何とか 返事が あ 

り 次第 御 報 致します。 

右 寫眞の 件 御依賴 まで f  .  . 

十月 廿日  航研 にて  父 よ り 

東 一 殿 

御 自愛 專 一 

一九 四 0  - 

十月 二十 曰 土 午後 零時-四時 新 宿よ リ 小石 川 區誠訪 町 五 九 小山 書店 小山 ニ郞 氏へ 「はがき〕 

毎度 御 電話 叉 御 足勞を かけまして 恐縮、 どうも 此頃 色. -と雜 事が 多く、 叉から だの 工合が 惡か 

つたり して 出勤 も 甚だ 不規則 宅に 居る 時間 も 不定で 御迷惑 を かけました、」 帝大 新聞の 方 は廿三 

日 迄との 注文でした がいろ ，，？\ 忙しい のでもう 少し 延期して 貰 はう かと 考 へて 居ります」 「蒸 發 

皿」 の 次の 隨筆 集の 材料が たまった ので 先日 岩波へ 渡しい よく 組版に か \ る 事と なりました、 

义 一 っ裝 藏に變 つた 趣向 をして みたい と 思って 材料 を 物色して 居る ところであります、 函の 方の 

材料が まだ どうも 見當 がっかな いが、 表紙が きまつてから 考 へる 事に して 居ます、 何しろ 装釘と 

いふ もの は道樂 のうちで も 可 かり 面白い 道樂で 特に 自著の 裝敏 となると 興味が 別な やうに 思 はれ 

ます、 今度 も 藤 原 千尋 君に 面倒 を 御 願 ひする 事に しました c」 出來か \ つた 頃 御 批評 を 乞 ふ 

安倍 君い つ 頃 上京す るで しゃう 
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一九 四 I 

十月 二十 二 B 月 午後 四時： 八 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究 听 より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 

物理 學 教室 中 谷 宇 郞 氏へ f はがき〕 

御手 紙と 原 槁储に 受取りました。 水の 流 路と放 電路との 比較 は 中： オリ ヂナ ル で 面白い と 思 ひ 

ます. 早速 科 學へ迥 します が、 もう 來月 号に は 間に合 はぬ かと 存じます。 地理 學 者の 方で 叉 何と 

か 認識不足の 抗義が あるか も 知れない が-. そんな 事 は 構 はない ので、 かう いふ 說が 出て こそ 學問 

は 進む の だと 思 ひます」 吉田 氏の は 彙報へ 廻し ました。 これ も 面白 〔い〕 と 思 ひます。 來月 中旬に 

は 御上 京の 由 その 節 色 i 御 研究の 模様 を 伺 ふこと が 出來る 事と 樂 しんで 居ます 

十月 廿ー 一日 

一九 四 二 

十月 二十 二  B 月 本鄕" R 駒 込 曙 町 二 四より 内 田宗義 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難有拜 見、 益 i 御淸祥 大慶に 存じます 

拙著 「物質と 言葉」 は 「万華鏡」 以後の 雜 文の 集 錄で つまらぬ ものであります。 鉄塔の 瘤 刊は 

甚だ 淺 念であります がどう も 損 をしても 出せと す、 める 譯 にも 行かす 甚だ 淋し ぃ譯 であります 

御 尋ねの 尾 野 俱郞は 矢張少 生の 變 名で 鉄塔 誌上 だけに 使用す るつ もりで したが 同誌の 癥刊で 死 

亡 した 事に なり ます 
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「科學 者と あたま」 は 「物質と 科學」 に 入れました 

墨 流しの 實驗は 其 後の 結果 を 十 一 月の 理硏 の會で 話します が 報吿を 書く の は 何時になる か 未定 

であります なにしろ 畑ち が いの 仕事で 少  無理であります 

右 贵酬迄 草  > 、不盡  ， 

十月 廿ー 一日  寺 田寅亲 

內田宗 義樣玉 案下 

I 九 四 三 

十月 二十 六 B 金 午後 四時. -べ時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎室 中 

宇吉郎 氏 へ 

謹啓 講演 會 準備で 御 忙しい 事と 存じます、 少 生の 方で は 例に より 講演 當日迄 何 を 饒舌る か內 

容 が决定 しない やうな 有様で 御 坐い ます。 

报て、 今日は 一 っ大變 勝手な 御 願が ありまして 御 相談 申 上げたい と 存じ 此 手紙 認めます、 先達 

て も 御 話 致しました やうに 東 一 の 嫁の 事に つ いて 色よ 物色 致して 居りました 處 一 人 稍適當 らし い 

のが 見付かり 間接に 先方の 意向 を 聞いて 貰った 處 どうやら 物に なり さうな 見込が あります、 それ 

で 一 度 所謂 「見合」 なる もの をした 上と いふ 處ま で參 りました が 先方の 家の 都合 (父親が 九州に 

務めて 居り、 それが 上京の 機會 にと いふ 譯) で 十月 十日 過 頃に さう したいとの 事で 御 坐い ます 併 

し _ ^月 十三 日 迄は理 研の 會の 準備で 全部 動員 中の 事故 論外であります がその 以後に 一 寸歸 京の 御 
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許可 を 願 ふ 事が 出来れば 大變 都合 宜 敷と 存じます 併し 公務の 事故 决 して 御 無理 を 御 願 ひする 譯で 

は 御 坐い ません もし 御 都合が {且 しくない やうで したら 御 遠慮なく 左様 御 申 聞け 下さらば 先方へ 其 

次第 を 通じて 延期して 貰へ ば宜 敷と 存じ. ます。 先方で は 年齢の 關係 上なる ベく 本年 中に 擧 式した 

いらし いので、 それで 急いで ゐ るら しいので 钾坐 います。 

此の 見合の 事 は 東 一 に は 未だ 少しも 知らせて ありません から 左様 御 含 置 を 願 ひます。 もし 敎窒 

の 方の 御 都合が つきさう でしたら 御 許可 を 得た 上で 私から 東 一 に歸 京す る やうに 申して やる 事に 

したいと 存じます。 それから 緣談の 事 は 今の 處 未定で 钾坐 いますから どうか 一 般には 御發表 下さ 

らぬ やうに 願 度と 存じます。 

詳細に ついては 御上 京の 節 御 話し中 上 度と 存じます 大分 珍談 も あり 御 笑 草になる かと 存じます 

それ は 鬼に 角 もしう まく 成 効して 東 一 の 生活が セット ル して くれ \ぱ 一と 安心で、 どうか さうな 

れ ばよ いがと 心配して 居る 次第で 御 坐い ます 

大變 勝手な 事 を 申 上げて 相す みません、 决 して 御 無理に と は 申 上げられません ので 左樣御 含み 

の 上 にて 御 都合 御 聞かせ 願 はれ 、 ば大 幸と 存じます 

右耍 事の み 余事 後便に て 草. - 

十月 廿 六日  寺 田寅彥 

中 谷 君 玉 案下 

二 仲 御 一 同様に 宜敷御 願 致します 
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I 九 四 四 

十月 二十 七日 土 午前 ペ S.1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 s; より 札 幌市北 人條西 十へ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏 

へ  -  . 

拜啓 先日 來の 話が 大分 進行して 事によると 近日 一 度 一 寸歸 京して 貰って 双方 家族の 會見 をす 

る 事になる かも 知れない ので 昨日 中 谷 君に 來月 中旬 頃 一 寸歸省 を 許して 貰へ るか どうか 聞 合せの 

手紙 を 出しました。 

それに 就き もし さう い ふ 事に なれば 東 一 の 洋服が 多分 大分 ひどくな つ てゐる 事と 思 ふ ので 此際 

冬の 背廣 一組 大 至急に 新調し 度く、 別封 小 爲替を 送る から、 早速 註文して 作らせな いと 間に合 は 

ない と 困る と 思 ひます。 若し 歸 つて 貰 ふと すれば 中 〔43 おと ー處 位、 即來月 十三 四 五日 頃になる と 

思 ひます。 〔中略〕 

右 用事 迄 草 M 

十月 廿 七日  寅 逢 

東 一 殿 

一九 四 五 

十月 三 十日 火 午後 零時-四時 本 鄕區駒 込 曙 町：： 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 金吉 氏へ 〔はが 

き〕 
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科學 画報 を 難 有う 御 坐い ました、 廣吿で 見て 拜 見したい と 思って ゐた處 でした。」 窒戶岬 跪 風 

の 時の 海上の 光 象に つき 詳し い 事を鄕 里へ 聞 合 はせ 稍 i 面白い 材料 を 得ました. _ 火の 機 會に御 目に 

かけ まし やう、 

右 不取敢 御禮迄 草よ，  . 

十月 做 日 

一 九 四 六 

十月 三十 一日 水 午後 零時 四時 本鄉區駒込曙町ニ四ょり^»谷^1:代々木山谷町ニ八，ぺ高畑方森田稔氏 へ 

〔はがき〕 

御 端書拜 見し ました 、「心境」 を 聞 合 はせ ました ら経營 困難で 休刊す る 事に なった との 事で 何共 

致し方が ありません、 その 內に 他の 雜 誌へ 話して 見やう と 思って ゐ ます」 宅の 方 は玄關 から 客室 

の 方の 修繕 や 壁 #: 巷へ を 始めました ので こ」 一 週間 位 は 取 散らして ゐ るので 御 來遊は その後に 御 

願 ひ 致します 

十月 卅 一 日 

一九 四 七 

十一月 二日 金 午後 零時— 四時 本鄉 駒 込^ 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ L はがき 一 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 御 令息 御 來訪の 節 は 念の 爲 午前 九 時 前に 大嫁六 〇 九 七へ 掷 電話で 
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御た しかめの 上に 願 度と 存じます、 どうかす ると 土曜日 午後 會議 等の ある 事が あります ので 今 力 

ら豫 定出來 かねます ので、 此段御 含 置の 程 を 祈ります 

右爲念 重ねて 申 上げます  ， 

十一月 一日  . 

追 仲 十日が 土曜に 當る やうです か ら左樣 御 含 置 願 ひ ます 

一九 四 八 

十一月 二日 金 午後 四 時 八 時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十べ T 目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

先日 巾 上げた やうに 中 谷 君と 一 處に 一 寸歸 省して 貰 ふ 事が いよく 必要に なった ので その 御つ 

もりで 御 準備 を 願 ひ ます、 ， 旅費 は 足 りなければ 接り ますから 御 申 越 を 願 ひ ます 

理 研の 講演 は 矢 張 中 谷 君に やって 貰 はない と 工合が 惡 いから その 積り に 願 ひます、 理 硏のメ ム 

バ —でなくて はいけ ない と 云 ふ 規定 もない かも 知れない が、 私が 居る ので 人から 誤解され るか も 

知れない と 思 ひます。 中 谷 君に もさう 云って やりました。 

講演 前 だし、 叉 上京の 用が あるから 此際ー 層 健康に 注意 を 願 ひます、 今病氣 すると 一 寸 困り ま 

す、 余事 あとより 草.^ 

十一月 二日  父より 

東 一 殿 
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一九 四 九 

十一月 二 曰 金 や 後 四時 1 八-吋 水 鄕區 駒 込 曙 町 二  i; より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物理 學敎 { 生中ハ 介 宇 

さ郞氏 へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 東 一 の 事に つき 大變 勝手な 事 を 御 願 致しました 處 早速 御 聞 届け 被 

下 誠に 難 有う 御^います、 それで は 其樣に 進行 致す 事に 致します 

理硏 講演 會には 矢 張 貴兄に 講演して 頂かない と 少し 工合が 惡 いかと 存じます、 理 研に は 東 一 は 

何の 關係 もない 人間で 御 坐い ますし、 それだけなら 鬼に 角少 生の 子供な ので 一層 工合が 惡く、 必 

す何處 かで 物議の 種と なる 事と 存じます から 此れ は少 生の 方で 御 遠慮 申 上 度と 存じます、 實は名 

前の 出て ゐる だけで も 少し 氣が 引けて ゐる 位な のです からどう か 不惡御 諒察の 上贵兄 御自身に 御 

講演 下さる やう 御 願 致します 

右 御 返事 御 禮且は 御 願 迄 余事 は拜 眉の 上に て ゆるく 御 話 上 度と 存じます、 草よ 

十一月 二日  寺 田 寅 逢 

中 谷 君 玉 案下 

一九 五 0 

十一月 八日 木 午後 零時： 四時 本鄕 -si: 駒 込 曙 町： - 四 より 長 岡 市 學校町 三 丁  H.S 田宗義 氏へ 〔封筒の 表に 

「寫眞 お 中」 と、， めり〕  J 
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御 約束の 寫眞が やっと 出来ました から 一 枚 御 送り 致します、 如何にも 貧乏 臭い 實狀が 出て 居て 

他所 行の よ.. リ はい & かと 思 ひます 

お 要件の み 草 i 

十 一 月 七 n  寺 田寅彥 

內 田.： ポ義樣 玉 案下 

一九 五 I 

十一月 八日 木 午後 零^: h: 時 本鄉 _51： 駒 込 曙 町. -i: より 廣島 市^ 町  一丁目 三 宅 幸太郞 氏へ 

00 塞氣 漸く 相 加 はり 候處益 i 御淸 榮大麼 至極に 存候此 度 は 名産の 柿 實澤山 御惠途 に 預かり 

難 有 拜謝致 候 格训の 美味に て家內 一 同 賞玩 致 候 

右 不取敢 御禮迄 申述度 草.. 如 此に御 坐 候 不盡 

. 十 一 月 八日  寺 田寅亲 

三 宅 幸 太郞樣 £ &史 

I 九 五 二 

十一月 十 B  土 や 後. へ 時 ー 十二時 本鄕 -511 駒 一 曙 町 二 より 臺灣阿 raf: 山」 € 山 觀測听 東 鑕 自 氏へ 

御手 紙拜兑 致しました、 益 i 御 勇健 御 勉強の 赴 大慶に 存じます 

扨て 御 示しの i ぉ眞 雨滴の 周圍の 割れ ml 狀 模様に 就て は 次の やうな 可能性が 考へ られ ます  SB 


卜、 此の 外緣が 亀甲 形 類似の 特徵を 示す ので 此の 邊 全体の 煤が 急に 收 縮した か、 或は 紙の 方が 

急に 延びた かによ るので はない かと 思 はれます 


雨滴の 周圍に 附着して ゐた 寒冷な さ氣が 雨滴の 衝突と 共に 紙面に 沿 ふて 外方に 

流れ出す その 爲に 煤が 急に 冷やされ そ， の 皮層が 收 縮す るので はな いかと いふ 氣も 

する。 ^し、 果して 谋層 がそれ 程收 縮す るか どうか は刖 に實驗 して 見なければ な 


りません 

二、 もう 一 つの 可能性 は、 雨滴の 衝擊の iiiechanical  actio- の爲に 紙が 變 形し、 例 へ ぱ 風呂 

敷を擴 げた (ふとん か 何 かの 上へ) の を 指で おしつけ ると 周圍に 放射 狀の 皺が 出来る やうに 瞬間 

的に でも 皺 裂が 出來、 その 皺の 峯か谷 かの 處で煤 層が 破れた ので はない かと も考 へられる。 もし 

この 方 だと、 例へ は 煤 紙 をガラ ス板 にても 貼付けて 四まない やうに してお けば 模様が 出来ない 害 

です 

ヒー、 煤 面が 高位の 荷電 を もつ 爲 にこん な 事が 起らない とも 限らない が、 その 有無 は 簡單な H い 

クト ロスコ I プ 的の もので 驗 される と 思 ふ 

先づ 唯今の 處 こんな 事が 考 へられます、 右の 吟味 も 試みられて は 如何で しゃう、 

右 不取敢 用件の み 草 i 

十 一 月 十日  寺 田寅彥 

伊東 君 玉 案下  ， 
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一九 五三 

十一月 十 IB  0 午後 四時-. へ 時 本 Irtel 駒 込 曙 町 二 四より 札幌市 北ニ倏 停車場 通 敷 鳥 旅館 井忠ニ 氏へ 

〔綺 はがき」  - 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました 東京 は 天氣が 正常に 復 すると 共に 寒さが 加 はり 急に 襟卷、 手袋、 ス 

ト ー. ヴの 動員 をし ました、 此 間中 は 家中の 壁 塗 や 疊替で 慘狀を 極めて 居ました ので 音樂も 一 切 中 

止でした 此の 週から ぼつ/ \ 又 始め やうと 思って 居ります」 理硏の 講演 會 前です が 今年 は 泥繩は 

やめて のんびり かまへ て 居ります、」 震硏 談話 會は 講演が 多い から 午前から 開會 する さう であり 

ます 大 繁昌で 大慶であります 

十 一 月 十 一 日 

一九 五 四 

十一月 十三 曰 火 午 後 零時： 四時 本鄉區駒！>〕曙町ニ四ょり^^谷區代々木山谷町ニぺ六高畑方森田稔氏 へ 

〔はがき〕 

御 端 書拜見 致しました、 家の 普請の 方 はやつ と 片付き ましたが、 今週 は 御 承知の 通理化 學硏究 

所 講演 會 がありまして、 その 爲に色  > "の會 合ゃ假 人の 訪客で 一杯に つまって 居ります ので、 甚だ 

勝手です が、 もう 少し さきの 方に 御 願 ひ 致したい と 存じます、 來週 になったら 少し は樂 になる か 

と 存じて ゐ ますが、 いつでも あとから プ C1 グラムが 充爐 (して 行く ので 「長期 豫報」 が 困難で S 


困ります、 どうも 我儘 を 中 上げて すみません 

十 一 月 十一 一日 夕 

二伸 先日の 原稿の 表題の 下の 名前 を 御 鬼城稔 として 其の 脇に (森 田稔) と あるの は、 あれ 

は どちら かにき めた 方が 好都合と 存じます が 御高 見 如何 哉 

一九 五 五 

十一月 十九 曰 月 午前 八 時 • 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 千 葉縣保 田町豊 m 尾 前 矢 島祐利 氏へ 

しばらく 見えない と 思ったら 钾病氣 で 海岸へ 御轉 地の 由 どうか 御大 事に 願 ひます。 早く 御氣付 

きになって 幸でした。 一 冬 も御靜 養に なったら 却って 舊來 より 健康に おなり かと 想像し ます ひ 少 

生な ども 此れ迄 大病 を やる 度に 段. - 丈夫に なった やうに 思 ひます、 ：ノ ラド クシ カル の やう だか、 

僕な ど 子供の 時 非常に 弱かった のが、 色. - と病氣 をし その 病氣を 利用した おかげで 今日 ある を 得 

たやうな 氣 もします 此度色 i な 俗事が 殺到して 少-- 閉口して 居ます が、 妙な もので 俗事で 煩 は 

されて ゐる 間に 學的 頭腦は 休養 を與 へられて ぐうぐ 安眠して ゐて疲 勞を取 かへ すらし い、 可 笑 

しなものであります、 

そろ/ \\ 本式の 冬が 來る こ、 と 思 ひます、 からだの 冬 構へ をし なければ なりません、 「冬 中風 

邪 を 引いて ゐる 事に よって 肺炎 を 免れる 法」 とい ふ 新 養生 法を實 行す る 積り であります。 尤も こ 

の 方法 は 人に はす、 める 譯に いけません 

庭に サルビアが 眞赤 にへ fc- いて ゐ ます、 力 ンナが 少し 殘 つて ゐ るのと 此の 二つが 初冬の 庭に 目 
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立った 熱 色であります 

御 養生 專ー 草 >、 

十一月 十八 日  寅  逢 

矢 嶋樣玉 案下  ， 

二 仲 繪 でも かいて 見る の はいか、 です 

一九 五六 

十一月 二十 IB 水 ，.1 後 八 時— 十二時 本 鄕展 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ長岡 市 學校町 三 丁目 内 m 

宗義 氏へ 〔はがき 色 鈴 筆に て 右より 左へ 太陽光線の スペクトルの 順に 認め あり〕 

球狀 ァラゴ ナイト 産地 御 確か 「紫〕 

め 下さいまして 難 有う 【靑〕 

御 坐い ました、 あれの X  〔綠〕 

線寫眞 も 大抵 出来まして 〔黄〕 

その 內平田 君が 報告し 〔橙 J 

ます 事と 存じます どうも 〔赤〕 

難 有う 御 坐い ました 〔紫〕 

寺 田寅彥 〔靑〕 
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一九 五 七 

十一月 二十 二  B 木 午後 四時— 八 時 本 鄉區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究 听ょリ 牛 込 區矢來 町 一一 一七 高 橋浩ー 

郎 氏へ 〔はがき〕 

原槁 (振子に 關 する) 拜見 しました、 それにつ き 一 度 御 話し \ たいので いっか 御 目に か \ り 度 

いと 思 ひます、 あれ は 少し 讀 者に 分かりにくい のでもう 少し 分かり易く する 必要が あります、 寧 

ろ 存分に 詳しく 書いて 理研 出版物に 出して 頂いた 上で、 充分 練磨し 壓 縮した の を Proc.  I.  A. に 

出す 方.. が 有利で ないかと 思 ひます、 

詳しく は拜 眉の 上に て 草 i 

十 一 月廿ー 一日 

一九 五八 

十一月 二十 三 B 金 .14. 後 K 時 I 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  w より 蒲田區 安方 町 三 五三 中 野猿 人 氏へ 

切符が おそくな りました、 

封 人し ましたから 御 受取 下さい 

どうも 難 有う 御 坐い ました 

十一月 廿 三日  寺田拜 

中 野樣玉 案下 
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I 九 五 九 

十一月 二十 Ills 金 午後 四時. —ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 品 川區大 井元 芝 町へ ニー 一松 岡讓 氏へ 

「漱石 先生， 一 御 惠與難 有う 御 坐い ました、 いろくな つかしい 思 出の 種が 滿 載され てゐて 一寸 

手 を 離しに くい やうな 氣 がします。 「緣端 *1」 について は 御 書きに なって ゐる 以外の もので 大塚 

楠 緒 子 や 橋 口 五葉 氏 並に 橋 口 貢 氏の 描いた ので 少 生の 記憶に 殘 つて ゐる ものが いくつかあって、 

それが 保存され てゐ るか どうか 調べ て 見た くな りました 

一 度參 上して 其 等の 繪 葉書 を 見せて 頂 度と い ふ 慾 望が 熾烈に なつ て來 ました。 

少 生な どももう そろ/ \ 過去の 想 出に 生きる やうな 心 持に なって 來 たらし いので 心細い 次第で 

あり ます 

右 御禮迄 草 >、 

十 一 月廿 三日  寺 田 寅 ノ 

松 岡 讓樣玉 案下 

一九 六 0 

十一月 二十 七日 火 午後 八 時.； 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 人へ 小 宮豐隆 氏へ 

先日 は失禮 しました、 扭て 別紙の やうな 手紙が 來 たから 钾ー覽 願 ひます、 なんだか 先生ら しい 

句で も ある やうな 氣 がする、 


綠談 途中 で 停頓 の 狀態 に陷り 親父 苦悶 のて いであります 閉口， \ 人 問いく つに なっても 矢 張 色 

： の レツ ス ン を 受ける 見込が あります 

右 要件の み 草え 

寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下  . 

一九 六 一 

十一月 二十 七日 火 午後へ 時. ー 十二時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 牛 込 區矢來 町 三 七 高橋浩 

一郎 氏へ 〔はがき〕 

論文 挿画に 人る 活字の 校正が 來てゐ るから 一 寸御覽 下さい、 なるべく 至急 御 願 ひします 

十一月 廿 七日 

少 生の 机上に おいて ある から 留守で も かま は. f 御覽下 さ い 

一九 六 二 

十一月 二十 七 B 火 午後 八 時 .ー 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十べ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一 

氏 へ 

御 無事 御歸 任の 事と 存じます、 此度 はわ ざく 御 足勞を かけた が 一 寸 意外の 事情で 一時 サスぺ 

ン シ ョ ン の狀 態に なり 钾氣の 毒 だが どうも 豫 期しない 事で 致 方が ありません、 併し 今の 處 未だ 多 
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分の 可能性が 殘 つて ゐ るので その 內に いづれ とも 决定 する 事と 思 ひます、 なるべくなら 此處 まで 

來た 事故 成立 を 望む 次第です が、 都合に より 此儘 元通りに なっても 別に 世間 普通の 事で、 又 あと 

に いくらでも 良緣は ある 事です からどう か 此の 親父に 御 委任 を 願 ひます、 そちらで はどう か 健康 

を 一 層よ く 注意し 一 意專 心に 學 事に 沒 頭され る 事 を 希望し ます、. 東 一 の 學界に 於け る 立場が 上が 

れは 上がる 程 何事 も 順調に 向 ふので すから どうか か へ すく 御 自重 を 祈ります、 それに は 何と い 

つ て も 身 休が 一 番の 大事です からく どい やうで も此 占-: を 第 一 に 御注意 願 ひます 

ぺ ー パ ー が slil.  Ma." に 出る やうに なった さう で 此れ は 私に は 非常に 喜ばしい 事であります、 

恐らく こんな 喜び はない と 思 ひます、 

別 役の 伯母さんが 此頃 原因不明の 病氣で 多少 心配な 容体 だとい ふ 事 を 北 川から 知らせて 來 まし 

た 年が年 故氣遣 はし い 次第です、 どうか 御 含 置 を 願 ひます 

明 夜 は津田 あやめの 初 演奏 會で又 切符 賣を賴 まれました 明 夜 は 御 義理で 一 同で 出かけます 右 

其 後の 御 報まで 草 

父より 

東 一 殿  ， 

I 九 穴 三 

, 十一月 二十 七日 火 午後 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四 より 松. E 市 昭和 町 七 一吉 田 長次郞 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 漱石 先生の 俳句に つき 御 示敎難 有う 御 坐い ました 全集の 遺漏に つき 
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まして は小宮 君が 材料 を 集めて ゐる箸 故 御手 紙 を 同 君へ 廻送し 見て 貰 ふ 事に 致 度と 存じます、 な 

ほ もし 寫眞が 出来ましたら 小 宮豐隆 (仙 台 東北大 學文學 部) 君へ も 一 葉 御 示し 被 下は大 幸と 存し 

右 不取敢 の 御禮迄 

十 一 月廿 七日  寺 田寅彥 

吉田長 次 郞樣玉 案下  _ 

一九 六 四 

十二月 一 B  土 午後 零時， |四 時 本 郷區駒 込 曙 町 二 四より 祌 E 區 一ッ橋 通 町 一一 一 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔速 

達 便 封筒の 表に 「文案 在中」 と あり〕 

拜啓 定價の 事は少 生に は 分かりません から 宜しく 御 願 ひ 致します、 

廣吿 文案 別紙の 通に 願 ひます、 「科 學 J の も 今度 は 此の 通りに したいと 思 ひます 

右 要件の み 草よ 

十二月 一日  寺 田寅彥 

藤 原 千尋 樣玉 机下 

〔別紙に〕 

前 集 「蒸 發 皿」 以後の 隨 筆の 集錄 である。 著者の 自序に 據 ると、 化學で 所謂 觸媒 (カタ ライザ 

—) が、 それな しに は 起り にくい 特殊の 化學 作用 を誘發 する 役目 を 勤める ことがある、 それと 同 
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様に、 かう した 隨筆は 時として は讀 者の 內部 にある 二. つの ものの 間に、 或は 讀 者の 內 部と 外界と 

の 間に、 起るべく してし かも 適當な 媒介の 無い 爲に 起らないで ゐる やうな 結合 作用 を誘發 する 機 

緣を 提供す る ことがある、 さう 云 ふ 意味から この 書の 名 を 選んだ さう である。 讀者は 試に この 特 

殊な 一 觸媒」 の接觸 作用に よって 自己の 中に 潜在す る 無限に 多様な 反應 作用の 可能性の 少 くも 一 

部の 片鱗 を撿 出して 見る の も 強ち 無用の 業で はない かと 思 はれる。 

一九 六 五 

十二月 三 B 月 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 岡 市 學校町 三 丁目 内 m 宗義 氏へ 〔封筒な し J 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 

粘土 ゲルの 螺旋 狀の 割目 は 面白い と 存じます H 筒の 長さの 方向に 收 縮が 起れば 剪断 應 力の 最 

大方 向 は、 少 くも 外圍 では 軸の 方向に 45。 をな す スパイラル になり さう に 思 はれます ので、 さう 

いふ Sliea 一- のヮレ メと考 へられ ますが 併しよ く考 へて 見ない とたし かな 事 は 云 はれません 、 

右 不取敢 の 御 返事 迄 

士 一月 三 曰  寺 田 寅 

內田樣 玉 案下 

I 九 六 六 

十二月 四 曰 火 や 前. へ 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町： 一四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 人べ 小官 豐隆 氏へ 
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御手 紙拜 見、 時計の 事 承知し ました 序の 時 持って 來ま しゃう。 津田 君の 画展高 嶋屋で 開催中え 

い 、繪が 多く 一  寸御 目に かけたい やうであります。 先日 は津田 あやめの ピアノ 演奏 會で少 生 も 切 

符賣 りの 手先き をつ とめ 五十 R ばかりの 賣 上げ を 得て 得意の 体であります。 扱て あやめ を 一 度 放 

達に 出したい がよ い 傅 手がなくて 困る との 靑楓の 話でした が、 貴兄から 久保田 万太郞 先生へ 話し 

て 貰ったら どうかと いふ 建策 をサジ H ストしたら 是非 少 生から さう 云って くれとの 事でした から 

右の 次第 御 傅へ 致します あれ も 可愛 相な 兒 だから 出来るなら さう してやり 度い 氣 がします、 演奏 

は少 生に は 批評の 資格 はない が、 唯 日本の 女に して は 意外に ゲミュ ー トの ある 彈き 方で、 特に 近 

代 的な 感覺 的な 曲の 方が 古典的な ものより 面白く 聞かれた やうでした。 唯 練習 期間 不足だった さ 

うで 稍 練習 不充分な やうな 点 はあった らしかった。 鬼に 角 中 i 頭の い、 娘 だと 思 はれます 適當 

な 方法に よって 久保田 先生に 御寶り 込みの 程 を 願 ひます 

唯今 大學 新聞が 屆 いて 静夜 集の 紹介 拜見能 成 先生 も 定めし 御滿 足の 事と 推察して ゐる處 であり 

右 要件の み 

十二月 三日  寅  彥 

豐隆 先生 玉榻下 

二伸 「觸 媒」 は 多分 十日 頃に 製本が 出来さう です、 よろしく 御 引 立の 程 願 ひます 

一九 六 七 
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十二月 四 曰 火 午前べ 時 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 松 山 市 昭和 町 七 一吉 W 長次郎 氏へ 

再度の 御手 紙拜見 致しました、 小宮 君より 返事が 參 りまして 漱石 全集に は 「春 三日よ しのの 櫻 

一重な り」 とい ふの が あり、 これ は 正 岡 家 所蔵 「承 露盤」 二十 八 年の 部に あるの ださう で、 御 報 

吿の 「春 三日 櫻の 花 は 一重な り」 は 多分 前 句の 最初の ヱヂシ ヨンで あらう との 說 であります。 自 

分で 練って 直した のか、 子規が 添削し たかは 勿論 不明であります。 叉 「愚 陀怫」 となって ゐ るの 

も 丁度 相當 するとの 事であります。 

右 御 報 迄 草 . 

十二月 四日  寺 田 寅彥. 

吉田長 次 郞樣玉 案下 

一九 六 八 

十二月 H 曰 火 午後 四時； 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ長野 縣北佐 久郡沓 掛祟ノ 茶屋 淺間 火. W 觀測所 水 

上武 氏へ 〔繪 はがき 寺田彌 生、 寺 田 正 二、 寺 田 雪 子、 荒 井 英郞、 四 氏との 寄せ 書 「四 氏 

の 文面 雀 略)〕 

先日 震 研 談話 會 のとき 貴君 を ッカマ へ テ音 樂會の 切符 を賣 付け やうと 思って ゐて賣 りおけ 損な 

つてし まひ 惜しい 事 をし ました。 君の 方で は IE? をの がれた ことになる 譯 であります。 こ \ にもス 

タン ド ポイントの 問題が ある。 

寅 老人 — 
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十二月 八 B  土 午前 ぺ時 i 十二時 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 二 四より 祌 E 區 一ッ橋 通 町 三お 波 書店 藤 原 千尋 氏へ 

拜^ 別紙に 著書 發送先 認めました からい つも 乍ら 御 面倒です が 宜敷御 願 致します、 自宅の 方 

へ はさし 當りー 一十三 部 御 届け 下さらば 大 幸と 存じます 

右 要 事の み 草え 申 上げます 草え 


十一 一月 八日 

藤 原 千尋 様 玉 案下 

〔別 靴に〕 

觸媒 郵送 先 

臺市北 一 一番 町 六十 八  小 宮豐隆 

淀橋區 下落 合一 六 五 五  安倍 能 成 

上 落 合 五 九九  板 垣鷹穗 

中央 氣象 矗宵舍  岡 田武松 

同  藤 原 平 

札 幌市北 八 条西六 丁目  阿部 良 夫 

同 北 六 欠 _ ^西 十七 丁目  中 谷 宇 吉 郞 

同 北 六条西 十八 丁目 阿部 方  寺 田 東 一 


寺 田 寅 彥 
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東京 帝 國大學 圖書館 

■ 赤 坂 區靑山 南 町 五ノ三 三 

同  五 ノ八ー 

高 知 市 小高 坂 山の 脇 

淀 橋區西 大久保  一 ノ四六 一 

荒 川 區日暮 里 渡邊町 一 〇 四 〇 

杉 並區天 沼 ニノ 三 六 一 

小石 川 區表町 

中 野 江 古田 町四ノ 一  五 五 九 

府下 北 多 摩 郡 砧村成 城 北 

卞込區 市 ケ谷仲 町 九 

奈良縣 宇 智郡宇 知 村 大字 岡 

千 葉 縣保田 町 豊田屋 前 

右の 外 自宅へ 一 一十三 部 御 屆願上 候 

一九 七 0 

十二月 九 曰 日 .tHg ベ 時— 卞二時 本 鄉區駒 n< 一 曙 町 二 四より 名古屋 市中 區廣瀨 町 ニノ  二 山 本 方 杉 村-^ 氏 TO 


へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 拙著に つき 御 懇切な 御言 葉 を 頂き 難 有う 御 坐い ました 寫眞 御所 

望です が少生 昔から どうい ふ もの か寫眞 を 撮られる のがい やで めったに とった 事が なく 手許に も 

一 枚 もありません、 尤も 新聞社な どて 無理に とられた の はあります がそれ は 手許に はありません" 

友人 や 子供のと つたの が搜 せば あるか も 知れません がみん な出來 損ねの やうであります。 

そんな 次第で 親し い 友人の 家に も少 生の 寫眞 はめった にないと 思 ひます、 どうか 惡 しからす 

寺 田寅亲 

杉村樣 

I 九 七 一 

十二月 十二  B 水 午後 零時： 四時 本鄕^ 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 目 黑區駒 場 町 東京 帝國 大學航 

空 研究所 物理 部 田 中 信 氏へ 〔はがき〕 

拜啓 

H.  Kouasse:  ToiubiHoiis.  一  and  11. 此の 本に 三 宅 君 柳 原 君に 參考 になる 記事 色. - あり、 至急 

御 購入 願 ひます。 

丸 善に あるか も 知れません 

十二月 十二 日  ， 
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一九 七 二 

十二月 十四 曰 金 午後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 璺隆 氏へ 

先日の 人から 別封の 通 訂正が 來 たから 御覽に 人れ ます 証據 物件 は 返して やって 下さる やうに 願 

ひます、 

此 間の 放送 一 部分 だけ 拜聽 しました、 近い 人々 の 間で 聞いた 評判 は 中  い、 やうです。 僕の 聞 

いた 時 は 少し 時間 を氣 にして 急いて ゐる やうな 感じが ありました。 

「觸 媒」 一部 贈呈 致します 御 笑 覽を願 ひます。 

岡 邦 雄と いふ 人が 「行 M 一  新年号に 「吉 村冬彥 論」 を 書いて ゐる、 これ も 御 一 覽 下さる 事 を 希 

望 致します  - 

右 要件の み 草 i 

十二月 十三 日  寅  彥 

豐隆 大人 玉 案下 

一 九 七三 

十二月 十七 曰 月 午後 零時— 四時 本 鄕ー區 駒 込 曙 町 二 四より； f„ ^橋 區上落 合 ニノ 五 九九 板 S 鷹穗 氏へ I 捨は 

がき〕 

御 端 書 難 有く 拜見 致しました。 
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a  (二十 二 曰) io 時半に is か 階の 新 食堂 I 合致 度と 存じます が 如何で し 


や 


塚 本 氏の 映画 は拜昆 したいと 思って 居ります 

余事 拜 眉の 上  . 

十一 一月 十六 日 

一 九 七 四 

十二月 十七 日 月 $零時111 時 $1 込 上，富 士 前町理 化爵究 所より 札幌市 まハ， 十一 Til 

御手 紙拜見 致し まが L す e 粉の 實驗 のつ I 大靈ハ 味 深く 存じます。 御 示しの 量 は 曾 S5 

平 Si 丽 I  I 養 一 f き- ？  ( SII  1$ 

0$^ 1^  (1925) 103 

Nasa。ka  Annivcrsaiy  Volume  S^^E^i^^^ 

等 こ 出した、 パテ， や 澱粉の 粉の 餅の 實驗と 關係 して 居ます 力ら ど、 つ 力き」 i の，^^ しま 

fef して 下さる やうに 願 ひ享〕 學士院 I 出の 論文に も 此れ を 引用して 頂き 度 御 願致 します 

^体の 實驗者 も 段.^ に 多くなる やうで 大に 愉快であります 
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右 御 返事 迄 草. - 

士 一月 十七 日  寺 田寅彥 

米 田 勝逢樣 

. 二伸 學士院 補助 費の 事 は 委員が きまったら よく 賴ん でお きまし やう 

一九 七 五 

十二月 十九 日 水 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 中 野區江 古田 町 四 ノー  五 五九圓 地文 子 氏へ 

〔はがき〕 

先日 は失禮 致しました、 貴 著目錄 確に 拜受此 を もって 小山 氏に 談合 致します からどう かし ばら 

く 御 待ち を 願 ひます 

上田 様に 御 話し 下さいました さう で 誠に 難 有う 御 坐い ました、 震 研 所長と よく 相談 致しまして 

具体的の 問題に してから 御 話し 致す やう 準備 致し ま し や う 

右 御 返事 迄 草. - 不盡 

十一 一月 十八 日 

二 仲 御主人 樣 によろ しく 御 凰 聲を願 ひます 

一九 七 六 

十二月 二十 IB 金 午後 零時- ；四 時 本鄕區 駒、 込 曙 町 二 四より 中 野展江 古田 町 四 ノー  五 五九圓 地文 子 氏へ 
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〔速達便〕 

先 n は失禮 致しました。 昨日 岩波 茂 雄 氏に 面談 贵著 上梓の 件 相談 致して おきました カ今戟 同氏 

.A ら 電話で 返事 あり、 御 引受けす る ことに 决定 した：. J の 事で 御 坐い ます。 小山との 御 話でした が 

どうせ 出すなら 岩波の 方.； 敷と 存じ 專 断で 掛合 ひました 段御 海容 願 ひます 出版に 關 する 具体的 

の 事枘は 直接 同店と 稗 交 涉を願 度 いづ れ 何と か屮 上ぐ る 事と 存じます  . 

右 要件の み 草. - 

十二月 廿 一日  .  寺 田寅彥 

, ■ 圓 地文 子樣 

二：^ 御主人 様に よろしく 

一九 +七 

十二月 二十 一二  B 日 午後-^ 時-, 十：： 時 本鄉. al 駒 込 曙 町 二 四より お古 屋 市中- 51^ 廣瀨町 ニノ  二 山 本 方 杉 村 一 

i 甚だ 出放題の 署名 をして 差 出しました 處大變 に 奇麗な 額 皿 を 御 送り 下さいまして 却って 

恐縮して しま ひました 折角の 御 好意で 御 坐い ますから 難 有く 頂戴 致し 早速 掘 間に 掲げる 事と 致し 

ました 

ぉ卸禮^,も 草 M 

十二月 廿晉  寺 田寅彥 
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杉 村 一勝 様 玉 案下 

一九 七 八 

十二月 二十 五 B 火 午後 八 時 —十二時 本， 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 「觸 媒」 に 對し御 譜辞難 有う 御 坐い ました 慚愧の 次第であります、 

巾し おくれ ましたが 先日 は 御 地名 產の爆 製 鮏御惠 與難有 一 同 賞味 致して おります 

東 一 明日 あたり 歸省 致す 事 かと 存じて 居ります、 例の 問題 はどうなります か 未だ 不明で 鬼 も 角 

も此 休暇 中には どちら かに 决定 致す 事と 存じます、 どちらに しても 十 勝 岳 行の 御 間に は 合 ふやう 

致 度と 存じて おります 

暮は やはり 何となく ごた-^ 致します、 今日から 年賀 はがき 鱼 曰き を 始め ましたが、 やり切れん 

から 少し 娘 等に 手傳 はせ てゐ ます、 右 貴酬 叉 御禮迄 草. - 

十二月 廿 五日  寅  彥 

中 ハ介君 玉 案下 

二 仲 八？. 夫人に よろしく 御 願 致します 

一九 七 九 

十二月 三十 B  B 午後 零時： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 蒲田區 安方 町 三 五一 一一 中 野猿 人. 氏へ 〔はがき〕 

校友 會誌難 有う 御 坐い ました 
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御 尋ねの 刖 刷は理 研に あつたと 思 ひます から 次に 御 出の 時に 差 上げ まし やう 

右 不取敢 御 返事 迄 余事 春に なって 拜 眉の 上 草よ  . 

十一 一月 廿 九日 

一九 八。 

十二月 三十 IB 月 午後 零時 1IT 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 ra より 荏 原 區中延 町 九 五 九 玉 井榮子 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 久しく 御 消息 を 伺 ひませんで したが 御壯 健で 大慶に 存じます 御 息女 

様 俳句の 方の 御嗜み 深き 由 はじめて 承知 御惠與 の雜誌 「千鳥」 にて 御作 拜見 いづれ も それく に 

美しく 拜誦 致しました 矢 張 御 婦人でなくて は 作れない と 思 ふ 句が 澤山 ある やうで 御 坐い ます 

なほ ゆる.，^ 拜 見を樂 しんで 居ります、 

附近 へ 御 出の 節 は 御 立 寄り を 祈ります 

右 貴酬 御禮迄 草 

士 一月 卅 一日  寺 田寅彥 

玉 井 榮子樣 

一 一 仲 時候 柄 御 自愛 を 祈ります 
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一九 八 一 

一月 三 曰 木 午後 零時… 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ神 田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔はが 

き； 1 

拜啓、 御手 紙 難 有う、 正誤 は 順序立て 、は 調べません が 心 付いた の だけ 左に 申 上げます 

二 四 〇 頁 第二 行 午前に 日 比 谷 は 午後に 日 比 〔4: 

二八 五ン ，， 九ク 底から  は 底まで 

三 〇 一 一 二  了 萬に 一つ  は 萬に 一の 

一 三 四 二 ハグ 進  は勸 

まづ 差し あたり これ だけ、 余 は 心 付き 次第 あとより 

一月 二日 

一九 八 二 

一月 五日 土 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宫 璺隆 氏へ 〔はがき I 
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昨夜 安倍 松根兩 君と 會合 その 時の 話 合に て 十日の 午前 十 一 時 第 一 相互の 竹 葉で 君 を 御 待 受けす 

る ことの 决義を 致しました、 何とか 御 繰 合せ を 願 度 御 依賴致 します 

余事 拜 眉の 上に て 草ぶ 

一月 五日 

一九 八 三 

一月 六日 日 午後 零時； 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ臺灣 阿里 山 高山 觀測听 $ ^東 彊自 氏へ f 繪 はがき〕 

先達て は 珍ら しい もの を 難 有う 御 坐い ました、 御禮 がお そくな り失禮 しました、 擧術協 會は盛 

犬であった 事と 存じます が案內 役で 御 多忙だった 事と 存じます 

どうか 御 自愛 御 研究 を 祈ります 

一月 六日 

一九 八 四 

一月 七 日 月 午前へ 時， ー 十二時 本鄕 K 駒 込 曙 町 二 M ょリ 目黑區 上目 黑ー ノー  四 三 森 田 米松 氏へ 〔はがき 

案內 II あり (4? 略ビ 

先日 は 御手 紙 難 有う、 今日は 又 御 使で 恐縮し ました、 明 七日 夜 は 在宅で 御 坐い ますから 御 暇で 

したら 御 來駕を 願 ひます、 拙宅 は 図の やうに 原 町 停車場から 一 寸 白山よりの 横丁 を はいって 右側 

の 三つ 目の 角 を 右へ はいり 「曙 湯」 とい ふ 風呂屋の 前です、 風呂の 高い 烟突を 目標に 御 出に なれ 
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ば 一 番確實 であります 

余事 拜 眉の 上 草. - 

一月 六日  .， 

一九 八 五 

一月 七 B 月 午後 零時 四時 日本 橋區 三越より 小石 川 區識訪 町 五 九 小山 ニ郞 氏へ 〔はがき〕 

先日 はわ ざく 御 來車折 柄 出が けて 失禮 致しました、 昨日 は又靑 森から 林檎の 大きな 箱が 屆き 

ました どうも 難 有う 御 坐い ました 今年 中には 何 か 一 つ 小山 II 曰 店から 出して 頂く 事に しなければ な 

ら ないやうな 氣 がして 居ます、 奮發 して 「漉 柿」 へで も 書く 事と したいと 思って 居ります 

右 裨禮旁 匆ぇ申 上げます 

•  一月 七日 晝過  三越 七 階 食堂に て  寅 彥 

一九 八 六 

一月 九 B 水 午後 零時 ：四 時 本鄉" ま 駒 曙 町 二 四より 小石 川區 戸崎 町 三 水口 幸 窨 氏へ 〔捨 はがき〕 

來週は 木曜に 裨 稽古 願 度と 存じます が 御 都合 如何で 御 坐い まし やう か 御 伺 申 上げます 

一月 九日 

一九 八. P 
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I 月 十日 木 午後 四時： 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 中 野區； d 古田 町 四 ノー  五 五九圓 地文 子 氏へ 〔はが 

き〕 

謹啓、 本日 午後 石 本さん と 一 一人で 虎の 門 アバ —トを 尋ねまして 色 i 御 報 吿叉御 願 を 致しました、 

さう して 御指圖 により 正式の 書類 を 提出 するとい ふ 運びに なりました、 御 かげ 樣で 順調に 進 渉 致 

しまして 誠に 難 有う 御 坐い ます、 なほ 此上 共に 不惡御 配慮の 程 を 願 ひます 

右 経過 御 報告 迄 取 急ぎ 草. - 

一 月 十日 午後 四時 

二 仲 H 地 君に よろしく 願 ひます、 又 御 序の 節 は 上田 樣へも 不惡御 鳳 聲を願 ひます 

一九 八 八 

一月 十二 日 土 午後 零時 1- 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區誠訪 町 五 九 小山 ニ郞 氏へ 〔はがき〕 

靑 森から 大きな 林檎の 大きな 箱が 屆き ました、 大變 美味であります、 どうも 難 有う 御 坐い まし 

た、 御 禮を申 上げる の を 怠って ゐ たやうな 氣 がします、 惡 しからす 願 ひます 

安倍さん に は 一 一度 會 ひました 

一 月 十 一 日 

一九 八 九 

一月 十二 B  土 午後 零時 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 


712 


年 十和昭 


御手 紙 難 有う 御 無事 御歸 札、 十 勝 行が 一月 延びて 少し 休息が 出来て 結構でした、 十 勝 岳 は相當 

御 骨折と 思 ひます が 併し いろいろ 面白い 結果が 得られた 事と 思 ひます、 最早 そろ/^ 引上げる 頃 

かと 存じます 

「下略〕  ， 

一 月 十 一 日夜  父より 

東 一 殿 

一九 九 0 

一月 十二 日 土 や 後 零時， I 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ臺北 市 文武 町 五/二 西 村傳三 氏へ 〔鎗 はがき 

複葉 翼の 周 圍の氣 流の 寫眞〕 

f, 表に〕 

名產 のからす み 難 有う 御 坐い ました 何よりの 珍味であります"」 學術 協會は 中. - 盛大だった 事 

と 存じます が、 併し 又案內 役で 御 忙しかった 事と 拜察 致します、 未だ 歸 つた 方. -の御 話 を 聞く 機 

會を 得ません」 

益.^ 御 自愛 御 研究 を 祈ります」 右 御禮迄 

一 月 十 一 日 

〔寫眞 の 左側の 餘 白に〕 

航空 研究所の 紀念日 行幸の あつたと きに 作られた 簿葉 書の 中の 一 枚であります 
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I 九九 一 

一月 十四日 月 午後 零時 |四 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 I： ょリ 和歌 山 市 北 坂 上 町 三 貞木英 一氏へ 

謹啓 益. - 御淸祥 大慶 至極に 存候 

貴地 名產 蜜柑 御 惠與被 下 候 由に て 東洋 城 君より 届け くれ 確に 拜受 毎度の 御 厚 淸難有 鳴 謝 致 笑 本 

場の 品 は 格別の 好 風味に て家內 一 同 賞味 致 居候  . 

右 御 禮迄申 述度匆 i 如 此に御 坐 候 

一 月 十三 日  寺 田寅彥 

負木英 一 樣玉 案下 

一九 九 一一 

一月 十四日 月 午後へ 時-;,. 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 g: より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 

御 手紙 難 有 拜見致 候 名産 干 柿 澤山御 惠與難 有 いつも 頂戴す るば かりにて 恐縮の 次第に 存候 

扨 て 東北大 學 の 小 宮敎授 上京 面 會致候 故 青山 學院 連絡 の 事 尋ね 候 處同君 の 知る 處 で は 靑山畢 

卒業 にても 特別の 連絡に て 無 試 驗人擧 等の 事 はなく 矢 張 人 學試驗 を 経て 許可 をき める 害との 事に 

有 之 尤も 選科の 方で は 便宜 あるか も 知れす との 話に 有 之 候少生 先達て 貴殿に 拜 眉の 節 右 連絡 云 

の 事に つき 御 話 承りた る も 十分に 理解 致さ りし 爲か 記憶な く從て 今回の 御手 紙に 於け る 「東.^ 

帝 犬との 連絡」 云. -の 意味に つき 誤鮮致 居候 や も 難 計と 被存 候、 今一度 詳しく 御說明 下さらば 重 
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ねて 東北の 方 へ 閒 合せ 可 申と 存候 

次に 蓄音機の 件に つきて は 少生不 案內故 その 方に 詳しき 航空 研究所 小幡重 一 博士に 尋ね 候處同 

君 は 御 指定の ヴィ クタ ー 機 は 承知 致さ^る も 同社 製品に て 昨年 三百 七十 R 位に 販賣 中の もの は 昔， 

質 < ^り {fl^ しからす、 一 般にぺ ント— ド (五 極) 眞さ管 使用の もの は 色ぷの 点で 面白から す、. 同 君： 

の 知る 處 では ボリ ド— ル の もの 、方 音質 良好、 同 製市價 三百 五六 十 R の ものなら ば 申 分な しとの 

事に 有 之 候、 ボリ ド ー ル ならば 小幡 氏 紹介す れば 若干 割引させる 事 可能との 事に 有 之 候 

蓄音機の 音色 等に は 可也 人. - により 好惡嗜 味の 差違 あり 一 概に 論じ 難く と 存じ 候へ 共小幡 氏の 

說 は相應 信用す るに 足る と存 候、 販寶店 等に て 聞 合す 事 も出來 候へ 共 さう いふ 場所で は 鬼 角 公平 

な 批判 は豫 期し 難く、 又 自身 蓄音機の 改良 等に 志し 居る 學 者の 說も 偏し 易き 傾き あり、 小 幡氏ぁ 

たりの 說は 稗參考 となる 事と 存候 

右の 話し 致 候 節 同席せ る 寺 澤敎授 も 蓄音機 ファ ンに 候が、 これ も小幡 君に 黉 成され 居候 

右 御 返事 迄 余事 後便に 讓申候 草よ 

一 月 七 四日  寺 田 寅 1# 

五嶋 樣玉 案下 

一 九九 III 

一月 十四 曰 月 午後へ 昨； 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二  TO: よ リ札幌 市 北海道 帝 国大 學理學 部 物理 學敎室 中 谷 

宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 
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十 探 岳からの 御 便り 難 有う 御 坐い ました、 中え 御 骨折の 事と 存じます が 叉 色. - 面白い 事 も あつ 

た 事と 存じます、 少 生な どももう 一 邊 生れ か はって さう いふ 仕事 を やって 見たい 氣 がします が こ 

れ ばかり は 出来ません。」 東京の 今年の 冬 はわり に暖 くて 助って てゐ ますが 朝 出る のが 一 寸 つら 

いやう です、 理 研は暧 いから、 宅から 理 研へ 地下道で も 作る とい、 がと 考 へて ゐ ます ピ 左記の 

書籍 御存じと 思 ひます が 御參考 になる と 思 ひます 

S.  C.  Blacktin  ：  Diist  (Lomloli  1934)  y. 15.30 

X.  .winllel u.  c.  Jaucler  ..  schwetstofee  in  Gasen  ；  Aerosole  (sammlung-  clieinisclier  u. 

chemisch-techiiischer  neue  Folge,  Heft  24.  vias-  v.  Ferdinand  Enke  in 

Stuttgart.  1934.)  y. 10.50. 

一九 九 四 

一月 十八 B 金 午後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小宮豐 隆 氏へ 〔人學 願書 用 

紙 及び 「東北 帝 國大學 法文 學部 人學 心得」 の 印刷物 同封〕 

今日は 失禮 しました。 宅へ 歸 つて 見たら 富 山縣の 知人から 手紙が 來てゐ て、 先日 一寸 御 尋ねし 

た 青山 擧院と 東北大 學 との 速 絡 云よ の 事 を 云って 來てゐ ました、 その 手紙に よると 青山の 英文科 

卒業生 は 東北大 學 の文學 部に 人學を 許される 事に なって 居り 定員 超過の 場合 は 人 畢試驗 の 上で 入 

學 許可され るとの 事で、 その 連絡が 今から 四 年後に 於ても 保証され るか どうかと いふ 質問で あり 

ます。 その 手紙に よると 現在 さう した 連絡が あると 信じて 子供 を人學 させて ゐる らしい。 それ 力 
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靑山を 卒業した 時に なって 連絡が 絕ぇ ると 大變 だとい ふ 心配から かう いふ 質問 をよ こした と 思 は 

れ ます。 少 生に は さっぱり 分かりません ので 御 面倒ながら 貴學 事務室で 钾聞 合せの 上 御 示 敎を願 

度 存じます 右 要件の み 草 M 

一 月 十七 曰 夜  ，  寅 彥 

小宮 大兄 玉 案下 

一九 九 五 

一月 十九 日 土 午前 八 時-： 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 秋 田 縣鹿角 郡 花輪 小 學校佐 藤 正 二 氏へ 〔はが 

き 一 

御手 紙拜見 致しました、 御 尋ねの 星の 世界の 住民の 話 は H.  C.  Wdls:  The  War  of  the 

worlds の 中に あります。 同じ 著者の Tiiiic  IVIadihip. も 面白い ものであります Tauclmitz  Edi 

け i-ll,  coll2.ti§  of  British  Authors  Vol.  3274 が 前記の r. 宇宙 戰爭」 であります。 同じ コ レク 

ショ ンに此 著者の 色 M の 作が あります。 昨年 日本へ 來た 映画 透明人間の 原作 The  Invisible  gan 

も その 中に あります c」 「宇宙の 戰爭」 はたした 誰かの 譯が あり はしない かと 思 ひます が 健で あ 

りません 

右 御 返事 迄 

1 月 十八 日 
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一九 九 六 

一月 二十四日 木 午後 零時 1四 時 本鄕 -Ml 駒 込 曙 町 二 四よ リ仙臺 市 北 二番 丁 六 八 小 宮豊隆 氏へ 〔封筒の 表 

に 「親展 (切拔 入)」 と あり〕 

御手 紙拜 見、 靑山學 院の件 31- 速 御調べ 被 下 難 有う 御 坐い ました、 その 旨 先方へ 通じてお きまし 

た、 問題の 提出し 方が 如何にも 山縣 の田舍 の 人らしいと ころがあって 面白い と 思 ふが 如何 哉 

「觸 媒」 の 御 紹介 万謝 致します。 この 切 拔を讀 んでゐ るう ちにから だが 坐蒲團 から 浮上が り ふ 

はり/ \> と 空中に 浮游す るが 如き 感が ありました。 これで 吉村冬 彥も いつ 何時 眼 をつ ぶっても 遺 

憾 はないで あらう と 察せられます。 死んだら 是非 一 つ 「冬 彦論」 を t! いて やって 下さる やう 他所 

ながら 蜀望 致します。 尤も 贵臺 の 今度 の 紹介 を讀 ん で 贵說 の ^1?^味 を 正 當 に 理 鮮 し 得 る 人 が 何 人 ぁ 

るかと 思 ふと 少ょ 不安 を 感じる やうで、 少 くも 岡 邦 雄 氏 は 何 處讀ん でも 分らない だら うと い ふ氣 

も 致します。 それ は晃に 角豐隆 先生の 知遇に 酬 ゆる 爲に 今後 益. - 勉強して 濫作 をつ、 しみ、 い、 

も の を 蚩 曰く やうに 注意し たいと 思 ひ ます 

一 一三 日 前 松坂屋 蓄音機 部で 電氣撮 音 機キ， -ト ー ンと稱 する 吹 込 機 を 一 見した が 或 程度の 役に は 

立ち さう であります。 二 七三 円のと 四 九 五 3： のと 六 六 五 円のと 三種あります。 唯 どの位の 距離 ま 

で 離れて 吹 込んで どの位に リブ ロデュ ー ス される か 問題です が、 これ は 本式に テ ス ト して 見な 

いとわ かりません。 兎に角 これ も 一度 長 谷川 君に 見 分 させて 御覽 になる がい、 と 思 ひます。 商品 

になって 賣 出して ゐ るから それほど ィ ン チキな もので はない と 思 はれます。 金の 都合で 一 一七 三 円 
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の を 買つ て 試みて 見る の もい \ かと 思 ひます 

先日の 吉田長 次 郞氏 は； 1 家で 日本一 1 も 洋画 もやり、 叉 史談 會 (松 山の) の 仕事 を やって ゐ ると 

の 事で ありました。 漱石 先生に ついて 調べるべき 問題が あれば サジェ ストして くれとの 事でした。 

それで 仙臺 方面 へ 行く 序が あれ は小宮 君に 逢つ て 見て くれと 云って おきました。 一 寸變っ た 人 だ 

が極眞 面目ない 、人ら しく 思 はれました。 

東京 も 大分 本格的の 寒さで は あるが 風が 割に 弱くて 天氣の い 、晝 間は樂 であります。 此 頃は自 

宅の 防寒 施設が や、 改良され て 侵ぎ 易くな つた 害 だが、 心なき はした 女 どもが 無頓着に 戶 障子 を 

開放す るので 折角の 防備が 時. - 無効になります。 ガラ ス 障子 を必す 一 寸位 あけて おく 女中に は 一 

寸 女史の 尊稱を 奉る 事に しました。 

切 拔封人 御 返送 致します、 どうも 難 有う 御 坐い ました 

右 御禮旁 些事の み 草 M 

一月 廿三 日夜  寅 彦 

豐隆 先生 玉 案下 

二 仲 先日 內 聞に 達せし 件 幸に 大事に 到らざる 模様 御 休 神 願 上 候 

I 九九 七 

. 一月 二十 四 B 木 午後 零時 . 四時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四よ リ富山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ  . 

： 再度の 御手 紙を拜 見して から 東北へ 聞 合せて ありましたら 唯今 返事が ありました。 靑山 學院は 


たし 力に 「第二次に 入學 願書 を 提出し 得る 者 は」 として 規定され てゐる もの 、中で 「文部省に 於 

て 之に 準す る ものと 認定した る 專門學 校」 とい ふ 条項の 中には ゐ つて ゐる さう です。 それで 右の 

文部省 認定が 取消され ない 限り は 確 實に受 驗人擧 の 資格が 保証され てゐる さう であります。 

次に 小； t 博士の 話の 蓄音機 は储に ポリ ド— ル 社の ものです が 未だ 一 般巿 場に は 商品と して 現 は 

れてゐ ない さう で、 現在で は 淀 橋 區百人 町 二の 二 五 四 田 村 得 松 氏 方で 製作し、 ボリ ド ー ル 社の マ 

クを附 して 販賫 して ゐる さう であり ます。 音色 等に 就 て も 注文 すれば 隨意 に 調節し 得 るとの 事 

であります 

右耍 件の み 草 M 

一 月廿 四日  寺 田寅彥 

五嶋 樣玉 案下 

I 九九 八 

一月 二十 五 B 金 午後 四時！ 八 時 目 黑區駒 場 町 東京 帝 國大學 航空 研究 听 より 目 黑區駒 場 町 東京 帝 國大學 

豊學 部農藝 物理 敎室福 田 仁 志 氏へ r はがき. 1 

謹啓 昨日 は失禮 致しました、 拉て (icl の 凍結に 關し Frelmdlich:Kapillarchlie,4te  Aiifl, 

(1932)  s.  n.  8.  585— 5S9 御 一 讀相成 候 は 御參考 になる 事と 存險 

右 御 報 迄 草え 

一 月廿 五日 
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本文の みなら. f 引用 文献 一 應 御閱覽 有益と 存じます 

一九 九九 

一月 二十 六日 土 本 鄉_鹿 駒 込 曙 町 二 四よ.^ 井上 進 氏，、 〔封筒な し〕 

先夜 は失禮 しました、 御手 紙拜 見、 汁 粉屋の 御 話大變 面白う 御 坐い ました、 やつ はり 「初音」 

だった、 あすこの 汁粉に は 一 種 特別な 風味が あつたが 今 デバ ー ト などて 食 ふのに は あんな 味 はな 

いやう であります、 芝 口の 萩の 餅もう まかった が、 今 はどう だか、 なにしろ 此方の 舌の 方が 大分 

變 つて ゐ るから 昔との 比較 は 無理 かもしれ ない 

扨て 米の 事です が 米 はどう も 重くて いけない から 「紙」 の 方 を 送ります、 御 役に立で は 本望で 

あ. ります 

右 御 返事 旁 草ぶ 不盡 

一 月廿 六日  寅  彥 

井上 進樣 

二  000 

一月 二十 4iB  B 本鄉 >tel 駒 込 曙 町 二 四よ リ 小石 川- tel 頃 町 一 〇 坪井忠 二 氏へ 〔はがき， 消印た し〕 

來廿 八日、 七 時 拙宅 集合 石 本 トリオ 拜聽に 行きたい と 存じます：」 吾等の トリオ は 來る卅 日 

(水曜)、 次の セ&は 二月 四日 (月曜) と 致 度 存じます が 御 都合 如何 哉、 御 差 支への 節 は 御 一報 願 S 


上げます 

右 用事の み 

一 月廿 七日  - 

=  00  1 

二月 一 IB  土 午後へ 時- 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 朝鮮 京 城府 岡 崎 町 六ノ五 相澤方 安倍 能 成 氏へ 

毎度 御 便り を 難 有う い つも 御無沙汰し て 相す みません、 

どうも 中.. よく まめに 旅行 をされ るのに 驚嘆して ゐ ます。 少 生な ど近來 重なる 不快な 事件 (？) 

の爲 にか 神経衰弱 性 恐怖症と でも 云った やうな 工合な ので こんな 時に 旅行 好きだと 一 寸何處 か 一 

と 廻りして 來 ると い \ と 思 ふの だか 執 一海 箱 根 位で もい ざと なると 大儀 やら 不安 やらで とても 出か 

けられない。 矢張り 研究所で 勝手な 事 をしたり 本 を よんだり する か、 宅で 隨筆 でも 書いて ゐ るの 

が 一 番の 保養になる やうであります。 或化學 者が 少 生の 事 を 「寺 田は學 問に 逃げ込んで ゐる」 と 

評した が考へ て 見る と 中ぶ 穿って ゐ ると 思 ふこと があります 

& 柿の 「ほぐ」 を 唯今 拜見 大變 面白かった。 物理 學 でも 熱 カ學の 第二 方 則と いふの が 粗 雜に云 

ひ 現 はすと 「反古 を 作る ことなしに 文章 は 書け ない」 とい ふこと にもなる やうであります。 出來 

る だけ 多く 反古 を 作って 出来るだけ 宇宙の エントロピ ー を增大 させ 宇宙の 死减を 促進す る ことが 

人間の 主要な 目的で あるかの 如く も 思 はれる ガソリン を烟 にす る 年 量の 多寡 で 國 の 文化 程度が 判 

断され ると 一 般 であります。 
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冬彥の 定連讀 者の 一 人から 「觸媒 ：ー は 從來の 集に 比して 「少し 溫 度が 下がった やう だ」 と 云つ 

て來 ました。 同じ 燃料の 供給 率 では 澤 山の 水 を 沸かす 程 水の 溫 度が 低下す るの は數の 自然と 思 は 

れる。 併し 少し 溫 度の 低い 湯 を 多量に 供給して 「全 熱量」 を增大 する の も 場合によつ てはい \こ 

とも あるかと 思 ふが 如何な もので ありまし やう か。 

今日 會 つた 農 學 部の 若い 講師 は 霜柱の 研究 を やって ゐ るので 毎 晚天氣 がよくて 寒 氣の强 い 限り 

宵の 內 から 駒 場の 畠に 頑張って 實驗 をす つと 績 けて ゐる。 雨の ふる 晚 だけ のんびりして 宅で 溫ま 

つて ゐる さう です。 人生 は 全く 多様であります。 

. 右 御 返事 旁 余事 迄 草. - 

寅 彥 

安倍 大人 玉 案下 

二  00  二 

二月 四日 月 午後 (以下 不明) 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 巴 里 力 トル ファ ー ジュ街 六ゲミ ー 敎校方 渡邊慧 氏へ 

其 後 は大變 御無沙汰 してし まひました 不相變 御 元氣で 御勉强 何より 喜ばしく 存じます、 少生も 

幸に どうにか 無事に やって 居ます からどう か 御 安神 を 祈ります。 理研々 究窒 諸君 も 別に 異狀 あり 

ません、 渡 部哲君 もす つかり 健康 を 回復して 實驗を 進めて 貰って 居ります。 山 本 君に は 今 重い 水 

の 實驗を 少し やって 貰って 居り、 傍ら 慰み半分に 「めだか」 (小さな 魚) の 運動に ついて 實驗 して 

貰つ て 居ます。 どの 程度まで この 小魚が ォ ー ト マ ト ン として 行動す るか を 見たい と 思って 居り ま 


723 


す。 或 度まで は メカニズムと 見て 差しつ かえない やうに 思 はれます。」 より 二 年 前に 卒業した ^ 

-员， ね浩 君が 永らく 病 氣で引 籠って ゐ たが 此 健 を 恢復して 何 か ぼつ/ \. 自宅で やって 見たい と 

いふので 陶器の 「に ふ」 (細かい 亀裂) の 密度 や 分布 を 統計的 數 量的に 調べて ゐ ますが 存外 馬鹿に 

ならな い 結果が 得られ さう で、 何 か 少し 簡； ：；^ な 實驗裝 超 を 作り、 自宅で 實驗 する と 云って ゐま 

す。」 高 1^ 活 一 郞君も 折え 休暇のと きな ど來て 砂の 實驗を やったり して 居ます。 

少 生の 日常 は 至極 平凡で、 一 週 一 回 合奏 を やる のと 適に 映画 を 見に ゆく 位で、 それと 夜の 閑な 

ときこ 下らぬ 隨筆を かいて ゐる とき もあります。 なにしろ 寒さ 嫌 ひです から 暖 くなる のを樂 しみ 

に 生きて ゐる やうな 塩梅であります。 暧 くなる と 叉 一 ニニ ヶ月 年を老 つて それだけ 先が 短くなる 勘 

定で すが それでも や 1 ばり 早く 暖かくなる 事を渴 望して ゐ ます、」」 鬼に 角 明けて 五十八 歳と いふ 

ことにな り 六十へ 間近くな りました。 西洋へ 行った とき は 三十 一 一歳で やっぱり 若 かったん だな あ 

. と 思って 感心して ゐる 次第であります、 眞に茫 乎と して 夢の 如くであります 

御 自愛 專 一に 存じます 草  >ュ 

二月 三日  田 寅 彥 

渡邊 譲樣 

二 仲 小 平 君に 立し く 願 ひます 

二  00111 

二月 11 日 月 午後 零時： 四時 本鄕 駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市江ノ U 高 知 高等 學校 物理 敎室拖 峰 長 之 氏. 
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御手， 紙拜見 致しました。 御 示しの 蝶 形の 割目に 對 して は 未だ 余り 文献 はない やうであります 力 

ら、 どうか 御 研究 を 願 度と 存じます 地震 研究所の 西 村 源六郞 高山 威雄 兩 氏が 震 研 彙報 第十卷 

( 一九 三 二) 第二 冊に 出した 一. 硝子の 割れ目」 の 中には いくらか 關 係した 部分が あると 思 ひます。 

西 村 君の 處に刖 刷が 殘 つて 居たら 一 部 御. 達り する やう 傳へ まし やう 

Nadai の 本に ある やうな 螺旋 形 割目 はたし かに Shear の 最大な 線に 沿 ふ ものです が、 硝子の 

やうな ブ リトルな もの X 衝撃に よる 割れ目 はどう もさう は 思 はれないで、 少 くも 目に 見える マ ク 

ロスコ ピッ クな 破線 は 寧ろ テ ン シ ョ ゾ に 直角に 出来る 所謂 テ ンショ ン クラッ クに當 る 場合が 多い 

かと 思 はれます が 如何： 

西 村 君の ムョ 文に も ある 通り 衝撃に よる 小さな 割目 は對稱 的な 円錐 狀の ひ、 ^ になる 場合が 多い の 

です が、 君の やうな 場合に は 衝撃が 面に 斜 にあた るか、 或は 衝擊 点が 二 点 以上 

\  { ^ン \ 殆 同時に 作用す る爲 ではない かと 疑 はれます。 完全な 球 を 垂直に 衝突 させれば、 

\  # 一  \ 蝶 形に ならぬ と 思 ふが 如何 や、 此点 更に 御 研究 を 願 度 存じます 草. - 

ノ  一二 月 四日  寺田拜 

篠崎樣 

登 石さん によろ しく 願 ひます  . 

二  00 四 

二月 五 曰 火 や 前. へ 時 —十二時 本鄉 區駒ス 一 上 富 士前町 瑰化學 研究所より 札幌市 北海道 帝 國大學 理學部 物 
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理學敎 室 中 谷 宇吉郎 氏 へ  一 

御手 紙拜見 致しました、 北海 大風 雪の 由 東京 も 昨日 珍ら しく  8cm 位柔 かい 雪が 降りました、 一 

幸に 割に 暖 くて 浸ぎ 易い やうであります。  j 

服 部 報 公會の 前半期 は疾 に/切り 査 員の 內審查 を 終 つ. て評義 にかけ るば かりにな つて 居り ま 

すので、 今度 は 一 寸 困難 かと 思 はれます が 次期 (五月/切 九月 頃 决定) ならば 大丈夫と 存じます 一 

尤も 「急 を 要する もの は」 云 立の 內規 もあります から 鬼に 角 都合 を 聞いて 見 度と 存じます。 今期 

は 六 万 R の 金に 對 して 二十 八 万円 程の 申請が あるので、 査定に 中え 骨が折れる 事と 思 はれます。 

少し 廣吿し 過ぎた 爲と思 はれます。 

右 不取敢 の 御 返事 迄、 草. -  ノ 

二月 四 曰  寅彥； 

中 谷 君 玉 案下 

二 仲 東 朝の 時評 は大變 御迷惑で すが どうか 宜敷御 願 ひ 致します、 別に 大した 骨 を 折らな く 

て もい、 ので、 唯一 般讀 者に 面白い やうに やさしく 願 はれ、 ば大 幸であります 

令夫人に よろしく 願 ひます  - 

一 

二  00 五 

二月 十一 日 月 午前へ 昨： 十二 本 鄕區駒 込^ 町 二 四より 札 幌市北 六倐西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

拜啓 先日の 研究費の 件 報 公會へ 話しました 處、 さう いふ 譯 ならば 「急 を 要する もの」 として 一 
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臨時 受付け て 〈且 しいとの 事で 來廿 五日の 委員 會に 出す 事に なりました、 就て はどう か 至急に 申請 

書 御 認めの 上 改めて 報 公會の 方へ 御 差 出し を 願 ひます、 なるべく 通過 致す やう 盡カ 致し 度と 存じ 

ます 

右 不取敢 要件の み 草 i  , 

二月 十日  寺 田寅彥 

中 谷 君 玉 案下 

二伸 钾 一同 様に 宜しく 御 願 致します  • 

二  00 六 

二月 十 I 日 月 午後 零時； 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 世 田谷區 太子 堂 町 三 〇 堀江 方 五 鳥 祝 氏へ L はが 

き， 1 

再度の 御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 

胃 陽 病院へ 御 出に なった さう です が、 あすこ は 信用 ある 病院です から 此際 根本的に 御 治療に な 

つて 完全な 健康 を 御 恢復になる 事 を 祈ります 

今日の 日曜 は 生憎の 雨で つまりませんでした 明日の 祭日 は 晴天に したい ものであります 

右 御 返事 迄 草. - 

二月 十日 
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二  oo 七 

二月 十三 日 水 ゃ前零時—.^-時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十へ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

一 一度の 御手 紙拜 見し ました、 今日の 御手 紙で いよく 講師に 囑託 になり 手 當も增 した さう で欣 

喜に 堪へ ません、 御手 紙の 着いた 時 丁度 みんな 朝食 を 食って ゐ たのです が彌 生や 雪 子た ち も 心 か 

ら嗜 しがり まして みんなで 近頃 にないうまい 朝食 を 食 ひました、 このお ゃぢも 年を取って 以來こ 

んな 喜ばしい 思 ひ をした 事は覺 へない やうです。 どうか 此上は 一 層 勉強して 職責 を 盡し义 研究に 

精進す る 事が 肝心です が 同時に 又 一 層 健康に 留意す るの が 大切と 思 はれます から、 いつもい ふ 通 

り、 少しから だか 變 だと 思 ふ 時に 早く 翳師 にか、 り、 早く 靜養 する のが 何より 大切であります 

〔中略〕 

叉 十 勝 岳 出張の 由、 大分 御 骨 祈れの 事と 思 ひます が、 どうか 十分 御 自愛の 上 好成績 を 得て 無事 

御 歸札を 祈って 居ります。 

東京 は 今日 又ち らく 雪 だが 氣溫が 高い ので みんなと けて しまって 積雪はありません。 

彌生雪 子 は 女中の 變るを 機 會に臺 所の 方の 仕事 を勉强 する 事に なり 一 一人 共存 外 元氣に 働いて 居 

るので 私 も 非常に 喜んで ゐ ます。 

右 御 返事 旁 祝意 を 表し 近 况御報 迄 巾 上げます 草 M 

二月 十二 日  父より 

東 一 殿 
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なほ/^、 御 自愛 專 一 に 存じます 

二  00 八 

二月 十三 日 水 午前 零時ん 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 

本 □ 東 一 より 手紙 又 その後より 御手 紙が 參 りまして 東 一 を 講師に 囑託叉 過分な 御手 當を 下さる 

との 事で 御 坐い まして 家內 一同 大喜びで 裨坐 います。 家の 中が 急に 明るくな つた やうで、 妹 達 ま 

で ひどく 喜んで はしゃいで 居ります、 此れ も 畢竟 は責 下の 御 懇篤な 御 配慮に よる 事と 深謝 致す 次 

第で 御 坐い ます、 唯 折角の 钾 高配に 對 して 本人が 御 役に立ちます かどう かと 心配 致します がどう 

か 此の上ながら 御氣 永く 御 指導 御鞭撻 下さいまして どうにか 職責 を 全うする 事が 出来ます やうに 

御 願 致します 

右不 取敢拜 謝の 微意 迄 申述度 草. - 一筆 申 上げる 次第で 御 坐い ます、 どうか 敎窒 各位に もよ ろし 

く 御 取りな しの 程 を 祈ります、 家內 一同よりも 宜敷御 挨拶 申出で 居ります 不盡 

一 一月 士 一日  寺 田寅彥 

中 谷 君 玉 案下 

1 一伸 令夫人に も 不惡钾 鳳聲を 祈ります 

一一 00 九 

二月 十三 B 水 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ. り 池 田芳郯 氏へ 〔封筒な し〕 


729 


謹啓 先日 は 御手 紙 難 有、 右 御手 紙に より 責稿 直ちに 編輯 係に 委托 致し 組版 製版に 取 か &らせ 

ましたから 左 樣御含 置 を 願 ひます 

今日中 谷 君 並に 愚兒 より 手紙が 參 りまして 承り ますれば 東 一 儀 今度 講師 を囑 托され 過分の 御手 

當を 頂戴 致す 事に なりました さう で 誠に 難 有い 次第で 御 坐い ます 此れ も ひと へ に 御高 配に よる 事 

と s.^ 謝 致し ます、 唯 本人が 御 役 に 立ちます か どうかと 心配 致します が ど うか 此 上ながら 御氣 永く 

御 教導 御鞭撻 下さいまして 幸に 職責 を 全うする 事が 出来ます やうに 御 願 致します 

右不 取敢拜 謝の 微意の み. S. 述度 一 筆 認めました 次第で 御 坐い ます、 乍 憚敎窒 各位へ も 何卒 不惡 

御 取りな しの 程 祈ります 不盡 

.  寅 彥 

池 田 大人 玉 案下  . 

一 一 仲 時候 柄 御 自愛 專 一 に 存じます 

二  010 

二月 十五 B 金 午前， ^時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 麻布 區新堀 町 w$ ^藤泰 丸 氏へ 

御手 紙 難 有拜見 致しました 中央 公論 所載の 拙槁御 目に とまり 灸治に 關 する 科學的 研究の 色. -ぁ 

る 事 を 御示敎 下さいまして 難 有う 御 坐い ました。 さう いふ 方面の 知識が さつば りない ので 一 向に 

存じませんでした。 次の 隨筆集 を 出す 機會が あったら 御 示 敎の点 を 追記した いと 思って 居ります- 

又^ 封に て 中 川 淸三氏 「ぉ灸 の 常識」 御惠與 下さいまして 拜 謝の 至に 存じます、 ゆるく 拜讀致 一 
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したいと 存じます 

右 不取敢 御禮迄 草. -申 上げます 不盡 

1 一月 十五 日  寺 田寅彥 

 伊藤 泰丸樣 玉 案下 „ _,| I.  I   ,  ,..  


一一 月 十八 B 月 午前 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二  ST より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

正月に 吹 上 溫泉氣 付 白銀 莊寺田 宛で 不二 屋の チヨ コ レ ー トを 送った のが 受取人な く大學 へ返途 

になって ゐる その 受取人が 不明で 困る がどうし やう かと 云って 北大の 「郵便物 取扱 員」 から 聞 合 

せの はがきが 來 たので 少々 驚いて ゐ ます。 早速 物理 敎窒寺 田へ 届ける やう 云って やりました。 そ 

れ から 一 一月 十 一 日頃 叉 不一 一星の チヨ コレ ー トー 一斤、 白銀 莊東 一 宛で 送った が、 これ も 多分 届かす 

に 札^へ 1! 送す る 事と 思 ひます 歸 札したら 右 「郵便物 取扱 員」 と稱 する 人 を 尋ねて 御 受取になる 

やう 願 ひます。 驚くべく 呑氣 なる 取扱 員 もあった ものと 感嘆して ゐる處 であります c」 何しろ 雪 

の 十 勝 岳へ は 郵便物が 一 ヶ月 以上 か& ると 見えます 

二月 十六 日 

二  0  1 二 

一一 月 十八 日 月 午前 八 時— 十二時 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 二 四より 神 £ 區 一ッ橋 ニノ 一一 一 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 
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〔はがき〕 

拜夜 御 尊ね の？ 111! 一年 は 二、 三年の 誤りで 御 坐い ます c」 其 他の 誤植 もし 氣 付きましたら 申 上 

ずます が、 全部 讀み 返す 暇が ありま せんから 大体 その ま、 にして 頂き 度と 存じます 御 骨折の 御 

かげて 大層 好景 氣で拜 謝して 居ります。 序文に 貴君の 御 骨折の 事 を かくべ きの をう つ 力り して ゐ 

て 中譯な いと 思って ゐ ますが 次の 機 會にー 言 述べ させて 頂 度と 思 つて ゐ ます 

右 御 返事 迄 草メぉ 

二月 十六 日 

二  0 一  三 

二月 二十 一日 木 使 ひ持參 本鄕 -m 東京 帝 阈大學 地震 研究所より 本鄕. 展 東京 帝 國大學 理學都 物理 學敎室 高 

橋浩 一 郞氏 へ 

UK の 通 云って 来ました から 原槁 至急 少生迄 願 ひます、 當 方で 清書の 上 一 慮に 送ります 力ら、 

表題の スリップ を 少生迄 御返し 願 ひます  - 

二月 二十 一日  寺 田 

高 橋 君 

二  01 四 

二月 二十 二  B 金 午前 八 時.： 十二時 本 鄕-R 駒 込 曙 町 二 四より 濱松 師範 學 校へ 田 彌重郎 氏へ 
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御手 紙拜見 致しました、 

三月 八日 (金) 午後 一 時 頃、 駒 場 航空 研究所 (i§ ほ 難 遠り 一一 一四 丁 

.グ 九日 (土) 午前 九 時半 理化學 研究所 (十 一 時より 集會 あり) 

グググ .n"*^ 三 寺 4- 司-上へ 前に 御 約束して ない と午ン 

三. r ぶ 後 は 不在 かも 知れません. > 

グ 十一 日 (月) 午前 九 時半 過 同上 (午前中 大抵 理 研に ゐ ます) 

ダ y グ 午後 三時 半より 五 時 頃 迄 (収： かむ おと) 

右の 內で 前から 御 約束して おけば 大丈夫 御 目に か、 られ ると 思 ひます が、 九日と 十 一 日の 午後 

はもし かする と 四時からの 他の 集會が あるか も 知れません ので、 午前なら ば 一 番 間違な くと 存じ 

ます。 どうか 右の 內で御 决定、 なるべく 早く 御. E. 越 5f は 下さらば 安全と 存じます。 万一 止み難き 差 

支 起ら ば 御爲知 致します 

表紙 は 潜 越です がい たづら 半分に かいて 見ました、 御 取捨 叉改 資御隨 意に 願 ひます、 ギリシャ 

語 は 少し 氣 取りす ぎ かもしれ ない が單に 模様の 意味で 裝 飾に 人れ て 見ました、 いけなかったら 削 

つて 下さい， キ ユマ は 「波」 であります ギリシャ は 科學の 先祖の 國 ですから 使っても 不自然で は 

ない と 思 ひます。 國粹 家に 叱られない 爲に櫻 花 一 輪 を 配し ました 御 一 笑く、 鬼に 角 とんだ 鉄 面 

皮の 恥曝しで あります が 折角 の 御所 望 故 勇 を 鼓し て デザイン しまし た 御 寛容 を 祈ります 

右 御 返事 迄 草. -  - 

一 一月 廿日 夜  寺 田寅彥 

八 田彌重 郞樣玉 案下 
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二  o  I 五 

二月 II 十一 IB 金 午前 八 時 1 十二時 本鄕區 I 曙 町 一 m より 松 山 I 和 町 七 一吉 田 S 郞氏へ 〔はがき】 

御手 紙 難 有 拜見致 候い ろく 材料 御 蒐集の 由に て 大慶に 存候 

御 示しの 糸瓜の 句 は屢ょ 耳に したる 句に て 恐らく 先生 會 心の 句の 一 つではなかった かと 想像ぬ お 

候 

右 御 返事 迄 草え 

一 一月 廿ー 一日 

二 0ー  六 

二月 二十 三日 ± 午後 sit 本 il 曙 町 二 四より 目黑| 場 町 東京 帝 a* 羹部 I 物理 敎 

室 福 E 仁 志 氏へ 〔給 はがき〕 

今日は 失？ ました， 纖 墓れ 御手 f かけ 恐？ した。 fi? 観れ るが 得 I ので 行； - 

先き くに 備付け てあります 故、 別に 急ぎませんで したのに 御 配慮 を かけて すみませんでした し 

今夜 は 雨で、 ゆっくり 御 休息が 出来る 事と 拜察 致します 

. 二月 廿ニ 日夜 

二 0 一七 
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二月 11 十七 B 水 午後 零時.； 四時 本鄕 K 駒 込 曙 町 二 四より 濱松 師範 學校八 £ 彌重郞 氏へ 〔はがき〕 

拜復 三月 九日 はさし つかへ ない 積り でした が、 其 後に 學術振 與會の 委員 會が 九日 午前より 開 

かれる 事に なりました ので 無據 さしつ かへ ます、 それで 先日 御 申 越のう ちの 他の 日に 御 繰 合せが 

つけば 大 幸と 存じます が 如何で 御 坐い まし やう 御 伺 ひ 申 上げます 

一 一月 廿 七日 

二  Ol 八 

二月 二十 八 曰 木 午後 零時，！ 四時 本鄕區駒込曙町ニ四ょリ福1:市外九州帝國大學農學部物理學敎室鈴木^55 

太郞 氏へ 

謹啓 其 後 は 御無沙汰 致して 居ります、 益え 御 淸祥御 研究の 事と 大慶 至極に 存じます 

突然です が 御 伺 ひしたい 事が あって 此 手紙 差 出します どうか 不惡願 ひます、 

今年 こちらの X  X 學科を 卒業す る 畢生 中に 〔中略- 獨創 的の 才の ある 男が 居まして 何處 か適當 

な 地位 を與へ て 研究 させたら 面白い 事が 出來 さうな 氣 がします ので 出来れば 何處か 見付けて やり 

度い と 思って 居ります。 併し 手近な 心當 りの 處は滿 員で 見込がない やうです が、 もし 万々 一貴 兄 

の 敎窒の 助手に でも 欠員が あるか 或は 御關 係の 何 かの 方面に 就職の 口が あらば その 候補者の 中に 

加へ て 頂き 度と 存じます、 まるで 當て のない のに 厚 額し く押賣 とい ふ 意味で はなく、 唯 万一 のチ 

ヤン スが あるか も 知れない と 思った 譯 であります、 

その 畢生 はすつ と 前に 〔中略〕 「科 學」 に 出した ことがあります。 近頃 は 植物に 不断 振動 を與 
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へ る 事に よる 効果 を 調べ かけて ゐ たやう であります 

右 御 伺 迄、 甚だ 勝手な 事 を 申 上げて 失 禮の段 御 海容 を 願 ひます 草. - 

一 一月 廿 八日  寺 田寅彥 

鈴 木淸太 郞樣玉 案下 

二 0  I 九 

三月 二  B  土 午後 零時： 四時 本鄉 駒 込 曙 町 二 四よ リ濱松 範學 校べ E 彌重郞 氏へ 「はがき〕 

それで は來週 金曜 午後 一 時に 駒 場 航空 研究所 迄 御 足 勞を願 ひます。 ^谷驛 から 東北 澤驛 行の バ 

ス に 乘れば 研究 twil で 停車し ます。 又 新 から 小 田 急 電車で 東北 澤驛で 下りれば 三 四 町で ありま 

す。 驛 から 研究所の 時計 塔が 見えて ゐ ます。  ■ 

右 念の 爲申 上げます 草. - 

三月 一日 

二  0  二 0 

三月 4JB 木 午前 ぺ時 —十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ福岡 市外 九州 帝 國大學 農學部 物理 學敎室 鈴木淸 

太郎氏 へ 

謹啓 先日 は 甚だ 勝手な 御 相談 を 致しました 處色 >i 御 懇切に 御 配慮 下さいまして 難 有う 御 坐い 

ました。 生理 學敎窒 の 方に 可能性が ありさうな 御 話に て大變 耳よ 力と 存じ ましたが 〇〇 さんの 条 
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件に X  X の 有無が 問題に なって 居ります ので 此点を 健め ました 處ー ニニ 年 前 一 度 肺尖 カタル を やつ 

て 一 年休學 した 事が あるので、 現在 は 全治して 居る さう ではあります がさう いふ 履歷 があって は 

一 寸困 ると 思 ひます ので 乍 遺憾 これ は 断念 致す 外ない と 存じます、 何處 かそれ を 承知の 上で 採用 

して くれる 處を搜 す 外な くと 存じて 居ります。 なにしろ 珍ら し い オリ ヂナ ルな 頭腦を もつ てゐる 

やうな 氣 がします ので 今後 共 に 御 心に 留め置かれ-^ ば大 幸と 存じます、 

右 不取敢 の 御 返事 迄 草 i 申 上げます 不盡 

三月 六日  寺 田 寅 彥 

鈴 木 學兄玉 案下 

二 0  二  I 

三月 八日 金 午後 八 時. 十二時 本鄕 -511 駒 込 曙 町 二 四より 松 山 市 昭和 町 七 一吉 田 長次郞 氏へ f 搶 はがき〕 

_ 同人」 子規 三十 年 記念 号 御 送り 被 下 興味深く 拜見 致しました、 右 は小宮 君に 轉 送し 同 君より 

御 返送 致す やう 申達る ベ 〔く〕 と存候 

右 御禮迄 草. -不盡 

三月 八日 

二  0 …一 

三月 十一 B 月 本鄕 E 駒 込 曙 町 二 四より 津田 龜次郞 itL へ」 封筒な し〕 —  I 
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先日 は 第二 畫集を 難 有う 御 坐い ました、 益 M 油が 乘 つた やうで 實に 見事な ものであります. 天 

下 一 品と は此 事でありましょう。 

望蜀の 感を 云へ ば 風景の 方 を 钾硏究 になって 蔬茱と 仝 水準のと ころ へ 進められ たいと 存 ます。 

蔬菜の やうな 落 付いた 華 使 ひで 風景の 方 も 描いて 見たら 如何で しゃう か。 どう 云 ふ もの か 風景 は 

前人が 書いた やうな 感が ある、 どうも 落 付いた 深味 を 感じない やうに 思 はれます。 一 つ 研究に な 

つ て 新 風景 南^ を 創造され る こと を 祈ります。 

右 乍： ま 延御禮 旁 え 私見 を 申 上げます 失禮 の 段 御 海容 願 ひます 

三月 十 一 日  黄  0 

靑楓 大人 玉 案下 

二  0  二三 

三月 十一 IIB 水 .： 十 前べ 時 卜 二 時. 本鄕" R 駒 込 曙 町 二  HI よ リ香川 縣廳社 會課社 會敎育 主 事大 鳥 長 一一 一郎 氏へ 

御手 紙と ^(か 君の 論文 拜受 致しました。 論文 一寸 拜 見した t けです か、 兎に角 抽象的 思索に 特 

別の 趣味の ある 方と 思 はれます が、 少 生の 研究 方面と は 大分 方面ち が ひで 御 坐い ますから 誰か 友 

人中で 此方 面に 詳し い 人に 見て 貰って 意見 を 正して 見 度と 存じます、 どうか それ迄 御 待ち を 願 ひ 

これ は贵卞 だけへ の 御參考 迄に 巾 上げます が、 fit 谷 君の やうな 定型の 方 は 時に 非常に オリ ヂナ 

ルな 仕事 をす る 事 もあります が、 又 どうかす ると 從來の 人の 研究 業 蹟に關 する 文献 を 無視して 自 
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分の 流義 のみ 押 通さう とする 傾向が あります。 併し 科 學はー つの 建築物で 段々 に 上へ くと 積み 

重ねて 出來 上った ものであります ので、 さう した 基礎工事の 文献に 注意 を拂 ひ、 何某の どの 研究 

のどの 点が ど う 不完全 であるか ら 自分 は その 点 を かく 取扱った その 結果が 從來 の と 如何な る 点で 

實驗 とよく 合 ふかと いふ 風の ヂス カツ シ ヨンがない と、 少 くも アカデミックな 學界 では 問題に し 

て くれないと いふ 恐れが あり、 折角 獨創 的ない k 處 があって も、 それが 認められな いとい ふ 心配 

があります。 尤も 地方に 居て は 文献 等 十分に 涉獵 の機會 がない かと 思 ひます が、 それにしても 可 

なり 色 M の 本 は 讀んで 居られる やうです から、 もう 少し 文献に 考慮 を拂 つた 方が い 、かと 存じ ま 

す。 學界は 一つの 社會 であり ますので、 その 社會の 一員と しての 義務 は盡 さない と、 結局 社會か 

ら 分離した 孤嶋の 住民になります"」」 それからもう 一 つの 事 は 物理の 基礎 理論 を 研究す る 爲には 

矢 張 各方 面の 實驗 的事實 特に 新し い 事實に 通じて 居ない と 理論が 偏頗になる 恐れが あります。 

それで 私の 考で はかう いふ 特 志な 人 は 矢 張 高等 學校は 兎 に 角少 くも 大學の 正式の 基礎 敎育 を受 

けて ァカデ ミツ クな敎 養の 地盤 を 作った 上で 學界 へ乘 出す のでない と 折角の 骨折が 徒勞 になり は 

せぬ かと 思 はれ、 それで は御當 人に 御氣の 毒と 思 ひます。 

ァ イン シ ュ タイ ンゃ ディ ラッ クの 如き オリ ヂナ ルな 人の 仕事で も. ちゃんと ァカデ ミツ クの地 

盤に 立って ゐれば こそ 世界の 學 界に大 貢献 をした 事と 考 へられます。 

所謂 發明 となると 少し 事柄が ちが ひます ので 此れ はァ マチュア でも 相當ぃ \ もの を 作る 可能性 

が あり、 却って アカデミックな 學 徒よりも い、 思 付き をす る 事 も ある やうであります、 併し その 

場合で も 基礎的 敎 養が 狭い ととんだ 處で損 をしたり 失敗す る 事 もあります。  ， 
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そ I つ r いづ^こしても 何等の 方法に よって 出来るだけ 基礎的 敎養を 完全に して、 さう して 天 

賦の 長所 を發 揮され る 事 を 祈る 次第で 御 坐い ます 

右 不取敢 の 御 返事 迄 草. -  ： 

三月 十二 曰  寺 田寅彥 

大嶋長 三 郞樣玉 案下  ， 

二  0  二 四 

一二 月 十八 B 月 午後 SI 時，； 八 時 本 鄉 區駒込 曙 町 二 四よ リ溢 谷區 代々 木 山 谷 町 二八 六 高 畑 方 森田稳 氏へ 

御 端書拜 見、 農事 試驗 場の 方 は 其 後 何とも 返事が ありま せんが 火曜日の 晚に或 集會で 安藤さん 

に會ふ 害です から その 節 聞いて 見やう と 思 ひます ヒ 九州の 方 は 其 後 叉 手紙が 来まして 醫學苟 

の 方の 話 は 都合が あって 取消す 旨 申 越しました から 左様 御 含 置 願 ひます 

一 週間 余り 感冒で 寢 たり 起たり して ゐ ました、 月曜から は 出勤 出来る 事と 思って ゐ ます 

三月 十七 日  寺 日 

森 田 君 玉 机下 

ーー0  二 五 

三月 二十 二 B 金 午前 八 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 千 葉 縣市川 市 市 出 九九 四 矢 島祐利 氏へ 

はがき〕 


L 捨 
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御 全快で 大慶に 存じます すっかり 御無沙汰して 居ました、」 時候が 暖かくな つて 地虫の 穴 を 

出 づる心 持であります が 十日 程 前から 風邪 を 引いた のが 中え 頑強で ぬけ 切らす 少-- 弱って 居ます、 

かう いふ 風邪 は 一 っゥ ン ト 大酒で ものんで あばれたら 直る んぢ やなん かとい ふ氣 もす るし 又 そん 

な 事したら 肺炎に なって 一 べんに 參 つてし まふ だら うとい ふ氣 もします 

三月 廿日 夜 

二  0  二 六 

三月 二十 二日 金 午前 八 時： 十二時 本鄕厘 駒 込 曙 町 二 四より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 

〔搶 はがき」 

£ に〕 

御 はがき 難 有う.， 御 案 內拜謝 致します、 廿六、 卅、 做 一日で も 来月に なって にも 大抵の 日 はい 

、かと 思 ひます、 尤も 十日 以前から 感冒 熱 はない が 非常に 頑強な 感冒で いつ になったら 拔け るか 

分らない やうな 氣 がして 居る が來週 迄に は 直したい と 思って ゐま すかう いふ 妙な 不得要領な 風邪 

はいつ その 事大 酒で も くらって うんと あばれたら 直る かもしれ ない と 思 ふし、 そんな 事したら 忽 

ち 肺炎に なって 死に さうな 氣も する。 

一， 表に J 

小 宮君は 四月 二三 日頃に 上京す るかと 思 ひます、 來 たら 叉 吉例の 竹 葉で も會合 如何 や」 fjl 柿の 

フ 口 ー ルの羅 馬史は 一 寸ォド カシタ つもりだった が 如何 哉 手 ごた へな しで 少. - 淋しい 
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二  o  二 七 

三月 二十… 日 土 午後： へ 時 ：ぃ 二 時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 札幌市 北海道 帝國大 學理學 

部 物理 學敎室 中 谷 宇吉郎 氏へ 

御手 紙 難有拜 見、 先づ 何よりも 御 男子 御 出生の 御 ま 〔び を 申 上げます、 御 日立ち せし くと 存じ ま 

すが 何卒 大切に 御 願 致します、 

報 公會は 何分に も 各 委員より 提出の 額が 多大で しかも 少生 提出の 分が 就中 E 額で おまけの 少生 

分 は 申込に 對 する 査定 額の 比が 他の 人より 格別 多くて 甚だ 閉口- どうしても 切りつ める 外な く、 

それでも 厚 額に 一 ま 張りまして やっと あれ 位で くひ 止めました、 少し 御 不足 かも 知れません がどう 

も 事情 止む を 得なかった の で不惡 御；^ ぱ承を 願 ひ ます 

Phil.  Mag. 刖刷難 有う 御 坐い ました、 御 かげ 様で 東 一 も 木舞 台へ 額 を 出す 事が 出 來誡に 難 有 

い 次第で 御^います。 

P.R  S. の贵 論文 も 立派な 寫眞が 出て 愉快であります。 報公會 委員 會の 席上へ あれ を 持 出して 

犬に な傳 したので 好都合でした。 

余事 拜 眉の 上に て 草よ 

三月 廿 三日  寅 彥 

中 谷 君 玉 案下 

二伸 令夫人へ 敷 御 隱聲願 ひ ます 
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一一 0  二八 

三月 二十 九 B 金 や 前へ 十二時 本 Irfel 駒 込 曙 町 二 四よ リ祌奈 川 驟缣倉 町 材木 ^^-亂 橋 七 〇 一 一一 酒井悔 氏へ 

拜啓 先日 は失禮 致しました、 〇o の 事で は 色 御 懇切 御 配慮 を 玉 はり 拜謝 致して 居ります、 

今度 大阪の 畢會へ 出席の 爲彼地 へ 參る 序に 歸省 する 事に なり 今日 着 京 四月 一 一日に 大阪へ 參り 五日 

迄 滞在 六日 歸京 十一 一 日 顷迄は 滞京の 豫定で 御 坐 います、 それでもし 其 間に <!△ 孃と御 話しで 〔も〕 

する 機會を 得られ、 ば 好都合と 存じて 居ります 

先達て 以來 子供 等と 熱 海へ 日歸 りで 遊びに 行かう と 云って 居て 未だ 果たしません、 今度の 日曜 

あたり もし 天氣 ならば 幸 〇〇 も 來てゐ るから 皆で 行かう かと 申して 居ります、 それでもし □□ さ 

んの 方で 思 召が あれば 御 一 處に 遠足に 出かけたら どんな もの かとい ふ 事も考 へられ ますが 御意 見 

如何で 御 坐い まし やう か、 尤も 少生は 歩く 事が 下手です から ハ ィ キングの 方 は 若い ものに まかせ 

熟 海ホテ ル で烟 草で も ふかす 位 かと 存じます が、 鬼に 角 午前の 潦 車て 晝頃 あちら へ參り ホテルで 

晝食 でもして、 附近 を ぶら/^ し て 夕方 東京 へ 着く と 云った やうな 心算で 居ります 

〇〇 歸 京の 御 報 旁 i 右 愚案 迄 草. -申 上げます 不盡  ， 

寺 田寅亲 

酒 井涕樣 

令夫人 
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二  。二 九 

四月 二日 火 午前 ぺ時— 卞ニ時 本鄕區 駒；： a 曙 町 二 四より 祌奈川 縣缣倉 町亂橋 材木 座 七 〇 三 酒井悌 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 又 i 御手 數を かけまして すみません 

土曜日に 電話で 御 話し、 まして 私と 〇〇 兩 人で 午後 鄉 訪ね 致し、 私 は 先き に 辞去、 〇〇 だけ 殘 

り 夕飯 を 頂戴して 歸 りました、 メ ン クル テ ストの 果は 如何でした か 多分 X の 方で あらう と 思 ひ 

ます、 併し 皆樣 にこれ だけの 御 配慮 を かけた 上で 不成 効と なれば 最早 思 ひ 殘す事 はない と 思 はれ 

ますので さっぱりと 断念 致す 外な くと 存じて 居ります。 唯 万 一 〇 の 方で あれ は 此れに ます 事 は 御 

坐い ません 

余事 は 九日 拜 眉の 節 申 上 度と 存じます が 不取敢 御 返事と 御 報吿迄 草 

四月 一日  寺 田寅彥 

酒 井 樣 

ク 令夫人 

一 一 仲 愚妻よりも， 冗 敷 中 上げ くれと 申出 居候 

二  0 三 0 

四月 四日 木 午後 零時. 四 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ リ淀 橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ f 給 はが 

き〕 
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御手 紙 難 有う. • それで は 九日に 御 伺 ひ 致し まし やう 小宫 君に も その 由傳 へます」 亮君 一年 御 

學の由 その 方 御 安心 の 事お 存し ます」 

いつまでも 寒い ので いじけて ゐ ます  . 

四月 二  n  . 

二  01  ニー 

四月 四 B 木 午後 零時 i 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ淀撟 區上落 合 ニノ 五 九九 板 垣驚穰 氏へ 

御無沙汰 致して 居ります、 先日 正 二への 御傳 言に より 本日 新潮 四月 号 を 入手 致しまして 「厄年 

と クリスマス」 を 面白く 拜見 致しました、. その 中に 口 ン ドンと 東京の 時間の 差 八 時間と あります 

が あれ は 丸 時間の 誤です からどう か 御 訂正 を 願 ひます。 経度の 十五 度が 丁度 時間の 一 時間に 相當 

します ので、 日本の 中央標準時 は 丹 波 幅 知. H 附近 を 通る 東経 百 三十 五 度の 子午線に 當る 時間 を 採 

用して 居り 從 つて^  ； 即ち 9 時間で 御 坐い ます。 大 陽が 東から 西へ 廻る ので、 東京の 正午が す 

ん でから 九 時間 後に „1 ン. ド ン の 正午になる 勘定で 御 坐い ます、 即ち 東京の 午後 九 時と い ふ 時に 卩 

ンド ン では 正午の ベ ルガ 鳴って ゐる 寸法であります。 

こ の 勘定 は 妙に や 、こしくて 私 も 時 間違へ る 事が あるので 序にお さら へ をし ました、 

正 二に は 御 愛顧に 預かり 難 有う 御 坐い ます どうか 御鞭撻 を 願 ひます 匇 i 

四月 二日  寺 田寅彥 

板 垣樣玉 几下 
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一 一伸 厄年 御用 心專 一 に存候 

二  。ミニ 

四月 四 B 木 午後 零時—，， 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 ニノ 六 K 九 武者 金吉 氏へ 「はがき〕 

御手 紙 難 有く 拜見 致しました、 大變 面白い 話と 思 はれます、. 一 メ トリ ヂァと いふ もの、 發 光に 

就ても し 何 か あるかと 思って Ncnvton  Ha  vey の 本 を 見た が 見付かりませんでした. どの 程度の 

光り だか 見當を 知りた いものと 思 ひます 

印度 地震の 時の 光 象に 關 する 新聞 切拔 を哪須 君から 貰 ひました、 いっか 御 目に かけ まし やう、 

. 右 御 返事 迄 余事 拜 眉の 節に 讓 ります 草 i 

四月 四日 

一一 ill 

四月 六日 土 午後へ 時-十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區原町  一 ◦ 坪 井忠ニ 氏へ f はがき： 一 

御歸 京の 事と 存じます、 小 Z 生 九 n の晚 差しつ かへ ますので 酒 井さん の 都合 を 聞きましたら 十 一 

日 (木) か 十一 一日 (金) がい、 と 申し越されました。 少生は 木曜の 方が い、 が 金曜で も 八 時半 頃 

以後なら 差しつ かへ ありません、 贵 君の 御 都合 何卒 御 聞かせ 願 ひます 

四月 六日 夕 
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一一 0 三 四 

四月 九 B 火 午後 零時 .四^- 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 濱松市 廣澤町 九 〇 ベ 田 彌重郎 氏へ 

御手 紙拜見 致しました、 數 物で 反響が；^ りました さう で 大慶と 存じます、 和 達 君より 氣 象學會 

へ 入會 をす V めら れ ました 由、 此れ は 少生も 御す 、め 致し 度と 存じます 御 研究の 結果 は 同 會へ御 

發 表になる 方が 數 物よりも 有効と 思 はれます 

少 生が 日本の 美点 を 高潮す るの が 意外に 御考へ の由少 生に は 叉 それが 意外に 思 はれました、 科 

畢 者と いふ もの 、定義が 贵 君と 少生 でちが ふ ものと 見えます 

お 御 返事 迄 草よ 

寺 田 寅 

八田彌 重郞樣 

二  0  一二 五 

四月 九日 火 午後 零時- —四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ祌 £ 區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔はが 

き〕 

御 端 書 難 有拜見 致しました、 「蒸 發皿」 その後の 正誤 は 見付けて 居りません ので どうかせ： しく 願 

ひます、 大して 重大な の は あるまい と 存じます、 何時もながら 御手 數 何卒 宜敷钾 願 致します 

四月 七日 
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二  o 三 六 

四月 十一 B 木 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔はが 

き〕 

昨夜 は大變 御馳走に なり 愉快で ありました、 余り 面お かった せいか 食卓の ナプキン を 自分の ハ 

ンケチ と ^遠へ て 力 クシの 中へ ネヂコ ンデ歸 つた 事 を 今朝に なって 「發 見」 しまして 大に 恐縮 致 

しました、 少生も かう した 万引の 経驗 はこれ が はじめて あります、 これ を 手始めに 次回に は 李 

朝の 大壺 でも ねらって やらう かと 考へ て 居ります」 洗濯して 御 返へ しする 方が い 、かと も 思 ふし、 

又 さう しない 方が い 、やうに も 思 ふし、 これ は 小 笠 原 流に も 西洋 社交 術の 本に も 書いて なさ、 う 

なので、 結局 その ま、 別封で 御返し 申 上げる 事に しました、」 どうも 失禮汗 額の 至りであります、 

御寬容 を 願 ひます 

四月 十日 

二  0 三 七 

四月 十三 B  土 午前 八 時，. 十二時 本 鄕厘駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區丸山 町 三 〇 玉井榮 子 氏へ 〔はがき〕 

拜復 月曜 (十五 日) 夜 七 時半 頃 御 來駕願 上 候 拙宅 は 原 町 停留 場より 白山の 方へ 半 T 位 行って 

左側に 床屋の ある 角 を 曙 町へ 人り、 それから 右側の 路次 を數へ て 三番 目 を 右へ 曲る と 右側の 一 一軒 

目であります 曙 湯と い ふ 湯屋の 向 側で、 遠方から 此の 湯屋の 烟 突が 見えます 


748 


年 十和昭 


右 御 返事 迄 草え 

四月 十三 日 

二  01  二八 

四月 十七 日 水 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區丸山 町 三 〇 玉井榮 子、 玉 井 道 子、 二 

氏 へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました 折角 御 尋ね 下さい ましたのに 何の 風情 もな く 色 t 勝手な 事ば 力り 申 

上げまして 失禮 致しました どうか 御 寛容の 程 を 祈ります 此れに 御 懲りな く 御 暇の f は 御遊び にせ 

出で 下され 度と 存じます 

右 贵酬旁 御 挨接迄 草 不盡  "一 

四月 士ハ日  寺 田寅彥 

玉 井 榮子樣  . 

. 道子樣 

一 10 三 九 

四 月 二十 一日 B 午前 八 時.； 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 

御 返事が 遲 くな りまして 相濟 みません、 

，日航 さ 研究所へ 參 り小幡 君に 聞 合せて 貰 ひました が 御 申 越の ラヂ オフ ォ ン モデル 四 五 〇 号ば 
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先達て 申 上げました 田 村で 作つ て 市場 へ 出した もので、 前に. S. 上げた 型より すっと 改善され た 優 

秀な もの ださう であります。 長時間 レコ ー ドも かけられる やうに なって 居る さう であります。 小 

幡君ょり紹介すれば三割五分？^；で提供するとの事でぁりますがもし右製造人ょり直接 (ボリ ド- 

ル 社に は內 所の  形で)  ならば 四 割 五分 引で 差 上げる 事 も出來 るが 徂 しその 場合 は ボリ ド— ル 社の 

マ ー クを 付せ すとの 話で ありました。」 も し 御 入用の 節 は 小； i 君に 紹介し て 貰 ふやう に 致します 

御子 息樣 本日 理硏へ 見え 保証人の 屆に 捺印 致して 差 上げました 

右 要件の み 草 

四月 一 一十 曰  ：  寺 田 赏 0 

五 嶋様 

二  0 四 0 

四月 二十 一日 B 午後 零時 iil- む 神奈川 縣箱拫 町よ リ札幌 市 北 六條西 十八 丁： H 阿部 方 寺 E 東 一氏へ r 搶 

はがき 寺 E 彌生、 寺 E 雪 子、 二 氏との 寄せ 書 (二 氏の 文面 省略)〕 

〔裹 に〕 

箱极 熟海バ ス 旅行 紀念 

四月 廿 一 日 

二  0 四 一 
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四月 二十 一 曰 B 午後 零時— 四時 祌奈川 駭箱极 町より 品 川 區上大 崎 四 七 〇 松极豐 次郞 氏へ 〔捨 はがき 

寺 ra 彌生、 寺 £雪 子、 二 氏と S 寄せ 書 (二 氏の 文面 省略 ヒ 

£に〕 

箱 极熟海 バス 旅行 紀念  ， 

四月 廿 一日  寅 

二  0 四 二 

四月 二十四日 水 午前 八 時し 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 高 松 市 幸 町大島 長三郞 氏へ 

謹^ いつぞやの &谷君 著 「電磁 重力 論」 を 理化學 研究所の 若い 學 者で その 方面 專攻の 某氏に 

見て 貰 ひました 處、 训 紙の 如き 意見 を 書いて くれました、 どうか 漉 谷 君に 御 見せ 下さる やうに 願 

先達ても 申 上げました 通り 理論 方面で 本當に い \ 仕事 をす るに は田舍 で獨學 では 余程 困難と 思 

はれます。 矢 張 中央で ァカデ ミツ クな 規則正しい コ ー スを 踏まなければ 無理で はない かと 考 へら 

れ ます 此に 反し 發 明の 方なら ば いくらでも 廣ぃ 領域が ありまし やうから、 出来るだけ 知識 を廣め 

深めながら その 方に 進展され る 方が 能率が 大きい かと 思 はれます 

右 要件の み 草 >A 

四月 一 一十三 曰  寺 田 寅 彥 

大嶋樣 侍史 


二  o 四 三 

四月 一一 十四 B 水 午前 八 昨 1 十二時 本 鄕區駒込 曙 町 二 四より 芝區新橋 七 ノーニ 改造 社 「短歌 研究」 編輯 

部 寺 尾 博 氏へ 〔はがき〕 

本日 は 御 足勞を かけ 失禮 致しました、 四月 末日 迄で 宜しければ 何 か 書いて 見 度い と 存じて 居り 

ます.. 出來 たら 郵便で 御 送り 致し まし やう 

右 用件の み 草よ 

四月 一 一十三 日 

二  0 四 四 

五月 二  B 木 午前 八 時 ー 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 門 司 日本 郵船 會瓧 汽船 靖國丸 岩波 茂 雄 氏へ 【-^ 

はがき〕 

〔表に」 

御船 出の 日が 快晴で 大慶であります どうか 律 機嫌 《"- しく」 

小 平 君 御 夫妻に よろしく 御 鳳聲を ります 

I まに J 

00S  寅 彥 

五月 二日  宾 1^ 
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二  0 四 五 

五月 四 B  土 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 臺灣 阿里 山 高山 觀測所 伊東 彊自 氏へ 〔1- はがき〕 

- 表に」  ， 

御手 紙と 寫眞難 有く 拜見 致しました、 地震に 關 しても 何 か 有益な 御 觀察御 研究が 出来た ことか 

と 推察 致します、 臺灣 は地殼 構造が 本州な ど， - 比べて 比铰 的簡單 らしい ので 色. M の 事 を 知る のに 

都合が よく はない かと 想像して 居ります、 どうか 御 研究 を 祈ります 

f 裏に 一 

航 研へ は 毎 金曜に 參 ります、 此頃は 山脈で 出来る 氣流 渦の 模型 實驗を やって 居ります、 

二  0 四 六 

五月 六 B 月 午前 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 山の， 脇 藤 田太郞 氏へ 〔搶 はがき〕 

今日の 節句の 日曜に 家內づ れで國 展を見 に 行きました、 貴 作 い づ れも 面白く 拜見 致し ましたが、 

「春 庭」 は 矢 張な つかしく 色. -の 過去の 夢 を 喚び さまされました、 眩しい やうな 初夏の 光が 画面 

に 輝き渡って ゐ ました、」 いっかの 「秋 庭」 は 娘 等の 部屋の 床の間に 掲げて あります」 高 知 新聞 

の 土 佐 事物 抄も 面白く 拜 見し て ゐ ます 

五月 五日 
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二  o 四 七 

五月 十三 B 月 午後 八 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所より 高 知 市 江 ノロ 高 知 高等 學校物 

理敎室 條崎長 之 氏 へ 

二度の 御手 紙面 白く 拜見 致しました。 

二度目の 御手 紙の" と tall^- との 關 係と 關 係の ありさう なのに は、 Amh-svs とい ふ 人の" と 

との 關係を 調べた ものが あります。 これに 就て は 平 田 君から 申 上げる 事と 存じます 

点對稱 でな く 面對稱 になる 理由と して は 色え な 事が 關係 すると 思 ひます、 例 へ ば 上図の やうに 

ガラ ス 面が 凹凸が あると すると 球の 落下 は 垂直で も 衝突に よる 打撃の 方向 は 

傾いた と 同等になります 

；. 例 へ ば 叉 打撃 点の 左右で ガラ ス の 物質の 不同が あるとき でも 多少の 不對稱 

を 生じる かと 田 心 ひます 

或は 又、 接 觸が. 二 点 以上で 行 はれる としても さう であります。 こんな 事 を 

考へ ると 寧ろ 非 對稱な 場合の 多い 方が 當然 なやう にも 思 はれて 來 ます" それでよ く 研磨した ガラ 

ス とよく 磨いた ボ ー ル の 場合 を 凹凸の 多い 面の 場合と 統計的に 比較して 見る の も 一 法 かと 思 はれ 

ナダイの 本に ある やうな スタチ カル な 場合の 最大 シ ァ ー の 線 列を實 際の ヮ レ メと 比較す る 事に 

は 大きな 疑 SH- が ある やうに 思 ひます。 特に 一本 だけの 割目に ま) 用す るの はどう かと 思 はれます。 
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それから スパ ィ ラルと い ふ 曲線 は 妙な 曲線で 大体の 曲線と 局部 的に はよ く 合 ふ 性質 を もって 居 ま 

すから うっかり すると 欺され ます。 ( スパイラルの 雲形定規が 一 番 役に立つ の はこの 譯) 

ナダイの 場合 は 無數の スパ ィ ラル の 網目が 出來 るべ きで 一 本 だけの 割目が 延びて 行く の は 少し 

ちが ふ 現象と 思 ひます  - 

一 (  C を 打った 時 上図の 如き 割目の 出來 るの は、 C から 出た 波が^に 達した とき 

ぶ  radial な t21sion で ^ の 如き ヮ レ メ が出來 それが 左右に 分派す る、 そのと き A 

A\  ，じ の 左 も B の 右 も 矢 張 radial  tensicll の狀 にある から それで 分派 束が あ の やうな 

^  形になる ので はない かと 思 ひます 

\  大變に 面白い と 思 ひます から、 もっとつ けて 御 硏究を 願 ひます ー應 まとまり 

ましたら 理硏の 出版物で 御發表 如何 哉寫眞 など 澤山 出す に は 數物ゃ 學硏輯 報で は 六 かしい と 思 ひ 

ます 

平 田 君から も 意見 を 出し て 貰 ひます から 御 參考願 ひ 度と 存じます 

ガラ ス の 代りに 試に 寒天の 厚板 を 大きな 柔 かい ボ— ル でた、 く實驗 もやって 見たら 何 か氣の つ 

くやうな 要点が 見つかり はしない かと 思 ひます、 此 場合 は 波 速が 余程 小さい から 色え 樂 でない か 

と 思 ひます 如何 ils- . 

五月 十三 日  寺 田寅彥 

篠崎君 玉 案下 
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二  o 四 八 

五月 十四 火 午後 八 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 神田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 小 林 勇 氏へ 〔搶 

はがき 樣 名山 榛名祌 社 双 龍 門， 1 

先日よ 失禮 木曜と 土曜と は 差しつ かえが 出來 ましたから 御 含篮願 ひます 

はかき 品切れに つき 有 合せの 櫓 はがきに て 失禮、 二三 年 前 伊香保へ 行った ときので あります 

五月 十四日 

二  0 四 九 

五月 十五 曰 水 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込^ 町 二 四より 中 野 區江古 m 町 四 ノー  五 五九圓 地文 子 氏へ 〔は 

がき〕  -ロ 1 - 

御よ がき 難 有う 御 坐い ました 野 上さん の 紹介 昨日 ー讀 致しました、 御氣に 召しました 力.. 何で 

すか、 鬼に 角 流石に うまい もの だと 感心 致しました、」 出版 記念 會は 失禮 致します どうか 惡しカ 

らす願 ひます 

w 地 君に よろしく 御 願 致します 

五月 十四日 夜 

二  0 五 0  , 
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五月 十五 B 水 午後 零時— 四時 本鄉 藏駒込 曙 町 二 四より 荒 川 K 日暮里 渡. 邊町ー 〇 四 〇 野 上 八重 子 氏へ 

1, 絡 はがき 複葉 翼 周圍の 氣流 の 寫眞 」 

〔表に」 

先日 は推參 とんだ 勝手な 御 願 を 致しました 處 早速 御 快諾 下さいまして 御 懇切な 御 紹介 御 執筆 被 

下 誠に 難 有う 御 いました 昨日 大學 新聞で 拜見 著者 も 定めし 滿悅の 事と 存じます 

右 不取敢 御 禮迄申 土げ ます 

五月 十四日 

〔絵の 左餘 白に ：1 

これ は 航空 研究所の 行幸 記念 繪 はがきの 一 つであります、 浴衣の 模様に はなり さう も ありませ 

ん 

二 0 五 一 

五月 十六 B 木 .is ベ 時— 十二時 本鄉 區駒ゥ U 曙 町 二 四より 杉 並 K 阿佐ヶ谷 ニノ 六 四 九 武者 八. -吉 氏へ I はがき. 一 

今日 古物の 掃除 をして 居たら 別封の 如き 手記が 出て 来ました、 土 佐の 安政 地震 當 時の 事が あり 

ますから 御 笑 草に 差 出します、 拙宅で は 反古に なり さう ですから、 もし 御 役に立て 5H 進呈し まし 

やう 

右 用事 迄 

五月 十六 日 
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二  o 五 二 

五月 十七 日 金 午前 t へ 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十べ 丁目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 中 ハ八口 君からの 手紙 だと 東 一 も 風邪だった さう です がもう 大丈夫で すか、 御用 心 

願 ひます、 學生 實驗は 馴れる まで は 骨折れで しゃう が 馴れ \ は 何でもなく なると 思 ひます」 宅で 

は 藤 やつ、 じが 終って 一時 花が なくなつ たが、 今に ばらが 疾き 出す のを樂 しんで ゐ ます C, 一  昨夜 

トリオ を やって ゐ たら 戸障子が ひどく ガタく 鳴った、 猫が 暴れて ゐ ると 思った が 今朝の 新聞で 

見る と淺 間の 爆發 だったら しい 來月 六里ケ 原の つ 、じの 頃 一 度 行って 見たい と 思って ゐ ます"」 

今年 も 夏 は 星 野へ 行く 事に きめました、 滞在中に 一度 爆 發が實 見出 來る とい、 と 思って ゐ るが 其 

頃に は終媳 する かも 知れない」 なほく 健康 御大 事に 

五月 十七 日 

二  0 五三 

五月 十八 B  土 午前 八 時 i 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 世 E 谷區 太子 堂 町 三 〇 堀江 方 五島 祝 氏へ 〔は 

がき〕  . 

御 便り 難 有う 裨 坐い ました、 御 元氣で 大慶に 存じます、 青葉の 照りの 美しい 時候に なりました- 

どうか 此好 季節 を 最も 有効に 御 利用になる 事 を 祈ります 

御 序の 節 は 御 尊父 樣に {且 しく 願 ひます  や 
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五月 十七 日 

二  0 五 四 

五月 十八 曰 土 午前-へ 時.！ 十二時 本鄉 區駒ス 一 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 「は 

がき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐 いました、 先日 は 感冒 に て 御 就床 9 由 どうか 豫後 の 御 養生 大切に 願 ひ ます、 

今度の 御 滞京 は 大變短 かく 御忙 がしき やうに て ゆるく 御 話し を 伺 ふ 暇 もない 事と 存じます が講 

演會當 日い ろ く 御 話 承り 度と 存じ て 居ます」 今日は 敬 宇さん の御內 祝と して 大變に 重寳な も の 

を 御 ^り 下さいまして 娘 等 も 大喜びて 御 坐い ます 厚く 御禮申 上げます 奧樣 によろ しく 御 歐聲を 願 

ひます、 その後 御 日立ち 宜しく 御 生長の 事と 存じます が 御 加養 此 上ながら 大切に 願 ひます、 東京 

はいつ 迄 も 寒く て 閉口して 居ます が 今日 少し は 初夏ら しい 風が 吹いて 航 さ 研究所 邊 の 靑葉 の 照 り 

が 美しく 眺められました 

余事 拜 眉の 節に 讓 ります 草  >ュ 

五月 十七 日 

二  0 五 五 

五月 二十 一日 火 午前， へ 時 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ深 川區越 中島 水產 講習 听田内 森三郞 氏へ 

〔速達便〕 
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謹啓 御 忙しい 中へ 大變 勝手な 御 願 で 御 坐い ますが 貴兄 の こ れ迄 の 御 研究 中 で 水産 方面 へ の 物 

理 學の應 用に 關 する 論文の 主要なる もの k 別 刷 を 一 纏めに して 少生迄 御 届け 願 度と 存じます 全部 

に は 及びません ので 贵 兄の 重要と 御考へ の もの だけで 《= ^しう 御 坐い ます 

誠に 御 面倒です が當 月末 迄に 御 途付願 はれ k ば大 幸と 存じます 草よ 

寺 田寅彥 

田 內學兄 侍史 

二  0 五六 

五月 二十 二  B 水 午後へ 時— 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 11 より 飽町區 中央 氣象臺 中 野猿 人 氏へ 〔はがき〕 

训 封で 學士院 の 校正刷 送ります、 校正の 上、 黐 町 區內幸 町  一 ノ四 ヘラルド 社へ 速達で 御 送り 願 

刖刷は 今度から 五十部 だけし かくれません から それ 以上 御 人 用 部數を 校正刷 添付の 紙片に 記入 

して 下さい、 それだけ 實費 を拂ふ 事と 存じます 

五月 廿 三日 

二  0 五 七 

五月 二十 九日 水 午前べ 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 神田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏，、 

〔はがき〕 


760 


年 十和昭 


二  0 五八 

五月 三十 曰 木 ：ト後 零時— IT 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二  TO: ょリ 神田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 堤 常、 小 林 勇、 二 氏 

へ r はがき，！ 

昨日 は 御 邪魔 致し 又 色ぶ 御手 數を煩 はし 難 有う 御 坐い ました。 今朝 藤 原 君に 原槁御 渡し 致し ま 

した。」 書名 は 「放電 像 一 の 外に 「放電 叉」 或は. 「螢光 板」 「昇華」 など 色々 考 へられます、 右 


拜復 績冬彥 集 正誤 御氣 付き 難 有う 御 坐い ます、 御說の 通り 

二 〇 頁 二 行 眼り は 眠り  ， 

六 六 頁 八 行 つけら て は つけられて  -. 

厶  0 

六ヒ頁 二 行 とう も は どうも- 

ニニ 四 頁 五行 祝祠 は 祝詞 

三 一 一 一 頁 終より 三 行 脫き は 脫 f 

に 御 訂正 を 願 ひます。 

「觸 媒」 以後の 隨舉が 又 凡そ 一 冊 分 集まり ましたので 纏め 度い と 思って ゐ ます 今度 も 貴下に 御 

助勢 を 願 はれたら 大幸 だと 考へ て 居ます。 尤も 未だ この 集の 事 は 岩波の 方へ は 話して ありません 

力 

御氣 付き 難 有う 御^いました、 どうか 宜しく 願 ひます . 

五月 廿九 n 
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の內 では どれが い、 でし やう か 御 批判 を 願 ひます。 「放電 像」 とい ふ 一 百 葉 は 理化學 辞典に ないや 

うでした c」 理化學 辞典で 今朝 見て 心 付いた の は 

1】. 1525. 立体 障害の 項で hyjidrauce は liindi ance 

Isa リヒ テン ベ ル クの すけい はづ け い 

かと 思 はれます が 御調べ 願 ひます 

. 五月^日 

二  0 五 九 

五月 三 4 '曰 木 午後 零時 1 四時 本鄉 Isil 駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔は 

が き 〕 

昨日 申 上げた 布地 以外に 結 城 織の 夏物で ボ ー ラ ー と稱 する もの 、見本 も 序に 御 取 寄せ 願 度と 存 

じます、 松 坂屋を ひやかして 發見 しました から」 

書名 「放電 像」 の 外に 「放電 叉」、 「螢光 板」 「昇華」 「霧 函」 「內接 圓，」 など 如何 哉 或は 「螢光 

板」 など か 大人しくて い、 かも 知れません 諸君の 御 批判 を 尊重した いと 思 ひます 

五月 卅日 

110 六 0  ， 

五月 =ー 十 B 木 午後 四時-; へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川區識 訪町五 九 小山 書店 小山 ニ郞 氏へ 广 は， 
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がき〕 

唯今 上野 松 坂 星の 六 (？) 階で、 手織 物の 展覽會 を やって 居ます、 その中に古ぃ手織木綿の^^集 

品が あり、 何とも 云へ ない 味の ものが あります、 併し 古い もの、 寄せ集め だから 装釘に 使 ふ 見込 

はない、 ^し 後日の 參考に 一 邊御覽 になって は 如何と 思 ひました ので、 或は 旣に 御覽 すみか も 知 

れな いが 御知らせ します、 

II 曰き 下ろし 隨 筆は少 しづ、 は增 加して ゐ ます 今年 中位に は 物に なり さう に 思 はれます 

右 御 報 迄 

五月 卅日 

二  0 六 一 

六月 一 B  土 午前 零時 ー 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 目黑區 上目 黑ー ノー  四 三 森 E 米松 氏へ 「はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐 いました、 讀賣 の 記事 拜見實 は 戶坂 氏の は讀 みま せんでした が責兄 の 御 書き 

になった 事 は 極めて 自然な ことで 御尤と 存じました 戶坂氏 は 矢 張 本當の 所謂 ジ ャ ー ナ リストで あ 

る やうに 思 はれます、 どんな 事 を かいた か 知りません が、 事實の 探究と いふ 事より 記事の 興味に 

重き をお く流義 ではない かと 想像され ます、 戶坂 氏の 仲間の 岡 邦 雄 氏が いっか 「吉 村冬亲 論」 を 

かき ましたが 一 寸 噴飯す る やうな 間違 や 認識不足 だらけで くすぐったい やうで ありました、 

どうか、 どし く 御 發表を 祈ります、 「細 川 夫人」 も 早く 拜 見したい と 思 ひます 

五月 卅 一 日 
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二  o 六 二 

六月 一日 土 午後 零時 Ig: 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 奈良市 法 蓮 九 ぺ六野 村傳四 氏へ 

御手 紙 難 有う 钾乎 一い ました、 鹿兒 嶋の舊 火山 火口壁 分布に つき 詳細の 御 示敎難 有う 御 坐い まし 

た、 來週 地震 研究所で 晝 飯の 時に 一 同に 御手 紙 を 見せて 地質の 方の 人と もヂ ス カツ シ ヨンの 話題 

に 致し 度と 存じて 居ります、 

藤の 赏の はね る 件、 隨 i ホを かいた 後に 少し 計り 研究し た 結果 を 理 研の 報 吿に發 表した ものが あ 

ります か ら御笑 草 に 御：：： にかけ まし やう。 その 研究 の 結果から ヒント を 得て 平 田^に 山火事 警戒 

用 濕度計 を 考案す る 事 を 提案した のでした。 もう 少し 實用 的な 設計 をして 一 般の 使用に 適する や 

うにし 度い と 思つ て 居ります 

奈良行 もどう も おっくうで 中. - みこしが 上がらす、 旅行 ぎら ひの 直る 妙藥 はない もの かと 存じ 

方 一一 一一 n の 御 研究 は 御つ けの 事と 存じます、 少生も 土 住 方言 を 研究したい 希望 だけ もって ゐ まし 

たが 近頃 土 井 晚翠氏 夫人が 春陽 堂から 「土 佐の 方言」 とい ふ 小冊子 を 出し 中よ よく めて ある や 

うであります、. 

小 宮君は 時. - 上京し ます、 今度 小山 書店から 「漱 石雜 記」 とい ふの を 出しました がもう 御覽に 

なった 事と 思 はれます、 

右 御 返事 迄 草ぶ 不盡 
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傅 四 大人 玉 案下 

一 一 仲 御 自愛 專 一 に 存じます 

二  0 穴 三 

六月 IIIB 月 午前 八 時 1— 十二時 京橋區 銀座 不二 家よ リ 四谷ぽ 坂町黑 E 初子 氏へ 「はがき〕 

唯今 銀 小- 紀の國 星で 「現代」 六月兮 を 求めまして 向 ひ 側へ 渡り 不二 屋で莓 とコ— ヒ— を 注文し 

た處 であります、 柱 や 壁に かけた 花瓶に は 貧弱ながら 花 も 活けて あり 美人の 方 も 全然 欠 除して は 

ゐ ないやう であり ますが 昨年のに 比べ ると 甚だしく 水準が 低い やうであります"」 今日は 少しお 

くれて 出かけた ので 映 固舘は 坐席滿 員で 這 人れ さう もありません から、 これから 日 比 谷へ 行って 

ばらで も 見て から おとなしく 宅へ 歸 らうと 思つ て 居ります」 

その 內に 又もう 一 枚綺を かいて 贈らう かと 思 ひます が 今度 は 何 を 描き 何 を 書いた もの か、 次第 

に 慾 張らなくて は 面白くな いので 考案 中であります 

六月 二日 

二  0 六 四 

六月 五日 水 午後 四時； ベ 時 本鄉^ 駒 込 曙 町 二 四より 祌 一ッ橋 ニノ 三 あ 波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔はが 


御 端 書と 校正 拜見 致しました。」 もし 原槁 追加す ると すれば、 映画 雜感に 約 三 頁、 それから 來 A 

週 月曜 帝大 新聞に 出る 害の 書物 紹介 (原稿紙 三枚 半) を 加 へても 宜しう 御 坐い ます。 それから 又 一 

今 「文 學」 の嶋 崎さん の钾 手許へ 行って 居る rB 敎授の 死」 (原稿紙 十二 三枚) を 加 へても 宜しう. 

御 坐い ます」 書名 は r 蝥光 板」 と决定 致し まし やう」 余事 後便に て 

六月 五日  „ 

別封で 「映 一到 雜感」 の 追加の 分 も 送ります  i 

二  0 穴 五  - 

六月 六 B  r?J 辻ニ郎 氏へ 一はが き 消印な し〕 

御手 紙拜見 致しました 「生命 現象 云. -J の 問題 はもう 少し 纏まって からにし 度い と 存じます か 

ら 左様 御 含み を 願 ひます、 その代りと いふ 譯で もありません が航さ 研究所の 少生 研究室の 三宅修 j 

三 君が 「加熱 休の 周 園に 生す る 氣琉」 にっき 研究し 又 文献 を 調べて 居ます から、 これ を 一 つ 書か 

せる 事 を 御す、 めします、 少 生から も勸 めて おきます 

六月 六日  _ 一 

二  0 六 六 

一 

六月 七日 金 午前へ 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔は 一 

がき 速達便」 
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御手 紙拜見 色々 御 配慮 を拜謝 致します。 仰の 通 最初の 部分 は 「放電 像」 でな く 「螢光 板」 とい 

ふ 小見出しで 総括 致します。 「B 教授の 死」 は 「螢光 板. 一 欄の 最後 卽ち 「自由 画槁」 のす ぐ 前に 

人れ ます。 帝大 新聞の 分 は 「書物と 人」 の 最後、 卽ち卷 の 終末に 人れ る 事になります。」 「B 敎授 

の 死」 が雜 誌に 出る より 前に 書物が 出て は 困る と 思 ひま すがこの 点 は 如何で 御 坐い まし やう か 御 

確め 願 ひます。 又 印刷所へ 廻す 原 槁には 一時 「文 學」 へ 渡した の を 借りられ るで しゃう か、 それ 

とも 別に 筆寫 する 必要が あるで しゃう か 

六月 七日 

二  0 六 七 

六月 八 B  土 午前へ 時 1 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 I 巧 1 野 町 五鳥寬 平氏へ 〔はがき」 

御手 紙拜見 致しました、 御 注文の 器械 は 何とい ふ 器械で 定價 幾何の ものでした か あの 時の 廣吿 

紙 をな くして しま ひました ので もし 間違 ふと 困ります から、 どうか 名前と 定價御 申 越し を 願 ひ、 

その上に て 小； t 君 を 煩 はし 度と 存じます、 右 御 伺 迄 

六月 八日  ， 

二  0 六 八 

六月 十日 月 本 駒 込 曙 町 二 四より 伊野部 美 可 子 氏へ 「封筒な し J 

其 後 は 御無沙汰 致し 相す みません、 先日 は 〇〇 が 御 邪魔に 上がりました ところ 御 病^ 中で あつ 
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たとの 事で 歸 つてからの 話で は 多少 呼吸器の 方に も 故障が あるら しい やうな 様子で 其 後 如何の 御 

容体 か 一 度 御見舞に 上がり 度と 思 ひながら 忙しくて 御無沙汰 致して ゐ ます。 御 承知の 事と 存じ ま 

すが 近頃の 醫 者の 話で は、 さう いふ 容体に は 心身の 安静と いふ 事 以上に 利く 藥 はない さう です か 

ら、 どうか 絕對 からだ を 使 はない やうに して さう して、 のんきに 一切の 心配 を 放棄して 御 養生に 

なれば 日なら す 御 恢復の 事と 存じます。 若い と 経過が 心配です が 御 互の 年配で は、 無茶 さへ しな 

ければ 大丈夫と 思 はれます。 御 母堂な ど は 全く 科學を 無視した やうな 乱暴 を やっても、 それで さ 

へ あれ 程 持った のです から、 養生 さへ よく すれば ちっとも 心配はありません から、 どうか 悲觀な 

さらん やうに 願 ひます、 △ さん も此際 一 層 用心 をして 養生 をして ゐれ ばちつ とも 恐れる 事 は 

ない と 思 ひます。 安心し 過ぎて 不養生す るよりも 却って 用心し つ 、養生して ゐる 方が 實は 結果 は 

安全であります。 

安靜と い ふこと は 口で いふの は容 しいが 存外 實 行の 六 かし いものであります。 併し どうかせ 

い 一 杯 こ の 方 を 御 勉強に なると 御 回復が それだけ 早くな り 結局 德で すか.； 0 どうか 御 奮 發を願 ひま 

す、 讀 みもので も小說 なんかより 俳句 や 歌と でも 云った やうな もの 、方が い 、でし やう 

右 御見舞 旁 下らぬ 事 を 申 上げました。 何 か 御手 助けになる 事が あったら 遠慮なく 云って 下さる 

事 を Jg- り ま 

六月 十日  寅彥 

美 加子樣 
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二  0 六 九 

六月 十二 日 水 午前へ 時 十二時 本絲 SSI 駒！：，；！ 曙 町 二 四よ リ豐島 區巢鴨 三ノ三 〇 小糈重 一氏へ 

一 前文 缺 J 右の通りで すが、 なる ベ く 舞 切 にやって くれる やう 大兄の 御言 葉 添 へ 願 はれ \ は大幸 

と 存じます 0 

取引 一 切 は 勿論 直接に 交涉 する やう 裨申 聞け 願 ひます 

大變 恐縮です が 宜敷願 ひます 草 >ュ 

六月 十 一日  寺 田寅彥 

小幡 大兄 玉 案下 

二 仲 五嶋 氏 は 同地の 郵便局 長さんで 信用 出来る 人であります、 吉 田鉄郞 とい ふ 建築家の 實 

兄です 

二  0 七 〇 

六月 十二  B 水 午前 八 時. ー 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北海道 帝 國大學 醫學部 小 兒科敎 室 永 井 

一夫 氏へ 〔はがき〕 

贵著 「ラテン語 法」 難 有う 御 坐い ました、 貴 命の 通り 序と 脚注 拜見 しました、 大變に 面白い 思 

付きで 恩惠を 蒙る 人が 多い と 存じます、 今日 地震 研究所で 責著 の 話 を し ま したら 地 質學者 の 連中 

は旣に 承知して ゐて、 利用して ゐる らしい 樣 子でした CJ 少生 ラテン は數年 前から 稽古して ゐま 


すが 中- - 進歩し ません、 主に Jfeeb の Classkal に bl.aly の 對譯で 勉強して ゐ ますが 文法の 勉强 

が 足りな い の で難義 であります、 責著 は大變 助けに なると 存じます 

右 御禮迄 草. - 

六月 十 一 日 

二  0 七 一 

六月 十一 IIB 木 午後 四時 i 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 世 田 谷 區代田 ニノ 一  〇五〇 へ 木誡政 氏へ 

謹啓 先日 は失禮 致しました、 杻て 別紙の 文献 幸 田 翁より 敎 はりました から 御參考 迄に 御 目に 

かけます 實驗 する の は 造作 もない 事と 思 はれます が 如何 哉、 オルガ ンパ イブ や ガル トン 笛の 振動 

數ゃ强 度 を變へ て シス テマ チッ ク にやって 見たら 面白い かと 思 はれます。 

右 御 報 迄 草ぶ 

六月 十三 日  寺 田寅彥 

八 木樣玉 案下 

二  0七 二 

六月 十四 B 金 午後 四時-八 時 本鄕 K 駒 込 曙 町 二 四よ リ札幌 市 北 六條西 十八 T 目 阿部 方 寺 E 東 一氏へ 

大分 東京 は 暑くな りました、 御 地 は 如何 哉、」 今年 も 鈴蘭 を 鄉 送 下さって 難 有う、 今度 は 余り 

萎れす に 届いた ので 方々 に 分けて 活け 鑑賞して 居ます、」 此 間の 日曜に は 彌生雪 子と 上野から 深 
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川 清 i 公園へ それから  一 fgi 翁で 隅 田 川 を朔り 吾妻から 地下鉄で 銀座へ 出て 數寄屋 橋の 一一 ュ ー グ 

ランドで 御茶 をのんで 歸 つた、 大 旅行で 水陸 行程 七 里 半でした、 便利な 世の中に なった ものです、 

今日 不二 星の 御菓子 少し 送ります 健康 大切に 

六月 十二 日  - 

二  0 七三 

六月 十五 日 土 午後 零時 ー 四時 本鄕區駒ジ^！曙町ニ四ょリ杉並區大宮前六ノ三七 一 武者金吉氏 へ 〔槍 はが 

き」 

濱松 師範 學 校の 八 田 彌重郞 氏 等の 同人 雜誌第 一 卷三号 附錄に 佐 ぷ木淸 治 氏が 「昭和 五 年 伊豆 地 

震に 於け る發光 現象の 一 資料」 とい ふ もの を 出して ゐ ます、 貴兄の 方へ も途 つて 來 たかと 存じ ま 

すが、 もし 來 なけれ は 一部 御請 求な されて は 如何 哉、 爲念御 報 致します 

六月 十三 日 

二  0 七 四 

六月 十八 日 火 午前 八 時— 十二時 本^ 區駒込 上 富 士前町 理化學 研究所よ リ樺太 豐原町 豐原地 磁氣觀 測 所 

l:s, 山久尙 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙と 別 刷 難 有う 御 坐い ました、 山火事の 御 研究 有益と 存じます どうか 一 層 稗 追究の 程蜀望 

致します、 地 磁氣地 電流の 方 も績. -御 研究の 結果 御 發表を 祈ります、 少生 目下 山火事の 方 は 休ん 


で 居ます がその 內に叉 材料が 集まったら 何 か 調べ 度い と 思って 居ります  • 

右御禮 迄、 御 健康 を 祈ります 

六月 十七 日 

一一 0 七 五 

六月 二十  一 B 金 午後 零時— 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 巴 準： 力 トル ファ I ジュ街 六 ゲミ— 夫人 方渡邊 

慧 氏へ 

御無沙汰 しました、 五月 卅ー 日附の 御手 紙 拜見不 相變御 元氣で 大慶 モ P ッ コ 旅行な ど 羨望の 至 

であります」 御 渡 佛以來 御 研究の 結果が ドブ & ィ ー 先生の 賞讃を 博した とい ふ 事 を 伺って 欣快の 

至に 存じます、 自分 等まで 何だか 肩身が 廣く なった やうに 感じます、 學位は 是非共 御 取りになる 

やうに 願 ひます、 日本人の 中に もた まに は オリ ヂナル な 仕事の 出來る 人間の ゐ ると いふ 事 を 示す 

とい ふだけ でも 緊要と 存じます。 特に 推薦者が ド、 ブ p ィ ー で 6tat の攀 位なら 猶更 名譽と 存じ 

ます、 此れ は贵兄 の 個人 だけの 名譽 でない から 御 遠慮な さらない 事 を 希望 致します 

東京 は 天文 學 上の 梅雨期に なっても ちっとも 降^が なく 所謂から つゆの 天候であります が 今に 

びしょくと 始まる 事と 思 はれます、 夏 は 叉 杏掛へ 出かける つもりな ので 七 八月に 余り 降られる 

と 迷惑 だと 思って ゐ ます。」 淺間山 は 今年 は 少し 元氣づ いて 小 爆發數 回、 その 際の 傾斜計 ゃ地電 

流 計の レ コ ー ドを 水上 君が 調べた 結果 爆 發數日 前から はっきりした 異常の 現 はれる ことが 明に な 

つた やうで 大變 面白い と 思って 居ます、 段々 に 色よ な 新 事實が 分かる 事と 思 はれます、 御 尊父 樣 
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方の 御盡 力の 賜と 思 ひます 

サ クレ、 キヨ ー ルの繪 で 思 出しました、 パリの 宿へ ついて 間もなく 霧の こめた 穴 ェ氣の 向 ふに あ 

の 丘上の 白つ ぼい 建物が 眼に ついて 不思議な 御伽 噺 的な 氣分を 誘 はれ、 下宿の 主婦に 聞いたら 聖 

心 寺 だと 分った。 このと き COCU1- の 巴 里子の 發昔を ハツ キリ 聞いて、 假名に はかけ ない 比の 音 

を体驗 した ことでした。 

岩波 書店 主人が 突然 西洋 訪問に 出かけました 小 平 君 御 夫婦が 御 地に ゐ るの を 第 一 に 尋ねて 行く 

事と 存じます、 大將 中立の 元氣で 羨ましい、 少生 など 軽 井澤 杏掛 行が 可也お つくうな 位 だから、 

台灣 地震で 震 研の 連中 も 活動して ゐ ます。」 评井君 九月 末 頃渡歐 します、 約ーケ 年の 豫定で 諸 

所見 學、 自然 貴地へ も 立 寄る 事と 存じます、 どうか 宜しく 

貴兄の 御 歸朝は 大凡い つ 頃でした か、 御 序の 節 御；^ らし を 願 ひます 草.. 

六月 一 一十 日  寺 田 寅 彥 

渡 邊君玉 案下 

二  0 七 六 

六月 二十  一 B 金 目 黑區駒 場 町 東京 帝！： 大學 航空 硏究 所より 長 岡 市 學校町 三 丁目 內 田宗義 氏へ 〔封筒な し〕 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 

理硏の 講演 會 での 「割れ目と 生命」 第二 報 は そのうち 印刷し ますから 出来たら 御 笑覽願 ひます 

カネ ツネ 氏の 論 は 大層 新聞 的に 賑 かにな りました が、 大分 誤傳も あり、 又御當 人が 何もよ く 承 {：： 


知して ゐ ながら 音 樂家を カラ カフ 目的で 多少 思 はぬ 事まで しゃべって ゐ るら しいので 眞 面目に 相 

手に する 氣 になれ ません、 唯對兼 常の 駁論の 多くが 余りに 見當違 ひなのば かりで 呆れて ゐ ます。 

田 中正 平 が 何 かに 簡單に 述べて ゐ たのが 要 を 得て ゐ ると 思 はれました。 田 口 君の 方 は 少し 釣 込 

まれて 脫康 した 頃 向が あります が、 若い 人 だから この 位は恕 すべき だと 思 ひます」。 音樂 とか タ 

ツチと かいふ もの、 定義 を ハツ キリして か、 ら ない 限り こんな 議論 は水掛 論に なって しまって 何 

の 効果 もな い 事と 思 はれます、 

叉 隨筆集 「塋光 板」 とい ふの を 出します、 粗製濫造との 御 叱り を 受ける 事と 存じます、 七月 中 

*± 頃 迄に は出來 るつ もりであります、 

右哪 返事 迄、 御 自愛 を 祈ります 草よ 

六月 廿 一 日  航空 研究所に て 寺 田 寅 彦 

內田樣 玉 案下 

二  0七 七 

六月 二十 五日 火 午前 < "時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 高知縣 女子 師範 學校宮 田 直太郞 氏へ 

〔はがき〕 

拜 ；^" 「土 佐 民謠集 第一 ー輯」 及 「土 佐俚讓 集」 御 惠與被 下 難 有う 御 坐い ました、 丁度 かう した も 

のが ほし いと 思って ゐた 際で 一 層 難 有う 御 坐い ました、 かう いふ 一度 消へ て しまったが 最後 取 返 

しのつ かない もの を 今の 內に宽 集 保存す るの は 重大な 意義の ある 仕事と 思 はれます、 どう 力 今後 
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も s.- 此方 面に 御 盡カを 祈 度と 存じます、 土地 固有の 風俗 習 憒等も 記 錄を宽 集したい と 思 はれま 

す、 

右 御禮迄 草. -不盡 

六月 廿 五日  - 

二 〇 七 八 

六月 二十 六 曰 水 午後 零時：. 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 淀 橋 區西大 久保三 ノ九五 野 部 重 一郎 氏へ 

〔はがき〕 

御 端書拜 見し ました、 日曜に は 色 i 豫定が あるので 土曜 か 月曜の 晚に御 願 ひし 度と 存じます そ 

の當 日に なって 差 支へ の 起る 事 も あるので 御 出かけの 前に 電話で 在 否 をた しかめて 來て 頂く 方が 

好都合 かと 存じます 

御 母堂 御病氣 如何です か、 どうか 御 養生 專ー に 存じます 

六月 廿 六日 

二  0 七 九 

六月 二十 六 B 水 午後 零時 ー 四時 本鄕 M 駒 曙 町 二  S: ょリ 町區 中央 氣象臺 和 達淸夫 氏へ 

一天 氣と氣 候」 第一 一 卷第六 卷の卷 頭 言 を拜見 此れ は 多分 飯 田 汲 事 君の 一一 一 in 葉と 思 はれま すがこれ 

を拜 見して 思 出した 事 を 御報吿 致します。 
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昔 マン チ H スク ー でラ ザフォ ー. トの 研究 窒を たづね たと き 自分 を案內 して 實驗窒 を 見せて くれ 

た ガイ ガ ー 氏 (ガイ ガ ー カウンタ ー の) が 自分の 專門は 何かと 聞いた とき 地球 物理 學 だと 答へ た 

ら、 「地球 物理 學は 非常に 六つ かしい (ディ フィ カルト) 擧問 だと 思 ふ」 と 云った。 別に 皮肉で も 

なく 御世辞 で も なく 本當 の 感じ を 云った の だと 思 ひました、 

「六 かしい」 「やさしい」 の 言葉の 鮮釋 次第で 飯 田 君の 言明 も ガイ ガ —の それ も いづれ も 正し 

いと 思 はれます、 

數學的 物理 畢は六 かしい から やさしく 地球 物理 はやさし いから 六 かしい と 云ったら いくらか 一 一 

つの アンチ テ ー ゼを 綜合す る ことが 出來 るかと 思 ひます 

御高 見 如何 哉 

六月 一 一十 六日  寺 田 寅 紊 

和 達 擧兄玉 案下 

二  0八0 

六月 二十 六 B 水 午後 三時 I 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四よ リ奈良 市 佐 保 川 町 九 八 六 野村傳 四 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました、 藤の レイン コ ー トは 初耳で 特に その 仲 縮の 話 は 愉快であります、 

それで 想 出し ましたが 一 体 あの 簑 なんか も實に イン ヂ ヱ 一一 ァ スな發 明 だと 思 はれる が 古い もの だ 

から 誰も 一 向 ほめない。 一 つ 「簑の 物理」 でも 論じて 見やう かと 思 ひます 

方言 や 古^の 蒐集 は 是非 やって 頂き 度と 思 ひます、 そして 祕藏 しないで どし く發 表する 事 を 
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御 願 ひ 致します 

學 者が 「自重」 して 發 表しな いのは 學界を 益す る 所以で はない やうに 思 はれます 假令笑 はれて 

もけ なされても 結果 はなに がし かの 貢献に なると 思 ふが 如何 哉 

土 井晚翠 夫人の 「土 佐 方言 集」 が 出ました、 君の 方の 鄕里 方言との 比較で もして 下さらば 愉快 

と 田 心 ひます、 

君の 御手 紙と 同時に 台灣 台北の 測候所 長 西 村傳三 君の 手紙が 来た、 朝食の 席だった ので 子供 等 

が 二つの 手紙の 名前 を 比較して 偶然の 類似 を不思 儀が りました、 西 村 君 は 東大の 物理 出身で あり 

ます、 颱風の 本元の 研究 を やって 居ります、 日本 を 襲 ふ 藤 風に 對 する Sentinel の 重任 を 引受け 

てゐ ます 

右 御 返事 旁 冗談の み 草 M 

六月 廿 六日  寅  ま； 

傳四老 台 玉 案下 

別封で 御 笑 草に ディレッタント 的 論文 別 刷 御 送りし ます、 日本の 學者 はこん な もの 一向 見て 

くれません 

二  0 八 一 

七月 ills 水 午前へ 時， 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 富 山 驟福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

拜復、 蓄音機 御 間に合 ひ 候 由に て 安心 致 候、 右 代金 は 直接贵 君より 〇〇 へ 至急 御 拂込願 上 候、 
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普通 は 送金 受領の 上 器械 發 達する 害 なれ ど小蟠 君の 額に 對 して 器械 を 送出した との 事故 何卒 左眷 g 

御 含の 上に てなる ベく 早く 御拂ひ 込み 願 上 候、」 小^ 君に は 度 i 手數を かけ、 特^な 便 {pl を 計つ 

て 貰 ひました ので、 どうか 責 君よりも 一 筆禮を 云って 頂き 度 切望 致 候 

右 不取敢 御 返事 迄 草. - 

七月 三日 

一 一 仲 小幡君 宛名 は豊 島區巢 鴨 三ノ三 〇 小幡重 一 で钾 坐い ます 

二  0 八 二 

t 月 三日 水 祌 E 區 一ッ橋 學士會 館より 巴 Ei フ。 ァ ドウ t ォ-街 ニー  小 平方お 波 茂 雄 氏へ 1: 搶 はがき を 封 

筒に 入れた る もの 封筒な し〕 

「科 學」 の 會で諸 先生方が 集まって 居ます、 梅雨 晴の 星空の 下に 神 田 下 谷の 靑ゃ 紅の 照明の 連 

なる 光景 を學士 會舘の 三階の 窓^ら 眺めながら、 「科 學」 を 月 一 一回に 出す か 出さん かとい ふ 問題 を 

論じて ゐ ます、 實に蒸 暑い 晩で がります、 窓 下の 街路で 爆竹 を パンく 鳴らして ゐる ものが あり 

御 健康 を 祈ります 

七月 三日  寅彥 

二  0 八 III 
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七月 四 B 木 午後 零時： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六 條西十 <«T 目 阿部 方 寺 田 東 一氏へ 

其 後 御 健 魔 如何 や、 東京 は 蒸 暑くて いやな 天氣 がつ ぐき ます」 いつ 頃御歸 京です か實は 〇〇 の 

事で 御 相談したい 事が あるので 大凡い っ頃歸 京で きる か豫定 がわ かれば 一 寸御 一 報 を 願 度と 存じ 

ます 一 中 谷 君に も 御無沙汰して ゐ ますが どうかよ ろしく」 七月 始めに は 私の 方 はいつ も 色. -な會 

議が 多くて 今週な ど 丸 ふさがりで 閉口です どうか 御 自愛 御 勉强を 祈ります 

七月 四日 

二  0 八 四 

七月 六日 土 午前べ 時— 十二時 本鄉^ 駒！：， U 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 山の 脇 藤 E 太郞 氏へ 「捨 入朝 IS 書 

簡 養に 認め あり J 

御 端 書 難 有う 御 坐い ました、 高 知 は 可な りの 出水で 御 坐い ました さう で贵 宅の 邊も 多少の 浸水 

があった 事 かと 想像 致します 

大 川筋 は 大分 やられた 事で しゃう 

土 居 氏 考案の 便箋 封筒 御 惠與難 有う 御 坐い ました 大變に 結構で 御 坐い ます 

愛用 又大に 宣傳致 度と 存じて 居ります 從來 著書の 裝禎に 土 佐の 昔あった 色え の 紙 を 使って 見 度 

と 思って 東京で 調べさせ ましたが 要領 を 得すに 終りました。 例へば 昔の r 靑土 佐」 や 「黄 紙」 な 

ど 適當に 使へば 面白い 裝禎が 出来さう に 思 はれます 

近日 又 隨筆集 を 上梓 致します から 出たら 一 部 呈上 致します、 御 笑 覽を願 ひます 
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右 御 返事 且御禮 迄 草. - 

七月 五日 

藤 田 画伯 玉 案下 

二 仲 此の 書翰 養 は 朝鮮の 友人から 貰った ものです 

二  0 八 五 

七月 六 B  土 午後 四時 ー 八 時 本鄕 -sil 駒 込 曙 町 二  EI より 世 E 谷區 上馬 町 九 八 七 森貞子 氏へ 〔はがき〕 

其 後 は 御無沙汰 致して おります 御 一 同 樣御變 り は 御 坐い ません か、 扱て 七月に なった ので 例年 

に よ り博芳 に 何 か 贈物 をしたい と 思 ひます、 何 か 御 好みが あら ば 御 申 越 を 願 ひます 折角 御 贈り す 

るなら 御望み に 叶 ふ 方が よいと 思 ひます ので どうぞ 御 遠慮なく 御 申 越 願 ひます、」 色， M 御 話し 

度い 事 も あるので そのうちに 一度 御 尋ね 致します」 

どうぞ 御 母堂 樣 へ よろしく 願 ひます 

七月 六日 

ーー0 八 六 

七月 七 B  B 午後 slt-i 八 時 本 鄕區駒 込 瞎町ニ より 札幌市 北六條 西 十七 丁： H 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔はがき〕 

御手 純 難 有拜見 致し まし た、 岩波の 方へ は 先達 て 御 送付 の 原槁 即時 持 參依賴 致し てあります が 

未だ 返答が ありま せんので、 今度 贵 兄 御上 京 迄に 何とか 相談 をき めて くれる やう 督促 致 してお き 


寺 田寅彥 


年 十和昭 


ました、 大抵 大丈夫と は 思 ひます が、 主人の 留守で はあり、 出版部 營業 部で 相談が まとまらぬ 事 

と 思 はれます、」 余事 拜 眉の 上に て 

七月 七日 

一一 0 八 七 

七月 八 B 月 午後 零時 ー 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 淀橋區 下落 合四ノ 一六 五 五 安倍 能 成 氏へ _Jf はがき〕 

先夜 は失禮 

十日 水曜 午後 五 時半 京 橋 竹 葉に て小宮 君と 會合 致します から 御 暇で したら 御 出 を 願 ひます 

二  0 八八 

七月 八日 月 午後 零時—. 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 淀 橋 區西大 久保三 ノ九五 讲野部 重 一郎 氏へ 「はがき〕 

拜啓 來 十日 水曜の 晩に 在宅の 豫定 でした が、 叉據 ない 差しつ かへ が 起こり ましたので 十二 日 

の 金曜の 晚に御 願 致 度と 存じます。 併し あまり 延びく になって 誠に 御氣の 毒であります。 もし 

御 都合が つけば 十日 水曜の 午前 十 時 頃 理化學 研究所へ 御 出 下さらば 十一 一時 頃 迄 御 話し 出来る 事と 

存じます GJ 七月 初旬 はいろ， （- の會 議ゃ會 合が 多くて 忙しく 甚だ 失禮 して ゐ ます、 どうか 惡し 

からす 願 ひます 

七月 八日 
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二  o 八 九 

七月 八 B 月 午後 零時 ー 四時 本鄕-5|1駒込曙町ニ四ょり品川"^11上大崎ー ノ四七 〇 松极 璺次郞 氏へ 〔^はがき〕 

十日 水曜 五 寺 半 京廢竹 葉で 小宮 君と 會ふ害 御 暇なら ば 御 出願 ひます 十一 一日 金曜 は 學士院 の會で 

連句 は 休業 

七月 八日 

二  0 九 0 

七月 十一 B 木 午後 零時 —四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 深 川. H 越 中 鳥 水産 講習 所 曰 本 水 產學會 へ 〔はがき〕 

i 水 產學會 誌 第一 卷 第三 号 を 見失 ひまして 製本が 出來 ないで 當惑 致して 居ります、 もし 右 

一 部 御 譲與願 はれ &ば大 幸と 存じます、 代金 御知らせ 下さらば 御途り 致します 

七月 十日  東京 本 鄕曙町 二 四 

會員 寺 田寅彥 

二  0 九 I 

七月 十一 曰 木 午後 零- S-  —四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 神 E 區 一ッ橋 ニノ 一一  一 岩波 書店 藤 原で 尋 氏へ 〔は 

がき J 

御手 紙 難 有く 拜見 致しました 見返しの 紙の 染色で 大變御 心配 を かけました 由、 恐縮であります， 
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出版 期日 は 半月 や 一 と 月お くれても 少 生の 方で は 全く 同じ 事です からどう か 御 配慮 下さらない 

やう 願 ひます、 又 見返し は 大して 重要で もありません から それほど 御 心配に は 及びません、 唯大 

体の 感じが 同じなら 結構であります 

蚩曰 物の 届 先は兩 三日 中に 列記して 差 出します から 御手 數 ながら どうか 宜しく 御 願 致します 

右 御 返事 迄 

七月 十 一 日 

二  0 九 二 

七月 十二 曰 金 午前 八 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 

謹啓 一ぉ^1光板」 途り先別紙の通で御坐ぃます、 いつも 御手 數を かけ 恐縮です が、 どうか 宜しく 

願 ひます、 別に 至急 を 要しません から その 御 含で 適宜 御 處置を 願 ひます 

七月 十 一日  寺 田寅彥 

藤 原 千尋 樣 

二 仲 貴兄へ 贈呈の 分 も リストに 人れ てお きました、 御 序の 時に サイン 致し まし やう 

「別紙に〕 

昭 ^橋區 下落 合一 六 五 五  安倍 能 成 

^  仙 一 市 北 二番 町 六 八  小 宮豐隆 

； 札 K 巿北八 条西六 丁目  阿部 良 夫 
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鈴 辰 藤 柳 內 齊§圓 板 野 幸 藤 岡 fli 野 鈴 森 寺 屮 

木 田 田 田 藤 地 垣 村 田 原 田 田 上 木 田 田 '仆 

ff ェ r  ffi  豐ョ宇 
太 太 國百茂 ^瞻 俥 成" > 免 武靑— ■ ^米 東 士 

郞 隆 郞 男 間 吉 松 秘 四 行 平 松 枫郞吉 松 一郎 


y 北 六条西 十七 T 

. 北 六条西 十八 丁 阿部 方 

目黑區 上目 黑  一 ノ 一  四 三 

^橋區 西 大久保  一 ノ四六 一 

荒 川 涯日暮 里 渡邊町 一 〇四〇 

杉 並 區天沼 ニノ 三 六 一 

中央 氣象臺 

同 

小石 川 區表町 七 九 

奈良巿 法 蓮 町 九 八 六 

^橋- 區上落 合 五 九九 

中 野區江 古田 町四ノ 一  五 五 九 

赤 坂區靑 山 南 町 五丁目 

牛 込 區市谷 仲 町 九 佐 藤 方 

北 多 摩 郡砧村 成械北 

高 知 市 小高 坂 山ノ脇 

目 黑區駒 場 町 九 一 一八 

豐島區 西巢鴨  一 ノ三 五一 九 
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本鄕區  東京 帝 國大舉 圖書舘 

魏町區  法 政大學 圖書舘 

小石 川 酉お 荷 谷 町 五 七  藤 原 千 尋 

, 以上 二十 四 部 

外に 自宅へ 二十 五部 御 屆願上 候 

二  0 九 三 

七月 十二 B 金 .：.；. 前. へ- 卜 二- S- 本 鄕區駒 込^ 町 こ IT より 礼幌市 北六條 两十ヒ TH 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔は 

がき〕 

十三 日に は 御 出の 事と 御 待ち 致して ゐ ました 處御端 書で 御嬢さん 御 病 氣の爲 御上 京 延期の 御 報 

を^き 御 心配の 事と 拜察 致します、 危機 を 無事 通過され たさう ですから 最早 大丈夫と は 存じます 

がどう か此上 御大 事に 願 ひます、 少生 も昔彌 生と 正 二との 疫痢に 脅かされ ましたが、 よくなる と 

なれば 子供 は 恢複が 早い やうであります」 

岩波から 返事が ありまして 出版 を 御 引受けす る 事に 决定 した さう であります、 それで 今度 御上 

京 になったら 具体的の 欠 十、 件 等 を *；：！^ 兄と 御 相^ の 上で きめる と 申して 居ました、 御上 京の 節 御 同伴 

で 岩波へ 行き 支配人 等と 交涉 致す 事に しまし やう 

御 令 { 至 によろ しく 願 ひます 

七月 十一 一日 
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二  o 九 四 

七月 十五 B 月 午後 11 時 ー 八 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 京 橋 島 水産 試驗場 宇田 道隆 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 御 電話で 失禮 致しました。 實は 先月 末 頃から 不思議に 忙 がしくて 色 i の 事に 煩 はされ、 

衣と いふ 夜 は 殆ど 色よ の 會合ゃ 面 會の中 込で 塞がって しまって 自分の 時間が なくなって しま ひま 

した、 それで 十三 日頃から 一週間 位 信 州へ 保養に 出たい と 思って ゐ たのが 中. - 出られす、 とう 

明日の 火曜の 晚 までい ろ. （-の 事に しばられて しま ひました、 さう して 次の 月曜 迄に はどう 

しても 歸っ て來 なければ ならない 用が ひかえて ゐ るので * うっかりして ゐ ると 叉 下旬 迄 出られな 

くな りさう に 思 はれ、  > てれ 故 今度の 水曜日 は 思 切って 出かけた いと 思って ゐ ます。 大變 勝手な や 

うです が、 少し 心身 を 休養した いと 思 ひます ので 思 切り出 かけます、 どうか 御來訪 は廿四 五日 頃 

にして 頂 度と 存じます 

右 御 挨拶 迄 

七月 十五 日 

二  0 九 五 

七月 十六 日 火 午後 零 £-;SI 時 本鄕^ 駒 込 曙 町 二  il より 札 幌市北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇 *1 郞 氏へ 〔はがき 

御嬢さんの 御病氣 如何です か、 御大 事に 願 ひます、」 東 一は 日曜 朝歸京 致しました」 少生明 十 

七日から 四 五日 信 州へ 休養に 參 ります が、 月曜 中には 歸京 致します、」 岩波へ は 話して あります 
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から 贵兄 直接に 御 出に なって 支配人の 堤さん に 御 交涉願 ひます、 堤 君が 居なかったら 小 林 君に 願 

ひます 

余事 拜 眉の 上 

七月 十六 日  . 

二  0 九六 

七月 十六 曰 火 午後 八 ゆ 京 橋 區銀麼 オリ ムビ ッ ク より. 淀橋區 下落 合 四 ノ 一  六 五 五 安 1^ 能 成 氏 へ 

「はがき J 

先日 は 失禮、 少生明 水曜 杏掛へ 行く つもりであります、 今年 は奮發 して 一度 北輊 井澤 を 訪問し 

〔全 S 

たいと 考 へて 居ります、 特有 植物 見學の 指導 敎授を 御 願 致します」 植物と 云へば 岩波 文庫の 中 井 

氏 著 「東亞 植物」 は 一 本 を 僮へ て 可 然ものと 思 はれます 草 M 

七月 十六 日  銀坐ォ リム ピック 寅 逢 

二  0 九 七 

七月 十八 日 木 il. 後 零時 Isr 時 長 野縣北 佐久郡 沓掛虽 野？，！ 泉 旅館より 本鄉區 東京 帝^ 大學 地震 研究所 坪 井 

忠ニ、宮部^^巳、ニ氏へ 〔絵はがき〕 

今 n 當 地へ 參リ ました  ？ 

淺 5S は 適度に 烟を 噴いて ゐ ますが 今日 少し 微動が あった さう で 或は 滞在中 一 邊 位はソ ー ト ー な S 


のが 見られる かと 期待して ゐ ます」 双眼 顯微鏡 を もって 來て 植物界の 見物 を 始めて ゐ ます、 實に 

ワンダ フル であります 

七月 十七 日 

二  0 九 八 

4- 月 十八 日 木 午後 零時， I 四時 長 野 縣北佐 久郡水 3 掛星 野？ i 泉 旅 誼より 本 駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所 

寺 田 研究室へ 〔はがき〕 

今日 當 地へ 參 りました、 昨日 は 顯微鏡 御 屆け難 有う、 早速 使用 を 始め まづ槍 葉を視 いて 見て そ 

の鱗狀 構造に 驚いて ゐる處 であります、」 高 崎 邊は少 雨だった のに 當地は 却って 晴、 淺間 がよく 

見え 適度の 噴焖が あるから 爆發 はま だな さ ぐうであります。」 先月 末から 妙に 忙 がしかった ので 

少し 心身 を 休養 させ 度い と 思つ ております、」 諸君 もどう か 御 自愛 を 願 ひます 

七月 十七 日夕 

一一 。九九 

七月 十八 日 木 午後 零時- 1 四時 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？ J 泉 旅館より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 

成 氏へ はがき 襄に寺 E 正 二、 寺 E 彌生、 寺 E 雪 子、 一一 一氏 3 署名 寄せ 書 あり (省略)〕 

〔裏に〕 

昨日から 來てゐ ます 今度 は 小さな 顯微鏡 を携へ て來て 草と 虫の 世界に 分け入り たいと 思って ゐ 
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ますお 伽噺の ヮ ンダ ー ラ ンド より は 面白さう です 

ニー  00 

七月 十八 B 木 午後 零時 I 四時 長 野 驟^ 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅館より 仙 臺市北 二番 丁 六 八小宮 璺隆 氏へ 

〔1? はがき 寺 田 正 二、 寺 E 彌生、 寺 田 雪 子、 三 氏の 署名 寄せ 書 あり (省略)〕 

〔Ja; 、に〕 

昨日から 杏掛 です カツ コ ー、 ホト ヽギス ク ヒナ、 ゥグ ヒス も 時 M 啼 きます 未だ 人が 少なくて 

閑靜で 好い 氣 持であります 

七月 十八 日  寅 彥 

ニー  0 一 

七月 十八 3 木 午後 零時— 四時 長野縣 北佐久 郡沓掛 野 泉 旅館より 品 川 區上大 崎  一 ノ四七 〇 松 根謦： 次 

郎 氏へ 〔給 はがき 寺 E 正 二、 寺田彌 生、 寺 E 雪 子、 三 氏の 署名 寄せ 書 あり (贫 略)〕 

金曜日の こと を 御 断りす るの を 忘れて うっかり 出かけて 來 たので 今朝 宅へ 電話 を かけて 傳言を 

賴 みました 

今 皆で 輊 井澤へ 来て 晝飯を たべて ゐ ます 

七月 十八 日  寅 彥 


二  一  0  二 

七月 二十 B  土 午前 八咔 ー 十二時 信越本線 車中より 淀橋區 下落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ 〔給 はがき〕 

〔ej; に〕 

今朝^ 掛で御 葉書 拜見 しました 少生 は廿ー 一日に 歸 ります ので 第 一 相互 は 御歸京 後に 致し まし や 

う 

今朝 窜 車で 上田 市へ 參り舊 城趾を 一見し ました 

子供の 時分に 眞田 三代 記 を 讀んで 昌幸ゃ 幸 村 を 英雄 崇拜 の對 象と した こと もあった ので 色 i 與 

味が ありました、 折 柄當地 祇園祭り で 樽 御輿な どか 出、 市役所の 庭で も 何 か 催しで 賑 はって ゐま 

した  ， 

七月 十九 日  車中 寅 彥 

二  一  0三 

七月 二十 B  土 午前べ ゆ— 十二時 信越本線 車 巾より 品 川 一 M 上 大崎ー ノ四七 〇 松根覺 次郎 氏へ 〔输 はがき 

春秋 庵 白 雄 俳句 J 

〔寫 眞の餘 白に〕 

今朝 上田 巿 見物に 來て舊 城 內で此 端 書發見 
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'ャ: 卜？ II 昭 


二  I  0 四  - 

七月 二十 二日 月 午後 零 昨—- 四時 長 野 縣北佐 久郡水 S 掛星 野？，！ 泉 旅館より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔培 

はがき〕  ， 

御 端 書拜見 致しました、 唯今 當 地へ 參 つて 居ます が 明日 は 一日： 歸 京の 豫定で 御 坐い ます、 信 州 

は 少し i 促し 過ぎる やうであります 

七月 廿 一 日 

二  I 〇 五 

七月 二十 二日 月 午後 零時— h: 昨 長 野縣北 佐久郡 水：： 掛虽 野？，！ 泉 旅 te- よ リ本郷 一 51； 駒 込 TO: 片町ー 〇 藤 岡 由 夫 

氏へ 〔給 はがき〕 

御 乎 紙 難 有う、 信 州 は 曇る と 寒く ると 中る 暑い 處で 一 昨日な ど 上田へ 行って 炎天で うだって 

水：： 掛へ歸 ると 霧で 凍えさう でした、 併し 高原の 氣 持は少 生に は 一番 快適で 毎日 カツ コ ー、 ホト、 

ギス ク ヒナ 其 他 名 を 知らぬ 鳥聲を 聞き、 理 研で 買って 持って 來た 双眼 顯ビ 鏡で 植物の 物理 を 研 

究 して ゐ ます、」 明廿 二日に 一日-; 歸京 致します 

七月 廿 一 日 

二  一  0 六 
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七 月 二十 一一 B 月 東京 直 江 津間下 四 便 上野 舞より 長 野縣北 佐久都 杏掛星 野？，！ 泉 旅館 寺 田 東 一、 寺 E 彌生、 

寺 田 雪 子、 三 氏 へ 〔はがき〕 

二 時 五一 一分に 上野へ つきました、 乘 客が 少 くて 樂に 手足が 延ばされて 大成 効でした 東京 は 暑い 

事 は 暑い が 風が あって 割に 氣持 のい、. 暑さです。 今驛 人口の 食堂で 冷コ ー ヒ ー をと りながら 此の 

はがき を US いて ゐ ます 

病氣と 事故との 御用 心專ー に 願 ひます 

七月 一 一十 一 日 午后 三時  上野 驛 にて 

二  一  0 七 

七 月 二十 三日 火 午前べ 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 一. ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 

〔はがき 速達便〕 

拜啓、 少生 十七 日から 信 州へ 參 りまして 今日 歸京 致しました、 出發 前に 貴兄の 「螢光 板」 へ署 

名し まして、 もし 御 出に なったら 御 渡しす る やう 留守へ 申 付けて おき ましたが、 店員の 方が 御手 

紙 を 持って来た とき 留守の ものが それ を 開封し なかった と 見え 甚だ 失禮 しました、」 近日 少生貴 

店へ 參る 序に 持參 致し まし やう 

右 御 詫 迄 

七月 廿 一 日 

一 一 仲 「螢光 板」 左記 へ 御 接り 願 上げます 
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杉 並 區大宮 前 六の 三 七 一  武者 金士 n 

小石 川區原 町 十三  中 野猿 人 

以上 二部 

一二  0 八 

七月 二十 三日 火 午後 零咔： 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 廣島市 町ーノ ニニ 一一 宅修三 氏へ 〔はがき〕 

御 便り 難 有う、 少生 十七 日から 信 州へ 參り 今日 歸京 しました、 東京 は 今日は 土用 日和で 三 〇 度 

近いが 風が あって わりに 爽快であります、 信 州 は 少し 凉し 過ぎ それに 霧が 多くて 日の目 を 見る 時 

間が 少なかった が、 ハイキングに は 却て 暑くなくて 適當 でした、」 航{ 仝 は あれから ナマケ てゐま 

す、 榊 原 君 も ダラ イダ ー の 用で 南 車 北 車 (？) の やうであります、」 東京へ 歸 ると やっぱり ゴタ 

と コ トガラ が 多い やうです が 四 五日 山の さ氣を 吸った あと は元氣 がよくな つて ゐて コ トガラ 

が 余り ウル サク 感じられない やうです 矢 張 時 i 保養に 限ります 

御 健康 を 祈る 

七月 廿 二 日 

一 一 lo 九 

七月 二十 三日 火 午後 零^ I 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 芝" fel お金 三 光町 三 二 七 田 内 森三郞 氏へ 

謹啓 御 勇健 大慶 至極に 存じます、 扨て 突然で 御 坐い ますが 財圑 法人 服 部 報公會 とい ふ も 
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のがありまして 年々 學界 並に 發明界 の功勞 者に 對し 感謝の 意味で 報 公 賞と いふ もの を 贈呈す る 事 

になって ゐ ます、 ところで 今年の 鈴衡 委員の 合議の 結果 貴兄の 水產 方面に 於け る 物理 學の應 用と 

外 四 氏に 對 して 報 公 賞 贈呈の 事に 內定 致しました、 それにつ き贵 兄に 豫め御 諒承 を 願って 置いて 

くれと 頼まれ ましたので 一寸 御 內報御 承認 を 得たい と 存じます、 來 十月 九日の 同會 記念 會で 贈呈 

の 式 を 行 ふ 害で 御 坐い ます、 どうか 少 生に めんじ 枉て街 承知 を 願 ひます 

右 御 願 迄 草ぶ 

七月せ 二日  寺 田寅亲 

田 內森三 郞樣玉 案下 

ニニ  0 

七月 二十 四 B 水 午後 四時 ー. へ 時 本鄕區駒込曙町ニ^ょり長野縣北佐久郡杏掛鬼野？レ泉旅^^寺£束ー 

寺 m 正 二、 寺 E 彌生、 寺 田 雪 子、 四 氏へ 〔はがき〕 

歸る とから 來客、 電話、 人の 論文の 下讀 みな ど惱 まされて 閉口して ゐ ます、 今朝 は 朝 力ら ズ， T 

四 度 程で 午後の 暑さが 思 ひ やられます、 猫もヒ ドク ウダ ッテゐ る やうです、」 私 は 今 三越 七 階 食 

堂で 丑の 日の 鰻 を 食って あ 〔と〕 で コ ー ヒ ー をのんで ゐる ところです、 此 部屋 は 冷却 装置が ある 力 

ら余 Si 凌ぎい、、 一 三越に は 知らない間に 南側に 新しい 人口が 出來、 その 正面に 地下室へ 下りる 

階段が 出来て ゐ ます。」 金魚の 代りが 一二 尾 來てゐ る、 朝貌、 睡蓮、 カンナが よく ゆ、 いて ゐ ます 

七月 廿 四日 一 時 
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七月 二十 五 B 木 午後 零 t-i 四時. 本鳏 K 駒 込 曙 町 二 四より S 町 區有樂 町 東京 朝 n 新聞社 學薪部 相 島敏夫 

氏へ  . 

御手 紙 難有拜 見、 旅行 中 だつ た の で 御 返事が おくれ 失禮し ました、 

此頃 少し 忙し い の で隨 筆の 方 は 九月 以後に 御 願 致し 度 存じます、 

科學 欄の 記事 供給に は 北大の 中 谷 宇吉郎 君 適任と 存じます、 來月 初旬 上京し ますから その 時 一 

度 御會ひ 下さって は 如何と 存じます、 右 乍 遲延御 返事 迄 

七月 廿 五日  寺 田 寅 亲 

相.^ 3- あ  - 

ニー  I  二 

七 月 二十 五 曰 木 午後 零 昨 —四時 本鄉ー R 駒 込 町 二 M より 札 幌市北 六條西 十七 丁目 中 谷 宇吉郎 氏へ 〔は 

がき〕 

御手 紙拜見 致しました、 東 一 唯今 信 州へ 參 つて ゐ ますが、 多分 今夜 歸 ります から、 御手 紙の 趣 

を 俥へ まし やう」 少生廿 八日 頃から 叉 信 州 行 八月 四日 頃歸 京し ますので、 御上 京の 頃 は 在京と 存 

じます 

右 不取敢 御 返事 迄 草.. 


七月せ 五日 

一一 一 一 三 

七月 二十 五 B 木 午後 零時 III 時 本鄕 K 駒 込 曙 町 二 四より 大分 縣別府 由 布 院中谷 治 宇ニ郎 氏へ 〔はがき」 

御手 紙 難 有拜見 致しました、 此頃は 御 健康 次第に 御 恢復 誠に 喜ばしく 存じます 岩波との 細かい 

相談 は 宇吉郎 君 御上 京の 上進 渉 致す 事と 存じます、 どうか それまで 御 待ち を 願 ひます、 圖版等 原 

槁は 直接 同店 へ 御 途付願 度 八 水 事後 便に て 

時候 柄 御 自愛 專ー に存 します 

七月 廿 五日  寺 田 寅彥， 

ニニ 四 

七 月 二十 4JB  土  if- 後 零時 III 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高知巿 小高 坂 越 前 町 德崎長 之 氏へ 〔フ- ルスカ 

ッ。 フへ橫 書に 認め あり〕 

七月 廿 六日 

御手 紙拜 見し ました、 

Minmin 蟬は少 生 等の 子供 時代に は 高 知 公園で は 殆ど 聞かなかった やうで、 唯 久万秦 泉 寺邊の 

山の 向側邊 で、 それ も 稀に 聞いた やうに 思 ふので、 現在 もし それが 公園で 普通 だとなる と 一寸 不 

思議であります、  
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割目の 御 研究 は 段々 面白くな つて 來る やうです ガラ ス 切で 豫め瑕 をつ けて おくと いふ 方法 は 

大變 面白い ので、 此れ はもつ と 色々 vary して 擴張 すると 有益と 思 ひます。 例へば 瑕の azhlsth 

を vary させたり 長さ を變 へたり、 叉 同時に 數 個の 瑕を與 へたり するとい、 かと 思 ひます、 

^を 撒布す る 方法 も 面白い と 思 はれま. す Spiral の說明 はどう も 未だ 不明瞭の やうであります. 

打擊 点から 1-adial に crack の 頭が 走る 速度と tangential に 走る 速度が それ それ 何 を 意味す るか 

分らない と 「不透明」 であり まし やう、 肿し spiral だと い ふ 事實を .^Hconst とい ふ 「言葉」 

で 云 現 はすこと はい \ と 思 ひます、 

僕の 直 像で は 打擊点 P から 發 する 波と 最初の crack  K から 發 する 波との superposition によ 

つて 破目の 進行が 决定 する ので はない かとい ふ氣 がします  . 

Conical  crack の 件 は 平 田 君から 何 か 申 上げる 事と 思 ひます、 

もっと 色よ 實驗を 進めれば 段々 に 物に なり さう であります。 どうか 御 奮發を 祈ります 

寺 田寅彥 

ニニ 五 

七月 二十 七 B  土 午後 零時 ー. 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？ i 泉 旅館 寺 田 正 二、 

寺 W 彌生、 寺 田 雪 子、 三 氏へ 〔はがき〕 

其 後 如何です か、 東京 は 二十 三、 二十 四 兩日思 切り 暑かった が 二十 五日 は 叉 急に 凉 しすぎる 位- 

今一 一 卜 六日 も 秋の やうな 風が 吹いて 凌き 易い やうです。 今 モナミで 松 根 君と 連句 を やって ゐま 
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す。」 安倍 能 成 君が 東 一に 紹介し ろと いふので 明日の 晝 飯に でも 同行す るつ もりです 化 カイミ 

が あるで しゃう」 今度 歸 つたら 平日よりも 用事が おしかけて 來て 少し へ ト くになりました、 思 

切って 叉 月曜 あたりから 逃げ出さう かしらと 考へ てゐ ます。 講 坐の 原槁を か、 なければ ならない 

のに、 いつにな つたら 書け るか 分らん から、 今度 行ったら 環 翠樓か ダリン ホテルへ 隠れて 書かう 

かと 思って ゐ ます、 御意 見 は 如何で しゃう」 昨日 認印 を何處 かで 落として しまった、 あとが 色ぶ 

面 到 臭い 事になります」 映！！ は 昨日 やっと 帝劇の 「影な き 男」 と 「お 人よ しの 天女」 を 見ました、 

一 寸 面白い 

七月 廿 六日 金曜 午後 六 時  モナミ 地下 

ニニ 六 

t 月 二十 七 曰 土 午後 零時 時 本 鄕>慨 駒 込 曙 町 二 11 より 世 £ 谷 松原 町 ニノ 五一 四 玉 野 光男 氏へ 〔は 

が き 」 

先日 は 何よりの 佳 看 御 惠與難 有う 御 坐い ました、」 少生 十七 日より 杏 掛に參 り廿ー 日歸京 それ 

から は 一周 一間 位づ. - おいて 往復す るつ もりで 居ます、」 昨日 航空へ 行ったら 食堂から つぼ、 寺 田 

所員が 一 番の 精勤 家ら しく 見えて 滑稽でした、 此頃は 航空へ は 唯シャ ベリに 行く だけにな り まし 

た 一 東京へ 歸 ると 色 i 實に ウル サクテ 神経が つかれます。 夏 は 人が 暇な もの だから 却ってい ろん 

な 事 を 持 入 一んで 來る せいだら うと 思 ひます、 世間が 忙 がしくな ると こっち は 暇になる やうです - 

閑人の 悲哀であります 


798 


针和昭 


七月 廿 七日 

ニニ 七 

七月 三十 一 曰 水 午後 wg-— 八 時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧グリ ー ン ホテルより 本 鄕_^1 駒 sCI 曙 町 二 四 

寺 si? ん 氏へ 〔槍 はがき〕 

汽車で 正 二の 先生の 木 村さん や 商船 學 校の 栗 原 君と 逢った、 星 野で は 子供 等 は みんな ハ介 川へ め 

したき に 出かけて 夕方まで 歸ら なかった、 めしく つてから グリ ー ン ホテルへ 來た、 案外 こちら も 

暑くて 蚊が ゐ たり カナ ブン くの 大群が ゐ たりして 少し 驚いた が.. 併し 夜は靜 で、 朝の 氣持 はと 

て もす ばらし い 

七月 卅 一 日 

晝 まで 原槁を 書いた が、 落 付いて 邪 マされ る 心配がなくて 實 にい、 . 

一二 一八 

七月 三十 IB 水 午後 四時： 八 時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧ゲリ I ン ホテルより 本 鄕區西 片町ー 〇 藤 

岡 由 夫 氏へ 〔給 はがき 奇勝 鬼 押出し (輕 井澤 千ケ 瀧)〕 

昨日 星 野へ 來て 見たら 子供 等 は キヤ ンプの マネ ゴ トを しに 何處の 谷川の 奥へ めしたきに 行って 

留守であった ので、 おかげで 半日 ぼんやりね ころんで 數日來 の疲を 休めました。 夜に なって グリ 

，ン ホテルへ 来て 泊って、 朝から ま 曰 一 ま，， で 仕事 をし ました、 駕の聲 がする 位で、 閑靜で 山氣が 爽快 
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で 工合が い、 やうであります、 兎に角、 物 を 云 はないで 一日 ゐられ るの が 何より 目下の 少 生に は 

難 有い 

七月 卅 一日  千ケ 瀧に て  寅 彥 

ニニ 九 

七月 三十 一日 水 午後 八 時 —十二時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧グリ I ン ホテルより 仙 臺市北 二番 丁 六 

八 小官 豐隆 氏へ 〔給 はがき〕 

東京に 居る と 朝から 夜お そくまで 人に 攻められて 自分の 事 は 一 つも 出来す 神経が もみく たにな 

り 頸の 筋が 引き 釣った やうになる。 夏 は 人が 閑になる せいら しい。 それで やっと 片付けて 逃 出し 

て 今度 は千ケ 瀧の ダリン ホテ ル に 泊り 午前と 夜 は 仕事して、 午後 は 星野溫 泉の 家族と 合流して 遊 

ぶと いふ 趣向に しました。 昨夜つ いて 今朝 岩波の 講 坐の 原槁を 十一 枚 かいた、 工合が よさ、 うで 

あります、 四日に 叉歸 京、 次 は 十二 三日 頃に 又來 るつ もりです 

七月^ 一  日 

二  一  二  0 


八月 一日 木 午後 四時— 八 時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ瀧 グリ— ン ホテルより 品 川 上大 峰ーノ 11 七 〇 

松 根 豐次郎 氏へ flB はがき 署名の 「寅」 に 輪 を 施し あり〕 

今夜 はグリ ー ン ホテル へ 泊って 原槁を かいて ゐる。 午後 は 星 野へ 下りて それから 子供 等と 附近 
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や 軽 井澤 を 歩いて ゐる、 今年 は 天 氣に惠 まれて 高原の 凉 氣を滿 喫する ことが 出来て 仕 合せです、」 

星 野に ゐ ると 人の 出 人が しげくて 仕事が 出来ない が此處 は實に 閑寂で 先般来の 神経の 疲れ を 十一 一 

分に 休める 事が 出来さう です 

白 禅の 窓 松の 窓風薰 る、 . 

駕ゃ 夏を淺 間のから 松に 

寅 

ニー  一二 

八月 三日 土 午後 零時- 四時 長 野 縣北佐 久都輕 井澤 千ケ 瀧グリ ー ン ホテルより 長 野 縣北輕 井澤 法 政大學 

村せ E 山莊 安倍 能 成 氏へ 

御手 紙拜 見、 少生卅 日より 當 地へ 來てゐ ます、 甚潜 上ながら ダリ —ン ホテルに 泊り込んで 午前 

中 みっしり 仕事 をして 晝 から 山 を 下りて 星 野の 方と 合流、 或は 星 野より 襲來 する こと も あり、 鬼 

に 角 昨夜 迄 は ホテルが がら 明きて 實に 閑寂で 氣持 がよく 仕事が 意外に 進 渉し ました、 僅かな 距離 

だのに 今處は 霧が 少なく 早朝の 淺間ゃ 南 麓の 眺めが 實に 美し いものであります、 今日は 噴 烟稍盛 

に 見え ましたが 大事に 到らす にす みさう でありました、 

〇〇〇〇 さんへ の 御 話 快諾 を 得られた さう で 御 骨折の 甲斐 あり A △ の爲 同慶と 存じます が、 口 

口口の 御 話 はいくら かァ ー ヌ ング はあった が少々 悲觀 して 眼の 前が 暗くな つた やうな 氣が しまし 

た、 兎も角も 此れ を機會 として 生活の 合理化 を决 心して 貰 ひ 度い と 思 はれます、 腹が立つ やら 可 TO 


愛想な やらと は 此の 事な らん か 

今日 蟒蜓が 電線に 止まって ゐる のが 大体 皆大 陽に 尻 を 向けて ゐる やうな ので 試に 一 一三 十 羽の；：：^ 

尾と 電線と なす 角度 を 目測して 記帖し 統計 をと つ て 見たら 平均 はちゃん と大 陽に 尻 を 向けて ゐた 

ので 一 寸 愉快でした、 中には 矢 張 のんきな ト ンボも 居て 平均 方向から 百 一 一三 十 度 も あらぬ 方へ 尻 

を 向けた のが 一 一三. 匹い るの が 大笑で ありました、 一 寸學問 をし ました 

グリ ー ン ホテル は 夜になる と 黄金虫の 一種が 多數 ベランダの 電燈に 襲来して 少しうる さい、 そ 

れが 驟雨が あった 後 は 殆ど 姿 を 見せない、 これ も 面白い 事實 であるかと 思 はれます 

四日 一 日 ー歸京 北大より 上京す る 人に 逢 ひ、 十 一 一 一日 頃 又 出かけ 十五 日 淺間觀 測 所紀念 日の ェ キ 

スカ ー シ ョ. ンを 同僚と 共に， L それから 漱石 全集の 會に歸 らう かと 考へ てゐ ます、 こんな 風で 妙に 

氣 忙しい ので 北 軽 井澤 襲撃の 日程 一 寸 見込み 立た す、 どうか 白紙 狀態 にして おいて 頂き 度と 存じ 

いつも 新し ぃ寢 床に やっとな じんで よく 眠れる やうな 頃に 引上げて 歸る 寸法に なつ てゐ ます、 

ま、 にならぬ 實 証の 一 つであります 

右 貴酬 旁 琪事取 交ぜ 匆 i 不盡 

八月 二日  寅 

安倍 先生 玉榻下 

二 一  …一 
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八月 一一 IB  土  il. 後 零. S- .四時 -ぉ野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧グリ ー ン ホテルより 大森區 田園 調 布 四 ノー  三 

〇 山 口 生， 5 氏へ 〔紛 はがき J 

御手 紙 難 有う 實驗 御成 効 大慶に 存じます、 これ は單に 貴兄 や 吾  >ュ だけの 喜びて はない と &は 

れ ます、 大丈夫と 確信して ゐ たので 安、 や はして ゐ たが、 成 効の 確報 を 得て 矢 張 愉快でした、」 當 

地 も 日中 外を步 くと 暑い が 朝夕 は凉 しく 晝間も 日影で 休息して ゐれは 暑さ は覺 えませし 

少生 多分 四日に 一 且歸京 致します 

八月 二日 

一一 一 一一 ミ 

八月 五日 月 午後 II 時 ー ベ 時 本 郷區駒 込 曙 町 二  W より 長 野 縣北輕 井澤 法 政大學 村^ E.H 莊 安倍 能 成 氏へ 

〔はがき」 

今歸 京し ました、 今朝 千 ケ髓で 偶然 淺 間の 小 爆 發を實 見して 爲 になり ました- 歸 つて 「思想」 

の 終に あるぶ f 兄の 小官 紹介 を よんだ 處 であります」 ト ンボは その後の 觀察 によると 大体 虱の 向に 

支配され、 いつも 風上 を 向く 習性が あるら しい、 唯 申 上げた 場合 は 無風に 近く 丁度 夕日に 尻 を 向 

けて ゐた 力ら 大陽 にも 支配され るかと 思 ひます 一 寸 訂正 致して おきます <に 歸 ると 矢 張た まった 

用が おしかけ るので ァガッ テ しま ひます 

g 御 一 同様によ ろしく 

八月 四日 
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ニー 二 四  W 

八月 六 B 火 午後 零時 ln-M 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十へ 丁目 阿部 方 寺円柬 一氏へ 

昨 四日の 午後 歸京 しました、 舘 野から 一 旦歸 京した 由、 大切の 使命 を 果たした かどう か 心配し 

てゐ ます」 鬼 角 誤解 を 受ける やうな 行動 は 結局 思 はぬ 處で 將來の 障害になる から 用心 を 願 ひます 

四日 朝グリ ン ホテル で 朝食 をく つてべ ラ ンダに 出る とひ どい 爆音が 聞こえ、 屋上に 出て 見る と 

淺 間が 焖の柱 を 高く 天に 冲 して ゐた、 十分 位する と 灰が 降り出し 約 一時間 位つ いて 止んだ、 丁 

度 一 日の ちが ひで 見損 ふところで あつたが、 うまい 見學 をし ました、 

小 瀨行紀 念の 寫眞 まづ いが 御；！^ にかけ ます 

中 谷 君に よろしく 願 ひます、 草 M 

八月 五日 夜  父より 

東 一 殿 

二  一  二 五 

八月 4-B 水 午前 零時； ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 杉 並區荻 一  ノーニへ 尾 崎 喜， へ 氏へ 

貴 著 一， 山の 繪本」 御 惠與に 預かりまして 難 有う 御 坐い ました 眞に 美しい 「鰭」 に充 たされた 書 

物で 坐ながら にして 山の 自然と 人生に 接する 想 ひ をしながら 拜見 する 事が 出来る やうであります。 

少 生に は 又 山の 植物に 關 する 記事が 特別な 與味を もって 讀 まれます。 


年 十 和 昭 


貴 著 中 に少 生の 幼稚な 植物界 見物 記が 御： n にと まった こ と を 御 誌 しにな つたの を 拜見眞 に 汗 M 

の 次第であります。 こ の 年に なって 植物 を观き はじめ 幼稚な 所見 を 臆面もなく 公表して ゐ るの 4^ 

專門 家が 御覽 になって は喷 飯に 値する 事が 多い 事と 思 はれます  .  一 

今年 は 三十 倍の 双眼 顕微鏡 を携へ て 信 州へ 參り、 小人 嶋の 人間に 化けて 植物の 國の彌 次 喜 多 

物 を 致して 居ります 

責著 中で も 矢 張 自分の いくらか 知って ゐる 土地に 關 した 記事に 親しみ を 感ぜられます、 妙な も 

のであります  一 

右 不取敢 の 御禮迄 草 i 不盡  一 

八月 六日  专 田寅彥  ^ 

尾 崎樣玉 案下 

ニー  二 六  一 

八月 十四日 水 午後 零時 i: 時 本 ITte: 駒 込 曙 町 二  S: より 長 岡 市 學校町 三 TH 内 ffl 宗義 氏へ 一はが き J 

御手 紙 難有拜 見、 この 前の 「觸 媒， 一 か 何 かの 時 は 少し 钾 叱り を 受けた ので、 今度の 「埜光 板， 一 

では 屹度 御 服 玉 を 食 ふか も 知れない とい ふ 豫感が ありまし たが 御手 紙で は 寛大の 御 批評が 願 はれ 

たやう で 安堵 の 胸 を なで 下しました、 併し 五十せ 戈 玉の 御 配慮 を かける 点 は 甚だ 心苦しく 感ぜ ら れ 

ます、 天下の 五十 戔 玉の 前に ひれふして 謝罪した いやうな 氣 もします」 

宅の 老妻 時え 少生を 訓戒し ます 「ァ ン マリ 下らない 事ば かり 書く の はおよ しなさい よ、 ミツ h 
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モナ イカ ラ」 とい ふので すが、 全く 少生も 同感す る ことがあります、 併し もの、 惰性と いふ もの 

は 致 方の ない もので、 「運動の 方 則」 に は服從 する より 外にし やうがない やうであります、 どうか 

今し ばらく 御 見 ゆるし を 祈り 度と 存じます 忘 語 多 罪 

八月 十三 日 

一一 一 二 七 

八月 十四 B 水 午後 零時 ー 四時 本 鄉區駒 込 町 二 四より 大分 縣中津 市 米 町 岩 井 方 家 形 文 雄 氏へ 

御 懇切な 御手 紙 を 頂戴し まして 難 有う 御 坐い ました、 

御 弟御 様の 事に つき 詳細な 追憶 記 錄を拜 見 致しまして 御 心中 を拜察 致しました、 少生は 兄弟と 

い ふ もの を もちません し 弟 を 亡った 経驗 はありません が 甥 や 姪の 親し いもの を 幾人 かなく した 事 

があります ので いくらか は 御 哀惜の 愦を 想像す る こと は 出來る やうに 思 ひます、 若い 前途に 望 を 

もった 人達の 死んで ゆく の は 誠に 惜しい 悲しい ことで はあり ますが 叉 一 面から 考 へます と 後に 淺 

つた 人達の 頭に は 如何にも 純で 美し い 姿で 生き 淺 ると いふ こと も事實 かと 思 はれます、 

拙著 を愛讀 して 下さった 事 を 知りまして 却つ て慚 愧に堪 へません、 深く 考へ させられました、 

右 不取敢 の 御 返事 迄 草  > 、申 上げます、 時候 枘御 自愛 專ー に 存じます 不盡 

八月 十四日  寺 田 寅 逢 

家 形 文 雄樣玉 案下 

二伸 少 生の 櫓が 如何なる 経路から 深瀨 氏の 手に 渡った もの か少 生に は 全く 不思議で、 又 ど 
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んな槍 か 思ひ當 りません 意外な 事 も ある ものと 思 ひます 

ニー  二八 

八月 十五 S 木 使 ひ持參 長 野縣北 佐， 人 郡沓掛 a 野 溫泉旅 IS より 星 野？，！ 泉 滞在 S 宮部直 巳 氏へ 

御 休息に なりましたら 御遊び にいら しゃいません か 何も 御 構 ひ は 致しません から 御 心配な く 

三号舘 寺 田 

宮部樣  . 

ニー  二 九 

拳 

八月 十六 日 金 午後 零時 —四時 長野縣北佐久郡沓掛星野？，！泉旅^^ょ り長野驟輕井澤町ニ〇ニ五高嶺俊夫 

氏へ 〔絵はがき〕 

四日 歸京咋 十五 日又參 りました、 その 爲御 返事が おくれ 失禮 しました、 この 天氣 では ゴルフ も 

凉 しすぎる 事と 存じます、 少生 は原槁 かせぎで もす るつ もりであります、」 昨日 は 石 本 君 等と 雨 

中 鬼 押出 ヘディ ス カツ ショ ン に參 りました 

八月 十六 日 

二 一  三 0 

八月 十六 B 金 午後 零時. - 四時 長 野縣北 佐久郡 沓褂星 野？ i 泉 旅館よ り 小石 川 區原町 一 〇 坪 井忠ニ 氏 へ 
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〔給 はがき」  . 

昨日 少 雨中 鬼 押出 行， 植物 學者參 加、 色 > "新 問題 を 發掘 愉快で ありました、」 火山 も各專 門の 

綜合 研究が 望ましくな りました 

八月 十六 日 

ニー  II 一一 

八月 十九 B 月 午後 零 昨： In 時 畏野縣 北 佐久郡 水：！ 掛； 野？， I 泉 旅館より 品 川- 51； 上 大崎ー ノ四七 〇 松极豐 次 

郞 氏へ 〔槍 はがき〕 

前 句、 角樽 を …… の 下 を 筆記し. なかった ので 忘却した から 一寸 困る が 

柳數 へて 土手の 河 風  • 

とか 何とか 適 當に願 ひます もし いけなければ 大兄つ にけ て 擧句を 願 ひます」 

昨日 小淺 間に 登って 北輊 井澤 を 展望した 

七月 十九 日  杳掛星 野 三 号 

二 一  三 二 

八月 二十 B 火 午後 零時， |四 時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧ゲリ ー ン ホテルより 仙 臺市北 二番 丁 六仄小 

宮璺隆 氏へ 「はがき 安 iin 能 成、 寺 田 雪 子、 寺 田 正 二、 寺 田彌 、安倍せ」 子、 安倍 浩ニ、 

安倍 亮、 安倍 恭子、 八 氏との 寄せ 書〕 
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？ j!j 亮浩道 彌正雪 成 寅 
子 二子 生 二子 彥 


「赤 鉛筆に て J 

千ケ グリ ー ン ホテルの 露臺ょ り 

今朝 北 軽 井澤 か ら來 襲お 彥 先生 赏行 力な き を 憐んで 居る 

〔黑 インキに て〕  - 

北 軽 井澤 へ 來 いくと いふの だけれ ども 彼 地 は 御 承知の 通り 名士 の 

方 M が 多く 考 へれば 考 へる 程 怖くな つて 勇氣が 出ません、 東洋 城 だけ 

の實行 力が ほしいので あります、 それでも 昨日 は 小淺間 頂上に 登攀 北 

輊 井澤 を 眼下に 見下して やった の だから 寅 再 記、 

一二三 三 


八月 二十 B 火 午後 零時； 四時 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧グリ I ン ホテルよ リ仙臺 市 北 五十人 町  一二 二. 

富 永 ルリ 子 氏へ 〔はがき 寺 田 正 二、 安倍 道 子、 寺田彌 生、 寺 E 雪 子、 四 氏との 寄せ 書 (四 

氏の文面^？；略)〕 

正 二に 伴奏 を ひかせて シ ュ ー ベ ルト を^ ふ豫定 で來て 見る と 生憎 千ケ瀧 住民の 茶話 會 があって 一 

遠慮す る 必要 あり 甚だ 失望 致しました  寺 寅  3 

ニー  三 四  一 

叭 十？？  ^L—.tMttzIEt'.Jit.M 北， 佐 <MiR 屋，^ 狭. 館より 仙 臺市北 五十人 町 三 二 富 永齊、 m 
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夫人、 同 令鑌、 長 谷川 千秋、 諸氏へ 〔はがき 寺 田" 正 二 氏との 寄せ 書〕 

御 無少汰 致して おります、 唯今 星 野で、 正 二等 宛の 寄書 繪 葉書 を 拜見 致しました、」 正 二 は 唯 

な 「私と 入 代りに 歸京 致して おります。」 一 昨日 は 離れ 山に 登り 關東 平野 を 見下し したが 中.^ の 

眺望で ありました、 昨日 は小淺 間へ 登り 途中で へたばり かけ ましたが キャラメル 亞片 をな めたら 

元氣が 出て 頂上に 達し、 天文 觀測 中の 友人の テント を 訪問し 鬼 糞な ど 採取 致しました こ、 の S 

望 も 中 M 結構であります 歸路時 i 眼の 中に ゴ ミが はいって 妙 だと 思ったら 淺 間の 降 灰の 微細な の 

が { 仝から 落下して ゐ るので ありました. に 一 老生 此 地へ 来る やうに なって 段よ からだ か 達者に なり 

殊に 脚が 丈夫になる やうであります、 一 昨年より は 昨年 昨年より は 今年と 山道 を あるく のが 樂に 

なります、 七十 歳 頃 に は 日本 ァ ル プ ス 縦走 ぐら ひ 苦 もな い 事と 樂し みに して ゐ ます、 

八月 十九 曰  ， 寅 ぃ危 

と 云って るう ちに 僕 もまた 東京から 歸 つて 來 ました、 〔下略〕  正  二 

二 一  三 五 

八月 二十 13 水 上 一 便 (驛問 不明) 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千ケ 瀧ゲリ ー ン ホテルより 長 野 縣北輕 井澤 法 

政 大學村 ^£ 山莊 安倍 能 成、 同 夫人、 同 令息、 同 令嬢、 諸氏へ 〔搶 はがき 松 根 s^s^ 

. 氏と つ. 寄せ 書 (松 根 氏" 文面 翁 略) 裏に 寺 田 正 二、 寺田彌 生、 寺 田 雪 子、 一一 一氏 ハ 署名 寄 

せ 書 あり 「5^ 略， )，-  、 

. ^日 は 失禮- 今日 東洋 城來 襲、 午後 例の ベランダで シュ ー ベルトの リンデン バウ ムを 歌って 聽 
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かせました、 御 一同に 聽 かせなかった の は 恨事であります 

寅 

ニー  三 六 

八月 二十 一 曰 水 上 一 便 (驛問 不明) 長 野 縣北佐 久郡輕 井澤 千 ケ満グ リ-ン ホテ. - より 仙 臺市北 二番 T 六 

八小宮 豐隆 氏へ 「搶 はがき 松拫豐 次郞 氏と 乃 寄せ 書 裏に 寺 m 正 二、 寺 m 彌生、 寺 田 

雪 子、 三 氏の 署名 寄せ 書 ありへ ^略)〕 

法 政大學 村 か ら歸京 の 急 に 思 ひ 立って こ i へ。 快晴 遠望 、これ か ら歸 京。 11 十 t 日朝 こっちへ 來る ベ く 赤 

羽 歩廊で 待 つ て ゐる前 を を 力 せた 列車が 41i- りすぎ た。 髮の 白い 力 と 洋服 の-黄ろ いが 君だった らう と 想像 さ せた ( 

城 

昨日 は 安倍 絵 長 一族、 今日は 松极 宗匠 來千、 明日 は歸 京し ます、 

御 自愛 御 執筆 を 祈る 

八月 廿日  寅彥 

二  I 三 七 

八月 二十 一日 水 午後 零時 —1 四時 長 野 縣北佐 久郡沓 掛星野 S! 泉 旅： S より 長 野縣輕 井！ t 町 二 〇 二 五 高嶺 俊 

夫 氏へ I はがき〕 

御 端 書 難 有う、 十七 日の 晝頃 ハナ レ 山に 登り 頂上から 双眼鏡で ゴ ル フリンク を 親き 一 生 懸命 大 
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兄の 概爽 たる 打球ぶ りを發 見し やうと 努力した がとう/ \. 見 付 力ら す 失望し ました、 

十八 日 は 震 研の 少壯學 者 一 一名と 小淺 間に 登攀、 頂上で 天幕 を 張って 緯度 觀浏を やって ゐる震 研 

の 高 橋 君 を 訪問し ました、 歸 りに 峰の 茶屋から グリ ー ン ホテルへ の專用 道路 を 歩いて ゐ たら 微細 

な 灰が 降って 来ました。 昨 十九 日 は 北 1- 井澤より 友人の 家族 五 人 連で 來襲、 今 廿日 は 又 松 根 東洋 

城の 襲擊を 受けました、 明日 午前に 歸 京し、 もし 出来れば 九月 初旬もう 一度 来たい と 思って 居り 

八月 廿日 

ニニ 二八 

八月 二十  一 B 水 午後 零時， 四時 長 if 縣北 佐久郡 沓掛星 野？ i 泉 旅館より 札幌市 北」 ハ條西 卜へ T 目 阿部 方 

寺 E 束 一氏へ 〔寺 m 彌生、 寺 £_雰 子、 二 氏との 寄せ 書 (二 氏の 文面 ft 略 )- 

今日、 御途 りの 傑作 B 眞拜 見し ました、 私 は 今度 は 離山 (但し 登り は 車) の 頂上 をき はめ、 又 

小淺 間に も 登攀して 中々 元氣 であります 小淺 間で は 震 研の 人が ゼ 一一 ス テレス コ ー プで 緯度 を 測定 

する ので 天幕 を 張って 頒 張って ゐ ます。 小爆發 時々 あり、  寅 彥 

ニー  三 九 

八月 二十四日 土 午後 零 g-lil 時 本鄉 -sil 駒 込 5 お 町ん 四より： WMrsil 駒 場 町 九 二八 辰野隆 氏へ 

謹啓、 一 週間ば かり 淺間 山麓へ 參 つて ゐ まして 彼 地で， 見た 新聞 廣吿 中に 大兄の 冬 彥觀が 中央 公 
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論に 出た と い ふ 事 實のァ ナウ ンス メント を發 見し まし た。 キズモ ッァシ の ビクく モノ で 歸京後 

何よりも 先き に 拜讀ホ ッと胸 をな. で 下ろす と 同時に 慚愧の 念が 額面 末梢神経 を魔痺 させる のを感 

じました、 どうも 難 有う 御 坐い ました。 これで 吉村冬 彥氏も 何時 目 を 瞑っても 遣憾 はないで あら 

う と 推察 冬彥氏 に 代って 衷心よりの 感謝 を 棒け 度と 存じます 

ゴ ルフ 中毒の 氣味 にて 裨 臥床の 由 御迷惑の 事と 存じます がそのお かげて 拙著 御 絲 讀の榮 を 得た 

わけで コ ッ ソ リ 病魔に 御神酒で も 供へ る 事に 致します G 

淺間山 活動 期に 人り 色 i 面白い スぺ クテ— クルが 見られました、 その 爲に 老生 も 不得止 活動 期 

に 人り 降 灰 を 採取して 顯微鏡 寫眞を 撮ったり して ゐ ます。 一日 小淺 間に 登攀、 中腹で 內 分泌 異常 

を 起こし かけ キャラメル 三 片を頰 張ったら 忽ち 恢復、 終に 頂上 を 極め、 同所で 天文 觀測 中の 同僚 

の テント を 訪問、 砂原に 散在す る 兎 糞と 火山 彈 との 標本 を 探 集して 歸 りました。 山上 天幕に は 陸 

地 測量 部の 測 夫 を 四十 年来つ とめて 來た 老人が 手傳 ひに 來てゐ て、 いろ/ \ 面白い 体 驗談を 聞き 

ました。 山上 は 水がない から 峰の 茶屋から 急坂 を かつぎ 上げた 貴重な 甘露で お茶 を わかす、 その 

お茶 によ ばれて 晝食 の 握飯 を 食 つたが 實に 美味で ありました。 

右 御 禮旁斑 事 取 交ぜ 匆  > 、不盡 

八月 廿 三日  寅  彥 

辰 野樣玉 案下 

一 一 仲 御 加養專 一 に 存じます 
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ニー  四 o 

八月 二十 四 曰 土 午後 零時 iw 時 本鄉 K 駒 込 曙 町 二 四より 飽町區 中央 氣象臺 和 達淸夫 氏へ 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました 僕 は 一 一度 目の 信 州 行から 歸 つて 来た 所であります、 今度 は淺 間の 活 

動の 種 i 相を實 見す る 事が 出来て 大變に 色々 な 問題 を 授けられました。 爆音の 傳播强 度 分布 は 御 

說の 通り 中  >  、複雜 で 僅 i 十 籽以內 位の 範圍で ひどい 異同が あります。 八月 四日 朝の 爆發は 千ケ瀧 

邊で 可な り强 かった が、 これよりも 强 かった 害の 十七 日の は グリ— ン ホテル でも 氣の 付かない 人 

が 多かった 位でした。 讲 し北輊 井澤で は 相 當强く 聞こえた らしい。 

爆音の 種類 や 强度を 何 か ちゃんとした スケ— ルを 作らなくて は 永久に 駄目と 思 ひます。 人工 の 

擬音の スケ ー ルを 蓄音機の レ コ ー ドに でも 取って おいて ラヂォ で 放送し 火山 地方の 人 M の 耳を敎 

育して おいて、 さう して 何月 何日の 爆 發の音 は どの 種類の どの 强 さとい ふ 事 を Circular で 問 合 

はせ， 地で は B 型の 第 何 号、 乙 地で は C 型の 第 何 号な ど丄 K つた やうな 返答が 得られたら 理想的 

であります 

火口 近くへ マイクロフォン 的 リレ— を 置き、 爆 發と殆 同時に Circuit を make し、 その 電流で 

一 籽、 一 一 籽三杆 …… の 地点に 澄 かれた 錄音器 を start する やうに すれば、 爆音 をレ コ ー ドし 再現 

する こと はそんな に 六 かし い 事で もない かと 思 ふか 如何で しゃう。 但し 金 はいくら でも あると し 

てであります  - 

右 御 返事 旁 さ 想の 御 披露まで 
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八月 廿 三日 月給日  寺 田寅彦 

和 達 先生 玉 案下 

一二 四 一 

八月 二十 六日 月 午後 零時. 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野縣北 佐久郡 沓掛星 野？，！ 泉 旅館 寺 E 御  一！； 

へ 〔はがき」 

御無沙汰 しました、 今度 は 前に 歸 つた 時と ちがって 東京の 暑さ 中 M 酷し く 一  寸 仕事 は 中止して 

ゐ ます 幸に 今度 は 訪客 や 電話が 少なくて 休息に は 好都合であります。 映画 はつ まらない が 納凉の 

目的で 冷却 裝置 つきの 舘を廻 はり、 又 高嶋屋 や、 三越の 食堂へ 出かけます c」 嗜眠 性 腦炎奄 t と 

は 云っても 十万 人に 一 人位 だから 大丈夫と 思って ゐ ます。 併し こんな 時 は あんまり 日に 付けら 

れ たりす るの は 控えた 方が い \ で しゃう、 一 白い 子猫で 後脚の 立たない のが 一匹 迷って 來た、 本 

當の眞 白です。 御母さんが 可愛 相 だから 舟け る やうになる まで 養って やる と 云って ゐ ます、 比， 

で 8 匹になります 

八月 廿 五日  寅 

二 一四 二 

八月 二十 六 B 月 午後 四時：. へ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 越 前 町 德崎長 之 氏へ 

御手 紙拜 見、 旅行 中だった ので 御 返事が おくれました、 
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驗段々 に 進 渉 大慶に 存じます。 次に 試み 度い 事 は 

叫 人工的の 瑕 (K) と 打撃 点との 間の 部分 0 に 重い load を 貼りつ けた 

場合、 或は 叉 板 二 枚 重ねて 貼り 合せ、 下の 板の 0 部に 穴 を あけた 場合 を 

0  實驗 して 0 部が sho(k の Avave に對 して lens の やうな 作用 をし ない 

.. す， や かやって 見て はどうで しゃう 或は 叉 0 を數多 整列 させて ダレ —ティング 

r いに、  的 効果の 有無 を 見て は 如何 もし 一 定の X が あらば 出来る 害 

n 板に 少しの bending,  lupment を與へ 表面に 一 定 方面の tension を與へ ておいた 

場合に 於け る 色 立の 特徴 但し 此の 曲げ は 極めて 微量で ない と 割れて しま ふでし やう 

御 示の 計算 は 一 つの 試みで はあり ますが、 此 種の 理論 はもう 少し 事實が 集まって か 

ら でない と 一時的で 人の 注意 を ひく 事が 困難と 思 はれます もう 少し 色ぶ の 場合に 擴 

張して 御覽 になって は 如何 哉 

右 御 返事 迄 ^ぷ 

月廿 六日  寺  田 


もう 少し 實驗が 纏まったら 理硏， ま 報へ 發 表して くれ 玉へ 

二 一  四 三 

へ 月 二十 六日 月 午後へ 時— 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町- • 四より 濱松 師範 學校八 E 彌重郞 氏へ 
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信 州へ 行って ゐ まして 御 返事が おくれました。 標本 拜見 大變に 面白い と 思 ひます 

御說明 もた しかに 一 說と 存じます。 それの 一 つの test として 此の 標本の 表面 各部 を 一 定 荷重の 

針 (例へ は 蓄音機 用の) で引搔 き、 その 疵痕の 幅 を顯微 鏡で 測り、 各部の 硬度の 差を驗 して は 如 

叉 一 つの 可能性 は、 圖の 如く 波形が 進んだ 後に 岩石の 表層が 海水の 化學 作用 

や 日照 等に よる 物理 化學的 作用の 爲に 若干 收 縮し、 その 影響で 上層が 曲率 を增 

し 反り か へ る やうな 作用 を 生じ その 爲に 上圖 点線で 示す 面に 張力が か-^ る、 と 

云った やうな 事 も考へ られ ます。 樹皮な どの まくれ 反る 事から 暗示され ます。 

松嶋 見物のと きも 一 寸 そんな ヒ ントを 得た 事が あります 併し これ も 何 か 极據と 

する デ ー タを 要します 

いづれ にしても 可能性 を 色え 考へ て、 それ 等の どれ か を决定 する 爲に 何か實 

驗 なり、 又 文献 上の デ ー クを 求める とい ふ 方法 を 採られた 方が，： HL いかと 存じます 

右 御 返事まで、 標本 は 別便で 御 送り 致します 

八月 廿六 01  寺 田 寅 

八 田樣玉 案下 

二  I 四 四 

7 

八月 二十 七 B 火 iHm へ 時 1 十二時 本鄕區駒込曙町：四ょり麻_.^區粹町 了へ 一 田中信氏 へ r 綺 はがき 8 


榛 名山 九折 岩〕 

「表に〕 

御手 紙 難 有う、 少生 二回 信 州へ 往復し ました、 小淺間 (淺 間に 非す) の 頂上 を 極めたり して 大 

變元氣 でした が歸 京して からが 大分 暑い ので 嗜眠 性 腦炎的 症狀の 最も 輕微 なる 兆候 を呈 し、 仕事 

を 断念、 凉し い 映画 舘ゃ 食堂 を歷訪 して 犬に アイ ディ ァ. を醱酵 させる 事に して ゐ ます。」 黑田君 

が 老生 を霧ケ 峰へ 案內 しゃう かと 云 はれる ので 恐怖症に か 、 つて ゐる處 であります。」 

r;^ 月：； P 六 口 

【齒の 肩に〕 

此緒葉 *1 は 先年 伊香保 へ 行って 毎日 雨に ふ られ とうく 榛名湖 を 見す に歸 つたと きの 紀念 で あ 

ります 

通例の 紀 念と 一 寸 意味の ちか ふ 處が與 味が あらう かと 思 ひます 如何 哉 

寅 

一一 I 四 五 

八月 二十 九 B 木 午後 零時； 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區竹早 町 六べ 久保秀 雄 氏へ 『はがき〕 

先日 は失禮 しました、 Sere の譯語 御示敎 どうも 難 有う 御 坐い ました。 御注意 下さった 村 越 氏 

の圖鑑 早速 求めまして 暇な ときに 時え 舰 いて ゐ ます、 六十の 手 習と はこの 事であります 

又 色.^ と 御 示 敎を願 ひます 
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、  バ 月廿 八日 

一一 一 四 六 

八月 二十 九 B 木 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より： HK 野 縣小諸 町 小 諸 靑年學 校 美齊津 一夫 氏へ 

先日 は 色 >4 失禮 致しました 昨日 は 御手 紙と 寫眞を 頂戴 致しまして どうも 難 有う 御 坐い ました、 

八月 四日の 爆發の 音 は千ケ 瀧邊で 可な り 強烈に 聞こえた のに 十七 日の は 同地 方面で は 甚弱か つ 

た、 併し 北 軽 井澤で は 相 當强く 聞こえた やうであります、 こんな 近距離で もこん なに 音の 傅 捲に 

異常が あ るの は 面白 い 事と 思 はれます。 廿 八日の はどうで あつたか 今度 行 つ たら 確かめた いと 思 

つて ゐ ます。 小 諸方 面で は 四日 十七 日廿 八日 三回の 音の 强 さや 種類 は 如何でした か、 又もし 機會 

あらば 追分 其 他 各地の 比較 を 御調べ になる と 面白い かと 存じます 

右 御 禮旁草 >. ノ不盡  . 

八月 廿 九日  寺 田寅彥  ， 

美 齊津樣 玉 案下 

二 一  四 七 

八月 三十日 金 午前 八 時 —十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 小石 川 區戶^ 町 三 水口 幸 麿 氏へ 〔はがき〕 

先日 は 万 坐よりの 御 便り 難 有う 御 坐い ました 

扭少生 又 信 州へ 參り來 月 初旬 迄 滞在 致します ので 御 稽古 は 歸京後 改めて 御 相談の 上に 願 上 度と 請 


/で 二ます、 當 方より 電話に て 御 打合せ 致す 事と 存じます 

V 卒 悪しから す 願 ひます 右 用事の み 草ぶ  . 

八月 廿 九日 

ニー  四 八 

八月 I  二十日 金 午前 \ や ー卜 二 昨 本 鄕區駒 込 曙 町 二  II より 祌 一ッ橋 ニノ 一一 一 岩波 書店 「東洋 思潮」 編 

辑 係へ 〔はがき〕  」 

§ 今日 言 州へ 參り來 月 二日 頃歸京 致します、 校正 もし 間に合 はすば 御 一任 致します から 宜 

敷 御 願 ひ 致します、 胖し歸 京 後で 宜しければ 初校 一 度 目を通し 度と 存じます 

何分よ ろしく 

八月 价日 

ニー  四 九 

九月 IB  B 午後 slg  S 縣北 輕猛法 政大學 村より 仙 臺市北 二番 丁 六 八小宮 豐隆 氏へ ^ が 

き 松 I 次郞、 5 豐 一 郎、 野 上 八重 子、 寺 田 正 一一、 寺 E 彌生、 寺 田挈、 諸氏と S せ 書〕 

〔表 C  〕  、 

招 C ふる 中 を 北轻 井澤へ 遊びに 来て、 松 极君 に案內 して 貰って、 野 上莊を 驚かし、 唯今 クラブ 

r  寅  彦 

で少憇 中であります 
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昨日 東京から 同車、 連句 を やり 乍ら 輊 井澤で 別れて こ、 へ。 今： M 雨中 襲來各 知人 を 驚かす 

.  械 

寺 田 先生 や 東洋 械師 がお 雄さん や 坊ちゃんと 御 いっしょに 人 らっしゃ いました。 あなたのお 嚯を みんなで い 

たして をり ます。  .  彌生子 

生れて はじめて 彌生 子さん のお 額 を 見ました、 長 谷川 君に どうぞよ ろしく  "止  二 

彌 牛；、 雪 子 

〔衷 に〕 

君 も 厄介な 仕事 を 引受けさせられて 大變 だね 來年 は此 山へ X おみこし を 上げない か 豐 一 郞 

一一 一 五 0 

九月 十 I 日 水 午後 四時— ベ 時 本 鄕医駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 〔は 

が き 〕 

御 端 書拜見 致しました、 登 光 板の 正誤、 別に 心 付き も 御 坐い ません ので、 どうか 宜しく 御 願 ひ 

致します、 

どうして 螢光 板の 景氣 がい、 のか。 實に 不思議に 思 はれます、 つまり 內容が 通俗 向きに 分かり 

くな つたの を 意味す るかと 思 はれます、 今後 益よ 大にレ ベ ルを 低下す る 方が 得策 かも 知れない 

と 思って 少ぇ 苦笑の 体であります、 

どうか 立し く 願 ひます 
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九月 九日 


二  il 

^ は 2, き $區1 曙 町 二 四より 寶市堺 町 フニ 一三 宅修 一一 一氏へ 〔はがき〕 

九月 十 IB 水 午後 匹 時—/；..., 周 r  二， U ハさ うで 大慶に 存じます、 醫師の 意見が もう 

？處有 う 御 坐い^" J ほ， せ、" 子 k お ぱ" r ます 好い 時候に 療養-集 

少 LMf 有利と "るけい" し， ら^。.^っ^"" は H 「その 間に 簡の小 I を 二回 見 まし 

が 多少 li 場合に 似た f  で ば"："  一 ^ 

i これ は 第二次 的以 丁の 効果です が 問題の 種類に よって は 考慮すべき M はない 力ん 

^厂が 足踏みして ゐる せいか 東京 I 暑くて 氣 持の 惡 ぃ天氣 であり 享 

御 自愛 專 一 に 存じます 

九月 九日 


一二 五 二  ふ 

九月 十四日 土 午前 八 時 1- 十二. 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四よ 一 

先日 は 御手 紙 難 有う 早く 御 返事 を 

汰 致しました 


臺市北 二番 丁 六 八 小 宫豐隆 氏 へ 

M ごたくして 居た ので 御 無お 


年 十和昭 


〇〇 さんの 寫眞御 送 り 下され 色 i 御 報道 難 有う 御 坐 い ま， す寫眞 ではよ く 分らな い が 大變ょ さ 、 

うに 思 はれます ので 東 一 の 方へ 達ら うかと 思 ひました が 併し もし その 前に 一 應 例の 興信所 的の- デ 

I クが 分かれ は 好都合 だし、 又もし 當 方から プ ボ ー ズ した 際に 先方で 一 應考盧 するとい ふ 見込 

が ありさう かどう か を 承知した 方が よい かと 思 ひます。 

仙臺の 新聞社に も 報知 新聞の やうな 調査 機關 があります かどう か (戶籍 的 又 近所の 評 刺と い ふ 

程度の もの を 調べる もの) 御 聞 合せ 願 度、 もし あらば 賴んで 頂 度と 存じます、 次に は △△ 氏に 小 

宮 君の 御考 として、. もし 寺 田から 云って くれば 考慮す る餘 地が ありさう かどう か 様子 を 聞いて 見 

る 事 を 御 賴み願 はれ \ ば 願 度と 存じます が 如何で しゃう 當方も 未だ どうなる か 分らな いのです が、 

併し 先方に も 色よ 注文が あるで しゃう から、 初めから ダメ らしければ 止めた 方が い 、かと 思 ひま 

すので、 ほんの 一寸 樣子を 伺 はれる とい、 かと 思 ひます。 

□□□□□ の 令嬢の 方 も 若し 寫眞が 借りられ、 ば 御せ 話 願 ひます、 

森 田 君が 昨日 來て 逸話 集の やうな もの を 書く 事に つき 相談 を 受け、 賛成 を 致して おきました そ 

3〕 

れ から 永 田 君 も 來て揷 画の 選定 を賴 まれ これ は 中 i 大役 だが、 先づ下 選み の 意味で 案 だけ 立てた 

上で、 それ を 永 田 君で も 持って 仙臺へ 行つ 〔て〕 貰 ひ 大兄に 决定 して 貰 ふつ もりに しました C どう 

か 宜しく 願 ひます。 どうしても 自分に 親しい 寫眞ゃ 繪をプ レフ ァ ー する 恐が ある やうです 

右 用事の み、 御 自愛 を 祈る 

九月 十三 日  寅 彥 

豐隆 大兄 玉 案下  、 
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ニー  五一 一一 

九月 十五 B 日 午後 四時 —ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 札 幌市北 六條西 十八 丁目 阿部 方 寺 m 東 一氏へ 

御手 紙 難 有う、 此方から も 御無沙汰して ゐ ました、 ； 1$ は 八月 末に 又 一度 沓掛へ 行って 九月 二日 

に歸 りました。 今年 は 離れ 山小淺 間と 愛宕山と に 登って これで 軽 井澤 は 大抵 見盡 したやう です し 

一 日.：？？ を S 目して 北輊 井澤へ も 行って 來 ました、 あちら も 中. -ぃ、 やうです 

正 一 一雪 子 は 五日に 歸り其 後 無事です" 

〔下略〕 

九月 十三 日  父より 

東 一 殿 

二  I 五 四 

九月 十五 曰 B 午後 四時； へ 時 本 郷區駒 込 曙 町 二  W より 世 W ハ介ぼ 上馬 町 九べ 七森貞 子 氏へ 

拜 Ml 御 無少汰 致して おります、 御變 りありません か 御 母堂 も 御加减 如何 哉 一寸 ひする 

箬 のが 未だに 御無沙汰 致して ゐ てす みません 惡 しからす、 

扨て、 いっか 御 話し.^ た 〇〇 の 件、 △<! や 口さん とも 相談の 結果 婚約 を 許す ことにな りました 

が、 先方 母堂 病氣 重態の ため、 結納 だけ 急いでし たいとの 事で、 去る 七日に 結納 交換 だけ 致し、 

擧式は 少し 诗 つて 贺ふ 事に しました、 一 々御 相談す る 害の を 急いだ 爲に右 やう 取 計ら ひました ど 
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うか 惡 しからす 

X  X  X  X からの 御 話 も大變 耳よりの やうです が、 もう 少し 詳しく、 家筋と か御兩 親の 生！： とか 

年齢 御 職業と か 御兄弟の 數 とか、 御當 人の 身長 (大凡 高い とか 低い とか) 性質が 大人し 5- とか、 

快活と かいふ 風の 事に ついて 承りた く、 ， 趣味と か 健康と か出来る だけ 詳し い 事 を 知りたい と 思 ひ 

ます、 どうか 御 序の 節に 御 聞き を 願 ひ 度と 存じます 

御寫眞 はう ち の 兄弟 達 に は 評 刺が い、 やうです からこの 点 は 大丈夫 かと 思 ひます が 何分 にも 土 

地 遠隔で いよくの 詮議が 困難 かと 思 はれます、 兎に角 も 少し 詳し い 事 を 聞いて から 再考 致し ま 

す、 右よ ろしく 

九月 十四日  寺 田 父より 

贞子 どの 

二：^ 御 母上 樣 にも 博^に もよ ろしく 願 ひます 

〇〇 ちゃんの 方 もなる ベく  〈  <j と 同時 位に したいと 思 ひます から 此方 も 御 心配 下さる やう 願 

ひます 

二  I 五 五 

九月 十六 日 月 午後 零時.： 四時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 世 田 谷- sil 太子 堂 町 三 〇 堀江 方 五島 祝 氏へ 〔はがき〕 

折角 御 出 下さった のに 留守で 失禮 しました、 土曜日 は 所用で 出かけました か、 先日の 御 端 書で、 

御 出の 節 は 御 電話 を 下さる との 事でした から 多分 在る をた しかめて 御 出 下さる 事と 思って ゐ まし ぬ 


て甚 た失禮 致しました つ- どうか 今度から 御た しかめの 上 御 出願 ひます、 

結構な 御 土 產を難 有う 御 坐い ました、 研究 窒ー 同で 賞味 致す ことにしました、 

右御挨 俊と 御禮迄 草よ 

九月 十六 日 

二 一  五六 

九月 二十 IB  土  .1|.後^^カ¥:-四時 長 野 縣北輕 井澤より 淀 橋 一 te:!^ 落 合 四 ノー  六 五 五 安倍 能 成 氏へ f 捨 はが 

き 松极豐 次郎、 野 上 八重 子、 寺田芷 二、 寺田彌 生、 寺 田 雪 子、 野上豐 一郎、 六 氏との 

寄せ 書 (六 氏の 文面 贫 略)〕 

雨の 北 軽 井澤 見物に 參り、 東洋 城の 案內 役に て 岩波 莊野上 莊拜觀 唯今 クラブで 一杯の コ ー ヒ I 

に溫 まった 處 であります、  寅  彥 

一一 一 五. P 

九月 二十 二日 B 午前， へ 時 ー 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙臺市 東北 帝 國大學 法 丈學部 研究室 長 谷川 

千秋 氏へ 「はがき〕 

魚 毒に やられて 御難 義の 由、 少生も 廿五歲 頃 海岸 療養中に 一度 かられて、 その 爲兩 親が 十 里の 

長途 を 人力で やって 來た事 を 思 出しました、 又 友人で 東北 理科の 敎授 だった 男 はマグ a の 中毒で 

とうく 一  命 を 失った。 實に 恐ろしい ものです」 少生は 信 州から 歸 つて 左の 足が 痛くて 毎日 ビッ 
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コ を 引 い て 歩 いて 居た ちその 爲に 今度 は 腹と 腹との 境目の 筋肉が 痛み 出し て、 立つ たり 坐 つ たり 

が 六 かしくな りとうく 床に ついて しまったが、 それが 中よ 容易に 治らす、 三日ば かり 休んで ね 

てゐ る、 起きる ときが 大騷 ぎで 家の 中 を ステッキ をつ いて 歩き、 來 客と 椅子で 話す 間で もス テツ 

キは 放さない とい ふ 生れて はじめての 珍奇な 生活 を やって ゐる」 醫者を 無視した 獨創的 物理療法 

を やって ゐ るが あんまり 長いので 少し 心細くな つて ゐ る、. 一 此 はがき は寢て 仰向きに なつ て 書い 

たの だが 讀む 人に は刖に 分からな いだら うと 思 ふやう に 存外 樂 にかけ ました 

九月 廿 一 曰 

二  I 五八 

九月 二十 二日 B 午前べ 時 ー 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 祌田區 一ッ橋 ニノ 三 岩波 書店 藤 原 千尋 氏へ 

〔はがき〕 

釋 御手 數 ながら 「觸 媒」 r 螢光 板， 一 各 一 部 左記 へ 稗 送り 願 度 御 依賴申 上げます 

本 鄕區蓬 萊町六 五 森 田 正 馬 殿 

どうか 宜敷 

ニー  五 九 

九月 二十 五 B 水 午後 srs-l. へ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 目黑區 上目 黑ー ノー  TO: 三 森 m 米松 氏へ 

御手 紙拜 見、 いよく 御 活動 開始の 由 大慶に 存じます よろしく 願 ひます 老生 此頃 立ち居の 不自 
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由な 病氣 にか、 り數日 臥床、 いよく ぢ.. -ぃ氣 分 を 味 はって ゐ ます" 扱て 先生の 事 を 知って ゐる 

人. -の 中で 左記 數名心 當りを 申 上げます 

品 川 酉 上大崎 長者 丸 二 七 〇 神 谷 豊太郞 

化 學の理 學士で 五 高に 於け る 故 先生 同僚、 人事 通らし いから 或は 見込が ありさう、 

大森區 上 池 上 町 一八 九 友 田鎭三 

物理の 先生で 五 高 同僚、  - 

右一 一人 は少 生も敎 はった 舊師 です 

麻布 (電話 帖 見て くれ 玉 へ) 木部 守 一 

これ は 僕 等の 同窓だった が 後に 方向 を轉 じて 實業 家に なり 今日 滿鉄 系の 會 社の 社長です、 

中. - 頭の 優れた 男で、 夏 目先 生 を 尊敬して ゐ たから 或は 存外 材料が あるか も 知れない . 

右の 人々 は 紹介の 名刺 を 上げても い、 が、 併し 漱石 全集 刊行 會 とした 責 兄の 名刺 一 枚で 大丈夫 

と 思 ひますな ぼ、 內丸最 一 郎君 や 森賢吉 君に も 此際念 の爲 聞いて 見る 方が い、 と 思 ひます . 

野 村 傅. 四 君 や 野 間、 皆 川 等の 諸君が 從來 余り 遠慮し てゐ るの か默り 込んで ゐ るの が少 生に は 寧 

ろ 不平であります、 少し 刺戟して は 如何、 

熊 本での 先生 宅の 俳句 會の事 は 厨川羅 君と 原榮 君が 覺 えて ゐ ると 思 ふので 是非 これ は 聞きたい- 

兩 君の 所在 は 舉士會 名簿に あると 思 ふ (ィザ リで撿 索が ォッ ク ー だから 御免下さい) 

お 要件の み 

九月 廿 五日  寅 
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森 田 大人 玉 案下 

ニー  六。 

九月 二十 五日 水 午後 四時. 人時 本 鄕區， 駒 込 曙 町 一 • 四より 京 城 帝 國大學 法文 學部哲 學敎室 安倍 能 成 氏へ 

軽 井澤 の 雨の 日に 愛 i 石山に 登り 歸 京し たら 左の 足 が 痛く 毎日び つ こ を 引いて ゐ たら 今度 は 腰と 

腹との 接合 部の 筋肉が 痛み 出し、 立ったり 坐ったり が 困難に なり、 はじめ 少し 無理した のがた， - 

つてとう く寢 込み、 もう 十日 程 休養して ゐ るが 未だ 快 愈せ す大に 中風 氣分を 味 はって ゐる、 手 

紙 を かくに も 腰の 筋肉が 動員され るの だと 見えて 存外 困難です、 書く 事と 腰 腹の 筋との 關 係を發 

見した 譯 です 

先日の 劇評 御 苦勞樣 、一色の 白くない 四國の 人」 では 少生を 容疑者に する 人が 大分 あり、 それ 等 

に は 一 々眞 犯人  i^ILl '野 フ ノ  ジョ ァ である 事 を 辯 明して おきました。 八重 子 を はじめて 御覽 下さつ 

てま づは 大した 御 叱責 もな くホッ としました。 

日本 文化 坐 談會も 拜聽、 面白い 額 合せでした 

今朝 少し 机に 向って 見た ので 此れ を かきました 

九月 二十 六日  寅 彥 

能 成 大人 玉 案下 

ニー 六 I 
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九月 二十 五 B 水 午後 八 時 —十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 ra より 小石 川 厘識 訪町五 九 小山 書店 小山 ニ郎 氏へ 8 

8 

〔はがき〕 

昨日 は失禮 しました、 大變 御手 數を かけ 難 有う 御 坐い ました。」 あの 筆寫を 見て 想 出しました 

が、 橋 田東聲 とい ふ 今 は 4J き 歌人の 主宰して ゐた 「覇 王樹」 (？) とい ふ雜 誌に、 東聲 氏の 歌集の 

批評 をのせ たもの があった やうに 思 ひます、 もし 圖 金 曰 館に でも あれば 覇王樹 合本で 御調べ 願 ひま 

す。 多分 大正 十 年頃です」 それから 思 出した の は 友人 等の 著書 (余り 世に 知られぬ) の 序文 を 書 

いたのが 三篇 あります。 此れ も 集に 加へ て 然るべき ものと 思 ひます。 もう 一 っ醫 者の. t 千 都 野硏氏 

主宰の 歌の 雜 誌に 書いた もので、 未だ どの 集に も 人れ なかった ものが ナ ン ダカあった やうな 氣が 

する が 余りた しかで ない。 宇都 野 氏に 聞いたら 分かる かも 知れません 鬼に 角 意外に いろんな もの 

が 出て くるので、 まだ 何が あるか 分らない とい ふ氣 がします。」 ァラ、 ギ 所載 「病室の 花」 は ど 

う も 記憶に ないから 多分、 集に はもれ てゐ ると 思 ひます から、 これ も 御 序によ ろしく 

九月 廿 四日 

ニー 六 二 

九月 二十 六 B 木 午後 八 時： 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 臺灣阿 組 山 高山 觀測所 伊東 疆自 氏へ 

大變に 御 返事が おくれ 失禮 しました、 親戚の 不幸 や、 自分の 病臥の ため 何 處へも 御無沙汰して 

しま ひました 


年 十和昭 


i」 上圖の フィルムと いふの か 水の ^  3 の やうになる ので はないで し 

薄膜で 下に 空氣の ある 泡の 意味 か ，1^  .  ,  ^ やう か。 スパ ー クで 照して 色 

力ら ^CJ  I 

と 思 はれます が、 さう だとす ると  ま JJ  f?  一 j 一) 々な ステ ー ジ を寫眞 にと つて 

大變 面白い と 思 ひます C  .  こ  ,1 見たい と 思 ひます、 

又、 煤 紙の 上に 一 ミリ、 二 ミリ、 三 ミリと いふ 風に 水の 薄 層 をた、 へて 置いて、 さう して 上 か 

ら 水滴 を 落下 させたら どうなる かを驗 して 見た く 思 ひます。 . 

叉， 出来るなら 全部 を 密閉 器 中に 人れ、 器內の 氣厂を 1  一 2、 113 氣 厂と變 へて、 さう して 紋様 

の 變化を 見 度い と 思 ひます 

なほ 落下の 高さ、 液 滴の 大さ 等の 變化 による 紋 形の 大さ (各 輪の 直径) 等の 變化を 多少 量的に 

follow して 見 度い やうであります、 

S の やうな 場合で は、 放射線の 數を數 へて 統計す る 事 も出來 ると 思 ひます。 その 數と、 落下 高 

や 液量 やなん かとの 量的 關係も 求められ るかと 思 ひます。 いづれ 矢 張 レイノ ルヅの クライ テ リオ 

ンの やうな ものが あって、 落下 速度が 或る クリチカ ルな價 を 超へ ると 放射線が 現 はれる ので はな 

いかと 田 心 ひます、 

鬼に 角 何 かしら 順次に 變 へて 何 かの 變化を 追跡し 力 ー ヴ でも 描いて 見ない と 解 の 手が. - りが 

着くまい かと 存じます 

右 愚見の み 草.^ 申 上げます 

標本 は 御返途 致し まし やう かそれ とも 御 預かり 致して おいても 宜しう 御 坐い まし やう か 草ぷ 
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九月 廿 六日  寺 田寅彥 

伊東 君 玉 案下 

二  mil 

九月 二十 六 B 木 午後 八 時 1 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 二  ST より 仙 臺市北 二番 丁 六 八 小 宮璺隆 氏へ 

御 旅行先よりの 總 葉書 毎え 難 有う 御 坐い ました、」 興信所の 件 研究して 見 まし やう、 今當 地で 

別に 一 つ カン ディ ダ ー トが現 はれた ので その 方 を 研究して ゐ ますから、 その 結果 次第で 叉 御 厄介 

を かける かも 知れません、 どうかよ ろしく 御き 置 を 願 ひます」 

•  〔長〕 

森 田 君が 來て 先生の 逸話 を かく 事の 相談 あり、 その 事に 就て は 永 田 君から 御 聞 取りの 事と 存じ 

ます、 僕の 意見が 正しく 森 田 君に 通じた かどう か 少し 不安であります 

九月 初 雨中に 軽 井澤の 愛宕山に 登り 歸 京したら 左の 足が 痛くな り、 びっこ を曳き 歩いて ゐ たら 

そのた、 りで 今度 は 腹と 腰との つが ひ 目の 筋が 痛み 出し、 立ったり 坐ったり する 際に それが ひ. ど 

く 痛む ので 起居 困難 を來 し、 とうく 十日 程寢 てし まった、 氣と 中氣の イミ テ ー ショ ン 見たい 

な 工合で 瘤に さはって 仕樣がない が 年の せいと 思って あきらめて ゐ ます。 ところで、 漱石 全集 新 

版に 増補すべき 繪 ゃ寫眞 の 撰 定を永 田 君から 命ぜられて ゐ るの を 果たさなければ ならない のに、 

人 「度の 病 氣は橫 臥して ゐ るか 起立して ゐ るの はま だい、 が、 坐ったり 腰かけた りして ゐて疊 や 机 

の もの をい じりながら あちらこちらと 扱 ふの がー 々腹の 筋に こたへ て 苦しくて いけない。 それが 

爲に 今日 迄 丸で 打つ ちゃら かしてお いた. - 今日 天氣が 晴れた せいか 少し 工合が よいので 奮發 して 
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ふし 選出して 見た。 未だ 月末 迄 四 五日 あるから もう 少しよ くねって 見る つもり だが、 この 狀 態で 

は本當 に 自信の ある 選定が 出來 るか どうか 覺 束な い。 のみなら す 書の 方 は 僕に は サッパ リヮ カラ 

ン _レ それで 少 生の 乱暴な 第 一 案 を携へ て 永 田 君に 仙臺へ 行って 貰って 君の 檢閱と 修正案 を 貰 ふこ 

とに 賴む つもりです。 どうか 遠慮なく 取捨 拔 差し を 願 ひます 

何しろ 君の 方は大 仕事で 大變 だから 余程 健康 を氣 を. つけて やらない と 中途で へ タバ ルと 難義で 

あります、 レギ ユラ— に 時間 を 制定して やれば 大丈夫と 僕 は 思 ふ、 不規則な のが ド！ モイ ケ ナイ、 

仕事の 時間割と 運動の 時間割 をき めて、 勝手な 訪問者 を ォッパ ラッ テ やれば 大丈夫と 思 ひます、 

玄關 へ 張 紙 を 出す こと を 提案し ます 

右 雜信迄 草 i 

九月 廿 六日  .  寅  彥 

豐隆 大人 玉 案下 

ニー  六 四 

九月 二十 六 曰 木 午後へ 時.. 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 高 知 市 小高 坂 越 前町篠 t- 長 之 氏へ 

御 返事が おくれ 失禮 しました、 九月 初旬 信 州より 歸京、 間もなく 親戚の 不幸、 それから 自分が 

病臥して しまったので.. すっかり 怠けて しま ひました し 

海 鳴の 御調べ 大變 面白い と 思 ひます、 少生も 海 鳴 は 主として 空氣 から 傳 はる ものと 考へ てゐま 

す、 ので、 それに 關 して はすつ と 昔、 氣象集 誌、 第お 年 § 頁、 又數 物畢會 記事に も 論じた 事が あ 
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ります、 それが 近刊の 岡 田 博士 氣象學 にも 引用され てゐ ます、 御 ー覽願 ひます、 高 知 は 海 鳴 研究 

に は 絶好の 土地です から、 どうか、 もう 少し 多くの デ ー タを 集めて 頂き 度と 存じます. し かう いふ 

研究 はどうしても、 少し デ ー タが 集まらな いと、 一度の 觀測 では 人が 問題に して くれない かも 知 

れ ません、 今後 も また 機會 ある il^ に 御奮發 を 願 度と 存じます 

大變御 返事が おくれ 失禮 しました 惡 しからす 

寺 田 寅 S 

徒 崎 長之樣 

ニー  穴 五 

九月 二十 六 B 木 ：| 後へ-む： 十二^ 本鄕 .te: 駒 込 曙^;; 四 より Hsrtel 駒 場 町 九：：. へ 辰野隆 氏へ 

謹啓 「ポオ ド レ H ル 研究 序說」 御 惠與難 有う 御^いました、 不取敢 「略 傅」 を拜讀 しました 

寳に 不思議な フエ ノ  メナと 思 はれます が、 實は 老生の 中に もこの 氣 親：. f# の 幽靈が 幾分 か 潜んで 

ゐる やうな 氣 がする。 勿論 大概 誰でも そんな 氣 がする 事で しゃう 

^だ 唐突です が 東 京大 學佛文 出身で 〇〇 とい ふ 人 (名 は 不明) で 陸： 求 經理學 校と かに 勤めて ゐ 

る 人が ありまし やう か、 實は 緣談關 係で 一寸 知り 度い のです が 學士食 名簿に 見えません ので、 も 

し 御存知な らば 姓名 其 他 御 示敎願 はれ \ぱ大 幸と 存じます 

軽 井澤 で 足 をいた めて びっこ を 引いて ゐ たら 今度 は 腹と 腿と の 継目 の 筋肉が 痛く なって 屈仲不 

自由にな り、 晚 年の 古在さん の やう. な 恰好 をして 歩いて ゐ ます。 歩き 方 だけで も 古在さん に 似れ 
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ば光榮 だと 云って 威張って ゐ ます 

御禮旁 勝手な 事 を 申 上げました 草ぶ 

九月 廿 六日  田寅彥 

•:K 野 大人 玉 案下  - 

ニー  六 六 

九月 二十 六 B 木 午後 八 時； 十二時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 世 田谷區 上馬 九 八 七 森貞子 氏へ 

御 乎 紙 難 有う 御 坐い ました、 私 は 少し リヨ ゥ マチ ス 風で 休んで ゐ たので 御 返事が おくれました。 

〇〇 の 嫁の 候補者 は その後 別 方面に 一 寸 耳より なのが 出来まして その 方の 詮義 にか & りました か 

ら、 どうか 左様 御含置 願 ひます、 これ も 調べたら どうなる か、 叉 此方が よくても 先方で くれる か 

どうか 分りません が 16^ に 角 研究し て おります、 どうか 左様 御 含み を 願 ひます 

どうか 御 母堂に も 子供に もよ ろしく 

右 要 事の み 草ぶ 

九月 廿六ロ  寺 田 父より 

貞 子さん へ 

ニー  六 七 

九月 二十 七 B 金 使 ひ持參 本 駒 込 曙 町 二 四より 本 鄕區駒 込 上 富 士前町 理化學 研究所 寺 E 研究室へ 
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なまけて ゐて すみません 

少 生の 机の 上、 前面の 背の 低い 戸棚の やうな もの 、中に 澤山 汚ない タ トフが 林立して ゐ ますが- 

その 中に。 背中の 處に 

と 書いた、 トテモ 不潔な 奴が ある。 中に Flh-th の S る 5.imklm.l;.21 の 本 其 他が 人って ゐる。 それ 

をド— か 使の 者に 御 渡し 下さ い 3 明日 出来るなら 講義 だけし に 行かう と 思 ひます から 

中氣 爺さん 肝 瘤 を 起こす ので 家內 震駭の 狀 態であります 御 一 笑 

寅  . 

諸兄 御中 

二  I 六 八 

九月 三十日 月 午後 零時— 四時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 杉並區 阿佐ヶ谷 五/七 四 柳 原茂樹 氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました 貴兄の 御 病 氣其後 如何 や、 少生 起居 不自由で 無闇に 肝 瘤の 起る 病氣 

にか、 り家內 震駭 の狀 况を呈 して ゐ ます 

併し 寢てゐ ると 色 M の 奇想 天井の 蜘 珠の巢 より 落下、 唯今 ガラ ス管 一 本で 飛行機の 對地 速度 を 

測る 器械 を考へ てゐ ます。 尤も 病氣が 直る と 同時に 雲 消 霧散す る 事 請 合であります、 

どうか 御大 切に 

九月 卅日 
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ニー  六 九 

九月 三十 曰 月 午後 零時 Is 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣小諸 町 小 諸 靑年學 校 美齊津 一夫 氏へ 〔は 

がき〕 

S 手紙と 寫眞を 難 有う 御 坐い ました、 あの 寫眞 は大變 面白い と 思 ひます、 はの 噴烟の 右側に 垂 

下して ゐ るの は 一種の 龍卷 きで、 火災の 時に も展. - 起こる 現象と 同種の ものと 思 はれます、 併し 

此の 寫眞 は大變 面白 い の で、 此れに 關 する 類似 現象と 合せ 論じた 上で 何處か へ 發 表し てお き 度い 

と 存じます、 その 際 貴兄の 御名 前 を 擧げる 事 を 御 許容 願 度と 存じます。 「科 學」 へで も 差し あた 

り 出して おかう かと 考 へて 居ます」  . 

病臥 中 乍 3^ 儀 端 »1 で失禮 致します 

九月 三十日 

二  I  45 

九月 三十日 月 ，f 後 四時. I へ 時 本 駒 込 曙 町 二 四より 荒川展 曰暮里 渡邊町 一 〇四〇 野上豊 一郎、 野 上 

ベ 重 子、 二 氏 他 御 一同へ I はがき うつし〕 

御 端 書 難 有う 御座いました、 十九 日の 噴火 も御覽 になった さう で、 ク ヤシ キコ トノキ ハミで あ 

ります が、 こればかり は 天命 如何と もす る 事が 出来ません、 淺 間はド ー モ 文科の 人が ス キ ラ シ ィ， 一 

小生 身動き の 不自由な 病氣 にか \ り 一 一週間 來 休業、 日夜 カン シャク を 起こして 家內 シン ガイの 狀 
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况を呈 して ゐ ます、 ^し 久し振りに 勤め をな まけて 寢てゐ ると、 時ぶ 奇想 天井の 蜘蛛の 巢 より 垂 

れ さがる 事 あり、 尤も 健庶 になって 考 へて 見たら 泡の やうな もので ありまし やう」 北 軽 井澤 も 矢 

張 秋霖に 惱 まされた 事と 思 ひます が、 昨今 漸く 秋晴 定めて 快適の 事と 羡 ましく 存じます」 

最早 そろく 御歸京 かと 存じ 御宅の 方へ 此御 返事 を 上げます 時候 柄 御 自愛 を 祈ります 

九月 三十日  •  • 

二 ーセー 

九月 三十日 月 午後 八 時， ，H 一 本鄕區駒込曙町こ£ょリ仙臺市北ニ番丁.."ひへ小{0;观：^隆氏 へ 〔はがき〕 

どうも； 卜ら な い 事 を 自慢す る やうで 可笑しい が、 身 休の 自由に 動かせな ぃ病氣 でね てゐ ると 無 

闇に 肝 瘤が 起こって 中 t 面白い、 家內 中の もの 共が ド ー シテ コ ー モ氣が 利かない かと 思って 再認 

識を 深める。 一 今朝 は 呼 鈴の コ ー ドを 遠い 處へ 押し やって あるので 大聲で オイ/ \とド ナッタ ガ、 

階下に は 五 人 も 女 共が 居て 何 かしゃべ つて ゐ るのに 一 向 通じない、 床の 脇に 置いて ある ス テツ キ 

でヂ ヤンく 障子 をた、 き、 敷居、 緣側 をた M いても ソレ デモ 氣が つかない、 障子 も 敷居 もキズ 

ダラ ケに なった" い \ 加 减キズ ダラ ケ になった 頃に やっと 細君が 上がって 來た、 ォ 隣に 大工 か來 

てゐ ると 思って ゐ たさう である」 it 柿の 卷頭拜 見、 それで 思 出した が 盛 岡の 北の 福 岡の 西の方に 

たしか 寺 田と いふ 村が あつたが 直接の 關係 はなさ、 うです」 鈴 木 三重 左 N ィ 門の 短文 面 H: 躍如と し 

て 面白く 病苦 を 慰められた、」 もう そろ/ \- 快 愈す るつ もり、 醫 者はゴ マカスから 一 切頓 ます、 

R 本 古來の 療法と 自分 硏究 療法 を 用 ゐてゐ る 
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年 t 和昭 


二  I 七 二 

十月 二日 水 亇 後- チ t- む S 本鄕 K 駒 込 曙 町 一； 1： より 溢 谷-陸 代々 木 山 谷 町 一 じ ：} い" E 方々 稔氏へ 〔は 

がき〕  - 

御 端 HE 難有拜 見し ました 少生ー 一週間 前から 一 寸 した 病 氣で 休んで ゐ ますので、 もう 少し 経って 

から 電話で 御た しかめの 上 御遊び に 御出で を 願 ひます 

4^ 御 返事 迄 

十月 一 = 秋晴 =  . 

一一 i 一 

十月 二  B 水 午後 零^  本鄕ー R 駒 込 曙 町 二  ir より nt 黑區 上目 黑ー ノー  四 一一：. ^田 米松 氏へ I はがき〕 

御手 紙拜 見、 先 n は 愚妻と 義妹 御 厄介に なり 難 有う 御 坐い ました」 今ョは 痛みが 肋骨 部に 移轉 

し て元氣 がない か ら ハ ガ キ で 御免 蒙ります」 

誰が 何と 云 はう が、 刊行 會 なんか 存在し やうが しまいが 「言行 錄」 は此際 遂行すべき 仕事と 思 

ひます。 對小宮 君、 對 岩波 書店の 問題 は小宮 君と 會 つて 話せば 分かる が 手紙で はド ー モ 僕に は 六 

〔き 

力し い。 永 田 君が 何とか 云って やって それで 一 應 落着した ので はない かと 思 ひます が、 その後の 

報 4ki に 接しない、 君から も 一つ-水田 君に 聞いて くれ 玉へ 

十月  一 H 
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二 一  七 四 

十月 四日 金 午後 四 時-ベ 時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 仙 臺市北 二番 丁 六， へ 小 宮登隆 氏へ 〔よがき〕 

酒井眞 人と いふ 人の 出して ゐる 「文 藝 放談」 とい ふ 妙な ァク タレ 雜 誌に 夏 目漱 石が 松 山中 畢生 

徒の 雜誌に 出した とい ふ I 生徒に 與 ふるの 書」 が 出て ゐる、 どうも 本物ら し い、 詮義つ 上 全集, J 

入れた し」 同じ 雜誌 に久 保より え 女史の 談 として 「漱 石寫 眞帖」 の 二 六、 松 山の 宿の 表 八疊の 間」 

と ある は 實は 先生に 關 係ない との 記事 あり、 故に 挿画より 省きた し」 今度の 全集の 書簡集に i 

少生 トツ トキの 手 0 を 提供す る、 则 天 去 私の 敎 による ものな り、 ミンナ 則天去私 を、 い St けたし • 

十月 日 

ニー  七 五 

十月 四日 金 午後 SI 時： 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 目黑區 上目 黑 I  ノー 四 三 森 田 米松 氏へ 〔はがき〕 

「文藝 放談」 とい ふ 三文 雜 誌に 漱石秘 槁の堀 出物と 稱 する もの を 揭げ、 松 山 時代の 色々 の 記事 

あり 是非 御 一 覽願 ひます 

僕 は アン マリ 「セン キ」 が 永 引く ので 意氣銷 沈、 稍哲學 的に なって ゐ ます 好 笑 

十月 某日 

二 一七 六 
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年 卞和昭 


十月 六日 日 午後 四時 —八 時 本鄉 _5|； 駒 込 曙 町 二 四より 流 谷 千 駄ケ谷 四 ノ六九 五谷 行 氣忖長 ハ介川 千秋 氏 

へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 侯 は 先月 半ばから n ィ マチス ム ス とい ふ病氣 です つと 寢てゐ る、 からだが 不自由 

だと 力 ン シャク 計り 起って うちの、 奴等 をな ぐり 飛ばし 度い 衝動 を 感じて 困る」 

拍子の 問題な ほ 御 研究 を 祈ります 僕の は 研究した のではなくて 一 寸 感じた けであります、 僕 

の 一 番の 問題 は 七五調と いふ ものが 四拍子から デ ライヴされ たもので ないかと いふ ことで ありま 

すリ 七の 後に 一 の 休止、 五の 後に 三の 休止と いふ 風で 八、 八、 八 八、 となる、 

十月 六日 

二  I 七 七 

十月 七 B 月 午後 SI 時— 八 時 本鄕 -fel 駒 込 曙 町 二 四より 小石 川區 大稼拔 下町 小 野 澄 之 助 氏へ 〔はがき〕 

御手：^ と 論文 難 有拜受 致し ました 

この 廿日 程 前から 些細な 病氣で 休んで 居ります ので 快 愈 後よ く 拜讀の 上 愚見 申 上 度と 存じます 

右 乍遲滯 一 寸 挨拶 迄 

十月 六日 

ニー  七 八 

十月 十一 B 金 午後 零時— 四 本 ITsil 駒 込 曙 町 二 四より 富 山 縣福野 町 五島 寛 平氏へ 〔代筆〕 
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お 手紙 拜見 致しました 私 は 先月 中句から 病氣で 休んで 居ります がい まだに はかばかしく あり 

りません ので 御上 京の 頃までに は 全快 致したい と 存じて 居ります が 只今のと ころ はっきり とした 

お 約束 を 申 上げる わけに まいりません ので どうか 惡 しからす お 願 ひ 致します 代筆で 失禮で ござ 

いますが 右 用事まで 草よ 巾し 上げます 

十月 十 一日  ffl  0 

五嶋 樣 侍史 

ニー  七 九 

十月 十六 B 水 午後 四 時人 本鄕區 駒、 込 曙 町 二 1； より 仙 臺市北 二番 丁 六， へ 小宫豊 降 氏へ 〔はがき〕 

自分の 病苦が 大 千世 界を沒 了し てゐ たので 君の 子供の 病氣も 知らす 東洋 城の 一 一た 月越しの 性惡 

の 風邪 も 問題に しなくて すまなかった。」 床に ついてから 明日で 丁度 一ヶ月、 殆ど 絕 間ない から 

だの あちらこちらの 痛みと 戰 つて 募した。 色々 な 場所が 色々 な 痛み 方 をして、 片方が い  > かと 思 

ふと 片方が 惡 くなる。 達 迎に 暇な き有樣 である。 夜中が やはり 一 番 いけない。 夜が 明けて 戶 外の 

現實 を再認 するとき に淚が 出る。 脊 骨の 脊椎の 一 つが 一， 寸 どうかしたら しい」 ェ ライ 醫 者なん か 

にか、 ると い 、加 减ォ モ チ ャ にされ て、 それで 結局 はな ほる 時が 來 なけり や 治らない の だから、 

獸に 習って 自然 療法 を實 行し つ . '傍ら、 。ィ マチス ム ス 並に 神経痛の 起因に 關 する 新 學說の 試 

驗臺に 老輕を 提供す る ことにして ゐる。 とはい ふ もの 、苦しい 事 はやつ ばり 苦しいです 
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二 一  八 O 

十月 二十四日 木 や 後 ss-.  — ベ 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四 より 高 知 市 小高 坂 越 前 町篠崎 11^ 之 氏へ 〔はがき 

代^, -  . 

お 手紙 拜 見いた しました 實驗の 結果 大變に 面白い と 存じます い ま ま で の 結果 を なるべく 要 

M よく まとめて 書いて 下さる ように 願 ひます そのうちに 理研 彙報 用の 原稿用紙 をお とどけいた 

します からどう かそれ に 清書し ていた だき 度く ま た寫眞 や さし ゑの 原稿 は 寸法 を 指定し て 下さる 

樣簡單 な 英文の アブストラクト を そへ て 下さる 樣に願 ひます 私は此 頃病氣 でね て 吾り ますので 

代筆で 失禮 でございますが 

右 用事まで 草々 申 上げます 

十月 一 一十 四 n 

二  I 八 I 

十月 二十 四 B 木 ： や 後べ 十二時 本 鄉區 駒 込 曙 町 二 E: より 仙 臺市北 二番 r-: ひへ 小宮 豐隆 氏へ 〔はがき 

宛名 代筆 1 

毎度 御 端 書 難 有う 御^います、 今日 小 林 君が 來て 全集 第一 卷が今 n 出来る との 事で 害ば しく 思 

ひます こお 力ら 力 中と 大變 だら うと 思 ふが どうか 大に 自愛の 上 御 奮 發を願 ひます 一 專門醫 の， 

察 を 受けたら やつば り赞 骨の 骨が どうにか 挫折して ゐる 〔以下 代筆〕 さう で 老人に よく ある こと 


843 


だと 言って ゐ ました、 休 中の いろくな 所の いろくな 痛み は みんな その 脊髓の 中樞の 故障から 

來 るの ださう です、 とにかく まだ 幾 月ね てゐ なければ ならない かわからない の で少 i うんざりし 

てゐ ます、 あんまり 色んな シュ メルツに 追つ かけ ま はされ てゐ ると 時には 少 i 面倒く さくな つて- 

この シュ メルツ の 感覺の 一 番の元 を ぶちこ はした くなる レ— ベ ンス ミ ュ ー デと いふの はこん な 

の も その 一 例 かもしれ ない、 • 

全集 第四卷 はとに きました 大變 立派に 出来た やうです、 ねて ゐて讀 むに は 少し 重す ぎる ので 鮮 

說は まだよう 拜見 しません、 どうか 御 自愛 を 祈ります、 

二 一  八 二 

十月 二十 五 B 金 午後 八 時 —十二時 本鄕^ 駒 込 曙 町 二 IT より 本鄕區 東京 帝 國 大學 構内 帝 國大學 新聞 編輯 

部へ 〔はがき 寺 田 i5 ん 代筆〕 

病中で ございま すので 淺 念ながら 御 依賴の 原稿お 断りいた します 

ニー  八 III 

十月 一一 I 十 B 水 午前 八 時— 十二時 本鄕121:駒込曙町ニ四ょり本鄉展駒《^|西片町 一 〇和辻哲郎氏 へ 

御無沙汰して 居ます 九月 中句から 脊柱の 病氣で 仰臥した 切りで 閉口して ゐ ます 

扱て 甚 突然です が 知人 方の 緣談 に關 係して 〇〇 文學 博士の 家庭の 事 を 知り 度と いふ 人が ありま 

すが 大兄 は 何 か 多少で も 御存知 かと 思 ひます ので もし 御 差 支なければ 何 か 參考デ ー タ になる やう 
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年 十和眧 


な 事 を 御 示敎願 度と 存じます、 

右 嫁 手な 御 願で 恐縮です が 御迷惑で ない 範圍の 御 示敎を 祈ります、 何卒 惡し 力ら r- 

十月， 卅日  寺 田寅彥 

和 辻 畢兄玉 案下  - 

ニー  八 四 

十一月 十二 曰 火 午後 M 時-人時 本 鄉區駒 込 曙 町 二 四より 長 野 縣小諸 町 小 諸 靑年學 校 美齊津 一夫 氏へ 

〔はがき 代筆〕 

お 手紙 ありがたう ございました 

私 Q 病氧ハ くら か はよ くな つて ゆく 様です がま だ 方々 に 神経痛が おこって いたみます のです つ 

とねた きりで 居ります 

あの 寫眞科 學に揭 載す る 苦でした けれど、 この 様な 有様な ので その ま、 になって 居ります ど 

うか 惡し からす 願 ひます 

二  I 八 五 

十一月 十二 3 火 本鄕區 駒！：， ね 曙 町 二 ra より 麻布 區 材木 町 六 九 渡 邊千冬 氏へ 〔封筒な し 代筆〕 

拜^ 只今 は 御 丁寧 の 御手 紙 賜り 拜見仕 候 

朝夕 冷 寒 を覺ぇ 候析柄 益 御 健勝 何よりの 御 事に 存上候 
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御 7  J 様 に は 愈 、、 佛國學 位 試驗御 及第 の 赴 皆様 に.^ 嘸 御喜 ひの 御 こと k 拜察仕 候 誠 に 日本 舉界 

の爲理 研の 爲名譽 の ことにて 私共まで.^ 肩身 廣く存 せられ 御 M 出度 御 祝 ひ. S. 上 候 

扭私 こと 病氣に 就き 御 心配 下され 又 昨日 は 何よりの 御 品 御見舞に 預り袁 ねく 有難く 享く 御^ 

中 上 候  . 

御藤 様に て 只今の 處少 えつ \ に は 候ら へと も 次第に 快方に 向 ひ 候 やう 覺ぇ候 ま、 他事な から 邦 

休、 も 被 下 度 誠に 失 禮には 候ら へ ども 代筆 を 以て 御禮 旁.. 御 祝詞 申 述べ 候 

n に 增し御 寒に 向 ひ 候へば 何卒 御 自愛 專ー に 願 ひ 上 候 早.. 

十一月 十二 日頃  ，>  田 寅 逢 代 

渡 邊千冬 樣侍吏 

ニー  八 六 

十二月 セ B  土 午後 害 時 wt- 本： rji! 駒 込 曙 町 二 四より 松 山 市道 後 南 町 四 ノ五了 パ吉田 長次郞 氏へ 〔代筆〕 

拜啓、 前 at、 御 書信 拜見 致しました、 

私 は 永らく 病床に 就いて 何事 も 出来ない 狀態 であります ので，， 何分に もよ ろしく 御 願 致し ま 

す、 Uf-Jl 

十二月 六日  寺 田寅彥 代理 

吉田長 次郞樣 
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詳不 次年 


二  I 八 七 

I 月 IB 高 知 市帶屋 町人 三 早 崎 申 三 氏へ I： はがき 一 

謹贺 新年 

正 月 元 旦  ， 

寺 田寅彥 

一 一 仲 土 佐 方言 を 集めた やうな 本が 見當 つたら 御 送り 願 度と 存じます 如何 哉 

二  I 八 八 

十一月 二十 七日 池 m 芳郞 氏へ 〔封筒な し〕 

〔前文 缺〕 研究と 道樂 とに 終始した いとい ふ 願望が ありく 強くな つて 来ます、 其 內に足 を 洗 

い 度い と 思って 居ます、 學校 はうる さくていけ ません、 御 一笑，， f\ 

右 御 返事 迄、 少し 忙 がしかった のて 遲延、 御 寛容 を 祈ります 不盡 

十二月 廿. 七日  寅  彥 
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池 田 大兄 玉 案下 

伊藤 君に よろしく 

御 研究の 進 渉 を 祈ります 
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遣埔年 二十 四 治 明 


明治 ra: 十二 年 


五 OA  <捕 遣 二 

三月 三十  一 B 水 午前 七 時. 九 昨 玄海 洋上よ リー： £ 知 市外 江 ノ：： ：町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏 へ 

讓 陳者 私事 咋廿 九日 午後 一 一時 愈 i 乘船致 候 涉も船 迄 見送り くれ 候 出帆 は 夜 遲く相 成る 由 故 

涉は陸 へ歸 しい よく 船中 の 人と 相 成. S. 候。 同行の 友 田 氏と 同室 に て 至極 氣兼 なく 外國船 の 中に 

在る 心 持 は 致さす 候。 上海 迄 は同乘 者少數 にて 唯今の 處私 等の 外の 二等 船客 は 兼て 知り合の 瑞西 

婦人と 米國 婦人 外に 獨 逸人の 夫婦と 英人ニ 名のみ にて 存外 氣 安く 候つ 一 等 船客 は 可成 多く 中に 兼 

て 御 話 致し 候 伯林 大學の 先生 も乘り 居り" 時 i 屮板 にて 出 會ぃ色  有益な 話 を 聞き. S. 候。 船中の 

食事 は 至て 頻繁に て 先 づ朝六 時 迄 船室へ コ ー ヒ ー とパ ンを 持ち 參り八 時には 朝飯に て 肉類 野菜 類 

數種 とても 食い きれぬ 程 あり 其 中 を 撰 食 致し 候。 それより 十 時には 甲板に てソ ッ プとサ ン ドウ. J 

ッ チを 出し 此間樂 隊の奏 樂有之 中. - 面白く 候， - それより 十一 一時に は 本 當の晝 飯に て 此れ 又 澤山御 

馳走 を 並べた る 献立表の 內 よりす きな 者のより 食 を 致し 候。 三時に は 叉 コ I ヒ ー 或は 紅茶と 堅バ 

ン 出で 六 時には 夕食に て 又. -澤 山の 御馳走 あり。 夕飯 は 定まりた る 献立表に より 順よ に 持ち 參り 

候。 右の 如く 都合 五 食に ていかに 洋食 好き にても" とても 悉く は 食 はれ 不中 候し かし 中ち： ル氣に お 


て 食事時に は 欠かさす 出席 致 居候 間 乍 悼 御 安神 被 下 度 祈り 申 候 c」 本日 (^日) は 六 時 前 起床 甲 

板に 出で 候處 丁度 岡 山 逢の 海峽を 通過 致し 居り， 風景 佳 折 柄 好天 氣 にて 爽快 限りなく 候。 無數の 

かもめ 群 をな し て 船に つ き參り 食事時の 後に 炊事場 よ り 食 殘しを なげ るの を あてに して 何 處迄も 

從ぃ參 り 候。 

午後 一 一 時 馬 關海峽 通過 唯今 玄海 にか.^ り 申 候 大きな 船 故 玄海も 內海 の 如く 平氣に 航行 致 し 候。 

今夜え 中に 長 崎へ 人 港 碗 泊 時間 も 短き との 事故 上陸 は 致す 間 敷かと 存じ 候故此 手紙 は 船中の 郵便 

箱へ 投入 致 候。 船の 中 は獨逸 同様の 郵税 を 要し 候 由に 稗 坐 候 

次便 は 上海より 差 出 候 事と 存じ 候。 皆よ 樣か へ す/ \- 御 自愛 を 祈り 候 

三月 卅日  玄 海洋に て  寅  彥. 

父 上様 

母 上様 

寛子樣 

二伸 いづ れも樣 へ 御傳言 {« ^敷 願 上 候 

五 七 A  捕 遺 二，) 

四月 十三 曰 火 マラッカ海峡 上より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 W 利 正 氏へ 

謹^ 御 一 同様 益.^ 御機嫌 敷 御 被 遊 候 御 事と 大賀 至極に 奉存 候. 卜而 私事 出 發以來 極めて 健 

全、 色.. 珍しき 所 を 見物 致し 見聞 を廣め 居候 間 左様 御 安心 被 下 度 候。 
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少. M 道中の 御 話 可 申 上 候. - 上海と 香港と にて は 日本の 宿屋へ 參り 日本食 を 致し 候。 澤應ゃ 胡 爪 

の賓 物に て 茶 潰 を 食 ひ 毎日 肉食ば かり 鼻に つきた る 際と て 犬に 咽喉 をうる ほし 候。 御 一 笑 被 下 度 

候 

新嘉坡 (シン ガボ ー ル) と 申す 處は 未だ 曾て 見た 事の ない 天然 界の 美しい 處に御 坐 候 樹林 や 

芝生が 滴る 様な 美しい 綠色 をして 居る 處へ 地面 や 山の 崖な どが 紅 がらの 樣な眞 赤な 色に て 非常に 

美しく^。 街で も 遊 園で も 植物園で も 手 人が 行き届いて 思の 外淸 潔に 候。 眞黑な 印度人が 桃色 や 

眞 -d の 頭巾 腰卷 をして 歩いて 居る の も 似つ か はしく 面白く 候。 植物園 は 世界中で も 有名な ものに 

て 熟帶 植物 の 繁茂 目 を 驚し 候。 ぶ そ う 花な ど は 空 を し の ぐ樣な 大木 澤山 あり 眞赤 に i. 、き 乱れ 居り 

候し 又 合歡の 木の 一 種に て緋 色の 花の 一 杯に いたの も あり 目 もさめ る 許りに 御 坐 候。 其 他 あら 

ゆる 草花 き 乱れ 殊に 蘭の 種類に は實に 立派な 者が 澤 山に 有 之 候。 栗鼠 や 美しい 小鳥 も 澤山見 か 

け 候。 街 を 見物 中 印度人の 寳 石屋 を 見物 致し 候處 私の 持ち 居る 細 卷の賴 張 蝙蝠傘 を 見て 非常に 欲 

しがり。 いくらで 買 ふた かと^き 候 故 八 弗と 中 候處九 弗に 賣ら ぬかと 申 候 (此處 の 一 弗 は 日本の 

一 円 二十 戔 以上に 當り候 )0 否 だと 答候處 それならもう 一 弗 出す からと いひ. - 叉氣に 人った 寳石 

とか へても {ュ しいと 申し 候。 途中 必要 故 讓る事 は出來 ぬと 申候處 なほ 色 立と ねだり 候。 此れ は 今 

度の 旅行 中の 大出来に て 日本製 蝙幅伞 の爲に 万歳 をと なへ 候。 御 一笑 被 下 度 候。 新嘉坡 にて は椰 

子の 實ゃ。 パイナップル など 求め 候。 波止場へ 色 立の 物 賣參り 珍しい 貝殼 や。 籐の ステッキ なと 

賣り 候。 ステッキ 一本 一 弗 半と 巾す の を 五十 戔に ねぎり 候處 とうく まけ 候。 何處 でも 掛け値 を 

いふ 者に 候。 婦人な ど は 印度 更紗の 寢衣 など 求め 居り 候。 此處 より は乘客 一杯に なり 二等の み 
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て 小 供 だけが 四十 二人と 中し 賑 かなる 事に 候。 獨、 英、 佛、 オランダ。 スペイン。 スィ ツル。 ホ 

ルト ガル。 米！：。 支那。 馬來を 始めと し 阿弗利加の 黑奴 一， 此れ は獨 逸人の 子守に 候) まで あら ゆ 

る 人種 集め 居り 候、." 大抵の 人 は 英語 も 獨逸語 も 話し 感心 致し 候。 獨 逸の： 求隊 (膠 州灣の 守備兵) 

も 交代 も爲 め歸阔 するとて 乘り 居り 候 十； せ 等 は 妻 君 も 手 を 組んで 甲板 を 散歩 致し 居り 日本人の 眼 

に は 少し 鈍に iw- へ 候. - 日本より 乘 りたる 船客と は 心安く 相 成り 大變に 語學の 稽古に なり 候。」 毎 

度 食 ふ 事ば かり 巾 候へ 共 食後の 菓子 や アイス クリ ー ムが 一 番の樂 しみに 候 C 誰れ でも 食 ふ 事が 一 

番の樂 しみで 一 番の 仕事ら しく 候。 シン ガボ， I ル以來 の 暑さ は 御 話しに ならす 候。 時 、、夕立 參り 

候て いくらか 侵ぎ； く 候。 騄雨 雷鳴 はお 日の 事に て 昨夜 は 海上の 稻 終夜 W 板 を ii し 候。 雲の 峯 

も 空の 色 も 盛" んの 時候と 同じく 候 

今 rri;- 後 彼 南と 巾す 處 へ 入港 致す ネ： 故 船の 郵便 ：5 の /切 時 問 前 大急ぎ に て此 手紙 認め 中 候。」 

乘 客の 小 供 等の 中には 良 子 位の も 東 一 位の も澤山 あり いづれ も 西洋人の 事故 美しく 可愛らしく 候。 

一仁 守 は 大抵 支那 人の 女に て 中に 一 人 黑 奴の 十四 五位の 子供 も 居り 候" 色え の 抚具を E. 板で 引ば り 

廻して 遊び 居り 候。 食事 は 子供 だけ^に 甲板で 致し 居り 候 中. - 面白い 見物に 御 坐 候し 

船贝も 乘.： 齐も すべ て眞 白の 服に 相 成り 候。 早朝と 夜 更に は 西洋人で も n 本の 浴衣 を； て i 出んで 

居る の も 有 之 候」 風 ue は； S 日 有之此 は 水浴 致 居候" ffl: し 海水に 候。 

船には^^？藏^ぁり水でひゃした淸水が い つ でも 吞 まれ 候。 又 E. 板に ビ— ル屋 ありこ 處でビ —ル。 

葡萄： ラ ム 子 ，- 等隨意 に 買って 吞む樣 になり 居り 候。 . 

船窒には化粧せ！^もぁり長椅子もぁり戶棚もぁり暑ぃ日は  一 n 電氣遍 を 廻し- き 候。 寢て 居て 呼 
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六 OA  (補 造 三 > 

四月 十八 a  B 印度洋 上よ リー： 市外 江/ M 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 Ii=- 氏へ 

i 御 一 同様 益 M 御 健祥の 御 事と 大贺 至極に 奉存 候下而 私事 不相變 元 氣に有 之 候 間 左様 御 安 

神 被 下 度 候扭て 去る 十四日 早朝 愈 i ペナ ンを 出帆 致し 印度洋へ か" り 申 候 五、 六、 七の 三日 は 陸 

の 見/ぬ 海上に 暮し明 十八 日印 度 南端の セィ 口 ン嶋へ 到着 可 致 候 あしかけ 五日の 航海 毎日 晴天に 

て 良 もな く 海面 油 を 流した る樣 にて 大洋 を乘 つて 居る 心地 は 致さす 丁度 湖水 を 渡る 様な 心 持が 致 5 

し 候。 夜な ど 甲板で 1: おみ 吾り 候へば 彼方に て樂隊 の奏樂 あり 一 曲 終れ は 彼方此方に 喝采 鳴り渡り お 


鈴 を 押せば 何でも 用 は 便じ 候。 中 >ill 等の 分際に は 過ぎた事に 御 坐 候 M 海上 は 以前の 通 ザ穩" 

海の a 中と は 思 はれ 十 候。 一 つ は 船の 大きい 御 かげに 候 C 支那 海に て 少し ゆれ 候へ 共動搖 になれ 

て 却 て^がへ り 候" 妙な 者に 御 坐 候 

先 は 右 迄 早- -巾述 候。 なほく 御 自愛が へす/ 、專ー に 奉存候 

四月 十四 ン 馬來半 嶋とス マトラの 間の 海峽を 航行 中甲板に て 

寅 彥 

父 に樣 

m 上様 

宽子 どの  - 

いづれ も 様へ.； Pi 敷 


て 多勢の 談聲ゃ 笑聲賑 しく - 又遙か 遠方の 船 や n の 方で は 兵隊の 喇叭が 聞へ など 致し 洋 h にある 心 

地 は 致 さす 何處 か： r 原 の凉み 場に 居る 位な 心 持 致 し 候。 下の 食堂へ 下りれば 此處に は 多勢 集り て 

ヒア ノゃ バイ オリ ンを 引き 歌 を 1? ひな ど 致し 居り。 とても 鉄板 一 枚の 外 は 一 一千 余尋の 海水に て 魚 

ばかりの 住家と も覺 へす 候 

新 嘉；^ 以來の 暑さ は 格別に て 夜中 も電氣 扇の 廻し つめに て 浴衣 一 枚に 何も かけす 寢 候ても まだ 

暑く 候。 ペナ ン以來 は 幾分 凉 しき 様に 候へ 共 夕飯 時な どの 暑さに は ぼんやり 致し 候從 つて 料理 も 

凉し いもの を 撰び 居り 候。 

暑いだ けが 難に て 其 他に は 中分な く 此れ 位の 事 なれば どんな 船の 弱い 人で も 何でもな い 事と 思 

はれ 候し かし」 此れ は 畢竟 天氣 都合の 宜敷爲 なるべく 現に 私共べ ナ ン の 新聞紙に て 承知 致 候が 我 

等の 上海 を 出し 後 大風 あり 澳國 とかの 軍艦が 其 爲に洲 に乘り 上げし 由 承知 致し 候 

今日は 早 や 四月 十七 日に て。 いつの 間に か 行程の 半分 を參り 候。 わけの ない ものに 候。 案じる 

より 生む が 易く 候 

ゆ 板で 私共の 椅子の 隣へ 寢 椅子 をす へ た英 人の 夫婦 有 之 一 一人の 子供 を つれ 居り 候が C 小い 方の 

子が 一 一つ 位で もあろう かと 思 はれ 時 is. 板へ びち/^ のうん こ をし かづき 候。 母親が 下へ でも 行 

くと すぐに マ ン マ (か あち やん) と. S. す 何處の 子供 も 同じ 事に 候。 父親 はしき りに 歌 をう 

たったり 口笛 を ふいたり 機嫌 を とりあぐ み 居りお かしく も被存 候」 喫彻窒 では 大勢 トラ ム プゃ將 

棊ゃ 双六の 樣な事 を 致し 居り 候が い づ れも  < ふり 人品 せ- しか ら ぬ 連中 に て 多分 賭博な る ベ しと 思 は 

れ 候-〕 私共 は 近 よらぬ 事に 定め 居り 候。 
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獨 逸の ハ ィ デルべ ルヒ大 學の宗 敎學の 先生と 心安く 相 成り 何 かの 相談 致す に 好都合に 御 坐 候。 

先 は 右 迄 余事 後便に 讓り申 候 草ぶ 

四月 十七 日  船中に て 

御 一同 樣  - 

六 三 A  ：埔遺 四 ) 

四月 二十 四 B  土  "フリン ッ. ル ー ドウ ィヒ號 より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 

謹啓 扭て 去る 十八 日夕 方コ n ンボ を發し 今朝 (廿 三日) 迄 は 陸地 を 見す。 今朝 始めて ァフリ 

力の 畔を 望み 候。 懸崖に 草木と て は 一 つもな く 平地 は 雪の 如き 砂に 蔽 はれ 珍しき 景色に 御 坐 候。 

：冉び 陸地 を 見失 ひ 只今 ァ ラビアの 海岸へ 向 ひ 航行 中。 明朝 アデ ン港 着の 由に て 船中の 郵便局 は 十 

時の ズ 切の 由 故 甲板の 電燈の 下にて 此 手紙 認め 申 候。 

廿日の 夜 は 甲板に て 舞踊 會の催 あり 甲板 一 面に 色よ の電燈 にて ィル ミ子 ー シ ョ ンを なし 各國の 

國 旗な どか \げ 夜 九 時 頃より 十一 一時 頃 迄 踊り 候。 私共 はもと より 見物す るば かりにて 別に 面白き 

事 も 無 之 候へ 共 珍しき ま、 一時間ば かり 見物 致し 候。 叉昨廿 二日 夜 は 音 樂會の 催 あり = 乘客 中の 

音樂 家の 內 にて 各種の 獨奏 合奏 等 あり. - 一人に つき 五拾戔 位づ， ^集め C 其金を當^！^船會社船員の 

寡婦 や^ 兒の救 恤に用 ゆるとの 事に 御 坐 候 

晝は 各種の 競技 運動 會の樣 な 者の 催し 有 之 輪投け や」 梁木の 上に 馬乘 りに 跨って 枕 を ふる ふて 

相手 をた、 き 落す 遊戯な ど 有 之-) 又 婦人 連に は 匙の 中に 玉子 を 入れて 走る 競 爭，〕 甲板に 並べた じ お 


寛 母 父 


やが 薯を拾 ふて 速に 桶の 中へ 入れる 競爭。 驅 けて 行て 針と 糸 を 貰 ひ 針の 耳へ 速く 通して 歸る 競走 

など 色 M 有 之 老幼 男女 小 供の 様に 笑 ひ 興じ 居り。 誠に 西洋人の 小 供ら しいのに 驚き 巾 候。 しかし 

こんな 事の ある 御践 にて 存外 退屈 は覺 へす。 い つ の 間に か 航海の 日數も あと 十日ば かりに 相 成り 

アデ ン より 所謂 紅海の 中へ 人り 候。 此處は アラビアと ァ フ リカの 間の 狹ぃ 海に て-.! 側 共に 大沙 

漠故 暑氣は 最も はげし くとの 事 に 御 坐 候。 しかし 今迄 の 経驗 に て 大埶ー の 暑さと 申しても 船で は 

さした る 事 もな く 先づ土 の 夏の 極暑い 時分と 思へば さした る 事 も 御 坐な く 候。」 唯今 印 板 に て， 

お 夜 御定まりの 樂隊が 始まり 申 候 十八 日 以來は 時.. い るかの 群 や 飛魚のと ぶ を 見る の と 稀に 潔臉 

に 出逢 ふ 位に 候 へ 共存 外 大洋 を 通って 居る とい ふ 樣な氣 は 致さす 矢張り 瀨戶內 でも 通つ て 居る 檨 

な 心 持に 御 や • 候。 畢竟 船の 大きい 御 かげに 御 坐 候 

今夜 郵便 ズ 切の 廣 吿 有 之 取 急き 右 迄 認め 申 候 アデ ン にて は 上陸す る 程の 時間 無 之 由 故 葉書：^ 

送る 譯に參 る まじく と被存 候。 草. -.  一 

四月 廿三曰 夜 (jsll の)  寅 き i 

上 樣  j 

上 樣  一 

子 殿 

二： W なほく 御 自愛 專 一に 奉 存 候。」 日本で ももう 余程 暖く なり 候 事と 被存 候。 今年 は 折 

齒 がよくな つたのに 简を 食い そこなう たと 連の 人に 話し 大笑 致し 候。」 子供 等 も 機嫌 《且敷 i 
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；^. じ 候. - 寛 子 の^は 如何 致し 居候 哉と 存じ 候 

六 三 B  (： 補遗 五，) 

四月 二十. 八日 水 プリンツ- ル ー ドウ. 1 ヒ號ょ リカ £ 知 市外： 江ノ  ：= 町人 川筋 一 五 五 寺 m 利- m 氏へ 

拜啓 益. - 御機嫌 {zi 敷 御 暮し被 遊 候 御 事と 奉賀 候下而 私事 不相變 無事 航行 致 居候 間 乍 博左樣 御.： K 

神 被 下 度 祈&候 扱て 去る 廿 四日 は 豫定の 通 朝 九 時 £ 子 デ ン 港に 着 致し 候此 處はァ ラビアの 犬 砂漠 

の 一端に ある 岩ば かりの 半 4 りに て綠 色の 草木と て は 一 つも 見へ す。 見る からに 暑そう な 處に御 坐 

:^、^^泊時間短く且っ端舟の便惡しき處故誰れも上陸致さす候" 眞黑な 土人 數多 小船に て 色. -の產 

物を賣 りに 參り 候。 駝鳥の 羽毛 や 此れに て 作りた る 扇。 頸卷。 駝 島の 卵。 貝細工の 頸 飾。 ，玲 羊の 

^0 繕の 顎骨な ど 持ち 參り 高い 掛け 直 を 中し うるさく 賫り 付けようと 致し 候。 船の まわりに は大 

きな 樣ゃ 小魚な どが 游： 冰 致し 居り 乘客 中の 和 蘭人が 大きな 釣針に 牛肉 をつ け 繕 を 釣ろうと 致し 候 

へ 共 遂に か 、 らす 候。」 陸地の 方 は 一 面に 暑そう な 砂焖り の 様な 者が 立ち こ め 遠く は 見 へ す 候 へ 

共 一 面に 波の 打った 様な 砂漠と 見受けられ 候" 午后 一 時 頃 此處を 出帆 致し 夜の 九 時 頃 アラビアの 

南端 を 廻りい よ. （- 紅海に 進 人 致し 候。 有名な 暑い 處故 どんなに 暑い 事 かと 恐れ 居り 候處日 i 風 

ありて 案外に 凉 しく 新嘉坡 などに 比べて は 何の 事 も 無 之 仕 合せ 致し 候" 廿 五日に は 三等 乘客 中の 

英人 一 人 船より 投身して 自殺 致し 候。 此れ は 印度 在留 中 妻子 四 人 を 失 ひ 失望の 極 精神に M ハ 狀を呈 

したる ものと か.^ し 候。 氣の毒 千万の 事に 御 坐 候。 昨卄 六日 は 連れの 人の 携蒂 致し 居り 候 n 本の 

茶器 を 取り出し n 本より 同 乘の西 人 四 名 を 招待して 御茶 を ふれまい 大當 りに 御 候 
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今日は 左舷に アフリカの 陸地 を 望み 候へ 共 例の 砂烟 りの 様な 者に て 明白に 見へ す 候。 此れ は 多 

分 砂漠の 靡かと 思 はれ 候" 今 は 右 も 左も大 沙漠に て 其 中の 內海を 通行 致し 居る 譯に 候。 しかし 其 一 

割に 凉 しき は 奇妙に 御 坐 候。 明廿 七日 朝ス H ズ運 河の 人口に 到着 致すべく 候。 運河 は 定めて 見 も. 一 

のなる べしと 相樂 しみ 居り 候。』 もう 船の 旅 も 唯一 週間 を 余す のみと 相 成り 候」 此 様な 氣樂な 結 一 

構な もの なれば もう 少し 長くても よ. いと 申し 一笑 致し 居り 候。」 此 手紙 は 伯林 着 後の 手紙と 同時 

位に 着 致し 候 や も不計 候。 

土佐邊 と此處 あたりと は 経度が 百度.^ りちが ひ 候 故 時間 も 七 時間 近くち がい 候。 唯今 此船 では！ 

午后の 三時に 候へ 共 土 佐で はもう 夜の 十 時 頃に 相 成り 居り 候。 おかしな ものに 御 坐 候  一 

■ 先 はお 了ヂン 以後の 御 報 迄 iHr 屮上候 

四月 廿 六日  寅彥" 

父 上様  ，ー 

母上 樣  一 

二 仲 時候 柄 御 自愛 專 一に 奉 存候。 乍 憚 いづれ も 様へ 不惡御 鳳 聲被下 度 候 c」 日本より 持ち 一 

參 りし 卷烟草 今日い よ. （-盡 き 候。 しかし 船中に て は 烟草は 割合に 安く 殊に 葉卷烟 草の 方が 割- 

が 安く 經濟の  様に 御 坐 候  再拜 

t-A  (補 遣」 0  一 

五月七日 金 午後 三時.； 四時 伯林より お 知 市外：； d  ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏へ  一 

I 
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謹啓 陳者其 後 皆ぶ 様 御 揃 御機嫌 〈4^ 御 暮し被 遊 候 由大賀 至極に 奉存 候" 次に 私事 昨日 端 書に て 

申 上 候 通 長途の 旅行 何の 障 もな く 昨朝 七 時 三十 五分 伯林 安着 致 候 間 御 安心 被 下 度 候。 停車場へ 

は 本 多 氏出迎 ひくれ 早. 速 馬車に て 兼て 世話し 置かれた る 宿へ 到着 致 候" 宿 は 伯林の 西南 部に 當り 

有名の 大公 園に 近く 舉 校へ も 遠から す 候。， 下より 三階に て窒は 十五 疊位. ^ 机、 大 姿見 書棚"" 衣服 

棚 0 化粧 臺。 寢臺 (蒲團 は 凡て 鳥の 毛 人に て 非常に 心 持よ く 候 c) 其 他に 来客の 時應 接する h: テ 

1 ブ ル に 椅子 は 各種 取 まぜ 六 脚 位 外に 長椅子 一 脚 いづれ も 立派な 品に て 中 >A 日本で は 華族さん の 

家で、 もなければ 見られぬ 品ば かりに 御 坐 候。 壁に は 色 M の 額 ゃ饥を かけ 有 之 候." 燈火は 大きな 

瓦斯 燈 にて 外に 卓上 ラム プの備 も 有 之 候 其 他 卓に 諸 器具、 灰皿、 狀揷の 類に 至る 迄 一切 備へ あり。 

身 一 つに て 參れは {几 敷 様に 相 成り 居り 中  > 、重寶 な ものに 御 坐 候。 窒は本 多 氏の 話に よれば 此の 位 

が 留學生 普通の 處 にて 中位の もの、 由。 窒料燈 火。 下婢 使用料 外に 朝食 を 込め 一ヶ月 三十 h: 位に 

相 成り 候。 日本で 此の 位の 暮しを すれば 中. - 三十 R では 間に合 はす 割の 安い 事に 御 坐 候。 主人 は 

陸軍 中將の 未亡人に て 可成の 年よりに 御 坐 候 c」 昨日 は 本 多 氏に 連れられ 市街 高架 鐵道 ニー 分 毎 

に發 車) にて 一番 賑 かな 所へ 參り 色. 4 貝 物 致し 候。 ゥ H ル タイムと 申す 驚く ばかり 大きな 勸 工場 

(東京の 三越と 同じ 樣な もの) 有 之、 此虑 では 何でもな いもの はなく 鼻紙の ような ものから 衣服。 

器具。 食品、 どんなつ まらぬ もので もどん な 結構な もので もない もの はなく。 例へば 大きな 家の 

窒內の 備付 一切 を備 へつ けて 賣る樣 にした 處も有 之 候。 此處で 食事 も 出来れ は 寫眞も 取れ。 要す 

るに 此處へ さへ 行けば 人間 一 切の 用 は 便す る 仕 かけに 相 成り 居り 候。 買った 物 は 何處へ でも 配達 

致し^。  ；：^ は 此處で 外^と 帽子 を 買 ひ 候。 外套 は出來 合に て どんな 人に でも 合 ふの が あり 注文し 
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て 乍ら す 必要 はない と. £• し 候。 帽子 も 人 立の 頭に しっくり 合 ふ 様にな ほして 渡し 候。 此處 より 町 

を 見物しながら 大使館へ 參り 御手 紙 を 受取り 申 候。 御 無事の 御 便り 拜見大 に 安心 致し 候。 大使 舘 

より 公園に 參り候 市中と は 思 はれぬ 大 森林に て裕 除の 行き届き たるに は 感心 致し 候。 茶店に て i. 

茶繪 葉書 を 認め 申 候。」 市中 道路の 清潔 は 何より. ZE 立ち 候。 人道 は 石灰石の 様な もの k 板 を 敷き 

つめ。 車道 は アスファルト (黑 いやにの 樣な 者) で 塗り あり 夜な どは燈 火が 此れに 映りて ピカ 

く 致し 候。 此れなら 雨が 降っても 靴の よごれる 心配 は 無 之と 存じ 候 c」 市中 新綠 美しく 候。 總 

して 以太 利、 端 西、 獨逸 共に 新 綠の色 日本より は 黄色 を 帶び鮮 に 御 坐 候。 葉の 柔 かな 木が 多き 樣 

に 見受けられ し 候 

. 氣候は 日中 は 暑から す 寒から す 候へ 共 夜 は 中.^ 寒く それ 故 外套の 必要 を 感じ. S. 候。 伯林で は此 

位の 時候が 一 番長い 由に 御 坐 候。 案 一い 時候で も窒內 は暖故 日本より は 慕し：^ いと 本 多 氏の 話しに 

御 坐 候。 冬 は 風が なく 凌き 易き 由に 候。」 外套 は 二十 一 R にて 求め 候。 日本より は 却って 易い 樣 

に候ビ 朝 は パンと バタ。 珈琲と 牛乳に てす ませ。 晝は 町へ 出て 食 ひ 候。 獨 逸人 は 家持ちで も大 

抵 外へ 食事 をし に 出る 様に て 市中 到處に 料理店 あり 晝飯 は先づ 中等に て 一 人 五十せ ぶより 七十 五戔 

位に 御 ゆ-候。 尤も 上中下 色よ 有 之。 上等の 處 にて は 晝食 一食 十 W 以上の 處も有 之 由に 御 坐 候。 タ 

飯 も 此れ 位の もの & 由に 候。 女で も 小 供で も 食事時に は 茶の か はりに ビ，' ルを飮 み 候。 5! し獨逸 

のビ ー ルは アル コ ホル. 分少 くて 日本の ビ ー ル の 半分より 薄き 由に 候。 價も 安く 一 一 合 瓶 位に て 日本 

の五姜 位に 當り 候。」 通貨 は 二 戔五厂 位に 當る 白銅より 少 いもの は 余り 使 はぬ 樣に 候。」 電車 は 

四通八達 にて 五 遭 均一。 伹し乘 りか へれば 又五戔 出し 候。 電車の 線路が？ 沘雜 して 田舍 者に は少 L 
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困り 候へ 共。 又 都合の よい： M が ありて 容：； ^に 素人に も 見られる 様になり 居り 候 C 

昨日 公園 散歩 中 五六 人の 小 供に 遇 ひ 候處。 情 子 をと りて 挨拶 致し 日本の 切手 を 下さいと ねだら 

れ候。 日本人 は  一 HI で わかる と 見 へ 申 候 御 一 笑 

電車の 外に 高架 鉄道。 地下鉄 道 有 之。 叉 町の 辻  >ュ に は 馬車。 自働 車が R 本の 人力の 樣に審 待 致 

し 居り 候。 乘車 貸は距 りに 應 じで いくらと い ふ 事が 器械で 自働 的に あら はれ 少しも 價 段の^ 判な 

どす る 必要な く 器械に 現 はれた 數を 見て 其 通り 拂へ はま 敷 候。 馬車に も 一 等 一 一等 三等と 有 之 候。 

獨 逸で 一 番 面倒に 思 ふ 事 は 料理屋で も 茶店で も 給仕 人に 心 付 を やる 事に 御 坐 候。 先づ  一 ra: の 勘 

定 なれば 十戔位 給仕に やる 風習に 御 坐 候。 馬 車屋で も 少し づ&心 付 を やり C 郵便配達 でも 書留が 

くれば 五 位づ& やる 習慣の 由。 叉 電車の 車掌で も 五奏位 余計に やれば 不案 內の處 でも 一 世話 

を やいて くれ 候 由。 此れ だけ は 厄介な 風習に 御 坐 候  - 

なほ/ \. 巾 上 候 事 は 澤山有 之 候へ 共疲勞 中^つ 色.. 忙しく 候 ま 、右 迄 中 上 候。 八ぶ 事後 便に て 巾 

上 候 

五月七日 朝  寅  0 

父 上様 

上 樣  . 

寛 子 殿 

一 一伸 なほく 御 自愛 專 一 に 御 牛-候。 別 役 其 他 へ { 几 敷 願 上 候 

私事 不相變 非常に 息災に て元氣 盛に 候 間 か へ すく 御 安心 被 下 度 候 
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七 五 A  (補 造 七.) 

五月 十 B 月 午後 八 時 ー 九 時 伯林より 高 知 市外 江ノ  y 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ L 伯林の.； 伯 所 宛名 を 

書きた る 封筒 同封し あり〕 

謹啓。 担て 皆よ 様 御 揃 御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 候 御 事と 大賀 至極 に 奉存候 ： 卜 0 私事 着 以来 極め て 

元 氣に有 之 候 間 御 安心 被 下 度 祈り 申 候。 此前 宿所 を 申し上げる 事 取り 忘れ 候 間 別紙に 認め 差 出し 

申し 候」 

何よりも 先づ 早く 言語に 馴れる が 肝要 故。 本 多さん の 世話に て敎師 を賴み 本日より 始め 屮候語 

學の 敎師は 大抵 女に て 私の 先生 は當 地の 博士の 未亡人の 由に 御 坐 候。 學 校 人學の 手續は 近よ 致す 

積に 御 坐 候 C しかし 講義 はしば らく 分りに くき 事と 存ぜ られ 候。 

昨 R は綺 葉書 差 上 候 通り ゥ H ルダ— と 申す 處へ 花見に 參り候 丁度 隅 田の 上流の 様な 所に て 小山 

の 上に 楼 花と 桃 一 面に 滿開 致し 居り 見物人が 着飾りて ぞろ あるき。 珈琲 店に てコ— ヒ— ゃビ 

1 ル をのみ。 中には 醉 ふて 足 許の 怪しき 人 も あり 何處も 人情 は 同じく 候。 一人の 醉 ふた 男が にこ 

./.\\ して 我等の そば へ 參 りこんな 景色 は 日本に も あるまい と 自慢 致し 候。 河 蒸 嶽に乘 りて ボッダ 

ムの 離宮 拜 見に 參り 候。 河岸の 柳 や 白樺の 新綠 美しく 水に は 白鳥の しづかに 泳ぐ も 珍しく 候。 離 

宫 は 獨逸 皇帝 平常 の 御 坐 所に て 庭園の 美し さは 例へ る もの もな く 候。 此日 は 本 多 さんの もと 居た 

獨 逸の 田舍の 下宿屋の 女主 人 丁度 伯林に 來 合せ 此れ も 同道 致し 候。 昨日の 端 書の 横文字 は此 女が 

名前 を自 から 認めた ものに 御 や-候。 日本なら 余程のお てんばの 様に 思 はれ 候へ 共 比れ が當 也の 禮 
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義と 見へ 候。 當地 では 日本人が 連れ立ちて 歩いても 皆 見ても 見ぬ ふりに て决 して じろ く 見て 笑 

つたり する 事 はなく 此れ だけ は 心 持 ま 敷 候。 

本 多 氏が 何事 も 我事の 様に 世話 致し くれ 候 間。 御 序の 節 御手 紙 一通 御 賴み申 上げ 候-」 涯れも 

急に 風俗 人 全く 異る國 に參り 候て は 自然に 余計 神経 を 勞し候 故 ゆる/ \ 仕事に 取り か" ら ねば 

ならぬ と 申し 聞かされ 候。 それ もさ も あるべき 事 かと 被存 候。 いづれ にしても 健康 を 損 はぬ 樣第 

1 に 注意 可 致 候 間 此饞御 安神 被 下 度 候」 

朝飯 はパ ン 一 一切れと 珈琲 一 一杯 位に て 晝飯は 町の 店に てパ ン。 ソ ッ プ。 肉 二 皿。 菓 物の 妙 漬瀵。 

菓子 (六十 戔 位より  一 R 位 迄)。 夕飯 も 町に てパ ンと肉 一 皿と 菓物 (五十 養 乃至 一 円) をした、 

め 候。 分量の 少ぃ 割に は 滋養分 有 之 穴 H 腹 は 感じ 不申 候ピ 

市中の 交通 は 電車の 外に 乘合 馬車。 自働 車。 一 頭 立の 馬車。 市街 鉄道。 地下 電車 鉄道 等 有 之 何 

處へ 行く にも 便利に 出来 居り 候。 ， 

日本人の 俱樂部 有 之 此處へ 行けば いつでも 日本食 がくはれ 候。 昨夜 は此 處へ參 り。 焚き 立ての 

米の 飯に。 ヒ ラメの 剌身。 玉子 燒。 奈 良演。 菜 清に て 夕食 致し 候。 其 外に は 牛鍋。 鳥 鍋。 酢の物。 

煑\| ？。 茱の ひたし 物な ど 出來候 由に 御 坐 候。 但し どうしても 高く 一  食 一 円 五十 戔位 はか k り 候 故 

余り 度 i は參り 難く 候。 此處 へ參り 候へば 日本人ば かり いつでも 澤 山に 集り 居り。 異國に 居る 心 

地 は 致さす。 給仕のお ばあさん だけが 獨 逸人に て 可笑しく 候。 

先 は 右 迄 余事 は 後便に 讓り申 候。 なほく 御 自愛 專ー に 奉存候 草. - 

五月 十日  寅  彥 
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& 上様 

寛 子 どの 

一 便 tfl " 襄に 伯林の 電車 切符 を 貼付し、 铅 筆に て」 

此れ は 伯林の 電車の 切符に 候 

〔別紙に〕 

Herrn  JProf,  DI-.  T.  Tel-ada  bcsi  Fl-au  schmeltzel-  Geisb3rg.st.  39  werlin  W.  .Deutschland 

Via  Sibaria 11 此の上 Hi きをせ ぬと 手紙が アメリカ を 廻り 大變 に遲 くな り 申 候。 

七 五 B  (補遺 八) 

五月 十四 曰 金 午前 (以下 不明) 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 "正 氏 へ 

謹啓 皆 i 樣御揃 益 » 御機嫌せ 敷 御 暮し被 遊 候 由 大慶 の 次第に 御 坐 候 下而 私事 不相變 無事 い よ 

,/\>學 校へ も 參る樣 に 相 成 候 間 御 安神 被 下 度 願 上 候。 伯林 はま だ 中  >  、寒く 日中で も 五十 五六 度 位 

にて 外出に は 外套 ははな されす 候。 例年 はもう 少し 溫き 由に 候へ 共 今年 は 特別と 申し 候。 

本日 五 時より 七 時迄學 校に て 講義 有 之 (暗くなる は 八 時半 頃に 御 坐 候) 歸途 夕飯 を 食し 九 時 頃 

歸宿 致し 候處 机上に 御 端 書參り 居り 四月 廿 四日 附 にて 節句の 模様； ！^画 にて 御 示し 被 下 面白く 拜見 

致し 見る 様の 心地 致され 候。 御 端 書の 外に 封狀 一 通參り 居り 披見 致し 候 處重亲 よりの 手紙に て 正 

褒殿 急性 腹膜炎に て 死去の 由 知らせ 越し 余り 思 ひがけ もな き 事故 容易に 眞と思 はれす 何邊 となく 
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短い 文面 を 操り 返し 讀み 候へ 共 どうしても それに 相違な くしば らく は 茫然自失 致し 候。 重 亲の手 

紙に は 日 附無之 候へ 共 封狀の 消印 は 四月 廿 四日と あり 文面に は 本 月 五日と ありさ すれ は 多分 四月 

五日の 事に て 私 神 戶出發 後 僅かに 一 週間 後の 事と 被存 余程 急激な 御病氣 なりし 事と 被 推 申 候。 姉 

上 始め 御 一 同様の 御 愁傷 落膽は 察する 迄 も 無 之 候が 私 も 万里の 異境に ありて 片腕 を もがれ 候 心地 

致し 候 乍 憚 御 賢察 被 仰 付 度 候。 重彥 よりの 手紙 は 唯 永眠との みに て 前後の 模様す ベ て 相 分らす。 

唯い ろくと 想像 致す のみに て 何事と なく 唯 M がっかり 致した る 心地に 御 坐 候。」 此度兄 上 不慮 

の 事に つきて は いづれ 又 父上 樣 一 方なら す 色 M と钾 心痛 被 遊 候 事と 被 察 候。 何卒く 幾重に も 御 

自愛 專ー に 被 遊 候 由 くれく も遙に 祈り 候 次第に 御 坐 候。」 重彦も 成人 家內も 定まり 居り 候て せ 

めても の 幸に 御 坐 候。 いくらでも 永生き すれ はする 程德な 人で も 天命 は 致 方な きものに 御 坐 候 

伯林 もようく 少し 方角が 立ち かけ 申 候。 しかし 何分に も 同じ 様な 所が 澤 山に 有 之。 殊に 澤山 

の 町が 車の の 様に 集合した 廣場 (ブラ ッ ッと稱 へ大低 小い 公園の 様になり 樹木 花卉 を植へ あり 

候) にて は 折 i 行 先 を 間違へ どんだ 方向に 參る事 も 時よ 有 之 候。， 一 家 は 大抵 五 階と 定まり 居り 軒 

がよく 揃 ひ 居り 立派に 御 坐 候。 私の 窒は 二階に てつ まり 一番よ い 處に御 坐 候。 一軒の 家に は 無論 

數 家族 住居 致し 居り。 同じ 家に 居る 人で も顏を 見る 事 は 稀に 御 坐 候。 町よりの 人口に も戶じ まり 

あり 家 內の人 は銘. -に此 處の鍵 を も つ て. 外出 致 候。 しかし 日中 なれば 鍵 はなく 共 入 口の ボタン を 

引けば 奥で 鈴が なり 門番が 電氣 仕掛で 奥に 居ながら 戶を 開く 様になり 居り 候。 なほ 一 一階の 私の 窒 

を 借り 居る 家族の 住居の 人口に も 錠前 有 之。 來客 は此處 にて 更に 呼 鈴 を 押し 案 內を乞 ふ 様になり 

居り 候。 私 は 此處の 鍵 ももち 居り 其 外に 自分の 窒の鍵 も 携帯 致 居り 候。 それ 故 私が いつ 家に 居る 
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か。 いつ 外出して いつ 歸っ たか 宿の 人 は 知らす とも 事の 足る 様になり 居り 候。 夜 十 時 過に なれ は 

玄關 より 階上 迄の 階段の 燈火は 消し 置き 候へ 共。 外より 歸 りて 玄關內 の ボタン を 一 度 押せば 電燈 

がっき 室に 歸 りついた 頃 ひとりで 消へ 候。 隨分 便利に 出來 居る ものに 御 坐 候.)」 日の 暮れて いよ 

夜になる は 九 時 頃 故 日が 暮れた と 思う ともう 十 時に 御 坐 候。 此れより まだ/ \- 日 は 永くなる 

事と 被存 候。 

市中の 辻 便所に 上等の 處 あり。 此處で 用 をた すと 五 f{ 位づ k 番人に 拂 はねば なり 不申 候。」 

獨逸 では 背む しの 人澤山 見受け 候。 此れ はどう い ふわけ かま だ 相 分らす 候 

先 は 右 迄 草ぶ 申 上 候 余事 後便に 讓り可 申 候 草 M 

五月 十三 日夜 十 時 

父上 様  . 

母 上様 

八 OA  (補遺 九し 

六 曰 五日 土 午後 一時 I 二 時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 

謹啓 御手 紙 難 有 拜見致 候 追、" 暑さに 相 向 ひ 候處御 一 同様 御 揃 御機嫌 ま 敷 御 暮し被 遊 候 由 大慶 

此事 に 御 坐 候 下而 私事 到着 以來 至極 息災に 勉學致 居候 間 乍 博 左様 御 安神 被 下 度 候 

伊野 邊兄 上様 御 死去の 模樣詳 敷 御 報 被 下 難 有拜見 致し 候。 折 柄の 場合 殊に 遠隔の 地に て どの位 

か 御 一 同様 御 心 勞被遊 候 事と 遙に御 推察 申し上げ 候。 誠に 不幸と も 何とも 申 樣無之 次第にて 唯よ _ 
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夢の 様なる 事に 御 坐 候 

當地も 暖氣相 催し 候が、 日本と は 氣候甚 しく 相 遠 致し 居る 樣 にて、 まだに 冬服の み 着用 致 居り 

候。 日中 日の 照る 時 は 少し 冬服に て は 暖か 過ぎ 候へ 共 夕方より はズッ ト冷氣 を 催し 外套が 欲しく 

なり 候。 大抵 晴天 勝ちに て 折 降り 候へ 共 ほんの 二三 十分 位ば らくす る 位に て 日本の 様な ド 

シ ャ 降り は當地 にて は 殆んど 皆無と 申す 事に 御 坐 候。 雨が ふる 中 を 男で も 女で も伞 なしにて 平氣 

で 歩き 居り 候。 傘 を 手に 持ちながら わざく 儒れ て 行く 人 も 有 之 候。 つまり 當地 では 雨が 少し、 

かふらぬ 爲 かと 被 存 候。 從て氣 候 乾燥に て 洗濯物で も 何でもす ぐに かわき 候。 叉 咽喉 も 乾き 易く 

時 i 水 が飮 みたくな り 候。 西洋人が 無闇 に 水 を飮む の は 此れから 起つ た 習慣 か とも 思 はれ 申し 

候。 I 

先日 當 地の 王立 劇場へ 參り オペ ラと 申す 物 を 見 候。 此れ は 音樂が 主にな つて 日本の 能と 芝居の 

相の 子の 様な 者に 御 坐 候。 舞臺の 道具立ての 上手で 眞に 迫る 事 は 驚く ばかりに 御 坐 候。 例へば 谷 

川の 景色 なれば 大きな 岩 組の 上から 瀧が どんく 落ち 谷川が 音を立て k 流れさに は 月が 出て 雲が 

段え に 動きて 月 を かくし 又 現 はし 谷間へ 霧が If 卷て 出て 來 たりす ベ てこ しら へ る 事と は 思 はれす 

候。 又 夜 明 近く 東の 空が 段え に 白み 星の 光が 一 つ 消へ 二つ 消へ て ほの くと 明けて 行く 處な ども 

巧な ものに 御 坐 候。 音樂 はとても 日本で は 聞かれぬ 巧妙な ものに て。 又 唱歌 は 時として 百 人位 舞 

臺へ 出で 歌 ひ 盛な ものに 御 坐 候。 直 段 は 五 円 位より  一 H 位 迄にて 學生は 二割 引に 御 坐 候。 入場料 

の 外に は 一 一十 f{ 位 帽子 ゃステ ッ キの預 り賃を 取る のみに て 日本の 芝居より は 簡單に 御 坐 候。 劇場 

の 建築 は 余り 立派で もな く 候。 見物人 も 思の 外め かしても 居らす 候。 
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當地 では さ 中 飛行船の 研究に 全力 を そ，^ ぎ 居り 陸軍で は 毎日の 樣に氣 球 を 上げ 練習 致し 居り 候 „ 

フ  現に 昨日な ど は 私の 宿の 上 を 近く 飛行 致し 居り 候。 図の 様な 形に て 人の 乘る籠 

の 後に 風車の 様な 者 あり 此れ を廻轉 して 進行し 後の 舵に て 自由に 飛行 致し 候。 

發 動機から 出る 烟を 後に 引きながら 飛び 行く 所 は 盛な 者に 御 坐 候。 當地 では 第 

一風が あまり 吹かす 叉 海が 遠い 故 自由に こんな 事が 出來 るかと 被存 候。 日本で 

つリ.  はま だすぐ に は 採用し 難く と 存じ 候。 

野 並 ェ學士  (御醫 者の 野 並さん の 甥に て 熊 本 高等 學校 以来の 友人。 町 田 醫師の 婿) 此頃當 地へ 

參 り久. - にて 面 會 致し 候。 同人 は 竹 崎と 同 樣大藏 省の 烟草 專賣 局に つとめ 居り。 昨年より 焖草製 

造 器械 視察 の 命 を 受け て 巡回 中 に 御 坐 候。 異境 にて 舊 友に 面會大 に 愉快 を 感じ 申 候。 

此 前の 日曜日に 日本人 五 人 連れに て 伯林 東南の 湖水へ 遠足 致し 候。 嵐 車に て 一 時間ば かり 參り 

そ れ より 小 蒸 潔 に て 湖水 を 横断 致し 候。 日本に あり そ うな 松林 の 中 を 日本人ば かりにて 散歩 致し 

異境 に ある 事 を 忘れ 申し 候。 當 地の 雀 は 少し 日本の 雀と は相逮 致し 居り 頭の 黑ぃ 紋が 判然 致さす 

候 0 山 がらの 樣な鳥 も 見 申し 候。 處立麥 畑 有 之 候へ 共う ね も 何も 作らす 平地へ まきばな しにて 一 

向 不出来 千万な ものに 御 坐 候 農業 は 一 向 不熱心と 見へ 候。 一 体に 土地の 痩せて 居る 事 は 目に 見へ 

候。 樹木の 綠 色の 薄くて 美し いのは 一 つ は 土地の やせた 爲と 申す 事に 候。 すべて 何處 も。 ほこく 

の 砂地に て。 それで 當地 では の 萌しが よく 出來 るとの 事に 候。 當 地の 西洋う どは柔 くて 實に 

うまく 肉の かたわらに は 極めて 適 営な 野菜に 御 坐 候。 

日が 長くなる ばかりにて 九 時 頃が 来ねば 暗くなら す。 日が 暮れた と 思 ふとす ぐに 十 時に なり 妙 
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に おもわく がちが ひ 候。 朝 も 六 時に 起きる と眞晝 間の 樣 にて 日 はもう 中天に のぼり 居り 候。 此れ 

で は 冬 の 日 の 短 かさ も 想像され 候。 

當也は 世界中で 有名な ビ ー ル國 にて 女で も 小 供で も 水の 樣にビ ー ル をのみ 候。 尤も こちらの ビ 

1 ルは 日本の よりも アル コ ホル 分遙 に， 少く 一  合 や 二 合で は醉ふ 事な 無 之 候。 安い 事 も隨分 安く。 

當 地で はま づ 日本で 番茶 を かぶく のむ 位の ものら しく 候。 大きな 馬車に 罎詰 のビ ー ルを 積んで 

日立 配達し あるき。 叉 家ぷの 下女 は 大きな 口の 廣ぃ 一 升德利 位の ビン を か、 へ て 近 處のビ ー ル屋 

へ 買いに 參り 居り 候。 

當 地の 婦人の 服装な ど は 概して 質素 かと 思 はれ 候 C 祭日な どに は隨 分め かした 風 も 見へ 候へ 共 

1 休に 地味な 風に て 殊に 若い 娘な ど 程 地味な 鼠 か 茶 位の 飾 も 何もない 服 を 着。 男の きる 様な 茶帽 

子 を かぶり 居り 候。 あまり 派手な の は 大抵 醜業婦 だと 申し 候。 叉 寒い 日で も 薄着で 出歩いて 居る 

のに 驚き 候。 よく 風 を ひかぬ 者に 御 坐 候。 下女な ど はきたない 着物 を ひっかけて 帽子 も 何も かぶ 

らす 大きな 辋 袋へ 肉 や 野菜 を 入れた の を か、 へて あるき 居り 候。 男の 帽子 は黑の 山高帽 (土 佐で 

いふ ドイツ 帽) が 一番 多く 中折帽 や 麥藁帽 など は少く 候。 やっと 十三 四 位の 小 供が 山 高 精で 往來 

致し 居る は 余程 我よ の 目に は 可笑しく 感ぜられ 候。」 

當 也の 住民 は 田舍の 空氣を 珍重し。 日曜な ど は 競 ふて 遠足に 參り 候。 嵐 車賃 も 非常に 安く 都合 

よく 出來 居り 候。 パ ンゃ サンド ウイ ツチ。 菓子な ど持參 にて 出かけ 珈珠 店で コ， I ヒ ー 一 杯 位 買つ 

て 安上りの 遊山 を 致し 居り 候。 叉 人の 遊びに 出る 處には 到る 處ビ T ァホ T ルゃコ ー ヒ ー 店 あり。 1 

ビ— ルの 一 杯 も， れば 其處の 腰掛で 半日 位 こしかけて のんきに 遊んで 居ても 一 向い やな 顏 もされ 8 


ぬ 様に 御 坐 候。 つまらぬ 事ながら 獨 逸人の 質素な 暮し 方が わかり 申し 候。 中には。 ハンと ビ— ルを 

か、 へ て 松林の 中へ はいり 草- g の 上で 飲食し グ—/ \. 晝寐 して 居る もの も 有 之 候。 一 

日本の 新聞 は 東京より 一 一種 送り くれ 日本の 享情 もよ くわ かり 申し 候 間 御 安心 被 下 度 候。 日本人 

の^ 樂部 へ 參り候 へ ば 主要な 新聞 雜誌類 は 大抵 參り 居り 便利に 御 坐 候 

な 「は 色よ の 花盛りに て 家.. の 高い 窓に 紅白の 花、 鉢に 唤き 乱れ 美しく 候。 又 花屋に は 中. M 大き 

な 店 有 之 珍しき 立派な 花 を 飾り立て 目 もさめ るば かりに 御 坐 候。 芍藥も 唯今 ゆ、 き 居り 候。 K£ 薇 や 

蘭の 種類の 澤山 にて 花の 大きな 事 は 驚く ばかりに 御 坐 候 

先 は 右 迄 余事 後便 に 譲 り 申 候 草 i 

六月 五日  寅  彥 

父 上様 

母上 樣 

八 穴 A  (補 遣 一 〇) 

六月 二十 五日 金 午後 六 時 —七 時 伯林より 高 知 市外 江ノ： 3 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 

謹啓 毎ミ 御手 紙 被 下 難 有 奉存御 地に て はもう 余程 暑く 相 成 候 事と 存 候が 皆.. 樣御變 り もな く 

御機嫌よ く 御 慕し 被 遊 候 由に て 何より 重疊の 儀に 御 坐 候 次に 私事 も不相 變元氣 にて 勉學致 居り 候 

間 乍 憚 御 安心 被 下 度 願 上 候 

此度は 小 供 等の 寫眞數 え 御 送り 被 下 難 有 御 禮申上 候。 皆よ 息災そう にて 喜ばしく 候。 貞子 のか 
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け 居る リボン は 定めし 先達て 土產 にっか はし 候 品 かと 被存 候。 東 一 の 帽子 も 東京より 持ち 歸り候 

ものに て 見 覺へ有 之 候.」 此頃は 喇叭 も 上手に 吹き 候 事と 被存候 C 中 >  ニハ かしそう な顏を 致し 居り 

定めて 御世 話の やけ 候 事と 被存候 C 正 二 も見變 へる 様に 成長 致し 居り 喜ばしく 候。 なる 程 此の 子 

はおとな しそうな 顔 を 致し 居り 候が 此れ もやが て 大概の 者に は 相 成り 可 申 候。 . 此の様に 並べ て 見 

れば早 や 私 も 三人の 小 供のお ゃぢ になった かと 今更の f に 驚き 申 候" 御 一笑 被 下 度 願 上げ 候。 寛 

子 も 少し は 肥へ 候 様に 御 坐 候が 元来 虚弱 故 牛 a は 矢 張 継け て 用 ひ 候 樣御云 ひ 付け 被 下 度 候。 貞子 

も 人並より は 滋養物 を 要し 候 故 矢張り 飲める だけ 牛 孰 をの ませる が 肝要と 存じ 候。 何よりも 病氣 

が& ろしく 候：  . 

當地 はま だに 凉 しく 始終 冬服の み 着用 致し 暑い と 思 ふ 日 は 無 之 候" 本日 正午の 溫度 六十 七 度 位 

に 御 坐 候。 誠に 暮 しょき 事に 御 坐 候。 

朝 大抵 六 時半に 起きて 冷水に て 全身 を 拭き 候。 ft,;:! こうい ふ 形の 水壺に 人れ た 水 を 洗面 鉢 

に 人れ 頭から 足の 爪先まで 拭 ひ 候 寒い 日で も 窒內へ は 風が 入らぬ 様 寒さ は 感じ 不中 候。 それよ 

り 髮をブ ラ シ と 櫛で 搔き 分け-" 剃刀 をと い で 鬚 を そり 候。 始めは 中 i 面倒に 思 ひ 候 へ 共 馴れ & ば 

十五 分 位で 一 切す ませ 候。 其內に 下女が 珈琲 を 用意して 來て 人口の 戶 をコッ /\ とた、 き 申 候, 


コ ー ヒ— 人の と 牛乳 人の 銀の と。 パンの 人った 皿 I 


と。 バタの 小皿 3  C ヽノ タは 
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丸き 型に 人れ て圑 子に して あり 候)。 それから 砂糖と ナイフと ナプキン fllj じと を 長方形の 

盆に 人れ て 机の 上に 並べて 行 *p 候。 序に 土地の 新聞 も 持って 參り 候。 それより 子ルの 和服 を 着た 

ま、 で 新聞 を 見ながら パ ンを かじり 暑い コ ー ヒ ー を 一 一杯の み 候。 此 コ ー ヒ ー を吞 むが 毎日の 大き 

な樂 しみに て 氣が淸 i 致し 候。 ハ ンは 日本 流の 切った パ ン ではなく  こ うい ふ 形に 一 つ 

く 燒ぃ たものに て 少し 固く 候へ 共 風味 は宜敷 候。 此の パンニ 切れに て 毎日の 朝飯が すみ 候 C そ 

れ よりそ. ろく 着物 を 着かへ て學 校へ 行く 手帖な ど そろへ 候. - 郵便 (日本よりの) は 大抵 此 時刻 

に 參り候 = 叉 宵に 戶の 外へ 靴 を 出して 置けば 朝 出掛ける 頃 迄に 奇麗に 磨いても との 處に 置いて く 

れ候故 此れ を はいて 窒を出 廊下の 帽子 掛から 帽とス テツ キを 取って 姿見で ー邊 身の まわり をな ほ 

して 出掛け 候。 階 子 段 を 下りる と 門番の 家內が 掃除 をしたり 扉の ガラス を ふいたり 致し 居り" 

「おはよう」 を 云って 出かけ 候。 一町ば かり 行く と 電車の 線路へ 出 候。 こ k の 電車の 乘り 場に 毎 

朝 新聞 を賨 りに くるお や ぢが會 ふと 帽子 をと つて 挨拶 致し 御な じみに なり 時. -ー 一 戔五厂 出して 新 

聞 を 買 ひ 候。 電車の 中で 新聞 を讀 みながら 長い 立派な 町 をい くつ も 通って 二十 分 乃至 三十 分で 大 

學の 近所 迄參り 候。 大學の 玄關の 中の 廣 間の 壁に ある 色よ の 廣吿を 見て 居る 內。 時間が 來 るから 

敎 場へ はいり 候。 大抵 十五 分 位 遲れて 先生が 室へ はいると 生徒が 皆 靴で 床板 をガタ くと 踏み 鳴 

らし 騒し く 候。 始めは 何事 かと 吃驚 致し 候が、 此れが 先生へ 對 する 歡迎の 意 を 表すら しく 候" 一 

寸不思 儀な 習 惯に御 坐 候。 講義が 終る と 叉 ガタく 踏み鳴らし 候。 十一 時 頃になる と。 畢生が 廊 

下 や 敎場ゃ 庭で 立ながら パ ン ゃサ ン ドウ イツ チを むしゃ/ \- 食い 居り 候。 女の 畢生 も平氣 でむし 
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やく かじり 居候」 實 際朝パ ンー 一切れと コ ー ヒ ー 一 一杯で はぢ きに 腹が へ る わけに 御 坐 候。 しかし 

日本人 は 大抵 一 時 頃まで 我慢 致し 候- 一  時 頃に は 市中 行きつ く 先き の 料理店へ はいり 晝飯を 取り 

候 C 大抵 六 七 拾 位に て ソップ と 肉 二 皿。 外に 菓 物の 砂糖 H3( もしくは サラダ) と 菓子 一 切れ (又 

はチ ー スか 生菓) 有 之 外に何か 飮物 ラム 子。 ピ ー ルの樣 な 者 を 取り 候。 飮 物で もうける 由に て飮 

物 を 取らね は 七 戔五厘 位 唯 取られ 候" 此の 如く 晝飯は 非常に 安く 候へ 共 夕飯 はどうしても 高く つ 

き 候。 土地の人 は 夕飯 は 多く 宅で 食 ふ爲め 自然そう なる 事と 存じ 候。 先 づ肉ー 鉢と 菓物 位に て ど 

うしても 一 w 位に 相 成り 候。 尤も 夕食の 肉 は 一 皿 取れば たっぷり 腹の はる 位 は 有 之 候。」 夕飯 は 

七 時 頃から 八 時 位に なり 候が 此の 前に 腹が {仝 く 故 五 時 頃に 珈琲 店へ はいって コ ー ヒゃ 紅茶で パ ン 

菓子 を 食 ふ。 此 時刻に は 相當な 珈琲 店で は 皆 音樂を 聞かせ 候。 コ ー ヒ ー 一杯が 十二^ 位 紅茶の 方 

が 高く 十五 位に て 割の 高い に 驚き 候。 ビ ー ル が 安き 故 土地の人 は 多く ビ ー ルを大 コップで 吞み 

居り 候。 女 も 小 供もビ ，ルを 呑み 候が 私はス グに眞 赤に なりて 困り 候 故 夕食の 外 は 余り ビ ー ルは 

のめす 大抵 コ ー ヒ ー に 致し 居り 候。」 學 校へ は 朝と 夕と 大抵 二度 往複 致し。 外に 近い 處の 語學の 

先生へ 參り 候。 夜 は 夕食の 時 近邊の 日本人と 一 處 になり 少し 話しで もして 歸れ ばもう ぢ きに 十 時 

にて ねむく 相 成り 候。 土地の人 は晝飯 後に 一 時間 か 一 一時間 晝寐 する のが 通例の 由に て 其 代り 夜 は 

十一 一時 過き 迄 起きて 居り 朝 は 叉 寐坊を 致す 由に 御 坐 候 夜具 は 鳥の 羽根 人り にて 工合 宜敷 候が 肩 蒲 

圑の 大きな の を 一 一枚 布き て 枕が 高くな り 過ぎ 日本人に は 少し 都合 惡 しく 候が 段 i に 馴れて 參り 候。 

夜 窒內で 用 ゆる 便器 は 寢臺の 傍の ^1!^^ の 様な 小 机に 人り 居り 候が なんだか きたない 様で 一 le 


度 も 用， ひ不 申。 日本人 は 誰も 同様ら しく 候。」 髮っ みは 大抵 一度 三十 五戔か 四十 堯 位で 出来 候。 

風呂 も 二十 五戔 位に 御 坐 候。  ，，、 

八月 九月と 兩 月の 間 學校 休暇に 相 成り 候。 此 間に 皆 諸方 旅行 致す 様に 相 成り 居り 候。 私 も此休 

には^ • より 一 ？ is へより 露 西亞へ かけ 六 週間 位 旅行 可 致と 存じ 文部省へ 旅費 支出 

の 願書 を 差 出し 置き 候。 多分 下附相 成る 事と 存じ 居り 候。 いづれ も 北の方の 國.^ 故 暑中の 旅行に 

は 最も 遗當 と被存 候。 色ぶ 珍しき 處を 見物 可 致と 相樂 しみ 居り 候 

なま 色.. 申 上 度 事 も 有 之 候へ 共 余 は 後便に 譲り 申 候" 草. - 

六月 廿五曰  寅 彥 拜 

父 上様 

母上 樣 

一 1 申 時 御 自愛 か へ す/ \專 一 に奉存 候。 乍 憚 いづれ も 様へ 不惡御 鳳 聲被下 度 願 上 候 

~,  . 再拜 

九 二  A  (補遺 一 一 ； 

七月 十八 B  B 午後 二 時 1 三時 伯林より 高 知 市外 江ノ  U 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 

謹啓 御 地 ぶて は 炎暑 漸く 凌き 難き 頃と 存候處 皆 i 樣御變 り もな く 御機嫌. K 敷 御 暮し被 遊 候 御 

事と 大賀 至極に 奉存 候下而 私事 不相變 至極 健康に て 風邪 も 引かす 食事 もよ く 進み 夜 もよ く 安眠 致 

し 候 間 左様 御 安神 被 下 度 祈り 申 候" 當地 はま だに 一 日 も 暑い と 思 ふ 日 は 無 之 寒暖 は 七十 度 を 上 
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る 事 は 稀に て 誠に 暮 しょき 事に 御 坐 候。 西洋人 は それでも 夏期と い へ ばいく ら凉 しくても 田舍へ 

避暑に 出掛ける 事に 極め 居る ものと 見へ 此頃 田舍ゃ 海岸へ 旅行す る 人お びた しく 三十 万人の 余 

も 出掛けて 居る 由 新聞 にて 承知 致し 候。 當 地の 家屋 は 日本の 家屋と はちが い 家具 其 他 其 儘 にさし 

置きて 家 を閉ぢ 門番に 見張り を賴 みて 家內中 総出の 旅行が 出来る 様になり 居り 候， し 家 內の中 一 人 

位 伯林に 留 りても 毎日の 食事 は 到る 處の 料理屋に て 食 ふ 故 不便 は 無 之 候。 市街 を往來 致し 候ても 

家よ の 窓の 格子 戶を 下し 総 留守と 見へ る 家 非常に 多く、 叉 町の 往來も 目に 立つ 程 淋しく 成りた る 

樣に御 坐 候。 一 つ は 夏期 旅行 をす るの が 中流 以上の 人の 見榮 にて 此れ を やらねば 肩身が せば き樣 

な 工合に て 中には 借金して 迄 出かける 馬鹿 も 有 之ら しく 候。 新聞の 短篇 小說 などに もよ く 此の 弊 

をう がった のが 出 候。 そしてい くら 寒くても 薄い 夏服 を 着て あるいて 居る の は 少し 馬鹿らしく 見 

へ 候-し 

今日は 日曜に て 町 は 一 層 淋しく 候。 日本 なれば 日曜が 一 番賑 かなわけ に 候へ 共此處 では 反對に 

御^ 候。 第一 日曜に は 市中の 店屋 は 大抵 商賣を 休み 店の 窓に は 幕 を 下し 候 故 町 を あるいても つま 

らす。 市中の 人 は 大抵 近郊の 森 や 湖水へ 遊山に 出かけ 伯林 は 御 留守に なり 候。 尤も 朝 十 時と 晚の 

六 時には 敎會で 御 勤めの 說敎を 聞く 害に 候へ 共 此れ も 出ぬ 人 多き 様に 御 坐 候" 日曜に 商 買の 止る 

の は 馴れぬ 日本人に は 犬に 不便 を 感じ 候。 尤も 日用品の 店 だけ は 朝 十 一 時 頃から 一 時 頃 迄の 時間 

を 限りて 開き 候 故 どうか こうか 用 は 便じ 候へ 共 矢 張 不便 は 不便に 相違な く 候外國 人ば かりで なく 

土地の人 も 商人 自身 も內 心で は 余程 不便に 感じ 居り 候へ 共 昔からの 耶蘇 敎國の 習慣に て どうも 休 

裁 上 やめる わけに 行かす 少し 持て余しの 氣 味に 見受けられ 侯つ 但し 料理店 珈琲 店の みは 日曜で も 
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開き 居り 候 故 食 ふ 事に は 困り 申さす 候。 英國 では 此れ も 休業 致し 候 由に 御 坐 候 C 一体 獨 逸の 方 は 

比較的 こんな 事の やかましくない 國の 由に 御 坐 候 

當 地の 小擧校 では 夏休み 中學 校に て 生徒の 圑体を 作り 山 や 林 へ 避暑に 出かけさ 氣の よい 處で愉 

快な 圑体 生活 をさせる 様な 仕組 有 之 候。 又 普通 市民の 團体 旅行 も あり。 嵐 車な ども 特別 割引に て 

安上りの 旅行が 出 來る仕 かけに て 此れ は此 頃日 本で も 少し はやる 様に 御 坐 候。 

當地 も增稅 問題の 行惱 みに て內閣 更迭 致し 候。 烟草ゃ 酒 や マツ チ迄 非常の 增税 にて 来月から す 

つと 騰贵 致す 由に 御 坐 候。 マッチ 一 つが 從來五 厘 位の 處 此れから は 一 つ 一 戔三厘 程に なり 候 由" 

大分 市民の 頭痛に 御 坐 候。 政府の 金に 困る は 日本ば かりで もない と 見へ 候。 

獨 逸人 は 鬼 角 綿密 家が 多くて 念に 念 を 押す 流義 にて 例へば 何に でも 張り札 をして 誰れ が 見ても 

わかる 樣に 致し 置き 候。 例へば 嵐 車に のりても、 此窓を どうして あける とか 此處を 押す とどうな 

ると か 一 ぷ張 札が して あり 二等 客車 は 此の 邊に とまると か  一 M 揭示 がして あり 候。 品物で も 使用 

の 目的が 書て あり 例へ は 便所の 掃除 をす る 刷毛の 柄に でも 此れ は 便所の 箒 だと 書いて ある 樣な風 

にて。 余り 手が 足りす ぎて 滑稽な 事 も 有 之 候。 

なほ 色. - 御 話 も 有 之 候 へ 共 本日 は 右 迄 余事 後便 に 讓り申 候 草 

七月 十八 日  寅 亲 

父 上様 

母 上様 
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九 八 A  (補 遣 ニー) 

七月 下旬 伯林より 高濱淸 氏へ 〔綣 はがき 乗合馬車 及び 傍に ベンチ、 人 二三 名の 捨 明治 四十 二 年 九月 

「ホ トト ギス」 より〕  ， 

〔表に 〕 

何 か 書かねば すます、 蚩 曰く 種 も 出 來てゐ るが 忙しい のと 與が乘 らんので まだ 何も 出来ません。 

內 閣が變 つたの、 煙草 や マッチ の稅が 上った とい ふ 様な 事 を 蚩 曰いても つまらす あり ふれて 居る か 

ら、 生きた 伯林の 寫眞が 書いて 見たい もの だと 心がけて 居ます。 どうか 氣 永に 待って 下さい。 

今日は 日曜で 町が 淋しい、 うら \ かな 日の 當 つた 町の 半分に 毛色の かわった 雀が 遊んで 居る。 

裏の ガル テ ン の 栗の 木で も 雀が 鳴いて 居る C やはり チ ュ ー., i となく  0 隣の 部屋で は 三十 過た お 

孃 さんが C ビヤ ノを彈 て 居る"、 

〔^に〕 

伯林の がた くり 馬車です 地下、 高架、 市街の 鉄道 やら 自働 車の はやる 町 を こんなの も 通る。 御 

者 も 車掌 も 居眠り C 間が あると 居酒屋で ビ ー ルを飮 む 

町が ァ スフ ァ ルトて 固めて ピ 力/ \ 光つ ている はい \ が 雨が ふるとす ベ つ て 馬が 時ぶ 前足 を 折 

る C そいつ を ビシャ 〔と〕 鞭で た 、く。 動物愛 護の 好適 例 

馬の 糞が 多くて さ 風 か 吹く と 粉が 鼻の 先へ 飛んで 來る。 そいつ を 善で H ンャラ く 掃く。 水 を 

まいて ゴムの 雜 巾で 拭き掃除 をす る。 
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±- 次 こ はちつ と美し い 方面で も 御 目に かけましょう 

下女 〔拿より 線 を 引き〕 眞赤 なの は 珍しくない。 日曜 は 兵隊さん と 遊山に 出力け る、 

f 乘 容の說 ia 

老敎授 鼻眼鏡 を 始終 かけたり 取ったり する。 今日 迄獨身 

勸 工場の 賣子 腸詰め を 三つ 頰 ばる 

老孃、 白粉 をぬ る 

「子 佻より 線 を 引き〕 營養 不良で 足の 骨が 曲って 居る。 メック に 泣 力ない 

、馬つ 说 J  ,  、 

此馬 寒い 日 は 毛布 をき る 足の 馬 鹿氣 て 大きな 馬 町が 固い からい やに ボカく  f 鳴る 

「 -it の^ 方 を橫 S る 婦人の 說明 J  ？ 1 . ) 

コチフ 1 下女 は 大抵？ I すに 歩く。 此奴 は 少し 例外。 事によると ブリキ 屋の 御 神さん 力 も 

知れん。 ビ ー ルを 朝から 吞む 

「ベ ンチの 說明〕  ，、 、 

< ンチは あはれ に枵ち 汚れて 居る (今朝の 新聞に ベ ンチ 改良 論 力で た) 

一 0  一  A  (^§遺 一 三) 

、nT\B  B 午资ニ  上 一一 時 伯 休より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏-  く 

I" 毎 A 無事 S f 承り I 万 ま i 候下而 私事 不相變 無事 研 雲 I 間 乍 渾左樣御 
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安神 被 下 度 析申候 學校も 休暇に なり (八月 初より) 目下 は專ら 語學の 練習 致し 居り 候。 文部省へ 

請求 致し：. a き 候 旅费數 日中に 到猎 致す かと 存じ 居り 右 着 次第 豫定の 旅行 發程 致すべく と 存じ 居り 

候- 當地は 先日 來 天 多 く 例年に なき 寒さの 由に 候處 二三 日 前より 天候 乾燥と なり 土地の人 は 暑 

いくと 巾し 居り 候が 我 日本人に は 一. 向 夏ら しい 心地 は 致さす まづく 五月 初 頃の 樣な氣 候に 

御セ 候。 もう 此れより 暑い 事 はなさ そうに 御 坐 候。 當 地小學 校の 夏休み は 二三 日に て 終る 害に て 

避暑地へ 轉 居し 居た る 伯林の 家族 は 陸 績歸り 来り 候。 避暑 中 は 天氣が 悪くて 寒く 伯林へ 歸 ると 天 

氣が 直って 暑くなる C 意地の 惡 ぃ天氣 だと こぼし 居り 候。 こちらで も 七月の 幾日と かに 雨が ふる 

とそれ から 七 週間 雨 かふる と いふ 云い 傳へ あり 今年 は 丁度 其 日に 大雨が あった 故 雨の ふるの は當 

り 前 だと ilS の 老婦 人 は 申し 居り 候" か 様の 云い 傳へは 東西 一 致と 相 見へ 候。 

二三 日 前 加 藤弘之 男の子 息醫學 博士 加 藤 照 魔 (皇孫 殿下； 3r 醫) と 申す 方に 始めて 御 目に か k り 

色 i 御 話し 致し 候處. - 昔 父上 樣趣町 區上ー 一番 町の 角 屋敷に 御 住の 頃 加 藤 家と は 隣り合せ にて 往来 

致せし 由。 話の はしに 思いがけなく 相 分り 奇遇 を 歎じ 申 候。 照 if 氏の 御 令妹 (今 は山縣 さんの 御 

養子の 夫人) は 伊野部 姉上の 學校 友達に て 自然 照 麿 氏 も 寺 田へ よく 遊びに 參り 裏の M 一 根 を 破って 

往来したり 飯 を 御馳走に なったり した 事が あつたと て 色 M 昔話し 致され 候 最早 三十 年の 昔 なれ ど 

寺 田家の 家 敷の 模様な どよ く 記 臆 致し 居られ 手帖へ 屋敷の 図 を 書いて 示され。 門 內に亭 があって 

其 前に H-at; が 見事に いて 居た 事な ど 話され 候。 歐羅 巴の 眞 中で 此の様な 昔話し を 聞く は 誠に 

夢の 樣に御 候。 

先日 は大 坂に.^ 穴 有 之 一 万 三千 軒 も 損害 有 之 候由當 地の 新聞の 電報 欄に て 承知 致し 候。 珍しき ^ 


大火に 御 坐 候。 當 地の 火事 は 一 度 出 遇 ひ 見物 致し 候が 誠に 見榮へ のない 火事に て 大きな 室の 二階 

の 一 しきり だけが 火事に て 三階 や 四 階の 人 は 平 氣で窓 や 破風へ 出て 見物 致し 居り 候。 一軒 丸燒け 

になる 様な 事 はめった にないと 見へ 候。 それで 今度の 大 坂の 火事の ような 事 は 土地の人に は 想像 

がっかぬ 事に 御 坐 候。 當 地の 街の 主な 辻え に は 火災報知器と 申す 郵便 函 のよう な もの 有 之。 火叟 

を 見つけた 人 は 誰れ でも 此の 器械で 近處の 消防隊へ 電報し 早速 驅 けつけ させる 様になり 居り 候。 

こうい ふ 設備の 行き届き 居る 事は獨 逸が 第一 との 事に 候。 又 街に て 怪我人で も 出来れば すぐに：^ 

れを 救護す る 所が 到る 處 にあり。 其の 救護所の ある 場合が 辻. -に 誰れ でも わかる 様に 揭 示し 有 之 

候。 又 町 を 流れる 河の 岸 橋の 袂 などに は 浮袋 を 目につき： ぃ處へ かけあり 誤つ て 河 へ 落ちた 人で 

も あれば すぐに 浮袋 を 投げる 様に 出來 居り 候。 叉處. - 救護 用の 小船 をつな ぎ あり。 又 溺死 人 を 蘇 

生させる 人工呼吸法 を鎗 人で わかり； 3^  く說 明した 建て 札 も あり 凡て 隅から 隅迄氣 をつ けて 準備し 

て ある 様に 御 坐 候。 其 他行 倒れ や 貧乏人の 病人 を 入れる 病院な どの 設備 は 立派な 者の 由に て。 又 

皇后陛下の御思召にて^^生兒を^とっ て世話する大きな育兒院もぁる由に御坐候。 こんな 行 届い 

た處 でも 毎日の 新聞に 怪我人 や 各種の 犯罪、 自殺、 などの 出ぬ 日 はなく 此れば かり は 東西 同一 に 

御 坐 候。 昨日の 新聞に は 風船に 乘 つて さ 中で 情死 を 遂げた 馬鹿者の 話 有 之 候。 

先 は 右 迄 余事 後便に 讓り申 候. - 私 旅行 中 にても 御手 紙 は 矢張り 伯林の 同し 宿へ 御 差 出願 上 候 

八月 八日  寅  彥 

父 上様 

0  上樣 
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なほ/ \ 街 自愛 專 一に 奉存候  ！! 

一 三 四 A  (補 造 一 四.)  へ 

九月 二十 六 曰 B 午後 九 ト》； I" 時 伯林お り 高， 5 巿卟江 ノ：； 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏へ ■  ！ 

議：： 扱て 私事い よく 昨日 無事に 伯林へ 歸着 致し 先日 來の 御手 紙殘ら す拜見 致し 候 御 一 同鎵 

御 揃 御機嫌-;;:: i 敷御暮 し 被 遊 候 由 又 小 供 等の 模様 も 詳しく 御 報 被 下 難 有 拜見大 に 安神 致し 候" しか 

るに 別 役 兄 上の 御 病氣は 誠に 困りた る ものに 御 坐 候。 何とか 都合よ く 快 愈 致せば ま 敷と 祈り 候 裏 

に 御お 候。  -  j 

去月 十八 rn 伯林 出 發以來 六 週間 に 近き 長旅 行 にて あらゆる 國. -の 主なる 場所 を 見物 致 し 非常 の  1 

知識 を 得 巾し 候。 久 i にて 伯林に 歸り 候へば 矢張り 一 時 宅へ でも 歸 つた 様な 心 持 致し 候。 妙な A 

の に 御^ 候。 今回の 旅費 は 多分 文部省より 支給 相 成る ものと 見込み 返事 を 待た す出發 致し 候が。 

會計 上の 都合に や 未だ 下賜に 相 成らす 少し 思 はくがち がい 候。 しかし 出 發前其 筋 と の 內約も 有 之 

候 事故 會計 の 都合つ き 次第にて 後より 支給 有 之 事と 希望 致 居り 候。 なほ 更に 文部省 の 方 へ 手紙 差 

出し 置き 候 間其內 返答 有 之 事 かと 被存候 C 旅費 は 全体にて 五 百 円 位に 御 坐 候。 しかし 今度の 旅行 

で 得た 管識は 充分 其れ だけの 價は有 之 事と 考 へられ 候。 旅行 中 殊に 露領 フィンランド、 瑞典、 那 

^,  T 抹の諸 所に て は到處 意外の 好 遇 を 受け 愉快 を 感じ 申 候。 此れ等の 國の人 は いづれ も 露西亞 

の 侵 St を 恐れ 居れ 居る 故 日露 戰爭 にて 露國の 敗れし を 非常に 喜び 居り 候。」 しかし 露 西 亞人も 中 

-f-iK 切な 人間 多く、 日本人に 對 して 惡感 きを 袤き 居る 樣の風 は 少レも 見へ す 候 C 獨 逸人に 比すれ 
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ば 北國の 人種 は 何となく 重 M しく そして 親切な 様に 思 はれ 候。 露西亞 では 希臘敎 の 信仰 深く 往來 

の 人 は 上下 贵 賤の^な く 寺院の 前 を 通る 毎に 胸に 十字 を 画いて 禮拜 致し 候。 又 寺の 大僧正 を 生 神 

の 様に 尊び 其 着物の 裾に 接吻 せんとて 爭ひ 群り 候。 從て 寺院の 宏大なる 事 は 恐らく 露國が 第一 か 

と 思 はれ 申し 候。 日露 戰爭の 際 皇帝が 戰勝を 祈られた とい ふ カザ ン 寺院 を 見物 致せし 時 は 妙な 心 

地が 致し 候。 此 寺に は 昔し ナポレオン を 破った 時に 分捕った 佛蘭 西の 軍旗が 澤山 飾り あり 候。 又 

露西亞 では 學校 でも 停車場で も 到處に マリアの 聖像 を 祭りて 蠟燭を 点し あり 候。」 瑞典は 一 体に 

森林の み 多く 其れ も 大木 は 少しもなくて 耕作地に 乏しく。 叉 那威は 大部分 雪の 断へ ぬ 岩山 多く 人 

口の 疎な 叟は 驚く ばかりに 御 坐 候。 何處へ 行て 見ても 矢張り 日本の 様な 結構な 國は少 い 様に 思 は 

れ候。 瑞典那 威の 人と も 話し 致し 候が いづれ も國の 不毛に て 物産の 乏しき 事 を 歎じ 居り 候。 那威 

は 唯 漁業 盛に て 洋行 以來 此國で 始めて うまい 魚肉 を 貪し 候。 丁抹も 小い 國 にて 一面の 平地で 山と 

いふ もの はなく 候。 和 蘭で は 牧畜が 盛と 見へ 見渡す 限り 牧場ば かりにて。 眞綠な 草原に 牛馬 羊啄 

鵞鳥 を 飼い 居り 面白い 景色に 御 坐 候 C 又此國 では 菓 物の 栽培 も 可也に 盛と 見受けられ 候。」 獨逸 

の ライン 河の 兩 岸の 山腹 は 一 面の 葡萄畑に て 有名な 葡萄酒の 製造 地澤 山に 有 之 候。 此の 邊の 景色 

は 有名な も の に 候が 天然の 美し さは 日本人 の 目に は 驚く 事 も 無 之 候が。 唯 家屋 道路 公園 並木 等 人 

ェの美 は 流石に 日本で は 見られぬ もの も 有 之 候。 何處を 通っても 田舍 道の 並木の 美し い 事に は感 

心 致し 候。 村の 小 供で も往來 人で も 樹木 ゃ植込 を 荒らさす 大事に すると 見へ 候。」 風車 は 和 蘭よ 

り獨逸 へ かけて 多く 中 > 、風流な ものに 御 坐 候。 つまり 一 面 平地に て 急流がない のと 暴風の 少 ぃ爲 

かと 被存 候。」 國 M の 都 や 小い 町で も 其れく 美術 舘ゃ 博物 舘 あり 美術 舘 の石脊 像の ある 處 など 
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には小學生が澤山遊びに來て^！：！生の稽古など致し居り" 博物館へ は兩 親で 小 供 を 連れて 遊びに 參 

り。 談笑の 間に 實物敎 有 を 致し 居り 此れ は 誠に 結構な 事と 羨し く被存 候。」 和 蘭で は 日本製 ゃ模 

造の 陶器 を 賣る店 多く 有 之 候。 又 和 蘭 製の もので も 一 体に 東洋 趣味の 品 多く 立派な 茶器に なると 

思 はれる もの も あり。 欲しく 思 ひ 候へ 共 運搬の 六 かしき ものに て殘 念ながら 思 ひ 止り 候。 ハ ー グ 

の 美術 舘 では 立派な 薩摩燒 を澤山 見受け 候。 

なほ 色 i 御 話し 有 之 候へ 共 後便に 讓り申 候。 草 

九月 廿 六日  寅 彦 

父 上様 

母 上様 

1 一伸 時候 柄 御 自愛 專 一 に 奉存候 

金 は 文部省より 旅費 支給の 有無に て 未定に 候へ 共用 心の 爲十 一 月末 頃 迄に 五 百 円 位 御 送り 被 

ド候は 1. 好都合に 御 坐 候。 今年 中 は 大丈夫と 存 候へ 共用 心の 爲十 一 月末 迄に 願 上 候 

I 四 六 A  (捕 遺 一 五) 

十一月 十六 日 火 午後 一一 一時 —四時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町 太 川筋 一 五 五 寺 E 利 1^ 氏へ 

0^ 塞氣 次第に 相 加 はり 候處御 一 同様 益. - 御機嫌 ま 敷 御 暮し被 遊 候 赴大賀 至極に 奉存候 下而 

私事 不相變 無事 相暮し 居候 間 乍 惲左樣 御 安神 被 下 度 祈り 候。 此 頃は擧 校の 方 忙しく 毎朝 七 時に 起 

きて 出校 致し 候。 もう 日， がメ ツキ リ短ズ なり 日の 3i が，： 半日 _ の 入， が .M^E-J^J: 坐 候 ま，， だ— く 
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日 は 縮まる ばかりに 御 坐 候。 錄朝 霜は眞 白に 下り 寒暖計 は 氷点に 下り 候。 しかし スト I ブを たき 

候 故 室內は 常に 六十 度 位に 保た れ暮し 易く 候。 どうしても 西洋の 家 は 凡て 冬向きに 出來 居り 候" 

四 五日 前旣に 初雪 降り 候が 積る 程 はふら す、 其 翌日 は 暴風の 様な 天氣 にて 建築の 損害 あり 又 市中 

の 看板が 落ちて 往来 人の 怪我な ど 有 之 候。 當地は 風が 稀な 爲 建築 等が すべ て 非常にき やしゃに 出 

來 居る 故。 日本人が 見れば 暴風と は 云へ ぬ 位の 風で も 此んな 事になる かと 思 はれ 候。 風の ない は 

誠に 結構な 事に て 氷点 以下の 寒氣 でも そんなに 寒い と 思 ひ不申 候。 唯今 は 冬の 入口に て 何共 申さ 

れす 候へ 共、. 思 ふ 程の 事 はない と 皆 立 申 候。 しかし 始めての 冬 位 充分 用心 を 致し 候 間 御 心配 被 下 

間 敷 候。 

此度金 千 w 井上より 御 廻. L 被 下 候 由 到着の 上 は 早速 1： 報 可 申 上 候。 文部省の 方 は 少し 時機 遲れ 

し爲 今度 は 支給 六 かしき 様に て 犬に 見込ち がい 候。 出發 前の 內約も ある 事故 多分 間違な き 事と 思 

ひ 居り 候處 文部省の 方 にても 東北大 學 方の 人に 旅費 を 出し 過ぎた る爲 後より 申し込み たる 向へ は 

手が 屆 かぬ 様になり たるとの 事に 御 坐 候。 どうも 過き 去った 事 は 致し方 も 無 之 候 故 今後う まく 取 

れる だけ 請求して 取り返す より 外 無 之 候。 冬期 旅行の 旅費 も旣に 請求 致し 置き 候が 今度 は 支給な 

ければ 决 して 出かけぬ 積り に 御 坐 候。 文部省 も 貧乏な 役所の 隨 一 故 あまりお となし くして 居て は 

つ いく 後 まわしに され 候。 しかし 父上 様の 御 かげに て 文部省 を あてに せ 十と も 修業が 出 來て實 

に 幸福な 事に 御 坐 候。 

先日 當大學 地理 學の 先生 引率して 學生ー 一十 八 名と 一 慮に 北 獨逸唯 一 の 高山 ハ ルツと 申す 處へ修 

學 旅行に 出かけ 候。 ー晚 泊り の 旅行に て 山中の 小き 宿屋に とまり 面白い 経驗な 致し 候。 折 柄晚秋 
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にて 滿 山の 樹木 黄葉 致し (西洋に は 紅葉 は 至って 稀に て 唯 柏の 一種が 紅くなる だけに 候) 實に見 

事な 景色に 御 坐 候。 妙 義山か 耶馬溪 の 樣な處 にて 奇岩怪石 數 知れす 獨逸 古代の 傳說 口碑の 種と な 

りし 處に 候。 獨 逸の 學生氣 質 もよ くわ かり 面白く 候。 田 舍の人 は何處 でも 質樸な ものに て 途中て 

出逢 ふ 人 も 日本人と 見る と挨梭 致し 候。 ， 宿屋で は ブルガリア 出の 學 生と 同室に とまり 色. -話を 致 

し 候。 夕飯の 後で は皆ビ ー ル をのんで 學 生の 歌を唱 ひ。 ー藝 まわしの 様な 事 を 致し 候。 私に は 日 

本の 國歌を 聞かせとの 註文に て、 宿屋の ピアノで 君が代 を 奏し 喝采 を 博し 候。 御 一笑 被 下 度 候。 

中には ァ フ リカの 獨逸 殖民 地 へ 研究に 行て 居た 學士も あり ァ フ リカ 土人の 歌 をうた つた 人 も あり 

珍しく 候。 それから 檎 葉書へ 日本 文字で 署名して くれと 望まれ 書て やり 候處 われ もくと 所望 さ 

れ 署名の 外に 歌 や 俳句 を 書き 散して やり 候。 

追よ クリス マ ス (耶蘇 降誕 日の 祝祭) 近より 候爲各 處の勸 工場 は 丁度 日本の 雛 市の 様に 人形 や 

坑 具の 展覽會 を 開き 美事に 候。 伯林 中の 小 供が 御母さん をせ がんで 出掛け^の 街 は 寒さに か K は 

ら十賑 い 候。 勸 工場の 店先の ガラ ス 窓の 中 はありと あらゆる 景色 を 作り 人形 を 陳列 致し 居り 候。 

例へ は 北極の 水 山の 景色の 處へは 毛皮の 防寒 衣 を 着た 人形が そりに 乘 つて 玩具の 犬に ひかれ 氷の 

上 を 走る 景色 を 作り。 水 山の 上に は 玩具の 白熊が 相撲 を 取って 居たり 大人の 目に も 面白く 候。 日 

本の 人形の 處は 背景に 富士山 を 出し 五重の塔 など 作り あり 候。 貞ゃ東 一 に 見せて やり 度と 思 ひ 候 

へ 共 < ^り 遠過ぎて 殘念に 御 坐 候。 當 地の 小 供の 冬 衣 も 色. - にて 眞 白な 毛の 頭巾 を 着、 同じく 白の 

厚い 服 をき て 毛の マツ フ (手 を 暖める 枕の 樣な もの) を さげて 歩く 處は 中よ 可愛らしく 候 c」 當 

地の 人の 冬期の 第一 の樂 しみと する 水 滑り も 追 > 、始まり 可 申 候。 一度， 見物に 參 りて 钾報可 申 上と 
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存じ 居り 宾。 公園の 池が すっかり 水り 由に 御 坐 候。」 毎日 さは 灰色に くすぶりて 日の 照る 事 は. 

少く 一 面に もやの か、 つた 樣な 天氣 多く 候。 却って 十一 一月が くれは 晴天 も 有 之 候 由、 十一月 は 一 

番陰氣 な 月の 由に 御 坐 候。  _  ,、  ：、 

私の 生 日 も 近より 候。 うちで は 御获が 出來候 事と 存じ 候。 f 日 は 私 も 日本料理で 鰻で も 食い 

可 申と 樂 しみ 居り 候。」 なほく 御 自愛 專. 一 に奉存 候乍撣 いづれ も 様へ 〈几 敷 御 鳳 聲被下 度靳り 候」 

象 後便に て  言、 t 

十一月 十五 日  勇 f 

父上 樣 

母上 樣 
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W  四十 三 年 


一六 五 A  (柳 遣 ニハ) 

I 月 六 曰 木 午後 一時 I 二 時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 

謹啓 塞 氣酷敷 候處御 一同 様 益え 御機嫌 {且 敷御暮 し 被 遊 候 由 何より 喜ばしき 事に 御 坐 候、 下而 

私事 不相變 至極 無 昨年 渡 歐以來 未だ 一 度 も 風邪に も 侵されす 元 氣に硏 學罷在 候 間 何卒 左様 御 安 

神 被 下 度 祈り 申 候。 

兼て 申 上 候 通り 舊職廿 一 日より 旅行に 出で ォ ー ス ト リア の 都 ウイ ンナ より 以太 利に 渡り 。 ー マ 

より子 ー プ ルス 迄參り 昨日 無事 伯林に 歸着 致し 候 所變れ は品變 りて 色. -珍 らしき 叟物を 見聞 致し 

知識 を 益し 中 候。 ウィン ナ府は 昔より 有名な 所 だけに 中よ の 大都會 にて 見るべき もの 多く 候。 殊 

に 同地の 帝室 博物 など は 立派な ものに 御 坐 候。 丁度 クリス マスの 前にて 宵の 町の 賑はひ 甚だし 

く 町の 辻の 廣 場に は 市場 立ちて 門松に 相應 する 樅の 切り枝 や 此れに 飾る 色ぷの 玩具 や 菓子な ど を 

並べた る 露店 所狹く 並びて 小 供 連れの 人 i 混雜 する 樣は 面白く 候。 叉 大道に は 所よ 小き 竈 をす え 

鍋に て 栗を燒 きながら 人 を 呼び 居り 候。 又 花屋 も 道端に 鉢 植ゃ切 花 を 並べ 水 を やりながら 客 を 待 

つ 様 丁度 東京 の緣 日の 夜景 其 儘 に て 面白く 覺 へ 候。」 以太利 は にた が はす 暧く て 冬と は 思 はれ 
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す天氣 晴朗に て 伯林な どで は 見られぬ 靑ぃ さ 光 つた 雲 を 見 候。 山水 の 景色 も獨 逸と は 全く 異り寧 

ろ 日本に 近く 候。 岩山 多く 其 頂上に は 處> ふ 曰の 城跡 崩れる ま 、 になり て 山腹に は オリ— ブ 林ゃ葡 

萄畑 あり。 羊の 群 到處に 遊び 居りて 誠に 繪の 如き 景色に 候。 又以太 利に 特有の 笠 松 や 栢到處 に 生 

じ 居り 變 つた 景色に 御 坐 候。 桑畑 も 所、、 有 之。 崩れ か、 つた 土蔵の 様な 百姓家 や 日本の 様な 練 群 

の內に 密柑畑 あり 丁度 密柑は 今 熟して 黄金色の 實累 と 生り 居る 様 そ ろに 故 鄕を思 ひ 候。 レ モ 

ンも 到處に 鈴な りに て 美しく 候。 獨逸は 片田舍 の 百姓 屋 でも 奇麗に 候へ 共以太 利の 百姓 屋には 木 

造 藁葺の 小屋 多く。 汚れた 洗濯物 を 庭に 干して ある 工合 や。 野に 藁 を 積んだ くろの 散在す る 工合 

迄 日本に よく 似て 居り 候。 叉 野菜 類よ く 生長して 人 參畑ゃ 赤 太 根、 はぼたんの 類 多く" 又 豚ゃ鷄 

が 其 間に 遊び 居り 候。 叉 所 M 小さな 竹 藪 も あり 候。 フ n レ ンッと 屮す處 にて 夕飯 を 食い 候 處菓物 

に 柿の 熟が 出で 實に 珍しく 賞 致し 候。 歐羅 巴に て 柿の 熟 を 食 はう と は 夢にも 思 ひもう けぬ 事に 

て。 此れ を 食った 人 は 實際少 い 様に 御 坐 候。 御 一笑く。 子 ー プルス は 昨年 五月 一寸 翁 船に て 寄 

港せ し處 にて 様子 も わかり 居候 故主に 近邊の 火山 を 見物 致し 候。 丁度 元日に 有名な ベ ス ピアス 山 

に 登り 候、 折 枘天氣 {儿 しく 詳しく 見物 致し 候。 山の 半 腹 迄 電車が 參り候 故 登山 は容 に 御 坐 候。 

山上の 眺望 は 美しき 事た とへ 難く 候。 遙に 東方 を 眺めて 日本の 正月 を 想 ひ 候。 元日に は 市中 はす 

ベ て 店 を 閉ち候 故 何の 見る もの もな く 候へ 共 矢 張 人 は 着物 を 飾りて 町 をぶ らく 散歩 致し 居り 候。 

夜 は 宿に 歸 りて フロック コ ー トに 着かえ 食堂に 出で 一 人で 祝意 を 表し 候。 御 一 笑 被 下 度 候。 以太 

利の 古代 美術 は 聞きし に 優る 見事な もの 多く、 名物に うま い 物な しとい へ ど 此處の 名物の 檎ゃ彫 

刻 類は實 に 立派な 物に て 点 の 打ち 處 のない 物 多く 候。 又 彫刻に 用 ひたる 石材の 見事な る は 驚く ベ 


890 


遣埔年 三十 四 治 明 


き 物に 候。 ありと あらゆる 色の 大理石 をよ せ 木 細工の 樣 によせ て 作りた る 所謂 モザ イツ クの 精巧 

なる 事 は 御 Rr にかけ たく 丸で 油 画の 様に 候。 紀 念に 小さな VPF.^ ッ 1 クの片 を 求め 候故歸 朝め 節 御 

目に かけ 可. S. 候。」 又 以太利 ゃ南獨 逸の 田舍 にて 耶蘇 舊敎の 盛な 事に は 道端に 地藏 堂と 同 堂な 堂 

あり て 耶蘇の 磔の像 を 建て 此れに 花を備 へ ある 樣は 佛敎も ャ ソ 敎も變 り なく 候" 又 t^^lfl 

の 如き 燈 籠の 様な もの 田 道の端に 立ち居り 此の 中に も 耶蘇の 像 を 祭り 居り 候。」 以太利 特に 南の 

方 は 人氣惡 しくて！：； せ 金の 流通 はげしく 油断が 出 來不申 候。 歐羅巴 中で 人 氣の惡 ぃ阈と 申し 候。 

人の 容貌 は.^ 程 日本人に 近く 中には 丸で 日本人 か 支那 人の 樣 なの も 多く 候。 女の 髮も 眞黑 にて 少 

し も ゆれす 日本 流な の が 澤山有 之 候。 

國 i を 巡歴 致し 候へば 歐羅 巴と て 存外 開けぬ 所 も あり、 惡ぃ事 も 色 ありて 日本の よい 事 もよ 

くわ かり 候 C 今迄 見た 國> 、の 中で は 矢張り 獨 逸が きわ 立つ で 凡ての 点に 進歩 致し 居り、 ま， たく 

日の出の 勢に て 進歩 致す さまが よく わかり 候 C 叉 人民の 勤勉で 着實な 風が 見 へ 學 ぶべ き 事 甚だ 多 

くどうしても 恐ろし い 强國と 思 はれ 候。 以太 利な ど はもう とても 進歩の 見込 もない 事 は 人民の 顏 

つき 舉動 でも わかり 候。 日本 はま だ獨 逸に は 及ばす 共 以太利 や 其 他 和 蘭 T 抹那 威な どに は决 して 

まけぬ 樣に思 はれ 申 候。 

なほく 御 話し 可 致 も 有 之 候へ 共 先づ右 迄にて 八 は 後便に 讓り申 候 

旅行 は 有益に 候へ 共 どうしても 金が か、 り 候。 文部省の 方から 澤山 にくれ、 ば {Bi 敷 候 へ 共 貧 乏 

省 故 思 ふ 様に も くれす 此れに は 閉口 致し 候。 一層の 事 少し 田 中 様に でも 御賴 みして 新年 度 四月 か ^ 


ら 全部 官費に でもして 貰ったら と考 へる 事 も 有 之 候。 此れ は賴 めば 六 かしい 事で は 無 之 候。 全^ 

官費で 貰った 上に 少し 自費 を 用 ゆれ は 人 一 倍の 研究が 出來 結局 それだけ 政府の 御 役に も 立つ 譯に 

御 坐 候。 旅費 迄 自腹 を 切る 樣 では 困り 申 候。 今度 支給の 百 三十 円 も 此れば かりで は 足り 不申 文部 

省の けちに は 閉口 致 候。 田 中 様より 一言 か、 れば 何でもない 事と 思 はれ 候へ 共、 余り 勝手な 事に 

も あり 又 其の 爲 めに 文部省より 妙な 条件 をつ けられ 歸朝 後に 田舍の 方へ やられる 様になっても 困 

り 候と 存じ 候。 御 暇 の 節此邊 の 處鉀 尊慮 御 聞かせ 被 下 間 敷 哉 奉伺 候。」 

皆 え 様 御 息災 に て 何よりも 喀ば し き 事 に 御 坐 候。 月日の 立つ は 存外 早き も のにて 歸朝 はもう 來 

年に なり 候。 どうか 皆樣 益. -御 自愛 を 祈り 候 

余事 後便に て 草. - 

一月 六日  .  寅  彥 

父上 様 

母 上様 

二伸 なほく 御 自愛 專 一に 御 坐 候 c」 本 多さん は 近日 フランスの 方へ 轉學 致され 今年の 暮 

に歸朝 致され 候 

I 六 五 B  (袖 遣 一 七) 

一月 二十 二 曰 土 午後 六 S.I 七 時 伯 杯より 高 知 市外 江/口町 大 川筋 一 五 五 寺 m 利 正 氏へ 

謹！^ H 御 一 同様よりの 御 年賀 狀相屆 き 難 有く 拜見 致し 候" 御 一 同様 御 揃に て 目出度 御 歳 を 重ね 
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. し 何より 喜ばしき 事に 御 坐 候。 元旦の 朝の 光景 御 示し 被 下見る 樣の 心地 被 致 候" 小供澤 山に て 

賑 かなる 事な りしと 遙に 想像 致し 候。 私事 其 後 不相變 無事にて 日 i 出校 研究 致し 居候 間 乍 惲左樣 

御 安神 被 下 度 祈り. m. 候。 伯林 は 例年に なき 暧き 事の 由に て暮 より 氷点 以下に 下る 事 は 稀に て f 

張らす 誠に 暮 しょき 事に 钾 坐 候。 始めて. の 冬 を 過す に は 誠に 天 幸に 钾坐 候。 例年 なれ は 此頃は 終 

日 氷 張りつ めて 降りた る 雪 は 解けす。 公園の 池 や 其 他に 氷滑り 場 出 來候由 なれ ど 今年 は 冬 始めに 

少し ありた るの みに て 全く 永 滑り はお やめに 相 成り 居り 候。 昨今 少し 雪 ちらつき 候へ 共す ぐに 晴 

れて雪 も 解け 候。 本日 正午の 溫度 四十 度 位に て それに 風な き 位 往来 等 も誡に 快く 候。 意外に 暮し 

よき 處に 候。 英國 にて は 數日前 暴風雨 あり 候 由な れど此 處は靜 S にて 仕 合せに 御 坐 候。 雨ふりて 

も 道路 は 少しも よごれす 東京の ぬかるみと は 天地の 差に 御 坐 候。 

農 商務省 水産 課より 手當金 下賜 相 成り 候 由、 一 一三 度 會議に 列した るの みに て 却て 氣の 毒な わけ 

に 候" 右爲替 受取りの 爲 委任 狀万 一 必要との 御 事に つき 別紙に 擦 印 だけ 致し 御 送り 致し 候。 墨硯 

の 用意 無 之 叉 文 言の 都合 も 不確故 印の み 御 送り 致し 候 不惡御 取 計ら ひ 被 下 度 祈り 候 

來る 五月 C1 ンド ン に 開催の 日英 博 覽會に 東京 大學 より 地震計 其 他 若干 出品 致す 由に て 其の 据附 

け 等 準備の 爲 四月 中旬より 五月 中旬 迄 口 ン ドンに 出張 依頼した しとの 內意 到着 致し 候 e 多分そう 

なる 事 かと 存じ 候」 序に tl ン.. ト ン の 見物 も出來 幾分 榮譽 にもなる 事に て 御喜び 被 下 度 候。 旅費 滯 

在 費 は 無論 給與 の 害に 御 坐 候。 まだ 大分 間の ある 事に 候へ. 共 右 聞 合 せ の 手紙 參 り 候 故 御 報 申 上 候 一 

詳細 は 確定 後に 申 上ぐ へく 候。 

此頃は 全く 西洋に も なれぬ きて 別に 異鄕に 居る 心地 も 致さす C 殊に 數回 旅行 致し 候 爲歐羅 巴 中 
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も 日本 國中も 同じ 樣な心 持 致され 候。 御 一笑 被 下 度く 候. - 實際嵐 車 は 早し それに 日本の 樣 にぎし 

づ めに 込み合 ふ 事 もな く、 誠に 氣樂な ものに 御 坐 候。 以太 利より 歸 りに は ニ晚嵐 車に て 明し 候へ 

共 夜 は ゆる， （- 手足 を延 して 寢ら れ。 晝は 御馳走 を 食 ひて 樂な ものに 候。 西洋人 は 旅行 を 保養に 

する も尤の 事に 御 坐 候し 

當 地の 市街 道路の 淸 潔なる 事 を 中し 上げ 候が 到る 處 石と やにの 様な もので 張りつ め ある 故 雀な 

どが 地の 虫な ど を 拾 ふて 食 ふ 事 は 出来す。 折. - 雀が 馬粪に たかって 居る を 見かけ 候。 御 一笑く。 

此の 馬糞 だけ は 馬車の 往來 はげしき 故 市中 到處に 見られ 候。 しかし 掃除人 夫が 片 はしょり 掃除し。 

又 朝 は 早え より 掃除 器械 を運轉 して 水 を まきたる 上をゴ ム の雜 巾で 拭て あるき 候 

本 多さん は 一 一三 日 前 獨逸を 引き上げ 佛京パ リ へ 轉學被 致 候。 友 田 氏と 私と は當地 着の 際 特別 世 

話に なり 候 故， 出 發前ー 日當地 著名の 料理屋へ 招き シャン パ ンを ぬきて 御 禮の心 持 を 致し 候。 序 

ながら 日本に て は シャン パ ン酒 は高價 にて 一 本 八 円 以上 も 致し 候が 此處 では 土地で 出 來候故 一 IH 

五十 f{ も 出せば 上等の が 得られ 候-, - 料理屋 は 大抵 人り 込みに て 廣き窒 に 大小の 食 車 を 並べ 一 一人 乃 

至 五六 人づ、 一組で 飮食 致し 候。 万國の 人が 集り 居りて 面白く 候。 日本人と て 余り 珍しがって じ 

ろ/、 見られる 事 もな く 候。 料理 はどう も 伯林が 一 番 安いよう に 御 坐 候。 唯 日本に 比べて 驚く 程 

高 いのは 牡蠣に て 此れ は 十 個で  一 H 以上 致し 候。 かきば かり は 日本で 食 ふ 事に 候。 幸に，^ り 好物 

でな く大仕 合せに 候。 御 一 笑 被 下 度 候 

先 は 右 迄 余事 後便に 讓り中 候 草.. 

一月 廿 一日  寅彥 
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母 父 

上 上 
樣 樣 


二 仲 時候 柄な ほ/ \ 御 自愛 專 一に 奉 存候 

一六 八 A  oi 遣 丁へ) 

二月 十二 日 土 午後 六 時.：.； J 時 伯林よ リ高知 市外 江 ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 

謹啓 御手 紙 難 有く 拜見 致し 候、 稗 一同 樣不 相變 御機嫌. K 敷 御 暮し被 遊 候 由に て 大慶 至極 何よ 

り 喜ばしき 事に 御^ 候、 當地 にても 不相變 無事 消光； 能 在 候 間 乍 博 左様 御 安神 被 下 度 奉 祈 候：」 當 

地よりの 小包 相 届き 候 由 電燈は 丁度 御 使用に 適し 候 由に て 本望の 至に 御 坐 候 C 彼の 電池 は 御中 越 

相 成り 候 は 何時 にても かわり 差 出し 可 申 候： 唯 長く 買 ひ 置き 候て は 自然に 惡く相 成り 候 故、 御 

人 用の 節 一 つづ & 求め 御 達り 可 巾 上 候。 左様 御 含 置き 被 下 度 候。」 留學 費の 事に つき 御 尋ね 相 成 

り 候 故 御 報 中 上 候。 滯留 中の 補助と して 文部省より 支給 さる 、金 千 一 一 百 円の 內六百 円卽ち 半分 は 

昨年 當地着 後 受領 致し 殘金六 百 w は 本年 四月に 支給の 害に 御 坐 候" なほ 歸 朝の 際 旅費の 中へ 百 w 

支給の i 舌に 候へ 共、 此の 歸朝 旅費 は 是非共 請求 致し 亞米 利加經 由の 全額 下賜 相 成る 様に 致し 度と 

存 居り 候。 又 旅行の 費用 は 此れ迄の 軽驗 にて は 嵐 車賃 も 何も 一 切 合せて 一 日 平均 十三 四 ra: に 相 成 

中 候" 一 箇所に 長く 滞在 致せば すっと 安く 相 成り 候へ 共 短き 日數 にて 澤 山の 場所 を 見る 場合に は 

大概 此の 位が 相場の 樣に裨 坐 候 徂 し 旅行の 準備に 要する 着用 や 器具 雜品 は此 外に 御^ 候 故 短期 旅 

行の 方が 割は惡 しく 候" 左に 當地着 以來ー 切の 費用 概算 御 H にかけ 候" 
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一、 四十 二 年 五月 六日 着 間もなく 銀行に 預けた る 金額 一千 六 百 (但し 宅より 持參の 千円と 

文部省の 六 百 円)。 此外 旅費の 殘金 百闪位 ありし と存 候へ ども 此れ は 五月 中に 使用 致 候 

一 、 後 十月 四日 更に 金 千 a: 預け 人れ。 

一、 冬期 旅行 費と して 金 百 二十 五 円 文部省より 下賜 

/金 二 千 七 百 二十 五 円 也 

右の 內 使用せ る 分 は 

一、 夏期 六 週間の 旅費 約 六 百 二十 H 也 

一、 冬期 旅行 費の たし 前約 金 百 R 也 

一、 去年 六月より 本年 二月 下旬 迄 九 ヶ月 間の 生活費。 學校 聽講料 (約 五 拾 三 円) 雜 誌代 (四 拾 

九 円) 書籍 代 等 一 切、」 外套 一 一着 (六 拾 R) 等 を 加へ て 約 \f  iltsis 也 

從て 使用の 分/金 一 一千 百 一 一十 w 也 

殘金六 百 五 3： 也 

右の 通に 御 坐 候 其れ故 旅行 をせ ねば 一 切 を 込めて 先づ 一 ヶ月 百 五十 五 H 位の 平均に 相 成り 候。 

此れ 以上 贊澤を すれば 限り はなく。 叉 食物の 方を儉 約し 芝居 も 何も 見す に 過せ はすつ と 安く も暮 

せ 可 申と 存じ 候へ 共。 先づ 此の 位が 普通の 相場 かと 被存 候。 尤も 普通 留學生 は 一 ヶ月 百 五 拾 円 位 

此れば かりて やる 積り なれば i! 物な ど は 買へ す。 食物 も 冷肉 を かじらねば ならぬ 譯に钾 坐 候。 右 

の 次第にて 無論贅 澤も不 致 其 代りから だ を 損する 樣の 儉約も 致し 居らす 候 間 左 樣御含 置 被 下 度 祈 

申 候。  - 
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當 地の 天氣は 誠に 定めな く 非常の 晴天が 稀に あるかと 思へば すぐに 雨 や 雪が 降り 一 日 も 外出に 

は 傘 ははな されす。 日本と 反對に 冬の 方が 雨 雪 多き 處に御 坐 候。 しかし 例年に なき 暖き 冬と 申す 

事に て、 初めての 者に は 何より 仕 合せに 御 坐 候" 例年なら ば 日中 にても 氷りつ め 居る 害の 由に 候 

へ 共當年 は 降雪 ありても すぐにと け 申 候々 しかし 道路が 完全 故 泥濘に 苦しむ 事 は 無 之 候。 

此度伏 見宫同 妃殿下 伯林へ 御 立 寄に 相 成り 諸 所 御 見物の 上 御 出 發相成 候し 昨日 は 紀元節に 當り 

候へ 共當地 在留 者の 中には 格別の 催し も 無 之 候し 叉 一 一週間 位 前に は獨逸 皇帝の 誕生日つ まり 天 長 

節 有 之 大通りに は イルミ 子 ー ショ ン など 有 之 候へ 共。 日本の 様に 軒 毎に 國旗を 立てる 樣な事 はな 

く國： 一  般は 極めて 冷淡な 事に て 日本人に は 異様に 思 はれ 申 候 

先 は 右 御 返事 迄 草. -申上 候。 余事 後便に 讓り可 申 候。 

二月 十二 日  寅  彥 

父 上樣 

ほ 上様 

二 仲 なほく 御 自愛 專 一に 奉 存候。 

一六 八 B  (補遺 一九) 

二月 二十 B  B 午後 二 時- 一一 一時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 £ 利 正 氏へ 

謹 マお、 御 地に て は 追 i 寒氣も 薄らぐ 頃と 被 存候處 御 一 同様 御 揃 御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 大慶 此事 

に奉存 候下而 私事 不相變 無事 相暮し 居候 間乍惮 左様 御 安、 レ被下 度 奉 祈 候。  ， 
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训役兄 上に も 遂に 御 養生 不相叶 去る 一 月 三十日 永眠 被 致 候 由 何共 致 方 もな き 次第に 御 坐 候 先達 

て 中の 御 便りに て はま だ 四 五ケ 月 はもて そうとの 事に て 其 様の 心 持 致し 居候 處 突然 爲知狀 參り驚 

き 人 候" >  誠に 永の 御病氣 にて 姉上 樣は 勿論 皆様の 御 心 遣 ひも 一 方なら ざり し 事と 被存 候。 御 不幸 

前後 は 叉 何かと 一 層 御 心 勞の叟 と 御 遙祭申 上 候。 何卒 钾 自愛 專 一 に奉存 候。 あと は 如何 相 成り 申 

すべく 哉、 或は 姉上 樣伯& 樣共鹿 兒嶋へ でも 御 越になる 事に 哉 それ 共亮 順の 身の 定まる 迄 は 矢 張 

其 儘に 致される 方 御 都合 立 敷かるべく 哉。 此れ等に つきても 色え 御 尊慮 を烦 はし 候 事と 御 遙祭申 

上 候。」 此の様な 遠方に 居り 候て は 前後の 様子 も 相 わからす 誠に 夢の 様な 話に て 色ぶ と 想像 致す 

のみに 御 坐 候 

伯林 は 一 一三 日 前より 急に 暖氣 にて 寒暖計 は 四十 度 內外を 上下し 厚き 冬 外套な ど は 少し 暖 過ぎる 

位に 御 坐 候。 珍しき 暖き 時候と 申す 事に 御 坐 候， ソ しかし 此れ迄の 経驗 にて は 三月 末 頃に 氷点 以下 

十五 度 も 下 つ た 事 有 之 由 故 いづれ 又 寒い まわりが 來る 事と 被存 候. - 

... 山 內豐景 侯數日 前より 叉 伯林へ 御 越 相 成 居り 候 最早 御 歸朝も 近き 事 かと 被存 候。 今日は 日曜 故 

御 {$ 迄 伺 ひ 可 中 かと 存 居候。 

先 は 右 御見舞 旁 御 報 迄 草. -中上 候 不備 

二月 十九 日  寅  彥 

父上 樣 

W 上様 

二 仲 時候 柄な ほく 御自 ti^ 專， 一に 存じ 奉り 候。  cr 
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^役姉上樣には別に御障りも無之候^^ 永の 御 護に て 御 疲れが 出ねば 宜 敷と 御 心配 申 上 候 

當 地の 國會 にて は此 間中 携擧 法改正 に つ き大 騒き を 致し 居り 候。 當地 にても 貴族 や 大地 主が 

下： に 比し 多 數の投 を 有し 居り 候が 社會ぉ 主黨は 四： 一  樣の權 利 を 得ん とて 騷ぎ 居り 候。 し 

かも 矢張り 具眼の士に は 此の 急進派 の 考へは いれられ ぬと 見へ 候。」 日本に て は 官吏 の 增傣と 

共 に地祀 の 輕减實 行 相 成 る 由 新聞 に て 幣見致 し 候。 もしそう なれば 甚だ 喜ば しき 事 か と 被存候 C 

當 地の 新聞に は 流石に 世界中の 出来事が 揭 載され 坐ながら 世界中の 事情が 見へ る 様に 御 坐 候。 

此間は 大西洋 を 航行 中の 汽船より 無線電信の 通知と して、 航海 中に 船中で 芝居 を 催す 爲 役者 を 

「ゆ 山の せて 興行 を 企てた る も 役者 一 同船に 醉 いて 御 流れに なりし 記事 有 之 候。 海上の 芝居 も隨 

分お 澤 に 候が 此れが 無線電信 で 知らせて 來て 新聞に のるな ども 隨分 進步 した ものに 御 坐 候 C 

二三 日 前の 新聞に 伯林で 四つ子 を 産んだ 人が あった 由 記事 有 之 候。 西洋で も 四つ子 は 珍ら し 

いと 見へ 候。 不幸に して 小 供 は 育た ざったとの 事に 御 坐 候。 

西洋人が S 避暑に 出かける は 日本人 も此頃 大分 眞似を 致し 候が。 冬 は 又 わざく 寒い 雪ば か 

りの 山奥へ 冬籠りに 出かけ。 雪靴 を はいて 谷 をす ベ り 下りたり 又橇 にの りて 遊ぶ 様に 御 坐 候。 

男の み ならす 女 も 雪す ベ り の 競走 に 出て 勝負 を爭 ふと 見へ 候。 ど う も 西洋人 は 金の あるせ いか 

一 般に 遊ぶ 事に 色え と カを盡 して 居る 様に 見へ 候。 

先 は 右 迄 余事 後便に 讓り申 候 再拜 

I 七 四 A  (捕 遣 二。) 
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一二 月 三十 I 日 木 午後 十二時— 一時 伯林より 高 知 市外 江ノ  ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 〔寺 田 貞子氏 

の 手紙 同封〕  • 

謹啓 御手 紙 難 有拜見 致し 候 御 一 同様 不相變 御機嫌 直 敷 御 募し 被 遊 候 赴 大慶 至極に 奉存 候下而 

私事 不相變 無事 相暮し 居候 間 乍 憚 左様 御 安神 被 下 度 申 候 

父上 様に は 招魂 社 其 他の 御用に て 不相變 御 忙しく 御世 話 出来 候 由 何より 目出度 儀に 候へ 共 何卒 

充分に 御 自愛の 程 奉 祈 候。 

山內 侯爵 に は當地 御出發 間際 になり て 急に 膝關 節の 炎症 の 爲發 熱し かも 非常 の 高熱に て 其 後 は 

幾分 熱度 低く は 相 成 候へ 共 一 一週 閒程は 毎日 三十 八 度 以上の 熱持續 され 此頃渐 く 八 度 以下に 减退致 

され 候。 しかし 時- -思ひ 出した る 様に 高熱 を發し 中- - 急に は 御 全快 を 見る 事 難 かるべ き 模様に 御 

坐 候。 御 入院 相 成 居候 病院の 醫師は 有名の 博士に て 殊に 此の 病 氣の新 療法 を發 明した 人 故 十分 信 

用す る 價は有 之 候へ 共。 か k る 人 だけに 自分の 療法に て 何 處迄も 通さん とする 傾向 は 可 有 之 候。 

1^ 血 療法と 申し ゴムの 輪に て 脚の ふと も、 をし め。 忠 部の 血行 を ゆるやか にし、 血液の 力に て惡 

き 徵菌に 打 勝 さす 方法に て 此れ迄 頗る 好結果 を 得た る 方法の 由に 御 坐 候。 しかるに 當地 在留の 日 

本醫帥 多数の 意見に て は 結局 膝關 節の 上より 切断し 去る 外な き樣の 話に て 病院の 獨 逸人と 一 致せ 

す 誠に 困難の 事態に 御 坐 候。 當 地の 醫師は 切断 を さけ。 何處迄 も恢複 後脚 を 用立てる 様に. Uv る 積 

らしく 候へ 共 日本人の 考 では どの 道 切断の 外な しと 申し 候。 いづれ にしても 生命の 御 危儉は 今の 

處 此れな き樣の 話に て 何よりの 御 仕 合せと 被存 候。 病院へ は數回 御見舞 申し上げ 候へ 共 侯爵に は 

御 目通り 致さす。 先日 東京より 博覽會 用に て a ンド ン 行の 途中 立 寄られし 田 所 文部省 參事宫 と 同 
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伴 御見舞 申せし 節 始めて 侯爵夫人に 御 目通り 致し 候。 其 後 御 一 行 長の 病院 籠りに て 御 退屈の 赴 故 

所持の 小說 など 御 慰に 差 出し 置き 候。 爾後 も 折.. 御 伺 致す 考に御 坐 候。 幸に 御 食慾 は 相 應に有 之 

候 由に て ホテルより 料理 を 御 取り寄せに 相なる 赴に 御 坐 候つ 侯爵夫人の 御 泊り の窒 など 病院の 事 

故 粗末な 狭い部屋 にて 御氣の 毒に 存じ 候御險 行の 人. -も隨 分氣の 毒に 御 坐 候。 丁度 土 佐 出身の 醫 

學士 にて 私共 熊 本以來 知友の 澤村榮 美と 申す 男、 東京の 私立 池 田 病院より 外科 研究に 留舉 致し 居 

り 此れが 近え 歸朝 致す 害に て 伯林に 參り 居り、 侯爵の 御；^ ひ 断に 立會ひ 好都合に 御 坐 候。 御 都合に 

よりて は 同氏に 操り 合せて 貰 ひ 侯爵 御歸 朝の 際： i 行 致す 樣 なれ は 誠に 好都合 かと 被存 候。 い づ れ 

にしても 此度は 非常の 御物 入りなる ベく。 病院の 費用から 一 行の 費用 迄 一 ヶ月 一 一三 千円 も か、 る 

ならん との 噂に 御 坐 候。 しかし 其れよりも 何よりも 生命の 御危儉 なく 御 無事 御 歸朝相 成る 様にな 

れは 何よりの 事と 祈り 居り 候。 侯爵 御自身に は 如何なる 御病氣 かとい ふ 事 は 御 承知な き 御 様子に 

御 坐 候。 御隨 行の 人. -獨逸 語に 通す る 方な く 一  人 特別に 通 辨の人 (柏 村と 申し 永年 當 地に 下宿屋 

を營 める 老人、 もとは 軍人の 由) を 雇 ひ 居り 候。 いづれ にしても 計らす の 御 災難に て當 地の 大使 

舘 にても 非常に 心配 致し くれ 居る 樣に御 坐 候。 畢竟 此れ迄の 御旅 行が 御 無理な りし 爲遂 にか， -る 

御容 休に 立ち至られし 事と 被存 候。 疾 より 患部の 御 痛み ありし に拘 はらす。 見物の 爲、 御徒 歩 等 

ありし やに 洩れ 承り 候。  < 水り 御 滯在繽 き 候て 又 夫人 ゃ隨 行の 方 i の 中 御病氣 でも 出て は大變 にて 

御 坐 候 どうか 速に 御歸朝 出来る 位の 處迄 になれば. K 敷と 祈る 事に 钾坐 候。 

私事、 愈. -來る 四月 五日 頃出發 P ン ドン へ參り 候。 旅費と して は 文部省より 二百 R 博覽會 より 

百 R 以上 くれる 害に て。 文部省の 方 はすで に 到着、 あとの 分 は ：！ ン ドンに て 受取る 害に 御 坐 候。 
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前記の 田 所 氏が 文部省 出品の 監督 掛り にて 万事 好都合に 御 坐 候。 約 一 ヶ月の 後 再び 伯林 歸 着の 害 

に 御 坐 候。 此度は 始めて 直接 國 家へ の 御 奉公 をす る譯故 充分 熱心に 盡カ可 致と 覺悟 致し 居り 候" 

先 は 右 迄 余事 後便に 讓り申 候。 郵便 は 例の 通り 伯林へ 御 送り 被 下 候は& 郵便局より 行 先 地 へ 廻 

しくれ る樣に 致し 置くべく と存し 候。 草 i 

三月 I 一日  寅彥 

父 上様 

© 上様 

一 一 仲 時候 柄 御 自愛 か へ すく 專 一 に 奉存候 

昨年 神戶 出帆 致せし は 丁度 三月 廿 九日に て 丁度 全 一 年に 相 成り 誠に 早い ものに 御 坐 候 

ィ ツモ ソ クサ イデ オト ナシク ガツコ ヲ へ ィ キヨ ル ソヲナ カン シン ,//^ 

ト、 サン ハ イギリス ノ  ロンドン ト ユウ トコ 口 へ ィキ マス オリ /\ ェハガ 

キヲォ クリマ ショヲ 

三月 卅 一日  ベルリン 一一 テ  父 ヨリ 

贞 子 殿 

一 八 四 A  (捕 潼 二 一 ) 

五月 二十 五日 水 午後 七 時： 八 時 伯林より 高 知 市外 江 ノ：： 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ  ， 
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:P 林より 

謹；^ n 扨て 追  > 、暑氣 に 相 向 ひ 候處御 一 同様 御 揃 益 i 御機嫌 敷 御 暮し被 成 候 赴 何よ.^ も 大慶の 次 

第に 御 坐 候下而 私事 不相變 無事い よく 博 覽會の 用 も 終りて 一 昨夜 無事 伯林に 歸着致 候 間 左様 御 

安神 被 下 度 願 上 候、 博 覽會は 生憎 英 皇帝， 崩御の 爲 正式の 開會式 を擧行 致す 譯に 參らす 如何 かと 存 

し 候 へ 共存 外 中 の 好 景色 の 様相 見 へ 申 候" 日本の 出品 中 美術館 に は帝窒 の 國寳も 澤山有 之 日本 

では 却って 見られぬ 様な もの を 見 申 候。 其他敎 育、 ェ藝、 農林 業、 鑛業、 漁業に 關 する もの は 勿 

論、 ム：； 灣 朝鮮 滿 州に 於け る 物産 等の 出陳 あり、 陸 海軍省よりも 古よりの 軍備の 變遷發 達 を 示す 様 

の 出品 あり、 日本人の 眼に も 面白く 候. - 場 內には 二箇所 日本の 庭園 を 作り。 余興に は 日本の 相撲 

や 芝居 其 他の 與行 あり 宛然 日本 博 覽會の 觀有之 候。 英國 側の 出品 は 未だ 充分 出揃 はす 候へ 共。 日. 

本 出品に 比し 稍 見榮へ 少なき 様の 景况に 御 坐 候。 

英國 皇帝 崩御 は 意外の 事に て 驚き 申 候" P ン ドン 出發前 丁度 大葬 有 之 御行 列を拜 する を 得、 實 

に 千載一遇の 見物 を 致し 候" 歐州各 國の帝 國七人 も 行列に 加 はり、 米國 前大統^ ル ー ス ベルトの 

額 も 見へ 候。 行列 を 見ん とて 集りし 人數は 夥しき 事に て 人込みの 爲 卒倒せ しもの 、數五 千 人と 申 

す 事に 御 坐 候 此れに て 御 想像 被 下 度 候。 朝 五 時半 頃 ハイド 公園の 人口に 參り十 一 時 過 迄 立 ちづめ 

にて 犬に 閉口 致し 候。 遲く 出かけし もの は 見物 出 來すさ しく 歸り 候。 夜の 內 よりね すに 待ちし 人 

も 有 之 由に 御 坐 候" 行列 通過の？^ „E 道の 家 は 皆 窓を賃 かし 致し 候 窓 一 つが 五 百 2 位の 相場に て それ 

でも 借り手 は 在り あまりし 事と 存じ 候。 高い 五 階 程の 家の 屋极 より 兩 眼鏡で 見物す る 人 も 有 之 候 0 

日本と ちがい 此んな 事 は 不敬に ならぬ と 見へ 候。 唯 感心な 事 は 此れ程の 群集 なれ 共 押せ や 押すな 
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の 騒ぎ は 少しもな く、 前の 人 を 押しの けて わり 込む 様な 事 はなく おとなしく 各自の 場所 を 守りて 

見物す る 事に 御 坐 候。 一 体 かねて 英吉利 人は此 種の 禮義 公徳が よく 開け 居る 由 聞き及び 居り 候が 

今度の 滞在に ていよく 英國 人の 美点 を 認め 申 候" 一 休に 人間が 少し 愛！！ 少く 候へ 共 品よ くおう 

ようにて 中 i 親切に 御 坐 候。 叉 何でもなき 事ながら 獨逸 では 道 を 歩いても 往来の 人が じろ く顏 

を 見たり 「日本人く」 と 無遠慮に 聲を 立て 不愉快に 候へ 共英國 では 見ても 見ぬ振り にて 瘕 にさ 

わる 様な 擧動 なく 甚だ 心 持よ く 感ぜられ 候。 万端 保守的に て 日本に 似た 處も あり 面白く 候。 ロン 

ド ン の 町 は ベルリン に 比 ぶれ は 不規則に て 家屋 も 大小 不椾 且つ 道路 も獨 逸程淸 潔なら す 此れ はつ 

まり 烟ゃ 霧の 爲 のみなら す 交通の 盛な 爲も ある 事と 存ぜ られ 候。 n ン ドンに 比すれば 伯林な ど は 

またく 大都會 と は 申し 難く と 存じ 候。 市中の 交通 機 關には 地下 百 尺 以上の 底に 大 鉄管 を 引き 此 

の 管の 中 を 電車が 眼の まわる 樣な 速度で 縦横に かけり 居り 候。 中心の 大通り は 自動車 や 馬車で 埋. 

り 混 雜の樣 は 御 眼に かけ 度き 様に 御 坐 候。 各種の 博物 舘ゃ 動物園、 植物園の 廣大 にて 村 料に 富め 

る 事 も 流石と 思 はれ 候。 又 町の 周圍の 近郊 は 森、 牧場 靑 えと 連り 特に テ，' ムス 河 上流の 景色 は實 

に 油繪の 通りの 美し さに 御 坐 候。 しかし 叉 一方に て P ン ドン に は 食 乏人ゃ 乞食の 様な ものが 非常 

に 多く、  口 ンド ン 東部の 食 窟には 盜賊ス リの巢 有 之白晝 にても めったに 足ぶ みは 出来ぬ 由に 御 

坐 候，) 大都會 の 半面に は 免 かれぬ 事と 存ぜ られ 候。 

なほ 英國の 御 話し はいろ く 有 之 候へ 共 あと は 追ぶ に 可 申 上 候 

なほく 钾 自愛 專ー に奉存 候、 不備 

五月 廿 五日  寅  彥 
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父 上様 

母上 樣 

二 仲 私の 部屋の 寫眞御 目に かけ 候 

二 仲、 山內 1^ 爵は 未た に當地 病院に 御滯 在、 いつ 顷御歸 朝の 出来る とい ふ 御 見込 も 立た す 痛 

心の 至に 候。 今の 處 生命に 御 別 條は無 之 候へ 共實に 困難の 次第に 候。 

時.^ 御 容体 は 承り 御 報 可 中 上 候 

一八 七 A  (： 補 遣 ニニ) 

六月 二十 二日 水 午後 七 時— 八 時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 Ji- 氏へ 〔寫！ 1興 同封〕 

謹啓 御 地に て は 日 增に暑 氣相加 はり 可 申と 存 候が 御 一 同 御 揃 御變り もな く 御 暮し被 遊 候 事と 

大贺 至極に 奉存 候下而 私事 不相變 無事 相暮し 居候 間乍撺 左様 御 安神 被 下 度 祈 候、 伯林 は 先達て 以 

來 九十 度 以上の 暑さに て 閉口 致 候處其 後氣候 順に 複し 七十 度 位に 相 成り 大に暮 しょく 御 坐 候、 し 

かし 追 i 避暑 旅行の 時候に なり 金の ある 市民 は 追えに 海岸 や 高山の 方へ 出掛ける 様に 候、 又 旅行 

の 出来ぬ 人 は 日曜 毎に 市外の 森 や 湖水の 畔へ 出かけ 候 故 日曜日の 電車 や 嵐 車は滿 員に て 東京の 花 

見 時の 様な ものに 御 坐 候。 伯林 郊外の 森 は 大抵 松林に て 土地 は 砂 故 丁度 日本の 濱邊の 樣な氣 が 致 

し 候、 到る 處に 小き 湖 有 之 其 岸に は 茶店 や 水： 冰 場の 設け 有 之 又 湖水に ボ ー トを 浮べ て 遊ぶ 事 も 出 

來候" 此れに も 矢張り 上流の 人の 行く 慮と 下等 社會 のみ 行く 處と あり、 此の 下等の 方へ 參り 候へ 

ば 職人 や 人足 風情の ものが 家族 一 同で 澤 山の 子供 を つれて 參り 居り 持 參のサ ンド ウイ ッ チ位を か 
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じり 大きな 土瓶に 湯 を 買 ひて コ — ヒ ー を こしら へ 半日 も 遊びく らして かへ る もの を 見 候り 森の 中 

に 家內づ れ で晝躲 して 居る も の も 有 之 候。 

別紙の^！：！眞は 0 ンド ン の 下宿の 宴 庭に て 同宿の 日本人 五 人と 居 合せし 同宿 者の 紀念 にと りたる 

ものに 候。 素人 寫眞 なれ ど 御 慰に 差し出し 候。 一 番 高い 處に 居る は 宿の 息子に て電氣 工場へ 勤め 

居り 候 其 下に 私の 右側に 居る 日本人 は 千 葉縣の 園藝學 校長 鏡と 申す 農 學士。 私の 左側 は 東京 工業 

試驗所 技師 小寺ェ 學士。 其 下に 居る 白髮の 婆さん は ウイ ー ラ ン孃と 申す 老孃 にて 田舍 より 訴訟 用 

にて 出京せ る H ライ 婆さんに 御 坐 候 其 隣り が 宿の 娘に て 二十 一 歳と 申し 候へ 共御轉 婆の ゑら 者に 

て 丸で 小 供の 様な ものに 候。 其 次が 音樂 修業と 英語 修業に 參り 居る フラ ンスの 御嬢さん にて 其 隣 

り は 其 御 ほさん の デル ボ ン 夫人、 其 次の は 宿の 主婦の 緣 家の 者に て 宅の 手 傅い に參り 居る マ ッ ケ 

ンジ ー 嬢と 中し 候、 此の 女 は カル タ にて 運氣 判断 卜筮の 樣な事 をす るが 上手に て中ミ よく 當り 候。 

其の 下に 坐って 居る の が 農事 試驗場 技師 の 安藤 農 學士其 隣り が 法科 大 學敎授 の 高 野法學 博士、 其 

次が 今度い ろく 世話になりし 文部省 參事 育の 田 所 氏に 御 坐 候。 一 同の 上の 窓の 慮が 食堂に て 五 

十日 間食 事 致せし 所に 稗 坐 候。 宿の 主婦 は 丁度 田舍の 別宅に 參り 居りし 留守に て 居 合せす 殘 念に 

御^ 候。 寫眞機 は 私の 近頃 求めし ものに て 宿の 下女に 蓋 を とらせ 候。 折枘 日光 强 すぎて 出来 損ね 

候へ 共 御 笑 草に 差 出し 候 

山內 侯爵 御 病 氣は其 後 依然 同様 の 御 容体 にて 毎日 熟の さ し 引き あり 遂に 去る 十五 日 手術 を 施し 

忠 部の 骨 を 一 部 切り取り 候 由、 其 後の 御 経過 は 順にて 此 向き なれば 六 週間 後に は E& 御歸 朝の 出來 

る樣 になるべく との 見込の 由に 御 坐院。 どうか 御柽過 良好に て 一 日 も 早く 御 歸朝相 成る 様になれ 
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ばと 祈る 事に 御 坐 候、 レ 侯爵夫人 始め 御 付の 人ぶ も 幸に 別條 なく 此れ は 幸に 御 坐 候し かし 余り 御滯 

在 長び きて は此內 他に 病人で も 出来て は 大事と 被存 候。 丁度 高 知の 人に て 熊 本 以來私 も 知り合の 

醫學士 澤村榮 美と 中す 人 伯林に 來 合せ、 ！； 1^>、歸 朝の 苦 故俟 爵御歸 りの 節隨 行す る 事に なりたる 様 

にて 好都合に 存じ 候。 同 君 は 東京 銀 坐の 池 田 病院より 留學 せし 人に て、 同氏の 父君 は 昔し 中 學 校 

の 算術の 先生に て 鉄砲 町に 住 はれ 候 樣に覺 へ 居り 候" 

八月に は 又 旅行 致し 度 此度は 主に 獨逸 國內 より 瑞 西へ" 迠歷 致し 度と 存じ 文部省へ 願 出 置き 候。 

多分 幾分の 旅費 支給 相 成 候 事 かと 被存 候. - 叉 其 頃に は留攀 費の 貯も少 く 相 成り 候 故、 御手 數 なが 

ら 金子 六 百 W 位 八月 中旬 位 迄に 參り 候樣御 取り計ら ひ 願 度 祈り 申 候、 叉此前 井上より 途 りくれ 候 

爲 巷の 宛名の n  I マ 字はテ ラタと 相 成り 居り 候が 此れ は 矢 張テ. ラダと 致し くれる 樣御 申し送り 被 

下 度 祈り 申 候」 

なほ 申 上ぐ ベ き 事 も 有 之 候 へ 共 余事 は 後便に 讓り右 迄 草 M 申 上 候、 不備 

六月 廿 一 日 

父 上様 

I  母上 樣 

四 

^  一八 八 A  (補 遣 二三- 

0 七月 十日 日 午後 二 時. 丄ー 一時 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ I 伯林 風景 寫 e; の 切 

^  拔 同封〕 
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謹啓 御手 紙 難 有拜見 致し 候處 父上 様 先月 初より 盲腸炎に て 御難 義被遊 候 由、 しばらく 御 便り 

無 之 故 何 か 御病氣 にても 無 之 哉 やと 被 察 御 氣遣申 上げ 居り 候が それ 程の 御 病 氣とは 思 ひかけ す 候、 

しかし 最早 御 全快 相 成 候 事と 被 存此上 もな き 御 事に 钾坐 候。 盲腸炎 は往. -再發 し 易き 病氣の 様に 

存じ 候 間な ほ此 後の 御 養生 かへ すく 專 一 に 奉 存候數 日の 間 御 痛み 強く 嘸 かし 御難 義被遊 候 御 事 

と 御 推察 申 上 候、 最早 日 增に御 力付きに て從 前よりも 一. 層の 御 健康に 複 され 候と 存 ぜられ 候、 

山內 侯爵 も 先月 手術 後一 度 高度の 發熱有 之 候へ 共 其 後先 づ 良好の 御 容体に 有 之 候、 しかし 矢 張 

り 毎日 七 度 五分 位の 熱の 出入 あり、 いつ 御 快 愈と いふ 見込 も 立たぬ 様に 相 見へ 候. - 醫師は 手術 後 

六 週間 立てば 御旅 行 も出來 得る 見込に て 切開 致せし 由 なれ 共 今の 慮そう 手 易く は 參らぬ 様に 相 見 

へ 候。 東京 御 留守 邸 にても 非常の 御 痛心に て 御 相談の 末阪井 男爵 御見舞の 爲御 渡獨の 事に 相 成り 

候 由、 侯爵 初め 御 一同 定めて 御 心强く 御な りの 事と 被存 候、 しかるに 初めての 洋行 殊に 外國 語す 

ベ て 御 承知なくて は 道中 非常の 難義 なるべくと 心配 致 居候 e 尤も 此頃シ ベ リア 線に はいつ も 日本 

人 の 乘客断 へ す 多分 誰れ か 言語 の 通じる 人 も 有 之 ベ くと 存じ 候 C 伯林 へ 到着 相 成り 候 へ ば 如何様 

にも 御 便 {且 相 計り 可 申 安心に 候へ 共 其れ 迄の 道中が 如何と 御氣遣 致し 居り 候、 いづれ 十七 八日 頃 

に は 御着の 事 なるべくと 相 待つ 居り 候。 其 後の 御世 話 は 幸に 私 在 伯 中故裨 心配 無之樣 祈り 候" 

私 夏期 見 擧 旅行の 儀 願 出 置 候 度 旅費 百 五十 円 支給の 由 文部省より 通知 有 之、 就而は 八月 中旬よ 

り 一 ニニ 週間 獨逸國 內及瑞 西 アルプス 地方 巡歷 致さん かと 存じ 居り 候が 阪井 男來伯 後の 御 都合に よ 

りて は 少し 旅行 期 を延す 必要 ある や も 知れす と 存じ 居り 候。」 伯林 は 例年より は凉 しく 其 代り 雨 

勝ちに 御 坐 候、 地方 各所より 洪水の 報知 頻. -に有 之 候。  ， 
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1 


遣 補 年 三十 四 治 


一二 五 A  (捕 遺 二 四) 

十月 九 曰 B 午後 ニ^-三^ 伯林より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 

謹啓 ：迟 i 寒さ に 相 向 ひ候處 皆. -樣御 揃 御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 候 由 大慶 此 事に 奉存候 下而 私事 

不 相變. 無事 轉 fe- の 準備 致 居候 間 左様 御 安神 被 下 度 候、 此度 父上 樣 に は 侯爵の 御迎 にて わさく 敦 

贺迄御 出 迎被遊 候 由に て 御 苦勞御 察し 中 上 候、 丁度 又阪井 樣御發 病に て 此れが 爲該 地に 居 殘られ 

色  >  、御世 話 被 遊 候 由 一 層の 御心勞 にて 御 氣の毒 千万に 奉存 候。 最早 御 無事 御 歸宅被 遊 居候 御 事と 

推 祭 其 後 も 御 健祥に 御 暮し被 遊 候 哉 御 伺 申 上 候。 

侯爵 殿に は 道中 意外に 御 障 もな く 稗 首尾 {且 敷 御歸朝 爾後の 御 経過 も {且 敷 由に て 何よりの 慶事、 

呰 i 樣の 誠が 天 通 致せし 事と 被存大 麼に存 候。 日本なら は 御 養生の 意の 如くに 候 故 日なら す 御 快 


なほく 御 養生 專ー に奉存 候。 余事 は 後便に 讓り右 迄 申 述べ 候 草 M 

七月 十日  寅彥拜 

父上 樣 

母上 樣 

〔同封の 切 拔械、 Bel.liIKU-  So 一… nerfl.ischen の 記事 及び 寫眞 の餘 白に 鉛筆に て〕 

伯林 附近の 凉み場 

〔问紙 t« 面の zushauer  bei  der  Hcnlcy-Kcgutta の 寫眞の 横に 鉛筆に て〕 

英國テ —ムス 河ボ ー トレ ー ス の 見物人 
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愈 可 被 遊と 祈 居り 候。 

先達て 以來は 計らす 御無沙汰に 打 過ぎ 申 譯も無 之 候" 七月 以來 はどう い ふ もの かいろく と 俗 

事の み 忙しく" 東京 理科 大學の 首 坐 敎授長 岡、 田 中 舘の兩 先生 來 伯され 一度なら す 伯林より 他所 

へ 往復され 其 度 毎の 出迎ゃ 見送り は 勿論の 事 時え 會合又 色、、 御 案內ゃ 用達 も 致さねば ならす。 其 

上に 阪井樣 の來獨 あり 幸に 在留 軍人 も 色. - 世話 致し くれ 候へ 共何邊 日常の 御世 話 は氣を 付けねば 

ならす。 叉 時よ 諸 所の 御 伴 通弁の 役 も 勤める 必要 有 之、 唯 さへ 多用の 處、 倫 敦以來 同宿の 田 所 文 

部參事 や 農事試験場の 安 氏 私の 宿に 来られ、 自然に 唯 ざ わくした る 事に てつい く 取 まぎ 

れ 御無沙汰に 相 成 候 次第 不惡 御 賢察 被 下 度 候" やうく 侯爵の 御 立ち を 待つ て 旅行に 出かけ 三 週 

間にて 歸來致 候。 幸に 健康 は 完全 無缺 にて 日本に 居る 時より はすつ と 肉 もつ き 丈夫に 相 成 居候 此 

儀 は 御 安心 被 下 度 願 上 候。 瑞西 にて は 主なる 都市 を 歷訪し 有名の 風景 も 見物 致し 候。 一寸 佛國に 

入りて モ ンブ ラ ン とい ふ 有名の 山に 登り 氷河 を實見 致し 候。 天氣霧 勝ちに て 充分の 遠望 を 欠きし 

は殘 念に 候へ 共瑞 西の 國の 美し さは 充分に 味 ひ 申 候。 ゼ子バ にて 同地の 老敎授 に 招待され 田舍の 

^邸に 半日 を 過せ し は 一 番の 愉快に 御 坐 候" 微. - たる 東洋の 一 書生の 名が 瑞 西の 學 者に 知られ 居 

ると は 思ざる 事に て少. ^愉快に 感じ 申 候。 

瑞 西より 南獨 逸に 入りて 各大學 を歷訪 して 又 有名の 古跡な ど を 尋ね 到處の 美術館に て 名高き 

名作 も 見物 致し 愉快の 中に 多大の 知識 を 得 中 候 到 處の御 話し は 筆に は盡し 難く 歸 朝の 節の 御 話に 

讓り申 候。 費用 は 矢張り 文部省 支給の 百 五十 円に て は 足り 不申 此の 外に 一 一 百 h: ばかり か、 り 候 折 

角 西洋 へ 參り 候から に は昆 る ベ きも の を 見ぬ も殘念 にて つい く 費用 を 要し 候 次第 不惡御 賢察 被 
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it 補 年 s 十四 治 明 


下 度 候。 又 坂井樣 御來獨 にっきて は。 そうく  一  i 車貨迄 御請 求 も 致し 難く。 食事に 參 りても あ 

まりの 安 料理へ も案內 致し 難く 自然に 思の 外 私の 懷 にも 影響 致 候。 又 倫 敦以來 世話になりし 同宿 

者との つ き 合 も あまり ケチ にも 致し 難く それや 此れと て 意外に 失費 か \ り 候。 田舍 へ 移り 候 は 、 

费用も 少く候 故 幾分う め 合せ も 相 付 可 申と は存 候へ 共 田 舍の滯 在 は先づ 三月 位 故 それ 程のと り 返 

しに も 相 成り 難く かと 被存。 御氣の 毒に 存候來 年の 初 頃に は 佛國へ 渡り 候 故 其 頃 又 i 御 途佘相 願 

ふや も 難 計 左 樣不惡 御 含 S 被 下 度 祈 申 候 又 鄕里出 發の節 化山醫 帥より 顯微鏡 購入の 事 依頼され 居 

り 此れ は 三百 w 位との 注文に 候が 此れ 立て 代へ る 必要 有 之 候 間 左様 御 含， sfS 願 上 置 候」 

先日 は 小 供 等の 寫眞御 送り 被 下 難有存 候。 いづれ も 大きくな り 居り 候が 就中 正 一 一は まるで 見 違 

へ 居り 驚き. S. 候。 東 一 も 少し 元氣 になり 居る かと 思 はれ 候。 貞子 はよ く 私に 似て 居り 候 由 宿の 者 

共 中し 候」 ； 1^.5^ 疾 より 撮影 致 度と 存 居候へ 共 何分 中丄 n 冋價 故つ い/ \ おつこう にて 其 儘に 相 成 居 

候が先0:坂井樣御歸朝前に紀念とて^:ぉしに參り阪井氏の御はづみにて撮影致候間御送り致候、 ァ 

メリ 力 経由 故 少し 遲く 到着 可 致と 存候私 は 少し 動き 居り その上 氣 分の すぐれぬ 時に て 妙な 顔に な 

り 居り 候が： 牛 素 はもつ と 元氣で 愉快な 顏を 致し 居り 候。 又 其 後 安藤 氏と 紀 念に 撮影 致し 近日 出來 

致 候 間 此れ も 御 途り致 候し 洋服 は 日本 以来の 服の 儘に 钾坐 候、 H リの 高いだ けが 相違に 御 坐 候。 

御 笑 覽被下 度 候。 服 も 伯林 出發 前に 新調 致さん と 存じ 註文 致 置候處 昨夜 漸く 出来 致し 候" 服の 恰 

奸 だけ は 西洋の 方が 上手の 様に 御 坐 候 

十五 日に は 出發の 害に て、 荷物の 取 まとめ、 諸 所への 暇 乞、 見物の 殘り をす ませな どす る爲意 

外に 忙しく 候が。 元氣 にて 朝夕 奔走 致 居り 候。」 郵便物 は 局へ 賴み 後送 爲致候 間 御 安心 被 下 度 候： W 


田舍の 宿所 决定致 候 は k すぐに 狀袋 にした- -め御 送り 致すべく 候。」 一 年 半 住み なれ 候 事故 多少 

名殘り 惜しき 心地 も 致し 候、 不思 儀な ものに 御 坐 候 

いづれ 後便に ていろ く 可 申 上 候な ほ/ \ 御 自愛 專 一 に 奉存候 不備 

十月 九日  寅彥拜 

父上 樣 

母 上様 

二 仲 いづれ も 様へ 不惡 御風 聲祈候 

一一 一七 A  (；捕 遺 二 五) 

十月 十八 日 火 午後 丁む 土 時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外 江ノ  ：！ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 〔繪は 

がき 同封〕 

謹啓 秋冷の 候 御 一 同様 御 揃 益.^ 御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 候 御 事と 大賀 至極に 奉存 候下而 私事 不 

相變 無事い よく 伯林 を 引き 上け 當地 ゲッ チ ンゲ ン に 參り候 此處は 田舍の 小き 町に て、 東京から 

高 知へ 歸 つた 様な 心 持が 致し 候。 目下 秋 葉黃落 却って 美しく 候、 昨夜 到着の 時 は t 度滿月 中天に 

冴へ 日本で 見る 様な 月 を 見 申 候、 伯林に ては巿 街の 電燈ゃ ガス 燈 余りに 明るく 其內空 氣 濁り 叉 家 

屋の軒 高き 爲め 月の 光 も 目につかす 候へ 共、 田 舍に參 りて 始めて 日本 以来の 月 を 見 申 候。 宿 は 別 

紙搶 葉書の 市街 全景 中 右の 方の 町 はづれ に當り 至って 靜 なる 所に 御 坐 候、 夜な ど は往來 si へ て 伯 

林の 如く 電車 や 自動車の 音 も 聞へ す。 朝は鷄 犬の 聲 四隣に 聞へ て田舍 らしく 候" さ 氣淸淨 にて 心 
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持よ ろしく 候。 昔より 大 學の爲 めに 立ち居る 町に て 畢生 甚だ 多く 商 買 も 何も 學 生の 爲 めに 立ち居 

る 様の 有様と 中 候、 從て 市中の 主なる 建物 も 寺院の 外 は 學校ゃ 附屬の 病院 等に 御 坐 候，， - 伯林の 附 

近 は 全くの 平 1^ にて 山ら しきもの は 無 之 候へ 共 此邊は 小山 所 i に 起伏し、 景色の 變化も 有 之 候、」 

昔し ビ ス マルクが 此の 大學 にて 修學 せし 由に て 其の 紀 念の 塔 近郊の 岡の 上に 有 之 候..」 獨逸 畢生 

の 生活の 模樣を 見る に は 伯林よりも 此處の 方が 適せる 由に て、 例の 决鬪 など も此虔 では 時. - 見ら 

れ候 由に 御^ 候。」 日本人 は 私 を 加へ て 総計 十六 人、 小さき 町に して は 中立の 多人數 にて 中に 一 

人大畢 にて 同窓の 友人 も 有 之 其 他 高知縣 人に て台灣 病院より 留擧 せる 醫師も 一 人 在留 致し 居候、 

少しも 淋しき 事 はなく 日^ 毎に 集りて ー處に 食事 致す 由に 御 坐 候〕 昔より 二十 年來 日本人の みの 

宿 致し 居る 家 も 有 之此處 にて は 牛鍋 位 は 食 はれる と 申す 事に 御 坐 候 

先 は 右 到着の 御 報 迄 i:;f  i 申 上 候- 郵便物 はすべ て 伯林より 當 地へ 後送す る 樣致置 候へ は 御 安心 

被 下 度 願 上 候、 八 水 事後 便に て 可 申 上 候 草. - 

十月 十八 日  寅 逢 

父 上様 

明  ゅ上樣 

^  ニニ  OA  - 補遣モ 0 

ぎ 十月 二十 六 B 水 午後 十 十一 時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 利： 止-氏へ 

造 00 追 ミ实_ 氣相 雌し 候處御 一 同様 御 揃 御機嫌 ま 敷 御 坐 被 遊 候 御 事と 大賀 至極に 奉存候 下而私 
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事 月 沈 原に 移轉後 も不相 變元氣 にて 研究 I 能 在 候 間 乍 博 左様 御 安神 被 下 度 候。 當地は 至って 閑靜な 

る 土地に て 勉學に 適し 居り 候。 宿 は 素人下宿 のよう な ものに て 私の 外に 獨 逸人 五六 名 宿泊 致し 居 

り 候〕 中には 大學生 も あり 敎 (小 擧) も あり、 裁判所の 書記 も あり。 食事の 時 は 皆 一 堂に 集り 

て 色よ の 雜話を 試み 第一 語學の 稽古に もな り。 又 風俗 習慣 を 細かく 觀祭 する にも 適し 居り 候。 伯 

林に て は 食事 は 外にて 致し 候へ 共當 地に て は 一 切 宿に て？？ 议し 居り 候。 主人 は 四十 位の 寡婦に て此 

れが 食卓の 端に すわりて 世話 致し 候" 當 地は學 期の 代り 目 毎に 宿泊人の 出 人 ある 事故 窒は 半年 借 

りる の も 一 一三 月 借りる も 同 價に御 坐 候。 伯林に 比して は大變 安く 先づ 伯林の 半分 位 かと 思 はれ 

候。」 正月に は フランスへ 參り可 申と 存じ そろく 怫 語の 稽古 も 始め. S. 候。」 狭い 土地 故 大學の 

人學者 姓名な ど 皆 新聞に 揭 載され、 從て 市中の 各 商店 や 銀行、 飲食店、 湯屋に 至る まで 廣吿の 引 

札 をよ こし 机上に 堆く相 成り 候、 . 

先達ても 申 上 候 通り 此春 以來 色え 物 人り にて 又 伯林 引上げの 際 多少 土 產物ゃ 自用の 書籍 物品 購 

人 致 候爲め 正月 佛國 に參る 前に 叉 多少の 御 送金 相 願 はねば なる 間 敷かと 存じ 居り 候 御 都合 如何に 

有 之べ く 哉。 丁度 年末に 際し 御手 許 にても 色. - 失費 多き 際 誠に 御氣の 毒に は 存じ 候へ 共" 余裕の 

少 きも 心細き 次第にて 右 御 伺 申 上 度と 存じ 候。 御 都合 次第にて もし 正月 中旬 或は 年末 頃 迄に 若干 

御 送り 被 下 候 は&幸 此れに 過ぎす 候。 豫定に 比し て 鬼 角 費用 多く 相 成り 甚だ 相濟 ます 候 へ 共 致 方 

無 之、 旅行 を 文部省 支給 旅費の 範圍內 にて すませば よろしく 候へ 共、 折角 此處 迄來て 見るべき 處 

を 見ぬ も淺 念に 思 はれ、 それ もい は、 ^ 際限の なき 事ながら 無い 袖 を ふるわけ でもない と 思 はれ 候 

ま&、 一通り 見るべき 處は 見て 廻り 候 譯に御 坐 候。 不惡御 賢察 被 下 度 候。」 今迄の 費用の 大約を 


914 


it 捕 年 三十 四 治 明 


概算 致し 候が。 出發の 際の 仕度 料 や 渡 歐費は 除きて 

一 文部省より 支給の 學費 金 千 二百 円 也 

1 同  旅費 金 四百 円 也  . 

一 博覽會 より  金^ 百 五 拾 円 也 

小計 千 八 百 五 拾 円 也 

一 御手 許より 出 發の際 金 千 ra: 也 

1 同 昨年 末  金 千円 也 

一 同 本年； 复  金 千 m: 也 

小計 三千 H 也 

総計 四千 八 百 五 拾 R 也 

此れ を 本 年末迄に 支出す ると すれば 昨年 五月 初より 本 年末迄 一 一十 ケ 月に てーケ 月 平均 一 一 百 四十 

二 ra: と 相 成 候。 しかし 昨年 夏期の 大 旅行 を 特別の ものと すれば 一 ヶ月 平均 二百 R 位と 相 成り 候。 

叉 昨年 冬期と 當： 复期 旅行の たし 前 や 書籍 費 を 除けば 一 ヶ月 平均 百 七十 h: 位になる かと 存ぜ られ候 

それ 故 通留學 生の II 曰 物 も 買へ す 旅行 も 出来ぬ は 無理 もな き 事と 思 はれ 申 候。 先づ 一 ヶ月 百 八十 

w と 見 被れば 来月 正月より 四月 末 迄の 豫算七 百 1 一十 円 此れに 先づ 往来の 旅費 其 他 二百 円 とし て 

(佛 國英國 r 巡歷 の) つまり 歐州滯 在 期の 末 迄 約 千 R を 要すべく と存 ぜられ 候。 此れより 文部省に 

願書 を 送り アメリカ 経由 歸朝 旅費 1,1 求 致すべく と 存じ 居り 候が。 もし 文部省に て 右 旅費 支出 無 之 

ば 更に シべ リア 経由 歸 朝の 事と して 出願の 積り にて 比れ はよ もや くれぬ 事 は 有 之 まじく と 存じ 罟 
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り 候。 それ 故先づ 御手 許より 支出 相 願 ひ 候 全額 は 四千 円に 相 成り 可 申と 存じ 候。 土 產物ゃ 自家用 

品、 書籍の 類 は 買へば 際限な き 事に 候へ 共なる ベく 手軽な 程度に 止め 澄き 度と 存じ 居り 候。 それ 

故 如何なる 場合 にても 四千 二三 百 h: を 超 ゆる 事 は 無 之、 此れが 最大限と 御 含 被 下 度 願 上 候。」 五 

月 上旬に は 鬼 も 角も歸 朝の 途 にっき 候 事に 相 成 可 申 もし 阿 米 利 加 経由 なれば 歸着は 六月 中旬 頃に 

相 成るべく。 もし 西 比利亞 経由 なれば 五月 廿ー 一三 日頃に は旣に 敦賀に 着す る 様の 日 取に 相 成 可 申。 

いづれ にして も來 年初： に は 歸省久 にて 御 面 會相叶 ひ 候 事と 存じ 居り 候。 左様 御 心 積り 願 上 度 

候。」 佛國行 渡英の 旅費 等 は 別に 文部省 へ 請求 致さん かそれ とも 米國 経由 を 請求す る 願書に 重な 

りて 拙策 かと も 思 はれ 考慮 中に 御^ 候 鬼 も 角 も 貰へ る だけ は 貰 ふ樣の 事に 致 度と 存 居り 候。」 

當地は 見物す る もの も 少 なく 從 つて 日常の 費用 も 少なく 候 故 多分 豫 算程 の 支出 はな か る ベ く と 

存じ 候が。 滞在 期 短くて 殘 念に 御 坐 候」 

唯今 和 蘭人に て 有名の 物理 學者當 大挙に 招聘され 短期の 講義 致し 居り。 此れ を聽 講の爲 めに 獨 

逸國 中より 多 數の學 者 集り 居り 盛なる 事に 御 坐 候。 

當 地に は 伯林の 様な 大 家屋 はなく いづれ も 三階 以下 位の ものに て。 一 軒の 家に 一 家族 づ & 住む 

樣 になり 居る もの 多く 候。 叉 私の 宿の 近 邊は高 知なら ば 永國寺 町と かいふ 様な 町に て 店屋 は 一 軒 

もな く。 買物に は 皆 中央へ 買いに 參り 候」 市街 全 休 は 先づ高 知の 舛 形から 東 位の 大きさ かと 思 は 

れ候" 町の 北 は づれに は 久万山 位の 小山 あり 夏 は 市中 の 人の 散歩 場 に なり 居り 冬 は 雪 滑りに 參る 

由に 御 坐 候。 市街の 外廓に 近く 昔の 城壁の 跡が 町 をぐ るりと 取り まき 居り 此の 土 堤の 様な ものの 

上に 並木 あり. て 散歩 場に なり 居り 候。 並木 は 古き 大木 も 多く ほ 下落 葉風に 乱る 、有様に 御 坐 候 こ 
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うい ふ 處が小 供ゃ兒 守の 遊び場になる 事 は 東西 一 樣 にて 面白く 存じ 候 c」 田舍 だけに 人間 も 皆 田 

舍 らしく 余りけば/ \ し い 風 は 見られす。 外國 人な どに 對 しても 矢張り 伯林より は 親切な 樣に思 

はれ 候。 此れ等の 人 は 何處も 同じ 事に， 御 坐 候 

なほく 申 上 度 事 も 有 之 候へ 共 余事 は 後便に 讓り可 申、 なほ 時候 柄 御 自愛 專 一に 奉存候 草 

十月 廿 七日  贫  0 

父 上 樣 

母 上様 

二 仲 時候 御い とい 被 遊 度 候、 乍 憚 諸方 共に よろしく 御 傳へ被 下 度 祈 申 候、 


明治 四十 四 年 


二三 四 A  (補 遣 二 七) 

一月 IB  B 午後 十 時.： 十一 時 ゲッ ティン ゲンより 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 

新年の 御慶 目出度く 申 納候御 一 同様 御 揃 御機嫌 宜敷御 越年 被 遊 大賀此 事に 御 坐 候下而 私事 不相 

變 無事 加年 致 候 間乍撣 左様 御 安神 被 下 度 祈 申 候、 い よ/ \歸 朝 も 今年と 相 成り 不遠久 にて 拜顔 

も 得 候 事と 相樂 しみ 居り 候、 父上 樣 にも 御 勇健に て 公事に 御 斡旋 被 遊 候 由に て 何より 欣賀の 至に 

御 坐 候、 小 供 等 も 皆 打 揃 ひ 息災に て 成人 致 候 由に て 此れ 亦 喜ばしき 次第に 御 坐 候 

一 昨年の 暮 より 昨年の 正月へ かけて は以太 利の 方面 を 旅行 中に て獨 逸の 正月 は 今度 始めて 迎へ 

候。 十二月 廿 五日より は 所謂 クリスマス 即ち 耶蘇 降誕 祭に て 歐羅巴 中の 大祭 日に 有 之 候。 此の 祭 

の 前 一 週間 程 は 町の 廣 場に 歳の市 立ち 縦の 枝 や 小 供の 玩具 駄菓子な ど賣る 露店 立ち並び イラ ッ シ 

ャィを 呼びながら 安賣を 致し 候、 町の 店よ は 歳暮 進物 用の 品 i を 美ぶ しく 飾り立てる 事 日本 も變 

ら す。 家. -の 主婦 は 贈り物の 胸算用に 苦勞 致し 候。 小 供 等 は いづれ もお となし くして 居る と ワイ 

ナハ トマ ンと いふ 祌樣が 玩具 や 御菓子 を澤山 持って来て くれる とい ふので 大樂 しみに 樂 しみ 居る 

わけに 候。 廿 四日の 宵に は 主人 主婦 大車輪に て 坐 敷 を 飾り 窒の 隅に 大.^ る 縱の枝 をた て 其： に 
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は 色 緞燭。 美しき 金 絲銀絲 や ガラス 玉、 林檎な ど あらゆる 美しい もの を 釣り下げ。 又 片隅の 机の 

上に は家內 一 同小 供 は 勿論 下女 等 迄へ の 贈り物 を 飾り、 日の 暮れる 迄 は 誰れ も 室に 人れ す。 夜に 

なれば 樅の 枝の 蠟燭に 火 を 点じ 候。 無 數の火 は 飾り物に うつりて 美しく 候。 さて 鈴 をなら して 用 

意の 整へ る を 知らす と共に 待ち かねた る 小 供 等 室內に 人り てま づ縱の 枝の 美しき に 喜び、 贈物 を 

見て 歡聲 を發 しながら 躍り まわり 候。 叉 主人 は 細君に。 細君 は 主人に それく 贈り物 をし。 子息 

や 娘 も 雨 親に 贈り物 をす る わけに て。 當日迄 は 何 を 贈る か 知られぬ 様に 致し 候。 それより 家內中 

の 物 御 互いに 接吻して 將來の 幸福 を 望み 候。 此處等 は 日本人の 眼に は少. -變に 御 坐 候。 それより 

主 ^1 は ピアノの 前に 坐して 耶蘇 降誕 祭の 曲 を しらべ 家內 一 同悅 びの 歌 を ふた ひ 申 候。 それより 御 

馳走 出で. -夜 ふける 迄 笑ひ與 じる 譯に御 坐 候。 廿 五日 廿 六日 兩日も 同様 祭日に 御 坐 候。」 大晦日 

の 夜 は 夜の 十一 一時 前より 大勢 廣 場に 集り、 家 M の 二階 三階より は 窓 を 明きて 新年の 來るを 待ち 候。 

十一 一時に なれば 寺院の 鑌 をなら しはじめ 同時に 今迄 靜 まりかへ つて 居た る 群集 は 一 時に プ 口 ー ジ 

ッ ト ノィャ ー ルく  (新年 御： n 出度う) と歡 聲を發 し。 爆竹 を 点じて 群集の 中に なげ 盛んな 音 を 

させ 候。 ピ ー ルの コップ を 片手に さげて プ n  I ジ ット/ \\ と 呼び あるく 若者 も あり、 隊を 組んで 

歌 を IP ひながら 行く 學生も あり。 知る 人 も 知らぬ 人 も 御目出度う を 呼び か はし 候。 面白き 風俗に 

御 坐 候。 巡査 も此日 だけ は 何事 も 大目に見て、 醉漢の プロ ー ジッ トの挨 移に 應 じて 同じく プ til 

ジッ トを唱 へ 候 OJ 元日の 朝 は 皆 寺院に 集る のみに て 日本と ちがい 新年ら しき 處は 此れな く 候。 

. 二三 日 前 雪 ふり、 其 後 少し 暖 にて 半分 通りと け 候へ 共。 大人 小 供の 差別な く。 橇 (ソリ ) や 雪 

靴 を携へ て 近傍の 岡へ 雪 すべりに 集り 曉。 
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クリス マ スには の 主婦と 娘に 絹の 皿 敷と 紙 入 を やり 候 大喜びに て 来る 人 毎に 見せ 居り 候。 下 

かに は 大体 前 かけ を やる 例に 候へ 共 日本人 は 金 を 一 一円 五十 戔位 やる 例 故 私 も 此れに ならい 候。 耶 

蘇 降誕 祭 は 下宿屋の 下女の 書き 人れ 日に 御 坐 候」 

新年に ハガキ を 取り か はす 事 も 同様に 御 坐 候。 ハガキ の 代りに 名刺の 様な もの を 封して 達る 方 

が 多く 候。 ( 一 枚 見本 を 御 目に かけ 候)」 

當 地の 語 畢の敎 師は四 人の 小 供 持ちに て" 私 も クリスマスに は 四 人の 小 供へ それく 玩具 を 送 

り 候、 大喜びに てお ぢ さん./ \- と 申し 方 から 貰 ふた 琉具を 見せ 候。 大きな 小 供 は 積み 木 をなら 一 

ベて よく 出來 たの を 自慢したり。 サ ー ベル を ふりまわして 威張って 見たり。 少 さい子 人形 をな 一 

ら ベて、 「此れが 御 父ち やん それが 御母さんで 此れが 坊で」 など、 中 居り。 一番 少さ いのは 御菓子 一 

くと ねだり. S. 候 C 何 處も小 供 は 同じ 事に 御 坐 候。 - 御茶に 呼ばれて 御馳走に なり 候。 夫人 も 好 入 一 

物に て 日本の 事 を 珍ら しがり 色え 极 堀り たづね 候。 此家族の^；！眞歸朝の節御目にかけ可申候： 

1 昨日 井上より 金券 千 R 送り くれ 確に 落掌 致 候 間 御 安神 被 下 度 祈り 候、  一 

先 は 右 新年 御 祝詞 旁 御 報 迄 草え 申述候 不備  一 

正月 元日 一 午前 十 一時  寅彥」 

父上 様  - 

母上 樣  パ 

一 一伸 時候 柄 御 自愛 か へ すく 專 一 に奉存 候、 再拜  . 」 
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ニー 一一. PA  (捕 遣 二八) 

二月 中旬 ゲッテ .1 ンゲ ン より S 町 一 £1- 代官 町 中央 氣象臺 官舍岡 田 武松氏 へ 〔明治 s:,^ Ml 年 三：：：： r 氣象集 誌 I 

より」  - 

前略 …… 小弟 事 不相變 吞氣に 相暮し 居り 候 四 五日 中に 獨逸を 引上げ フラ ゾ ス へ參り 可. S. と存吾 

り 候 …… ウイへ ルト 先生の 地球 內部 質量 分布に 關 する 論文 は 一 八 九 七 年の ナ ハリ テンに あり 大分 

面白い 議論の 由に 御 坐 候 又 先生 は 地殼の 微動 を 海岸の Brandung に歸 する 論に て 弟子の 人々 の 之 

に關 すろ アル バ イト も 有 之 此れ は 御 承知の 事と 存ぜ られ候 近頃 此處 のグ ー テ ンべ ルヒと 巾す 若い 

男此 種の 研究より 微動と Trost と は 密接の 關係 ある 事實を 見出し 候 面白き 事と 存じ #c」 

先生と パ ン グ彰投.^^,11^ェ案の IlasKmic  Allalyscn-  Tide  pl-cdictel- が 追て 出 來の害 こ a- 侯 も 

とサ モア の觀測 所に 居た ろァ ン ゲン ハイ スタ— 氏 再び 同地 へ 參る 害に 候 先達て 申し上げ しかと 存 

じ^か ミュ へ ンの アルト 氏が 日本の (knvitter  (雷雨) を 研究し 發 表する 害に なり 居り 候が 最早 發 

表されし か 否や 未だ 存ぜす 候 御 地 氣象ム "へ は バイ I ルン、 ザ クゼ ン、 バ ー デン 等の 氣象 報吿 や,^ 冊 

文參り 居り 候 事と 存じ 候が 其 他 各種の 出版物 も 大抵 拽れ なく 參り 居り 候 哉 如何と 存じ 候 又 貴臺に 

どす たけの 雜 誌が 參り 居る や 存ぜす いづれ にしても 出来るだけ 材料の 直 集 も 大切と 被存 fe- 日本の 

氣 象に ィ ン テ レ ッセを 持ち 居る 人 は 少なから す いづれ も歐 文の 論文 を 望み 候 もっともの 事に 御 や- 

候 日本の 氣象を しらすに 參り 候. 故 時々 間が 拔 けて 困り 候 此んな 者に 見物して あるかれて は當 地の 

氣象 ム；： も 迷惑の 寧と 獨り 冷汗 を 汗す こ と 有 之 候 御 察 被 下 変 候 … … 下略 
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二 四 OA  (補遺 二 九) 

11 一月 七日 火 (時間 不明) 巴 里より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏へ 

謹啓 追. -暖氣 の 候に 相 向 ひ 候處御 一 同 樣御變 り もな く 御 暮し被 遊 候 御 事と 大賀 至極に 奉 存候下 

而 私事 不相變 無事 在 候 間 乍 憚 左様 御 安心 被 下 度 祈 候、 いよく 獨逸も 引 拂ひ巴 里に 參り 候。 當 

地 は 伯林 や 月 沈 原に 比して < 水 程 南に 當り候 事と て氣 候も暖 く、 月 沈 原に て は 大抵 毎日 氷 を 見ぬ 日 

はな かりし に當 地に て はま だ 一 度 も 氷点 以下に 降りし 事な く 誠に 暮 しょき 事に 御 坐 候。 見物す ベ 

きもの は舉問 上の 方面 にても 澤山有 之 候が 名所 舊跡 を尋 ぬれば 際限な く 候。 有名な ル ー ブ ル の 美 

術 館な ど 數日を 費しても 充分に 名作 を 味し 難く 候。 しかるに 獨 逸に 比して 一体に 生活費 高く 此 

れには 犬に 閉口 致し 候。 殊に 烟草は 稅の爲 に 法外の 高價 にて 中. -田^ ふ 様に 烟草を 吹かす わけに 參 

らす 候。 それに 見物 等に 奔走 致し 候て は 中え 物入り 閉口 致し 候。 先達て 御 達り 相 願 候 金額に て歸 

朝 迄 事足る 積に 有 之 候處、 旣に獨 逸に て 書籍 雜 誌の 支 拂 意外に 多 かりし 爲思 はくちが い 又 月 沈 原 

引 上け 後 巴 里へ 參る 途中 一 一箇所ば かり 止り て 見物す る 必要 ありし 事 や、 當地 生活費の 高き 爲英國 

に參 りて 後歸朝 迄の 費用 欠乏 致す かと 被存、 誠に 御 氣の毒 申 譯も無 之 候へ 共叉ぷ 若干 御 送金 相 願 

はねば ならぬ かと 被存 候。 阿 米利亞 経由 歸 朝の 旅費 は 支給し くる X 事に 相な り 可 申 候 間、 英國に 

滞在 及國內 旅行の 費用 を 余分に 見て 三百 円 も 有 之 候 は 宜 敷と 被存 候、 誠に 申譯 なく 候へ 共 右 御 

賢察の 上 御 聞 取 被 下 度 祈り 申 候、 別 に 蝥澤を 致す わけに も 此れな く 候 へ 共 いつも 豫定を 超 へ 勝ち 

にて 困却 致し 候。 西洋に 居ても 下宿に 閉ぢ 込り てパ ン でも かじり 居れば 金 は 人り 不申 候へ 共 それ 
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では 此方に 參り 居る 甲斐 もな く。 方、、 奔走 致して 人 を 尋ね、 研究所 を訪ひ 歩き 候へば 自然 門番へ 

の 茶 t{ だけで も 存外の 額に 相 成り 候。 又 私 は 病氣を 恐れる 必要 人並 以上に 有 之 候 故、 食物 も儉約 

は 出来す、 自然に 色え 物入りと 相 成り 候 C 不惡御 賢察 被 下 度 祈 申 候。 此度御 途金被 下 候 節 は r 英 

國倫敦 日本 大使 舘氣 付けに て 寺 田 寅豫」 と 被 遊 度 願 上 候 右 用の 狀袋 別紙 封 人 致 置 候、 四月 二三 日 

頃に は & ンド ン に 參り候 豫定に 御 坐 候 

阿 米 利 加 経由 旅費 來 年度に て 支給の 內約を 受け 候 間 多分 相違 ある まじく と被存 候。 さすれば 來 

る 五月 初句英 國を發 し、 米國 へ 渡り 約卄 日間ば かり 滯在歸 朝 の途 にっき 可 申と 存候 間遲 くも 六 月 

中句に せ 歸國可 致と 被 存候間 其 御 含みに 願 上 度 候 ノー 

巴 里 も 大分 見物 致し 候 昔より 歷史 の變遷 はげしき 國抦 だけに 歷 史的の 見る 物 多く 叉 美術 も歐羅 

巴での 中心 だけに 見るべき もの 多く 候。 擧 門の 方 は 勿論の 事に i; 坐 候" 大學の 模様な ども 獨 逸と 

異 りたる 点 多く 比較 觀察 致し 候へ は 甚だ 興味深く 候。 衣服 ゃ粧飾 品の 流行の 變遷 はげしき 事 もよ 

くわ かり 候。 しかし 町 を 歩いて 居る 人の 身なり は 一 向 まち. にて 隨分 身分の ありそうな 人で 粗 

末な 風 をして 歩く もの も 有 之 候。 大都會 だけに 日本人が 通っても 氣を つけて 見る もの もな く 却て 

此点 は田舍 町より 氣 安く 候。 人種が ちが ふだけ に佛& 人の 容貌 は 勿論 氣質も 自ら 獨 逸と は變 りて 

見へ 候。 叉 此處は 共和政治の 國柄 とて 色え 獨 逸と 心 持の ちが ふ 点も氣 づき 候：. 一 私の 宿 は 下宿屋 

にて 食事の 時 は 十四 五 人 も會食 致し 候。 佛人は 勿論、 獨 逸人、 以太利 人、 米國 人の 外に 南米 ブラ 

ジルの 人 C 中央アメリカの 人 も 有 之、 それに 私 を 加へ ると 七 ケ國の 人の 集合に 御 坐 候、 勿論み な 

佛語 のみに て 話し 致 候 故 語學の 稽古に は 都合 宜敷 候、 夕食後 は 坐 敷に 參 りて 雜話、 音樂 など 致し 
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候。 日本人 は 兎角 若く 見られる ものと 見へ。 私が 三人 小 供 を 持って 居る 事 を 話し 候へ 共 本 當に致 _ 

さす 候、 日本人 は此 宿に は 始めての 由に て 色 M 珍ら しがり 聞かれ 候。 日本の 新聞 を 見せ 候處 こん 

な 六ケ敷 文字が 讀め るかと 不思 儀が り 候。 何よりも 右の 肩から 讀み 始めて 左へ， （-と 讀んで 行く 

のが 余程 可笑しい と 見へ 候 日本で は 逆に 讀む のかと 申 候 故。 西洋人が 逆に 讀 むの だと 申し 大笑 ひ 

致 候。 御 一笑く。」 此 前の 日曜に は 市外 數 里の 處 にある 有名の 昔の 王宮 ベルサイユ へ參り 候。 

恐らく 今迄 諸處で 見た 離宮の 中で 最も 見事と 思 はれ 候。 今 は 共和 國の 事と て 宮殿 は 公衆の 出 人 意 

のま、 にて 中には 佛 國の歷 史に關 する 緣画 彫刻 を 集め あり 候。 宮庭の 園 は 長さ 三十 町ば かり あり 

見事な ものに 御 坐 候 

なほい ろく 御 話し 可 申 上 事 も 有 之 候へ 共 余事 は 後便に 讓り右 迄 草，. 申 上 候 不備  - 

七 日  巴 里に て  寅  il^- 

二伸 時候 柄 御 自愛 專 一に 奉 存候乍 憚 いづれ も 様へ 不惡御 鳳 聲被下 度 祈 候 再拜 

二 四 五 A  (補遺 三 〇) 

四月 11 十 IIIB  B  (時 問 不明」 倫敦 より 高 知 市外 江 ノ：； I 町大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 氏へ 

謹；^ " 陳者 春暖の 候 御 一 同様 御 揃 益  > 、御機嫌 宜敷御 暮し被 遊 候 赴大贺 至極に 奉 存候. ト而 私事 不 

相變 無事 相暮し 居候 間 乍 SH^ 樣御 安神 被 下 度 祈 申 候、， 獨 逸出 發以來 久しく 御 消息に 接せす。 多分 
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私 宿所 不定の 爲 めかと 想像 致 居り 候へ 共 兎に角 御 氣遣申 上 居候 此度 佛國宛 三月 廿ー 一日 附の 御手^ 

到着 致し 御 一 同様 御 無事の 赴 承知 致し 犬に 安心 仕 候. - 先日 は 金子 御 送付 御 願 申 上候處 用意の 爲千 

g: 御 送り 被 下 候 由に て 難有存 候、」 未だ 到着 不致 候へ 共 不日 落手 致す 事と 相 待ち 居り 候. - 文部省へ 

阿 米 利 加 経由 旅費 支出 願 置候處 電報 爲眷 にて 六 百 円と 五 百 円 都合 千 百 R 送り 越し 候。 未だ 文部省 

の 手紙 到着 不致候 故 相 分り 不申 候へ 共 多分 文部省 経費の 都合に て 留學生 旅費と して 六 百 w 外に 五 

百 円 は 測地 學會 もしくは 震災 豫防 調査 食より 送り 越し 候 事 かと 存じ 候。 いづれ に レても 千 百 R だ 

け は米國 経由に 費して 宜敷 事と 被存 候。 右の 次第 故い よく 米國 経由と 相 定め 申 候。 就 而は明 四 

月廿 四日より 口 ン ドン 出發英 國內 地及ス コッ ト ランド を巡歷 致し 五月 五日 頃 口 ン ドンに 歸着、 同 

十日 發の翁 船に て英 國出發 大西洋 を 渡りて 十六 日米 國 一一 ュ ー ョ， I クに 着の 豫定に 相 成り 候" 米國 

にて 調査の 都合に より 十五 日 乃至 一 一十 日 位 滞在の 後米國 西岸に 出で シアトルと 申す 港より 嵐 船に 

て 横濱に 直行 致す 積り に 御 坐 候。 雍船は 六月 六日 シ ァ トル 發の丹 波 丸 か 或は 六月 十七 日 發の鎌 倉 

丸に 乘る 事と 相 成り 可 申。 さすれば 撗濱人 港 は 六月 廿ー 一日 か 或は 七月 三日 か 此の 兩 日の. 內 いづれ 

かに 相 成 可 申 候。 此れ は 米國に 於け る 調査の はかどり 方に より いづれ に 相 成る か 唯今の 處决定 致 

し 兼ね 候。 しかしい くら 遲 くも 七月 一二 日に は 橫濱に 上陸 可 致と 存候。 それより すぐに 上京 文部省 

に參 りて 留學の 報告 や 今後の 地位 彼是れ の 相談 も 致さねば 相 成り 申す 間 敷と 存じ 候" 幸い 大學は 

丁度 暑中休暇と 相 成り 候 故 其 上 ゆるく 歸鄕久 に て 故鄕の 山河 舊 知に 見 ゆる を 得べ くと 存じ 居 

り 候。 遲 くも 七月 中旬に は歸 省の はこびに 相 成り 可 申と 屈指 其 日 を 相 待ち 居り 候。 

今 御 送付の 金子 はス コッ トラ ン. ト 旅行より 歸 着の 上 落手 致す 事と 存じ 候。 大使館へ 依賴 致し 
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Bad^ 間 御 安、 レ被下 度 候。 なるべく 此の 旅行 は 安く上げ 度と 存じ 居り 候。 明日より は 旅行 P ンド ン 

に歸 りて 間もなく 叉米國 旅行と 相 成り 候 故 明日から は 日本 着 迄 旅 中の 様な もの に 御 坐 候 いろ 

/\、、1 亡， しく 候へ 共 幸に 健廢 にて 元氣 盛に 候 間 御 安神 被 下 度 候" 此頃は 非常に 肉付きう つむく 時 

は あごが 二重になる 位に 御 坐 候 御 安神 被 下 度 候。」 英國出 發後當 地 着の 手紙 は 宿より 米 國へ轉 送 

致させ 米國 にて 受取 可 申 候 又此 手紙 到着 後より 五月 廿日 頃 迄の 間に 御手 紙 被 下 候 は、 別 叙の 狀 

袋に 即5? 人 被 下 度 さすれ は シアトルの 郵便局に て 受取ら れ申候 左様 御 含 置 被 下 度 祈 候。 

當& 414F 今 n ン ドン に は 珍ら しき 好天 氣っ きに て暖く 外套の いらぬ 日 多く 候。 公 扉の 樹木 も 

若芽 を 出し はじめ、 日 、、に 見 ちがえる 様に 相 成り 候。 此れより 一ヶ月 位 は 西洋の 一番よ い 時候に 

相 向い 候， ピ 

當 地 は 新 皇帝 郎位式 の 準備と りくに て 賑はひ 居候 

なほい ろく 御 話 申 上 度 候へ 共 繁忙の 際 右 迄 申 上 候 草. - 

四月 廿 三日  寅 彥 

父上 様  . 

0 上様 

時候 柄 御 自愛 專ー に奉存 候。 乍 憚 いづれ も 様に よろしく 願 上 候 

二 五 二 A  (ssn 一二) 

六月 二十 II  一  B 金 午後 一一 一時 ー. 四時 本 鄕區本 鄕六丁  y 上 村 方より 高 知 市外 江/口町 大 川筋 一 五 五 寺 田 利 正 
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氏へ 〔はがき〕 

謹啓、 扱て 北海道の 沖に て 暴風に 會ひ 候へ 共 少しの 故障 もな く廿 二日 早朝 橫濱 人浩致 候、 順と 

安岡 迎 いに 參 りくれ 候。 井上よりも f 方藏， 參 りくれ 候。 大學 よりも 數人參 りくれ 候。 横濱 にて 休息 

午後 入京 例に より 井上に 立ち寄り 世話になり 夜 本鄕六 丁目 上 村 旅舘に 投宿 致 候。 井上 安兵衛 は 病 

氣 にて 入院 中に 御 坐 候」 

大學ゃ 文部省 等の 用 向 も あり 一 一週間 位 滞京の 必要 有 之べ く かと 存じ 居り 候 間 左様 御 含 澄 被 下 度 

祈り 候、 先 は 右 御 報迄ピ 少レ の疲勞 もな く 一  同より 肥 へ たと い ふ 評 を 受け 候 御 安心 被 下 度 候 

草. - 

廿三 日朝 

二 五一 一一 A" (捕 遣 三 二) 

4- 月 I  B  土 午前 九 時 ー 十 時 本郷區 本鄉六 丁目 上 村 方より お S 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 E 利 正 氏 へ 

謹啓 日え の霖 雨に て 陶 しく 候 處御 一 同 樣御變 り も 無 之 奉賀 候下而 私事 歸朝後 も 無事 日え 忙し 

く 奔走 致 居候 間 乍 憚 御 安神 被 下 度 祈り 候、 毎日の 様に 諸方より 招待 を 受け、 叉學 校に て は 次學年 

受持舉 課の 相談 や 研究 事業 引継 等の 用 向 まだに 片付かす 色よ と 忙しく 候。 しかし 来月 十日 迄に は 

是非共 さし か& りたる 用 向 をす ませ 歸省致 度と 存じ 居り 候 間 左 榇不惡 御 賢察 被 下 度 候。 唯今の 處 

が 將來の 方向に 肝心の 處故 暫時 滯京御 許し 被 下 度 祈 候。 万事 至極 好都合に はこび 居候 間 御 安神 被 

下 度 候。」 
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歸省後 再度 上京 の 節 は 何處か に 住居 を定む る 必要 可 有 之。 しかし 急に 捜しても 恰好の 家 は 見 付 一 

かり 難く と存 候。 もしよ き 家 見 當り候 は 束 致し 置き 候 方 却て 得策 かと も 思 はれ 候。 大勢に て， 一 

宿屋に とまり 一週間 も滯在 すれば ぢ きに 三十 m: や 三十 五 w はか &り可 申、 其れより は 今より 家 を * 

定め 澄けば 却って 世話な しかと も 被存候 如何に 候 哉 御 伺 申 上 候。  一 

本 月 六日 は 震災 豫防 調査 會の 用務に て 一寸 相 州 三 崎 ぺ參り 候。 至急 を 要する 事に て 且つ 私で な" 一 

く て はならぬ 用 向 に て 仕方 も 無 之 候 七 日 中 に は 歸京可 致と 存候間 左 樣御含 1_は 被 下 度 祈 候  _ 

逢 ふ 人お に 肥へ たくと いはれ 候。 自分で もそう 思 ひ 候。 どうか 叉瘦 せぬ 內に歸 省 致し 丈夫に 一 

なった 處を御 ほに かけ 度 ものと 存 居候 余事 後便に て 草- -  一 

寅 彦 

父上 様 

21^ 上 樣  一 

一 一 仲 御 自愛 專 一 に 奉存候 

乍 博 いづれ も樣 へよ ろしく 御 傅へ 被 下 度 候」  i 

井上 安兵衛 は病氣 にて くす く 致 居候 
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袖 jf: 五十 四 治 w 


叫 治 四十 五 年 


二 五 四 A  (補 遣 三 三) 

四月 二 曰 火 午前 十一 時.， 午後 一時 本 鄉區向 ヶ岡 彌牛： 町 二より 高 知 市外 江 ノロ 町大 川筋 一 五 五 寺 m 貞子 

氏へ r 捨 はがき〕 

〔. おに， 1 

拜マ忤 御手 紙 を ありがとう、 今度の 試驗も 優等で 進級の 由、 御目出度う、 感心し ました.. 學交 

ば 力り でな く內 でもよ くお となし くして お ぢぃ樣 やおば あ 様に 御せ わ を かけぬ 樣こ 願います.， 一 

東京 も 追よ 櫻が. せいて 賑 かになります 貞子 にも 見せて やり 度い と 思 ひます 一  . 

私 は 明後日から 伊勢の 海へ 行って 海の しらべ を 致します、 

三月！ 曰  父より 

二 五 四 B  - 捕啧」 三 四) 

< 月 IB 木 木 itK 向 ヶ岡 彌. iH 町 二より 高 知 市外 江ノ： Z 町大 川筋 一 五 五 寺 E 貞子 氏へ LJSi: なし 一 

先日. は 御手 紙 難 有 存候相 變らす 御機嫌よ く 御 勉強の 由 うれしく 存 i 
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此度は 天皇 下 御 かくれに てま ことに 恐れ多い 事に 齊坐^ 

東京で も學 校の 小 供た ち は 皆黑ぃ 切れ を 付けて 謹んで 居り 候  . 

これから 一 層、 レ がけ をよ くして よき 人になる 様に せねば なりません 

八月 一日  父より 

貞. 子 殿  . 
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it 捕 年, ~正大 


大正 六-年 


二 九九 A  (補 遣. 三 五) 

十二月 二十 IB 金 東海道 本線 車中より 松拫 豐次郞 氏へ 〔はがき 大正七年 一 月 「^^柿」 より〕 

先日 は不計 御馳走に なり 有難う 御座いました。 今日 東京 發鄕 里へ 歸 ります、 汽車の 中で いつ ぞ 

やの 遞返を 思 ひ 出し 此端書 を かく-」 稻田 はもう すっかり 刈られて 麥 畑に はもう 少し 綠の 色が 見え 

る、 富士の 頂上に は 噴火の 烟の やうな 雲が ひっか、 つて 居る： 今朝 早く 宅 を 出る 時 こんな 句が 浮 

んだ。 

骨 を 抱いて 家 を 出 づれば 寒き 霧 

十二月 二十 一日 車上  寅 彥 
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太 正 七 年 


三 一九 A  〔補遺 一一 一 六 J 

八月 三十 I 日 土  . ^鄕 K 駒 込 曙 町 一 三より 高 濱淸氏 へ 「た.， i: 七： や 十 H: 「ホ 卜ト ギス」 より〕 

高濱 さん。 

いっかの 御 約束の 口 1 マ 字 文 を 差 出します" もし 餘 白に 御 掲載 を 願 はれ、 ば 難 有 いと 存じ ま 

す。 此は 私が 始めて 正 岡さん に 逢った 時 色々 の 話 を 聞いて 覺 *1 きにして おいた の を 其 儘 何の 修飾 

もな しに 書き直し たもので、 極めて まづ いもので すが、 唯 夏 目先 生や 不折 氏な どの が 出て 來る 

ので 多少の 舰ハ 味が あるか も 知れない と 思 ひます。 私が 此れ を 書いた 主な 目的 は 私 等が 將來 の國字 

として 用ゐ たいと 思って ゐる 所謂 日本式 羅馬 字で 此の 種類の 文章 を 書いて 見て、 それが どんな 感 

じ を 自分 や 他人に 與へ るかと いふ 事 を 知りたい とい ふので す" ホト 、 ギス 及其讀 者に 對 して は甚 

だ 虫の い 、横着 千 萬な 所行と 解釋 される かも 知れません が、 どうか 不 惡御 賢察 御 海容 を 祈り ま 

す。  . 

校正 は 私が 致します から どうぞ 御 廻し を 願 ひます C 

八月^ 一日  寺 田 寅彥拜 
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遣 補 年 七 7K 大 


二伸 讀 者の 內で 口  — マ 字に 關 する 吾々 の 主張 や 仕事 を 知りたい とい ふ 方が あらば、 はがき 

で 駒 込 曙 町 十一 番地 「日本の。— マ 力： 一  へ 御^ 會 下さる ように 御 傳へを 願 ひ 度い と 存じます。 
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五一 二 A" (補遺 三ヒ) 

四月 十六 B  土 午後 一時-—； 一時 本郷.^;駒込曙町 ニーーょり.本鄉區向ケ岡彌.^:町ーー；とノ  ニ<^水井 一 夫氏 へ ー：は 

がき〕 

御 端 書拜 致しました、 「三人 兄弟」 別封で 御 送り 致します" 私の 方で も 鈴 木 氏に 問合せ やう 

と 思って 居て 其儘延 i になって 居りました 其內に 子供 等が 大分い じり 散らして 少しよ ごしました 

が. どうか 不惡御 賢察 御 海容 を 祈ります 先 は 御 返事 钾詫迄 草.. 不盡 

四月 十六 日  寺 田寅彥  J 


遣 補 年 一十 jT- 大 


大正 十一 年 


六 一二  OA  (補遺 一一 一八，) 

四月 一一 一十 曰 B 午前 九 時，. 十 時 本 鄉區駒 込 曙 町 ニー 一より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有拜見 致候靑 楓畫會 申込 金 三 口 分 確に 落掌 致 候 間 御 休 神 被 下 度 祈 候 

亮の 追憶 記 は 五月の 明星に 出る 害に て いづれ^ 刷 を 御 送り 致し 適當の 向へ 御 分配 を 願 度と 存じ 

居候 何卒 宜敷御 願 申 上 候 

右 不取敢 贵酬迄 草 i 申 上 候 

四月 廿九 日夜 

六 三 三 A  (補 遣 三 九) 

五月 九 曰 火 午前 九 時— 十 時 本鄕區 駒 込 曙 町 一三より 富 山 縣福野 町 五島 寬 平氏へ 〔はがき〕 

謹啓 扨て 「亮の 追憶」 の 別 刷が 出来ました から 不取敢 十 部 だけ 御 送り 申 上げます、 甚だ 街 手 

數で御 坐い ますが 適 { 几に 御 分配 を 願 度と 存じます。 貴地 以外の 分 は 小生より 郵送 致 度と 存じます 

故、 ふ t りの 向 あらば 御手 數 ながら 御 姓名と 御宿 所 御 示 敎を願 度と 存じます。 誠に 我儘の み 申 
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上 失 御 坐い ますが 何卒 御 寬容を 願 ひます」 漉 柿 五月 号 も 同封 致 置ます 御 笑 覽を願 ひます」 

右 御 願 乞」 草ぶ 申 上ます」 時候 柄 御 自愛 專ー に 願ます 不盡 

五月 八日 
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遣 浦; li  二十 I ド大 


大正 十二 年 


六 九 三 A  (補 遣 四 〇)  . 

二月 三日 土 午後 七 時： 八 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 富 山 縣福野 町 五鳥寬 平氏へ 〔はがき〕 

御手 紙 難 有う 御 坐い ました。 蓄音機 御 求めの 由御樂 しみの 事と 存じます。 ヴィク タ ー の 器械の 

方 は 大抵 米國 製ば かりの やうで 御 坐い ますが、 レ コ ー ドの方 は英國 ヴィク ク ー も 澤山來 て 居り ま 

すから、 目 錄を御 注文に なれば よこす 事と 存じます」 廻 轉數は 正確に 測った 事はありません が、 

測るなら いつでも 誰れ でも 測られます。 盤の 一 点に 紙で も 貼って 時計 を 見ながら 廻 轉を數 へれば 

い、 かと 思 ひます。 空 迥 りの 時と 盤 を かけた 時との 差 もよ く 存じません、 大した 差 はない かと 思 

ひます 寧ろ、 それよりも バ 子の 張った 時と ゆるん た 時、 叉 油の 加减ゃ 寒暑の 影響な どの 方が 大き 

く はない かと 思 ひます 「>  矢 張 耳で 聞いて 調節 器で 調節す る 方が よい かと 思 はれます- 如何に f^l 

右 不取敢 御 返事 迄 

七三 六 A  (. 補遺 s: 一，) 

十月 二十 二日 月 午後 一 時.is^時 本. 鄕 -511 駒 込 町 ニー 一より 栃木 縣枢木 町 石 町 小 林 方松拫 mi 次郎 氏へ 


ど I 叫 家/行って 見て 驚いた、 壁土 はこ ぼれ 雨 はもり I の巢 だらけで I たる もの 

力 ^ た 定めて 9. 驚いて 帳に なった 事と 御氣の 毒に 感じた、 唯 コスモス だけ は 地震 も 〇〇〇 も 

snsK はす U ゆて ドた、 還の 森の 色づ いた 梢 も 同様で 此れが せめても 君の 頭 を 慰め 

け すっかり f してお いたから 今度から はまし でし やう、 いつでも 休 愚に 使 

パ てく ォ HI <- 

小嘉 も隨分 弱ったら しい 端 書が 來て 居た。 獨逸も 大分 騷 いで 居る らし、 もう 此. f 蜀 

逸に は 居ない かも 知れない  力 出 i^f. お 

ァ ドレス は b3i  F.  Speyer,  Hohenzollel-nstl.. 26  wel-lin  ノ N 10 

夜寒が 來る、 自愛し 玉へ 

十月 廿 三日 〔到 筒に は 十 リ 比-一 H と あり」 

域樣  .IP; 
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遺 補 年 三十 71: 大 


大正 十 三 年 


4- 五 IA  (補 造 四 二  ) 

一 月 二十 一 日 月 午後 零時， . 一 時 本 Irm 駒 込 曙 町 一 三より 牛 込 區余丁 町 四 一 松拫豐 次郞氏 へ 〔はがき： 一 

御 端 書と 原槁落 {4、 原稿 は 此れから 拜 見して 何 か 書き まし やう、 どうも 此頃 用事が 多く、 其 上 

肝心の 夜の 時間 に來 客が 多くて 思 ふやう に 進行し ないか も 知れん がせ い/. \ 奮發し て やって 見 ま 

しゃう、 何日 頃 迄に 出來れ はい、 か、 御知らせ を 願 ひます I 

鴻 Q 巢へ拔 け かけ はヒ ドィ、 小生 も 妙義へ 行き度いが 少し 遠い ので 困って 居る 處 です、 其內御 

伴 致し 度、 電話が かけられる 、都合が い 、がそれ が 出來な い ので 工合が 惡る い 

一月 廿日 

「表の 通信欄に」 

今日 子供 等と 板 橋へ 行きました 溫暖で い 、氣 持でした、 

七 八 三 A  (： 補 遣 四 三) 

八月 二十 八 B 木 午後 卜 時： 十二時 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 卞 込 余 T 町 松拫 次 郎 氏へ 〔はがき〕 
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If 書 難 有う、 明後卅 n  (土曜) 午後 四時 頃から 御光來 如何です か 御 ：：： ち 致して 居ます、 何も 

御馳. ^はあり ま せんが タ食 の 用意 を 致 L て S きます か ら ど うか ゆ る，/ \ 御 話し 願 0 ます 

< ホ事拜 眉の 上に て 草. - 

n;" 月廿 八日  す 

七 九 四 A  (.W 遭 叫 四り  ； 

.. 十月 二十 4itn 月 午後 零 £_1 一時 本鄕. M 駒 込 町 一三より 牛、 久 rr-A 余 丁 町 W 一松 极 遠：， \V 郎 氏へ 〔給 はがき〕 一 

「おに 一 

今日は 御 電話だった さう です が失禮 しました 小宮 君が 歸 つたがら 一 度 漉 柿會を やって 相 淡し ま 一 

しゃう か  一 

そ^から 「無題」 をん 「度 は小宮 おに やって 賞 はう ではありません か 

十月 廿 六日  •• 

七 九 四 B  (捕 遣 w. み.)  一 

十月 二十 七日 月 午後 零時 1: 時 本鄕 K 駒 5> ；-^ 町 一三より 牛 込 碟余丁 町 w 一松 根豐 次郞 氏へ 〔はがき J 

御 端 書拜見  _ 

き 日なら ば 午後 四時 半 頃より 都合が 出來 ます 价  一 R は 祭 n 故 どうで もなります。 

無題 は 今夜 か 明 夜 作り まし やう 


940 


jtM 年 三十 人 


ム 御；^ 事 迄 草. - 

十月 廿 七日  寅 

八  一 lA  (補 遣 四」 0  . 

十二月 三十 I  B 水 午後 九 時. ー 十 時 京 橋 K 銀"！^ ャ マトより 牛 込" sil 余 T 町 ra 一  松报豐 次郎氏 へ 〔絡 はがき 

小宮 豊隆 氏との 寄せ 書〕 

近-.?^ 御 消 Co を 聞かない から、 どうしたの だら うと して 居ます、 妙義 山へ でも 參 籠して 居られ 

るに 哉、 近日 ー會 催した し、  寅 

ボ —ル • クロ  I デル の Sur la  Mer に は 驚ろ かされた。 一 寸 出て 來 たと 思ったら、 いろんな 藝當 をして 來た 

もの だ。 倚屮亍ぷに^^；；が俳人だと ぃ.ふのでク 口 ーデル はぁれで發句をっくって見せたゎけなんだらぅ。 君はフ ラ 

ンス流 H- をつ くると よかった。  豐 

卜. 一：：：： 三十 一 = 午 
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大正 十四 年 


八 一 五 A  (補 遣 四 七) 

二月 三 E 火 午後 零時. 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 牛 込 區余丁 町 四 一松 很豐 次郎 氏へ 【はがき，」 

御 返事が おくれて 相す みません、 八日の 日曜 は 別に 差 支ありません からどう か 宜しく 御 願 致し 

ます、 忙しくて 硏究は 出来さ. う もない が、 出 まかせの 變痴氣 論で も 吐く つもりであります 草. - 

二月 三日 

八 二 五 A  (補遺 四 八) 

三月 =ー 十 B 月 午前 十 時-十一 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 逢 仏次郎 氏へ 一はが き」 

先夜 は 失禮、 扭て 四日の 神の 會は 朝から にして 晝飯を あすこで 食 ふ 事に し、 晚飯は 小生が 

「春 日」 へ 御案內 して、 そこで 閑談す る 事に したいと 思 ひます、 どうか 左様 御 含 を 願 ひます 小宮 

君に はさう いふ 事に 話して おきました、 どうか 惡 しからす o」 大に 三つ 物で もやり まし やう 

三月 卅日  寅彥 
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遣 補 年 四十 正大 


八 二 六 A  (補遺 四 九) 

四月 二 曰 木 午後 (以下 不明) 本 鄉區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 豐次郎 氏へ 〔はがき〕 

御 端 書 唯今 拜見、 すぐに 電話 を かけて， 都合 を 聞いて 見た 處、 朝耍 事が あるので 丁度 十二時に 新 

宿 園へ 行って、 すぐ 飯 を 食って から やる 事に し 度い との 事であります r- どうか さう いふ 事に 御 取 

計ら ひ 願 ひ 度と 存じます。 小生 は 都合に より 少し 早目に 行って 休息す るか も 知れません から、 十 

一時 半 頃から 席 を 取って おいて 頂ける と 好都合と 存じます。 右 御 都合 如何で しゃう か、 どうか 念 

の爲御 ハガキ なり 電話な りで 御 一報 願 ひます 草よ 

四月 二日  ， 

八 二 六 B  (補遺 五 〇) 

四月 上旬 本鄕 區駒& 曙 町 二 四より 松 根 豐次郞 氏へ I： 封筒な し 道 しるべの 略圜 あり (省略)〕 

昨日 は 御 電話、 留守で 失禮 しました G 

齒科醫 は 根 津淸水 町 一 能 勢邦士 氏です 

名剌を 人れ てお きます、 いつ でも 御 出かけ になれば よい と 思 ひ ます 

八 I 二八 A  (補遺 五 一 ) 

七月 四 曰 土 午前 十 時： 十一 時 本^ 區駒込 曙 町 ニニより 牛 込 區余丁 町 四 一松 拫登 次郞 氏へ 〔はがき〕 


943 


御手 紙と 筆記 を 難 有う、」 小生 も此顷 少し が惡 いと 見えて やつば り 色え 夢を見る 御手 粗の I 

來た朝 も 偶然の 一致で 僕 も 船に 乘 つて 西洋へ 行く 夢を見ました、 寐 起きの 不快な 事 も 同様、 此れ 

は 多分 一 つ は 時候の せ いかと 存じます。 腸 胃と 時候と そうして 生の 疲れが 一 處 になって 夢 を 醸す 

のでし やう。」  0  0 

今朝 小宮 君より 電話、 上京中との 事、 明後日 月曜の 晝 から 小生が 夏 目さん 慮へ 訪ねて 行く 約束 

をし ました、 それで 贵兄も 御 都合が つけば 御 出掛け、 ー處 にタ钣 でもた ベ 度と 存じます」 漱石俳 

句の 本 は. もう 間もなく 出る らしい、 装 載 は 小生 やり ましたが 御氣に 人り ます かどうで すか、 余事 

拜 眉の 上 

七月 四日 


遣 補 年 五十 正大 


大正 十五 年 


八 七 九 A  (補遺 五 二) 

一月 五 B 火 午前 九 時.. 十 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 拫豐 次郞 氏へ 「はがき 速達 

€〕 

拜啓 小宮君 昨夜 人 京、 七日 か 十日 拙宅で 連句 會を やり 度く、 御 都合 如何に や、 どうか 至急 電 

話で 御 返事 を 願 ひます、  ， 

もし 御旅 行中 留守で したら、 どうか 其 旨 電話で 御 一報 下さる やう、 御 留守居の 御 方 様に 御 願 致 

一月 五日 

八 九 OA  (補 遣 五三) 

二月 八日 月 午後 一時： 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 裉豐 次郎 氏へ 〔はがき〕 . 

昨日 は 失禮、 歌仙の 花の 坐 を 

篝 火の 渦卷く 空に 花 散りて 
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うか、 御 叱正 を 祈ります」 次に 「二 枚 折」 の 初 句 を 

百 一の.^ れ目 をつ f る連翹 

きします、 ナ 第二 句 春の 景物で 願 ひます、 此の 一 折の 義を 田園と 都市の 間にお く 計畫 であり ま 

に りの 籠 を 豫想 する やうな 景色乃至場所 を 作って は 如何に 

哉、」 

右 宜敷願 ひます  寅 彥 

二月 七日 


二月 八 B 


八 九  一 A  (械遣 五 四) 

月 (時間 不明) 本鄉 SS 町 一一 一一より 牛 S 余 丁 町 四  一 I 雲 郎 氏へ 〔はがき〕 

處 さがし て 尿 をす る种 

I？ 事ぞ 宿直の 衆の 高 笑 


或は 


ひ rA,^ がりて ふ いと 消えた る 影法師 

若し 季 人が よければ 再考し ます 


芒の 二 枚 折 考慮 中 

二月 八日 
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遺 補 年 五十 正大 


八 九 IB  (補 遣 五 五.) 

二月 九 B 火 午後 零時 ー 一時 本.. 駒 込 曙 町 ニー 一より 牛 込 K 余 丁 町 四 一松 极璺 次郞 氏へ 「はがき〕 

芒よ に 更け わたる 月  ， 

，蚯蚓な く  土手の 崩れに 道盡 きて 

は  、 

水亭の ありし とば かり 虫 鳴きて 

或は 

向 ふ 岸 こちらの 岸の ちんち ろり 

御氣 に めさねば 叉 取 かへ ます 

二月 九日  寅 

八 九 Ic  C 捕 *! 五六) 

二月 十 B 水 午後 零時- 1 一時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根登次 郎 氏へ 〔はがき〕 

垣の 破れ目 をつ 2^ る連翹 

も く  ./\ とおた まじ やくし の 居る 田に て 

南が 吹けば 干く 壁 泥 
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次 は雜の 人事、 伹し戀 でな く 願 ひます 

二月 十日  寅 

一 一枚 目 を 引 立た せる 爲 此の 人事 は 余り 强 くな いやう にしたい と 思 ひます、 一 一枚 目の 中頃で 大 

に 揮つ て 下さい 

八 九 ID  (補 遣ん じ) 

二月 十三 B  土 午前 零時-, 1 一時 本鄕 駒 込 曙 町 一三より 牛 込 余 T 町 四 一松 很豐 次郎 氏へ 一， はがき 表 

の 著名に 「贫」 と あり〕 

さう 一 々故障 を 入れられて は 興味がぬ けて しまって 困ります つ 壁 泥 は 泥 壁と はちが ひます。 又 

小生の 一 一枚 折の プ 口 ットは 歌仙と は 少しち が ひます 、「背景」 はそんな に變 化しないで、 其 前に 一 

二の 焦点が 出來る 方が 「繪」 としての 効果が あるので す。 それで 壁 泥は徹 回しない 事に します」 

又 君の 「芒」 は 仰の 通り 廣. - とした 景色な ので、 それに 又廣. - したの をつ けれ は、 どちら か 蛇 

足になる と 思った ので、 却って 河邊 でも 持ち出して、 觀 者の 位置 を 点 出した 方が よい かと 思って 

つけたの でした。 しかし 此れ は 君の 出題 だから 僕 は 余り 主張し ません、 r 此國を 唯一 筋の 秋の 風 

(露の 道)」 とやって 見た が 面白から す。 此の 二 枚 折 は 君の 獨吟に 願 ひます」 附 句の 內容を 差 図す 

るの は 連句の 极 本義に 背く と 思 ひます 一 一枚 析は いやにな つたから やめます。 獨 りで やり玉へ 、」 
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遣 補 年 五十- IT; 大 


八 九 IE  (補遺 五八」 

二月 十 IIIB  土 午前 零時-一時 本鄉^ ゆ 込 曙 町 ニー 一より 牛 込 區余 T 町 四 一松 拫鐵乂 次郞 氏へ 〔はがき 表 

の 署名に 「寅」 と あり. 一 

連句の 道の 要諦 は、 銘々 が 自分の 個性 を 主張す ると 同時に 他者の 個性 を 尊重し 受容して 御 互に 

活かし 合 ひ 磨き 合ふ虚 にある、 此れ は 或 意味での 則天去私に 外なら ない、 處が君 はどう も 自分の 

個性 だけで 一 色に してし ま はう とする ので 困る、 それで は 連句に ならな いで 獨吟 になつ てし まう、 

蒸の 頭の 大きかった 証據は あら ゆ る 個性 を異 にした 弟子 達の ちがった 世界 を 包容して それく 

を發 達させた 点に あるかと 思 ふ c」 どんな まづ いと 思 ふ 句 も附け 方で 活かす 事が 面白く はあり ま 

せんか、」 繰返して ぃチ ますが、 內容の 注文 は 連句の 根 本義に 背きます-し 

東洋 城 先生 もって 如何と なす ？！  ？！  ？！ 

八 九 IF  (補 遣 五 九) 

二月 十五 B 月 本鄉 fel 駒！；，：！ 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 极 豊次郞 氏へ 〔封筒な し. 一 

少 >A 過激派の 端 書 を 出し、 あとで 內々 恐縮して 居た 氣 昨夜 御手 紙で いよく 以て 恐縮 どうか 御 

寛容 を 祈ります 

二 枚 折の 種々 な 型式が 可能な うちで 其の 一 つ 第一 号 型式と して は 前半 を 大部分 「自然」 特に 長 

句 を 「自然」 にして 短句の 方に 一 つか 二つ 位 人事 を 人れ、 後半に 人り て 逆に 長 句の 方 を 人事、 短 お 


句に ボッ. （"自然 を 入れ 最後の  一 二 句で 又 自然- 点じ 此れが 胃 頭の 自然に. それとなく 對立 (同 ^ 

じ 景色で はなく、 しかも 調和す る もの) して ー輻の 背景 を { 尤 成す ると いふの もよ いかと 思 ひます。 


「一 々に 値上 烟 草の 詫 を 云 ひ」 の 次 は 

蠅取 紙に 光る 秋の 日 

とい ふの が 通過し ましたから、 御 次 を 願 ひます 

「あたまの 丸 さ 瘤の 丸 さよ」 の 次 は 

取り出 だす 螺鈿の 琵琶に 花 散りて 

或は 

懇に 花盗人 を もてなして 

い づ れか御 採用 を 願 ひます 


風邪 を 無理して 居たら とう/ \ やられ 昨日から 寢 込み 一 一三 日靜養 のつ もり 草ぶ 

二 き 十五 日  寅 

M  樣 

八 九 五 A  (補遺 六 〇) 

二 Hp 十 A 曰 木 午前 十 時- トー 時 本 鄕區駒 込 曙 町 ニー 一より 牛 込 K 余 T 町 四 一松 裉豊 次郞 氏へ 〔はがき 


遣 浦 年 五十 IE 大 


速達便」  ■ 

うたげに しらむ 春の 曙 

の 方 を 頂きます、 「平野」 の 方 は 事柄の 豫備 知識の ない 僕に は 感じが 起り ません から」 先日の 「螺 

鈿の S 比 HIHIJ は 花の 坐です が、 さう すると 次の 句 は 春で なくても 宜しくや、 「淋しき 歌 ••：： 」 は雜で 

すが 此れで 差 支ありません か、 御 返事に よりあと をつ けます」 「魚の 棚」 頂戴 致し 小宮 君に やり ま 

す」 

小宮 君からの はがきに 

祭りの 寄附の いや も 云 はれす 

移り 來て燃 ゆる 紅葉の 門 構 •  雨 

とい ふのと 

谷の 深き に 紅葉 見る まで 

欄干に 干す 手拭の 蝶. -ゃ  雨 

と いふの を 貴兄へ 達った と あるが、 此れ はすつ かり 前 を 忘却して 覺 えす もし 控へ が あらば 御 知ら. 

せ 願 ひます。 

右 要件 草 >、 

二月 十八 日  ， 

「うたげに しらむ」 は 或は 前々 句に 少しつ き はしません か 
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八 九 六 A  C 補遺 六 一 ) 

二月 十九 日 金 午後 一時 二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三よ リ やひ ハ！ -R 余 T 町 四 一松 拫豐 次， 郞 氏へ 〔はがき〕 

啓 

よき 歌 一つ 詠みし 行 春  ■ 

結構と 存候、 就て は 此處ら で 叉 一 つ 肩 を かへ て ニノ 表 は 大兄 を はじめ 願 はれま じく  六 句 位 

で 入れ か はる 方が 何だかよ いやうな 氣が 致し 候 

如何 哉 

一 一月 十八 日 

九 OOA  (補遺 六 二) 

三月 二日 火 午後 四時， -五時 本 鄕區駒 込 曙 町 一三より 牛 込 區余丁 町 四 一松 根 畳次郎 氏へ 〔はがき〕 

其 後 如何 哉」 「肉桂」 の 歌仙 拜見、 中. - 面白く 拜 見、」 吾等の も 進行 致し 度 如何 哉」 

水 やれば ひたと 吸 ひ 人る 墓の 苔 

かなめの 影に 動く 蚊柱 

とい ふの がっきました、 「猫板」 の 方 はま だ决定 せす」 一 一枚 折 は 如何な りました か 御 奮 發を願 度、 

どうせ 始めから うまく はいきます まいが 兎も角も 最初の 試み を やって 見る 事 はよ からう かと 存じ 
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遺 補 年 五十 IF- 大 


三月 一日 

九 OOB  (補遺 六 三) . 

一 line 八日 月 午前 九^ i い 時 本鄉 K 駒 込 曙 町 ニー 一よ.^ 牛 込- 511 余 丁 町 四 一松 根 豊次郞 氏へ L はがき〕 

御 返事が おくれました 

よき 歌 一つよ みし 行 春 

金 はおた まじ やくしと 化け もせす 

二豕 移り の 振舞 酒 を 見通し に 

カナ ヮ 

井 戶の鐵 輪の り 止みな く 

三月の 會合 はいつ がよ いか、 今週 は 一 寸 見込 立た す其內 工面して 御 都合 を 伺 ひまし やう 

三月 七日 夜 

「猫板に 覺 めて 品して 眠る 猫」 の 次 は 一 鳩の 時計が 十一 一時 を 鳴く」 とい ふの が 通過し ました 

九 三 八 A  < 補遺」 へ 四) 

九月 二十日 月 午後 ^時. ： 一 時 本鄉 -51! 駒；：， い！ 曙 町 一 三より 牛 余 丁 町 四 一 松 根！ 1=- 次郎氏 へ 〔はがき. 一 

其 後 如何 哉、 
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梓に 鎧 を 包む 櫃の中 

買手の つ、 かぬ 裏の 杉 山 


旅 なれば ふとし 洗 ふや 秋の 水 

くわつ と 明るき 稻 妻の 庫裏 


塩 原の き、 めか 折. -發句 もやり たくなります 

憶猫兒 

橡に 小春 柱に 续る 爪の 痕 

猫の 墓に 

枯芒 霜の 夜 頃 は 寒から め 


秋 立つ やまだき の 窓の 隙 明り 

コ ス モ ス やっかね 上げても からめても 

朝 額の 唯 一 色に 淋し さよ 
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遣 補 年 ニ和昭 


昭和 二 年 


九 八 五 A  (補 遣 六 五) 

七月 二十日 水 午後 零時 ，へ 時 宮械縣 松 鳥パ— ク ホテルよ リ牛込 區余丁 町 四 一松 根- 璺次郞 氏へ 〔はがき〕 

急に 思 ひ 立ち 仙臺 へ 參り 候、 今日 午後 電車で 松嶋 へ 來てパ ー クホテ ルの 露臺で コ— ヒ ー をのみ、 

夜 月 を まちながら JO  AK のヂ ャズバ ンドを 聞く、 定めて 地下の 笆蕉 も變り 果てし 世 を かこち fs 

る 事と 存じ 候、 ホテルの 隣に は寶 塚の 劇場が 立ち 八月 一日 開場との 事、 さう なれば いよく かす 

ぐの 天女 天下りて 霓裳 羽衣の 舞に 凡夫の 魂 を 飛ばす 事と 存じ 候、 その 頃に でも 來 合すれば しば 

らく は 連句 も 進むべき にと 存候 

月 待つ や 船から 砂利 を あげる 音  豐 

寄れば ひやつ く， エラ ンダの 露  豐 

秋 を 語る フランス 人 も 交り 居て  寅 

大きな 尻と 歌 はれに けり  同 

前髮は 糠に よごれて わりな しゃ  豐 
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鼬が 出た か 騒く 鶴  寅 

ホテルと は 名ば かりなれ ど 山 は 花  同 

灯 ちら ほら 船つ きの 春  豐 

(昭- め 一 一年 七月 十九 日夜より 廿日 朝 松嶋パ ー ク ホテルに て 興行 八 歌仙 東西く ) 
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遣 M 年 三和昭 


昭和 三年 


10  二 九 A  (補遺 六 六) 

二月 三日 金 午後 一時. 二 時 本鄉 駒 込 曙 町 二 四より 牛 込 區余丁 町 四 一松 很登 次郞 氏へ 〔はがき〕 

御 端書拜 見、 無題の 件 承知 致 候、 二三 日 御 待ち 被 下 度 候」 その後 新 宿驛樓 上へ 二度ば かり 參り 

候、 君に 電話 を かける 程の 時間 もなくて 殘念、 丁度 君が ヒョ" クリ來 ると い" と考 へた f けで あ 

りました、 來週 月曜 あたり 叉晝 食に 行かう かと も考 へて 居ます が、 どうか 分りません、 食後 二 時 

間 位 は 遊んでも 宜しく 候、 

二月 二日 夜 

蘭„^隆益--發展羨ましがらせを申越し甚だけしからぬ故何とか征伐可然と存居候 

一一 0 八 A  〔捕 遺 六 七) 

九月 二十 八日 金 午後 一時-二 時 本 鄕區駒 込 曙 町 二 四より 牛 込- siMfT 町 四ー 松拫 鱟次郞 氏へ 

秋風 殺到 吟意 動かん とする 處尊 翰拜誦 早速 附 けました 

附 句に， H 移りの 事 を 大事が り 
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冷えた 番茶 を 所望 せらる 


あからさまに 羽の 透き見る 衣蟬 

浮いて 流れて 消 ゆる 白雲 

右 不取敢 草々 

城 先生 

御 病人 様 其 後 如何 哉 


寅 日子 
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遺 補 年 十和昭 


昭和 十 年 


ニー  二 五 A  (捕 遣 六 八) 

八月 十三 B 火 藤 原 平氏へ 〔昭和 十一 年 三月 「思想」 より〕 

前略 永 田さん の 遭難 は 痛恨 事であります、 實に 困った 事であります 此の 事件 は 現 時の 國 家の 病 

根の 所在 を 暗示す る もの K やうに 思 はれます。 凡てが 偏狭な 小 自我の 爲に 邦家の 大事 を 忘れたり 

誤認す るからの 事で はない かと 思 はれます。 小生 十五 日 淺間觀 測 所 記念日の ヱ キス 力 ー ショ ンに 

加 はる 爲、 永 田 中 將吿別 式欠禮 致します。 どうか 小生の 衷心よりの 吊 意 を 御 傅へ 願 ひます。 

八月 十三 日 

ニー  五 五 A  (補遺 六 九：) 

九月 十六 日 月 松 根 豊次郎 氏へ 〔昭和 十一 年 三月 「思想」 より〕 

十三 日 は學術 振興 會の ある 事 を 忘れて ゐて朝 思 出し 電話 を かけた。 惡 しからす。 信 州から 歸っ 

てから 足 を 痛め、 びっこ 引いて 歩いて ゐ たら、 その 爲か 腹の 筋が 引きつって 起居が 不自由で その 

. 上 胃の H 合まで 狂って 弱って ゐ るが 寝込む 程で もない ので よぼよぼしながら 出勤して ゐる。 少し ％ 


ヒカ ン した。 からだが 不自由 だと 癎シ ャクが 起って 困る 


中 門の 忍び 車の 月の 影 

讀 め ば 昔 は. 美 し の 戀 


では 如何 哉 

.4 「週 金. 曜は 多分 大丈夫の つもりです 

九月 十六 日 

今朝 映 畫雜感 を 送りました。 
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